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翁 草 卷之百 三十 三 

本願 寺宗名 願の 事 

安永 三 甲 午年 八月 六日 本願 寺より 宗 名の 儀に 付、 寺社 奉行 御用 番松平 伊賀 守 へ 願書 被 差 出、 

口上書 

當宗 開山 親鸞 上人 開 宗の砌 より、 宗名淨 土 眞宗と 被 定置 候處、 御 奉行所 幷 御領 私領御 役所に おいて、 

淨土 眞宗共 一 向 宗共御 取 計 御座 候に 付、 當 宗門 末の 內 にて 心得 違の 輩 も 有 之、 御門 主 歎 敷被存 候、 依 

之諸國 一 統淨土 眞宗と 相 定候樣 被 致 度 候、 此段御 願 可 申 上旨 京都より 被 申 越 候 以上、 

淺草 本願 寺 輪番 

午 八月  圓重寺 

南 林 坊 ■ 

右に 仍り 上野 增上 寺へ 寺社 奉行より、 i3f 有 之 候處、 左の 通增上 寺よ リ書上 有 之 候、 

覺 

1 此度 一向 宗門 京都 兩 本願 寺より 申出 候 は、 諸 園の 門徒 一 統に淨 土 眞宗と 相 唱度段 願 出 候に 付、 於淨土 

宗相障 儀 も 無 之 哉の 旨、 御尋 御座 候處、 相 障 候 旨 左の 通 御座 候、 淨土宗 と 申 候 名 は、 大唐 善導 大師 親 

經の 御疏の 中に 出 候て、 圓光 大師 最初 建立の 淨土宗 を、 則 淨土眞 宗と稱 し 候 事に 御座 候、 依 之 御 先祖 

様 初め 刖て神 君樣御 宗門に 被爲御 定置、 則 京都 四 筒の 本山 井關 東 十八 擅 林 其 末々 に 至 迄、 一統 淨土眞 

宗 にて 御座 候、 然に 今般 一向 宗を淨 土 眞宗と 稱候時 は、 宗 名混雜 仕、 甚相障 申 候、 殊に 公儀 御代々 御 
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恐 sriiil 時 は、 御先 囊 M て 遷宮 様、 SRiii 

一 れ； S ヨ 示な S 候 r 画師 ii 被 成 下、 殊更元祿已來 大師 

Mi^l f た 京都 知 恩 院へ勒 使 諡號被 成 下、 後柏原 院正葡 完雨帝 眞ま總 お，， 

ヒ： pass 光 ぺ小墜 翰に て、 淨肅 最初 門ぜ？ お ssn 

他に て iff ベ 赢は决 て 無 御囊、 若 一 向 f 淨土續 

1 御當山 へ 賜 候 勅願 所、 綸旨 御文 言、 

.^^r^ii^nii 秦." Ill 丹精 直 命 如斯仍 I 如 件、 

. 增上寺 穆上 人  左少辨 花押 

^^^kwM0^, 淨土禁 S は、 Is 證に雲 御囊 へば、 他 門に て 押て 

競 可仕義 にて は 無 御^ 候、 若 強て 改稱致 候 時 は、 输： W に 相 障 巾 r お、  \^T. 

一 神 君 樣御當 山 觀智門 師へ被 下 匿 候御條 目、 第三 ケ条 M こ、 。お直 s,t:、  li^ol. 

Is? 五 年！ ぽ お；： き戒 M お SI 關ま東 4 八. f 林掛， J いたし、 御條 目の 第五 ケ條目 
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宗 の號、 他 門に て 相 稱し候 時 は、 御條： HI の 表に 相 障 奉 恐 人 候、 

1 他 門より 淨土眞 宗と唱 候 時 は、 宗名相 混じ、 兩宗 同名 を 稱し候 事、 古今 决て無 之 儀に 奉存 候、 前書に 

申 上 候 通、 綸 命に 相 障 勿論、 東照宮 樣、 臺德院 様、 御條 目に 相 障 候 段、 重々 奉 恐 入 候、 殊に 法然 上人 

御傳 四十 八卷 は、 伏 見院、 後伏見 院、 後 二 條院三 帝の 袁翰 にて、 眞宗弘 通の 爲に、 知 恩 院に被 爲納藍 候 

此 勅書 御傳 記に、 淨土虞 宗の儀 明に て、 則 勅命に よりて 淨土 眞宗弘 通致來 候、 諳國 一 同 共に 件の 宗名 

に 御座 候、 若强 て他鬥 にて 淨土眞 宗と稱 し 候 時 は、 誠に 眞 偽の 爭論、 自讃 毀 他 之 基 共 相 成 候 時 は、 公 

儀 御制禁 にも 相 障 可 申 哉と、 其 段 甚奉恐 入 候、 右 依 御 尋申上 候 以上、 

正月  增 上 寺 役者 

寺社 御 奉行所 

同 四 未年 十 一 月 十九 日 寺社 奉行 太 田 備後守 宅に 於て- 奉行 中 列座 增上寺 役者 被 召 呼、 先達 而兩 本願 寺よ 

御 願 候 宗號の 儀、 於 淨土宗 差 障 有 之 旨、 兩 本願 寺 輪番へ 申 渡 奉行所に て は、 I 向宗と 取扱 候 3:»、 右 役者 

へ 被 申 渡、 依 之 增上寺 役者より 一 派 へ 觸 書の 寫 

去 午年 從 京都 本願 寺 諸國の 門徒 一 銃に、 淨土眞 宗と稱 度 旨、 寺社 御 奉行 松 平 伊賀 守 殿へ 願 出、 於 淨土宗 

相 障 候 儀 無 之 哉の 旨 御 尊 御座 候に 付、 當 正月 御 會談の 上 相决、 於 淨土宗 差 障 候 趣、 ^紙の 通 書付 差 出 

候處、 當月 十九 日 於 太 田 備後守 殿、 別紙 御 書付の 通 被 仰 付 候 間、 此段被 得 其 意、 向後 宗門 改 等の 節、 

心得 違 無 之 様に 取 計 可 有 之 候、 尤其旨 支配 下の 寺院へ も 委敷可 被 相觸候 以上、 

十一月 二十 一 日  增上 寺 役 者 

此節 宗門 改の 時節に 成 候 得 共、 當 年の 儀 は 吟^ 中の 事に 候 間、 先づ是 迄の 通 差 置 候 様に、 寺社 奉行より 增 

上 寺へ 申達 有 之に 付、 增上 寺より 書 上 左の 通、 

宗門 改の節 帳面 兩 本願 寺 末專 修寺怫 光寺 末 寺院 HI 書に、 唯今 迄淨 土眞宗 一 向宗 本願 寺 門徒と 肩書 有 之 
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を、 淨土 眞宗と 肩書 有 之 候て は、 淨土宗 於 寺院 印形 相 障 候、 宗門 改の 時節に 相 成 候に 付、 兩 本願 寺顢 

屮に候 得ば、 總て願 吟味 事 等 礼 中 は 其 仕來の 通り 致 候 様、 奉行所より 申 付 儀 は 通例に 候 間、 當 年の 儀 

は願轧 中の 事に 付、 異論 有 之 候て は、 宗 刺相滯 候に 相當候 5?、 當年 宗門 帳の 儀 は、 年 來仕來 の 通、 兩 

本願 寺 末 等の 寺院 宗號 肩書へ、 無滯致 印形 候樣可 申達 旨 被 仰 渡 候、 

此段 方丈へ 申 聞 候處、 宗饞に 相 拘り不 容易 事故、 江戶檀 林へ も 御 達の 趣 被 致 評議、 方丈 始檀林 中 拙 僧 

共 一 同 申 上 候 は、 兩 本願 寺より 願 中に 候 得ば、 總て呤 味 事 等 御礼 中 は、 先 仕 來の通 致 候 樣被仰 付 候 儀 

は 通例に 候 間、 當年 宗門 帳の 儀 は、 年 來仕來 の 通、 淨 土眞宗 一 向宗 本願 寺 門徒と 肩書 有 之 候 も、 淨土宗 の 

寺院 無 滞 致 印形 候 様、 配下の 寺院へ 可 申達 旨 被 仰 渡 候 得 共、 此段申 渡 候ても 支配 下の 寺院 承知 仕 間 敷 

と 奉 存候譯 は、 去 未 十 一 月 十九 日 於 太 田 備後守 殿御 書付 を 以て 被 仰 渡 之 通、 於 御 奉行所 一 向 宗と御 取 

极被成 候 上 は、 何方 にても 一 向 宗と可 申 儀奉存 候、 此度被 仰 渡 候 御 書付の 通、 彼宗 にて 宗號不 限 I 名 

稱し來 候 は > 差 支 無 之、 宗名を 以て 宗判 等の 節 肩書 仕 可 然奉存 候、 御 吟味 中仕 來の 通と 被 仰 付 儀 は、 

通例の 御 取扱に 御座 候 得 共、 於 當宗は 御呤味 中と は 不奉存 候、 其譯 は彼宗 より 願 出 之 儀 も 無 之、 御 奉 

行 所より 何の 被 仰 渡 も 無 御座 以前に 候 は  >、 是 迄の 姿に て、 等閑の 事に 候 得 共、 前書の 通 御 奉行所に 

て 一 向 宗と御 取扱 御座 候 段 被 仰 渡 候 上 は、 諸國 一 統御 奉行所より、 御 取扱の 宗號を 準 繩に可 仕儀と 奉 

存候、 宗 判の 儀 は 公儀 御 政事に も相拘 り、 重き 儀に 御座 候 得ば、 何 宗と其 宗號を 相 認紛敷 宗門に 無 之 

旨、 印判 差 出 候 儀に 御座 候、 殊に 公儀 御代々 様 御 宗門に 御座 候處、 淨 土眞宗 と、 宗名兩 家に 相 唱候時 

は、 御先 祖樣 別て 東照宮 様 御 家門 被爲御 定置 候、 神慮に も 相 障 奉 恐 入 候に 付、 差 障 無 之 宗名を 相 用 ひ 

宗判無 滯樣可 被 仰 付 儀 哉と 奉存 候、 依 之 御 達 御座 候 御 書付 支配 下 へ 申達 候 儀、 御 奉行所より 被 仰 渡義を 

違背 仕に て は 無 御座 條得 共、 前書の 意味 合 故 申 渡 兼 候、 尤宗 1： 相 滞 候に 當候旨 被 仰 渡 候 段 は 奉 恐 入 候 得 

共 彼 宗門に は、 宗號不 限 一 名 若 御 奉行所 願 中に 候 は 御礼 相 濟候迄 は、 御 奉行所 取扱の 宗號相 認候様 被 仰 
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付 候 得ば、 宗判滯 候に 相 當申間 敷 哉と 奉存 候、 此段御 賢察の 程 幾重に も 奉 願 上 候 以上、 

二月  增上寺 役者 

覺 

宗 判の 儀に 付 增上寺 役者へ 以御 書付 被 仰 渡 候 趣、 擅 林 一 同 可 致 評議 旨、 增上寺 方丈より 申 聞、 江戶檀 

林增上 寺へ 罷出致 評議、 則 增上寺 役者より 評議 决 様の 趣 書付 差 出 候、 右一 件 は 最初 從彼 宗淨土 眞宗と 

宗號相 唱度旨 願 出 之 節. 十八 檀林 一統 會談の 上、 右 淨土眞 宗と相 唱度旨 は、 於 當宗差 障 候 趣 御 奉行所 

へ 申 上 候礙に 御座 候 得ば、 宗 判の 砌は淨 土 宗に混 雜宗名 有 之 候て は、 右 差 障 候 趣 を 離 候 義は無 之 候、 

依 之 增上寺 役者より 差 出 候 書付の 通 御 聞 届 被 成 下、 今年より 於 他門宗 判の 砌 肩書に 此方 宗名淨 土眞宗 

と 不相認 候樣、 以御 威光 被 仰 付 被 下 度、 擅 林 一 銃 奉 願 候 以上、 

二月 

小石 川 擯林總 代 

淺 草 

本 所 

荣 川 

. 淨土宗 より 差 上 候 書付に 仍、 兩 本願 寺より 申立 候 書付、  ， 

凡宗 名と 申 者宗々 の 祖師 自ら 志 所の 經說に 付て、 其 義理 を考定 候て、 宗名を 立 候 事、 諸宗の 通例に 候 

當宗の 本名 は 祖師 親鸞 上人 開宗 の砌、 淨土虞 宗と相 定被置 候 以来、 五 百 有餘年 相續致 稱來、 一宗 末寺 

門徒 不及 申、 僧家の 書籍 迄、 往々 に 相 見 申 候、 依て 痕翰 勅筆 を 奉始、 御 奉行所に 於て、 毎度 淨 土眞宗 

の 本名 を 以て、 御 取扱 有 之、 殊更 切支丹 宗門 御制禁 已來、 例年 宗門 御改 等の 節 は、 御府內 を始、 諸國 

共 淨土眞 宗と書 上 相濟來 候、 其 上^ 和 五 年子 二月 御府內 町々 へ 宗門の 儀に 付， 淨土 眞宗と 本名 を 以て 
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御 觸流有 之 候て、 世上 一 銃 存知の 事に 候、 乍 f より 不案內 にて、 一 向宗 又は 本願 寺宗 又は 本願 寺 門 

徒 又は 門徒 宗 など、、 於當宗 曾て 唱へ不 申 名 習 候より、 諸 國の內 右の 様に 種々 の 異名 を 以て、 宗旨 證 

文 取扱の 箇所 も 有 之 候に 付、 宗徒の 內 心得 違 • の 輩 も 出来 仕、 祖師の 本意 を 失 ひ、 且又 御大 切の 宗門 御 

改に 候處、 種々 俗 稱を用 候て、 宗名 紛敷栢 聞え 候 段 も 如何 敷 儀に 御座 候 故、 何卒 御 奉行所より 御觸被 

成 下、 諸國 平等に 當宗の 本名 相 用 候 様 致 度、 御門 主 御 志願の 事故、 去 午 八月 其段以 書付 寺社 御 奉行所 

へ. 奉 願 候處、 御請 取の 上 右 本名 を、 淨 土眞宗 と相唱 候 證據有 之 候 哉と 御尋に 付、 同 九月 祖師 被 定置 候 

明證、 其 外 御 奉行所 御 取扱の 例 書付 等、 -K 略 相 調 差 上 置 候、 然處當 正月 增上 寺より 故障 ケ間敷 書付 を 

以て 申出 候 段、 御 奉行所 被 仰 聞 候、 右 故障の 申立 難 得 其 意 條々、 又 紛敷文 言 等 有 之 左 之 通 御座 候、 

故障の 書付 曰、 此度 一 向 宗門 京都 兩 本願 寺 申出 候 は、 諸國 一 統淨土 眞宗と 相 唱度願 出 候、 

右の 趣に て は當宗 本名 元來 一 向 宗と唱 候處、 今度 改て淨 土 眞宗と 唱度旨 申立 候 儀と 相 見え 申 候、 尤末 

々も 今般 一 向 宗を淨 土 眞宗と 改候時 は、 勅命に 相 障 候と 有 之、 若 强て改 號致候 時 は、 綸 旨に 相 障 申 候 

等と 書 出 候 主意 同斷 にて 被 察 候、 諸宗の 通例 祖師 被 定置 候 宗名を 以て 本名と 致 候 所、 當宗を 一 向宗と 

稱候事 は、 祖師 を始 一 宗 古今の 書籍に 相 見え 不申、 一 切 依 用 無 之、 唯 他より 申 習し 候 俗稱に 御座 候、 

然處 當宗の 本名の 様に 申立 候 儀 は、 當宗の 書籍の 內に は、 何等の 證據を 及 見 候て、 書 出し 候 事に 候 哉、 本 

據をも 相礼不 申、 押て 一向 宗門 本願 寺 を、 令 度 新たに 淨土眞 宗と改 度 願の 趣に 書取 候 段、 现不盡 の 致 

方、 佛 弟子の 所作と は 不被存 候、 淨土 眞宗の 本名 宸翰 勅書に 至 迄 被 載 之、 五 百餘年 來相續 して 唱來候 

へば 今 更改て 唱度皆 可 奉 願 譯<% て 無 之 候、 但俗稱 を 用 候 箇所、 寺 法 を 以て 相 正し 申 候 得 共、 行 届不申 

候 故、 へ，. 度 御 奉行所より、 御 觸被成 下 度 旨 申 迄の 願に 候、 自 他宗 共に 修畢の 上 は、 互に 其 書籍 を致披 

見.；^ 事に 候ば、 增上 寺に も學 問の 靖は、 當宗 祖師の 著述 を も 可 致 披見 候 事に 候 間、 新 様の 筋 は 隨分存 

知 可 申 事に 候、 假令 f 示の 儀 は 不案內 に 候 共、 御 奉行所 毎度 當宗淨 土 宗兩宗 末寺 共掛合 公事 出入 御 裁 
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許の 差 紙、 當宗 をば 宗淨土 眞宗と 御 書 出 有 之、 輪番 增上寺 役者、 奥印 被 仰 付、 增上寺 領內、 练年 宗門 

ん別 帳に，， 當宗を 淨土眞 宗と書 載 候 由 及 承 候 へ ば、 當宗 本名 古 來淨土 眞宗と 稱し來 候 儀 は增上 寺に も 

隨分 承知の 害に 候處、 今度 改號 願の 様に 申 上 候 段 御 奉行の 鑒察 をも不 1^、 理を曲 ゆ 候 申分不 幕の 至に 

御座 候、 

又 云 淨土眞 宗と申 名 は、 大唐 善導 大師の 御疏の 中に 出て、 圓光 大師 最初 建立の、 淨土宗 を 則 淨土眞 

宗と稱 し 候 事に 御座 候、 

唐朝 善導 大師 觀經疏 の 中に、 眞宗難 値淨土 之耍難 聞と 申 文 は 有 之 候 得 共、 淨土眞 宗と四 字 致 連 績候宗 

名 は 一 切 無 之 候、 其 外圓光 大師 一 代 製作の 書籍、 幷 fra 山 鎭西兩 流の 祖師 等 も 宗名を 淨土宗 と は 被唱候 

得 共、 淨土 眞宗と 被唱候 事 及 承不申 候、 尤 善導 大師に 依て 宗旨 建立の 儀 は、 彼宗に 申立 候 而已に f4 限 

御 當宗も 善導 大師、 源 信 和尙、 圓光 大師、 親鸞 聖人の 宗脉 相承し、 殊に 圓光 大師 製作の 選擇 集と 申開宗 

根本の 書 を、 親鸞 聖人へ 傳授候 トー 當宗 を、 弘 通の 儀 は 勿論に 候 得 共、 淨土眞 宗と申 四 字 連 續の宗 名 を 

唱、 專 書籍に 顧し 候 事 は、 我が 親鸞 聖人 を 最初に 致 候 事 は諸宗 一 統 存知の 事に 御座 候、 

又 云 今般 一 向 宗を淨 土 眞宗と 稱し候 時 は、 宗名混 雜仕甚 相 障り 申 候、 

當宗も 淨土宗 も、 元 來圓光 大師の 法 流 を 相承して、 宗旨 致弘通 候へば 淨土眞 宗兩名 は 具 略 の^ち 迄に 

て、 勝 劣の 異にて は 無 之 候 故、 互に 相 通じ 可 申 儀 も 可 有 之 候、 依之當 宗^ 派 高 田專修 寺へ は， 後柏原 

院 より 永 正 十八 年、 淨土宗 下野 銃と 申 院宣 被 成 下、 乍然五 百年 來彼宗 に は、 淨土宗 と 稱し來 候 故、 御 奉 

行 所 へ も 宗門 改の節 も、 總て淨 土 宗と計 書 上 来、 淨土眞 宗と書 出し 候 儀 は 承及不 申、 當 宗は淨 土眞宗 と 

稱來候 故、 御 奉行所 宗門 改の節 も、 總て淨 土 眞宗と 書 上來、 於 御 奉行所 も、 彼 宗を淨 土 宗當宗 は淨土 

眞宗と 御 取扱 有 之、 眞の 字の 有無 を 以て 是迄、 兩宗簡 別 明白に て混雜 S 儀 無 御座 候、 若此度 t: 宗 より 

新規に 淨 土眞宗 と相唱 候へば、 却て 兩宗 混雜 仕、 其 差別 無 之、 差當 宗門 改等相 障 可 申 事に 御座 候、 

I  七 
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  八 

又 云 公儀 御代々 様 御 宗門に 御座 候處、 淨土 眞宗と 申宗名 兩宗に 相^ 候 時 は、 御 先祖 様^て 東 

i: 宗門 被爲御 定燈候 尊意 に も 相 障 奉 恐 入 候 、 

當 宗開宗 已來、 淨 土眞宗 と稱來 候、 東照宮 様 御 治世 以来 も、 淨土眞 宗と御 奉行所へ も 書 上、 御 奉行， 听 

にても、 每度御 取扱 有 之 候 上 は 今更 相 障 候 譯有之 間 敷 儀と 奉存 候、 

又 云 淨土宗 は、 圓光 大師 開 宗已來 淨土眞 、宗 にて 御座 健 故、 數 度勅號 勅使 被 成 下、 本山の 綸^ を 賜、 

黑 谷金戒 光明寺へ 勅額 を 被 成 下 候 事に 候、 我淨土 眞宗の 外、 他に て 此宗名 を 可稱譯 決て 無 御座 候、 

若 1 向 宗を淨 土 眞宗と 改候時 は、 勅命に 相 障 申 候、 

圓光 大師へ 勅使 被 成 下 候 事、 宗 名に 相 拘り不 申 事に 候、 總 本山の 綸旨も 全文 を 不書載 事故、 宗 名の 有 

無難 計 候、 當宗を 淨土眞 宗と稱 し 候 事 は、 祖師 被 定置 候 段 は 不及申 1K4 も 龜山院 文 永 九 年 壬 申 十 一 月 五 

日、 勅使 藤 原 參議兼 則 卿 (此年 公卿 補任に 無 此人可 疑) を 以て、 本願 寺の 寺號を 賜、 紫宸殿 拜！^ 、被 仰 付 

候 勅書に、 親鸞 聖人 開 淨土眞 宗と有 之、 又 後醍醐 天皇 { 辰 翰の 親鸞 聖人 傳 記に は、 淨土眞 宗設道 今 盛と 

有 之、 右窟翰 今 代 後水尾 院へ奉 入叙覽 候處、 梅 小路 宰相 定矩卿 を 以て、 希有の 異寶 不可 過 之 旨 院宣 被 

成 下 候、 然時は 勅許 宗名 にて 棘 座 候處、 押て 一向 宗と號 け、 淨土 眞宗と 可稱譯 決て 無 御 趣 候と 申出 候 

段、 法 門 道理 は 格 。刈、 勅命に 相 障 候 申 分 甚奉恐 入 候、 

又 云增上 寺へ 被 下 置候綸 旨に、 須開 眞宗玄 門と 有 之 候へば 淨土眞 宗の稱 號無紛 候へば、 他 門より 押 

て 競 望 可 仕儀に て は 無 御座 候、 

眞宗と 申は怫 法の 通 稱に候 得ば 眞宗の 言 を 直に 淨土眞 宗の明 證とは 難 相 成 候、 併當宗 より 彼宗 へ 勸候 

處、 淨土 眞宗の 旨に て は 無 之と は 不申儀 故、 强て不 及 貪 着 事に 御座 候、 但當宗 を 淨土眞 宗と唱 候 儀 は 

元來 祖師 首唱の 本據 明白に て、 殊蒙 勅命 候 當宗の 本名に 候 得ば、 他 を 羨 候て 競 望 致 候 杯 中 儀 毛頭 無 御 

座 候、 
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又 云增上 寺へ 被 下 置 候 御條目 第三 ケ條 目、 圓頓戒 相承 可 仕 旨 御 定書被 成 下、 淨土 眞宗の 行儀 相 守 候 

上 は、 件の 譯を 以て 圓光 大師 開宗 以來、 淨 土眞宗 と稱來 候、 然に淨 土眞宗 の號、 他 門に て 相 稱候時 

は、 御條 目の 表に 相 障 奉 恐 入 候、 

御條 目の 文書 載不申 候故宗 名の 有無 難 計 候、 彼 宗は淨 土宗と 唱來、 當宗 は淨土 眞宗と 唱來、 相 濟候上 

は 今更 相 障不申 旨、 前段の 趣 御座 候、 開宗 巳來淨 土眞宗 と稱來 候と、 書 出 候 得 共、 圓光 大師 一 代淨土 

宗と 計被稱 候て、 淨土眞 宗と被 稱候儀 見 當り不 申、 西山鎭 西の 祖師 も 同 斷に候 故、 當 時に 至 迄 表 向 御 

奉行所への 書 上 宗門 人別 帳 迄、 淨土宗 と 書來、 淨土眞 宗と書 出 候 儀 承 及不申 候處、 開宗 巳來淨 土眞宗 

と 稱來候 旨 申立 候 段 相違の 儀と 被存 候、 

又 云法然 上人 四十 八卷、 傳三 帝の 宸翰に て、 此 勅命に 依弘 通致來 候諸宗 一統と も許宗 名に て 御座 候 

若 强て他 門に て 淨土眞 宗と稱 候 時 は、 眞僞 の爭論 自讃 毀 他の 基に も 相 成 候 間 公儀 御制禁 にも 相 障 可 

申 哉の 段 奉 恐 入 候、 

勅筆 御 傅 を 申立 候へば、 當宗 にも 勅筆 御 傳有之 候、 殊に 淨土眞 宗の宗 名 被 載 之 候彼宗 勅筆 御 傳の淨 土 

眞宗之 宗名は 無 之 候 へ ば宗名 申立の 證據に は 相 成 申 間 敷 候、 是則 自宗の 祖師 淨土眞 宗と被 定置 候明證 

無 之 候 故、 强、 宗 名に 不相關 儀 を 書 並べ 候と 相 見え 申 候綸旨 等の 寵榮 を被雜 申立 候ば、 當宗 にも 數多 

有 之、 殊更 諸宗に 比類 も 無 之、 門跡の 勅書 迄 御座 候へ 共、 宗 名に 相 掛り不 申 儀 を 以て 紛敷 申立 候に も 

及不申 事故 不 申出 候、 又 彼 宗を淨 土 宗と申 候 は、 諸宗共 件の 宗名存 居候へ ども、 彼宗を 淨土眞 宗と稱 

候て は、 世間 一統に 承知の 儀と は 難. S. 候、 總て 上^ 彼宗 より 當宗を 淨土眞 宗と稱 候 時 は 觔命綸 旨御條 

目に 相 障 候 趣 段々 申立 候、 乍併當 宗を淨 土 眞宗と 稱し候 儀、 前段の 趣に 候 得ば、 此 度當宗 より 願 出 候 

趣 少も相 障 候 筋 は 有 之 間 敷と 奉存 候處、 强 故障 申出 候 段 如何の 存 寄に 御座 候 哉 當宗の 本名 祖師の 定判 

は 勿論 寖 翰、 觔 筆に 淨土眞 宗と被 書 載 候 上 は、 彼宗 より 當宗の 宗名を 故障 申出 差 止 候 は > 、 是則急 度 
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勅命に 相 障 可 申 道理、 重々 可 奉 恐 人事に 候、 其 上彼宗 より 申立 候 通 彼 宗彌淨 土眞宗 にて、 當宗 を淨土 

眞宗 と唱候 儀、 差 障 有 之 候ば、 何故に 五 百年 來其 儘に 差 置 候て、 渐去 午年 當宗 より 諸 國御觸 奉 願 候に 

付、 御 奉行所より 被爲入 御 念 候て、 上野 增上 寺へ 御 尋有之 候に 至て 始て、 故障 申立 候 事不念 至極の 儀 

と被存 候、 五百餘 年來當 時に 至 迄、 淨土眞 宗と相 唱濟來 候 上 は 故障 無 之 段 は 明白に 御座 候處、 却て 彼 

是 故障 申立 候 段、 諍 論 G 端 を 起し、 自讃 毀 他の 基に 相 成 可 申 段、 公儀 御制禁 にも 相 障 可 申 哉、 其 段 可 

奉 人 恐 事 候、 

上 件の 趣に 候 得ば、 當宗 よりも 急 度 申立 候て、 故障の 筋合 相 答 可 申 儀に 候へ 共、 諍 論 ケ間敷 相 成り、 

御 奉行所へ 御 苦 勞の程 如何と 奉存候 故、 先 願 見合 罷在 候、 去乍宗 名の 儀 は 一宗 肝要に 候 得ば、 追々 可 

申立 儀 御座 候に 付、 先宗 名の 儀有來 りの 通、 御 取 計 被 成 置 可 被 下 候の 旨、 當未 三月 七日 御 奉行所へ 書 

付 差 上 御 聞 濟の御 事に 御座 候 以上、 未 十一 ： 月 

右 返答 書と 申に て は 無 之 候、 但當方 申立 候 趣を覺 書に 仕置 候 故 入御 內見候 以上、 

怫 光寺 開祖 親鸞 聖人の 法 流に て、 淨土眞 宗と唱 候 儀 親鸞 聖人 開 宗の砌 より 定置 候宗 名に 御座 候、 依 之 

祖師 述作の 書籍に、 淨土眞 宗と有 之 候 段、 左の 通 御座 候、 敎行信 設文類 曰、 大 無量 壽經 眞實敎 淨土眞 

宗、 又 曰 謹 按淨土 眞宗有 一 一種 廻向、 又 曰淨土 眞宗者 在世 正 法 像 末法 滅齋悲 引、 如此文 證數多 御座 候 得 

共 略 之、 依 之 宸翰 綸 命の 表に も 淨土眞 宗有之 候 段、 左の 通に 御座 候、 

後醋醐 天皇 宸翰の 親鸞 聖人 傳 記に は (全部 一 ー卷 賜. t 光寺、 今に 本山に 被 致傳來 候) 淨土眞 宗證道 今 盛 

與傳 文に 御座 候、 其 後 寬文七 年 未 七月、 佛 光寺 十九 代隨腐 僧正 寺務の 節、 後水尾 院 後西 院兩 帝より、 後 

醍糊 天皇 宸翰の 祖師 傳記 幷圓光 大師より 親鸞 聖人 へ 嗣法 相承 有 之 候什寳 等、 可 被 爲有叙 覽之旨 、院宣 被 

成 下、 則 奉 入歡覽 之處、 甚被爲 有 御感候 儀に 御座 候、 依之從 後水尾 院 後西 院兩帝 宸翰 六 字 名號を 賜、 勅 

使 梅 小路 宰相 定雄卿 を 以て、 淨土 眞宗の 眉目 與綸命 被 成 下 候、 此外 同宗 別派に おいても、 各 輪 命の 曰 
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或は 公 廣御判 物 等の 表に 宗名 明白に 御座 候 段 承 及 候、 右 宗祖の 宗 1^ は 勿論、 宸翰 綸命 等の 本 拽 御座 候 

故、 淨土 眞宗と 相唱來 候、 其 上 於 御 奉行所 も從先 i 田 宗を淨 土 眞宗と 御 取， 奴 被 成 下 候 儀に 御座 候、 往 

古 以來淨 土 眞宗と 唱來候 段、 例證に 御瘦候 以上、 

申 二月 

下谷佛 光寺 御門 跡觸頭 西德寺 

寺社 御 奉行所  ， 

口上 覺 

先達 而 書付 を 以、 御 窺 申 上 置 、當 宗淨 土眞宗 と唱來 候譯、 ^紙證 書の 趣に 御座 候、 祖師 開 宗以來 五 百 

. 餘年唱 候 宗に名 御座 候、 右の 段 申 上 置 候 様 御門 主 被 申 付 越 候 以上、 

申 一 一月 

下谷佛 光寺 御門 跡觸頭 西德寺 

寺社 御 奉行所 

乍恐以 書付 奉 願 上 候 事 

I 淨土 眞宗四 字の 稱號、 開宗 本書 等、 祖師 眞 選の 墳籍に 出 有 之、 宗祖 在のより 至 今日 五 百 五十 年来、 右 

の稱號 を以、 勸誘敎 導の B^. 顯然に 候 故、 此段は 不及奉 申 上 候 事、 

1 本 寺 今昔の 輪番へ、 從 公儀 御 奉行所 被 仰 渡 候 御 書付 等の 宗名 は、 拙 寺 共 儀 役 寺に て 無 御座 候 故 不奉存 

候 事、 

1 往古 は 宗旨 證 文の 御沙汰 も 無 之 候 事、 御 願 申 上 候 節も宗 名に 拘り候 儀に て 無 御座 候 故、 本 寺 附所書 計 

にて 願 上 相 濟來候 事、 

一 公儀 御 奉行所 へ 拙 寺 共より、 淨土 眞宗と 書付 奉 願 上 候 は、 八 4. 七 年 以前 元 祿三庚 午年 九月 1 1 日 拙 寺 共 

  】 J 
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先祖、 乍 恐 常 憲院樣 御 能拜見 御免の 節、 諸宗 寺院 一 同に 拜見 御免に て 御座 候 故、 宗名を 以て 不奉願 上 

候て は 簡別無 御座 候 故、 淨土眞 宗と宗 名 書付、 御 月番 本 多 紀伊守 殿へ 奉 願 上 候、 此節 輪番 最勝 寺と 控 

帳面に 相 記 有 之 候 事、 

1 元 祿七甲 戌年 八月 十日、 拙 寺 共 先祖、 乍 恐 常憲院 様、 周易 御講 釋拜聽 御免の 砌も右 同斷、 淨土眞 宗の宗 

名 書付、 御 掛り柳 澤出羽 守 殿へ 奉 願 上 候、 此節 輪番 林幽 寺と 控 帳面に 相 記 有 之 候 事、 

1 元 綠三庚 午年 十二月 十三 日 輪番 最勝寺 改て被 申 渡 候 趣 は、 武家屋敷 方、 其 外へ 差 出 候 宗旨、 證文 たと 

ひ 一向 宗 等の 宗名 書記 有 之 候共斷 申立、 淨土眞 宗と相 記し 直させ 候て、 印形 差 出 可 申 旨 被 申 渡 候趣舊 

記に 御座 候 事、 

1 公儀 御代 始の節 は、 諸國の 末寺 群儈 を、 御門 跡より 被 召 登 誓詞 被 仰 付 候、 其 誓詞の 文に、 淨土 眞宗と 

申 名目 は 無 御座 候 得 共、 血判 仕 候 誓詞 文の 發 端に、 東 照權現 様、 本願 寺 御 取 立と 御座 候、 然ば御 取 立 

被 成 下 候 本願 寺 は、 淨土眞 宗の四 字の 內に、 儀 を備之 誓詞の 一 札 全篇 淨土 眞宗 の、 四 字より 出 申 候 御 

名と 奉存 候、 淨土眞 宗の本 寺た る 本願 寺 御 取 立 被 成 候 儀、 偏に 神 君 様の 尊慮の 程 難 有奉存 候、 然る 處 

に、 去 未年 十二月 中、 增上 寺より 諸國 配下へ 相觸候 趣に て は、 淨土 眞宗此 以後 一 向宗 と、 御 奉行所に 

おいて 御 取扱 可 被 下の 旨 被 仰 渡 候 趣 奉 承 如 候、 本 寺の 輪番 奉 願 候 上 は、 拙 寺 共 奉 願 候に は、 不及 儀に 

御座 候へ 共、 翁て 淨土眞 宗の儀 を 以て、 敎化仕 候 檀那 門徒 共、 是 迄の 趣に 相違の 儀 を 奉 驚 候 は ノ數多 

御座 候に 付、 不奉得 止 事 乍恐以 書付 奉 願 候、 右の 趣 御 賢察 被 成 下、 本宗 名た る淨土 眞宗の 名目 廢返不 

仕 候 樣奉願 上 候 以上、 

安永 五 丙 申年 一 I 月 

淺草 本願 寺 末 牛 込 傳  久  寺 印判 法名 #1 判 

右同斷  赤阪 成  福  寺 印 1： 法名 書 判 


右ス ，右 右 

同 同 同 
斷 斷斷斷 


早 
稱 
田 


下 下 

谷 谷 


龍 源 忠 宗 


善 慶綱善 


寺 印 1： 法名 竟曰！^ 

寺 印判 法名 書钊 

寺印判法名^；^^判 

寺 印判 法名 書 判 

寺社 御 奉行所 

例書寫 (本願 寺より 差 出 候 淨土眞 宗と唱 候 例證) 

覺 

一 龜山 院本 願 寺 勅書 綸旨文 曰  _ 

--長 1 一年 ト 一 月 1 一十 八日 入寂 親鸞 聖人 開淨土 眞宗引 S 虱 俗化！ 1„ ^遍布 日 域 永 潤 法 減 時 浴 大善流 輩 現當ゃ 

益 神^ 雜 i 無 疑 知 天 長 育民瑞 作. 依 賜 紫 窟宮稱 久遠 實成 阿彌陀 本願 寺 者 綸旨仍 如 件 

文 永 九 壬 申年 十 一 月 五日  左大^ 藤 原 朝臣 基 親 

大谷 留守 職覺惠 法師へ 

右 本山 舊記 御座 候 

或 人考、 此綸 皆 案 可 疑 大異內 記 局 草 進 之體、 加 之 兩局奉 勅 之 事、 先例 未知 賜 紫 i 辰 宮之語 更可疑 

一 京都 怫 光寺 什物 後醍醐 天皇 i 辰 翰 

親鸞 聖人 傳記 (繪師 土 佐 勝 信) 

右傳 文中に 淨土眞 宗證道 今 盛と 有 之 候 

1 西本願寺 末 泉 州犋源 光寺 什物 同傳記 (上下 二 冊) 

上卷第 一段 妙法 院 一品 堯延 親王 御 筆 

下 卷第七 段 曼珠院 二 品良應 親王 御 筆 


外題 近衛 取 太 大臣 家職 公 御 筆 繪 石山 宰相 基董卿 

右緣迄 兩軸自 妙法 院 天台 座主 一 品堯延 親王 被 寄 泉 州^ 源 光寺 敎祐矣 書 等 之 筆者 因 令 記 之 如 件 

寳永四 年 黃鐘ー 一十 八日 

右 奥 書 三寳院 大僧正 房 演御筆 又 三 州 額 田 郡 保母 村勝髮 皇寺 什物 淨土 眞宗 開祖 親鸞 和尙 妙法 院宫堯 尊 

親王 御 染筆 御 寄附の 御 事 候、 

右の 通 天台宗 眞言 宗の 御門 跡 方 淨土眞 宗と有 之 傳記を 被 成 御 書寫、 淨 土眞宗 開基 共 被 成御染 候 を 他宗 

共 許の 宗 名と 申 候、 

1 當山末 常 州 那珂郡 鷲 子 村 照 願 寺 什物 同傳記 全部 四卷 

轉法輪 太 政 大臣 公忠 公 御 筆. 縫 信 州鹽崎 康樂寺 法眼 淨賀  一 

康永三 歲甲申 仲冬 一 日 

是又 同文 一：  一一 n 淨土眞 宗と有 之 候、 

右傳記 全部 四卷表 補修. 覆幷宮 水戶黄 門光國 卿、 寬文五 年 夏 御 寄附 被 成 候、 前件の 通 明白 成る 淨土 眞宗 

" の 宗祖 本山 東照宮 様 以思召 東 本願 寺 被 遊 御 取 建. 慶長七 年 京 東 六 條七條 の 境 內拜領 被 仰 付、 加 藤 喜右衛 

門 殿 奉行と して 分 境 を 御 打 渡 有 之、 同年 淨土 眞宗 開山 親鸞 聖人 自作 木像、 本 多 藤 右衛門 殿 を 以て 淨土眞 

宗の 嫡流 敎如 御門 跡へ 跡へ 被 遊 御 寄附 候、 右 木像 假 御堂へ 移 徒の 節、 槍 皮 葺鐘樓 堂 彌陀堂 彌陀堂 前 唐 

門 玄關の 前 唐門 迄 被 遊 御 寄附、 當時 現在 仕 候、 右の 外 格別 御 懇命の 由緒 等 省略 仕 候、 

1 臺德院 様 御 治世、 元 和 一 一年 冬 達 御聽、 鎌 倉 常 葉と 申 所に 有 之 候、 親鸞 聖人 木像 關 東へ 被 召 上、 宣如御 

門跡へ 拜領被 仰 付に 今 致傳來 候、 

一 大献院 様 御 治世 寬永 十六 年 當山境 內狹少 に 付、 達御聽 敷地 御 加 附被仰 付 候 事、 

一 同 御 治世 駿州 富士山の 樹木 宣如 御門 跡へ 拜領被 仰 付、 桁 行 三十 三 間 半の 堂宇 被 致 造 立、 東照宮 樣被遊 
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御 寄附 候 木像 被 致 安置 候、 當 時の 影 堂に て 御座 候、 依 之 開山より 傳來 Q 淨土 眞宗 心の 儘に 被致弘 通、 

今 以門末 化導の 被遂 本意 候 事、 偏に 東照宮 樣御取 立に 候 御 懇命 御 神 恩 1^ 淺故 と^て、 恭被存 諸 國の門 

末 迄 一 統難 有奉存 候、 

1 有 德院様 御 治世 延享ニ 年 八月、 御門 跡 願に 任され、 山城 國東山 大谷淨 土眞宗 開山 親鸞 聖人の 廟所 敷地 

1 萬 f 拜領被 仰 付、 則 同 四年惇 信院樣 御代 始の 節、 御朱印 被 致 頂戴 候 事， 

宗名 不分明の 本山 前條 件の 通 可 被 遊 御 取 立 哉、 御 賢察 可 被 下 候、 全く 明白なる 淨 土眞宗 宗祖 本山 堂 

. 寺に 依て、 御代々 被 遊 御 取 立 被 下 候 事と、 門 末 一統 難 有奉存 候、 

1 尾 州 名古屋 において 本願 寺 瓮帶所 被 致 起立 度 願望 有 之 候に 付、 則亞相 光友 卿、 元祿 1! 年舂 御城 下にお 

いて、 百 間 四方 敷地 I 如 御門 跡へ 被 有 御 寄附 候、 同 1： 分地 濃 州高須 御領に も 御自富 親鸞 聖人 眞影 御菩 

提所御 安置の 御 事に 候、 則 本願 寺眞如 御門 跡 裏書 曰、 

願主 從四 位下 行 左 近衛 權少將 兼 攝津守 源 朝臣 義行 

寳永ー 一年 酉 六月 

右 尾 州 御領 國中夺 院 より 諸 願 等の 節 は、 淨土眞 宗と延 享五年 四月 被 仰 渡 候、 

1 當山末 常 州 茨城 郡 笠 間 光照 寺 什物 紀州 御領 主 御 自粛 親鸞 聖人 眞影、 本願 寺從如 御門 跡 裏書 曰、 

寄附 紀伊 宰相 宗將卿 

寶曆五 乙 亥年 十 一 月 二十 八日 

右紀州 御領 國中、 安永 三年 正月、 淨土 眞宗と 一 銃に 唱候様 被 仰 渡 候、 

一 常 州 鹿 島 郡 磬船願 入 寺 由緒 正 敷 寺 跡に 御座 候に 付、 延寳ニ 年 春 水 戶黃門 光 國卿被 成 御 取 立、 敷地 八 町 

四方 餘寺領 三百 石 被 成 御 寄附、 堂宇 等 餘分御 起立の 御 事 候、 且亦元 綠 一一： 年 七月 本願 寺 第二 代 如 信 上人 

の 木像、 光 國卿御 彫刻、 淨 土眞宗 第二 祖如信 上人の 木像と 御 添書 被 成 願 入 寺へ 御 寄附の 御 事に 候、 

  1 五 


  1 六 

右 御領 國中、 諸 寺院へ 其 砌ニケ 條目を 以被仰 渡 候、 

覺 

一 淨土眞 宗の儀 は、 他宗と 法式 格別に 有 之處、 近年 權に相 成 葬禮幷 墓所 又は 盆 彼岸 等の 祭 も、 他宗の 様 

に 有 之 由 達高聽 候、 自今 以後 宗門 法式の 通 被 相 守 候 様、 一宗の 衆へ 可 被 申 傳候如 斯被仰 出 候 上、 唯今 

迄の 通、 猥ケ間 敷 候 は、. -、 宗門 御 取 上 淨土宗 に 被 進 候 間、 左様 被 相 心得 候 様、 兩 寺より 段々 可 被相傳 

旨 被 仰 出 候 事、 

今 一 ケ條宗 名 無 之に 付 省略 仕 候、 

元祿 三年 午 九月  寺社 奉行所 

右 御 制條に 淨土眞 宗兩宗 名の 分れ 明白に 御座 候 故、 當宗を 淨土眞 宗と被 仰 渡 候 御 事と 奉存 候、 

右の 外當山 末寺 數 多き 國々 I 銃 淨土眞 宗と唱 候へ 共、 繁 重に 相 成 候に 付 省略 仕 候、 

御 奉行所より 淨土眞 宗と御 書 出例證 

1 元祿 十四 巳年 十二月 十日、 丄總國 小 濱村淨 妙 寺、 當 山へ 歸參の 節、 寺社 御 奉行所より 御領 主へ 被 遣 候 

御誊 付に、 淨土眞 宗淨妙 寺と 有 之 候、 

一 享保四 亥年 五月 十三 日、 武 州都 築 郡 大棚村 東 善 寺 村 方の 者と 出入 御 裁許の 節、 寺號 肩書 淨土眞 宗と有 

之 候、 

f 延享 三年 寅 九月、 豐後國 大分 郡 壶.. X 村淨雲 寺、 同村 禪宗長 興 寺と、 且論 出入 御 裁許の 內、 淨土 眞宗と 

申 文 言 1 一ヶ所に 有 之 候、 

一 寳廣三 酉年 九月 十三 日、 越後 國頸城 郡 澤田村 勝 樂寺汀 村曹洞 宗寶壽 院と旦 論 出入 御 裁許 書の 內、 淨土 

眞宗と 申 文 言三ケ 所有 之 候、 

1 寳 I？ 四 戌年 三月 一 一十 一 日、 武州 橘樹郡 加！ 1 村、 長弘寺 專修寺 末明津 村常專 寺と、 旦論 出入 御 裁許 書の 
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內淨土 眞宗ど 申 文 言ニケ 所有 之、 寺號 肩書に も 淨土眞 宗と有 之 候、 同年 三月 1 1 十五 日常 州 鹿 島 郡 下 富 

田 村 無量 壽寺、 同 郡 大和 田 村 天台宗 圓滿 寺と 守札納 不納 出入 御 裁許 書の 內、 淨土眞 宗と申 文 言 四 ケ所 

有 之 候、 

1 寳曆 十三 未年 十月 十八 日、 寺社 御 奉行所より 御 渡 被 下 候 御 書付に、 淨土 眞宗、 總て 道場と 申 者、 俗體 

にても 相 續致候 様相 聞 候 等、 

1 同年 十 一 月、 濃 州 魚那郡 岩村淨 光寺 飯 田 村曹洞 宗禪林 寺と 旦論 出入 御裁ォ S 內、 淨土眞 宗と申 文 言 十 

ケ 所有 之 候、 寺號 肩書に も 淨土眞 宗と有 之 候、 

1 明 和 三 戌年 正月 一 一 十七 日、 越後 國三島 郡 出 雲 崎 町 光照 寺、 同所 曹洞 宗寺號 光照 寺と 旦論 出入 御 裁許 書 

の內、 淨土眞 宗と申 文 言七ケ 所有 之 候、 號 肩書に も 淨土眞 宗と有 之 候、 

右 御 勘定 御 奉行 御褂 ， 

1 明 和 四 亥年 十一 一月 二十 七日、 不正の 法 儀 致 敎授候 者 共へ 被 仰 渡 候 御 書付 1 不餘 通に 淨土眞 宗と有 之 候 

右 町 御 奉行 御掛 

1 明 和 五子 年 一 一月、 同様の 儀に て 町々 へ御觸 書に 淨土眞 宗と申 文 言 有 之 候、 

1 同年 十 一月 八日、 石 州 濱田郡 正寺自 他宗 出入 御 裁許 書の 內、 淨土眞 宗と申 文 言十ケ 所有 之 候、 寺號の 

肩書に も、 淨土眞 宗と有 之、 增上寺 役者 始、 諸 宗の觸 頭 奥印 仕 差 申 上 候、 

1 明 和 丑年 五月 一 一十 六日、 御 呼 出御 書付、 江戸 八丁 堀 岡 崎 町 淨土眞 宗玉圓 寺と 有 之 候、 

1 同年 六月 五日、 同人 御 呼 出 右 同斷、 

I 同年 七月 七日、 右 同斷、 

1 同年 八月 三日、 右 同斷、 

一 同 九 辰年 八月 十七 日、 越後 國蒲原 郡 新 渴則得 寺 奥州 會津 若松 城下 西 蓮 寺 御 呼 出御 書付、 寺號の 肩書に 

1 七 


翁 一 
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淨土眞 宗と有 之 候、 

右 勘定 御 奉行 御掛、 

1 安永 三 午年 十二月 六日、 御 府內赤 坂道 敎寺淨 土 宗市ケ 谷 安養寺と、 旦論 出入 御 裁許 書の 內、 寺號 肩書 

に 淨土眞 宗と有 之 候、 則 增上寺 役者 當山 輪番 奥印 差 上申 候、 

右の 通 御 裁許 書 1: 觸書御 呼 出御 書付に、 淨土眞 宗と御 書 出しの 御 事に 候、 前件の 通 淨土眞 宗と唱 候 

例證、 明白に 御座 候 得 共、 一宗の 祖師 書 顯候證 文 無 之 候て は、 宗名難 相 立 候、 依 之 證文如 左 御 庭 候 

祖師 親鸞 聖人 選 述敎行 信 證文類 曰、 大 無量 壽 經眞寳 之 敎淨土 眞宗、 同 曰 謹 按淨土 眞宗有 二種 回向 等、 同 

m 淨土 眞宗者 在世 正 法 像 末法 減齊悲 引、 同 曰 淨土眞 宗證道 今 盛、 一念 多 念 文意 曰、 淨 土眞宗 のなら ひに 

は念怫 往生と まう すなり、 唯信鈔 文意 曰、 眞實 信心 をうれば 實報 土へ うまる と をし へた まへ る を、 淨土 

眞宗 とすと しるべし、 同 曰 非 權非實 とい ふ は、 法華宗の をし へな り、 淨 土眞宗 のこ. -ろ にあら す、 聖道 

家の こ  ろな り、 燈鈔 曰選擇 本願 は淨 土眞宗 なり、 同日 淨土 眞宗は 大乘の 中の 至極な り、 同日 それ 淨土 

眞宗 のこ、 ろ は 往生の 根に 他力 あり 自力 あり、 和 讃曰淨 土 眞宗を ひらき 御選擇 本願 入た まふ、 同 曰淨土 

眞 宗に歸 すれ ども 眞實心 はありが たし、 

右 開 板 流布の 書籍に 御 虔 候、 此外末 學の者 淨土眞 宗と書 顧し 候 書籍 數萬部 有 之 候 得 共、 末弟の 書顯候 

は 證據に 不相成 候 故 省略 仕 候、 

一元 祖圓光 大師 眞授の 門弟た る、 親鸞 聖人 故に、 淨土 眞宗と 被書顯 候、 則圓光 大師 眞影幷 制作の 選擇 集、 

其 外法 語法 具 等 迄 被 爲附屬 候、 什物 古今 現在 仕 候、 併圓光 大師 制作の 書籍の 中 淨土眞 宗と被 書 顯候事 

は 無 御座 候 依 之 淨土宗 の 儀 は、 圓光 大師より 起り 淨土 眞宗 の稱號 は、 親鸞 聖人に 初り 申 候、 圓光 大師 

二百 七十 人 速 署の眞 弟の 中より、 淨土 門の 宗義 流派 數々 相 分れ 候 得 共、 鎭西 流の 祖師 聖光 上人 を 初 一 

流に 祖師 制作 開 板 現行の 書籍の 中、 淨土眞 宗と被 書顯候 は、 見聞 不仕 候、 親鸞 聖人に 相 限 候、 他流の 


末擧 希に 淨土眞 宗と被 書 顯候も 有 之 候 得 共、 末弟の 書籍 は 證據に 不相成 候、 併 他流の 宗名を 彼是 貪 着 

仕 候に て は 無 御座 候、 當山 宗號の 道理 は 右の 通の 御 事に 御座 候、 

上 件の 通例 證 明白、 五 百年 來唱來 候淨土 眞宗の 宗號に 御座 候處、 公儀 於 御 奉行所 向後 一向 宗と御 取扱 

御座 候て は 東照宮 樣東 本願 寺 御 取 立の 御 神慮 如何 可被爲 御座 哉と 奉 恐 入 候、 幾重に も 公儀 御 奉行所に 

おいて、 淨土眞 宗と御 取扱 被 下候樣 御門 主 御 願 被 申 上 候 以上、 

安永 四 年 未 十二月 

淺草 本願 寺 輪番 唯  乘  坊 


翁 一 


草 一 


  二。 

<ム 欲 草 卷之百 三十 四 

本願 寺宗名 願の 續 

〇 知 恩院宫 より 御 願 口上 之覺 

一 淨土眞 宗と申 者、 淨土宗 の宗號 にて、 御 先祖 様^て 東照宮 様 厚き 神慮 を 以て、 御 宗門に 被爲 定置 候に 

付、 御條 目の 通、 一宗 尊崇 宫御 門跡 被爲立 置、 殊に 御代 々様 御 猶子に 被 成 置 候 故、 御 威光 を 以て、 一 

宗 光輝 相 績に隨 ひ、 當 御門 室に も、 御 相 績の御 事に 候、 然ば於 宫御方 は、 至て 御大 切の 儀 故、 他 門に 

て 右宗號 相唱候 様に 相 成 候て は、 甚以御 苦慮 被 成 候、 尤淨土 眞宗と 他 門に おいて 相唱 候て は、 當宗に 

相 障候樣 先達て 增上 寺より 毎々 申 上 候 儀に 御座 候 間、 何分 舊冬被 仰 渡の 通、 於 他 門淨土 眞宗と 相唱候 

儀 難 相 成 段、 猶亦被 仰 出 候樣、 偏に 御 願 被 成 候 間、 速に 御 聞 濟被遊 候 様 御 取扱 頼 思 召 候 以上、 

三月 十四日  知 恩 院宮御 使 小山 侍從 

宗門 改の節 帳面 兩 本願 寺 末專修 寺、 怫 光寺 末 寺院 肩書に、 唯今 迄淨 土眞宗 一 向宗 本願 寺 門徒と 肩書 有 之 

を、 淨土 眞宗と 肩書に 之 有 候て は、 於 淨土宗 寺院 印形 相 障 候て は、 宗門 改の 時節に 相 成 候に 付、 兩本 

願 寺 願 中に 候 得ば、 總て願 吟味 等 钆中は 仕 來候樣 可 致 旨、 奉行所より 申 付 候 儀 は 通例に 候 間、 當 年の 

儀 は願钆 中の 事に 付 異論 有 之 候て は、 宗 判に 相 障 膜に 相當候 間、 當年 宗門 帳の 儀 は、 年 來仕來 の 通、 

兩 本願 寺 末寺の 寺院 宗號 肩書 無滯致 印形 候樣可 申達 旨 被 仰 渡、 此段 方丈へ 申 聞 候處、 宗義に 相 拘不容 

易 事故、 江 戶擅 林へ も 右 御 達の 趣、 致 評議 方丈 始檀林 中 拙儈共 一 同 申 上 候 は、 從兩 本願 寺 願 申 候 得 共 

總 じて 吟味 事 等 御礼 中 は 仕來の 通に 致 候 様 被 仰 付 儀、 通例に 候 間、 當年 宗門 帳の 儀 は、 年 來仕來 の通淨 

土眞宗 一 向宗 本願 寺 門徒と 肩書 有 之 候ても 淨土宗 の 寺院 無滯 印形 候 様、 支配 下 寺院へ 可 申達 旨 被 仰 渡 


翁 


草 


候へ 共、 申 渡 候ても、 支配 下 寺院 承知 仕 間 敷 奉 存候譯 は、 去 未 十 一 月 十九 日、 於 太 田 備後守 殿御 書付 

を 以て 被 仰 渡、 於 御 奉行所 一 向 宗と御 取扱 被 成 候 上 は、 何方 にても 一 向 宗と稱 可 申 儀奉存 候、 此度被 仰 

渡 候 御 書付の 通、 宗號區 々なる を 相 止 差 支 無 之宗名 を以、 宗钊 等の 節、 肩書 仕可然 儀と 奉存 候， 御 吟味 中 

は 仕 来の 通と 被 仰 付 候 儀、 通例の 御 取扱と 御座 候 得 共、 御 當宗は 御 吟味 中と 不奉存 候、 其 譯は其 後彼宗 

より 願 出 候 儀 も 無 之、 御 奉行所より 何の 被 仰 渡 も 無 御座 候、 何事 も 無之是 迄の 姿に 候 得ば、 等閑， の 事に 

候へ 共 、別 書の 通 御 奉行所に て、 一 向 宗と御 取扱 御座 候 段 被 仰 渡 候 上 は、 諸國 一 統御 奉行所 御 取扱の 宗 

號を 準繩に 可： H 様と 奉 存候、 宗 判の 儀 は 公儀 御 政事に 相拘 り、 重き 儀に 御座 候 得 は、 何 宗と聢 に其宗 

號相 認紛敷 宗門に 無 之 旨 印形 差 出 候 儀に 御虛 候、 御先 祖樣始 、別て 東照宮 樣御 宗門に 被爲 定置 候、 神慮 

にも 相 障 恐 人 候 間、 差 障 無 之 宗號を 相 立、 宗判無 滯樣可 被 仰 付 儀と 奉存 候、 依 之 御 達 御 處候御 書付、 支 

配下へ 申達 候 儀、 御 奉行所より 被 仰 渡 儀 を、 違背 仕に て は 無 御座 候へ 共、 前書 意味 合 故 申 渡 仕 兼 候、 

尤宗 印相 滞 候に 當 .0 候 旨 被 仰 渡 候 段 奉 恐 入 候へ 共、 彼 宗門に 於て は不限 一 名に 候 得 者、 御 奉行所 御 取 

扱の 宗號相 認候樣 被 仰 付 候 得 者、 宗判滯 に は 相 當申間 敷 哉奉存 候、 此段御 賢察 之 程 幾重に も 奉 願 上 候 

增上寺 役者 

覺 

宗判之 儀に 付 增上寺 役者へ 御 書付 を 以被仰 渡 候 趣、 檀林 一 同 可 致 評議 旨、 增上寺 方丈 被 申 付、 江戶檀 

林增上 寺へ 罷出 評議、 則 增上寺 役者より 評議 決 擇の趣 書付 差 出、 右 I 件 最初 彼宗 より 淨土 眞宗 と宗號 

相唱 ゆる 曰 願 出 候 節、 十八 擅 林 一統 會談の 上 右淨土 眞宗と 相唱度 儀、 當宗 において 差 障 候 趣、 御 奉行所 

へ 申 上 候 儀に 御座 候、 然に宗 判の 砌、 淨土宗 に 混 雜之宗 名 有 之 候て は 右 差 障 候 趣 を 離 候 儀 は 無 之、 依 

之 增上寺 役者より 差 出 候 書付 之 通 御 聞 屆被成 下、 今年より 於 他 鬥宗判 肩書に 此方 宗名淨 土眞宗 と不相 

認候樣 被 仰 付 被 T 度檀林 一 同 奉 願 上 候、 

 .  flu 


草  ^ 


靈 靈幡傳 
嚴山隨 通 
寺 寺院 院 


檀林總 代 


御 宗門の 宗名 は、 元祖 圓光 大師 開 宗以來 師資 印證の 法義、 淨 土眞宗 たるの 3 曰、 曾て 無 異論、 淨土 則眞宗 

則 淨土門 之篛、 一 名 具 略の 意に して、 格別の 宗名 にて は 無 之 候、 尤眞 宗の號 は、 怫 法の 通稱 にて 諸宗 

. 1 同 三 國傳來 禀承有 之 法 義を稱 して、 皆 眞宗と 申 候、 依 之 淨土眞 宗と申 者、 別 局の 意に て、 全く 淨土宗 

の 事に 候 得ば、 眞宗の 有無 を以、 宗旨 各 別と 申 儀 は 無 御座 候、 宗名 混雜と 申に 付 名の 混雜 法度 混雑の 

譯有之 候、 名の 混 雜とは 御 宗門の 宗號を 他に て 稱候時 は、 一 名 兩宗の 過失、 此儀 古今 於諸宗 曾て 其 例 

無御！^自然と諍論の 一端と 奉 恐 入 候、 法 義混雜 の 儀、 觔法御 傅に 被 具 載 候 强て申 上 候 得ば 宗 論に 類し 

御 制 禁相障 申 候、 且宗 判の 儀 は 重き 御 制 事に 御座 候處、 同號有 之て は、 彼是の 所 難 相 分 候 間、 向後 諸 

國 一統に、 他に て 同號相 用、 宗名混 雜無之 樣被仰 付 被 下 度、 幾重に も宜敷 御沙汰 頼 入存候 以上、 

五月  增上寺 大儈正 

〇 東 本願 寺より 書 上の 覺 

當山宗 名の 儀、 是迄於 公儀 淨土 眞宗、 或は 一 向 宗と御 取扱 御座 候に 付、 去る 午 秋 向後 淨土宗 と、 一 順 

に 御 取 极被下 度 旨、 本願 寺より 御 願 申 上 候處、 增上 寺より 故障の 旨 書付 差 上 候寫、 此度增 上 寺 支配 下 

へ 觸出 候、 不道理 成 儀 を以、 差 障 候、 彼 譯合左 之 通 御座 候、 

一 淨土眞 宗と申 名 は、 大唐 善導 大師、 觀經疏 の 中に 出 候て、 圓光 大師 最初 建立の 淨土宗 を、 則淨 土眞宗 

と稱候 事に 御座 候と 申 上 候、 

此儀は 不分明の 申 分に 掷座 侯、 善導 和尙觀 經疏に は、 眞宗匹 遇と 釋 せられし 候 計に て、 淨土 眞宗丄 


草  翁 


四 字 連 ほの 宗名は 相 見え 不申 候、 圓光 大師 選擇 集に、 ■ 元 澆の淨 土宗の 意と 本爲 凡夫 兼爲 聖人 之釋に 

依て、 淨土宗 と 所 稱候儀 顯然に 御座 候、 仍 て其宗 名を以 公私 共 淨土宗 と 稱し來 候 儀に て、 圓光 大師 

幷彼 家の 開基 聖先 上人、 良签 上人 淨土 宗と稱 せられ 候 事、 會以無 御座 候處當 山の 祖師 五 百 五十 年已 

前に 被 置 候、 淨土 眞宗と 申宗名 を、 全く 往古より 彼 宗の宗 名の 様に 申立 候 儀、 難 得 其 意 儀に 御座 候、 

然に 今般 一 向 宗を淨 土 眞宗と 稱候時 は、 宗 名混雜 仕、 甚相 障り 候 段 申 上 候、 

此儀當 山の 淨土眞 宗と稱 候 儀 は、 今般 初て 申立 候 儀に て は、 曾て 無 御座、 五 百 五十 年来 祖師 親鸞 制 

作の 書に 分明に、 淨土眞 宗と稱 し、 國 中共に 淨土眞 宗の宗 號紛無 之 事故、 淨土宗 末寺と 當山 末寺と 

爭論御 裁許の 御改、 毎度 御請 書に、 淨土宗 誰 土眞宗 誰と 一 紙の 上に 相認、 差 上來り 分明に 兩宗相 

分れ 候處、 宗名 混雜仕 候と 申 上 候 は、 於 公儀 御 役所 一 紙の 表に 印形 致 置ながら、 今更 淨土宗 を則淨 

土 眞宗と 申立 兩宗 の宗名 混雜候 様に 申 上 候處、 曾 以て 當 山より 宗名混 雜仕候 様 致 儀に て 無 御座 候此 

段 御 賢察 可 被 下 候 且又 當 山の 儀 を、 專ら 一 向宗と 申立 候 は 何れの 書に 出 候て、 何れの 祖師 被 立候宗 

名に 候 哉、 御尋奉 願候宗 名の 儀圓光 大師 淨土宗 の 名 を被定 候て 淨土 宗. >」 相 立、 當 山の 祖師 淨土 眞宗 

と 被 定置 候宗名 を、 公私 共 稱來候 外、 他宗より 一 向 宗と宗 名 相 定呼候 道理 は 有 之 間 敷 儀と 奉存 候、 

猶又 公儀 御代 々様、 御 宗門 淨土 眞宗 にて 御座 候 趣 書 顯候得 共、 乍 恐是迄 公儀 御 宗門 淨土宗 にて 御座 

候と 國中 一 統奉存 罷在候 儀に て御趨 候、 

一 淨土宗 は、 圓光 大師 開宗以 來淨土 眞宗に 御座 候 故、 圓光 大師 每 度の 勅 號被成 下、 殊更 元 祿已來 大師 年 

回 御 忌の^ 度淨土 本山た るに より、 京都 知 恩院へ 勅使 謚號被 成 下、 後柏原 院正親 町 院兩帝 眞宗總 本山 

の 綸旨賜 候 旨 申 上 候、 

此儀 は圓光 大師、 遂に 淨土 眞宗と 被稱候 事、 曾 以て 無 御座 候處， 開 宗已來 淨土宗 に 御座 候と 書顯候 

は 難 得 其 意義に 御座 候、 法然 上人へ 勅 號追諡 被 成 下、 知 恩院へ 勅使 被 成 下 候 は 勿論、 顯然の 儀に 御 
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  II 四 

座 候、 然共 後柏原 院正 親町院 兩帝淨 土宗總 本山の 綸旨を 賜 候 儀 を、 眞宗總 本山の 綸旨を 賜 候と 書 立 

候骸 は、 是叉淨 土 宗を即 淨土眞 宗と申 紛ら かし 候 書 立 に 御座 候、 

1 黑 谷金戒 光明寺へ は、 後小松 院御袁 翰に て、 淨 土眞宗 最初 門と 七 字の 額 被 成 下 候 事に 御座 候、 仍て我 

淨土宗 の 外に 此宗 名を稱 すべき 譯、 決て 無 御座と 申 上 候、 

此儀黑 谷に 今に 淨土 眞宗 最初 門と、 勅額 御座 候と 申 儀 申 觸し候 得 共、 唯今 も 糙に有 之 儀に 御座 候 哉 

假令 後小松 院御 i 辰 筆の 額 御座 候迎 も、 當 山の 祖師 元 仁 元年 淨土眞 宗と宗 名 相 定られ 候より、 百 六十 

年後の 儀に 御座 候、 法然 上人 開宗の 節、 淨土眞 宗と申 宗名被 定候事 も 無 之、 聖光 上人 良忠 上人 被稱 

候 事 も 無 之 候へば、 右 年代 も 遙に相 後 候、 黑 谷の 額 申 上 淨土眞 宗名彼 家に も稱候 事と 可 申より 外に、 

淨土眞 宗の宗 名 彼 家に 屬し候 申立 無 之 事に 御座 候、 

且又 我淨土 iU 示の 外に、 宗名を 可稱譯 決て 無 御座 候と 申 上 候、 

此儀も 甚難得 其 意 申立に 御座 候 其 仔細 は、 當 山の 祖師 五 百 五十 年已 前に、 淨土眞 宗と宗 名 被 定置 候 

書籍 古今 流行 勿論に 御座 候、 且諸國 共に、 淨土眞 宗と申 は、 親鸞 聖人の 一統の 儀と 存罷在 候 儀 は 今 

更申上 候に 不及 事に 御座 候、 仍て 上に も 申 上 候 通、 御 奉行所に おいて 出 人 御 裁許の 節、 淨土 眞宗誰 

と、 一 紙に 印形 仕、 淨土宗 の 外に 當山を 淨土眞 宗と是 迄 書 上 候 儀 を、 此度我 淨土宗 の 外に、 淨土眞 

宗と可 稱譯、 決て 無 御 鹿と 申 上 候 は >、 是迄 公儀に 於て、 印形 仕 差 上 置 候 書付 證據に 相 成 不申候 哉 

無覺束 儀奉存 候、 

右 一 向 宗を淨 土 眞宗と 改る時 は、 勅命に 相 障 候と 申 上 候、 

是又 曾て 勅命に 相 障不申 儀と 奉存 候、 當山宗 名 は 本宗の 祖師 被 立 置 候宗號 にて、 古今 相 改儀は 無 御 

座 候增上 寺より 申立 候、 後小松 院七 字の 額より、 六十 餘年 以前 後醍 画帝當 山の 宗名 を傳 文の 中に. 淨 

土 眞宗と 被 遊 候 得は宗 名の 儀 は 祖師 被 定置、 全く 朝 旨 を 以て、 淨土眞 宗と稱 候 儀に て 勅命に 相 障 申 


儀會 以て 無御虔 儀奉存 候、 

一慶 長 十三 年 十 一 月、 增上寺 勅願 所の 綸旨、 武藏 國增上 寺須開 眞宗淨 土之玄 門と 有 之 候へば 淨土 眞宗の 

號は、 淨土宗 の 稱號に 無紛、 他 門より 押て 競 望 可 仕儀に て 無 御座 候、 若 强て改 號致候 時 は、 綸 意に 相 

障 候と 申 上 候、 

此儀は 眞宗の 言 有 之 候 得 共、 一 漑に淨 土 門の 事に 限り 候 樣に存 候 は、 他の 書籍 拜見致 不申故 ど 相 見 

え 申 候、 旣に 唐の 中宗 皇帝 三 藏聖敎 序 賢 首の 心經略 疏宗密 の孟蘭 盆玄疏 何れも 通て 佛敎を 眞宗と 被 

稱候、 其 外に も 例 證數多 御座 候、 右綸 旨の 御文 書 出 候に も、 唯 眞宗と 許 有 之 淨土眞 宗の宗 名 を 被 願 

候綸 旨と も、 難 申 候、 當山淨 土 眞宗と 稱候儀 は、 祖師 所 立の 宗名 にて、 曾て 以此 節改號 仕度と 申譯 

にて は 無 御座 候 彼 宗の儀 は、 是迄 公私 共 淨土宗 と 計稱來 候處、 此節 右體に 申立 候 は、 却て 彼宗 より 

當 流の 宗名 を、 押て 競 望 致 申 儀 顯然の 事に 奉存 候、 後醍猢 帝當山 祖師の 傳文、 宸筆を 以て 被 遊 候 中 

に、 淨土眞 宗は證 道 今 盛な りと 有 之、 且又 當 山の 儀 相 限り 候傳 文に て、 偏に 眞宗 繁昌の 奇瑞 會佛通 

之 表示 也と 被 遊 候、 又 高 田專修 寺へ、 後柏原 院綸旨 を以、 總名淨 土眞宗 下野 流と 有 之 候、 當山淨 土 

眞宗と 申稱號 は、 如此 宸翰 綸旨 明白の 處， 增上 寺より 此度 故障 申出、 今以て 宸翰 綸 旨に 相 障 恐 多 儀 

と奉存 候、 

一 祌君樣 增上寺 觀智國 師へ被 下 置 候御條 目、 第三 ケ條目 以嚴重 之 儀式、 碩擧衆 圓頓戏 相承 可 仕 候 旨、 御 

定書被 成 下 候處、 宗祖 圓光 大師、 三 朝 帝王の 戒師 と被爲 成、 神 君 樣臺德 院樣、 大 猷院樣 にも、 圓頓戒 

御 f 被 爲在候 御 事故、 十八 擅 林 掛錫之 輩、 度獵 により 阒頓戒 相傳、 二十 年滿に 布薩戒 相承 無 違亂淨 

土 眞宗之 行儀 相 守 候 旨 書 顯申上 候、 

此儀は 觀智國 師へ被 下 置 候、 御條 目、 御文 面 は 拜見不 仕儀に 御座 候へ 共、 御 條目彼 宗を淨 土 眞宗と 

被 仰 出 儀と は 相 聞え 不申 事に 御座 候、 其 外圓光 大師の 御 德義、 十八 擅 林の 規則書 顯し候 事に て、 曾 
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以淨 土眞宗 と申宗 名に 懸り候 儀に て は 無 御座 候、 且又 圆頓戎 の 儀 は、 法然 上人 IS 山に て 慈眼 房敦空 

より、 1K 台 宗の戒 相承 被 成 候て、 尤 殊勝の 一 乘圓 頓の戒 にて は 御座 候 得 共、 善導 所 立の 淨土 門の 宗 

義 にて は 無 御座 候、 然る 處 十八 檀林掛 錫の 輩、 圓頓戒 布薩戒 相承 致 候に 付、 彼宗淨 土眞宗 たる 儀 を 

ゆ 立 候 者、 明 眼の 人 其 許 仕 間 敷 儀に 奉存 候、 

一 宗祖 圓 光大 師開宗 已來、 淨 土眞宗 と稱來 候へば、 淨土眞 宗の號 他 門に て 相 稱候時 は、 御條 目の 表に 栢 

障り 奉 恐 入 候 旨 申 上 候、 

此儀は 上に も 申 上 候 通、 圓 光大 師開宗 巳來、 淨 土眞宗 と稱來 候と 申 儀 難 得 其 意 候、 法然 上人 以來淨 

土 宗と被 稱候事 無 紛顯然 の 事に 御 趣 候、 開 宗以來 淨土眞 宗と稱 候と 申 儀 は、 何れの 所に て 稱來候 哉 

是迄 宗門 帳に も、 淨土宗 と 書 出し 於 公儀 御 役所 も、 彼 宗は淨 土宗、 當山 は淨土 眞宗と 書認差 上候處 

..圓 光大 師開宗 已來、 淨 土眞宗 と稱來 候と 申 上 候 は、 公儀 御 役所に て は 淨土宗 と 稱し內 々にて は淨土 

眞宗 と稱候 儀に て 可 有 御座 哉と 奉存 候、 當 山の 儀 は 公儀 御觸書 御尋書 等 にても 淨土眞 宗と顯 然に書 

上 相 濟來候 得 共、 定て御 條に相 目障り 不申 儀に て 可 有 之奉存 候、 

1 他 門より、 淨土眞 宗と稱 候 時 は、 宗名 混じ 兩宗 同名 を稱候 事、 古今 決て 無之義 と奉存 候と 申 上 候、 

此儀當 山 は a 百年 來淨 土眞 宗と稱 し、 彼 宗は淨 土宗と 稱來、 兩宗. の 名前 自然と 相 分れ、 公儀 御 役所 

において、 書付 差上來 候處、 唯今に 至り 當 山の 宗名 を、 彼宗の 名と 新 事 敷 申立 候に 付、 宗名相 混じ 

候 事に 御座 候、 役 宗も當 山 も 一 同淨土 門に て、 彼 宗は總 名 を 以て、 宗名稱 來當山 は 眞宗を 以て， 淨 

土 眞宗と 公^ 共 稱來、 是迄宗 名 混 雜の儀 無 御座 候、 然 處兩宗 同名 を稱候 事、 古今 決て 無 之 儀と 申立 

候 段、 是叉難 得 其 意 は、 其， 一宗の 內 分派 御座 候 儀 は、 曹洞宗 臨濟宗 黄檗宗 等、 宗之分 御 虔候得 共、 

通て 禪宗 と稱し 古義 新義の 本山 遠 候 得 共、 通て 眞言 宗 にて 御座 候、 兩宗 同名、 古今 決て 無 之 儀と 申 

事 如何 敷 申立と 奉存 候、 况 又兩宗 同名に て 無 之、 彼 宗は淨 土宗、 當 山は淨 土眞宗 と稱來 候へば、 兩 


宗相混 候 儀 は， 有 之 間 敷と 奉存 候、  v-"-1、 〜ノ  up 

j. 法然 上人の 御. 傳 K 十八 卷は、 伏 見 後伏見 ニ條三 帝の 御 { 辰 翰に て、 爲 眞宗弘 通知 恩 院へ被 爲納置 候、 勅 

筆 御傳に 淨土眞 宗の義 明に て、 則仍 勅命 弘通致 來諸宗 一 同 共 許の 宗 名に 御座 候と 申 上 候、 

此儀は 三 帝 勅筆の 御傳， 知 恩 院へ被 爲納置 候 は顯然 Q 事に 御座 候、 右 勅 修御傳 に 淨土眞 宗の義 明に 有 

之 様に 書 上 候 得 共、 彼 四十 八 卷傳の 中に 一 所 も 淨土眞 宗と申 宗名は 相 見え 不申 候、 然處 淨土眞 宗の義 

明に 御傳 文に 有 之 様に 書認候 は、 淨土宗 則 淨土眞 宗と稱 し 候と 申 紛し候 儀と 奉存 候， 且又 彼 宗を淨 

. 土眞宗 と稱候 儀、 諸宗 一 同 共 許の 宗 名に 候 段 申 上 候 得 共、 淨土宗 と 申 は、 彼 宗の宗 名た る 儀、 諸宗 

一同 共 許の 宗名 勿論に 御座 候、 彼 宗を淨 土眞宗 と稱候 俵、 古 來不共 許の 儀と 奉存 候、 當山を 淨土眞 

, 宗と稱 候 儀 は、 尤諸宗 一 同 共 許の 宗 名に 於 公儀 御 役所 淨土 眞宗と 稱來、 天台 眞言 宗の 御門 跡 方に て 

當山 祖師の 傳文御 染筆 被 成、 淨土眞 宗と申 は、 親鸞 聖人 一 銃の 事、 明白に 御座 候、 其 上國中 一 同に 

當山淨 土 眞宗と 稱候儀 を、 彼宗 にて 新 敷 淨土眞 宗と宗 名 を 申立 候 は、 翁 亦 世間 相違の 事顯然 御座 候 

1 强て他 門に て 淨土眞 宗と稱 候 時 は、 眞僞の 諍 論、 自讃 毀 他の 基 共 相 成 候て は、 公方 御制禁 にも 相 障 可 

申 哉、 其 段 奉 恐 入と 申 上 候、 

此儀當 山の 宗名 は、 五 百 餘年來 公私 共、 淨 土眞宗 と稱來 候、 曾以眞 偽に 拘り申 儀 にても 無 御座 候、 

然る 虡彼宗 より 自讃 毀 他の 基に 可 相 成 樣に申 上 候 傣難得 其 意 事に 御座 候、 彼宗 より 當山を 一 向宗と 

稱し、 此度淨 土眞宗 の宗名 を、 彼 宗の宗 名と 申 募り 候 儀 は、 彼 宗へ被 下 置 候、 三十 五ケ 條 目の 御 制 

禁に相 背、 却て 自宗 より 自讃 毀 他の 基 を 持 候 樣奉存 候、 

右增上 寺より 故障 有 之 旨、 现不盡 成 書付" K 上 候に 付、 當 山の 宗名 は、 古今 公私 共 淨土眞 宗と稱 來候譯 

合 上に 申 上 候 通に 御座 候、 當 山より 他の 宗派の 宗 名の 儀 を、 貪 着 仕 候 儀に て は 無 御座 候、 當山宗 名の 

儀、 今更 新に 申立 候 儀に て 無 御座 候、 祖師 已來稱 來候宗 名に て 御座 候、 彼 宗の儀 は、 是迄總 名 を 以て 
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.  1  二八 

於 公儀 も 御 役所 淨土宗 と 書 上來、 當 山の 儀 は， 以眞 《 ^來、 公私 共顯然 明白に て、 兩 宗混雜 仕儀 曾以 

無 御座 候、 當 山の 祖師 所 立の 宗 名に 御座 候、 宸翰 を 以て 淨土眞 宗と被 遊、 綸 旨に は總 名. を 以て 淨土 

宗と 御座 候、 仍之 公儀 御 觸書御 尊書 御書狀 に、 數度淨 土 眞宗と 御 書 出し 御座 候-' 於 御 役所 御請 書 差 上 

候 節、 是迄 淨土宗 誰、 淨土 宗眞宗 誰と 印形 仕 差 上 相 濟來候 事、 明白の 事 御座 候、 然 處彼宗 より、 當山 

を 一 向 宗と稱 し、 淨土 眞宗の 宗號は 却て 淨土宗 に 限候宗 名に て、 當山 祖師 一 流の 宗名無 之 様に 書顯候 

は、 瘥翰綸 匕曰幷 公儀 御 役所 御 書 出の 趣に 相 背、 恐 多 御 儀奉存 候、 営 山の 儀 祖師 取 立の 宗名淨 土 眞宗た 

る 儀、 顯然に 御座 候 上 は、 刖に 宗派の 稱號此 以後 改て稱 可申譯 合、 曾て 無 御座 候 儀に 奉存候 以上、. 

一 淨土宗 と 申 は、 彼宗之 開山 圓光 大師 開 宗爾來 五 百年の 宗號 にて、 圓光 大師 御開 山 根本の 書に て、 ，w 書 

の 中選擇 集、 淨土宗 の三宗 書記 宗名 立、 尤此書 往古より 書林 扳行 候、  - 

1 淨土眞 宗と申 は、 本願 寺 開山 親鸞 上人 開 宗以來 五 百年の 宗號に 候、 親鸞 上人 化敎 行信證 開山 根本の 書 

にて 此 書の 中に 始淨土 眞宗の g: 字連鑌 して、 宗名 立、 往古より 書林 板 行 候、 

1 本願 寺 開山 親鸞 上人、 宗號淨 土 眞宗と 被 建 候 は、 上人 滅後十 一 ケ年龜 山 院文永 九 年 十 I 月 五日、 綸匕曰 

賜 其 文に、 親鸞 上人 開 淨土眞 宗と有 之 事 明白に 候淨土 開山 圓光 大師の 書、 淨土眞 宗の四 字 不相見 候 事 

I 法 流 を 申 時 は、 唐 之 善導 大師の 法 流に て、 本願 寺 も 增上寺 も 共に 善導の 御 血脈に 候、 

東照宮 樣 尊命 分家 

 上 -、 

善導 大師  L 圓光 大師  知恩院  增上寺 

親 1 上人 _ 本願 寺 — 東 本願 寺 —— ^1 如上 人 

r 專修寺 —— 專修寺 厂怫 光寺 I 怫 光寺 ：— 玄仙 上人 

善導 大師 作の 觀經疏 にも、 淨土宗 とい ふ は 有 之 候 得 共、 淨土 眞宗の 四 字 連 鑌致候 宗名は 相 見 不申候 
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右 之 通に て、 善導 圓 光の 二 大師 勸候所 は、 淨土宗 と 申て、 刖之義 にても 無 之、 淨土眞 宗の旨 を 以て 勸 

申 候、 然共其 唱來候 を 申 時 は、 彼方 淨土 宗、 本願 寺 は 眞宗に 候 事 明白に 候、 

或考、 こ. -に 書る 宗派 次第 條理 分り 難し、 祌 君の 御 命と 稱 する こと 疑べ し、 文 永 九 年 十 I 月、 龜 

山 帝 紫 慶殿を 賜 ひ、 淨土眞 宗號、 勅許 綸 旨の 案、 本願 寺の 舊 記に ありと 云 も、 今 其 案 をみ るに • 

內記 局の 草 進せ る 詔勅の 體に 非す、 左 大史藤 原 基 親と 有、 其 人 可 勘、 中頃より は兩 局に て、 大史 

は 小槻壬 生官務 家な り、 大外記 は 中原 押 小路な り、 兩家 累代の 任と なりて、 他姓の 人兩 局に 居る 

こと を不 聞、 是等尤 疑べ し、 加之此 時の 勅使 參議兼 則 卿と 云り、 公卿 補任 文 永 九 年の 條に、 現任 

散 位と もに 此 名の ハム 卿な し、 凡 詔書に つきて 此三疑 あり、 識者 再 勘すべし、 

〇 公邊例 

1 於 御 評定 所、 淨 土宗淨 土眞宗 末寺 出入 御 裁許 被 仰 付 候 節、 增上寺 役者、 本願 寺 輪番 雙方 立會 奥印 被 仰 

寸、 是迄增 上 寺 役者 は、 淨土宗 の 方に て、 印形 押 之、 本願 寺 輪番 は、 淨土 眞宗の 方に て 印形 押 之、 明 

白に 候 事， 

1 寺社 御 奉行、 御內寄 合に て、 御 裁許の 節、 是も增 上 寺 役者、 淨土宗 に 印形 仕、 本願 寺 輪番、 淨 土眞宗 

の 方に て 相濟、 增上 寺淨土 眞宗と 書付の 儀 未 承 候 事、 

1 町奉行 所より、 御 府內へ 常 宗法 義の 事、 御觸 書の 節淨 土眞宗 の宗號 にて、 御 觸有之 候 事、 

1 御朱印の 傣、 被 仰 候 節、 3: 土 眞宗何 寺と 御 書付、 寺社 御 奉行 御 直に 輪 1^ へ 御 渡 被 成 候 事、 

1 當 方より 諸 書付 類、 一 向宗と 書付 差 上 候 儀 決て 無 之、 御 奉行へ も 前記の 通、 淨 土眞宗 の宗號 にて、 取 

5^ 有 之 候、 乍然 折節 は 一向 宗と 御座 候 事 も 之 候 得ば 、毎度 申 上 候へば、 又 候 御 書 被 下 候 儀 も 有 之 候 

得 共、 本名 を 以て 書付 差 上、 本名 を 以て 御 書付 被 下 候 事、 折節 I 向宗と 御座 候ても 不申 上罷在 候、 乍 

然於國 所々 一 向 宗と申 を、 本名の 樣に 心得 違 も 有 之 候て は、 宗 名の 儀 故 如何 寺 法 を 以て 迚不行 届 儀 故 

  二 九 
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.  三 〇 

御 奉行より 諸國 一 銃の 御觸書 Q 願、 去 八月 中 御門 主 御 願 有 之 候 事、. 

一 伊賀 守 殴より 被 仰 聞 候 は、 諸國 一統の 御 觸の儀 重き 事、 且又 上野 增上 寺へ 御 聞 合 有 之處、 上野より は 

御 差 支 無 之 旨 被 仰 上 候、 增上 寺より t ぶ 际有之 旨 被 仰 聞 候 故、 彼是 異論 ケ間敷 相 成 候て， 御 奉行所 御 苦 

勞の稈 も 如何 故、 先諸國 一 銃の 願 は 差控、 追て 御門 主 勘 辨の上 可 被 仰 立 儀 も 可 有 御座 候 間、 有 來の通 

御 取扱 可 被 下と、 以 書付 申 上 候處、 御 聞 濟有之 候 事、 

但 此方より 差 上 候 願書 幷例書 等 御 預置候 事、 

一有 來候 姿に て は、 雙方共 五 百年 來仕來 の 通に て、 由 分 無 之 候處、 今度 太 田 備後守 殿、 增上 寺へ 兩 本願 

寺より、 淨土眞 宗と宗 號相唱 候 儀 被 相 願 候 得 共、 ； 4、 淨土宗 差 障 趣 を 以て、 兩 本願 寺 輪番へ 申 渡、 於 御 

奉行所 一向 宗と申 書付 御 渡、 右 書付 を 以て 增上 寺より 末寺へ 相觸、 各 宗寫置 宗判之 節、 心得 遠 無之樣 

に 可 致 之 旨 申觸、 右の 趣 を 以て 當 末寺 門徒 承傳追 々 申出 難 取鎭候 事、 

1 前段に 兩 本願 寺 輪番へ 申 渡、 於 御 奉行所 も、 一 向宗と 取扱 候と 申 儀 を、 伊賀 守 殿より 兩 本願 寺 輪番へ 

被 仰 渡 候 俵 無 御座 候、 尤增上 寺より 差 障 候 儀 申出 候 趣 は 被 仰 聞 候、 夫 故 異論 ケ間敷 相 成 候て は 如何、 然 

ば 追て 御門 主 勘 辨の上 可 被 仰 立 儀 も 可 有 御座 候、 夫 迄の 內は 有來の 通、 御 取扱 可 被 下 之 旨 書付 を 以て 

申 上 御 聞 濟有之 候、 然る 處此 度增ヒ 寺へ 御 渡 Q 御 書付 Q 趣に て は、 有 來をも 御 取 用 無 之、 向後 I 向宗 

に 片付 御 取扱 相 改ゎ候 御 書付 を 拜見候 故、 相 改り候 儀に て は 有 來御聞 濟の處 致 相違 候 故、 其 趣 御門 主 

へ も 可 被 仰 下 俵に 候 はん 哉と 奉存候 事、 

1 增上 寺へ 御 書付 御 渡 有無、 別紙の 通 奉 窺 候處、 急 度 書付と 申に て は 無 之、 覺書 程の も Q-^ 由 被 仰 渡 候 

左 候 は 增上 寺より 諸 末流へ の觸 書、 霜月 十八 日 太 田 備後守 殴に 於て、 被 仰 渡 候 書付 相 觸候儀 難 得 其 

意 候 事、 

1 增上寺 より、 觸書差 出 候 以後、 或は 町方より 宗旨 人別 入 交の 帳面 印形 淨土宗 の 寺へ 取に 參候 處、 右 帳 


面の 內淨土 眞宗何 寺と 有 之 候 を見咎 候て、 一向 宗と可 書改、 無 左て は 印形 難 成と 申 之、 右 町家より 去 

年 迄の 例 を 申 候へ 共、 聞入不 申、 則 太 E 備後守 殿より、 出 候 御 書付 差 出 爲見候 由、 他. 山より 他山 を 制 

止 仕 候 事 難 得 其 意 候、 於 御府內 さへ、 右の 通に 御座 候へば、 遠 國之儀 如何 可 仕 哉、 稗 覺書 程の 御 書付 

と は 被-仰 聞 候へ ども、 當宗に は 迷惑 仕 候 事、 

1 此度相 願 候 は、 諸國 一 統御 觸被下 度と 申 事 候處、 增上 寺へ 御 渡 被 成 候 御 書付の 表に は、 新に 淨土 眞宗 

と 相 唱度願 出 候 得 共、 差 障 有 之に 付、 願 筋 不相叶 趣 聞え 候、 增上 寺へ は 一 向宗と 取扱 候と 申 書付 御 渡 

此處當 宗^ 差 支 難儀 仕 候 事、 

ー增上 寺より 相觸候 書付、 諸 國へ行 候 候 時 は. - 當山 末寺 六十 餘 州に 數多候 得ば、 於國々 異論 出 來可仕 候 

其 節 は 此度備 後 守 殿御 覺書、 淨土宗 より 證據に 差 出 候 は、 其 所 役人 此 書付 之 趣 取 計、 是迄淨 土 眞宗と 

記來候 宗旨 證文等 爲改可 申 哉、 然る 時 は當宗 古来より Q 宗 ikn 印形 仕來候 儀に、 差支此 治り 方 如何 可 仕 

哉の 事、 

1 屋敷 方 留主居 廻章に、 一向 宗の 事、 是迄淨 土 眞宗と 申 候處、 以來唱 間 敷 候、 先月 太 田 備後守 殿より 被 

仰 渡 候 由、 右 風聞 書の 儀に は 候 得 共、 右の 趣 流布 御座 候て は、 右 書付 何 園へ 行渡 候 儀 難 計、 增上 寺よ 

り 諸 末流へ 相觸 候. S に 候へば、 是 又國々 へ 行渡 候 はに 御 鬥主甚 迷惑の 事、 

1 宗旨の 儀 候 得ば、 坊主の 儀 は不及 申、 末々 俗 家に 至 迄、 於 御 奉行所 一 向宗と 片付 候 旨 承 候 は e 決て 相 

騷可申 哉、 此 等の 趣 理外の 所 無 據譯も 有 之 候 儀、 御門 主甚以 迷惑 被 仕 候 事、 

右宗名 書付 畢 

右宗名 願の 事、 安永 三 午 秋に 興り、 年を累 ねて 吟味 不決、 始は 寺社 奉行、 松 平 伊賀 守懸 りに て、 夫よ 

り 太 £ 備後 守、 土 岐美濃 守、 其 外交る，， ^吟味に 掛ら る，^ と雖、 雨宗 共に 普通の 宗門に 非す • 淨土宗 

は 素より、 公儀 御 宗門 故 公威 を 佩、.. K 願 寺の 方 は 信 長 公の 武威 を 以て も挫不 得、 御當 家に 於ても、 三 
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三 二  J 

州 以来 御手 懲の 宗門 なれば、 奉行 中に も持极 兼て、 兎や角 年月 を 歷られ ける が、 竟には 永宗の 如く、 一 

其 事 しらけて、 諺に 云、 泣 寝入に 成たり、 一 說に は水戶 侯より 紀伊 侯へ 御 示談 有て、 紀伊侯 本願 寺へ 一 

少しく 御因緣 有て、 之 を 宥めさせ 給て、 事 治りね 共 云り、 不知 虚實、  一 

愚始に 本願 寺の 企 を 聞て、 一 應に 察する 時 は、 都て 本願 寺の 宗風、 譬ば假 初の 一事 を 企る にも、 其 一 

門徒、 金銀 財 寳を拋 て 之に 荷擔 助力し、 其 事 成れば 犬に 潤色して 宗旨の 光輝. i 吾ぶ 習俗な り、 故に.： 

此宗 名の 事 も、 言 を 巧に して 權 門に 取 人、 世 を 誣る類 ひに やと 思 ひしが、 爱に兩 願の 論す る 處を讀 一 

て、 倩考 るに、 淨土宗 の 上表す る處、 理義 分かり 兼、 偏に 公威 を 借って、 豪 奪 を專ら にす るの 意な 一 

り、 本願 寺の 方 は、 或 人の 考の 如く、 最本據 支證に 怪しき 事 無き にし も 非れ 共、 敖訴に 非す、 敬し 一 

て 愁訴す るの 意に して、 事 を陳る 所精審 なり、 淨土 門の 書付 は、 荒々 敷而已 にて、 、其理 普通せ す、 一 

本願 寺の 申條を 壓に不 至、 此 論の 趣 計なら ば、 淨土は 負 たるべし、 委は雙 方の 書付 を 比ら ベ 見る ベー 

し、 愚 私に 思へ らく、 淨 土より 此 願に 答 へんに は、 公威 を も 借らす、 經 說幷釋 門の 六 ケ敷論 を 擱てー 

近く 俗 通す る 申立 有べ し、 譬ば 一 向宗の 宗號、 是迄は 一 向宗、 淨 土眞宗 或は 木 願 寺 門徒な ど. -、 區！ 

々に稱 して 一 名なら す 候、 就中 淨土眞 宗の號 は、 當 宗門へ 差 障 候 名目に 候 得 共、 以前より 唱來候 を 一 

今更 事 新 敷當宗 より 之 を 拒み 候 も、 何と やらん 事を好 様に 相 聞え 候 故、 公聽を 悼り 是迄は 先 づ其傣 一 

に 差 置 候へ ども、 今般 區名を 止め、 淨土 眞宗を 彼宗の 本號に 仕度と、 改て公 免 を 願 ふ 時 は、 當宗に 一 

於て 差 障 申 候、 其 謂 は、 淨土 宗に眞 Q 一字 を 加へ て稱 する 時 は、 卑俗 凡 下の 輩 は、 當宗 を淨土 僞宗ー 

とも 過つべく 候 はん 歟、 よしや 偽宗の 論に は 及 間 敷 候 得 共、 正 敷淨 土の 文 宇に 眞の字 を 加る 事 を、 一 

公 免 有 之 候て は、 孰れに も 當宗は 其 第二 座 たるべく 候、 然れば 公 俵御宗 1:、 更ー 向 宗の次 座に 立 一 

様に 相 成 候て は、 五 百數十 年来、 代々 の 勅命、 御當 家の 御條 目に も 相 障り、 當宗の 瑕瑾、 差當て は； 

御^光の 害に て 可 相 成 哉、 殊に 其 原 を 正せば、 彼宗の 祖師 は、 當宗 より 分れ 出た る 事、 周く 世に 知 一 


る 處に候 を、 如斯稱 する 時 は、 本末 5 差^ 立 難べ 候、 都て 眞宗と 申 事、 諸宗 共に、 三國 傳來、 相承 

の 正しき を 指て 眞宗 と號し 候へば、 淨土 門に 於で 稱之 せんに は、 當宗を こそ 可稱 候へ、 其 末流に 居 

て、 此號を 用ん 事、 次第 混雜 最も 不可 然 事に 御座 候、 是 迄の 通り 數 名に 交へ て 右の 號を唱 へ 候 はん 

は 格^、 改て此 一 名 を 本 號に用 候 事 は、 浮 土 門に 於て 相 障 候と 有た きものな り、 夫に て は 如法に 穩 

にして 理義 分明な わ、 最も 淨 土の 非 分た るべ からす、 然る を 公威 を 以て 應ん として、 淨土眞 宗と申 

は淨 土の 本猇 なりし など、、 荒凉 なる 申 分に 仍り、 却て 本願 寺の 申 條尤に 聞 ゆるな り、 さしもの 淨 

土 門の 衆議、 公威に 誇りて 理を盡 さ る は 奈何、 
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0. 草 卷之百 三十 五 


此秋 五穀 豊饒の 願 ひに、 萬 民 御所へ 歩み を 蓮ぶ 折から、 ぬし は 誰と も 白洲に 散り かふ 反故 あり、 宫 人と 

りあげ みれば、 

むかし あめの 帝の 民を憐 ませ 給 ひ、 我 衣手 は 露に ぬれつ、 とよ ませ 給 ふ御惠 みのい とも かしこく * 今 

此 御代に なんあへ る も 萬の 民、 みな 御所に まう で、、 なほ 秋草の 繁く 八束穗 のた めし をね がふに なん、 

衣手に ぬれ そふ 露の ふること をい ま此 御代に あ ふぎぬ るかな 

かくなん す さめる 物な りけ る、 筆の ついでに こ、 に 記す、 

大嘗會 は- 帝皇 I 世に 一度 行 はる- -大禮 なり、 絕て 久し かりし を、 樓町帝 御 再興 有て、 元 文 年中に 行れ、 

繽 いて 桃園 帝 行 はせ 給 ひ、 今の 仙院、 後桃園 兩 帝の 御宇に は 行 はれす、 さる を當 帝廢れ たる 舊事を 興さ 

る、 叙 慮い と悃 なれば、 此大禮 を 再び 催 ほされ、 天明 丁未曆 十一月 二十 七日に 行 はる、 櫻 町 帝の 時 行 は 

れし 式、 前卷 九十 二に 有 增を擧 ると いへ ども、 潜 今度の fi^ 第 を、 兵 庫 寮の 官人惠 美 姓の 書 置る を 請て 左 

に寫 す、 

天皇 我 詔 旨 良 萬 止、 掛長 岐 伊勢 乃 度會乃 下津磐 根爾大 宮注廣 敷立& 高天原 爾、 千木 高 知 氏、 稱 定奉留 fK. 

照 坐皇太 神乃廣 前爾、 恐 美 恐 美^ 申 給 者久止 中久、 朕眇 身乎以 S1K 日 嗣高坐 乃 業 乎 承 傅 倍， 去 安永 九 年 

十二  GT 四日 爾卽位 攻、 食阈乃 御宇 須始爾 依&、 今年 今月 乃 下 乃 卯日爾 大嘗會 乎、 式 乃 隨乃政 度 爲夭被 行 

倍岐ぉ 小利、 此 狀乎吿 申久、 吉 良 辰 乎 撣{ル 茂、 王 正 五位 下久通 王、 中臣從 二位 大中臣 朝臣 季忠等 乎 差 使 も 


忌 部 正 六 位下 齋部 宿. 1 康寧 加 弱肩爾 大手 鏹取 懸&、 禮代乃 大帶乎 持 齋者利 令 捧持 S 內外乃 宮爾奉 出 給 

布、 掛長 岐皇太 祌.， 平久 安久 聞 食 氏、 天下 泰平 爾、 海內 豊饒 爾、 . 天皇 朝廷 乎 寳位無 動 久、. 愈 增爾讓 賜 比 

天地 日月 止 共爾、 常 磐 堅 磐爾、 夜 守 ョ守爾 惠幸賜 倍 止、 恐 美 恐 美 毛 申 給 者久止 申、 

天明 七 年 十 一 月 五日 . 

天皇 我 詔 旨 止、 掛長 岐石淸 水爾御 坐勢留 八蟠宫 乃 麼前爾 恐 美 恐 美 宅 申久、 朕 幼眇乃 身乎以 s、 叙 祚乃業 

乎受 計、 去 安永 九 年 十二月 四日 爾卽位 氏 食 國乃御 宇須 始爾依 氏、 今年 今月 乃 下 乃 卯 日. 爾、 大嘗祭 乎、 式 乃 

隨乃政 爲天被 行 倍岐奈 利、 此 狀乎吿 申久、 吉日 良 辰 乎擇定 s、 正 二位 行權 大納言 藤 原 朝臣 隆建、 正 五位 

下行 左 兵 衞權佐 藤 原 朝臣 廣長等 乎 差 使 S 禮代乃 御幣 乎、 令 捧持 S 奉 出 給 布、 掛長 岐八暢 宮平久 安久 聞 食 

氏、 天皇 朝廷 乎 化 無 動久、 常 磐 堅 箬爾、 夜 守 日 守 爾護幸 賜 比、 萬 邦 寧 靜爾、 兆民 豊饒 爾、 惠助賜 倍 止、 

恐 美 恐 美 毛 申 給 者久止 申、 

天明 七 年 十 一 月 五日 

天皇 我 詔 旨 良 萬 止、 掛長 岐賀茂 乃御祖 乃皇大 神、 ^雷 乃皇大 神乃廣 前爾、 恐 美 恐 美 毛 申 給 者久止 申久、 朕 

神 鑒乃祐 乎 得 s、 帝業 乃 緖乎承 計、 去 安永. 年 十二 III： 四日 爾、 卽 i,ks、 食 國乃御 宇須 始爾依 s、 今年 今 

月 乃 下 乃 卯日爾 大嘗會 乎、 式 乃 隨乃政 度 爲夭被 行 倍岐奈 利、 此 狀乎吿 申久、 吉日 良 辰 乎擇定 夭、 正 二位 行 

權中納 言 藤 原 朝臣 篤 長、 從五 下民 部 權大輔 源 朝臣 尙仲等 乎 差 使 氏、 禮代乃 御幣 乎 令 捧持 S 奉 出 給 布、 

掛長 岐皇太 神、 平久 安久 聞 食 天皇 朝廷 乎 寳位無 動久、 常磐竪 磐爾、 夜 守 爾日守 爾護幸 袷 比、 國家安 

全爾、 無事 無 故久、 今宅往 前世 安民 ST 爾恤助 護 給 倍 止、 恐 美 恐 美 毛 申 賜 者久止 申、 

天明 七 年 十 一 月 五日 

石 淸水使 賀茂使 伊勢 使  0 

右 大嘗會 由 奉幣 宣命寫 

(1 1   . . ,  Is 
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 .  三 六 

但 次第 は 九十 一 ー卷 目にあり 爱に略 

大嘗會 卯 日 次第 

先 祭 七日、 鎭大嘗 宫齋殿 地、 

當 日中 臣 以下の 朝臣、 殿 及び 四方 門 を 祭る 事 有り、 古へ は 日に 先達て 祭る 事 成しが、 今 世 は 當日裨 祭 

有よ しなり、 

先 祭 一 日、 設小 忌大忌 握屋、 

當 日中 臣 朝臣 ト部宫 內智宫 人 を 率て、 諸 司 會人小 忌の 人 をト事 有り、 此儀 近代 ト部 家、 かねて ト する 

事な り、 

時 尅悠紀 主 基 供 神 物、 共 發自齋 場所、 詣大嘗 宮、 

當日 晝頃兩 殿の 內へ、 祌 供物の 器物臺 、 燈籠類 を 諸官人 それ， <\ の 位に 居 ゑ 置な り、 

石上複 井一 一氏 各 1 一人、 立 祌榍戟 於 大嘗宮 南北 門、 

同時 兵 庫 寮官人 榍戟を 大嘗宫 南門の 左右に 借りに 立 置、 夜に 入 出御の 時 立直す 事な り、 南門 は 會昌門 

なり、 常の 南門に あらす、 

次 伴 佐 伯 各 一 人、 分 就 南門 左右 外腋胡 床、 

扨 夜に 入て 初夜の 頃より 主 殿 寮官人 二人、 南門の 左右に 床几に 腰かけ、 時刻 迄 守り 居るな り、 

近衛 小 忌陣、 在大 嘗宮內 左右、 同大 忌陣、 在 同門 外 左右、 

右 は宮內 左右の 庭に 荒 薦膝付 をし きて、 各幄を まう け、 其 前に 着 坐 有な り、 

左 右衛門 小 忌陣、 在會昌 門內、 同大 忌陣在 同門 外、 

右 近衛 小 忌の 陣に 同じ、 

次 式部省， 設大忌 公卿 以下 版 位 於大嘗 宮南鬥 外庭、 
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門の 南へ や. - 去て 奏 事の 版 を 置、 東西 や、 去て 重 行に 公卿 以下の 版 を 置な り， 

次 掃 部 寮、 以神座 供 于嘗殿 中央、 (中戶 以北 東西 妻) 申時以 13 行事 辨參上 令 敷 之、 

此 夜四ッ 上刻 采女申 時事 有り、 其 以前に 頭辨 殿に 上て、 猪 司に 令ら る、 事 有な 5 

次 中 臣齋部 各 I 人、 率 縫殿大 藏等官 人、 奉 置 衾 單於悠 紀殿祌 座 上、 主 基 同 之、 

此悠紀 主 基の 兩殿 は、 大嘗宫 の 左右に 立 事な り、 櫟の皮 付の 柱に、 竹簀 子 同竹掾 にて、 屋根 はか やぶ 

きにして、 天井 又は 四方と も藺 表に て、 竹に て 挾み、 壁の ごとくな し、 扉 は 女 松 Q 皮 付に て、 柱 をく 

み藺 表に て 包み、 竹に て 挟み、 蘆の 簾に 白き 布の 緣を 取た る を かけ、 白き 組 糸に 釣 を かけ、 御簾 半卷 

上、 戸口々々 に 白 絹の 幕 を かけられたり、 兼て は 荒々 敷 宮居と 聞し に、 思 ひ 外に 淸ら かにして、 うつ 

くしく、 雛の 宮居に 似て、 荒々 敷 事な く、 思 ひ：；^ けざる 有さ まなり、 雨 殿の 大さ六 七 間 も あるべし と 

見 ゆ、 またく 大嘗會 の 四方の 圍は、 一 丈 計の 萩が 枝に て、 あっさ 尺 計に して、 四方 二十 問な りと 見 

ゆるが、 靑き 竹に て はさみ、 葛に て 結び付、 其 四方の 中央に 一 つづ、 黑 木の 鳥居 有り、 其 高さ 三 問 

計、 巾 二 間 許 も 有と 見 ゆ、 又兩殿 Q 中央に 同じ 様の 鳥居 一 つ 有り、 何れも 鳥居の 下に 兩 段と 同じ 様の 

扉 有な り、 すべて 此內を 大嘗宮 とさして 云な り、 

次 率 內藏宫 人 奉 置 御 服 一 一 襲 於 廻 立 殿、 

此廻立 殿と 申 は 紫宸殿の 東、 內侍 所の 西に 立、 其 形 廻り 立る 故 名 付る 由、 此 御殿 凡 三十 帖敷 許な り、 

此 御殿に 白木の 臺に 白の 御衣 1 1 襲 を 置 奉る 事 Q 由、 

次 掃 部寮官 人、 設御敷 簀御帖 等、 放 同 殿中 湯殿 御 榻同西 幔內、 

是は右 廻 立 殿の 東方に、 御 湯殿 をもう くる 事な り、 東西に 扉 有り、 松 板 G 皮 付の 階兩 方に 有り、 東の 方 

より 諸宫人 調進 物 を はこぶ、 先 づ荒薦 をし き、 上に 藺表を 少し 內へ よせて 敷く、 又 其 上に 黃 紅白の 緣 

とりの 藺表を 敷き， 其 上に 御 榻をニ 脚 置て、 其 上に 紅の 綾緣 Q 疊を 敷き、 其 上に 湯 舟 を 置く、 是御？ i 

を 引せ 給 ふ 所な リ、 其 四方に 白木の 臺に、 白の まげもの 四つ 有り、 其 奇麗なる 事、 筆に 盡 しがた し、 

,   11 一七 
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東の 腋 門に 竈 を まう け、 此所 にて 御 湯を燒 くな り、 

縫殿官 人、 進 天 羽衣 ニ領、 (是御 浴衣なる よし) 

次 神祇官 人、 率 神 服 宿禰、 置糟服 案、 放 悠紀殿 神 座 上、 (東西 妻) 主 基 准 之、 

是は繒 服と 云て、 天神に 奉り 給 ふ帛の 御衣なる 由、 うつくしき 籠 入、 白木の 臺の 上に、 榊 を 置、 其 上 

に 籠を箧 しもの なり、 

次 忌 部、 置 麁服案 於 同座 上、 (東西 妻) 主 基 准 之、 

是又 地祇に 奉り 給 ふ 御衣の 

よし 籠臺 とも 同 # なり、 

次 主 殿 寮、 以蔵 火 設燈燎 於 兩院、 (各 二 澄 ニ燎) 

是 は御燈 明な り， 尺 四方 許の 五葉の 松の 皮 付に て 作りし 燈籠 なり、 臺を 檜に て 十二 本 足に やり、 高さ 

三尺 許、 最 奇麗なる 燈籠 なり、 

伴 佐 伯、 率 門 部 設庭燎 於 南門 外、 

總て 南門と 有 は會昌 門の 事な わ、 何れも 是に 可效、 

酉 刻 主 殿 司^ 齋火 御燈於 御殿 邊、 

自是大 忌人不 昇殿、 

小 忌の 人と 云 は、 四月より 齋 するな り、 大 忌の 人と 云 は、 霜月 朔 日より 齋 する 人な り、 

公卿 以下 參着大 忌 座、 (是大 忌の 公卿な り) 

主 殿 寮 供 大忌御 湯、 

戌 刻 御 廻 立 殿、 (着 御帛 i: 衣)、 先着 御 西方 御床、 

內侍取 劍璽置 白木 床 子上不 警蹕， 入御 之 後殊禁 高聲、 

諸 寮 諸 司の 陣 へ 高聲 なきよ し 申 来る、 

小 忌 大臣 就 廻 立 殿坤角 座、 (東面)  . . 
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1:1- 卿相 着 同 巽 角 If  (北上 西 面) 

時刻 主 殿 寮 供 小 忌 御 湯、 有 御 浴 事、 

次 着 御祭 服、 次 供御 手水、 (玉 坐の 邊 りの 事 は總て 書す) 

釆 女中 時、 (此時 采女亥 一 刻と 高聲に 云て、 時刻の 來を吿 申 事な り) 

次 渡御 悠紀嘗 殿- 其 道 大藏省 錦 二 幅 布單、 官內輔 二人 左右 膝行、 以葉薦 隨御歩 敷布 單上、 掃 部 頭 隨御後 

卷之、 人不敢 踏、 

此 道筋に 紅白の 綾の 敷物 を、 大蔵省の 官人 敷き、 其 上に 葉 篤と 云 物 を 宮內の 大少輔 二人して 敷く、 掃 

部 頭 隨て卷 なり、 關白 大臣 以下 總 じて 此敷 もの を 不踏、 

先 中 臣忌部 (是廻 立 殿より 嘗殿 迄の 渡御の 御行 列な り、 先 中臣忌 部の 朝臣 先立な り)、 次 御巫 猿 女、 (是 

十歲 以下の 意 女な り、 右 二人とも 白衣に て、 頭 はす へら かしに して 上に 齋服 を掛 るな り) 次 大臣 (是小 

忌の 大臣な り、 前行の 大臣と 云な り) 主 殿官人 二人 執燭 (右二 人 膝行して 松明 をと るな り) 近 藤 次 將取劍 

璽 左右 (是 左右の 中少將 なり、 何れも 小 忌の 臣 なり) S 儀 御步、 

車 持 朝臣 執 御 蓋、 子 部 宿禰、 笠 取 直 張 蓋 綱、 (玉體 の 後より 菅の大 なる 笠 を 鳳凰の 樊へ 居る を さしかけ 

奉る 事な り、 其兩 脇に 子 部 笠 取 二人して、 笠の 綱 を 持 行なり) 

關白 屋從、 經 大嘗宮 北門 悠紀殿 西、 自 南面 入御、 經祌 西北 着 神. 御座、 關白不 入 祌殿內 候 戸外、 近衛 次 

將棒劍 璽 候嘗殿 南面 簀子、 中 臣忌部 御巫 猿 女 等 跪 庭 上、 主 殿宫人 執燭候 階下、 大藏宮 內掃部 車 持 子 部 笠 

取 等 在 便所、 (此義 諸官人 勝手 宜しき 處に 伺候す る 事 也)、 此間悠 紀膳屋 發稻舂 歌 (八 女 春 之)、 料 S 神 

饌、 (此 間と は 先々 よりの 御 次第の 間の 事な り、 女稻舂 君と 云 八 歳計の 小 重 小 忌 衣冠の 花 を かざり 糸 を か 

け、 花やかなる 歌に て 春な り) 次 小 忌群官 着座、 經大嘗 宫東邊 就 之、 (北上 西 門) 次 開門、 伴 佐 伯 開 大嘗宫 

南、 衞門開 會昌鬥 、(此 時 兵 庫 寮官人 1 一人 楣戟を 取り 會昌 門の 扉の 裏方へ 置 返き 西の方の あぐらに 着す) 
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次 悠紀國 奏國風 四 成、 (此時 東の 方より 樂人 行列に て、 會昌 門の 前に 至り、 二人 東西 に^れ 舞 ふ、 南の 卞 

に 北面して 和 琴 蓽篥统 拍子に て國風 四度唱 ふなり、 此舞 人と 管絃 との 間にて 庭 燎を燒 くな り、 此時庭 上 

明らかにして 能く 細見 成 事な り) 次大忌 公卿 以下 五位 以上 就 庭 中 版 (版と 云 は 四方の 箱な り、 人の ケ UJ 

着 所に 置物な り) (異位 重 行) 跪 捽统柏 子、 (神 語 所謂 八 開手是 なり)、 訖復 坐、 亥 一 列 供 神瞎、 自拍殿 束 

行列、 (月 華 門の 腋に拍 殿 立、 荒薦 にて 圍ひ、 推の 技に て 覆 ひするな り 此內に 新なる 竈 をつ き、 土釜に て 

御 膳 供の 物を燒 なり、 內膳 司大膳 職み づし 所の 官人等 各 包 面と 云 物 を かけて 燒 なり 是は 神饌に E の， A 

らぬ爲 にかけ るな り) 

伴 造 一 人 以盆懸 頸 執燎、 采女 朝臣 一 人捧 削木稱 警蹕、 {呂 主取 竹 枝、 主 水 司 連 執 曰 水部 一 人 執 

多 志 良 加、 釆女十 人 其 中 典 水 I 人 執 楊枝 莒、 同 I 人 執 御 巾笞、 同 一 人 執 神 食薦， 同 I 人 執 御 食薦、 同 一 

人 f 御箸 莒， 同 一 人 執 平手 莒、 同 一 人 執 御 釵莒、 同 一 人 執 生魚 莒， 同 一 人 執 干魚 莒、 同 一 人 執 菓子 莒、 

高 橋 朝臣 I 人執蜿 汁漬、 安曇 宿 漏 一 人 執 和布 汁漬、 次 膳部 1 1 人 執 空盞、 又 1 一人 界御羹 八 足 机、 造酒 司 酒 

部 二人 界 御酒 八 足 机、 主 水 司 二人 舁粥八 足 机、 此間陪 膳 以下 女 宫候戶 南腋、 次第 取 供 之、 御供 進 俵畢、 

宫主 祈申撤 神饌 行列 如 初、 

此 義柏屋 より 右の 人々 行列に て、 常の 南門の 內の前 を 東へ 行 北へ 廼 o,、 大嘗宫 の 東の 門より、 鳥居の 

下 を 通り、 宮中に 入るな り、 

次 還 御 廻 立 殿 (其 儀 如 初) 

凡此 通に て悠紀 殿の 御 神事 あらまし 書畢ん ぬ、 拔又主 基 殿の 御 神事 は、 fiQ  I 刻に 始る なり、 初後悠 

紀 殿の 通な り、 但 神饌の 行列、 西の方より 出て、 西の 門へ 入、 是 初に 遠 ふなり、 其 外！ つも 遠 ふ 事な 

し 拉主基 殿の 御 神事 終て 後、 

寅 刻 還 御 廻 立 殿、 采女進 南下 有 還 申 事、 
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SWJ 云云 (釆 女に 勅 誌の 事 有) 釆女稱 唯 退出、 次 县御服 還 御 房、 

祭禮 已畢、 百官 退出、 伴 佐伯閉 南門、 

此時東 明の 頃な り、 此節解 齋の粥 を 奉る 事 あり， 此粥 奉りて 後、 大嘗宫 を 二 時ば かりに 壘む なり、 凡 

千 人 計の 人數 にて、 修理 職 さし 圖を するな リ、 二十 八日 悠紀の 節會、 二十. K 日 主 基の 節會、 十二月 朔 

日豐 明の 節會 あり、 

右三 節會の 次第 外に 記す、 (九十 一 ー卷 目に 記る 大嘗會 式と 可 合 見) 

右 大嘗會 式畢、 

白 川 侯 精選の 書 は前卷 にも 擧 ぬれ 共 又 爱に拾 ふ  ： 

〇 求龍說  白 川 侯 源 定信著 

懿矣哉 龍 之 於蟲魚 也、 籀 麒麟 之 於 走獸、 鳳凰 之 於 飛鳥、 泰山 之 於 丘垤、 河 海 之 於行潦 也、 而其爲 形 也、 鴻 

洞 輪碩、 豊盈脩 長、 目 如電舌 如劍、 腹 如 玳瑁 麟如列 星、 而望之 或 如 虹霓 之垂、 或 如 朝日 之 陽、 或如烟 雲、 

或 如 山岳、 其 骧首而 一躍、 則 雲霧 威 集、 風波 忽起、 觼鮪 於是乎 走、 鼂蕞 於是乎 伏藏、 綺々 懿々 大哉龍 之 

爲物 也、 可 謂 盛且大 也、 予欲見 眞龍者 有 年 于此、 然而 未知 其 所 也、 或語予 曰、 某 州 某 山 之 陰 有 潜 龍焉、 

予 聞之大 喜不覺 起立 而躍有 三焉、 將行而 見 之、 旣 而予自 以爲、 龍 之爲物 也、 顯隱屈 仲 變化無 極、 小則隱 

於 指 甲、 大则蟠 於 天地、 上 之 則 薄 於 日 ：！！：、 下 之 則 潜 九 淵、 乍 飛 乍 潜、 智幾 察微、 能 應其時 也、 椅々 龍 之 

爲物 也、 可 謂 天下 之至靈 也、 予今雖 欲 見 龍、 而龍若 或不欲 見予、 必潜 泥中 沈 深淵、 ij 而不見 也 必矣、 

苟 如是 耶、 假令 予行 以求 之、 亦復何 益、 予於是 仰天 長歎 曰、 嗚呼 眞龍之 難 見、 何 其若是 也、 予初欲 見 之、 

而 未知 其 所 也， 今 也 雖若知 其 所、 而 不可 得 而見、 其 行 乎、 龍不 見予、 其不行 乎、 予將終 不得見 之 乎、 徐 
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亦自解 曰、 昔 者 葉 公好畫 龍、 眞籠遂 來而窺 葉 公、 藎葉公 者 徒好畫 龍、 而眞、 龍 窺 之、 況予實 求 見 眞龍者 

乎、 彼 窺予也 不可 疑 也、 若 其 求 之、 心 不誠實 也、 雖行而 求 之、 彼避而 不見予 也、 亦 不可 疑 也 亦何不 求^ 于 

此而徒 求 此于彼 乎、 遂不果 行、 而求之 心 愈 切 也矣、 

〇 白 川 侯 御 居間の 掛物 

今 一 知  後生 安  前 全 見 

法 毎 治  越度 無  急愼立 

善 I 止  怫心同  惡悟起 

此 谷に かしこき 人の 有なら ば 我に をし へよ 春の 莫鳥 

右 白 川 侯 御 居間の 掛 物の 由、 

〇 老 樵夫傳 灸治 

111 里の 灸の事 を 前卷に 記す、 又 或 人の 一 傳を爱 に 記す、， 

白日 八 灸之方 〈獲得 天壽 轉弱爲 健) 

抑 吾 南 膽部州 は 百 歳 天壽の 人な り、 これ を受 保たん とならば、 養生すべし、 其 術 は 鉞灸藥 の 三つな り、 

最も 灸治 を 第 一 とす、 粤に名 灸の方 有り 左に 委く 記す、 倚て 守るべし、 

胃 徑三里 (左右 兩穴) 每朔 (隻 1 一十 六 壯宛兩 脚 合 五十一 一 壯) 

未明より 辰の 食前 迄の 內に灸 すべし、 艾の 大小 は 其 人の 好に 隨ふ、 尤も 雨足 を さし 仲て、 火 を 等しく 下 

すべし、 (隻足 を 居 仕舞て 又 隻足を 出す を 忌な り) 

從 二日 臻 八日 (I 七 筒 同穴) (隻 に七壯 づ.. 左右に て 十四 壯な り) 

是も 朝の 內 最もよ し、 一 七日 艾數 合て 九十 八壯 

前後 八日 (艾 の數 を增滅 すれば 益な し) 都督 一 百 五十 壯 
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騰 脚の 伸 方に 少し 規矩 あり、 足を疊 ゃ蒲圑 にべ つたり とつけ る は あしく、 亦强く 立る も あしく 候、 足 Q 

ひつ 屈の 下へ 木 枕 を 立て 入る 程、 疊を はなる- -を 法と す、 

〔母 晦日の 夜、 艾の 用意 をな し 置て、 可成 事なら ば 朝の 內 にすべし、 三ケ 年の 月々 に 此灸を すれば、 痼疾 

悉く 除き、 五 調の 身と 成な り、 又十ケ 年も灸 せば、 實に fK 壽を 得べ し、 生涯 無 怠谩灸 する 人 は、 地 仙 を 

獲る の奇 法な り、 灸 法の 出 處は， 上 州 伊香保 (溫泉 山な り.) の老標 が敎爾 なり、 此樵 夫今猶 存生す、 繭 

し 樵 夫が 事跡に 怪談 あれば、 却て 信 を 防ぐ 故に、 焉に誌 さす、 誣 すして 看ん とならば、 別記 を閲 べし、 

努々 疑 ひ 不審 かるべ からすと 爾 一ぶ、 

3 老 〔夫傳 

上 州に 伊香保 (妙 義山邊 從春那 一 里) と 溫泉 有り、 其 山に 一 樵 有、 年来 下駄 を 履て 柴を刈 (近年の 上 

州 山 崩に も 此溫泉 は^ 條 なし) 温泉 人 浴の 客 宿に 沾て 渡世す、 其 所の 人 彼が 年 を 知れる 人な し、 今 も 打 

見た る 所 七十 歳 許と み ゆ、 己も爾 云、 昔より 七十 歳と 稱 して 他 言 なし， 色 々藤して 源平の 戰の 事な ど を 

問へ 共 更に 答へ す、 所 Q 古老の 傳 へて 云る に は、 彼 は 判官 義經の 旗 指な り、 高 館 落 去の 時、 判官 は辨慶 

と 唯 二人 小舟に 乘て蜈 夷へ 渡らる、 常 陸 房 海 尊に 命じて、 此下 郞四國 西海歷 然として 身 を 放れす、 艱難 

を經て 奉公せ り、 不便 なれば 汝 よく 扶持し 得させよ と、 海 尊に 申 置れ し 由、 故に 海 尊此溫 泉の 山に 誘來 

て、 今に 淺れる 樵 夫な り、 また 彼 灸は海 尊に 習 ひし 方な り、 彼 樵 夫 も此灸 故に 地 仙と 成れり， 其 驗を知 

故に、 人に も敎て 居さすな り、 其 禮には 下駄 を 乞て 貰な り、 故に 下駄 灸と 云、 今に 存生な り、 或 人 疑て、 

京三條 河原 町菱屋 とい ふ 吳服屋 の 手代が 商 賣に上 州へ. 下り、 戾 りに 上 州 絹 を 買ての ぼる 便に 尋 させし に 

老 樵猶存 せりと 語る、 是 天明 八 年より 七 年 前の 事な り、 地 仙 なれば 今 も猶存 すべし、 浪花の 醫、 菅沼周 

德が灸 則に 載て、 三 里を灸 せば、 折々 膏育 (俗に 云 ふケン ぺキ) を も 焚すべし、 彌三里 能 功 をな すなり、 

又から くも 其 功 倍せ， 0/ 此兩 灸を醫 家の 秘訣と す、 何故 ぞ なれば、 彼兩穴 (三 里膏 盲) を 不絡灸 する 
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者 は 病な し、 人 病 ざれば 醫者は 無用の ものな り、 人 病ば こそ 醫師 Q 口腹 を 養 ふと 誌す、 誠なる 哉， 

〇 慵 夫が 宛字 

予が 方へ 折々 雇 ふ 長 兵 衞と申 もの、 或 時 申け る は、 頃日 何の 四郞 右衛門と かや 云 人の 方へ、 度々 傭れ 參 

候、 右 籠 ひ 賃の齊 出し を 上げ 候に、 御歷々 故 定めて 常の 四郞 右衛門と は 文字 違 ひ 可 申と 存、 色々 思案い 

たし 見 候へ 共、 存 當り不 申、 漸 御城の 城の 字 を 思 ひ 出し、 大 かた 是 ならん と 存じ、 城 右衛門 様と 書 上 候 

が、 左様に て 能く 候 やと 聞け る 故に、 其 わけ を 云 聞せ て 笑 ひぬ、 されば 世の なま 學 文の 人、 文章 を こば さ 

ん とて 色々 の 文字 を 引す り 出して、 したり 顏に書 も、 此城 右衛門の 類に て、 勞 して 功な かるべし、 夫よ 

り は、 理義の 分る 様に、 文 言 を 巧む が專 要なら め、 頃日 見れば 早學 問と やらん 題せ る 平 假名の 物 有り、 

是當 世の 人情 をよ くの み 込て 梓 行せ り、 世人 是を師 として、 御 親父と 書べき を 尊大 人、 己が 妻の 事 を 荊 

婦 など  廻らぬ 筆 を 無理に 唐め かして 嬉しがる 族 多し、 此書を 出せる 先生の 心、 可 否 奈何と も 論じ 難し、 

古へ より 名 ある 人々 の 文 を ：n5- るに 、曾て 六 かしき 文章 はなく、 唯 俗 通の 易 かる 様に 書け る、 是 尤なる 事 

なり、 文 言 こび 過ぎ、 書體 洒落 過れば、 肝心の 耍 事の 間違 ひに もなる なり、 右に 記せる 長兵衞 は、 本願 

寺 門徒な り、 素より 其 日 過の 者に て 妻子 を渴々 に 養 ひ、 貧しく 世 を 渡りし が、 其 ふせ 屋の內 に 光り 嗶く 

怫壇を 捲て、 世に なき 事に 悅 びぬ、 我 も 其 家 を さし^て 見る に、 聞し に (梅 居 曰此次 一葉 本書に 落帋な 

り、 よって 文 言つ ^- き 次に て縛變 せり、 後人 補 之の たよりなく、 嗚呼 惜 哉)、 

程なく 狼 側へ 來れる を、 彼 意見て みやげ を 忘れたり、 戻りに とらせん と 云へば、 狼合點 したる と 見えて、 _ 

皆 そこ を 立 去ぬ、 扱 先き の 村に て 用事 を辨 じ、 又 元の 村へ 歸る さに、 件の 狼 ども 始の ごとく 側へ 來る を、 

彼宽， 懷 より 握飯 やうの もの を あまた 出して、 約束の通り 與へ ぬれば、 數 の狼是 をく はへ て 皆 何. 地へ 敷 失 

ぬ、 其體飼 人れ たる 犬の ごとし、 京の 人 あきれて 彼 意 を 力と し、 其 譯を尋 ぬれば、 此道は 我等 晝 夜の 境 

なく：^ り 候な り、 故に 何 成 共 食物 を携 へて 狼に 得させて 通れば、 曾て 仇 をせ す、 今宵 出が けに、 夫 を 忘 
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れ たる 故に 其斷を 云て 戾 りに 與 へたり と 語りて 狼を懼 る、 心聊 もな し、 實 にも 馴 なば 斯も 有べ けれ、 先 

年 北 丹 波、 知 井庄、 弓 削庄の 間に 有る 八丁 山と 云 ふ、 公傣 山へ、 我等 仕官の 時分、 撿 分に 行て、 數日彼 

地に 留 りて、 山內を 見廻り しに、 山 內に炭 燒五人 棲り、 四 人 は 一所に 小屋 を 建て 居、 三 右衛門と 云 者 I 

人 は、 所 を 隔て はるかの 谷に 妻子 を 具して 住り、 留 山の 事故， 喬木 聳え 蔭々 として、 日影 も 指す 凄き 所 

にて、 四方の 山 口 へ は 各 一 里餘 有、 人蹟 結た る 地な り、 傍 を みれば、 岩角 裂て さ、 らの 如き 跡 あり、 之 

を 問へば、 熊の 爪 を 研るな りと 答 ふ、 其 傍に 嬰兒 二三 人 遊び 居る を 問へば、 彼が 子供な りと 云、 か k る 

山內に 妻子 を 置て 其 身 里へ 出る に留主 はいか r する やと 問へば、 留 主は甚 丈夫に 候、 人の 恐る、 熊、 狼、 

猪の 類 は、 皆 子供が 友達に て、 常に 角力 を 取り 戯 遊び 候 故に、 留主は 彼等に 預け 置、 其 身 は 京^も 出て、 

日 を 累ね他 宿 仕事 常の 事に 候と 答， 傳 へて 聞く、 坂 田 公 時が 生 立に 等し、 さしもの 猛獸 も、 馴れば 敵す 

る 事 無き は、 天 地 自然の 道理 なれ、 之 を 顧に 右の 狼 原 も 其 類と 知られたり、 

此山留 山 なれば、 山 入 をす る 者な く、 眞に 人跡 絕 たる 無人 境なる 故に 怪敷 鳥獸も 稀に 見えたり、 素よ 

り濕地 なれば、 梢より 蛭の 降 事 夥し、 各 胡椒 を 用意して 之 を 担ぐ、 或 蛆づた ひ を 行く に、 道狹 くして 

一騎 打な り、 某幷 下役の 者、 雜色 大工 棟梁な ど、 彼是 上下 二十 餘人、 そこ を 越え 行 を、 谷 を 隔て 半 丁 

計り、 向 ひ Q 繁み 0 梢に 猿 一 疋 登り 居け るが、 此方の 體を 見て 犬に 驚き、 茂みへ 隱れ ぬるよ と 見し が、 

隱れ たるに は あらで、 友 猿 を 呼 集め 來 りしと 見えて、 幾の 猿 追 々梢へ 登へ て、 我 も/ \. と 此方 を 見物 

す、 後に は 稻麻竹 葦の 如く 群集して、 幾千と も算 へがた し理 りなる 哉、 希に も 山 內に斯 る 事 はなく， 

殊に 彼等 を 狩る 様子に も 非れば、 安心して 見物に 出たり と 見えたり、 實 にも 其 情人 間に 近き 哉、 

〇 八十 翁の 言 

碁 打の 布 屋了演 (始 平左衛 門) が 八十 歲 Q 時 語りし は、 頃日 愚 老に何 にても 書 くれよ と 賴み來 りし 人 あ 

り、 素より 愚 筆の 事、 せめて 雅遛 などに 人に 知らる- -身 にし あらば、 いなみ もせ まじ けれど， さに も 非 
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す、 かた，^ ゆるし てんと 辭 しければ、. 其 人の 云、 左様の 事に 非す、 或 人の 物す きに て、 八十 は 上 Q 男 

子の 書を輯 て、 屛風 ー雙に 押すな り、 いかなる 故歟、 婦人 僧 を 除く に 仍り殊 外 撰び 兼るな り、 iHC 許容 

あれ かしと 云、 之 を 聞て、 それな らんに は 客 易の 事な りと て、 何歟 あだし 言 を 書 遣 はしぬ、 そ. e こっき 

て、 其 中次の 人の 申 は、 人生 八十と 申 は 得が たき 事 かな、 抑此 催しに 仍り、 洛邊を 手 わけして、 に 

高 壽の人 を 探す に、 七十 以上の 人の なき 町 もな し、 拉 八十と 申 は、 五町に 一 人 も！^ かねるな り、 適々 あ 

れば 婦人、 ある は I 字 不通の 賤夫 などに て、 間に合 ふ 老翁 はもつ とすくな しと かや、 俳 士几圭 が 或と し 

のせい ぼの 句に、 「平 人は老 ゆく としを 位 哉」 とせし もさる 事に や、 むそじの 坂 を 登る だに かたう して、 ふ 

る 人 も、 な、 そじ を古來 まれと いひお ける、 いはん や、 やそじ を や、 かの 屏風 もー雙 にて、 三百 枚 ほど 

の 積り なる が、 渐百 五十 枚 程 あつまり しと 語りぬ と 了演咄 しなり き、 我 も.^ 玆 天明 人 こ.， 七十... 歳な り、 

力ね て 其 蜩の 二字 を號 として、 翌なき 心なり しが、 加 程 迄 難 面 命なら ば、 迚も 八 句 を も 待 得な ましと、 

黑き 心に 成し を、 我ながら あざみ 思 ひしが、 間もなく 京都の 大災 にあ ひ、 夫より は 浪花へ g,, 仃、 鬼 角す 

る內 に- 我 を 介抱す る 者に もお くれ、 今にて は淺 猿き 耄 年の 獨 夫と なりて、 日頃の 知 足 もとり 失 ひ、 世 

をぁぢ きな く、 恥 を さらす も、 すぐ 世の 因なる べし、 斯ては 八 句の 望み 所 にても なし、 望ぬ から は、 翁 

しつれ なく 「ノ 旬を迎 へん も 知れす、 すべて こぞ ことしの 世の さま こそ、 肇 にも 育 葉に も盡 されね、 やそ 

瀬の 波に ぬれくて、 吟ひ ありく、 我を勞 り訪ら ひし 人の、 きの ふ 迄富榮 え、 世に 時め ける が、 け ふ は 

飛 身" の 淵 に 漂 ふ 身と 成し も 有り、 夢 を かさぬ る 世の なら はし、 さめての 後 は、 善惡 邪：.^ も あだし ご 

とか は、 やそう じ 蟲の我 とても、 命の 內は運 f: れば、 此 上に 菰を 被らん も、 玉 殿に 昇らん も はかられす、 

どちらに しても 夢の 戯れ、 とかく 鼓 あそべ ェ、 

0 遊 妓瓜生 野 

都 島 原の 遊 妓贝生 野 は、 容色 勝れた るに も 非れ ども、 風 精い やしから す、 愛敬 有て- f-w しくな まめき たて 


り、 {^3曆0頃或士にかどはされて、 廓を甌 落せり 7 親方 呑獅、 桔梗 屋) 四方へ 手 分 をして 追手 を かけ、^ 

州.^ 古川 邊 にて、 や、 捕へ て歸 りぬ、 彼士は 年頃 五十二と かや、 尋常の 若氣の 色事に も 非す、 何とか 賺 

され けん、 浮 舟の 君のう かれ 出た る さまして、 ある 客に 貰 ひし 名香 を、 世に 大 せつに 肌に つけて、 其 外 

に贩 落の m 意是 になし、 世の 人 之 を傳へ 聞て、 尋常の 女郎なら ば、 名香 はかい やりて 路用 を こそ 肌に つ 

くべ けれ、 當世 珍ら 敷艷 なる 心 哉と、 夫より 後 は 憂 名 はた、 で、 始 よりも 全盛し ぬ、 苦界のと し滿 ての 

後 は、 我 友の 妻と なり、 其 人 も 世 を 早う して、 今 は 其 家の 後窒と 成り、 人 も あまた 遣 ひて、 せ を うら i 

かに 暮 しぬ、 年 もはやむ そぢ なるべし、 
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公 湖 草 卷之百 三十 六 

小 堀 和 泉 守 亂行邑 除 

小 堀 和 泉 守 政壽は 始め 備中 守と 號し、 明 和 七 年より 大 番頭 を 勤め、 安永 七 年 本 多 對馬守 跡、 伏 見 奉行 仰 

付ら る、 和 泉 守と 更 名す、 組 先 遠 江 守 政 一 (後號 宗甫) は、 太閤 秀吉 公に 仕へ、 薨去の 後 は、 神 祖に事 

て、 専ら 志 勤 を 勵れ、 就中 茶道 一箇の 名家た る 事、 周く 世に 知る 處 なり、 その子 備中守 疋 之、 其 子 和 泉 

守 政恒、 其 子 遠 江 守 政 房、 其 子 和 泉 守 政峯、 其 子 今の 和 泉 守政壽 なり、 父 和 泉 守 は 寬延寳 磨の 頃、 伏 見 奉 

行たり、 後に 若年 寄 仰 付ら る、 此人 は溫和 無異の 人に て、 常に 被 申け る は、 柳 生 は 武術 を 以て 家と し、 我 

は 茶道 を 以て 家と す、 此 優劣 武人に 於て 豈耻 ざらめ や、 不如 我れ は 茶道 不案內 なりと、 世に 披露して、 

諸家より 賴み來 る 古器 書 畫の目 利の 類、 一統に 斷を云 はんとて、 其 由 を 以て 諸家へ 答 へられけ る、 武門 

の 嗜尤斯 も 有べき 事ぞ かし、 扱 伏 見 奉行の 節、 洛西桂 Q 里の 邊に有 之、 京 極 の^ 莊の 庭、 先祖 遠 州の 

作なる 事 を 聞 及れ、 心得に 見 置 度 旨、 彼 御 家の 手 寄 を 以て 被 申入け るに、 素より 容易の 事な り、 何時に て 

も 被罷越 様に との 御 答に て、 其 後 御用の 透に、 日限 を 定め かしこ へ被罷 越、 宫御 方より 案 內の士 出向て、 

悉く 點見 せらる. -處 に、 路，^ の 飛石の 內に、 心 障り 有し や、 此石は 元來の 石に 候 やと 尊ら る、 案 內の者 

則聞傳 へたる 旨 有 之、 其邊に 元の 石拔 貧て、 後人の 石 有 之と 申 傅へ 候と 答へ ければ、 然れば 其 石なら め 

と 被 申、 其 外 隅々 迄 委く見 届て 歸られ ける、 右の 石 後 入と は 申せ 共、 それ も遙 古への 專 故に、 一 面に 苔 滑 

に、 年經 りて 一 向新 古の 差刖は 見え 分かぬ 處に、 一 歩の 下に 之 を 踏 覺られ し 事、 流石 家柄な りと ノ案內 

の士も 感ぜし なり、 さらば 泉 州 は隨分 茶道 はよ く 嗜れ、 功 者な おしか ども、 世の 唱を 厭て、 茶道 不案內 
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と 被 申立け ると ぞ聞 えし、 斯く隱 便の 人に て、 家 もよ く修 しに、 當和泉 守 は 夫に 引替へ、 其 性 は 放逸 貪 

戻 荒淫に して- 伏 見 奉行 を 仰 蒙し 始 より、 先. - 奉行の 立 置し 法令 を 改め 、様々 の亂行 聚斂、 目 ざまし き 

事 計な り、 安永 七より 天明 五ち/ 前後 八 年 在役の 間に、 伏見驛 是が爲 に傾廢 す， 伏 見の 方 境 僅 二百 數十 

町の 所へ、 樣々 の 課役 運上 を かけ、 人の 妻 を 奪 ひ、 總 じて 事々 物々、 商 寶體に 付て、 少 にても 潤色す る 

者： r と 聞 や 否、 忽之を 貪 取る、 伏 見 は 狭き 所 故、 聊の事 も 知れ 易く、 常に 目付撗 行して、 政事 は 脇に して 

唯 貪 I 筋の 爲. なる 事 を 注進して、 罪な きを 殺し、 其 一 跡 を 奪 ふ 類、 擧て算 がた し、 委くは 小 森 伊豆守 惡 

行 記と やらん 題せ る雜記 有り、 (小 堀 和 泉 守 を 憚りて 作り名と 見えたり、) 我 も電覽 せし が、 大凡 是に 記す 

る 處虚談 とも 云が たし、 博突會 所な ど を 許し、 或は 組 同心 十 藏が娘 を 妾と して、 親 十 藏に慰 斗 目 若黨を 

免して、 與カ 並に あしら ふな ど、 公法に 背く 事 一 々擧 るに 不遑、 偏へ に续紂 再び 世に出た る 思 ひ をな し 

て 伏 見の 者 其 地に \ィ み 難く、 他へ 趨る もの 多く、 又 所 を 離れが たき 者 は、 詮方な く 家業 を 止め、 門戸 を 

閉て、 逼塞し、 年始の 祝儀 を始、 私の 祝 ひ 事 を 悉く 止て、 將に伏 見退轉 せんとす、 亦 奉行所の 華麗 は、 

之に 反して 言に も述 難く、 鼻祖 遠 州 も 伏 見 奉行たり し 故に、 役宅の 內に、 先祖の 物 數寄殘 りて、 代々 の 

奉行 是に 修造 を 加へ 賞し 置る を、 遠慮なく 引 直し、 偏に 役所 を 我が 居 宅の 如く、 伏 見 は 我が 領地の 如く 

心の 欲する 儘に 擧動 ひ、 侍女の 數夥く {a 女の 如く 粧ひ 謗り、 後苑に は榮螺 樓と號 し、 0 玉樓 をし つら ひ、 

是へ 上る に卷 上る やうに 是を營 み、 余 銀 珠王を もて 是を鎊 り、 榮華 一時に 開けた る、 邯鄲の 遊 も、 斯く 

やらん と覺 ゆ、 斯く世 を 惲らぬ 底意 を 聞に、 田 沼 主 殿 頭に 親緣 有る 上に、 わきて 交り 親く、 故に 程なく 

先づ 若年 寄に 成り、 夫より 增秩 して 竟には 老臣に 列す る 積に て、 恣に擧 動け ると ぞ、 斯て 安永 天明の 頃 

の 諸士の 風俗、 田 沼 主 殿 頭の 華奢 聚歛を 手本と して、 一統に 爾り、 中に も 此小堀 和 泉 守、 幷京 町奉行 赤 

井越 前 守な ど、 裸に 甚敷 ものな り、 然る を 白 川の 賢 侯 出 給 ひて、 嚴法を 以て、 急に 諸士の 華吼を 挫き、 

有^^公の御風俗に復し玉ふこそ難有けれ、 右に 記る 和 泉 守 無道の 事共 は、 巷說に 有る 處 にして、 聢 とし 
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たる 明證を 不知、 將に 列士の 眼前に 見た る 不法 は、 去る 已の夏 京 町奉行 出 崎大隅 守役 亭へ、 所 司 代戶田 

因幡 守 を 招請 せられる、 其 砌は伏 見 奉行 も 相 件に 參ら れ、 其 外 禁裏 御 附幷地 役の 楚も取 持に 來る 古例な 

り、 故に 其 nl 小 堀 和 泉 守 も 来られ、 饗應の 上、 酒宴 闌に 成り、 和 泉 守 赤裸に て、 所 司 代の 前にて、 杯盤 

狼藉 傍若無人の 擧動 なり、 凡 所 司 代 招請 は 御 老中 招請 に准じて、 列座の 人 各 威儀 を 正 敷 敬して、 饗する 

事 勿論な り、 而 るに 和 泉 守の 體 たらく；；，， 因 皤守も 與覺て 思 はれけ め， 去れ 共 温和の 人に て、 何の. 咎も無 

りし、 夫より 和 泉 守 は 泉水の 船 を、 赤裸に て 自身 漕ぎ、 後に は 飽迄酪 して、 傍に 醉 臥て、 前後 も 不知 

程なく 所 司 代 退出の 折 柄 も、 自餘の 面々 は 例の 通の 禮式 有れ ども、 獨和泉 守は醉 中に て、 是を 不知、 や 

や 有て 目を覺 し、 斯と 聞て 大に悔 、裸に て 腹 を 切らん と騷ぐ を、 漸く 賺 して、 裸ながら 乘 物へ 無理に 押 

入れ、 家来に 路 次の 事 をよ く 申 含て、 伏 見へ 歸 しぬ、 其 後 所 司 代へ 和 泉 守參向 有ても、 御用 或は 所勞有 

とて、 因幡 守對 面せられ ざり しと かや、 斯て伏 見 驛已に 亡 所に 及ん とする 危急に 迫りて、 同年の 冬 伏 見 

町人 九 助、 九 郞兵衞 など 云 者、 所の 爲め身 を 捨て、 柬武に 出て、 小 堀 和 泉 守の 罪を訴 ふ、 依 之厦々 評定 

の 上、 右 雨 人が 願 は 御 取 上な く、 差 返され、 何となく 御 奉書 を 以て、 和 泉 守 を 召す、 さし も大膽 不敵の 

和 泉 守 も、 少し は 僻 易 周章して、 發 前に 彼 榮螺樓 を 始め、 御 役亭の 華麗なる 所々 を 破 却して、 早， - 出府 

する 處に、 格別 御 穿鑿 はなく、 御 役 御免 跡 役 久留島 信 濃 守へ 仰 付ら る、 世の 人 聞 之、 伏 の 者の 願に は 

御 貪 着な く、 和 泉 守 御 役 さへ 被 召 上 は、 自然と 御 吟味に 及ばれす して、 出訴の 者の 意 も 立ち 穩 便に 事濟 

なり、 一 々御 穿 議に被 及 は、 人 も 損すべき を、 温順の 思 召 哉と 各 感心す る處 に、 跡 役 久留島 信 濃 守 急に 

役所への 御 暇 を 下され、 被 仰 含 旨 有て、 翌 午の 正 だ 上旬、 伏 見へ 到着、 京 町奉行 丸 毛 和 泉 守へ も、 奉書 

を 以て 伏 見 町人 九 助 九 郞兵衞 出訴 一 件、 久留島 信 濃 守 立會， 於 京都 吟味 を遂 べき 3 曰の 鈞命 なり、 之に 依 

て 小 堀 用人 太 田 垣 伊右衛門、 長 井彌次 右衛門、 財滿平 八郞、 (其 外 名前 缺) 伏 見與カ 三輪 源 太左衞 門、 津 

田 順右衞 -n、 同心 勝 野 十 藏パ其 外 前名 缺) 各 京 町奉行 東 役所へ 被 召 呼、 直に 揚り屋 へ 被 遣、 其 外 町方 褂 
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り 合 Q 者餘多 入牢、 町 預け 等 被 仰 付、 津田順 右衛門 績の 者、 京都 與 力に 餘多有 之、 各 差 控被仰 付、 同心 藤 

野十藏 一類 も 同前な り、 右 御 穿議隱 密事 故、 丸 毛 組與カ 同心の 內、 伏見緣 類の 態り 合 ひ 無き 者 を 被 撰、 一 

數人 御用 掛被仰 付、 久留島 信 濃 守 も 出京、 旅 宿して、 立食 吟味 有り、 然 れ共隱 密事 故， 掛 りの 役人の 外に. 一 

子細 を 知る 者な し、 然るに 其 年の 秋、 俊 明院殿 薨去、 田 沼 主 殿 頭 御 勘氣を 蒙られ、 江 都の 御風 俗 も 段々 ； 

改り候 故、 右呤 味の 事 も， 掛 りの 面々 內評有 之 様子に て、 鬼 角 延引に 及ぶ 內に、 在牢御 預けの 者に も、 一 

追々 死 失 出来、 與カ津 田 順 右衛門、 同心 勝 野十藏 など も、 相 果候得 共、 右 親族の 者 は、 其 儘 差 控罷在 り 一 

午 正月より 翌 未の 冬に 至、 凡そ 丸 二 年 近く、 長髪 禁足いた し、 難義云 計な し、 未の 冬に 至て、 1^ 旦相緩 一 

み候樣 にて、 與カ 三輪 源 太 左 衞門杯 も、 出牢宿 預けに 成 候 故、 其 節 右 差 控の者 共も掷 免に て、 致 出勤 候 j 

而 して 夫より 間もなく、 江府 より 吟味 延引の 御 催促 有て、 引 續き丸 毛 和 泉 守 を 召れ、 御 役 御免、 又 無 程； 一 

所 司 代 戸田 因幡 守 を 召れ、 是亦 御役掷 免、 右 伏 見 一件 は 江戶御 吟味に 成、 依 之 網 掛乘物 十四 挺、 其 外 小.， 一 

手留の 者餘多 京都 與カ 同心 付添、 十二月 中旬 京發 出、 江 都へ 被 遣 候、 其砌 一旦 出 牢致 候、 コ 一輪 源 太 左衞. 一 

門 も 亦々 揚り屋 へ 入、 家老 小 堀 權左衞 門、 宫川庄 太夫な ど は、 是迄 屋敷 預けに 候處、 今度 揚り屋 人 被 仰. _ 

付、 其 上に て 右の 通、 網掛 にて 罷 下る、 江戶 評定 所 御 吟味に 成、 翌申 五月 一件 落着 被 仰 付畢、 右京 都吟 

^延引の 譯を、 倩 察る に- 小 堀 は 田 沼 氏 親 緣の人 なれば、 普通の 格に は 取 計 ひがたし と、 始 より 是に 屈： 

伏して、 あたり 障 を勘辨 し、 延引せ りと 見 ゆ、 去れ 共 丸 毛 才智 機變 ある 人なら ば、 や、 半年 程が 間に は 一 

吟味 決着す ベ けれ 共、 性質 決衝 なき 人な り、 故に 鬼 や 角と 思 ひ 煩ふ內 に、 江 都の 模樣替 りぬ る 故に、 夫 一 

迄の 吟味 は 徒 事に 成て、 あらたに 吟味 を 仕直し、 斯る 紛擾の 最中に、 江戶 より 御 催促 有り、 其 上に 御 召 j 

に仍、 取調 も 不合理な りしと 見えたり、 夫 だに あるに、 右 急參府 の砌、 御 救 米 御 買 上げの 懸り 合に て、 一 

京都 を 立 事 あた はす、 懸命に 及ん とする を、 漸く 與カ木 村九郞 兵衞、 妻 木 六 郞兵衞 引 請に して、 此懸合 

を遁 てて 出府 せられる、 總 じての 取 計 ひ、 灑然 たらざる に仍、 世上に て丸屋 茂兵衞 杯と、 惡名を 付け、 
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私曲 も 有る 様に 沙汰せ しか ども、 赤 井越 前な どが 類 ひに は 非す、 唯 頑 僻なる 人に て、 世の 疑 を 請し 迄な 

りと ぞ、 

申 五月 六日 於 評定 所 申 渡 寄 合 出席 (夕 七 半時 揃) 

立會 大目 付 

街 目 付 

被 仰 渡 左の 通 

小 堀 和 泉 (申 四十 九 歳) 

其方 儀 伏 見 奉行 勤 役 中、 彼 地 町人 共 出訴の 儀 有 之に 付て、 右 訴狀の 答 書 被 仰 付 候處、 彼是 "个 取締 成 趣に 付、 

先達 而御役 御免被 成、 追々 被遂御 吟味 處、 借用 金 返濟の 手段に 支配の 町方の 者へ 、 頼 母子 無 盡之儀 家来 共 

相 企 候 を 承屆、 其 分に 致 置、 且又 金子 借 受候傣 、組與 力 同心 等と 爲取 計、 幷濱地 子 銀 取 立の 儀に 付、 不束な 

る 取 計 致、 與カ 同心 且家來 共、 右 謝禮金 受納 致 候 内、 勝手 入用に て 差 加へ 候. a、 右瘦不 5^ なる 儀 を、 家 

來取 計に 打 任せ 置、 其 上 町人 共へ 無 故 苗字 差 免、 又は 年来 立 人 候 者に 候迚、 支配の 町人 方へ、 度，^ 相越饗 

應を請 候 儀と も、 奉行 職の 第一 有 之 間 敷 儀、 不行跡の 至に 候、 殊更 伏 見 御役屋 鋪總圍 の內、 北西の 門番 人 

差 出、 夜分 は 出入お 改來 候處、 御 役 間 も 無 之、 明 放に 致し、 番人 相 止 候 段、 取 入りに も 拘候俵 を、 一 己の 存 

寄に て 取 計 候 俵 共、 重々 不 の 次第に 被 思 召 候、 依 之 領知被 召 上、 大久保 加賀守 へ 永く 御 預け 被 仰 付 之、 

小 堀 和 泉 

其方 家来 共 無罪の 者、 路頭に 迷 ひ 候 儀、 可 爲難傣 に 付、 三ケ 年の 閒 身分 片付 候 迄 は、 飢渴凌 候 間. - 扶助 

の傣 御手 當有之 事に 候、 

(知 泉 嬢 子) 小 堀 主 水 (申 十九 歲) 
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父 和泉不 届の 所有 之に 付、 領知被 召 上 大久保 加賀守 へ 永く 御 預被成 候、 依 之 改易 被 仰 付 之， 

(大久 保 加賀守 家来) 成見彌 右衛門 

,  吉田淸 馬 

小川 左 一 右衞 s: 

小 堀 和 泉 俊 加賀守 へ 永く 御 預被成 候、 

(與 力) (伏 見 奉行 組) 三輪 源 太 左衞門 (申 五十八 歳) 

其方 儀 小 堀 和 泉 勝手 向 入用 差 支、 又は 參府の 節手當 間違 候 間、 町人 共へ 用金 申付吳 候樣、 和 泉賴候 由、 

家来 共 申 聞 候 共、 御 役に て 致 支配 町方に 右 體の儀 申 懸間敷 儀 共不心 付、 町人 共へ 申談、 多分の 金子 爲差 

出、 或 濱側町 願の 通、 坏當の 地 子 銀 免除 有 之、 爲禮 町方より 差 越 金 五 兩幷町 役に て 御 林へ 松 苗 植付 相濟 

爲禮、 右 請負 候 町人 大津屋 孫三郞 より、 着 代金 三百 疋受 用いた し、 其 上 和 泉 部屋 急 入 S の 由、 金子 才覺 

の 儀、 谷 源藏、 山 本元 順より 被頓、 鳥 羽屋淸 兵衞へ 申談、 金子 十 兩爲差 出、 源 藏へ相 渡 段、 旁 不屈に 付 

中 追放 申 付 候、 

但鄉搆 場所 徘徊 致 間 敷 候 

(與 力) 小 野 一 二十 郞 (申 四十 九) 

其方 儀 小 堀 和 泉 勝手 向 差 支、 又は 參府の 節、 手當 間違 候 間、 町人 共へ 用金 申付吳 候樣、 和 泉賴の 由、 家 

來共申 聞 候 共、 御 役に て 致 支配 町方へ 右 體の儀 申 懸間敷 儀不心 付、 町人 共へ 申談、 多分の 金子 爲差出 候 

段、 不 ST に 付、 押 込 申 付 候、 

(同心) 近 藤 小 八 郞 (申 三十 七) 

其方 儀 小 堀 和 泉 勝手 向 入用 差 支、 又は 參府の 節手當 間違 候 間、 町人 共へ 用金 申付吳 候樣、 和 泉賴の 由、 

家 來共申 聞 候 共、 御 役に て 致 支配 町方 へ 右 體の傣 申 懸間敷 儀不心 付、 町人 共 へ 申談、 多分 の 金子 爲差 出， 
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且釣錢 差遣 ii 敷の 觸流を 背 候、 酒屋 惣次郞 吟味に 不成様 致 度 旨、 同人 親 淨圓林 久八久 我屋勘 兵衞等 任頓、 

和 泉へ 執 成 事濟、 爲 禮淨圓 より 二 朱 判 一 受^いた し、 同樣 爲禮、 長 井彌次 右衛門へ 淨圓 より 相 送金 十五 

兩 取次、 或 町々 にて 圖子圍 込 候 吟味に 付、 町方より 金子 可 差 出 旨、 惣 右衛門へ 申談、 爲取 計候賴 和 泉 

差圖の 由、 淺山紋 右衛門 巾 聞 您右衞 1: へ中談 * 願の 通 相濟候 爲禮、 町. - より 差 出金 子 封の 儘 受取、 紋 

右衛門へ 相 渡段不 届に 付、 中 追放 申 付 候、 

但御搆 場所 徘徊 致 間 敷 候 

(同心) 小 林 小 十 郞 (申 三十 九) 

其方 儀 華屋町 源兵衞 粋、 定吉致 取？ S 候 一件、 事濟候 上、 小 堀 和 泉へ 差遣 吳候 様、 町方より 相 送 看 代 一旦 

相 返處、 淺岡玄 仙より 取次 可 差 出 旨 申 聞 候迚、 尙又髮 結 林 蔵 華 屋町太 兵 衞持參 候禮金 七兩貳 分封の 傣受 

取、 玄 仙へ 相 渡段不 に 付、 押 込 申 付 候、 

(小 堀 和 泉 家来) 財 滿平八 郞 (申 三十 八) 

其方 锒總 年寄 共 退役の 俵、 佐 渡 屋次郞 右衛門 行事 共、 內々 頼 故 謝 禮の傣 迄 約束いた し、 總 年寄へ 致 退役 

可然段 申談、 行蓽共 望の 通、 總 年寄 共 致 退役、 禮金 五十 兩差越 候 を、 最初の 約束より 減 候と て、 年 行事 

共 を 宅へ 呼 寄 申談、 不致 承知 故、 次 郞右衛 E より 金 三十 五雨 借受、 右 金子 共 主人 勝手 向へ 差 入、 a 駿河 

屋仁 右衛門 罷越、 質屋 古手 屋會 所に 成 度 段、 內々 賴候 を、 主人へ 執 成、 其 後 質屋 會所 は、 伊右衛門 願の 

通 差 止に 成 候 を 八幡 屋半 右衛門 右會 所に 成 度 段、 內々 賴候を も 主人へ 執 成 願相濟 爲禮、 华左衞 門より 金 

十 兩幷濱 側 町々 願の 通 坪 當り地 子 銀 免除 有 之 爲禮、 町.^ より 金 五兩受 用いた し、 兩替屋 の 外 天秤 無用の 

觸流有 之、 商人 共、 難儀の 由 申立、 主人 聞濟 天秤 W 候 様相 成 • 爲禮 商人 共より. 越金チ の內 五- 刚、 長 井 

彌次 右衛門より 配分 受、 友 W 太郞 八よりも、 右禮金 四-ゆ 一 分 申請、 或は 町方より 軒刖 に、 銀 子 取 立、 右 

錢 のおに i^pii は 成れ： おや 勤に 候 哉の 旨、 信右銜 巾，， を、 主人へ 中^、 三役の 者へ 中談、 町方 存念 
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爲承、 其 上 九 助 外 六 人 勘定 不束に 聞へ 候 迚不遂 吟味、 退役 申 渡 書取 調 主人へ 申謌、 右 七 人 退役の 禮 とし 

て、 傳六外 四 人より、 金 二十 雨受 用いた し、 且樵木 屋仲ケ 問の 內、 年寄 觸頭 名目の 者相增 難儀の 由、 內 

內申聞 候 を、 主人へ 執 成、 右 仲 ケ間共 願の 通 相濟、 禮金 百兩受 EE 致し、 右の 內七 十雨 は 主人 勝手 向へ も 

差 入 侯 段、 却て 主人の 爲を不 存筋違 ひの 仕形、 旁不 届に 付 死罪 申 付 候、 

(同) 太 田 垣 伊右衛門 (申 四十 八) 

其方 儀 主人 勝手 向 差 支、 又は 參府の 節手當 間違 候迚、 御 役 先 支配の 町方より 用金 爲差 出、 殊に 主人へ も 

申 聞、 與カ 同心へ 賴爲取 計 右 返濟の 手段 無 之迚、 町方の 者へ 申談、 無盡取 立、 且濱測 町々 願の 通、 坪當 

り 地 子 銀 免除 有 之 候 爲禮、 町方より 金 五雨 幷石錢 町方 引受に 成 候爲挨 接， 金 二 千疋、 町中より 差 越以來 

盆暮 千疋ニ 千疋づ k 定式に 相 送る を 申請， 人馬 賃割增 申 渡 有 之 爲禮、 町方 幷馬 借より 金 五十 七兩受 用、 

主人 勝手 向へ も 差 入 候 段、 却て 主人の 爲を不 存筋違 ひの 仕形、 旁 不屆に 付 遠島 申 付 候、 

(同) 加 藤 又 兵 衞 -申 五十八) 

其方 儀 主人 勝手 向 差 支、 又は 參府の 節手當 間違 候迎、 御 役 先 支配の 町方より 用金 爲差 出、 殊に 主人へ も 

申 聞、 與カ 同心へ 賴爲取 計 右 返濟の 手段 無 之： IT 町方の 者へ 申 談無盡 取 立 候 段 却て 主人の 爲を不 存筋違 

の 仕形、 其 上濱側 町々 坪 當地子 銀 免除の 儀、 主人へ 執 成 節、 俱々 取成吳 候 は r 謝 禮も可 之 段、 長井彌 

次 右衛門 申 聞 事 を 承受、 町方 願の 通 相濟、 禮余 三十 兩友 田太郞 八より 差 越 を 受用致 段， 旁 不屈に 付 遠島 

申 付 候、 

(同) 森 奥 十 郞兵衞 (申 五十) 

其方 儀 主人 用金 差 出 候 はに、 身分の 爲 にも 可成 旨、 淺山紋 右衛門 申す 迚御役 先 支配の 町人 共 申談、 剩不 

得心 故、 難儀 可相懸 と存、 町人 北 ハ土藏 物置 等へ 封印 附、 押て 金子 爲差出 候 段、 却て 主人の 爲を不 存筋違 

の 仕形、 其 上 左官 善 七 髮結三 四郞、 伊勢 月 參講と 名 付、 博 突 致 を 乍び、 周 防 町 店 借 請る 世話いた し、 店 
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  五六 

請證 文へ 請 合の 奥印 迄いた し、 德 右衛門へ も 右 博 突 場所 折々 見廻り 心 付 侯様頓 遣、 善 七より 着 代金 五 百 

疋致受 用 段、 旁不 届に 付 死罪 申 付 候、 

(山城 國紀伊 郡 伏兒驛 撞木 町 年寄) 平野 屋傳 六 (申 六十 五) 

(帶刀 町 年寄) 伊賀屋 作兵衞 (申 六 十) 

其方 共儀總 年寄 退役の 儀、 佐 渡 屋次郞 右衛門 を以、 九 助 外 六 人より 財 滿平八 郞へ賴 込 候 節 は、 年 行事に 

不成 以前 故不存 候へ 共、 其 後年 行事に 成 候 上、 平八郞 方へ 九 助 外 六人罷 越、 總 年寄 致 返 役、 禮 金の 儀 平 

八 郞九助 申 談候を 承 候 は、 奉行所 役人より 申 懸る饑 と は 乍 申、 如何の 筋 共不心 付、 其 上 九 助 外 六 人 勘定 

不束に 相 見 候 故、 亂の儀 平 八 郞へ內 意 承 合 候より 事 起り、 九 助 外 六 人 年 行事 年寄 等 退役 致 候迚、 平八郞 

へ禮金 二十 兩、 町 入用の 內を以 相 送 候 段、 不埒に 付 過料 五 貫 文 宛 申 付 候、 

(七瀨 川 町) 佐 渡 屋次郞 右衛門 (申 五十六) 

其方 儀 財 滿平八 郞へ總 年寄 退役の 儀、 內々 相賴、 禮 金の 約束 迄 致し、 其 上 革屋町 源兵衞 粋定吉 取^ 致 候 

I 件 相濟、 爲禮小 堀 和 泉へ 町方より 相 送 着 代 割合 金四兩 二分 差 出 段 不屆に 付、 伏 見 を 搆江戶 拂申付 候、 

但御搆 場 徘徊 致 間 敷 候 

(肥 後 殿 橋 三抦町 船大工 庄左衞 門 借屋) 髪 結 物 右衛門 (申 四十 一 ) 

其方 傣米延 寶買會 所へ 寄 集 者 共 手 合に て、 二三 十錢賭 Q 廻り 筒 塞 博 突いた し、 其 上 町々 にて 圖子圍 込 候 

吟味 有 之、 奉行所へ 手 入の 儀 町方より 被賴、 近 藤 小八郞 よりも 談 候迚、 取 計 所所より 禮金ー 兩三步 申請 

候 段、 入墨に 相 成 候 身分に て 不屆に 付、 重 追放 申 付 候、 

(伏 見 奉行 御 預所同 郡掘內 村) 庄屋 勘兵衞 

其方 儀不 の 筋 も 無 之 間 無 構、 

(小 堀 和 泉 家來) 宫川庄 太 夫 (申 七十 八) 
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： 方镜總 年寄 共 苗字 名乘度 儀內々 賴候 を、 主人へ 申立 其 上 主人 勝手 向 差 支 又は 參府の 節、 手當 間違 候迚 

役 先 支配の 町方より、 用金 爲差 出、 殊に 主人へ 申 聞、 與カ 同心へ 相 賴爲取 計， 或は 無 盡等町 万へ 相賴候 

段、 却て 主人の 爲を 不存筋 違の 仕形 旁 不埒に 付、 押 込 可 申 付 候へ 共 數日揚 り屋へ 差遣 置 候 間、 令宥 免、 

存命に 候 は t -、 咎之不 及、 沙汰 旨 可 申 渡處、 病死 致 間、 一同 其 旨 可存、 

(與 力) 長 瀬 五郎左衛門 (同) 杉 山 ^右衛門 (家老) 小堀權 左衛鬥 (申 七十 九) (家来) 長 井彌次 右衛門 幷九助 九 

兵衞 下村德 左衞鬥 

平 井 喜 左 衞門は 吟味 中 病死に 付 其 旨 可存、 

但 (與 力) 津田順 右衛門 (家来) 淺山紋 右衛門 (同心) 勝 野 十藏は 自是先 京都に 於 吟味 中 病死、 

1 今般 不呼下 者 共 は 京都 於 町奉行 所、 夫々 御 仕置 申 付 間 其 旨 可存、 

1 勘 兵衞儀 下肥の 儀に 付、 願の 趣 伏 見 奉行所へ 可 申立 は 格別、 今般 不及 沙汰、 

右 申 渡 趣 I 同 證文申 付 

(久留 島 信 濃 守 家來) 穗谷丈 右衛門 

秋 山 五郎四郎 

右 小 野 三十 郞小林 小 十郞押 込の 俵 吟味 中 預け 置 振 合 を 以爲愼 可 置、 

申 五月 

右 一 件 於 評定 所 申 渡 

同 曰 

差控  (京 元 所 司 代) 戶田 因幡 守 

右 御用 番 鳥居 丹 波 守 宅に 於、 大目 付 牧野 大隅守 立 會丹波 守 申 渡 之、 
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五八 


其方 俵 京都 町奉行 勤 役 中、 伏 見 町人 九 助 九 郞兵衞 出訴 一件、 御 吟味の 儀、 於 彼 地 久留島 信 濃 守 其方 雨. - 

被 仰 付 候處、 吟味 不相 決、 數年 延引に 及び 其の上 不 取調に 付、 於 當地御 吟味 有 之、 夫々 御 仕置 申 付 候、 

右 體遲滯 に 及び 候 上、 吟味 書取 調 方 不行屈 不束ぬ 事に 候、 依 之 差 控被仰 付 候 

右 若年 寄 御用 番太田 備中守 宅に 於、 御 目付祌 保喜內 立會、 備中守 申 渡 之、 

(伏 見 奉行) 久留島 信 濃 守 

右 御 奉書 を 以於伏 見差控 


(京 町奉行) 山 崎 大隅守 


右 御 目 通 遠慮 (無 程 御免) 

押 込 

輕 追放 


無 構 


(伏 見 奉行 組) (與 力) 

(同心) 

(同) 

(同) 

(同) 

(同) 

(伏 見 奉行 組) (與 力) 


岡 田 文 左 衞！： 

武井佐 左衞門 

淺 井 喜 太 夫 

中村秀 右衛門 

藤井忠 右衛門 

伊藤 直 右衛門 

村 井 傳之丞 

橫田 彥兵衞 

大島擧 次郞 

小 泉 勘八郞 

岡 E 恒次郞 

長瀨 孫八郞 
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右 右山 
衞衞元 
門 門 願 


急 度 叱 

同 

過料 五 貫 文 

同 三 貫 文 づ>- 

同 

同 五 貫 文 

同 五 貫 文づ. -. 


右 は 於 京都 申 渡 


(伏 見 竹 中 町 町 醫師) 

(本 町 車 町 三文 字屋音 右銜鬥 借屋) 

(御駕籠 町 先年 寄) 

(六 地 藏東町 木屋您 次郞 親) 

(同町 一 丁目 馬 借) 

(兩替 町 一 丁目 同) 

(伯 香 町 同) 

(六 地 藏札辻 町 馬 借 役人) 

(同) 

(道 阿彌 町) 

(同 町) 

(革屋 町) 

(同 町) 

(新 大黑 町) 

(兩替 町 十五 丁目 年寄) 

(城 通 町 年寄) 

(京 橋 通 十 丁目 行事 代) 

(小 堀 和 泉 家 來加藤 又衞門 粋) 


本 

き n 

淨  圓 

林久八 

德カ彌 左衞門 

下 村 六兵衞 

高 田 您次郞 

高井武 右衛門 

久我屋 勘兵衞 

大津屋 孫三郞 

灰 屋彌助 

仁 兵 衞 

葉屋 權兵衞 

年 寄 忠 兵 衞 

鹽屋皮 右衛門 

但 馬屋 八 郞兵衞 

河 內屋權 兵衞 

加 藤 又右衞 門 (申 二十歳) 
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同 玉 ま 申 ニ歲) 

右 加 藤 又兵衞 遠島 被 仰 付 候に 付 粋 又 右衛門 玉 次 中 追放 申 付 玉 次 は 十五 歳まで 親類 へ 御預、 

但 右の 外 死罪 遠島の 者 共 粋 無 之、 

〇 井伊 掃 部 頭へ 御 達 

此度小 堀 和 泉 御 咎有之 領知被 召 上、 大久 保加賀 守へ 御 預被仰 付、 粋 主 水 は 改易 被 仰 付 候、 且又 和 泉家來 

有罪 Q 者 共 は、 夫々 御 咎被仰 付 候、 右の 外 無罪の 家来、 當 分の 凌 も 有 之 間 敷に 付、 御手 當被 下、 身寄片 

付 迄、 三ケ年 誠に 餌 渴凌候 迄の 扶助 被 仰 付 候 間、 人數書付早々可差出^^曰、 於 當地土 岐老之 助 遠 藤 下野 守 

へ 相 達 候、 在所 小 窒の傣 は、 最 寄に 付、 其方へ 扶助の 儀 被 仰 付、 御手 當被下 候、 身 寄 片付 相 成 爱候者 共、 

人 數書出 候 様 可 被 差 許 計 候、 尤身 寄の 片付 出来 候 は 勝手に 引 拂可申 候、 卽日取 急引拂 候に は不及 候、 物 

靜に致 かって 混 雜無之 様に 可 被 致 候、 掷 當地取 計の 趣 も、 彼 地 家来 共へ は 申 聞 有 之 樣可被 致 候、 

S  ね 

1 小 堀 和 泉 家来 無罪の 者 共、 跡 頭に 迷 ひ 候 俵、 可爲雞 俵、 三ケ 年の 間、 飢渴凌 候 迄の 扶助 被 仰 付 候 間、 

何も 厚相 愼， 早々 身 寄 片付 等致樣 可心縣 事、 

1 末々 の 者 共和 泉の 領分より 出 候 分 は、 早々 可 返事、 一 季居 等の もの は 宿屋へ 可 相 返 之、 且又 田 舍へ相 

越、 農業 等 望 候 者 有 之 候ば 其 趣 可 被 申 聞 候 事、 

1 扶助 Q 人 數書出 候 事、 他所 身 寄 等 も 無 之、 路頭に 迷 ひ 候と 申 程の 者 計 書 出 可 申 候、 尤身寄 有 之 者 は 引 

拂、 身 寄 等 無 之 候と も 他所 かせぎ 致 度 者 は、 勝手次第 引 拂候樣 可 致 候 事、 

但 扶助 有 之 者 男女 小 兒も認 分 且亦侍 以上 何 以上 は 三 四 段に も認 出し 可 申 事、 

一身 寄 は 有 之 候ても、 當分 扶助 難 調の もの は 可 被 書 出 事、 

I 小窒の 家中 引拂 Q 時分、 身 寄 も 無 之- 引 拂の俵 難 成分 は， 其方 領分の 內、 相 應の處 へ 引取 差 置 候樣可 


被 致 候、 

！當 地に て 扶助 有 之 候 者せ *ハ、 差 置 候 場所の 儀、 土 岐老之 助、 遠 藤 下野 守へ 申 渡、 差 支 無 之 樣爲取 計 侯、 

一書 出し 候 人数の 內、 追々 身 寄 片付 致 出来 候 分 は、 人數減 候 高 計 其 度々 可 被 申 聞 候、 

右の 趣 於 當地は 老之助 下野 守へ 相 達 候 間、 被 得 其 意 可 被 取 計 候、 

小 堀 和 泉 元 在所 小 窒に差 置 候、 武器 不淺 其方へ 引取、 員數 取調 候て 其 段 屆可被 申 聞 候、 尤小窒 へ は爲取 

締近々 御 目 付 も 被 遣に て 可 有 之 候、 尤御目 付 彼 地 着 後、 家中 引 拂の儀 は、 三十日 限た るべき 旨 申達 候 事 

に 候、 若人 數等入 候ば、 其方へ 可 申達 候 間、 御 目 付より 申 越 次第、 人 數差出 候 樣可被 致 候、 

〇 土 岐老之 助 遠 藤 下野 守へ 達 候 書付 

此度小 堀 和 泉 事 御咎有 之、 領知被 召 上、 大久 保加賀 守へ 御 預被仰 付、 悴主水 は 改易 被 仰 付 候、 其方 共 由 

緖も有 之 事に 候 間、 家內取 片付 等の 儀 心 を 添 可 被 申 候、 且： 乂和泉 家来 有罪の 者 共 は、 夫々 御 咎被仰 付 候 

右の 外 無罪の 家来、 當 分の 凌 も 有 之 間 敷に 付、 其方 共へ 御手 當被下 置、 右 家来 身 寄 片付 迄、 誠に 飢渴凌 

候 迄の 扶助 被 仰 付 候 間、 人數 早々 書付 可 被 差 出 候、 尤 在所に 居候 家来 共 は、 井伊 掃 部 頭へ 相 達、 前書の 

通 扶助 被 仰 付 事に 候、 於 在所 萬 端 掃 部 頭 指 圖可有 之 候 間、 右 等の 趣 家来 共へ 可 被 申 聞 候、 

S  紙 

1 小 堀 和 泉家來 無罪の もの ：•：：• 

1 末. C の 者 和 泉 元 領分 ：：•：• 

1 扶助の 人 數書出 候 事 ：•：••• 

一身 寄 は 有 之 候ても ：：•：• 

1 小窒の 家中 ……： 

  ま 
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1 右 浪人 差 置 候 場所 は兩 人の 中 下屋敷へ 可 差 出 置 候、 長屋 等 有 合 愛 置 場所 無 之 候ば 早々 可 相 伺、 尤當時 

の 屋敷 引 拂候儀 格^に 差 急に も 不及候 問、 總て物 靜成樣 可 致 候、 

1 書 出 候 人数の^、 追々 身 寄 片付 出来 致 候 分 は、 人 數減候 高 計 其 度々 可 被 申 聞 候 事， 

右の 趣 井伊 掃 部 頭へ も 相 達、 小窒に 居候 者 共 へ も 申 聞 候 様相 達 候 間 可 被 得 其 意 候、 

小 堀 和 泉 江戸 屋敷に 有 之 武器 不殘土 岐老之 助 遠 藤 下野 守 方へ 引取、 員數 取調 候て 其 段 屆可被 申 聞 候， 

〇 諸 向遠阈 奉行 へ 被 仰 渡 候 御 書付 寫 

小 堀 和 泉 事 伏 見 奉行 勤 役 中、 不正の 取 計 有 之 旨、 町人 共 致 出訴 候に 付、 追々 被遂御 吟味 處、 御用 金返濟 

の 手段に、 支配の 町方の 者 共へ 頼 母子 無盡の 儀、 家来 共 相 企 候 を 承 屆爲取 計、 且又 御預の 組與カ 同心 共 

へ、 町方より 金子 借 請の 儀、 直に 賴 候て 爲取 計、 其 上 町人へ 無 故 名字 差 免、 叉 は 町人 宅へ 相 越 饗應を 請 

候 俵 も 有 之- 幷 町方の 願 筋に 付、 與カ 同心 家 來賄胳 取 之 候 儀 を も、 其 分に 差 置、 殊更 伏 見 屋敷、 總圍の 

內、 門番 差 置 候仕來 を、 自分の 勝手に 付 相 止 候 儀 等、 品々 不行跡の 俵 共 不屆の 次第 相 決、 今般 領知被 召 上、 

御 預被仰 付 候、 總て御 威光 を以、 私用 を辨 候饑、 別て 可相愼 事に 候條、 先年 も 被 仰 出、 無盡金 Q 儀 も 仕 

間 敷 儀、 是乂被 仰 出 候 品 も 有 之處、 今般 和 泉 儀 逸々 相 背、 其 上 不屆の 品 も重疊 至極に 付、 右の 通 被 仰 付 

事に 候、 此趣可 申 聞 置 旨、 猶又被 仰 出 之、 

右の 通 被 仰 出 候 間、 可 被 得 其 意 候、 

申 七月  (御 使チ は) 山 岡 十兵衞 

(兩番 の內) 井出 兵 左衞門 

右 兩人江 州 小 窒爲御 目 付 被 遣 旨 鳥居 丹 波 守 申 渡 之、 

小 堀 和 泉 坐 事 一 件畢 
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ヘム 湖 草 卷之百 三十 七 


洛陽 大火 

〇 洛陽 大火 行 ，  胴脉 先生 撰 

戊 申 正 H 晦日 曉、 出 洛東櫧 辻 子、 社頭 僅 殘蛭子 社、 寺 前 囘綠建 仁 寺、 靑樓 簾燃爲 紅樓、 白人 顔 變成黑 

人、 整々 火 消行粧 者， 忠臣 藏之畫 看帘、 點々 鐘 鈹音聲 者、 唐 開帳 之 急 逃 行、 ^飛 川 西 走 市中、 寺 御幸 e 

屋富 楊、 衣新 签及西 小川、 越 堀川 至 千 本坊、 上自 一 條今出 川、 下 過 五條 橋せ i 塘、 四方 八面 煙 片々、 千家 萬 

ムナギ 

屋炎昭 々、松原 通爲煙 道理、 醒井筋 何 不能 消、 染殿地 藏地爲 席、 五條 天神 天 作撩， 天神 火 粉 如 錦 錦、 藥師燒 

斃似煮 蛸、 柬 燒西淺 本願 寺、 上 炎 下 免 茶人 房、 人 丸 不止背 大臣、 藥師 無益 因幡堂、 無恙島 原野 中島、 有 

習 桶 取 至 失 桶、 火花 雪 散 俊 成 社、 心 當夫見 夕. 墳、 本國 塔婆 五 i! 覆、 池坊 本堂 六角 焚、 銅 駝城中 百 士騖、 

聚樂亭 跡 千 軒薰、 行 願 寺 僧 皆 着 革、 道 成 撞鐘再 成 湯、 水火 社 水火 共責、 今日 今日 滅亡、 妙覺雨 龍吟起 

雨、 報恩 鳴 虎 嘯 助が、 戻 橋燒落 多勢 戾、 西陣 少殘 人盡 西、 鳳肇漸 移聖護 宫、 仙 輿 直 幸 照 高樓、 公卿 凌雨羅 

綾 袖、 內侍 拂火蔡 翠莽、 .n 狐 有驗花 山院、 家 號無詮 清水 谷、 赫々 赤 者 跡 火 燃.、 狡々 C 者淺 土藏パ 抱：^ ト夫 

婦 河原 泣、 失親兄弟茱^€狂、 簞笥長 持 及 鍋釜、 弓鎗 大小 與錢 箱、 往来 連綿 難 押 分 人馬 絡 繹欲踏 鴻伏見 

男女 不寐、 大津老 小大斷 腸、 草鞋 蠟燭 洛中 乏、 豆腐 药 i 弱 平安 喪、 勿 憂 御藏 I 不燒、 仁政 旋行米 醇々、 命 

兮物 胤喰附 生、 天命 未盡天 明春、 

大略 は 右の 長篇に 見えたり、 抑々 平安 城の 開けし 事、 桓武 天皇 延曆 十三 年より 天明 八 戊 申年に 至、 曆數 

丸 百 九十 五 年、 其 間に 禁裏 炎上 數度、 幷保ー 兀平治 壽永元 曆承久 元 弘建武 明 德應仁 永 祿元龜 等、 洛の 兵火 
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にも 京中燒 亡の 事な く、 就中 應仁亂 は 前後 十餘 年、 諸國の 武士 京師に 屯して、 花 洛の荒 廢此時 なれ 共、 

兵火の 爲に 京洛 皆 焦土と 成し 事を不 聞、 其 證には 洛內の 老樹 亂を 避て 存在せ る もの 多し、 而 して 御當家 

御 治世 巳 後 二百 年の 間に 百 有餘年 以前、 下 京 ダイ ウス 燒 とやらん 餘 根の 火事 多し と聞傳 ふれ 共、 年久敷 

事故、 當時是 を 知る 人な し、 其 後 三月 二十日 燒、 是を だに 糙に覺 えたる 人な し、 近く は 八十 一 年 巳 ユリ、 

寶永 五子 年 三月 八日の 大火 こそ、 八 r 希有の 事に 申傳 へたり、 其 時 禁裏 炎ト； 町數 百 二十 九軒燒 たり、 

又 五十 丸 年 以前、 西陣 燒は 町數百 二三 十 町な り、 而 るに 今玆 天明 八 戊 申年 正月 晦日の 火、 京洛 十に して 

九ッ の餘燒 け畢ん ぬ、 

元錄 年間 於 京都 奉行所 改之寫 

京都 町 數干八 百 四十 七 町、 內 (千 四百 五十 町 地 子 御免 新年 貢 地) 

家數 四 萬 五 千 八 百 七十 七 軒 

馬數 六十 五疋 (但 時々 不同 有 之)  ： 

東 御 役所 (五 千 十九 坪 四 分 三 厘) 同 組 屋敷 (七 千 三百 八十 五 g.) 

西 御 役所 (三千 六 百 坪)  同 組 屋敷 (六 千 八 百 五十六 评) 

と あれば、 其 後 百年 を經る 間に 新地 追々 建續、 當時は 凡 京 町 數ニ千 有餘と 見えたり、 然 れば此 度の 大變 

町 數凡ニ 千 町に も 及べし、 寳 永の 大火の 五 倍 成べ し、 誠に 平安 城 開て より、 古今 未曾有の 變事、 後來 

又 有べ からす、 余 Si 齒 旦夕に 迫りて、 斯る 天災 を 免れ 得ざる 懶 さに、 倩 之 を 思 ふに、 有 爲無爲 の 間の 轉 

變は 常な り、 變も變 にあら す、 是に遇 ふ を 身の 不肖と おも ふ も 違 ひなり、 畢竟 善惡は 浮世の 狂言の 種な 

り、 善 も惡も 之に 深 着に すべから す、 二百 年 御 治世の 德 化に 誇て、 世の 華奢 奸曲 無道の 爆なる 中に も、 

洛の 人の 風俗 餘國に 勝りて、 不正 增長 せる 一 六十 年 來吾將 に 眼前に 知る 所な り、 其 邪 今 玆に重 疊窺迫 

せり、 譬ば水 無き 薄 鍋 を、 大火 を 以て 焚 立る に 似た"、 其 鍋旣に 破れん と 欲する を 天 之を扶 けて、 聖天 


子 上に 立 袷 ひ、 東 武に賢 相 出 給 ひて、 專ら 善政 を 以て、 ^澤 有と 雖、 世人 是 迄の 不正に 傚て、 實に 善政 

の 難 有 骨髓に 徹せす、 爱に 於て 懲 しめの 爲に、 貴賤 貧富と なく 洛中 隈も なく 燒 亡して、 今迄の 風俗 を 一 

變し、 貧富の 差別 無き 樣に 平均して、 善政の 畠 を 天より 搏給ふ 成べ し、 今より 後 は 上下 共に 家業に 私な 

く、 假 にも 邪 事 をせ す、 正直に 世渡り 一 篇を 精に 入れば、 竟には 古の 目出度 都に 成べ し、 吾 は 再び 盛 都 

を 見ん 事 叶 はねば、 せめても 其 心 を 祝して、 

下 もえの 都 も 翌の綠 かな 

とロ號 て、 浪華へ 逃 下り ぬれば、 大變 後の 事 は 都て 委しく 不聞、 唯 都の 傳に それ かれと、 一 ロづ i 聞 は 

つりた る 事 を、 尙 奥に 記すべし、 穴 賢； 大 より 賜 はりし 上田 を 球 略に して 持な し惡 ければ、 永く 荒 地と や 

ならん、 油斷 なく 出精 すれば、 翌の若 綠の榮 えん 事 疑 ふべ からす、 
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月 1 一十 八日に 少し Q 奇怪 有り 和 泉 式部 誠心 院寺內 にて 堀 井 仙 助 辻 能 を 致 居け るに、 邯鄲の 能 半ば過ぎ 

樂も 終る 頃、 帶 刀の 壯士四 五人づ か— こ 這 入、 舞薹へ 上る、 兒物こ はいかに と 見る 處に、 能 太夫と 共 

に 舞 ひ、 或は 着直の 大臣の 冠 を 打 落し、 现不盡 狼藉 甚し、 故に 太夫 其 外の 役人 も 半途に 樂屋へ 逃 入れば 

作り物 臺 杯を路 くだき、 わつ と 叫 笑 ひて、 何 地 共な く 去りぬ、 是何 Q 所爲 たる 事 を 不知、 女 童 足弱の 類 

は 悉く^ 去れ 共、 壯者は 去る にても いか 成 事ぞ， - 始終 を んと、 皆擧 りて 見物し ける に 右の 如し、 依 之 

其 日の 能 は 夫 切に て 相 止ぬ とぞ、 則 東洞院 六角 下る 町の 某 見て 歸り、 之 を 語る、 大變 なくば、 色々 評判 

すべき 蓽 なれ 共、 其 又 翌日 大變 故に， 其 段に て はなく、 誰も 之 を 評する 者 無し、 怪異の 事な り、 

華族 花 山 院家來 其 来由 は 不知、 諸 國の狐 代々 彼 家に 陪從 す、 故に 昔より 禁裏 囘祿 度々 有と 雖、 此家燒 る 

事な し、 寳永五 年の 大火に も、 猛火の 中に 獨此家 は 火を遁 る、 此度も 同前な り、 嘗て 聞く 炎の 中に 他人 

雲霞の如く、 彼 家 を 守護して、 火 を 防ぐ 共、 又は 通力に て洒 水の 法 を 行 ふ 共 云り、 嗚呼 狐々 爾： 大が 下に 

棲て、 國恩を 思 は i -、 其 通力 を 以てな ど 一 夭の 君の 皇居 を禦 がざる、 而て餘 力 あらば、 主家 をも扶 つべ 

く、 左 有ん に は、 和國の 天子 は、 震獸 守護して 火難な しと、 異國迄 も 之を傳 へんに、 其 功 最大に して、 

轔鳳を も 欺く 靈物 たるべく、 あたら 通力 を、 僅に 主家に のみ 用 ふる 惜ぃ 哉、 

因 記 狐 着の 者 は 先 彼 家へ 訴 之に、 執 次の 士、 其 子細 を尋 て、 何 か 帳面 を改 て、 彼 家 支配 下の 狐 なれば 

主人へ 吿 之て、 早速に 退かしむ るな り、 又 支配 外の 狐は當 家に 於て 仕様な しとて 願 ひ を 返さる & とな 

り、 其 様子 を尋 て、 支配の 可否の 知る- -も 不御議 なり、 彼 家に 古き 白狐 有て、 鎭 守に 祭られ、 四季 折 

々の 賜 もの 有、 又 願ひ蔡 あれば 老狐顯 はれて、 其 由 を 申、 其 願 ひに 應 じて 許容 せらる- -と 云り、 

天明 八 戊 申年 正月 晦日 曉天 寅の 下 刻、 洛東 團栗圖 子より 出火、 折節 艮風烈 敷、 石垣 町 宫川町 新道 を 南へ 

五條へ 燒拔、 五條 下る 問屋 町 鞘 町少々 燒、 其 火 は 夫 切りに 留る、 右燒 出しの 始に、 其 火賀茂 川筋 を 飛、 

中京 下 京へ 一 時に 燒蔓 り、 東 は 西 川岸^り、 五條 下る 北七條 新地 は. 1 り、 南 は 七條通 一 町 北 迄燒、 但東 


は殘、 東 本願 寺 御堂 仁王門、 其 外 一圓に 燒、 西本願寺 北の方 少々 燒、 御堂 阿 彌陀堂 無^ 條、 1 

輿 正 寺より 南 七條出 屋敷 邊殘、 段々 西北へ 燒廣 がり、 西 は 野 迄燒拔 け、 住 吉社西 寺 町- 壬 生地；. i、 永 井； 

信 濃 守 永 井 飛驟守 屋敷、 牢屋 敷 近 逢 寺々 不殘、 酒 井 讚岐守 屋敷、 町奉行 兩組 屋敷、 神 泉苑、 兩 町奉行 所、 一 

一二 輪 市 十郞幷 御藏 衆 屋敷、 御 門番 南 組 屋敷、 小堀數 馬屋 敷、 向 側 手代 屋敷、 所 司 代 上屋敷、 掘：：^ 屋敷 燒、 一 

ニ條錦 城乾更 角の 楕 二つ 燒- 西 御田 門 上より 燒、 御 本丸 幷に御 番衆東 小屋 少々 燒、 御門 番頭 兩人 役宅 牛； 

外 街米藏 御門 潘北組 屋敷、 四 軒 屋敷、 御鐵炮 同心 長屋、 御蔵 手代 長屋 所 司 代 下屋敷 淺， 同 組 屋敷 南の 方 一 

飛火に て 少し 燒 * 松 平 伊賀 守 屋敷 下 立 賣七本 松 通 角妙堯 寺、 同所 上る 洛陽 札所の 觀音堂 飛火に て燒、 近邊ー 

町家 少々 燒る、 千 本 通 一 町 東 を 北へ 燒上 リ、 法 花 十六 本 寺の 內妙蓮 寺 本 立 寺 本 法 寺 妙 顯寺妙 覺寺村 雲 御； 

所 岩 神聖 天水 火 天神 七の 社 迄燒拔 け、 千 本より 西北 野天 滿宮焰 魔 堂釋. 迴堂內 野 西陣 少々 錢る、 總て其 日の 一 

魔風 縱撗に 吹て、 風上 風下の 無差別、 人馬 を も 吹 飛す が 如し、 終日 終夜の 大風 聖護院 社な どに は、 倒木- 

風 折 木 等 も 見えたり、 晩方に 成り 段々 東北へ 燒 上り、 禁裏 院中 御所々々 炎上、 其 外 親王 家攝家 方、 總て 堂" 

上 衆 悉く 燒失、 塔の 段 幸 神相國 寺、 上 御 靈窒町 口、 淸藏 口野 迄燒拔 て、 東 は 賀茂川 西 川岸， 限に 燒留、 近 一 

衞殿 河原 屋敷、 九條殿 河原 屋敷 を 筋 違に、 廣 小路へ 燒出、 右の 邊新建 不殘、 日光 准 后 御 方 梶井宮 相殘、 ； 

夫より 寺 町 頭 を 上へ 法 花 十六 本 寺の 內、 本滿 寺、 其 外 寺 數七八 軒燒、 淸華 廣幡家 は殘、 鞍 口上 善 寺 天： 

寧 寺 閑 臥 庵 等 不殘、 賀茂堤 迄燒拔 け、 川 を 越 法 花 十六 本 寺の 內頂妙 寺、 同 新地 不殘、 此邊は 翌朔日 卯の； 

下 刻 頃 野 迄 燒出鎭 火、  _ 

ォ.！：.：" 晦日 曉 寅の刻より 翌 二月 朔日 卯の 下 刻 迄、 晝夜 十一 二 時の 間に 東西 凡そ 十八 九 町、 南北 凡そ 一里 一 

二三 町燒、 町 數凡千 五六 百 町長 延 にして 四十 里餘 なり、  ； 

相续る 分、  一 

巽の 方 三 條通賀 茂 川より 東、 北 はニ條 新地 三條 裏町 智恩院 紙 園 淸水高 臺寺建 仁 寺 芝居 靑蓮院 妙法 院御 一 
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門跡 大佛伏 見境 迄、 坤の方 七 條幷同 出 屋敷 木津屋 橋 邊大宮 通の 南 六 孫 王 島 原 等、 乾の 方 千 本より、 西 

北 野天 滿宫 釋迦堂 閻魔 堂 其 外 西陣 過半、 灵 の方此 書付の 通、 僅に 宫方 堂上 寺院， 相淺る 計、 町家 は 大方 

燒， 

右燒殘 りの g: 隅 を 合せ 見ん に、 京師 十に して 二分に は 過る まじ、 斯る 古今 未曾有の 凶變 に、 など か 未然 

の 兆 無くて や は 有べき、 或は 鑌鈹川 音な どの 調子 も 常に は替 るべき や、 聊も 未然 を 知る 人 無し、 唯 恨む 

らく は 堪能の 人の 世に 絶た る 事 を、 

大凡 其 事 を 註す に、 或は 江戸の 大火 それ かれは 燒け、 何方 は殘 り、 爱は燒 け かしこ は 半分 殘る など、 書 

並 候 故、 夥敷聞 ゆるな り、 是 仰山なる 樣 なれ 共、 殘る 所有 故に、 文 言 長く 成な り、 小事な り、 今般の 如 

き、 京 一圓に 燒け、 四隅 僅に 殘 ると 云 は、 至て 事の 犬なる 故に 註す る處、 却て 短く 濟 なり、 必大く 聞 ゆ 

る 事 は 小さく、 小さく 聞 ゆる 事に 大 いなる 事 多し、 

京都 火 役 は、 近 國在邑 の 諸侯 相 動ら る- - 古格な り、 依 之 其 家の 長臣 (或は 番頭) 家士を 率て、 月替 りに 

京都に 相 詰、 尤京 大火に 及べば、 自分 も 住所より 出馬 せらる、 幷在 江戸の 面々 も、 大火に 至れば、 留 主の 

家老 家士を 卒して、 京へ 駅 付る 舊例 なり、 和 州 郡 山、 山 州 淀、 江 州 膳 所、 丹州龜 山、 同 山、 攝 州高槻 

等な り、 正月 は笹 山の 月番な り、 晦日の 事に て、 交代の 砌の 大火 なれば、 兩 家の人 數皆 場所へ 出る、 大 

火に 仍、 兩侯も 早々 京 着せら る、 折 柄 所 司 代替り にて、 新 所 司 代 松 平和 泉 守 未だ 上京 無 之、 京都 {41 虚の 

時節 故、 鳳輦 旣に聖 護宮へ 促さる 砌、 特衞甚 不都合に て、 漸く 伏 見 奉行 久留島 信 濃 守、 幷 町奉行 御附衆 

など、 群々 に 供奉 候處、 龜山侯 進て、 相 願 はれ、 前後の 警謐 厳に 聖護宫 へ被爲 入、 依 之龜山 侯、 禁廷の 

首尾 甚 {且 く、 假所司 代の 格に 刺 許 ありて、 四 位 侍從の 假官を 下され、 尤 皇居の 警固可 仕 旨の 仰に て、 假 

皇居の TO: 維 は 丸に 利の 宇の 紋の幕 を 張り、 番所々々 嚴 重に 被. 甲 付、 ^人 も 之 を 賞し ける、 院 御所 は 靑蓮 

院へ、 大女 院 御所 は、 一 乘寺 宫 へ、 女院 御所 は 照 高 院へ退 せらる、 路 次の 警衛 さ こそ 不都合 ならめ、 ^ 
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山 侯な ど 供奉 有し 様に 噂 を 聞し か 共、 御所の 數餘 多. なれば、 供奉の 手配 さぞ 混交 たるべし、 委事は 聞 も ：1 

らし ぬれば 追て 可 校正、 中に も 世に 沙汰 有し は、 京 極宮の 家主 靈光院 殿の 御 事な り、 (紀 州姬 君) 京 極宮ー 

御 方、 御世 嗣 無くして 久 敷明宮 なり、 i€ 1 の 皇子 御 誕生 あらば 嗣 せらるべき 勅 約に て、 夫 迄の 間は靈 光一 

院殿之 を預り 守らせ 給 ふに、 女 儀ながら 御 家の 格 律 正 敷、 宮 在す 時よりも 優りて、 禁中の 御覺 宜しく， 一 

常に 雲井に 召れ て、 御 親み 他に 異なり、 此日も 間近く 焰打覆 ふ 頃 迄、 翁 も 御殿 中の 指揮 有 之、 拔 天子 御 一 

動 座濟迄 は、 立 退せ 不給、 臨幸 巳に 相濟由 聞せ 給 ひて、 徐々 と 退せ 給 ひける を、 世に 傳へ 美談せ り、 か； 

くて 仙 院は知 恩院宫 へ、 大女 院 御所 は靑蓮 院宮 へ、 女院 御所、 女ニ呂 は大怫 妙法 院宫へ 移らせ 給 ひ、 知 一 

恩院宫 と 靑蓮院 と は、 山鑌 きに て 問 近く 渡らせ 給へば、 其 山間に 長さ 百 四十 間 程の 廊下 を 營れ、 院 御所； 

大女 院 御所 御 通路 容易なる 樣に しつら はせ 給 ふと 云云、 

禁裏 假 皇居 は、 寳永五 年の 時 は、 上 加 茂 遷幸より、 直ぐに 近衛 殿宸 殴へ 移らせ 給 ふ、 此度は 攝家衆 不殘： 

類火に て 一 ケ 所も瘥 殿なければ、 暫く は 聖護院 を假の 皇居に 定ら る- -に 仍、 田 間に 假の御 築地な ど 出來： 

して、 追々 假 皇居の 經營始 る 趣な り、 ，江 都よりも、 所 司 代 松 平和 泉 守 夜 を 日 に^て 被 馳登、 龜山 侯より. 一 

禁廷 守護 を 引渡さる、 (所 司 代役 宅 類 燒に仍 當分東 山 高薹寺 所 司 代亭に 成る) 兼て は 所 司 代 引渡と して、 一 

白 川 侯 上洛の 御沙汰 なれ 共、 變に仍 て 所 司 代 急 着の 事な れぱ、 其 式 は先づ 追ての 御沙汰に て、 差 當る御 一 

用の 爲に御 勘定 奉行 根 岸 肥 前 守 i 能 登られ、 京洛の 內へ米 銀 六十 贯、 目、 先づ御 救と して 被 下 之、 尤 禁裏 御 一 

造 營の急 御沙汰 有之處 に、 鳳 城 一圓に 焦土と 成し 中に 御所 計 御造營 有て、 赫突 たらん は 天機に 不協處 な： 

り、 先づ 民の 家屋 を營 ませて、 元の 都な らん 後に こそ、 還 幸 は 有べ けれ、 夫 迄 は里內 裏にお はし まさん； 

の 詔 下りし かば、 右に 記る 聖護院 宫に假 築地 を も 築れ しとな り、 之 を聞傳 ふる 人、 誠に 延喜天 暦の 君に i 

も 超させ 給ふ歙 慮の 有難 さに、 皆 感淚を 流しけ る、. 斯る 君の 御宇に、 斯 る大變 有事、 天 之 を 奈何と 歎く 

人 不少、 又 傍の 人の 云る は、 斯る變 易 あれば こそ、 君の 洪德 も顯 はるれ、 四海 無異計 なれば 聖德も 自然： 
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と藏 る、 に 似たり、 譬ば下 愚の 人の 無事 を 吉事と 知ざる が 如し、 今や 都を隈 もな く燒 亡す isr IK に 非す 

して 何ぞ や、 是 日頃の 花 奢の 根 を斷ち 葉を枯 して、 飽 迄の 據 土を淨 土に なして、 新たに 公武の 善政の 種 

を 愛に 蒔 せんとの、 天の 戒 なるべし、 曾て 天子の 不德を 爵 する 天災なら すと、 とり， に 論す る も、 各 

一理 あるに や、 とまれ かくまれ、 浮世の さま は 古 けれ 共 夢幻 泡 影 如露 亦如電 なるべし、 

或 人 曰、 今般の 大變 は、 火事 は 江戸 火事に て、 人が 京の 人な りと 云り、 宣 なる 哉、 余 今 八 旬の 日： 迄 かう 

やうの 變火は 見す、 已に 失火 賀茂川 を 飛びたり と、 諸人 噪ぐ 故に 之 を 見れば、 餘煙 一 面に 東南 を打桓 ふ、 

去れ 共 風 は 見なり、 余が 住 t 难は鳥 丸 六角 なれば、 風 裏よ と油斷 して 在し に 魔風 々と 車輪の 如く、 四方 

八面に 散亂 し、 須臾の 間に 佛 光寺 因幡堂な ど燒 ると 聞て、 打 驚き、 一先 本宅の 方 を 志して 立 退く に、 下 

の 方 猛火の 西へ 走り 飛て、 迅疾目 ざまし く、 鬼 本願 寺 を始、 大厦 を包燒 察、 一 隠の 問に して 我 歩む より 

先へ 火事 は 廻り ぬれば、 はや 本宅に も火懸 りぬ、 夫た る もの は 皆 公役に 出て 一 人 もな し、 跡 は 女 童 計 

なれば、 辛う じで 漸く 立 退し と 見えて、 土藏 も鎖不 得， 並べ 置た る 調度 も、 眼前に 灰燼と なる を、 奈何 

とも 詮方な く、 余 も 之 を 見捨て 千 本の 野へ 出て、 夫，^り菩提所出水の慈眼寺へ たどり行に、 火 煙 近く 

風下 なれば、 此邊 とても 週る ベから す、 北 野 迄燒拔 ぬべ しと 思 ひ、 老 足を勵 して 東へ 趨り、 御 築地 を 行 

拔て岡 崎へ 立 退ぬ、 又 我 を 年頃 介錯せ し 古 女房に、 淺 子と 云 者^り、 > ュ 秋より 病牀に 臥て、 起居 易から 

ぬ 身ながら、 我が 老足を 心 もとな がりて、 婢女を 我に つけて、 立 Q,^ せ、 ：H ハ身は 跡に 殘 りて、 身 寄の 者 

来りし を、 枳手 にして、 几邊に 在る 處の聊 の 物 を 取した、 めて、 彼 者に 託し、 杖に すがりて、 燒原を 退 

くに、 はや 西の方へ は 火焰鄉 りて 退が たし， 故に 上京 を さしてた どり 行き、 其 夜 は 野に 明し、 翌 H 上賀 

茂 一 族の 者の もとへ よろめき 着ぬ、 病中の 危難、 I 旦は凌 課せし 樣 成しが、 竟には 病氣差 重りて、 四 だ 

に 至りて 身 まかりぬ、 嗚呼 此日 いか 成日ぞ や、 我等 式の 家ながら、 代々 の 家系 幷相傳 せし、 儲 前 中納言 

秀 家 卿の 着領の 具足、 大和 包 永の 刀、 幷曾祖 が 島 原 出陣の 具、 a つ 北 野 御文 庫に 在る 泯江入 楚の影 一 部、 
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其 外 大切 Q も 0  I 朝に 儘 灰と 成る、 祖先の 者へ 黄泉に 於て、 罪 を 何とか 償 はん、 我等が 歎き は 物 か は、 

かけ まく も 長き 禁中の 御 記錄、 はた 京師 撿斷 所の 憲法の 書 も、 此 時に 多く 亡び、 其 外洛に 在處の 天下の 

重器、 希世の 珍寳， 幾と なく 亡失せ る こそ 悲し けれ、 いか 成 疾風な りと て、 方 一 里に あまれる 京洛 を、 

1 瞬に 燒 にも 非す、 諸人 覺 悟せば、 かう やうの 寳を 失な ふま じきに、 すべて 華洛は 火難 稀なる 所に て、 

適燒れ ども 一 二 軒 か、 一町 も 燒れば 無き 事の 様に 沙汰す る 土地の 風俗 なれば、 常に 火事の 手當 をす る 事 

1 向に なし、 此 故に 大變に 周章 狼狠 する 迄にて、 よも ゃ爱迄 はと 思 ふ內に は、 急火に 成て、 取 物 も取敢 

す、 身す がら 逃る 人 計 故に かくの 如し、 ^：：！に時節到來とゃ申べき、 

近年 年々 に 上 窮し下 困む につけて、 普通の 事に て は、 世渡り 出來 難き に仍 り、 上下と もに 謀計 を 以て、 

身 を 立ん 事 を 欲る 風俗 超過して、 人 直なら す、 故に 國々 に I 揆 の兆頻 なる に、 去年の 米價 古今 未曾有に 

貴く 成し 故、 諸人 死 兵に 成て 豪家 を 崩し、 ra 海穩 ならざる 事、 已に前 卷に書 つらねたり、 か- -る 世の さ 

まに て は、 飢人 道路に 驚 れん 事、 長 明が 方丈 記に 書る 如くな らんと おも ふに、 左程に もな き は、 是も亦 

不思議の 一 つなり と 沙汰せ しが、 そが 上の 今般の 大變 なれば、 今 こそ 飢渴の 色を顯 はし、 燒 出されて 行 

先の なきもの、 河原 幷田 間にの たれ 臥て 泣 叫ぶ 事、 餓鬼 Q 呵責に 逢 ふに 似たり、 又燒 死の 人 も 不少、 大 

龍 寺の 圖子 逢に は、 同所に 七十 人燒 死せ りと 云、 都合 千 有餘人 死たり と 聞し が 實否は 不知、 皆最 寄々々 の 

野 へ 死骸 を 出し 積 置たり と 聞し のみに て、 其 跡 は 南無 地藏 へ 埋 しと やらん 噂の みに て、 是も實 否を不 聞、 

拉燒 出され Q 者へ、 廳 より 施行 を 賜 ひ、 當分 雨露の 防の 爲に、 四 條幷北 野 芝 杯へ 入 置せられ、 町奉行 

幷下 役人、 日夜に 燒場を 見廻り、 それ.，^ の 指揮 をな し、 飢人を 勞り慈 まる、 依 之 町家よりも 我 もく 

と 施行 をな して、 是を 育む と雖、 四方 八面に 驚 居る 飢人 なれば、 施行 も 行わたり 兼、 追々 に 道路に 死す 

る 者 H を 不知、 誠に 花の 都 は 餓鬼 修羅道 Q 街と 成て、 目 も 當られ す、 今 こそ 方丈 記の 有さ まに 異ならす、 

中に 貪欲 無 慙の奴 原 は、 給 物 履物の 類、 日用 Q 要具 を價 不都合に 貴く 賨 よし、 廳に 聞え て 之 を 咎められ、 
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  七 二 

故に 諸 物の 直 段 常の 通 たるべし と 令 書 を 以て 是を 制せら る、 又 少し 程へ て、 假 屋指掛 等を營 むに 至て、 

貧 敷 者の \ィ む 方 もな きを 差置爲 に， 輕き假 借屋 を 早く 營み 建る 様の 令 も 出たり とか や、 余 都に あらば 數 

數の事 を聞轧 して、 後記す ベ けれ 共、 暫く 浪華に 寓 する 故に、 洛の委 敷を不 聞、 命 有て 歸洛 せば、 其 時 

事 實を聞 札して、 此 奥に 書 繼 べし、 凡 變と云 は 常な きを 以て 變 とす、 近年 は變を 以て 常と すれば、 此双 

紙に 螯 並べる も 事 多端に して 盡し 難し、 斯ては 行末い か と危む 許な り、 

前に 記す、 女院 御所、 女 一宮 は昭 一 高院 より、 妙法 院へ遷 らせ給 ふ、 路 次の 警衛 嚴重 成しと ぞ、 仙院 大女 

院 御所 は、 一乗寺より 遷幸の 御 時、 斯る騷 劇の 中に、 御規 式は不 入と て、 御， 竊の みゆきに て、 雜人 制止 

に不 及、 潜に 遷らせ 給 ふと 聞り、 恐れみながら 謹て 按 るに、 倭 朝の 風俗、 上..：： に替 りて、 六 百 ネ來、 天 

下 武威に 歸 して、 朝 威 を 借る 者なければ、 誰か は 取り 奉るべき なれ 共、 變に仍 ての 遷幸 なれば、 上古の 

遣 風 を 用ら れ、 飽 迄も餒 にあら まほし けれ、 御 竊な. ど 云 は 常の 事な り、 變の 折から は、 變の 御手 當 肝要 

なるべき か、 異朝に 於ても、 日本 は 餘國と 違 ひ、 皇國と 代々 の 天子 知し 召る、 事. 苦く 書史に 見え たれ は、 

重きが 上に 重 からん こそ、 神裔の 恭しき 所なる ベ けれ 

堂上 方 假館所 付 

有 栖川宮 (知 恩院塔 頭)  京極宮 (桂 御殿)  閑院宮 (大 佛智 積院) 

伏見宫 (東 山 高 雲 寺)  大聖 寺宫 (雲 林院〕  光照 院宫 (山 科 御殿 龍 源院) 

知 恩 寺 殿 (藥師 山)  瑞龍寺 殿 (上 岡 崎 善 正 寺) 總持院 殿 (松 尾) 

東 本願 寺 殿 (枳殼 御殿)  怫 光寺 殿 (三條 御坊) 

近衞殿 、土手 町 御殿 《=£ 座 紫 竹 御殿) 九條殿(西本願寺ハ^^^砂川御殿) ニ條殿 I 川 東 要 法 寺) 

1 條殿岡 崎)  鷹 司 殿： 聖護院 村〕  久 我家 (眞如 堂) 

三條家 (大德 寺)  西 園 寺 家 V 東 九 像」  德大寺 家 (西 九條) 
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花 山院家 (元 館) 

廣幡家 (元 館) 

正 親 町 三條家 (千茱 寺) 

滋野 井家 ( 一 乘寺 村) 

四 辻 家 (塔 之 段 藪の 下) 

阿野 家 (元 館) 

裏 辻 家 (南禪 寺) 

大 宮家 (淸 水子 安 培) 

押 小路 家 (眞如 堂. } 

藪 家 V 黑谷) 

中 山家 (花 山院家 同居) 

野 宮家 (鷹 峰) 

持 明院家 (黑 谷) 

壬 生家 (祇園) 

石山 家 (粟 E  口 阿彌陀 堂) 

下 冷泉 家 (南禪 寺) 

日 野 家 (祇園) 

柳 原 家 (岡 崎 下屋敷) 

勘 解 由 小路 家 (上 加 茂) 

三 窒戶家 (黑 谷) 


大炊 御門 家 (知 恩院塔 頭) 今 出 川 家 (大德 寺) 


酲猢家 (西賀 茂) 

三 條西家 (永觀 堂) 

姊 小路 家 (知 恩院塔 頭) 

小 倉 家 (岡 崎) 

橋 本家 (淸 水) 

梅園 家 (淸 水) 

武者 小路 家 (黑 谷) 

高 松 家 (藥師 山) 

中 園 家 (南禪 寺) 

飛鳥 井家 (若 王 寺) 

今 城 家 (百 萬遍) 

園 家 (百 萬遍) 

高 野 家 (紙屋 川) 

六角 家 (下 鴨) 

藤 谷 家 (七 條) 

廣橋家 (聖 議院 村) 

竹屋家 (廣幡 家 同居) 

裏 松 家 (建 仁 寺) 

外 山家 (八 坂) 


中院家 (若 王 寺) 

正 親 町家 C 知 恩院塔 頭) 

清水 谷 家 (北 野 紅梅 殿 前) 

河 賭 家 (三-:^ 殴 岩 倉 kc 萬遍) 

花園 家 (南禪 寺) 

山 本家 (西 加 茂) 

風 早 家 (殿 町 下屋敷) 

園 池 家 (知 恩院) 

高 丘 家 (眞如 堂) 

難 波 家. 岡 崎) 

中 御門 家 (大納言 殿 幡枝村 少將殿 若 王 寺) 

柬園家 (百 萬遍) 

石 野 家 (下 鴨) 

上 冷泉 家 (建 仁 寺) 

人 江 家 〔南禪 寺) 

烏 丸 家 (南禪 寺) 

rn 野 西 家 (黑 谷) 

東 久世家 (白 川 村) 

豊岡家 (南禪 寺) 
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北 小路 家 (知 恩院) 

勸修寺 家 (眞如 堂) 

中 御門 家 (古門前〕 

池 尻 家 (淸水 瀧の 下) 

穗波家 (芝 山家 同居) 

山 科 家 ( 一 乘寺 村) 

櫛笥家 (竹 門 里坊) 

水 無 瀬 家 (八 坂) 

櫻 井家 (蹴 上け) 

堀川 家 (銀閣寺) 

六條家 (白 川 橋 下) 

千 種 家 (架 護院 村) 

棺松家 (元 館) 

五钍家 (清水) 

白 川 家 (聖 護院 村) 

五條 家 (百 萬遍) 

淸岡家 (五條 家 同居) 

平 松家ハ W 中 村) 

石 野 家- 南 禪寺) 

^{浓 (元 館) 


甘露 寺 家 (百 萬遍) 

萬 里 小路 家 (南禪 寺) 

坊城家 (岡 崎) 

梅 小路 家 ニー  地 新地) 

堤 家 (下 鴨) 

鷲 尾 家 (岡 崎滿願 寺) 

西 大路 家 (妙傳 寺) 

七條家 (八 坂) 

山 井家 ( 一 乘寺 村) 

樋 口 家 (知 恩院) 

久世家 (岡 崎) 

梅溪家 (大德 寺) 

庭 E 家 (西 九條) 

大原家 (元 館) 

竹內家 (岡 崎) 

東 坊城家 (聖 護院 村) 

桑原 家 (百 萬遍) 

長 谷 家 (下 鴨) 

船橋 家 (知 恩院) 

土 御門 家 (元 館) 


葉窒家 (東 福 寺) 

清閑 寺 家 (岡 崎) 

芝 山家 (七 本 松 出水 下る) 

岡 崎 家 (岩 倉) 

四條家 (下 鴨) 

油 小路 家 (本宅 新 立) 

八條家 (岡 崎) 

町 尻 家 (吉 EI 家 同居) 

高 倉 家 (黑 谷) 

富 小路 家 (岡 崎) 

岩 倉 家 (白 川 橋) 

愛宕 家 (元 館) 

緩 小路 家 (西 岡 又 白 川 橋) 

慈 光寺 家 (川 東 妙 願 寺 又 嵯峨) 

高 辻 家 (南禪 寺) 

唐 橋 家 (千 本 I 條 上る) 

西 洞院家 (聖 護院 村) 

交野 家 (相國 寺) 

伏 原 家、， 岡 崎 又 聖護院 村) 

<:^3 橋 家 (元 館) 


ii: 汲 家 (m 中： IT)  錦 織 家 (白 川 橋)  藤 井家 (白 川 村) 

錦 小路 家 (萩原 家 同居) 

北 小路 家 (江 藏人白 川 村)  細 川 家 (下 鴨)  北 小路 家 (新 藏人下 鴨) 

藤 島 家 (下 鴨) 

兩 局 

押 小路 家 (鹿 谷)  壬 生家 (南 fi 寺) 

右 書林 出 雲 寺 梓 行せ るを寫 之、 諸 卿 散在の 事、 二百 年 前 公武 衰廢の 折 柄、 時の 關白を 始め 卿相 雲 客 退散 

して、 國 々の 侯伯 を賴 み、 身 を 寄られし より 外に、 前後 か、 る 先 縱を不 聞、 {„疋に古4,.希有の變|5^^なる哉、 

白 川 侯 五月 九日 東武 出發、 同 二十日 京師 着、 朝廷の 首尾 最宜 敷、 十日 計 京師 在番 なり、 有 增の事 は前卷 

に 記る 故爱に 略す、 京都に 於て、 口宣 頂戴の 由、 右寫 浪華に て 取 はやし 候へ ども、 文體 一 々口宣の 法に 

非す、 信用し 難き を 以て 爱に 略す、 

龜山 侯の 事、 前に も 記 すれ 共、 猶爱に 註す、 嘗聞 二月 は 京師 火 役 は龜， M 當番 故、 先達て 人 數を差 登され、 

笹山 侯の 人數と 交代の 積なる に、 大變 晦日 曉 天 の 事 なれば、 兩 侯の 人 數 等しく 場所へ 出る、 然るに 龜山 

侯の 出馬 t^; 迅速に して、 晦日に 京 着な り、 諸人 其 疾き事 を 驚嘆す、 巷説に は 前夜に 變を量 知せられ、 深 

夜より 支度し、 家中へ 急 令 を 以て、 人數を 揃ら る- -に仍 り、 何と は 知ね 共、 各 糧を遣 ひ 隊伍 を 整へ、 下 

知 を待處 に、 曉 天に 至り、 京都の 火焰ー 1K を 覆 ふ、 偖 こそと て 直に， 出馬 せらる、 其 時 急 度 思惟して、 長 

臣松平 新 助に 托して、 寳永五 年 京都 大火の 記錄を 携て發 出せら る、 是は當 時 所 司 代 未だ 上京な し、 先年 

の 大火 は 家 祖紀伊 守 所 司 代 勤 役の 折 柄 なれば、 其記錢 家に 傅り 有 之 故、 變格 御用の 爲に、 持 登られけ る 

と ぞ拉京 着して、 武家 傳奏を 以て 其 由 を 奏聞し、 記 錄を差 上ら るれば、 殿下 殊に 之 を 褒賞し 給 ひ、 氤聞 
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に 達せら るれば、 叙感 不斜， 則假 Q 所 代に 補せられ、 前に 記す 如く、 警衛 等 仰 付ら れ ぬと ぞ、 未然に 

大變を 知らる、 處、 巷說ハ 如き は、 凡慮の 及ぶ 處に 非す， 是は京 着 逸き に仍 り、 好事の 搆 へたる 說 なら 

んか 孰に も寳 永の 記 錄を携 へ 登って、 皇 警衛 を 心得られ たる 處、 尤 臨機 應變の 備、 藩屛の 本意た るべ 

し、 是 故に 程なく 東武へ 召れ、 寺社 奉行 被 仰 付ける も、 時の 面目 成べ し.： 


0 


草： 


翁 草 卷之百 三十 八； 


洛陽 大火の 績 

潍火を 書記せ る もの、 追々 に 梓に 鏤め、 或は 藏 書の 類、 數篇之 を 管 見す るに、 異說區 々たり、 愚お もへ 

らく、 今般の 大變 は、 素より 奇火 なれば、 怪說の 類 は、 最左 も 有なん、 其 外 雜說を 一 々擧ん に は、 幾千 

萬の 際限 有べ からす、 僅に 其 一端 を擧る とて、 事實の 相違、 或は 虚事も 交るべし， また 其數篇 にもれ た 

る あらゆる 事 も 多 かるべし、 故に 其 類の 說は、 悉く 除 之、 凡 古よりの 大火 を考 るに、 江戶大 阪幷に 京洛 

の 火 も、 そこより かしこへ 燒け、 又數 刻の 間 なれば、 風換 りて 燒 戻りな どす る 習 ひなる に、 今度 は 左に 

非す、 四方 八面に 狂風 起り、 歟と 思へば 西、 坤 かと 見れば 前後左右へ 吹 わけて、 其 間を焰 の縱撗 

する 事、 塞に 暴風の 勃然た る 勢に 似て、 偏に 火焰の 降が 如し、 故に 類燒の 箇所、 順 火なら す、 始 に遁れ 

しと 見えし も、 後に 燒け、 次第 犬に 混雜 す、 毎 書 序次 を 分つ に 一 ならざる 此故 なり、 爱に 記せる 所 は、 

花 紅葉 都噺と 題せ る ものに 記る 處、 大 むね 順列 分り 易き 故寫 之. (刪 補 而正於 謬、) 

上略、 天明 八 戊 申 春 正月 晦日、 京都の 大火 は 本朝 累世の 舊記 にもい まだ か、 る 事を錄 せす と 力 や お 

正月 二十 九日 夜 亥 刻 頃より、 子 の 風 起り、 5 の 刻に 至り 殊に 烈く、 寅の 下 刻より 寅 卯に 風 替り吹 程 

に、 人馬 倒る k 計な りしが、 此曉 卯の 上刻、 洛朿團 栗 辻 子、 (禁 城の 巽の 方な り、 鴨 長 明が 方丈 記に 記 

4. し 安元 年中の 大火 も 都の 巽 方なる 富 小路 樋 口より 出火と なん、) 新道の 巽 S 角 屋敷なる、 兩替 店名不 

知、 其 家の 隔壁の 空屋 より 出火す となん、 折し も 暴風 頻りに 吹 立て、 北 は 石垣 町 ral 條 下る 中程 迄、 南 は 

宮川町 及び 川端の 間 を 五條 橋 通 迄 五六 町 許の 間、 前後 一 同に 燒け、 五條 大橋 中程に て、 中 筋 木より 北 P 
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方 凡 二十 問許燒 落、 (其 後燒 たるま、 瀾千を 付人 馬 を 往来せ しむ、) 是 より 風 辰 巳の 方に 吹替り 飛火 は 吹 

雪の 如く 洛中に 散亂 し、 啊呀と 見る 內寺 町通怫 光寺 下る 所 永 養 寺 (知 恩 院术) の 本堂の 破風へ 燃 付、 

夫より 淨國寺 (永 養 寺 南 隣 俗に 蓮 池 寺と 云 同 末寺) へ 移り、 (或 家書に 同時に 木屋町 裏へ 飛火せ し を 所 

の 者 打消と 云) 暫の 間に、 藪の 下 通 を 西へ 燒拔 け、 怫 光寺へ 移り、 因蟠 藥師菅 大臣の 社へ 渡り、 又 北 

の 方 は 六角堂、 笹山 屋敷、 都て 此 あたり 所々 燒廣 がり、 (蛸 藥師通 油 小路 西へ 入 空 也堂此 節燒) 朝五ッ 

時 迄の ii に、 千 本 通 壬 生 寺 Q 野迄燒 ぬけ、 南の 方 は本國 寺へ 移り、 辰 巳の 方の 五重塔へ 火 移る、 此塔 

南へ 倒な ば、 西本願寺 危 かるべき に、 北に 倒れ 候 故、 西本願寺 興 F: 寺 無恙、 又 本國寺 及び 五條 六條の 

方 は、 都て 風上み なれ 共、 次第に 吹 廻して、 七 條通東 本願 寺の 南 迄燒廣 がり、 都て 中京 下京黑 煙を卷 

て、 ：1S 後 を 顧る 事 不克、 東 本願 寺 一 旦は 防ぎ 止し か 共、 後西 北の方より 燒來 て、 不得 防、 終に 燒 失す 

西本願寺 は 大門 幷鈹樓 のみ 燒 失して， - 其 外 恙なし、 怪我人 は あまた 有しと ぞ、 夫より 巳 午の 方の 風と 

成り、 大雨 頻に降 来て、 此時 火口 三 筋に 成り、 雨 は 火勢 を 助て、 彌 熾に、 上京 を さして 燒行、 東の 方 

一筋 は 七 條邊の 火 次第に、 東北の 方 珠數屋 町、 枳穀 屋敷の 丑 寅 を、 七條 米市場の 北、 下 寺 町より 木屋 

町、 河原 町 邊を四 條の北 汔し燒 登り、 中 通に て は 高 倉 通 あたりより、 新町邊 迄の 間、 此 火勢 殊に 强く、 

暫時に 西北 を さして、 一 一條 堀川の 方 へ燒 行、 西の方 一 筋 は 堀川 邊 より 壬 生 寺 あたり 迄、 千 本 通 を 限に 北 

の 方へ 燒登、 (是 より 北 錦 城 邊の事 は 印本に 遠慮して 不記 なり、) 四 條西永 井信 濃 守 屋敷、 蛸藥師 西高槻 

屋敷、 牢屋 敷、 (在牢 の者當 分大津 牢屋 敷幷 悲田院 田へ 被 遣、) 近邊寺 不淺、 若狹 屋敷 兩町 奉行所、 (御門 

番頭 兩 人の 御 役宅 相殘 るに 仍、 假の 町奉行 所になる、 夜の 訴は卷 場 西南の 木戸より 出入す) 兩組 屋敷、 

祌 泉苑、 三輪 巿十郞 屋敷、 御藏 假役 屋敷、 寄宿 屋敷、 御 門番 南 組、 (與 カは燒 同心 は 過半 淺) 小 堀數馬 

屋敷、 乎 代 小屋、 所 司 代ト： 屋敷、 (所 司 代 松 平和 泉 守 未 上京な し、 二 だ 一 一十 五日 京 着、 當分東 山 高！ i 寺に 

寄宿) 问 堀川 屋敷、 上使 屋敷、 ニ條錦 城、 御 本丸 乾畏捲 西 御門 御番衆 小屋 燒、 二 丸太 鈹櫓、 巽坤 櫓、 
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東北大 手 無 別條、 御城 中 炎上に 仍り、 御番衆 過半 城外へ 散在せ し 由 江府に 聞え、 在番の 主意 を 失 ひ 候 

段、 甚不相 濟の由 御沙汰 有 之處、 御城 外 警衛の 爲罷出 候 段陳防 致、 漸 御聞濟 Q.S 虱. す、 

右の 分燒、 相 殘る分 は、 所 司 代 千 本屋 敷、 外 御米藏 御門 番頭、 同 北 組 (與 カ燒 同心 殘) 四 軒 屋敷、 (此 

內 II： 鐵砲 奉行 木 村 吉十郞 方 飛火に て 燒殘三 軒 無 別條) 御藏 手代 御鐵炮 同心 淺、 所 司 代 組 岸 • 敷內、 與カ 

七 軒 同 ひ 七十 軒燒 其餘殘 り) なり 是 より 中 筋の 火と 1 同に 燒 登り、 西陣 を燒、 北 は 紫 野 今官 旅 野はづ 

れ 迄燒拔 け、 又 戌 亥 風 起り て 次第に 一 アベ 子の 方へ 吹 廻り、 禁裡、 仙院、 大女 院、 女院、 右 御所々々、 御 

攝家、 親王 家、 其 外 堂上 衆殘ら す燒盡 して、 洛東頂 妙 寺 及び 其邊 新地 ニ條 新地 燒失、 法 輪 寺 (三 條大 

橋 詰 俗に 壇 王と 云) の 北の方 町家に て燒留 る、 風 筋 は 大方 右に 顯す 如くな りと 雖、 此 日の 大風 一定な 

らす、 焰の 中に 燒淺 りたる 様なる も、 遙 過て 後に 燒る、 譬 ば本國 寺の 燒し は、 夕 七ッ、 東 本願 寺 は 其 

夜 八 ッに燒 たり、 爱を 以て、 風筋定 なき を 知べ し、 尋常の 火事に 非す、 始終 かくの 如く なれば、 一 度 も 

燒殘 りぬ とお も ふ も、 さま，^ 燒 めぐり 吹 狂 ひて、 都の 地 缺す殘 さす 灰燼と 成 こそ 奇怪 なれ、 殊に 怪 

しかりし は、 煙縱橫 する 中に、 鞠の 勢の 如き、 又大 なる は 二 抱 も 有べき 火の玉、 左右 前後に 飛翔り、 

其 落る 所鐵 をのべ たり 共、 た r 1 葉の 薄紙 を燒 如く、 忽ち 灰燼と 成しと かや、 又 煙の 中に 見馴 ぬ鳥數 

多 飛翔り て、 其 鳥の 行方へ 燃 行ける、 鳥の 形 は鷺の 如く、 羽の 表薄黑 く、 裏白く 光り 有と 云、 火 噴 鳥 

とて 大火に は 出る ものと 古老の 云り、 總 じて 晦日の 夜より 朔 日の 曉に 至り、 攝 津河內 大和 和 泉 ガ波近 

江 若狹 十四 里 の^は、 火光 臓 脂 を染る 如く、 雲に 映 じ、 月夜の 如く、 晦日 朔日兩 日 は、 白畫に 火光 雲 

に 移り 路程 1 1 十 里の 外 迄 霞の ごとく 見えし とか や、 

〇 所々 燒 失の 時刻 有增 左記 

晦日の 曉 卯の 上刻 圑 栗の钍 子より 出火、 石垣 町 川端 四條 下る 二 丁目より、 五條 橋 通 迄 五町 餘の 間燒廣 力 

る 風 寅 卯の 方より 吹.、 
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同 中 刻、 風 辰 巳より 吹、 寺 町 永 養 寺へ 飛火 移る、 是 洛中へ 燒 入し 始 なり、 

同 下 刻、 藪の 下 通 を 西へ 燒、 怫 光寺へ 火 移、 高 辻より 四條 迄の 間燒廣 がる、 

辰 上刻、 因幡堂 菅 大臣 社 等燒、 

同 中 刻、 六角堂 及此邊 所々 燒廣 がる、 

同 下 刻、 堀川 邊 より 壬 生の 野 迄 燒拔、 

同已 上刻、 三條通 迄燒廣 がり、 下にて は 五條の 中程、 高 倉 烏 丸の 東西 を 南の 方 風上へ 燒行、 此火 東术願 

寺 御前 通 を 七條の 境枳穀 屋敷の 際より、 下 寺 町 及 御影堂の 方 を 東北へ 燒出、 五條 寺 町 木屋町 河原 町 御旅 

町より、 誓願 寺の 方 迄樣々 に燒 廻る、 

同 中 刻下 刻の 間、 中京に て三條 通の 東北に 燒廣 がる、 

同 午 上刻、 東 本願 寺 御前 通 門前 燒、 寺內は 防ぎ 留、 下 珠數屋 町 燒殘、 是 より 東へ 燒 廻る、 

同 中 刻、 三 條通柳 馬場 sr 東の 方 御影堂の 方へ 燒行、 

同 下 刻、 三條 通；： ST 方 所々 燒廣 がり、 夫より 祌泉苑 其邊の 屋敷々 々 へ 火 移、 

同 未 上刻、 寺 町 邊四條 より 北へ 燒 登り、 誓願 寺境內 南の 方 寺 中燒、 寺 町 此邊り は 一 且此 所に て燒 止、 誓 

願 寺 本堂より 北の 分淺 る、 

同 中 刻、 西方 屋敷 及此邊 所々 へ 火 移、 

同 下 刻、 御旅 町 木屋町 河原 町 を四條 より 北へ 燒行、 西の方に て其邊 屋敷へ 火 移、 日 暮通蔑 屋町邊 へ燒行 

ニ條西 野中に 在 小屋 迄燒、 此 時分 五條 大橋 半燒、 

同 申 上刻、 雨 降 出 南風 烈敷、 所々 の 火勢 益 熾な り、 本國 寺へ 北の方より 火 移、 寺內を 南へ 燒廣 がり、 西 

本願 寺の 鈹樓へ 小 八 移り、 門燒 失、 此火 風上 を さして 東南へ 燒廣 がる、 

同 中 刻、 上京 新町邊 より、 千 本 通 を 限り 西陣 を 北へ 燒廣 がる、 但千本 通 迄は不 出、 
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同 下 刻、 出水 通 西の 行 詰 七 本 松 通に て 寺 四 軒燒、 北の方 紫 野今ー 呂 御旅まで 燒拔 る、 

同 酉 上刻、 乾の 方より 大風 起り 雨頻に 降、 火勢 大に 爆、 東南 吹 立、 

戌 刻、 御 築地 北の方 道 正庵邊 より、 堂上 衆 屋敷々々 へ 火付、 此 時分 下にて 問屋 町へ 火 移、 二 丁 計燒、 何 

方よりの 飛火 やらん 不審、 

同 亥 刻、 公家 衆 屋敷 所々 へ 火 移、 

誓願 寺 は 先刻 未 刻 寺 中限に 燒止 りしが、 燒 出されの 者夥く 本堂の 內 或は 椽の下 など へ 人て 風雨 を 凌 居る 

に、 此 時刻に 至り 車輪の 如き 飛火 三つ 四つ 來、 忽燃 上り 暫時に 燒 失す、 仍 怪我人 殊に 多し、 

同 子 上刻、 北方 鞍馬口へ 燒拔、 

同 中 刻、 東 本願 寺此 時刻に 至 終に 裏 通 新 町の 方より 臺 所へ 火 移、 本堂 阿 彌陀堂 大門 其 外 諸 堂へ 火 移、 丑 

寅 刻に 悉燒 失す、 

同 下 刻、 公家 衆 屋敷 多く 燒 失す、 

同 丑 上刻、 上京 寺町邊 より 木屋 町の 方 を 南へ 行、 下 1: 靈革堂 杯へ 火 移る、 

同 中 刻、 御所 不淺 燒此 時雨 止、 

同 下 刻、 上京より 所々 燒 廻り 木屋町 三條 下る 松 平 土 佐 守 屋敷の 際にて 燒留 る、 是 洛中の 燒止 なり、 

同曉寅 上刻、 洛東頂 妙 寺 新地へ 飛火、 ニ條 新地 所々 燒廣 がる、 

同 中 刻下 刻に 至、 火 洛中 洛外に 充滿し 一 同に 火の手 立 昇る、 

二月 朔 H 卯 一天に 所々 一 面に 燒崩 下火と 成り、 亥 刻より 風 も 少し 止む、 

同 辰 巳 刻、 頂 妙 寺 及 此邊の 新地 町々 悉燒盡 し、 東^ 寺院の 際にて 燒 止り、 南 は 擅 王法 輪 寺の 半 町 計 北 Q 

方 町家に て燒 止、 

同 午刻、 洛中 洛外 大方 消火、 所々 火の 入た る土藏 或は 御 築地 追々 燒 出し、 此 處彼處 出火、 


草  翁 


八 二 

同 二日 雨始雾 •、 餘 煙の 中日 輪 朦朧と して 如 光り物、 

同 三日 四日、 火の 人た る土藏 所々 燒出、 

同 五日 六日に 至り 餘焰漸 消、 

南 は 七條通 (但 七條 迄は不 出七條 北側の 裏町 迄) 北 は 紫 野 鞍馬口、 西 は 千 本 通 (但 ニ條 より 北 は 千 本 

迄 不出千 本 通の 裏町 限) 東 は賀茂 川の is^ 西 迄、 

東西 凡 二十 五町 南北 凡 四十 町餘、 神社 三十 七ケ 所、 佛閣 二百 一 院、 町 数千 四百 三十 町、 戶數六 萬 五 千 

三 Is 四十 軒、 卽死百 四十 餘人、 

(奥に 記處) 神社 四十 七ケ 所、 寺院 三百 二十 四院、 

(朱) 又 町 數千五 百 町家 數三萬 六 千 八 百 軒、 

(朱) 寺院 三百 三十 餘、 社 四十 餘、 

(朱) 又町數 三千 百餘 町、 家數. r 八 萬 三千 三百 餘、 

(朱) 寺 數九百 二十 八ケ 寺、 

右考る 所、 京都 町 數前卷 に 記る 通、 元祿 年中 御改の 節、 千 八百餘 町な り、 其 後 所々 新地 出來 ぬれば、 當 

時 凡 二 千 町の 內 外なる べし、 今度 燒淺 たる 四隅 を 併せな ば、 凡 四 五 百 町 有べ し、 左 あれば 今度の 燒失千 

四 五 kn 町 成べ し、 朱書に 有 之 三千 餘 町と 云 は、 積も 無き 事な り、 叉 死人の 事 は、 人 主 不知、 死骸 八百餘 

人、 總 死人 千 七 百 人な ど. -云 ひ、 又は 萬 を 以て 算へ など、 取々 に風說 すれ 共， 是は 其數は 與 改も なき 事 

なれば、 聢と 知れが たかるべし、 

大佛邊 に 棲る 傭 夫、 晦日の 曉 烈風に 目 を さまし、 立 出て 空 を 晃る處 に、 相 借屋の 男 も 同じく 起て 表に 出 

彼慵 夫と 物語して、 不 11 東の 方 を 見る に、 淸水邊 とお ぼしき 後の 嶺 より、 大 斗の 如き 火 一 つ 飛 出る と 見 

る. こ、 眞 一 文字に 飛て、 四隆川 東へ 落たり、 怪しと 思 ひて、 其 邊りを 打 守り 見 居た る處 に、 此火ニ 抱 


翁 


草 


計 Q 注 0 如くつ.^ と 立て、 宇宙に 登る 事 凡 四 五 百 丈、 暫 有て 上より ぜん/ \ にしら けて 跡な く 消失ぬ， 一 

雨 人身の 毛 よだちて 恐 敷、 一 先內へ 入て まどろまん とする に、 表に 火事と 呼 はる 聲聞 ゆる 故に、 立 出み 一 

れば、 先に 火の 立 昇りた る 方に てぞ 有け る、 是ゃ 世に 云傳 ふる 火柱て ふ 云 物な らんと、 彼慵 夫が 物語な； 

り、 

禁裏 囘祿 京洛 大火の 例、 往古の 事は閣 き、 近世に て は 承 應ニ年 (天 明 八 年 迄 百 三十 五 年) 六月 二十 三日 一 

內裏 炎上、 寬文 元年 (同 百 二十 八 年) 正 2； 十五 日內裡 炎上、 延寳 元年 (同 百 十六 年) 五月 九日 禁裏 仙 洞； 

女院、 新院の 御所 炎上、 同 三年 (同 百 十四 年) 霜月 二十 五日 本院 御所 炎上、 同 四 年 (同 百 十三 年) 十二 一 

月 二十 六月 仙 洞 女院雨 御所 炎上、 袁享 元年 (同 百 六 年) 四月 五日 春宮 御所 炎上、 寳永 五子 年 京洛 大火、 ！ 

三月 八日 (天明 八 年より 八十 一 年) 御所 悉く 炎上、 古今 希有の 大火な り、 (悉く^ 卷に 記す 故 愛 略) 正德ー 

三 巳年 (同 七十 六 年) 三月 二十日、 中 御門 油 小路 鬼. へ 入 魚 店より 出火、 坤風烈 敷更の 方へ 傲 行、 艮は烏 一 

丸 今 出 川に 至、 凡町數 七十 三 町、 公家 館 十一 軒、 武家屋敷 四 軒、 家 數千百 七十 六 軒、 御所 御 築地 限りに 一 

燒 止り、 御所 向 御 無難な り、 享保 十五 戌年 六月 二十日 (同 五十 九 年) 西陣 燒パ 町數百 二十 町餘 御所 方 無 i 

刖條) 此 外に 大火と 稱 する ほどの 事な し、 中古 應仁亂 に、 兵火の 爲に 京師 燒盡 さる、 と雖、 夫 は 前後 十一 

餘 年が 間の 兵亂 なれば.， 度々 に燒 亡せ る 成べ し、 應仁 記に 書る 所 も、 若く は 文 華 有 や も 不知、 其 上 三百 一 

餘 年の 昔 なれば、 都の さま も 八 マと は替 るべ ければ、 今の i; は 例に は 成が たし、 先づ 今般の 如き、 一 擧に洛 一 

の 焦土と 成し 事、 延曆 開闢 已來、 古今 未曾有の 奇事、 後世 又 有べ からす、  ： 

今上 帝 は 人皇 百 二十代 御諱兼 仁と 稱し 奉り、 御 桃園 院の 皇子、 實は 師宮の 御子に て、 御寳箅 十八に 成せ i 

給 ふ、 關白は 鷹司從 ！ 位 前 左大臣 輔平 公、 (實帥 宮御弟 五十 歲) 武家 傳奏久 我 大納言 萬 里 小路 大納言、 與ー 

附の 武家 は 水 原 攝津守 建 部 大和 守な り、 御所 炎上に 仍り、 聖護院 假の皇 35 と 成る、  一 

？.^ 仙 洞 §は、 楼 si 藝：. ses.f  ：:  siirs: ，匿 四， t*? に 


傳奏四 辻 大納言 難 波 大納言、 禆附 武家 は 三 枝豐前 守、 本 間 佐 渡 守な り、 炎上に 仿て、 粟 E 靑蓮院 へ假に 

移らせ まします、 

大女 院 御所 は、 櫻 町院の 皇后、 御諱舍 子、 奉 稱靑綺 門院、 二 條吉忠 公の 掷 女、 御 母 は 故 政所 從 三位 菅原 

利子、 (加賀 宰相 綱紀 卿の 女) 御寳箅 七十 四、 炎上に 仍り、 知 恩 院へ假 に 移らせ 給 ふ、 

但知恩 院山粟 W 山 並立て、 奥の 方に ては院 御所 大女 院 御所 間近し、 故に 山の 蛆に棧 道 (八 九十 間) を揭 

られ 常に 兩 掷 所 御 通路 有り、 

女院 御所 は、 桃園 院の 中宮、 御諱富 子、 奉 稱恭禮 門院、 一條 故 關白兼 香 公の 御 女、 御寳算 四十 七、 大怫 

妙法 院へ 移らせ 給 ふ、 

女 一 宮は、 先帝 桃園 院第 一 皇女、 欣子內 親王と 奉稱、 (當申 十歲) 御 母 は 故淸花 門院に て 渡らせ 給 ふ、 近 

衞太政 大臣 內前 公の 御 女な り、 (先年 崩) 女 一 宮 は女院 御所と 御 一 所に 妙法 院へ 移らせ 給 ふ、 

右 御所々々 悉 炎上、 

開明 門院 御 方 (日 御門 前) 桃園 帝の 御 母 

右 炎上 

閑院宫 伏見宫 京極宮 有 栖川宮 

近衛 殿 九條殿 ニ條殿 一條 殿 

德大寺 家 大炊 御門 家 菊亭家 酷蝴家 

是 より 次第 混雜 

倉 橋  六角  錦 小路 岩 倉 

北 小路 壬 生  唐 橋  東久世 

梅園  正 親 町 石 野  外 山 


鷹 司 殿 轉法輪 家 久 我家 一 

(華族 家の 內花山 院家廣 幢家は 燒淺) 一 


西洞院 

四條 

高 丘 


豊^ 

難 波 

藤 井 


慈 光寺 

裏 松 

山 井 


西 大路 

西三條 

風 早 


草  翁 


波鳍倉 川溪尻 
坊 
城 


本 江 辻 井 笥野院 波 坊園池 J 
西       城  I 


裏 藤 石高せ 橋 野 勸中清 芝 
松 谷 井野 露 本宮修 御水 山 
寺      寺 門 谷 


四 辻  高 松  交野 

長 谷  藪  淸！： 大原 

五辻  千 種  五條 

六條  小 倉  綾小路 

日 野  烏 丸  堀川 

淸閑寺 飛鳥 井 滋野井 

七條  白 川  富 小路 

萬 里 小路 岡 崎  堤 

葉窒  小 森  町：^ 

桑原  竹內  久世 

上 冷泉 石山  東 園 

阿野  姊 小路 

壬 生官務 押 小路 大外記 

中宮 寺宮 (坊 里)  圓 照寺宮 (同) 


池 

海 

高 

；滕 

園 

下 冷泉 

船撟 

山 科 

今 城 

油 小路 (新館 は 無恙) 


大覺寺 殿 (同) 

爲 沙門 堂 (同) 

大乘院 殿 (同) 

照 高院殿 (里 坊) 

圓滿院 殿 (同) 

慈 受院殿 (同) 


* 華 院^  (本坊 里坊) 

一 乘院宫 (同) 

靑蓮院 殿 同) 

勸修寺 殿 (同) 

隨心院 殿 同) 

光照 院殿 (同) 


樓井 

勘 解 由小賂 

平 松 

八條 

鷲 尾 

樋 口 

花園 

三窒戶 

錦 織 

竹屋 

押 小路 


梅 小路 園 

正 親 町三條 中 


大宮 

庭 田 

中 山 

持明院 

柳 原 

松 木 

伏 原 

廣橋 

武者 小路 


柬 

石 

山 


林 丘寺宫 (同) 

仁 和寺宮 里坊) 

聖 護院宫 (同) 

輪 王寺宮 (同) 

竹 內 殿 (同) 

瑞龍寺 殿 (同) 

大聖 寺 殿 〈同) 


妙法 院宮 (同) 

知 恩院宮 (同) 

法 華 寺 殿 (同) 

隨自竟 院宫 (本 坊) 

實相院 殿 (同) 

三時 知 恩 寺 殿 (同) 

寳鏡寺 殴 (同) 


八 六 


き 


1 


捤 井 殿 (同) 

右燒失 

燒殘分 

花山院 廣幡 

又 

吉 获. 原 


理 性 院 (坊 里) 


水 無 S (同) 


植松 


愛 { 石 


澤 


土 稗 門 (此三 家 は洛を 離れし 所 故 無難な り) 


大名屋敷 類 燒之分 


寺 町 鞍馬口 下 ルー 一一 丁目 

松 平 越後 守 

柳 馬場 四 條下ル 

片桐石 見守 

•gl 洞院爽 川下 ル 

松 平 出 羽 守 

油 小路 二 條下ル 

安 藤 對 馬 守 

東 堀川 夷川 下ル 

酒 井 雅樂頭 

河原 町 姉 小路 上ル 

宗 猪三郞 

ま洞院 四 條下ル 

松并安 藝 守 ■ 

出水 油 小路 西 入 

奐 平 富 之 丞 

室町 條上 ル 

伊達 遠 江 守 


麩屋町 夷川 下ル 

朽木權 佐 

柳 馬場 錦 小路 下ル 

佐 竹次郞 

西 洞院四 條下ル 

成 瀨隼人 正 

油 小路 下 立 賣下ル 

松 平 相模守 

新 町 六角 下ル 

岡 部 美 濃 守 

河原町ニ條下.^ 

松 平 大膳 太夫 

東 洞. 化 四 條下ル 

加 藤 佐 渡 守 

皰藥師 大宫西 入 

永 井 日向 守 

ニ條東 川端 

仙 石 鐵之助 


富 小路 二 ^下ル 

戶田釆 女 正 

烏 丸 四條下 ル 

松 平 前 守 

西 洞院三 條下ル 

紀 伊 殿 

油 小路 押 小路 下ル 

土 井 大炊守 

高 辻 西 洞 院西入 

松 平 阿波 守 

河原 町  一二 條下ル 

京 極 能 登 守 

佛光 寺大宮 西 人 

松 井 甲斐 守 

四 條大宫 西 入 

永 井信 濃 守 

錦 小路 新 町 東 入 

尾 張 殿 


柳 場 丸太 町下ル - 

相 馬 因幡 守，？ 

烏 丸 上 立 賣下ル 一 

松 平讃岐 守 1 

e: 洞院 一條 下ル 一 

龜 井隱岐 守 i 

f 川 姉 小路 下ル i 

板 倉 左 近 將監ー 

河原 町 三 條下ル j 

松 平 恒 吉； 

三本 木  ^ 

松 平 伯 香 守 一 

ナ、 宫佛 光寺 下ル 一 

牧野 佐 渡 守 一 

下 立 賣签座 ffi 入 一 

松 平 大和 守 一 

中 長者 町 小川 東 入 . 

松 平 陸 奥 守 一 


柳 馬場 竹屋町 下-? 

小 笠ぬ 左 京 太夫 

丸 六角 下 ル 

靑山 下野 守 

西 洞院錦 小路 下ル 

有 馬 中 務大輔 

^^堀川蚺-藥^下ル 

藤 堂 和 泉 守 

河 •  ぬ 町 二 條上ル 二 丁目 

松 平加賀 守 

^^洞院蜋藥師下ル 

松 平 下總守 

佛 光寺 西 壬 生 村 

本 多 中務 太夫 

衣棚 出水 卩ル 

松 平 越 前 守 

夾川 河原 町 東 入 ， 

分 部 左 京 亮 


草 
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爽川 河原 町 東 入 

石 川 日向 守 

丸太 町兩替 町行當 

井伊 掃 部 頭 

釜座姉.^^路角 

津輕土 佐 守 

松屋 町 上長 者 町と ル 

丹 羽 加賀守 

錦 小路 高 翕 西 入 

松 平 薩摩守 

〇 寺院 類燒 

淨土 

寺 町 鞍馬口 下ルニ 丁目 

西 園 寺 

上 同 

佛陀寺 

同 六 角下ル ， 

長 金 寺 

同 

了 蓮 寺 

上 同 

聖 光寺 

永 養 寺 

髙倉 五條 下 ル裏寺 町 

西 念 寺 

大宫 中立 賣下 ル 

淸德寺 


新 町 上立寶 安樂 小路 

松 平 雅之助 

竹 尾 町^ 町 

畠 山 飛彈守 

緣 小路 烏 丸 西 入 
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淨福寺 一 條 ヒル 

淨土宗 淨福寺 塔 頭不殘 燒本坊 無恙、 

右 類燒の 寺院 有增 如斯、 右の 內本國 寺 西の 門と 塔 頭 一 院淺、 高 〈¥: 示 仙 寺 (禪宗 ) の 中 門、 本滿寺 (日蓮 

宗) 土藏小 堂、 相國寺 (禪) の 堂塔 頭 不淺、 又 寺 町 裏 荒神 口下 ル生蓮 寺 は 煙 中に 殘、 翁 寺院の 漏 脫寺號 

の 謬 字 等 可 追权、 


寳 

因幡堂 

平 


性 院 

等 寺 


頂 法 寺 

大臣 

金剛 院 
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寺 町淸印 院下ル 

御所 稻荷社 

麩 屋町押 小路 下ル 

白山 社 

柳 馬場 錦 小路 下ル . 

六條 天神 社 

室町 上 御霊 下ル 

油； &路较 。下に 

火 尊 針 

岩 上 出水 下ル t 

幅大明 神社 

元 誓願 町 大宮東 人 

荒祌社 

御池 大宮西 人 ， 

神泉苑 

松原お. 荷 町 

花 喚 稻荷社 

松 一?^ 烏 丸 西 入 

玉津島 


社 

I 神- 社. 


上京 幸祌町 ヒ 

幸 神社 

寺 町竹屋 町上ル 」 

下 御靈社 

富 小路 五條 上ル ， 

神明 社 

讖訪町 五 倏下ル ，」 

0 訪. 社 

淺野稻 荷 社 

4 幢 社 

又 旅 社 

佛 光寺. K 宮西入 11  一丁目 

一 夜 天 祌社 

松原 烏 丸 東 人 

俊 成 社  ， 

右の 外 

上 御 靈社建 仁 寺 町 蛭 子 社 四方 は燒て 無恙、 其 外 所々 鎭守 等の 小社 各 略、 

平安 城 開 後 內裏 炎上 之 例 

六十 二 代 村.：.： 天皇 天 德四年  內裏 炎上 寬政 元年 迄 八 百 三十 年 

六十 四 代 圓融院 貞元々 年  同  八 百 十四 年 

同  (天 元三 年 同 五 年)  (八 百 十 年 八 百 八 年) 


社 


s: 條寺町 

冠 者 殿 

鉄 屋町姉 小路 下 ル 

白山 社 

柬洞院 六 〔下 ル 

諷訪社 

室町 四 倏下ル 

蛭 子 社 

Si 井高 灶 

住吉社 

猪^^！出水下ルーーー室寺 

荒神 社 

御池 高 倉 東 入 

御所 八幡 社 

较 小路 高 倉 西 入 

祌明社 

高迁 室町 西 人 功德院 

繁 昌 社 

五 倏西橋 詰 

八 幡 社，. 


上 

惡 王子 

麸屋町 五條 上ル 

剥 明 

烏 丸 柳圖子 

稻 荷 

室町 佛 光寺 角 

山 王 

葭屋町 一 條 上ル 

喑 明 

上京 天 祌圖子 

卞ゝ 

姉 小路 新 町 西 人 


社 

社 


佛 光寺 竹 ゾ圖子 

河原 町 寺 町 之 間 松原 上 ル幸竹 町 

稻荷社 門出 

猪 能 i 松原 上 院 

蛭 子 社 


寺 町 今 出 川下. - 

中 御 靈 社 

富 小路 丸太 町下ル 

千 種稻荷 tt 

烏 丸 上 立寶下 A 

八幡 肚 

松原 西洞院 五條 天 

天神 社 

岩ヒ 六角 下 ル石上 寺 

岩 上 社 

西陣 社 町 

七 之 社 

上 同 

迷子 社 

佛 光寺 西 洞 院東入 

菅 大臣 社 

ral 幡堂坤 角 

稻荷社 
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  九 四 

六十 六 代 一 條院 長 保 三年 

六十 七 代 三條院 長 和 三年 

同  翌 四 年 

六十 九 代 後朱雀 院 長久 元年 

七十 六 代 近衞院 久 安四 年 

八十 代 高倉院 治 承 元年 

百 一代 後小松 院 應永八 年 

百 三代 後花^ 院 文 安三 年 

百 十 一 代 後光明 院 承應 1 一年 

百 十二 代 後西 院 寬 文；： 儿年 

百 十三 代 靈元院 延寳 元年 

百 十四 代 東山院 寳永五 年 

內裏 炎上 合 十六 度 

當時京 所 司 代 松 平和 泉 守 未ト： 京な きに 仍り、 兩 町奉行より 京大 火の 注進 

引 續き內 裏 錦 城 危急の 注進、 内裏 炎上、 錦 城 飛火の 注進、 同 消火の 注進- 

る、  维紙墨 皆燒失 故、 麁 紙に 調へ、 御 傅 馬 役 借 仁 左 衞門も 行方 知れ ざれば、 鬼 角して 漸く 宿 键ぎ、 飛脚 

を 以て 差 出さる、 s^in: より 兩 町奉行 幷組與 力 同心、 京洛の 燒原を 手 分して 打 廻り、 死人^ 我人 を 夫々 に 

片附 させ、 萬づの 指揮 日夜 を 分す、 寢食を 忘れて、 下知せ にる、 右の 注進 追々 に， 江府へ 達し、 則， y 符ょ 

り 勘お 奉行 接岸 肥 S> ザ、 夜 を 日に： S で馳 登り、 當分御 救と して、 銀 六十 貫目 米 三干侫 洛中へ 拜借仰 付ら 

れ 一町へ 銀 四十 六 匁餘、 米 火 斗 ニ升餘 配分して、 急難 を 凌ぐ、 所 司 代 松 平和 泉 守 も：； Jfi 御假を 5i.cs 上 


七 百 火 十 年 

七 百 七十 六 年 

七 百 七十 五 年 

七 百 十 年 

六 百 四十 二 年 

六 百 十三 年 

三百 八十 九 年 

三百 g: 十 年 

百 三十 七 年 

百 二十 九 年 

百 十七 年 

八 ±1 年 


煙の 中より 東 武へ呈 書 せらる 

櫛の 齒を挽 如く、 追々 呈書出 


京、 其 外 御 下知の 有增は 前に 記す る 故に、 爱に 略す、 偏に 亂 世の 昔 も かく やと ぞ覺 ゆる、 され 共 當時御 

仁慈 專らの 折 柄、 か- -る 大變 にも 萬お 上の 恩 波に 浴して、 危難 をまぬ がれけ る こそ 難 有 けれ、 

諸 祭の 事 加 茂 やすら ひ 祭 は 如 例、 葵祭 は 略 稻荷祭 近年 再興の^ 奉行 列當 年は不 出、 神輿 計 出る、 今宫 

祭 も 御旅 所燒 たる 故、 本社の 拜 殿へ 神輿 を 出し 祭 S 滅少、 紙 園 會山鉢 過^ 燒 失して 大方 は不 出、 七 

日の 山錚 六つ、 十四日の 山 も 六つ 出る、 其 外 は燒殘 りし もの を 其 町に 謗り 置、 御旅 所 は假に 出来、 祭 

禮は如 例、 (但 例年 材木屋 仲間より 掛る 神輿 橋 は 不出来) 上 御霊 社 は無恙 といへ ども、 中 御 露燒失 故、 

拜 殿へ 神輿 を 出し 置 無 祭禮、 下 御 靈燒失 無 祭禮、 同 五月 類 燒の者 共、 味嗜 不自由 たるべし、 大阪 御城 

御 拂味噜 望の 者 は 可 申出 候、 一 樽の 掛目 二十 貫目 代 銀 二十 五.^ の 由 被 仰 出、 町々 割合 を 以て 配分す、 

同 六月 新 町 五條 下る 近 江 屋忠藏 (異名 南宫) と 申 者、 昨 未年 困窮 Q 砌、 米穀 買/候に 付 被 召 捕、 追放 

被 仰 付、 此缺所 金 二 萬 ニ千兩 有り、 內ニ萬 兩類燒 町々 へ 割合せ 五ケ 年の 間拜 借、 燒淺り 町々 へ も 類 

燒 町の 三 歩 拜借仰 付ら れ、 來 酉年より 三 朱の 利 足 差 上、 五ケ 年 過 元 銀 上納 可 致 旨 仰 渡され、 類燒町 

へ 一 町の 割合 銀 七 百 五十一 一 匁 三分 一 厘 三毛 燒殘町 一町へ 銀 1 1 百 五十 匁 七 分 七厘 一 毛 づ-^ 拜 借す、 忠 

藏が 如き 非道の 者 は 天罰 速なる 事 を 示し 給 ひ、 萬 民 E 路の 渡世 を 勸め給 ふ、 聖 世の 御代の 洪幅 仰ぎ 

崇ぬ者 はなし、 


草 
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<  扇 草 卷之百 三十 九 

雜話 

白 川 侯の 書な りと て 流布す る 物 有り、 不知 實否、 倩讀に 謬字頗 多して、 閲人惑 之、 故 

に 厘 校訂して 左に 寫す、 

某 身 不肯に 候 得 共、 當 御代の 御 選に 仍り、 天下の 御 政務 を预 り、 いまだ 御 幼稚に 御座す、 (公志 學を超 

させ 給へば 御 幼稚と はいか t 少と可 有 か) 將軍家 を 補侬し 奉る 事、 塞に 其の 任に 不堪、 中. - 天下の 御爲 

に 町 相 成 共 不存寄 候 得 共、 各 申談の 上に て、 事 を 決し 津々 浦々 迄 安國の 無究を 庶幾 事に 候、 因兹 某が 存 

る 所 を 無 腹 藏申聞 候、 心得 違の 事 於 有 之 は、 各 無遠慮 # 念を不 可 被 申 聞 候、 國主 城主す ベて 萬 石 以上 

の 輩に は、 譜代 恩顧の 家 -ia 數多召 仕、 就中 家長た る は、 其 主人に 非道 有 之 時、 諫を 人家の 仕置 を 正し 

申が 故に、 其 家 治り 國民も 安く 候、 御 旗本 萬 石 以下の 輩 は、 普 代の 家臣と 申 も 稀に て、 多く は 新規に 召 

抱た る 家づ寸 こて 候へば、 自身に 家 を 治る 事專 要に 候、 之 其 身 正しから ざれば、 忽家 不齊、 能々 考可被 

見 候、 銘々 の 先祖、 多く は 東照宮に 仕へ 奉り、 數 度の！^^ に 碎身粉 骨して、 其勳 功に 仍り 知行 を 被 宛 行、 

今に 至て 其 身. <  々安樂に 妻子 を 扶助し、 諸人に 御 旗本と 敬れ 候 事、 皆 先祖の 功に 仍て なり、 然るに、 其 先 

祖の恩 を 忘れ、 宛 行る、 知 ：：： を 自分の 物と 心得、 百姓 を 鬼げ、 聊 も撫. 愚む 心なく、 動もすれば 課役 を 申 

付 杯 致 輩、 是皆 心不： 止 不：. 仃 跡より 事 起り 候、 其の 不行跡と 云 は、 若年より 不學 にして、 何事 も不辨 育ち 

候より Q 事に 候、 父母に 孝 を 壶 し、 兄弟の 中 睦效、 夫婦の 別 有事 を 存じ、 傍輩に 信 を 以て 附合、 君臣の 

間 義理 を 重く し、 此五ッ の 道 を取脫 さす、 相 守る 時 は * 其 身 人に 耻る 事な く、 御 奉公 を 勤る に 力 有り 
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御用に 相 立 候な り、 人倫の 本 は 夫婦に 始 る處、 本妻 Q 外に 妾と 云 物 を 寵愛し、 是が爲 に 本妻の 中 を 隔て Is 

或は 離緣の 沙汰に 至、 又は 妾腹に 生る 庶子 を 愛し、 本妻に 生せ る 長子 を 疎み、 妾の 計ら ひに 仍り 長子 を 

廣し、 二子 を 立る に 至る もま k 多く 候、 是 妾に 溺れて 其 心 暗く 成 候より 事 起 候、 其 妻と 云 は 元 傍輩の 娘 

を 迎取候 事、 假 初の 事に て は 無 之、 上へ 申 上 御免し を 蒙た る 上の 事に 候 得ば、 いか 様の 事 有共甎 く離緣 

の 沙汰に 不可 及と 雖、 我 朝に 於て は 夫婦の和 順 を 第一 と 致せば、 是 等に 於て は、 唐土の 風に 習 ふべき に 

て も 無 之 候、 離緣不 致と も 夫の 心得 次第にて、 いか 様に も 事の 靜 まらざる と 云 事 不可 有、 すでに 離緣致 

せば、 傍輩の 娘に 瑾を 付、 其 親兄弟に 間 出來、 於 殿中 面會 致と 雖、 相互に 言語 をも不 交、 憤 を 含 候 事、 是 

御 奉公の 妨 にも 成 候へば、 不忠の 筋に て は 無 之 や、 此 等の 所 迄 も 相 考可申 事に 候、 又 一 旦妻を 持 其 妻 死 

去 致ば、 殘度も 再 緣の事 を 可 取 結 事に 候、 近 來は再 緣不致 多く 召 仕 候 女に て 事 を濟候 故、 其 人柄 自ら 損 

候て、 輕々 敷 下様の 眞似を 致し、 譬ば樂 みと 致處、 古 來の翫 は 和歌 を 詠 じ、 蹒 鞠の 會、 茶道 或は 連歌 俳 

諧 碁將棋 等の 遊 業 有 之 候處、 今にて は 御 旗本に 不 似合、 一二 味 線 淨瑶璃 を 語り か はして は、 河原者の 眞似 ， 

を 致 族 も 間々 有 之 由、 是皆 本妻と いふ もの 無く、 召 仕 女に て 家內を 治め 候 故、 物輕々 敷 相 成、 不相應 成 

者 を 奥深く 出入 を 許し、 不 取締に て 其 身の 耻を思 はす、 我儘なる 行跡に 成 行 候、 爱に 於て か、 .c^ ら 勝手 

不如意に 成り、 可嗜 武具 を も 不嗜、 益 もな き 事に 金銀 を 費し、 是を 償む が爲、 多く 筋目な き 者の 子 を、 

金銀の 持参に めで- -、 貰 ひ、 輕き 者の 子 をも緣 金に 仍り 養女と する より 事 起り、 自然と 家風 を 取亂し 候、 

天 和の 法制に 有 之、 養子 を 百姓より 致と も、 筋目 を 可 礼との 法制に 候、 某存る は、 以後 養子 致と も 嫁 取 

致と も、 緣 金と 申 を 令 停止、 姓 を釓し 婚姻すべき 時節 を延 さす、 相互に 可 取 結 事に 候、 不勝手なる 族、 

娘 を 片付 候 金銀の 用意 無 之、 自然と 其 時節 を 後れ 候 時 は、 男女の 道 自ら 正しから ざる 事に 至 候、 此所を 

深く 可相考 事に 候、 頭た る 者 能く 心 を 用 ひ、 最初 緣邊願 出 候 節 可 遂呤味 事に 候、 婚姻の 時節 を は づれ候 

に 付、 年若き 面々 遊 所へ 入 込、 不相應 の 遊 事 を 致し、 風俗の 凝り、 衣服に 付 候紋を 略し、 夜行のと き提 

丸 七 
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澄の 印 を かへ、 衣服の 紋は 替紋其 家々 に定 りし 事に て、 旣 に總領 家に て は 何、 庶流に て は 何と、 差^ 有 

事に 候、 幕紋 より 衣服に 至殘 る、 時に 家の 紋 かと 紛敷相 成 候、 提燈の 印 は、 猶更 夜行の 時、 人と 不 M 違 

爲に 候へば、 急 度 其 印を顯 すべき 事に 候、 衣服の 事 我 朝 は 往古より 其 制 有 之、 宫 位の 高下に よりて 定れ 

る 法 有 之、 地下に 至ても 上中下の 差別 有 之 事に 候、 然るに 享 保の 頃 上より を儉 約と 申 事 を 被 仰 出 候に 付、 

衣類の 制 被 仰 出 候 を、 諸國 にて 心得 遠、 衣類 上中下の 無差別、 萬に 布 木綿 を 相 用 候へば、 儉 約と 相 成 候 

と 心得 違、 士も 町人 も 百姓 も 同じな りかた ちに 成 候 事、 我 朝の 風 を 取 失 ひたる にて 候、 同 武士と 云 中に 

も、 格式 有 之 候て、 衣類 を 着す る 事に 候、 上に 立 候 者 も、 下に 居る 者 も 同じ 衣類 體 にて は 何 を 以て 差別 

せんや、 高 知 小知の 者、 又 重き 役 を 勤 候 者、 輕き 奉公の 者、 面々 相應の 衣類 を 可 致 着用 事に 候、 依之此 

度 被 仰 出 候 も、 節 儉を相 用 候 様の 事に 候、 儉約を 衣服の 事の みと 心得 違、 分限 不相 應の體 たらく に 成 行 

候、 身 を 正 敷 致 事 衣服 を 以て 致 事と 計 相 心得 候て は 遠 候、 吾 朝 上古の 風に なら ひ、 冠婚 祭に、 禮 式を不 

取 失、 丼 身 相 應に取 計 候 事に 候、 何もかも 手 輕く事 を 略し 候 は、 質素に て は 無 之、 今様の 事に て 候、 質 

素の 二字 識る 人に 尊 候て、 能々 可 心得、 (熟閲 する に 全篇の 筆法 侯の 文勢に 非す、 且つ 文意 も 侯. の 御風 俗 

に 齟齬せ る こと 多し、 疑く は 好事の 僞文 か)、 

御 政道 を 司 候 者、 近来の 御 記 錄を而 已龜鑑 と 心得、 本朝 政事の 元 律令格式 有る 事 を 不知、 去に 仍り享 保 

の 比、 祌 尾若狹 守、 細 田 丹 波 守 如きの もの (細 田は享 保の 末 祌尾は 延享寬 延の頃 か 格 律 敎誡の 書に 加樣 

の不呤 味なる こと 侯の 自記に て は 有 まじ) 御 政道に 預り、 御 像 約と 申 事 を 表に 致し、 天領へ 繩を 入て、 

民 を 困窮せ しめ、 御領 を 寃げ、 下の いたみ を不 顧、 是を 御爲と 心得 候 は 不調法の 至に 候、 治平 久敷 候へ 

ば、 世の 亂る. -と 云處に 遠き 慮りな く、 目前の 利用 を 以て、 御 爲と存 る は、 古 を不考 故に 候、 

有 れ院様 御代 知 召 候 時、 專御儉 約の 事 を 被 仰 出た る は、 常 憲院樣 文 昭院樣 御代 共に 天下 華美に して、 御 

資 も { 仝く 不虞の 御 備に 有 餘無之 故、 專 ら御儉 約の 事 を 被 仰 出 候、 且 諸家の 風 公家め かしく 成^に 付、 
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弓馬の 道 を御勵 まし 被 成 候 故、 諸家 共 武邊を だに 心 ® 候 得ば 事濟 候樣、 是又 心得 違、 孝涕 忠信の 道を學 

び 心 を 正う し、 家 を 齊る事 を 脇に 致 候 故、 又 自然と 風儀 亂候、 依 之 殿中 於て 月次の 講釋被 仰 付 候、 聖堂 

に 於ても 日々 講釋有 之 候 間、 年若き 面々 無 懈怠、 n 參 致し 志 を 正 敷 可相務 事に 候、 節儉 質素 を 心得 違 候 

儀に 至て は 我 朝の 古法 は不及 申、 東照宮の 神慮に も 不相叶 候、 外國 通信の 事、 重き 事に 候へば、 年々 入 

津の 唐物 我 朝に 於て は、 價と 交易 致 事に 候、 儉 約の 事の みに 拘り候 時 は、 唐土の il 物 毛 類 杯、 士 以上の 

者 着用 不致 は、 自ら 入津 致 唐物 も 致 方 無し、 是を商 ふ 町人 等 も 衰微に 至 候、 然ば ともに H< 下の 御 爲には 

不罷成 候、 士は 諸侯より 以下、 夫々 に 勤 を 致 を 以て 知行 を 取り、 其 知行の 收納 にて 身分 を 賄 ひ 候に、 是 

はならぬ あれ はならぬ と、 身 を 詰 候 時 は、 物 成 を 積 候 外 は 無 之、 一 ケ 年の 貯を 健に いたし、 有 餘有之 程 

は、 外用に 致し 金銀 天下に 融通 致す 様に 可 有 之 事に 候、 唐物 を 用 候 事に 心得 有 之、 無益の 費 を 不致相 用 

候 は、 ともに 天下の 御爲に 候、 己々 一 分の 勝手 づく を存 候て は、 天下の 衰微と 相 成 候、 深く 心 を 可 付 

候、 天下 は I 人の 天下に 非す、 天 下の 天下と 申 事 を 忘 間 敷 候、 某 短 村不學 にして、 事に 預り 候へば、 不 

當の事 も 多く 候 はんか、 其 所 一 々助言せられ、 御 爲に可 相 成 事、 無遠慮 評定 せらるべく 候、 寺社 

奉行、 町奉行、 御 勘定 奉行の 三 職 は、 尤 重き 事 一に 候ば _ 平日の 寄 合に も、 古 を考へ 非道 を懲 し、 支配 下 を 

撰 取、 欲の 人 を 被 退、 溫 順の 入 柄 を 撰 可 申 事に 候、 御 目 付 方 人 は 不見不 聞して、 人々 自身に 耻を 存し嗜 

様に 可 心得 候、 上より 裁許に 預る事 は、 御 旗本 以下 御家人の 耻、 御家人の 耻は則 天下の 耻 にて 候、 諸國 

主 城主の 面々 へ對 しても、 各の 耻辱 にて 候、 諸國主 城主に は、 能 家来 多 候 故、 其！： 郡 を 能 治め 候、 唯 風 

俗の 正しから ざる は、 御 旗本 以下 御家人に て 歎 か は 敷 事に 候、 是皆諸 役 番頭 組頭 等 心得 違より 起 候、 翁 

追々 可申譚 候、 事 長く 候へば、 却て 無益の 事 多 候 故申殘 候、 銘々 存寄も 承 度 候な リ、 

御 詰 衆 御 譜代へ 上意の 趣 

1 參 勤の 節 從者多 召 連 申 間 敷 事 
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從者多 召 速 候 事 何の 謂ぞ や、 家来 計 召 連 候に は あらす、 町より 手 振 今様 風流なる もの を 雇 ひ、 分限 不 

相 應の人 を 召述、 身の 美 を かざり、 他の 見 分を悅 ばし むる 事、 無益の 至、 向後 相愼、 雇人 仕 間 敷 候、 

面々 當時 軍役の 人を不 揃、 年寄の 者 を 雇 交 軍役 を 勤 候 段、 言語 道斷、 武士の 上に 有 問 敷 事、 向後 道中 

は不及 言、 在 府屮急 度 其 高に 應じ、 軍役の 人 可 差 置 候、 於 不足 は 面々 領 知より 召 呼 堅く 相 愼可申 候、 

無上 靜謐は 權現様 御 神 德の事 

其 等 面々 安樂に 住する 事、 偏に 東照宮の 御 神德難 有事に あらす や、 且又 面々 も 先祖 Q 武功に より、 今 

安樂に 住する 事、 父祖 武恩 過分の 事 おろそかに 思 ふべ からす、 治平 安體に 任せ、 物； 母 結構に 成 行 故、 

武備 を 忘れ、 軍役の 人 をも不 扶助、 武道 不心懸 の 族 有 之 様子 聞 及 候、 然ば 天下の 用に 立が たく、 東 照 

宫の御 祌德を も 不感、 其 家の 父祖に 對し、 孝 も 難 立、 今せ 日夜 ェ風 を懲し C 之 を 直から しめん 事 を 欲 

すと い へど も、 素より 不材の 質 を 以て、 世に 溢れた る 邪知 俊奸の 風俗 を 挫ぐ 事を不 得、 庶幾 は 向後 各 

心 を 合せ、 武恩 忘却 無 之 様の 事 肝要に 候、 

1 面 々静謐の 御代 安體に 住する 事、 權现様 御 武德に 非す や、 然るに 其 國恩を 忘れ、 の榮 華に 誇り、 軍 

慮 武備の 嗜 なくして、 民 百姓 を 貪り、 政道 を 疎に する 事、 武士の 本意 を 失 ふ、 加 様の 下に ある 從者民 

姓 は、 天下に 不慮の 事 ある 共、 何の 招に 立べ からす、 然ば 一 人の 覺 悟の 違 ひより-、 萬 人 を 無用の 人 

にす るに 非す や、 向後 深く 愼み諸 民を憐 むべ し、  - 

1 領地より 江戸へ 出て 惡事 を爲 者、 多 は 其 領生邪 多、 百姓に 辛く 當り候 故、 貧窮に 迫り、 身の 置 所な き 

儘に 江 府へ趨 て 惡黨と 成る 、是 根元 は 地頭の 辜より 出る 向後 可被愼 事、 

一面々 身 持 不究、 (¥ 風妄 なる も 無にし も 非す、 され 共 今日 迄 無事なる は、 全く 權現樣 御 神德幷 面々 先 

祖 武功の 餘光 なり、 危き事 旦夕に 在り、 穴 賢 過て 改 るに 禪 ベから す、 今日 唯今より 行跡 を改、 子孫の 

無窮 を 願 はるべし、 今日 外様大名 中 を も 召集. e. 陳度 侍れ 共、 夫 は 表 向な り、 各に 於て は 御 譜代の 面々 
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なれば、 萬 無 隔意 相 達畢、 相 構て 外様 衆の 手本に も 成 様に 各勵る べし、 一 人の 1  腐 は 其 家の 愼、 其 家 

. 慎ま 一 國の愼 成べ し、 御靜： 11 稍 二百 (ネに 及べば、 此 節の 御 政事 尤大 切なるべし、 政道 ff. 直 なれば、 和べ 

漢 共に 最早 渾-^ の改 る曆數 なり、 返す返す も海內 一統に 愼 ますん ば 有べ からす、 近年 奢增 長し、 武道. 一 

油 斷の樣 に 相 一え、 不穏の 事に 候、 急 度 可 被愼候 

1 家中の 者 少科を 以て、 睱遣候 儀、 刖て 譜代の 者 杯 は 容赦 可 有 之 儀に 候、 因 玆江戶 表 徘徊の 浪人 甚多不 ： 

宜 事に 候、 一統に 了簡 可 有 之 事に 候、  ： 

1 奢に 長 じ、 家来 侍 分の 者輕き 者に は、 平生 詞をも 不掛樣 子に 候、 如此 にて は變の 時節、 俄に 用に 立 兼 一 

可 申 候、 平生 仁慈 人 和 を 忘却 致 間 敷 事に 候、 且又 先代 不便 を 加へ、 或は 出頭 致た る 者 を 爲差科 も 無 を 一 

暇 遣 候 杯、 尤 不可 然 事に 候、 是 等の 趣 急 度 可 被相愼 候、  一 

天明 八 申年  へ 

右 御 書付 出 候 事 殿中 御沙汰に 嘗 不承 事故、 定て僞 作なる べし、 假令蟹 書たり 共、 今 世人の 心 正に 歸 して、 一 

正 を 蟹る こそ 幸甚 なれ、 昔年 祌祖の 御 時、 孝行 を 贋た る 者へ、 御 褒美 を 被 下た る 事 有り 主意 は替れ ども- 

夫に 等し かるべし、  一 

自是 巷說不 礼實否  一 

i 於 東都 去る 頃 白 川 侯へ 御 補佐の 號を賜 ふ、 是は古 來珍敷 御名 目に て、 武家 執 役 大老 等よりも 重 かるべ 一 

き 尊稱、 唐の 大師 大傅 にも 可 准 御名 目な りヽ 定て 追て 御 格式 を も 可 被 仰 出と 奉 恐察、 且 乂閣老 第二 座 一 

松 平 周 防 守、 g: 月 三日 御 役 御免、 帝 鑑之間 席 被 仰 付 以来、 朔望は 白 書院、 五節句 は黑 書院に て御禮 中； 

上 候 様に 仰 付ら る、 同 老中 阿部 伊勢 守 は、 先達て 御 役 御免、 水 野 出 羽 守 此節御 役 御免 臈の問 席 被 仰 付、 つ 

若年 寄 酒 井飛驛 守、 松 平 玄蕃頭 病 氣に仍 り 願の 通 御 役 御免 • 御 側 高 井 但馬守 御 役 御免、 其 外 御 凰 從御一 

小 納戶、 追々 大勢 御 役 御免、 御 奏者より 松 平 伊豆守 御 老中 仰 付ら れ、 松 平 紀伊守 は 京都 大變 の砌、 i:. 
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所に 於て 殊外 首尾 宜 かりし が、 無 程 江 麻に 召れ て、 御 奏者 幷 寺社 奉行 見習 被 仰 付、 

1 白 川 侯の 事、 威權 少し 嚴過 たる 様に 沙汰 すれ ども、 前に も 云る 如く、 近世 飽迄 華奢 阿諛 を 事と する 風 

俗 を改ら れんに は、 天下の 諸士を 恐怖せ しむる に 非ん ば、 急に 改る ベから す、 是 則常憲 公の 華 風 を 有 

德 公の 直させ 給 ふ 處を規 として、 今更 是を行 はる. - なり、 愚老は 生涯の 內に、 二度 斯る嚴 法 を 見た リ 

依之考 るに 當 時の 華 風 は常憲 公の 華 風に は不 及、 また 阿諛 好 曲の 行 はる- -處 は、 常憲 公の 節よりも 逡に 

過たり、 爱を 以て 思 ふに 華 風の 制 は 表に して 制し やすく、 阿諛 俊 奸は心 裏の 病 ひに て 制する 事 難し、 

是には 罰を專 にして 人 を 損 ひ 給 ふに 非れば、 人不懲 故に、 折に は 荒々 敷 事 も 有れ 共、 機 變に仍 り 止 事 

を 得 給 はぬ と 見えたり、 吁 上に 三 家の 良 公 在り、 賢臣是 に合體 して、 國事を 執 給 はんに、 萬 世の 柱礎 

何か此 とや は 有べき、 

1 白 川 侯當戊 申に、 御歲 未だ 二十 八 九なる べし、 未 御窒家 もな し、 御不淫 なり、 其 云り 共臣 諫めて 御世 

嗣の爲 に、 御 側に 婦人 を 召 仕 はるべし と勸 む、 侯 曰 左 有らば 家 士の內 に 形 醜く して、 緣 遠き 女 を 持た 

る 者 有べ し、 夫 を 召 仕 はんとて、 何某が 女 いかにも 醜婦 なる を 御 部屋と 定給 ふ、 依 之 家中の 醜女、 皆 

相應に 傍輩へ 嫁して、 寡婦の 息な しと 云り、 

1 侯 兼て 參內 入洛の 望 有り、 幸 ひ 新 所 司 代 松 平和 泉 守 近々 上京に 付、 爲 引渡 登らせられ 京師の 式 濟て後 

三 社 (伊勢、 春 日、 石淸 水) 御社 參幷勢 州 桑 名に 於て 祖先の 祭祀 を も 遂げられ 度、 旣 に御發 出の 催し 有 

之處 に、 圖らす も 京都の 大 變に仍 て、 所 司 代 松 平和 泉 守 は 夜 を 日に 繼て 上京 在り、 侯 は 何 角 御手 當有 

て、 御發出 延引、 先 御 勘 奉行 根 岸 肥 前 守 を 登せられ、 米 銀 を 京洛へ 賜、 京の 騷劇も 少し 鎭 りて、 五月 

六日に 江 都 御 立の 積な りしに、 五月 朔 日頃、 肥 後 侯、 高 松 侯、 姬路侯 杯より、 當時御 入用 多き 御 時節 

に 付、 相應 Q 御 ^ 相 勤 度 >投、 老臣の 面々 迄 內意を 被 伺に 付、 早速 此 被 達上處 御機嫌 不斜、 追て 御用 

の镁鉀 沙； 4 可 有 旨 一 二 侯へ 被 相 達、 又 若年 寄 本 多 禪正少 弼相颗 はれ 候 は、. 當時掷 役 相 勤 候 儀に 候へ ば、 
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京都 御 川 も 被 仰 付 1^ 敷 や、 兼て 爲武川 貯置候 金 一 萬： 1: 差 上 度 願に 付、 御三家 井，：：： 川 侯 御. 有て、 一 

都の 儀 先 當分假 御所 之 御 評定に 候^、 右 Q 面々 の 願お 之 上 は、 本 御 t3 營も可 被 及 やの 御 評 {ル に 相 成、 

依 之 白 川 侯 六日の 御 立、 九日に 相延候 山、 御 評 { 冗の 落 居 は、 いか 相 成 候 や、 不知、 

1 侯 京都 御 暇の 節、 金 十 枚 時 服 十 拜領の 先 格に 候 ■ わ、 先 格御斷 にて、 時 服五拜 領有 之、 五月 九日 御 出立、 

道屮 上下の 装束 I 銃 綿 服 布 類 着 N -、 萬 端の^ 素 詞に述 難し、 道中 家士 上下の 申 渡 如 左、 


家 米の 者 上下に 不拘、 道中 人馬の 者へ 對し、 横 成 を 以て 口論 至し 候 か、 又は 打娜 等いた し、 理不盡 Q 

儀 有 之に 於て は、 一 々理非 を不及 钆切捨 たるべし、 

同 京都 滯留 中、 他出 無 ffl の 事、 併 神社 怫閣參 詣致度 節 は、 其 段相屆 腰辨當 用意いた し、 參詣可 仕事、 

侯 入洛の 日 は 着用 麻 上下な りしと 云. 總 じて 御名 代 使 を 始め、 諸 役人 京人に 服 を改る 事、 古今 不聞處 

  l〇一 二 


草  翁 
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なり、 帝都へ ぬ 禮義と 見えたり、 尤斯く 可 有事 ぞ かし、 素より 參內の 折 柄 は、 崇敬 格別に して、 堂ト： 衆 

へ の f.! も くして、 禁裏の 首尾 甚宣 く、 所 司 代 引渡の 式、 御城 中點撿 相濟、 夫より 洛邊の 祌社佛 閣巡覽 

有り、 町奉行 を 召て、 京都 變後は 組の 者 共 も 御 奉公 を 專に相 働き、 士 風，.^ り、 惡說も 無 之、 一 段の 事に 

Ei3 召 候 皆、 御 褒美の 御言 有 之、 同 五月 下句 都 御 出立、 石淸 水へ 社參、 淀川 筋 船に て、 大阪へ 越え 給 ひ、 

彼 地 御城 其 外 寺社 川筋 等點檢 有て、 六月 七日 大阪、 御 出立、 河內路 を經て 南都へ 赴 給、 翌日 大阪 町奉行、 

S 組與カ 安井 新十郞 同大 助 父子、 幷 同心 市川嘉 右衛門 同勘藏 父子 永の 御 暇、 時の 頭 松 平 石 見守 申 渡さる 

勿論 何の 御穿議 にも 及ばれす、 唯 思 召 有 之に 仍 との 趣な り、 諸 士大に 恐怖す、 (舊冬 京都 與カ木 村 九郞兵 

衞妻木 六 郞兵衞 御 暇 彼 仰 渡 も 右 同様な り) 於 大阪も 御 銀 貸 附の譯 、其 外 土地の 取 計ら ひ、 風俗 委く 御尋、 

a 叉 天 滿建國 寺 (始號 九昌院 近年 改號) 御宮へ 御 参詣、 全 體此宫 松 井下 總守方 由緒に 仍り、 私しに 造營 

有 之 儀に 付、 公儀 御 官と品 違 候 故 か 、建 國寺御 立の 節 乘輿を 玄關橫 着に いたし、 格別 御 敬 伏の 様子 無 之、 

御城 代 堀 E 相 模守も 御 同道 有 之 候 得 共、 是は 門前に て 下 乘被致 候， 御 逗留 中 當地擧 校 中 井 善 太 被 召 呼、 一 一 

時計り 御談有 之、 其 時 善 太 詩 一 絕を獻 す、 

源 公 節 錢范帝 城 高 館趨倍 畫燭明 宣窒 鬼神 千歳 後 唯 知 問 前 席 蒼生 筑 山 

御旅館へ 訴訟の 者 幷捨文 等 多 有 之、 皆 御 取 歸被成 候 由、 

〇 朝鮮 來聘 の說 

近年 淺間燒 より 打繽 き、 關 東の 洪水 幷 連年の 凶作 • 其 上田 沼 主 殿 不正の 取 計 故、 官庫虚 成 を 以て、 去 未 

年より 三ケ 年の 間、 嚴御儉 約 被 仰 出 候 上に、 又 候 京都の 大變 故、 倍 公 俵の 御 當惑云 方 無し、 夫 故に や、 

例年 勒使參 向の 事 も、 江府 より 御斷 にて 御用 有 之 候 はに、 向後 老中の 內御 登せ 可 被 成の 由、 內談有 之 

山、 且又 朝^人 來 聘の满 も、 對州 家老 古川 某 を 召 呼れ、 先 時節 御 差延、 追て 時節 可 被 成 仰 出 旨 四日 朔日 

仰渡され^|^2、 內々の御沙汰には、 以後 來聘相 止、 鉀 文通 計りの 御內議 有と かや、 愚 謹て 按 るに、 勅使 


草  翁 


參向異 國來聘 等 は、 最國の 大禮. なり、 斯る事 を返轉 にて 行 はれん 爲に、 其 他 Q 小事 を 約 せられん こそ 本 

意なる ベ けれ、 就中 異國來 聘の事 は、 往古 三韓 和 朝に 伏して 朝せ し 事、 萬 代 和國の 美と 賞す る處 なり、 

然る を 數百歲 中 結して、 太閤 秀吉 公に 至て 再び 來朝 する 様に 成し は、 全く 和 園の 武威な り、 今中絕 せば 

又 興されん 事 難し、 一 つに は 吾 國の虚 を 異邦に 知られん も 安から ぬ 大事な り、 又 勅使 參 向の 事 も、 公武 

第一 の大禮 なり、 此兩條 を 略せら れん は、 武威の 憐 ぐに 似"、 冀 くば 千歳の 後 迄 も、 此 規矩 は 建 置 度 も 

のな り御內 評實專 ならば、 最可 嘆の 甚 きなり、 

〇 江 戶落書 (三 福對) 

はやり もの 中洲の かり 宅 ぶつ さき 羽綠 龜の 甲の 唄 

果報な 物 木綿 問屋 裨姬 さま 柴野彥 助 

橫 倒しても 威勢 有る もの 東 江 先生 越 中 守 圑十郞 

隙の あいた もの ころび 藝者 榮川院 權門 役人 

濟 まないで 有難 かる もの 聖堂 Q 學者 三 家の 寄 合 遊行の 念掷 

人に しられし もの 佐 野の 墓所 土 山の 屋數 本多の^^瘤 

居所 立と ころに 迷 ふ もの 中の 芝居 公家 衆 田 沼 浪人 

I 言 もな きもの 奥 女中 出 羽 守 愛宕山 權現 

〇 加 藤 寅 助の 事 

當 公方 樣將棊 御 好み 被 成、 稗 近習 若侍 衆 御 相手に、 .1  母々 御 催し 有 之、 負の 方 耳 を 引れ 候御定 にて 候處、 

上様 御 器用に て、 全 體御强 く 候 故、 御 相手方 鬼 角 耳 を 引れ 候 人. -計 にて 候處、 御 小 納戶加 藤 左 京 (千 

五百石 淸正 末葉) 枠 寅 之 助、 幼年より 御伽 衆に 罷出、 常 年 十五 歳に 相 成 候が、 御 相手に 罷成、 上様 御 負 

被 成 候 故、 御 定の通 掷耳を 引ん と 仕 候處、 奥へ^ 被 成 候に 付追懸 奉り、 御 耳 を 强く引 候へば、 少.^ 痛ま 


  】 〇 六 

せられ、 御氣色 損じ 候に 付、 外 御 近習 衆 寅 之 助 を 叱り 被 差 控可然 旨 申に 仍、 暫 出仕 控罷在 候處、 越 中 侯 

御 次 を 御 見廻り 有 之、 寅 之 助 は 頃日 不見 候、 所 勞の儀 も 不承 如何と 尋 に 付、 爾々 の 出 を 申 候處、 左 

候 はに 某 面談して、 不調法の 品 を 承らん と、 寅 之 助 を 直に 被 呼 出、 被 相 尋處、 寅 之 助 何も 不調法 は不仕 

と 中に 付、 不調法 無 之に 指 控可被 仰 付 様 無 之、 何 ぞ心當 り 可 有 之 旨、 再往尋 に仍、 爾. -の旨 を 申 越 候 聞 

給 ひ、 最初より 御 定めの 事に 候へば、 其 通に 仕 候 を 御 咎可有 之 樣無之 候、 暫く 夫に 控へ居 可 被 申、 上意 

を 伺 ひ 見ん とて、 御前へ 罷出、 其 段 を 申 上、 是は御 褒美 も 可 有 儀 を、 差 控被仰 付 候 は： 召 遠に は 冇之間 

敷 候 やと 眞情を 以て 被 申ト； 候へば、 忽御會 得 有て、 實 にも 此儀は 此方 心得 遠な らん， 寅 之 助 是へ呼 候 様 

被 仰 候に 付、 則 越 中 侯 寅 之 助 を 倡 ひ 御前へ 被罷出 候へば、 直に 御免被 仰 渡相濟 ぬと かや、 當公始 は 暴 逆 

不仁の ij?; の 様に 沙汰 有しが、 賢 相の 敎育 補佐 故に、 御氣 儘豪强 自然に 相 止み、 . ^來の 美質 顯れ候 事、 性 

相 近習 相 遠と 云聖 語に も 可當の もの か、 寅 之 助 事 其 年の 冬 (天明 七 年) 十五 歳に て 元服 御 扈從に 被 仰 付、 

三百 俊 下し 賜と ぞ、 

〇 御代 {R 靑木 楠五郞 一 件 

攝州大 阪住御 代官 青木 楠 五郎 は、 先年 御 勘定 組頭より、 飛 驛御郡 代 を 勤し 青木 次 郞九郞 が 子な り、 次郞 

九郞 事、 金森邑 除の 砌、 越度 有 之、 御 役 被 召 上、 小 普 入 逼塞 被 仰 付 候處、 其 後 當楠五 郞蹈曲 を 以て 上 を 

凌ぎ 再び 御 代官へ て、 剩布衣 迄 を 御免 有て、 時め きけ るが、 萬 兩餘の 引 負 露見して 天明 七 年 冬、 楠 

五郎 を江府 へ 召れ、 手代 共 は 網掛乘 物に て、 其外懸 り 合の もの 皆々 召 呼れ、 御 吟味に 及ばる- -處、 右 引 

負 金 を 借金の 様に 申 掠 候故潑 々殿 科と 成て、 習 八 年の 夏、 左の 通 御 仕置 被 仰 渡、 

i 島  青木 楠 五郎 

申 渡 

其方 i^ti^ て膨乎 不如意に 付、 ^_2<|-返1£叉に募し方にも差支、 御 年貢 を 私 川に 遣 沸， 年々 郡 中 ， ふえ 川 


二  i 千 式 之 
人 助 勝郞助 


銀 申 付 候に 付、 御 年貢 は 償皆濟 致、 殊 未年 御 年貢 も 先 納に取 立、 前年の 御 年貢に^ 遣 相！^、 多分 P 

負 致 候 段、 年代 共に 住 置、 委細の 勘定 不相辨 罷在候 旨、 今般 御 吟味の 上雖申 之、 御 代官 被 仰 付 候て 爾 

來 二十 ケ年餘 其 辨も無 之、 未熟の 至 追々 不埒の 取 計 致 候 段、 御 役 第一 に 可 心褂、 御 年貢 を 以て、 全 私 

の 費用に 遣 捨候趣 重々 不屈の 至 候、 依 之 遠島 被 仰 付 者な り、 

(楠 五郎 嫡子) 靑 木 龍 

(同 二 男) 同 

同 

同 

女子 

右 十五 歳に 成 候 迄 親類え 御預 

右 大目 付 松 浦 和 泉 守、 町奉行 柳 生 主 膳 正、 御 目 付 桑原 善兵衞 H 會、 御 勘定 奉行 不淺出 座、 和 泉 守 申 渡、 

j 遠島  (元 メ) 山 岡 士：： 右衛門 

I 中 追放  (同 見習) 松 村 良 助 

吟味 中 牢死  (元 メ) 山內 祐 右衛門 

(同) 伊 藤 臺 八 郞 

1 御料 所の 武家 奉公 御 構  手代 共 

1 過料 三十 貫 文  河內屋 彥兵衞 

右 の 外 同所 御 代官 大屋 四 郎兵衞 方 へ 引合 候 銀 子 も 有 之、 夫 々 上納 納所 等 仰 付 候 事、 

其 後 御代 宫原 3 淸 右衛門 力石 获之進 も、 各 五 七 千 雨の 引 負 露顯御 詮議 始り 候處、 吟味 中 兩人共 病死の 由、 

實は變 死の 様に も 沙汰 有 之、 同 御 代官 宮村孫 左衞門 は、 五十六 年 在勤 當年 七十 六 歳の 由、 然るに 八 千 雨の 

  1〇 七 


草  贫 


HI I  5A 

引 負露顯 に仍、 此節御 穿議究 り、 近々 落着 之 由、 間近き 青木の 倒 も 在 之、 大概 御 仕^の 格 も 相 知た る 事、 

極老 笑止 千 萬と 諸人 眉 を ひそむ、 又 御 勘定 留 役- 稻生 亥三 郞妻密 夫 顯れ、 死罪、 相手 松 田 勝十郞 は、 呤 

味 中 病死、 亥三 郎は御 役 被 召 放、 小 普請 入 又 御徒 目 付 某植不 奉行へ 轉 役の 事、 支配より 伺^ 之處、 此者 

常に 三味線 を 好 候條、 輕 くても 奉行 名目の 所へ は 相 成 間 敷， S にて 書付 下る、 都て 當時は 末々 の 御家人 

の、 常の 行狀迄 悉く 上へ 相 知る i 故に、 一 銃に 恐怖して 相愼 ける， 直に かく 厳なら すん ば、 是 迄の 風俗 

改 るべ からす、 難 有 時世な りけ り、 遠國の 役人 は 殊更 油斷 すべから す、 唯獨を 慎むべし、 


翁 
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公め 草 卷之百 四十 


〇 下駄屋 甚兵衞 上書 

關東御 郡 代 伊奈 半 左衞門 は、 未壯 年に 滿す、 奇才 純白の 人に て、 去年 關 東の 水難 家 壌の 節 も、 支配 下の 

手當宜 く、  士民大 に 親み 懷く、 依 之 上の 思召尤 宜しく、 江 都の 物騒 取鎭の 事、 町奉行 石 河 土 佐 守と、 此 

半 左 衞門兩 人へ 仰 付ら る、 石 河 氏 は 名に 負 ふ 英雄な り、 是と牒 合せて、 須臾に して 江城穩 に相鎭 る， 土 

佐 守 は 病死、 半 左 衞門は 御 小姓 組 番頭 格に 仰 付ら れ、 攝津 守に 受領 せらる、 右 騷の折 柄、 支配 下 下駄屋 

甚兵衞 と 申 者 上書せ しとて、 其 寫 しを閲 に、 凡 下の 諷諌に は 相 應の事 I 理 有て 面白し、 全 體ニ朱 銀 四 文 

錢の事 を 難 じて 書り、 抑 此ニ朱 銀の 事 は 最初より 世人 不伏、 其 謂 は 二 朱 通 W 被 仰 付な ば、 古来 通 金に て 

犬 立ん には子 細な し、 金の 替り 銀と 有る 處に， 先 世人 疑 を 生じ、 且つ 兩替 商の 者 謂 は、 二 朱 銀 吹 出の 始 

より、 金 一 雨の 手前に て、 南 鏡 二十 匁 程の 不足 見えたり、 是 上の 御德用 世上の 損なり、 其 上 後年 此 通用 

相 止み、 引替の 節に 至な ば、 又 相 應の滅 じ 仰 付ら るべ し、 左 有ば 通用 金銀 過分に 減なん、 殊に 上納 は專 

ら 正金 を 以てし、 世上へ は 二 朱 をお もに 出さる、 御風 俗 を 歎て、 今少し 年を經 ば、 終に は 金 は 皆 上へ 納 

り、 世上 は 銀 計に 成べ しと、 衆 口喧し、 此甚 兵衞が 諷諌 も、 第一 斯様の 事 を 心に 含みて 書る 成べ し、 甚 

兵衞 上書の 事、 其 後の 御沙汰 は 不知、 

乍恐以 書付 奉 申 上 候 

鐘 町 十三 丁目 

下駄屋 甚兵衛 

1 近年 諸國 一 統 困窮 仕 候に 付、 東國筋 西國筋 百姓 町人に 至まで、 御 救の 御 慈悲 難存 御座 候に 付、 愚意 存付 

 1  1 〇 九 
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  1  一 0 

左に 申 上 候 

二 一 十 年巳來 諸式 高直に 相 成 候 儀 は、 二 朱 銀 出 候て より 西 國方金 相場 段々 下 直に 相 成、 大阪 表に て其以 

前 雨に 付 六十 目より 七十 二三 匁 迄 高下 御座 候處、 唯今に て は 五十 目より 五十 五六 匁に 相 成 申 候 故、 先 

年より は 金の 位 惡敷成 申 候、 凡 金銀 は 陰陽に かたどり 候 物と やらん 承 申 候、 右の 直 違に て 陽 衰へ陰 盛 

に 相 成 候 道理に て、 陽の 日影 衰へ陰 盛に 相 成り 候 故、 鬼 角 雨天に て 水難 多く 御座 候、 何れ 陰陽 和合 不 

仕 候て は、 五穀 成就 不仕 道理 かと 奉存 候、 其 陽の 金の 位 惡敷相 成 候 儀 は、 二 朱 銀 四文錢 出て よりの 事 

^ と 奉； 1^ 候、 先年の 通に て 二 朱 銀 四 文 錢通川 相 止 候 は i -、 金銀の 位 和合 仕、 近々 の 內諸色 下 直に 相 成、 

三十 年 以前の 如く、 國土 繁昌 仕 時節に 立歸可 申と 奉存候 事、 

I 四 文錢の 裏に、 靑海 波の 形 御座 候 も、 呰其 大水に て 御座 候へば、 浪と成 水の 本體 動し 候 故、 自然と 雨 

を 催 候 様相 成 可 巾 道理と 奉存 候、 尤 四文錢 は、 川 井越 前 守 様より 初 候 故、 其 功の 殘候様 思 召に て、 川 

の 字 を 波の 形に 御座 候 やらと 申義も 御座 候、 天下の 御 寳と相 成 候錢、 斯様の 形 出来 候 も、 自然と 陰氣 

を 動 様相 成 申 候、 又 二 朱 銀の 極印に、 七星の 御座 候 も、 田 沼 樣紋定 とやらん 申 候へば、 是も 天下の 御 

寳、 加 様の 極印 出來候 も、 星 は 陰に て夜顯 候者螯 盛に 通用す る ものへ 顯候は 如何にて 候、 一 人前の 紋 

所 は 其 人 切の 泰に 候へば、 天下 通 川の 寳には 如何 あらんと 巾 人 も 御座 候、 夫 故に か 六 七 年 巳 來早損 は 

無 之、 雨 降 候て 水邊 五穀 成就 不仕、 其 上 洪水 水難の 國々 多 御座 候、 兎角 陰陽 和合に て、 五穀 成就の 順 

氣に相 成 候て 自ら 他より 生す る もの 穀物 野菜に 至る 迄、 澤 山に 相 成 可 申 奉存候 事、 

1 大阪表 其 外西國 筋より、 江 戶 表へ 米 下 度奉存 候へ 共、 金の 直 違に て、 相場 引合 不申候 故、 積 下し 石 

數减候 樣奉存 候、 此節ニ 朱 銀 通用 相 止-候 はに、 金の 位ハ 候に 付、 西國 筋より 積 下 候 米穀 初 諸色澤 山に 

F り 候 様、 相 成 可 申 奉存候 事、 

1 近年 五穀 は不及 申、 諸 色 地より 生る もの 豐 作と 中 事 稀に 御座 候 故、 諸 色 高直に 相 成 候 も、 一 通 尤成儀 


に 御座 候 へ ども、 全 體錢の 相場 下 直に 相 成 候 故、 世上 一 統 困窮 樣奉. .fig 事 * 

1 近年 天の 順 氣惡敷 候 故、 穀物 實 成不宜 候に i^、 百姓 も 困窮、 夫に つれ、 御大 名拔方 受納 も相减 候に 

付、 自然と 御難^ 被 爲成候 様奉存 候、 上々 樣 方御儉 約に て、 前々 より 相定候 神社 佛閣、 御 祈 禱料も 相 

止 候 故、 祌佛の 加護 も 薄く、 依 之 天下の 順 氣も亞 (敷 成 候 やと 奉存 候、 上々 樣御儉 約 被 成 候 も、 陽氣衰 

へ陰氣 盛に 成 候 故、 御 家来へ 被 下物 は、 半 知 杯と 申 Xf 御座 候 得 共、 奧向方 相 勤 候 女中へ、 半 知と 申. 事 

は 相 閒ぇ不 申 候、 此御儉 約に 女中 方 はで 成 衣裳 杯 も、 御 振替 被 成 候て、 五穀 成就の 御祈禱 も、 前々 の 

通 被 爲勤候 様相 成 候 は i -、 祌佛の 御 守 も 宜敷相 成 可 申 やと 奉存 候、 加 様 申ト： 候へば、 社 人 坊主に 最負 

の樣相 聞え 候へ 共 坊主に も 社 人に も 私 緣類は 無 御座、 依 is 最負無 之， 有様に 申 上 候、 左 候 は 自然と 豐 

作に 相 成 可 候 やと 奉存 候、 旣に 今年の 麥作、 十分の 出 來と承 候處、 三月 中旬 の 雨天に て、 不作に 相 

成 候、 初德 より は 半分の 出来に 相 成 候 由、 然ば 天の 順 氣に連 候 事故、 曰 照に は 雨 乞 長雨に は 日和の 御 

祈禱 杯、 昔 は 上々 樣 にて、 御 取 計 御座 候 由、 近年 は 加 様の 儀 も御儉 約に て 相 止 候 様奉存 候、 此節 百姓 

の 食に 當候 麥、 江戶 表へ も 出 候 故、 大勢の 命つな ぎ 申 候、 若 今年 秋作 惡敷候 は r 、大難 儀 は 不及申 候、 

此節 田畑の 様子に て は、 十分に 餘 り候豐 作と 百姓 衆の 物語 も 承 候へば、 難 有事と 奉存 候、 併此節 天の 

順 氣惡敷 候 は i -、 折角 作リ上 候、 田畑 不作に 相 成 候 やと 犬に 案じ 暮候、 百姓 は不及 申、 江戶 町人 迄 も、 

其 事の み 申暮候 故、 願く ば 上 々様に て、 五穀 成就の 御 祈 禱被仰 付 候 樣湘成 候 は r、 彌豐作 可 仕、 鬼 角 

天の 順氣、 自分に は 行屈不 申、 神 佛の御 力 借り 可 申 事、 ？ルー の 儀と 奉存 候、 加樣 Q. 儀 申 上 候 も、 恐 多 

事ながら、 此 節米 不自由に 付、 色々 愚痴の 迷 を 奉 申 上 候 事、 

1 關東筋 文字 金び た錢； 迎^ 多 時分に、 百 文に 調 候 物 は、 唯今に て は 二百 文に 調 候 樣に相 成 候 故、 御大 名 

樣方幷 寺社 様の 御 勝手 向、 御 入用の 違、 十六 七 iJJ 「以前の 御 帳面 御 引合 被 成 候へば、 御手 當の違 ひ 相 知 

可 申と 奉存候 事、 右 金銀 直 段 0 儀 は、 京大 阪 引合の 問屋 中へ 御尋被 遊、 二— 年 以来の 帳面の 様子、 御 
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吟味 御座 候 は 、明白に 相 知 可 申 事、 

1 1 1 朱 銀 四 文錢 通用 相 止 候 か乂は gl 文錢百 文に 付 銀 六 匁の 取引 定直段 被 仰 付、 南錄も 一 兩に 付び た錢五 

其 文の 引替に 相定候 は、 南 錄四文 錢の位 金と 相 應仕候 様奉存 候、 金子と びた 錢の 位高 下 相場 御座 候て 

南 錄四文 錢は四 貫 文に 一 雨の 割合にて 定直 段に 通用 御座 候 は、 世上 一 銃悅可 申と 奉存候 事、 

1 兩替の 儀 も、 先年 は 金 一雨に 付 二十 文 位の 直 開に て、 兩替仕 候 所、 四 文 錢出來 候て より 以来 * 段々 直 

遠 御座 候て、 唯今に て は、 一雨に 付 百 文 以上の 直 違に て 兩替仕 候 故、 不存寄 一 雨に 付 七十 五六 文餘の 

損 も 御座 候へば、 御 武家 樣 百姓 町人に 至 迄 及 難 義中候 様子 は、 五 文 十 文 乃至 百 文、 二百 文と 小錢 集金 

子 兩替仕 節 は、 一 雨に 付 七十 五六の 損、 I 兩 にて は の 損に 候へ 共、 日々 通用 何 萬 雨と 申 金高に 割 候 

て は、 廣大の 違に 相 成 候， 右 諸國の 困窮 も 加 様の 儀 根元に 成 候 様に 奉存候 事， 

1 諸 國賨買 不自由に 相 成 候の みならす、 かう えき 片落致 候て は、 利 を 得る 者 は、 問屋 株の 類 計に て、 末 

々商人 は不依 何事、 利潤 薄 相 成 候に 付、 百姓の 困窮 も、 元來此 一 ケ條 より 始候 事と 奉存 候、 其 様子 は 

百姓へ 買 取 候 物に は、 下 直 成 もの は 無 數相成 候 故、 以前 一 ケ村 にて 米 百 石 作り 取 候 村 方、 唯今に て は 

五六 十 石なら では 取得ぬ 様に 相 成 候 故、 年貢 上納 も 桕减候 得ば、 乍 恐 上々 樣 にも 御 不勝手に 成 行 可 中 

と 奉存候 趣、 百姓 衆の 物語 も 度々 承 候、 乍 序 百姓の 事 迄 も 取 交 奉 申 上 候、 加 様に 百姓 町人 賣買喰 違 御 

座 候て は、 水と 魚との 様に 無くて はならぬ 百姓 町人の 柄、 敵の 様に 利 を爭候 故、 第一 百姓の 難義に 

相 成 候、 百姓 困窮 仕 候 得ば、 作物 不足 仕に 付、 自然と 町方へ 買 取 候 物 も、 高直に 相 成 候 故、 町人 も 困 

窮仕候 様、 相 成 巾 候、 百姓 町人 は 旁なら ぬ 家業に て、 互に 助 合 候 は、 加 様に 成 行と 申 もの も、 問屋 中 

買の 新株 出来 候て、 利潤 を 得 候 もの 片 落に 成 候 故と 奉存 候、 加 様の 俵 も 御 吟味 被 下 候へば、 四十 年以 

前の 方に 准 候 様に、 寳 買の 風儀 相 改候は i -、 諸國 I 統繁吕 可 仕と 奉存候 事、 

！米崖 仲間 何 崖 仲間と 巾 依、 夾々 上納 を 以て 相 定申候 故、 直 段 高下 も 其 者 共 次第にて、 自由に 取 計候樣 
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に 相 成 候 故、 直 段 下 直に 買 入 候 者 も 格別 高直に 寶拂候 摘、 旣に此 節の 米 直 段に て、 御 推察 被 遊 可 被 下 

候、 舊冬買 入 候 米 は、 雨に 七 斗より 高直 は 無 之、 今年 三月 末 入船の 米 も、 兩に 五斗より 高き 米 屋向 

に 有 之 問 敷 承 候、 然に此 節 一 斗 七 八 升 計と 申なら し 直 段に 相 成 候 事、 何れ 手段 可 有 之 儀と 奉存 候、 此 

節大阪 にて 正 米 一 石に 付 百 二十 目より、 百 三十 目 位 迄 仕 候 由、 江 戶 一 石に 付 三百 目餘に 御座 候へば、 

千 石に て は 凡 三千 雨の 相違に 相 成 候 故、 上方より 澤 山に 米 下し 候て、 利德 御座 候 道理 なれば 差 下し 不 

申に は、 何れ 問屋 向の 仔細 可 有 御 鹿と 奉 存候、 此段御 吟味 御座 候て、 fs- 角賣買 仲間 限 高下 自由に、 不 

相 成 候 樣被仰 付 候 は J -、 一統 難 有 可 奉 存傣に 御墜候 事、 

一大 阪は 北濱 にて 日々 諸 色の 相場 相 立 候 故、 日々 の 高下 御 番所 様へ も 相 聞 候に 付、 町人に て 余 銀 米錢初 

諸 色相 場 高下 日々 相 知 候 故、 町方に て 賨買仕 候 者 も、 夫に 連れ 直 段 高下 一 同に 御座 候へば、 賫買 仕に 

格別の 損 も 無 御座 候 由、 江戸に は 加 様の 儀 無 之 候 故、 本 町 通 杯に て 百 文に 寶候 もの は、 十 文に 直 段 下 

り 候ても、 本 所 牛込邊 にて は、 やはり 百 文に 寶候 樣數々 御座 候 故、 同 物 相 調 候ても 其 家に て 直 段相逮 

格別の 儀に 御座 候 得ば、 兎角 寶 買の 仕方、 我儘に御座候様奉^！^候事、 

1 . 江戶 寺社 門前 地幷 御家人 拜 領地に て、 賫女差 置 候 俄 多 御座 候に 付、 折々 御 吟味に て 遣 以と申 儀に て、 

寶女 被な 捕、 新吉 原へ 被 遣、 地面 は 御 取 立に 成 候 儀、 雞有御 政道と 乍 恐奉存 候、 然ば 請負人、 右 地面 

. ト： 納に相 成 候て は、 賣女差 候 事、 表 向へ 出 候 體に相 成 候 故、 所々 に 賫女屋 多 出来 候に 付、 町人 手代 

共 迄 も、 親方に 損亡 懸候傣 數々、 町人 も 自然と 奢 强成候 故、 家業 怠 候 榇成行 候， 分けて は、 近所に 右 

體の 賣女屋 御座 候て は、 衣裳 も 華美 成 を： 習 ひ、 輕 きもの- - 女房 娘 迄 も、 衣裳 はでに 成 候て、 町人が 

寶女 風に 相 成 候 故、 次第に 困窮 仕 候に 付、 自然と 賣 買の 利潤に も 無 现成事 出来 仕 候 樣奉存 候、 尤賣女 

も 新吉原 計に て不行 届に 候 はば 今一 ケ所も 片端に て、 寶女屋 御免被 成 候て、 町 內に賣 女 屋無之 樣に梠 

成 候 は -、 町人の 身 持 も 宜敷相 成 可 申、 近年 二三 町 出 候へば、 はや 賣女屋 御 座 候 樣相成 候 故、 子供 行 
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  二 四 

镞も惡 敷、 唯 奢の み 長 候 様子に 御座 候 11、 寺社 門 前の 上 地 初、 御 上納 地 にても 賫女屋 差 置 候 儀、 急 度 

御法度と 相 成、 一 町 限 町人 へ 右 御 吟味 被 仰 付 候 はに、 寶女差 置 候 者 も 有 問 敷と 奉存 候、 名主 行司 杯へ 賣 

女屋 より 相 應の禮 物指 出 候て、 差？ I」 候と 申、 世， 問の iF も 御座 候^、 加 様の 儀 嚴敷相 止 候 様 被 仰 付 候 C 

賣女屋 は 右 御免の 場所 計に 相 成 候 はで、 人々， ：1^. 業 怠 相 成 可 申、 町家の 妻妾 下女 等に 至 迄、 行儀の 亂も 

寶女屋 多く 御座 候 故と 奉存 候、 先年の 如く 賣女 屋少き 時節の 形に 相 成 候 は J -、 自然と 男女 姊妹 行儀 も 

正 敷、 家業 第一 に 相 成 可 申 候、 物の 亂は 女色に 御座 候へば、 加 様に 女色 盛に 相 成 候 も、 前 奉 申 上 候 通 

陰氣 盛に 陽 氣衰へ 行、 何から 何まで、 陰陽 和合、 片 落に 相 成 候 故、 天地の 氣候も 不順に 相 成 候 樣奉存 

候、 加 様の 儀 も、 此度御 改の御 序に 御 改被下 候樣、 町奉行 様へ 被 仰 談被下 候 はに、 町人 親方の 者 は、 

廣大雞 有事に 可奉存 候、 此度 町人 共 御 救の 御 慈悲 被 成 下 難 有奉存 候、 右 御 救の 儀、 御 役 勤 被 遊 候に 付 

御 慈悲に あまへ、 愚意の 存付を も 奉 申 上 候、 乍 恐 一通 御 聞 被 下 候 は i -、 重 々難 有奉存 候、 偏に 御 聞 を 

けがし 候 段 恐 入奉存 候へ 共、 近年 困窮 彌增に 相 成 候 故、 存付候 儀 御箱訴 にも 仕度 存候 處、 幸此 度の 御 

慈悲に すがり 巾 候て、 加 様の 僙も奉 申 上 候 得ば、 愚なる 私が 人の 爲 にもよ からん と存付 候， 迷 ひの 念 

も晴 がしと 愚癡の 至に、 恐 多く も不顧 書付 申 候、 前後 不都合の 儀 可 在 御座 候、 其 段 は 御 聞 拾 被 成 下 候 

様 奉 願 上 候、 迚も 御 取 用 ひに 相 成 候 儀 は 不存寄 御座 候へば、 一通 御 聞 被 遊 候 上に て、 必御燒 捨被成 下 

樣 仕度 奉 存候、 萬々 一 御 耳に 止 候 儀 も 御座 候 は i -、 生々 世々 本望 難 有 奉存候 間、 御用 多も不 願、 不調 

法の 段 御高 免 奉 願 上 候 以上、 

天明 七 未年 六月 十七 日  麴町 十三 丁目 五郎兵衛 店  ， 

下駄屋 甚兵街 

伊奈 半 左 衞門様 

御 役所 御 役人 中樣 
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〇 與カ 同心の 事 丼に 木 村 勝 右衛門の 事 

與カ 同心の 號、 中古 は 大家の 提 下に 屬 する 大名 を、 誰某の 與 力と 云、 諸士の 隊長に 從ふ もの を 同心と 云 

此 同心の 中に 名 有る 士數多 有り、 或は 馬場 同心 山 縣 同心 杯 云り、 實 にも 與カ 同心の 字義 左 も 有べき 名目 

なり、 ^當家 御 治世に 至て、 組 付の 者の 通稱 となる、 當時 庶組與 力と 稱 する 物 は、 御 目 見 以下の 平士、 

同心 は 歩 卒の稱 なり、 去れ 共以 IS は 幕 椅の士 の 二 男 三男、 或は 弟を與 力に 被 召 出た る 事、 徂徠が 書け る 

物に も 見えたり、 其 子孫 今 も與 力に 無にし も 非す、 其 後 は 諸家の 浪人 或は 鄕士の 類 を 被 召 抱、 今以て 一 

統に其 風俗な お、 右の 類 御 譜代 は 稀に て …多分 御 抱 入 なれば、 其 子 督相續 はなら ざれ 共、 親々 の 勤 功 を 

以て、 其 跡へ 嫡子 を 御 抱 入られ、 各數 代相續 す、 又 不慮の 事に て、 與カ幷 同心 闕 出来れば、 仲間の 者の 弟 

を 其 闕へ召 出され、 又 先任の 妻子 路頭に 立 類 は、 其 親族 を 召 出されて、 其 妻子 を 撫育す る も 有り、 是皆 

時の 頭の 指揮に 任す、 又與カ 同心 御 宛 行の 事 は、 御藏 奉行へ、 時の 頭の 證文を 以て、 我等へ 御 預けの 與 

力 一 人 分 高 二百 石 四つ 物 成 積り を 以て、 春 御 借 米 何程 請 取と 申 文書な り、 同心 准 之、 御代 長久に 仍り、 

元祿の 頃、 稍 華奢 蹈諛、 世に 行れて、 京都 町奉行 瀧 川 山城 守、 (始丹 後 守) 過分 Q 私曲 露顯 して、 江府へ 

被 召、 御 役 召 上られ、 半 知 小 普請 入 被 仰 付、 同 與カ大 塚 藤兵衞 は、 永の 御 暇 被 下、 其頃は.^「の如く世に 

金銀 不乏、 繁榮 の折抦 なれば、 金魚の など 云 贈 有り、 夫 は 曲 物に 小判 壹分を 詰て 贈ぬ とぞ、 其 外 年頭 

の 扇 子宮に は、 無名の 金 多く 有 之、 奴婢の 輩 之 を 執 次て 押領 せし 咄 など、  < 小が 幼年の 頃 之 を 聞り、 仍て 

其 砌嚴令 有て、 諸 士の風 大に改 り、 一 清廉に 成しが、 又 規矩 亂れ て、 以前よりも 諸 士の心 卑陋に 成た 

リ、 然れ 共、 勤抦は 段々 品宜敷 成て、 以前 は 御城 勤番 與カ 計、 常 上下に て 御 場の 與カ は、 略服 を 着せ 

しが、 近年 諸國 一統に、 與カ 上下 勤に 成り、 又 七夕 八朔 白 帷子、 年頭 歳暮 計 慰 斗 目 着用せ しに、 今 は 恐 

悅、 上巳 其 外 式々 御直參 同様に、 與カも 慰 斗 目 着用す、 叉 御家人 拜借余 被 仰 付 節 も、 高 二百 石 割 金を拜 

借す、 直參の 面々 と差别 無く、 其 上 近年 は 嫡子に 見習 勤め 被 仰 付、 別に S! 宛 行 は 被 下 ざれ 共、 諸 御用 諸 
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役 父子 立 並んで 勤む、 其 體御 譜代の 勤に 異ならす、 斯く 勤の 品 は 能 なれ 共、 家僕 を 召 置 事、 以前と は大 

に 異なり、 四 五十 年 前 迄 は、 銘々 若 黨を召 仕ぬ 者 はなく、 出替り 時には、 蒂刀 奉公人 は 袴 を 着し、 先主 を 

申立、 目見えに 成る、 奴 僕と も 遠 ふ 故、 小玄關 杯に て、 目！ 2^ え を 請る、 然共 大方 は 相應に 譜代 者 有 之、 

斯様の 新參を 抱る 者 は 寡し、 外に 中間 二人 欺 三人 は 召 仕 ひぬ、 余 杯 も 其 通な り、 當時は 若黨を 略し、 中 

間 も 二人 程に て濟 し、 其 餘 御用 出 役の 時 は、 皆 日 雇に て濟 すなり、 與カ體 の輕き 者と いへ ども、 凡 騎士 

に は 上下 十 人 無て は、 軍役 足らぬな り、 家中に て は 主人の 借人と 云 事 も あれ 共、 公儀に はなし、 尤 小身 

にて 馬 を 持 事不克 は、 廳懸 りの 者 は 略し、 又若黨 一 人 は 略しても、 責て 軍役の 半減、 五 人 程 は 召 置べき 

事な り、 石黑 三十 郞計 は、 若黨兩 人中 五 人 召 仕 ひぬ、 其 外 も 相 應に人 を 仕 ひ、 唯，^ r の 風俗の 如くに は 

非す、 當時は 斯様の 肝要の 事 を 略す る を、 儉 約と 心得、 銘々 が 無益の 奢 は 改る心 更にな し、 當時關 東の 

御風 俗 行渡りな ば、 追々 に は 風俗 直るべし、 近年の 様子 は、 田 沼 氏の 餘風遠 國迄も 行渡りて、 我 もく 

と 時の 頭へ 阿り SS ひて、 御 奉公 を 次に し、 頭の- 2： 證へ取 入り、 其 陰に て 時め かん 事 を 欲する 故、 士風は 

露ち り 程 もな く、 奸曲 薄情い はん 方な し、 町家 を 貪りて、 己が 富貴 を 求る 歟と 思へば、 左に も 非す、 貪 

溜て は それ を 以て、 江戸の 權 ！：、 時の 頭 諸 大名へ 立 入の 賄赂 とし、 己 は 貪り 暮す 故に、 日 を 追て 借金 重. 

り、 分限 不相應 の大借 持と なり、 各內 證の窮 する 事 は、 昔に 百倍せ り、 稀に は是を 避る 者 有れ 共、 夫 は 

のけもの 、様に 成て、 人前に 辱ら れ、 責ても 浪人せ ぬが 仕 合と 云 計な り、 期る 惡 風を拂 ひかね 給て、 白 

川 侯 御 袖 佐に 至て、 庶 組の 與カ御 出！ 〈有りて、 江戶 にて は、 石 河 土 佐 守 組 與カ吉 田 忠藏、 京 は 池 田 筑後守 

組 與カ木 村九郞 兵衞、 妻 木六郞 兵衞、 大阪は 松 平 石 見守 組與カ 安井 新 十郞、 同心 布川嘉 右衛門、 各 永の 

御 暇 を 被 下、 其 徒 を恐愼 しめ 給 ふ、 尤御 吟^に 及ばれば、 一 銃の 難 義眼 前 なれば、 夫と なく 唯 勤方不 

宜 との 趣に て、 銘々 御 暇 を 被 下、 故に 一 統に不 及、 義に當 る 者、 貧乏鬮 を 取た る 如く、 不及 是非、 其餘 

は無恙 こそ 御 憐愁の 仁政 なれ、 されば にや 今度 京都の 大變 に、 與カ 同心 深く 類燒し ぬれ 共、 拜 借の 御沙 
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汰無 も， 是 迄の 不正 を咎 させ 給 ふ 成べ し、 適 潔白の 者 無にし も あらね 共， 一 統 の御咎 は遁れ やらす、 是ー 

非な き 次第な り、 總 じて 三ケの 津、 其 外諸國 にある 勤番 一 と 通り を務 る、 他 組の 與カ 同心に は、 此 患な 一 

し、 御 政務に 預る町 組に は、 古来 折々 此變 有り、 吁 五十 有餘年 以前、 余が 仕官の 初の 頃 は、 元祿寳 永の. 一 

華 風を改 られ、 有德 公の 御 功の、 海 內へ行 届きし 折 なれば、 世の 風俗 正に 歸 して、 末々 諸 土の 風 も 格^へ 

なりけ らし、 其 頃 我 黨の上 坐 は、 石 崎 喜 右衛門 石黑 三十 郞木村 勝 右衛門 等な り、 喜 右 衞鬥は 稀 年の 老人 一 

性質 廉直に して、 究て人 和 を 得たり、 是が 吟味す る を 聞に、 先始に 白洲へ 呼出した る 者 共へ、 寒暑の 挨. 一 

拶し、 今日 廳へ 出た る 事を勞 ひ、 而 して 吟味に か.^ るに、 咄を する ごとし、 仍て 諸人 喜 右衛門 吟味 懸 リー 

と 聞つ は悅 ぶ、 陰 にても 喜 右衛門 樣と樣 付に 噂せ り、 余熟此 老人の 意 を 測る に、 廳は 諸人の 怖る- - 所な 一 

れば、 夫へ 出る 初めより 場所に 權 は備れ り、 然る を 役人 權を 以て、 威し 尋る時 は、 其 者 狼狽し、 言葉 顚. 一 

倒して、 理義を 云 解 事 不克、 夫 を 叱れば、 彌 前後 不覺 にう ろた へて、 吟味の 筋 分らす、 是權 過て 吟味 C 一 

害な り、 故に 出た る 者に、 先づ 安、 む を させて、 其 事を演 させ、 其 中に 不 直の 事 あれば、 理害を 云 聞せ 叱. 一 

るべき を 叱り、 賞すべき を 賞す るが、 吟味の 本意と おも ふ 成べ し、 最 さるべき 事な りと 思 ひて、 我 も此. 一 

矩を用 ゆと すれ 共、 素より 愚 不肖 なれば、 此 老人の 眞似 はなら ざり しなり、 三十 郞は 言語 尖なる 様 なれ 一 

ども、 告 直言 なれば、 人な ベて 承伏す、 勝 右衛門 は 又 喜 右衛門に 反して 大に權 を 用ゐ、 都て 誰に 對 して】 

も、 相手 をー吞 にす る 質な り、 何れの 奉行 頭 も、 勝 右衛門に 對 して は 、呑れ て 見えたり、 是 庸人の ならぬ-一 

事な り、 寬濶 云ば かり 無し、 常に 御 役所に 於ても、 毛 蒲圑を 敷せ、 其 上に 大胡坐 かき、 下役 を 遣 ふ 事、 一 

我 從者を 遣 ふが 如し、 陰に て は そしれ 共、 是に對 して は 違背す る 者な し >  其 身 一向に 文字 無し、 擧文 ざ. 一 

たは 犬に 嫌な り、 唯 當理を 以て 事 を 計る 才子な り、 常に 自ら 謂ら く、 我 は 大人に^る べき もの、 よしな.； 

き 所へ 生れ 出たり と悔 めり、 之 を 廣大に 論じて みれば、 太閤 秀吉 などの 質、 斯ゃ あらんと 思へ り、 耳順. 一 

の 頃 迄 役義を 勤め、 跡 を 粋に 渡し、 其 身 は 夫より 紀伊 侯へ、 釆地 二百 石に て 召 出れ、 八十 歲 にて 物故せ； 

.  .  二  *  i 
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り、 其頃此 三人 前後に 寡な き 上々 吉^ 立 物な り、 西 組に もさる 者少 * は 有れ 共、 人是を 評せす， 唯 東 組 

の 一 二人の 事 をのみ 云り、 其 頃大阪 にも 西 組 與カ永 田 官兵衞 は、 寬濶木 勝に 優りて、 世に 名高し、 其 夙 俗 

は 勝 右衛門と 表裏 すれ 共、 意 は 一 なりと 聞ぬ、 此勝 右衞門 常に 云 は、 各の 様子 を 見る に、 譬ば人 を 議論 

をす るに 相手と 相氣に 成て 鎗 先へ 向 ふ 故に、 人に 負るな り、 一 の 氣を拔 がよ しと 云り、 或 時 西 奉行 本 多 

筑後 守、 勝 右衛門 を 怒らる- -事 有て 呼よ せらる、 勝 右衛門 始 より 是を 察して、 さりげなき 體 にて 參 向す 

則 居間へ 招る. -に、 傍に 蘭 鉢 有り、 勝 右 衞門是 を 見て、 殊の外 蘭を譽 め、 段々 手 人の 事 を 語る、 始は筑 州 

不與氣 に 聞 居られし が、 勝 右衛門が 申 事 一 々心得に 成 事 計 なれば、 尙其 次第 を 尊ら る. -に、 明細に 秘傳 

杯を述 ぶ、 筑州 兼て 蘭 を 好まれ、 是迄隨 分 乎 入せられ しが、 今日 勝 右衛門 物語 を 聞ば、 皆 尤左も 有べき 

事な り、 圖らす もよ き 傳授を 得たり とて 犬に 入 興し、 肝要の 用談 は 忘却して、 酒菓を もて 勝 右衛門 を饗 

して 歸 されぬ、 是 常に 云へ る 相 氣を脫 したる 所な り、 容易なる 様に て 普通の 人 は此仕 こなしが ならぬな 

り、 夫に 就て を かしき 事. ゼり、 一 とせ 御 暇 を 申し、 有 馬 人 湯せ し歸る さ、 大阪へ 出て、 芝居 を 見し に、 

其 頃 嵐 三 十郞 とい ふ 立 物 役者の 替名を れば、 石黑喜 右衛門と 有り、 など やらん 紛敷 名な りと おも ふか 

ら、 考が へみれば、 京都 芝お にて 立 者 類の 家老の 名に 松が 根宫 兵衞、 とこせ 宫兵衞 など、 呼蔡 ちょこち 

よこ り、 此れ 石黑喜 右衛門に て、 我 も 心 付き、 拉は京 役人の 名 を、 大阪 にて 用 ひ、 大阪 役人の 名 を 京 

にて 招る 事ぞ と、 初めて 心 付ぬ 今 は 夫 ほど 名の 通りし 役人な き 故に、 芝居の 替名 にも 相 ひぬ と 見えし、 

俳諧師 半時 庵が 質 も、 木 勝に 似た る 事 多し、 或 時 何と やらん 云る 俳士、 淡々 を 難す る 事 有て、 彼 庵へ 推 

參し、 淡々 を 云 伏ん と 案 內を乞 ふ、 淡々 是を 察し- 1 と へ 招 じて、 拉彼士 が 其 年の 歳暮の 句 を、 歳旦 

帳に て 拾 ひ 出し、 よく 覺て さあらぬ 様に て 立 出、 互に 初 對丽の 挨拶 濟て、 拉彼士 に 向 ひ、 漦て 足下に は 

面 會致度 事 侍りし に、 よくこ そ 訪ひ洽 へ、 <\ 貼の 儀 にても 侍らす、 此^ 何 の 許より、 足下の 歳暮の 句 を 

翁が 春帖へ 寄られたり、 此句 唯なら す 感慨の 錄 りに、 足下の 床し かりし 杯 聞え ければ、 彼 士も思 ひ 設け 
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^事 たれば、 で 愚 詠の 左 耳に？ なるべし とも 覺 えす、 唯一 通りに ェ案 せし 計な り、 さる を斯く 御^ 

；-に 一. おる は、 本懐の 至な り、 あまた C 屮に、 拙き 詠 をよ くも 覺ぇ給 ふ 物 哉と 答 ぬれば、 されば 當 妙の 句 

は、 句者必 左^に 思 はぬ ものな り、 我耄 年に 及ぶ と雖、 か、 る 純 粹の句 は 忘却す る 事な しとて、 句 者 も 

しらぬ 事 を 六ケ敷 取な して、 其 句の 遠大なる.^ をく り 返し 稱 する 故に、 彼士 始めは 仕 相 心に て描參 せし 

が、 老翁の いと， りん 勝 氣に賞 1^ する を 聞き、 あやにく に 心 和らぎて、 是迄此 翁の もとへ 立 寄らざる を悔 

み、 夫より 門人と 成しと やらん 承りぬ、 是淡 翁が 計略な り、 其 事 を 論じて、 勝て 益な し、 負て は濟 す、 

所詮の いて 通す るが よしとの 心なるべく、 右の 蘭咄に 似た る 事故、 因に 記す、 

〇 江戸 芝居 役者 市 川 九 藏が事 - 

無益の 事 は 幾と せを經 ても覺 ゆると しもな く 忘れぬ ものな り、 我の みか 誰れ も爾 なり や、 余 幼より 劇場 

好に て、 あらぬ 事 を覺ぇ 居て、 人の 用に 立た る 事 有り、 八文字 屋自 笑と いへ る 草 紙屋、 年々 役者の 評判 

記 を 出す 板 元にて、 世に 知る 處 なり、 一とせ 何等の 引 事に や、 江戸 役者 巿川九 藏と云 者の 事 を 書ん とし 

て、 自笑も 其 事 安定なら す、 其師蕪 村に 尋ても 不知、 蕪 村 云 か、 る 事は杜 口よ く 知れり、 此 翁に 尋 見ん 

とて、 余に 問 之、 余 言下に 答 云、 市 川 九 藏は我 も 不知、 去ながら 享保三 四 年の 頃の 評判記に、 江戸 t お 衆 

形の 卷 頭に 記し、 上上 吉角 鬉巿川 九藏、 第二 付 上上 吉 川 門 之 助と； p^、 皆 團十郞 (後 海老 藏) が^？-子 

なり、 九 藏は藝 を 以て 鳴り、 門 之 助 は 丸に 一 文字の 紋 にて、 丸 市と 猇 して 男色 を 以て 世に 鳴る、 九藏と 

云 は、 圑十郞 が 幼名な り、 其 器 を 撰て 弟子に 其 名を讓 り、 往々 は 三代 目の 圑十郞 にせん との 心なり しが、 

九藏事 不幸 短命に して 死す、 來. E 如 斯と咄 ければ、 燕 村 手を拍 て、 此の 道の 博覧 誰か 翁の 上に 立べき、 

歌人 は 居ながら 名所 を 知る の理、 此 答に 知られた りと 笑 ひぬ.、 實 にも 我ながら 何の 役に も 立ぬ 事 を、 よ 

くも 覺居 ける 事 ig と 可 笑 かりき、 吁 往事 遙 なり、 共 i つ 代の 役者 を 思 ひ 出れば、 名人と 呼れ し 坂 h: 脇十郞 

も、 旣 になく 成 ぬれ 共、 大和 山 甚左衞 門が 和 事 坂 E を 欺く 計、 世の 人 頻に賞 すれば、 澤 村長 十 郞是に 謎 

I  <  1. 1 九 


れて 浪華へ 逃て * 彼 地に て 時め きたり、 此外山 下 京 右衛門、 芳澤 あやめ、 藤 川 武左衞 門、 金子 吉左衛 門 

など を 始め， 名 有る i< 者 多 かりし、 今の 役者の 如き、 同日の 論に 非す、 さの み 書 つらぬれば 役者 評判記 

に 似る 故 停舉、 
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〇 古 劇場 役者 

. 江 戶 芝居 役者 市 川 九藏事 を、 余が 審に答 ふる を、 傍に 在る 春 山と 云る 誉老倩 聞て， 己 も 形 Q 如く 芝居 好 

にて、 凡 五十 年来の 役者 は、 小 詰の 者 迄 も 悉く 知れり、 翁 は 又 己より 十の この かみ なれば、 古き 役者 を 

知 給 ふは理 りながら、 江戸 役者 迄の 事、 審 なる は 奈何と 問、 余 答、 されば、 我 友に 山 田 源 吾と 云る 竹馬 Q 

友 有り、 齒も 同年に て、 同僚 山 田 源兵衛 子な り、 幼より 余と 心 一 致して、 弱冠の 頃 迄、 刎頸の 因 をな す、 

然るに 源 吾 伯父 中島 久左衞 門 は、 有德院 殿の 御供 をして 關 東へ 下り、 御 小 納戸 を久敷 勤ら る、 此 久左衡 

門の 計ら ひに て、 源兵衞 子供 を あれ 是： d 戶へ呼 寄せ、 直 參士の 養子と す、 源 吾 も はたち 前後の 頃、 呼に 

来て、 高 林 家 を相續 して 藤 四 郞と改 む、 素より 信 友に て、 互に 芝居 好 故に、 江戶 狂言の 替り目 毎に、 筆 

まめに 始終 を審に 書て 佘が 許へ 送る、 凡 半切 一 卷程宛 Q 狀、 堆く 溜りぬ、 面白き 物 なれば、 折々 懷舊し 

て 取 出し 見たり しに、 是 さへ 今度 京都の 灰燼と 成ぬ、 是 故に まのあたり 見た るよりも 委き事 多し、 藤 四 

郞事 程なく 一 ッ橋御 守 殿の 御 用人と 成り、 主計と 改名し、 後に 御 番頭と 成り、 彌兵 衞と改 む、 生 質 才人 

なれば、 切 部 卿 君に 出頭せられ ける 故に、 後年に は 芝居 事の 通路 も 止み、 中老に て 物故す、 我江戶 役者 

を 知し は此友 故な りと 答 ふ、 春 山 云、 實に さも 侍りなん、 さあら ば、 名に お ふ 役者 を 問ん、 山 下 京左衞 

門 はいかに、 答、 人品よ く殊外 和ら かなる 者な りし、 我 子供の 時 故、 其 可否 は 知らす、 問、 片岡 仁左衞 

門 はいかに、 答、 犬なる 男の すさまじき 者な り、 元 敵役の 大將 なれ ぱ、 後 迄 も 恐ろしげ なる 男な り、 聲 

はとん と不 出、 人が 毒を飮 せたり と 其 頃 云り、 是又藝 の 可否 は 不知、 問、 篠塚次 郞左衞 門 は、 答、 是は 

肥 ふくれて 少し 下卑た る 男の 様に 見えたり、 後年に 比せば、 姊川新 四郞を 今少し 肥させた る樣 なり、 問、 
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竹 島 親 幸 左衞門 は、 答、 是は 大阪に 居りて 京へ 登ら ざれば 不知、 問、 金子 吉左衞 門 は、 答、 是も 同斷、 

問、 柴崎林 左衞門 は、 答、 是 は只尤 らしき 家老な りし、 享保元 二の 頃、 Ei: 姓 爺 淨瑶璃 出始めの 時、 カン 

キの役 を 人 g£ たり、 我 も： 12- たり、 錦 照 女 山 本 歌 門、 老ー官 藤 川 武左衞 門-母 芳澤 あやめ、 和 藤 內榊山 (祖 

父) 小 四 郎、 小む つ 菊 川 喜 世 太郞、 李 蹈天三 保 木 義左衞 門、 貝 勒王菊 左衞 門、 殊の外 大 はやりに て 有 

し を、 幽に覺 たり、 四條 南側 都 萬 太夫 芝居に て、 三階 梭敷 有し 頃の 事な り、 問、 大和 山^ 左衞 門 は、 答、 

殊 Q 外ぬ るき 物な り、 人品 はどう もい へす 上品に て、 藝の體 常の 事 を 見る が 如し、 子^心に も 上手 さう 

なりと 見えたり、 享保 五ケ やの 冬、 大阪へ 初 下りに て、 彼 地に て 犬に 名人の 名 を 取り、 翌六 年に 死せ り、 

問、 芳澤 あやめ、 答、 是は 評判記に も 位 を 付けす、 三ケ fi: 無類と 有り、 藝の體 全く 女な り、 あまへ たる 

様な 口 跡に て、 始終 地藝 計に て、 所作な ど はせ す、 彼が 子供の 中 にても、 富十郞 弟の あやめが 藝風、 少 

し 親に 似たり、 一と 年 立 役に 成て 芳澤權 七と 名乘 出たり しが 以の 外不當 りに て、 唯一 年に て 元の 女形に 

成たり、 あれ 程の 名人が、 立 役に 成な ば、 さぞ 一流 有て 面白から むと、 諸人 待設 たる 所に、 藝の樣 子、 

眞 女が 男に 成た る 様に て、 基 行 屈 かざりし、 是を 却て 芝居 好 はことの 外稱 美して、 女形の 本意、 斯 こそ 

有べ けれと 譽 たり、 八重 桐 萬 菊が 荒！ $、 菊 之丞富 十郞が 所作事 も、 是に 比すれば 位 劣れり と 云べ し、 問、 

小 佐 川 十 右衛門 は、 答、 是 はもと 何れ やらん の 家中の 士 なり、 生得 惰弱に して、 好んで 役者と 成る、 I 

とせ 彼 親類の 國侍、 芝居へ 來て、 重 右衛門 事 本名 小 佐 川 を 以て 役者の 苗字と し、 世に 耻を 晒す 事、 人 非 

人な り 討って 捨る 問、 卜 右衛門 を是へ 出せと 罵し を、 芝 ^の 者 色々 是を 宥め 歸し ぬと 聞り、 實 にも 藝 

風 全く 侍と 見えて；.. - 就中 m 十七 人の 大岸 { 呂內 (良 雄 事) など を、 其 世に 是^に する 役お は 一向 無り し， 

仏 野 川 萬 菊 上 小太郞 (後 左 E:) などが カ太郞 (大石 主稅) にて 名 を あげし も、 此小佐 川が 引 廻し 故な 

りと^ 人い へり、 重 右衛門 事極老 迄：^ ル 命して、 目 も 盲 ひ、 貧困に 迫りし も、 芝 店 方の 者憐 て、 後に は大 

^"衩 などの、 親父 方 を させ 盲人ながら 勤 之て、 享 保の 末に 死せ り、 問、 音^ 次 三郞 は、 答是 もさば き 
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家老な り、 一 體癖 多き 役者な り、 少し ちんば 故、 夫 を 隱す爲 とやらん 云り、 問、 一 S 河 武左衞 門、 答、 是ー 

ま 何となく 恐し き 親父な り、 幼心に も 上手と 見えたり、 今の 世の ごとく 惡 人に を かしみ 更にな く.， また 一 

さした るけ やけき にくげ も 無し、 唯 自然の 惡人 なり、 小 野 山 宇治 左衞門 は旣に 死、 三 原 十 太夫 は 大阪に 一 

ある 故 不知、 澤井菌 右衛門 は 劣り、 片岡仁 左 衞門は 立 役と 成り、 敵役 は 切目な り、 遙 次なる 宮崎義 平 太 一 

計 は、 にくき 中に も を かしみ を 兼たり、 問、 山 田甚八 は、 答、 山田甚 八、 玉 河 源 三、 百 人 首 源 三 皆 道 外 一 

方の 上手、 中に 甚八は 生得の あほうと 見えたり、 百 人 首 は 後に 和 事 仕に 成 ぬれ 共、 道 外 程に 不至、 玉 川； 

は 下卑た る 道 外にて を かし さは 玉 川が 隨 一 なり、 幼年 Q 時、 十：： 人山 正阿彌 座敷へ 玉 川 を 呼て、 色々 所作事； 

を させし に、 女形の 所作 杯 類 ひなく、 面白 かりし を 幽に覺 たり、 舞臺 にての あほうと 違 ひ、 所作き 拍子： 

事、 拔 群なる 故に、 其 頃 方々 の 座敷へ 呼れ て はやりし なり、 問、 時め ける 色 有る 女形 はいかに、 答、 霧 一 

波千壽 は、 最早 素人に 成て、 霧 波 文左衞 門と て、 油屋 をして、 千壽油 とて 大に はやりし なり、 巿村玉 柏 一 

さかりの 頃 は、 大阪に 居て 不知、 後に 京へ 来りし 時分 は、 早 盛り 過て 一 通りの家老の女房な.=^、 山 本 歌 _ 

門 は、 其 頃の 色事 仕、 近年の 中村久 米太郞 杯の 類、 器量 もよ く、 露の 女の ごとし、 霧 波 瀧 江 も 盛り 過ぬ 一 

れど、 藝 さっぱり としてよ き 女形な り、 尾 上 左 門は始 小次郞 とて 若衆 形に て 名を發 し、 後 女形に 成て 益： 

評判よ く、 山 本 歌 門と 並びた る 色事 仕な り、 荻 野 八重 桐 は、 難 波 女形の 卷頭、 袖 崎 歌 流 はよ し澤 あやめ 一 

に績き 女形の 古老、 同 和歌 浦、 器量 は 勝れね ども、 武道 其 外 功 者なる 女形な り、 後に 和歌 浦 金十郞 とて j 

立 役に 成しが、 女形より は遙 劣れり、 さの 川 萬 菊 もとより 色事 武道 4^ ハ によく、 其 頃の 利 物な り、 藤 岡大ー 

吉も色 は 薄 けれども、 はっきり としたる よき 女形な りしが、 後に 立 役に 成て、 さの み 宜しから す、 袖 崎 一 

歌 流 は (歌 流 佐 和 右衛門と 改) 立 役 以後 も尤 らしく、 柴崎林 左 衞門を 見る 樣に 有し、 其 外 一 々評せす 盡ー 

期な からまし、 先 は 右に 記す る 分、 正德 より 享保初 頃 迄の 立 物 役者な り、 同 頃 江 戶の立 物 は、 中付傳 j 一 

郞、 中島 勘左衞 門、 生 島 新 五郞、 村 山 平左衞 門、 宫崎 傳吉、 市 川 圑十郞 (後 海老 藏) 松 本 小四郞 (小 次. ^ 
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郞君御 誕生 以後 幸四郞 に改) 市 川 圑藏、 富澤半 三郞、 小 河 善 五郞、 悪方 は 山中 平 九郞、 大谷廣 右衛門， 道 

外、 仙石彥 助、 親 仁 方、 四宮源 八、 花 車 方、 袖 岡 政 之 助、 女方、 淺尾十 次郞、 早 川 初瀨、 中 村 源 太郞、 一 「1 

條勘 太郎、 藤 村 半 太夫 等、 若衆 形、 市 川 九藏、 市 川 門 之 助 右 各 立 物な り、 され 共.：： i 戶 役者 は、 我晃 ざれ 

ば 評しが たしと 答ければ、 春 山 聞て、 其 世の 役者の 事大 凡 は 知れぬ、 我 も 其. 中に て澤 村長 十 郞は覺 たり、 

父^ 谷- 械十郞 を もろ 覺に 知りぬ、 是は 右の 立 物の 內に 無き は 奈何、 答、 權十 郞藥、 其^ 專ら勤 居 たれ ども、 

この 權十郞 や、 姊川新 四郞、 榊 山 小 次郞、 坂東彥 三郞、 村 山 平 十 郞の類 は、 若手の 利 物と 云 計りに て、 

未だ 立 物の 部へ は不 入、 嵐 三右衞 門 は、 若輩 なれ 共、 難 波 三代の 座 本 故、 役者 仲間 にても 是を 立て 立 物 

部へ 入れたり、 其 外 杉 山 平 八、 民 屋四郞 五郞、 櫻 山四郞 三郞、 風 三十 郞 など は、 先 は 立 物ながら、 藝少 

し 劣 たれば、 前に 記せる 立 物 名前に 省 之、 後に 名高 かりし、 澤村音 右衛門 杯 は、 其 頃 は 小 詰な り、 中年 

より 犬に 評判 出て、 大立 物に 成しな り、 桐 谷 事 元 敵役より 出 たれば、 物す ごき 事よ し、 .S 井 li: 雪、 石 川 

五右衛門の 類 殊に 宜し、 藝風は 近年の 中 村 (故) 十藏が 如し "十藏 ふる ひ聲 にて. 勿體 をつ けたる を、 今の 人 

は 桐 谷 を 知ら ざれば、 十藏が 工夫の 様に 思へ 共、 左に は 非す、 全く 桐 谷が 形 を 取て 遣し なり、 桐 谷 は 元 

素人に て 京都 何某と 云 立 花 さしの 子な り、 然るに 京 町奉行 西 組の 與カ野 村 某 は 立 花 を 好み、 池の 坊の會 

頭に て、 桐 谷が 親と は 同門に て、 殊に 交 深し、 去に 仍り、 桐 谷が 役者に 成し 事を傳 聞、 以の 外に 怒り、 

彼が 親 は 篤 貪 神妙の 者に て、 我 無二の 友たり し、 其 枠と して 河原者に 成 下り、 世に 耻を さらす 事、 言語 

道斷 なり、 彼が 親 は 菜 ぬれば、 我 其 親に 成替 りて 強く 辱し めて 役者 を 止させん と、 桐 谷 を 待 けれども 

桐 谷 は大阪 役者に て、 .t 小に て は 取らす、 三 保 木 義左衞 門 は 京 役者に て、 大阪 にて 利かす、 夫 故 桐 谷す へ 

は久敷 来らす、 享保十 年の 冬、 南側 佐 野 川 萬 菊 座へ 立 物に て 登り、 引越の 届に 奉行所へ 出る を 兌て、 野 

村待設 て、 彼 を 自分の 宅へ 召 呼び、 ^玄關 前の 土 II に 蹲踞 させて、 兼ての 有 增を申 聞せ 大に 叱り， 共 方 

唯今の 身分 は 人外の 者な り、 仍て 土間に 呼出して 敎誨 す、 心 を改て 役者 を 止な ば、 床上へ 招て 基 方 父が 
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交り を復 すべし と 云ければ、 桐 谷淚を 流して 拜 謝し、 難 有 御言 葉に 预り帶 で是を あだに 可 承、 早速 御敎 

誨に從 ひ 奉る ベ き 義に候 得 共、 爱に 難儀 當 惑の 事 有 之 候、 此度 京都 へ 罷登候 も、 當時 役者 立 物と 申 物に 相 

成 居候 故、 過分の 給金 を 以て 被 招 候 得ば、 今日に 至り、 に 身 退 候 镜宪當 り 難 仕、 且又 斯 計り 落下り 候 

へ 共、 唯今 立 物の 儀 故、 私に 屬 する 者 多く， 私 一 人身 を 遁候時 は、 渠等 路頭に 立ても 難 見捨、 卑敷 家業 

の 中 にても 義と申 者 は 有 之、 是を捨 ん事難 忍 所に 候、 所詮 斯墮落 仕候ヒ は、 彌 人外と 思 召し、 私事 御捨 

下さる べしと、 流石 大立 物の 辯 舌 を 以て 述 ければ、 野 村 も 此上は 再 面すべ からすと て、 桐 谷を歸 しぬ、 

其 年 一年 京 を 勤め、 二の 替に石 川 五右衞 E をせ し を 我 も 見たり、 相 立 もの 中 村 新 五郞を 欺て 金 を 取し 段 

杯、 物凄く 面白き 事、 又 外に 仕手 も 有 まじと 思 ひしが、 藝風 京へ 向す して、 其 年の 暮に大 阪へ歸 りぬ、 

斯く 役者 一 人 づ-- を 辯せば、 - 此末翁 草 百 卷を書 汚す とも 盡 せじと、 獨 笑して 是 より 角力の 嘩へ 移る、 

〇 古 角力 取 

正 德の頃 白山 新 三郞と 云關取 出て、 世に 名を發 し、 續て 大山 次 郞左衞 門、 兩國梶 之 介な ど、 皆 世に 知ら 

る、 大相撲な り、 是等 或は 死し 或は 角力お くれて、 余が 見始 たる 頃 は、 山 K 嶽 右衛門と 云 大男、 七 尺 計 

有しが、 白山と 遠 ひ、 男 振 不宜、 天窓ち いさく、 角力 も 下手の 方 故、 さの み 賞 せす、 其 頃 世に 鳴りし 

は、 雷電 稻妻 兄弟 をな ベて 最 負す、 婦人 擧 つて 雷電 を 見に 行く、 雷電 は 大兵 美男、 稻妻は 小兵 手 取な り、 

雷電 源 八 は 大阪に 於て 溢れ、 所御拂 にて 日 薩 ものに 成り、 年 を 經て後 石山 與 右衛門と 改名して、 又 角力 

へ も 出 ぬれ 共、 始 ほどに 評判な かりし、 明 石 侯 相撲 を 好 給 ひ、 其 頃 は 西の 片屋 は大 かた 明 石の 抱に て、 

皆 上手な りし、 中に も 片男浪 蝶 之 介な ど を 人 賞せ り、 今と 違 ひ、 よき 相撲 a 々より 出て、 誠の 大 角力な 

りし、 今の 幕 內の者 は、 其 時の 中 相撲に も 劣れり、 され 共 番附計 は、 今の 方が 人數も 多く、  ^より 角力 

大きなる 様に 見 ゆ、 前 は 大關關 脇 小結 前頭 合 九 人歟十 人、 幕 外 一 番 取の 角力 五六 人な り， 今 は 前頭と 云 者 

三十 人餘も 有り、 總人數 も あまた 書 立れ ども、 末 は 名 もな きもの、 唯 景氣に 書 つらねた る 而已. なり、 前 は 
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人數 すくなき 樣 なれ 共、 末の 者 迄 悉く 人の 知れる 角力な"、 故に 抑取懸 りの 翁 角力より、 一 々東西の 名 

を 呼て、 勝負 附に 書顯 しける に、 當時は 始の程 は 神事 相撲 歟、 素人 角力の 如くめ つた 取に て 誰 化る 者 も 

なし、 萬づ 薄情 輕薄、 當 時の 風俗 成け らし、 明 石の 角力 も、 皆々 取お くれし 頃、 高松侯專ら^^：カを好せ 

られ、 谷風と 云 名に あ ふ關取 出て、 讚岐の 角力 各 名 を 得た お、 谷風 死して 後 は、 西國 とい ふ (異名 を-? 

と 云耳大 なる 故な り) 關取大 に 時 を 得て 是に捷 者な し、 渠が 刎に 逢て は、 誰々 も堪 て 土 依 を 飛 出る、 誰 

なりし や 名 は 忘れたり、 此刎 を堪る 稽古に、 五斗 俵の 小口に て、 己が 胸 を 突せ て、 是を堪 へ 課せ、 さて 

西國と 手相せ しける に、 二度 迄は堪 へし、 三度 目の 刎に 土俵 外へ 刎 出された りと 聞ぬ、 八角獨 こそ 西國 

に 勝て 名を揚 つれ、 其 餘は是 に 敵す る 者な し、 然るに 元 文の 頃、 仙臺の 角力 丸 山と 云ふ關 取、 白山 以来 

の 大男に て、 尺 七 尺有餘 有り、 關脇 沖の 石、 小結 七ッ 森、 前頭 秀の 山、 村菅 杯、 一 塊 登り 來て、 西方の 

角力 榍ケ崎 八 角 相 引、 秋津島 以下 名 有る 角力 を 悉く 挫ぐ、 此 角力 祇園 北 野に て 舆行大 に はやり、 專ら仙 

臺の 評判 計な り、 中に も 七 ッ森折 右衛門 は、 古今の 上手に て、 關取丸 山 を 始め、 其 外 仙 臺は皆 Mi^ れが弟 

子な り、 渠 等が 地 取 を 見た る 人の 咄に、 關取丸 山が 終に 負た る 事 もな きに、 七ッ 森と 地 取 をす る內に は、 

十潘に 二番 程 は 負たり、 殘り 八番は 七ッ森 負ながら、 其 手 は關取 無理な わ、 斯うす る 時 は 奈何、 畢竟 か 

さに 推されて 负る なりと 指南す る を、 丸 山 信じて 稽古せ りと 云り、 七つ 森 はさし もの 八 角と いふ しれ 者 

にも 勝たり、 人 愛よ き 男に て、 土俵 入の 折より、 七ッ 森と 兒物 のかけ 聲 喧し、. 世人 おしなべて 七つ 森 を 

賞す る 故に、 此 角力の 引鑌 に、 七條 新地に て、 花 角力 を M ハ行し、 七ッ 森を關 にして 始めけ るに、 見物 雲 

霞の 如し、 七 ッ森は 角力 を 惜します、 一 日に 十 番の餘 も 取け るに、 さしても なき 者 を 相手に 立 合に、 大 

敵に 向 ふごと く、 正しく 取 かくる 故に、 相手 獨 ころびして、 さま，^.,-をかしき勝負共多かり、 小敵 を不 

侮の 意、 尤なる 事と 人 皆 感じ 合へ り、 其 年の 秋 又 北 野 下 森に て、 大 角力 興行 有り、 今度 は仙臺 角力の 內 

石 筒と 云 もの、 前頭の 內 末の 者なる が、 不圖 初日より 勝 始め、 段々 角力 を 上げて とらせけ るに、 關の相 
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；^; さしもの 八 Jw: を始、 出 もの 共 八 nn ほ 迄に、 悉く 石 筒に i^B: たり， 最：： い 合すべき 角力なくて、 九 HI 目に 大 

阪の反 橋と 云、 次なる 角力：： 山て 取し、 是は； t 判に も不 及、 反 橋 負 たるべし と 見物 もりき 身を拔 て、 何 心 

なく 見て 居たり しに、 いか 取組 けん、 ：： へ 橋が 得手の 反に 入て、 石筒大 にもて あまし、 久敷 組合け る 

が、 終に 反 倒して、 石 筒 負たり、 案の 外 故、 見物の どよ み 夥し かりし、 必 斯様の 角力 を 勝 方より 侮つ 

て、 資る 事例し 多し、 是 角力に 不限、 戰 場に て捷 軍の 油斷、 夫より は 常の 事に、 此油斷 より 事 を 過つ 事 

少 からす、 穴 賢人 々慎むべし、 仙臺の 角力に は、 丸 山が 外に は 利根 川獨 こそ 大男 なれ、 其 外 は 皆 小兵な 

れ共、 鬼 角 相撲が 上手に て、 いつの 興行に も、 仙臺 一同に、. 一度 も 不覺の 名 を 取らす、 しかも 取 口奇麗 

なる 故に、 皆 人 一統に 最 負して、 角力 は 仙臺の 事な りと 云り、 夫に 引替へ、 犋の八 角 は、 男 振 も 憎さげ 

にて、 人 皆 憎み ぬれ 共、 全 體 角力に 負る 事な し、 故に 八 角 出 ざれば 忽 はやらぬ を 知りて、 給金 を 高ぶり 

十日に 十雨 取らん と 云、 頭取 ども 是を 聞て、 五十 兩と云 給金 古今に 無しと て、 ねぎりけ るに、 きさ 有ら 

ば 十日 を 殘らす 取べ し、 其 内に 負 あらば、 五 兩づ、 引れ よとの 相對 にて 出る に、 いつの 角力に も 皆す、 

みに 五十 雨 取し とか や、 仙臺 登りて よりこ そ 折々 六角が 負 は あれ、 夫汔 しは渠 等に 勝 ものな しと ぞ、 然れ 

共 角力の 行儀 あしく 成し は、 八 角より 始る、 以前 は 行司 團扇を 引と 否や、 直に 立 合 ふ 作法なる を、 八 角 

工夫して 圑扇を 引ても 己が 取掛 あしければ、 何遍も 突 倒されな から 立 合す、 また 圑扇を 人 直して、 手相 

をさせる に、 何度 にても 其 通な り、 己が 十分に 取懸 よき 所に て、 手相 をす る 故に、 一 番の 角力と り懸り 

に、 ことの 外 隙 入れり、 是に仍 り 外の 者 も 悉く 是を 手本に して、 皆 其 格に して 取 故に， 今にて は、 一統 

の 風俗と なれり、 御前 角力 杯に は、 決して ならぬ 事、 見苦しき 取 藤な り、 其 後西 方に て は 阿蘇 ケ嶽 (始 

名 外 ケ濱) 東に は 源氏 山な ど 云關取 出、 また 緩 川と 云 勝 角力、 江戶 より 登りて 西方 を 挫く、 大阪の 雷 藤 

九郞が 子、 小 松 川 鶴 之 助、 美 f4 にて 角力 をよ く 取れり、 雷電 以來の 評判に て、 婦人 擧 つて 見に 行けり、 

後 は 親の 名を嗣 ぎ、 雷 島 之 介と 云、 其 頃 京に も 小 松 山と 云最負 角力 有ね、 賀 茂の 者な り、 大阪に は 藤 島 
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鷲 尾な ど 皆 人の 最負 多き 角力な り、 此藤島 鷲 尾 は、 北 濱の米 仲仕に て 有しが、 或 時 鷲 尾 其 主たる 者の 氣 

に 違 ひて、 仲 土の 仲間 を 止ら れて 流浪す、 藤 島 無二の 友なる 故、 是を 歎け ども せん 方な し、 其 後藤. s:!: 

やらん 勤 功 有て、 主人 犬に 是を赏 し， 藤 島 を 一 廉取立 やらん とお も ひて、 何 成 共 望 事 有らば 申べ し、 何 

に不 依、 叶へ 得させん と 有ければ、 藤 島 申け る は、 我 願 一 つ 御座 候 御 聞 屆可被 下 哉と 申、 主人 諾 して， 

其 望 は 奈何と 問 ふ、 藤 島 云、 御 存被下 通り、 鷲 尾 は 我 無二の 友に 候、 然に 先達て 御 勘氣を 蒙り、 今に 流 

浪 致し 居る、 我 見る に不忍 候、 哀れ 此度 我へ の 御 褒美に 鷲 尾 を 歸參仰 付ら れ、 元の 通 被 召 仕らば 餘の賜 

よりも 私に 於て 本望 たるべし と 申、 、ff, 人益感 して、 鷲 尾 事 は、 素より 一 旦の事 なれば、 雨が 左程の 志 を 

何 か は 無： 卜に 爲 るべき、 ^ 唯 令 免し 遣 はすべし、 其方へ は 外に 此 度の 賞と して、 家 を 一 軒 遣すべし と 有 

ける を、 一 i 島！： 辭 して、 外に 綠 を 賜て は、 朋友への 志立不 申、 我へ 下さる k 賞に 替 りて 申 直し 遣ねば 朋 

友の 信い たづら に 成 候 間、 家 を 賜 ふ 事 は 御免 下さるべし とて、 是を不 請、 鷲 尾 を歸參 させて 我 身の 事の 

様に 悅 びし となり、 此 沙汰 有て より、 彌藤島 を 世に 最負 する 事 類 ひなし、 同所 獅子 飛 (始 名厂 股) も 同じ 

類 ひの ながら、 是は八 角に 等しく、 世に 憎む 者な り、 角力 は 八 角に おさ，. 劣らす、 又 其 頃より 少し 

程 過ぎて、 出 雲より 釋迦嶽 と 云、 大前髮 出る、 美 童に して 器量 骨柄 唯なら す、 七 尺 有 餘の宽 子な り、 年 

十六 七に て、 大關を 勤め、 後に は 無雙の 者な らんと 沙汰せ しが 夭死せ り • 夫より 後 は 格別の 角力 も 出す、 

近年の 稻川千 H- 川 杯 皆 以前に 比して は 犬に 劣れり、 今の 谷風 (始 名) 許 こそ、 身の 重さ 四十 七八贯 目 有 

りて、 角力 も 骨柄 相應 によく 取りて 當時肩 を 並ぶ る 者な し、 其 外 はさした る 者 もな く、 三十 年来 次第に 

角力ち ひさく 成たり、 

〇 日 野 家 西 園 寺 家の 言 

余 は自黉 謙譲 皆 嫌 ひに て萬づ 有の ま、 に 世を經 るな り .；g に 人に かたら ふに も、 親疎 を わかた す、 _ ^胸 

に 一 物も隔 つる 事なければ こ 、ろ凉 し、 こ、 に 書 つらねる 一 條は、 など やらん 自賛と 見る 人 も 有 やしぬ 
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is^JS^ く 贅 にあら す、 是卽有 0 ま. - なれ 共、 書けば 嗚呼が ましよ しゃかい やりなん と 思 ふに、 ま 

たかた へなる 人の い へる は、 是 わたくしの 事に 非す、 道の めいぼく ならん かし、 せちに かいつけて 世に 

知らせよ と、 わりな く勸 むる にぞ、 實 にもと 思 ひて 妄に 筆を搖 す、 一日 余いた つきに 臥て 辻 東 庵と 云醫 

を 招て 藥を乞 ふ、 東 庵 病 を 診察して 其 後 云く、 足下に は 折 を 以て 面 會の事 を 庶幾 候， 今日 さらに 招る、 

に 付て 參ぬ、 主人 足下の 事 を 兼々 噂 有 之 由 を 語る、 所謂 主人と は當 時の 御 宗匠 日 野資枝 卿な り、 余 素よ 

り彼の卿を5^奉らす、 故 奈何と 問、 東 庵 云、 されば、 足下 退 隱の折 柄 「蛇の 見返り もせぬ 袴 哉」 と 云 句 を 

傳へ聞 給て、 こよな う 賞美し 給 ひ、 俳諧 も斯 有ん はめで たき 物な りと、 くれ-i\宣ひしな.=^、 折 を 得て 

其 事を傳 へまし ほしく 思 ひしに、 け ふし 圖らす も 是を述 と 云、 余歡 喜して 云、 思 ひき や 拙き 言の葉の 斯 

迄 雲井の 御沙汰に 預 らんと は、 是 道の 花 美に して 余が 譽れに 非す、 俳諧 は 世 Q ば さら 言 ゑび す 言葉 杯、 

あざみ 捨 させ 給 ふべき を、 うへ 人の 取 させ 上 給 ふ 事、 、此 道に 遊ぶ 人、 誰か は悅 びざる べきと、 かたへの 

人の す、 めに まかせて、 爱 にす さ ひぬ、 又 其 後江 州彥 根より、 狩 野 榮川法 印が、 二人 狸々 の哙』 に， 西 圍 

寺內 府賞季 公の 御 覽を乞 ふ、 賞 季公は 俳諧 を 好 玉 ひ、 折々 御發 句な ども 聞え しかば、 此御黉 に 御 發句を 

と、 望 来る、 取次の 者より 是を願 ひ 伺ふ處 に、 公宣 ひける は、 御み づ からの 句 は、 當時御 遠慮の 事 有て 

悼ら せ 給 ふ、 杜ロ 老人に 句 を 望て 其 句 出来な ば、 それ を 御 染筆 あらんとの 御 事な り、 取次の 者 我 を 知ら 

ぬに は あらね 共、 うとければ 我 友に つたへ て 頼み 來る、 余な ベて 堂上 方に は聊 のよ るべ もな し、 いかに 

して 我 を 知し 召しぬ る や、 其 所以 はしらね ども、 貴人の 仰 をい なむ もさす がに 憚り ありと、 仰に したが 

ひ 其 緒 はと 問へば、 それ は 西 園 寺 家に 留置せ 給 ふと 聞 ゆ、 えぞ 知らぬ 贊を咄 しに 任せて、 つやく 思 ひ 

っ^け、 詠草に 贊句を 添 上る、 

寒菊の 水 も- -ら さぬ ふたり 哉 

くれないの 友よ びか はせ 千鳥足 
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公 御覽の 上、 替 句の 方 を 御 染筆 有りて、 ^のぬ しへ たぶ、 

西 園 寺 前 內府賞 季公御 贊之冩 

共蜩 翁の せし 句に 筆 を とれと 望まれて 

久麗奈 井の 友よ ひか はせ 千 どり あし 

假名 配り 此 通り 

いやしき 老が名 迄 を、 大臣の 御 筆に 遊ばされし 事、 生涯の 面目 一 道の 花榮， お ほけ なく 愛に 記す 物な り、 

御 自らの 御 句 を 憚らせ 給 ふ は、 大臣に 至らせ 給 ふ 故なら め、 繪の 主は彥 根の 長臣 庵原 某と かや 承ぬ、 

〇 岷 江入楚 

眠 江 入楚は 昔日 玄旨法 印の 選に て • 源 語の 註 書 あまたが 中の 最 一 の 金玉な り、 故に 人是に 寄らす と 云 事 

なし、 唯 恨む らく は、 本文 を 記せざる により、 傳寫 の度每 に、 漏 脫錯簡 魚 魯の謬 多く、 是を讀 人 過ち 惑 

事 少なから す、 然るに 北 野 松 梅 院禪覺 は、 年頃 和歌の 通 をた しなみ、 深く 源氏 を 信じ、 常に 岷 江の 粹な 

る もの を 周く 搜し需 むる に 適、 成 書 有り、 雀躍して 悅び、 た ちに 手書して、 楮葉 四千 有餘に 及ぶ、 功 

成て 勘 解 由 小路 卿 は、 和歌の 友 なれば、 校合 を 頼み、 一 毫の違 ひ を も 改めて 珍藏 せり、 其 後 元 文の 

頃、 聖廟 あらたに 御文 庫 立て、 もろく の 書物 を納ら る、 世の 人 聞 之て 我 もくと 珍書 を 奉納す、 

堀川の 書林 何某、 板の 揃 ひし 唐本の 二十 一 史 多年 所持し ける が、 日頃 聖廟 信仰の 者に て、 此度 御文 

庫造 立に 仍、 幸、 商 柄の 事故、 何 にても 奉納 せんと 考る處 に、 尋常の 物に ては訟 なし、 二十 一史 は 適 

揃 有と 雖、 板區々 なり、 己が 所持の 本 は 板 揃 ひて 比類 無し、 若 望 人 有れば 大金に 換る物 なれ 共、 菅神 

へ 棒ん に は、 何か惜 むべき、 但 元金 百 五十 兩 なれば、 己が 分限に は 奉納 Q 金高 過分な り、 是又神 も 請 

給 はじ、 所詮 此由を 披露して 志の 施主 集め、 半金 七十 五雨 を 出させ、 殘 半金 を 我 奉納に せんと、 あれ 

是れ勸 めけ るに、 得意の 者數 人出 来て、 金の 高 合しければ、 右 講中と して 奉納な り、 余が 撿 分の 時 是 


を 見たり、 御文 庫の 中央に 本箱 五つ 六つ 有り、 箱 は行拔 きにして、 兩 方に 口 有り、 風の 拔る爲 と 見え 

たり、 是則 件の 1 一十 一 史 なり、 其 外 諸方の 奉納 各 珍書 多し、 

松 梅 院主 も、 祖父の 手書せ し as 江 を獻納 す、 御文 庫造 畢の上 • 余 是を撿 分に 往て、 庫內を 見る に、 書籍 堆 

く 積て、 各 書名 を 札す、 其 中に 岷江 見えた る 故に、 载て 望ましく 思 ふから、 是を拜 借 せん 事 を 乞 ふ、 院 

主 曰、 是は 祖父 故 禪覺が 手書に て、 拙院の 什物と いへ ども， こたび 御文 庫 御 造 立に 就て、 熟思 ふに 院內に 

置て は 非常の 難 心 元な く、 旣に 近年 火災 も 有 之 候へば、 不如 御文 庫に 獻納 せんと 存 寄て、 納め 畢ぬ、 禪 

覺 生前に 甚是 を秘藏 し、 全部 他へ 借す 事 を 堅く 禁す、 御所々々 にも 聞 召 及れ、 御覧 有 度 由 方々 より 御所 

望 有れ 共、 祖父が 遣 意 を 申立て 全部 は御斷 申し、 御 入用の 所 計 を、 御覽に 入るな り、 かう やうの 次第な 

れば、 足下の 望に 任せが たしと、 余是を 聞より 翁し も 望ましく 成て、 暫 田め 惟して、 又 云、 大凡 至極の 者 

に は、 非常の 難の 爲に、 影と 云 物 有り、 是れ にも あ U や、 院主 答な しと、 余 云、 さ 有ん に は、 此影を 余 

に附し 給へ、 つとめて 手書して 事を遂 なん、 院主 曰、 覧 に 影 は 有 度 事な り、 然れ ども、 足下 仕官の いと 

まに、 是を爲 ん事覺 束な し、 余 云、 其の 繁 きが 中に 事 を果す こそ、 誠の せちなる 志 なれ、 ひたぶ る 我に 

住されよ、 院主 云、 こ はもと も 幸甚な り、 穴 賢 怠り 給 ふな、 此事 成ての 後 は、 足下の 許に、 岷 江の 影 有 

と 注し 置ん と 固く 約して、 夫より 一帖 ニ帖づ --乞 求て、 夙に 起て は 書き、 務 終て 夕べに 歸 りて は 燈 下に 

書き、 屢々 功を累 ねて 朝顔の 卷に 到れる 頃、 公務 頻に繁 くして、 心なら す も 筆 を 櫊く事 ふたと せみと せ、 

〇〇〇 され ども 其 程 束の間 も 忘れ やらす、 院主に 諾 せし 事の 空し からん を うれへ て、 公の いとま をう か 

が ひ、 鬼 角して、 前後 六 年の 間に 隱寫の 功 を 終へ、 楮葉 三千 三百 三十 三枚に 書 つらぬ、 原本 は 四千 有餘 

葉、 余が 寫 せる 所 は、 楮葉 一枚 表裏 三十 行に つに めぬ る 故に、 千 枚 程 料紙 減ぜり、 然處に 著す る 座の 紙の 

極數 かく 有し は、 怫 意に 協 ひぬ る やと、 お ほけ なく も 筆 を 戴きぬ、 而て 院主へ 是を吿 て、 一 の函を 製し、 

全部 を是に ひめ 置ぬ、 眷に嗣 女 民 子 は、 幼き ょリ此 物語 をた うとみて、 常に 手す さぶ、 余 はお ぼろげ に 
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  二 ミニ 

て、 つや，.， （-思 ほへ ぬ 事の みなる を、 民 子に 封て 曉す事 多 かり、 故に 此書 もな まなかに、 余が もとに 置 

ん より、 不如、 生前の かたみに、 民 子に ゅづり ものにして、 悅ば せんに はと、 箱の ま、 あたへ ぬれば、 

いたう めで 悅 びて、 猶し引 歌の 冊子 をす さみて、 自らの 序 を 書、 

いにしへ よりあ また 歌び との 何 くれと 宣ひ置 けん、 こと 草の ふかさ あさ、 も、 くみ わかぬ 身に て、 た 

よるとて 何の はえ か あらむ、 され ど しづかに 軒端 もお なじ 月 かげ、 いかで 思 ひかけ しほい い たづら に 

過ん や、 我 年月 此 もの 語に 深く そみ、 あしたに は 霧 を はら ひ、 夕べに は 露に そぼち、 五十 四 帖に目 さ 

らし、 いくたび かくり 返し、 卷か へし、 千々 にう つり 行 ま、 に、 末の 露、 もとの I 卞、 さだめな き 世 

に、 心 を まと ひ、 ひろ は 消な む、 玉^のう への あられな ど、 おも ふま. - ならぬ ふる 事 も、 いまさら 

にて、 見れ どもく、 はかりな き 千 ひろの 底 も、 など ゃ淺き 心地なん して、 れんぼ あ いぢ やくの きづ 

なを さり、 あだならぬ ことの 葉に、 1 世の 夢のう き 橋 わたりえん こそげ にあ まりなる 心 おごりな らん 

i  ノ、 

力し 

ことの 葉 を かきあつめ たる もし ほ 草よ むと もつ きじみ るに まさりて 

民  子 

我に 跋を 添へ よと 需 むる に應 じて、 

翁が 嗣女民 子 は、 初 もと ゆ ひ 過る 頃より、 すぐ世の！^^-ゃらん、 あやにく に此 物語 を襄れ びて、 みな 

の 川の 淵 P も わかで、 わたり 行 ま、 に、 や-. - おとなび て、 量りな きこと わり を 露ば かり も わき まふ 

る さま なれば、 我が 壯き時 あま 滿る 神に ちか ひて、 みく ちに ひめ 置れ し 岷江入 楚を拜 みう つし 置る 

を、 民 子に ゅづ りしに、 こよな うめで たがりて、 夫より なほし 物が たりに、 身 を ゆだね、 常の 手す さ 

びに、 あまたの 引 歌 を 拾 ひものに して、 冊子と なしけ る、 其 ことわり を跋に 述べ 畢、 

其蜩 老人 杜ロ謹 誌 
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はた 山路の 露 迄 も、 我 姪た る をうな の、 雲の上に 事へ て あるが、 まめ やかに 寫 しとし ぬる を、 是 にく は 

へ、 世に なきた からと 悅び しも、 夢の ちまた、 花 一 と 時の 戲 にて、 こたび の洛 火に、 みな 跡な く 焦れう 

せぬ、 吁 時なる 哉、 是を爱 に 記事 もよ しなき 妄 孰の 一つながら、 一 たび 松 梅 院主に 約せ し 事の い たづら 

に 成 行し 譯、 後記なくて は 叶 ふま じと、 こ.^ に 書殘し 侍る、 

Q 深 草 燒胸器 

車 ゾに又 一 つの 不可思議 めり、 大 變の翌 の： n、 弊 廬の燒 原に いきて みれば、 あやしの 陶器 一 っ淺れ り、 と 

りあげ 見れば、 我 嫂た る 人の 八十の 賀 に、 ある 人より 送れる 火桶の やうの 者な り、 其 後 我に あやかれよ 

とて、 嫂の 與 へられし ま- -、 常に 手馴て 傍に 置し が、 ひとり 有し 儘に て、 燒 はらに 殘 りぬ" 素より 深 草 

の素燒 にて， させる 物なら ねば、 燒 うする とも 惜しと も 思 はす、 銅鐵の 類に は、 心の こりの 物な きにし 

も あらねば、 もしゃと そこ こ、 尋 探し ものす るに、 夫歟と 思ふ俤 もな く、 差替 なる？ -の柄 鞘 は、 やけう 

せて、 大 なる 赤 Si を 炙りた る 如き 者 ぞ殘れ る、 や 我 年頃 心 を こめし 水莖の もの、 師 より 傳 へし 秘訣の 

者、 常に 愛せし 雅 物書畫 書籍 剪 栽に 生 茂りし、 校 花 紅葉、 朝夕 我が 伽と せし 類 ひ 、一朝の けぶりと 立 登り 

て 跡 もな し、 獨 此 陶器の み 一 毫の疵 もな く、 只總身 白く はぜて 焰の 吹かけ し 所 凄く、 面白き 火藥 となり、 

從容 として 殘れ り、 なべて 世の さま ぞ斯 かなる、 惜 むは 失せ、 惜 ぬは殘 る、 人 もまた 雨り、 想に 陶は過 

つて 取 落しても 破碎 るに、 さしもの 固き 銅鐵竹 木の 類 焦 失る 中に 存在せ る は、 是火性 土 銅鐵の 31 と 成 失 

る は、 火^金の しるし かや、 生と しいけ る ものば かり 齢 有に あらす、 非情の ものに も齡 有り、 始に 年賀 

に 用 ひられ、 半に 其 齢 を 我に ゅづ られ、 か、 る變に 逢ても かたち まったく、 都 を 出て、 今 難 波の 余が か 

たはら にある めでた さに、 朝夕； i さすり ぬれば、 次 に 色 出、 手馴 つ、 災 にあうた る 具と はい ざ 知らぬ 

さまになりぬ、 
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<杂 草 卷之百 四十 二 

〇 あだ L 言 一 ー篇 

假の世 は、 かりの 栖 こそよ けれ、 雲水の 身も羡 しげ なれ ど、 我 都の 美に 馴 る.. -事 八十 年、 今更 雲水の 望 

は 結ぬ、 其 美と 云 は、 華奢の 美に は 非す、 衣 は 木綿 あた k かし、 布凉 し、 食 は 米 白く 味嗜 醤油う まし、 

是 都の 美なら す や、 はた 行脚の 慕 はしき 時 は、 千里 行の 千の 字の 點を 取の けて、 十 里 行に して、 畿內近 

菌 を經歷 し、 わびしら になれば、 日を經 すして 我栖へ もどる、 行 も かへ る も すみやか なれば、 倦 事な く、 

懶き事 もな く、 只た のしき 許な り、 世の 人 多く は 己が 生れざる 家に 老て、 子孫 眷屬に 六 かし がられ、 う 

とん ぜら れ、 其 身 もこ- -ろ もま k ならねば、 子孫 を いぢり、 貪 瞋痕を 離れ やらす、 是假の 世 を 忘る- -に 

似たり、 我 も 子孫な きにし も あらね；： こ、 其 紲を斷 て、 折々 每に 逢見れば、 遠い が 花の香に て、 互に うれ 

しき 心地 ぞ する、 物を搆 はねば、 子孫の 邪魔に もなら す、 我 假の庵 を、 そこ 爱と住 かゆる 事、 十八 ケ所、 

猶生 なば 又も 替 なん、 是 かりの 世の かりなる 事 を 忘れぬ たつき なりけ わ、 1 と 年 ふたと せ 住めば 倦き、 

倦けば 餘 所へ 移り、 移れば、 まため づら かに 氣を養 ふ、 よき も あしき も 一所に 止ら す、 禪 者の 云 成佛得 

脫 して そこに 止れば、 其 佛死佛 にて 役に立た すと 云り、 寶 にもう き 世 皆斯の 如し、 是 にて よしと 心 緩ま 

れば、 則 其油斷 より 不意の 災も 出来るな り、 さりと て 其 上へ 人欲の 限りなき を、 累 ねよ とに は 非す、 只 

油斷 すなと 云 許な り、 我 は 左様の 六 かしき 工夫に は あらす、 同じ 所に 居れば、 情が 盡る 故に 斯 なん 棲 替 

るな り、 それ も 佳景の 處、 ある は 遊里 近き 所に は、 一度 も 接す、 是 面白 過ぎ 繁華 過る の 難 あれば なり、 

景色 も 稀に 見れば こそ 興 あめれ、 明暮 にみ ば、 あたら 風 色 もな どか 飽でゃ は 有べき、 市中に かくれ 居れ 

ぱ、 物 不自由なら す、 . ^づ AJ へ 行 も かたよらす、 さらに 耳 薦 て W かで うれしき は 雷、 相場、 四 壁の はな 
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し、 時の 鼓、 また 折 毎に 昔 忍ばれて きか まほし き は、 遠 寺の 鑌、 四時の 鳥の 聲、 小夜 時雨 遠硝、 監察 は： 

重き 役目に て、 これ を 承る 人 は、 殊に 己を愼 み、 行住坐臥 を嗜 む、 我 これ を 勤る 事 十二 年、 素より 惰 4K 一 

の 我に は、 にげなき 役 U ながら、 公 命 なれば 止 事を不 得拜諾 して、 拉熟 おも ふに、 此 役の 最初 こそ 大事 一 

なれ、 俄に 風俗 を 改めん は、 始終 六 かしから まし、 是迄 Q 有し ま、 にて、 陰 を 慎ん には不 如、 猶 はた 夫； 

に 就て は、 追々 の 工夫 有べ しと 35 惟して、 我 好む 謳 曲 俳諧 圍 碁の 遊び を不 止、 故に 此 三の 友 立 巷り 入替ー 

り、 客の 結 間な し、 人是を 見聞して、 始の程 は 役柄 不相應 不愼の 様に^し かど も、 { な-不知して 深夜まで 一 

人 を 集めて 遊ぶ、 適 內意を 聞ん 爲に來 る もの 有れば、 來客 有迚對 面せす、 幾度 来ても 逢ねば、 後 は 聞傳ー 

へに 懸り 合の もの、 我 許へ 来らす、 是始 より 余が 工夫な り、 懸 合の ものへ 內分 にて 逢ぬ とい ふ も 嗚呼が 一 

まし、 只來客 故に 逢ぬ と 云が、 耳 立す してよ かるべし と 思 ひて 斯 なん、 是 陰の 慎な り、 もと も藝友 多く 一 

入 込め ども、 世 わたりに 疎き 雅人の 類 ひに て、 中には 放蕩 者 も 有れ 共、 役の 害になる 者ば I 人 もな し、 一 

若 有れば 忽是を 省く、 我心に このみの 友 は、 我 身の 障碍 を拂ふ 道具 なれば、 誠に 益 者 三 友な りと 思 ひて う 一 

ら なく 語ら ひける、 是事を 左右に 寄せて、 遊興に 耽る やうに なれ 共、 まったく さに 非す、 譬ば 公務と い 一 

へ 共、 餘り 心を委 過て、 物に 凝滞す る 時 は、 精神 昏く 成て 理義に 惑 ふ、 然る を 其 夜ー轉 して 氣を 養へば： 

翌日 心 爽朗と 成て、 昨日の 朦朧 自然と 晴 渡り 理義 分明に 成 事 多し、 氣は 己が 物な りと て、 m 捨 なく 遣 ふ，； 

は 無理な り、 强 ひて 遣へば 病 を 生す、 氣 をいた はり 養 ふ も 公務の 一 つ、 されば 公務 を 常と して、 出 來榮ー 

もせす、 越度 もな きがよ し、 出来した がり 譽られ たがる は、 皆 求た る 私な. り、 故にえ て は 怪我 をす る、 ； 

我 は 十二 年の 間に、 させる 過 もな く、 頭た る 人に 不審 を 語た る 事 もな く、 又 譽られ たる 事 もな し、 只自ー 

然に 任せて 勤し 故に、 不精なる 樣に 見え たれ 共、 聊も 私の 心 を 不夾、 始は我 を不愼 〇 様に 人 毀し が、 影 一 

の 愼自餘 の 人に 超た る を 知て、 其 後 は 自ら 其 沙汰 止ぬ、 他 はお もて を專 にして、 裏 を 次に て、 我 はお も i 

て を 次に して、 裏を專 にす、 願 はく は內 外と もに SS むに 如く はなし、  1 
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〇 園 碁 

世に 名高き ほど、 窮屈なる はなし、 此前募 打 Q 安井 仙甫 所用 有て、 日數 幾日の 御 暇 を 貰 ひ、 京師へ 登り 

我 像 者 木 村 某、 仙甫 由緒 ある 故に、 木 村 方に 姑く 止宿 を 頼む につけて、 必我 登し 事 沙汰 無用な りと 云、 

木 村 はむ くつけ にかたき 男 なれば、 是を 聞て 足下 は 世 を 忍ぶ と 見えたり、 左様の 仔細 ある 人 を 我方に 留 

る 事 はなら すと 云、 仙 甫是を 聞、 さら- 胡亂の 事に 非す、 我 登りた る 由 を 世に 聞せば、 京近邊 の^ 打來 

りつ どひて、 犬に 所用の 妨に成 故に、 それ を 厭 ふ 計な り、 穴 賢隱密 にして 給るべし、 毛頭 上 を 謀て 登し に 

非す と述 ければ、 木村漸 得心して、 其 意に 住せ、 用事 濟て 歸府 せりと、 我に も 跡に て咄 たり、 先年 市 川 

お^ 老藏も • 此格 にて 登りし 事 有しと かや、 實に さも あらん かし、 抑圍碁 Q 事 も、 神祖 好ませ 給 ひしに 仍、 

京師 法華宗 寂 光寺 塔 頭 本因坊 算 砂と 云 もの、 其 頃 碁の 妙手なる 故、 江 都へ 召れ、 御 扶持 を 賜 ひ、 碁 所に 

被 仰 付、 失より 相績て 安井 算知、 本因坊 道 策な ど獨 歩の 國手、 段々 に 出て 其 道 を 輝す. 就中 道 策 は、 本 

因 坊道悅 弟子に て、 小僧の 時より 生れな がらの 奇村 なり、 其 頃の 名人 算 知と 手相 を 望て 二十 番碁 有り、 

箅 W こ， 勝て 赛-: W に 任ぜら る、 名人より 優り たれば 可稱 名目な しとて、 古今の 名人と 呼ぶ、 此道始 つて 和 

漢 にか、 る 傑士な し、 師匠 道悅 他の 弟子 を 論して、 必道 策を學 ぶべ からす、 渠は 古今 傑出の 者に て、 霞 

妙 有り、 普通の 人 之 を學ば t -、 究て 邪路に 人なん と戒 たリ、 是寬 文より 元祿 中な り、 右の 外 井上 因碩 林 

門 入な ど、 みな 碁 家に 仰 付ら れ、 各 勵て碁 所に 成ん 事 を 願 ふ、 碁 所に なれば 錢る碁 家の 者 共 を始、 此道 

に携る 者、 皆 碁 所の 支配に て、 道の le^ に 於て、 何に 不依 違背す る 事なら す、 碁 所 は 御 紋の時 服 を 被 下、 

去れ ども 急 度 御目昆 以上の 格に も 非す、 格外なる ものな り、 八 r- の 本因坊 察 元、 井上 因碩 (半 名人) と 手相 を 

願 ひて、 是を 遂げて 當 時の 名人 碁 所に 任ぜら る、 享保年 問 本因坊 道 知 死して 後、 名人 絕て、 井上 因碩 漸 

半 名人に て；^ し を、 察 元 志を勵 して、 竟に碁 所を復 せり、 本因坊 は 元祖 以來 代々 經て も、 住居 は 京都、 

召に 仍、 在所の 格に て 御 宛 行 は 今以て 京ニ條 御-ハ 給より 渡る、 安井 井上 林の 三人 は、 東武 御藏に て 御 宛 行 
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を 被 下な り、 當 時の 安井 仙甫 は、 右に 記る 仙甫 より 三代 歟 四^目な り * 總 じて 餘 藝と逮 ひ、 碁 将棊は IS 

の 品位 勝 劣 分明なる を 以て、 實 子と 雖も 不器 なれば、 其 家 を嗣事 不克、 皆是迄 弟子の 內を 以て 相鑌 せり、 

然るに 此仙知 は、 近年の 仙 甫が實 子な り、 道に 純粹 なる 故に、 直に 父が 跡 相 續被仰 付る、 實子嗣 の事此 

仙 知を始 とす、 未だ 二十 餘 にて：： 碁 家の 者 共 各 手相 を 成 兼、 たり、 後に は 名人 道 策に 等し かるべし と 沙汰 

せり、 さて また 碁に 手 直りと 云 事 有り、 世上の 碁 を嗜む 人、 それ- i\ 碁 家の 門弟と 成り、 其藝 募りて、 

上手へ 對し、 三 子 著す る 位に なれば、 手 直りの 事 を 望む、 上手 其 碁 を 見て、 位相 應に手 を 直し 遣す、 是 

れに六 段 あり、 初段 は 三つ 二 段 は 二つ 三つ 三 段 は 二つ 四 段 は 先 二つ、 五段 は 先と 半 石づ、 上るな.^、 六 

段 は 畢竟 上手と 等し けれ 共、 師弟の 譯を 以て 三番の 內 二？？ 先 を 著して 一 番 上手より 先 を 置く、 五段 六 段 

の 弟子 は 世に 希な り、 碁 所 は 又 上手に 一石 上な り、 三の 碁 は 四つ、 二つ、 三つの 碁 は 三つ 四つと 云 格 

なり、 右に 就て 愚按 する に、 世 諺に ろくしきに 覺ぇ ぬと 云 事 有り、 ある 人此 事を釋 して、 是は 俗諺な が 

ら故 有る 言葉な り、 凡人 事 六識に 知た る 事 は、 其 一道 自在な り、 是 普通の 人の 識の 究竟な り、 此 上三識 

有り、 合せて 九識 なり、 此三識 は 凡識に 非れば 庸人の 及 事な し、 先づ 六識に 識は、 其 道 成就と 云 物な り 

と 云り、 余 も 之 を 聞て 尤と思 ひ、 台 家の 僧に 是れを 尊 試る に、 彼 僧の 答 も 右に 同じ、 六識 は 眼 耳 學舌身 

意に 知る 處 なり、 夫に て 事 は 足る、 其 上の 識は空 寂に して 陳が たし、 去れ 共 是を譬 へて 云 はに、 七識は 

傳奏の 如し、 上下へ 通す るな り、 八 識は關 白の 如し、 上下 を引統 るな り、 九識は 天子な り、 識の 至り 到 

る處 なり、 また 其 上に 十識十 一 識 有り、 是は猶 言に 陳が たしと 云へ り、 仍て此 手 直りの 事を考 るに、 三 

つより 以下 は 未だ 碁 を 知らぬな り、 三つより 初めて 碁 を 知て、 六 段まで 知れば 六識に 知な り、 七 段 は 上 

手 傳奏の 場な り、 半 名人 は關 白の 場、 九 段 は 名人 此 道の 天子な り、 摘 も十識 十一 識 有と 台 家に 云る 處、 

道 策 杯の 類 ひなる べし、 碁 家に 置て 此 道理 を 以て 手 直り を 定めた るな り、 但し.： n 然と 其 理に 協た るに や、 

其 段 は 不知、 萬藝 名人 上手の 名 は 有 けれ 共、 勝負な き 藝は、 衆人の 許す 所 を 以て 此號は 有ながら 急 度 上 
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手 名人の 境 知れ 難し、 總 じて 諸藝 古に 劣れり と 人 へ 共、 道の 聖に 尋ねな ば、 さしての 勝 劣 も ある ま 

じきに や、 古人 を 慕 ひ、 今人 を陋む 故に、 古人 今人の 位 格別 違ふ樣 なれ 共、 慕 ひ 陋む處 を 離れて 論ぜば、 

左程の 違 ひも 無るべし、 六 七十 年 以前の 藝者を 思 ひ 出し 見る に、 尤 今の 如く 輕薄 ならす、 何となく 位 優 

りたる 樣 なれ 共、 其 世に はべ r 云 出す 程に は 人 賞せ す、 是過 現の 違ふ證 例な り、 まさしく 碁に て 見る 時 は、 

古人 今人 さの み 格別に は 違 はす、 是段々 に 故人の 手水 を嗣行 故に 分明な り、 勿論 餘藝と 違 ひ、 直に 勝敗 

に顯 はる、 故、 妄に廣 言 を 吐 事 もなら す、 依之此 道の 執行 は、 人の 志 餘藝と 格別 なれば、 餘藝は 古へ よ 

り 劣る 共、 此道は 劣らぬ 道理 も 有べ し、 本朝の 聰明 碁に て 知られたり、 碁 は 元 漢土に 始 りし 物 なれ ど、 

今 は 中華の 人甚 弱く、 日本の 孫弟子な り、 琉球は 日本に 次ぐ、 琉 球の 聘使來 る 時、 あの方の 國手 副し 來 

て、 日本の 許可 を受る 中に も、 粹 なる 者 は 五段に 直り， 大 かたが 四 段 ほどな り、 此琉球 人中 華に 聘 する 時、 

中華の 國手 たる もの、 是を待 受て琉 球の 許 狀を貰 ふ、 傳へ 聞く 所、 琉 球の 四 五段に 直る となり、 然れば 

日本の 家より は、 二つ も 三つ も 弱き と 知べ し、 爱を 以て 見れば、 萬 藝異國 より 本朝の 方 優らん 事 必然な 

- 〇 貴嶺扇 

京ニ條 御門 番組 與カ藤 井 友 右衛門 は、 究て 細工 利に て、 萬、 細工と 名 づける 物を爲 すと 云 事な し 享保 

年間 上京 水流 邊に、 柏原嘉 助と 云 物、 貴嶺 扇と 云 扇 を 始めて 製して 世に 弘む、 夫 は 扇の 骨 は 至て 細き 毛 

彫 をして、 地 紙 其 外 扇の 仕 立 も、 通用と 違 ひて 風流な お、 今 こそ 假 初の 煙管 筒 様の 物に も 毛 彫 を 仕覺て 

世に たくさんに 流布 すれ、 其 頃まで は 竹の 毛 彫 珍 敷 故、 右の 扇專ら 世に 行 はる、 是を聞て藤^^札原カ店 

へ 行き、 扇 を 調へ る體 にて、 あれ 是れ 出させ、 遂に 最上の 扇 を 見 度よ し、 望みつ く/ \ と 是を 見て 甚賞 

し、 價を問 ふに、 金子 壹兩と 答、 藏井 云、 尤. 1 工 無類な りと いへ 共、 扇 一本の 直 段に は甚 過分な り 今 

少し 引下げて よと 云、 亭主 云 この 細工の 義は、 恐らく 外に 仕手 無 御座、 夫 故 御 感々、 殊 外の 賞翫被 成ス. 
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依 之 憤 は少も 引け 不申候 由 を 答、 藤 井 左 有ん に は、 是非な しとて 立 録、 少し 程へ て 又 彼 店へ 行き、 再び 

懇^の， m を 云に、 亭主 最前と 同様に 答、 其 時 藤 井 腰より 扇を拔 出し、 是は爱 の 細工に やと 問、 亭主 取 上 

見て 大に きたる 體 なり、 藤 井 さりげなき 體 にて 再び 問に、 亭主 是は 手前の 細工に て は 無 之 候、 必定 素 

人 細工と 覺 候と 申、 藤 井 拉は細 工大に 劣り 候 や、 亭主 云、 更に 左様に て は 無 之、 爱 元の 絡 品より 格^ 相 

優り 候、 賣物を 斯樣に 精密に 致 候て は、 價 引合 不申、 世に 珍 敷 無類の 細工 者の 作と 存候旨 申す、 其 時 夫 

は實は 某が 細工な わ、 爱 元にて 極 品の 扇 を 見て 歸り、 夫に て 工夫せ りと 申ければ， 亭主 手を拍 て、 堪能 

を 感じ あきれ 果 ける となり、 斯様の 類 希に 有 ものな り、 自是前 大阪天 滿組與 力 田 中 武兵衞 も 到て 細工 者 

なり、 是が 作の 胡弓 我 一 族の 許に 有り、 胡弓の 鉉四敍 にて、 世上の 胡弓より 大 なり、 紫擅掉 くわ りん 胴 

根 かなもの、 しほら しく、  二つ. にして、 島 桐の 野良 蓋の 箱に 人、 其 箱の ぐ あ ひの よさ、 え も 云れ す、 上 

に、 十六夜と 云、 光悅樣 にて 銀 纷の銘 有り、 武兵衞 紬ェは 何 にても 式 を 自ら 製す、 他 作 交りて は 我 細工 

と 云 ものに 非す と 常に 云り となり、 己が 得た る 事 は 他のお も ふよりも 容易なる ものな り、 萬 物 かく 心の 

儘に 出来な ば、 よき 慰な らん かし 羨し、 

〇 能 役 者 

1 一條 大政 所 は加賀 宰相 綱紀 卿 Q 娘 君、 當 時の 大女 院 御所の 御 母堂な り、 

因に 記す、 綱紀卿老後に上^^の願有ぉ、 尋常なら ぬ なれ ども、 彼の 卿 は功勞 有て、 柬武の 思 召 格別な 

るに 仍、 隱 居の 事に は 有り、 制 外に 御免 有ければ、 大に歡 喜 有 之、 上洛 ニ條 家へ 參 上の 處、 最初に は 

諸侯 御對 面の 格に て 奏者 有て、 御對面 を遂ら る、 其式嚴 重なり、 綱紀 卿 も 少し 案の 外の 體な りしが、 

右 相 濟て大 臭へ 入 せらるべし とて、 案內 有て 招せられ、 大奥に 於て 大いに 御 饗應、 其 節 は 舅の 御會 

釋 なり、 暫く 有て、 姬君 二方 出させられ、 加州 卿の 御 側へ 寄らせられ、 御 祖父 樣 あしらいに 一-. 御上 

洛を賀 し 給 ふ、 其 時 綱紀 卿 嬉し 泣に 落淚 有しと かや、 此姬君 一方 は、 今の 大女 院 御所、 一 方 は 有栖川 

二 11.^ 
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  一  四。 

{a の 御簾 中 かと 覺ゅ、 

亂舞を 好ませられ、 常に 御 うらに て、 御內々 女中 計の 御 螺子 繁々 有り • 或 時 御 里方の 抱へ 役者 は、 苦し 

かる まじと て、 加州の 役者 粕谷 次郞 兵衞、 小 寺 金 七 を 召れ、 女中 交りの 御 獺 子 有り、 此兩人 堪能の 者と 

云へ 共、 女中 相手の 螺子 は 初め なれば、 召る、 より 其 H 夫 をして 參 上す、 旣に 蟠子始 り、 三輪 を？ プ、 郞兵 

衞金七 勤 之、 笛 太鼓 は 女中な り、 扨 曲舞の 內賴谷 工夫の 通に て、 首尾 尤もよ かりし 處に、 神樂 にか. -る 

時 、小 寺 頭 を 一 つ 載と 格別、 三輪の 位よ く 成て、 段々 神樂 になる に隨 て、 小 寺が あしら ひ 感に堪 て、 

賴谷 工夫の 段に 非す、 さすがの 釉谷も 心に 深く 小 寺 を 感じて、 我耻 かしく 小 寺に 付て 行く、  I 番の 首尾 

言に 述が たき 程 出来しと なり、 此事を 後に 粕谷 申出して、 世上に 金 七 我等 杯、 午 角の 藝の樣 に 思へ ど、 

金 七 又は 地頭 高 5i 十 郞兵衞 杯 は、 我 藝とは 段 有り、 今にての 藝頭 は、 此兩 人なる べしと 云り、 又 速 水 伊 

左 衞門も 太鼓の 名手に て、 世に 金 七 伊左衛門と 賞せ り、 去れ ども 役者 仲間に て、 伊左衛門 相手 を殊 外い 

やが りしな り、 其 故 は、 譬ば 三輪 を擊 に、 相手の 位 あしければ、 相手に 搆 はす、 我獨 三輪の 位 を 擊尾を 

つ、 金 七 は 相手次第に 三輪に て 相手 過て、 卷 絹の 神 樂の位 を 撃て ども 夫 を 咎めす、 一番の 首 能せ り、 仍 

金 七 相手に 成る を皆悅 びし なり、 爱を 以て みれば 金 七の 方 情 れ りと 云べき 歟， されば にや 世に 云 處も兩 

人 甲乙な しと は 云へ 共、 など やらん 金 七 伊左衛門と 云り、 伊 左 衞門金 七と は 云す 人 丸 赤 人 を 云 ふに、 赤 

人人 丸と 云ぬ が 如し、 先へ 云る、 だけ 優れる 敷、 賴谷も 中 尾 五郎四郎 午 角と 云、 五郎四郎 次 郞兵衛 と は 

不云、 次 郞兵衞 五郎四郎と 云り、 自然の 位なる べし、 地方 は 中に も亂 舞の 末席 なれば、 人 も餘り 評せす 

と雖、 高 橋の 地 は 格別に よかり し 故に 人 賞せ り、 凡の 地 は、 ^人夫 四拍子に 隨て、 夫に 合す を專 にす る 

に、 十郞 li^ ハ衞は 左に 非す、 賴 谷が 三つ 地 を 難 じて、 足下の 藝に 合せて は 三つ 地、 まんろくなら すと、 直に 

^郞兵 K ほに 敎 論す、 次 郞兵衛 是れを 信じて、 夫より 工夫して 三つ 地よ く なれる となり、 太夫に は 服部秀 

雪 始 〈や 觀世十 郞左銜 門 家 I 兀の後 兌 を 勤め 後に 隠居して 洛に 遊ぶ) 堀池彌 三郞、 橋 本 權之進 等 有り、 其 
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世の 能 は 前に 云へ を 過 現の 論 を 離れて、 當 時の 能と は 同日 0 論に 非す、 又 夫より 少し 1: を經 て、 寳 磨の 

頃 迄 は、 狂言 師に 三宅籐 九郞、 梶貞 五郎 杯 云 堪能 有り、 ii 九 郞は泉 流、 貞五郞 は大藏 流な り、 籐九郞 は 

千鳥 繩な ひ栗燒 等の 世話 事、 他に 是に 及ぶ ものな し、 貞五郞 は 大名 事、 ある は惡坊 等の 大 場なる 事 を 得 

たり、 或 時 御所の 御 能 番組に 惡坊 有り、 右 雨 人 立會ひ 勤べき， 3 を 仰 出さる、 兩人 流儀 違 ひ 故、 是 まで 立 

きふ 事な し、 され 共 勅命 なれば 辭 する 事 能 はす、 貞 五郞惡 坊を勸 め、 藤 九郞は アド を 勤む、 是 をった へ 

て 聞て 都下の 好士、 其 日 庭 上に 群 をな して 是を 見物す、 實 にも 此兩 人が 立會 ひ、 他に 於て は 曾て 出来が 

たき 事 なれば、 見る 人 珍 賞して、 感動せ ざる はなし、 今の 乙 九 郞は則 藤 九郞が 次子な り、 是も 同じく 世 

に 名 有り、 され 共 父が 藝の 位に は 劣れり と 云べ り、  . 

〇 天明 炎上の 記 

或 云、 其 地 千年 を經 れば究 て物換 ると 云云、 平安 城 開けて より、 今玆戊 申に 到り、 年 曆九百 九十 五 年に 及 

ぶ、 然れば 今般 京 據の變 またく、 君の 聖德に 不拘、 天地 命を更 るの 辰 至れるな るべき 敷、 此 天明 炎上 記 

は、 ある 堂上 衆の 記な りと、 町 尻 家の 作と やらん 承ぬ、 余 も 前に 有增を 記し ぬれ ど、 此の 記 を 見て、 流 

石 や ごとな き 水 塞の いとす さう 成に、 我 卑陋 を 愧て爱 に 寫し畢 ぬ、 

〇 天明 炎上 記 

とし 申に あれば つねに 事故 ありと いへ る 古諺むな しからす ぞ、 覆載譴 をつ け、 思神異 をし めす も、 政令 

の くらから ざるに なほ そな はらむ ともとむ るの こ とわり にや、 ことし 天明 八のと し 戊 申 正月の つも ごり 

曉 つぐる それならで、 千 本 わたりの かねの 聲は、 枕 をう がちて うち 驚けば 、横雲 しらむ 山の端に、 かす 

むけぶ り は 紅に 句 ひて、 南の 方に 火 ありと いふ、 人 はしらせて たづね 侍る に、 建 仁 寺 あたり どむ ぐり の 

すぢ なり、 小 家に なむ ほど 遠ければ、 心 もとな くも 思 ひ 侍らす、 手 あら ひしけ づり、 例の をが み 杯して 

つく ゑに 寄ゐ たれば， 時う つる ほど、 大路 頻に さわぎ あへ わ、 はびこ" なんとみ やる に、 けぶり は 筌 に 
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打な びき、 風 はたつ みのと ころえ て、 ふきた つる 炎 は 河より 西に 飛 かふ ま、 に、 そこば くの 町 やけ 侍れ 

ば、 ，0 かき は老 たる をた すけ、 いとけ なき は 母の ふところ にして、 たかき 入のお はします 處は、 ことな 

からん とて、 九重 近き つ いぢの かげな ど、 たのみより きつ、、 海士 ならぬ 賤 がさへ づり あへ る もい とか 

しまし けれど、 追 も はら はす 衣服 ふすま やうの もの 負 はこび、 我 さきにと はせ 迷 ふに、 ある はけぶ りに 

むせび、 ある は ほのほに つ- - まれて、 やがてた ふれ ふす ありさま、 げ にあ はれと ぞ、 

いっこと かおくれ さきだつ 親と 子の 煙の 中の なげき を ぞ思ふ 

東西の あきし 所せ きまで 爱 にやの がれん、 かしこに やと、 火 はさ かりにも えて 灰 煙よ もに お ほひ、 くれ 行 

雲 も ひるの 樣 にて、 風猶 はげしく、 よこぎる 雨に ふり か、 る ほのほ は、 流星の 落る と 見えて 侍れば、 あな 

かしこ、 みところ あたり も 心 もとな しと、 足 を签に はせ ちが ふ 公卿 殿上人 杯、 殿上の ほとりに あつま わさ 

b ぐ、 ：^包 直 衣 さま. <\ に讓 纓卷總 とりまぜて、 ひしめ く ほどに、 空 は 墨 をな がした る やうに かき 曇り、 

霞 は 雨の あしに まじり、 あたる ところと ほりぬべし、 祌 さへ なり ひらめく 光 はとぶ 火に 映 じていと あや 

し、 なにの さとしに や、 心 ぼ そく 思 ひまど ふに、 戌の すぐる ほどに、 女院 のみと ころす でに 火 か、 りぬ 

とま をせば、 みな あわてぬ、 うちの 女房に ゃパ， 龍の 口と いへ る 門より 板 ごしに てぞ 出お はすれば、 や 力 

てうちつ きて、 關白內 大臣 前內 大臣な ど、 ちかう つかう まつり なれたる かぎり、 みな はしり いづれば 

やがて 紫瘦 殿の 南 階に 雨 皮と. -Q へたる 鳳 蒙 さしよ せ、 南門 まさに ひらかせて、 袞龍の 光う ごきいで さ 

せ 給へば、 劍璽は 元より はなち 給 はす、 供奉の 人々 左右に まもりた てまつ りて、 やつ がれ もこの すゑ ざ 

まに ぞ隨 ひぬ る、 かしこどころ は輦 にの せま ゐらせ 侍しに、 駕輿 丁の まねり あはぬ ぞ おこ 力まし き 地 

下の 司 も、 いかに まれく なるや、 神 紙官を 始め、 したが ひ 奉れる 人々 の 召 具して、 かきあげ たてまつ 

るぞ、 あはた.. しき ほと ながら びんな きわ ざに なん、 (かしこどころ はかり そめに も 御 あとに した まはづ 

と、 M* のみ-^ どもい ましめ W られ 侍りし か、 いかに ぞゃ、 ^Jをまをし侍る人なきにしもぁらね.ど 輦 
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^に 渡し 奉る さきの あと ありと て かくつ かう まつられ ぬる ぞいぶ かしき) されば 常に 防火の 命 を 蒙 ぶれ 

る 都 近き 國々 の もの、 ふ、 はせ のぼりけ る 中に、 丹 波國龜 山の なにがし は 火 有と 聞から に、 馬に むちう 

ち、 時 を うつさす まう のぼれば、 やがてみ ゆきに ま ゐりぁ ひて、 つ はもの をと、 のへ、 御う しろに、 非 

常 を まもりた てつ まる、 尋常 守護の 武士 は、 此頃 かけた る ほど なれば、 これ やっかう まつりぬ、 風し き 

りなれば、 ふきまく 雨に 笠 もとり あへ す、 衣冠し と^に ぬれて、 ひぢ りこ は袂を そむる ばかりに、 ある 

はと せん ある はわら すして 南門 を 東に、 曰の 門 を 北に、 石 藥師を ひがしに、 寺 町 を 北に こくちけ て" 賀 

茂の 下の みやし ろに ぞ みゆき まし， （- ぬ、 社頭の 御 威 所 を かりのお ましに て、 拜 殿に かしこどころ を 置 

き 奉りぬ、 

か、 ると き 神 も あはれ めみ づ かきの 久しき 代- の 都なら す や 

港廊 をば 供奉の 人々 の やすら ひに て、 しばし が 程に たち 込て 水よ かれい ひよ など、 いと さわがしく 夜 を 

もる 宫っ こども、 とざま かう ざま 又もて あっか ひ、 みだり が はしくな む、 風 ま たかはり て、 { 仝に 立 まふ 

煙の たかく 見やられ、 ほのほ こと 更に もえあがり、 みやし ろの あたり 迄て り か^ゃき 侍る にや、 南の 方 

より 一 丈ば かりなる もえたる 木の ふきき ほひて、 內に とびか、 ると なん、 御留 主につ かう まつる 人な ど 

いき もつ ぎ あへ す、 やがて かりとち おましに はせ まゐ りて、 內侍所 紫 S 淸凉の 宮殿 門廊 などみ な 火 か i 

れ わと 奏し 給へば、 淺 ましく おそろしく、 みなれし 雲ゐ の、 目の前に、 か-る 灰燼と なれる こと ぞょ 

と、 むねつと ふた かりてむ せぶ ばかりに なむ、 社頭のお まし も 心 もとな しとて、 さらに 上の 御社に と 鳳 

輦をぞ もよ ほし さわぐ、 河原ち かく わたらせ 給 ふに、 火す でに 鞍馬口 わたりに もえ 来れり、 其み やしろ 

あたり もい かならん と、 あわた！^ しく、 また 河より 東に ぞうな がし 奉る に、 あなに くや、 烟も ひがしに 

なびき 飛 かふ 炎、 垂袖 にさへ 落ちる、 

か へりみ て 心の やみに 立 まよ ふ雲ゐ はよ そのけ ぶりと ぞ なる 
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風 あらき ほのほ は 袖に なら ひつ、 つか ふる 道 を ひかりて ぞ行 

寅の すぐる 程なら む、 聖護院 法 親王の 宫に みゆき まし- (、て、 爱を假 の 皇居と さだめ 給 ひ、 この あたり 

はよ も あやうから じと、 かしこ どこ ろ もお なじ 宫にぞ 入 奉りぬ、 僧院ながら もせん かたなし や、 院に はき 

の ふ ひるつ かた、 和歌の 御會 とて 人々 めし 集られし もし はてす、 たち 騷ぎ たれば、 いそぎ. 01 河の 里、 昭 

高 院の宫 にう つらせ 給 ふ、 供奉に は 執事 右大臣 を はじめ、 大女 院に は右大 將の亭 に、 やがて 火ち かう 侍 

れば、 よし 田 二位 亭に うつりお はします に、 風の 吹 方 心 元な しと や、 また 東 山の 銀閣寺に ぞ 入らせお は 

します、 したが ふ 人 は 右 大將を はじめ、 女 院は梶 井の 宫に わたらせ 給 ひしが 是も あやうくて 一 乘寺 とい 

ふ處 の、 林 丘 寺の 宫に、 女二呂 同じく わたり ましぬ、 したが ふ 人に は、 左大臣 を始、 こ 、かしこつ かふ 

まつる 人々、 衣冠 布 衣 あ ひま じりぬ 御 使た てまして、 平安 をぞま をし か はし 給 ふ、 夜 明 もて ゆく ま k 

に、 攝^ 親王の 家、 卿相 雲 客 軒 を つらねし も， 殘 るかた なく 燒 うせ 侍る に、 家々 の 文書 日記 やうの 者 は 

殘 りぬ ときけば、 是ぞ 世の 幸に なむ、 ひとつ ふたつ 燒殘れ る 家 こそな かく 哀 なれ、 あしたの 日影 は、 

なほけ ぶり わたりて、 京の かたは 火 や まざりければ、 いづこ を はかと も わきがた かりけ らし パぉ ほよ そ 

朿は 河原 を かぎり、 西 は 千 本 通 を 過、 南 は 七條、 北 は 鞍馬口に 至りて- 世に 聞え て 有と ころ 祌组蘭 泉、 

ニ條の 城郭 あたり、 近き もの、 ふの 館まで 殘れる はまれ なれば、 たてつら ねし 商家 杯 は更- なり、 つら 

つら 世々 のきし かた をお もへ-は、 延曆の すべらぎ 都を此 地に うつし 玉 ひて、 山 を 襟と し 河を帶 として、 

宮ば しらふと しくた て、、 億 載の 久しき をい は ひた まへ る、 四禽圔 にかな ひて 不易の 帝 宅な りし か 共、 

澆季に 及びて は亂れ やけに し 事 も 侍れ ど、 治まれる 時 到りて、 玉の臺 も 萚の屋 も 又もとの やうに つくり 

なほせ る 事、 いくたび ぞ、 世 はさま- になん、 今や かしこき すべらぎ の大 八し まの 國 しろしめす 風に 

なびく 民草の めくみ あまね き 御代の しるしに、 白き 烏の いで 來て、 諸道の 勘 文 杯 召れ し、 又 都に すみ 侍 

る 男女 を はじめ、 近き：！々 の賤 山が つに 到 迄、 禁城を あまねく ゆきめぐ りつ、、 よるひる となく、 むら 


がり あへ るに ぎ は ひ、. なほこと し 0、 かけて 君 を あ ふぎ 奉りけ む、 大嘗會 も、 ちかき あとに こえて、 紫 

寢 殿の 桂 ふたつきり はなちて、 悠紀主 基の 御 帳 をば、 たてられし など、 さま，， ^すたれる を 興して、 い 

つくしく ぞ行 はれ 侍りし かば、 神明 も 納受し へお ふ覽 に、 年 かへ りて この 春の はじめに ぞ、 まため づらか 

なる、 一 一 曰の 日の 小 朝拜杯 もに ぎ はしく 侍れば、 仰がぬ もの はなから む を、 など やさ わぎの いでき ぬる、 

廢朝は 有 やなし や、 燒 亡の けがれ もい かに、 宗廟に はな どつ げた ま はぬ よ 杯、 下 ざまの こざかし きが、 

わび あへ る も、 君 をお も ふなるべし、 げ にこと わり や、 それ か、 る ことの もと ひする や、 ゆたかなる 世 

の 久しき につけて、 も はら 奢麗を 極めて、 おの づ から 固 用 もたら はぬ やうに なり もて ゆかむ と、 天地 命 

を あらためて、 淳朴の むかしに かへ さむの あらまし ならん 敷、 譴責つ. -む べし、 鬼神 あなどる ベから す、 

萬 治 寬文寳 永の 年頃 もやけ ぬと、 老 びとの いへ る こと、 なほ 耳に ある も、 此災の ごとく は あら ざり けん， 

あはれ すま ふかたなければ.， 山 近き 寺々、 賤が 家居 杯 たづね て さと はなれて 心す ごき あたりまで、 高き 

いやしき わいだ めな く、 あさはかに 處せ けれど、 みな かり 物した まひ 侍れば、 やつ がれ も 東の 里ち かき 

あたりに もとめよ わて、 かき くらす つれ. <\- に、 京 を 見やれば、 

立 出て みわたす 春ぞ 心う き 宿は燒 野の かすむ 夕 を 

春の 心い つか 長閑 かるらん、 き^ふ も燒 ぬ、 け ふもとち またに さわぎ あへ るが、 大 かたこり 頃の 常なる 

ぞ淺 ましき、 ふして 思 ふ、 天 宫の 新に 雲 際に 聲ぇ、 千 門 更に 笑の 眉 を ひらかむ こと をのみ こそ、 

樵 夫 東 林 記 

〇 白 川 侯の 入洛 

白 川 侯 入洛 Q 行粧、 鼻 馬 一 疋 (錢 り不 美々 敷) 打 物 ( 一 振) 持 弓、 持 筒 ( I  二 挺づ、 物 頭 やうの 騎馬 もな 

し) 從士  (五 人) 乘物 (駕 脇 士少々 ) ^達 道具 持鐽牽 馬、 跡乘 家老な し、 

凡 右の 格に て 一 萬 石 位の 行列と 見え 候 由， 徒 士も各 木綿 か、 布 羽！ I 暑中 は 長途 故、 幾體供 廻りの 着用 見 苦 
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敷 方の 由、 掷 自分 は 入洛の 日 は、 上下 御着 用な り、 扠、 御 參內後 殿下の 御館へ 參 向の 處、 聖讒院 村 Q 內 

假 御殿 なれば、 分內 殊の外 狹く、 玄關 より 御對 面の 座敷 迄甚 間近く、. 權ニ問 を 隔てたり、 諸 太夫 指し 計 

らひ、 御着 座の 處へ 案內 致し、 御對顏の式を演說す、侯諾し給ひながら、殿下出御なると直に.^^^を進て、 

何歟大 なる 卷物を 棒る、 殿下 御 取 上 有て、 是を披 かせら る、 に、 其 儘 御 側近く 控 られ、 右 御應對 相濟て 

後 遙に席 を 飛 下りて 敬 伏せら る、 其 次第 厳^に して 聊 不敬の 事な し、 總 じて 朝廷の 首尾 甚宜 しか" しと 

なん 聞傳 へし、 
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都 大變の 後 は、 余、 浪 はやの 地に かりの 寓を もとめ、 波 地の したしき 友垣 Q せちなる 情に ひかされて、 

春過夏たけ、 寒來暑往-^J、 うつし 心 Q す ろに かへ さ を 忘れぬ るに、 同じ 霜 降 月の 初めつ かた、 ふる 鄉 

より 迎 ひの をの こまう くだり、 ぜひな く 余 をい ざな ひ歸 りぬ、 歸來て みれば 有し 都に にげなく も、 まだ 

き やけ 野が 原に、 己が さま. <\. わびしら に ふせや を 結び、 この も かの もに むら 立た る、 そが 中に、 家居 

つきく しく きらめき 建る も、 折に は 見えたり、 熟 想 ふに、 延曆 のむ かし、 都遷 された る さま も、 斯ゃ 

とぞ思 ふ、 今 こそ あれ、 平安 城 も、 其の 頃 は 山背の 谷 陰なる 片山里な るに、 さらに 大宫を 營せ給 ひ、 新 

都の 掷 沙汰 究り ぬれば、 上、 雲の上より、 下 あ を ひと 草の 末 紫まで、 馴し都 を ふり 捨て、 心なら す も 長 

1： に吟 ひ、 はた 平安 城へ たどり 來て、 おのが じ、 栖 もとむ るな ど、 行末い かにと おぼろげに、 こ、 ろ や 

すから ざらめ、 こたび は、 都 うつさる、 に は あらね ど、 さしもの 都 はくまな く 焦れ 失せ、 荒 架た る 地 を 

ふた、 び 新 都に 築し め 給 ふ 所 は、 遷都に 等しから まし、 世 Q 人心 も 千と せ 昔の 人と か はらめ や、 遷都 

は 資財 雜具失 はね ども、 住馴 たる 地 を 失 ふ、 こたび は 住 馴し地 は淺れ ども、 資財 雜具を 失 ふ、 憂 ふる 品 

は替れ ども、 心 は 一 なるべし、 我 常に 衣食住に 足て、 心の どけ かりし が、 變の後 は 衣に 寒暖の 具な し、 

栖も なくなり ていさ、 か 知 足 を 這らん とす、 去れ どもな ベて、 都の 人は爾 なれば、 身獨に 降る 雨に も あ 

すと 思 ひ 返しても、 まのあたり うき 身の 漂 ふに つけて は、 うしろめ たき 心の はなれやら ざるに、 難 波よ 

り歸 りて、 薪 都の 狂言 や、 て、 今替り 狂言の 道具 立 最中と みれば、 知 足の 碍 露程 もな し、 千年の 芝居 

も、 一 日の 劇場 も、 松樹干 年、 槿花ー 日 さめての 後 は 皆 夢の 戲 なれば、 鬼 や 角 思 ふ は、 十 U 唇 或は 去年の 
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芝居の 古 を、 今の 用に 立ん とする に 似たり、 た 行なり に 殘れる 夢の さむる を 待に 如く はなし， 

かくてく しげの 翁が、 花見る 座敷 を 無理に そもうして、 爱に ひと ふた 月 を箕踞 す、 素より 常住む 家なら 

ねば、 朝げ 夕げ いとなむべき もうけな く、 壁錡 わたり 疊 蝕て、 松の木 柱、 栗の 鴨居な ど、 物 ふり爐 中 も 

塵ひぢ 積り、 時なら ぬ 蜘の圍 など ある を、 そこ， （-に はら ひて、 座敷の かたへ に ちんか、. o^,  二つ 竈 を 置 

き、 はしり やうの もの を 居 ゑて、 藤の 棚の もとに、 かりの 画 をし つら ふに ぞ、 花の 頃 はいかに やと、 人 

の あざみ もお ぼっかな き、 さて 前栽に は、 紅葉ち り 敷て、 所がら なる 淸水 を埋む 計なる を、 洒 掃して 下 

り 井戸 を 淸め飮 水と し、 難 波の 川 水 を 買 求た る、 きの ふ を 思 ふ、 其 下流に 杜 若の 澤 有り、 ち ひさき 歸り 

花 一 二輪 見えたり， 築山に は、 はや 来復の 氣を うけて、 |?1 花魁の 枝々 めぐみ 立たり、 數々 のさく ら樹 は、 

其 $ "とも 見えす、 枯 わたり、 四 壁 はきり しまの 老樹 所せ き 低く 祖 ちて、 さかりの 程 は， まば ゆから まし 

とぞ思 ふ、 すべて 櫻より 紅葉 迄、 前栽の 眼 絶せ ぬし つら ひなり、 霜 降る け ふの 庭の さま は、 四時に 少し 

蹴お さるへ かめれ と、 又 哀れ さもえ ならす、 やがて 雪氣色 さぞと 待 久し、 こ- - もとは 市中に も 非す、 t 

ならす 鄙なら す、 世 を 厭 ふ 人の かくれす むに は、 二な き 勝地な りけ らし、 たま /(\ 都の 知己 0 訪ひ來 て、 

いかに や 久しき. 不、 打 かたら ふに， など やらむ、 下 安から す、 さう， しげなる は、 まだき 都の、 どか 

ならざる ゆかりに や、 かくて ぞ難波 人の 何 くれと 思 ふ 事 なげなる も 思 ひ 出て した はしく、 はた 難 波の ぬ 

くさに めで- -、 我 ふる 鄕の 心地 ぞ する、 

ぬく め 鳥 難 波 を かりの 古巢 かな 

鶴 脛の 老が身 も、 やそと せの かりもの なり、 何もかも 不足な れぱ、 木 火 土 金 水 を みだりに 長く かり 用 ひ 

て、 あめつちへ 禮をも 言す、 猶 倦と しもな く、 かりのやどり を 我物に して、 來る年 Q 花 を 居ながら 見 ま 

く ほしき 情欲 を 離れ やらす、 

斯は おもへ ど • 年 ごろ 我 編述せ し 近 の記錄 ども、 一 時の けぶりと 成ぬ る を、 其 ま、 に 止みなん も、 無 
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辜な りと， 1^-とちのす、むるにぞ、 妄執の 喑 やらで • 亡 ひし 書目 をお も ひ 出る に、 關原 大全の 評 

註、 耶蘇 實記、 赤 城 義士 篇參 考、 三 川 後 風土記の 挫 偽、 落 穗筵揚 集、 等 は 余が 珍蔵に 在る 原本 を もて 

本據 とし、 其 外 あらゆる 類書 を 捜し 需め、 眞僞を 釓し錄 せし 者な り、 其 他 玉露 叢、 家忠 日記、 西 山 遣 事、 

東照宮 御 遣訓、 岩 淵 夜話、 武家 盛衰 記、 績 武者 物語、 其 外泛々 の 末 書と いへ ども、 悉く 校訂して 誤 を. 正 

し、 且愚按 杼をも 加へ 置ぬ るが、 みな 亡びう せぬ、 浪速 全書 は 全く 淺り此 翁 草 は 少し 闕 ながら 僅に 存 

す、 故に 大阪 のー擧 は、 爱に唯 大綱 を擧る 而已、 亡 滅の分 はな どやらん 惜しと 思 ふに つけて、 我 胸藏を 

搜 すに、 八十 波 荒く 立て 千尋の 底 見え わかす、 千に 一 つ 百に ふたつ を 思 ひ 出て、 ひ. たりに 錄す、 され ど 

素より. S 覺 なれば、 本 據を引 事 あた はす、 且 序次 を 分た す、 中に も御當 家の 國初 を、 世人 過ってと. り-^ 

に 評し 奉る 處、 多く は妄 誕而已 なり、 是が爲 に 國恩を 忘る 人す くな からす、 余 嘆 惜の餘 り、 此 次に 關ケ 

原 御 陣論を 立て、 耍椹を 記し、 世の 人の 惑 を 解ん とする 事爾 り、 

〇 關ケ原 御陣論 

御當家 天下 御 創業の 事、 關ケ原 記、 難波戰 記、 其 外 諸錄に 記る と雖、 世 を 憚りて 神 君の 洪德 をのみ 奉 賞 

故に、 世人 却て 狐疑 を 生じ、 豊臣の 國家を 奪 給 ふ 様に 思 ふ 人世に 少なから す、 必 しも 不爾 か、 余 之 を 患 

て、 多年 慶長元 和の 事實を 纂考て 左に 辯 論す、 大凡 ii 史は 世に 不阿、 邪 正 を あら はに して、 事 實を擧 る 

を 以て 史 とす、 今の 如く は 慶長元 和の 事實、 千載に 匿れ て、 却て 世人の 僻論 後世に 遣り、 過って 神祖を 

奸計 反間の 君の 樣に 傳らむ 事歎惜 する に堪 た^..、. 旣に譯 もな き 雜錄、 或は 淨 瑠璃 杯に、 東方 を 毀る、 毀 

る を 以て 世人 事實 とす、 是 治平 二百 年に 向た る、 f 其 治に 馴て、 藥奢增 長す る 儘に、 其 原 を 忘れ、 弱を最 

負し、 强 きを 憎む、 衆愚の 情なり、 或 曰く、 大猷院 殿 及び 嚴有院 殿御 代の 頃 迄 は、 東 君の 御 事を假 初に 

も 疎かに 思 ふ 者 一人 も 無 之、 其 所以 は 己 か 父祖た る もの、 戰國に 生れて、 亂 世の 難儀 を まさに 身に 知れ 

り、 然る を 神 君の 洪德 に仍 て、 斯く 泰山に 枕す る 御代と 成し 國恩を 仰ぎ 崇み、 東方へ 足 を 指て 寢る者 無 
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りし、 夫より 人換り 世を經 るに 從ひ、 世人 是を 忘却して、 由無き 妄誕を 構へ， 古 戰を翫 び 物にする 故に， 

斯る論 も 起れ り、 尤 一 應に 思量 すれば、 太閤の 遺 旨 を 破り 給 ひ、 幼 主 を 押込め、 竟に攻 亡し 給 ふ 様に 聞 

ゆれ 共、 其 来由 を審に する 時 は、 一事 も 公の 企 給 ふに 非す、 唯 天の 爲る なり、 先 太閤 遣 旨の 濫觴より 審 

に 論ぜん、 

或 問、 太閤 秀吉 公世 子 を內府 公に 托し 給 ふ 事、 猫に 慳 節を預 くるが 如し、 左 計の 秀吉公 遠き 慮りな き 

奈何、 答是其 代の 時勢な り、 秀吉公 天下 を 御 せらる k と雖、 干戈 未 乾、 殺氣褰 裏、 爱に 於て 當 時の 格に 

外様 を不 交、 一族 譜代 恩顧の 輩 を 以て、 國事 を統ん とせば、 忽 再び 兵亂發 るべ し、 仍て國 家 を 治る に、 

昨日 今日 迄 も 敵た る 大身の 列 侯 を纂、 て 大老と し、 自の 腹心の 者 を 其 下に 屬 せしめ、 三老 奉行と す、 是太 

閤の 本意なる まじ、 され 共 止 事 を 得す、 時势に 隨ふ處 なり-、 矧ゃ幼 主 を 托する に、 不順の 遺 n 曰 宵な ば、 

內^ 公 を始、 大老の 面々 に 立 所に 異議 出來 すべし、 內府 公賢 良の 聞え 周く 世に 知る 處の 家君と 云、 家系 

官錄此 上 もな く 尊く 人の 許す 所 なれば、 此遺 旨の 事に 就て 誰 歟鬼角 云 人 もな し、 夫す ら殘る 大老の 面々 

は、 (加賀 大納言 利 家、 備前中 納言秀 家、 會津 中納言 景勝、 安藝 中 納言輝 元) 昨日^ 膝 を 並べ て國 務に預 

わし 身 なれば、 內府公 一 人に 國 事の 歸 する を 快と せす、 太閤 薨去 間もなく 色々 異議 出来て、 銘々 事 を 左 

右に 寄せて 歸國 せらる、 に仍り 彌內府 公の 威 權日を 追て 織に なり、 三老 (生 駒 雅樂頭 堀 尾 帶刀中 村 式部 

大輔) 五 奉行 (淺野 彈正少 弼增田 右 衞！： 尉 石 田 治 部 少輔長 束 大藏大 輔前田 玄以) など も 臣下の 如くに 成 

行けば、 石 田 三成猜 之て、 深く 慮り 遠く 謀て、 上 杉の 臣直 江山 城 守 兼 績を語 ひ、 景勝に 反逆 させ、 內府 

公 自ら 東征 あらば、 其の 跡に て秀賴 公の 命と 稱 して、 西 國の列 侯 を 催し 旗 を揚て 東西より 內府公 を夾み 

擊の張 行 を 構へ しに、 謀 成て 竟に 東軍 を 濃 州關ケ 原へ 呼 引 寄せて、 天下 分 目の 大戰 となる、 (是關 ケ原合 

戰 の耍) 

評 曰 石 田 三 成 は 太閤の 嬖臣 なり、 然共竟 に 武名 有事 を 不鬪、 譬 ば異國 の內宫 の 類に て * 內寵を 得る 許な 
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り、 才智 拔群 にして 寬 量な り， 熟內府 公の 威 權海內 に 及ぶ を 見て、 此上事 強大に なりな ば 征し難 からん、 

事 を 測って 潜に 上 杉 家に 合體 して さしもの 名君 を議り 課せ、. 濃 州關ケ 原に 於て、 運戰を 決せん とす、 寛 

大の 謀よ く 整し 事、 張子 房孔 明に も愧 ざるべし、 畢竟 三成微 運に して、 不慮の 裏靳 有れば こそ、 態 命 Q 

1 擧を 仕損じ つれ、 左 もな くんば 東方の 危戰 十に しても 一 も 得難 かるべし、 其 所以 は、 後に 大 垣の 城 を 

置き、 南 宮山松 尾 山に 備を 配り、 平 場の 主戰、 尤 地理 を 得たり- 東軍 は 後援 Q たのみ もな く、 死地に 入 

たる 客戰 なり、 軍勢 は 西方 十二 萬、 東方 は 六 萬餘、 平 場の 駔合 なれば、 東軍に 何の 術 をな す 事も不 叶、 

唯 一 の頓 みに は、 東方に は主將 有て 而も 名に あ ふ 良 君 なれば、 犬に 人 和 整 ひ駔引 自在な ね、 西 軍 は備前 

中納言 都督の 樣 なれ ども、 主將に 非れば 諸 軍 を 銃る 事 不克、 三 成 は 素より 張本人と はいへ ども、 其身宫 

職陋 くして、 主將 なら ざれば 是亦諸 軍の 指揮 自在なら す、 其 外 島 津小西 大谷等 は、 各 I 隊の將 なれば、 

素より 釆配屆 かす、 爱を 以て 大軍區 々にして 人 和せ す、 是而已 は 東軍に 不及、 去れ 共 I 倍の 軍兵、 必勝 

の理を 以て 東軍 を 引つ、 み 、攻撃に 仍て 動もすれば 東軍 敗 せんとす る 事數囘 な， oz 東軍 は 運 を fK に 任せ、 

死 兵と 成て 旣に斯 よと 見 ゆる 處に、 萬 世の 銃 を 開き 給 ふ 高運赫 突と して 松 尾 山に 扣し金 吾中納 言の 備 一 

萬 五 千、 裏切して 咄と 叫んで 大谷吉 隆が備 を 後より 切 崩せば、 左 計の 西 軍 前後の 敵に 周章 狼猊 して、 諸 

隊 霜雪の 旭に 逢が 如く 算を亂 し 一 瞬に 敗せ り、 是 全く 人力の 爲す處 に 非す、 偏に 天なる べし、 去れば 今 

こそ、 此御陣 を 東西 午 角の 様に 思へ 共、 其 頃 世の 巷說に は、 德川 家の 滅亡 時節 到来せ りと 沙汰し、 是に 

與 する 輩 を、 狂人の 如く 嘲笑 ひしと かや、 實 にも 時勢 さも 有ぬべし、 

評 曰、 三 成 武名 高から すと 雖、 大器 凡將の 及ぶ 處に 非す、 但し 謀 は 遠大なる を 用 ひて、 迅速なる を不 好、 

公 東行の 折 柄、 其 臣島左 近が 英兵 三千 を 以て 夜擊 せんと 云し を- 三成危 しとて 許さす、 哀れ 島 左 近が 尖 

兵 死 兵と 成て 御旅館 を 襲な ば、 御 危難 此上 有べき、 一二 成 圖を脫 せりと やい はん、 義經 ならば 專ら此 策 を 

用ら るべ し、 楠 子最此 格の 神 策 有べ し、 三 成 は 唯 寛大に 事 を 整へ 熟する を 待つ の將 にて、 臨機 應變 の奇 
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計を不 好と 見えたり、 

因に 記す 三成微 綠 の 頃より 功士 を 愛す、 一年 所用 有て 他國へ 行立歸 て秀吉 公に 謁す、 公 曰 他 II に 於て 

何 を か 得た る、 三 成 曰 功士 を I 人 召 抱 候、 公 曰 それ は 何者 ぞ、 答、 島 左 近に て 候、 公 曰 左 近 は 名高き 

者な り、 定て 過分の if: 綠を 望むべし、 爾 如き 小身 Q 者 Q 手に は及雞 かるべき 奈何、 答 仰の 如し、 小祿 

にて は 雞抱候 故、 某の 分限 八 萬 石 を 四 萬 石 分與へ 候と 申、 流石の 秀吉公 手 を 拍て驚 給 ひ， 己が 分限 を 

一人の HI 下へ 半分 頒與 ふる 事、 古今 希有な りと 笑 ひ 給 ふと かや、 三 成が 大器 爱に 顯れ たり、 其 後 三 成 

登 廒に隨 ひ、 名高き 英雄 を餘多 扶助す る 事、 諸錄に 見えたり、 

抑 今度 石 K 三 成が 企、 實に幼 主の 爲に する や、 又は 內府の 猛威 を 猜み羡 み、 公 を 返け て 已：. に. にか はらん 

とする や、 半途に して 事 成ら ざれ は、 三 成が 心 裏 知べ からす、 是を置 察せん に は、 三 成が 日頃の 行狀 の、 

正 不正 を 以て 見るべし、 而 るに 此 一 擧 東軍の 御 利 運と 成て、 時勢 忽變り ぬれば、 海^ 1 銃に 御 當家を 尊 

崇す るに 到て、 三 成 は 逆賊の 如く、 後世に 傳 ふる 故に、 眞の行 狀を傳 へす、 或は 秀 次を讒 し、 朝鮮 陣中 

の 監察に 荷撸 する の 類 を 云 並べて、 三 成を惡 むと 雖、 是 以て 正義と も 聞え す、 其所以は秀^^^素ょり暗愚 

不 遍の將 たる 事 周し、 强ち 三成讒 とも 云が たし、 朝鮮 陣中の 伕估 も、 七 人の 大名と 不和より 起れば、 片 

一一 一一 口 を 以て 究が たし、 世の 樣 反覆して、 後の 論 なれば、 邪 正 孰と も分爱 たり、 先 は 運 不運 は 鬼 も 有れ、 德 

川 家 を 窺ん に は、 尤時を 得たり と 云べ し 後年 水 戶西山 公な ども、 三 成 事は稱 嘆し 給 ひぬ、 故 もな く 世 を 

奪 ふ 反賊の 類に は 非す、 何にもせ よ、 此 一 亂に仍 り、 太閤の 遣 旨 も 是が爲 にく づれ、 天下 自御 家の 有と 

成た るな り、 或 問、 三 成が 亂に仍 り、 遣 旨 を 破り 給 ふ は： 止理に 非す、 三 成 を 罰せられて、 再び 天下の 補 

伎 有りて 幼 主へ 國家 を讓給 はんこ そ、 正理 たるべ けれと 言、 答 最も 一理 あり、 去ながら 此庚 子亂三 成が 

私の 事に 非す、 秀賴 公の 命と 稱 して 關 西へ 令す， 關西依 之 悉く 催促に 應す、 三 成 私の 企な らんに は、 安 

藝 備前筑 前 薩摩已 下、 麼々 の 侯 家爭で 是に屬 せん、 幼稚と いへ ども 秀賴 主將 たるに 仍り、 各師を 出せり 
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然れ ば德川 家を滅 さんと する 主 將 は秀頓 なれ、 太 閣の遺 旨を顏 されし も秀頓 なり、 內府 公より 聊 破り 給 

ふに 非す、 而る をい かに 寛仁の 君 なれば とて、 いづれ 太 閣の遺 旨 を 立 給ん や、 畢竟 庚 子の 亂に 世の中 一 

變 して、 それ迄の 事蹟 は 悉く 崩れた るな り、 是 天の 爲 せる 處 にて、 不 求して、 御當 家の 洪基を 開き 給へ 

り、 和漢の 興廢 に、 斯る先 蹤を不 聞、 俗に 云 ふ、 天下の 獨轉 びこん だるな り、 旣に關 ケ原落 居の 砌、 大 

阪をも 直に 攻 滑さん と， 諸侯の はやりし を、 公宥め 給 ひて、 敵ながら 幼 主な りと て、 其 儘 立 置れ し を. -.. 

寛仁 大度の 掷計 ひなり と、 世の 人奉稱 ぬ、 

又 三 成 運に 乘 じて、 天下 を 則らば、 速に 今の 如き 治平の 世に は 成べ からす、 其 謂 は內府 公と 三 成 を 比す 

るに、 系 圖宫祿 は 勿論、 人物 若干 劣れり、 亞相黄 門に 進める 侯伯、 其 外 累代の 名家 世に 餘多 あれば、 是 

等の 類 急に は 伏す ベからで、 但秀吉 公の 如く、 卑賤より 出て、 .一 几 龍の 勢 ひ あらん は 理外な り、 三 成 大器 

と雖、 秀吉の 生稟に は、 天地 懸隔して 似る ベから す、 然れば 列 侯の 間に、 色々 の 異議 出来て、 再び 戰國 

と 成なん、 去れ ども、 表裹輕 薄の 世の中 なれば、 案の 外 三 成が 烕 須臾に 海內に 布く に 至るべき や、 其 段 は 

測 難き 處 なり、 叉 三 成が 擧も なく、 四海 無爲 にして 太閤 遣 命の 通に 國家を 秀賴へ 歸屬し 給 ふ 時 は， 秀 頼よ 

り 東 君 を 父祖の 禮を 以て 尊崇し、 東 三十 三 ケ國を 封ぜら る、 歟、 或は 中古 左 馬頭 基 氏の 例に 傚て、 關東 

管領に 補せられ、 公方に 准ぜら る歟、 孰に 周の 西 伯 世に出 給 ひて、 天下 三分の 威 ひなるべし、 然ば 天に 

二つの 日 あるが 如く、 且 年頃の 恩 波に 浴して、 天下の 列 侯 多く は 東方に 荷 擔し竟 に は 東西 鉢楣發 らん 事 

必 せり、 鬼に も 角に も此 庚子亂 こそ、 吾 朝 治平の 瑞兆 なれ、 落穗 集に 曰、 濃 州關ケ 原合戰 は、 本朝 開 調 

以來の 大合戰 なりと 云々、 實 にも 斯る事 上古に 不聞、 中古 以来 を考 るに、 承 平の 將門、 1K 慶の純 友、 安 

倍 貞任宗 任が 前 九 年の 戰、 淸 原の 武衡が 後三年の 戰、 皆其國 切りの 亂な り、 其 後 保 元 平 治の 亂は、 天子 

の 御 諍 ひなれ 共、、 國々 の 武士 を 召る、 事 もな く、 唯 在京の 武士の 小 迫 合な り、 承 久の亂 とても、 東軍 襲 

来る 而已 にて、 官軍 は微 なり、 壽 永元曆 平家 沒 落の I 擧も、 今度に 合せて は、 兵の 會る事 寡し、 元弘建 
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  1 五 四 

武の役 も、 海內 一 圓に亂 る- -と 雖、 兵の I 所に 纂る 所、 今度に 不及、 應 仁の 亂西 中國の 兵、 帝都に 溢れ 

ぬれ 共、 東 兵 は 不來、 夫よ お 近世 天 文 天* 正の 前後に 至て は、 一 統 の戰國 となり、 其國亂 に騷々 不絕、 去 

れ ども 一 所に 會 する^ はなし、 關ケ 原の み 東西南北の 兵 二十 萬 集って、 一時に 戈 を 交へ、 天下 反覆の 勝 

負 を 挑む、 塞に 古今 未曾有の 珍事な り、 而も 其大 合戰、 僅に □□ より □□ 迄 一 時半の S1 に、 忽 勝敗 分れ 

て 國家究 る、 後世 此亂の 事 を、 15^ 々に 論じ、 就中 諸家に 於て、 自家の 功 を 事々 敷 云 立る と雖、 畢竟 闘戰 

の 間 僅 I 時半 なれば、 電光石火の 間に 何の 優劣 を 論す る 隙 有らん や、 偏に 火事場の 働の 如き 成べ し、 此 

突子亂 後程な く、 神 祖將軍 宣下 有り、 相鑌 て台德 公へ 將軍 宣下 有て、 天下 一 統す、 是 庚子亂 の耍柩 なり 

尤 四隅の 國々 に、 東西 荷镥の 諸侯 互に 闘戰 する 事 一 々擧 るに 不遑、 是皆 枝葉の 事に して、 關ケ 原の 主戰 

落 居 を 聞 やる 哉、 西方の 城々 は 或は 降り 或は 自殺して、 須臾に 干戈 治りぬ、 中に も 御 敵の 最 一 は、 上 杉 

景勝 なれ ども、 是石 田と 直 江山 城 守が 計りし 箏 にて、 景勝 素 意より 不出、 其 上 功 家の 亡 滅を憐 み 給 ひて 

會津百 二十 萬 石 を 被 除、 米澤 三十 萬 石に て 立 置る、 直 江 も 故 有て 御 祟な し、 其 外西國 にて 島津を 御宥免 

あり、 毛 利 は 庶家小 早川吉 川の 功に 仍り、 領知を 減じ 被 立 置、 大老の 內備前 中納言 (宇喜多) は 罰せら 

れ、 流罪に 處 せられる、 大老 第二 座加賀 大納言 は、 初より 內府公 合體の 人に て、 自是 先に 逝去、 其嗣利 

常 北國に 在て 御 味方 せらる、 張本人 石 田 三 成 幷小西 攝津守 &、 國 寺惠瓊 三人 は 京師の 大路 を 引渡して 梟首 

せらる、 裏切 金 吾 中 納言秀 秋 は 其 功に 仍り、 宇喜多の 所帶、 備前美 作 兩國を 賜 ふ、 其餘略 之、 

〇 大阪 御陣論 

此 i: 陣を 世人 過って 天下 分 目の 軍と おも ふ は 非な わ、 天下の 落 居 は關ケ 原御陣 なり、 大阪の I 擧は 四海 

治て 後、 諸侯 御誅 罰の 類 ひの 大 なる 物な り、 尤 日本の 兵 數を盡 して 出陣し、 二十 餘 萬の 兵 を 以て、 城 中 

の 死 兵 六 七 萬を圉 む、 是又古 來無雙 の 事 なれ ども、 寄 手假令 何十 萬 も 有れ、 心に 戰を 持た る 兵 はなし、. 

畢畢 軍役に て 出た る なれば、 世 諺に 云る 町役幷 歩に 指れ たると 云が 如くに て、 死 兵 六 七 萬に は 對し難 
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し、 其 上 城 は 日本 無 雙の名 城な り、 爱を 以て 一 旦御 和平 堀埋等 色々 御手 立 有しな り、 去ながら 攻守 三十 

萬に 餘る 大兵と 云と いへ ども、 關ケ原 御陣に 比して は 小事な り、 抑關ケ 原の 後、 關 東より は尤 和平の 思 

召に て攝河 泉に 於て、 七十 萬 右の 貢稅 を、 大阪の 賄 料に 附られ 、(永 夜 W? 談には 四 十餘萬 石と 有) 秀賴公 

の 官加階 も、 將軍 家と 等く、  二位 右府に 進ませられ、 天 下の 賓客 貴族の 禮を 以て 結構に 會釋 給へ 共、 淀 

殿 は 御 夫人の 事、 秀賴公 はい まだ 少弱 にて 太閤の 時勢に 傚 ひ 給へば、 如何程 結構に 會釋せ 給 ひても、 物 

每大に 不足す る 上に、 關 東の 猛威、 夜に 增、 日に 增し目 ざまし く 爆に して、 日本の 群 收是に 阿諛して 他 

を 顧る 事な し、 適 太閤 恩顧の 大名、 關東參 勤 往来の 序に 大阪へ 立 寄り、 秀賴の 機嫌 を 伺 ふ も. れ ども 夫 

は 十が 一 にして 多く は乘 打して 舊恩を 忘る 人 不少、 さし も 繁榮の 大阪、 今 は東國 通路の 驛 宿の ごとく 秀 

賴 公の 威 は 有て 無が 如し、 淀 殿是を 深く 妬み 憤て、 再び 國 家の 復 せんこと を 諸 寺 諸 社へ 祈誓 せらる i の 

外 他な し、 故に 關 東に 於て 色々 御 商議 有て、 將 軍の 御 嫡女を 大阪へ 御 入 輿 有り、 親緣を 結れ 御 因 有に、 

表 は 許諾の 體 にて、 必裏は 聊解給 はす、 敵の 女な りと て 御 入 輿 後、 別殿に 差 置れ、 秀賴對 面 も 無き 様子 

なれば、 此上 如何程 寬 仁の 御 執 計 ひ 有 迚も、 偏に 虎狼 を 養 ひ 置く に 等し、 爱に 於て 大御所の 思 召 を 恐察 

し 奉る に、 御 齢 旣に懸 車 を 超させ 給 ひ、 御餘命 旦夕に 迫らせ 給ふ處 に、 大 阪如斯 ならん に は 薨去 以後 江 

戶大阪 の鲜槽 必定な り、 左 有らば 再び 戰國 となるべし、 不如御 在世の 內に大 阪を御 絕し可 被 成と 御 思惟 

有て、 先 大佛殿 再 J 舆を勸 めさせられ、 大阪 の夥敷 余藏を 減ぜん 事 を 欲し 給 ひ、 夫より 段々 御難 題 を 以て 

大 阪を惱 まされ、 竟に御 鉢楣と 成て 猶其 上に も 御 和平 堀埋 等の 御調 議 有て、 夏 御 陣には 容易に 攻 潰し 給 

ふ、 厘 是を璧 るに、 抑 神 君 御 少壯の 頃より、 大阪 御陣に 至り、 御 生涯の fi、 大小の 御合戰 四十 八 度と か 

や、 屮 にも 小牧 長久 手 Q 義戰は 勿論、 其牠 一 度 も 非 義の御 一 戰 なし、 故に 賢 了の 御名 貫きて 今 四海 一 つ 

に歸 する に 至る、 而 るに 肝要の 終の 御 ー戰、 淳 潔なら ざるに 似た る 故に 衆 口喧し、 共 所以 は 一 旦寬仁 を 

以て 飽迄大 阪を宥 られ夫 にても 不伏時 は、 何 か は it らせ給 ふべき、 唯 尋常の 御鲜循 にて、 大 阪を攻 屠り 
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  ^ 五 六 

給 はんに 何の 難き 事 や 有る、 左 有ん には武 王の 紂を擊 給 ふに 比すべき に、 大怫殿 再興の 事より、 以後の 

御 執 計 はな どやらん 反 ii の 御 奸計に 似て、 後世に 評の 淺る 處、 恐れみながら 嘆惜 する に堪 たり、 

是 迄が 大 阪御陣 の 大綱な り、 委しく は 浪速 全書に 著す る 故に 爱に 略す、 

世に 片桐市 正 を 忠臣と し、 大野 修理 を奸臣 とす、 是 一 概の 論な り、 片桐は 眞忠の 人に 非す、 初に 佛 殿！^ 

輿の 鋒に 就ても 大野が 言 最善し， 片桐は 唯 事 を 雨 端に 計って 世事 を 要と す、 旣に關 東より 御 加 綠有を も 

不辭 頂戴し、 俗諺に 云 君 を 思 ふ も 身 を 思 ふの 意な り、 去れば 駿府に 於て、 御難 題の 御請 は尤 慮り 深き 善 

言な り、 知 C に 於て は愧る 所有べ からす、 此言忠 より 出た らんに は、 大阪へ 歸て讒 者の 爲に 潔く 自匁 する 

歟、 責ても 世 を 避て 高野山へ も 登らば 容 すべし、 籠 者に 一矢 射ん と 我 館に 引 籠り、 而て 在所 茨木へ 立 退 

f わ 東 君の 仰せに 仍て寄 手に 加り 出陣せ し は、 豈忠と 云ん や、 (但自 は固辭 して 陣代を 出せり とも 云) 大野 

は 世 說に淀 殿に 通じて 寵を 得たり と 云り、 實否 不知、 此 評は閣 き、 此ー擧 に 於て 格別に 大野が 非 義を聞 

かす、 片桐を 支へ たる も片 桐が 終 を 善くせ ざる を 以て 見る 時 は、 强ち讒 とも 究が たし、 忠臣 顏を せし 片 

桐 は 敵と 成り、 奸 臣と惡 まれし 大野 は秀頼 公生 害の 供 をしたり、 可否の 15Ei 事 長ければ 爱に 略す、 

城 中純粹 なる 者 は、 眞 田左衞 I： 佐、 後藤 又兵衞 少な がら 木 村長 門 守 は 頗る 英雄な り、 中に も盟 使の 始末 

古今 獨歩 たるべし、 呼 不幸に して 生涯の 美 短し、 壯强の 年に 至りな ば、 いかなる 忠良に や 有 けん 惜し、 

叉 落城 前に 東軍の 魁 を 切 崩せし は 毛 利豐前 守、 御 本陣 を 襲し は眞 田な り、 此 毛利眞 田が 驍勇最 賞すべし 

長 曾 我 部是に 次べ し、 委は 浪速 全書に 在り、 

C 島 原 一 揆論 

耶蘇 宗門 は 二百 有餘年 以前、 本朝 戰國 の砌、 蠻人妄 に 渡来して、 様々 の 奇術 を 以て 土人 を懷 け、 宗門 を 

勸け るに、 目の あたりなる 奇特 を 見て、 是を 信す る 者 夥く蔓 りけ る 儘に、 追々 伴天連、 印留滿 など 云る 

彼宗 He の 長者、 本朝へ 入 込て、 敎 しける に仍 り、 是に身 を 拋っ者 幾く と 云 員 を 不知、 大友 宗麟、 此宗 


門 を 信じ、 化 ハ外歷 々ひ 士是に 麇く者 多し、 信 長 公も是 を 信ぜられ、 安土 城へ 伴 1K 連の 類 を 召れ し 事 あり 

秀吉公 は 邪法な りと て 禁止せられ、 此 宗門の 寺々 を 破 却し、 伴天連の 類 は 本 國へ歸 され、 彼 徒 を 坐して 

此法 斷滅の 商議 專 なる 處に、 半途に して 太閤 薨逝 有り、 祌祖 是を禀 糖せ 給 ひ、 嚴令を 以て 此 宗旨 深 着の 

者 を？ 刑し、 又 宗旨 を 改る者 は 轉吉利 支 丹と 號 して 赦免 有り、 所々 に屬 託の 札 を 建ら れ、 きびしく 制禁 

有に 仍て、 慶 長の 末、 元 和の 始に 至て、 漸に此 宗退轉 す、 而 るに 夫より 二十 餘年 を經 て、 寬永十 s: 年の 

頃、 肥 前 島 原 城主 松 倉 長 門 守 領分に 於て、 彼 徒 再起て 西國 暫く 擾亂に 及ぶ、 是を島 原 一 接と 云、 其 濫觴 

は、 慶 長の 末に 本 國へ歸 さ れし 伴天連が 遣し 置る 未來 記な り と て 、 

自是 五々 の曆數 を經て 東西に 雲燒 枯木に 花^、 家々 に クルス を 立、 一 人の 奇宣 出来らん、 是 宗門 再與 

の 時 至るな り 云云、 

今年 西 國に雲 燒る事 夥しく、 また 何某の 庭の 枯木に 花^ぬ、 曆 數を考 ふるに、 今年 巳に 二十 五 年に 及べ 

りと て、 宗門 深 着の 者 共 は 潛に黨 を 結んで 事 を 企る よし、 所の 代官 聞 付て 是を征 せんとして、 却て 彼 徒 

に 打殺さる、 自是彼 徒 色 立ちて 近鄕の 代宫を 殺し、 或は 追 立て、 今 は 憚る 所な く 宗門 を勸 む、 是に與 せ 

ざる 村々 は卽 時に 打 潰し、 老若男女 を 云 はす 打殺す 故に、 心なら す 是に隨 ふ も 有り、 段々 其 徒 强大に 成 

て、 島 原領の 村に は、 過半 一味す るに 仍り、 島 原 城 中へ 追々 注進 有之處 に、 此節 領主 父子 共に 在 江戶な 

れば、 留主居 家老 岡 本 新兵 衞、 田中宗 夫な ど 商議して、 侍 十四 五 騎人數 三百 計り 討 手に 遣す 處に、 賊大 

勢 なれば、 城兵 立つ 足 もな く 敗して 城へ 逃歸 る、 賊是に 追す りて 城 を 取らん とする を、 漸く 防て 追 散し 

夫より は 一 向出 勢に 不及、 城 を 取られぬ を 勝と して 守是 而已 なれば、 一 揆は彌 機に 乘じ、 其 徒 肥 後の 天 

草 迄 ひろがり、 先 然るべき 大將を 立ん と、 天草の 內大矢 野 村 甚兵衞 子の 四 郞と云 者 十六 歳に して 親敏奇 

村の 聞え 有 を 取 立、 是未來 記に 有處の 天童な りと 尊崇す、 さて 天草の 內富岡 城 を 取らん と、 數 千の 一揆 

兩度迄 攻蒐り けれ 共、 城代 三 宅 藤兵衞 (明 智左馬 之 助が 子な り) よく 守禦 して 兩度 共に I 授を追 返し、 


鄕人原 を 餘多討 取、 夫より 領主 肥 前 唐津の 城主 寺 澤兵庫 頭 方へ 此意 を吿 て、 兵 庫 頭 も 在 江戸 なれば、 留 

主 居の 者 共 衆議して 富 岡 城 加勢と して、 岡 島 次 郞左衞 門、 同 七 郞左衞 門、 澤 木七郞 兵衞、 三 宅 藤 右衛門 

原 田. 伊豫、 其 外 諸 士餘多 付添、 同勢 千 五 百に て 唐 津を發 す、 富 岡 迄 は唐津 より 七 八 里 を 隔たれ、 其路次 

本 渡 島 子の あたりに 屯して、 鄕人を 呼出し、 一 接の 様子 を 問- 本 渡 島 子 も 皆 一 揆 一 味の 者 共 なれ 共、 僞 

り 計って 唐 津勢を 欺き、 味方の 様に 取な し、 一揆の 手當に 所々 へ 勢 を 分 させ、 此由 を潛に I 揆へ 注進す 

唐津勢 はか- -る 計略と は 露 不知して、 僅の 人數を 方々 へ 分ち 遣 はし、 城代 三 宅 藤 兵 衞も爱 に 出迎、 唐津 

勢と 商議して、 各 緩々 と 愛に 野陣を 布て 夜 を 明す 處に、 ー授 山手 海 手より 二手に 分て、 拂瞻の 頃 咄と押 

寄せ、 前後 を夾 て攻擎 ける 程に、 唐津勢 粉の 如く 敗走して^ 後 不覺に 富 田 城へ 逃 籠、 城代 三 宅 藤 兵衞は 

我 一人の 耻 として 蹈留 つて 打 死す、 賊徒 競 進て 富 岡へ 付 入ん と 働 けれ 共、 城兵 命 限に カ戰 して 追 返す、 

されば 此本渡 島 子の 計 策な ど は、 鄕人 原の 及 間 敷 事 なれば 一揆の 內に小 西 攝津守 浪人 餘多有 之、 中に も 

森宗意 軒な ど 云る もの は、 隨 分の 功兵 なれば、 紐 引の 指揮よ く 整 ひ、 此 後原の 古 壘を取 立、 九州の 兵 を 

引 請て、 籠城の 始末、 夜 擊の駔 引、 一 々鄕人 原の 所爲に 非す、 寺澤 の家士 共の 不覺を 取し も理 なり、 斯 

て 唐 津の敗 兵 は 辛 じて 富 岡 城へ 逃 籠り、 追々 に 此由を 唐津を 注す、 島 原 天 草の 一 接 日 を 追て 蜂起し、 唐 

津勢 散々 に 打 負ぬ と 聞て、 九州の 騷劇 不斜、 隣 國の牧 伯 多分 在江戶 なれば、 留守居の 國老 共の 沙汰と し 

て、 領 境へ 援兵 を 出し、 幸 ひ豐後 府內に 公儀の 監禁 牧野 傳藏林 丹 波 守 居住 せらる- -に仍 り、 諸家より 此 

兩 人へ 加 援の事 を 伺ふ處 に、 兩士云 某等此 所に 罷在 は、 外 御用の 爲 にて 九州 路の 事に 預かる に 非す、 依 

之 奈何と も 指 圖に及 難し、 尤も、 九州 騷亂は 眼前の 事 なれば、 是迄 追々 關 東へ 注進に 及處 なり、 各より 

伺の 趣 も 不日に 飛徵を 以て 言上 せん、 穴 賢 御 下知 有 之 迄 は、 御 軍令 を 守り 領境を 固めて 隣國へ 手指 有べ 

からすとの 返答な り、 故に 諸家 各 手 を 空う して 餘 所に 眺 居る 故、 其 間に 一 揆原は 思 ふ 儘に 蔓り、 飽迄兵 

接 を 奪ひ貯 へ、 原の 古城 を 普請して、 男女 三 萬 i ハ七千 此壘へ 籠る、 


草  翁 


私 曰、 牧野 傳藏林 丹 波 守 九州に 居 せらる、 は、 越 前の 舊主 一 伯 公の 掷 手當 なり、 彼 公 は 結 城秀康 公の 

長男に て 正 敷 神 祖の御 的 孫な り、 其 性 放逸 無慙 にして 暴 逆重疊 しければ、 領國を 除せられ、 御 舍弟伊 

豫 守忠昌 朝臣へ 越 前國を 賜り、 一 伯 公 は豐後 府內へ 流刑せられ、 領主 日 根 野 蟻 部 奉 之 警衛し、 且亦牧 

野 林の 兩 監察 を 附 せらる、 是 故に 本文の 通、 諸家へ 答し と 見えたり、 倩考 るに 常例 を 云 は V 本文の 答 

へ 勿論の 事な り、 變に 遇て は 常 法に は拘 るべ からす、 迅く騷 亂を鎭 るに 如 じ、 其 身 素より 監察たり、 

他 を 顧る に不 及、 速に 諸家へ 指揮して 是を征 せんに 何の 憚 や 有る、 よしや 此事 越度と 成て、 身の 浮沈 

に 及ぶ 共、 爱に 於て 疑々 する 所に て は 無し、 譬ば 火事 を見掛 て、 上へ 伺 ひて 消さん とする に 似たり、 さ 

れば こそ 海陸 幾 百 往返の 間に、 一 接の 支度 思の 儀に 整 ひ、 竟に 九州の 大騒亂 に 成たり、 吁 不器なる 哉、 

西國の 注進 敷浪を 打て 關 東へ 聞え しかば、 九州の 列 侯 各 御 暇 を 賜 ふ、 中に も检倉 寺澤は 地頭の 事 なれば、 

諸家に 先立て 夜 を 日に，^、 で歸國 せらる、 

此砌小 倉の 城主 小 笠 原 氏へ 急 奉書 有り、 大阪に 於て 御城 他 右 留主居 某 (苗字 失念) を 召 呼れ、 奉書 を 

渡さる、 何某 受取て 立歸 り、 頓て 奉書の 封 を 押切り 拜 見し 則 寫之、 本紙の 路と寫 の 船と、 飛 船 ニ艘を 

小 倉 表へ 差 出す、 然るに 本紙の 船 は 風波の 難に 遇て 遲く 着船し、 寫の船 は 速に 着す る 故に、 是を 見て 

直に 島 原へ 出陣せられ、 諸家に 先 じて 到着 早 かりし とか や、 仍て 主人 犬に 北 ハ功を 賞して、 彼 何某の 家 

祿 一 倍 を加增 して、 子孫 永く 大阪留 主 居 を 被 申 付ける とか や、 前に 記す る 牧野 林の 兩 監察と は 大に懸 

隔 したる 英雄な り、 

且つ 九州 列 侯の 外に、 備後 驕 山の 城主 水 野 美 作 守、 島 原表發 向の 鈞命 有り、 是は美 作 守 父 日向 守 勝 成 未 

だ 存在に て、 作 州 手前に 隱居 せらる- -を呼 引出さん の 思 召と ぞ聞 えし、 日向 守 は 若年より 數度場 數の功 

將 なり、 功名の 人 追々 に 死 失して、 漸く 勝成獨 存命 なれ ども、 隱 居の 人 を 召 出さる i 例なければ、 美 作 

守 出陣せば、 日向 守餘 所に 見て は 居べ からす、 究て俱 に 出陣 せんとの 思 召に て如此 御沙汰な りしと かや 
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el- して 勝 成俱に 出陣 せらる- -由公 聞に 達しければ、 令舶發 向の 松 平 伊豆守、 戶田左 門 其 外 列 侯へ も、 水 

野 日向 守 は 老功の 者 なれば、 萬 端 相談 を 可 遂由仰 渡されぬ、 因玆 二月 總攻の 評 席へ も， 日向 守被罷 出軍 

議 有し 事、 耶蘚實 記に 審に 記し 置 ぬれ 共、 燒失故 其 事實、 (闕) 

關ケ原 御陣の 時、 花房 志 摩 守 親 助 兵 衞を呼 引出されし 事此證 例な り、 是は 前卷に 委し 爱に 略す、 

曰、 其 頃 迄 は 諸 大名 參 勤に、 聢と 交代の 御 定めな し、 今 役の 騷亂 に仍、 此巳 後隣國 交代の 規矩 を 立 

ら ると 承る、 且又 此爾來 小 笠 原 家へ 筑紫 探題 を 仰 付ら る i と云說 有、 不知 實. 否、 

而 して 板 倉內膳 正重昌 へ、 ^II5原表の上使を仰付られ、 御 目 付 石 谷 十 藏を被 副、 兩人 直に、 江府を 雷發し 

て、 九州 路に 赴く、 九州の 列 侯、 未着 陣 なれ ども、 諸家の 陣代數 萬、 原 城へ 詰 寄せ、 上使 を迎て 指揮 を 

待つ、 內膳 十藏御 軍令 を 以て 諸家 を 下知し、 冬の 內雨度 城攻有 けれども、 諸家 一 和せ す、 群 1^ りに 懸り 

て 一 擧に城 を 揉 落さん とす、 然共城中には功兵ぁまた^^て守禦の備厳重なり、 士卒 は 一 揆原 とい へ ども 

各.： S1 曰に 身 を拋、 死 兵 なれば 堅城に 籠居て、 寄 チもを 屑共ぜ す、 眼下に 見下して、 大石 大木 を投 懸け、 砲 

術 は 素より 獵を 業と する 者 多ければ、 其毅練 武卒に 勝りて あだ 矢 無く、 矢 石 を 飛し こ 防 之、 寄^ 始の程 

は 一 投 原と 思 ひ 侮り、 何の 備も 無く、 無 一 一 無 三に 攻 登り けれ 4r 1 騎 武者の 甌 合と 違 ひ、 要害の 臉蛆に 

籠りての 砲戰計 なれば、 さし も 名 有る 武士 も奈： E ともす る 事 不克、 亂 砲の 爲に手 負 死傷の 者夥 く、 矢武 

に 思へ 共 足場 仕寄惡 く、 城戶 際へ 詰 寄る 事 叶 はねば、 只 的に 成りて 人 を 傷 ふる 而己 なり、 諸手の 打 死 手 

負數 干に 及び、 城 中には 死傷の 者 一人 もな く、 手 負 僅に 七十 人 計 有しと かや、 古今 希有の 事共、 なり、 板 倉 

石 谷 麾を揚 て 指揮 せら るれ ども、 九州の 諸家に 色々 の 意味 有て、 只 一 己の 功 を 而巳勵 て、 他 を援る 事な く 

駔引 一致せ ざる 故， 斯くて は 人數の 損る 計に て、 いかに 攻る共 功 を 立ん 事 難しと、 上使 頻に麾 を 振て、 

一 先攻 口 を くつろげ、 繰 引に せんと 下知 あれ 共、 諸手 心 心に 引ける 故、 引 口 見苦しく、 城より は 1- り 詈 

り、 天帝に 銥 する 武士の 有賺を 見よ と、 飽迄 笑ひ惡 口して 勝鬨を 上る 苦々 敷有樣 なり、 此段 東武に 聞え て 
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御忿 甚だ 重く、 老^松 平 伊豆守 幷？： ：^. 州大 垣の 城主、 戶田 左門兩 人に 再 上使 仰 付ら れ、 近日 東 武發向 Q 由 

島 原へ 達しければ、 板 倉 内 膳； 4=、 我 身 獨の不 覺と覺 悟せられ ける にや、 あくる * 正月 元日の 城 攻に令 せら 

れ、 今般 生て 歸 らんと 思 ふ 者 は 速に 陣を 去べ し、 城 を 落す 歟城を 枕に 討死す る歟の 二つ を 一 IS して 攻擊べ 

しとて、 未明に 諸 備を繰 出させ、 其 身 詣備を 4 米 廻して 下知 せらる、 城 中 は 舊冬兩 度の 勝 軍に 傲 ひ、 武士 

を 見る 事芥の 如く、 死 を 一 擧に究 て 是を禦 ぐ、 板 倉 重昌攻 手の 遲々 する を， g し、 城 近々 と 詰 寄せ、 自ら 

陣頭に 立ちて、 下知 せらる、 を、 城より 大將と 見濟 して、 鳥统の 妙手に 下知して 是を掣 しむる に、 過た 

す 打 落す、 重昌 生年 四十 七歲、 一 揆の爲 に 爱に命 を？ S さる、 息 主 水 父と 俱に 死ん と駔 出ら る- -を、 家臣 

引 纏て 渐 に 引返す、 石 谷 十藏も 陣頭に 進んで 創 を 被る， 上使 に 如 欺 なれば、 諸 軍な にか は 悖 ふべき、 

散々 にな だれ 落て 敗走す、 

板倉內 膳， 卅重昌 は、 伊賀 守 勝 重の 二 男に て、 周 防 守 重宗の 弟な り、 资歲 より 聰明の 聲ぇ あり、 大阪御 

陣に 於て 使 を 務て其 名高し、 生 質 某 敢の失 有て、 此 討死 も 評論 多くして 11 に 中り たるに は 非す 惜ぃ 

哉、 內膳辭 $:-.、 

あら 玉のと しに 先立^ 花 は 世に 名 を淺す 魁と 知れ 

息 主 水 後に 內膳 正と 稱し、 大阪 御城 番を 勤ら る、 同所 天守 雷火の 時に 功 有り、 其 後 老職京 所 司 代 を 勤 

らる、 父に 優りた る良將 なり、. 石 谷十藏 後に 將監 と號、 江戶 町奉行たり、 慶 安の 頃 凶賊 丸橋忠 彌を捉 

ふ、 

因玆其 後に 諸手 城責 を.： y て、 再 上使の 着 を 待つ、 斯て 九州の 諸侯 追々 に着陣 せられ、 寄 手の 總人數 十二 

萬に 及ぶ、 程なく 松 平 伊豆守 戶田左 門 到着 有て、 是 迄の 攻； が？、 賊徒の 爲に板 倉內膳 •  止 を始、 應々 の 者 ど 

も餘多 死傷に 及 事、 頗る 上意に 不協處 なり- 向後 城攻 堅く 令 停止 畢、 籠城 四 ヶ月に 及べば、 糧米も 幾程 

なく 盡 なん、 不如 各陣を 固め、 兵粮 詰た るべき 旨 申 渡さる、 是を 聞て、 水陣 退屈の 者 は 勿論、 追々 着陣せ 
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し 者 共. はやりて 切て 我 一 と 手柄 高名 を心懸 勇み 誇る、 上使の 花やかなる 下知 を 待け るに、 案の 外城攻 

停止の 號令を 聞て、 各 勢 ひ を 挫き 力 を 落し 返 屈して ぞ 見えたり ける、 

其 頃の 事に や、 長 崎へ 下知 有て、 在 崎の 紅毛人 を 城の 後の 海 手へ 廻し、 石火矢 打懸 させら る、 に、 城 

より 石 弩を打 返し、 紅毛人 一 人卽 死す、 依 之 紅毛の 者 共 殊の外 迷惑が りし 故、 此事 止ぬ とか や、 

實 にも 如月に 至り 城 中の 粮稍盡 ぬれば、 僅に 海草 を 拾 ひ、 小魚 を 漁て 疲勞を 補 ひ、 哀れ 寄手責 登れ かし 

勢力の さまで 衰 へざる 內に、 死 を， 潔く せんと， 日夜に 敵 を 待 ぬれ ども、 寄 手 は陣を 固む る而 巳に て、 攻 

擊の 沙汰 無り しかば、 偖 は 兵粮 詰の 術と 見えたり、 さらば 城より 寄 場よ き陣々 へ 夜 打 を かけて 兵粮 を 奪 

取ん と、 宗徒の 者 共 を 勝り、 三 手に 分って、 二月 口 日の 夜、 黑田鍋 島 寺 澤の三 陣へ夜 討に 出る、 黑田手 

に 於て は、 先手の 物 頭 黑田監 物 討死に 仍、 備 崩れ 色めき立て 柵 を 破らる、 一 揆は競 ひ 進て 忠 之の 本陣へ 

押 込ん とする 處に、 忠 之の 舍弟黑 田 市 }i ；、 粉 骨して 守り 返し、 寄 手 を 追 出す、 諸 勢 是にカ を 得て 備を立 

直し、 一 揆に _ ^る、 是を鹽 に 夜 擊の者 共 風と 引て" 人 數を纆 ひ、 除々 として 城へ 引 入る 其甌 引の 輕き事 

手足 を 遣 ふが 如く、 是を喰 慕 ふ 事 不克、 心 1^ る 士は此 引 口 を 犬に 感ぜし とか や、 鍋 島 寺 澤兩陣 も、 柵 は 

破られね ども、 士卒 多く 手 負 打 死し、 竹 束は燒 ながら 漸 にして 夜 擊を追 はら ふ、 其 節寺澤 家の 三 宅 藤 左 

衞門働 有り、 本 渡 島 子の 耻を 雪ぎ ぬと 人 賞せ り、 (此 子孫 は 今 肥 後 侯に 仕 ふ、 是は明 智左馬 助が 子な り、 

細 川 家 は 明 智に緣 有れば 寺澤 家亡滅 以後 三 宅 を 肥 後 へ 呼れ しと 云り) I 授も思 ふ 圖に夜 討して 勇武 は顯 

はしけれ 共、 粮盡 き氣カ 疲れぬ る 上 なれば、 此夜 討に 老功の 大將 分の 者 は餘多 討死せ りと かや、 

後日 水 野 勝 成、 此夜擊 を 賞美して、 黑田 睡鷀に 語られし は、 古へ より 夜 討 は 敵の 虚を伺 ふて 出る 事 常 

例な り、 而 るに 一 揆は 堅陣に^ 入て 、か、 る擧動 比類な し、 恐らく 此働を せん もの 一 揆 原の 外に は 我 

等 手の者 計なる べし、 其 外 天地の 問に、 斯る 英雄. IT 、へし 共覺 えす と 被 申しと なり 

是を 以て 一揆 共の 心襄を 察する に、 是 迄の 城 攻に跃 合の 軍 は 一度 もな く、 只炮 戰而已 なり、 最早 城の 落 
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ん事 近き に 有り、 責 てカ盡 ざる 內に 武士に 對し、 尋常の 晴軍 せんとの 志と 見えて いと し、 斯て城 中 は 

日 を 追て 弱り 行 儘に、 落人 ちら/ \ 出來れ り、 则捉 之て 城 中の 事を尋 るに 最早 糧米盡 き、 玉藥 切れて 防 

戰の術 を 失 ひ 只 落城の 期 を 待 計な りと 云、 則 上使の 陣へ諸 將を迎 へて、 軍議 有り、 上意に 任せ、 水 野 日 

向 守 も 出 座 せらる、 評定の 趣 は、 最早 城攻の 期到來 せり、 諸 乎 和合して 一 擧に 城を乘 取べ しとの 趣な 

り、 日向 守 も 素より 同意な り、 右に 就て 日向 守 目 身の 初陣より 以來の 物語 有て、 老人の 長贫議 無益に 候、 

枠 美 作 守 も 大阪に 於て、 後藤 又 兵 衞に對 して 功 を 得 候 者に 候 得ば、 猶此 上の 軍議に 被差控 候ても 可然候 

半歟、 仍美作 守 は 跡に 殘し澄 候と て、 勝 成 は 其 座 を 立歸ら る、 偖 軍議 一 決して、 二月 ロ日總 攻に究 る、 

是を 聞て 諸手の 軍勢 潤色す る 事 かぎりなし、 當日せ 三ッ 頃より、 總軍各 隊伍 を 整へ， 仕 寄 を 申 付け 靜り 

返って 陣を 進む、 而 るに 鍋 島 手の 御 目 付、 稱原飛 驛守息 左衞門 佐、 若氣に はやりて 鍋 島 先手へ 出張 居け 

るが、 未 寅の 一 天 と 思しき 頃 榊 原 左衞門 佐、 原の 城 一番 乘 りと 名乘 城へ 攻 登る、 父 飛 is 寸 後陣に 有て、 

乍 驚 正しく 我 子の 乘込を 爭で捨 殺さん とて、 同く 續て馬 を 出す、 鍋 島人 數是を 見て、 當 手の 御 目 附の先 

登 を 見ながら、 御 軍令 なれば 迚遲々 する 事 有べ からすと、 鍋 島 一 手 勇進で 攻 登る、 諸手 是を 見て、 す は 

鍋 島の 先乘 よと 云 程 こそ あれ、 諸 軍動搖 して 上使の 號令 をも不 待、 我 劣ら じと 備を 崩し、 足を亂 して 攻 

登る、 諸家の 隊長 銘々 に是を 制すれ 共、 耳に も 入す、 上使より 急使 を馳 て、 制止 せらる け 共、 十二 三 萬 

の 大兵 競 ひ 進む 勢 ひ 潮の 涌 出る ごとくに て、 押へ 留 むべき 術なければ、 是非な く 上使の 許より おくれ 馳 

に、 相 園の 鐘 を 鳴して、 上使 を始、 各 將馬を 進ら る、 • に 松 平 右衛門佐 忠之 (黑 田) は 兼て 一 番乘を 期 

せられければ、 老臣 黑田 睡鷗 (美 作 事) を 呼て、 汝は如 水 公以來 老功の 者な り、 仍 今般の 魁 を 其方に 任 

す、 相 構て 諸手に 先 じて 當 家の 功 を 立べ しと 有ければ、 隨鷗諾 して 先備を 受取、 露 先へ 出て 牀 机に 掛っ 

て控 居る、 而 るに 諸手 一統に 攻 登る を 見て 少しも 不騷、 我備を 固めて 諸手の 動き 眺 居る、 忠之 後陣に 在 

て 大に氣 を 揉み、 上使の 軍令 は 鬼 も 有れ、 諸手 一統に 責上 るから は、 當 家計り 軍令 を 守る に不 及、 睡 
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鶴 は 如何して 宽ら ざる やと 先手へ 軍使 を 出て 催促 きらる 、事 敷浪 なり、 然れ ども 陲鷗は 少も是 に 貪 着せ 

す、 忠之堪 へ 兼て 自ら 先手へ 乘 出し 陲 |~ を譴 め、 汝 は老耄 せし やと 惡ロ せら るれ 共、 まだ c 十く 候と て悠 

然 たり、 忠之 怒て 自ら 魁 を せんと せらる、 を、 陲鷗 抑留め、 てお 甘 水に 魁 を 賜りた る 上 は、 主人たり 共 我 

備 より 先へ 一寸 も 通す 事不相 成と 拒て、 歒 味方の 動 靜を脫 詰て 居たり、 去 程に 城 は 困 兵と 雖、 令 日を最 

期の 軍 なれば 己 を 顧る 者な く、 必死に 成て、 防ぐ 故に、 諸手の 人數攻 勞れて 少し.^ ら け猶豫 ひ、 城兵 も 

勢力 疲れ、 勇氣 少した るむ る を見濟 て、 陲鷗 馬に ひらりと 騎、 麾を揚 ると 等しく 待 兼た る 手の者 共、 眞 

丸に 備て咄 と 叫で 香 象の 波 を 分け、 疾風の 草 を i 維が 如く、 眞 一文字に 突入れば、 さしもの 死 兵 共、 立 足 も 

なく 散亂 して、 陲鷗か 一 備易々 と 城門 を 踏破り 城へ 乘 込み、 松 平 右衛門佐 忠之、 原の 城 一番 乘 りと 聲々 

におめ いて、 黑 田の 旗 を 一番に 城に 立て、 火 を 放ちた る は 左 も 見事なる 働な り、 忠之大 に 勇て 續て馬 を 

入らる、 是睡鷗 が 功 者に て、 攻守の 兵 氣を測 知た るな り 諸手 競 進て 備を亂 し 足 長に 城へ 一鬼る は 無謀の 城 

攻 なり、 其 勢 を 以て 一 擧に城 を 落さん として 落る 物に 非す、 況んゃ 死 兵の 今日 を 最期と 防ん に 於て を や、 

され 共 如何なる 死 兵な りと も 凡 精力の 繽く 限り、 其雙 方の 疲 たる 虚を 見て、 新手 を 以て 備を かため、 突 

入ん になに かは乘 損すべき と 思量し けるな り、 後日 忠之 これ を 聞て 大に感 伏せられぬ となり， 黑 田の 城 

乘 にて、 火の手 揚るを 見て、 諸手 獅子奮迅の 勢 ひに なり、 無二無三に 攻 登り、 城 壘を破 却 放火して 城に 

有る 所の 老若男女 を鎏 する 事、 凡 三 萬 七千餘 人な り、 中に も 總大將 四 郞時貞 を， 細 川の 輕卒陳 佐 左衞門 

と 云 者 討 之、 此 功に 仍り佐 左 衞門事 士に取 立ら れ、 秩干石 を 賜 ひ、 今に 於て 子孫 細 川 家に 仕 ふ、 叉 其 中 

に 囚獄の 者 一 人、 煙 3 中より 弱 ほひ 出る を， 是を捉 へて 仔細 を 聞に.' 某 は 山 田 右衛門と 申て、 持 口 一方 

の大將 分の 者な り、 
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Jlfunf  て 御存知の 者な り、 故に 有 馬 殿に 矢文 を 以て 內應 し、 某 持 ロト F 御 人 警引ヒ る 手 

^1 して、 h ぶ攀の 身 ii 由！、  f  i へ尋有 之處、 In 作！ 謹な し！" 依" It 

ほな りと て 松 平 伊豆守 江府 へ I れ歸ら る、 其終 不知、 其 外 域內に 一人 も活 I る, な，/ i 水 

W 『二十 七 曰 蕩な， く  IQf 竹串に さして、 原の g 下 li 首 せらる、 雪 00^ 

s^"^r 及 、(賊徒の 內 宗徒 ii 讓 i 野！ 衞門 iis 草 

？ほ 輪 屍 I 門 素 村 代 I 門. 佐 竹 勘 I 門 蘆 I 兵 衞、？ Kt 內に小 

u^^^^^i. 重て 爲上 III 九州へ 到着、 仍て 諸侯各謹 て I を 奉ら 

る タ ：，， 共 落城の 丄は、 諸特 の功勞 をね ぎら ひ、 備中守 は 直に： g 府 せらる、 

1 接 夜襲の 事 東都に 於て 事々 敷 風聞す、 仍御 評定の 上、 重て 太 田 備中守 を 被 遺、 然るこ^^ 伊亞 相^ 

宣 1 装 討の讓 を 聞 給 ひて、 斯る 目出度 事 こそな けれ、 定て 落城 近き にあるべし、 窗 等が ナズ 

知!^ M にて、 渠等カ 兵法の 尺け もしれ たりと 宣 ひしが、 果して 不日に 落 域の 吿 あり、 聞 人賴宣 卿の 良 

松 平 伊豆守 戸田 左 門 雨 將陣拂 ひの 下知 有て、 島 原 表發駕 せらる、 東武歸 着の 日 は、 總 出仕 こて 在な り 列 

侯 以下、 慕^の 諸士 殿中に 充々 たり、 刖諸將 を 召 出されて 彼 地の 趣 を 聞 召、 退去の 砌、 群 士の中 こて，， 

守 中座せられ、 井上 新 左 衞門は それに 被 在 やと 尋ら る、 新 左衛門 群士の 中より 進み出 是に 候と 答 ふ、. 

r.^-^  外 御 邊の雜 読に 念 を 入れ 過る は惡 しと、 揚貴妃 の 事 を 引て 被 申し を、 其 時 は 等閑に 聞 流せし 
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が、 今度 陣中に 於て、 我心に 徹する 事 有て， 大に心 裏に 慙愧 せり、 其 所以 は、 陣中 軍令の 鐘 を、 始めは 

某が 陣に釣 置し が、 倩 想 ふに、 此鐘を 鳴す は 一大事な り、 自然 野心の 者竊 入て、 是を撞 かば、 陣中 大に 

動搖 すべし、 撞木 を 外し 置に 不知と、 撞木 を藏し 置け るが、 又 思 ふに いや/ \ 鐘 を撞ん とお も ふ 程の 鳴 

呼の 者なら ば、 撞木 無 とても、 何 を 以て 成りと も撞 くべ し、 所詮 鐘 を 下して 包 置かん と 思 ひて、 鐘 を 下 

ろし、 菰に 包み 置たり、 而るに城攻の未明に仔細有て諸軍^-使の號令を不待、 一 銃に 攻る事 あり、 是を 

制止 せんと すれ 共、 大 軍の 競 ひ、 進む 勢 ひ 潮の 涌 如くに て 制し 難し、 故に 是非な くお くれ 馳に、 念き 半 

鎵 を撞ん とする に、 右の 用心 却て 害と 成て、 急速の 間に合 ざり し を、 渐 にして 鐘 を 鳴して、 我 も 供に 跡 

より 登れり、 是 念の 人 過た る 我 過り なりと、 其 時 御邊の 一一 一一 c を染々 と 思 ひ 出せり と 云畢て 退去 せられぬ、 

是跡 にて 詣士 評しけ る は 新 左 衞鬥は 豆 州の 許へ 常に 立 入て 交り 深し、 定て 今日 も 下城せば、 彼 館へ 行て 

凱陣を 賀すぺ し、 豆 州 自分の 非 を 知て、 新左衞 門へ 慙愧の 物語 せらる-.^ 共.' 自宅に 於て 潜に 被申镇 なる 

を、 可の 急ぐ 事 にても 無き に、 晴ケ 整列 士の 中に て 取 放す、 之 を述ら る、 は、 則 自らの 過り を 態と 萬 人 

にしら せて、 向後の 覺悟を 示さる、 爲と えたり、 吁豆 州の 淳朴 感す るに 堪 たりと 諸士 ける とぞ、 

新 左衞門 楊責妃 0 事 を 引て 雑談せ し は、 或 年の 暮に豆 州より 獻上 の 鳕を仕 立 させ、 則 自身の 側へ 取 寄 

せ、 改め しめらる、 處に鳕 に 塵 付て あり、 豆州是 を！ IDff: て、 上に 捧る 物に か、 る 麁末不 念な りと 叱らる 

る を、 新 左衞門 傍に 在て さな 叱り 給 ひそ、 鳕には 塵 付 ある 11" に 候と 云、 豆 州 共 所以 を被尋 に、 式 三 翁に 

塵 やたらり， らと謠 候へば、 鳕に塵 勿論の 事に 候と 答、 豆 州 又 例の 新左衞 門の 滑稽よ と 笑 ひながら、 

兎角 物 每念を 入る、 に 如く はなしと 被 巾、 新 左衞門 重て 云、 各 様に は 御大 役 を 御 勤な され 候へば、 左様 

にも 可 有 之 候、 拙者な ど 如き 輕き 者、 餘り念 人り 過 候へば、 却て 害に 成 候箏も 候と 云、 豆 州 聞て 念 入 過 

て 害に 成りし 例 あり や、 新 左衞門 云、 玄宗 帝、 楊 貴妃の 刖を悲 み、 方士に 命じて 魂の ある 處を尋 しむ 

力士 方々 を 探して、 蓬萊 一呂に て 貴 妃に遇 ひ、 直 命を述 ぶ、 貴妃も 悲嘆して、 其證 にと て 玉の 響 を 方士に 
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與ふ • 方 士是を 得て 直に 歸路 せば、 其 身の 害 も 有 まじき に、 是は 世に 類 ひ 有べき 物に 候へば、 其 證に成 

がた し、 御身と 君と 人 しれぬ 御 睦言 あらば 聞せ 給へ と 一 ir 貴妃實 にもと て 天に あらば 願く は 比翼の鳥と 

ならん、 他に あらば 願く は 連理の 枝と ならん と、 誓 語 を 方 士に傳 へらる. 方 士是を 承て 立歸 り、 其 由 を 

帝に 奏す、 帝 聞 召て、 實 にも 此 密語 を 誰か 知るべき やうな し、 是を傳 ふるから は、 貴 妃に會 せし に は 相 

違な かるべし 伍斯程 他へ ざる 密事 を 承り 歸 るから は、 貴妃會 せし 事 も 是又違 ひなし とて、 是非 を 云せ 

す、 忽方士 を 1;^ されき、 是念人 過て 身の 害に 成 候に 非す やと 申せば、 豆 州 も 左 もこ そと 興ぜられ ける、 

借 東武に 於て、 島 原 表の 御沙汰 始る 先、 島 原の 地頭 松 倉 長 門 守 俵、 段々 被 及 御 穿議處 に、 多年 暴虐 甚 

く、 諸士諫 之ても 不容、 諫め 兼て 立 退く 者 餘多有 之、 士民は 飢餓に 及び、 今度の 騷亂 も， 面に は 邪法 を 

立る と雖、 元來は 地頭の 政に、 身の \ィ 無き 儘に、 か. -る 徒黨を 企て、 天下の 噪 動に 及ぶ 事、 併 地頭の 

重刑な りと て、 長 門 守 其 子 右近 父子 流刑に 處 せられ 其 所の 大名へ (苗字 國所 失念) 召 預られ しが、 重て 

鈎 命 有て 配所に 於て 死 を 賜 ふ、 天 草の 地頭 寺 澤兵庫 頭 も、 兼て 領分の 仕置 宜 からす、 依 之 斯る騷 亂に及 

ぶ、 其 科 松 倉に 等しと いへ ども、 本 城 唐 津邊は 無 別條、 天 草 計の 騒亂 なれば、 一等 御宥免 有て、 天草 四 

萬 石 を 召 上られ、 殘八萬 石に て 唐 津城は 其 儘 下さる、 然るに 兵 庫頭忠 高、 無程亂 心に て 自滅 せらる， 無 

嗣、 是に 於て 松 倉 寺 澤の雨 家 永く 新 絡す、 

鍋 島 信 濃 守 勝 茂幷其 手の 御 目 付 榊 原 父子 御 軍法 を 背き、 拔 la- の 事 御 穿議の 上、 以ての外 曲事な り、 此拔 

蒐に仍 り、 諸手 一 同に 御 軍令 を 破ね、 妄りに 攻 登る 事， 全く 鍋 島が 公 命 を 蔑 如す るに よれり、 其 辜 領國を 

可 取 削に 當れ りな ど. - 沙汰す、 然るに 加州 は 鍋 島親緣 あれば、 加州より 遮 て 御 化 言 被 申 上、 漸くに して 

御 赦免 あり、 IT 原 親子 も 右に 準じ、 格別の 御咎 なく 相濟 ぬ、 此榊原 は實は 花房 助 兵 衞子志 摩 守 兄弟な り、 

故 有て 他 名 を名乘 る、 原の 城 一 番の 事、 黑 W 細 川 兩家爭 論 あり、 實は大 備にて は黑 田、 小 傭に て は 水 野 

1 番乘に 相違な し、 然るに 細 川 手へ 總大將 四 郞時貞 を 擊取候 功 高く、 右に 仍り 一 番乘紬 川と 御 公裁究 む、 
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私 曰、 元 來黑田 細 川兩家 は隣國 乍ら、 長政忠 興の 頃より 不和たり、 (細 川の 分家 細 川玄蕃 頭の 事より 起 

れ りと 云 ふ 不知 否、) 其 上に 後藤 乂兵衞 事に 就て、 旣に 確執に 及ぶ 處を、 公儀より 御挨 有て、 漸事 

鎮り ぬれ 共， 內 々にて 互に 寇 II の 如し、 又 候 今 役の 一番 乘も、 如斯 なれば、 彌兩家 不通に て、 隣國の 

好み 柳 もな し、 肥 後 侯 江 戶往來 にも、 筑前領 通行 あれば、 順路 なれ 共 右 0 譯故 二十 Bf; 廻って、 他 Q 街 

道 を 通らる、 然るに 安永 歟； 大 明の 頃に 至り、 如. 何なる 譯 にて 和談整 けん、 百 七 八十 年 振に て始 て隣國 

の 因 あり、 夫より 肥 後 侯， 江 戶往來 にも、 筑前領 を 通らる、 筑前 侯よりも 掃除 馳走 等 丁寧に 云 付ら れ、 

使者 を 以て 式 代せられ、 n 凶の 音信 以下、 今に 於て は 外よりも 親 敷ぐ らゐ なり、 

北； 外 水 野 美 作 守 有 馬 左衞門 佐、 先乘爭 論の 事 あり、 是も美 作 守 先乘無 相違、 猶 諸家の 事 を 論ぜば、 甚多 

端な りと 雖、 記錄焦 失のう へ は、 巨細に 難 知、 寬永中 岛原ー 挟と 稱 する、 九州の 騒 亂は是 なり、 

是に 就て 可 笑き 事 あり、 京師の 遊廓 六 條三筋 町の 事、 寬永中 仔細 有て、 朱 雀 野 田 間へ 所替仰 付ら る、 

是島 原ー授 起り し 頃な り、 時の 人是を 見て、 田圃に 獨立 する 遊里の さま、 一揆 原の 籠れる 城に 似たり 

とて 世人 是を島 原と 呼ぶ、 廓 名 西 新 屋敷 又は 柳 町と 云、 公 邊へ差 上る 書 村、 其 外 表立 候 書付に は、 此 

本名 を書顯 はせ 共、 常 は 夫に て は 普通せ す、 京の 島 原と 云へば、 筑紫 吾妻の 茶 迄 も、 能く 名が 通稱と 

なれり、 又 其 頃諸國 一統に 小瘡 t やりて、 諸人 難儀せ り、 九州 路 より はやり 出て、 殊に 肥 前國甚 し、 

仍て是 も 肥 前が 起る と 云 習 はしか、 瘡の 名と 成て、 今に 於て 小 瘡と云 名 は 女 童 はしらす、 肥 前と 云へ 

ヱ、 なべての 人知る を かし、 

抑 切支丹 宗門の 事、 稠き 御制禁 なれば、 可否の. 論 は 申す も 恐れ 故に 閤筆、 唯 其 次 i„ ^を錄 する 計な り、 (切 

支 丹の 文字 嚴有公 御代 迄 吉利支 丹と 書、. 綱吉公 御代 後 吉の字 を 憚 切の 字に 改ご釋 氏の 法 は、 元大西 印度 

の 地より 始り ぬれ 共、 佛法 東漸の 道理 故に や、 支那 日本へ 織ん に 行 はれ、 今に 至て は 五 天竺 其外大 西の 

阈々 に は、 佛法 大に衰 へ、 總て 天帝 幷囘々 の 二 法 を 尊信し、 此法 南蠻の 方へ 殊更に 蔓 こり、 萬國 凡て 此 
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法に 傾く と 云り、 仍て蠻 人我 國へも 入 込て、 此 法を勸 めんと する を、 豊 臣家績 いて 神 祖甚縑 はせられ ヽ 

是 を制禁 有て、 伴天連 印 留滿の 類 ひ を 悉く 本 國へ差 返され、 其 中に ヤヨ ウスと 云蠻人 一人、 人質の 心に 

留置 かれ、 恩惠を 以て 是を懷 け 給 ひければ、 ヤヨ ウス 此國 恩を受 て、 忽 心を飜 して 注進し ける は、 我 本 

國 より 他 邦へ 此法 を勸 むる に は、 深き 計略 有 之 候、 fK 帝の 法は學 ぶに 隨ひ、 甚 妙の 事共 彌增候 故、 此門 

に 入る 輩 は、 各 一 身を拋 候、 仍て 其國に 織ん に 行 はれ 候 時節 を 見 計 ひ、 追々 本國 より 首長 共 渡来して、 

竞には 匁に 血 ぬらす して 其 國 を押領 する 術に 候 近く は交趾 など 其 術 を 以て、 今 本 國に屬 候、 然る を 御明 

察 有て、 變國の 者 を 遠ざけられ 候 段、 恐 感じ 奉 候、 我 は 斯く國 恩 を 蒙り 候 上 は、 最早 歸國の 心 も 無 之 候 

得 者、 御國 への 忠節に 本 國の術 を あからさまに 言上 仕 候、 穴 賢 御. 油鼯 ベから すと 注進したり ける、 依 

之 ヤヨ ウス を 厚く 褒賞し 給 ひ、 江 都の 河岸 一 つ 賜 ひ、 一生 歡樂に 身 を 終りぬ、 今の やよ すがし 其舊 跡な 

り、 自夫以 來彌蠻 國の溪 船 を、 堅く 御 停止 有て、 九州の 列 侯に 御 下知 有て、 適黑船 渡来 すれば、 燒 討に 

被 仰 付、 當時 日本に 殘る珍 器 は 先. -に來 りし、 蠻 人の 携來れ る 物な り、 黑船 入津 御 停止 以後、 當時來 る 

商^ は、 普通の 華 物 計 を 積て、 異様の 者 は 渡さす、 故に 本朝に 名器 乏しくなれり、 切支丹の 系、 轉切支 

丹 を 本人と 云、 其 子 を 本人 同前と 號、 孫より 以下 は 類 旅と 稱 して、 曾孫 玄孫に 至りて 此系 終り、 玄孫の 

子 は 此系を 週る、 各 公儀の 名簿に 留り、 生死 度 毎に 其 所より 公儀へ 訴へ、 本人 死 失の 取 計 ひ は 如何 有し 

や、 余 不知な り、 本人 同前 も 追々 死して、 京師に て は 享保三 四 年の 頃 迄 上京 須磨 町と 云處 に、 老婆 姉妹 

淺れ り、 是 本人 同前な り、 死 失の 時 與カ檢 使 を 遣 はされ、 死 體を相 改め、 病死 紛れな きに 仍り、 其 趣 江 

戶 宗門 改 (大目 付 作 事 奉行より t へ 役) の 方へ 檢 使の 趣 相 達し、 返答 来る 迄の 間、 死體鹽 詰に 致し、 許諾 

の 返答 到來 S 上、 死體取 置の 懷、 申 渡す、 類 族の 死 失 は 一等 輕く、 同心 を 撿使を 以て 死 體を改 させ、 病 

死相 逮 なければ、 願の 通 死骸 取 置せ、 其 上に て 宗門 改の 方へ 相 達し、 名簿 を改 置， 右 老婆 兩人 高秦の 者 

なれば、 無 程 前後に 死して、 是 にて 京都の 本人 同前 は絕 えたり、 其 後 類 族の 者 追々 死て、 四 五十 年 以前 
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迄に 此系斷 絶せ り、 

未 考の分 

一家々 に クルス を 立、 此 クルスと 云 もの 安定なら す、 彼 宗門の 標と 見えたり、 可 追考、 

1 浪人 佐 久間半 之 丞備、 

原の 城 阖數枚 あり、 圖 毎に 少々 宛 差 意 あり、 其 中に 寄 手 陣場町 問の 圖 あり、 夫 は 浪人 佐 久間半 之 丞備へ 

と： 05^ えたり、 浪人に 備場可 有様な し、 不審 可 追考、 (但し 其 頃 迄 佐久問 氏兩家 あり 各 一 二 萬 石を領 す、 若 

く は 其 類歟、 何れも 浪人と あって は 不審)、 

1 何 村 甚吉何 村 誰々 右 張 本た るに 仍り、 竹 鋸 挽に 成 候と 空 右衛門 記に あり、 然れ 共發旦 より 終に 至り、 

右の 者 共の 事蹟 見る 所な し、 只 重刑の 事 計 を 記せり、 不審 可 追考、 

右に 記る 處、 耶蘇 實 記の 耍樞 なり、 尤 八十 翁が 宙覺 なれば 人の 姓名 地名、 或は 時日な どお ぼろげ なる は 

不記 之、 只事 實を過 またぬ を 専らと する 意な り、 此 耶蘇 實 記の 原本 は、 余が 曾祖父 祌澤善 太夫 貞宣 (後 

號禪 人) 島原陳 中に 於て、 同所の 別 當隈部 空 右衛門に 乞て 錄せ しが、 其 楮葉凡 S 十餘枚 あり、 尤 不文 俚 

言 取る に 足らざる 物の 様 なれ 共、 事實に 於て 聊も違 ひなし とて、 貞宜之 を 携へ歸 りて、 函 中に 置、 又 池 

m 屋 長兵衞 方に ある 島 原 軍記と 題せ る ものの 正錄の 由、 仍て空 右衛門が 記に 併せ 見る に、 大概 符合す、 

是には 諸家の 士分 討死 手 負の 名 を 悉く 記し、 甚 微細な り、 都て 記錄 類に 姓名 を 書 並べる に， 多く は 誤り 而 

已 にて、 證 とする に 足らす、 是も定 て 其 類 ひならん と、 試みに 肥 後 商人 井筒屋 祖且 に、 是 を^せ て 今 熊 

本に 此 姓名 あり やと 尋 るに、 祖且之 を 見て、 凡此 姓名 當時 家中に 多し、 大家 中 故に 稀に は 聞 及ばぬ とも 

見え たれ ども、 過半 は 承 及び、 屮 にも 懇意の 人餘多 見えたり と 云、 爱を 以て 實記 たる 事 をし る、 故に 木工 

右衛門 記と、 此島原 軍記 を 原本と し、 其餘 世に 流布す る 所の 此ー擧 の 記錄を 併せ 考へ 引據 とし、 正僞を 

穿議 し、 且愚評 を 加へ て、 耶蘇： 貧 記 成る、 然るに 京 火の 爲に 亡ぶ、 はた 此寫津 國屋庄 右衛門 藏せ しが、 
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是も同 火に 焦 灰す、 外に 類本な し、 耶蘇 實記 永く 亡ぶ、 

因に 記す、 余が 曾祖父 祌澤善 太夫 貞宜 (後號 fS 入) 老後 其子與 兵衞宜 茂、 (、余が 祖父) が 許に 隱 居す、 與兵衞 

同役 石 崎 喜 右衛門 衆 長、 禪 入に 特に 親しく、 是に事 ふる 事！： 父の 如し、 元祿 年間 禪入 八十 餘歲 にて 殁す 

其 後 享保中 衆 長 七十 有餘の 頃、 余に 謂て 云、 禪 入の 事蹟 足下の 許に 傳記 あり や、 余 對曰無 之、 衆 長义曰 

然 らば 禪入 翁の 直 物語 を 足下に 傳 へん、 記錄 して 家に 遣され よと、 雀躍し 云、 吾 家に 備前中 納言秀 家 

卿 着領の 具足、 大和 包 永の 白 鞘の 刀幷自 姓の 略 系圖、 善 太夫 貞！； 且が覺 書、 繼ぎ 書幷善 太夫 島 原 出陣の 具 

等 は傳來 すれ 共、 事蹟に 於て は 不傳、 請 ふ 老叔の 物語 を 聞て 是を 記錄 せば 幸甚な らん、 其 時 衆 長 語て 云 

祌澤善 太夫 W 宜、 其 頃 二十 歲餘 浪人に て 江戸に 在り、 伯母 壻 花房 志 摩 守 許に 寄食す、 于時 西國の 擾亂の 

事 衆 口喧し、 貞宜飛 立 計り はやり- 志 摩 守 軍 中 使 を 請 ふ、 志 摩 守 不諾、 仍て 潜に 伯母 (志 摩守窒 女) に 

吿て微 しく 軍 m を 整 ひ 賞 ひ、 志 摩 守 手前 を夜拔 して、 西國へ 赴かる、 然るに 西 國騷亂 に 仍り箱 根 御關所 

甚嚴 なり、 善 太夫 進て 番士に 向て、 某 俵 は 花房 志 摩 守より 松 平 右衛門佐 方への 軍 中 使の 者に て罷 通り 候 

と 欺く、 や 付 士其證 を 問， 則 首に 懸 たる 僞書を 出して、 御 關所を 計り 課せ， 西國へ 赴き 何と やらん 云へ る 

湊 にて 舟 を 求る に、 島 原 表 渡海 御 停止に て， 船 一艘 もな し、 設 方な く爱 かしこと 濱邊を 見廻る に、 と あ 

る 蘆 間に 小船 一 艘兑 えたり、 則 其 所へ 行て 見る に、 獵 船と 覺 しくて、 漁 父 一 人 居れり、 貞宜渠 に 渡海 Q 

事を賴 む、 漁 父 云、 渡海 は 堅く 御法度と て、 當 浦に 舟 一艘 も 置れ す、 斯ては 我々 たつき を 失 ふに 仍り、 

此 小舟 を 蘆 問に 隠し 置、 忍び - に fl 獵を いとなむ 計な り、 渡海の 事 は存も 寄す と 云、 其 時貞宜 携來れ 

る 軍用金 を 割て 漁 父に 與へ、 渡海の 事 を ひたすらに 賴む、 漁 父 金 を 得て 欣然と して 云、 我 生涯に 斯程の 

金 を 得た る 事な し、 是を 得た るう へ は、 所の 法度 を 破って 爱を立 返、 何 地に 成り 共 越て 是を 本手と して 

產 業に 取 付べ し、 素より 獨夫 なれば 跡に 心 を留る 事な し、 此上は 運 を 天 に 任せて、 舟 を 出すべし とて、 

貞 宜を乘 せて、 波路 遙に漕 出す、 鬼 角して 島 原へ 着、 松 平 右衞鬥 佐の 陣に 至り、 ありの 儘 を申述 る、 處に 
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  一七 二 

健 成 若者な りと て、 黑 £ 陣 所に 差 置かる、 然れ 共、 城攻 御法度の 析抦 なれば、 數日 徒らに 陣 所に 在て、 

良 立 も &ー 屈ナ -し處 に、 二日の 夜擊 出る、 良宜 あは やと 兵 具して 躍 出る 處を、 後より 脆 か は 不知 引 §2 る、 

放せ/. \- と 振 切て 跃 出す、 (後日に 見れば 尺の 引留 しに 非す、 我 指 物 竹 束に 引懸 りて 如此 なりし、 振 切た 

る 時 指 物 ズン， -\ に 裂た る 由、 其 裂た る 儘 同 指 物錢り ありき) 見れば 魁の 物 主 黑田監 物 打 死に 仍り 魁储 

色めき 崩れ、 柵 を 破って 一 揆原 押入る 處を、 此 時良宜 一 揆を^ 付微功 あり、 忠之馬 前の 晴場 なり、 忠之 

後より 聲 を懸ら る、 而 して 夜 擊の者 共 思 ふ 程 働て、 どう ふ 引取、 兵 を 遣 ふ 事の 輕き、 如何なる 良 將と云 

ヒ、 是には 過 じと • 諸人 感 賞す、 良宜此 場に て 左の 大 指に 創 を 被る， (左の 籠手の 大 指に 裏 搔て玉 疵有大 指 

のサ碎 老後 迄 一 左 乎 不具な りしと 云) 肉 茲城總 乘の砌 は、 貞宜 働な し、 後日 忠 之より 俸 錄千 五百石の 折紙 

を 以て^ 宜を 招かる、 然るに 花房 志 摩 守 方に 異議 有て 其事不 成、 惜ぃ 哉、 

右 ま 石 崎 喜 右衛門 衆 長 (後號 鬼 突) 物語の 趣な り、 是を錄 して 子孫に 傳ふ、 今般 Q 京 火に 家系 を 喪 ふ 同 

苗與 兵衞忠 之、 責て略 系を圇 して 子孫に 遣せ よと 余に 請 ふ、 余 素より 欲する 處 なれ 共、 赤松の 枝 流 多端 

に 入 紐て、 此 姓の 何 こより 分れ 興りし 事 を {番 にせす、 特に 家系の 事 は、 其 家に 於て 至って 大切の 物 なれ 

ば少 にても 觀齬 すれば、 祖先に 對 して 犬に 罪 を 得ん、 況ゃ 偽を雜 へて 之 を 作る を や、 左 樣の系 は 寧 無き 

に 下^、 余が 毫 年の 空ら 覺を 以て、 是を 11 せんとせば 圖らす も 誤 を 生ぜん、 啻 赤松の 大略 を 記して、 家 

Q 由緒 を 並べん より、 外に 奈何 共す る 事な し、 若く は 當時淸 水 御殿に 小 十 人 與頭を 勤 居る 神 澤十藏 方に 

略 系 や あらん、 尋ね 試むべし と 與兵衞 に 示す、 

祌澤姓 は 村 上 源氏 赤松の 氏族な り、 世に 神 谷、 祌崎、 祌田、 祌原 等の 他姓 餘多 あれ 共、 神 澤と稱 する 者 

他姓に なし、 若 あらば 同姓の 人な りと、 祖先より 中傳 しなり、 一： 几弘の 頃、 總領 赤松 圓 心に 鳥す、 山 崎 合 

戰に、 -£ 中小 寺 八 木神澤 の， ゴめ 北ハ、 所々 より 出て 六 波 羅勢を 擊っ事 太平 記に も 3^ えたり、 足 利 氏 天下 一統 

の 後、 赤：^ 氏 時 を 得て や」 に蔓 り、 圓心孫 赤松 滿祐に 至り、 鵜 奢の 餘り. 公方 家へ 怨 有て、 京都 將軍第 六 代 普 


廣院 殿義敎 公を弑 す、 ^^て此家亡ーひ、 氏族 離散す、 其 後 赤. 检 家臣 石 見 太 郞左衞 門と 云 者、 公に 獄 へて 南 

帝の 末を弑 し、 其 功に 替て、 赤松の 家號を 僅に 興す と雖、 古への 勢 ひ 十に して 一 に不 及、 夫より、 餘裔 

色々 に 分れて、 一 々記す るに 不遑、 其裔の 中に 近世に 至て、 文龜永 正の 頃歟、 神 澤十郞 同 修理 亮 (いづ 

れ の合戰 やらん 討死と あり) 是 等を假 りに 鼻祖と して、 夫より 二三 代を經 て、 祌澤善 左 衞門良 勝、 同理 

右 衞門八 勝、 同 善 太夫 貞宜 なり、 夫 だに 兄弟の 系 又^れ て審 ならす、 余が 家は此 嫡流な り、 善 左 衛門貞 

勝 は、 捲 州 三 木の 城主、 別 所 小 三 郞長治 (赤松 裔) に屬 して、 三 木に 在り、 長 治 羽 柴秀吉 Q 爲に 亡され 

貞勝は 三 木 を 落ち 備 前に 趨り、 培 花房 志 摩 守を賴 んで蟄 す、 其子理 右衛門 八 勝 は、 大阪 御陣の 節、 城へ 

駔 込み、 毛 利 豊前守 組に 在り、 K 御陣 東軍 御先 手 敗走 Q 節微功 在り、 同 組 永 井 九 兵衞證 人たり、 (九 兵衞 

事後に 會津 へやらん 有つ き- 老後に は 加 古義 齋と 改、 其頃與 兵衞宜 茂に 逢て 義齋 物語 を 宜茂覺 書に 記し 

，はおり 此度燒 る) 其 場に て理 右衛門 重 創 を 被る (永 井 九兵衞 など も理 右衛門 は 其の 場に て 討死の 樣に覺 し 

と 後日 與 兵衞宜 茂に 語りし とぞ) 漸 にして 備 中へ 歸り、 叉 志 摩 守 方に 匿れ て 一生 を 終る、 其 子 善 太夫」 风 

宜は 右に 錄す 故爱に 略す、 其子與 兵 衞{ 几 茂な り 、 

自是末 百 四十 六卷に 至て は、 燒 失の 實錄數 十 部の 內に有 之小說 を、 夫 彼と おも ひ 出で-^、 巨が 一心に 

浮べる を、 筆に 隨 ひて 席次 を 分た す 記 之、 書名 健なる はかた へに 記 之、 又 其 事 は 安定に して、 書名お 

ぼろげ なる は 書名 を缺 く、 

0 山名禪 高の 事 

山 名禪高 (當時 交代 寄 合 組 列 采邑七 千 石山 名 氏の 祖) 或 時 いかにも 古き 黑き 羽織の、 所々 破れた る を 着 

して 御所へ 出られけ る を、 大御所 家康 公御覽 じて、 禪高其 羽織 はと 御尋 あり、 禪高袖 かき 合せて、 是は 

萬 松 院殿義 1?^ 公に 拜領仕 候と 申 上ければ、 公 聞 召て、 流石 山 名 殿 ほど 候よ、 返す くも 殊勝な りと、 御 

感賞 有しと かや、 (岩 淵 物 夜話) 或 人 云、 羽織 は殊外 近世の 物な りヽ 中 人 以上のば さら 事の 伊達に 稀々 に 
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  】 七 四 

着たり し IH^ なり、 然るに 日に 至て は、 上下 共に 禮 服の 如くに 一 銃に 着る 事に 成り、 表 向 時 服拜領 等に 

も 羽織 を 副ら る 、様に 成し は、 百年 以來の 事な りと 云へ り、 倩 思 ふに、 七十 餘年 以前- 余が 稚き頃 迄 は 

子供に 羽綠を 着せる 事な し、 適 町家な どに は 振袖の 羽織 あり、 余も羡 しくて 是を せがめば、 士の子 は 袴 

計りに て 宜しと て、 古風なる 父母 は 何れも 之れ を容 さす、 其頃考 人の 申せし にも、 我等 若き 時分 迄 は、 

羽織 を 持た る 人 稀な りし、 尤 常に は 着る 人 もな く、 花見 遊山 やうの 事に 着せし 計な り、 今の 如き は、 常 

憲院 殿の 御代よりの 風俗な りと 云へ り、 然れば 全く 近世の 事と 聞 ゆれ 共、 又 本文の 通り を本說 とみれば 

二百 餘年 以前より 此服 はありながら、 民 問に は 無 かりし と 見えたり、 

Qua 山 入 菊の 凄 

畠 山人 は、 始 上杉彌 五郞義 春と 號 して、 謙 信の 甥な り、 武名 も ある 人. なれ 共、 謙 信と 不知に して 用 ひ 

られ す、 後に は 昌山入 巷と 改名して、 公、 (東 呂) の 御伽 衆に 成られけ る、 老後 盲目なる 故、 御 暇 を 中 

し、 京都へ 退隱 せられけ るが、 徒然の 餘り、 近年の 記 錄を讀 せて 聞ん と、 あれ 是れ取 寄せて 書名 作者 を 

尋 聞る.^ に、 多分 は 怪しく 信じ 難き 物 計に て、 共 中に 甲 陽 軍鑑と 題して、 作者 高坂彈 正と ある 由 を 被 聞 

彈 正が 喾 物なら ば 相違 ある まじと て、 是を 傍の 人に 讀せ 聞かれけ るに、 半に て 止させられ、 被 申け る は、 

世上に 流布す る記錄 類、 ル. I 如斯 なるべし、 扨々 前後 相違、 或は 沒後 生前 未然の 事な ど を、 攀に 任せての 

虚 談笑 ふに 堪 たる 物な り、 譬 へば 川 中島に て、 山 本 勘 助 入道が 云る、 中 國の毛 利 元 就 事な ど、 死後 遙か 

過ての 事な り、 斯様の 相違 勝て 計 ふべ からす、 高 坂が 作と いへ るも虚 事な り や、 孰れ も 信用し 難き 物な 

りと 被 申しと かや、 甲 陽 軍 鑑は實 記の 由に て 今 も 用 ゆる 徒 多し、 入 巷の 說 にて は 用 ゆるに 足らす、 其 世 

に すら 如斯、 况んゃ 世 を 隔て 出る 末 書に 於て を や、 今 世に 行 はる- M 二 川 後 風土記と 云 物 も、 平宕 主計 頭 

作なる 由、 序文に 自らの 誓詞 も 見 ゆる 共、 畜 なりと 云り、 大須賀 五郎左衛門の 家書に も、 書名 何と や 

らん 云 物 も 右 同前な り、 平 岩 大须賀 は 御 {豕 に 於て、 藤々 の 人 なれ ども、 兩士 共に 文筆に は 疎かり し 人と 
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承り 傳 へぬ、 畢竟 當 時雨 家 共に 斷 故に、 何 を 記しても 咎 むる 方な き 故に、 恣に兩 土の 名 を 借りて 狂言 

せし 物と 見えたり、 (後 風土記 挫僞と 題して 余が 書る 物 ありき 今度 燒失) 關 15- 大全、 難波戰 記な ども、 元 

は 酒 井忠勝 a 右 州小濱 城主 讃岐 守從 S: 位少 將後號 {4! 印) 執 柄な りし 時、 幼君 (家 綱 公 嚴有院 殿) 御 家の 

事を覺 えさせ 給ふ爲 に、 諸家へ 仰て 家譜 を 集め、 酒 井 懦臣に 命じて 是 を並錄 せる 物 なれば、 原本 は 素よ 

り實記 たるべし、 夫 だに 家譜 は 其 家々 の 事 を、 專ら 輝かして 書く 物故に、 一 概に實 記と も定 がた し、 增 

て 世に 流布す る關原 大全、 難 波戰記 は、 畢竞其 名目 を 借りて、 好事の 色々 僻 說を書 加 ふる 故に、 讒 書に 

用 ひ 難し、 余 之 を 嘆 惜して 事實を 探り、 怪記阿 文 を 去て、 正 記す と雖、 恨ら く は 世 を 隔て ぬれば、 生前 

沒後相 遠の 事 は 考へ雞 く、 唯 全篇 Q 道理 を 以て 押す 而巳 なれば 入 巷 如き 人に 見せな ば、 是 以て 謬り 鍾齬 

多 かるべし 是 時代 を 隔 つるの 不 肖、 奈何 共す る 事 不克、 

〇 家康公 雷の 話 

駿河 にて 御 夜 詰に 人々 申け る は、 1K 變地怪 に は、 それ，.^ 用心の 仕形 あれ 共、 雷 計り は 仕樣な しと 申け 

る を 聞 召て、 雷に も 用心の 仕樣 あり、 世上の 人 雷鳴の 時家內 の 親族 こぞり 寄 居る、 是 甚不覺 悟な り、 左 

様の 所へ 雷が 遠慮 すれば よけれ 共、 聊 遠慮なく 落るな り、 此前も 親兄^ 子供 打 寄 居た る 所へ 雷 落 か- -り 

て、 親族 根絕 しに 成し 事 を 聞け り、 雷の 用心に. は、 家內の 親族 一 人づ、 別れて 居る がよ し、 左 あらんに 

は、 雷 落て 一人 を 過つ 共 • 殘る者 共 恙なければ、 跡 はいか 様 共 成るな り、 所設 雷に 打れ て 死す る 程の 運 

命の 者 は、 是非な しと 仰ら れ ける、 

〇 有來 新兵 衞が事 

京 糸 割賦 町人 有來 新兵 衞、 始八町 新兵 衞と 申け る、 (r 七唱が 末なる よし) 樂燒を 善して、 世に 新兵 衞燒 

とて 賞し ける、 或時駿 府へ參 上して、 御機嫌 を： H ひける に、 公 殊に 悅せ給 ひ、 よくこ そ 來れ、 今より 有 
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來 新兵 衞 と名乘 べし、 言 は明自 遠方 有 来の 意な りと 仰ければ、 雞有敬 伏して、 夫より 有 來と稱 しける、 

是 等の 事餘り 御輕々 敷虚 事な らんと 思 ふ 人 あり、 是當 時の 御 威光に 引合せて 見る に仍 てな り、 必 しも 然 

ら ざる 敷， 總 じて 和漢 共に、 國 初の 君、 下 近く 褻 睦給ふ 事 古今 通例な り、 增て 祌祖は 至って 御 下 主 近く 

萬 民 を 慈 ませ 給 ふ 故に、 其 御 德化を 仰ぎ 懷く 事大 方なら す、 代々 の累 なるほど 上 遠く 成る 事 を、 良 翁 は 

歎 かせ 給 ひ、 御風 俗を國 初へ 戾 さる、 事、 巳に 有德 公な どの 御風 傣ぞ かし、 中華の 天子 は 日本 東 君の 御 威 

勢よりも、 大に輕 き 様子な り、 今に 至て 國々 巡狩の 節、 農 商の 者の 世 業に 障らん 事 を 厭 ひ 給 ひ、 道筋 構 

なく 常の 如くに 世 業 を 營む事 を ゆるし 給 ふと ぞ、 或は 其 所に 至て、 自ら 獄を聽 給 ふ、 是 等の 風俗に て、 

萬 づを思 ひ 測るべし、 El^ 淸朝國 初の 漸く 百 三 四十 年に 及び、 今の 乾隆帝 は、 第 四 代の 君 なれば、 國 初の 

餘風 今に 殘り、 就中 當帝聖 の 聞え ある 故に 斯の 如し、 吾國も 上古 人皇の 始に は、 天子 自ら 國々 の 夷を征 

し 給 ひ、 或は 所々 の 行幸 御輕き 事、 六 七十 帝 迄 は、 御 餘風繽 かせ 給へ 共、 いつしか 他所の 行幸 も 止み、 

(近 哥. 1 にて は 後水尾 院靈 元院御 落飾の 後、 都 近き 山々 へ 御幸な りし 外、 御 在位の 行幸 は 數百歲 絶てな 

し) 天下の 武家に 歸 せし 後 は、 古格 十：： 式 廢れ、 就中 足 利. ti 世 Q 內に、 朝儀廢 5^ たる 事 世に しる 處 なれば 

爱に 略す、 中華 は神裔 など、 云 事な く、 慼朝各 姓 を 異にして、 元と 庶 人より 立た る 1K 子 なれば、 國の風 

俗 朝； 母に 換る 故、 國の 開闢 は舊 けれ 共、 却て 國新 敷に 似たり、 畢竟 二 千 四百 餘年 以前の 我 朝と、 今の 淸 

朝 を 比べ 見る 様な 物に て、 時 風 懸隔して 比べが たし、 天子の 稱は 和漢 等しと い へど も當 時の 趣 を 以て 見 

れば、 中華の 天子と、 我 國の東 君と を對揚 して 論ぜ ざれば、 和漢の 事 分りが たし、 

有德君 は、 兼々 御 上洛の 御 志 有し か 共、 當 時の 御風 俗にて は、 事廣大 なる を 厭 はせられ、 さりと て是を 

略せら れん も、 流石 御. 代の 規矩に 障る 事 を 憚らせ 給 ひ、 御 隠居 後 は 御 格外 なれば、 至て 御輕く 遊され、 

御 上洛 Q 御 積り 成しに、 圖 ざる 御 不例に 渡らせられ， 其 事 止ぬ とか や、 因 云、 何 にても 物 を 二度 誤れば 

1 向 こ 其 本 を^ 失 ふなり、 誓 .131 など を せんに、 うか/ \ 書き やれば 烏 焉馬术 朱 采の類 を _i ^る、 心 を 籠て 
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文意 を 味 ふて 書けば 誤り 少し >  假 初の 物を寫 すと も、 此心 を專ら にすべし、 右に 記せる 有來 新兵 衞、 先 

年錢座 年寄たり し s ハ、 長 州の 銅山へ 常に 通路せ り、 或 時 長 崎の 飛脚 米て、 新 丘.； 衞 近所に て、 割木屋 新兵 

衞方は いづこと 問 ふ、 誰も 不知、 有來 方へ も 来て 雨々 と 問 ふ、 新兵 衞長 州の 飛脚と 聞て、 書狀を 出させ 

見る に、 自分の 宛名な り、 然る を 割 木 屋と覺 えし は、 いかなる 譯ぞ やと 後に 樣子を 聞けば、 長 州に て は 

有 來を有 來と覺 え、 共 ありき を 又 誤て 割 木屋と 使の 者が 覺 しなり、 二度 誤れば 後に は 斯様に 一向 しれぬ 

事になる なり、 是を おも ふに、 地名 人の 姓な どに は 存じ も 寄ら.？， 唱 あれば、 遠國 文通に は 心得 あるべき 

ぞ かし、 さりと て、 我 名に 假字も 付て やられす。 其 親疎に 應 じて 事の 次で に、 端 書な どに しらせ 置 もよ 

かるべし、 名 ある 故人な どに、 當 時の 唱と違 ふ 事 問々 あり、 利 元 就 も、 もり 元 就な り， 森と 毛 利同唱 

にて、 紛敷 故、 もうり と唱る は、 近世の 事な りと ぞ、 米津 をよ ね きづ、 米 田 を こめ だ、 斯く唱 しなり、 

八；' けう 長と？，？ れば 普通せ す、 ル H けいお と覺 居るな りと 云り、 實 にも 古へ も 天 慶と唱 たる 由 なれば さも あ 

らん かし、 然れ ば慶安 も、 けう 安歟、 唱 近き 寧ながら、 其 世の 人淺 ざれば、 聢と 不知、 麿の 字 は、 大か 

たり やくと よめり、 延歷元 暦 曆應の 類、 皆り やくな り、 明： S はめ いれきと 唱候 よし、 近年の 寳曆 も、 り 

やくな り、 年 號の貞 の 字 は、 みなで うと 讀む、 貞和 貞享の 類な り， 明の 字 はめい と唱 ふ、 みやう と唱し 

は覺 えす、 畢竟 吳漢ニ 音の 差別 計りに て、 異なる ー爭 もな し、 只 地名に は _i ^も 寄らざる 唱 あり、 都 近き 所 

にて は、 鶏冠 井、 一 口の 類な り、 其 外 勝 計 ふべ からす、 
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翁 草 卷之百 四十 六 

3P 失の 小 說殘篇 (. 前卷に 出た る 事 も あるべし、 今 は 多端に て不及 正) 

是は戊 中の 大火に、 余が 藏書は 多分 亡びぬ、 其 中に 余が まさしく 覺 えぬ る小說 ども を、 責めても が I 

つ 書淺し 置ん と、 くまなく 胸 を 探りて、 や、 かごと 計り、 左に 拾 ひ 出せり、 一箇 ごとに、 其 出 所 を 書 

かま はしけれ ど、 紛々 として 是を わくる 事 あた はす、 故に 書名 を 略す、 

〇 秀吉公 鶴 岡參詣 

豊臣秀 吉公小 HI 原陣 の砌， 關 八の 所 々巡覧し 給 ふ、 鎌 倉 巡檢の 時、 鹤岡 にて 賴 朝の 影像 を 開かせら る、 

供奉の. 侯伯 恭しく 威儀 を 正しく 列 居す、 秀吉 つか/ \ と 像の 側へ 立 寄り、 像に 對 して 曰、 孤獨の 身に て 

天下 を 掌握せ し は、 御邊と 我と 計な り、 但し 御邊は 流人と は 云ながら、 源 家 被官の 者、 馳 集って 勃興の 

始 より 與 力せ り、 我 卑賤より 出て、 左様の 扶け 一圓に 無 之、 偏に 獨立 せり、 然れ ば御邊 より 功 高き に 似 

たれ ども、 天下 武家に 歸す るの 基 を 始られ し處最 巨な り、 何れに も 我と 天下 友達な りと て、 像の 脊中を 

ほと くた、 かれしと かや、 

愚按、 賴朝 義兵の 始 より 征伐の 事 は 代官 を 以てし、 自ら は 鎌 倉に 在て 生涯 上洛せ す、 官途 を不 望、 二 

位の 亞 相に 止り、 而 して 和漢に 先縱 なき、 總追捕 使 を 申 下して、 政道 を 武家に 預り、 海內 武家に 歸す 

る 基 を 建る Q 綱、 人望に 協 ひ、 今に 至て 六 百年、 其 矩を不 違、 抑 一 道 を 開 事の 難き、 况ゃ 武將權 輿の 

功に 於て を や、 太 政 入道の 猛威 を 以て、 相 國に押 成り、 君 を 蔑し、 法皇 を 押 込 奉り、 遽都を 企て、 飽 

迄 我意 を 振 ふとい へど も、 其 身 幷に類 葉 公家と 成て、 恣に威 を 輝す ばかりにて、 賴 朝の 如く、 表 を 和 
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にして 天下 併吞の 奇術 を 不知、 可謂賴 朝の 巧最可 賞、 賴朝 Q 佞 最も 可惡、 其 後、 後鳥羽院、 後醍糊 

院、 思 召 立る 事 あれ 共、 天下の 武士、 賴 朝の 規に 褻れ 奢りて、 勅に 從 はす、 楠 子の 正 策 徒らに、 長く 

武家の 世と なる、 爱に 於て、 賴 朝の 功 可否の 論に 不涉、 廣大 なる 事 を しるべし、 秀吉の 事 は 前に も 記 

す 如く、 賤 より 出て 武威 海內に 溢れ、 異國 迄に 及ぼす と雖、 人臣の 道 を 違へ す、 皇を 恭敬して、 其 身 

は 中華の 王た らんと 欲する 處、 (委敷 前に 辯ぜ り)、 甚强大 にして 而も 正道な り、 是れ頼 朝の 小 機の 不 

及處、 又賴 朝の 大綱 は 正道に 非れ 共、 天 下士 民の 志、 今に 至て 爱に 止る、 是又秀 吉の不 得處、 爱を以 

て 雨將を 論ぜん に、 優劣 孰れに か あらん、 筆 を 投じて 後 君子の 勘へ を俟 つ、 

〇 和國 髭の 事 

和 國髭を 剃 始めし は、 甚だ 近世の 事な り、 寬 永の 頃 迄 は、 貴賤 を 云 はす 男子 は 都て 髭 あり、 然るに 髭 を 

剃し 濫觴 は、 土 井 大炊頭 利 勝、 實は神 組の 御 落胤な り、 大猷 公の 御代、 老臣の 筆頭に て、 寬量 仁慈の 人 

故、 世擧 つて 之 を 賞し ける、 ある 時 殿中に 於て、 其 容貌の よく 祌祖に 似させられ たる 由、 人の M. ける を 

仄に 聞て、 翌日 登城の 折から、 髭 を 剃 落して 出られけ る、 諸人 是を！ Is- て、 大に 驚きぬ、 今 こそ あり、 其 

頃 髭な き 人 は、 古今 希有 なれば、 驚し き理 なり、 位 之 其 所以 はしらね 共、 利 勝の かく ある 上 は、 さらば 

髭 を 取らん と、 我 も/ \ と 剃 落しけ る、 則 今の 風俗と 成たり、 利 勝 は 質 直にして、 其 御 因緣も 固く 秘せ 

られ、 唯 君臣の 道 を 正しく 奉仕 せらる- -の外 他な し、 然るに 右の 噂、 動もすれば 人口に ある を 懶く思 ひ 

て、 容貌 を 替ん爲 計りに 髭 を 剃られし に、 其 所以 はしらす して、 一統に 髭 を 剃て、 後世の 風俗と 成りし 

こそ 可 笑 けれと、 落穗集 の 編者 知 足 翁が 書 置け り、 

〇 土 井利 勝 Q 事 

此の 利 勝 Q 行狀 は、 武 野燭談 にも 有增 見えたり、 寛 永年間、 多 葉 粉、 頻りに はやり、 貴賤お しなべ 是を 

ぶ事甚 し、 故に 段々 上田 を 潰ぶ して， 此苗を 蒔き 作る に仍 お、 世の 費な りと て、 之 を制禁 せらる、 然 
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れ共 世に 是を 好む 人 普くて、 竊に是 を 犯す もの 少なから す、 1: 勝 或 時 出仕^て、 御前へ 罷 出ら る i とて 

御 次 を 通られし に、 近 Hll の內、 御 次に て 多 葉 粉を飮 居け るが、 利 勝 を 見かけて、 周章 ふためき、 之れ を 

取 かくして、 さあらぬ 様に て 有け るに、 利 勝 其 所に 中座に て、 各の 中には、 多 葉 粉 を飮れ たると 見えた 

り、 我 も Hl:^ を 好めり、 一服 所望 せんとて、 きせる 煙草 を 乞 はる、 彼士 赤面しながら、 其 具 を 差 出し 恐 入 

て控 居る、 利 勝 心 靜に是 を 飮畢て 被 申け る は、 御 制 禁の事 を御內 より 犯して は、 天下の 規矩 立 難し、 穴 

賢 重ねて 急 度 停止 あるべし とて、 其 座 を 立て 御前へ 出ら る、 利勝爱 にて 共に 之 を 取り 上て 飮れし は、 其 

士の心 を 安から しめん 心なるべし、 左なくて は、 此事 言上 有て いか 成 御咎も あらん やと、 恐怖 せん を 

厭て、 我 も 同 犯の 人と 成て 後來を 示さる， -處、 仁惠の 至り、 總 じて 利 勝の 質、 かくの 如し、 去に 仍て諸 

士猶 更恐愼 み、 懷く事 類 ひなし、 此たば この 士も * 夫 切に て 何の 御咎 もなかり しとな り、 其 後 此法を 破 

る 者、 數 限り もな く、 不 II 科 人 多く 出來 ければ、 所詮 斯 程の 人の 好む 所， 御制禁 有て は、 人 も 損するな 

りと て、 無 程 此法を 止ら れし とか や、 

〇 肥 後 國を紬 川 家へ 賜 ふ 

同 頃 加 藤 家 坐せられ て、 肥 後 國欠國 と 成りし かば、 鎭 西の 藩歸樞 要の 場所 なれば、 最其の 器 を 撰ばれて 

國主 を究ら るべ しと， 老臣 を聚 めら れ、 潜に 之を議 せられ、 豊前小 倉 城主 細 川 越 中守忠 利に 賜べき に 決 

す、 然るに 其 夜 老臣 殘らす 急に 召さる、 各 唯なら す 思 ひて、 早乘 物に て 登城 せらる- -處 に、 直に 御前へ 

召され、 御 氣色大 に 常なら す、 上意 有け る は、 今日 肥 後の 事 を密に 評定せ しに， はや 品川邊 にて 專ら其 

沙汰 ある 由、 目 付の 者 注進せ り、 斯る 密事 Q 其 日に 漏る- -事 奈何、 斯ては 向後の 政道 成りが たしと、 以 

て Q 外の 御機嫌な り、 各愼て 恐れ入、 早速の 御請 申 上る 人な かりし に、 大炊頭 左右 を掉 し、 從容 として 

被. &上 ける は、 御 密談 他に 承り 候 者、 一圓に 無 之、 最 私共に 於て 豈是を 漏し 候 はんや、 遮て 愚案 仕候處 

^人の 欲る 處.. 上の 思 召に 符合 仕り 候と 覺ぇ 候， 上下の 心 自然と 和合 仕る は、 塞に 不 求して 天下の 美事 


最も 聖敎に 相 叶 ひ、 御代 長久の 基と、 恐 >マ此 上な く 候と 言上 ありければ、 暫く 御考 有て、 大炊 頭が 申狀 

道理 分明な りと、 忽御氣 色爽に 成らせられ、 各 深夜の 出仕 大義と て、 御 帳に 入らせられ ぬると かや、 大 

默公は 目 付の 者 を 撰ばれ、 常に； の 事 迄、 日々 しろし 召されぬ 事な しと、 諸錄 に： nj- えたり、 此外 

大炊 頭の 嘉言 頗る 多く、 投平 伊豆守の 穎敏 にして、 いか 六 ケ敷御 好の 裹を も、 端的に 調進 せらる K を 

難 じて、 物に は 緩急 有事 を、 上に 知ろし召す 樣 にす るが よし、 上意たり 共 成らぬ 事 は 成らぬ 樣、 隙 取る 

事 は 御猶豫 ある 様に 申 上べき 條 勿論な り、 足下 は 頓才の 人 故、 速に 御用 を辨 じられ るれ 共、 餘人 は是を 

成す 事 不克、 餘 人へ 被 仰 付 時、 其 人の 功な きに 似たり、 左に は 侍らす やと、 豆 州に 說論 ありければ、 信 

綱大に 屈伏して、 其 後 は相愼 まれし とか や、 

新 番組の 始幷 諸， 叩な 裕 

國初御 三 四 代 迄 は、 物 毎御輕 く、 假 初めの 事 を も、 老臣 を 召されて、 議 せらる- -故、 自ら 下の 事 をよ く 

知し 召て、 御 政事 谆直 成りし とか や、 落穗 集に、 新 番組の 濫觴 を 書る は、 其 頃 大奥 女中 內々 願け る は、 

宿 下りの 爲 に- 銘々 が 兄弟 甥の 類 を 召 出され、 相 應の御 番入仰 付けられ 被 下候樣 にとの 趣な り、 公 聞 召 

其 儀 は 表へ 願書 差 出 候 様に と 被 仰、 扭老 HI1 の 面々 へ內々 願の 儀 御 咄し被 成、 能樣に 評議いた し、 いづれ 

の 組へ か 呼出し 可 遣 旨 被 仰、 則 女中 願書 を 表 向へ 出 候に 付、 各 評議せられ、 一雨 U 過 候て 大炊頭 被 申 上 

げる は、 此間仰 渡 候 趣 評議 仕 候處、 大番へ 被 召 出 可然旨 評決 仕 候と 被 申 上、 夫より 暫^ 過て、 又 老臣へ 

被 仰け る は、 此 間の 趣 女 共へ 內々 申 聞 候へば、 大番は 京大 阪在番 にて、 多 分留 主に 付、 何 角 差 ま 申 候、 

何卒 兩来？ へ 一 呼 出 吳候樣 とて、 皆々 相 願へ り、 如何 可 有 哉、 又可考 との 仰な り、 右に 仍て 又々 各 評議 せら 

る. -に、 御 書院 御 花 畠 (御 小姓 組と も 云 ふ) の兩 組の 儀 は、 三 州以來 有功 之 子孫、 皆此 組へ 召 出され、 幷 

大名の 子弟 御 奉公 願 ひ 有 之ば、 此雨 組へ 御 番入被 仰 付 定法な り、 然るに 女中 系 Q 輩 を、 其仲ケ 間へ 召 出 

れ なば、 究て 古番の 面々 何 角と 申べ ければ、 所誇是 に はかへ 難 かるべし、 去れば とて 大番は 女中 迷惑の 


hj、 其 外 ト卜人 紐 ま， 一 等輕 し、 一 向に 並て 一 一 百 俊に て、 凡そ 大 番組 Q 格式に て 新 組 を 立ら る 可 やと 評決し 

て、 其^ 大炊頭 申 上げる に、 左 あらば 其. 通 然るべ し、 徂し高 二百 五十 俊に して、 馬 を 持 事 を ゆるし、 格 

式 ま兩番 と大番 との 間に 致 候 様に 被 仰、 大炊頃 奉 之、 上意の 趣畏 候、 勿論 番頭 組頭なくて は 相 濟不申 候、 

如何 可 被 w 付 やと 伺 はれければ、 新 組の 事 なれば、 外の 諸-翁 頭と は 遠 ふ 事な り、 近習の 者の 內を見 立 申 

付べ しとの 上意に て、 御 扈從御 小 納戸の 內 より 被 仰 付、 夫 故御番 面々 の 格式に 合せば、 番頭 組頭 共に 輕 

し、 發旦 &の譯 故. 此組 は御內 同前に て、 番所 も" 奥 近く、 折に は 大奥より 御菓子 御 夜食な ど を 下され、 御 

成の 節 も、 御身 近く 御供に 候し けるな り、 總 じて 諸番の 格式 組々 に少々 づ.^ 差別 冇之、 番頭 は大 番頭 上席 

にて、 五千石 高大 名 役な り、 組頭 幷 1^ 衆 は、 雨番 新长？ よりも 次に て、 組頭 は 六 百 石高、 平 番は並 高 二百 俊 

なり、 。お 頭と 組との 格式、 若干 遠 ひぬ る 故に、 頭への 禮節尤 厳重な り、 兩番の 番頭 は、 四千 石高に て、 

大 番頭の 次席な り、 組頭 は 布 衣 千 石高に て、 大蒂の 組頭より 上席、 平番 も大骄 より 上席、 並高三^^依な 

り、 故に 組より 頭への 會釋嚴 重ならす， 番頭 を 被 蒙 仰 時、 組頭 以下 平^の 宅 迄、. 一 々相 廻られ、 今日 御 

相 番の仰 を 蒙との 口上な り、 是を 請て 已後、 組頭 を 始め、 組 中右悅 として、 頭の 宅へ I 能 越す、 若 番頭よ 

り 其 沙汰なければ、 悅 びに も不參 となり、 新番は 右に 記す る 通、 番頭 は 諸 組より 格式 輕く， 受領に も不 

及、 二 千 石高 布 衣の 面々 なり、 組頭 は、 大ネ" 組頭 同格 六 百 石高、 番衆 は-嘲 番 Q 次大番 より 上席 並 高 二百 

五十 依な り、 小 十 人 組 は 又 一等 輕く 御徒 歩の 上席に て、 自是御 目 見 以上な り、 頭 は 布 衣 千 石高、 組. 跟三 

百 石、 平 番並高 百 五十 依な り、 組 中 皆 朱塗 御惜 具足な り、 總 じて 士分の 輩 は、 小身 にても 銘々 具足 なれ 

ども、 此組計 は御惜 具足の 譯は、 御陣 御供 御馬 副に 罷在、 重き 御 使 は、 御 使番相 勤、 輕き 御用 御 呼 使 等 

は、 小 十 人 紐 相 勤、 依 之 御 見知りの 爲に、 一統の 朱 具足な り、 是を海老|.^具足と世に稱せり、 此並 高の 

蔡無高 御^入の 輩へ 始て被 下、 御 宛 行の 事な り、 雨番 などに は、 平番に 二三 千 石の 持 高の 面々 有 之， 新 

番大番 にも、 持 高 千 六 百 石の 人も是 あれ 共、 高に 不拘、 平^は 一 銃に 同格な り、 且新^ 被 仰付始 に、 馬 


翁 


草 


持 候 事 御免の 仰な り、 當 時の 様子に て は、 新 やせに 不限、 諸番の 面々 都て 持 馬 はなし * 然る を 右上 意 ある ^ 

は 奈何と、 落穗 集の 撰者へ 或人尋 しに、 其 答に、 其 頃 迄 は 雨^の 面々 は、 皆 馬 を 持てり、 其 後諸士 奢て- 

窮 する 故に、 雨番の 輩、 總 じて 小身の 人に 持 馬 ある は 希な り、 大猷 公の 御代 迄 は、 三 川 以來の 御 家風 遺 一 

り、 諸士 質素に して、 我 一と 武を嗜 み、 馬な ど 持 # 、る 人 を 嘲り笑し なり、 世の 澆季 に隨 つて、 常の 奢に 一 

費る 故、 武の覺 悟の 失せぬ る こそ 歎し けれ、 當 時の 御風 俗 年 を累て 世に 融通せば、 諸士 恐怖して 奢 を愼ー 

み、 古代の 風俗に 歸 しなん、 寬永正 保、 其 後 迄 も、 詣士參 會の事 を 聞く に、 饕 へば 他より 到 來の品 ある 一 

時、 相番 S 衆 中へ 廻狀を 以て 一種 令 到来 候 汁 を 可 中 付 間、 御 出懸相 待と 申 遣せば、 各 忝き 由 を 答て、 人 一 

々獨 辨に鈸 をつ め、 是を携 来る、 則 亭主 汁 を 出して、 是を 饗する 事に て 其 他 Q 饗應 一品 もな し、 是 にて 一 

相番の 因を濟 せし とか や、 今の 振舞 ひとの 相違 を考へ 合すべし、 諸士出 會に不 限、 其 世 Q 風俗 皆爾 なり： 

今にても 町家に 年始に 汁と 號 して、 參會 する は 其故實 なりと ぞ、 

〇 松 平 伊豆守 信 綱  一 

松 平 伊 一旦 守 信 綱 は、 世に 聞 ゆる 英敏の 人な り、 或 人 豆 州へ 問て 曰、 大名 衆 は 廣く圃 郡を領 して、 さ L た. 

る 御 奉公 もな く、 安居 せらる、 は、 結構なる 物に て 候、 旗本 衆 は、 僅の 御 知行に て、 常に 御 S= 繁多の 衆 一 

屮 多く 相 え、 勳勞 M 疋 ある 方々 も、 格別 1： 取 立 無 之、 損 成る 物に て 候、 是等人 M の 禍福の 成す 所 か、 此ー 

辨承 度と 申、 豆 州 笑て、 去れば こそ， 人々 大名に 成りた がり 膜、 總 じて 公 俵 御 川に 於て、 替傣 なしと は！ 

申せ 共、 其 中に 大小 有 之、 大 なる 事 は 大名の 役、 日用の 小さき 御用 は 旗本の 役と 申樣 なる 物な り、 大智ー 

は魯 鈍なる 様に 見え、 小智 は 小賢しく 見 ゆる、 譬 へば 大名 は 腰刀の 如く、 旗本 は 小刀の 如し、 刀 脇差 は 一 

常に 用な けれども、 まさかの 時なくて 不叶、 故に 士 たる もの は、 第 一 に 之 を 吟味し、 態よ き覺 ある 物 を 一 

人々 佩るな り、 小刀 は 常に 用る 所は繁 けれ 共、 佩刀の 如くに、 態 5 吟味に も不 及、 當り合 ひに 遣 ひて 濟ー 

なり、 大名 は 常 は 隙 なれ 共、 肝要の 時に 召 仕 はる」 道具、 旗本 は 常 は重寳 なりと 雖、 肝要の 御用に は， 一 
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其身少 さき 故 間に合 ざるが 如し、 是 大名 旗本の 差^な りと 答ら れ しと ぞ、 

〇 無 準 一 軸 

先年 徑山. 庇" 準 和尙の 一行の 眞蹟、 見る 人 を 塞から しむる 勝れ 物、 寶 物に 出て、 道具屋 ども 會 評して、 尤 

金 百 枚 道具 なれ 共、 夫 程に 望む 人 は ある まじ、 金 五 百兩の 價相當 成るべし とて、 鴻池 とやらん 先の 名 は 

忘れたり、 町家の 豪へ 持參 して、 是を 見す る、 波 某 倩是を 見て、 感慨して 其價を 問、 金 五 百 雨と 答、 某 

眉 を 顰めて、 此 道具に 價 不都合な り、 仍て錢 念ながら 望みな しと、 世に 本意 なげに 答 ふ、 道具屋 心に 思 

ひける は、 日頃 價に惡 びれ ぬ 人なる が、 いかにして 斯 申さる やと、 不審ながら、 又 押 返して 申け る は、 

K 物の 事に 候へば、 先賣 主の 申す に 任せ、 價の事 を 中 候、 道具 だに 御望に 候 はぐ、 價 はいか 様に も相對 

出来 申べ しと 申ければ、 左 あらんに は、 道具 は 至て 望なる 儘、 存寄を 申 見るべし、 何卒 金 千 雨に て 買 請 

たしと なり、 道具屋 驚きて、 手前より 五 百 兩と申 候 道具 を、 千 雨に 御望と は 更に 合 點不參 候と 問、 某が 

曰く、 在れば 左 こそ は 思 はるら め、 此 道具 は 無双の 物 なれば、 千兩 道具な り、 然る を 五 百 兩に求 得た る 

と 世に 沙汰 有て は、 我耻 なり、 第 一 道具の 位を陋 しむる 處、 道具に 對 して 先 以て 無禮 なり、 千兩の 道具 

を、 五 百 兩に買 ふとき は、 半金 を偷 むに 似たり、 總 じて 世に 掘 出しと 云 を 聞に、 道具の 位より 下 直に 調 

へる 事 を 云へ り、 大に賤 敷 事な り、 掘 出しと 云 は、 得が たき 道具 を、 千金に 換て 求た る を 云 ふなり、 此 

1 軸 杯が 則 掘 出しと 云 物な り、 願く ば千兩 にて 手前へ 申請た しと 有ければ、 道具屋 殆ど 片 心して、 町家 

ながら、 流石 家柄の 大量、 庸 夫の 及ぶ 處に 非す、 賫 主へ 其 由を傳 へて、 金千兩 にて 彼 一 軸 を附屬 しける 

とぞ、 斯る 美談 も あるに、 去る 御門 跡へ 來國 行の 刀な 御覽に 入れ、 金 六十 雨 迄に 直 段も附 けれ 共、 持主 

惜しみて 不差 上、 其 後 持主 身上 傾て、 諸道 具沾 却す るに 及て、 彼^ 物 を 道具屋へ 見せ けれ 共、 新 樣の上 

作：^ は. 差 當り資 口な しとて、 金 二 雨に て 取と 云に 仍、 先の 事を存 出し、 責て金 五雨に 召 下さるべき. W 

其 身の 窮迫 を 申 上、 相 歎け るに、 今にて は 御用 無しと て、 取合 給 は ざり しと かや、 彼 町家の 何某が 風情 
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に 比して は、 無 下 成る 事と 聞 人 あざみぬ、 

C 牧野 備後守 大小 餃 

余が 存ぜ し研屋 方へ、 所 司 代 牧野 備後 守の 佩刀 を、 年々 造り 替に差 越さる に、 道具 は 度 毎に 替れ 共、 较 

は眷ら す、 此鮫 凡なら すと て、 其 道の 者 共聞傳 へて、 彼 研屋の 許へ 見物に 来り、 加 様の 鮫、 凡 天下に 又 

ある まじ A: 沙汰して、 取々 其 價を考 へ 見る に、 脇 指の 方 金 千 雨、 刀の 方 は 少し 劣りて 金 八百兩 と、 其 道 

の 目 利 者 共の 評判な り、 余 も 見 度 思 ひし かど も、 其頃繁 用の 折 柄 なれば、 い たづら に 見す に ぬ、 理り 

成る 哉、 彼 家 は 常憲院 公の 御代に 時め ける 家 なれば、 加 様の 重器 あまた 貯られ しと かや、 

〇賣 家の 松 

洛の尼 崎 何せ r 世に 懶 うく 自らの 家 をき りて 立 退く 時、 常に 愛せし 老樹の 錄 えたる に 名 殘を惜 みて、 斯 

なん 短冊 を 付て、 千々 の 思 ひ を 後の あるじに 吿て 去りぬ、 

馴て 見し 軒端の 松よ け ふより は 後の 主の 千代 を ともなへ 

買得た る 人、 敢て此 情 を しらす、 何某が しつら ひ 置ぬ る 種窒を 悉く 破 却して、 其 跡に 透 間もなく 借屋 を 

建る に、 此 老松 邪魔に 成る とて、 枝榮 えたる 老樹 を 伐り 倒して けり、 むくつ けに 無 下なる 擧 動と 見る 人 

にくみぬ、 

〇 檳島玄 蕃允事 幷細川 家中 由緒 之士 

撗島 玄蕃允 は、 本姓 足 利の 一族 挑 井な り、 大阪 御陣に 籠城して、 七 組 Q 內速水 斐守組 なれ 共、 持 口 一 

所の 大將を 蒙りて、 守禦 する 處に、 流言 有て、 關東內 通の 沙汰す、 仍て檢 使 を 以て 自匁を 賜 ふ 時、 镇島 

是を陳 防して、 此 危難 はまぬ がれ ぬれ 共、 持 口 大將の 任 は 解る、 而 して 大阪落 去 後 は、 細 川 家に 陪隸し 

て、 釆地千 五六 百 石 か、 二 千 五六 百 石を領 し、 其 身 殊の外 長壽 にて、 後に は 镇島三 庵と やらん 號 して、 

元祿寳 永の 頃、 百 三十 餘歲 にて 身 まかりぬ、 其 子孫 代々 肥 後に 奉仕せ り、 然るに 太守 家傳の 秘方 パ烏厚 
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圓に、 狐の 生 肝 I 味 加 人す、 此生肝 を 取る 事い かなる 故に や、 撗 島の 家の 役な り、 是を 取る に 古例 あり 

狐 を 狩りて 是を镀 たる 時、 其 狐に 示して 曰、， 主命 なれば 不得 止事捉 へたり、 去ながら 無罪 を 殺す に不忍 

に 助命して 放ち 遣すな り、 重て 捉へ なば、 命 を 可 取と て、 其 狐に しるし を附て 放ち やる、 數狐 皆斯の 

如し、 ひたと 狩る に、 重て 捉る狐 あり、 其 時 再犯 を 云 聞せ て 殺す 事な り、 さる 三代 以前の 檔 島强氣 Q 

士 にて、 何條 再犯 を 待べき、 唯 殺せよ とて、 始て か、 りし 狐 を 殺して、 藥 味に 用 ひける に、 夫より 間 も 

なく 彼士亂 心して 自滅す、 仍て各 打 寄て、 表 向 を 取 繕 ひ、 病死の 披露に て、 跡 無 相違 相繽 す、 其士 また 

自 匁す、 苒屬故 家中に も專ら 取沙汰し、 色々 の 議論 あれ 共、 秘藥 の義を 一人に して 蒙る 御用の 家 なれば 

斷絕も 如何と 評決し、 太守 も 粗 承知 せら るれ 共、 格別の 譯を 以て 他家より 養子 を 以て 相 績相濟 ける 處に、 

此 養子 も：. K 明の 始か、 安永の 末 かに 同様の 變 死す、 此上は 是非な しとて、 近年に 及て、 其 家斷絕 せり、 

世に 狐の 仇 を 報す る咄 は、 あまた 聞 けれ 共、 まのあたりなる は 未知、 此模 島の 家 を 亡し ける にぞ、 皆 人 

其 怨念 を 恐怖し ける， 肥 後に は 今に 於て、 歷々 の裔、 有功の 子孫 多し、 先 づ長臣 長 岡帶刀 (同 國八代 城 

主 采邑三 萬 石) は、 松 井 伎 渡の 子孫な り、 佐 渡 は幽齋 三齋雨 代に 仕へ し 股肱の 臣 なり、 其 頃 世に いへ る 

は、 公 俵 は 松 井 佐 渡、 武邊は 有吉頓 母と ぞ申 ける、 佐 渡 是を傳 へ 聞て、 侍 は 有吉が 如く 武遍 なる がよ し、 

我 は 愁い あれ 是に携 る 故、 此 沙汰に あへ"、 有吉と 我と 武を競 べんに、 爭で 彼に 劣らん や、 いと n 惜き沙 

汰に 逢ぬ と悔 めり、 其 頃是に 似た る 事 あり、 淺野幸 長の 勇武 を 世に 稱 して、 黑田長 政の 事 は 左程に 不云 

長 政 述懐して 曰、 我れ 幸 長に 勝る とも 劣り はせ じ、 然るに 幸 長 を譽る は、 彼が 父彈正 は、 政事 其 外 常の 

事に は 名 を 得た る 功 者 なれ 共、 一生 彈 正が 武を不 聞、 其 子 幸 長 は、 專ら 武を嗜 むに 仍り、 親に 優れり と 

して 此名 あり、 我 親 は 誰か はしらぬ、 名に しお ふ 如 水 なれば、 其 子の 我 も 其 害の 事と、 世に 思 はる k 故 

に斯の 如し、 是を おもへば、 よき 親 を 持し が、 我 身の 損なり と悔 まれし とぞ、 (是 等鑌 武者 物語の 說) 佐 

渡 後に 長 岡 姓 を 賜 ひ、 當家 第一 の閣臣 なり、 有 吉頼母 は、 武名の み 輝て， 他の 事 は 最も 無骨な わ、 今の 


有 吉四郞 左衞門 (一 萬 八 千 石) 祖 なり、 米 田 監物は 大阪に 籠て、 大野 主馬 組に て、 相祖 if 围 右衛門と 監 

物 夜 華の 大將 たり、 米!： と は 不稱米 田と ふ、 大阪の 事 記す る 書に、 長岡監 物と 書し も あり * 其 節より 

も 長 岡と 名乘 しに や 可 追考、 今の 長 岡 助 右衛門、 ( I 萬 三千 石) 此 三人 を 三年 寄と 號、 當 家に 於て 上座の 

臣 なり、 澤村某 (一 萬 石) 是は 名高き 澤村才 八、 (後 大學 が 子孫な り、 小 笠 原ト備 前、 (七 千 石〕 是は 大阪に 

於て 三齋 の內窒 (明智 光秀 女) の烈に ひし 小 笠 原 正齋が 末な り、 其 外 木 村 三 刀 谷 鎌 W 等、. 各 有功の 家柄 

なり、 加 藤 家の 臣、 庄林隼 人、 鼓田 覺兵 衞、， 森 本 儀 太夫な どが 末 も、 當家 にある 由 承り ぬれ ども、 大身 

に は 其姓不 見、 可 追 尊、 明 智左馬 助 子孫 は、 三 宅 藤 兵衞、 (三千 石) と稱 す、 京都 將 軍の 末 (客人 分此名 

失念) 無 役 五千石に て、 安居 せらる、 大 友の 裔松野 某、 今以て 此 家に 陪す、 其 他餘多 あり、 枚擧 に不遑 

〇 大阪七 組 堀 田 圖書助  I 

大阪七 組の 番頭 堀 田 圖書助 は、 落城の 日 痛手 を 負ながら、 秀賴公 御 生害の 御供 せんと 引返し、 大廣 問 を 

通る 處に、 加州 勢 雲霞の如く 亂 人して、 一人の 敵阓書 を目懸 て突蒐 る、 圖書 暫く は 立食 ぬれ ども、 困 兵 

なれ ぱ鎗 付けら る， 敵馳 寄て 其 名 を 問に、 堀 田圖書 助と 答 ふ、 敵錯を 捨て、 拨 は我從 弟な り、 遠 阈故面 

會 せす、 文通 計りせ しが、 思 は ざり き 我 鐘に かけんと は、 圖 書 助 莞爾と 笑 ひて、 借 加州の 堀田與 右衛門 

とな、 園ら す も 親族の 手に 懸る こそ 幸甚 なれ、 いざ 首 を 取れと 尋常に 覺 悟す、 與 右衛門 助けた く 思へ 

共、 重 創 なれば、 迎も 助け 得が たしと，， 淚 ながら 首 を 取る、 武士の 習ひぞ 墓な けれ、 (大 阪覺 書) 

〇 薩州池 山與三 左衞門 難船 

薩 州の 士池 山與三 左衞門 は、 元醫師 成りし が、 願 ひて 士と 成る、 天 明 中琉球 勤番の 監察 役 を 蒙り、 相 使 

兩 人と 彼 地に 赴き 勤番 果て 餘 人と 交代し、 歸 帆の 折から、 難 風に 逢て 洋上に 漂 ふ事數 日、 と ある 離島へ 

漂着す、 島人 立 一鬼り て、 其 由緣を 問、 人物 各 不束なら す、 文字 も ある 島と 見えて、 言語 は 通せ ざれ 共、 

文字 を讀 て、 日本の 人と しれり、 則 船より あげて、 可 然屋舍 へ 招き 入、 子細 を 聞；^ して、 外へ 是を訴 る 
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様子な り、 三人 Q  士も いかなる 外 夷の 國へ吹 流され， 不法の 狼藉に も 合 ふやと、 始は 安き 心 もなかり し 

が、 其瞪 中華の 霉 島と 見え ぬれば、 少し 安心 をせ しが、 やが で訴 への 返答 ありし と 見えて、 彼 所へ 難船 

の 面々 を 引渡す、 則 其 先 は 南京な り、 夫へ 着船す ると、 南京の 役人 立迎 ひ、 日本 通 詞の人 之に 副 ひ 来り 

様子 を 尊ぬ、 實を 以て 答 ふ、 暫く は 船の 內に控 へさせ 置、 あの方 評議 濟 しと 見えて、 陸へ 上るべき 由 を 

申 越す、 三人の 士 相談して、 異國の 地へ 上る に、 作法 不正に て は、 我 國の耻 辱 成べ しとて、 威 俵 を 繕 ひ 

て 上るべし とて、 弓 鐵炮の 列 を 正し、 銘々 上下 熨斗目 を 着し、 道具 を 持せ 陸へ 上る、 通詞 の者是 を差留 

けれ 共. 是は 日本の 士たる 物の 風俗に 候と て 不聽、 通 請の 者 難儀に 思 ひ、 搏三 申け る は、 中華に は 武器 

を錢る ま、 き 常つ 4^.: 'の 事に 候 常 は 佩 劍をも 解 候 風俗に て 候、 然る を 各 如斯被 出立 候へば、 此方に も 非常 

の 格 を 以て、 警固を 可 中 付 候 左 有て は甚 不幸の 事に 候へば、 其國へ 入て は、 其國の 風俗に 隨ひ 候が 穩便 

にて 宜險、 枉て其 出立 を被罷 佩刀 を 解て 此方へ 渡され 候へ、 當分預 り 置 可 申と 事 を 分て 巾け るに 仍り、 

此上 遮て 申 募りな ば、 事 もや 出来なん と、 是非な く是を 許諾し、 さりと て 佩刀 を 他へ 渡さん 事 は、 決て 

4$- り t し、 手前に て宮に 納め 置べ しと、 應 對相濟 て、 其 趣に て 陸へ 上れば、 則 客 舍と覺 しき 一室へ 招き 

入れ、 挨拶 人出て 是に會 し、 普通の 饌を 以て 饗す、 彼 土の 賓客 交 々来て 應對 し、 我國の 風俗 を 試る 體な 

り、 上座の 相 士兩人 は 文に 疎く して、 每事應 對不辨 なり、 池 山 は文學 あるに 仍り、 人 来る 人 皆 池 山に 萬 

づの 事を談 す、 仍て 後に は兩士 とも 池 山に 座を讓 りて、 池 山 筆頭に 居て 事を辨 す， 欺て 愛に 在る 事 凡 半 

年 計、 其 間に 南京の 勝景 そこ 爱と鄕 導 を 以て 是を 見す、 ： 他山 文學は 有と いへ ども 詩文 章の 事を不 得、 逗 

留中彼 土の 人 詩文 章 を ひたと 贈り、 殊に は 離別に 至て 甚餘 波を惜 み、 數々 詩 を 贈りし に 一 和 も 答 ざり し 

事 池 山 甚慙愧 せし とか や、 頃 者 橘 姓 薩府へ 行と 否、 # 、て此 事 を傳へ 聞し に 仍リ、 池 山に 會 して 委しき 物 

語 を 聞ん と、 彼 人の 事 を 尋ねし に、 去年 物故せ りと？ r 殘懷 限りなし、 池 山が 門 生た る 人兩士  (此名 念 

失) に出會 して、 有增の 物語 を 聞く 處、 本文の 如しと、 橘 姓の 西遊 配に 書け り、 此 滞留の 間に、 北京へ 
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是を简ひて下知を待しと：^5^ぇたり、 而 して 本國に 送り返すべき 由の 令 下りて、 彼士 出帆の 時に 至り • 人々 

様々 の 餞 をして、 離^の 情最 せちな り、 拔攪を 解く 專歸國 に 赴と て、 三士 船中に て 評しけ る は、 漂流の 

者歸國 すれば、 崎府に 於て 明細の 吟味 あり、 携へ歸 りし 諸 品 は、 悉く 公儀へ 召 上らる k と 傅へ 聞、 今 船 

中に 在る 所の 品に、 怪敷 もの はなしと いへ ども、 自然い か 様の 掷 疑 ひか、 る 敷 ものに あらす、 所？ 品 

々を 海へ 投て歸 るへ しとて 一 品 も不殘 蒼海へ 投 込て、 崎府へ 着岸す、 則 長 崎に 於て、 一 通りの 尋 あり、 

其 趣 を 江 府へ言 上 ありければ、 薩 州へ 御尋 のうへ 分明の 事 なれば、 何の 御 吟味に も 及ばれす、 長 崎より 

直ぎ に、 薩 摩へ 歸ら る、 素より 船中 何の 御改 もな く歸國 せり、 斯く あらば、 惜しき 品々 を 海へ 捨 まじき 

物 をと、 後悔せ りと なり、 

〇 琉球 風俗 

橘 姓が 薩府 滞留の 折から、 琉 球の 王子 (名 失念) 薩 摩へ 聘 する 事 あり、 是は 太守の 姬君、 關東御 人 輿の 

御 悅の由 あり、 さらで だに 琉球 は和圃 よりも 人品 風俗 美麗 Q 國な るに、 王子 他國に 朝す る 供奉 なれば、 

1 際 綺羅 花やかに 鸞 舆鳳蟓 空に 緩き、 佩 玉 連 錦、 街に 輝き、 壯觀類 ふべき 物な し、 薩 州に 於ても、 華營 

を 設け 待受ら る、 と は雖、 世に しる 如く、 薩摩を 君と する 國 なれば、 賓客の 禮を 以てせす、 家中の 大身 

を 會釋が 如し、 其 格相當 せす、 他に 異なる 物な り、 時 今 天 明の 年 寒天 なれ 共、 赛暖に 等しく、 冬 三月の 

間 雪な し、 五子 此 度の 渡海 は、 一 つに は 御歡、 又 一 つに は 雪 を 見ん 爲 Q 来朝と 沙汰せ り、 彼 本國は 開闢 

巳來雪 降らす、 男子 は 常々 薩 州へ 往来す る 故に、 雪 をし る、 婦人 は 雪 を 見る 事な し、 、 故に 雪 ある 事 を 

眞 とせす、 男子 にても 王子の 如き 貴族 は 雪 を 知ぬ 人 多し、 仍て薩 府に各 滞留して 雪 を 待 つれ ども 不降、 

大. に 本意な き 事に 思 ひながら、 其 期 も 過 ぬれば、 是非な く 御 暇 を 申 入られ、 歸國の 催し ある 處に、 二月 

上旬 大雪 降て、 一面に 白妙の 氣色を 見て、 王子 大に怡 び、 幾ば く 賞 之、 是を歸國の土產にして^！られぬ 

都て 琉球は 和漢に 屬 すると は雖、 中華 は國 遠く、 常に 交りなければ、 親しみ 薄し、 薩摩は 正 敷 隣 島に て 
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程近く、 其 上 陪屬の 所以 あれば、 共矩に 外る、 事な く、 十に して 七つ は 和國の 風な り、 和歌^ 諧 など、 

專ら彼 國に行 はれ、 余 も 度々 是を 見たり、 凡の 風體 日本に 違 ふ 事 はな けれども、 間に は あの方の 國語交 

りて、 解し がた き 事 あり、 うた ひもの 尤 和音の 儘に て 之、 薩. 摩より 狂言 を 仕組て、 彼國に 度り、 戲場 

を舆 行す るに、 近来 は 忠臣 藏の 淨墦璃 殊の外 はやり、 琉人淚 を 流して 感激す、 外の 狂言 こてよ 芝居よ や 

らす、 唯 幾度 も 忠臣蔵と だに 云へば、 人 群 をな しぬ と 西遊記に 書け bs、 
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〇 南紀侯 童子 訓 

文武の 士の兩 翼に して、 左右 全から されば、 飛行 自在なら す、 治世の 武は亂 世の 武に不 如、 亂 世の 文 は 

治世の 文に 不如、 治亂に 不拘、 文武 を備 ふる 事 難い 哉、 I に 安永 天明の 頃に 至て、 吾 朝の 藩 屛飛龍 在天 

の 良、 追々 に 出現して、 國を 潤色し、 其 美 他 邦に 及ぼして、 隣國の 主將も 之に 傚 ひ、 愧 て暴属 を愼 む、 

就中 華族の 鼎 侯 (尾 紀水三 侯.^ 時 を 得て、 龍 君 揃 はせられ、 一二 光の 並び 照す がごと く、 國 家の 安危 を鑒 

み 給 ひ、 俊 明院殿 薨去の 砌 より、 鼎 公 各 在 府し玉 ひ、 晝 夜の 境な く、 密會 あり、 御 自書の 贈答 絶 間な く 

此御使 を も 人 を 撰ばれ 一 人の 士を究 られ、 他 士は是 に携る 事な し、 世人 是を傳 聞て、 唯 事なら すと 再 合 

しが、 程なく 白 川 侯 を 擧て幼 主の 輔佐と し、 邪 僻の 嬖臣は 悉く 遠ざけられ、 賢 良の 匿れ たる を 撰 出して、 

それ，^ の 有司と なされ、 賞罰 明鏡の 照す が 如く なれば、 須臾に して 天下の 士風、 忽に 正しき に歸 し、 

德 川の 浪靜 に、 時 津風枝 をなら さぬ 御代に 復 する こそ、 偏に 鼎 公の 洪 なる 功 なれ、 五六 十年來 人物 乏し 

きに 似たり、 今將聖 1K 子 上に 在し、 柳營 の武德 頻りに 行 はれ、 名士 世に出る 運 氣來れ りと 見 ゆ、 華奢の 

結構 美麗 は、 淸き 天より 之 を 見れば、 悉く 汚 機 不淨の 醜 なれば、 天火 を 以て 燒沸 ひ、 更に 淸淨の 新 都 を 

開き 儲け、 改て 世の 淳直を 示し 給 ふ、 聖 威と 見えて 目出度 樂 しけれ、 

〇紀 伊 黄 門 治 貞卿窒 子訓 (當 南紀 侯) 

！ 人間 I 生の 務は 忠孝の 道な り、 聖賢 干 萬の 敎も 忠孝の 爲 なるべし、 勤む と 思 ひて. 王 君 井先 祖父母の 恩 

を 忘る ベから す、 恩 を 不知 者 は 不慮の 災難に あ ふ 物な りと、 古人 ものた まへ り、 恩 を 報ぜん と 思 ひて 

志 深ければ、 忠孝の 勤油斷 すべから す、 ん 間の 苦み は饑 寒よりも 甚敷 はなし、 百姓な ど は 晝夜を わか 
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す 骨 を 折 も、 饑塞 をな だめん 爲 なり、 家職の 勤油斷 すれば、. 儀 寒に 及ぶ 者 多し、 然れば 武士 は 生れな 

がら 饑 塞の 苦な く、 父母 妻子 兄弟 を 養 ひ、 家来 を 遣 ひ、 安樂に 募す. は、 主. 君幷 先祖 父母の 恩德 にあら 

す や、 此因 5 德を 常に 忘れ すん ば 忠孝の 道 を 忘るべき やうな し、 故老の 物語に、 毎 H 食に 向 ひ、 衣 を 着る 

寺、 主君 幷先 祖父母の 恩 德を思 ふべき 事な りと 云へ り、 主君べ 奉公 を 勤る は、 唯 厚恩 を 報ぜん 爲 なり 

と、 い 得べ し、 北 (身の 爲 奉公す る 者 は、 我心の 如くなら ぬに 付て は 主君 を 恨み、 朋. 友 を そしりて 非篛の 

事 をな す、 故に 主君の 心に 背き、 朋友に も かぎられ、 身 を 亡し 家 を 破る 者 多し、 もし 恩 を 報ぜん 爲 

に 奉公す る もの は、 いづれ も 立身せ ぬ とても、 少しも 不足な し、 人 を 恨む 事 もな く、 おの づ から fKS 

こ 叶 ひ、 身 も 全く 心 も 安し、 誰もし りたる 事 なれ 共、 年若き 者な ど はよ く/ \覺 悟すべし、 

一 奉公 を 勤る 者 は、 誰も 主 升； の氣に 人た きと 思 ふなれば、 道理 をも辨 へす、 一概に 氣に人 度と 思へば、 

云 まじき 事 を もい ひ、 なす まじき 事 を もな し、 終に は 主君の 心に 背き、 人の 譏 を も 得る 事 多し、 たに 

役儀 をよ く 勤めて、 身の 行跡 を 正く し、 物 毎に 差 出ざる は、 實の 奉公なる べし、 

一親に 孝 を盡す 事、 其 道理 品々 有べき 事 なれ 共、 畢竟す る 所 は、 親に 苦勞を かけす、 親の 心 安堵す る樣 

に、 身 を 持つ 事 肝- なるべし、 此 心得 を 本と して、 一 切の 孝行 をな すべき 物な り、 奉公 をよ く 勤め、 

gj わ 敷 事に 交らす、 行跡 を 正しく、 養生 を 能す る 事、 父^の 心 を 安くす る 第一 の 勤 成るべし、 

j 兄 は，^ を 子の 如く あはれ み、 弟 は 兄 を 親の 如く 敬 ふべ し、 朋友の 交り は、 心に かな はぬ 事 あれば、 遠 

ざ かるなら ひなれ ども、 兄弟の 問 は 心に 叶 はぬ 事 あれば とて、 疎く 成るべき 事に あらす 不快の 事 有 

とも、 互に 堪忍して 實の 志を盡 すべき ものな り、 

一， li 加の 間 は、 少しの 事より 起り、 不和になる 事 は、 互に 堪忍う すき 故 成るべし、 女 は 道理に くらき お 

なれば、 心なが く敎訓 して、 大事の 事 を 堪忍し 夫婦の道 全くすべき 事な り、 夫婦の和 合なければ 一 

家 治らす、  - 


1 妻 を 離別す る 事 は 人谕の 極な り、 妻の 行跡 惡敷、 双方の 親類 見限る ほど 0 事 あらば、 離^す る もく る 

しからす、 左 もなくて は離刖 すべから す、 

1 朋友の 交り は、 遠慮の 心 を 忘る ベから す、 心安き に 任せて 遠慮の 心 を 忘れ、 不禮 ある 時 は、 親 敷 も 終 

に辣 遠に なり、 不慮の 難 出来る 物な り、 禮義正 敷、 あはれ み 深ければ、 喧嘩 口論な ど 有べき 樣 なし、 

聊も 自分 非義 なけれ ども、 是非な き 事に て、 義理に 身命 を 捨るも 多し、 是は 武士の 習 ひなれば、 格別 

の 事な り、 

1 朋友の 心 を 察して、 其 人の 嫌 ふ 事 を 云べ からす、 嫌 ふ 事な し • 或は 嫌 事 をい ひ、 口論な ど 仕出す 事、 

昔より ある 事な り、 愼 むべ し 

1 上の 批判す ベから す、 朋友の 事 そしる ベから す、 愚なる もの を 侮る 事、 人を輕 しむべ からす、 輕 しめ 

侮りて、 不覺を 取る 事 昔より ある 事な り、 能 々慎むべし、 

1 短氣 なれば 事 を 仕損じ、 身 を 破る 事 多し、 我 生得 短氣 成る としら ば、 隨分 堪忍の 心 を 持てい ましめ 愼 

むべ し、 短 氣は大 かた 己れ が 我儘より 出る 物な り、 名人の 上に は、 曾て 有 間 敷 事な り、 

1 人の 隠密に する 事 をば 聞べ からす、 人の 秘藏 する 物 を 所望す ベから す、 かり 初に 約せ し 事は變 すべ か 

らす、 何 にても 成る まじき と 思 ふ 事、 約す ベ からす、 

】 年若き 時 は、 一 旦の 事に 迷 ひて、 理非の 辨へ なく、 是非 我心の 如く せんと 思 ふ 事 ある 物な り、 其 時 父 

母 兄弟 親類 朋友の 異見に よりて、 心 を 取 直して、 正道に 立 歸る事 も あり、 又 情深き 異見 を 用 ひすして 

惡名を 取 も あり、 身 を 崩す も あり、 此時 1 生の 吉凶の 境な り、 一 旦の迷 ひに よりて 主君の 恩 を 忘れて 

一家の 名 をけ がす 事、 非義の 至りな り、 

1 詩歌 作文ば かり を 好みて、 忠孝 を 忘る-^ は 無益の 學文 成るべし、 擧 文して は 人々 の 程 を も 知て 謙る ベ 

き 事な り、 然るに 學 文して 高慢になる は、 身の ほど 知らざる 故な り、 是 論語よ みの 論語 しらすと 云が 

 .  」 さー】 
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如し、 

I 事 文して 心 高ぶり、 世間の 事 を あざむきい とひ、 隱 居の 風儀 をした ふ 者 多し、 高ぶる なれば、 實の道 

理に 非す、 世の中 をい とひ 欺く は、 お Q づから 忠孝の 勤お ろかなる 物な り、 

1 偽 をい はむ と は 思 はね ども、 詞 多ければ なりと • 能々 覺 悟すべき 事な り、 

1 財寳を もら ひて は、 人 其 志を感 すれ ども、 異昆の 恩 をお も ふ 人 少なし、 I ー1 目 にても 一生の 身の 爲 にな 

る 事 有 もの なれば、 異見 ほど 寳 はなしと 思 ふべ し、  ， 

1 武藝を 習 ふ 事、 人々 の 器用 不器用 あれば、 必 しも 上手に ならん とに は あらす、 唯 武士の 家業 なれば、 

習 はすして は 叶 はぬ 事と 思 ひて、 勤べき なり、 

】 命を捨 べき 時に 臨て、 一足 も 引す 死す る は、 義を おも ふ 故な り、 勝負に 拘 るべ からす、 義に 背きて は 

勝ても 勝に 非す、 義に あたれば、 負ても 負に 非す、 

1 學文 する は 忠孝の 道 を 勤むべき 爲 なり、 思 はぬ 相違 有 物 なれば、 常に ことば すくなして 有べき 事な り 

人 多 集りし 所に て は、 猶 以て 詞 をば 愼む べし、 

】 不慮の 仕損じ は、 名人の 上に も ある 事な り 恥辱に 非す、 我 仕 損ぜし を、 人の 仕損じに なすが、 大 なる 

恥辱な り、 人の 仕損じ を 我 身に 引受る は、 一段 見事な り、 

1 苦 勞を遁 れんと すれば、 義理に 背き、 不覺の 名 を 得る 事 有べ し、 人の 苦 勞を我 身に 引受ん と 思へば、 

義理に も 叶 ひ、 人に も稱美 せらる-^ なり、 

1 出仕 乂は番 代りに 出る は、 人よ. OV も 半時 も 早く 出て、 半時 も 遲く歸 らんと 心が くるべし 早ければ 待る 

、 よりも 身 は 安し 遲 くて 急ぐ 道 はくる しき 

1 刀 脇差 の^を、 試に 見せ 拂候 事な り、 (以上 一 句 如 原本) 油斷 すべから す、 古老の 云、 持鎗 のし まりて 

急 事の 間に合が たき 事 有 物な り、 常に 油斷 なく 心懸 べし、 
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一家 宅 諸道 具 衣類 等、 分限より 少く輕 き はよ し、 分限より 過た る は 宜しから す、 

1 武士 人馬 を 用意して、 役儀の 勤 を まけ まじと 思 は i -、 美麗 を不 好、 無用の 費 をな さす、 唯々 儉約を 守 

るべ し、 像 約の 仕方 は、 我 身 不自由 を 堪忍す るに 有り、 足た る 事 をし るなる べし、 

ことたらば たるに まかせ 事たら すたらで、 事た る 身 こそ 安 けれ 

1 家 を 治る もの は、 金銀 米穀の 事 しらで 叶 はぬ 事な り、 勿論 金銀 米穀の 事の み 心に かけ、 世の 讒り 人の 

苦しみ を かへ りみ ぬ は、 大 なる 非な り、 

I 諸事 思案す るに、 我爲 によき か あしき かと 思案す ベから す、 唯理 にあた るか 當 なぬかと 思案すべし、 

1 萬の 事 を 成す に、 始 より 心 元な しと 念 入に 仕損じな し、 始 より 十分よ しと 思 ふ 事 は、 油斷 する 故に 仕 

損じ ある 物な りと、 老功の 物語、 誠にお も ひ あたる 事 多し、 

I 何事 をな すに も、 先 其 事 Q 害 を 知て、 能 防がば、 成就して 後悔な し、 

I 面白き とお も ふ 事 は、 重らぬ 樣に覺 悟すべし、 

I 人の 疑 を 得ん と 思 ふ 事 はせ ぬがよ し、 

1 人に いひ わけ せんと 思 ふ 事 はせ ぬがよ し、 

I 下人 は大 かた 理を辨 へぬ もの なれば、 心よ くい ひ 敎て仕 ふべ し、 饑寒を 察し、 病 氣を憐 み、 難儀 を 救 

ふ 事 は、 下を惠 むの 道な り、 短氣 にて 辨 なく、 酒に 醉て 正體 なき 者 は、 はやく 暇 を 出して よし、 其 外 

悪事 は 云に 及ばす、 或は 下人 を 置に 目 利 あり、 方 * に 一 と季づ 居て、 久敷 奉公せ ぬ もの は、 くせ 物 

なりと しるべし、 

1 不慮の 幸 ひ あれば、 不慮の 過 有と、 昔より 云 事、 輕事 にも 有な り、 格別 下 直 成る 物 を 買て 後に、 難 俵 

する 事、 何國 にても 多し、 是 にて しるべし と 語りし 人 あり、 此 道理 諸事に 有べき 事な り、 

1 忠孝の 道 を 勤て いとま ある 時には、 何 にても 害に ならぬ 事を翫 びて、 心 を 慰むべし、 世の 畿り 人の 苦 
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しみ を不 顧して、 我心の 儘なる 遊與 をな す は、 本意に あらす、 惡名 をと り 家 を 破る 基な り、 

1 常に 旅の 用意 すれば、 急 事の 時事 を か、 す、 族 宿に 付ても 先 案 內を能 見 置べ し、 案內を しら ざれば、 

急 事の 時不覺 をと る ものな りと、 老功の 物語な り、 

I 役儀 を久敷 勤めた る 人、 大事の 役儀 を 勤た る 人、 急 事に 度々 出合た る 人、 藝能 ある 人、 加 様の 人々 に 

近付て、 物語 を 聞 置くべき なり、 

1 昔數 度の 職場 を經 て、 武功の 富き 老士 ありければ、 若き 人々 武功の 物語 を 所望し けれに、 老士語 之 曰 

某 若き 時より 程 こせる 武功な し、 天性 愛敬 有て、 人に 能 思 はれし 故、 少しの 働き も 能く 執 成されて、 

思 はぬ 譽れを 得たり、 人 は 愛敬 あるが よしと 語られし とぞ、 殊勝の 語な り、 

I 常に 人の 善惡を 見て、 我 身の 鏡と すべし、 

世の中の 人 Q よしあし 聞た びに 我 身の上に かへ りみ よかし 

鏡 山人の しがから さき 見えて 我 身のう へ はかへ りみ すうみ 

伏し 拜む神 Q 社 は 月 なれ や 心の 水の すめば うつれる 

曉 のね 覺 にせめ て か へり 見よ 日に く 三た びかへ りみ すと も 

人 はた 心 ひとつの あしければ 萬の 藝の あるか ひ はなし 

右 I 卷 はいろ は を 習 ひし 實子 によみ 習 はせんと、 是を 記せし なり、 成人の 後、 一事 にても 身に 守る 人 あ 

らば、 愚 老が至 幸 成るべし、 
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〇 肥 後 侯 賢行錄 

寬延ニ 年 已已春 阔學を 起し、 時習 館と 名 付て、 館の 左右 武學を 置き、 東 を東榭 とい ひ、 西 を西榭 と名づ 

け、 騎射 劍術を 習 はす、 千日に 一 度改 あり、 城內 にある 故、 他國の 人不許 見、 聖堂 はい まだ 建す、 地 取 

り 計な り、 

角 井に 再 春 館 あり、 國 中の 醫生 爱に醫 術を學 ぶ、 醫官村 井 某 あり、 肥 州の 孝子 傳も 作るな り 

君 公子に て 東都に 居 給 ふ 時、 ある 有司 刻薄に あしら ひける、 嗣と成 給て 後、 か Q 有司 罪 を 恐れ 引 籠居け 

るよ し、 其 子 をす、 めて 召 仕 ひ 給 ひけり、 其國 の爲、 儉約を 行 ひしと 賞し 給 ひての 事な りと ぞ、 

古例に て、 東都へ 親し 給 ふ 時 は、 豐前大 星、 豐後鶴 崎の 兩所を 隔年に 道し 給 ふ、 ある 有司 申 やう、 大星 

を 通行し 給 ふ は、 迂遠に して 路費 多し、 此後 はた ヒ鶴崎 一 道に 定給 ふべ しと 申け るに、 君 仰け る は、 費 

をい とひ、 舊 例に 違な ば、 通らざる 道の 者、 世 渡の たつき や 結えん、 古へ に從 ふに 不 如と 被 仰け り、. 

熊 本に 評定 所 あり、 政府と 唱ふ、 六 人に て 掌る、 國の政 大小と なく、 悉く 六 人に て 司 どれり とい ふ、 

掘 平 太 左衞門 は、 五百石に て、 平士 より 拔擢を 蒙り、 綠 四千 石に 成る、 當職 となり、 市井の 噺 しに、 堀 

殿 を 擧て當 職と なさる、 四千 石に は 安き 手代な りと 云と ぞ、 

米 田 左 門 は、 米 田 某と いふ、 大 夫の 弟な りしが、 文武瓮備の人なh^し、 賢才 有と 聞し 召し、 綠ニ千 五 百 

石 賜りて、 兄と 同く、 大夫 になされ ける、 (此 人壯 より 孀人を 喪 ひ、 、妾 女 を 畜て子 を まう けたり し 後 其 

妾 を 他へ 嫁し、 年 四十 餘 より、 家に 孀女 一 人 も 置かす、 四時 園 集 あり、 已に梓 行す と 云)、 

時習 館の 賢舉 は、 薇 茂 次郞な 父は久 左衞鬥 (名 弘篤號 震 庵) とい ふ、 學 文の 聞え あり、 茂 次郞、 父 
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の 跡 を繼と 云、 茂 次 郞は久 左 衞門三 なり、 兄 を 市太郞 とい ふ、 六 奉行の 一 人な り、 茂 次郞祿 三百 石、 

鐵炮頭 格に て、 每日 時習 館に 敎授の 事を督 す、 

某な りし 人 功 有て、 祿を增 給 ふ 時の 命に、 汝 文盲 なれ ども、 よく 事 を 勤る 故、 增祿 すと、 かく 肥 後 州に 

て、 舉材 なくて は、 職掌に 命ぜられす となり、 才學 ある もの 多く 擢用 せらる となり、 

刑罰 をば 基 省ぶ き 給 ふ、 六 奉行 罪 をた す 事 篤し、 死刑に 當る もの は 君に 申す、， 君 三度 其 罪を宥 して 

其 上に て 刑を究 む、 罪 有て 囹圄 につな ぎ笞ち 追激す も あり、 盗賊 は 黥す る 事、 輕重 によりて 數 あり、 

三度の 後是を 斬す、 又輕罪 の^も、 眉毛 下つ. -撩沙 夫、 或は 修塌の 夫に つか ひ、 賃錢を 賜て、 元の 家へ 

かへ し 給 ふ、 他 刑 を 定るは 秋な り、 死刑 は 冬な り， 其 日 は 公 終日 愼玉 ふ、 當 職の 人 は、 門 を閉て 出です 

其 以下 政に か 、 りし 有司 皆然 りと なわ、 

君少 より 女謁行 はれす、 夫人 多病に おはして 男子な し、 側室 あり、 名 を 土の 井と S ふ、 世子 は 其 人の 生 

む 所な り、 世子 十七 歳に て 入府し 給 ふに、 士大 夫に 命 有て、 此後 もや はり 土の 井と 呼びて、 殿 づけす る 

事な かれ、 御 部屋な ど、 稱 する 事、 ゆめく あるべ からすと、 此 側室、 月傣五 口、 衣裳 銀 二十 枚の みな 

り, 

侯の 夫人 眼病 を 患 ひ 給 ひ、 終に は 明 を 失 ひ 給し 後、 側に 召 仕 はれし 年若き 女子 は、 悉く 暇 を 出されて、 

夫人の 心 を 休められ しと ぞ，. 

朝販は 汁な く、 香 物燒味 is のみ、 此ニ 品の 內、 必 一 品 をば 手 を 付け 給 はす、 夕飯 八 ッ時茱 二 品、 是も 一 

品 をば 手 を 付け 給 はす、 夜食 は 朝と 同じ、 先君の 時 迄、 御 膳 米と て 糞せ ざる 田の 米 を 用 ひし を、 君の 時 

となりて、 常の 米 を 用 ひ 給 ふとな り、 

魔 狩の 時、 農民 を驅 役し 玉 はす、 下の 情に よく 通じ 給 ひ、 農作の 障り をな し 給 はす、 放鷹し 給 ふと 聞け 

ば、 お 殊に 父母 を 待 如くに 思へ り、 鳥 を 取り 給 ひ、 累日た く はへん 事 を 謀り、 小豆 を 烏の 腹に みてら 
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fi^I^ を 後に 食ず る，^ と 問 はせ ふ、 棄 るよ し霄上 しければ、 此後は 小豆 無用に せよ と 仰け る. 

と， M り、 ある 處に 小水 を 便じ 給ふ處 に、 襲 糠 を 敷た る を 見 給 ひ、 此內に 米になる も あるべし とて、 止さ 一 

せ 給 ふとな り、  - 

孝弟 力 田の 者に、 褒賞 賜り、 世に 表旌 せらる、 養老の 禮を行 ひ 年 九十になる 者に は、 青銅 二百 疋を 賜り； 

八十 九 歳の 十二月、 其 由 を 言上し、 明年 正月 賜 ふなり、  一 

商 賈は絹 類 越後 縮 を 禁じ、 帶と 夏羽織 は 絹 を ゆるし 給 ふ、 袷 羽 綠は裏 も ゆるさす、 農民 は 絹 類、 或は 龜一 

甲 櫛簪を 禁じ、 又 桑を殖 させ、 縮 を 織 事を敎 へ、 織 出せし もの は、 縮 を 用 ふる 事 を ゆるす、  .： 

每年 鯨の 油 千 樽 を 買 求め m に蟲 生ぜし 時、 此油を そ、 ぎ蝗を ふせがせ 給 ふとな り、 

窮民 を賑す 政、 先年の 夏 倉禀を ひらき、 三邑の 民に、 銀 三百 貫目 を 頒ち給 はる、 或は 十 年 二十 年賦な 

諸 民 火災に あへば、 銀 を 借し 給 ふ、 民の 富める 者に は 爵を與 へ、 銀 を 納め、 其 銀 を 貧民に 娠し給 ふとな. 一 

り，  ！ 

肥 後 八 代 は、 大臣 長岡帶 刀、 世に 在 城す、 祿三萬 石な り、 八 代の 商家へ、 盜 入て 衣類 を 取け るが、 終に 

は 捕ら はれけ り、 母 あり、 子 多くして、 養 ひ 足らす、 止 事を不 得して 盜し ぬると 申す、 邦 聞し 召、 錢. 一 

七 貫 文 賜 はり、 取られし 主 は、 所の 役人へ 訟 ふべき 所、 城下の 町奉行へ 申 上ぬ る 事、 ふつ、 かな" とて 一 

咎められ、 役人 は、 窮し ぬる 者 を しらす、 貸 を 乞ざる とて 咎られ ぬと ぞ、  1 

世子 中務 君、 始て入 封の 時、 八 代の 民 思 ひくに 銀錢獻 上せし となり、 是始て 就 國を賀 し 奉る となり、 ：； 

子 を 持し もの、 夜半に た- -き 泣かしむ、 やう/ \ に 泣 止みたり、 其 夜 日本 廻 國の佛 者、 其 家に 止宿し、 ； 

朝と く 起て、 其 由 を 問ければ、 子供が 足 を 御城の 方へ なして、 寢 ると 云、 かく 邦 君 を 神の 如く 敬 ひける： 

となり、  j 

家中の 諸士 一 人々々 に 吟味 有て、 借 銀せ る 者に は、 こと/ 1\  く 其 元 銀 を 下され、 銀 主へ は、 其 利 銀 を 損 一 
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にすべし とのた まへ り、 今迄の 不覺 をば、 少しも 咎め 給 ふ 事 更にな し、 當 日に 用 ふる 所の 腰刀、 金 を 用 

ふる 事 堅く 停止 せらる、 婦人の 髪 具 等 は 勿論な りと ぞ、 

〇 米澤侯 賢行錄 

米 澤の老 君い まだ 家督たり し 時、 尾 州 わ 人 細 井 甚三郞 (卽 如来 先生な り) をす、 めて、 君 前にて 家士と 

供に、 聖經を 講ぜられて、 老君 過を悔 させられ、 家督 を 養嗣ん r, の 君に ゆ づらせ 給 ふ、 今の 君も老 君の 目 

にて、 秋 月 侯の 男な りし を、 養子と し 給 ふ、 是 より 家中の 士、 奢り 自ら 止て、 武備 を專ら にし、 忠勤 を 

事と すと なり、 

老 君の 時 森 平 右衛門 小姓 頭に 任じ、 九 年の 內政を 取 行 ひ、 此人奸 佞 を 以て、 主君 を だまし、 國内 貴賤 衰 

微し、 騷 動に 及ばん とす、 士大將 の內、 竹 俣 美 作 憤激し、 主君へ 忠諫 をす、 め、 平 右衛門 を誅戮 し、 國 

民 を 安堵す、 美 作 國老と 成て、 君の 仁政 を 輔佐し、 十 年 來封內 ことに 服せ しと ぞ、 

辰の 春 二月、 東都 大火、 米 澤の邸 も 火災の 出吿來 る、 君 は 二の丸 法 音 寺と 云 佛閣に 入らせ 給 ひ、 諸事 生 

を 集め、 詩會 有しが、 君に もな に：； I 城 あり、 群臣 驚 申せし に、 美 作 I 人 は 江戸の 火事 は 不斷の 事、 類燒 

は 諸家 一統の 事、 燒け候 はに、 又々 立直し 申べ し、 先生に は 私宅へ 来臨 あり、 寛々 御 相談 を 得べ しと 平 

生に 替ら す、 自若たり、 君に は 殊に 此 火災 を 患 ひられ、 数年 萬 民 困窮、 いかで か惠み 申すべき と 案じ 煩 

ひしに、 又々 東都の 火災と て、 其 夜 は 食 もき こしめ さす、 いづれ の 時に か 仁政 行 はるべき と、 歎き 給 ひ 

しかば、 如來 山人、 明日：： 十 朝 登城し、 か、 る ：！！ 出度 事 は 無 之 候、 上 杉家大 幸の 時運な りと 言上せ しかば 

諸大 ほ ことに 怪 みける、 君に も 驚かせ 給ければ、 如来 山人、 存寄を 云 はれければ、 君臣 犬に 服悅 し、 深 

く如來 山人 を W ひ 給 ひて、 仁君 賢 行の 道 を 聞 召 給 ひけり、 

籍 m の 古法に 習 ひ、 城 南 野外に 一町 餘の田 を 御手作 場と 定められ、 君宗 鹿に 參詣， 夫より 彼處に 至り、 

, ^にて 自ら 泥 田に 入らせ 給 ひて、 田 を 三 鋤す き 給 ふ、 諸大ほ 以下、 一 同に 然りノ 田 を 終べ て祖 鹿に 備 
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られ， ； ^港：^ 所に て 賜りけ る、 かの 地 は 佐 藤 文 四郞、 願の 趣に 依て 預られ 、君の 代りと して、 自ら 耕 

作す、 君 秘藏の 騎馬 を かりうけて、 自蓑 笠に て、 燈； をつ けて はこぶ、 秋に 至り、 實入 殊に 宜し、 よって 

右の 地の もの を 國內の 民に 種 米に 賜 はる、 是 により， お 一； 1- 民 忝な き 事に 感 伏し、 一人と して 怠る 者な く、 君 

恩に 服せ しと ぞ、 

侍 組より 三 扶持 方の 事に 至 迄、 願 出御 手傳 仕度と て 人々 蓑 笠に て、 鋤敏を 持て、 山野に 出て、 多年 荒 田 

に 成ね し 地 を 直し、 一年に して 城下 五六 里 四面 は、 荒 田 ーケ處 もな く 興し かへ すと なり、 大臣 も 蓑 笠に 

て、 耕作 場 巡 見 ある、 大臣 手酌に て 君 巡 見に-：: 山 給 ひ、 酒樽の かにみ、 長刀の 石 突に て 突破て くみ 出し、 

耕作せ し 諸 土より 已 下に 至る 迄 賜と なり、 

米澤 より 七 里 山中 幽谷に 庄司 平と 云 山 あり、 諸士の 願に て 村 木 一 萬 本 伐 出し、 竹 5SK 作 奉行と して 行 ふ 

二十 五日の 中む しろ ごもの 上に 寢 食し、 大木 一 萬 本、 大山より おろし， 會 津領津 川より 川下げ にし、 東 

海 を 廻し、 東 邸の 材木と す、 是諸士 自ら 働き 出しぬ、 叉 諸士の 願に て、 東都に 下り、 作 事の 手傳 せし 農 

民と 打 交り、 また 村內の 百姓 も 願 ひ 出、 手傳 として、 東都に 下りければ、 東都の 人 は 一 人も不 交と なり 

いと も 難 有 かりし 事に こ そ、 

諸 士荒田 を 起 かへ す 事 を 願け る 時、 大臣 美 作 感淚を 流し、 先々 御 家の 大幸此 上な く感 する に餘り あり、 

先 我等 第 一 當 職の 躬 なれば、 鋤と るべき なれ ども、 一 日 も 殿中 不参 成が たし、 嫡男 友彌、 名代と して 出 

すべし、 各 達 肝 煎 希ふ處 なりと、 懇に 申の ベければ、 諸士も 色々 辭 しけれ 共、 ゆるさす、 友彌 まで 笠に 

て 一統に 出る、 時に 美 作の 家來御 家柄と 申、 蓑 笠に て 邸 中よりの 御 出 は、 餘り 如何な りと、 美 作が 家の 

おとな 申ければ、 美 作大に 怒り、 國政 をと る躬 として、 國 家の 爲に身 を盡す 事、 家老の 職な り、 汝 家の 

おとなと して 置 は、 危き 事な りと 戒 けるな り、 

東 邸の 作 事に、 封 內の匠 を 登せられ ける に、 米澤 より 八日 道中に 旅行せ よと て 命ぜられ しに 六日の 中に 
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旅行し ける、 東都に 於て、 今一 兩日 休息して、 作 事 命ぜら るべ しと、 有司い ひけれ 共、 各 明日 曉 より 出 

て、 作 事に 取 か、 りけ る、 封內の 民， よく 忠誠 を盡 しける 事、 世に 稀 成る 事な り、 

米澤に 於て、 諸士云 合せ、 山より 石 を 切 出し、 橋 を 作り、 池 を 堀り、 諸士 普請 を手傳 ける が、 美 作 父子 

も 出て、 車の 綱 引ける となり、 かくする 事 三年に して、 城府に 三 M 半に、 二十 五 間の 倉五楝 成就せ り、 

是諸士 の 自ら 石 引出し、 山 木 を 切て 成せし 處 なり、 斯る 所に 農民 思 ひくに 魏 を持參 し、 五 百 俊 を 上納 

す、 されば 凶年の 備 へに とて、 かの 倉に 納められぬ、 又 M 十餘 箇所の 作 事、 普請 農民 我々 が 力に て せん 

と 願 出、 君の 費な かひけ る、 又 諸士町 在より 願に より、 桑 百 萬 本、 漆 百 萬 本、 格 百 萬 本、 所々 の 空地に 

植 ける、 小 出 邑と云 地に 農民 救 米の 庫 建ら れ ければ、 農民 思 ひ/ \ に 粗 を 上納す、 此時美 作 巡 見して 感 

投し、 自ら 酒器 をと りて、 吞 ましむ となり、 封 内の 諸 民， 孝子に 恩賞 行れ、 田地 を 其 孝に 順て 賜 ひけれ 

ば、 連年 孝子 多く 成り、 言上す る 者た えす、 

城府の 大河に 橋お りしが、 雪 消の 大水に 多く 損じければ、 年々 費 多し、 諸 士餘人 言上して、 自ら 遠山よ 

り、 石 切 出して、 橋に 懸替 へけ り、 浙と聞 召し、 就國の 時下 馬 有て、 橋の 上に て、 橋の 下へ 手 を 入 給 ひ 

て拜 し、 かく も 見事に 作り 替 へたり、 各の 骨折と 云 も餘り ありと て、 歩行に て 渡らせ 給へば、 近侍の 蒙 

街 馬上な らんと 云ければ、 諸士の 自ら 作りし 橋 を 渡り 始めに、 馬 足に 懸 させて は、 天の 冥加 恐 所な りと 

宣 へり、 かく 傳 へて、 感淚に 及ばざる 者な かりし となり、 

ある 農民の 妻、 我 男子 なれば、 人並に W 野に 出て、、 君の 恩 を 報 ひ 奉るべき に、 女の 身な れぱ 口惜し 

切て 布 一端 にても、 御城の 雜巾 にもな し 度と て、 布 織て 村 吏へ 出しければ、 寸志の 事 なれ 共、 恐ながら 

言上 せんとて、 城府に 獻 じければ、 1^ 殊に 感じ 玉 ひ、 篤く 赏 せられ、 彼 布 御着 服に させ 給 ひしと なり、 

君 多年 學 館の 望お はし まし、 如来 山人に 此事命 有て、 城府に 學館を 立ら れ、 興讓 館と 名 付ら れ、 如來建 

學 大意と 云 書 をし るして 5^ し、 萬 事 古 鱧 を 川ら れ、 大臣の 男子 下 は 扶持 i.^ 取りの 男 干 迄、 俊秀の 士 二十 
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ん1 ばれ、 擧 is に 寄宿し、 長幼 ひ 鳢を甩 られ、 片山 紀兵衞 神保容 助を舉 頭に 定められ、 (提 事と 稱 す). k 

臣も 弟子の 禮を 以て、 提擧 講書 を 聞、 家中の 諸子と、 日々 出て 講書 を 聞け ると なり、 

諸 士の中 十 人選 ばれ、 鄕中敎 導 職と し、 封地の 四方に 在位せ しめらる、 中に も 小川 源^ 衞門 は、 殊 外に 

精學 し、 食物 も 一 菜の 外 は 食せ す、 鰐 淵 治兵衞 は、 我 支配 所の 小 松邑の 農民、 金子 傳五郞 (如来 門人) を 

.師 として 精擧 し、 鄉 ぉを敎 導す、 源 左 衞門治 兵衞が 支配す る 地の 諸人、 犬に 信服せ しとな り、 殘八 人の 

輦も、 彼兩 人の 精學に はげみて、 一 ヶ月に 一 度づ k 城府に 出て、 大臣 竹 胶が宅 を 借りて、 祌保容 助 を 招 

き、 講書 を 聞け り、 され 共 我 宅へ は 立歸ら す、 明日 早朝 直に 支配の 地に 歸り ける、 鄕中敎 導に、 よく 服 

し、 孝悌 をつ とめ、 農業 を勵 みければ、 一 人と して 怠た る ものな く、 當時 牢屋に 罪人 一 人 もな し、 

三の 丸に 武藝 稽古 所 を 立ら れ、 師範の 士 九十 人 撰ばれ、 弓馬 劎術鎗 術銘々 思 ひ/ \- に 習 ひける、 九十 人 

の師、 日 割 を 以て 稽古 所に 出仕し、 諸 流の 門人、 都合 二 千 七百餘 人に 及べり、 君 在 城の 時 は、 巡 覽し給 

ふとな り、 


與譲 館の 擧士 

學頭 二人  片 

都講 一人  千 

典籍 一 人 (文 康預 り) 西 


山 紀兵衞  神 保容助 

坂 與 市 (分 領但國 家老 千 坂 對馬守 男 綠七百 五十石) 

堀源藏 (三 手 組 部屋 住 八十 石) 


書生 1 一十 人 坐 列 

三 手 組 五十石  扶持 方 組， 

高 橋鄕八  4 '成 吉四郞 

侍 組 同 二百 五 4- 石  文 內匠祿 二 千 五百石 

大國乙 八  毛 利 彌八郞 

扶持 方 組  同 

E 郁助  成 田 彌四郞 


濱田數 馬 

侍 組 部屋 住 二百 三十 石 

井上 隼 人 

三 手 組 部屋 住 

宮 伊 Si 


大小 姓 組 部屋 住 二百 石 

千 坂礒治 

三 手 組 同 四十 石 

村 上 七右衞 門 

同ニ百^；-十石 

佐 藤繁治 

二 〇111 


守取大 
居次將 


三大城 
千 

目 

入 

頭 付 代 
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父國 家老 修^ 炸.^ f 石 

色 部 典 膳 

一一 一手 組 父 警官 

上 村 文治 


分 領組父 士大將 六 百 石 

竹胶勝 三 郞 

同 部屋 住 つ…、 

長 谷川 彌 太郞. 


扶持 方 組 

J^: 屋^ 助 

侍 組 父 小姓 頭 三百 石 > 

荏 原： 八 .郎 


士組 九十 三 家 (同) 

i 廻 組 (當勤 三百 人 宛) 


同 八十 石 ： ， 

江 S 源 治 

侍 船 部 11^ 住  一一 ー|1 石 ， 

右 て 國老の 子 にても、 於當 I、 零 取て 掃除し t 扶持 方 組の 末席に も 列す、 いと 直な 

る 事に ぞ^し、 

上 杉 家臣 職 目 大略 

1 分領 十四 家 (家老 士大將 に 任) 

右 總て七 手 組と 稱す 

1 大小 姓 頭  ニニ 手 組 

五十 騎組旨 與板組 右 四 組諸士 なり 

1 扶持 方 組  猪 苗代 組 

一手 明 組  足  輕 

以上 都合 六 千 程 

職掌 次第 (大略) 

1 國 家 老  一江 戶 家老 

1 鄕村次 頭取  一 小 姓 頭 

1 宰 配 頭  一六 人 年寄 

一郡 奉 行  一 寺社 奉行  一..:.. 

1 町奉行  一 諸 物 頭  一 使 


組 外 扶持 方 


一士 

1 奥 

1 留" 


徒 


士 


道 具 


頭 

番 


御 預所郡 奉行 


其蜩私 曰、 上 杉家當 時の 分限に 合せて は、 家士 最も 過分な り、 祿も 他家の 格より 高祿と 見えたり ^ 
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听以 は、 先年 上 杉領知 半减に 成りし 時、 謙 信己來 藤々 家柄 Q 諸士、 各減綠 する に不 忍、 最も 分限 不相 

應に、 諸士 多き に仍 りて、 半 は睱を 出され、 銘々功家の|9^^なれば、 其. 2 緖を 申立、 相應の 家綠を 以て 

^相 稼 可 然旨被 申 渡け るに、 皆 一 統に 申け る は、 臣等は 謙 信 公 以來、 御 家の 重恩 を 蒙 候 者 共に 候へ 

ば、 身の 存亡 浮沈 は、 君と 共に 可 致 事 勿論に 候、 君 御領 减候 上は臣 等が 配 知 も 如何様に も 被 減 候へば 

. 御 人 を 被 減に 及 間 敷 候、 臣等 は不及 申、 宋々 歩 卒に至 迄、 御 家の 新 參の者 は 無 之、 皆 普 代の 者 計に 候 

Br は、 一統に 御 暇 を 願 候 所存の 者 無 之 旨 堅く 申 之に 付、 左 有ん に はと、 各 家祿を 減じ、 米澤 三十 萬 石 

の家士 一人 も 浪人に 不及、 故に 今以て 他家の 格より、 人數甚 多し と 云へ り、 爱に 記す、 家祿も 左樣の 

由緣 にて、 高 は 其 儘に して、 物 成 杯 を 被 減し にや 可 追考、 

建學 大意 

君 相 (三 ケ條) 

1 日月 星辰 春夏秋冬 は、 天地 ありし より、 其 運 を 改めす、 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋友 は、 人民 ありし より、 

其 倫 を 改めす、 孝悌 忠信 仁義 遞讓 は、 道訓 ありし より 其 德を尙 ばざる 者な し、 然ば 時勢 古今と 變じ、 

風俗 五 方を異 すれ 共、 安上 利 民の 政 を 立る に は、 先 づ德を 尙ぶを 最初と す、 尙德と は， 魯の 太夫 南宫 

敬が、 羿善 射夏靈 舟、 不得其 自然、 愚稷躬 綜而有 天下と 申たり 共 孔子の 君子 哉 若人、 尙德哉 若人と 宣 

ひし を 以て、 尙德の 本義と すべし、 善 射 還 舟、 材藝の 萬 人に 超 結す る を 云な り、 不祥小人は^！！：己ー人 

の 欲 を 逞して、 世 を 憂へ 人 を恤む 仁心な きを 以て、 終に は 身 を 亡す に 至れり、 躬 稼と 云 は、 さの み智 

惠才學 にも 依す、 早 辱 煩勞、 凡人と 異なる 事な きに 似 たれ 共、 其 人 本より 吉祥 善人、 自己 I 人 安逸 を 

忘て、 世 を恤み 憂へ、 人 を恤の 仁心 切なる を 以て、 終に は 天下の 人心 を應受 す、 されば 安上 利 民の 政 

は、 ヒ義德 行を尙 ぶに 有り、 利 心 才胥を 川る に 敗る-^ 事 古今の 鑑 瞭然たり、 日月 星辰 は、 萬 古の 天地 

を 照臨し、 春夏秋冬 は、 萬 古の 氣節を 運 序 すれ 共、 自ら 以て 勞 とせす、 自ら 以て 功と せす、 卽 天地の 
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大 11 を 見て、 天地の 大讓を 知るべし、 故に 此仁 譲に 法る 人 を、 有德 君子と 稱し、 此仁讓 に そむける 人 

を、 不祥 小人と 云な り、 君子 上に 位すれば、 恩惠 下に 降る、 故に 萬 民 承 順す、 小人 上に 位すれば、 貪 

重ヒに 1^ なり、 故に 萬民怨 憤す、 治 道 は 承 順に 起り、 饽 亂は怨 憤に 生す、 是 以て 有德の 君子 を 尊崇し 

て、 顯位貴 職に すゑ 置 を も、 德を尙 ぶと は 云 事な り、 德 は遲讓 より 美なる はなし、 美德は 仁者の 所行 

なり、 不德は 驕慢より 惡 なる はなし、 惡德は 不仁 者の 所行な り、 館 を 興讓と 名け しこ そ、 美 德を修 し 

惡德を 除 せんが 爲 なり、 

1 分領は 复の內 より、 分領、 侍 組 は 腹の 內 より 侍 組、 襁褓の 內 より 諸人に 頭 を 下げられ、 まか 西 を 知に 

至れば、 自ら 高貴なる をし りぬ、 童子 もな く、 驕泰の 心 知と 共に 長し、 元 傲の 態 心と 共に 成る、 四書 

1 通 を しらね 共、 元服 すれば、 終に は 十五 萬 石の 執 權には 成る 身分と、 落 付た る 痼疾、 い 力なる 良藥 

を 用 ひて か、 に 厚 恭敬の 君子と はなるべき、 顯信 貴賤に 仁義の なくん ば 何 を 以て、 忠愛の 德を 施し 行 

べき、 中 3 愛の 德 上より 下ら すん ば、 下民 いづれ の 所に、 手足 を 置べき、 但し それとも、 二百 年来、 相 

すみ 來る國 風 なれば、 此 行末、 何の 思 ひか あらむ とい は.^、 敎學の 道 は 沙汰に 及べから す、 興 讓とは 

讓を 興す とよむな り、 讓 をお こすと は、 恭 適の 道 を 行 さする 事な り、 ー國萬 民の 夭と 仰ぎ奉る 君 上 0 

御 思 召 を 以て、 恭 適の 道 を 修行 させ 給 ふ、 御 役所 にても、 腹の 內 より 貴き 者 はや はり 父兄の 上に 齒し 

せ 曰遜辭 謹の 道 をなら はすん ば、 何の 國、 いか 成る 所に て か、 恭 邏の德 のうる はしき を辨 へしるべき、 

譲の 館に 於て、 御 ゆるし を受 たる 驕恭 なれば、 最早】 國に 憚る 所 あるべ からす、 然れ共 鄕大夫 は、 

祿を 世々 にし、 幼弱なる も 長老の 上に も 立ねば ならぬ 勢な り、 故 を 以て 君 上に 其の 位 を 貴く し、 其 

獲 を 重く して、 朝廷に は爵 にしく はなし、 爵位 身に あれば いか r はすべき、 氣の 毒ながら も、 長老 賢 

者の 上に 座す る 事 ぞと思 ふ 心 を もたん が爲 に、 古 先聖 人の 道 德を學 ばせ、 今日の 恭敬 を 習と して、 後 

來の驕 逸 を ふせぐ 事、 畢宮の 門 高き 事、 僅に 六 扉の 厚さ、 僅に 三寸、 內 には德 行の 尊 をし り、 外に は 


草  翁 


爵位の 貴 を 知らし めん 事 • 何の 耻 とかすべき、 何の 害と かすべき、 是を耻 ぢ是を 害する 心 あらば 儸然 

たる 不祥 小人、 これ を 群 僚の 上に 位し、 政 柄 を預る 事、 嬰兒に 白^ を 預け、 僥倖に けがの なき を 願 ふ 

心 あらば、 仁 知の 沙汰に は 及ぶ ベから す、 一 國の 天と 仰ぎ奉る 君 上、 萬 民の 安利 を 思 召されて こそ、 

もったいな くも、 南郊の 汚泥に、 街 足 をけ がし、 鋤餓 をと り 給 ひし、 其 御 心 を 察し 奉り、 世祿の 大臣 

蓑 笠に 風雨 を 凌ぎ、 郊野に 起臥す る は、 奇 代の 美 行、 六十 餘 州の 手本 成るべし、 驕恭の 習 ひ 性と なり 

耳目の 珍しき 處 より、 よからぬ 事と 思 ひ 誤り、 嚴刑を 犯し、 四方の あやしみ を受る 事、 是 いか 成る 處 

より 出るな らん、 仁義 恭敬の 道 を 尊み、 自己の 身分 を 高ぶらん は、 いかで かロ惜 きふる まひの 有べき 

前車の 覆る を 見て、 後車の 戒 とす、 先へ 立る は 跡より 行人の 倒れ まじき が爲 なり、 此處 をかん がみむ 

事、 擧 宫の敎 の專耍 なる ベ けれ、 善に 從ふ 事、 山の 崩る、 が 如し、 己 をす て、 人に 從ふ 古の 明訓 なり 

一水 穀は 人君な り、 薪水 は士商 農工な り、 卿 太夫 は、 又鍋签 なり、 米 は 上白 疑 ひなし、 薪 は燥材 よくも 

ゆれ 共、 中 をへ だつ る 鍋釜が、 われ ひ きたらば、 何 を 以て 飯 をた き 出すべき、 先 上 鍋 を 鑄 立て、 扨 

其 上に 飯の 煮 あんばい、 火の もえ かげん も 云べき 事な り、 鍋 を 鑄を始 とす、 君 を 鍋釜と すべから す、 

薪 は鍋签 にもなら ぬが、 掷 先祖 已來の 常 典、 いか はせん、 さらば 鍋 こそ 肝要の 道具、 舉官の ふい ご 

を 以て 上 鍋 を 鑄 立る に、 一 國の 生命 をつな ぐ 飯 をば たき 出すべき 事な り、 上 鍋 を 鑄 立る 事、 政の 根元 

なれば、 擧官の 師長 は. ふい ごの 本の 總 奉行、 大切の 職分 は 申に 不及、 しかしながら、 師長 本より 高 

明 賢德、 一 國の 仰望す る 人に も 非す 其權 自ら 輕し、 然れ 共、 師長 は 先聖 Q 御 側 取次に て、 其 言 は 夫子 

の 御意に なし、 三 奉行 こそ、 一 月 一 次 講堂に 參拜 し、 師長 敬 侍して 恭遛の 禮を崇 し、 弟子の 行 を勵す 

べしと、 こ ひねが はく は、 擧官の 體面を 正す に 足ん、 

師 長 ニ個條 

1 師長の 任 は 人に 信ぜら る、 にあり、 人に 信ぜら る、 は、 己が 守りの 堅固なる に 在り、 己が 守りの 堅固 
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なると 云 は、 いつ 迄 も 同じ 事 を 退屈せ ぬ 人の 信、 不信 を 問す、 つとめ 行ふ審 なり、 久しく 怠らす、 人 0 

信 は 其 中より 生す、 己が 天性 なれば せんかた なしと、 自身より ゆるし を 出し、 企て 及び、 俯して 就の 

修行 をす てば、 古人 弦 韋の戒 は 美 行と する にたら す、 師長 は、 先 自信の 章を帶 べし、 剛柔 利鈍、 其才 

の 儘に，^ 量て、 各 一 器物に 備 ふる は、 人 を 用る 法に て、 人の 敎 るの 法に あらす、 求 也 退 故 進 之. 5 也 兼 

人 故 退 之との 玉 ひし を 以て、 仲 尼の 人 を 取り 給 ひし 容子 をお もん 見る べし、 强き 馬に は 手綱 を ひか へ 

弱き 馬に は あほり を 入て、 才 不才 諸共に 進むべき やうに、 心を盡 すべき 事-へり、 能 を敎へ 不能 を憐 

み、 書生の 成敗 を 己が 任に して、 孝悌 忠信、 仁義！ i 譲の 行 義を習 a はせ しめ、 一 館の 父母と 成て、 善 を 

なし 掩ひ、 厚に 厚 を 重ねて、 敎 化の 意を輔 助す る 事な り、 飲食の ひま も、 油斷 なく、 心得べき 事、 B 

長の 極意 成るべし、 師道 は嚴 なる を尙 ぶと 云 事 は、 敎訓の 法を嚴 正にして、 子弟に 怠慢の 生ぜし めざ 

る やうに、 取 あっか ふ 事、 面 を ra: 角に して、 臂を 張り、 鞭朴 をと りしば りて、 過ち あらば、 責讓 せん 

と、 ぎせいば るを嚴 にす と は 云べ からす、 總 じて 敎喩の 仕 法 は、 擧 記に 詳悉 すれば こそ、 此篇 を講明 

すべし、 

I 舉記 曰、 小 雅肆三 官其始 と は、 今般 建學の 主意な り、 興讓 館に 出 人して、 其 終 は 如何 成る 人に なれる 

分領侍 組の 子 は、 御 家老 御 希 頭、 御城 代、 御 小姓 頭 共な り、 郡 僚の 上に 位して、 一 國の 安危 を 住す、 

三 手の 子 は、 大目 附三宰 配 六 人 年寄 諸 奉行 物 頭と なり、 命 を 上に 受て、 令 を 下に 施す、 尊卑 貴賤 職掌 

に 差等 は あれ 共、 下に 奉じ 下に のぞむ の 人に あらざる はなし、 行末 を 思 ひ はかりて、 銘々 の 心得、 七 持 

を覺 悟せ しめ、 他日の 用に 備る 事、 最初 第一 の敎訓 とすべし、 

生 員 ( 一 個條) 

一生 員 は 命 をつ けて 學官の 弟子に あら はれ たれば、 在 館 Q 中 別の 奉公 とてもな し、 書 典に 通じ、 德藝を 

なら ひ、 他日 上の に 立 を 以て、 今日の 職と す、 其 勤め 師長の 敎 にした がふより 外 はなし、 されば 


^に 心 を不及 論、 

建學 大意 者、 如来 先生 所 爲米澤 侯 著 也、 米 澤侯有 賢 行、 受敎於 先生、 施 恩惠於 民有 年矣、 適 建 擧館於 

城 中、 使士 太夫 隸業於 其 中、 命 曰 興 譲 館、 使 先生 著 建學の 大意 云、 予、 租役於 東都、 執謁於 先生、 因 

請 其 書騰寫 之、 以秘諸 帳 中 云爾、 

安永 丁酉 冬  備藩湯 明 善子識 

〇 肥 後 侯の 擧校 

肥 後 州 熊本擧 校橫竪 (六十 間八 十 間) 

講 堂 (六 Si に 七 間な り 尊 明閣と 名づく 御座 Q 間 これにつ く講說 二八 日毎 日獨看 或は 四讀 あり) 

句讀齋 (一 1 間 半 八 間) 蒙養師 一 人 (句 讀師の 上 見なり) 句 讀師四 人 

習書齋 (1 一間 半 六 間) 習書師 一 人 (習 書な き 時 は 算學幼 傣を敎 る こと 一 日 一 一 次) 

敎授局 (一 一間 1 一間 半) 書記 使 令の 窒 あり 書記 一 人 使 令 一 人 

これ は敎 授助敎 ともに 詰る 

訓導 齋 (間數 同上) 休息 Q 間 也 

句讀師 より 以下 休息の 間な り 

入塾して 禀食を 受る者 常に 三 + 人 許 遠 人 有 

茶坊主 詰 所 家老 衆 休息 之 所 


諸士齋 (同上) 

樂群齋 

總敎齋 

學監詰 間 (八 疊) 

役人 間 (四 疊) 

役人 間 (八 疊) 

臺 所 (二 間 半に 五六 間な り 茶の間) 


士席た 


(i 輩 役人 三人 廣目 三人 物 書 四 人手 傳ひ荒 仕 子 十 人 禀食買 書な ど 萬 事 俗 役な り) 
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玄 關 (十 疊) 

學 官 

敎 授ー 人 (一 切 文事 を 司る) 

助敎 一 人 (同上) 


藪 茂 治 郞 (名 變字子 厚 號朝陽 三十 八 歳) 

花 野 雲 平 (年 六十 餘 善書 溫 厚の 君子) 

訓導 師四人 (說經 一人 會業 一人 蒙 養 一人 獨看 一 人 皆 一人子 弟を敎 導す る こと を 主る、 但蒙 養分 職 は 十九 

歳 以下の 子弟 を つかさどる) 

物 頭 列 

池 邊平太 郞 (號 蘭陵歲 五十 博物) 高 本 圭 藏 (歳 四十 性 有智) 

岩 本 吉 右衛門 (歲 六十 餘)  辛 島 俵 助 (未見 其 人) 

大城大 十 郞 (名煥 字 文卿歲 三十 二 詩文 をよ くす 又 書 をよ くす) 

句 讀師四 人 有 馬 源 內 (名 成 善詩歲 三十 八) 西 岡 文. 平 

中 山太內  綾部 傳吉 

幼镜師 二人 (小 笠 原 流) 長 廣十助 片岡 傳八郞 

習書師 一 人 富^ 善 右衛門 (句 讀師其 一 人 爲岩本 子 其 一 人爲松 岡八郞 兵衞歲 1 1 十八) 

算學師 三人 (今 習 書算學 天 文 一 人 兼 之) 

天文 曆學師 一 人 池 部 彌八郞  . 

舉監 一 人 (敎授 位の 身上 物 頭 列) 大野 源 八 村 山 二 九 平 

總敎 一人 家老 (太夫 臨官者 人稱之 曰總敎 常に 總敎職 あるに は あらす) 

1 年に 春 一度 試 業 總敎此 を 司る， 三年に 一度 君 侯. 學を視 る、 中 門 以內は 文 館な り 以外 は兩謝 ありて、 

IK 藝を講 す、 諸 武藝 四十 人 計、 月 二 六 m 
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  一二- 1 

右 は 赤 城 博 文館圔  つ 

(東西 三十 問 南北 三十 間) 餘 安永 五 年 (丙 申) 十 一 月  _ 

右 巴 後 侯 賢 行錄、 米 澤侯賢 行錄、 建擧 大意、 時習 博 文 雨 館圖、 及 其 擧士名 姓 錄扶皆 湯 淺子誠 之 所 蒐錄者 

也、 子 誠 者隨サ 也、 其 父 常 山 (名 元 禎字之 祥號常 山、 稱 新兵 衛所 著、 有 常 山 記談、 常山樓 筆餘、 備藩 

ま、 刑、 烈 公世 家、 熊澤 行狀、 東行 筆記、 及 文集 二十 餘卷) 以篤學 聞 他 邦、 最長 於 經濟、 嘗居顯 職、 多 所 

補 益 於 政敎、 國人稱 之、 子 誠 爲人溫 厚 恭敬、 蓋 君子 人 也、 善 繼父之 業、 精勤 於學、 不喜 記誦 詞章、 潜 意 

於 經濟、 故 其 所 蒐錄、 皆 有 補 於 政敎、 而 有用 於 今日 云、 余 與子誠 善矣、 因請寫 之、 

安永 己一 I 十月  (讃 州) 菊 池武周 夫識 

) 薩 ^ 患- ^Hw 

靈 奉行 山 本傳藏  (講釋師) 脇 田 仁秦門 

啓 事 長 島 鐵之丞  パ 上嘉瞎 

市 來四郞 太 

平 山 五右衛門 

帖 佐 次 左衞門 

1 薩州 聖堂 は、 江戶 聖堂 を 移して 造營、 殿 門 悉く 朱 漆 塗、 洋 水の 堀 廻し、 

1 大名 方より、 書籍 祭器 奉納 あり、 

素 讀指筆 諸 生 二十 人、 

〇 若 州小濱 侯 賢行錄 

友人 三 野！ ^ま」 IT 安永 ニ年予 京師に 在て、 西 依 丹 右衛門に 相 見す、 丹 右衛門 は 肥 後の 人な り、 墨 山と 號.， ^ 

父を義 平と 云、 成 齋と號 す、 皆 朱子擧 なり、 成 齋學術 を 以て、 若 州小濱 侯に 尊敬 せらる、 時に 京師より 
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若 州に 赴き、 國 政に 與 ると 云、 墨 山 云、 當時 小濱侯 は、 二十 三四歲 なり、 修理 太夫 殿と 稱す、 先君 讃岐 

守 殿 奢侈に して、 虐政 多く、 國中 衰微せ しかば、 修理 太夫 殿、 節 を 折り 儉約を 守り、 質素 を 本と し 給へ 

り、 久我 大納言 殿御 息女 をむ かへ、 夫人と し 玉 ひしに、 てより 紬 以上の 衣服 かたく 無用の. S 仰 越さる 

る、 御 婚禮の 日に 至り、 久成 殿の 臣、 今般 は 格 刖の御 儀式に 候 得ば、 紬 以上の 衣服 御免 あれ かしと 願 ひ 

けり、 修理 太夫 殿い やとよ、 事 は始を 大切と 致 候、 始 あらす して 終 有 者 は あら じと 宣 ひて、 曾て 御 許容 

なかり し、 君 上 旣に斯 く 如く、 質素 を 守り 給 ひし かば、 國中奢 靡の 風、 漸に衰 へ、 幾ば く 無して 國富民 

ゆたかに 成しと ぞ、 城下に 學校を 建て、 館と 名づ く、 儒者 をして 經書を 講ぜし め、 士 太夫 萬 民 をして 之 

を 聞し む， 每日 三百 人に 餘る となり、 侯 も 時々 擧 校へ 出、 講書 を 聞 給 ふとな り、， 

西 依 成齋、 一 年小濱 侯に 陪從 して、 東都に 至る、 或 日 侯 肥の 熊 本 侯 (熊 本 侯の 夫人 は 久我殿 女な り) 御 

參會 あり、 熊 本 侯 成 齋の名 を 聞 及ばれ、 相晃し 度 旨 仰ら る、 小濱 侯、 老人の 義承 合て こそと て、 自ら 次 

の 間へ 御 立な され、 成齋へ かく 達せら る、 成 齋難有 旨御受 申て 後拜 謁せり、 其師を 敬し、 道 を 重んじ 給 

ふ 事 かくの 如し、 

某の 郡 某の 村に、 病 犬 多く 人を嚙 殺せり、 十二 三 成る 童女 主人の 嬰兒を 抱き、 彼 病 犬に 行 懸リ、 童女 俯 

し 伏て 主人の 嬰兒を 覇ひ隱 し、 身 を 以て 病 犬に く はせ り、 俊て 主人の 嬰兒は 無恙、 其 身 は 終に 病て 死せ 

り、 修理 太夫 殿、 大に 感心 まし/ \ て 童女が 爲に碑 を 立て、 其忠を 表し、 忌日に は 必墓參 し 玉 ふとな り、 

明 昭七八 年の 頃より、 修理 太夫 殿、 田獵に 出られし に、 百姓 美 玉 を獻ぜ り、 侯 曰 志の ほど 過分な り、 乍 

去 其方 先祖より 傳 りし 寳 なれば、 隨分 大切に せよ とて 歸 へし 與へ給 けり、 屋 從の士 曰、 彼 美 玉は賤 家に 

ありて 無益の 物に 候、 召 上られ 可 然と、 侯 曰 彼が 玉 は 成が 玉な り、 我が 玉 は 彼が 玉な り、 何ぞ 彼此の 差 

別 あらんと 宣し、 誠に 寬 仁なる 事な り、 

侯 常々 萬 民 を 憫み玉 ひ、 三年の 租稅を ゆるした らんに は、 我 至 願な りとの たま ふなり、 
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侯 嘗て 成齋 にの 給 ふ、 寡 人敎を 先生に うけ、 略 其 道 をし る 事. V. 得たり、 然れ ども 先 牛： 常に 京都に あり、 

左右に 侍る の 日 少し、 願く は 用 弟 一人 を. &受 度との 玉 ふ、 成齋 京師に 歸て、 門人 丹 下に 命す、 丹 下 云、 

某擧問 未熟に 候 問、 七 年の 內には 仕官 不 仕と 辭 しけり、 (丹 下 は 近 江の 人な り、 攝津の しづ はらに 勤學し 

居たり、 しづ はに に 富家 有て、 舉校を 立、 丹 下 其の 中に 居れり と 云 ふ) 依 之な かとう 萬 助 を 遣したり、 

萬 助大阪 にて 敎授し 居たり しが、 二十 人 扶持に て、 小濱 侯に 仕へ しとな り、 先是、 丹 右衛門 二百 石に て 

小濱 侯に ii ふ 

〇 城 州 淀 侯 賢行錄 

城 山 曰、 城 州 淀 侯、 (稻葉 丹 後 守) 御 不勝手に て、 東都の 述職被 成が たく、 五 年の 問 は 病氣斷 りに てまし 

ましけ り、 安永 五 年 侯 これ を 憂 ひ 給 ひ、 懦臣岡 彥兵衞 を 召て、 政事 を御尋 有け り、 彥兵 衞對て 云、 先王 

の 道 を 用 ひ 給 はに、 三 四 年の 間にして、 御 述職相 成 可 申と 申す、 さらば 汝に 任す る IT 宣く取 計ら ふべ し 

との 給 ふ、 彥兵衞 畏り奉 候、 しかし 綠 は 唯今の 通に て宜 候、 格 位 を 御 付な され、 諸 役人、 臣へ 承て 事 を 計 

らひ候 樣可被 仰 付と 申 マ、 於是彥 兵衞を 家老の 格式に なされ、 fi も 若干 下されけ り、 ハ衞已 が 政 をと 

りて、 三 ッの號 令 を 出せり、 其 略 一 に 曰、 國中鰊 寡 孤 獨癡疾 の もの、 其 筋々 の 親族より 世話いた し 救べ 

し、 もしも 親族 もな きものな らば、 早速に 申出し、 御上より 御 扶持 有と なり、 於是 申出 出る 者 あれば、 

三人 扶持 遣す、 其 二に 曰、 諸 商 賨人店 を 引 候 者、 皆々 店 を 出 候べ し、 資 なきもの は， 上より 銀 米 御 か 

し 被 下 候な り、 是は 以前 運上 厳 敷、 商資人 多く 店 を 引し 故、 かくは 號令 せるな り、 今 一 ッ號令 は、 之 を 

忘れたり、 かくて 候の 命に て、 彥兵衞 執政す る 事 三年、 國 中の 人民 恭き 事に m 心 ひ、 漸孝涕 に ほこり、 家 

業 を 勤め、 國用 もや、 足りし 程に、 今年 安永 乙 亥、. 淀 侯、 東都に 述職 もな されし となり、 

〇 紀州侯 賢行錄 

今の 紀州侯 はもと 伊豫の 西條 侯たり、 紀 州の 先君 致仕し 給 ひ， i_ や  1 嗣と ならせ 給へ り、 公儀より 養 嗣の命 
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有し 時、 侯 云、 我等 年 巳に 老ひ、 耳う とく、 記 億 薄し、 不肖 薄 德の身 を 以て、 本家 を嗣 ぎ、 大國を 治め 

ん事思 ひも 寄らす と 辭し給 ふ、 され ども、 頻に 上意の 上 は 違背の 旨に 及ばせられす、 されば 前の 中納言 

の 男ト五 歳に ならせ 給 ふ 迄、 國を治 申べ しと 許容 あらせ 給 ふとな り、 此時 參議に 任ぜられ、 紀伊 侯に な 

らせ給 ふ、 時の 御 歌、 

登りて は猶っ 、しめよ 位 山 あとな 忘れ そ 道の 麓 を 

本家へ 入らせ 給 ひし 時、 屋從の 騎馬 一 二十 疋に 及ぶ となり、 今 も 朝の 食物 一 菜の み 好ませられ、 其 餘の物 

は 出す 事 もな し、 夜食 は 燒味嗜 香 物の みなり、 塞 氣の時 も、 褥の 上に もお はし まさす、 日夜 國 家の 事に 

心を盡 させ 給 ふとな り、 去れば、 士も民 も 世に はいかなる 賢 君の 出させ 給て、 我國に 入らせ 給 ふと 祌の 

如く 服し ける とぞ、 

公の 御座 Q 次の間に は、 士格 以上の 子 男に 至る 迄、 講書 を 聞し め 給 ふ (戊戌 疋 月より 孔子 家 語 をよ みし 

となり) 其ク、 の 日士列 以下の 御家人に 聞かしめ 給 ふ、 儒官 四 人 輪番に て、 講書す となり、 

伊勢 國、 紀伊侯 封地 あり、 去し 頃 御 年貢 二 歩 通餘分 上納す べしと、 其 民より 願 ひ 出け る、 此由御 聽に達 

しければ、 定の 貢の 外、 餘 分に 収る法 は 有 まじき なり、 されば 民の 志 なれば とて 社 倉の 法に 準じ 給 ひ、 

國 民の 救の 爲に 借し 給 ひける となり、 

君西條 侯たり し 時より 如来 先生 を 招かせ 給 ひ、 厚く 遇し 給へ り、 今 もしば く 召て 國政を 論せ させ 給 ふ 

となり、 

以上 湯淺勝 助の 物語な り、 

或 人 云、 紀 伊中 納 言治貞 卿の 辭に、 人馬 を 持ち 武器 を 用意し、 役儀の 勤を缺 まじき と 思 は i -、 俊 約 を 守 

るに しく はなし、 儉 約の もとは、 我 身の 不自由 を 堪忍す るに あり、 

事足れば 足る に 住せて 事足らす 足らで 事足る 身 こそ やす けれ、 
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君 本家へ 入らせ 給 ひ、 始て 宗廟へ 謁し 給 ひて、  - 

たらち ね を 慕 ふ 心の 手 向 草む かし を 人 r に 見る もな つかし 

和歌の 浦に、 豐屋甚 右衛門と 云る 者、 ， ^歌の道に 達せし 由 聞 召され、 御城へ 召させ、 添 前 を 乞 給 ひける、 

鹽屋甚 右衛門 取敢 す、 

あま 人の 年經て あまる かひ なれ やか、 る 玉藻 を かっき リ" んとは 

と詠ぜ しかば、 御感 殊に 不斜 とや、 添削の 事 は、 固く 辭退 しけれと も、 ゆるし 給 は ざり しかば、 添削 恐 

れ多 しとて、 刖に 一首 をよ みて 奉りけ ると ぞ、 其 歌 は 忘れたり、 

以上 一件 讃州津 田 東 山村 油 屋左市 郞が苒 々紀 州へ 通 ひけり、 其 船頭の ものがたり といへ り、 

〇 米 澤侯賢 行 錄拾遣 

上杉彈 正少弼 殿し ばく 圃中を 巡 見し 給 ふ、 或 村に 老婦 稻を かりし を 見 給 ひ、 我等 も手傳 はんとて、 一 

反ば かり、 稻 をから せ耠 ふ、 扈 從の士 二三 人 供に かりし 稻を、 其 家へ 取 入な どして、 彈 正殿、 此餅稻 餅 

になり なば、 我等 も まじき 物な りと 申させ 給 ふ、 四 五日 經て 米澤の 城へ、 古き 器に 黄な粉つ けたる 餅 

十ば かり 持參 し、 憚りながら 奉獻 と、 彼 老女 申ければ 彈 正殿 聞し 召、 老女の 遙に來 りし 事 ども 感じ 且悅 

び 給 ひ、 白銀な ど 賜ひ歸 されぬ、 則 家老 を 召て かの 餅 を 被 下、 かく 汝 等に 下民の つれな きもの は、 心 を 

付けと らせん 事 肝要な り、 彼 老婦 は 子 もな く 夫 もな し、 か、 る 農 人 幾人 も 有べ し、 是 より 封 國の民 をめ 

ぐ ませ 給 ふ 事、 大方なら す、 されば 東都より 歸國 有て 封地 巡 見 あるに、 農民 我が 村里へ ならせ 給 はん 事 

を 待もう け、 誰か 村へ 人ら せ 給 ふに、 此 村へ は遲 きとて、 大旱に 雨 を 待 如く、  士も民 も 心 和して 國富ゅ 

たかなる 事 他の 國とは 等しから すと ぞ、 興 讓 館に 出て、 長幼の 順 を 行れし かば、 國老の 子 輕士の 子 も、 

自ら 穆を とりて、 掃除す となり、 日 々興 譲 館へ 出て、 講書 を 聞く 士數百 人に 餘り、 亦 農工 商 も 出て 聞く 

S 甚 多く、 或は 淚を 流して 云、 賤敷 我々 迄 も， か、 る 難お 道 を 聞かしめ 給 ふ 事の^ 難 さと • 悅び あへ り 
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とぞ、 以上 =1淺 氏の 物語な り、 

1 と 年、 米澤 大に旱 せり、 大臣 竹 俣 美 作 之 を 憂 ひ、 七日 斷 食して、 某 社へ 參 籠し、 數百人 雨 を 祈る、 諸 

家中 幷 百姓 思 ひ， \ に參 籠し、 數百 人に. 及べり、 居る 事 三日に して 天 沛然と して 雲 を 輿し 雨 四 境の 外に 

そそぎけ り、 誠に 天の 至誠に 感ぜし にや、 此時 米澤の 1^ ベより 長 持 數十舁 来れり、 其 中 悉く 握飯な り、 是 

は彈 正殿 參 籠の 勞を痛 はり、 握釵を 神明へ 備へ、 其 福祚を 衆人に 賜 はらんとの 思 召な り、 

此 一 段 城 山の 物語な り、 

〇 尾 張 侯 使者 手控 

文意 を按 する に、 彈 正殿 佞奸の 大臣 を數多 罰し 給 ふ、 尾 張 侯より 御 使者 あり、 彈正 殿御 返答の 辭を書 

しと 見えたり、 

此度 奉行 役 千坂對 馬、 色 部 修理、 ：d 戶 家老 須 豆、 侍 頭 長 尾 兵 庫、 淸野內 膳、 芋川 繞殿、 平 本 藏人已 

ト： 七 人 連判 を 以て. S. 聞 候 は、 私 家督 已來、 仕置 甚不 宜、 領內の 衆 心 相 背 候 由、 此段は 奉行 職 竹 侯 美作奸 

佞の 謀計に くらみ、 國中相 背き、 政事 を さみし 申す 故、 大凡 十 萬 人の 內、 九 萬 九 千 人 は 背き、 唯 佞奸の 

輩の み 相 服し 申 候 外、 文武より 政事の 害 を 出し 候 ii、 自今 兩 道の 修行 無用なる べき 旨、 筋 無事 共 數ケ條 

相 調へ、 去年 廿 七日、 七 人の 者 共、 相揃罷 出、 段々 存寄申 聞、 美 作 當職爲 退、 隱居. * 付、 此外 小姓 頭 近 

習の 者 同人 推 擧の分 は、 退 身 可 爲致候 5、 此儀 下知 致 承知 度 趣に て， 座席 相 退 申 問 敷 由、 且又 此段 承知 

不致 候ば、 七 人の 役儀 難 相 勤 候 間、 其 旨 可 申達 由、 七人擧 りて 申 聞 候、 乍 去 一 冊 其 始終^ 不明 白なる 儀、 

勿論 重き 取 行の 儀に 御座 候へば、 思慮 を盡 し、 可 及 下知 旨 申達 候へ 共、 聊 承引 不致 候、 依 之箇條 の內、 

於 卽席遂 不審 候處、 答 不分明、 其 上 七 人の 內に は、 等閑なる も 有 之、 餘 所に 心 をば 移し、 退屈なる も 御 

座 候へ 共、 其內 緩に 申 聞 候 者 共有 之 候 故、 何れに も 押印 下知 を 乞 候、 乍 併國家 興廢の 境に 至り、 一 己に 

相 極べき 様 決て 不相成 儀に 候 間、 其方 申達、 大炊頭 を 本丸に 迎へ、 父子に て遂 評議、 大炊頭 何も 相對し 

.   二 1 七 


草  翁 


鬼 角 は 私 思慮の 上、 可 及 下知 候 間、 一先 引取 候 様に 巾 付 候 得 共、 承知 無 之， 頻に 下知 を 相 待 由 申 募り、 

座 を 不相立 候 を、 大炊頭 再三 申 宥め、 爲 引取 候、 全體 諫言と は 申 唱候得 共、 實は iS 言に て、 其.： 不：： S 成る 

儀に 存候、 乍 去 彼等 可爲 短慮の 事 も 有 之 候て は、 都て 國 家の 大事と 存候 故、 渐相忍 化 在 候、 且亦 右に 付 

美作始 小姓 頭 一 人、 近習 四 人 も、 本丸 出仕 指留候 様に 申 聞 候 間、 疑 を 避 候爲、 其 爲に相 任せ 置、 深く 思 

慮を議 候處、 美 作 本より！： 家に 忠 あろ 者に 御座 候、 然ば 今日の 無事 を 思 ひ、 忠臣 を 以て、 邪 臣に替 候 時 

は、 往々 權を恣 にし 来日の 社稷 1*1 危く存 候、 乍 去 猶も私 目 鏡 等、 遠 ひ 候 儀 も 有 之 やと、 遂 相談、 父子 相 

揃 候 上、 橫目 役の 者 共 不殘召 出仕 置不宜 か、 人心 服せ さる か、 美作奸 佞なる 俵 も 有 之 やと、 七 人の 者 共 

差 出 候 一 冊 を 以て、 相尋 候處、 仕置 {且 く、 人心に 服し、 美作奸 侵の 事 も、 心 付 無 之 由、 何も 同様に. E. 聞 

候、 然ば 己が 邪 佞 を 以て、 讒を 構へ、 徒黨を 結び、 其 上 奉行 江戸 家老 三人の 儀 は、 病 氣と稱 し、 讣 八日 

より 不致 出仕、 政 を 爲滯、 上 を 蔑に し、 數 代の 恩義 を 忘れし 次第 不屈 至極、 不忠の 者 共に 付、 時 をお く 

ら さす、 仕置 中 付 候 外 無 之 儀と、 父子 相談 を 極め、 去る 朔日 曉、 竹 俣 美 作 登城 中 付 裁許の 手當申 渡し、 

卽夜七 人の 家老 城 內へ召 出、 仕置 申 付 候、 右の. 內須 W 伊豆、 芋川 縫 殿、 本人の 罪 を 以て 切腹 申 付、 右の 

外 五 人の 儀 は、 罪の輕1£^を以て、 知行の 內取 h、 隱居 閉門 申 付 候、 老臣 共 仕置 申 付 候 儀、 追. C 御 承知 被 

成 候 時 は、 無心 元 可 被 思 召 旨 此旨申 上 候、 

右 尾 張 侯の 御 使者、 泉 州 岡 部 侯へ 聘し、 米澤 侯の 賢 行 を 美談し、 此手控 を 見せし となり、 友人 三野義 

三郞、 泉 州より 寫て 送る、 安永 九 年の 春な り、 

〇 泉 州 岸 和 田 岡 部 美 濃 守 殿 善政 之 事 (三 ケ條) 

第一 親へ 孝行 を盡 し、 兄弟へ は 勿論、 親類 緣 者に 至 迄、 相互に 睦敷 致し、 上た る 者 又は 他人と いへ ども 

年老た る 者 を 敬 ひ、 下た る 者 幼弱の 最を憐 み、 何事 も 如才なく、 誠 を 本と して、 相互に 助け合、 聊 成る 

義、 爭 はす、 善き 事 は、 何者の 致 候迎も 見習 ひ、 男女 子 共に 至る 迄、 正しくす なほ 成る 樣に敎 る 事、 


草  翁 


農業の 儀 は、 銘々 家業の 事に 候へば、 不申 迚も、 其 心得 あるべし なれ 共、 猶 無油斷 出精 可 致 候、 稀に は 

心得 違 ひ 候 者 有 之 候て、 大切 成る 先祖の 名跡 を 絡す 事、 不便の 至に 候 得ば、 常に 心得 遠な き 様に、 敎可 

申 事、 

鄕中 百姓 身體 高下に あらす、 家 II- 衣類 食物 等不 過分 限、 儉約を 以て、 專ら にすべし、 是 先祖の 跡 を 永く 

子孫に 傳る基 たるべく 候 間、 別て 幼若の もの、 女た る 者へ は、 常に 厚く 其 道理 を敎訓 致し、 古風 を 本と 

すべき 事、 

右三 ケ條の 通、 平日 不相 忘樣 に、 可 申 付 者な り、 

明 和 九 辰 八月 二十日 

右 は 厚き 御 憐愁の 思 召に 可 被 仰 出 候 事に 候 間、 村々 役人 共 常に 心懸、 幼若の 男女 迄、 御 趣意 心得 違不申 

樣可申 聞 ものな り 

井口 太 郞左衞 門 

濱田七 郞左衞 門 

長 尾 十五 郞 

孝子 林平傳 (備中 笠 岡 御 代官 武島左 膳 作) 

林 平 者、 讃州那 珂郡菖 H 村人 也、 世事 耕 稼、 爲人淳 直、 事 孝順、 雖無撸 石 之 儲、 竭カ致 養、 溫淸定 省、 

誠 至 母 孝順 雖無撸 愛 日 深、 然頗件 母 旨、 乃 謂 之 曰、 我 極貧 陋、 所以 納汝 者-欲 代 尸 妻 之勞、 且俱養 耳、 今 

反 勃 蹊謂之 何 哉、 去矣、 吾竟不 以牀蓐 之、 私 負 樹蓄之 恩 也、 遂出 之、 後娶 某氏、 善 勉 同心、 嬪 之議、 

母嘗 寢疾、 林 平日 夜 憂懼、 衣不 解帶、 藥餌 極力、 尋復 平癒、 、 厦就浮 屠、 聽詣 時、 天 雨 則齎ハ 使趨、 迎常 

尤 先人 會、 暮夜 梁燭從 行、 雖廢事 少憾色 也、 往于 田、 或 客 作、 以 儕輩 休息 之 間、 趨歸 省、 鄕黨 感稱嘆 

之、 一 弟 一 妹爲人 奴婢、 又 各蒙恪 * 尤切于 屺岡之 望、 雖其資 之 美、 亦 賴乃昆 孝 友 之 化 云、 

二 一 九 
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萬 呆 


子 


翁 


文嘉延 
同 延 祚 


洪 

德 


嘉 文 
延 長 


文久長 
化和祥 


ヘム 湖 草 卷之百 四十 九 


〇 年號 0 事 

瀨 かりし 曆も 右に 卷盡 して、 長閑き 舂に改 り、 新 內裏營 まるべし とて、 吾妻より それ-^ Q 役々 の 面々 

を 登せられ、 氣色立 都と なる ぞ 目出度き、 御 造 營の事 は、 追々 後の 卷に記 之に 仍、 こ、 に 略す、 又 去年 

より 改元の 御沙汰 有て、 內侍所 臨時の 街 神 樂を修 せられ、 年 號の勘 文、 文章 博士 菅 家の人々 より 奏せら 

れ、 例の 如く 諸 卿の 難陳 有り 左記す、 

年號事 

毛 詩 曰 濱哲維 商 長 發其祥  至 元 周易 坤卦象 曰 至 茕坤元 萬 物資 生 

周禮曰 準則 久和則 安  寬政 左 傳曰施 之以寬 々 以濟猛 々 以濟寬 政 是以和 

文選 曰 文化 內輯 武功 外悠 

正 二位 菅原^ 長 

史記曰 武文拉 用 長久 之 術 也  寬安 荀子曰 生 民 寬而安 

藝文 類聚 曰 方 隅 淸謐嘉 祥日延 與民優 游享壽 萬 年 

文選 曰 皇恩溥 洪德施  建 正 周 禮曰乃 施法于 官府 而建其 正 

式部 大輔菅 原 益 良 

後 漢書 曰、 王者 承 天 鑽宗統 棰保業 延祚、 享和 文選 曰、 順 乎 天 而享其 運應乎 人而和 其義、 

藝文 類聚 曰、 祥風協 順 降 祉自天 方隅淸 謐嘉祥 B 延與民 優 游享壽 萬 年、 

禮記 曰、 禮義立 則 貴賤 等 矣樂文 同 則 上下 和矣、 


翁 


草 


嘉享 晉書 曰、 神祇 嘉享祖 考是全 克昌厥 後保祚 無、 


用 保 

弘化 

平 章 

允德 

應祿 


尙書 曰、 由 古 先哲 王 用康保 民、  和平 

尙書 曰、 贰 公弘 化寅亮 天地 弼予 I 人、 天祐 

尙書 曰、 克明 俊 德以親 九族々々 旣睦平 章 百姓 


尙書 曰、 允 德協于 下 惟明 后、 

文選 曰、 建立 元 勳以應 顯祿幅 之 上 也 


大應 


式部 權大輔 菅原在 

周易 威卦彖 曰、 聖人 感 人心 而 天 下 和平、 

周易 繁辭 曰、 自 天祐 之吉無 不利、 

文章 博士 菅原福 長 

史記 曰、 輔德 fK 下 大應、 

文章 博士 菅 原爲德 

享和 難  賴應 

享和號 享字在 上 和字 在 下 例 近 雖有享 保 明 和 之 嘉例、 享德享 祿文和 等 有 兵 革 之 憂、 且年序 不久、 加 之 仁 和 

安長 和 共 以代未 也、 先輩 旣被難 申、 可 有 如何 候 哉、 

陳.  通  古 

亭和號 以享德 享祿文 和 之 例、 雖被難 申、 享保明 和 之 嘉縱在 近 上 有 何事 候 哉、 案 引 文 曰 順 乎 天應乎 人而享 

和 之 儀甚以 珍重 之號 候歟、 尙可在 群議 候、  - 

ニ陳  輝  久 

享和號 被 陳申旨 有 其 謂、 且仁和 安和 長 和 雖爲代 末、 近 有 元 和 之 吉例 何 難 候 波牟、 

三陳  經 逸 

享和號 陳答之 趣 各 有 其 謂、 a 本朝 以 和字 爲 元號、 和 銅 承 和 皆 聖代 之佳模 也、 天 德燒亡 之 後、 造 內裏之 日 

被 改元 號應 和、 今度 造內裏 I 被 慕 古風、 然者此 號可被 採用 候 乎、 


翁 


草 


上 卿 

享和享 和號陳 答！！ 當矣、 宋書樂 志 云、 薦之 郊廟而 鬼神 享其 和、 近 則 享保明 和 之 嘉例、 可 謂 珍重 候歟、 潜 

以他號 可被議 候、 

嘉享 難  治  孝 

嘉享號 於 本朝 被 用 嘉字之 例、 雖不遑 枚擧、 皆以 年序不 悠久 候、 被 登用 之條 如何 候 哉、 

陳  重嗣 

嘉享號 嘉字之 例、 年 序不久 之. E 雖被難 申、 享 德享祿 後有享 保、 此類非 一 、 享字在 下、 近 有 貞享延 享之佳 

例、 且此號 引 文殊 優美 候、 被擧用 有何雞 哉、 

重 難  實祖 

嘉享號 陳答雖 有 其 謂、 舊難 最不少 如何、 宜在 上宣、 

文化 難  經逸 

文化 號先. -有 議論、 且化與 火 其 音 相 通、 今度 囘祿之 後、 被 改元 號可有 潜豫候 哉、 

陳  賴 

文化 號先々 有議 il、 且化與 火 其 音 相 通 之 由被雞 申、 孝德 天皇 御 宇大 化 年中、 不聞有 火災 候、 文化 音訓 共 

優美、 字義 又 殊勝 候、 且 聖代 之爲 佳例 被 採用 候歟 

二 難  通  古 

被 陳申條 有 其 謂、 周易 以文 明稱雖 火、 白 虎 通 曰 火 之 爲言化 也、 然者此 二字 共有 炎 火 之 儀 乎、 於 今度 者 可 

被 弃措歟 

天祐 難  通  古 

天祐 號唐祚 炎 之 時 用 此猇、 長 治 度 中 御門 右大臣 記委難 之、 尤以 不快 候 難 被 採用 候波牟 乎、 


ニニ 四 


翁 


草 


陳  忠成 

天祐 號以舊 雞趣雞 申 無 餘義候 敷、 雖然此 號出於 周易 繁辭 曰、 吉無不 有利 則大 有、 卦之象 曰、 君子 以過惡 

揚善順 天 休 命、 亦 曰大有 上去自 天祐 也是 變易 也、 聖君 在上自 天祐 之 凶 可 變吉、 縱有 異朝 不快 例、 於 本 

朝 被 採用 有 何事 哉、 

上 卿 

天祐 號被 閣、 可 被 移 他號、 

寬政 難  忠尹 

寬政號 政 字 勘 文載此 字、 雖 及數箇 度、 未 被 採用 如何 候 波牟、 

陳  治  孝 

寬政號 政 字 未 被 採用 之 由、 被 難 申、 雖有其 謂、 藤 代 被 用 新字 例 不可 勝 計 候、 强 不可 有 憚 候 乎、 且寬字 在 

上、 遠則寬 平、 近 則 寬延之 嘉縱最 爲美號 之 問、 被擧用 可宜候 哉、 

上 卿 

寬政號 陳答頗 善 候、 亦北史 曰、 ^思 知 百姓 疾苦 以增 修寬 政、 旁 珍重 候、 潜 以他號 可被議 候、 

文 長 難  輝  久 

文 長 號舊雖 最多 反 音 不宜之 事、 殊有 沙汰 歟、 

陳  忠尹 

文 長 號舊難 最多 且反 音不宜 由、 雖被難 申、 先々 陳答旨 趣 協 其理、 又不少 候、 反 音 事 者有延 暦天曆 之嘉縱 

何 憚 候 波牟、 

重 難  忠  成 

文 長號 陳答雖 可然、 此猇 毎度 出現 而不 登用 者、 古 雞多有 其 故歟、 且 本文 隔三字 候 旁 如何 候 波牟、 


古久逸 尹嗣成 ；e 


翁 


草 


重陳  實  祖 

文 長 號雖被 難 申 本文 隔三字 之 事 有 先例、 且 音響. I- 美 候 • 然上者 此號可 被 採用 哉、 

寬安 難  重嗣 

寬安猇 火難 之 通 聲有俗 難且雖 有寬字 不可 混 火 字、 安 字 不可 混 難 字 之說、 今度 之 改元 猶可 被避此 號歟、 

陳  忠  成 

寛 安 號被雞 申 旨、 雖似有 謂寬字 下略 而詞火 無其理 之條、 先賢 被 評 申 候、 且引文 所謂 生 民 寬而安 者 犬 下 寧 

平祥 也、 可 被 用 哉、 宜在 群議、 

重 難  實  祖 

寬安號 被 陳答旨 趣 無餘儀 候、 雖然康 安 改元 之 度、 及 群議 不被 用、 殊其 難お 故歟之 由、 曩祖 公信 難 申 之 §1 

旁 以雞擧 用 候、 

上 卿 

寬安號 引 文殊 勝 候、 且政献 之簡耍 難捨置 候、 以享知 寛政寬 安之 三號、 可奏間 候、 

條事定 々祠 

越 中國司 申雜事 三ケ條 事、 各 任 續文被 裁許 何事 有 哉、  頓 

越 中 國司申 諸 雜事三 ケ條之 事、 左大辨 宰相 定 申-一同 ス  忠 

越 中 國司甲 諸 雜事三 ケ條、 左大辨 宰相 ノ定 申サル 一一 同ス  重 

越 中ノ國 ノ司ノ 申請 ル雜事 三 ケ條之 事、 左大辨 藤原ノ 朝臣 ノ定 中サル - 一同 ス 忠 

官 姓名 申雜事 何ケ條 事、 左大辨 ir 原 朝臣 ノ定 申-一同 ス  經 

越 中ノ國 ノ司ノ 申請. f 事 三 ケ條、 左大辨 宰相 定申 サル 一一 同ス  輝 

何國司 申請 雜事何 ケ條之 事、 左 大辨藤 原 朝臣 定申 -1 同ス  通 
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a 一  越 中ノ國 ノ司ノ 申請 雜事三 ケ條之 事、 左大辨 宰相 定 申-一同 ス  實 

越 中國司 申請 維 事 三 ケ條之 事、 左.. -辨藤 原 朝臣 牢 甲-同 ス  治 

越 中 守 源弘當 申請 三 ケ條雜 事、 左大辨 宰相 定申 - 一同 ス  J 

草 一  改元 定擧 奏詞  ， U 

二位 菅原 朝臣 式部 大輔菅 原 朝臣 式部 權大 輔菅原 朝臣 文章 博士 幅 長 朝臣 爲德 朝臣？!. 勘 申年 號ー 

被 用 歟可在 勘定、 

年號事 式部 大輔背 原 朝臣 勘申寬 安、 文章 博士 幅 長 朝臣 勘 申" 大祐之 間 可 被 用 哉. 

年 號可被 用 何 字 哉 之 事、 式部 大輔菅 原 朝 HI1 勘 申嘉享 無殊雞 候、 

年 號字事 被 用 式部 大輔菅 原 朝臣 勘 申 文 長 何事 有 哉、 

改元 字 事 ：4；1 一位 菅原 朝臣 勘申寬 政、 式部 權大 輔菅原 朝臣 勘 申 享和之 間 可 宣候歟 

年 號蕩. 被 用享和 何事 ノ有 ンャ 

年 號事享 和宜候 敷、  • 

年 號字ノ 事 文長宜 候、 

年號 ^寬政 享和之 內可被 用 候 哉、 

享和 寬政寬 安之 號可 被擧用 哉、 

詔書 之寫 

詔、 慕 唐堯之 欽若昊 天、 遵周王 之昭事 上帝、 念玆 在玆、 夙夜 無 解、 然而 誠不感 物、 化不及 遠、 元 氣堙鬆 

祝融爲 祟、 狭 及 衆庶、 實是皆 朕 之 速 戻 也、 朕 率 中 聖之 嘉模、 后 王 之 恒規、 乃 以薄德 嗣守剥 器. 一物 失 

L 外 無 忘 罪 巳、 兹 瘦災祥 之懼、 彌懋 安全 之 思、 上 副 天心、 下應 民望、 故 以勒旨 早 改暦 號、 直^新ー兀而遵.- 

其改 天明 九 年 爲寬政 元年、 大赦 天下、 今日 味爽 以前 大辟 以下 罪、 無 輕重已 發覺未 發覺已 結 正 未 結 正 


忠 

忠 

0 

0 

通 

上 


孝 

卿 

一事、 文化 可 

成 

逸 ， 

孝 
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或皆赦 除、 但 犯八虐 故殺 謀殺^ 鑄 錢强竊 ニ盜、 常 赦所不 免 者 不在 此限、 又復 天下 今年 半搖、 老人 及 曾^ 

年百歲 以上、 I 四， 九十 以上 三斛、 八十 以ト： ニ斛、 七十 以上 一 解、 囊羅 I、 萬 邦 昇で 普吿 

遠 邇俾知 朕 意、 主 者 施行、  - 

寬政 元年 正月 二十 五日 

二 品行 中 務卿臣 織 仁 親王 宣 

正 四 位下 行中 務大 輔臣 藤 原 朝臣 和資 奉 

正 五位 下行 中 務少. 輔臣藤 原仍孝 ラ 

3^ 長 (高 辻 前 大納言) 益 良 (東坊 城 式部 大輔) 在 唐 橋 式部 權大 輔ン 福 長 (高 辻 少納言 文章 博士) 

爲德 (五條 少納言 文章 博士) 賴 (葉窒 宰相) 忠成 (水 無瀨) 重嗣 (庭 田 前大衲 言) 由 S 尹 (中 山中 納 

言) 經逸 (勸修 寺中納 言) 輝久 (醍 蝴中納 言) 通 古 (中院 大納言) 祖 (德大 寺 大納言) 台 孝 (二 

條 大納言) 上 卿 (花 山院 大納言 愛德 卿)  ，、 ， 

中 務卿織 仁 親王 (有 栖川宮 ) 中務大 輔和資 朝臣 (豐 岡) 中務少 輔仍賢 r::^ 井) 

右 改元 之御觸 

〇 新 內裏御 造 營手始 

內裏御 造營爲 御用、 御 勘定 奉行 柳 生 主 膳 F; 御作 事 奉行 安藤 和 泉 守、 御 勘定 吟味 役 村 垣 左 太夫 已下、 御 

普請 方の 而々、 東武 より 差 登せられ、 右に 仍り、 白 河 侯より 仰 含ら る k 御 書付の 寫、 

掛り御 勘定 奉行 御作 事 奉行 吟味 役へ 申達 口上の 覺 

御 造營御 地形の 儀 杯、 少々 御 人 相增候 共、 請負に 不渡、 據タ々 非人の 外 裏屋の 老人 小 兒十歳 以，, の 分、 

燒土取 退 新 土 持 運等爲 致、 夫々 相應に 鳥目 を 遣し、 御 慈悲の 御 救に て爲致 地形 ま，. ヒ下 一統 難 有 可 

存儀、 關東 御仁璧 候 得ば、 S 光 も 至て 廣大に 可 至、 下々 I して 雲 時 は、 永々 燒失等 S 儀 も 有 

ニニ 七 
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  ニニ 八 

之 問 敷、 右の 處 工夫 可 被 致 候、 總て 砂利 幷持運 等 も 同様 たるべく 候、 鳥目 餘り少 分に て は、 却て 誹謗の 

種に 成 てせ. ざる 方 增と申 様に 成 候て は、 御 威光の 妨に成 候、 此 類の 事 少々 御 入 ^ 增候 共、 勘 辨可有 之 

候、 御儉 約と 申 は不ハ 仗の 費 無之樣 にとの 事に 候、 奸商 姦計 を 以て、 麁 末に 造營を なし、 代金 を 貪 候 類 明 

白に 遂 吟味ら るべ く 候、 幷 仕損じ 等 隱候儀 は、 御 尊敬と 心得 候 様に 成 ものに て、 存 違の 事に 付、 右 等 は 

當 時の 流 弊に て、 御手 重に 成 候 故の 事に 候、 其 外 京都へ 掛合、 の 通、 御 襖 等の 儀 も、 質素に 相 成 巾 候 儀、 御 

入國こ 響き、 候 計に も 無 之、 質朴の 風儀 を唱候 基本に 付、 是等 P 筋 を 能考、 關柬 より 出臉御 役人 身 持 身 

柄 等、 格別 取メ、 音物 等 受納の 儀堅禁 之、 町人 等の 姦計 を 塞 候 事專ー に 候、 利 勘 野鄙 成 筋 は、 吝嗇に 落 

終て は當 座の がれに 成 候て、 今日の 御 益 は 明日の 御 損と 成 候 上、 信義 不相 立、 人々 相 歎 候 時 は、 無此上 

も 御 損の 俵、 歎ケ敷 至に 候、 積惡を 以て 御 造 營致候 得ば、 如何様に 宜出來 候 共、 天心に 不應 候て， 災 

必可有 之 候、 天災に 至て は、 譬ば 七十 萬 兩の御 入用 を、 卑吝の 法 を 以て 人心 歎 候 樣に致 候 とても、 三十 

萬 雨咸候 程に は 無 之 物に 候、 左様に 候 上、 天災に てまた また 七十 萬 兩の御 入 ra、 十ケ年 二十 ケ 年の 內に 

來候時 は、 以外なる 儀に 候、 下々 雞 有存、 積善 を 以て 御 造 營有之 候 得ば、 一 々心に 應 じて、 萬 代 も 全 可 

有 之 間、 言 義を相 立、 御 威光 相顯候 儀、 何よりの 御德に 候、 此儀は 腐儒の 常談の 様に 候 得 共、 左様に て 

は 無 之 處兒有 之て 申 事に 候、 且 信義 御仁 惠を 以て 被 仰 付 候 得ば、 御 人 用 も 却て 滅候 者に て 候、 何事 も大 

様に 見 遁し候 を 寛大と 申 にても 無 之、 儉 約と 鄙 吝と は、 格^の 事に 候、 鄙 吝と申 は、 富 商 は 大金 を 貪 取 

部 造 營の御 入用の 半 は 無に 成と て、 下 々又は 正路なる 者 は 損の みいた し、 御 救に も 聊不相 成、 實々 の 御 

C ほ、 筆紙に 難盡 事に 候、 雞 有奉存 所より、 公用 相 勤 候 得ば 自然と 御 入用 過分の 事 も 無 之、 公儀 を も 恐 候 

に 巧り、 紛失 等の 事 も 無 之、 富 商 も 恐て 法に 隨ひ、 下々 も 法 を愼候 様に 成事專 要に 候、 右の 通 心得られ 

候 事 >  重立 罷越候 衆、 扭々 大鎮の 至に 候、 隨分 無此上 相愼、 各 15- 角 損 を 被 致 候 様と 存候、 重立 候 衆 中 も 

. ^身の 義に 付、 逗留 中 または 度々 旅所 等に て、 勝手 向 指 岡 被 申 候ば、 正道の 差 支 御 奉公 筋に て は、 內々 


草  m 


自分へ 可 被 申 聞 候、 何時 にても 助力 可 申 候、 尤 組頭 以下 迚も、 差 支 候 事に て、 自然と、 い 外の 事 も 有 之， 

に 候、 此 度の 御用 は、 例 も 無 之、 御大 切の 事故、 無 例の 處を 以て、 內々 被 申 聞 候 はに、 是又如 r ^おべ， にも 

辨之、 宜樣に 可 致 候、 加樣申 候ても 中々 遠慮に て、 書面の 通に は 被 致 間 敷と 察 候、 左様に て は 打 割申述 

候詮も 無、 迷惑に 存候、 書餘は 口上に て 可 中 上、 吳々 も、 右の 類 は 遠慮 無 之 樣可被 致 候 • 御儉 約の 義ぃ 

能々 吞込可 被 申 候、 場 境に 及 候 儀 も、 存詰候 事 も 御 振 合 を Q み 伺候 様に 相 成 物に 候、 此處は 切 離れ 存分 

に 可 被 致 候、 浮 說に氣 遺 被 致 間 敷 候、 去 難き 譯合 は， 封書に て 直に 自分へ 被 申 聞 候 共不苦 候、 京都に て 

も當時 筋合、 專御穿 藝の鼓 中 故、 俗に 申 候 上手 過 候て、 下手に 劣 候 事 も 可 有 之 候、 御 勘定 等 は 土 也に お 

靡 候 者、 多く 掛 りに 加り、 便利 過 不便 利の 遺 無之樣 分^ 可 有 之 候、 

申 十一 一月 

掛り 末々 如何 敷存者 は、 無遠慮 引替 可 裁 申 候、 小 仁 不仁に 至 候 事 無 之 樣可被 致 候、 

されば にや 酉舂御 造營始 ると いなや、 洛へ令 流され、 老幼の 貧 敷 もの 共、 我 も/ \ と 御 地 築に 罷出、 そ 

れ，^ 鳥目 を 戴て 歸る、 日々 に 此錢高 五 百 貫 文 程と かや、 飢渴の 者 共 打 潤 ふ 事 類 ひなし、 委くは 此末卷 

に 記すべし、 大阪 にて は 饑年御 救の 御手 當 として、 天 滿河 崎に 新たに 御嶷を 建ら れ、 左の 御 付 を 以て、 

三鄕 町々 へ 其. e を 仰 聞 さる 

大 阪三鄕 町々 年寄 共へ 申 渡 候 御 書付 

當 地三鄉 町中の 者 共、 凶年 可 及 饑餓 砌、 爲 御手 當永續 のた め、 此度 公儀 御 人 を 以て、 fK 滿河 崎に 有 

之 奉行所 支配 勘定場 空地へ 新規に、 土藏取 建、 雜穀御 買ト： にて 被 詰 置、 猶亦 年々 御 入用 を 以て 十ケ年 

の 間 は、 御 買 足 を も 被 仰 付、 土 藏修覆 其 外米 穀詰替 等の 諸 入用 迄、 是 また 年々 公儀 御 人 用 を 以て 被 仰 

付 候 間、 此 51 令 承知、 御仁 惠の 程、 篤と 相辨 へ、 一同に 難 有 可奉存 候、 且亦 右に 付て は、 三鄕 市中の 

者 共 儀 も、 一已の 存 寄に 隨ひ 候ても、 一町 申 合 候ても 勝手に 致、 金銀 錢 又は 米 雜穀納 置 度 存候者 共 は 

ニニ 九 
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J   三 一一 〇 

少々 宛 にても 不苦候 間、 志 次第 右 役所へ 相 納可申 候、 尤右 御手 當の 儀、 追て は 米穀に 可 被 仰 付 候 得 共 

御 趣意 有 之、 先 此段は 米 雜穀取 交 御 買 詰 被 仰 付 候、 

右の 通 從江戶 表 御 下知 申 渡 候、 尤 格別の 御 趣意 を 以て、 三鄉の 者共饑 難の 節、 御手 當 として 永續の ため 

被 仰 出 事に 候^、 御仁 惠の程 厚 難 有 奉存、 町中 末々 の 者 共 迄 不洩様 可 申 聞 候、 

寬政元 酉年 三月 十六 日 

〇 南都 奉行 三 浦き 勢 守 支配 下敎 論の 書付 

撫 おの 仁政 頻に 行れ、 自是先 京師に は 缺所余 贰干兩 を配賦 して、 民の 火難に 憂 ふる を 救 ひ、 往々 返上の 

望 を もて、 饑年御 救の 爲に蓄 へ 置る、 との 御 事な り、 樂只 君子 は 民の 父母な りと は、 今此時 かや、 延喜 

天 唇の むかし も、 三代の 隆 なりし 古へ も、 是には 過 じと ぞ おも ふ、 凡 物事 極に 至ら ざれば、 よき も あし 

きも 一 變 せす、 きの ふの 田 沼の i? きも、 け ふ 白 河の 淸き 流に 口 嗽て こそ 樂 しけれ、 义奈良 奉行 小 出 和 泉 

守 卒去に 仍り、 西 丸 御 目 附三浦 甚五郞 を 跡 役に 仰 付ら る、 則 伊勢 守と 受領して、 申の 冬 南都へ 到着し、 

酉 正月 左の 書付 を 以て 支配 下 を敎論 せらる、 

古書 曰、 信 是義本 毎 事 有 信 其善惡 成敗 耍在于 信と 有 之 候、 第フ お直に 利欲 を 愼み可 申 事に 候、 爭ひ Q 

起る も 身 を 亡す も、 利欲の 致 所と 存候、 是は本 を 務る志 薄き 故に 候、 主 親の 大切に 候と 申 事 は、 人々 

_仵 候 事に 候 得ば、 其 身に 勤る 事 疎に 成 候 故、 天 倫に 背き 候て、 自然と 僻事に 至と 存候、 古き 敎に、 

皆 人の 心 を 磨け 玉 鋅の道 ある 國の くもりな き 世に 

如 斯承及 候、 人,， 親の 恩 を 蒙て 成長 候 得ば、 其 身 を愼て 父母へ 歎 を かけ まじ、 先祖の かばね を耻か 

しめ まじと、 心 を 用 ひ 可 申 事に 候、 孝 は 百行の 本に て、 諸 善 孝より 成る と 承 候、 萬 葉 集に、 

父母 かかしら かきな て さきく あれと い ひし ことば そ 忘れ 兼ぬ る 

詩經に は哀々 たる 父母 生 我劬勞 すと 見え 候、 孝心の 實 情如斯 候、 然るに 愼み無 之 候 得ば、 父母の 遣體 
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を 我意の 儘に 致し、 身 持 不束な り、 家業 を 疎に 致し、 貧窮に 及び、 艱苦に 堪兼、 終に は 義理に 背き、 

邪 を 致し 道に あらぬ 金銀 を 貪り、 其 上に も 或は 家出 を 致し、 親族に 久離 致され、 山林に 園れ 伏し、 法 

禁を 犯し、 刑戮 を まねく 仕業に 至る 事、 歎 入 次第に 候、 如 新人 も 幼稚の 時 は、 父母 愛憐 劬勞を 以て 生 

育 致 候 ものな り、 生ながら の惡 人と 申 は 無 之 害に 候、 人々 父母の を 深く 存じ、 其 身 務候事 を 片時 も 

忘れ 申 問 敷な り、 斯様の 事 を 辨へ候 人、 幾人 も 可 有 之 候 得ば、 鄕 里の 內に 心掛け 薄き 人へ は、 能々 敎 

論 可 致な り、 主 親 を 大切に 存じ 身 を 勤る 事 怠 無 之 • 正直 專 一 にいた し、 利欲 を 除き 候 はビ、 天 鑒冥助 

可 有 之 事に 候、 

酉 正月 

上、 上 たれば、 奉行 頭 人 迄 も 志の 篤き 事斯の 如し、 とまれ かくまれ 御代 長久の 温 風なる べし、 

〇 紀伊侯 御 家臣 へ 被 仰 渡御 書付 寫 

近来 公儀 御 政事 向 段々 御世 話 有 之、 老中 を 始諸御 役人風 儀も改 り、 下々 一 統難有 奉 存候趣 相 聞え、 重 

疊の 儀に 存候、 就て は 年寄 政事 向の 俵 も、 大切の 時節に 候 間、 猶又 入念 公 逢の 御風 儀に 相隨 ひ、 frs: 素 

を 本と し、 國民 撫育 行屆候 様に 致 度 候 間、 各 申 合 諸 役人 共精實 心に 取 計 候 様に、 急 度 可申談 事、 

但 右の 儀 は、 此度尾 州 殿 水戶殿 一 同 申 合 相 達 事に 候 條此段 可 相 心得 候、 

右 御 書付 從關東 被爲下 候に 付、 於 和歌 山 年寄 衆 添書 寫、 

刖紙御 書付の 趣 難 有 思 召 候.， 近 來俊素 簡易の 道廢 り、 上下 共 華美に 移り 多事に 成り 來り、 夫 故 御國用 

も 不足 致し、 無 據聚歛 重く 相 成 候 上、 風水 凶作 等打續 き、 下民 次第に 困窮に 及 候に 付、 是迄 とても 追 

追 御 儉約被 仰 出、 下民 御 救 を も 被 遊 候 御 事に 候 得 共、 一通り C> 儀 にても 中々 行 屆申間 敷、 達て 從 公儀 

被 仰 出 Q 品 も 有 之、 摘 又 右 御 書付の 通、 上に も彌 質素 御用 ひ、 撫育の 儀 專に取 計 候 様 被 遊 度との 思 召 

に 候 5r 以來 同席 申 合、 別て 儉約相 立て、 多事 を 省き 下民 潤 足の 儀 精々 取 計 可 申と 存候 間、 御 役人 一 
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  三 1  一二 

統被申 合、 下民 を 救 候爲、 聊 にても 御 費 候 間 敷 儀 は 相 省き、 何分 御仁 惠 Q 思 召 行 屆候様 取 計 可 被 致 候 

御 代官 郡 奉行の 儀 は、 親 民の 役儀に 候 得 は、 猶 更廉- まに 憐愁を 本と して、 勤 農の 儀 相勵、 苛 刻の 取扱 

無 之 様、 專耍に 候、 下民 潤 足 致さす 候て は、 御 國の基 も 固から す、 敎令も 施され 不中 事に 候. 間、 右の 

處能々 可 被相改 候、 凡 御 政事 無 滞 行れ 候ば、 上下 和合に 寄 候 事に 候 得ば、 諸 向 頭 支配 組 下 共、 隨分 一 

致 致し、 互に 非 を 諫め、 善 を 勸め無 隔心申 合、 實 意に 相 勤め 永々 御 爲に相 成 候 儀 を 心懸. 存寄の 品 は 

無遠慮 可 被 相 達 候、 久々 安逸に 普 馴候人 氣に候 得ば、 質素 節 俊の 儀 は、 人々 耻の 様に 相 成 事 有 之 事に 

付、 一際 心 を 勵み不 申 候て は、 古風へ 立 戾候儀 は 相 成 間 敷 候 間、 一 銃 能々 致 勘辨、 何分 御仁 惠の思 召 

行 届 候 場 へ 、 進み 候 樣可被 中 合 候、 

天明 九 年 酉 正月 


ヘム 湖 草 卷之百 五十  1 

雜話  . 

〇 八十の 賀  ： 

寛 政 元年 春 二月、 我が やその 齢， おんとて、 むま ご ひ 孫 0 やから、 したしき a; ち あつまりて、 燒 原の 新宅 一 

へま を 請 じて、 是を ことぶく、 其む しろへ 日 野資枝 卿より、 お ほけ なく も、 毒賀の 御詠 を る、 雀躍し ~ 

て拜 呤 すれば、  "《  ： 

其 蜩庵杜 口の 八十 歲を賀 して  ん 

も \ とせ も 早 手に とれよ 梓弓 やそち の泰を やすくい は ひて  資  一 

となん、 われ 此 卿に 何の 御よ るべ もな けれ 共、 余が くちな はの 句の 事 を、 御 聞 及れ 賞し 給 ひし 事 有り、. 一 

そがた めに 陋 しき 老が身 を 知し めして、 こたび も需 めざるに 御詠 を 給 ふ、 お ほん ことの 葉の かたじけな .ー 

さ、 いきの 松 はら むら 立 人々 へ も、 道の めいぼく を吿 まほし く、 爱に 寫し畢 ぬ、  一 

〇 御 目 見 以下 御家人の 巡 列  一 

御： n 兌 以上の 順序 は 凡 諸人の 知る 處 なり、 御 目 見 以下 末々 の數 多の 御家人の 席 知る 人 希な. 、是 にも 一 々 一一 

御作 法 有て、 席順の 御 定め 有り、 仍 左に 記す、 中に 諸組與 力と、 公锁 御徒 士と座 列六ケ 敷、 古来より 色 一 

色說 り 御徒 士は 熨斗目 着用 すれ 共、 持 鍵 馬な し、 與 カは褽 斗目鐽 御免に て、 騎 M? 役な り、 然 ども 與ー 

力 は 其 次に 篤して、 御 直の 御 奉公な し、 御徒 士は御 直の 御 奉公 を 勤る 故、 與 力より 上席な りと いふ 人ぎ 

萃 ども 此 書面に も、 與カ 御徒 士と順 書 有 之、 先年 文 昭公御 遣 旨 御 書付に も、 與カ御 造 士と順 相 立 ぬれば 
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二三 四 


右の 說は 非な りと 知べ し 一 

0 御 目 見 以下 大概 順 一 


御 鳥 見  一 

支配 勘定  お 

御 貝 役  ； 

進物 取次 番之頭 一 

御 女中 方 附添番 ： 

御徒 士目附  一 

表 御臺所 組頭  一 

表 火之番  ： 

二 丸 火之骄 

大筒 下役 組頭 

御 女中 附御臺 所 人 .， 

御 賄 調 役  _ 

小 普請 組 世話役 一 

吟味 手傳役  一 

公人 朝夕 人  一 

御 勘定 方 御 蓊請役 元 \； 

御廣敷 伊賀 

奥 坊主 組頭  へ 


御 召 御船 上乘役 

御徒 士目付 組頭 

押 太鼓 役 

御廣 敷添番 

御 女中 方 附添番 格 御 侍 

御 掃除 頭 

御徒 士押 

御中 間 頭 

紅葉 山 火之番 

吹 上 奉行 筆頭 役 

御廣敷 御用 部屋 書 役 

御 賄 吟味 役 

傳奏 屋敷 番 

手代 組頭 

石 出帶刀 

御 普請 役 . 

御 女中 附 a. 賀 

紅 槧山附 坊主 - 


御 天守 潘 

火 之 番組 頭 

小 齊請方 吟味 役 

御廣敷 庭番 

欠 所 物 奉行 

評定 所番 

御提燈 奉行 

御 小人 頭 

御駕籠 頭 

御 膳 所 御 臺所人 

御 女中 附 同書 役 

御 賄 御酒 役 

明 屋敷 伊賀 組頭 

改役 下役 組頭 

諸 組與カ 

御馬 乘 

御 廣敷進 上番 

御數寄 屋坊/ 王 


富 士見御 費藏番 

御徒 士 組頭 

植木 奉行 

添番並 

黑鍬頭 

御 膳 所御臺 所 組！^ 

奧 火之番 

御 侍 

進物 取次 上番 

表 御 臺所人 

御 賄 組頭 

御作 事 方 御被官 

小 普請 方 伊賀 組頭 

御 臺所小 間 遣 頭 

御徒 士 

評定 所 書 役 

御 休息 御 庭 伊賀 並 

表 坊主 組頭 
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1 1 丸坊主 組頭 

同 手代 

御 下男 頭 

進物 取次 下番 

御 下 組頭 

書 役 手代 

小 普請 方改役 下役 

濱 御殿 潘 

吹 上 御 普請 方 組頭 

同 御藥園 方 

御 書物 奉行 同心 

同 御用 部屋 書 役 

石 之 間 番人 

二 丸 御 小人 

御駕籠 之 者 

御 材木 石 奉行 同心 

三 丸 明 地 御門^ 頭 人 

小 普請 方 御 掃除 之 者 

仕 丁 

御鷹 部屋 御門 番人 


御 賄 方 

小 普請 方 手代 

坊主 

御 fK 守 下 翁 

御村 木石 奉行 手代 

淺草 御藏 手代 

吹 上 奉行 役人 目附 

御中 間目附 

吹 上 御座 敷 方 

同 御 庭 方 

御 細工 張 付 役 

同 御輿 舁 

御 勘定 所 湯 所 之 者 

植木 方 同心 

御 臺所小 間 遣 

評定 所 同人 

一 一丸 御 寄 地 之 者 

櫻 田 御 掃除 之 者 

御 下男 

濱 御殿 物 書 役 


御作 事 方 小 役 

御鷹 御 犬 牵御休 且 Ja: 

所 御 庭の 者 /ie- 

御 細工 所 同心 

富 士見御 寳藏番 下番 

御 林 方 手代 

御疊方 手代 

御馬 方 爪髮役 

御 小人 H 附 

同 大工 役 之 者 

吹 上書 役 下役 

二 丸 同心 

同 物 書 役 

御中 間 

水 主 同心 

御 賄 六尺 

傳奏 屋敷 同心 

同黑鍬 之ギ； - 

紅葉 山 御 掃除 之 者 

御疊藏 御門 番人 

小石 川 御藥園 同心 荒 子 


同書 役 

御廣敷 吟味 役 

諸 組 同心 

小 間 遣 組頭 

添 奉行 手代 

欠 所 物 奉 1. わ 手代 

吹 上 御 庭番 人 組頭 

吹 上 御座 敷 方 世話役 

同書 役 

同 御 普請 方 

御 廣敷御 小人 

御 口 之 者 組頭 

御 小人 

櫻 田 御用 屋敷 御 門番 

御作 事 方 足 普請 同心 

御 休息 御 庭 之 者 支配 下役 

同 御 掃除 之？ n 

御 庭 方 

小 普請 方定 小屋 御門 番人 

御 臺所椀 方 六尺 

二 11 一 五 
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二三 六 

淺草 御藏 桥  同小 揚之者 頭  同小 揚之者  御 勘定 御 普請 役 下役 

同小 遣 之 1^  御 幕 奉行 中 問  御 廣敷小 遣 之 者  御春屋 御門 番人 

新 組 御馬 飼  牢屋 下男 

〇 洛南大 通 寺 南 谷 和 尙略傳  - 

僧 南 谷 は 奥州 會津 の產 なり、 書 を 善くして 周く 世に 知らる、 父 は 會津の 舊主加 藤 左 馬助嘉 明の 息、 式部 

大輔明 成に 事へ て傣 綠 千 石を領 し、 松 下 源 太左衞 門と 稱す、 加 藤家國 除の 後 浪人して 京師に 来り、 其 後 

妻女 は 京に 淺し 置、 其 子 助三郞 (南 谷 幼名) を 具して、 江府へ 出て、 赤阪 HI 町に 住す、 是は尾 州 侯の 御 家 

に、 源 太 左衞門 叔母 北 川と かや 云し 老女、 御 局 を 勤 居け る 故、 是に 便りて、 尾 州の 御 家に 仕 へん 事を^ 

幾に 仍 なり、 然に 十：： 傍 蒙 早 川八郞 右衛門と 云 者 有り、 源 太左衞 門と 兼て 不快な り、 彼 末期に 及て、 其 子 

八 之 丞を枕 冗へ 呼て 申け る は、 我 松 下 源 太左衞 門に 宿意 事 久し、 故に 彼 を 打 さん 事 を、 兼て 思 ひし 

に、 浪人 後 互に 居所 を 不知、 鬼 や 角と 打 過ぬ る內 に、 浙く病 病に 罷りて 志 を 不遂、 死ん 事 こそ 意 恨 なれ 

死後 經 陀羅尼の に は 及ばす、 父が 敎 養に は、 源 太 左 衛門を 討て 我 妄執 を晴 すべし と 遺言して 架ぬ、 仍 

八之丞 父が 遺言 空しく せじと、 松 下 を 付 ねら ひ、 赤 阪の棲 を 聞 礼して、 不意に 来て 源 太 左 衛門を 討て 逐 

電す、 頃 は 寛 又 九 年 助三郞 十二 歳の 時な り、 未 幼稚と いひ、 殊に 其砌 は、 麻疹に 惱み臥 居け る 故に、 父 

を 容易く 討せ し 事 骨髓に 徹し ロ惜 く、 尾 州に 仕 居る 北 川に 逢て、 偏に 報謦の 志を吿 る、 北 川 も 幼年の 者 

の 志を感 するとい へど も、 女の 事 なれば 奈何と もす る 事を不 得、 當 地に は 外所緣 もなければ、 一 と 先 京 

へ歸 り、 母に も 其 段を吿 て、 いか 様に も 助力の 人 を かたら ひて 志を遂 べしと て、 3 石崎覺 右衛門と 言 浪人 

を 頼て、 助 三郞を 京師へ 送り 歸す、 京の 母是を 聞て、 悲歎の 中に も、 助 三郞が 健なる 志を且 喜び、 且歎 

きて、 士の子 は 素より 其の 志肝耍 なり、 去ながら、 十二 歲の小 腕に て 大望 は屮々 思 ひも よらす、 ま づ劍術 

武藝 を， あ. 練し、 寺 を 待べ しと 女ながら 甲斐々々 しく 我 子を勵 して、 夫より 朝 暮武藝 に 身を委 るの 外 他事 


なし、 角て 屡 時 移り、 寬文十 一 年に は、 助三郞 十四 歳に 成ぬ、 a に 助三郞 異腹の 兄、 ^田 三 郎兵衞 は、 

石 州に 在て 遙に實 父が 訃音 を 聞て 悲み 怒る といへ ども、 其 身 他家 相績 すれ ば、 實 父の 仇 を 報 ふに 忍びす 

弟 助 三 郞が志 を傳へ 聞て、 ，g しく も 健に 思 ひ、. され 共 幼弱の 身に、 心 ざし 遂難 からん 事 を 思 ひ 測て、 召 

化 ふ若黨 (名 闕) 幷助三 郞を傅 立し、 平 右衛門と 云 者、 幸 ひ 敵 八 之 丞を能 知 たれば、 此兩人 を 助力の 爲に差 

登す、 兩人 八月 中句 國を 出て、 京都 を 志て 攝州高 機 を 通わし に、 思 ひがけす 早 川 八 之 丞と覺 しき 者、 普 

化儈の 姿に て 人々 の 門に 立た る を ちらりと 見懸 ぬれ ど、 笠の 內故 安定なら す、 其邊の 茶店 に^て、 此薦 

憎の 事 をよ そながら 尋ね 合せけ るに、 住家 は芥川 宿の よし、 其 樣子彌 々紛ふ 所なければ、 九月 五日に 助 

三郞 方へ 馳 着て 一 々の 次第 を 語れば、 助 三 郞飛立 計りに 勇み 悅び、 母に 是を吿 て 暇 を 乞 ひ、 心徐に 用意 

して、 日頃 嗜 試し 長船吉 光の 刀、 差 添 は 相 州 もの、 着込 小手 臑當 尋常に 出立、 九： n: 七日 旅裝を 催す、 此 

母と 申 は 主人 明 成の 妾腹の 息女に て、 名に お ふ 加 藤 左 馬助嘉 明の 孫な り、 先年 源 太左衞 門に 賜りて 妻女 

とし、 一子 助 三郞を 生り、 婦人ながら 流石 良將 Q 血筋 ほど 有て、 少しも わるびれす、 助 三 郞が血 氣には 

やる を敎誨 し、 三種の 肴 をと り 揃て 酒 を 酌 か はし、 いさぎよく 首 途を祝 ふ、 助 三郞が 器量 骨柄 逞し、 色 

白く 長 高く、 目の 中 光り 有て、 年 十四 歳と い へど も、 普通の 十六 七に 超たり、 其 夜 高槻に 着て 一 宿し、 

翌 八日 城下 を陛 なく 探せ 共 尋ね 合す、 九日に は芥 川を爱 かしこと 尋け るに、 こも 情の 姿に て 途中に て 行 

合たり、 用心と 見えて 二 尺 計の 大 脇差 を 佩たり、 三人 あは やと； HI くばせ して、 二人 は 跡 先 を 固め、 助 三 

郞八之 丞行違 ひざ まに、 助三郞 聲を懸 て、 松 下 源 太左衞 門が 枠 助 三郞， 生年 十四 歲、 早 川 八 之丞覺 あら 

んと、 吉 光の 刀 をす るりと 拔 て打懸 る、 八之丞 心得たり とて、 大 脇差 を拔き 合て 切 結ぶ、 す は 喧嘩よ と 

所の 人、 往来の 人立騷 ける を、 介 副の 兩人大 音に て、 是は 公儀 御 帳面に 付きた る 敵 討な り、 騒ぐ 可ら す 

と 制する に仍 わ、 皆人靜 りて 見物す、 兩人 火花 を 散して カ戰 す、 助 三郞は 年頃 念力の 修行 功 積って、 小 

腕ながら 太刀筋 直に 尖して、 踏 込々. - 終に 八 之丞が 肩先き を 斬る、 少し ひるむ 處を疊 かけて 切 付る、 八 
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之 うしろへ 飛んで 溝へ 足 を 踏 込 倒る- -所 を、 透 さす 切 込、 八之丞 迫って 組 付 を 助 三 郞刀を 取 直し、 胸 

先 を 突 通し、 と め を 刺て 首 を 打ち 立 上る 處に、 同僚の 薦僧駔 来て、 助 一二郎に 切て 直る を、 平 右衛門 心 

得たり と 立 會て切 結ぶ、 彼 こも 儈手 利と 見えて 平 右衛門 あしら ひ 兼る を 助 三 郞駔奇 て、 是は敵 打な り、 

御 帳面に 付て 如此、 夫 にても 助太刀 をす る 心なら ば、 我等 相手に ならん と 申せば、 此 こも 儈刀を 鞘に 納 

めて、 左様の 儀と は 不存、 行 合 Q 口論と 心得、 同僚の 好 身に 助勢 候、 若年の 御身 分の 御 働 目 を 驚し、 廿 

心いた し 候と て 式 代して 立 去. ぬ、 寛に 十五 未滿 にて、 助太刀 を賴 ます、 大道に ての 晴業、 歷々 の 功士 

を 欺く 働きに て、 父の 仇 を擊濟 し、 助太刀の 者への 挨拶と 云、 世に 類 ひなき 擧動 ひと、 其 頃 都鄙の 美談 

斤 1 國 にと ビ ろく、 領主 永 井 市 正へ は 最初に 達せざる 故、 跡に て是を 斷る處 に、 領主 も吳々 稱 嘆の 挨接有 

之、 京大 阪 御^所の 帳面 を 消し、 諸 親類へ も是を 披露せ り、 其 後 諸家より 聞 及び 召 抱ん と 有 けれども、 

母 も 是を肯 す、 助 三郞は 幼年ながら 债觀 する に、 親 を 討れ 其 饕を復 する、 まのあたり 修羅の 鬪諍、 武士 

の 習と はいへ ども、 墓な き 浮世の 有さ まに、 頻に出 離の 心を發 し、 竟に 武門 を 去て 釋 門に 入り、 直ちに 

大通 寺に 住て 染 衣の 身と なり、 南 谷と 稱す、 

右 は 大通寺 役人の 藏書花 塵談と 題せ し、 一 帖の要 を 探て 爱に 記す 花 塵 談は野 藪 談話 卷 六の 始に 出と 本 

書に 在り、 

其蜩 曰、 本文に記處誤傳な..^、 大 通寺內 多聞院 (南 谷 在住の 遣 跡) に 正き 記 錄有由 を聞傳 へて、 多聞院 

住に 是を乞 需て閱 るに、 本文に 記る 松 下 助三郞 は、 南 谷 兄に て、 報鷥の 頃 十四 歳、 南 谷 は 其 時 未 幼年 

故 是を賺 して、 跡に 殘 しおき、 助三郞 一 人に て、 父の 仇 を 報し なり、 敵 討の 始末 本文と は 齟齬の 事の 

みなり、 敵 八之丞 親の 名 本文に は 八 郞在衞 門と 有り、 正 傅に は 四 郞兵衞 と 有り * 松 下 早 川 意 恨の、 王 意 

も 遠 ひ、 芥河 場の 働 も 本文 は 相 遠な り、 本文に 有 之 助 三郞に 付添 居候 者 は、 助 三 郞兄栗 田 一二郎 平、 家 

來中 m 平 次 右衛門、 坂 根 八左衞 門と 云 者/なり、 同僚の 薦僧は 宫原傳 藏と云 浪人に て、 助 三郞讀 書劎術 
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の師 故、 八 之 丞有所 を 聞 出し、 八 之 丞薦. I" に 成 候 故、 自分 もこ も儈に 成り、 助三郞 方に 牒 合せ、 八之丞 

を 呼 引出し、 芥 河に 於て 自分 は 八 之丞と 途中に て 刖れ立 去 候 故、 透 さす 助三郞 跡より 追 付、 芥河 街道 

脇道に て、 助三郞 後より 名 乘懸、 切 付 候 得ば、 八 之 丞も大 脇差 拔候所 を、 装 裟に切 倒され きわだ 畑へ 

轉び候 を、 疊懸て 切 付 止め を 刺し、 親の 敵 打 候 段、 書付 きわだ 殼に 挟み、 死骸の 側に 建て、 領主 永 井 

市 正 城下 高槻へ 罷趑、 此段 相屆、 大阪 京へ も 敵 打 帳面 御 消 被 下 候 様に 相 達、 江戸へ は 坂. 視八左 衛門を 

差 下、 奉行所へ 此. E 屆濟申 候、 (寬永 十一 年 九月 七日な り) 其 後 助 三郞儀 は， 母 蓮生院 祖父 明智 助九郞 

は、 日向 守 光秀 親類 故、 細 川 家へ. S 緣有 之譯を 以て、 助 三 郞事肥 後 侯へ 被 召 呼、 知行 五百石 賜、 其 後 

加增有 之， 千 二百 石に 成、 名 も 中 瀬 助 S. 邵と改 勤 仕、 其 後 助九郞 に改、 享保十 年 致仕、 家督 を 其 子 助 

之 允へ 讓、 天文 五 年 八十 三歲 にて 死、 法名 知見 院松 下豐水 居士、 大寳山 如意 菴に. 扉、 (此助 五 郞事は 第 

八十 一 卷に 記せし 細 川士堀 內傳右 衞門覺 書の 書の 內 にも 見えたり) 南 谷和尙 は、 幼名 勝 元、 寬文 三年 

生、 父撗 死の 時 七 歳、 助 三郞敵 討に 出 候 節 漸九歲 故、 跡に 淺し置 候 を、 殊の外 恨み、 最早 武士 は 立ら 

れ すと、 直に 出家の 志に て、 十、 通 寺義洞 長老の 弟子に 成り、 十 一歳に て 出家、 元 文 元年 十月 十三 日 七 

十四 歲 にて 遷化、 三男 七十 郞は： 义橫 死の 節 は 三歲、 後 土佐國 中老 深 尾 四 郞左衛 門 養子と 成り、 權之進 

と號、 助三郞 常に 云る は、 親の 敵 を 打 事 は 人の 道に て 珍しから す、 奚ぞ それ を 功と せんやと て、 總じ 

て 人に 對 しても 敵 打の 事 は 一 向 語らす となん 聞し、 享 保の 始 余が 幼稚の 時、 此和尙 に 手本 を 曙 ひ、 少 

少 手跡 を 習 ひし かど も、 十 歳の 頃 なれば 何の 辨へ もな く、 遠方 故 勝手 あしきに 仍り、 なく 擧ば すし 

て 止ぬ、 余が 惡筆 にて 心に 任せぬ を 思へば、 今 さら 後悔せ り、 其 頃 はも はや 大通寺 を 退いて、 櫛笥に 

隱 居せられ 齢 六十 許に て 僧 柄 恭しく 殊勝に、 言語 爽 にして、 よき 老和尙 成け らし、 

抑大 1^- 寺 は、 故 有る 舊地 なり、 往昔 鎌會將 軍實朝 公の 掷臺 所、 公薨居 Q 後 落飾 有て、 此 所に 住 給 ふ 故， 

世に 尼寺と 稱す、 本名 は大通 寺遍照 心院と 云り、 世 移りて 荒廢 し， 元 祿の頃 迄 は、 民屋の 間に 幽かに 舊 
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蹟 遺れ り、 义六孫 王 Q ふ" も、 古池の 端に 僅なる 小祠 遣れる 計な り、 元 來貞純 親王 爱に住 玉 ひ、 其 譯を以 

て 人 r も 東 寺 北門 前 に 在る 小祠 は、 貞純 親王 を勸 請す と 云云、 

斯く源 家 震 祖以來 由緒 正 敷地の 淺猿 しく 傾壞 せし を、 南 谷 常に 嘆て、 14 興の 志願 有と いへ ども、 容易な 

らぬ靠 なれば • 時節 を 待け る處 に、 門前 櫛笥に 柳澤彌 太郞と 云浪士 棲り、 常に 南 谷と 交りて 善し、 然る 

に 何の 所以に や、 關 東より 柳澤を 召れ て、 段々 に 立身し、 登庸 旭の 登る 如く、 須臾に して 武州河 越の 城 

主と なり-八 萬 石を領 し、 出^ 守に 受領し、 當時 無双の 籠 臣 と 成る 【割 註】 後に 松 平 美 濃守吉 保と 號、^ 州 一 

圓に 拜領、 今の 郡 山 侯の 祖、 世に 知處 なれば 略す、 柳澤 家の 蓽は松 il 日記に は粧 ふて 書り 難 信、 三 王 外 

記 其 外の 記錄に は、 元 幕府の 小 土と 見えたり、 世に 傳 ふる 處も百 五十 依の 小士と 云、 愛に 記處と 齟齬す 

本文の 如き は櫛笥 土人の 說 なり、 今 も櫛笥 南側 西の方に 柳澤 宅地の 跡 分明な りと 云云、 其說 浮た る 事に 

非、 尙可 迫考」 南 谷 時 を 得たり として、 柳澤 氏の 方へ 內々 にて 是を願 ふ、 柳澤 素より 南 谷の 志願 は „ ^て 

聞 及れ し 上、 其 身も武 田の」 お 流を稱 せらる、 故、 旁 以て 速に 領 掌し、 强 ちに 是を執 せらる、 公 も 源家宗 

鹿の 事 なれば、 餘 社と は 格 刖に思 召し、 特に 柳澤 家の 執 せらる k 上 は、 頓て御 許容 有て、 御社 幷遍 照、 七 

院 ともに 御 再興の 事 を 仰 出さる、 因兹 南：： 介 出府して 拜禮何 角の 式 品 直く 相濟、 共 上 能書の 聞え 有れば、 

御手 本な ど を 差 上、 首尾 無殘 所、 氣色 ばうて 歸京 せらる、 扭 社 地 寺 地の 方 境 を 定められ、 是迄 在し 民屋 

は 御宮 西南の 方 御 土 居の 邊へ引 移し、 古池 を淸 めて 神 龍 池と す (良 純 親王 化 龍の 池) 社 領寺領 合 七 百 石 

を 寄られ、 御造營 成て 始めて 齊 永に 到り 當 社の 祭禮 有り、 八 條通大 せ 口し 西北 側の 地 を 御旅 所に 構へ、 

例祭 九月 三日 夜 出 輿、 同 十 一 日 祭禮、 當日樂 人道 樂を 奏し、 寺儈 行列に て、 御殿へ 御歸 座、 爱に 於て 又 

樂を 奏し、 祌龍 池に 於て、 放 生 供養 有り、 行粧餘 社の 祭りと？ 迩 ひいと 殊勝に 嚴 なり、 賀 茂の 奏 祭に 類 

せり、 公儀よりの 御祭 なれば、 所 司 代より 警固を 出され、 町奉行より 非常の 警の爲 に、 廻り 役人 出る、 

下行 米 現 米 百 石 矢 來竹千 束 を 賜 ふ、 世に 蜜 永 祭 は 見 な 事よ と 唄 ふ は、 此祭始 りし 時の はやり 唄な り 


！ 南— 谷 は柳澤 家に 阿り、 世間 僧 Q 様に おも ふ 人 あれ 共. 1^13 に 非す、 本文に 記せる 通り、 因緣 有れば 容易 

こ 志願 を^せ しなり、 六 塵の 情欲 は 厭離しても、 堂塔 建立の 願 は、 素より 僧徒の 欲する 所、 古来の 祖師 

開山 皆 雨 なれば、 是を難 やる は 非なる べし、 

六 孫 王 社^ 與の 事、 水 戶黄門 光 國卿も 執 給 ひし 由に て、 多 田の 社よりも 此社 こそ 殊に 御 尊敬 可 有傣を 

.K 方 導へ 被 仰 遣し 御文、 今に 彼 寺に 有 之 由 或 書に 見えたり、 獨柳 澤氏而 巳の 執せられ しに は あらざる 

力 

〇 上 賀茂社 司 氏人の 論 

賀 茂の 宫は、 當國の 二呂 にして、 伊勢 兩宮に 次の 靈社 なり、 故に 皇武の 御 崇敬、 餘 社に 異なり、 上賀茂 

は 社 領ニ千 八 百 石、 下 鴨 は 八 千 六 百 石、 社 司 氏人 餘多 有り、 元綠^^始めに、 結て 久しき 癸 祭 御 再興 有て 

衞使御 車 を 促して 參向 せらる、 行 粧餘國 に 無き 優美の 壯觀 なれば、 緇素 擧っ てこれ を拜 見し、 寬 政の 

.^マ に 至り、 iiii? 兎 百年に 及び 退轉 なし、 上賀茂 あふひ 祭の 下行 米 現 米 千 石、 下 鴨 同 五百石な り、 兩賀茂 ® 

家の 座 列、 朝廷に て は 下上賀 茂と 列し、 關東 にて は 上下 賀 茂と 唱へ て、 上賀茂 上席な り、 社家 上 賀茂は 

賀茂 姓、 下 鴨は鸭 姓な り、 社 司の 上座 正三位に 叙す、 上賀 茂に は 社 司 七 家 有り、 (松 下、 岡 本、 梅 辻 

森林， 鳥居 大路、 富 野) 氏人 百餘 有り、 神主の 當職は 七 家の 內の 上席の 者、 此 職に 居る 事 十 年の 年限 有 

り、 年 數滿れ ば 次 座へ 廻す、 都て 當 社の 重職の 分 は、 社 司の 座 列に 隨ひ、 順々 に 職掌し、 社 司の 嫡子 迄に 

至る、 末 職 を 氏人 上座の 者より 勤む、 下 鴨 は 社 司 氏人 少なき 故、 各 相 應に社 役 を 勤む、 仍て 他の 奉公に 

出る 事 もな く、 社中 平和な り、 上 賀茂は 氏人 多く、 其 中より 社 役に 出る 者十餘 輩に て相濟 ば、 其 餘は社 

領配當 僅に て暮し 兼る 故に、 多く は 堂上 方へ 奉公に 出、 或は 百姓 を 業に する も 有、 依 之 社 職を恣 に、 「恥 

司より 勤る 事 を、 常に 猜み羡 て、 動もすれば 巧智を 以て 社 司 氏人の 無差別、 祌主 職、 禰宜職 を 一お に 廻 

さん 事 を 欲して、 堂上へ 入 込て、 七 家の 者を讒 す、 氏人 は 常に 御所へ 立 入り、 能 手筋 多ければ 時の 關 
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白 家へ 申込な どして、 右の 巧 を 成就 せん 事 を 謀る、 七 家 は 各社 役 を 勤る 故に、 他へ 奉公に 出る..^ なく、 ， 

御所 表 自ら 疎し、 仍て 氏人 思 ふ 儘に 誇りて、 享保 二三 年の 頃、 一社の 公事 始り、 一社の 傳奏に 於て 吟味 

を遂ら る、 虑に、 飽迄 氏人の 內奏有 之 上 なれば、 社 司 非 分に 墮て、 社 法 將に壌 れんと す、 一 社の 法令 は 

慶長巳 米東武 の御條 有て、 是に遠 ふ 時 は、 忽 一 社の 越度と なれば、 是を 申立る と雖 も、 遮て 申せば、 

勒命を 拒む に當る 故、 皇武の 命令に 障らぬ 様に、 取扱 ふ 事、 祌 職の 者の 肝要た る 故に、 其 時の 神主 森 飛 

驛 守が 申狀 あしく して 遠 勅の 御咎を 蒙り、 武邊へ 御 渡し 有て、 七 家の 內ニ家 は、 幼年 故 科 をまぬ がれ、 

五 人 は 流刑に 處 せらる、 總 じて 流人 は 年經れ ば、 希に 御赦 にに あ ふ 事 古例 有て、 歸洛 する もの 少なから 

す、 然るに 此社 司の 坐 ^ 遠 勅 なれば、 違 勒の者 は赦に 成が たしと て、 數 度の 大赦に 漏れ、 中に も 梅迁備 

後 は、 命强 面して 三十 餘年 島に 有て、 寳曆 年中 島に て 死た る屆 あり、 無罪の 謫居、 聞 人哀を 催せり、 其 

後 暫は穏 なりし が、 是も寳 曆の始 に、 又 氏人より 獄る事 有り、 今度 は享 保の 度 程に は 及ば ざれ ども、 前 

神主 鳥居 大路 出 羽 守、 當 神主 其 外 七 家の 內四家 は 整 居 仰 付ら れ、 是迄 0 社 役の 者 共、 皆 返 役して、 悉く 新 

役に 改 り察濟 ぬ、 斯の 如く 社 司 氏人 不和 なれば、 後來 また 何等の 違亂 起るべき ゃ危き 社中の 有様な り、 

下 鴨より 是を難 じて、 神人と して 神に 仕へ す、 他へ 出る 事 爭で祌 慮に 協 ふべき、 夫 故に 諍 論 も 起れ り、 

上 加 茂の 社 法 不正な りと さみせ り、 凡 大社 大 寺に は、 加 錄の違 却 珍ら しからす、 稻 荷に は 社家と、 社僧 

愛染寺との 公 13^ 累年 不止、 近年 は穩 なる 體 なれば、 彼 社 司 羽 倉 某に、 當 時の 様子 を 聞けば、 常 愛染寺 は 

如法の 儈 なる 故、 社中 違 却の 事な しと 云り、 是を おも ふに、 事の 六ケ 敷に は 非す、 人の 六ケ 敷な り、 人 

だに 转れば 無事に 成と 知べ し、 北 野 松梅院 * 德 昌院、 妙 藏院、 宮仕 E 代 清水寺 執行 成就 院六 坊、 東 寺の 

執行 寺儈 右の 類 各 不和な り、 唯 己々 を 高ぶり 我意 を擧 動に 仍 なり， 

〇 源氏 坊天 一等の 事 

^1-安の.3井正雪が事蹟安定ならす、 多年 原本 を搜 せど も不 得、 或 翁に 問 之に 答 曰、 是は 原本な き 害の 事 
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なり、 世に 傳 ふると は 十が 一な り、 事發覺 せざる 前に、 御手 當 ありし 事の 由、 其 頃の 古老の 咄 なりと 云 

云、 落穗 集に も 右 刑罰の 人数 夥し かりし 事 は 有れ 共、 事 實を不 記、 其 後駿府 奉行所に 手 寄 有て、 其 頃の 

記錄有 やと 尋 るに、 格別の 留帳 はなし、 書狀留 有と て 其寫を 見たり しに、 世に 傳 ふる 處の 名前 は、 凡書 

面に 見えたり、 足 洗 村 半 左衞門 拷問の 事 杯 を 記せる 計に て、 事蹟 は 一 向 不知、 何れに も 其 徒 二 千 人 程 は 

有 之 趣な り、 大 阪御陣 より 漸 三十 年後の 事 なれば、 武邊場 數の者 も、 其 徒の 內には 生淺り 有べ し、 當時 

の 浪人の 類 ひに は 非す、 然ば此 企 を 成す まじき 物 にても なし、 大將 分の 內加藤 市 右衛門 は、 京都 を 窺 ひ 

て洛 の！ g りに 住す、 究 て大膽 不敵の 者な りしと かや、 都 六條の 遊廓、 今の 朱 雀 野へ 移されて 未 間もなく 

彼 地 日々 に繁榮 して、 貴賤 群 來る內 に、 市 右衛門 爱に 遊て 寬濶 云ん 方な く、 諸人の 耳目 を 驚す、 實に左 

も 有なん、 洛東淸 水 寺 本堂 東の 方に 彼が 奉納せ し 大成る 繋 馬の 繪馬 有り、 願主 加 藤 市右衝 門、 (此外 二 

人 記) 普通に は 期る 奉納の 書付 杯 は、 字畫を 正しく 書く 習 ひなる に、 此槍馬 はさし も 莊嚴. 結構に して、 

願主の 書付 は 洒落 成る 草 字に て、 手紙な どに 書る 名前の 如し、 定めて 自筆なる べし • 是 にて 市 右衛門が 

活量 見えたり、 遊興の 活氣 たる 事 は、 此郭內 の 老人 聞傳 へて 是を咄 せり、 栗 は 召 捕られて 鈴ケ 森に 於て 

碟 罪の 其 一 人な り、 幼 兒も兩 人 か、 同所に て提靳 にな. る、 全體 彼等が 逆 意の 用 望， 莫大の 事なる べきに 

如何して 調し にや、 中々 弓師 藤四郞 など を 頼て、 聊の 金に て、 此大望 は 所詮 出來る 事に 非す、 孰 後榍有 

しと 見えたり、 紀伊 侯の 事 を 專申傳 ふれ ども、 さしもの 南龍院 殿、 實に思 召し 立 事 有と も、 浪人 原の 力 

を 借りて、 一 探の 如き 御 擧動は 有べ からす、 此事 後世の 不審の 第 一 なり、 夫より 遙 年を經 て、 有 德院殿 

御代 享 保の 中頃、 源氏 坊 天一 と 云 者 有り、 自ら 故 有る 貴族と 稱す 3 秋 葉院南 岳と 云修 驗者是 に荷撸 して 

fK 1 を 恭しく 崇敬し、 主君と 仰ぎ 可然館 をし つら ひ、 夭 一 を是に 居らし め、 頓て新 家 御 取 立と 披^して 

諸 浪人 を 召集む、 世上に も專ら 取沙汰して、 是を 信用す るに 仍り、 浪人 共 手 寄を以 申込 追 々に 抱 へらる 

事 超過して、 竞に 公聽に 達し、 fKl 南 岳 召 捕、 揚屋 入、 段々 御 穿 議有之 由、 其 節の 殿中 御沙汰 書の 寫左 

I .   二  WIS 
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二 四 b: 


一源 氏 坊夭ー (改 號吉 種) 家老 (南 岳 事) 赤 川大膳 用人 (南部 權 太夫 本 多權右 衞鬥) 番頭 樣 奉行 奏 

^番兼 石黑善 太夫 (善 太夫 事 本 多 主 膳 一止 近習 勤 北ハ後 津輕采 女方に 勤 候 由) 同 斷福島 右衞鬥 近習 矢 

島主 計 (墓 加 I 中 守に 勤 候 由) 鐽大將 奏者 ii 助 都 代 北貝久 S 衞 (同所に 近 II 

由) 留守居 (河 野 七左衞 門、 直 井 外 記) 大目 付 町奉行 高 橋 勝 之 進 装束 方 兼 奏者 番澤邊 十 蔵 (去年 

迄 本 多 伊豫 守 徒 士勤候 由) 使 番笹岡 源次郞 側 番中村 幸 八 使番西 海忠七 (m 中 主 膳 方に 勤 候 由」 

. 取次 £番 倉 和 中 3 太夫 使 番中村 忠左衞 門 同 石 川 九 太夫 同 元 太 金 太夫 (高木 五郎左衛門 方に 勤^ 

S 徒 頭 本 多 刑 部 左衞門 (先祖 毛 利 輝 元 卿に 勤 候 由) 小納 戶刀番 近習 兼 原 丈 助 馬 廻り 岩波 忠左 

衞門 馬 廻り 本 多 喜 左衞門 (加 納遠江 守 方に 勤 候 由) 大納戶 元 メ宮崎 仲 右衛門 勘定 頭 元 メ梶廣 幸 

右衛門 賄 頭 膳 奉行 元 木 五平 次 馬 廻り 馬 預り元 田 喜 平 次 

此外目 見 不致者 三十 三人 有 之 由 天 一 儀 揚り屋 へ 被 遣 唯今 御 詮議 専有 之 由 

右 御 訟議の 上、 天 一 南 岳 等 刑に 行 はれし とやらん 聞し 而巳 にて、 委事は 不知、 但し 一 向に 所. - なき 事なら 

ば、 人 信用す ベから す、 少し は據 有し 事の 様に 傅へ 承ぬ、 又 寶曆の 頃 京師に 於て 竹內 式部と 云 者 堂上 衆 

へ 立 入、 講席を 構て、 諸 卿 度々 會 せらる.^ 事 有り、 是 を^に 元 弘の無 禮講の 様に 取沙汰せ しが 程なく 

勒命 下りて、 出 座の 諸 卿 悉く 蟄居 仰 付ら れ、 關 東へ も 御沙汰に 及ばれ、 式部 事 御尋有 けれ 共、 逐電せ し 

とやらん にて、 此事 止ぬ、 元 弘建武 の 頃と は 時勢 懸隔の 遠 ひに て、 今の 世に なに か は 左様の 企 有ん や ゆ 

其 に 差 置 れんが 穩 なるべき に 如何の 飫慮 にやい ぶかし、 蟄居の 人々 は、 德大寺 烏 丸 其 外數多 有り 其 

中に 町 尻 家 も 有り、 此 卿に は 余も圍 碁に て會 せし 事 有り、 蟄居の 後 途中に て ちらと 見 請し 事 も 有れ 共、 

{〈ェ 目して 過 行ぬ、 頭巾に て 顔を掩 ひ、 G 衣 無 僕に て、 世 を 深く 忍ばる、 體 なりし、 德大寺 家は楚 居の 始 

より 中され ける は 勅 勤 を 蒙る 身が、 其 國の土 を ふむ は 恐れ 有と て、 永く 禁足して、 終 はられぬ とぞ、 痛 
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ましき 御 事な り、 其 後天 明の 始の 頃に や、 未だ 在世の 人々？ i 免の 御沙汰 有り、 右相濟 と、 兼ての 叙 慮に 

や、 烏 丸 光胤 卿 を 直に 院へ 召れ、 手 似 葉 御傳授 有り、 光胤 卿 院參の 折から、 頓 に病發 して 卒 死せられ ぬ 

とぞ、 敢 なき 事共な り、 都て 此 蟄居の 面々 は、 才攀 有て 堂上に て皆稱 したる 人々 なり、 よしなき 事に て 

勅 勅 を 蒙られし こそ 是非な けれ、 また 近年 江戶 にて 山 縣大贰 と 云る 者の 事 を 様，^ 事が ましく 沙汰せ しか 

ども、 論す るに 足らす、 世に 云山轉 しの 類 成るべし、 

〇 窮樂大 雅略傳 

龜 田窮樂 元は 鍛冶屋な り、 業に うみて 是を 去り、 市中 隱と 成る、 書 を 善くす ると いへ ども、 < ^紙 麁墨麁 

筆 を 以て あたり 合 ひに 書 故に、 嬰 兒の書 習 ひの 如し、 され ども 筆畫の 自在なる 事 は 云べ からす、 彼 書 は 

何れ を 見ても、 大 かた 齒紙 薄墨な り、 常に 酒 を 好て 門 生 謝 物 を 送れば 悅 びす 酒 を 贈れば 大に 喜て 是を翫 

ぶ、 寒暖の 服 も 垢つ き、 破 るれば 門 生より 取 賄 ひ、 自ら は 都て 家事 を 不知、 門 生の 贈れる 謝 物 を、 封の 

儘に 溜 置て 際々 に 上り口に 並べ 置く、 懸取共 来て 封 を 切て 夫々 秤に てかけて 取歸 る、 米 代 宿料 迚も 雨な 

り、 封銀盡 たる 跡へ 來る 人に は、 最早 無し、 軍； て は 早く 來給 へと 斷る、 商人 共 皆合點 して、 聊 滞る 事な 

し、 常に 門 生 或は 知 音の 人訪ひ 来れば， 手づ から 酒 瓶を携 出て、 冷酒に て是を 饗す、 盃 以下の 器 有る に 

住せて むさき 事 類な し、 たばこ 盆の 引出しより、 埃 まぶれ の 抽干を 出し、 几 上に て 自ら 刻み、 客へ 出す 

いぶせく も 来る 人是を 看に して 酒を飮 む、 或 所へ 祭に 呼れ 行、 店先き にて 快く 酒 を 酌 か はし 居け る を 

乞食 門口に 立て 羡 しげに 眺め 居たり、 窮樂是 を 見て、 我 前に 有る K 孤 を 彼に 酌す、 乞食い なみ 憚りて 酒 を 

めんつへ 受ん とする を、 左に て は. 盃 事に 非す、 此 にて 可飮と 云、 乞食 此上 はとて 觴を 戴く、 彼是お さ 

へな どして、 餘念 なく 返 の 時、 乞食 洗 はんとす る を 止めて、 其 儘 それにて 自ら 快く 呑て 次へ 廻す、 列 

座の 客大 にあ ざみ 困りし とか や、 斯く 生涯 を 安く 樂 みて 終りぬ、 隱 君子と 云ん にも 愧 ざるべし、 大雅堂 

は 元は 嘉左衛 門と て 貨殖 案な り、 其 業を惡 避て 畫 H と 成り、 池 野 秋 平と 云 ふ、 地 勤と 號す、 後に は號を 

  二 四 五 


二 四 六 
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更て、 無名と 云、 其 質 維に して 聊も 利に 趨ら す、 書 もまめ やかに 殊に 篆を 得たり、 一日 書林の 許に て、 

年頃 望し 一書 を 見る、 欣然と して 其價を 問に、 價最 貴し、 大雅云 我に 蓄へ なし、 故， に 望も签 うす、 冀は 

是が爲 こ 今より 務めて 金 を 積ん、 積んでの 後、 此價に 足りな ば 我に 給 てん、 さりながら 寶 物の 事 なれば 

せ、き^ に 望む 人 もお べし、 若 左 有ん に は、 我に 知せ てよ と 云、 書林 云、 此實囊 なる 故、 容易 i 

む.^も有まじ、 若 有らば 其出吿 申べ しと 約して、 夫より 大雅 は、 日頃に 替り 俄に 吝嗇に なりて、 物 毎 を 

勺 やか こし， 年 を經て 望みの 通 金 を 溜め、 已に價 調 ひ ぬれば、 彼 書林へ 雀躍して 走り 行き、 年頃の 望み 

,p ぬ 「藝を 我に 給へ と 云、 書林 大に 墓して 實 にも 先年 足下へ 申 約せ し 事、 唯今 存 出せり、 其書 は 

ixlst^. 其き 足下に 約せ し S を 忘却し、 不吿多 罪、 今 さら 奈何と もす る 事不克 と慙， ぉリ 

Mupr^r^l. 我斯迄 I 中に て、 f 椿し は、 10^1 

^ 此金 Is に窗ん 様な し、 不如 祇園 の 地に 住する から は、 忍 謝の 爲に 御社に 獻 

Hr, 右 Q 金不 す、 是を 世に 傳 へて 大雅 の廉；を賞；；、、 ド逸 n は 

f  、 總 じて 常の 風俗 中華 I 人に 似たり、 月明なる 夜、 近 江の 守 山 を 管と" 姓 更 ^ 

敲く、 主人 f 閏て、 時 四 更に 及て 烈しく n を 敲くは 唯なら すと、 自ら 起て 立 出 見れ は大雅 なり \カ^ 

や 深更の 夜行 を 問、 大 雅對 て i の そこくへ まかりて、 IJJSU^^^ 

なれ...、 我獨 ながめん も 無 下な り、 足下 を訪 ひて、 夜と 俱に月 を 賞 せんが 爲 なりと て 、干-各 內に 入^^ 

を gM、 興じ 明せ しと、 宇 I 物： 1-.、  sf 不 謹す、 藝 FHf 夫 Qf  S て風繁 り 藝 

の 後 も， 隱の畫 を 書き 鬻で世 を 渡れり 是も今 は 亡す、 
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今上 御製 


天明 九 年 正月 一 一十 四日 公 宴 御 會始、 

山霧 喜舂 御製 . 

まき あくる こす まち かく も此 养 は 雪け の 山に むか ふ 長閑 さ 

〇 柳營御 會始 

天 明 九 年 正月 十 I 日柳營 御會始 

松に 見ん いやと しの はも 千々 の舂 

も.. - 木の むめ を 植 添し 庭 

つくお なす 山の かたち Q 長閑に て 

池の こ 、ろ もとく る 薄 永 

月に なほ 舟 さす 袖 や 霞らん 

冬 田 しづかに 暮 わたる 宿 

村 竹の 霜 を 塒の鳥 鳴て 

むか ふ そなた に 里 もこ そ あ れ 

分て 行 麓の 道の 程遠み 

たびねの 山 やけ ふの しら 雲 


(法眼) 昌  逸 

內 大臣 殿 

玄  川.. 
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二 四 八 

賴め ども 忍ぶ 都の 夢た えて  爲 

ふくる を吿 る鐘ぞ 佗しき  淸 

舂 もはや いつしか 花の 移 ひぬ  其 

水に 色 添 ふや まふき の 陰  昌 

(ゥ) 寄 波の 片岸 かすむ 吉野河  壽 

〇 禁襄 御造營 請負人の 事 

禁裏 御 造營に 付、 御 築地 取 壊 方 請負人、 出精 致 候に 付、 左の 通掛り 奉行 中より 申 渡さる、 

、  伊勢屋 忠 兵 衞 

其方 儀 

禁裏 南 御門 通 「 幷御葡 地 北 額の 方、 御 築地 取墙 方、 御 入用 入札の 上 落札、 直 段 二 賞 六 百 五十 四. 5- 七 分 を 

以て 請負 申 付 候處、 n 々致 出精、 追々 取壞院 車、 然處 日々 人足の 出入 數、 働 方の 様子 等 を 以て 心 附致勘 

辨見 候處、 巾々 請負 高に て は、 格別 可 致 不足 様子に 相 見 候處、 難ヒ J の 譯等不 申立、 聊無御 差 支、 取壞方 

致 出精 候 段 奇特 成 儀に 候 得 共、 難擴 たるべく 候 間、 請負 銀 I 倍の 割增銀 差遣 候問猶 出精 可 致 候、 

酉 四月  . 

右の 通 被 仰 渡 難 有奉畏 候、 仍御受 書 證文差 上申 處如 件、 

寬政元 13! 年 四月 四日  (請負人) (室町 通 松原 下ル 町) 伊勢屋 忠兵衞 

(請 人) (右 同町)  八幡 屋 宇右衞 門 

御 普請 御會所 

諸 棟梁 方 

諸 受負人 
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1^ 書の 通 伊勢屋 忠兵衞 へ 申 渡 候 間、 右の 趣 寄々 及 承、 此 度の 御 に 付 損 銀 致 候 分 は 割 增銀被 下 候 事と、 

一様に 存 候て は、 心得 違に 候 問、 前 廉に申 聞 置 候 損 銀 致 候に も 二 口  S 有 之 事に 候、 其譯は 御仁 政 0 御 時節 

と 申、 殊に 禁裏 御 造營と 巾、 格^の 儀に 候 間、 冥加 を 存じ 相應の 利潤 を 以て 御 奉公に も 出精 致 ，用 可 

相 勤と、 利愁 を不存 心底に て 請負いた し、 右 Q 心底に 候 上 は、 無益の 費 を 厭 ひ、 聊も 無油斷 心配 致し、 

御用 出精 相 勤 候ても、 見込 違 ひ 等に て 無 據損銀 致 候 は 正道の 損 銀に て 候 問、 可憐 事に 候、 又 一 つの 損 銀 

は、 無益の 費 無 之樣、 心配 致し 御用 出精 相 勤 候 得ば、 相應の 利潤 も 可 有 之、 銀 高 を 以て、 請負 候 上、 右 

御 5^ 取 計せ 候、 下 代の 者 または 職人 人足の 內 にも、 重立 世話 爲致候 者 共へ 示し 方不行 届、 彼等 任せに 致 

し 頭 立 差配 可 致、 受請人 等閑に 候 得ば、 其 手の者 共 法 を 不聞强 欲なる 者 は 貪り、 正路なる. 者 は 損 を 致 候 

様相 成、 金銀 を 多く 費 候の みに て、 却て 御 造 營の方 は 手 を 可拔と 工夫 致し、 彼 強欲 成 もの、 公 財 を 貪り、 

口々 扃 正路 成る 者 も、 終に は 損 銀いた し 候 事而巳 知る に 至る、 加 様 成る 類の 損 銀 は、 全く 請負人の 油斷 

等閑より 起り 候 事に 候 間、 此 類に 割 增等被 下 候 は 1^、 勵み 候て 相 勤 候 もの は 無 之 様 可 相 成 基に 候 問、 時 

{且 に 寄て は、 御用 中 請負 取 放しに も 可 申 付 候、 元來ェ 商の 道 は、 利潤 を 以て 渡世 致す 習に て 候 得ば、 御 

造營 御用 相 勤 候 者 共、 相應 利潤 無 之 候 は、 御 趣意に 不叶 筋に 候 間、 其 利を獨 貪ん とする 事 を、 相互に 禁 

め、 其 利 を 末々 迄齊 うせん 事 を、 專 一 に 可 心掛、 右の 通に 致 候 得ば、 自然と ェ 商の 冥利に も 叶、 此末難 

有 御 惠も可 有 之 事に 候、 亦 前書の 忠兵衞 如き 者 有 之 候 共、 銘々 Gn- 込 を 以て 入札 致し 落札 直 段に て、 受負 

候 上 は、 依願 割 增可被 下 筋に は 無 之、 道の 損 銀 は、 驟り 奉行 己 下 一 同心 得 候 事に 候 得ば、 十目 所視十 

手 所 指に て 候 11、 厚く 評義の 上、 此方より 可 沙汰 候 間、 偏に の 道 を、 此 度の 御用の 大意と 心得、 出 

精 可 致 候、 また 正道の 損 銀に 候 共、 掛 りの 面々 へ 手 寄 を 以て 其 沙汰に 可 預と存 候 は、 甚だ 心得 遠に て 候、 

萬々 一 左様の 類 於 有 之 は、 可成 筋なら ざるに 可 致、 總て御 入用 吟味 御材 以下、 諸改方 等、 厳密に 致 候 も 

の は、 公 財 を 尊み、 無益の 費 を 省き、 右 を 以て 不足 を 補 ひ、 ェ 商の 利潤 を齊 うせんが 爲 なり、 然共費 を 
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省く と、 吝嗇と は 心中 黑 白の 分ち あれ 共、 等閑の 外見に は、 其 形紛敷 ものに 候 間、 其 紛れん 事 を 怖る k 

もの 有と いへ ども、 心中 淸潔 にして、 其 分ち あらば、 其 怖れ は 無き 事に 候 得ば、 諸 棟梁 諸受負 人此皆 を 

能々 決斷 して、 姦計 を 戒め、 正直 を扶 け、 抽 丹誠、 一 日 も 早く 宜く御 造 營畢候 様、 厚く 可心騷 事、 

酉 四月 

右 奉行 中より 申 渡さる.. 趑、 白 河 侯より 最初 奉行の 面々 へ 仰 含ら る i 準繩 (此御 書付 前卷に 記) を 以て 

執 計ら ひ、 最左 も 有るべし、 吁 正道 Q 行 はる」 事、 將に是 を 見るべし、 然るに 近世の 人心 上下 共、 飽迄 

姦しく 成て、 新る 御篤寳 の！！； 命 を も 等閑に 承りな し、 己が 心む 不 直なる に 引 競て、 御 謀計に て 人 を懷け 

させら る. - 様に 心得、 實に 感激す る 人の 少なき は、 歎く に餘れ り、 去れ 共、 今度の 御 造營の 如く、 まの 

あたり 公儀 御 入用の 人 增を厭 はせ 給 はぬ を 見て、 拔は 誠の 御仁 惠 よと， 始めて 知る こそ 愚 なれ、 斯迄世 

人の 心ね ぢけ不 直に なれる は、 凡享 保の 頃より 殊に 甚し、 夫より 今に 至て、 六 七十 年、 此風俵 熾ん に增 

長せ し 上 なれば、 如何 ほど 御仁 政 を 行れても、 今 暫は餘 風 さめが たかるべし、 三と せ 五と せの 中には、 

御德化 海內に 行わたり て、 世人の 風儀 古へ に歸 りなん、 總じ てあしき は 素より、 假令 善事たり せハ、 改る 

日に は先づ 一旦 はや かましき 物な り、 譬ば 通用 金銀 を、 慶 長の 古へ に 戻さる、 共、 當分は 世の中 もやつ 

くべ し、 篤と 固れば、 萬 民 始て國 恩の 忝 を 知る、 畢竟 是迄 利に 耽り、 虚誕に て 世 を わたりし 者 共、 俄に 

勝手が 違 ふ 故， 兎や角 申 も 非の 中の 理り とや 言ん、 前卷 にも 論す る 如く、 華奢 は 表の 疾故、 直る 事 も 速 

なり、 佞 ^ は 裏の 疾故、 療用不 容易、 あしくな ぶる と 不治の 症と なる、 穴 賢 世の 人是 をよ く辨 へて、 御 

醫師の 仰ら る k 禁 好物 を 堅愼 み、 假初 にも 華奢 佞 曲の 毒に 觸れ ぬ樣、 養生せば、 終に は 本復して、 誠 Q 

人間に 成べ し、 總 じて 公儀 御用 入札 Q 事、 享 保の 初め 頃 迄 は、 高札 安 札 を 除かれ、 中分の 札に 仰 付る- - 

事に て 有しに、 享 保の 末に 至り、 萬 づ御儉 約の 砌 より、 安 札に 仰 付ら る. 様に 成し 故、 姦 謀の 者 共 時 を 

5:^ て、 京師に て は 三 谷 專坊と 云る くせもの 出て、 所々 の 御 普請 入札 を已 一人に て 落す、 其 以は 譬ば大 
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^,.<|,¥ 雨 C: 碑 普請と 見れば、 銀 四十^ 目 或は 三十 餘貫 目に て是を 落す、 餘人は 仕樣 帳を考 へ、 ！；^ 式の 直 

割 を 以て、 札 を 入る- - 故に、 如何 ほど 勘辨 をな しても 專 助が 如き は、 無情の 安 札 を 入る- -事 不克、 專助 

は 仕樣に も 相場に も拘 はらす、 唯 其 御 普請の 恰好 を 凡に 測て、 何の 勘辨 もな く.' 安 札 を 入れ、 札 さへ 落 

れば 夫から は已が 手柄 次第にい か 様に も 調練し、 詰る 所 は 商人へ 掼を懸 る 算用な り、 か-^ る賊と はしら 

す、 諸 商人 專 助が 辨 佞に 蕩 かされて、 是に與 して 終に は 悉く 損失に 成り、 商人 怒て 是を訴 といへ ども、 

專 助が 佞 を 以て 上 を 掠て、 己が 非 を掩ふ 事、 奇々 妙々 なり、 然れば 是を懲 て 以後 談 する 者 有 まじと 思 ふ 

に、 やはり 下地の 者 組合て、 义 かりて は 損 をし、 竟には 身上 を果す 者、 勝 計す ベから す、 是 最初の 損 を 

取 返さん として、 專 助に 賺 さる、 なり、 專助 なく 成て 後、 此 流儀 專ら 世に 行 はれて、 諸 請負人 共、 爱を 

專と 不實を 以て 安 札 を 入れ、 御用 を 勤る 故、 或は 半途に 不届き 者 有て、 請負 を 召 上られ、 义は已 が 身 迫 

つて 駔落 する も 有り、 右の 類の 者 共の 仕上げた る 普請 なれば、 其麁末 乎拔き 云ん 方な し、 畢竟 は 當時御 

入用の 寡き を 手柄に して、 後 来の 事 を 構ぬ は、 時の 役人の 大 なる 過失 僻事 なれ 共、 近世 輕 薄の 風俗、 上 

下 共 皆斯の 如し、 先年 大津御 郡 代 十 M 郡 文 右衛門、 同所 兀 山に 松 苗を植 て、 自ら 曰、 加 樣の御 奉公 を 外に 

する 人 無しと 自赘 せり、 實 にも 當分は 何の 功も兒 え ざり しが、 五六 十 年を經 て、 一 儿山淺 らす御 林 山と 成 

り、 年々 松茸 多く 生じ、 此 運上 且 京都 所々 御 普請 足代 木 は、 皆此 山より 伐 出し、 今に 至り、 山榮ぇ t ^に 御 

益 多し、 文 右衛門 生前に は 其 功 かくれ、 後年に 人 是を美 賞す、 是等 こそ 誠の 御 奉公 成べ けれ、 又 元文寬 

保の 頃、 大德寺 芳舂院 の 普請 を 加州より 營れ、 普請 奉行 登りて、 普請の 吟味 甚 明細な り、 是は 入用 減少 

の 吟味に は 非す、 材木 以下の 諸 品 古来の 通、 寸分 も 違 はぬ 様に と Q 吟味な り、 勿論 價は いかほど 貴くて 

も不 苦、 良 村 を 出すべし との 下知 成 故、 請負 方の 者、 犬に 潤色して 早大 金 を 得た る 心地に て、 木 曾 山 を 

なく 搜 求れ ども、 前々 と 違 ひ 近世 奢增 長す るに 隨ひ、 世上の普請結構に成て、 山を伐荒す故に當^^右 

の 類の 木 無し、 誠に 寳の 山に 入て 手 を ij^ うする 思 ひ をな して、 請負の 者 共 大に悔 めり、 是 祖先の 菩提 所 
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を崇 せらる.^ 處、 更に 華奢に 誇ての 事に 非す 尤の 事な り、 况 今般 禁裏 御 造營に 於て を や、 無双の 良材 珍 

寶を撰 用ら れん 事、 天が下に 住る 者の 一統に 庶幾す る處、 はた 窮^の 老幼に 至る 迄 恩 波に 浴して、 夫役 

を 勤め、 國に飢 たる 色な く、 四民 等しく 打 潤て 御 造營を 仰ぎ 役す る 事、 御代 萬 歳の 功 天心な どか 感應な 

からむ や、 

〇 紀伊侯 御 自筆 書 附寫幷 に 領分 へ 被 仰 付 渡書附 

天明 七 未年 秋 九月、 紀州 陪隸の 面々 一統 半 知に 仰 付 候 節、 紀伊侯 御 自筆 御 書付 寫、 

斯様に 勝手 成 下々 事 我等 不德 故の 儀と 後悔 不少候 得 共、 今に 至りいた し 方 無 之、 不及 是非、 本 行 被 申 

聞^^通に侯間、 此上は 是非 當 家の 立 行 候 様に と、 我等 も猶亦 如何 體 にも 嚴敷 艱難 を 凌ぎ、 高 端 致 省 

略、 當家も 立 行、 夫々 身分 も 取績候 様、 勘 辨致相 勤 可 申 候、 

酉 九月 

此度半 知 被 仰 付 候に 付、 何も 致 俊 約、 小祿 の-,^.^ は 召 仕 を も 相 止、 手 を 下し 暮し候 も 可 有 之 候、 其 上衣 

服 等 < ^體に 相 成 候に 付、 枠幷 年若 成る 面々 Q 內 心得 違 古に 務り行 骸を亂 し、 或は 志賤く 成り、 武士の 風 

骸に 遠ざかり 候 様 成 儀 無 之 様、 面々 相 嗜候儀 專耍に 候 間、 親に は 勿論 緣者 同役 等より、 兼て 心 附候様 可 

被 致 候、 近年 世上 往古に くらべ 候 得ば、 萬 端 華美 過 候 間、 往古の 衣食住の 様子、 得と 申 聞 危服等 を 用 候 

俵は往 十：！ の 風に て、 劣 候 品に は 無 之 候との 儀、 夫々 より 互に 心附、 志賤く 成り 人柄 劣 不申樣 可 被 致 候、 

此度半 知 被 仰 付 借金 は 年限の 問、 浮 置 候 害に 付、 是迄 借金 等 多 筋、 却て 勝手 繰 合 易く 相 成、 暮し方 ゆる 

み 候て は、 二重 借 銀 出來、 本 fi に 被 成 下 節 御 奉公 も 難 有 成 體に相 成 候 間、 追て 行當不 申樣心 掛可然 候、 

且亦右 差 入 借 等 浮 si^ に 相 成る 品 を 以て、 町人 其 外被 是無體 の 俵 等 有 之 候て は猶更 如何に 候 間、 右 體の儀 

等 無 之 様、 別て 相 心得 可 被 申 候、 

未. KB 


翁 


草 


當 酉年 舂節儉 の 御書附 (前卷 に 記す) 被 成 下 候に 付、 御 家中 一統 諸 役へ も 被 仰 付 候、 尙又 御領 分 中へ 被 仰 

渡 候 御 書 附寫、 

地士 六十 人 者 帶刀人 

在々^ 約締り 方の 儀、 今度 郡々 大 庄屋 共 取扱せ、 猶亦締 り 方 頭へ 大 庄屋 夫々 へ 申 付、 俊 約の 儀 は 不及申 

六 郡 割 を始、 小 入用 迄 割 方 半減に て 相濟候 様、 爲致 事に 候、 體在々 及 難 as 候 は、 近年 不作の 上、 百姓 

共 暮し方 油斷有 之、 鄕中割 方不締 りに て、 入用 夥敷掛 り、 小 前 末々 迄 次第に 及 困窮 候に 付、 此上 儉約締 

り 方、 第 一 に 諸事 致 省略、 在中 村 柄 取 直し 候 樣可取 計 匕 曰、 此度被 仰 出 候 事に 候、 夫に 付地士 六十 人 者の 

儀 は、 在中に て^て 重立 諸人の 目 當に相 成 候 事に 候 得ば、 第 I 身分 を 相愼、 儉約締 り 方 等 末々 迄 行屆候 

樣、 實 意に 取 計、 假初 にも 虚禮成 儀 無 之、 諸人の 目當に 相成處 を、 能々 相 心得、 在中 末々 迄、 百姓の 古 

風に 立戾 り、 勿論 農業 一 途 に相勵 み、 夫々 村 柄 取 直し 候樣、 誠 精 取 計 可 申 候、 尤大 庄屋へ 申 談可然 儀 は 

無遠慮 可申談 候、 

天明 九 酉年 正月 

〇 青木 楠 五郎 粋龜之 助の 事 

攝 州大阪 御代 宫靑木 楠五郞 は、 坐あって 去 秋 流刑に 處 せらる、 其 子 龜之助 生年 十二 歲、 父 介抱の 爲に、 

島へ 遣され 被 下 度 旨 を 願 ふ、 因兹御 吟味の 上、 九月 十四日 左の 通 仰 渡る、 

元 御 代官 青木 楠 五郞枠 靑木齷 之 助 (十二 歳) 

右 龜之助 依 父 之 科 中 追放 被 仰 付、 幼年に 付、 十五 歳 迄、 親類へ 被 K 置 候處、 遠島の 父 桶 五郎に 付添 罷 

越、 介抱 致 度の 旨 相 願 候へ 共、 流罪 遠島の 父に 付添の 儀、 願 Q 通に は 難 相 成 事に 候、 併 右の 島へ 相 越 

候 儀 は、 御 構 無 之 候 、尤 父と 同船 同居 勝手次第 可 致、 追て 出 島の 儀 も是又 勝手次第に 可 致 候、 

右の 通 親類へ 可 申 渡 旨、 牧野 傭 後 守 殿 被 仰 渡 候、 俊 之 申 渡 候、 
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右 町奉行 山村 信 濃守懸 りに て、 龜之助 親類 坂 原義 左衞 門へ 申 渡、 御 受仁科 吉次郞 名代 今福權 兵衛罷 出、 

而 して 龜之 助義、 十月 十七 日揚り やへ 被遣翌 十八 日乘船 島へ 罷越、 豆 州 御代 宫大草 太 郞左衞 門へ も 被 仰 

渡 島に ても^に 居 小屋 建、 中^ 1 人付 置 候樣仰 付ら れ候 由、 

〇 信州內 山村 百姓 惣 右衛門 粋龜 松が 事 

同 十月 御 代官 大貫次 右衛門より 御 届 

私儀 遠 藤 兵 右衛門 支配 所 撿見被 仰 付、 信 州 佐 久間郡 廻 村の 節、 同 郡の 內 山村 百姓 狼に 被 喰、 若年 枠卽座 

に 狼 を 組留、 鎌に て 殺 候 由、 去月 二十 八日 野 見に て 承 之に 付、 其 者 呼 出 始末 承 候 趣 左に 申 上 候、 

遠 藤 兵 右衛門 支配 所信 州 佐 久郡內 山村 

百姓 惣 右衛門 枠 龜  松 (十 一 歳) 

右の 者 信 州 上 州境 破風 山の 麓に て、 您 右衛門 高 一町 餘 田地 所持 家內五 人暮し 居、 宅より 三 町 程 隔り字 

逢 月と 申 所、 猪 鹿 防の 褥 小屋へ、 去月 二十 五日 夕方より、 粋龜 松述參 り、 龜松は 草 を 刈、 惚右衞 門 は 

小屋に て 火 を 焚： 候處、 同人 後の方より 狼來 り、 足へ 喰忖候 を、 振 返り 見 候處、 唇より、 11 へ かけ 喰 

付 候 間、 狼の 耳 を 握り、 聲を立 候に 付、 龜 松駔參 り、 所持の 鎌 を 狼の 口へ 引かけ 候 處、 かつら 際より 

嚼折、 用に 立が たく、  ； IH^ 衞門 所持の 鎌 を、 龜松取 上、 尙 狼の 口へ 柄の 方を稳 込、 うしろへ 引 倒、 兩 

人に て 押 候 得 共、 愁 右衛門 は 數ケ所 疵受候 上 働 兼ね、 龜松石 を 以て 狼の 口へ 差込、 鎌の 柄 を 打 込、 牙 

を 打 搔候得 共、 狼 不瘦搔 付 候 を、 龜松大 指に て、 狼の 眼 を 操ぬ ぎ， 漸 にして 仕留候 由、 惣 右衛門 事、 

所々 被 喰 候へ 共、 急所 外れ 候 故、 龜松 介抱して 宿へ 連歸 り、 療用仕 候處、 追 日 及快氣 候、 龜松事 年齢 

より 小柄 虚弱に 相 見え、 中々 右體の 働き 可 致 者と は 相 見え 不中、 驚^ 走 も 可 致處、 に 親 大事と 存じ 

必死に 成り、 右の 徵仕候 ものと 相 見え 候に 付、 此段申 上 置 候以ト ：、 

申 十月  御 代官 大 貫 次 右衛門 
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江 特尙又 御 吟味の 上、 龜 松へ 銀 二十 枚 被 下 候 由、 (ィに 銀 十 枚) 

0 松原 通 俊 成 卿 社の is::- 

松原 通 烏 丸 町家の 裹に、 俊 成 卿の 社 有 之、 神體 なき 故、 所より 冷泉 ni^ 部 卿爲村 卿へ 相 願、 則 彼 卿の 詠歌 

を 遣 はさる、 當時是 を祌體 とする. 3、 

末の世に 我 を もお も ふ 人 や あらむ むかし をし のぶ 心なら ひに 

此歌 山家 集に 有り 可 校正、 

〇 他國 文通の 咄 

友人 某 他國の 親戚 知已の もとより 來翰 すれば、 逸 早に 筆 を 取て 去る いつの 御狀今 何日 到來拜 見と 書く、 

年始 或は 寒暑の 訪 ひの そ は 容易 なれ ども、 必 す他國 より は 便宜た，.^ ざる 故に、 時節 音 問の っゐ でに 用談 

を 書 加へ 越す ものな り、 まして 用事 一通りの 通用な ど は、 卽 答なら ぬ攀 のみな り、 彼 某 は 左様の 通^に 

て も、 先づ とり 敢 すの 返書 をした、 め、 なほ 跡より と 書 殘し卽 日に 飛脚へ 出す 事、 近隣の 使 を 待せ 置て 

返報 を 書が 如し、 余 も 大旨は 察し ぬれ ども、 猶 委しき を 聞ん と、 彼 友に 尋 るに、 友人 曰、 他國 はいかに 

親しき とても、 境を隔 ぬれば、 とても 近隣の 如くに は 因が たし、 責て 文の 通路 を 滞らぬ 様に する が 信な 

り、 なべて 世人の 様子 を： EX- るに、 他國 狀到來 すれば、 封 は 切て 電覽 すれ ども、 先づ其 儘に 差 置、 中に も 

入 組 候 事な ど を申來 る長欣 は、 猶々面倒がりて打^^:置、 其 間に 日 を 累ね巧 を 越え、 あまり 延引 なれば、 

さらさら 返事 をせ すに も 置れ す、 是非な く 筆 を 取て、 様々 延引 0 云 譯に虚 を かまへ、 剩へ， 月日に 迄 嘘 

をつ いて、 二十 曰 も 前の 日付に いたし、 道中の 滯 りの 様に 先へ 思 はせ るな どの やから 少 からす、 是甚信 

を 喪 ふ 所、 人の 嗜 べき 事な り、 親戚知己に 遠近の 差^な し、 されば 近隣の 人へ 對 して、 靳の ふるま ひ あ 

らば、 や はか 先き の 人 だまって は 居 まじ、 畢竟 使の 待て 居ぬ から、 怠慢 起して 延引し、 夫 を 償ん とて 思 は 

ぬ 嘘 を 持へ て、 先の 人 を 欺く も 深き 邪に は あらね ども、 信 を 喪 ふの 非 は 5^ るべ からす、 是元來 何より 起 
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ると い へば、 面倒な りと 思 ふ 心 Q 私より 出るな り、 我 とても 時に 寄て は、 卽答 面倒なる 事 あり 共、 是を 

摘豫 するとい なや、 大延 する 事を覺 居れば、 何 か 差 置て 返事 を 書な り、 諺に 一寸 延れ ば尋延 ると 云が 如 

しと 答 ふ、 余、 も 尤とは 思 ひながら、 左 はならぬ ものな り， 去れ ども 彼 友の 一一 一一 n 葉を師 として， 隨分 早く 返 

事す る 心に て 居るな り、 去れば 其 友の 通用 を 聞に、 手前より 斯く 正しき に、 先き の 人に 耻 入て 此方より 

頼み 遣す W 事の 速に 辨 する 事、 我： iH 地に て 事の 調れ るより は增れ りと ぞ、 實に左 も あらん かし、 

〇^ 撿 校の 事 

江戶赤 坂に 住せる、 槁检校 保已ー は、 武州 搞の產 にて、 幼年より 疾 有て 瞽者たり、 故に 稚き 頃、 父母 終 

歌 を 習 はしむ るに 不器な り、 槁 自ら 曰、 我 は 生涯 擧問 望な りと て、 師に從 て 擧窗に 籠りつ とめ 事事 幾 赛 

秋ぞ、 (此師 朱考) 竟に功 終て、 1K 倫 英敏當 時是に 並ぶ 鴻才 無が 如し、 爱に 於て 撿抆群 書の 謬 を 患て 是を 

校訂 せん 事 を 欲し、 餘 多の 門人 を 築め、 捡校 自ら 是を 職り て、 細に 邪 僻の 迂論を 校 じ、 精密の 正義 を 祭 

然と 顯 はして、 八 r 年 迄 「お 部の 成 所の 物 八 百 部、 成 書の 分 は 板に 付て 藏書 とす、 憫 望の 人 は 格 葉 招 料聊を 

以て 獲 之 事 容易な り、 猶追々 害籍を 改正 養 解して 藏書 せん 事 を 欲す、 

當時群 害類從 略： ni 錄 

神祇 部 帝王 部 補任 部 傳 部 系譜 部 官職 部 律令 部 公事 部 有職 部 装束 部 文筆 部 

消息 部 和歌 部 物語 部 日記 部 紀行 部 抄物 部 連歌 部 管絃部 獄鸫部 鷹 部 遊戯 部 

飮貧部 合戰部 武家 部 釋家部 雜 部 合 八 kn 部 

右 書名 悉く 見聞せ りと 雖、 事^きに 仍り 略す、 袋 珍書 多し， 古より 盲者の 博覧 無にし も 非れ ども、 此保 

己 一 に 如き は- 和 學に長 ぜし人 を 聞かす、 冀く は成誊 一 片を乞 ひ 得て 見 ま、 ほしき 事 を、 (安永 天 明の 

頃) 

〇 院附與 カ處刑 
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元 文 二 年 四月 中 御 門院 崩御に 付、 掷附の 武家 赤 井 相 摸 守、 山 岡 播摩守 は、 荆役掷 免に て關 東へ 歸府、 右 

組與カ 同心 は御舊 例の 通り、 其の儘 御 宛 行 下され、 明 御殿 御番相 勤め 上み の 御所へ 御附 衆の 支配 を受、 

御 奉公 仕り、 其 身 死後 は、 番代不 被 仰 付、 妻子 離散の 先 格な り、 (一組 與 カ四キ 同心 二十 人 宛な り) 然る 

に右與 力の 內 伊丹 彌 五左衛門と 云 者、 長 病に て 難儀に 及び、 其 上に て打果 ける を、 同 組與カ Q 筆頭 淺田 

宇右衛門 笑止に 思 ひ、 竊に彌 五左衛門が 死を隱 して、 御 宛 行 を 頂戴す、 依 之 支配 三 枝 伊勢 守の 用人、 兩 

人 を 語ら ひて、 表 向 を 繕 ひける 處に、 事發覺 して、 表 向の 御 吟味なる 町奉行 所に 於て、 礼 明を途 られ、 

與カ淺 田 宇右衛門、 高 橋 十左衞 門、 (今 一 人名 失念) 三 枝 伊勢 守 用人 兩人 (名 失念) 各 場り 屋へ被 遣、 白肤 

の 上、 上， ゲ誣る 祿盜の 御沙汰と 成て、 其 事 を 重に 取 計ら ひし、 與カ 筆頭の 淺田 宇右衛門、 幷に是 に 同意 

して 賭賂を 取し、 三 枝 伊勢 守 用人 兩人 牢內に 於て 死罪、 高 橋 十 左 衞門幷 今 一 人の 與カは 追放に 相 成り、 

1 件 落着す、 且三枝 伊勢 守 始終 其 事に 不預候 由 分明に て、 格別の 御咎 なかり しと ぞ、 

〇 禁裏 掷賄 役人 處刑 

禁裏 御 賄の 儀 は 御所々 々大抵 御 分量 有て 御 代官 小堀數 馬方に て、 月. <  の 御 勘定 を 仕上る 帳面 を 作り、 町 

奉行へ 差 出し、 町奉行に 於て 是を 算當 して 相違なければ、 其 帳面 を 所 司 代へ 差 出し、 所 司 代より 關 東へ 

言上 有るな り、 然に 月々 臨時の 御物 入 多く、 禁裏 御物 成銀に て は、 始終 御 不足なる 故に、 餘銀を 以て 御 

取替 被 置、 其 秋の 御牧 納は、 直に 其 冬より、 春 迄の 御 賄 料と なれ 共、 無 程 御 遣 ひ 切" と 成 ゆ ゑ、 また 餘 

銀に て 御 取替に 成、 畢竟 御 取替と 申 は、 名目 計に て、 御 不足の 分 は 足し 被 進、 實は 渡り 切り なれ 共、 名 

目 を 御 取替と 唱 ふる 事な り、 斯る溫 和なる 御風 俗に 誇りて、 御賄掛 りの 役人、 不 廉直 多く、 先年 も 餘り過 

分の 御物 入の 節 • 公儀より 少し 其 御沙汰 有 之け るに、 結句 其 翌= ^猶御 入用 增 ける 儘、 懇 に御綺 有て は 益 御 

入用 累 るに 仍り、 其 後 は 一 向 其 御 さたに も 及ばす、 是上々 に 實に御 不足な らん は 如何せん、 全く 左に は 非 

す、 役人の 私曲 重疊 して、 何方よりも 察當 なきに 乘 じて、 思 ふ 儘に 擧動、 譬ば 諸の 御 買 上げ 物に、 二重 
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證 文を寶 人に 書せ、 若干 高直の 證文 を以、 御 勘定に 立る、 其 身の 築 耀歡樂 は 云べ からす、 下司の 者 迄 も 

十手の 指す 奢 超過して、 關 東に 聞え、 安永 三年 京 町奉行 山村 信 濃 守始て 上京の 節、 臺命を 奉って、 罷登 

られ、 所 司 代 土 井大炊 頭へ 奉書 を 以て 御 下知 有 之、 御 賄 頭 を始、 御賄掛 りの 者 共、 悉く 召 捕れ、 夫々 揚 

屋へ 入、 一 々； 明 せらる i 處に、 二百の 申披無 之- 重立 候 者 共 牢內に 於て 死刑に 處 せられ、 或は 流刑に 

謫 せられ、 下司の 輕 きに 至 迄、 追放 國中拂 等に 成り、 而 して 關柬 より 御 勘定 役人 餘多 登り、 更に 御 賄 方 

を 勤む、 御 賄 頭に は 江戶御 勘定 御 目 見の 者 を 被 任、 其餘は 支配 勘定 以下の 輕き 役人 を 差 登せられ、 夫々 

缺役を 勤め、 此御 呤味掛 り、 山村 信 濃守幷 禁裏 御 附天野 近 江 守 立會、 是を 頭取て 支配し、 總て 京都 御 入 

用事の 取 極り を 相 兼、 是迄 江戸へ 相 伺 ひし 小事 は、 向後 京都に 於て 評定 を 遂げ 執 計べ しとて、 與カ 同心 

にも、 此掛 役人 出来、 一 件 吟味 相濟 ぬ、 今般 坐せられ たる 御 賄 方の 名前 左記、 (但科 書 燒失故 愛に 略す) 

安永 三 甲 午年 八月 二十 七日 
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死罪の 者 枠 は 遠島、 十四 歳 迄 親類 預け 

遠島の 者の 粋 は 中 追放、 右同斷 

中に も 遠島、 高 屋遠江 は、 三味線に 長 じ、 h 猿 樂の能 を 善し、 度々 御 能 を も 勤め、 皆 人 堪能 を稱 しける 

前卷に 記せる 如く、 左 こそ 島人の 賞翫 他に 異ならめ と、 思 ひやる 計な り、 
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< ム朋 草 卷之百 五十一 一 

東照宮 百 五十 回 神 忌 

明 和 二 乙 酉年 四月 十八 n:、 東照宮 百 五十 囘神 忌、 於 日光 山 御 本社、 御經 供養 幷御本 地 堂 曼荼羅 供，^ 第、 

御經 供養 當日 (諸家 束帶 法 中 鈍色 一 £ 装裟) 

四月 十八 日 巳 刻 

先 至 刻限 鳴 行事 鐘 (圖書 寮 官人役 之) 次樂人 入樂屋 次 囘廊衆 僧 着 坐 次 公卿 着 坐 次 誠 證兩官 着 坐 

次兩 名代 着 坐 次內坐 衆僧幄 前列 立 (以幄 方爲上 首) 次 伶 倫參向 次 導師 輪 王寺宮 行啓 于惺 次 揚幄簾 

時樂 人參奏 一曲 (此時 賜 祿坊宫 役人) 次 伶 倫 奏音樂 先進 衆 僧 入樂屋 次 導師 供奉 行列 執 鋼 執 蓋 殿上人 役 

之 到 唐門 下放 蓋 (供奉 人 止) 次衆儈 蹲踞 着 坐 次 導師 着 坐衆儈 平伏 次 威儀 師跪 唱總禮 (二 聲) 次 衆 僮 

禮拜誠 證禮拜 無 之 次 伶 倫 奏上 樂 次 導師 登高 坐 次 堂 達鳴聲 (二 下) 次 唄 (此間 菩薩 供 華 十 弟子 備之) 

次 斌華籠 (殿上人 役 之 外 坐 僧 衆 武家 諸大 夫役 之) 次 散華 次賦新 御寫經 次 法則 次 御 願文 諷誦 (扈 

從靈 山院捧 導師) 次囘向 次 導師 下 高 坐 次 撤御經 幷華籠 次舞樂 三番 (此間 取 被 物) 次 被 物 儀畢. N 廊 

衆 滑 退出 次 外 坐 內衆僧 退出 次 誠 證返出 次 公卿 返 出 次 雨 御名 代拜 次 奉幣 畢入 御幣 殿 神酒 頂戴 退 

出 輪 王 寺せ：： 於 御 拜殿會 釋有之 

次 輪 王寺宫 退出 次 武家 退出 

十九 日 巳 刻 於 御 本 地 堂 曼荼羅 供 

諸家 束帶法 中袍裳 衲裝裟 


草  m 


先 至 刻限 鳴 行事 鐘 次 侃 倫 入樂屋 次 衆 僧 着 坐 次 誠 證着坐 .f^-兩御名代着坐 次內坐 衆儈握 前列 立 

(以幄 方爲上 首) 

此時承 仕 賦饒鉢 

次 樂人參 向 次 導師 輪 王寺宫 行啓 于握 次揚握 簾時樂 人進奏 一曲 

此時賜 祿坊官 1 一人 役 送 之 

. ^讀頭 (合 讀) 傲 (合 钺ニ匝 有 序 伶 倫 奏樂先 衆 僧 入樂屋 次 讃衆參 堂 洒水薰 香 列 立 令 坐 前唱讀 次 

導師 供奉 行列 執 綱 執 蓋 殿上人 役 之 次 到 階下 放 蓋 (供奉 人 止) 次 導師？：： 前 洒淨入 堂 疊前立 此時止 讃撞敛 

同時 着 坐 次 威儀 師跪 唱總禮 (二 聲) 次 衆 僧 禮拜誠 證禮拜 之 次 伶 倫 奏上 樂 次 導師 登高 坐 次 着 坐 

讚 (此時 菩薩 供 華 如 昨日) 次 唄 師發音 (此時 賦華籠 如 昨日) 次 散華 對揚 (撤華 籠) 次 法則 次唱禮 次 

大讚 次佛讃 次 甲四智 (三 反) 次 四智讃 次 導師 下 高 坐 (讃始 時) 次舞樂 三番 (此內 取 被 物) 次 被 物 

儀畢 椽衆儈 退出 次 外 坐 內坐內 衆 儈返出 次誠證 退出 次 公卿 退出 次 雨 御名 代 退出 輪 王 寺 {呂 起坐會 

釋有之 次 輪 王寺宮 退出 

今日 宮方 公卿 雲 客 於 御宮 奉幣 

日光 參向 公卿 

兩傳奏 廣橋 大納言 兼 胤 卿 姉 小路 前 大納言 公文 卿 

右三 月 十三 H 京都 發駕 

靑蓮院 宮尊實 法 親王  同月 十九 日 

梶井宮 常 仁 法 親王  同月 二十日 

魔 司 殿御 首途  同 日  六月 六日 歸洛 

自 1 一十 六日 到 三十日 諸 卿 追. 下向 

  二 六 1 


丹定兼 
波幅矩 

頼 朝 朝 


二 六 二 


翁 
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着 坐 公卿 

右 大 g 鷹 司) 權大納 言 三 條大納 言 

滋野 井中 納言 平中納 言 姑 小路 前 大納言 

臨時 奉幣使 

風早宰 ffl 樋 口 宰相  圃池前 宰相 

散 花 殿上人 

(禁裏 贈經 使) 公明 朝臣 (女 院贈經 使) 實內 朝臣 (親王 贈經 使) 隆建 

堂 童 子 


四 辻中納 言 


光祖 

左大史 

外 記 局 

官 掌 

同 


臣 (執 綱) 與 直 

臣  兼 

尙 (執 蓋) 大 江 

奉行 辨 

地下 官人 

盈  春 

山 口 少外記 千 俊 

治 部 少丞康 

粟津 右兵衞 大尉 淸胤 

(左) 小 野大炊 允氏當 

青木 縫殴少 允行 舂 


朝 臣 (樂 行事) 有 政 朝臣 


文 廣 

俊 名 (同上) 


雅 


朝臣 (准 后 贈 便) 成 李 朝臣 

(同上) 基 村 朝臣 

澄  仲 


大外記 師  資 

左少史 村 田 式部 大丞春 敷 

御倉 小舍人 眞 繼若狹 守， 親弘 

同 川 越 兵 庫 權助救 貪 

同 (右) 座 田 內匠少 允 氏 章 

司 同 右衛門 少尉れ 充 


內記局 平 田少內 記永淸 

出納 代 高 屋遠江 守 113^ 

同 山 科 刑 部 大丞生 民 

史 生れ 司官 淡路 守春昌 

召 使 三 宅 中 務大錄 偕： ， a 

圔書寮 田 村圖書 頭廣敎 


同 

玄蕃寮 

木工 寮 

掃 部 寮 

馬 寮 

同 

同 


納 

掌 


蒔 田 圖書少 龙 祐 

祌原治 部 少丞正 茂 

山中 玄蕃權 助秀品 

堀川 左衞門 尉弘顯 

淸水掃 部 權助利 平 

大島 左馬大 允友季 

(內 匠) 佐 木 富 茂 


數 

木 


馬 


綱 

御 名 

若君 御名 代 

同 

鷹 司 殿 馳走 

靑蓮 院宮同 


敎 重 

崎 源 之 進 

口 主 膳 美 祐 

井 求 馬 

長 次 

村 法 橋了琢 

寺 家 宰相 法 橋養氣 

新 村 皮 右衛門 

代 井伊 掃 部 頭 直 幸 朝臣 

滔井備 前 守忠望 朝臣 

昌 山飛彈 守羲紀 朝臣 

島 津淡路 守久抦 

六 鄕兵庫 頭政經 


式部省 山 口 式部 少丞 秀昌 

骓樂寮 岩 崎 骓樂大 允 氏 方 

同 青木 玄蕃大 允行 親 

主 殿 寮 小 野 主 殴 横 助 重 成 

主 水 司 橋 本 主 水 佐 信 益 

同  同 右馬大 允政武 

同 (主 稅) 小 ® 有 精 

同 藤 井 若 狹掾秀 綱 

同 中島 彈正留 綱 

駕輿丁 (左 近衞) 兄 部 小 畑數馬 

府 沙汰 人 神 田民彌 

承 仕 濱岡法 撟道泉 

威儀 師 土橋 大藏卿 法眼 證珉 


所 

樂 


守 

人 


永 

同 

秋 月 山城 守 種 茂 

堀 大和 守 親 長 


治 部 省 山 口 治 部 大丞康 俊 

同 德岡 雅樂少 允久弘 

大藏省 堀川 近 江 守弘光 

同 同 主殿權 助職秀 

彈正臺 立 入 彈正少 忠直和 

使 人 . (右衛門) 德 岡久昌 

衞士重 頼 母 長 之 

使 部 小 田 右近 貞行 

同 高 野 八ニ郞 

大石术 H (右近 衞府) 兄 部 近 松 余所 一 一 

鎰取職 藤 井久 次 

大佛師 七 條左京 

從儀師 鳴 瀧 兵 部 卿 法 橋 幸 俊 


善 房 同 岡 

十六 人 

松 平 越 前， 守 重 富 朝臣 

家 由 良播摩 守貞調 朝臣 

前 E 伊豆守 長敎 朝臣 

捤井宫 同 佐 竹壹岐 守義陂 

馳走 扣 九 鬼 長 門守隆 a© 


田 平兵衞 


岩 城 右京亮 隆光 

松 平 兵部大 輔長喬 


草  翁 


二. K 四 


祭 禮 奉 行 

總 奉行 

大目 附 

勘定 奉行 

中 奥 小姓 

目  附 

小 十 人頭 

作事掛 

小人 目 付 

日光 長 坂 固 

行 道 口 同 


本 多鱟後 守助盈 同 代 保 科 越 前 守：」」 富 小 笠 原 彈正少 弼貞顯 

松 平 右近 將監武 元 松 平攝津 守忠： a 寺社 奉行 土 井 大炊頭 利 里 

筒井 大和 守忠雄 御撿分 小 出 信 濃 守英智 田 沼 主 殿 頭 意次 

小 野 日向 守 一吉 作 事 奉行 丸 毛 中務少 輔政恭 

松 平 若狹守 太 田 駿河守 阿部 遠 江 守 松 平 右兵衞 尉 土 屋丹後 守 杉 浦 出 雲 守 

伊藤 山城 守 酒 井 對馬守 

太 田 三 郞兵衞 吉川 式部 大輔 松 平 縫 殿 頭 


荒 井 十 太夫 勘 

福 田 久左衞 門 徒 

永 田 平三郞 醫 

松 平 直 次 郞定功 

松 平對馬 守親盈 


定 伊奈 半 左衞門 柘植 五郎左衛門 

目 付 秋 山 豐五郞 

師岡本 玄順丸 山昌貞 外 

仁王門 同 大久保 佐 渡 守忠鄕 

同 代 保 科 越 前 守 fiH 女 


科 奈 須玄筑 


敬白 請 諷誦 事 


三 寳衆僧 御 布 施 j 


右  * 

東照宮 仙 遊 春秋 久遠 正當 一 百 五十 忌 昌朝隆 楝負廊 廟之才 盛 世 元 勳鐘海 嶽之氣 於 是方招 解法 一 必聽恭 設修善 

大會 幢幡 華 鬉炳然 輝 席 晃瑶璃 寳刹之 莊嚴鐘 磬香燭 源 焉澄心 洗 寂 世 塵界 之 汚穢 如 在 丹心 神明 垂影感 格 無上 

白 業 怫陀吐 舌 讚嘆 仍 諷誦 所 修如件 

明 和 二 年 四月 十八 日 

願文 曰 


翁 


草 


夫乾坤5?氣功名顯于鼎蒙社稷元動公*-堅千佘石撥亂治邦麇揚渭水之師經^^緯地鳳鳴皎山之陽斧錢之賜克 

II 九 錫 之 命 1  ズ也哉 恭惟東 iHS 犬资絕 倫 雄武 命 世 精 忠許阈 洪國濟 時忠揭 日月 義嚴雪 霜 功 蓋 四海 名垂 百世 貴 

窮人欝 尊 亨祌號 冠 東 藩 之^ 揚西京 之 光懇帝 栽而宅 百揆佐 天子 以理了 機 綱紀 帳 而終不 馳肱股 良而固 無傾受 

祿無彊如大川之方•^^f:降年有永似南極以彌光爱弟子征夷大將軍內大臣正l 一位 朝臣 家 治 庸愚 不德而 辱統緖 

戰々 兢々 日夜 憂苦 虔 々 敬 々 刻 昏恐粟 令 緖巳十 葉 靈德輝 百 餘洪眸 之 恩：^ 海猶淺 崇高 之德 泰山 尙卑 方今 恭嚴 

祖廟，  醴祀年 虔重命 緇徒謹 開 法 筵特辱 朝廷 命 大臣 爲歡使 星 軺雲簇 月 卿 霧 集 峨冠博 帶儼然 威 俵 紫盖黄 旗肅乎 

儀刑 繙經卷 以結善 緣奏鏡 詖以助 快 樂燈光 與香荼 合 梵唄 和 律呂 紺 紙 金 〔子 妙法 蓮華 經 一 部 1 一十 八 品 無量 壽經 

觀 普賢 經 阿彌陀 般若 心經各 一 卷右者 丞相 緇素 竹 園 及 亞槐黃 門 僧正 等 各淨謄 一 品 所 奉 供養 廼命 一 品 公 啓 法 

親王 爲唱 導師 裏 嶽魁首 觀帝孫 照 世 之 光 蒼 龍 濟人之 慈 似彩鶬 行成 比 瞿曇誠 感通祌 明 豈不彩 門 棟梁 人 天 龍 

象 乎 時 也 南 薰人絞 夫 花 翻 序 長 萬 物 蕃榮蒙 群 類 而光被 竊願帶 礪之盟 永無渝 社稷 之 固 終 不頹保 遠 齢 於 無彊隆 

曆數於 永年 鵰翼垂 天 風 芭瑞世 祥視之 臻祌靈 之 眷普天 率土 一 般 平等 

明 和 一 一年 四月 十八 日 

征夷 大將 軍內 大臣 正 一 一位 源 朝臣 家 治 敬白 

少納言 侍從大 內記菅 原爲撲 朝臣 作 進 

從三 位藤 原 宗時卿 清書 

呪 願文 

日月 中 1K  無 有 私 照  陰陽 和 順  品物 遂性 

褰海 泰平  嘉禾豐 熟  兆 肉 i 樂業  平等 利益 

明 和 二 年 四月 十八 日 四 言 六十 八 句 

右 誤字 多 可 追 校 

 [ I  二 六 五 


軍  翁 


  二 六 六 

〇 石州靜 の窟屋 

石州濱 田領內 に、 靜 といへ る 所有り、 其 山中に 厳窟 多し、 其 中の 殊更 大 なる 窟屋に 社 有り、 傳に 曰- 少 

名 彥の御 神 を 祭と 云云、 然るに 今より 百年 前、 此社を 開く 事 有しに、 中 虚 なりし かば、 或 人藥師 如来 

の 銅像 を納 む、 是醫 藥の緣 によりて 習 合せるな らん、 去れば 此 銅像 夫より 幾程 もな く 蝕け る を 見つけて 

不思議の 事と し、 神慮に 叶 はぬ を懼れ て、 其 像 を 他へ 移したり、 今此 社中に 此 よしを 漢文に したる を納 

む、 其 漢文 は甚 不文 なれ 共 意趣 は此 事な り、 濱田 侯の 侍 醫和擧 に 志す 人の 作な り、 此靜窟 は、 萬 葉 集に 

よめり、 

大 なむち すくなみ がみの つくりけ ん靜 がい はや は 見れ ど あかぬ かも 

此靜 のい はや を はり まの 石の 寶殿 なりと、 かしこの 緣 記に いふ は 無稽の 言なる べし、 

〇 城 州 八幡 妻 敵 討 

元 文 二 己年 城 州 八幡 妻 敵 討の 事 を 書る 艸紙 有り、 是を讀 に 姓名 地名 時日 等 は、 凡 違 は ざれ ども 事蹟に 於 

て は大に 相違して 頗る 狂言な り、 總 じて 事實 のみ を 書けば、 塞 寡に して 淋しき に仍 り、 色々 の 事 を增補 

し 入 組 を 持へ、 文 華 を 以て 是 をかざる 事、 古へ よりの 習 はせ にて、 目を歡 ばせ、 耳 を驗す 事な り、 小事 

だに 斯の 如し、 况ゃ治 亂の大 なる を 記す るに 於て を や、 後世に 傳 ふる 處、 若干の 違 ひ 多 かるべし、 或講 

鐸師の 云 事 は、 譬ば 何の 國に 何の 敵 討 有と 聞る や 否、 先 姓名 家 綠 地名 時日 等 をよ く聞亂 し、 最敵 打の 主 

意 を 聞き、 夫より 事の 次第 を 面白く 作お、 看板 を揚て 之を講 するな り、 尤事 實を專 にせん 事 本意 なれ 共、 

夫に て は物每 早く 濟て輿 無き 故に、 其緣々 を 引て、 事 を 長く 延し、 訟 する 所に て、 敵 を 擊樣の 趣向 を 持 

る 事、 講師の 肝要に、 工夫す る處 なり、 餘り 花やか なれば 芝居め き、 又 屈曲 過れば 人々 退屈す、 故に 其 

屮を 執て、 實 にも 眞 しゃかに 情の 盡ぬ 様に 講 すれば、 聽衆 信用して 評判よ し、 唯 姓名 地名 時日、 或は 家 

祿 等に 聊も違 ひ 有れば、 其 他の 事 も 皆 嘘に 成り.、 右の 類 正しければ、 其 他の 事 も 皆 噓が實 になり、 仍て 
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強ちに 事實を 深く 聞钆 すに 不 及と 云り， 寳に さも あらん かし、 此敵擊 の 事 は、 佘が 隣家に て發曰 一より よ 

く 知れり、 s: 方 田 重丞子 幼名 忠次 郎、 後に 孫 七と 號、 (其 兄 雨 人 姊雨人 有、 兄 雨 人 夭死 故に 五子 孫 七を嫡 

子と す) 其 弟 彥三郞 (後 重丞) は、 妾腹の 子な り、 然るに 八 1! の地士 に、 下 村 故 菴と云 者 有り、 是は元 

浪花の 豪家、 淀屋辰 五郎と て 世に 普く 知る 處の ものな り (山 崎 與次兵 衞藤屋 吾妻と 名 付て 淨 るり 幷 芝居 

等に する は此辰 五郎 事な り) 渠が 先祖 は 太 閣秀吉 公の 御意に 入て、 浪花に 其 名 を 輝かし、 所謂 金の 鶴、 其 

外 太閤より 拜領の 珍 器 天下に 希なる 品々、 倉庫に 滿ち、 富裕の 名、 天下に 隱れ 無し、 辰五郞 代に 奢 超過 

して 咎に逢 ひ、 所帶欠 所、 大阪三 鄕を拂 はれ、 夫より 山城 八幡へ 来りて、 社士の 株幷地 屋敷 田地 等 を 求 

め、 下 村 故 菴と名 を 改め、 蟄居し ける が、 後年 夫婦 共に 身 まかり、 幼稚の 孤 女 一 人殘し を、 所より 世話 

して、 其 家 を 立ん と 婿養子 を尋 るに、 重丞 末子 彥三郞 を 媒酌人 有て、 緣結整 ひ、 下 村の 家の IH. 養子と し 

て、 名 を 右衛門と 改む、 于時家 女 以保子 八 九 歳の 頃な り * 此娘は 名に お ふ 傾城 妻が 産し 子 なれば、 稚き 

より 生れながら 美質に して、 年長す るに 隨ひ、 容貌 端正に 位備 りて、 や ごとな き 風情、 いかなる 深窓の 

淑女に やと 見る 人 .一 母に 魂. を 搖 せり、 され ども 未だ 年少 なれば 配偶 もせす 鬼 角す る內 に， 兄 孫 七と 通ぜ 

り、 故に 重丞 他聞 を 耻て孫 七 を 以て 下 村 Q 家を繼 せ、 右衛門 を 取 房して、 吾 家の 嫡 とし、 名 を 重 丞と改 

む、 然してより 孫 七 下 村 左 屮と更 名して、 八幡に 行て 家 女と 婚姻して 家 を相續 す、 元 來孫七 行跡 不正に 

して、 淫亂博 突に 耽る に仍 り、 相績幾 ほど もな く、 田地 等を沾 却し、 下 村の 家將 に倾壞 せんとす、 人々 

異兑 すれ 共聊用 ひす、 自ら 夫婦 合も不 熟に 成ぬ る 故に、 左 中 は 大方 洛に 出て 放蕩！ S 突 を 事と す、 斯ては 

相 緩 成が たしと、 社 士の內 の 信 友 杯 相談して、 離 緣の事 を 左 中へ 達しけ るに、 左 中 も飽迄 養家 を 荒して、 

もはや 望 所 もなければ、 大旨 許容して、 未 離別 狀は遣 はさす、 然るに、 八幡 鄕へ、 他所より 劍 術の 指南 

に來る 大野 左 門と 云る 浪人 有り、 社士等 大半 是が 弟子と 成る、 左 門 事 妻子 もな く、 獨 身の 者 故、 社士等 

下 村の 跡目 を勸 て、 是を 媒酌 せんとす、 左 鬥も幸 ひの 事に 思 ひ、 半 は 許容せ り、 左 中 は 彼 家 を 立 去て 歸 
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らす、 明 家 同前の 暮 しなれば 妻女と も 因 Q 爲め 宜し かるべし と、 彼 家 を 稽古場に して、 社 士等是 を 執 持 

ち、 後に はかし こに 泊る 様に も 成たり、 去れ ども 未だ 離緣の 事と くと 濟 切ら ざれば、 表 向 落着 迄 は、 客 

分の 如くに て、 內々 は 主の 如し、 左 中京 都に 在て、 風に 是を 聞き 犬に いかり、 何 條斯る 不法 狼藉 や 有べ 

き、 渠が在 宿 を 疾と聞 定めて 竊 入り、 二人共に 討捨 んとェ む、 是に與 する 者 も餘多 有と かや、 世上の 說 

に は、 弟 重丞も 助太刀の 樣に、 幕ら 噂せ しか ども、 是は 仕官の 身分 なれば、 不 願して、 私の 働 一 向 成が 

たき 事. なれば- 非說と 知べ し、 其 他 助太刀 多く 有し 樣に 沙汰し 侍る、 何者か 不知、 元 文 二 巳年 正月、 〇 

〇 夜 彼 宅へ 竊 入て、 大野 左 門が 寢込 を擊 に、 左 門 も 兵 術 師範の 者 なれば、 尋常に 名 乘合は r むさ-^ とも 

討る まじ けれども、 深夜 熟睡 を 起し も 立す 討た る 由、 仍て云 甲斐な く、 一  刀に 擊れ ぬ、 (伊保 改 佐^) 妻 

女 は 尋常に 押 直り、 首 を 討れ 候 由な り、 卯 八幡より 注進 有 之、 鹿に 於て 様子 聞 礼 さる.. -處 に、 未だ 離緣 

濟 切ざる 內に、 他 夫 を 入 置 候 事 所の 取 計 不埒 故、 招 應の咎 有 之、 左 中 は 右の 趣 故、 申譯相 立、 普通の 妻 

敵 打に 成て 事 済ぬ、 去ながら、 敵 打の 始末 其』 評判 宜しから ざり き、 是 を大阪 芝居に て、 取敢す 二の 替リ 

狂言に 取組、 淀 鯉 余の 鶏と やらん 云 外題に て、 兄 左 中に 市 山 助 五郎、 弟 左 五郎に 嵐三郞 にて、 其 狂言 大 

に はやれり となん、 其 後 五六 年を經 て、 京都に て 博 突 御 吟味 有 之、 其砌左 仲な ど 重立 候 棟梁 故に、 流刑 

せられ、 十 ケ年餘 過て 御赦に 逢て、 歸洛 せり、 然れ ども、 一 旦 公儀の 刑に 逢た る 者 故、 權鬥の 下へ は 立 

人せ がた く 親 重丞は 先に 殁 して、 當時左 中 を 義絶すべき 叔兄 もなければ、 表 向の 義結は 届 ざれ ども、 諸 

親類 鎵者 ー铳 申合せ、 不. i して 搆 はす、 後に は淺 猿き 有さ まに 成り、 七十 餘歲 にて 果たり と 云、 
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〇 花 山 院右府 公の 事 

花 山 院右府 公 (}K 明 中 逝去 御諱 失念) は、 博覽 宏材 にて、 當 時の 人傑な り、 公事 國史總 じて 故實舊 式を嗜 

んじ、 朝に 於て 勅問の 事 有に、 聊滯る 事な し、 故に 六 ケ敷事 は 先づ此 公へ 御尋 有て、 其 勅答 を用ゐ させ 

給 ふと かや、 其 身 華族の 歷々 なれ ども、 常に 攝 家の人々 を 重んじ、 彼 五家 は 藤氏の 宗窒 にて、 人臣の 自 

家な ど、 は 比し 難しと、 陰 にても 尊敬し 給 ふ、 然れ ども 事の 不巡 超越な どに 至て は、 飽迄も 舊例を 引て、 

强く 申立ら る. -處、 諸 卿の 及處 なり、 一 と 年 大臣 か大將 かを攝 家より 申され、 勅許 有て、 被 公 超ら れ 

給 ひし 時、 ^參內 して、 斯 る先縱 未だ 侍らす、 然れ共 勅許の 上 は 爭で勅 を 背き 奉るべき、 但當 家の 事、 

臣が 代に 至りて、 始て舊 儀 を 喪 ひ 候て は、 祖先へ 對し 何と 申譯 仕べき、 愚 不肖の 者 は 官を罷 て、 家 を 退 

き、 領地 小鹽 村へ 引 込み、 民に 成 候に 不如 候と、 言 を發 ち、 勃然として 奏せられければ、 一 旦 勅許 有し 

I 條 家の. K 臣を召 返され、 彼 公是に 進み 給 ふ、 而て 暫く 其官に 在て、 無程辭 せられ、 夫より 攝 家へ、 彼 

官を復 せられぬ と 承 及ぬ、 其 外 此右府 公の 美談 あまた 前 錄に書 つらね 侍りし かど も、 燒失 故、 签に つや 

く覺へ 侍らす、 中に も 何等の 事に や、 鷹 司殿此 公の 德功 を擧 て、 相國推 任の 事 を 沙汰し 給へ ども、 華 

挨 家に 於て 相國に 任ぜら る-^ 事 絕て久 敷 例な しとて、 時の 關白近 衞殿諾 せられす、 さあらん に は、 鷹 司 

殿 自ら 當官の 左 府を辭 して、 左 府推任 をと 議 せられ けれ 共、 夫 だに 近 衞殿肯 給 はす、 {4! しく 止ぬ となん、 

惜む べし，， ，.\、 屮古迄 は 攝家淸 花の 差別な し、 攝關の 天 職 三 公に 進み 給 ふ 事、 攝 家に 替る事 無り しに、 

近世 淸花 は衰 へ、 攝 家に 權を 奪れ て、 幾度 か官 加階攝 家に 超ら れ給 ふ、 有德 公の 御 時代、 東都に 於ても、 

其 沙汰 有しに 仍り、 その 頃より 右 府內府 左右の 大將 など、 華族へ 當官 廻れ ども、 長く は 持せられ す、 程 

.  二 六 九 


  一 1 さ 

なく 辭退 有て、 攝 家 に 長く 官^ 止まる、 淸 花の 人々、 此 公の ごとくに 先縱を 申立ら れ なば、 斯は有 まじ 

きなり、 强て申 人 無き 故に、 夫が 例に 成て、 自然と 淸 花は衰 へぬ、 就中 近年 左右の 大將攝 家に 久敷 有て、 

淸 花へ 出 ざり し を、 大炊 御門 卿 歎き 給 ひ、 斯ては 淸花は 大臣 家の 如くに 成て、 三 公に はす、 む 共、 大將 

は 長く 攝 家へ 取らる べしと 遮て 大將 申されし に、 左 有らん に は、 大臣 Q す、 み遲 かるべし と、 街 沙汰 有 

れ ども、 其 俵 は 鬼 も あれ、 差當り 大將淸 花に 絕ては 如何と 頻に 望まれけ る 故、 右 大將に 任ぜら る、 時の 

人大炊 御門 家を稱 美せ り、 當時は 官職よりも、 唯 世の 用ゐを 望まる i 風俗 なれば、 久我 殿な どは淸 花の 

家と して、 武家 傳奏を 持る を、 淸 花の 人々 是を あざみ 譏りて、 斯く 有べ く は 玄關の 翠簾を 取らる べしと、 

一統に 事 六 ケ敷被 申に より、 是非な く 翠簾を 取られぬ とか や 承りぬ、 虚實は 不知 (淸花 家に は 都て 玄關 

に翠簾を褂らる.^こぞ) 先年 三 條西公 福 卿 は、 暫く 武家 傳奏を 勤 給 ひしが、 程なく^ 退 有し、 其 所以 は 

武家 傳奏を 勤れば、 歌が 詠す と Q 旨 趣 成しと ぞ、 其 身 華族に も 非れ ども、 和歌に 名 を 得られし 人 なれば、 

其 志の 優美なる を 其 頃 人 讃美せ り、 又 花 山 公 先年 故 If て、 儒士松 永昌祐 (松 永貞 德裔) 方に 傳來 せし、 

後水尾 帝の 勅額 を 拜見有 度 由 を、 昌助 許へ 手 寄 を 以て 御捆望 有り、 尤拜 覽濟候 得ば、 直に 還 御の 御 積り 

に 候 問、 必御饗 は 勿論、 取 繕 等の 事、 堅く 無用、 常の 儘に て 掷待受 可 有 由な り、 昌祐 素より 彼 御 家へ 御 

.5 緒 もな けれ 共、 貴人の 御 懇望の 事 なれば、 爭で いなみ 奉るべき、 拜諾 して、 日時 を 定め 御受を 申す、 

而 して 自家の 洒掃 心の 及 ほど 叮嚀に とり 營み、 假の御 厠 迄 も 構へ、 町 內へも 內意を 以て 御當 日の 穩便 をた 

のみ、 拉 當 日に 至りて 床上に 恭しく、 勅額 を！^ り、 自ら は 麻 上下 を 着し、 門前へ 出て、 御成 を 待、 遠見 

を 付 置て、 御 乘舆遙 にみ ゆる 頃よ iy. 昌祐 門前に 蹲踞して 乘舆を 出させ 給 ふ 時 平伏す、 則 御會釋 有て 徐に 

人 御、 昌祐庭 上に 暫く 按 一能 在、 御 様子 を 伺ふ處 に、 勅額の 一 と 間へ は 入せ 給 はす、 次の間に 平伏 有て 威 

懷を 正し 給 ひ、 勒 額拜覽 有り、 右 濟て昌 祐新敷 御茶 碗に、 木 具の 蓋 茶臺を 以て 素 湯 を 棒ぐ、 是を めし 上 

られ、 SI 祐へ御 一 謝 有て、 暫 して 還 御、 昌祐御 見送りの 式、 入御の 時の 如し、 昌祐 直に 彼 御館へ 參 候し 
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て、 御機嫌 を 伺 ふ、 公よりも 使者 を 以て 御謝訶 有と なん、 時の 人 聞傳へ 評しけ る は、 茶 にても 旣に製 方 

有り、 淸 水の 素 湯の 饗、 尤なる 事と 美談せ り、 公 も是を 賞し 給 ひしと かや、 

〇 狐 爲僧來 る 事 

寳永. 止德の 頃、 京 町奉行 組 同心 田 村 治 助と 申 者の 方へ 常に 來り睦 ふ 桑門 有り、 元来 は 狐な おと 云り、 い 

か成譯 にて、 治 助と 親しく 交りし にや、 其 由緒 は 不知、 同 組 同心 田 村淸八 は、 治 助 親類 なれば、 此淸八 

に 様子 を尋 しに、 右の 桑門 名 は 何と やらん 聞し が 忘れし、 常に 治 助 方へ 親しく 參り、 齋非時 等に 毎度 淸 

八 も出會 しと 云り、 元來は 沙汰 Q 通り 狐な り、 其 身 も 是を隱 さす、 去れ ども 交. ON に 少しも 狐ら しき 事な 

く、 言語 も 正しく 普通の 出家な り 唯一 つ 人と 替 りし は、 齋非 時の 膳 を 居る に、 一 と 間 を 立 切て 此儈 計り 

內へ 入、 餘の 客は刖 間にて 並び 食す、 此僧 は饗瞎 を給畢 て、 膳 を 次の間へ 出して 是を 謝す、 淸八 渠に尋 

し は、 其 許は官 をも不 望、 など 左様の 境界に て 被 居候 やと 問、 答 曰、 我 は 官の望 更にな く、 世 を 捨て 如 

斯、 人間 出 離の 人と 心得し と 云、 又 問、 狐 は 人 を 誑し 或は 仇 をな し、 世の 害 多し、 奈何、 答 夫 は 皆 野 狐 

のい たづら 事な り、 人間と 違 ひ、 狐 は 通力 ある 故に 左様の 事 を 爲すは 容易し、 然れ共 普通 S 狐 は、 是を 

せす、 世の 害 をな し 人に 難儀 を懸る は、 官位に 志な き 野 狐の 惡黨 者な り、 人間に も惡黨 有て、 勘當 をせ 

らる、 類の 者な り、 狐 一統に 故 もな き 人 を 化し、 世の 害 をす るに は 非す、 但仇 をな す 事 は、 是も皆 人間 

の 上に も 有事な り、 或は 小 祠を打 潰され、 又は 科 もな き 狐に 難儀 を かくる 事 あれば、 其 仇 を 報す る 迄な 

り、 官に 志て 其 功 積り、 白狐と 成り、 御 本社の 命婦 等の 重役 を 勤る に 至て は、 將に神 震な り、 一 年づ 

輪番に て 勤 之、 此役 諸國の 白狐へ 廻る、 交代の 時 聊違ふ 事な し、 人間に て 申さば、 大 寺の 輪番 を、 出世 

の佾の 勤る が 如し、 之に 至らん 迚、 狐 我 もくと 諸國 より 登り 來て、 御 本社の 鳥居 を 飛越る 事此 願に 在 

り、 (命婦 の事幷 鳥居 飛越の 事稻 荷の 社 祠へ尋 しに 本文の 通 無 相違) 加 様の 志の 狐、 人間に 害 をな す事更 

になし と、 又 問、 世に 狐 福と 云 事 有り、 我 極て 貧し、 願 はくば 願 を 與へ給 ひてん や、 答、 世に いふ 事な 
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一 一 七 二 

れど 夫は究 てな き 事な り、 唯 正路に して 家業 を 怠らす、 陰德 をな す 如きの 志の 人 は、 祈らす とても 神 や 

守らん、 本 歌の 逋 なり、 貪欲の 心に て 御 本社へ 歩み を 運び、 丹精 を 柚る とも、 元来の 志 遠 ぬれば、 祌靈 

の 奇瑞 有べき 樣 なし、 況ゃ 足下 杯の 貧 を、 野 僧が 力に て 福 を 得させん 事、 S 心 ひも よらす と、 又 問、 狐の 

官 上りと て、 させる 事な き 野の 小祠 などへ 群集して、 參る事 折々 有り、 奈何、 答、 狐に は 人間の 欲情 は 

なし、 金銀 を 貪る は 人間に 限れり、 官 上りの 事 無にし も あらね ど、 さりと て 人に 群 をな せよ とに は 非す 

是は 時の 機と いふ ものに て、 强 ちに 狐の 所爲 にも 非す と 云り、 新て 此僧 いつの 程よりか 不通に 来らす、 

素より 居所 も 安定なら ざれば、 尊る 事 も 不克、 いか 成し や、 終 を 不知と 淸八 語れり、 

〇 碁 家 秋 山 仙 朴の事 

秋 山 仙朴は 浪花の 人、 碁の 妙手に て 六 段の 手 直りな り、 (六 段 は 時 上手と 等し けれ 共 師弟の 譯 を.^ 半 石^ 

とす) 碁 を 業と して 門弟 多し、 常に 諸國を 巡行して、 國々 の鬥 人知 昔の 方に 逗留す 或 時 關東を 旅行して 名 

も 知らぬ 里に 行暮 ぬ、 仙朴 おも ふ 様、 此邊に は 聞 及た る 碁 打 もな し、 不如 今宵 一 家賤 家を賴 見、 假り寢 

して 翌は それの 國 何某 もとへ まかる べしと 思惟して、 あやしげなる 伏屋へ 案內 して I 宿を賴 みける に、 

あるじ 聞て 安き 事に 候へ 共、 獨 旅人 を 宿る 事 法度に 候 得ば、 叶 問 敷と 云、 仙朴 重ねて 云、 我 は 碁 を 打て 

國々 を 廻る 者な り、 若 此邊に 碁 を 好む 人 有らば、 そこ を賴て 一宿 致すべし、 敎て たべと 云ければ、 夫な 

らば 此 里の 鄕侍 衆に、 碁と やらん 云 物 を 好く 人の 候、 それに 行て 賴み 給へ と敎 る、 朴敎に 住せて かしこ 

へ 行きて 案內 す、 實 にも 鄕士 とお ぼしき 玄關 やうの 物 も 有て、 家居 も餘の 民家と は替 りたり、 案 內を聞 

て 主出迎 へ、 旅人 はいかなる 人に て、 何方へ 御 通り 候ぞと 問、 朴我名 は 名乗らす、 是は碁 を 打て 國々 を 廻 

る 者に 候、 此邊に はしる ベな く 候 故、 一 宿 を 賴み申 よしを 述ぶ、 あるじ 聞て、 幸 ひ 某が 親 は、 碁 を 好 候 

故 某 も 打 申 候、 唯今 親 儀は留 主に 候 得 共 、様子 を 申 候 は I- 定 ていな と は 申 まじ 先是へ 通り 給へ、 親共歸 

らん 汔 1 こ、 先づ 一局 始 うする にて 險 とて、 盤石 を 直して 相對 す、 仙朴 心底に 定めて 弱き 碁なる べしと 思 
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ひ 侮ながら、 其邊 より 五 里 七 里隔候 所の 碁 打の 名 を 云て、 誰と 手相 有 之 やと 尊れ ども、 一 々不知と 答、 

去れば こそと 心 く 思 ひて、 盤に 向 ふ、 あるじ 石 を 握りて 始 ての 手相 なれば， 重 半に 任すべし と 云、 朴 

諾す、 主 先に 當 りければ、 先 を 著す、 扭 はら/ \ と 石 配り 出来ぬ る を 見る に、 亭主の 石 立隨分 宜しくし 

て、 始め 察しけ ると 違 ひ、 中々 卒爾なる 碁に は 非す、 殊に 勝れて 器用に 見えたり、 朴 心に 感じて、 凡 我 

に 三の 碁な りと 思 ひて、 百 手 計 打け る 所へ、 親の 何某 外より 歸り、 子細 を 聞て 悅び、 よくこ そ 来り 給へ、 

いでく 碁を拜 見せん と 傍に 座し、 仙 朴が碁 を頗せ 心し、 客僧の 碁 は 中々 普通の 碁に 非す、 枠 年若く 未 

熟なる 故に、 碁の 位 を 不知、 もはや 是 迄に 先の 勢 ひ は 疾く拔 たり、 加 様の 碁 を 打 終る 者に 非す 崩すべし、 

三 を 著して 打 直すべし と 指 園す、 仍て打 懸の碁 を 仕舞 ひて、 三 を 著して  一 二目 勝たり、 親 仁く り 返し、 

仙 朴を稱 美し、 今宵 は 夜も更 ぬ、 客 儈も寬 々と 臥 給 ふべ し、 明日 は 某 手相して 試樂 むべ しとて、 自ら も 

臥所へ 人ぬ、 朴其 子に 問、 御 親父に は 功 者に 碁 を 打 給 ふと 見たり、 足下との 御手 相 はいか J- と 問、 三の 

手相と 答、 扑是を聞て倩ぉもふ樣、か、る片山里に斯る碁の有て、世に名を發せぬは返す-^\-不審なり、 

翌の 手相 こそ 一 大事 なれと おも ひ、 つや-^ 寢 もやら す、 ひたぶ る翌の 工夫して 夜 も 明 ぬれば、 亭主 起 

出て、 今日は 珍客と 快く 碁を樂 まんと 朝饌 そこくに 饗して 盤に 向 ひ、 亭主 石 を 握りて、 先 後を定 む、 

朴 先に 當 りて、 先 づ心裡 に 安堵して、 いかなる 大敵な り 共、 我 黑石を 持た ば、 きたなき 負 はせ まじと 思惟 

して、 碁 を 打 か k るに、 動もすれば 主 妙手 を 打、 朴 深く 慮りて、 是を 答、 全身 汗 を 浸して、 渐く朴 二三 

目の 勝に 成たり、 打 終て 互に 感激して、 去 にても 御 亭主 は、 江 都に 於て 斯 迄の 御 執行 有し や、 さ 有らば 

街 名の 赫く べきに、 さもな き は 返す くも 不審な りと 問、 亭主 我も疾 より 其 志 無にし も あらね ど、 當業 

に 暇な くして、 志 しく、 未だ 江 庖へ不 出と 答、 又 問、 然ば何 を 以て 道の 修練 有し や、 答、 我 生ながら 

こ C 道 を 好き、 古来の 名人 上手 ひ 碁を纂 め、 是を師 として 斯程 迄に は打覺 しなり、 さ 宣ふ和 僧 は、 又 何 

人ぞ、 掷名を 明され よと、 答 此上は 何 を か 包み 申べき、 我 は 秋 山 仙 朴と云 碁 打な りと、 亭主 聞て 去れば 
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こそた に 人なら すと 思 ひしに、 拉は承 及ぶ 仙朴老 にて おはす る やと、 始て 亭主 も 得意して， 朴に 問て 云、 

自らが 碁 今 碁 家に： t しな ぼ、 先 を 許さるべき や、 朴 答て 勿論の 事な り、 亭主 是を 聞て、 仙朴老 Q 其 言葉 

が、 直に 江戶の 免許なる べし、 我 熟お もに、 互に 石 を 以て 雌雄 を爭 ふに、 先 を 置く も Q が 負べき 道理な 

し、 夫に 數石を 置て 負る は、 素より 過 有る 故の 事な り、 過ち. たにな くば、 朞 所に 對 すと いふと も、 先 を 

置 は 負け まじと 思 ふはい かに、 朴仰 にや 及ぶ、 足下の 碁の 位に て、 黑石を 持 給 は？^、 天 下に 敵 無るべし 

と、 互に 稱 美して 暇 を 乞 ひ、 种は其 家 を 立 去ぬ とか や、 されば 此事 一生の 危難な りしと、 仙朴が 紀行に 

自記 ザり、 仙朴馒 心を愼 むと い へ 共、 若く は 天狗 出て 朴が心 を 挫し にやと、 其 頃の 世人 云り、 

〇 花の香 

梅が 香 は淸奇 あまりて 尖く、 いさ、 か氣に 咽ぶ の 煩 ひ 有り、 蘭の 芬芳は 遠く わたりて ゆかし けれ 共、 さ 

すがに 秋の 哀れ を 佩て 少し 酸き 味 ひ あり、 ひとり 樓の句 ひのみ 艷に ほのかに、 えならぬ 空 炷の薰 りより 

も 色めきたり、 されば 遠くき けば、 けだかく 雲井 を戀 ふる 心地なん し 侍る、 唯 花 下に 箕踞 して、 近く 聞 

は、 あやにく に 老の心 も 動く 計な り、 とし 毎に 爱の 都の 花 を 探る に、 仁 和 寺 花 項 山 は 云 もさら なり、 嵐 

山 は 遠き 眺めなる ゆ ゑに、 花の香 さだか ならす、 東大 谷 入口の 若木の もとなる 床 こそ、 枝 近く 臺 平にし 

て、 老 歩の 煩 ひなく、 色香 妙に して さながら 九 品 Q 淨土 とも 云な まし、 

〇 庭 樹 

Is- は 楓^ ある はいて うのた ぐ ひの 遲く疾 く、 秋の 哀を しりて 己が さま.. *\ 色香 散 かふ こそ、 賢 じ けれ、 

散ての 後の ゆかしから ぬか は、 花木 松な ど は、 もと も植て 有なん、 かなめ もちの 木 樫 やうの 數樹、 をぐ 

ら きまで あちこち 茂り 合て、 秋 冬 しらぬ さま は、 あいなく ぞ覺 ゆる、 

〇 新 錢の事 

適用 金の 事、 往古 は沙 金を以 し、 多く は 代物 替 にて 通用せ り、 其 後 信 長 公の 時分 迄 は、 たけ 流 L 金 を 用 
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られ しと 計り 云傳 へて、 審 かなら す、 大ゃ うは 白 石 先生の 事 略の 中に 在り、 當 時の 如き は 文 綠 慶 長の 頃 

ムの 製法に て、 や、 金銀の 品位 を定ら るれ 共、 委に不 至、 其 後神 祖是 を禀繼 給 ひて、 判 金 (七 雨 1 一分) 小 

判 (六十 目) 一 歩 (十五. S 銀 一 枚 (四十 三. 5 同 I 兩 (四 匁 三分) と 定め 給て、 永世 融通の 基 を ひらき 給 ふ、 

是漸 二百 年 以來の 事な り、 錢は位 卑し けれ 共、 和漢 共に 上古よりの 製に て、 其 形 今に 替ら す、 中華 は秦 

漢の 頃、 五 殊半兩 の 錢に始 り、 吾 朝 は 元 明 帝 和 同年 中に、 和 同 開 珍の 錢を 鑄て しょり、 今寬政 元年に 至 

る、 千 百有餘 年に 向たり、 金銀 は 最上の 至寶 なれ ども、 其の 製嚴 重ならす、 就中 銀 は懸目 形に 定 りなけ 

れば、 杓に て 銀 湯 を 流して、 己な りの 塊に、 極印して 通用す、 錢の 製は是 に反して、 甚 精密なる 物な り、 

京師 にても 寳永中 絲割府 年寄 長 崎屋忠 七、 其 外 組合の 者 共 願 ひに て、 七 條の南 加 茂 河 端に て、 地所 相 渡 

り、 此所 にて 新錢を 鑄る、 其 後 中 IS して、 元 文中 同絲 割符 年寄 有來 新兵 衞、 淸水淸 右衛門 願 ひに 仍り、 

横 大路 村に 於て 地所 相 渡錢を 造る、 其 頃 余 も 右の 吟味 懸り 故、 一ヶ月の 內 不時に 雨 三度 も 場所へ 立 越、 

吹 方 見 分せ り、 先づ大 吹と 號 して、 地 銅 を 吹、 此懸 目銅鐵 トタン 白目 錫 纷等を 合せて、 十四 貫目 を I 吹 

とす、 大 吹の 棟梁 を吹屋 大工と 云、 手 傳ひ相 副て 5S にて 是を 沸す、 暫吹 立る と、 五色の 焰 出て 火勢 甚爆 

なり、 夫より 段々 火勢 鎭り ぬる 時、 篛 を 止て 熱湯の 勢を醒 す、 騸の 横に 湯口 有り、 其 側に 疊 一 坪 程なる、 

四方に 緣 有る 敲 土の 臺 有り、 加滅 よき 時分、 長き 柄の 道具 を 以て、 其 口 を拔と 否、 紅の熱湯彼臺へ！^と 

馳 込み、 其 勢 ひ 雷光の 如く 流れ出る と、 直に 塊り て 鼠色の 地 板と 成る、 火の 子漬 りて 阔へ 寄が たし、 棟梁 

長き 抦の鐵 棒 を 以て 是を碎 けば、 厚 氷 を 割た る 如くになる、 扨 大半 切に 水 を湛て 長き 柄の 鋏に て はさみ、 

割 銅 を 二つ宛、 水中へ 入る. -に、 其 昔 迅雷の 如し、 此 加減 功 者に 非れば 爲す事 不克、 程よ く醒 ざれば 水 

中へ 入と 水火 激して 憤り 飛び、 近所 大に 怪我 をす るな り、 醒 過れば 水中へ 入る 音 遠雷の 如く、 地 銅の 勢 

ひな まり 弱りて 惡し、 其 醒墜梅 肝要な りと かや、 扭其地 銅 を 五 百目づ --懸 分て、 錢吹 小屋へ、 夫々 に 配 

當す、 吹 屋の楝 梁 (此楝 梁を錢 頭と 云手傳 一 人づ、 有り) 請 取、 之 を 鞠に て手傳 ひに 沸 させ、 錢 頭は疊 一 
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帖 計の 機 板の 厚 緣の有 もの を 二 枚 並べ、 夫へ 黑ぼ この 最上なる 土 を 詰て、 升搔 にて 平 かになら して、 夫 

へ 種錢を 蒔く、 (種錢 は上錢 なり 時の 能書に 寬永 通寳の 文字 を 書せ 是を 鑄て 種錢 とす) 五 百 文 を 行儀よ く 

並べ、 一 枚の 板 を 是に覆 ひて 細引に てメ 上げ、 而 して 開けば、 右の 土 板に 種錢 の形鮮 かに 殘り、 種錢は 

蓋に 付 上る、 其 種 錢を拂 ひ 落して、 其錢 形の 間々 へ、 楊枝の 様なる 物に て、 竪撗に 湯 道 を 付る、 了って 

义蓋板 を 合て しめ 上る、 此 捲への 間に 地 銅 沸く 則 瑶壺 の 様なる 者へ 地 銅 をう つし、 右 合せ 板に 湯口 有り、 

夫へ 流し込む、 小 雷の 如く 音す- 暫猶豫 して 合板 を ほどけば、 錢の 簾の 如くなる 物 出来る、 其錢 のつな 

ぎ を もぎ 改 して、 ー錢 とす 吹 加減 宜しき 時 は、 一と 板に て 四百 文餘 出来る、 吹 損すれば 三百 文內 外な り 

則是を 次へ 送る、 受取 之 を もぎ 放した る 錢の耳 をむ しり 均して 次へ 渡す、 其 次 は 古墨と 油に て 煮る、 上 

りて 眞黑 なる 錢を 次へ 廻す と、 是を砥 に 懸て錢 の 耳 を 研く、 是を耳 研と いふ、 畢 つて 次へ 渡せば、 錢の 

平开 く、  ^上れば 地 板 計 黑く、 文字と 緣の輪 は 銅色な り、 如此 せんぐり に 順 を 立て 精密に 錢を仕 立る 事 

二十 餘遍、 錢の懸 目八分より 輕 ければ、 是を鑄 直す、 尤疵 われ 等 は 一 々除 之、 而て 通用 錢 となる、 金銀 

の 仕 立より 甚六 か 敷 事斯の 如し、 夫 だに 其 頃の 京 所 司 代 土 岐丹後 守 は、 政事に 無 怠良將 なれば、 此新錢 

を 外より 手 を ® して、 買 ひ 調へ 改ら る、 折に は麁 末なる 錢相 交りければ、 其の 分 を あつめて 町奉行へ 渡 

され、 如 此の 新錢 通用に 出ぬ、 錢 座の 者 共へ 急 度 申 渡さる べしと 下知 有に 仍り、 其 度々 に錢 座へ 急 度 申 

渡、 嚴密の 穿議に 及ばる、 是 故に 聊も錢 座へ 私な し、 其 頃の 吹出錢 は、 文錢の 位に 等し かりき、 元 文 元 

年に 鑄始、 同 六 年に 畢ぬ、 然るに 近年 伏 見 幷諸國 にて 吹 出す 處の錢 を 見れば、 以前の 新 錢とは 懸隔して、 

鍋 戴 を 以て 製し、 錢の仕 立 もな く、 吹 出しの 儘に て 通用せ り、 故に 割る、 事 速に て、 國の費 幾ぞゃ 奢 

て 田 召 氏の 下知せられ し、 新規 事 は、 皆斯の 如し、 寇に 不臣の 長 たるべし、 されば にや、 頃日 聞ば 家老 

井上 伊織 も、 三浦庄 次が 類 ひも、 剃髮 し、 身 構へ をす る 者 許に て、 誰 有て 家の 規矩 を 立る 者 もな く  い 

龍劝へ 場し 新地 一 萬 石 も、 渡り 地各惡 所に て- 一 萬 石 は 名ば かりなる よし、 偏に 永世の 物 笑 ひと 淺間敷 
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ぞ覺 ゆる、 

〇 夢想 Q 歌 

思 ひ 寢の心 Q 道 を しるべに て 夢に 分 入る みよしの、 山 

此歌 伊勢 Q 國 なる 何某 都に 登りて、 久敷 侍りし 頃、 夢想に 感得す、 初の 五 文字 を 忘れ、 鬼 角 沈 案 すれ 共 

思 ひ 出す、 此事を 祈て 北 野の 御社に 詣 でぬ、 此 人元來 大和歌 を 好て、 姊 小路 風 竹亭の 御門 人 成し かば、 

此事を 風 竹 亭へも かたり 參ら せけ る を、 仙 洞に て 風竹亭 申出 させ 給し に、 院 聞し 召て、 若此五 文字 をお 

かば、 思ひ寢 のと せんかと 仰 事 侍りき、 風 竹 亭是を 其 人に かたられ しかば、 其 人手 を拍て 今の 仰に て、 

おも ひ 出たり、 五 文字 始 より 其 通に て 有し 由、 感淚 して 伏拜 みける、 

伊勢の 神官 慶德藤 太夫 女、 名 は 倉 子と かや、 或 年 元日の 夜の 夢に 「旬 ふ 言葉の 色香 哉」 と 云 ふ 句 を 感得せ 

り、 覺 ての 後 * 父に かたりし に、 父 曰 古より 夢想の 句 は、 文字 足らぬ も 餘れる も、 いくら も 例 有事な り、 

心に かくべ からすと いひし かど、 女此事 をいた う 心に かけし に、 又 二日の 夜の 夢に、 此 女の 枕 上に 立る 

人有て女の名を呼.=.^、 驚て みれ は、 衣冠 正しき 白髮の 老翁 立 給 ひぬ、 夢 心に 驚 長り て、 我 を 召る. -は何 

事に 候と 申ければ、 彼 翁の 曰、 汝 前夜の 夢想に 初 句の 足らざる を 深く 歎く、 我 汝が爲 に此初 句を笸 べし 

「幾 春に」 に 置よ と宣 ひしに、 女 かしこまりて、 斯宣 ふはい か 成る 御 方ぞと 尋ね 奉れば、 祌 人我 は 津の 

國住吉 に 住むな りと 宣 ひて、 夢は覺 ける とぞ、 

〇 當世百 人 一種 

擧 (智 積院) 運 敞儈正 

子學 山 崎 闇齋 

者 向井 玄間 

法 北條 安房 守 

二 七 七 


草  翁 


兵 法 柳 生 飛驊守 

樂 人 辻 伯 老曰守 

0 喜 多 七 太夫 

狂 言 大藏彌 右衛門 

上 瑶 璃 革 堂 觀音院 

俳 諧 大坂 宗因 

刀 目 利 本阿彌 

つき 物 藤  重 

庭 作 龍 松 (地下 人) 

揚 弓 立 本 寺是休 

將 棊 道宥 (ィ 宗宥) 

調子 聞 坐 頭 四方 都 

吳服屋 後藤 源 左衞門 

剃刀 埋 忠 

菓 子 . 兩ロ屋 能 登 

武道 者 井筒屋 平兵衞 

いってつ 百 萬 遍萬靈 

隐病者 (宗對 馬 家來) 平 

まいす (南^ 寺) 光雲 院 

淸こは 日蓮 坊主 


筆 道 鳥 山 孫兵衞 一 

鞠 飛鳥 井 殿 一 

大 鈹  一 野 九 郞兵衞 一 

舞 幸 若 伊左衛門 一 

說 經 日暮小 太夫 一 

伽羅 聞 米 河 常 白 _ 

彫 物 後藤 四 郞兵衞 一 

塗 師道 惠 _ 一 

蒔 繪 田 付 長兵衞 一 

手 鞠 (妙 蓮 寺) 觀念院 一 

中將棊 河 內屋意 仙 一 

大工 中 井 主 水 - 

茶 上 林 一 

合藥 とら 屋； 

安 樂 女 院 • 

浪 人 京 極 安知 

へ つら ひ (天 龍 寺) 慈濟； 

I 品 左衞門 . 

無分別 (北 野) 德照院 一 

奢 な はや j 


繪 狩 野 探幽- 

能 保 生 太夫 f 

小 鈹 觀世 新九郞 一 

平 家 並 河 撿校 ： 

書物 集 松 平 加賀守 一 

立 花 六角 池 房 ； 

燒 物 御室 仁淸 _ 

飛石 居 御藏 出 雲 一 

香具 はり ま 一 

音頭 取 井家 友甫 1 

博 奕 山 本 市 郞左衛 門 一 

弓 星 野 勘 左 衛門ー 

筆 裘 迁 一 

粽 道 喜 一 

福 儈 本願 寺 門跡 A 

威 光 酒 井 雅樂頭 一 

"-大 へい 野 間 三 竹 一 

惡 人 赤 塚 雲 庵 ： 

文 盲 淨土 坊主 一 

道具 目 利 山 ロ焉求 一 


笋藪蹉 

脇 藤 六 右衛門 

太 鼓 金 春 又 右衛門 

三味線 淺利 撿校 

連歌 祖 白 

古筆 目 利 了 榮 

組 細工 嵐 M 

松つ くり 綿屋 五郎左衛門 

歌 舞妓 上 村 吉彌 

蓊道策 . 

談 1i 小 野 見姓坊 

傾 城 島 原 かる も 

くろ 茶 吉 岡 

m 頭 鹽 潮 . 

文武 執權 板 倉 內膳正 

金 揃 井河 f ハ 

大 顯 知 忍 院知鑑 

氣 隨 喜 多 壽院 

殊勝 撗尾 坊主 

うそつき 松 波 丹 後 


典 甫紹範 信 政 信 
譽 庵？^ 興 眠國玄 


物 知た て 大德寺 坊主 

右は寬 文延寳 の頃歟 

法皇 (後水尾 帝) 女院 (東 福 門院 歟) 

〇 楠 公 消息 寫 

此度隼 人 差 下 候 事 非 別事 我等 最期 近々 と 覺候願 者 貴殿 成長の 器量 見 屆度候 得 共 義之重 所 更難遁 候彌勤 

擧無怠 成長の 後 我等 心中 可 被 察 候 謹言 

建武 三年 正月 二十日  正  成 

楠 注 五郎 殿 

此 本書 松 平 阿波 守 方に 有 之 由.' 但此 手書 後人の 偽作なる べし、 吉野拾 遣に も 此文言 を 記 すれ 共、 本書 共 

に 信じ 難し、 

〇 武 HI 信玄 和歌 

武田 信玄の 短冊 幷 外の 短冊 合 十四 枚、 正 筆の 由に て、 或 人の 藏に在 を 請て 寫之、 同宴當 座の 探題と 見え 

たり、 但し 各 名 誰な り や、 信 玄の外 は 本名 不知、 可 追考， 

花 下 送 日 よし さらば 暮な はなげ Q 木の本に 花の 棺は 月に だに 見ん 

處々 尋花 行かへ りけ ふも暮 しつむら /\ の見淺 すかた の 花 を 尋ねて 

依 花 待 人 春 はた と はれぬ 迄 も 待 もみん 花に はう とき 人し なければ 

花色 映 月 おぼろなる 月の 光 も 花の 上に 今 一 しほの 色 を そふらん 

水 邊樓花 奥 ふかみ 山 さくらの 花 さかり さそ ふ 水な くばい か、 行 見む 

山 本 似 雲 ^つ、 く 花 を 霞の 立 こめて さながら 雲に あやま たれけ. =^ 

花 下惜友 おも ふとち 花に 心の あく がれて 歸る さした ふ 春の 木の 本 . 

  二 七 九 
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信宗宗 荷紹總 0 


雨中 思 花 ちらさ じと 思 ふの みか はいかば かり 花に つれな きけ ふの 春雨 

靜 風花熏 花 さかりお どろく 程 は 吹 もせで 句 ひば かり をお くる 舂カぜ 

庭 花 盛久. 春 を 種 栽て いくよ や 花の 色に ふかく 心 を そむる 成らん 

薛花帶 露 あさおけ る 然も 光 を^ そへ て さく 九重に 句 ふ 花園 

依 花麼風 よきて ふけな ベて 搂 のちり とか は 誰か 名に た- -ん 春の 夕風 

花 浮澗水 吹お ろす 嶺 Q 嵐に さそ はれて 水に 敗う く 花の 白波 

落花 埋道 散 花に 山の 下 路埋れ て なれても 迷 ふ 春の 歸るさ 


眞雪考 月空英 


^  翁 


<ム 羽 草 卷之百 五十 四 

〇 近世 之 和歌 

知 恩院の 山なる 茶屋より 遙 になが め 侍て  有栖川 一 口 g 宫職 11 

山 高み 霞 Q よそに はる/ \ と 我 住 かた を 見る もめ づ らし 

こ、 に 見る 梢 あまたの 花 成 I よし野の 春 も いかでお よばむ 

此 I 一首 勅會御 法事 相 濟候御 祝儀 御 能 見物の 時の 御詠な り、 

風吿秋  さだかに はめに 見ぬ 秋 をまづ つげて 荻 ふく 風の 音ぞ 身に しむ 

寄衣猜  へだて ある 中 を うらみの 小夜 衣 身に かさぬべき 契 だに なし 

戶田大 炊 頭 難 波の 樓を 奉りけ る 時給 はせ ける 

ゆきて 見ぬ 難 波の 舂を さも こそと 今此 花に HiS ひやり つ 、 

こ とづ て もな し さそとしな言づてもなし思ひぁまりぁたりの人にもらす1;1^<も 

寄湊戀  いかに せん 今 はとはれ ぬ湊， 江に うき 夕浪 のか、 る つら さは 

硯の御 歌  かきながす 我 水ぐ きの あと はこの 石の みるめ もい か！. と ぞ思ふ 

三部 抄御傳 授の時 生 田の 社の 紅葉に つけて 光亂 卿より 

待え たるけ ふぞ 嬉しき 色 添る 惠の 露の 枝の もみ ぢ葉 

御返し 一 枝の 紅葉に そへ て 言の葉の 深き 色香 も 見つ る 嬉し さ  一 品 宮 

仙 洞より 一 品宮へ 古今 御傳授 の後宫 より 奉らせ 給 ふ 歌 

今より は 君 をし るべ に 行 未の 道 もた どらむ 和歌の うら 舟 

二八 1 
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御返し 


山 同より 御返し 我 もまた 君に ぞ たのむ もろともに 傅へ し 道の つきぬ ひかり を 

民 部 卿に おくる 文の 奥に 

うつ、 とも 思 ひなされ す 夢の 世にながら ふる 身 Q 今の 歎き は 

敷 島の 道に しばし とながら へ て かく 世に ふるもう き 契 かな 

敷 島の 道に ひとりの 身 はなが く猶 きみく のしる ベと を なれ  爲村卿 

ゆめう つ、 恩 ひわ かね ど 世の中にながら ふる 身 は 道の ためなる 

又い さ、 かこと 葉 事 ありて 

はかな さも 櫻の 嵐 桃の 雨 か、 るな げきの 陰ぞこ ひしき 

汕 洞より 立 田 山の 紅葉 を 給 はりけ る 時 奉られけ る 

いかに 見む 君が 惠の露 深く そめし 立 田の 山の もみ ぢ葉  中 院通茂 公 

仙？^ の 御返し 立田姬 もい か 見 るら む 言の葉の 露に 染めます 山の もみ ぢを 

少將光 通のう へ、 つねに 歌よ みて 故 法皇に 奉り 勅 判 をう け 給 ひしと かや、 逝去の 後 は 淸池院 とか や 申 

侍りし、 かの 歌 ども を、 後西 院御 覽ぜ させ 給 ひて、 稗 筆を染 させ 給 ふ、 一 日の 御物 語の 後、 彼 詠艸取 

いで、 す t-- ろに られつる ま- に、 

ある は猶 なら ひも かなし 埋れ ぬ、 言の葉の みぞ 猶殘る 世に 

越 前 守な りけ る 人の 妻、 身 まかりし 後、 淸 池の 二字 を 法皇 宸翰 を 染られ 下し 給 ひ、 新院 もまた 力の 詠 

置し 歌 ども、 御座の 右に 有し を御覽 あらせお はしまして、 ある はな ほなら ひも かなしと いふ 御製 御 口 

す さび 有し かば、 予も 年月 歌の ことな ど 尋られ し を 思 ひ 出られて、 其 人の 菩提の 爲と心 ざし. 金字の 

、い 經書寫 しおく わ 侍しつ ゐで、 

や も、 人 かに そめし も 其 ま、 に と、 ける 法の 誠 を  照 高 院道晃 法 親王 
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浦 立春  住吉の 松の 消に 音 そ へ し 波に もしる く 舂は釆 にけ り  坂 和 田 喜 六昌俊 

浦 雁  天津 雁/ J  i をせ にと ぞ鳴 渡る お まへ の濱 Q 夕 暮の空 

浦 花  あま すむ 遠山 さくら にけ りよせ て か へ らぬ 沖つ しら 波 

浦 杜鵑  住吉の 浦風お もへ 杜宇 松に 音す るなら ひこ そ あれ 

浦納凉  沖津 なみよ せきて 近き 秋風に あかす 長 井の うらの 松 陰 

浦 早 秋  あやまた す 西より 秋 も 立 波の音 こそ か はれ 礎の 松風 

浦 月  今 そ 見る 松の木の 間の 霽 はれて 月より うかぶ 淡路島 山 

浦 時雨  染れ ども 松 はつれな き 色 はとて 浦より 遠に 時雨れ てぞ 行く 

浦歲暮  年 くれて 今 I しほの 哀 そふ 老を なすて そ 住よ しの 神 

むそぢ あまり 身 を 浮 舟の 和歌の 浦に よるべ もしら で 朽ゃ果 まし 

岡 花 (百 首卷 頭) ^花に まじる 岡べ Q 松の 葉 はいつ となき しも 色 を そへ つ. -  新 

よきて 吹け 吉野 もよ しゃとば かわに 同じ 岡べ の 花の 春風 

右 は 鍋 島 加 賀守勸 進 一 題 百 首の 中此度 下關に 〇〇〇 ふ はの 關 にて 

あ ともなく あれし に そしる 不 破の 山 關の戶 さ、 ぬ 道 廣き世 を 

富士  みし 折の 露わ すられぬ 俤 はきえ て 驚く ふじの 白雪 

上野に て 子規 をき、 て 今更に 聞 もめ づ らし 岡の 名の 忍び音 ならぬ 山 ほと、 ぎす 

水戶 相公亭 にて 武藏野 も 山 有け りと かたり 出ん 都の 裹 にこ と の 葉 はなし 

秋の 富 土の ゑに 此 頃の ふもとの 秋の色ば かり 峯 にも 深し 富士 のしら 雪 

富士  天の原 ふじに は Q こす 色 も あら じょ、 の 詠の 大和 ことの 葉  烏 丸 光雄 

三穗  興津舟 松の 外に も あかなく にこ. ろ を よせてみ ほの うら 波 


院 


二八 三 
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野曉有 
鶉嶋明 


二八 四 


馬の 口 取 をのこう た ふ 一 ふし を W て なぐさめて 聞 もめ づ らし 乘 駒の 口 取 をのこう た ふ 一 ふし 

窓螢  いさめて やよ そに つれ 行 徒に ふみ も ひらかぬ 窓の 螢は 

心 を も 夏に 移して めづ らしき 若ば のか をり 花 も 思 はす 

ち洛月  秋 は 又 ひかり を 花の 都と て 月 もて あそぶ よ ひ/ \ の 袖 

鑄 衣  聞も猶 身に しむよ はの 秋風に 哀 たがた め 衣う つらむ 

契待戀  更 行は猶 たのまれて 待 夜 哉 人し つめて とい ひしば かりに 

〇 小 堀 遠洲の 和歌 烏 丸 光廣 卿の 點 

朝获  淋し さ を 何 ゆ ふ 暮と思 ひけむ あくる 朝の 萩のう はかぜ  政  一 

田 上稻妻  いその 上 ふるの 田 面に おく 露 を 玉と 見る まで てらす 稻妻 

露底蟲  露 深き 小 萩の もとの 下 艸に誰 まつ 蟲の聲 よわ るら む 

鹿 聲夜友  夜 を 寒み あらしの 山に 鳴 鹿 も 世の 憂 を かや 友と なるな む 

平 頭 病 さら まほし き 由 定家卿 制せられ 候 

夕 情  いかで かく もの、 かなしき 我 袖は篠 分し 朝の 秋の 夕暮 めづ らしく 候 

あらまし にいと ふ 心 はなき 身 さ へ 世 をす てばやの あきの ゅふ暮 

月 前 鐘  鐘の 聲 松の ひビ きも 高 砂の 尾 上 を てらす 月の 明が た 

月 出 山  B< の 川お も へ ば 遠き わたり 哉 山より 出る あきの 夜の 月 

世 をい とふ 人に は 見せ じ 奥深き 山より 出て すめる 月影 

月  さびし さは なれて 住ぬ る淺ぢ ふの 宿に 人 待 有 明 Q 月 餘情 ありて 妖 1^ にて を 

ちぎらねば まつと なき 夜も隨 の寐覺 わびしき 峰の 羽 かき 戀の 歌め き 候 

. .  おとむ る眞 野め 入江の 山風に 浪路を わたる 鶴 なくなり 


に 候 


翁 


故鄉 11 衣 

葛 風 

紅葉 淺深 

暮秋 雨 

尋綠戀 

祈 難逢戀 

毎夕 待戀 

忍逃戀 

後朝戀 

依 淚顯戀 

被厭戀 

恨 後絕戀 

鶴聲 何方 


山 館 澄 

海 村 煙 


古鄕 にう つや 衣の せき をけ ふ 我 こえ 行と つげ もら まし (はや) 

うつ 音 はたが 古鄕に 衣手の もりの I 卞に 袖ぬ る、 まで 

恨 をば かき もつ くさ じ 水 壁の 岡の 葛 葉の 秋の 初 風 

山姫の そむる 稍のう すく こき 色 を 見せた る 村 時雨 哉 

草の葉に あだなる 露 を 置す て 秋と 共に や 雨の 過ぎけ む 

しらすべき 便りなければ 傳へ ある 行く へ を 人に まづ尋 ぬる 

人 ご-. - ろうき に 1^. る 、きぶね 川 逢瀬な き 身 を 何 祈け む 

本ノマ マ 

人傳 とお も ふ も 契る ことの 葉に さりと もとまつ 暮ぞ かさぬ る 

まれに きて 逢 ふに もむ ねの さわがれて 忍び かねた る 人め なりけ り 

中々 に 夢に まさらぬ うつ. -哉 別れし 後の けさの こ- -ろは 此五 文字お ほかた 用捨 有べき 

せきかぬ る 袖の 上なる 淚川 ながれて 人の き、 わたる かな 

いかで かくいと はれ はつる 身の ほどのう き 玉の緒の 長く み ゆらむ 

なほ ざり の 恨 ほど へ て 逢坂の せき は絕 たる 中の 通ひ路 

うらみぬ る 心 ぞ今は 恨し き $ ^し 契の 中 をお も へ ばみ 

かり 枕 さよの 寐覺の 山風に きく も わかれぬ 鳥の 聲 かな 

こえ なれぬ 關 のかり 寐の夜 深き に いづく の 鳥の 空ね な るらぬ ， 

寐覺 する たよりに きけば 何方の 別 をい そぐ 鳥の 鳴らむ 

さよ 時雨い そ 山里の 燈火 ゃ浪の 小舟の よるべた * るら む 

足 曳の山 もと 暮て歸 る さの わがた ちしる き燈 火の かげ 

朝 ぼらけ 浦 かぜ こえて 鹽 がまの 煙に なびく 松の 一 むら 風景 見様に 候 


維 通 光弘 雅 道道 近 新法 

衞院皇 
基 御 御 

喬茂雄 资章寬 晃^ 製 製 
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海路 日暮  いっとな く 心つ くしへ ゆく 舟のと まり さだめぬ 入相の かね 

旅 宿 夢  嵐 吹み ねの さ、 やの 假 まくら 夢に^る- -橫 雲の 空 

山お ろし かり 寐の 床の 夜 を 寒み 夢に 都 を又刖 れつ、 

述懷非 一  世 を 捨て 入ぬ る 山の 奥 にても 子 を 思 ふ 道 を 忘れ や はする 

社頭 祝  すぐな りし 神代 を 今 も 三輪 川の 淸き 流に うつす 杉 むら 珍重に 候 

染墨 十七 篇の 內長點 一 

染墨 十七 篇と あれ ども 十六 篇 なり、 ひき 墨 I 首 はもれ たる や、 可 追 校、 

〇 易然集 

孔子  たれ 道 をう けつが ざら む 四 をた ち 四 を- - しふる 跡し ならな ば 

廬山瀑  むかし 誰す みけむ いほの 名に 殘る 山より 高き 瀧の しら 波 

楊貴妃  くらべ 見む またもい さや しら 露に 一 たびえ めば 花の かほば せ 

赤 壁  此夕 さかな もとめて 露霜の 落葉の 後の 月 を こそ 見れ 

陶淵明  聲な きそ あるに まされる ことわり を 知 を もむ きの しらべ たかく も 

黄河  千代の 秋の 半に すめる 河の 名 やうす き 紅葉の 色 を かるらむ 

老子  關の戶 にあら はす 千々 のこと 葉 こそ かくれて ながき 道し るべ なれ 

楓撟  月 も 落 霜み てるよの 明かた にち かき 聲 きく 鐘ぞ身 にしむ 

唐堯  かしこしな 賤の 小手 卷 いやしき もよ きをば あげて ゆつ る 位 は 

渭濱  あ ひに あ ひぬ 心の 水 も 濁な き 名に あ ふ 濱に釣 たれし 人 

通 茂 卿 江戸へ 下り 給 ふ 時、 西 山 公より 菊 をお くり 給 ひたる 謝狀 のおく に、 

手 折つ る 心 も 深き 色に 香に 垣ね の 露 を 思 ひ やられて 


御返し  言の葉の 深き 心の 色香に は 露 も はえな き 宿の 白菊 

通 茂 公 はいかなる 故により て か 暫く こもりお はせ し 頃、 西 山 公より 角 田 川 都鳥に て香筐 をつ くらせ、 

內に何 くれの 名香に 金 まじ へ て 贈 給 ふとて、 

隅 田 川 波 まにあ さる 都鳥 やがて 雲井に 立 や 歸らむ 

返し  思 ひき や しづむ みく づを 都鳥 心に かけて こと、 はむ と は 

西 山 公中納 言に ならせ 給 ふ を、 內府 公より 賀 しま ゐら せられし 御文の 末に、 

待え たる 惠の露 や 紫の 色 こき 袖に さぞ あま るら む 

此 返歌 を 忘れ 侍り 後日 もとめて 追 書すべし、 

東 福 門院 崩御の 時 御製 

かなし さは 三と せ 見 ざり し 面影の 忘れすな がら さだかに もな き 

もる 月の ひかり もく らし 芦す だれか-. -る思 ひの 秋の けしきに 

ありし 世の 惠 みしられ てな そへ なく 高き いやしき 歎ぬ はなし 雅章卿 

かぎりある 命の ほと ぞ恨 しき 世の ことわりと おも ひか へせば 

か、 ると きぬれ ぬた もと や あり そ 海の 濱の まさごの 1K の 下人  通 茂 公 

前 大僧正 寂 如に あ ひ 侍りけ るに 始祖 上人の 板 田の 橋の 言葉 をした ひ、 今も此 道に 猶 とだえな く 心 ざし あ 

るよ し 物語 有しつ いでに 

いろ 添 ふるけ ふの 時雨 を はじめにて 道 しるべせ よ 大和 ことの 葉 

返し  色 そへ む 露 も おぼえす 秋 を經て 時雨に そめし 大和 ことの 葉 

人 見將恒 筆記 加 茂 川 を かぎり 都の 方へ 出 まじと 思 ひて よめる  丈  山 

石 川 ゃ蟫の 小川 は淺 けれど 老の浪 そふ 影 もはづ かし 


翁 


草 


  一 1 八 

右 自筆 詠草 を 茶人 松屋 宗五郞 所 時す、 世に 流布の 歌と 小異 有り  , 

ふみ ひろげの 女に いさめの 歌 

とにかくに 折々 ことのた が ひめ をと がむ る中ぞ 契り 成け る  小 野 通 

ある 遊女の 望に て 竹の 繪の 上に 書け るうた 

すなほなる 心なり せば 川 竹の 流れての 世もう きふし はなし  惠  南 

照 高 院道晃 法 親王 有 馬 御 人 湯の 時、 宿坊より 松竹梅の 臺を献 じて 御 歌 願 奉りければ、 給 はせ ける、 

しるし まつ (松) いて ゆに そ はたけ (竹) さより はみ なよ くなら むめ (梅) の 前にして 

〇 後鳥羽院 島よりの 御文、 此御 願文 吉田兼 好 筆、 西本願寺に 有り 嘉鎮 三年 八月 二十 五日と 有り、 私 曰、 

楚好は 後鳥羽院の 時代より 百年 餘 後の 人な り、 摩 者と 云 事 奈何、 

〇 禁裏 常 御 殴 御疊七 尺、 京大 阪 六尺 三寸、 江戸 六尺、 江 州 六尺 一 寸、 伊勢 五 尺八 寸、 

百 拙和尙 八十 賀の歌  烏 丸. 光榮 卿 (料紙 短冊) 

法の 師は 八十の 後 も 隱れ住 山より たかき よは ひなら なむ 

百 拙 老師の 敎示 によて 此眼を ひらく 師曰 さる 心を述 よと 

さとるより さとる さとりの あら ざれば 何とい ふべ き 言の葉 もな し 

okn 拙 和 尙病氣 の 時、 櫻 町 仙 洞より 近 江 局 を 御 使と し、 飴 一親 拜領 せらる 時、 卽席奉 謝の 詩、 

病中 恭奉謝 姑射 寳洞頒 賜 仙鍊九 醢靈飴 一 瓶 

爲 憶病 牀 秋冷 寂 聖 銀：^ 似 骶陽曲 特頒寶 洞 禁鑾賜 鍊色如 霜 養老 飴 

海 雲 病 比丘 百 拙 元 養 

寳延ニ 己巳 仲秋 初 十日  稽首 敬肅書 

C 千宗旦 遺偶寫 


一 <n!? 截豳咄 々唱々 看 今 轉機身 作 茶 煙  il^^JppmlB 

こくうめ が こくうに とうと 生れき て 又く うく、 となる 鐘の 聲 

戌 十二月 十九 日  不審 居士 旦判 

荼杓折 句の 歌  宗 旦 

ち を はなれや つの 時より しなら ひて やそし になれ とくら かりの やみ 

〇 烏 丸光榮 公、 武者 小路 實岳 卿へ、 和歐 かくの ごとく 詠れ 候樣 とて、 さくら Q 枝に たんざく を 付て 進ぜ 

られ 候よ し、 

此花は あたごの 山の 遲ざ くらに 見せし をお くる I 枝 

有栖川 一 品宫 仙 洞 御 追悼 

櫻町院 卯月 十日 あまり 例なら すなやませ 給 ひ、 二十日 あまり 三日に かくれさせ 給 ふ、 1K が 下 をし まぬ 人 

もなかり ける 中に、 敷 島の 道に つけて は、 なほ 淺 香の 山の あさから ざり し御惠 み、 かぞ へつ くるに い 

と 淚は 山の 井の ふかき 思 ひにくれ まど ふ、 月日 ほどなく 四十九日に ならせ 給 ふ、 せめて 靈 前に そな へ 

んが ため 六 首題に て、 歐の かしらに おきてい さ. -か卑 懷を述 奉る、 

夢 なげく ぞょ此 世 は 夢と 思 ふに も あまり はかなき 君が 齢 は 

幻 むなしく もした ふみた まの 有 か をば そこと しらする 幻 も 哉 

泡 跡 あれて 今 は S しき 洞の 池の 水の あはれ はま さる 頃 かな 

影 見し 影 は 雲 かくれても 大空の 月に ひとしき 君 を あ ふが む 

露 誰よりも 分て ぞ した ふ 道 芝の みぎり の 露の 深き 惠を 

電 吹 風の 其 間にう つる 稻 妻の 影 も はかなき 此 ごろの { 仝 

同じ 時  有し 世に うけし 惠 みの 露 も 今 袖の 淚 となる ぞ悲 しき  實岳卿 

1  II 八 九 
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  二 九 〇 

夂花  のこる 日 は 高 根の 花に 色き えて ゆ ふゐる 雲の 句 ふ舂風  風 早 入道 爲空 

辭世  これ を 見よ もとの 姿に 成ぬな り 空の 浮 雲 沖 0 しら 波  寳 曆 三年 

信 行 主 閑居 山よりも 深し ゃ巿を 世の 外 Q 隱家 にして すめる 心 は 

寳唇五 年 九月 十 一 日 東 福 寺に て 庭の 紅葉と いふ 事 を 

玉 を あら ふ 水 ゆく 岸の 紅葉 はいろ の 光 やみが きそ ふらむ  公雄 卿 

逋天 橋 下の 澗を 洗玉澗 とい ふ 故な り 

霞 遠山 衣  淺 みどり 霞の 衣 はるき ぬと 遠山 まつの 色 やそ ふらむ 

富士鷹 茄子の 畫贊 ふじ もよ くにた かさんな すうつ し鎗の 夢の 床に も か、 れとぞ 思 ふ 菊 亭誠季 卿 

此狂歐 秀逸の よし 光 榮卿稱 美、 

泉 谷法藏 寺に 和歌の 浦の 松に て、 文臺 をつ くり、 土 佐 常覺に 和歐の 浦の 景を 書かし めて、 光亂 卿へ 此 

歌 を 願 ひ 申されし かば、 則 文 臺に御 染筆な され 候、 

ことの 葉の 盡ぬ 契に なみなら ぬ浪 もよ せけ む 和歌の 浦 松 

中 御 門院 遠目が ねに て 東 山 を御覽 遊し、 向に 見えし は 花 か 何ぞと 勅問 有しに、 いか と いづれ も 申 上 

られ 候へば、 是 にて 菊亭に 狂歌よ めとの 仰 事 有しに、 奉られけ る、 

花 か 雲 何ぞと 君が とふめ がね 御手に もちつ、 むか ふ 山の端 

}|< 氣 よろしく 御 懐中 あらせられ しとなん 

〇 寳延ー 一年 九 ^伊勢大神宮 正 遷宮 御法樂 

山 霞  霞け り 天 照す 日の 神路山 かみ 世の ま- -に 立歸 りつ.. - 院 御 製 (櫻 町院) 

春 曙  宫川ゃ 千木た つ 萱が軒 見えて 杉 むら かすむ 春の 曙 

bife^R  S? 也よ nil ちとな り 


草  翁 


さ、 波 ゃ大津 0 浦の 馬 さくり あはれ の 月の やどり どころ や 

世に もて 遊ぶ 盃 的と いふなる 物 は、 さか づきに 花 さし そへ て、 何 にても 花の 句 ひ をう つした うべ たの 

しむ、 すき 人の もて 遊び、 誰が 作り そめし にや、 あるひと これ を こがねに て 作り、 宮の御 方へ さ、 げ 

しに、 なのめ ならす 御氣 色の あまり、 不醉 花と 名 づけ させ 給、 光風 爲 村に 歌よ めと 有ければ、 

めぐれ 猶 うかぶ る 花の 影 そ ひて あくる もしらぬ 春の さか づき  光胤 卿 

1^ にう つる も 霞む 樓 色の 醉を思 はぬ 花の 一 枝  爲村卿 

寄 道 祝 きの 國は 都の たつみ 遠 けれど 道 しるべせ よわ かのうら 波 (冷泉 家 入門の 時) 大僭 正光閬 


返し  舟人の しるべ をつな にしる ベせ むこ.. - ろに かけよ 和歌の 浦浪  爲村卿 

晝顏の 畫の贊 あっさ を もしら す 顔なる 花ぞ これ あした 夕の 露の ひるまに 

風 鳥の 繪の贄 あまとぶ は さぞな 空 吹 風の 名の 鳥の 翅 ぞいと かろげ なる 

寄 鶴 祝  末 遠き ちとせの 老の 初春に つばさなら ぶる 鶴の ことぶき 明 和 九 年 尾 張 中 納言四 十貿 

寄 題 祝  いもせ 川龜 のこと ぶき 長き 世 を かけて 契る も 同じう ら浪 同年 尾 州御臺 四十 賀 

夜盧橘  かたしき のと こよに かよ ふ 夢 も 見む 橘薰 るね やのう た、 寐 


洛西泉 谷 法藏寺 建立 有て、 烏 丸 光榮卿 始めて かの 寺に 入せ 玉 ひける あくる Hl、 百 拙 和尙へ 御文 有し 其 

中に、 

すみつる は さぞな とぞ思 ふ來て 見る も哀 はふ かき 山の 木隱  光榮卿 

君 こ、 にいつ みの 谷の 奥深き 法の ながれ も 遠くった へむ 

山 館 煙 細  世 を なれて 誰 山 ふかく すみがまの 夫 かと 紬 きけ ふりみ すらむ 尊昭法 親王 

將恒 筆記 畢 

路薄  露 ふかみ わけ ぞ佗 ぬる 玉鋅の ゆくてに なびく し 野の 小 薄  弘  资 

  二 九 1 


草  翁 


  二 九 二 

蒼海 雲 低  海原 やなぎた る 沖に 移 ひて そよりも 雲の 波ぞ靜 けき  通 

暮春 月  1^ 明の 霞 はな ごり 今 はは や 花の 限の 春 はくれ にき 

摘堇  あかす とや 猶っ みそへ む 夕 露に 堇花人 吹 野は暮 ぬと も  公 

淺雪  晴 やすき 嵐の 雲の 一通り 降 こし 雪 は 積る ともなし 仙 洞 御 褒美 實 

神 ^  守る より 君 か 代 長く しめの 內に 宮居 動かで 祌も. ますら む か. - へ 字な き 歌 

枕 夢  跡 もな き 枕の 上の いっくより 見ぬ 世に も 行く 夢路な るら む 

寒 蘆  こ、 ろ あらば 是 も 見せ ば や 雞波江 の 雪に 亂る、 蘆の 枯葉 を 

庭 落葉  此 ごろ は 落葉 か 上に 聞馴て 枝に 聲 なき 庭の 木枯  公 

襄草霜  草 は 皆 かれぬ る 霜に 山風 もた に 一 むらの， 野邊 Q さ- -原 

隣槿  ^あまる 花の 中垣 風 こえて 露 もこな たに か、 る 朝顔 

抱 枕 無言 語  身に そ へ て 見し 世 忍ばむ 思 ふこと かたら ふべ く は あらぬ 枕 も  實 

枕 夢  手枕に こ- -ろ やすむ る 夢 とても こと はう き 世の 外に ゃ兑る 

戀不依 人  隔 へき 道 かは戀 のな げき こる 身 を 山 かつと 人の いと ふな 

初戀  人に かく 根 さし そめぬる 心 を や 岩に も 松の 種と 頼まむ 

此歌は 東 山院御 在位の 時、 御 月次 御 會始の 時な り、 依 此歌御 書物 拜領の 由 仰 

門 柳  春風の やとり になして 靑 柳の 陰 ふかく 住む 門の 靜 けさ 

名所 山  いく 世と も 誰か しら 玉 瀧 津瀨の 岩根 久しき 趣の 尾の 山 

海 tl 螢  宵の 間 は 見る めすくな く 澄 月の 入ぬ る 磯に 飛ぶ 螢 かな  實 


此歌 添削 實敎 卿甚 感心の よし 實陰卿 仰な り 

^家 I 務 (法皇 御感) 打し める 秩に露 をお とろけば 鬥 m の 月 も 薄 霧の i〈i  光 


榮 敎 


陰        野  陰 野 勝 


V  条 


香留袖  ^にみ しかへ さ Q 袖 の お ひづ からい へ づ と に と や お，' ふ 梅 か 香 

S 悔戀  一 夜 をも隔 お き 一 - は あら し 身の 末と た Q めて 何 はか れけ む 

□  □□  麓なる 花 ははな に てよ しの 山 深き 岑には 雪 や 句 へ る 

此御歌 は 或 人 の 願に て 遊し 候 由 御物が たり た り、 いつにて も 御 自分の 歌 御 心 に 叶 ひし、 御氣& は なか 

りつる に、 此 御詠 は 少し 御 自贊の 様に：： ん えさせ 給 ふ、 よしの 山の 園の 由に て、 麓に はさ だかに 花と 見 

えて、 峯には 雪 かと！ ゆる 氣色 ほのか な りつる 繪 にて 有つ る と 御物 語な り、 

靈老 筆記、 是 迄にて 終、 此下 一 品宫の 御詠 は；：： J 田 某が 自記、 


陵 園 妾  たビ獨 あたつ き 月に みし やうき 松の 戶 とづる 庭の 白菊  職  仁 

未言戀  うき 中に 人め を つ 、 む 我 思 ひい は で 幾 その 年 を 過 さ む 

三月 三日  三日月の 影 さし そふる 暮 かけて まと ゐ にか はす 桃の さか づき 

夢  ぬるが うちに 身 を 慰む る 夢 はみ むい そじの 枕よ しからす とも 

名所 七夕  一年 を なぐさめ かねし 星 やまた 行 あ ふけ ふの 更 級の 現 

夏戀  しる や 人 かくうき 中に 暮が たき 夏の 日暮し 物お も ふ 身 を 


〇 烏丸资 慶卿秀 葉 集の 中 

細 川 丹 後 守 望に よりて、 玄旨法 印より 古今 集の 說傳授 せし 人々 の 名 ども かき 付て、 つかわしけ るに つけ 

て、 

よに ひろく 雲の上まで 聞 え あ げ て 傳 へし 家の 道ぞ た しき 

士ロ良 若狹守 所持 東 野 州 手 跡、 古今 集 闕文望 によりて 書 遣 はすと て 

かき やる も心淺 間の 山の 井のに ごり やそへ む 水 塞の 跡 

I ゆ 川 丹 後 守 かたへ 遣 書 G おくに 

  二 九 II 一 


  ： 九 四 

友 鶴 も あはれ とや 聞く 和歌の 浦に つばさし ほれて 子 を 思 ふ 朝 

辭世 

さめに けり 五十 年の 夢に みし や 何 立 田のに しきみ よしの、 雲 

寳永 三年 1 一月 關東御 下向の 時 富士を 御覧 じて  近 衞 基- & 公 

ふり そめし 神 世お も ふに 日の 本の 花の ひかり も 富士の 白雪  • 

つもり こし 世々 のことの 葉 世々 の 雪 それさ へ 名 さ へ 高き ふじの 根 

三月 十三 日濱の 御殿へ 渡らせ 給 ふに 雨 降ければ 

晴れて よき 水の 光 を また 見む と 思へば け ふ の 雨 もうれ しき 

同 七 八 日 同じ 御殿 へ わたらせ 給 ふ 時 

すむ 君の 惠みを ひろみ 池 波 も 老をか へ せと 汀よ るに や 

庭の 鶴 Q ありし に 

なつかし くみれば なつかし 都に て 見なれ つると はなれ もしら す や 

角 田 川に ならせ 給 ひし 時  比 姫 君 (伏 姬宫將 軍 家 簾 巾) 

おも ひ ある 身に しあら ね ど 古へ の 名 もな つかしき 都鳥 哉 

江戶 御城 二の丸に て 御詠 享保 十九 年 穴 月 

九重の 色 も か はらで あづまなる 御國 に^し なでしこ の 花 

文 元元 年長 月の 始、 氷窒 山の 紅 薬の てりた る を、 一 もと 近衞 殿下へ 奉りけ る をめ づ らしと て 禁裏へ 奉ら 

れし 時、 下されけ る 御製 

ときわかぬ ひむろの 山の 紅葉 は こぞの 時雨 ゃ染 のこ すらむ 

院 の！！： 所の 御 庭に 小 松 を 多く 植 しめ 給 ひて  院 御製 


草  翁 


行て 見む 野邊も かく ぞと 洞に け ふ あそぶ 子 日の 小 松に ぞ しる 

御 庭の 花 を 前 殴 下 へ 給 ふとて 

け ふこす は あす は 雪と もちらぬ 間 を 見せば や 庭の 花 Q 一枝 

御返し  近 衞家久 公 

惠 みとて け ふ は 雪と もちらぬ ま を 見つ る 雲井の 花の 一 枝 

二月 十三 日院 御所 御 當座御 會に不 逢戀を  押 小路 實岑卿 

もがみ 川 あ ふ 濯 はな ほ もい な 舟の いなと 計に 過 行 はう し 

院の 御返し 

最上 川 人 r ぞ のぼらん 稻 舟の いなとば かりに 捨 はお かじな 

實岑卿 多年 參議 にて 後輩 あまたに 越 階せられ 給 ふ 述悽を ふくみて、 此御當 座に かく 詠 ぜられ し を、 飫 

感淺 からす 哀に思 召て、 掷 返し を 給 ひ、 二月 二十日 中納 言に 成 給へば、 朝恩 Q 恭さ 誠にし ね を ひろへ 

る此 面目に ことならす、 

元 文 五 年 三月 下旬、 殴 下より 櫻 を 一 と 枝 奉らせ 給 ひければ、 上よりも また 櫻の 枝に 窟 翰を染 させられ 

て、 御 短冊 を 給 ふ、 勅使 は 烏 丸 左少辨 

手 折 こし 宿の さくらの 色香に はいかで およばむ 花の 一 枝 

御返し 色 深き 雲井の 花の 一枝に 宿の 櫻の いかでお よばむ  一條 殿 兼 香 公 

此日各 公卿 をめ されて、 花の 宴 催され、 御酒 を 賜 ふ、 御 か はらけ を樓 がさね のうす やうに のせて、 公 

卿の 座に 出されけ る 包紙に、 

まと ゐ する 庭の 木の まの 盃に醉 をす、 めて 花の 春風 

題 不知 身の上 は 何 か 思 はん 朝な く國 やす かれと いのる 心に  御  製 

  二 九 五 


草  翁 


二 九 六 


法皇 林 丘 寺 御幸の 御供に て 狂歌  親 町  一 ^公通 公 

もし ふらば 雨に さしあげ 奉らむ け ふの 御幸 を 松た けの 笠 

同じ 時 御前に 鶴 龜の御 K 肌 有、 これにて 狂歌 一 首と 仰 事 侍りければ、 

御酒と き、 まゐる 千年 萬 年 もつ ると 龜 との まきゑ さか づき 

八十の 賀に  加賀 宰相 綱紀 卿 

乘捨 しむ かしの 駒の 竹 もがな 老の坂 行 杖と 賴 まむ 

享保九 年 八月！ 一十 五 n 慈 鎭和尙 五百囘 忌に あたりけ る 時聖蓮 院宫に て  な 泉 爲久卿 

吉水 のむ かしの 契りけ ふさら にむ すぶ も 法の えに しぞ 有け る 

〇 同 十二 年 正月 禁裏 御會始 池 岸 有松鹤 

舊夂 A 將軍 家より 鶴 纏獻上 有し を 御 泉水 へ はなさせ 給 ひし ま- - に 御 出題 有しと なり 御  製 

幾年 も 我 友 鶴 や こ の 池の 岸なる 松の 陰に す むらむ 

享保 十六 年 法皇 御前に て  外 山 1 一位 八十 歳の よめる 

あづさ 弓 君に ひかれて やそし 經て 九十 も 百 も 無事で 居て 見し よ 

明 和 四 年 十 一 月朔旦 冬至  民 部 卿爲村 

^花 を まだき もよ ほす 萬 木の 春 やけ ふより 根に かへ るら む 

草 は 皆 枯葉の 霜の 下め ぐむ 舂を こめた る 冬の 中垣 

立歸る はるになる て ふけ ふの 空 た！^ しき 時 を 曆にぞ しる 

昔より いは ふためし も 一 日の あしたに いたる 冬の 半 を 

時 守 もかぞ へ て ぞ しる もる 水の そ ひて け ふより 長くな か 日 を 

打 は へ て 柳の このめ 卷 にまづ か- -る もしる くな びく 糸 筋 


草  翁 


霜： け ふとろ 舉 によろ こび を あら 1-1 しも ふす 雲の上 人 

寳磨 十三 年 十二月 一 日御卽 位の 上使 酒 井雅樂 頭忠知 朝臣 同 三日 參內の 時、 天顔 を拜し 奉りて 

天 照す ひかり は 摘 もます かにみ むか ふ 祌代を 今にう つして 

あ ふげ なほ 千^ を ふると も 五十鈴川 たえぬ 流の 天津 ひつぎ は 

天盃 を 賜りて 

萬 代 も かさねて 盡ぬ盃 に 君が 惠み をく みて こそしれ 

雲の上 やひ かりさし そふ K 孤に 御代の 惠み をう けて かしこき 

1^ し  民 部 卿爲村 

都に はに き はふ 時に 逢坂の 關 こえ 來る袖 も ゆた けし 

我 病 ひ を やすめん と、 身に は 過た る 祈 ともをして、 こ、 かしこより 大麻 守りな どい た^かす、 其 かし 

こまり を 思へば、 湯 あみだに せぬ 身の 社號 をよ む も 恐れ あれば、 日を經 ぬる 病に、 身 さへ 淸 からでた 

だ 其 事 をお も ふことの 葉 

かしこく もとりて いた く 大麻に か、 る 光 は 玉ぐ し Q かげ 

氏人の 我た め 祈る ねぎ ごとに あふひの かづら かけて 頼もし 

冬 寒き 深山の 鹿 もの どかなる 春の ひかり はまた きに ぞ しる 

きしの 松 あさる もぬ る もやす き 枝の 風 身に しまぬ 鷺の毛 衣 

思 ひやる 浦の はつ 島 はっかに も 心に 露の くま は 殘らす 

明 石が た 海人の たくな はくる しと もお も はぬ 浪の立 居 やすくて 

かせ こし も 尾 張の 海の 淺 からで 浦め づ らしき 浪 のしら ゆ ふ 

身 こそ やめう きを 心の 白雲の やまぬ 祈ぞ しるし まさしき  民 部 卿 一 滕原爲 村 

  二 九 七 


tlx 

〈ム别 草 卷之百 五十 五 

f 頃我 き 靜坐 百 六十 翁と 書る を、 友人 其 意 を 問、 答て 曰是は 東坡の 詩に、 無事 而 11 日是兩 日、 

若活 七十 年 「是則 百 四十と かや、 我 I え かもしら ね ども. 不圖是 を 思 ひ 出て、 七十 五六 f 頃、 戯に 

ま，， ^百 五 4.、 翁と 書り、 夫より や、 星 移りて、 今や 其 齒に滿 ぬれば、 又 十 年 を 加へ て 百 六十 翁と 書な り 

人の f 隨ひ、 あだし f 書 管に、 暮齢 八十と 書ん も、 我ながら うら ぶれに たり、 不如 も；^ U 急 

^^H^n^, 稷に 着す さむな り、 先 f きにし も あらす、 享保中 翁と 云 I かき 

L-ri ての 後 は、 百 六十 幾つ I 童と 書し を、 意人尋 しに •  I 答て、 此百 I は 傘 S 付な 

りと 云、 人々 是を 興じけ る を、 今 我 身に しられて、 意 は 遠へ ども、 全 暇が 眞似 なりと 答 ふ 

.A らき 世の中に も、 にくから ぬ は短氣 者のと きたる からし 成け らし、 猛 きもの、 ふ も淚を 催す は、 ゐ路 

にあらぬ う— しし 泣に や、 ある は あざら けき い 魚 を、 萠 出る 若草、 朧一 S のお ぼめ き、 はたそう めんの 糸に 

よる 物なら 泣 もこと わり や、 うどん は柔 和ながら、 にんにくの くさ きを 嫌 ひ、 こせう とうらなく^ て 

1 一道 かくる 事 もな し、 とうがらし はむ くつけ ながら、 貴と なく 賤 となく、 引手 あまた Q 身なり Ixa 寸 

り^まげ しき 小 傾城 ■ 小姓の ぬるき、 大 若衆 も、 夫. -に， 方 有て、 色づ かぬ 青き 姿 を、 根 引に せら 

？:、 せちなる 戀路 か は、 さんせ うは、 i よりかん ばし き 事、 霞 を 欺き、 木の 丸 殿の 皇居へ u、 

集 もやら で I せり、 や、 S るに 隨ひ、 たに はなる 柏 原と かやに て、 殊 さらに ゆつ ひ 力 ひつ はは 

是を漬 て、 S へ獻 せられ- ある 望 布 を 友に， 雲 Q 中？ と 成り、 其 外 ひろく ザに 交りて 人 をき 


はしむ る 事 辯 ひなし * 大根 は 和 難の 花に て、 大に人 を 補 ひ、 寒夜の 風呂^な ど、 其性溫 厚な りと 思へば、 

また 或 時 は 身 をし ぼられ て、 人口の 美味と なり、 身 一 つに 補 滇を備 へて、 世に 賞 せらる、 せう が はもと 

も 百藥の 長と して、 周く 世 を 救 ひ、 サァ IK ふ 時 は、 人 參に伴 ひて 大に功 を あら はす、 又い かなる 響 膳に 

も携 はらぬ 事 もな く、 菓子に も聯 り、 貴賤 を 撰む 事な し、 餘の 辛み は、 好む 人 は 至って 賞し、 嫌 ふ 人 も 

又 寡から す、 彼 は 世の 毀譽 にも 預からす、 漱き內 は 青梅 紫蘇な どに 附 合て、 うつくしき 紅 を 佩び、 聖語 

にす ら捨 すして 喰 ふと、 後世に 遣され たる は、 いみ じきぬ 緒な りけ り、 S 辛は釋 門に 忌れ ながら、 又 そ 

かに ひともじ あさつき なんど こそ、 したり 顔に 時め きぬれ、 其 他 は 人に 陋 しめられて、 い たづら に郊原 

に枯 失る、 斯く おのが じ、、 それ，.：. \ の 味 ひ を 僮へ て、 世の たつぎ と 成 中に、 惟り 山葵の み 高く して、 

世の 糞土 を 厭 ひ、 深山幽谷 にかくれ、 澗泉荅 滑らかな るに 馴て、 さも 淸ら かなる 質 なれ 共、 世人 その 德 

を 慕 ひて、 是を 市に 迎 へて、 賞す る 故に、 賤 しき は 疎 けれ 共、 いや 高き 雲井へ も 召れ、 茶室 遊屋 の純粹 

なる 饗に 携ら ぬと 云 事な し、 羅國 のからき 味 ひ、 おさく 山葵に 禀 得たり と 云べ し、 

〇 島 原の 風 人 

京の 島 原 こそ 住よ かるべき 所 なれ、 四 壁の 外 は 郊野に して、 日 枝 愛宕 八幡 山 崎、 西 山 ひがし 山、 北山、 

伏 見の 桃、 くまなく 見え わたりて、 景色の 地な り、 廓 中 荒 屋敷 多くして、 價も とも 卑く、 需 るに も容 0^ 

なり、 また 流石に くるわ なれば、 日々 の 費用 其 外の 用具 も、 廓屮に 夫々 商家 有て、 何事 も 足れり、 遊君 

の ゆき、 しげく、 目を悅 ばし め、 しかも 其 地 閑寂な り、 なべて 爱の 人、 花洛の ひす かしき 風俗に 替て、 

人 直な り、 去れば こそ 武 陽の 優 人、 愛に 来りて 棲 者 多し、 太祇 とい へる 風 人、 爱 にて 風月に 遊びて、 明 

和の 頃 身 まかりぬ、 此太祇 が 趣向に て、 始めて 島 原に、 盆 中より 明月の 前後まで、 家 毎に 燈籠を 作らせ、 

世人 を 集めけ るに、 世に 珍ら しく 評判して、 花洛 近在より、 群 をな して 見物す、 是 故に 凝 茶屋 も あま 

た 外より 來り、 壯觀 言に 述が たし、 餘り 群集して、 島 原の 往来 所せ くま、、 世話人 を 多く 出し、 往來 
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の 道 を 分て、 路は 南の 道へ 拔く、 それより 年毎に 怠ら ャ、 燈籠を かざり、 三十 年に 向と して 今に 結 

せす 繁榮 せり、 桔梗 屋 などの 燈籠 はからく り を 交へ て、 仰山なる 仕形な り、 共 外に もから くりの 類 多 

し、 揚屋 町 も 年々 色々 の 物 數寄を して、 是 を！^ る、 價 高き は 今 七 八 拾兩、 或は 百 雨に 至る、 末々 の 小 

さき 燈能 も、 金 贰參兩 より 陋 しき はなし、 細工 人 は 京大 阪に名 を 得た る 者 共、 是を 作る 故、 奇麗 結構、 

實 にも 人の 群る も理ぞ かし、 是太祇 が 廓 中への 紀急 なりと、 彼が 事 を 今に 云 出せり、 其 後 五雲 心頭な 

んど來 りて、 爱に 住む、 各 昔 をつ、 みて、 誠 を あかさね 共、 其 中に 幕府の 士も 有と かや、 分て 心頭 は 

手 躓 もまめ やかに、 茶道 を も少く 心得 たれば、 廓の 少幼 むれて 是に物 習 ふ、 心頭が 草庵の 裏に 空地 有 

り、 それに 一 樓を 建て、 春秋の 眺を 居ながら にす、 天 明の 末に 少しいた づきに 罹りて 1 言語 審 ならす、 

獨夫 にして 中 症の 難に 遇 ふべき 患 を 恐れて、 彼 ー樓を 廓の ものに くれて、 東行 せんとす、 素より 貯 なけ 

れば、 一 樓の禮 金 を もて、 廓の 駕を武 陽へ の 通し 駕に雇 ひ、 己が 氣に 入し 駕の者 を えらびて、 すぐに 道 

中の 介抱 を賴 み、 其 雇錢の 殘を懷 にして、 故 鄕へ歸 る、 其 歸路美 濃 尾 張の 鵜 舟 を 見ん と樂 みて くるわ を 

立ぬ、 實に、 雲水の 境界 羨れ ぬる、 其 蜩庵を も 愛に 移し てんとお もへ ども、 聊 事に 礙られ て、 本意 をむ 

なしう す、 

〇 河 野 豐前守 

河 野 豐前守 は始勘 右衛門と て、 五百石 を領 し、 常憲 公の 御 小 納戶を 勤む、 其 後 御 表へ 出て あれこれ 御 役 

を 勤め、 佐 渡 奉行より 京 町奉行へ 轉 役し、 其 時 五百石 御加增 にて、 本 地 合 千 石に 成り、 豊前 守に 受領 

す、 享保六 年の 事な り、 此人 一箇の 英士 にて、 上京 以後、 夫 迄 先 奉行の 沙汰し 置る 事共 を、 悉く 改め、 理 

の 必然なる もの を 以て 規矩 を 定め、 先裕を 用る 事な し、 たと へば 公事 訴訟 は定 口 有し を 止て、 毎日 是を 

聞き、 又洛の 大路 石高く 地形 平らか ならざる を、 悉く 地形 を 平均 させ、 竪 横の 街疊を 敷し 如くに 成り、 

あるひ は 出火の 節、 町 夫 を 町々 より 出す 事 を 始め 1 さまぐ 新法 を 立ら れし 故、 始の程 は、 兒ゃ角 誹謗 
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せし かど も、 皆々 後 來の益 事 計 なれば、 後に は 人 伏せり、 出火 出馬な どに • 丸 頭巾 を 着て 出たり、 其 外 

希有なる 事 多 かりし、 (當時 奉行所に 於ての 執 計に 豊前 守の 立 置る k 規矩 を 用ら る、 事 多し) 中に も豐前 

守罷 登らる k 前年、 享保五 年に、 組 同心に やかましき 事 有り、 其 旨 趣 は、 與カ 同心 出 役の 着用、 同 服に 

て 不都合な りと て、 豐前 守の 先役、 山 口 安房 守 是を改 られ、 與カ立 付 同心 股引に 極ら れ ける を、 同心 一 

統に不 伏、 是 迄の 通 を、 頻りに 願 ひ、 若 願 ひ 難 立 候 は 、同心 一 統に御 暇 下される 樣 にと 傲 訴し、 其 吟味 半 

ばなる 內に、 七夕の 町 廻り 同心 共、 巳 前の 通の 装束に て罷 出、 西 組 同心に は此 度の 差圖の 通、 股引に て 

出、 同格の 者立會 勤に、 着用 相違 故、 人 不審し、 安房 守是を 聞て 以の 外忿 り、 同心 支配 石 崎 喜右衞 門、 

山 田 源兵衞 へ、 急度呤 味. S. 付ら る、 兩人 承て 其 日の出 口の 同心 は 勿論、 一組の 同心 人別に 呼出し、 段々 

理害を 云 聞せ、 威し っ賺 しつ 銘々 が 意 內を尋 るに、 十 人に 八 九 人 は、 一途に 御 暇 を 願 ひ、 一 兩人は 信伏 

して、 誤る も 有り、 又始 より 仲間 を は づれて 伏す る 者 も 有り、 然るに 右 吟味に 及と 否、 銘々 が 道具 を 夜 - 

中に 運び出し、 偏に 傲訴の 仕形なる を、 房 州 生得 不器の 人に て、 其の 咎は 等閑に して、 結句 同心 支配 兩 

人の 越度の 様に 相 成、 未 落着 不 取締、 同心 は彌據 に乘て 不鎭、 內に 安房 守參府 して、 江 都に 於て 卒去に 

仍、 其 跡 豊前守 を 仰 付ら れ、 罷 登られけ るに、 同心 潤色して、 新 頭へ 愁訴して、 渠 等が 主意 を 可 立と 待 

設 たる 處に、 豐州は 安房 守と 表裏して、 右に 記せる 如くの 風俗 なれば、 同心 も 案に 相違し 先づ嗚 を靜め 

て 居る 處に、 豐州被 申出 は、 京都の 同心 共、 ことの 外 風俗 惡敷、 格式 混 雜の趣 相 聞え 不屆の 至に 候、 畢 

竟は 同心 支配の 執行 ひ、 不行屆 故に 候と て、 石 崎 喜 右衛門 山 田 源兵衞 同心 支配 御免、 御 跡 役 四方 H3 重丞 

田 中 七 右衛門、 西尾甚 右衛門へ 申 付ら れ、 是迄 同心 支配と 唱來候 を. 向後 役名 を 改め、 同心 頭と 可唱 候、 

且又 同心 四十 八 人 を三ッ 割に 組 分いた し、 右三人 Q 組 下に 十六 人 宛に 割、 爾來諸 書付に、 自分 組と は不 

書、 四方 田 重丞 一 組 〇〇 組と、 銘々 頭の 名 を 書記 可 申 皆、 嚴 重に 申 渡されし 故、 同心 共 日頃の 存念 犬に 

違 ひ、 內々 にて は 甚愤れ ども、 時の 頭の 申 渡な り、 其 上嚴敷 奉行 なれば、 恐 入相 鎭り、 豐前守 御 役 中 は 
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其 格に て 有 之 候 得 共、 程なく 轉 役せられ、 小 濱志摩 守 上京 後、 右の 仔細 共 を 聞れ、 相 組に て は 前々 の 通 

支配と 唱候 を、 東 組 計り 同心 頭と 唱候 も餘 組に 類例 も 不聞事 なれば 、古来の 通、 名目 は 支配と 唱 へし、 尤 

與カ 同心 規矩に 於て は、 先 奉行の 申 付 置る.. -通、 急 度 可 相 守 旨 被 申 渡、 同心 共此 度の 頭に て、 さりと も 

以前の 通 可 願と 相 巧 けれ 共、 志 摩 守 は是も 常憲公 御扈從 にて、 舉者 なり、 豐 州と は 風俗 眷れ 共、 殊外六 

ケ敷生 質な り、 譬ば 奉行の 替り 目に、 自分 紋 付の 役 羽織 幷 火事 羽織 を 同心へ 渡さる、 右 火事 羽織、 冬 は 革 

夏 は 布な り、 然に志 摩 守より 渡されし は、 革 羽織 計 なれば、 支配 迄 同心より 先 格 を 申立、 夏 火事^ 織 受取 

度 旨 申 候 故、 支配より 其 段 頭へ 達け るに、 志州諾 せられす、 火事 は 非常の 事な り、 非常に 四季の 差別 有べ 

き や、 亂世を 以て 見るべし、 夏 具足と 云 物 はなしと て 夏 火事 羽織 は 渡されす、 志 州の 風俗 如斯、 六ケ 敷け 

れば、 同心 異議 を 申 事 不克、 夫より ながく 事鎭 りぬ、 豐前 守斯嚴 なる 許の 人歟と 思へば、 流石 常 憲公御 

內勤 をせられ し 故、 風流 優しき 事 無にし も 非す、 就中 猿 樂喜多 流の 能に 堪 たり、 或 時 同役 本 多 筑後守 を 

招かれ、 囉子 有り、 能 太夫 竹內平 七、 大詖櫛 橋 十 右衛門、 同 丹 七、 小 鈹平島 善 右衛門、 太詖： i 井 ii 兵衛、 

^岡 本 勘 助な ど來、 其 外小詖 は組與 カ子 供の 內、 眞野 久次郞 (孫丞 枠) 上田 源 右衛門 (權 右衛門 枠) 笛 

黑田初 右衛門 (西 組 同心) 罷出、 番組 は聢と 不覺、 脇 螺は高 砂 小鈹源 右衛門、 二番目 三番 目 失念、 其 跡 

蘆 刈小鈹 文.^、 郞 遊行 柳 三輪 融 など 有 之、 螺子 半ばに 筑後守 所望に て、 豐前守 遊行 柳 を 舞 はる、 筑後守 太鼓 

なり、 豐 州の 舞 抜群に て、 人 皆 感嘆す、 倒れ ふし 柳の 邊续 にし ほらし く、 自分 も 老年 故、 一 入 遊行の 位 

備り、 平 七 も倩拜 見して、 豐 州の 堪能 を 信伏し、 常に 豐 州の 勝手へ 立 入て、 豐州の指南受た.=^、 其 頃 は 

平 七 未だ 若輩 なれば、 人 是を用 ひす、 何方 やらん の 能に て、 平 七三 輪 を 致せし 時の 落 書に 「三 わみ たか 

また 能すな き 竹の 內 すると 思 ふな 見る とお も はじ」 などと そしれり、 後年 Q 人の 賞せ し は 全く 豐前 守の 

影な りと 云り、 右の 螺子 は但 子供 汔. 1 見物に 可 出 由 被 申に 仍、 余 も 幼若ながら 見物せ しが、 豊州 遊行 柳 は 

子供心に も 格別の 樣に覺 しなり- 筑後守 三輪 を 舞れ しが、 誠に 素人と 見えた リ， 遊行 柳の 太鼓 も、 筑州 
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なり、 所々 打 損じ 有し かど も、 功 者に て 間 を 合されぬ、 其 子 豐前守 も、 父に 劣らぬ 俊士に て、 數々 の 御 

役を轉 任し、 大 EE 付 迄 勤ら れぬ、 就中 御 勘定 奉行の 節、 諸 伺 ひ を 聞る に、 其 頃 時め きたる 同役 杉 岡 佐 渡 

守、 細 田 丹 波 守 杯 は、 理の迅 き 人に て、 人 組し 地方の 伺 を も、 當理を 以てさら，， \ と 下知せられ しに、 

豊前守 は 自分 は 地方 不案內 なれば、 同役 中 Q 如く、 端的の 指圖に 及が たし， 得と 聞 礼た る 上に て、 否 や 

申 渡すべし とて 細かに 事を尋 られ、 少 にても 胡亂 がまし き 事 は察當 せらる、 處、 餘の 奉行 中の 功 者 顔な 

るよりも、 豐前 守の 不案內 顔なる が遙に 優りて、 實は隨 分地 方 鍛練 Q 人 なれば， 伺候 者 共豐前 守に は甚 

心 を 置て 六ケ 敷かり しとな り、 總孃 御用の 執 計 ひ 篤く して、 諸人 賞せ しと ぞ、 

〇 十七 夜 湖 月 

湖 月 を に 行人の 云る は、 中秋 三 夜 は 洛邊に 遊びて、 に ほてる 月 は 十七 夜 こそよ けれ、 打 出の 濱 にもせ 

よ、 三 井寺に もせよ、 都より 行程 三 虽を隔 ぬれば、 斜 日の よき 程に、 都 を 出て 徐に 杖を曳 て、 被 方へ ま 

かるに、 早た そがる- - 頃に 成ぬ、 そこ にて 物な どた う ベ、 小 竹筒なん ど 取 散す に、 疾く暮 て 向 ひなる、 山 田 

矢ば せの ほとりに 月し ろた なびき わたる 風情、 さながら 遼 Q 山 かつらに 似たり、 少焉 有て 月 出る さま、 

東 坡の赤 壁に 遊びし も斯 やと 計りい み じき、 さる を 漣の 月見ん と 待 宵、 良夜の 頃、 心い そが はしく 都 を 

出て、 汙押拭 ひ、 かしこに 行ば、 はや 月 はに ほ を 離れて、 上天した る氣 色、 無下に 愛な くぞ覺 ゆる， 淸 

女 は 十三夜 こそと 書 遺し ぬれ ど、 十三夜に は 月 代の 眺 なし、 少し 缺 たる 俤は、 十七 夜 も是に 等し、 而も 

月 代の 眺、 え もい はれす、 はた 曉を殘 して， 疾く 入る も、 明 はなれて 暫し 淺れる も、 いづれ まさり 劣れ 

るか は、 同じ 秋の 哀は 好む 處 にした がふべ し、 

因 記す、 一 とせ 故 御射山 翁が、 十三夜の 句に、 「惜 まる、 名人 月 や (明の 闇」 とせし を 我 は 「とろとろ 

と 寐る烏 あり 十三夜」 と 思 ひつ けし を、 几圭 ふたりの 句 を判談 して、 明の 閣を 言外に こめて、 朝寐 

烏の 風情 こそ 聞 所 あなれ と 賞せ し、 羅翁も 自らの 句 は 巧 過て、 杜 口に 辯 押れ たりと 慚愧 せり、 又是に 
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似た る 事^り、 花 後の 句に、 隨 哦の碓 因が、 r 柴 かとた、 きつ 抱つ 山 ざ くら」 と 申弃し を， 衆人 賞せ し 

が、 其 後 「ゆかし さは 荼 よりも 花の 跡 見 かな」 と 我 句 有しより、 衆 ロ忽我 句へ 移りし、 是 等の 自贊爱 

に 書る もよ しなし 事ながら、 我に 自他の 論な し、 可 は 任 其 可、 不可 は 任 其 不可の 意な り、 

やそじの 我 もみな 月の 頃より、 わら はやみに 惱 みて、 玉の緒た ふる 許 なれば、 したしき うとき に、 此世 

のい とま を吿 しに、 ；大 賜わ づ かに 盡 やらす、 秋 を 得て 何 地へ 歟. やま ふ も 去り、 よろめきながら、 今し 

ばし 夢 婆 Q 中に 逗留 せんとす、 ことし は 中秋 三 夜ながら 殊 さらに 隈なく、 いざよ ふ曉寐 られぬ 儘に、 うし 

ろなる 郊原を 見 わたせば、 山の端 近く 月 かた ふきぬる、 「命な りこと しの 月の S? り 初」 月 もろともに 我 も、 

〇 島 原の 吞獅 

島 原の 吞鯨舉 は、 前の 卷に すさみ ぬれ ど、 人 マ の 吞獅事 は 書 もらしつ、 風月の 情 は、 親に 劣りて うと けれ 

ど、 己が 業に は飽迄 かしこく、 備 はりた る 器物な り、 奢 は 祖父 幸齋 などに はな けれ 共、 譬ば はたと せ あ 

まり 以前に、 いたつ き 有よ し、 りて、 先 斗 町の 座敷へ 出て 月 を累ね 養生せ り、 其 間 は 廓 中の 吞獅 が； 頭 

共、 爱に相 詰、 ある は 江 戶坂京 右衛門 杯、 芝居 役者 あまた 常に 傍に 來て、 接婦を 取る、 くすり は 山 脇道 

作 療治な り、 日々 に 見舞 ふといな や、 兼て 鳥 や 又兵衞 方へ 申 付 置、 饗 腾 を 出す、 山海の 時節の 珍味 を盡 

さすと 云 isf なし、 供の 者 は 鳥 又 座敷 を 明 置若黨 以下、 それ-^. の 格 を 立て、 日每 にかけ 合の 料理 を 出す、 

ある 時吞獅 云る は、 目 川の 豆腐 は 格別の ものな り、 京に て是を 移せ ども にげなし、 いざ 翌 はは かしこに 

往て、 是を賞 せんと 言、 屬 する 者 共、 是を 聞て、 是 はさした る 物 にても なきに、 遙々 行ん も、 あまり 

事が ましと 云へば、 呑獅 重ねて 云、 夫 こそ 一 興 なれ、 めづ らしき 豆腐 をた う べんと て、 千里 を 遠し せと 

す、 旅行 を 催す は， 豈 風流なら チゃ、 殊に 道中の 景色い く 千度 見る とも 誰か は是を 賞せ ざる、 はやく 駕 

を 申 付よ と 云ければ、 則附々 の 者 共役 者ぐ るめ に、 駕七 八挺 立て 其翌 m 川へ 行て、 豆腐 を 賞せ しと かや、 

道屮往 米の 費用 幾ぞ や、 是ら 吞獅が 風流の 一 箇 なり、 もと も 奢 はさる 事ながら 遊廓の 業體 にて、 尋常の 人 
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の 身 を 約 かにす るの 意に はて 不器な りと 一  .ム べし、  加 様 C. 活氣を もてせ すん ば、 家業 榮ふ ベから す、 是を 

以て 吞獅を そしる は 非 論なる べし、 右の 出 養生 も、 過半 は. 虚病 なり、 歸廊の 時、 藝子を 三百 金 計に て 請 

出し 述歸 り、 妾に せし とぞ， 

因に 記す、 何と やらん 云る 醫師 療治 Q いとまに は、 旅装す、 いづこと 云ふ當 なく、 大津を さして 出 行 

く、 草 津石部 水口な ど 巡行して、 興盡れ ば、 引返し 歸る、 與に乘 じて は、 關 龜山邊 まで 行 時 も 有り、 

人是を 問へば、 余が 業 は 屈 僻 凝滞す る 計な り、 折々 氣を養 は ざれば、 勤り がた し、 氣を養 ふ は 山河 郊 

野 を 眺望す るに 如く はなし、 それ も I 片に とどまらす、 經歷 して、 心轉 化すれば、 自ら 鬆 氣を發 散す、 

され 共 何 地へ 往んと 心に 用 を 貯る時 は、 あたら 致景を 心閙く 見るな り、 我が 如く、 何の あてなく 行た 

いほ ど 行て、 心に 一 物 もな き 時 は、 上な き 養生な りと 云り、 流石 醫 者の 一 見識 面白し、 

〇 老 健の 噂 

國里は 忘れし、 天明の 頃他國 よりよ そじ？^ i りの 寡婦 はたち 餘 りの 子と 共に 洛に來 りて、 本願 寺大 谷へ 骨 

を衲 む、 ぼ： ハ咄を 聞く に、 其 爺 は 某の 村の 豪お にして、 田地 山林 あまた 持て 家榮 え、 八十 歳の 頃隱 居して 

家督 を S 領に讓 り、 片；： 外 それ- 1\ 所從の 者へ 配當 し、 自ら も隱 罟 料 不足な き 续 して 閑居す、 其 時總領 

云、 爾來は 世事 を御遁 有て 歡樂に 暮し給 ふべ し、 何 成と も 御望 あら ぱ 仰ら るべ し， 御 心に 叶へ 參 らせん 

と 云、 其 時 老翁 云、 然 らば 一 つの 望 有り、 當 村の-白 姓 誰か 女 を 我 妻に 貰 ひたし、 此事を 叶 得させよ と 云、 

總領肝 を 潰して、. 是は 存じ も よらぬ 御 好な り、 彼女 は當年 十七 八歲 かと 覺ぇ 侯、 餘り 不都合なる 事故、 

親 * 合點仕 まじと 申せば、 されば さ こそ あらめ、 彼 親 は 田地 もな く 人の 田地 を預 りて 耕す 貧民な り、 仍 

て 結納と して、 我 隠居 料の 內を可 遺、 夫に て合點 させよ と 申に 仍り、 其 由 を 先へ 申せば、 親々 大に悅 び 

さ 1^ ば 女を參 らせんと て、 約束 究め、 彼女 を隱 へ 引取、 寵愛せ しに、 女 も 始の程 は 胡 國に囚 し 様に 思 

ひけれ 共、 次第に 馴染 重り、 獨の 子を產 み、 睦敷暮 せし が、 ことし 彼 翁 百 有餘歲 にて 歿する 故に 其 骨 
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を 納め、 母子 伴 ひ 登りぬ とか や、 有 まじき 事に も 有ね ど、 彼 翁の 老健を 聞 ま、 に爱に 記す、 

〇 小牧 長久 手戰 後家 康公 上洛の 事 

焦 失の 記錄に 在處の 小說、 余が 胸中 を 探り、 又少 々愛に 拾 ふ、 姓名 地名 年月な ど審 ならす、 た に 事 

實を 正して 錄 する 而巳、 

小牧 長久 手の 御 一 戰 (是織 田 信 雄を援 けて 秀吉 公との 御 一 戰 世に 賞し 奉る 義戰 なり) 御和融 有と い へ 共、 

其 後 內府公 御 上洛 もな く、 夫 切に て 御 音信不通 なり、 秀吉公 上方に いまして、 內 海の 侯 凡そ 數を盡 して 

從 はざる は 無し、 然るに 北條 氏政關 八を領 し、 內府公 は 駿遠參 の 太守と して、 歸伏 なき 事 を、 秀吉 色々 

思惟 有て、 氏 政 は 父 氏 康と大 に反して 愚將 なり、 竞には 征伐せ/事 易し、 家康に 於て は、 若き より 東海 

道 若手の 大將 と、 世に 賞せられ、 名に ぉふ武 E 北條 にも まれて 不 覺を不 取、 しかも 今度 小牧 長久 手の 義 

戰 世に 轟て、 萬 人の 思 ひ 付 事 限りなく、 世に 恐敷當 代の 良將 なり、 是を 敵に して は 天下 併吞の 障りな り、 

何共して 我に 歸屬 させんと、 羽 柴下總 守 を 使と して 濱 松へ 差遣 さる、 下 總守說 客と 成て、 蘇 張が 辯を以 

て、 さも 慇 慰に ロト： を述 て、 久々 上方 御遊 覽も無 之 問、 御 上洛 を 冀ふ處 なり 秀吉 公に も、 御和融 以後、 

染々 御面會 もな く、 御懷 敷く 思 召に 付て、 御 上洛 を 勸られ よとの 趣 を演說 すれ ども、 公 一 阆御 承引な く、 

上方 は 度々 登り ぬれば 今 さら 望な し、 但秀吉 より 我に 參 勤せ よとの 事なら ば、 秀吉の 奢な りと、 すげ な 

き 御 返答に、 下總守 全く 御參 勤と 申に は 非す と、 色々 言 を 並べて 申せ ども、 御 貪 着な し、 故に 是非な く、 

下總 守歸洛 して 件の 由 を秀吉 公へ 申 上れば、 秀吉公 又 色々 思惟 有て、 所詮 辯 俊 を 以てせん 事 は 叶べ から 

す、 此上は 我 妹 を 家 康へ緣 結して、 其よ しみ を 以て 上京 させんと、 其 俵 を また 下 總守を 以て 仰 入らる- - 

に 公 稍く 御 許諾 有り、 下總 守仕濟 したと 潤色して 立歸 り、 其 旨 を 言上す、 仍て 夫より 無 程秀吉 Q 妹 君、 

濱松 城へ 御 入 輿 有り、 此上は 御參洛 有て、 御緣 結の 御交會 あるべし と、 又 下 總守罷 下りて、 勸め 奉れ ど 

も公掷 得意 無して 仰け る は、 御緣 座と 成し 上 は 家康に 於て 聊別 心なし、 但し 參洛の 事 は 時節 有 之べ し、 
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今 四海 未だと くと 一 統 せす、 隣 國に敵 あり、 然る を遙々 上方へ 登らば、 其 敵 其 虚を窮 ふべ し、 鬼 角 時節 

を 待て 御交會 有べ しとの 御 返答な り、 秀吉是 を 聞き 大に返 屈し 給 ひて、 然上は 御 母 公大 政所 を 人質と し 

て" 濱 松へ 遣 さるべし、 左 有ん に はや はか 家 康參洛 せで や 有なん と、 此儀を 催され、 其 趣 は 御 緣結巳 後 

母 公 婦人の 事故、 我 妹の 遠 所に 在る を 慕 ひ、 罷下度 由、 こ は 其 意に 任せ 侯、 寬々 御 留置れ 候 様に との 趣 

なり、 公 も 天下の 主將 たる 人より、 人質 を 以て 招る k 上 は、 參洛せ すん ば 叶 まじと て、 御 母 公へ は 井伊 

兵 部、 本 多作 左 衞門を 馳走 人に 付 置れ、 御國の 事萬づ 御手 當 有て 御參洛 なり、 道す がらの 列 侯 是を傳 へ 

聞て、 殿下と 內府、 實に御 和平 整ぬ る は、 誠に 泰平の 基な り、 銘々、 領分の 道 橋 を 修造し、 驛. <  へ 家来 

を 出し、 其 馳走 類 ひ 無し、 斯て、 御人洛 有れば、 秀吉 賓客の 禮を 以て、 途中へ 御迎を 出され、 途中の 警 

衞嚴 なり、 則聚樂 城へ 入せ 給へば、 秀吉玄 關へ出 迎へ給 ひ， 公の 御手 を 取て、 一 別 三秋の 思 ひ を 述べ、 

直に 倡 ひて 奥へ 招 じ 入られ、 饗應の 結構 此上 なし、 天下の 主 將の列 侯に 對 せらる、 に は 似 もやら す、 素 

より 公 は 秀吉公 を 尊敬し 給 ひ、 威儀 を 正して 间辭し 給へ ども 秀吉公 曾て 聽給 はす、 偏に 賓 主の 禮 儀を以 

て せらる k に仍 り、 列 侯是を 見聞して 肝を濱 し、 公の 御 武威 を 感じ 奉る となり、 (御 在 洛中 色- の 事 有れ 共 

失念) 斯て公 は 寛々 都に 御滯留 有て、 御歸國 なり、 御留主 城に は、 名に お ふ 井伊 兵 部 大政 所 を 守護し、 

崇敬 せらる. -事 不斜、 而も 御 隔意な く 御用 を 承 計 ひ、 數 多の 侍女の 自用 意も聊 滞らぬ 様に 致されけ る 故 

兵 部 は 日本 一 の 御用達な りと、 大政 所の 御意に 人、 附々 の 女中に 口々 に譽 ける に、 本 多作 左 衞門は それ 

に 引替へ むくつ けなる 質 故、 I 向に 御機嫌 を も 伺 はす、 若 上方に 於て、 殿の 御身に 變 有らば、 此 人質 を 

燒 殺さん と、 四 維に 柴燒草 を 積て、 す はと 云 は 5- の氣 色なる 故に、 政所 を 始め、 女中 一 統に 易き 心 もな く、 

作 左 衞門を 憎みし が、 程なく 公 御 歸國の 上 政所 も 御歸洛 有り、 濱 松に 於て、 井伊 本本が 守護の 様子 を、 

1 々秀吉 公に 御咄 有り、 本 多作 左衞 門と 云 者 は、 世に 恐 敷 者に て、 雨々 の 執 計 をせ しょし、 甚 憎ませら 

る、 故、 秀吉公 も、 其 後 公へ 此事 御物 語 有り、 また 其 後 太 閣小田 原 征伐の 時、 道中の 城主、 銘々 居城 を 明 
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渡し、 御 泊と なして 馳走す る、 濱 松の 城 も、 其 格に て、 太閤の 人 救 域 中に 充滿 して、 御 變應敎 中の 所へ， 

此作 左衞門 は、 他所に 御用 有て、 御 使に 罷越、 歸 着して みれば 右の 通 なれば、 大に 興を覺 して、 旅装 朿 

の にて 太閤の 聞 給 ふ を も 憚らす、 大昔に 殿々 と 呼び 懸て、 拔々 殿 は 無分別なる 人 哉、 我 居城 を^て、 

、こます と 云 事 は 有事に 候 哉、 此 格なら ば 御内 儀 様 を も 人に かし 給 ふべ しと 罵る、 公 苦々 敷 思 召し、 扨 

. 々法外なる 馬鹿者 哉と 叱らせ 給 ふ、 斯様の 事數々 太閤 聞 及せられ、 作 左 衛鬥は 隨意荒 唐の 者な りと 御沙 

汰 有しに 仍り、 公 も 作 左 衞門を 御 取 立 有ん 事、 太閤への 聞え を 惲せ給 ひ、 其 身 一 生 御 取 立 もな く、 漸に 

して 作左衞 門の 枠 を 越 前へ 附 させられ、 人 マに 於て 越 前の 本 多 は 此作左 衞門裔 とか や、 作左衞 門、 其 頃 御 

城下の 町奉行 を 勤め、 稻垣 〇〇〇 天 野 三 平 同役な り、 作 左衞鬥 は萬づ 手荒く、 稻垣は 慈悲 深く 温和な り、 

, 天：： b は 指て 評 もな し、 御城 下にて、 其 頃 佛稻垣 鬼 作 左 どう へんな しの 天 野 三 平と ロ號 しと ぞ、 作 左衞門 

は萬づ 無造作に て、 或 時 御用に て 遠 所に 滞留して、 留守の 妻女へ 送 文に、 1 筆 申す 火の 用心お せん 病す 

な 馬 肥せと 書 送し とぞ、 おせんと は 女の 名な りと かや、 總 じて 參河御 普 代 衆の 內に は、 御 幼年より 隨仕 

の 人々 多く、 中に も 大久保 彥左衞 門、 小栗义 一、 此作左 衞門杯 は、. 極て 放言 隨 意の 人に て、 己が 思 ふ 

所 を 遠慮なく 申 上、 公 も 又 御 馴染の 事故、 少も御 遠慮なく、 犬に 叱らせ 給へば、 又 御言 を 返し、 以の外 

なる 首尾に 相 見え、 此上は 御 勘氣も 有ん やと 思へば、 其 御言の 下より、 御用 を 仰 付ら れ、 首尾 少も替 る 

事な し、 是 偏に 君臣 合 體の眞 より 出た る 事 なれば、 他の 及ぶ 事に 非す、 然れ ども 當代は 勿論、 其 時代の 

御風 俗にても、 此 三人の 如く、 武勇 計りに て、 疊の 上の 事 無骨なる は、 泰平の 御代の 器に 非す、 爱を以 

て 君の 爲に 腹心 股肱の 人ながら、 格別の 立身 もな きは惜 哉、 小栗乂 一 は、 我爲に 外戚の 祖 なり、 我 祖母 

たる 者 は、 又 一 會孫敷 玄孫な り、. 彼が 語りし は、 又 一 と 云 名 は、 度々 一 番當名 をしたり とて、 君より 被 

下し 名な り、 故に 子孫 此 一 一字 を 分て、 一 代 は 又兵衞 一 代 は 一 右衛門と 交る. f\ 名乘 なりと 云り、 

愚 iiii、 小 架 姓 は 幕府の 士に甚 多し、 皆 又 一 大六 等が 裔 なるべし、 何れも 小身な り、 近来 小 栗 叉 一 と稱 
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する 人 有り、 秩千石 若く は此家 嫡流なる や、 可 追考、 

斯る 由緒 なれ ども、 其 家微祿 にして、 僅 五 百 三十 石を領 し、 代 V 格^の 御 役 も 勤めす、 當 义兵衞 漸く 元 

方 御 納戶頭 を 勤む. されば 元祖 乂 一  は、 參河以 來神祖 に 事へ 奉り • 武名 世に 知られて 年久しく 御 使 番を勤 

め、 諸手に 於て は 又 一指 圖に仍 て 功 を 取 事餘多 度々 なり、 總 じて 泰平の 節 御使番 は、 苦，^) の 御 使 計に て、 

其 人の 器 を 强て御 撰に 及ば ざれ 其、 戰國の 碑使番 は、 武功の 人 を られて 甚大 切の 御 役な り、 陣中 諸手 

へ 御 使 を 蒙り、 其 手く の駔引 を指圖 し、 敵の 動靜を 見切、 人數の 多少 を 測り、 臨機 應 IT 大切の 斥候 

を 兼たり、 是を 勤る は、 大目 附勘 { 几 奉行 御作 事 御 普請 奉行 御 目 付の 類、 五 役の 中より 是を 勤む、 (此五 役 

の 役名 記錄燒 失に 仍て審 ならす) 故に 御使チ はの 印に、 五の 字 を 用る は此 謂な り (母 衣 指 物銘々 心に 任す)。 

右の 通 大切の 役儀 なれば、 同役^ 仰 役 を 仰 付ら る- -節 古き 御使番 へ、 誰 を 此度其 1^ 共同 役に 中 付る と 有 

事 を、 御 內意を 以て 御尋 有り、 老功の 御 使番閜 之、 何某 は尤仰 付ら れて 可然 候、 誰某 は 中々 此御役 は 勤 

兼 申べ しと、 御請 を不中 * 殊外 相手 嫌 ひ を 致せし となり、 又 一事 大阪 落城の 前 Hl、 上 杉 手へ 御 使に 行罷 

歸り、 御 次に て 同役へ 大昔に て 中け る は、 人 r 日よ き 打 場 有し 故、 景勝に 勤れ 共、 日夕 陽に 及たり とて 承 

引せ す、 直 江に 申せ 共是 も合點 せす、 餘り の殘念 さに、 さ 有らば 某 打べ し、 直：：： i に 勢. V 貸せと 中せ 共、 

夫 も 不諾、 惜き事 ra^ なしと 申け る を 公 遙に聞 召て、 ャァ又 一 汝らが 分と して 上 杉が 弓矢の 批判 を 申は淮 

參 なりと、 以ての外 叱らせ 給 ふ、 是^ 前に 云 如く、 君臣 水 魚の 中より 出た る 事に て 又 一 此仰を 何とも 思 

はす、 公 も 又 一 を 悪 ませ 給 ふに 非す、 養ば 賤敷 者の 夫婦 睦敷 中に て 女 夫い さか ひ をす るに 似たり、 互に 

心 を 兼て、 遠慮 有て は 云れ ぬ 事な り、 又 一功 者の 證は、 其 後 松 平 阿波 守陣へ II： 使に 行き、 仕お "の 付ケ様 

を 見て、 是は惡 敷と て、 柵 を 悉く 振 直させ、 蜂 須賀の 者に 如何と は 存じながら、 公儀 御使番 の指圆 なれ 

ば、 不及 違背 指 圖の通 振 直し 候處 に、 其 後 公 御 陣場御 巡撿有 之、 蜂須賀 柵の 振 様 ュゲ御 _ぽ 有て、 犬に 驚か 

せ 給 ひ 阿波 守若將 と雖、 流石 蒸 庵が 子 ほど 有 之、 武に長 じたる 仕 寄の 仕形、 老功の 者 も 不及賢 さ， ーッ， A々 
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奇特な りと 御 賞美 不斜、 是义 一 指 圖に仍 なり、 其 外 叉 一 山 本 新 五左衛門と 御 次に ての 口論、 皆武を 磨く 

よりの 事 なれば、 本 多 中 書 を 以て、 和睦な さしめ 給 ひ、 老兵 を 勞り賞 翫し給 ふと かや、 大久保 彥左衞 門 

は、 女 竄迄も 知 處の隨 意の 人 なれば、 一 不及擧 之、 


八ム划 草 卷之百 五十六 

大阪 陣中の 數說 

大阪 落城の 日、 大御所 は ii 本陣 御 牀几に 寄らせられ、 城の 方 を 打 守らせ 給 ふ 所に、 秀賴淀 殿の 籠らせ 給 

ふ、 芦田 曲 輪に、 火の手 揚る を御覽 じて、 御 側に 居 合せた る 小 出 大和 守に、 あれ 見 候へ と 仰ら れ、 大和 

守畏 て、 近頃 御 笑止なる 事に 御座 候と 申 上る、 傍人 聞 之て， 是は 如何 敷 御請 哉と 合ふ處 に、 大御所 聞 

召て、 其方 は 太閤 格^ 恩顧の 者な り、 左 思 ふは尤 なりと て、 却て 大和 守 を 譽め給 ふ、 然る 所へ 諸 大名 追 

々來 て、 恐 悅を申 上る、 裏山 入 庵も罷 出て、 萬 づ御心 儘なる 御 事に 御座 候と 申 上れば、 大御所 入 庵 手 を 

御 取な され、 亦 勝た る はと 上意な り、 是 は關ケ 原の 事 を 仰せら る、 成べ し， 扨 御 近習の 士へ向 はせられ、 

夏 目 を 呼 候へ と 被 仰、 夏 目 事 は 御 役 をも不 勤、 番 方の 小士 なれば、 掷近士 も聢と 不覺、 依 之 方々 手 分し 

て * 御 陣中 を 捜しけ るに、 諸 組の 內 より 名乘 出て、 夏 目 漸く 御前へ 出る、 大御所 御覽 有て、 汝は 治郞左 

衞鬥子 かと 御尋 有り、 上意の 通に 候と 申 上る、 其 時 上意に、 其方が 親 先年 危戰 に、 晴 なる 討死せ し を、 

今更 思 ひ 出たり と 上意な り、 夏 目 面目 を 施し、 平伏して 御前 を罷 立、 此治郞 左 衞門事 は、 味方 ケ原御 退 

口の 節、 甲 洲山懸 衆喧慕 ひて、 旣に御 懸命の 御 一 戰に 及ばる k 處を、 夏 目 治 郞左衞 門、 殿して 公 を無恙 

引せ 奉り、 其 身 は そこにて 討死す、 往昔の 佐 藤 四 郞兵衞 忠信、 村上彥 四郞義 光が、 吉野 にて 君 を 落し 奉 

り、 跡に 踏留 りし 忠 死に 異ならす、 然ば拔 群の 忠士 なれば、 子孫 を も擧用 ひられ 其 功 を 賞 せらるべき を、 

左 もな き は、 傳說 ほどの 事に 非る にや、 され 共 かく 御 敵の 亡果 ぬるに 至て、 夏 目 事 を 思 召 出さる、 事、 

孰に 夏 目が 討死、 普通の 討死に て は 無と 聞 ゆ、 然に 今の 夏 目 を 召れ しも、 其 時 切に て 其 後 何の 御沙汰 を 
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不聞、 此條 不審 、(後代 幕 狩に 夏 目 苗字 餘多 有れ 共 各 小身に て 先祖の 功 を 知人 まれな り 惜し) 拉追々 敵の 

首 御 本陣へ 持參 す、 其 頭に 仍、 御自身 御實驗 有り、 眞田首 を 越 前の 西尾久 作と 云 者持參 す、 公 御 實檢有 

て、 久作を 御 褒美 有り、 眞 田は當 世の 英雄な り、 惜しと 上意 有 わ、 御宿 越 前 (始名 勘 兵衞) が 首 越後の 

野 本 右近 上る、 是 を御覽 じて、 御宿め がさて く 年寄たり と 仰ら る 所へ、 木 村長 門 頸、 彦 根の 安藤 長 三 

郞と云 者持參 す、 公先づ 安藤 長三郞 と御聲 か、 る 能き 首 を 取たり、 勝負 はと 御尋 有れ 共、 長三郞 は小士 

にて、 未だ 年若なる 故に 敬 伏して 言を不 出、 是は實 は 恭原助 右衛門が 討處 なり、 長門戰 ひ勞れ て、 田の 

畔に餘 を 杖に つき 休み 居け る を、 助 右衛門 鎗 付けて 首 を 取る、 其 處へ長 三郞來 て、 今日い まだよ き 敵に 

逢-小 申と 云、 此 者の 體 健に 見えければ、 助右衞 門 見 之、 |g 敷 若者 哉、 此首を 其方へ 譲るべし、 其方の 高 

名に せられよ、 木 村長 門と 名乘 しが、 實否は 不知と て、 母 衣 佩刀の 類、 不殘長 三 郞に吳 る、 助 右衛門が 

手の者 共、 本意な き 事に 思 ひ、 惜 之け るに、 助 右衛門 云、 たと へ 長 門に 相違な く 共、 我等の 手柄に して 

何 かせん、 あの 若者 之 を 獲ば、 天下に 名 を 知らるべし、. 仍て 彼に 譲れり とて、 少も我 功を不 云、 家來共 

餘り淺 念が りて、 責て 一品 は殘し 置き、 後證 にせん とて、 長 門が •( 何やらん 其 品 失念 今に 巷 原 かたに 傳來 

せる 由) 巷^ 方に 殘し 置、 又 此御陣 にて、 助 右衛門が 一 子 主稅、 敵と 組て 組敷れ、 危き處 へ 助 右衛門 馬 

にて 乘 付け、 此の 體を 見て、 大音 にて 助 右衛門 是 に有ぞ 尋常に 勝負せ よと 詞を掛 たるの みに て 下り 合す、 

、王 稅此 言に 力 を 得て 刎 返し、 當敵を 打つ、 後日に 傍人 之 を 聞 倚へ て、 總 じて 親の 子 を 2 心 ふ は 常な り、 然 

る を 眼前 一 子， 王稅 敵に 組敷 居る を 見ながら、 援 ける ともせす、 言 をのみ 褂て 居らる、 段 心得難し と 問 ふ、 

助右衞 『返答に、 されば 誰々 も 子 は 不便なる 者に 候と 計り 答け る、 此心は 親 立會て 之を援 くる 時 は、 子 

の 功名 薄し、 同く は 子に 刎 返させて 高名 を させた しと、 是 親の 子 を 思ふ處 なりとの 意なる ベ し、 傳へ 聞、 

異國の 獅子 は 己が 子 を 千 丈 Q 谷へ 投て刎 返りて 助る 者 を 我 子と する の 類な り、 世人の 子 を 思 ふと は 若干 

の 違 ひなり、 武き 父子の 恩愛 哉と、 聞く 人 感嘆せ り、 罨原は 元と 駿河 衆の 藤々 にて、 功名 由緒 隱 なき 人 


草  翁 


其蜩 曰、 享保六 年の 頃 逢 根 老臣 木 俣 淸左衞 門、 菴 原主稅 不知の 事 有り、 主税非 分の 樣に讒 せられ、 秩 

八 千 石 沒牧、 ー跡斷 絡して、 其 身 は 籠 15 申 付ら る、 此主稅 は 助 右衛門 玄孫ぐ らゐ 成べ し、 元祖 木侯菴 

原 は、 異父 同腹の 兄弟に て、 親 敷 間柄な り、 井伊 家に 於て、 木 侯 は 九 千 石、 菴原は 八 千 石に て、 一 二 

の 老臣たり、 然るに 後代に 及び 兩家 不和に て斯の 如し、 主稅 籠居の 命 を 蒙りし より、 爾来 日月 を拜せ 

す、 尤 月代不 剃、 髪 を 不梳、 素より 妻子 從類 骨肉の 者に 對 面せざる 事、 三十 有餘 年、 然共 露命 不盡、 

寬延寶 唇の 頃、 主人 恩 免 有て、 始 て出牢 す、 牢中 にて 白髮に 成ながら、 隨分老 健に て罷 出、 先知の 通 

宛 行 はれ、 老臣の 列へ 歸座 せり、 (本 知少く 減じ 六 千 石に て 出勤せ り 共 云追考 べし) 爱を 以て 知ん ぬ、 

、王稅 が 非は始 より 虔 名なる 事 を、 吁 廉潔の 人、 

偖 木 村が 首 を 御點撿 有に、 此首 甚だ 薰 郁す、 公大に 御感 有て、 時今皋 月の 初めなる に、 聊 首に 臭氣 なく、 

冑 中に 薰 物す る 事 勇士の よき 嗜 なり、 木 村 未だ 幼弱に して、 武に 賢く、 而も 志 風流に して 打 死 を 期して 

読 敷 最期 の 嗜感す る に 餘り 有り 皆 打 寄 て 此首 を 嗅 べしと 御意 なれば、 諸 士我も （-と 立 寄 首 を 嘆 て 褒賞 

す、 其 中に 或士 曰、 かほ どの 嗜に、 月 代の 少し 延 たる はいかに と ける を、 公 聞 召し、 斯く 最期 を 磨く 

木 村が 月 代の 延 たるに は 子細 有べ し、 總 じて 月 代の 剃 立 は、 胄 下の あしき ものな り、 若 左様の 事 にても 

や 有らん、 希世の 壯士が 討死に、 僅の 事 を 難す る 事な かれと 仰ら れ しと かや、 

總 じて 記 錄の習 ひ、 勇士の 討死 を さも いかめしく 書け 共、 大方 は 文 華 多し、 凡人 力の 續く所 限 有り、 

いか 成 勇士と いへ ども、 死戰を 快くせば、 身祌 疲れなん、 仍て 肝心の 打 死の 期に 至て は、 さし もな き 

者に 頭 を とられな どす るな り、 左様の 事 を あからさまに 實記 すれば、 打 死の 際に 花な き 故に、 之を粧 

ふて 書 事 古へ よりの 文例な り、 木 村 も 今日 を 最期と 飽 迄カ戰 し、 筋力 疲れ 菜て、 とぁるH^の畔に休i5 

ける を、 巷原駔 寄て 溝 一 つ 隔て、 名乘 合、 鎗 合け るに、 巷 原が 十文字の 横手に て 木 村を掛 倒す、 木 村 
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困 兵 なれば、 直に 田の 中へ 倒ける を、 何 Q 手 もな く 巷 原が 討け るな り、 斯く記 すれば、 花やかなら ざ 

る 故に 諸 錄には 事々 敷 書な り、 

大坂御 陣中の 事 を、 御陣 後ニ條 御城 (一 說駭府 に 於と あり) に 於て、 御穿議 あり、 御^ 議數 ケ條の 中、 

尼ケ崎 城に て、 片 桐が 者 共を捨 殺せし 事、 大御所 殊に 忿らせ 給 ひ、 右 御 穿 議の爲 に、 姬路 より 伴大 膳と 

云 者 を 差 出さる、 抑 攝州尼 か 崎 城 は、 西 國の咽 首な り、 城主 建 部 三十 郞、 幼年と いひ、 小身に て、 大切 

の 城 を^ 引 心許なし とて、 隣國 播州 姬路 城主 松 平 武藏守 利隆、 (三 左 衞門輝 政 子) へ臺命 有て、 則 池 W 家 

より 老功の 物 主 二三 隊、 (此名 失念) 尼 か 崎 城 守 禦の爲 に 差遣す、 然に片 桐が 者 共の 危難 を、 城 中より 不 

相援事 を、 片桐 鬱憤して、 公儀へ 訴之、 仍て 大御所より、 此段池 田家へ 御尋 有り、 右 御 返答の 爲に、 大 

膳罷 登り、 大御所の 御前へ 出る、 公則 御 直に 御 詮議 有り、 大瞎 謹て 申 上け る は、 尼 か 崎 城の 儀 は、 大切 

の 御 場所に 候處、 城主 幼年に 付當 家へ 加 授の事 仰 を 蒙り、 則 老功の 者 共 を、 彼 城へ 差遣し、 域 中の 指揮、 

當 家より 都て 甌引仕 候處、 去る 夜中に 片桐者 共と 稱し、 城外へ 来へ、 危難の 譯を 申述、 城 中へ 入れ 候 か 

授兵を 出し 候 か、 何れに 合力の 债相願 候に 付、 子細 を 承 礼し 候處、 片桐 大阪の 勘氣を 蒙り、 在所 茨木へ 

引退 候 を、 大野 修理が 所爲 として、 途中の 野 武士 共に 下知し、 片桐者 共 を 前後左右より 取 籠め、 猶乂大 

阪 よりも 追手 を 差 出し、 進退 相 究候旨 申に 付， 城 中に 於て 評議 仕 候ぱ、 右 申 通 相逮も 有^ 敷 候 得 共. 片 

桐 事 は、 大阪隨 一 股肱の 臣 なり、 大野 修理と 不和に して、 昨今 大阪を 離散す と巷說 有る 計に て、 實 KC を 

不知、 然ば片 桐に 於て、 敵 か 味方 かの 差別 分明なら す、 若 は當城 をと らん 爲に、 僞て片 桐が 手の者 を當 

城へ 引 入 させ、 いか 成 計 略^らん も 計が たし、 たと へ 右 申所實 事な り 共、 是を捨 殺さん は、 小事に て、 

後日の 申 譯も相 立べ し、 愁に敵 共 味方 共 分明なら ざる もの 共 を 城へ 引 入れ、 彼等が 謀に 落て、 城 を とら 

れ たらん に は， 當 家の 大事 此上 なかるべし、 如斯 商議 決する 上 は、 城の 微勢を 分て、 援兵に 出さん 事 勿 

論 有べ からすと て、 右の 者 共 を 不相救 匕 2、 審に 申上處 に、 大御所 是を聞 召、 御氣色 常なら す、 今 鬼 や^ 
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陳 防す と雖、 眼前 敵の 擒と 成て 難に 迫れる、 味方の 兵を援 ざる 事、 武藏守 も 同意なら ば、 武藏守 心底 一 

物 有りとの 上意に て、 其 儘 御座 を 立せられ、 人 御な らんと し 給 ふ を、 大膳見 奉る と 等しく、 己が 佩刀 を 

後へ 投て、 つかく と 御上 段へ 這 寄て、 御 袖に すがりて、 こ は 御 情なき 上意 を 蒙り 候 物 哉、 此 上意 を 承 

り、 當 家の 者 共、 何と 相 立 可 申 や、 武藏守 事 御 姫様の 御腹 は 借り 不申 候へ 共、 御 孫 御 様と は 思 召 候 はす 

や、 其武藏 守が いか 成 野心 を 挾 申べき や、 此申譯 相 立 不申候 は r 先づ 一 番に私 を 御成 敗 仰 付ら るべ しと、 

i 是に思 ひ 切た る體 を、 倩 御覧 有て、 よしく 今 汝が申 狀聞屆 たる ぞ、 立歸 て武藏 守に 安堵 させよ と 上意 

有り、 大膳 飛し ざり、 淚を 流し、 難 有 旨 御 禮を申 上て 罷 立つ、 其 跡に て 公 仰け る は、 今の 大膳 も、 天晴功 

の 者 哉、 當時我 前にて、 唯今の 擧動 致すべき もの、 恐らく 天下に 有べ からす、 彼が 親の 大膳 先年 長久 手 

合戰 Q 砌、 池 田 三 左衞門 は、 いまだ 勝三郞 とて、 若輦 成しが 親 勝 入、 兄 紀伊守 を 討れ、 共に 打 死 せんと、 

火の 如くに 成て、 敵中へ 駔 入る を、 大膳 馬の 轡づら を 取て、 爱を^ 給 ふ處に 非す と、 馬の 頭 を 立直し 引 

返しけ る を、 勝 三郞忿 て、 放せく と镫 にて 續け さまに、 大膳を 1  賊 たる を、 大膳 頗を獄 られ、 面 體疵付 

朱に 染 ながら、 馬の 口にすが り、 金剛力 を 出して、 勝 三 郞を無 恙連歸 り、 今 備播因 三 州の 守護、 百 萬 石 

の 大名と なせし は、 偏に 大 膳が 功な り、 其 子 ほど 有て、 令の 大膳も 唯 者に 非す、 馬 前の 忠戰 より は、 仕 

にくき 事 をよ くも 仕 課せたり、 武藏守 は、 能き 人 持な りと 上意 有け る、 

大阪 一 擧 を記錄 する 物を閲 に、 各 書 片桐巿 正 を、 忠臣と し、 大野 修理 を 以て 奸臣 とす、 是 一 概の 論な り、 

左 計に は究 がた し、 片桐は 忠臣に 似た る 賊臣、 大野 は 奸臣に 似た る 忠臣 杯と 云べき か、 片桐事 始は助 作 

と號 し、 所謂 志 津が嶽 七 本 鎗の其 一 人な り、 武名 を 世に 知られ、 而も 才智 逞き士 なり、 太閤の 恩礙 他に 

異にして、 慶長 三年 太閭 薨去の 砌、 片 桐と (今 I 人 を 名 失念) を寢 所へ 召て、 密旨を 遣 さる、 此密旨 他の 

人の 知事な し、 而 して 內府 公へ 天下の 政務 を 預けられ、 加 賀利家 卿へ 幼 主 傅 立の 事 を 托せられ、 大老 奉 

行 I 和して、 幼 主 を 補佐すべき 由、 遣 旨 有て 薨ぜら る、 然に 大老 奉行 各！ 和せ す、 薨去 間もなく、 樣々 

三 一 五 
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の 異議 出来て、 火 老は銘 々の 分國 へ引歸 り、 骨 上 SI ならす、 兗に同 五 年 庚子亂 起て、 天下- Js;31 の 兆 を あ 

ら はし、 其 後 は 太閤の 還 旨 自ら 廢し、 太閻 創業 Q 威權、 月々 に衰 へ、 年々 に 傾て、 武诚德 川 家に 歸し、 

大 1M は 諸侯に 非す 素より 天下の 主將に 非す、 畿. HZQ 三 州を領 して、 天下の 贵族 客人 分の 如くになる、 於 

是豐 ill の 猛威 失 5^ ぬ、 夫 迄 も片桐 は、 大阪に ti^ 仕して 楝 梁の ほたり、 大野 修理 は 冗と 淀 殿の 御 E 未 淺井 

家の 浪士 なる が秀賴 公へ 召 出され、 淀 殿に 出頭し、 次第に. V 一身し、 當時片 桐に 並んで 執 柄す、 一 說には 

淀 殿に 通じて 寵 せらる.^ と 云り、 仍關 東より 大阪へ 達せら る- -裹 は、 都て 片桐 大野へ 裘命 有り、 抑片桐 

大野が 不和の 起り は、 酸 府へ兩 人 を 召て 大怫殿 輿の 事 を 托せら る、 其 旨 趣 は大怫 殿の 事 は、 故 太閣御 

志^に 仍， 建立 有 處の大 梵刹な り、 然る 所 其 後地 怪 にて 傾 壞す、 さし も 異國迄 聞え し 大廈を 崩れし 儘に 

て閣ん 事、 異朝の 聞え も 然るべ からす、 一 つに は 故 太閤の 志願 を果 されざる は、 其嗣 として、 忍びざる 

所 か、 須く佛 殿" 科 興 然るべ しとの 仰な り、 兩人敬 伏して 奉 之、 退て 評 之に、 片桐 は臺意 液據 なし、 此上 

は歸阪 して、 其 趣 を 言上し、 佛殿 再與の 用意に 掛る べしと 云る を、 大野 眉 を顰て 大御所の 仰 を 遠 背す る 

に は 非れ 共、 聊愚 意に 落ざる 蔡 有り、 佛殿 # 興の 事、 其 費用 幾ぞ や、 是當時 攝河泉 を 領し給 ふ、 秀賴公 

の 御 微力に は 難叶處 なり、 勿論 故 君の 洪福を 以て、 金銀 大阪 に充滿 して 無量な りと 世に 流布す る 故に、 大 

御所の 思 召に て、 其 金銀 を 融通 させ、 大阪 に充る 金銀 を 减し給 はんの 忍 召と 聞え たり、 尤關 束に 於て は、 

さ 思 召べき iB^ なり、 然れ共 大阪の 金銀、 世上に 沙汰す ると は 格別 寡し、 其 所以 は、 故 君の 御代に は、 成桂 

金銀 堆く山 をな し ぬれ ども、 故 君の 活機 大箭- を 以て， 御金 藏充 ると 否、 御藏 拂を仰 付ら れし事 三度な り、 

其 時の 上意に、 金銀 は 世に 融通して 萬 人を扶 るの 一物な り、 さる を 倉庫に納めて、 世の資 を 働かせざる 

は、 ぁたら13カ士を禁牢して^1;^1に似たり、 ハ時も I 十く 出牢 させて、 世の 爲に 働かせよ と-の 仰な りき、 仍て 

外より 察する 程 Q 金銀 充る； 1$ なし、 t 化に 故 君 薨去 以後 は、 天下の珍寳金銀は皆關束へ^^り、 大阪 へと て 

は 他よりの^ 物な く、 僅攝河 泉の 御 賄 料 を 以て、 を辨 すると 雞、 故お 御繁榮 0 風俗 、今に 殘 りて、 今 
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更 急に は 約り 難し、 當 時の 御 賄 料 を 以て、 賄 之に、 年々 の 不足 夥敷、 其 上 近年 畿內 凶作 緩き、 收藏益 寡 

く、 難儀の 趣關 東へ 愁訴 すれ 共、 格別の 御 下知 もな し、 仍て 是非な く 倉庫 を 開き、 年々 費 川の 不足 を 補 

ふ 故、 次第に 金銀 乏 くなる、 然る 上に 怫殿 再興の 爲、 夥敷 金銀 費し なば、 後 來何を 以て 大阪の 御手 當に 

せんや、 凡そ 父の 志願 を嗣 とい ふ は、 其 子 箕裘の 業 を禀嗣 たらん は、 素より 父の 志を繼 べし、 今 秀賴公 

に 於て、 箕裘は 濯 給 はす、 亡君 天下 倂吞の 御 勢 を 以て 修造し 給 ふ佛殿 を、 今 微力の 秀賴 公の 營給 はん 事、 

思 ひも 不寄、 ^異國 の 聞え を 思 召、 再興 有らん とならば、 天 下の 主將 より 御造營 有べき 事な り、 是 等の 

當理を 以て 愁訴 せんと 思 ふはい かに 申せば、 片桐首 を 振て、 尤 足下の 言 善しと いへ ども、 大に 時と 相應 

せす、 今 關柬の 仰 を 違背せば、 忽動亂 の 基なる べし、 たと へばい か 成る 御難 題な り 共、 先 づ之を 請て を 

而後に 北ハ 事に 應 じて、 機變の 練功 を 以て 難 を 避る より 外 はなしと て、 一 向に 同心せ す、 是を 以て 大野 倩 

思惟す るに、 片 桐が 實 意は忠 を 表に して、 裏に 阿諛の 巧 有 を 知て、 夫より 片 桐に 心 を 置て 大野が 丹心 を 

明 さす、 竞に 雨士が 確執と 成て、 大阪 滅亡の 亂 根と なれり、 尤其 後關 東より、 色々 反間の 御 謀ん. -し 時、 

片桐 大野が 合體 せば、 いか 様の 手 立 も 有べ けれ 共、 此 確執より 互に 狐疑 を 生じ、 一 和せ す、 是 M 關東御 

計 策の 一助と 成て、 太閤の 功勞、 一朝に 亡ぬ、 是を 以て 雨士を 評せん に、 片桐は 偏に 關 東大 阪の 八き 事 を 

繕 ひ、 當 時の 振 合 を 以て、 秀賴公 だに 無恙 ば、 其 間に は 大御所 Q 御 齡も懸 車 を 遙に過 させ 給へば、 薨去 

に 程 も 有 まじ、 薨去 あらば 世の中 一 變 せん 事 も 難から じ、 よし 將軍 家と 大阪 と、 實に御 親しみ 篤く 成り、 

秀賴公 天下の 貴族と 成 給 ふて、 榮ぇ在 さば、 是 以て 幸甚な り、 孰に 大御所 御 他界 迄 を 凌 課せん との 主意 

なり、 是 君の 爲 にす る 様 なれ 共、 富 は 己が 身 を 思 ふ 故な り、 其 所以 は 片桐大 1^ 隨ー の臣 として、 秀賴公 

よりも 其 功勞を 賞し 給 ひ、 加 恩の. 沙汰 有し か 共 之を辭 して、 關 東より 雨 度の-加 恩 を 頂戴し、 關 東に 時め 

く、  ，：4 多 佐 渡 守に 緣を 組た どして、 關 東大 阪の 一 一 君に 事る の 意な り、 駭府に 於て、 大佛 鐘の 銘の 御難 題 一二 

ケ條の 御 答 は、 尤も 才智 逞敷 遠き 慮 を 以て 御 答 を 申し、 漸 にして 府の 首尾 直りて 片 桐歸阪 する に 及び、 

  三 1 七 


草  翁 


  三 1 八 

先達て 駿府へ 御 使せ し. 三女が 讒に 逢て、 折角 取組た る駿府 にての 手 だて 签敷 成り、 片桐 關東內 通の 科 

を 蒙りぬ、 此時片 桐 誠の 德臣 たらば、 己が 身 を 捨て 幾度 も 君 を 諫め、 一 旦の 無事 を 整べき 事な り、 識 臣 

之 を 支 へて、 事不 成ば 速に 諫死す るか、 夫 程に なく 共、 せめて は 剃髮染 衣して 高 野 住居す るかなら では、 

片 桐が 始 よりの 主意 立が たし、 然る を 三女 幷 大野が 讒言 を 怒て、 己が 宿所に 楣 籠り、 讒 者に 一 と 矢 射て 

腹切ん との 企 は 何事 ぞゃ、 是 にて 眞忠 ならざる 事 著し、 夫より 以後の 片 桐が 所行、 一 つと して 可 はなく、 

結句 御 陣の砌 は、 己 は 出陣せ ざれ 共、 陣代を 出して、 重恩の 君に 弓 を 引く 事、 爭で臣 の 道た らん や、 始 

の片 桐が 所行 を 以て みれば 忠臣に 似たり、 大野が 之 を 担み 讒 せし は、 奸臣 なり、 片 桐が 駿府 にての 取 計 

らひ は、 孰に 上策な り、 たと へ片 桐と 日頃 不和な りと も、 今度の 事 は 君の 大事 なれば、 日頃の 不和 を捨 

て、 片 桐が 良計に 隨ふ べし、 是可は 其 可に 任す の 謂な り、 さ 有ん に は.， 天下の 動亂に 及べから す、 此大 

綱 を 次に して、 私の 宿意 を 立て、 豐臣の 社稷 を 喪 ひし は、 大野が 大科 なり、 され 共 大野 は 終 迄、 秀頓公 

に隨 仕して 存亡 を 君 と共にせ し 上 は、 讒と 見し も讒 ならす、 片桐 を忠と 見し も忠 ならす、 兩臣の 評 こ、 

に究 る、 大怫鐘 銘の事 は、 世に 普く 知る 所 なれ 共、 猶委 記す、 此銘は 東 福 寺淸韓 長老 大阪の 命 を 以て 著 

する 所な り、 然るに 銘の 中に、 不祥の 文字 顯れ ける を 大阪に 於ても 各不心 付、 則 草案 を 以て 關 東へ 御覧 

に 被 入け るに、 關東 にても 何の 御察當 もな き 故に、 草案の 通 を 鐘に 鑄て、 已に佛 殿造營 成て、 供養の 頃 

に 至り、 金 地院傳 長老 此銘 を雜 じて、 銘 中に 國家 安康の 文字 有り、 是家礙 を 切て 國安 しの 文字に て關東 

呪 咀の心 付 明な りとの 沙汰 有り、 大御所 聞 召し、 以の外 御氣色 損じ、 佛殿 供養の 事、 先づ 停止 可 致 旨 飛 

徵を 以て 京 所 司 代 板 倉 伊賀 守 へ 命ぜ ら る、 右 飛札 京都 へ 到着の 日、 則大怫 供養 の 當 d なり、 依 之 洛中 は 申 

に不 及、 國々 の 緇素 群 をな し、 稻麻竹 葦の 如く、 幕 打 廻し 棧敷を 懸け、 導師の 御門 跡、 諸儈： 止 其 外 諸 寺、 

諸 山の 大衆、 各 威儀 厳重に 出 座 有り、 奉行 は 片桐市 正にて、 天下の 壯觀此 上な き處 に、 所 司 代 板 倉 伊賀 

守より、 早馬の 使來 て、 今日の 供養 停止の 事 を 達せら る • 市正當 惑して、 斯迄張 行して、 其 期に 至ね 停 


1  m 


止と 有 儀、 奉行の 某に 於て 當惑此 上な し、 令 日の 供養 を遂 て、 越度なら ば巿 -i- 腹 を 切て 申譯を 仕べ くと 

返答して、 彌 供養 を 催しけ るに、 伊賀 守より 重て 飛 馬の 使者 来て、 市 正切 腹して 申 譯を被 致 は、 其 身の 

1 分 は 立べ けれ 共、 身 不肖ながら、 某 京都 所 司 代 を蒙罷 在、 其 土地に 於て 上意 を 背く 輩 を 1 其 分に は 差 

置が たし、 押て 供養 あらば、 某 出馬して 征 せんと 急 度 申 送られければ 、市 正 是非な く、 其 段 を 披露して、 

其 日の 張 行 相 止みければ、 佾俗 貴賤 俄に 敗亡して、 離散す る 程に、 其 日の 壯觀 算を亂 せる 如く、 其 中に 

は 喧曄鬪 諍 或は 盜賊時 を 得て、 財寶 器物 を 奪 て^る も ありて、 偏に 佛殿 修羅の 街と 成て、 淺 猿き 事 云 計 

なし、 角て 大 坂に 於て、 此. a を 聞 給 ひて、 犬に 驚かせられ、 則片桐 大野に、 鐘の 銘 作者 § 韓 長老 を 差 副 

へ、 陳 防の 爲 に駿府 へ 差遣 さる、 且又 淀 殿よりも、 御伦 言の 爲、 大蔵 卿 (大野 修理 母) 正榮尼 (渡 邊內 

藏介 母) 二位 局 (誰 やら か 母) 三女 を 被 遣、 片桐 大野 は 大御所 御機嫌 以 Q 外の 由 承 之、 御城 下へ 直に 罷 

越 候 も 如何と て、 鞠 子の 一 院 (寺 名 失念) まで 參 着して、 本 多 上野 介 其 段 申入る、 上野 介兩 人の 旅 宿へ 

立 越、 對 面して 曰く、 大御所 翁ての 思 召に は、 江戸の 姬君大 阪へ御 入 輿 有 之 上 は、 秀賴公 を も、 御 孫 同 

前に 思 召、 定て御 親しみ 深く、 將軍 家と 御 同様に 御 孝心 を盡 さるべし と 思召處 に、 動もすれば 關 東を寇 

謦の 如く、 様々 の 御 企 有て、 世の 雜說穩 便なら す、 其 上此度 調伏の 文字 發覺 する に仍、 以の 外の 御氣色 

にて、 御在^ だに 斯く世 を 憚らぬ 御主 意 なれば、 御 老衰の 御所、 御 齢 ひ 旦夕に せまらせ 給 ひ、 調伏に 不 

及 共、 幾程 もな く、 御 他界 有べ し、 其 跡に ては將 軍と 大阪と • 父子の 矛循 鏡に かけて 見る が 如しとの 上 

意な り、 各當 所へ 罷 越れ 候 は、 定めて 御 佗の 爲と 存れ 共、 右の 御機嫌 故、 卒爾に 此儀 執し 難しとの 事な 

れば、 片桐も 大野 もさ こそと 恐察して、 上意の 趣、 慎て 奉 恐 入 候， 但し 日頃の 雜說の 僕 は、 跡 方 もな き 

虚事 のみに 候へば、 連々 に 聞 召 開かるべし、 指當り 鐘の 銘の 儀、 呪咀 調伏の 御 不審 を 蒙り 候 段 .举 歎 入 候、 

凡そ 調伏の 事 は、 古来 承 侍る 處、 極密 Q 事故、 潜に 愚 法 を 修し候 事の 様に 承り 候.， 然るに 鐘銘の 如き、 

世に 晴か間 敷 披露 仕事に 爭で此 法 を 用 ひ 可 申 や、 偏に 此段御 憐察を 奉 希 候、 誠に 調伏の 心 有 之 候 は、 人 
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知す の 修法 を 以てすべく 候^ 共、 大阪に 於て 加 様の 野心 毛頭 無 之 事、 天の 照 覽可有 之 候、 右銘に 不祥の 

文字 顯れ候 は、 自然の 儀大阪 災害 此上 なく 候、 是 等の 趣 遮て 申 上 候 は、 巧言の 陳 防と 思 召べ く、 却て 憚 

多く 候へば、 只々 秀賴 公に 於て、 露程 も 野心 無 之 儀 を、 幾重に も 宜樣、 足下の 御 執 達 を 相 願 候 外 無 之 匕 3 

演述 する に、 上野 介 聞 之、 當 時の 御機嫌に て は、 中々 御 取合 も 申 難く 候へば、 折 を 以て 某 愚意の 及ぶ だ 

け は 中 披見 可 申 候へ 共、 所！^ 急に は 事 調 かた かるべく 候、 先づ此 所に 寬々 控へ 居られ 候 様に と挨拨 して 

上野 介 は立歸 る、 兩人は 胸中 不穩 ながら、 訟方 なく、 心なら す も數月 爱に控 居る 所に、 上野 介より 使 を 

以て、 其 所 は餘り 程遠に 候^、 御城 下へ 罷 越さる べしと 有ければ、 則兩人 御城 下へ 來る、 暫く 曰 を經て 

兩人を 召る、 兩 人登營 する 處に、 御 目 見 被 仰 付 敬 伏して 上意 を 承る に、 上野 介 先達て 演說の 趣に 異なる 

事な し、 恐 入て ベ r 般の御 伦を申 上る 處に、 其 御 答 はなく、 兩人久 々是に 逗留す 2 取 早收納 時分に 成ぬ、 兩 

人是に 在て は、 大阪 收納の 事差悶 べし、 罷歸 るべき 由 仰に 仍り、 修理 は 御 暇 を 申し 歸阪 す、 市 正 は ひと 

り 旅 宿に 殘居處 に、 一 n: 本 多 佐 渡 守 幷天海 僧正 訪らひ 来られ、 佐 渡 守 曰、 今度の 儀 は 足下の 辛 勞察入 

ところな り、 御所の 御 怒 以の外 なれば、 一 應の 御： S 化 言に て は 御 許容 有 まじ、 よく 考 へて 御所の 御 心の 

解る 申 譯に非 すん ば、 大切の 御 使に 下られし、 其 功 立 難 かるべし， とくと 思惟せられ よと なり、 a 元 

低頭 默然 たりし が、 良久し うして 曰、 客の 謂 を 以て 臣が 方寸の 胸 を 探る に、 虚 然として 御 疑 を 散すべき 

一恕な し、 請 ふ 客の 良智を 借らん、 其 時 正 信 曰、 臣倩考 る 所、 今般の 事 は 天 下の ず. 事な り、 是に對 せん 

に は、 同く 重 事 を 以てせ すん ば 事 成べ からす、 臣が 思惟す る處三 有り、 其 一 つ は 右 府公當 時 天下無双の 

大阪 城に 坐り、 萬 人 疑 之て &々 雜說 す、 チ御^ 心な くんば、 不如大 阪城を 開ら れて、 和 州 郡 山城へ 移ら 

せ 玉 は^、 諸人 疑 を 散 じて、 泰平の 基な らん、 是 一 つ、 二つに は關 東御緣 結の 後、 御 父子の 御對面 未だ 

無し、 須く武 城 駿府へ 御舆を 促されて、 御 親 因 有らば、 是乂萬 民 治を諷 ふべ し、 是 二つ、 三に は 御 母堂 

淀 公 は 正 敷武城 御臺盤 所と 御述 枝の 御 事 なれば、 御對. 邸の 爲、 且つ 關東 御遊 覽旁， 御 下向 有らば、. 第一 
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和平の 一 助、 萬 民の 安堵 たるべし、 是先， 战無 きに あらす、 太閤の 御 母堂 大政 所濱松 城へ 入せられ し 例 

も 有り、 是 三つ、 此三ケ 條の內 を、 足下 勸 奉て、 永久 和； 十の 基 を 建ら れょ、 此外 小臣が 存念な しと 答、 

旦元聞 之、 是正 信が 私の 意に 非す、 大御所の 正 信 を 以て 云 さしめ 給 ふなり と 測量して、 暫く 目 を 閉て思 

惟す るに、 三ケ條 共に 天下の 重 事な り、 但し 三の 內御 母堂 御 東行の 事に は、 色色の 術 も 有べ し、 三ケ條 

の內 一 ケ條も 御 許容な くんば、 忽駿亂 に 及べし * 不如御 母堂 御 東行の 事 を 我 一 命 を 抛て 勸め 奉るべし と、 

心に 決斷 して 而て佐 渡 守に 向て 曰、 今 承る 條々、 各 天下の 重 事な り、 爭で 私の 料簡 を 以て 之 を 取 綺ひ可 

申 や、 乍 去斯る 大切の 御 使 を 蒙り、 御當 地に 永々 罷在、 御 &1  一一 ：！ の 功も不 立、 從 に大阪 へ罷歸 らん 事 云 甲斐 

なし、 何の 面目 か 有ん や、 下と して 上 を 量る は 恐れ 有と 雖、 それ は 常の 事な り、 斯く 懸命の 期に、 なん 

ぞ之を 顧るべき、 詮 する 所、 御 母 公 御 東行の 事 を臣が 一 命に かけて 勤め 奉る ベ し、 是を 以て 今度の 御忿を 

宥め 奉りた しと 云、 正 信 聞 之、 最さ こそ 有べき 事な り、 何れに 御機嫌の 程 を 伺 ひて、 御沙汰に 及ばん と 

約して 立歸 る、 夫より 程なく、 市 正 を 召る、 則 出仕す る處 に、 ：SE 様の 御 怒な り、 其 時 市 曰、 臣 がー 命 

に 掛て奉 願 一事の 候、 聞召閱 かれ 候 は t -、 生涯の 本望 たるべく 候と 申、 仍て其 子細 を たづね 給 ふに、 正 

僧へ 答へ し 趣 を 言上す、 大御所 聞 召、 是は 天下 和平の 兆な り、 穴 賢 且元此 事 をよ く 取 計ら ふべ しと、 忽 

御機嫌 穩 になら せ 給へば、 且元淚 を 流して、 御 禮を申 上 敬 伏す、 時に 重て 上意に、 且元久 々當 地に 在て、 

辛 勞の事 を 勞らひ 給 ひ、 御 を 下され、 其 上 常の 御 召の 御 小袖 を 賜 ひ、 直に 夫 を 着^す べしとの 御意 故、 

御 次に て差替 へ、 S 能 出御 禮を申 上れば、 能 似合て 若 やぎたり との 御意に て、 是 迄の 首尾に 引替、 犬に 潤 

色し、 面目 を 施し、 御前 を罷 出て 旅 宿に 歸れ ば、 旅 宿の 門前 市 をな してな r 日の 首尾 を賀 し、 諸 士の贈 も 

Q 夥し、 是迄は 御 不審 を 蒙り、 旅 宿に 潜 居す る 所に、 且 元內緣 有る 輦も上 を 憚て 通路 も 遠慮せ しに、 夫 

に 引替へ、 今日 S 様子 は、 親き も 疎き も、 我 もくと 悅 びに 來り昔 物 山 をな し、 榮枯忽 地を換 たり、 扱 

ヌ、 御 母堂より 御 使の 三女 は、 ( 一 書に は 大蔵 卿正榮 《^ 計 を 記して 二位 局 は 無し) ，片 桐 大野と 前後に 大阪を 
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立て、 駿府に 到着し， 先 づ片桐 大野に 逢て、 駿府 の御樣 子を尋 るに、 大御所の 御怒尤 甚く、 中々 容„^0 申 

譯 にて は濟が たき 趣、 本 多 上野 介より 傳へ聞 通り を、 三女に 語る、 三女 も 恐怖しながら、 阿 茶の 局を以 

て 淀 公の 御 使と して 參向. の 旨 言上す る處 に、 早速 三女 を 召 出され、 例よりも 御機嫌麗しく、 能 こそ 来つ 

れ とて、 大阪の 御 安否 を 懇に尋 させられ、 聊御不 輿の 體も なし、 其 時 三女 敬 伏して、 此 度の 儀 上々 に は 

露程 も 御存じな き 事、 いか 程 か 御迷惑に 思 召れ、 私共 を 御 5& 一目に 差 上らる-^ 由 を 恐れ 人て 中 上る に、 御所 

大に御 笑 有て、 加 様の 事 は 圖らす も 有事な り、 左様に 事が ましく^ 言な どに 及 事に 非す、 此方に 耶 心頭に 

かけ ざれば、 必， 安心す べしとの 御意 なれば、 三女 犬に 安堵して 片 桐が 仰山に 申せし を、 心に 怪しみながら 

御 禮を申 上、 退出 せんとす る を、 止め 給 ひ、 呰の者 共、 さした る 事 もな きに、 遙々 是迄來 り、 大儀の 至な 

り、 去ながら、 珍 敷く たまさかに 下向せ しこ そ 幸 なれ、 爱 元にて 富士を 眺め、 寬々 逗留して 迚の 事に、 江 

戶 迄も參 向せ よ、 將軍御 臺も懷 敷 思 はるべし、 大阪の 事 も 物語いた し.、 亦 江 戶の事 も立歸 り、 御 母堂へ も 

御咄 申べ しと、 御悃淺 から ざれば、 三女 は 難 有 上意 を 承り、 乍 恐 私 迄 も 安堵 候、 去ながら 大阪 にこよ 

なう 案じさせ 給 ふ 御 事に 候へば、 片時 も 早く 罷 登り、 御 安堵 を させ 奉り 度と 巾 上れば、 夫 は 文に て 成と 

も 申 遣 はすべし、 皆の 者 はよ き 次 手 なれば、 是非 江戸へ 參 り可然 よし、 重て 被 仰 付、 其^い なみ かたく、 

仰に 隨ひ、 大阪へ は 飛札 を 出し、 其 身 は 江 戶へ參 向す、 道中 滞ざる 様 御馳走 限りなし、 三女 は片 桐が 言 

と大 に反して 大御所の 御機嫌 勝れ 給 ふに 付て 片桐を 且つ 疑 ひ 且つ 憎む、 扭江府 に 於ても、 御 懇の上 色々 御 

馳走 仰 付ら れ、 御 止 遊 さる、 に 付、 心なら す も、 緩々 彼 地に 罷在、 漸々 にして 御 暇 を 申 上、 駿府へ 立歸見 

れば、 折し も 其 日片桐 御前の 贯 直りて、 彼 旅 宿の 門前 市 をな して 賑ふ 最中 なれば、 三女 不審に 思 ひ、 

潜に 様子 を 聞けば、 片桐 今度の 御 詫 言の 爲に、 大阪御 母堂 樣を、 關 東へ 御 下向 右 之 様に 取 計 ひ 候 害に て、 

大御所の 御氣嫌 直り、 片 桐を甚 賞し 給 ひて 如斯 となり、 三女 あきれ て、 さて こそ 片 桐が 我等への 返答 

へ 14 られ すと 思：. S しに- 下と して、 上々 の 御 事 を 悼り なく 取 計ら ひ、 己が SS 諛の爲 にす る 事 言語 を 絶. し 


たる 奸臣 哉と、 以の 外に 怒て、 去 にても 市 正が 存念 を 聞ん と、 三女 申 合、 旅装の 儘に て 市 正 旅 宿へ 一 i 寄 

り、 様子 を尋 るに、 市 正 曰、 定て 一 應の 風聞 を 聞れ なば、 我 を 疑るべし、 是には 段々 子細 有事な り、 若 

御鉈言 立ざる 時 は、 忽騷亂 となる、 絕體絕 命の 期に 至りし 故、 臣が 肺肝 を碎 て、 御 母堂 御 下向の 事 を 申 

上、 漸當 分の 難 を 週れ ぬ、 如斯 申と いへ 共、 定て 各に は 誠と は 思 はれ じ、 大御所の 各への 仰 は、 呰虚事 

なり、 各 は 婦人の 事 なれば、 上 はべ を御溫 順に 見せ 給て、 誠の 思 召 は $!ほ が 身に 迫る、 是 古より 反問の 

謀と て、 敵方の 腹心の 者 共 を、 互に 疑 はしめ て 不和に し 給 ふ 御 術な り、 此御 術に 乘る時 は、 大 坂の 滅亡 

近き に 在り、 穴 賢 心を鎭 てよ く 思案し 玉へ、 今度の 御難 題 三ケ條 は、 頗る 天下の 重 事な り、 中に 御 母 公 

御 下向の 事 は、 三の 內 にて はさり 共 致し方の 可 有事 故、 先づ其 易き に 付て 此俵を 申お ろして、 渐 に御忿 

を 解たり、 ：g 致し方と 申 は、 大御所の 御 齢 も 今年 七十 四 歳に 成せ 給へば、 御餘命 とても 限 有べ し、 御 他 

界後 は、 いか 様の 術 も 出来なん、 免に 角 事を延 すに 不 如との 臣が 了簡な り、 其 延引の 仕形 は、 御 母 公 御 

下 何 御 治 定の上 は、 先づ品 川に て 御屋敷 地 を 御所 望 申べ し、 品 川 は 土地 惡 しければ、 地 普請に 手間 入べ 

し、 年を越え て 地 普請 成就せ ば、 夫より 御 造 營に取 懸り叉 材木 運送の 滯り など を 申立て、 年 を 重ぬべし、 

夫 も 漸造畢 せば、 御 母 公 御不豫 の. G を 申立て、 事を延 し、 斯 して 四 五 年を經 ば、 其 間に は 御 他界 も 有べ 

し、 猶其 上に 御 在世な らんに は、 叉 其 時の 奇計 有べ しとの 臣が計 策な り、 尤下 として 上 を はかる は 憚な 

れ共、 左なくて は忽 事の 破れん 事 を 思惟して、 止む 事 を 得ざる 處 なり、 各に も此儀 をよ く考 へて、 歸阪 

あらば、 共々 此儀 を勸め 奉らる べしと、 己が 丹心 を 明して 答け るに、 さなき だに 婦人 は 執 深く 物 妬す る 

習なる に、 日頃 片桐を 怪み惡 み 居る 上に、 此 智略 を 聞て、 世に 怖 敷 市 正 哉、 究て 大御所と 合體 して、 大 

阪を 謀り、 淀 君 を 大御所の 妾と する の 結構なら めと、 以の 外に 片桐を 憎み、 うはべ は 得意せ しふり にも 

てな し、 駿府へ 御禮を 上- 三女 は 早々 片 桐に 先んじて 大阪 へ立歸 り、 言ト： しける に、 片桐旣 に 駿府と 

合體 して、 己が 一分の 了簡 を 以て、 御 母 公 を 駭府の 御 妾に 差 上ん と 請 合 ひ、 因兹 大御所の 御^ 體 宜しく 成 
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〇眞闺 左衞門 佐信仍 略譜 

信 仍は甲 州 衆眞田 I 德齋 孫、 安房 守昌幸 (始名 喜 兵衞) 子な り、 父祖 共 功名 普く 世に 知る 處 なお、 信玄も 

眞田喜 共衞と 〇〇〇0 と は我兩 眼な りと 申されし， E 、武 田家 亡滅の 後、 眞、 田 安房 守 は 信 州 松 本 城主に て、 

太 闇秀吉 公に 屬す、 然るに 慶長五 年 會津上 杉 景勝 反逆に 仍り、 祌祖 東征し 給 ふ、 其 跡に て 石 EE 三 成秀賴 

の 命と 稱 して、 西南 北國の 大名 を 催促して、 公 を 討ん と議 る、 此令霄 松 本に 至る 故、 父 安房 守 兄 伊豆守 

父子 三人 密談して、 ゆ 豆 守 は 本 多 中書聱 なれば、 東 國に屬 し、 安房 守 左 衞門佐 は 西方の 催促に 應す、 此 

密談 を 諸 錄に審 に 記す といへ 共、 父子 三人の 大事に して 他に；^ るべき 事に あらす、 畢竟 は 編者の 之 を 想 

像して 書るな り、 是 記録の 習 ひなり、 其 主意 を 申さば、 秀賴公 とても 普 代の 主君に 非す、 東 君尤爾 なれ 

ば、 唯 雨 方へ 兄弟 相 分て、 何れ にても 勝 方に て 家 を 立ん との 心 成べ し、 是 武門の 本意に は 非れ 共、 息 顧 

の 君に 弓 を 引と は 違へば、 强ち兩 端の 不義と も 申 難し、 巳に 東西の 合 軍、 美濃路 にて 會す るに 及て、 台 

德 公の 御 勢 を、 松 本に 於て 喰留、 數日爱 に 御 滞留 有る 間に、 關ケ原 表、 忽 東軍の 御 利 運と 成り、 台德公 

も漸 にして 松 本を責 ほぐめ、 美 濃路を さして 登らせ 給へ ども、 はや 關ケ原 落 居して、 御手に 合せられす、 

仍て祌 君甚御 不興 有り、 是 全く 眞 田が 妨に仍 り 如 期と 台德公 御忿り 不斜、 西方 荷撸の 大名、 關ケ 原の 一 

擧を 聞と 等しく、 我 もくと 降參 する に、 此眞 田に 於て は、 御 助命 有 まじき 思 召な り、 然に 兄；^ 豆 守 御 

味 に 有て、 我 功に 替て父 弟の 命 を 申お ろし、 漸 にして 御 許 免 有り、 父子 染 衣して 高 野に 蟄す、 其 後 安 

房 守 は 歿し、 左 金 吾 計り 彼 地に 在し に、 夫より 十有餘 年を經 て、 慶長 十九 年 東西 御鉢循 起り、 大 阪へ譜 

浪人 を 招かる、 先づ第 I 番に眞 田 を 召る、 關 東よりも 之 を 御 推察 有て、 所の 者へ 被 仰 付、 眞 m を 他國へ 


草  翁 


一一 一二 六 

出す 問 敷 旨 を 令 せらる、 依 之信仍 謀て 自の賀 を 申立て、 村民 を不殘 招て 大 饗し、 ii 迄 酒を勸 てお， 官 以下 

前後 も 不知 醉臥 ける 其 間に、 兼て 牒し 合た る 譜代 恩顧の 者、 爱彼 こより 馳 集て、 逞兵 E 十騎 計り、 3 呉 出 

父。 卷屬を 守護し、 眞 丸に 備 へて、 九 度 山を發 し、 大 坂へ 立 退く、 土民 等酷陀 して 之 を 不知、 適 期 過て、 

是を 追ん とすれ 共 はや 行衞を 不知、 斯て大 坂に 至り、 信仍 山伏の 姿に 成て、 大野 修理 亭へ來 て 托鉢す、 

折節 修理 は 登城の 留 主と 見えて、 若 士共打 寄り、 銘々 が 腰 物を拔 くらべて、 相互に 目 利す、 信仍 が來れ 

を 見て、 和 僧が 刀 も是へ 出すべし、 目 利して 得さす べしと 云、 信仍謙 下して 某 等が 佩刀 は、 誠の 犬 威の 

爲に 候へば、 御覽 も御耻 敷と 申 を 無理に 所望し、 若 士共取 はやして 之 を M れば、 拔 けば 玉 散る 名劍 なり、 

各 肝 を 消して、 そ も 御 逢 はいか 成人 ぞと、 俄に 威儀 を 繕 ひて 會釋 する 處へ、 修理 下城して、 それと 兒 るよ 

り、 横手 を 磁 と 打ち 雀躍して 信 仍が手 を 取て 上座へ 招じ入れ、 1^ 三秋の 懷を述 て淚を 流し、 扨 迅に御 

參 着の 一 ST 上様の 御 感^、 此上ゃ 候べき、 急ぎ 登城して、 其 由 を 告げ 奉らん、 先づ是 にて 緩々 御 休足 あれ 

と、 饗應萬 事 家来に 申 付て、 其 身 は 引返し、 登城して 比 段 披露 を遂 ければ、 淀 公秀 賴公 を始、 上下の 喜 

び不 大方、 頓て 修理 を迎に 遣され、 先 富 分の 賄 料と して、 米穀 金 帛餘多 下され、 居 屋敷 等の 事、 則 修理 承 

之て、 徊に之 を 沙汰し、 偏に 臥龍 先生 三 顧 を不待 出て 事へ、 楠 子再來 して 君 を 補佐す る 思 ひ をな して 

大 坂の 諸士喜 び舆 まざる はなし、 A 

眞 田左衞 門 佐 名 を 世に 幸 村と 覺 えたり、 水 戶西山 公 御 i 牙 鑿の 上、 幸 村 は 非な り、 信仍と 化ら.^ し. y 

西 山 遣 事に 見えたり、 仍の 字の 訓は 付けられす、 諸 錄系圖 等に は 悉く 幸 村と 有り、 鑌 武者 物語き に は 

左 衞門佐 信繁と 有り、 依之考 るに、 若く は仍の 字をシ ゲと訓 する にや、 猶可 追考、 

信 仍佩劎 は、 雙方 共に 千 子 村 正な り、 村 正 作の 物 は、 淸康公 以來御 三代 共に 御 過 有 之に 仍、 御 家に 於 

て 御 停止な り、 依 之 世上 一 銃に、 村 正の 作廢れ り、 信 仍急度 思 ひ 測て、 自の 佩刀 を 悉くお 正 を ほふ、 

是當歒 降伏^ 咀の 心なるべし、 西 山 公 殊に 此事杯 を稱嘆 有て、 武士の 志 は最斯 こそ 有べ けれ、 ^？-靴敷信 
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仍が 心の 嗜 なり、 總 じて 城 中に 純一 成 もの は、 信 仍に不 如と 宣 ひしと ぞ、 信 仍生質 屈 僻なら す、 常に 

人に 交る に、 笑話 多く 和せ り、 譬 へば 大野が 士に 遇て は、 目 利 は さぞ 上りつ らんな ど 云て 與じ. 而も 

和に して 嚴 なれば、 諸士の 怖懷く 事、 餘將と は 頗る 懸隔せ りと 云り、  ♦ 

大 坂へ 馳 籠る 諸 浪士の 中、 長 曾 我 部宮內 大輔盛 親、 眞田左 衞！： 佐 信仍、 毛 利 豐前守 勝 永 は、 元来 大名な 

れば、 城 中に 於ても、 格別の 會釋 にて、 三人 衆と 號し、 萬の 商議 も、 此三將 の 意に； K る-^ 事な く、 銘々 恩 

顧の 手の者 共 も、 追々 に馳 集って， 舊主を 守護し、 北 ハ威尤 諸 浪士の 冠たり、 氏 家 內膳正 入道 も、 江 州 水口 城 

(ィに 勢 州 桑 名) の舊主 なれ 共、 年老 勢ひ盡 ての 上 なれば、 大將の 住 を辭 して、 御伽 衆の 如くに て、 御前に 候 

す、 义 後藤 又 兵衞基 fi- 、明 石 掃 部 介 全 登 は元來 陪臣な れ共、 世に 聞え たる 功士 なれば、 三人 衆に 列して、 軍 

議に加 へん こと を、 大野 修理 頻りに 執し、 三將 許容の 上、 秀賴 公より、 此雨人 を 上 將に取 立てられ、 夫 

より は 五 人 衆と 稱 して、 諸 將に上 首せ り、 偖此五 人の 優劣 を 評せん に、 長 曾 我 部 は 八 尾 表に て 藤 堂の 物 

主 を 餘多討 取、 大に氣 色ば うたり と雖、 是は藤 堂郞徒 同士の 宿志に 仍り、 自暴自棄の 討死 なれば、 强ち 

長 曾 我 部が 功と は 云 難し、 何れに 親元 親に は 適に 劣れり と 見 ゆ、 落城の 節 も、 戰 場より 直に 落 失せ、 京 • 

師 にて 被 捉 梟首 せらる、 毛 利 豐前守 (世に iS; 豐前 守と 記せる 書 多し 非な り、 毛 利 正な り、 其 頃 は 毛 利森兩 

氏 共に モリと 唱、 其後紛 しき 故に 毛 利 を モウ リと唱 る は 近世の 事な り、 毛 利 元 就 時分に は モリと 唱 へしな 

り) は驍勇 天下に 敵 無るべし、 東軍の 先備 粉の 如く 切 崩せし は、 眞 田が 奇兵と 毛 利が 正兵、 兩備の 功に 

して、 他の 援 なし、 一 且平 場の 紐 合に、 天下の 兵總 崩れせ し は、 偏に 眞田 毛利兩 氏が 功なら す や、 而し 

て 眞田は 陣頭に 死し、 毛 利 は 城へ 入て！^ 死す、 明 石 全 登は囘 兵の 手箬相 遠して 、肝要の 戰には づれ、 期 過 

て戰 死す、 後藤 基 次 は 自是前 道 明 寺 表に て戰 死、 此死 色々 說 有り、 爱に櫊 筆、 右 五將の 優劣 錄を 以て 札 

す 虎 如斯、 之 列 序 を 立ん に、 古 <fr 獨步は 眞田信 仍、 第二の 功 毛 利 勝 永た る べし、 惜ぃ哉 後世 眞田を 云て、 

毛 利を不 云、 是毛 利が 不肖 敷、 明 石 は遙に 劣り、 長 曾 我 部最凡 下な り、 後藤が 死 は 安定なら ざれば 可 否 
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の 論に 涉らす 此外城 中に 於て 可稱 もの は、 未少 弱ながら 木 村長 門 守 重 成な り、 今 福の 初陣、 盟使 Q 沈 f^、 

若 江の 討死、 胄の薰 、其餘 の 美談 後世に 遣る もの 一 々擧 るに 不遑， 弱冠に 不滿 して 如斯、 年長せば 如何な 

る 良 器と やならん、 心憎く も惜 まるれ、 分て 眞田 信仍琪 は、 千載 人口に 遣る 奇策 幾 百千ぞ や、 抑 信 州 巳 

來御當 家に 敵す る 事 數囘、 一度 不覺の 名を不 得、 御當 家の 班 猫な りと 世に 沙汰せ り、 當御陣 に 於て、 住 

亩御巡 檢の御 危雞、 尼が 崎 文 右衛門が 由緒、 龜 井村の 十六 疵. 望月 宇右衛門、 穴 山 小 助 等が 影武者の 事、 

此 顔に は 尤附會 t 女誕 頗る 多ければ、 事實 定かなら す、 是無 他、 御 當家御 危難の 事 なれば、 事實 匿れ て 後 

世に 傅 はらぬ も理 りなり、 仍閣 摩す、 is. 仍 陣中より 其 子 大助を 城へ 1^ し、 秀賴公 御 先途 に^べき 山 を 遣 

旨す、 大助 父の 命 を 重んじ、 紅淚を 押へ て 父子 長 別の 暇 乞し、 城に 引返し、 蘆 田 曲 輪に 候して、 秀賴を 

守護す、 其體楠 子の 息 正 行に 敎訓 せし に 彷彿たり、 大助僅 年志舉 にして、 志 金鐵の ごとく、 公 を 守護す 

る を、 城 中 宗徒の 面々 感慨して、 速 水 甲斐 守大 助に 謂ら く、 足下 は 御 譜代 Q 臣 にも 非す、 其 上 幼弱の 身 

にして、 斯 迄の 忠誠に は 及ばし、 須く曲 輪 を 出て、 東軍 親戚の 方へ 立 退るべし と敎 論す、 大助對 て 曰、 

父 命 重く 父が 最期 を兒 捨て、 君 を 守護し 奉る 處 なり、 奚ぞ今 さら 父 命 を 背き、 何 地へ 可罷越 や、 不義の 

敎論を 聞ん より、 我 は 一人 廣 庭に 控 居て、 君と 存亡 を 共に すべし とて、 其 後 は 人と 談 せす、 公の 落 居に 

1^ ひぬ ると ぞ、 

秀賴薩 州へ 返 去の 事、 古へ より 人口に 在り、 虚實を 不知、 殊の外 長壽 にて、 延寳天 和の 頃 九十 餘 歳に 

て 薨ぜら る、 と 云、 同 薩 州に 眞 田と 云士 有り、 是信 仍が裔 なり、 公儀 を 憚りて、 眞 田と 唱 ふと 云々、 

不知 虛實、  ^ 

吁當 世の 英雄 信仍に 非す して 誰ぞ や、 惜 むらく は 信仍に 都督 を 賜 ひなば、 如何 成 祌策を 以て 東 兵 を 挫ん 

も 測る ベから す、 左 無き 故に 總軍を 銃る 事 不克、 是大 阪の微 運の 爲す 處歟、 

御 和睦 後、 原 寧 人 集會の 事、 難 波戰記 等に 錄す、 略 之、 御 和睦 破て 後、 關灾- ょリ、 信仍 伯父 眞 m 隱岐守 
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を 以て、 信仍を 召す、 信 仍固辭 して 召に 不應、 重て 同人 を 御 使と して、 信 州 一 圓に可 被 下條、 御 味方に 

可參 由な り、 信仍 勃然として 席 を 掃って 曰、 我 東 公に 對し 奉て、 飽迄御 敵 を こそ 仕れ、 聊か も 忠義 を不 

び、 然るに 斯る 褒賞 は、 何の 所以 ぞゃ、 苟も 信仍 武門に 長て、 不義 Q 富貴 を 夭 4 しと せんや、 重て 斯様の 

御 使に 來給は J -、 對 面に 不克 とて、 襖 を檔と 鎖て、 不挥 言、 隱岐守 立 歸て其 由 言上に 及ければ、 公に も 

甚だ 廉潔 を稱 黉し爲 ひ、 憎み 憐み給 ふと かや、 結 等 離 倫 一 世の 人物、 今に 至て 婦宣も 其 名 を 聞て 其 美 を 

知る、 尙事實 を 礼 明して、 一箇の 列 傳に擧 ん事を 庶幾す る而 巳、 

〇 後一 i 又 兵 衞尉基 次 略譜 

後藤 又 兵 衞基次 は、 元と 播州の 產 にて、 後藤 孫兵衞 某が 子な り、 弱年より 黑田如 水 同 長 政に 事へ て 武名 

高し、 朝鮮に 於ても 虎 を 斬り、 其 外 功名 著ぐ、 關ケ原 役に も、 東軍の 魁將、 此基 次に 勵 まれて、 鄕渡川 

を 渡して 大利を 獲たり > 

ィに政 次と 有り、 愚按、 長 政の 一 字 を 貰 ひ、 一 且斯く 名乘り 我家 を 出て 後、 基 次に 改めし や 可 追考、 

長 政 聞 ゆる 勇將 故、 主從 ながら 常に 後藤と 先 を 諍 ひて、 一陣に 出て、 自の働 を 好む、 隣國豐 前小會 城主 

細川忠 興と は、 長 政 宿意 有て、 不和なる 故に、 國 境に 砦 を 構へ、 後藤 を 以て 細 川の 壓 とす、 然るに 後藤 

主人に 不足 有て、 筑：^1を立返き， 紬川 家へ 驗 込む、 忠興大 に 喜で 後藤 を賞翫 し、 股跋 象牙の 思 を 成す 處 

に、 長 政 日頃 宿 恨の 上 なれば、 なじ かは堪 ふべき、 後藤 を 渡さるべき 旨 奮然た る 使 有り、 忠興 一向 諾せ 

す、 吾 家 を見掛 て、 駔込者 を 出すべき 法 や 有る、 是非 請 取ん とならば、 鉢 先 次第 たるべし と、 大に詈 り 

て 返されければ、 旣に雨 家 鉢榍に 及ばん とする を、 隣 侯 さまん \ 取扱と いへ ども、 雙方 ：！- 叙 慕て、 奈何と 

もす る 事 不能、 此旨 東都に 聞え て、 所詮 後藤 を 其 分に 被 差 置な ば、 忽チ、 下の 騷亂と 成べ し、 速に 他國へ 

趨 しむべし との 釣 命 なれ-は 忠興 是非に 及ばす、 之 を 後藤に 吿て、 離別 を 惜み、 後藤の 餘 波の 茶に 呼で 言 

松 井 佐 渡 有 吉頼母 を 相伴と して、 自ら 茶 を 調て 被 申け る は、 卿と 我 生涯 進退 を 共に せんと 思 ひしに、 台 
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命默止 難く、 離別す る條、 遣懷 言に 述が たし、 長 政と は 年頃 遣 恨 有る 上に、 今般の 事 を累れ ば、 竟には 鉢. 

を 交 ふべ し、 若し 兩家 鋅楣に 及ば- -、 孰 か 勝なん、 速に 可 申と 有ければ、 後藤 左右に 揖 して 申け る は、 

愚 不肖の サ 木に 斯 迄の 御 厚情、 偏に 報ぜん 處を 不知、 但し 御兩家 御鋅循 たらん に は、 何ぞ 格別の 奇計 を 用 

られ むは 不知、 普通の 戰 ならば 究て御 當家御 たるべし、 是御鋅 先 Q 鈍き にあら す、 是に被 居候 校 井 有 

吉 を始、 尤武に 於て 耻る 所な き 面々、 餘多御 家に 有 之 候へ ども、 何 を 申ても 御 小身に 御座 候、 小 は大に 

不敵の 道理に 候と 答、 忠 興曰然 らば 奇計 を 以て 長 政 を 擊ん謀 を、 汝置 土産に 我に 傳へ よと、 後藤 對て 曰、 

長 政 を 撃せ 給 はん 事 は、 最容 0^ に 候、 長 政 勇武 逞敷將 成る 故に、 主 將とは 申せ 共、 何の 陣 にても 本陣に 

居られ 候 儀 は 無 之、 先鋒へ 出て 物 主 共と 先 を 諍 ひ 申され 候、 一陣と は存 候へ 共、 先 は 二の 備 位に は 究め 

て 長 政 出 居 申され 候 間、 究竟の 侍、 鐵炮 一組 仰 付ら れ、 一 二 陣の內 にて、 長 政の 在所 をよ く 見切らせ、 

撰 打に なされ 候 は J> -、 十に して 八つ 九つ は 御 本望 を遂ら るべ く 候と 申 置、 拜 謝して 小 倉 を 出る、 跡に て 

忠興松 井有吉 と共に、 後藤 を 評せられ ける は、 其 身飽迄 不足 恨 ある 長 政事 を、 惡く いふ 様に て、 腚も古 

主の 武を暉 す、 流石 後一 i と 呼る.^ 武士の 志しの 見事 さよと、 返す，^ も被稱 ける、 偖 後藤 又 兵衞、 細 川 

家 を 出て、 上み 方へ 登る 由、 世に 專ら 沙汰 有ければ、 中國 の群牧 我も我もと 之 を 抱 へん 事 を 欲せら る、 

中に も 幅 島；.^ 刖之を 聞て 雀躍し、 長 臣福島 丹 波 を 呼て、 後藤 又兵衞 事、 上方へ 登る と 聞く、 定めて 領國 

の內を 通らぬ 事 は あら じ、 さも あらば 他家へ 有 付ぬ 先に、 當 家へ 召 抱べ し. 其の 心得 をせ よと 申 渡さる、 

. 丹 波 承 之て 待つ 所に、 果して、 後藤 来れり、 客舍へ 招て、 主人の 意を述 ぶ、 基 次 聞て、 尤 仰に 隨 ひな 

ん、 但し 俸祿 三 萬 石 被 下候樣 にとの 返答な り、 丹 波 其 旨 を 以て 正則へ 吿ぐ、 正則 白、 後藤 事 なれば 左 こ 

を あらめ、 乍去當 家に 於て、 汝を 始め 尾 關石見 長 尾 隼 人 以下、 大祿と 云 ふが 二 萬 石な り、 夫に 新 參の後 

藤、 如何に 彻 tiW なれば とて、 參萬石 遣 はさん 事、 古參の 者の 存人 も氣の 毒な り、 殘 念ながら、 抱 難しと 

被 中け れズ、 丹 波 重て 申け る は、 一 應御尤 に は 候へ ども、 某 等 は 御 家の 子 故、 如何様に 召 仕 はれ 候ても、 
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無 之、 殊に ニ寓石 下され 候へば、 過分 Q 俸祿、 御 家中の 指揮 仕 候に、 尤差支 無 御座 候、 不肖の 某に 

候へ 共、 唯今 御 家 を 出て、 他家 を： S 候 は r、 三 萬 石 は 見事 取 可 申 候 間、 後藤が 望 過分と も 難 申 候、 其 等 

に 御 遠慮なく 望の 通、 コー萬 石 被 遣 御 抱な され 可然 候、 又 斯様の 人物 も 難 得 候へば、 御 家の 爲斯る 剛士を 他 

へ 遣し 候 は、 吳々 殘 念に 候と 勸め けれども、 1^ 則 承引 無して、 後藤 は 夫より 上方へ 登る、 其 世 C 英雄と 

稱 する 士は、 後藤に 不限、 皆々 己に 誇て、 過分の 祿に 非れば キ； 取せ す、 尤 忠誠 はなく、 少 にても 己が 所 

存に叶 は ざれば、 其 國を立 退き、 大に 君臣の 遣 を 喪 ふ、 當時 半季 勤の 奉公人の 給 銀 を 高ぶる に 等し、 斯 

て 夫より 程なく 關 東大 阪御鉢 指と 成り、 仍て 天下の 諸 浪人 夥敷大 阪へ馳 籠る、 後藤 又兵衞 も馳參 る、 名 

に 負 ふ 功士 なれば、 域 中 にても 殊に 賞翫 有て、 前に 記す 如く、 間もなく 上 將に相 加ら れ、 商議の 席に 於 

て も、 彼是 良策 を 申た る 事、 諸錄 に顯然 たり、 扭夂 Ai: 陣始 り、 今 福に 於て、 木 村長 門が 初陣 を扶 け、 徴 

功 有り、 其砌 後藤 亂炮 にて、 腕に 創 を 被る、 自身 其 創 を 探り 見て、 秀賴公 Q 御 運は强 きと 云、 傍人 聞て、 

大阪を 己 一 人と して 持た る申狀 哉と M. き 笑へ り、 總 じて 基 次 は活氣 凛々 たる 將 にて、 人 を 人と も 思 はす、 

放に 廣言 せり、 冬 御陣御 和睦に 成て、 暫く 四海 穩 なる 様 なれ 共、 樣々 の 異議 有て、 又 御 和睦 破れ， 翌： 复 

再 東軍 進發の 前に、 關 束より 僧 (名 失念) を 後藤 方へ 御 使に 遣され、 御 味方 申べ しとの 上意 を述 ぶ、 後藤 

稽首して 奉り、 難 有 上意に 候へ 共、 一 曰 一秀 頓 公に 頼まれ 奉る 上 は、 今 さら 上意に 難 隨旨を 申 上 候處に 、重 

て 同 僧 を 以て、 國ー ケ國 下さるべき^、 是非 東方へ 可 參由台 命 有り、 其 時 後藤 愼て巾 上け る は、 某 元 陪 

隸鄙陋 の 者に 候處、 國 主に 仰 付ら る べきの 台 命、 誠 以て 過分 至極、 生前の 面目 何事 歟 之に 如ん、 秀賴 公と て 

も、 齊 代 重恩の 君に 非す、 一 旦賴れ 奉る 計 なれば、 今般 召に 鹿す る 共强 ちの 不義と も 難 申 候へ ども、 今 n^.^ 

の 大阪を 振 捨て、 日出の 東 君 へ 奉屬 らん 事、 是 英雄 Q 耻と す る 所 なれば 、幾度 も辭し 奉ろ ベ し 「此段 可然御 

執 成し 下さるべし、 拔是は 御請に は 非す、 御 使 僧へ の 物語な り、 天下 Q 諸士 多き 屮に、 此基次 ほど 武の 冥理 

に 叶 ひたる 者 は 無 之、 故 如何と 云に、 今 我 を 股肱と 賴み 切せ 給 ふ 君 は、 誰か は 知らぬ i 海內に 溢れ、 異國 
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迄 御手 を 伸されし 太閤 秀吉 公の 御 嫡秀賴 公な り、 又數々 の 浪人の 內に、 某 を 撰 出され、 赏國を 以て 御 味 

方 仕れと 招かせ 給 ふ 君 は、 今 天下 併呑の 東 君な り、 所く 雨 君に 思 はれ 奉る 基 次が 武名 誰か は 之を羡 ざるべ 

き、 然れ ば秀賴 公の 爲に死 を 以て 報すべし、 又 東 君への 御 奉公 も 無て は 叶 ふま じ、 其 御 奉公と いっぱ、 御 鉢 

循始 らば 某 一 番に 討死 可 致、 是關 東への 御 恩 謝な り、 其 故 は 某^ 命 有らば、 一 日に 落 居す る 大阪、 十日 

は堪 ふべ し、 我 死なば 十日 堪 ふる 大阪 一 日に 御 ST 明べ し、 然れば 一 日 も 早く 御手 間の 明く 様に と存 る處、 

責ても 關褒へ の 御 恩 謝な りと、 呵々 大笑して、 御 使惜へ 語りし とか や、 而て夏 御陣 には大 阪總湟 掘り、 平 城 

と 成し 上 は、 所詮 賴 みなき 城に て、 防がん より は、 平 場に 跃 出て 死 を 快く せんとて、 夫々 に 乎 分して、 隣國 

へ 出張す、 後藤 は 河 州 道 明 寺 表へ 張 出し、 乎 合せの 最初に 大和 組の 面々 と開戰 し、 水 野 実 作 守 手に 死す、 

此 討死 數說有 之、 後藤が 死生 犬に 安定なら す、 去れ 共關 東の 御沙汰に は、 後藤 事 道 明 寺 討死と 記さる、 • 

虚富を 不知、 

1 說曰、 後藤 又 兵衛、 手創療 用の 爲に、 伊豫 國道 後の 溫 泉に 浴す、 所の 壯者 共是を 後藤と 知て 究竟の 

者 共 申 合て、 後藤が 溫 船に 下り 居る 所 を 襲て、 急に 攻擊 つ、 後藤 赤裸に て 之 を 防と いへ ども、 死生 不 

知の 不敵 者、 大勢 落 重りて、 竟に 後藤 を 擊て其 首 を 東 武に差 上、 一廉の 御 恩賞 を待處 に、 東武 の御沙 

汰は 格別して、 後藤 又兵衞 は、 道 明 寺 表に て 打 死せ り、 然る 胡 亂の首 を 差 上る 條、 今 さら 御 貪 着に 不 

及と て、 御 恩祿の 御沙汰 無り しかば、 所の 者 共 案に相違して、 然る 上 は 名に お ふ. sl^ 士の靈 も 怖ろ しと 

て、 右の 靈を 弓槻權 現の 末社に 勸 請して、 後藤 明 神と やらん 唱て、 ん r に 小社 有と 云、 虚實 不知、 

〇t 问圑 右衛門 尉 直 之 略譜 

堪圑 右衛門 直 之 は、 元 來遠州 潢須賀 衆に て、 須田次 郞左衞 門と 云、 浪人して 上み 方へ 登り、 時雨 左 之 助 

と 改名して、 加 藤 左 馬助嘉 明へ 歩 小姓に 出- 譽れ 度々 重なり、 後 は 千 石 取、 搞幽 右衛門と 號し、 鐵炮大 

將に 成る パイに 判團 右衛門と 記) 關原御 一 戰の 時、 左 馬 助 指圖の 場より 光へ 足 輕を取 出し、 左 馬 助氣に 


違 ひ、 己 は 一 代將 帥の 驗は 勤め 得べ からすと 叱らる、 を、 不足に 5. 心 ひ、 伊豫の 投山を 立 退、 其 時 一 句の 

詩 を 書院の 大床張 付 紙に 書 置り、 

途不留 江 南 野 水  高 飛 天地 一 閑 鶏 

此 詩を兒 て、 嘉明彌 無 興し、 天下の 奉公 を 構 はる、 然に團 右衛門 事、 金 吾 中 納言秀 秋へ 被 呼 出、 總 じて 

秀 秋へ 被 抱 候 者 は、 諸 大名より 搆 事なら す、 團右衞 門 も 先知 千 石に て 鳥 鈇大將 を 勤 居た る 所に、 慶長七 

年 十月 十八 日、 秀秋 逝去に 仍り、 團 右衛門 浪人し、 薩摩 守忠吉 朝臣へ 被 召 出、 是又 大御所 Q 若君 なれば、 

左 馬助搆 事なら す、 慶長 十二 年 三月 五日 薩摩守 殿御 逝去、 圑 右衛門 又 浪人し ける を、 福 島 正則 知行 千 石 

にて 召 抱へ、 馬 廻り を 勤 居け る、 五 年 目 尾 張 Q 名古屋 御城 齊 請の 時、 左 馬 助 直に 正則へ 斷り、 構 ひ 被 申 

故、 團 右衛門 彼 家 を 出て、 道心 者と 成り、 鐵 牛と 號 して、 妙 心 寺 大龍和 尙の會 下に 居て， 洛中 洛外 を 衣 

體の 上に、 刀 脇差 を帶 して 鉢 を ひらく、 諸人 憫み、 叉 は 貴む 事 不斜、 或 時 中立 賣 富家の 方へ、 大 龍和尙 

を 始め、 一 堂 供養の 事 有り、 齋 過る 迄、 團 右衛門 入道 不來、 齋 過て 遲參 す、 大龍 和尙忿 り、 何とて 鐵牛 

は 遲く參 候 哉と 有け るに、 鐵牛坐 具 を 布て 答 曰 

一 鞭遲到 勿肯怒 君 駕大龍 我鐵牛  - 

和尙 機嫌 直り、 一 瘦も 興じけ ると なり、 

圑 右衛門 廣 島に 在し 頃、 福 島 伊豫 守 屋敷の 雪 隱に妖 有て、 夜 厠へ 行者 有れば 必 臀を撫 る、 其 手に 毛 生 

て、 爪 長し と 云ひ觸 し、 日 暮て其 厠へ 行者な し、 殊に 座敷より は、 二十 五六 間 も 離れた る植 込の 內な 

P, 或 夜 伊豫 守 方へ、 武藤 修理、 酒 井 主 膳、 大橋茂 右衛門、 眞木 主馬、 村 上 彥右衞 門幷稿 圑 右衛門 夜 

咄に 行く、 夜半 前に 團 右衛門 厠へ 行く、 亭主 心得て 小姓に 手燭 を 持せ、 供に 遣 はす、 圑 右衛門 は 何 心 

なく、 手燭 請 取、 厠へ 行き 用 を 達する 處に、 厠の 上に 二 抱 ほどの 大松 有り、 蔦 這 茂り 棺は 十二 三 間 高 

く、 其 梢より 何共 しらす、 蔦の 葉嗚騷 ぎ、 物の つた ひ 下る 音す、 其 音大 男な どの 足音の 如し、 圑右衞 
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鬥 吃と 心 付き、 内々 沙汰す る妖 ならめ と 思ふ處 に、 厠の 屋根より 內 を指覼 く、 其 顔 朱 を 塗た る 如く、 

眼光 鏡に 等しく、 牙を嚙 出し、 さながら 鬼面に 似たり、 圑 右衛門 丁と 睨 返せば、 件の 妖面を 引て 見え 

す、 其 儘 厠の 下より 毛の 生た る 手に て、 圑 右衛門が 尻を撫 る、 心得たり と捉ん とする に、 手 を 引く、 

又 屋根より 『观 く、 睨ば 面 を 引て 厠の 下より 手 を 出す を、 團右衞 門む づと、 其 腕 を 捕て、 內へ 引す り 込 

めば、 厠の 壁戶も 破れ、 何と は 不知 引 組み、 ト： を 下へ と 返し、 手燭 も蹈 消し 組合 ふ 音 を、 書院の 椽に 

控 へたる、 十五 六の 小姓 聞 付け、 橡 より 飛 下り 走り 行く、 其 音 座敷へ 聞 ゆる 儘に、 皆々 手燭 を 持 走り 

行 見れ は、 小姓 は 妖の足 を 押へ 居たり、 團 右衛門 は 血に 染る妖 を 脇 指に て 刺 透した る を！ nl- れば、 大な 

る 猿な り、 扱 こそ 年 來の妖 は、 此猿 にて 有け るよ と、 圑 右衛門 勇猛 を、 廣 島中に て稱 美せ しとな り、 

斯て大 阪に諸 浪人 を 召る- - に仍、 天下の 浪士我 もくと 走り込， 團 右衛門 も 還俗して 馳 參る處 に、 素よ 

り 武名の 聞え 有れば、 之 を 賞 せらる、 と雖、 諸般の 勇士 一 度に 群參 する 折 なれば、 其 品位 を定ら る、 遑 

あらす、 圑 右衛門 も 先 づ當分 大野 主馬 組へ 入られ、 t 问 にも 小 組 を附ら る、 總 じて 大野 組の 蒙に は、 名高 

き 功士 多し、 其 類に は 大方 小 組 を 付ら る、 拔 東軍 向 城 攻の手 合せ も 有 けれ 共、 名 城と 云 ひ、 城兵 逞 くし 

て城攻 容易なら ざる 故に、 御 扱の 御沙汰！？^ り、 依之圑 右衛門 は、 少く 思ふ處 有れば、 主馬へ 夜 擊を勸 む、 

議評區 々にして 日 を 經る內 に、 御 和平の 沙汰 頻 りなれば、 若 御 和平 整 ひなば 稿が 支度 徒 事と 成べ し、 是 

非に 一 と 夜 討 せんと 主馬 を ひたすらに 勸め漸 にして、 秀頼公 許容 有て 圑 右衛門と 相 組 米 K 監物 (ィに 長 

岡監 物と 記、 當 時.！ 川 三 家 考の內 長 岡 助 左 衞門祖 なり、 本名 米 田 ヨネ ダ とよむ は 非な り、 コメダ と唱ふ 

なり) を、 大將 として、 夜 討に 出る に究 る、 相 組 Q 面. < 競 進て 之に 加らん 事 を 請 ふ、 缟諾 せす、 上條又 

八 計り は 組 子 無れば、 夜 討 人 數に差 加へ、 其 外は不 入、 而て 〇〇〇 の 夜、 峰須賀 阿波 守 手へ 夜蒐 して、 

蜂 1^ 賀長臣 中 村 右近 (城兵 木 村 喜 左 衞門討 之) を始、 究竟の 士ニ 十四 人 討 取、 雜兵數 千討捨 る、 圑 右衛門 

は 本 町 橋の 上に 牀几に 腰 を 懸け、 角 取 鋭の 馬 印に て 士卒 を 下知す、 右 夜 討の 場所へ、 夜 討の 大將 缟圑右 
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衞 門と 書る 札 を 餘多蒔 散して 引取る、 依 之 東軍 方に て は 米田監 物事 は 不知、 夜 打 は if 團 右衛門 一平と 沙 

汰 せり、 傳御 扱に なり、 敵 味方 內 外出 人時、 圑 右衛門 宿 陣は、 今 橋の 詰より 二十 間 計 南な り、 幅 一尺 長 

二 尺 計の 札に、 圑 右衛門と 大文字に 書て、 宿 札 を 打、 皆. -見 之、 扨も大 なる 宿 札 哉と 云、 團右衞 門 曰、 

古主 加 藤 左 馬 助、 我等 を 成敗し 度と 云る- -を 聞て、 討 手 を 受ん爲 に， 如 此と笑 ふ、 又 寄 手の 內、 圑右衞 

門 古 傍輩 不殘 見舞 音信す る 其 中に、 水 野 日向 守 勝 成 家人 黑川 三郎 右衛門 見舞に 來、 圑 右衛門 曰、 我舊知 

林 半 右衛門 は、 一番に 見舞に 來 るべき 者なる が、 今に 音信な し、 若 此度此 表へ 出ざる が 不審な りと いふ 

黑川 聞て 林 半 右衛門 は 唯今 池 田 武藏守 利隆に 奉公し、 天滿 口に 在と 云、 圑 右衛門 則黑 川に 傳 言して、 林 

が 方へ 申 送りし は、 古 傍輩 皆 訪ひ來 ませる に、 御身 遂に 昔 信な し、 其 心 奈何と 云 遣 はす、 林 返答に、 黑 

川 殿へ 御傳 言の 趣、 今 承知 候、 我等 其 許へ 無音の 仔細 は、 其方 若年の 時より 申 合 候 は、 互に 何程 大名に， 

成 共、 自身 鎗を 取り、 太刀 打 を 不致は 勇士の 本意に 非す と贫議 せし に、 此度 其方 夜 討の 體を 聞く に、 其 

身 手 を 下さす、 本 町 橋の 上に て 床几に 腿 を 懸け、 白旌を 取た ると なり、 圑 右衛門 年 は 四十 八、 勇力の 衰 

ふる 時分に も 非る に、 武邊に 手 を 寄せ、 勿體を 付けた る 所、 聞く もい やなれば、 使も不 遣と 返事す る、 

黑川此 旨を圑 右衛門に 達する 所に、 團 右衛門 淚を 浮べ、 林が 心中 尤 至極せ り、 乍 去 今度 夜 討に、 大將の 

仕形 を 致た るに は、 仔細 有る 事な り、 關ケ 原御陣 に、 足 輕備を 張 出し、 出 過たり とて、 古主 左 馬 助以の 

外に 忿り、 己 は 一 代人 數を引 廻す 將には 得 成 まじと 叱し を、 無念に 思 ひ、 一 生の 中に 一 度麾を 取り 將帥 

の 功 を、 左 馬 助に 見せ 度と 念願せ しにより、 夜 討の 時 も、 手の 痒き を堪 へて 麾を 取たり、 籠城の 始 より、 

此心 有に 仍り、 様々 思惟して 夜 討の 術 を、 大野 主馬へ 申？ じ、 御 和平 前に 急に 揉 立て 志 を 遂畢ん ぬ、 最 

早 望 足りぬ る 上 は、 重て 事 有ん に は、 大刀 は 目釘の こた ゆる 迄、 餘は端 食の 拔る 迄、 働て 打 死して 林に 昆 

せんと 云し が、 E 水して 翌年 四月 二十 九日、 泉 州 樫 井 <i  ロ戰 に、 田 子 助 左 衞門龜 田 大隅八 木 新 左衞門 (淺野 

左衛門 家人) 横 井 平 左衞門 (上田 宗古 家人) など i 戰 しが、 田 子に 放 矢に 當り、 深手 食 ぬれ 共、 田 子が 
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弓の 弦 を、 圑右衞 門 十文字の 鎌に て 切る、 然る 所へ 八 木 新 左 衞門掛 り 候 を、 團 右衛門 手 食ながら 小 家の 

壁に 寄 か，. り、 八 木と 鍵 を 組み、 首 は 八 木に とられ、 晴成 討死せ り、 其 組衆團 右衛門が 死骸 を^た る 塚、 

樫 井町の 北の 端に 有し を、 紀伊國 衆 小 笠 原作 左衞 門と； 工人、 團右衞 鬥^ 類 故、 其 塚に 五輪 を 建て.， 十に 在 

り、 往來 の、 い 有人 は、 馬乘 物より 下りて 是へ詣 すと なり、 

1 說團 右衛門 は、 龜 S 大隅守 討 取たり と 云、 然れ共 公儀 御 吟味に て、 八 木 新 左衞門 打取し に究 る、 圑右 

衞門 討死 は、 相 組 岡部大 舉が捨 殺せし なり、 大擧 常に 圑 右衛門と 不和 成 故に、 此時も 態と 手 苦 を 違へ、 

圑 右衛門 獨 夫と 成て 討死せ り、 大坂 落^ 後、 大學は 名 を替て 潜り 居る、 大坂 表の 事 を 人 問へば 我等 は 

捨 りたる 故に、 都て 大坂 表の 儀 は 不存と 答へ しと かや、 

板 倉 伊賀 守 勝 重 物語に、 紀伊 大納言 宣 卿の 御 母 儀 於 萬 殿、 駿河 にて 搞阁 右衛門 事 を M 及び 宣 ひたる は 

御子 達に 寳物、 太刀、 刀 を 進す る は 常の 事な り、 大將の 寳と云 は、 名 有る 勇士な り、 團 右衛門 は. H 主に 

搆 はれ、 奉公なら す 共、 若 何事 ぞ出來 候 は r 、能士 を 一 人 にても、 いと ほしき 御子に 進 じ 度 もの なれば 

圑 右衛門 を 介 殿の 御 家来に 可 被 成と て、 御鏡臺 金と て、 五百兩 宛、 每 年御拜 領有る 內を、 貳百 M づ 

つ 團右衞 門に 御 合力 有たり となり、 」；£s 公に 御 奉公 有り、 紀伊殿 を 產み給 ふ ほどの 揶人 なれば、 女 儀に 

て も 如 斯の御 心 人な りと、 勝 重の 物が たりな り、 
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〇 渡 邊勘兵 衞が事 

渡 逢 勘 兵 衞傳は 佘が藏 になし、 仍略 之、 爱に 記せる は大阪 役の 事 許な り、 餘は可 直 校、 

渡邊 勘兵衞 は、 朝 鲜已來 山中 城 一 番乘、 其 外 功名 枚擧 する に遑 あらす、 藤 堂 高 虎頻に Ira 望して 招 寄せ、 

軍師と して 鍾 愛する 事 不斜、 萬 般渡邊 一 人に 委て、 左右 を 顧 事な し、 故に^ 堂 譜代の 老臣 共 犬に 偏執し 

て、 御 家 は 勘兵衞 一人の 指揮に 不如、 我等 在て 詮なし とて、 大阪夏 御陣の 前に、 暖： 々の 者 共 申合せ、 神 

水 を 飮て潛 に 討死 を盟 ふ、 

此 名前 藤 堂 仁 左 衞門同 玄蕃同 新 七 同 勘 解 由 等な り、 一 書に 藤 堂 宮內を 人れ たり、 大に 非な り、 宮內は 

藤 堂の 郞 徒に 非す、 高 虎 始め 子な し、 丹 羽 長 重の 子 を 養 ふて 子と す、 則 是宮內 なり 然るに 實子 出生に 

仍り、 宫 內は實 子へ 家嫡を 譲り、 自ら は 身 退て、 此 家の 客と 成る、 ^賀名 張に 於て ニ寓 石を領 す、 尤 

表 向の 分地 も 非 ざれば、 公儀の 勤 もな く、 其裔 今に 至り 名 張 二 萬 石を領 し、 彼 家の 客な り、 仍て此 名 

前の 內に、 宫 可 有 謂な し、 非な わと 知べ し、 又 桑名彌 次兵衞 も、 同 除 主にて、 同時に 討死 すれ 共、 

是は舊 主長 曾 我 部に 對 して 匁 向 ふ を 怒て、 長 曾 我 部が 者 共、 引つ-^ んで討 取ぬ、 神 水の 列に は 非ざる 

べし、 

而 して 夏 御陣の 最初に、 城兵 紀 州の 新 宮左馬 介 は 究て不 敲の士 にて、 域 を 出て、 足 長に 住 吉の邊 迄 出た 

りしに、 東軍の 魁 藤 堂の 人數、 其邊 間近く 屯ぜ り、 新宮之を見て大に肝を^8し、 敵是迄 はよ もや 寄せ じ 

と 思 ひしに，' 引け や，， （、と 逸足 を 出して 歸る、 藤 堂の 若 士之を 見て、 よき 化物 ぞと、 早り 雄の 者 共、 

我 一 と 追 かけんと する を、 渡 邊大に 制止して、 斯く微 勢に て 深 々とか、 り來る は、 呼 引を掛 ると 見えた 
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り、 足を亂 して 追 は i.- 敵の 謀に 落べ し、 相搆 へて 卒爾の 働 有べ からすと 制する 故に、 各齒^ して 殘 念に 

思へ ども、 さしもの 渡邊が 指揮 なれば、 異議に 及ばす、 跡に て 聞けば、 曾て 呼 引 を かけた るに 非す、 是 

を 喰 留な ば、 手始の 能き 働な らんに、 渡 邊功者 過て、 あたら 敏 を打洩 せりと 巷說 す、 高 虎之 を 聞て 小 

與し、 夫より 渡 邊が寵 少しく 衰へ ぬと 云 ふ、 

此 類の 槊 功士に 必問 有事な り、 深く 慮ば かる に^り、 却て 案の 外なる 事 多し、 是 功士 Q 越度と も 申 難 

し、 此御陣 に 藤 田 能 登、 玉虫 對 馬が 見損 ぜ しも 同じ 道理な り、 夫 を 越て 敵の 動 靜虛寳 を 見切らん は、 

尤良 將の最 一 たるべし、 

斯て 五月 六日 八 尾 表に 於て、 籐堂長 曾 我 部鬪戰 す、 藤 堂 物 主 は 兼て 期した る 事 なれば、 何 Q 備も なく 群 

_ ^りに 駔入々 々、 前後 不覺に 各 討死す、 長 曾 我 部 勝に 乘て押 1^ る處 に、 渡邊勘 兵衞が 一 隊之を 請 留て既 

引 自在なる 事、 手足 を 遣 ふが 如く、 敵の 勇 鋭 を 挫き、 少し 色めく 所 を喰留 て、 高 虎の 本陣へ 軍使 を馳て 

急ぎ 御陣を 寄せら るべ しと 申 遣せ 共、 高 虎 は 譜代の 物 主 を餘多 討せ、 以の外 忿り强 く、 是 は渡邊 一人が 

功 を 立てん 爲に、 相備 への 者 共 を 見 殺せし 段、 言語に lg せりと て、 早々 陣を 引取る べしと、 敷 浪の使 を 

立ら る、 渡邊 聞て、 其 申譯は 後日に 仕るべし、 今日の 所 は 君の 事な り、 私の 忿を差 置き、 抂て 後陣 を 寄 

らる ベ し、 某 矢 武に存 と雖、 僅 一 隊の微 勢 を 以て 大敵 を 長く 喰留ん 事は雞 叶、 今日 長 曾 我 部 を 城 へ 引せ て 

は、 明日の 合戰六 かし かるべし、 是非とも 傭へ を 寄らる べしと 再三 申 送れ ども、 高 虎 怒に 不堪して、 陣 

を 寄せす、 斯る處 へ 公儀 御 使番の 何某、 (名 闕) 藤 堂の 手先 點撿 せら ^9.^ に、 渡 缝カを 得て、 御覽の 如く、 

大敵 を 1  氏 留め 罷在 候へ ども、 相 備の者 共 悉く 討死し、 主人 高 虎 は 一己の 忿を 以て 後陣 を不 進、 臣 一人が 

力 を 以て 長く. L れ留ん 事 難 叶、 高 虎へ 此 場所の 體を被 仰、 急ぎ 本陣 を 寄せら る 様に 御勸め 下さる ベ き 旨 を 

申 御使番 衆、 此體を 見て、 宽に 足下の 働 比類な く、 唯今 高 虎を勸 て、 此 虎口 を 抉くべし とて、 藤 堂 本陣 

へ 馳て之 を演れ ども、 高 虎竞に 承伏せ す、 鬼 角す る 間に、 夕日 沒 する 程に 成れば、 今 は 詮方な しとて、 
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惜き敵 を 振 捨て、 渡邊は 引取ぬ、 此時渡 邊が勸 めに 應 じて、 後陣の 多勢 を 以て 敵を責 ば、 長 曾 我 部 を 可 

擊取、 此御陣 に 於て 一 二 を爭ふ 大功なる べきに、 一 己の 意地 を 以て 大功 徒らに 成 候 事、 高 虎 一 生の 不覺 

なりと、 皆 人^ぬ、 其 夜 井伊 掃 部 頭、 藤 堂の 陣へ 見廻れ、 今日 御先 手の 面々 の 働 を兒請 候處、 無比 類 事 

共、 人 マ 役 諸家の 勳 功の 冠たるべ し、 御羡敷 こそと 被 申ければ、 高 虎 は 不機嫌に て、 されば 其 事に 候、 先 

手 物 主の 内に 不覺の 者 有 之 候て、 某 譜代の 老臣 共、 過半 討死 致し、 心外の 至に 候と 答ら る、 直 孝 聞て、 

夫 は 存の外 成 事に 候、 我等 御先 手へ 參り見 請 候 節 は、 御先 手の 面々 長 曾 我 部 を 1  ほ 留め、 微勢を 以て 大勢 

を 惱し候 寄 術、 目 を 驚 候 事共に 候、 就中 筵の 指 物 を 指た る 物 主の 働、 絡 {1 見事 成 事に 候、 其 仁 も 討死に 

候 哉と 被 尊ければ、 渡 逢 末座より 這 出て、 筵の 指 物 は 拙者に て 候、 掃 部 頭 様の 御 目に 留り、 武の 冥理に 

叶 ひ 候と 申せば、 其 儘 直 孝 側へ 寄り、 名 を尋ら る、 渡 逢 勘 兵衞と 答、 直 孝 曰、 て 御邊の 功名 承 及 候、 

今日の 働、 誠に 當御陣 に 於て 最 I たるべし と 向 ふさ まに 譽られ ければ、 勘兵衞 居直り、 傍に 向 ひ、 いか 

に 傍輩の 面々、 唯今 掃 部 頭 様の 御言 を 聞れ 候 や、 士の 面目 此上ゃ 有べき と 氣色ぽ うて 居たり ける、 高 虎 

は 世に 不興 氣に 有しと かや、 此御陣 後、 渡 邊藤堂 家 を 出て、 仕官 を やめ、 江 州大津 に 住して、 生涯 を 終 

りぬ とぞ、 委事を 不知、 

自是 前、 關東御 陣後增 田 右衛門 尉、 和 州 郡 山城 渡しの 節、 渡邊 勘兵衞 指揮の 事關原 記に 在り、 燒失故 

聢と 不知、 

〇 前 田 慶次郞 が 事 

前 田 慶次郞 は、 加貿 大納言 利 家 鄉の從 弟な り、 性質い たづら 者に て、 一 代の 說話 多し、 初 は 利 家に 事へ、 

武邊 度々 に 及び、 擧文 歌道 亂 舞に 長 じ、 源氏物語の 講釋、 伊勢 物語の 秘傳 迄った へて、 文武の 兵な り、 

利家慶 次が 世 を 輕く存 候 を. ひたと 叱 給 ふ を、 慶次 面倒に 存じ、 此 家に 久敷不 居と 思 ひ、 大息 をつ いて 

獨 言し ける は、 萬戶 侯の 封と いへ ども、 心に 不叶は 浪人に 同じ、 唯 心に 叶 ふ を 以て、 萬戶 侯と 云べ し、 
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去る も 留るも 所 を 得る を樂 しみと 思 ふなり、 所訟立 返べ しと 思 ひしが、 叉 持病の い たづら 心 起り、 唯 立 

退ん は 無念な りと 思 ひ、 利 家へ 御茶 を 上ん と 望む、 利 家 聞 給 ひ、 慶次が 心 直りて、 我に 茶を吳 るよ と悅 

び、 慶次 方へ 參られ ける、 慶次 水風呂に 冷水 をた ぶ/ \ と 汲 入 置、 茶 濟て慶 次 申け る は、 人 マ 日 は、 殊外 

寒 じ 申 候、 風呂 を 用不申 候に 付、 水風呂 を 申 付 候、 御 入 被 下べき やと、 横 山山 城 守 を 以て 伺 ひ、 利 家 則 

風呂 尾に 至られ、 慶次 湯加减 よく 候と 申 上る、 利 家 裸に 成、 だぶ と 入 玉へば 冷水な り、 利 家 驚て 慶次を 

呼 給 ふに 答へ す、 其 隙に 慶次 は、 松風と 云 早馬に 鞍 置き、 裏門に 用意し 置し が、 夫に 飛乘て 行方 知らす 

成に けり、 利 家忿て 探されし か 共、 關 東へ 5^1 下り、 景勝へ 五千石に て 出たり、 利 家 を 憚り 出家して、 毂 

藏院 ひょっと 齋と 名を替 へ、 今 は 長袖な りと て、 二 幅 袖に して、 是を 着し、 景勝へ 目 謁する、 其 砌は景 

勝會津 入部の 砌 にて、 諸 浪人 新參者 多し、 山上 道 及 是は關 東 浪人 首 供養 三度した る 者な り、 其 外 蒲 生家 

の 浪人 甚 多し、 志賀與 慰右衞 門、 栗 生 美 濃 守な ど、 或 時寄會 ての 咄に、 殿の 御歸依 1" なれ ども、 林 泉 寺 

が 顔 程、 悪體 なる はなし、 哀 一 拳 あて 度な どと 雜談 せし を、 慶次 聞て、 さらば 吾參 りて、 林 泉 寺が 頗を 

はらんと て、 巡禮に 化て、 彼 寺へ 行、 幸 ひ慶次 は新參 者に て 林 泉 寺 も 見知ら ざれば、 庭の 築山 所望して 

見物し、 五 言 絶句の 詩 を 作りて、 方丈へ 進上す る、 林 泉 寺 出會、 巡 禮は拔 "へ 作者 哉と て 唱和な どして 與 

ぜら る、 客殿 を 見れば 碁盤 有り、 慶次 見て、 碁の 咄 する、 方丈 聞て、 巡禮は 碁が 成る と 見えたり、 1^ 

打ん と 有り、 慶次 さらば 御 相手 仕 候べ し、 負の 方へ シッ ペイ を 當んと 約して 慶次 わざと 負て、 私 鼻へ シ 

ッ ペイ を御當 候へ と 云、 方丈 曰 約束 は 去 事 なれ 共、 出家の 身に て、 人 を 痛めて 益な しと 有る を、 夫に て 

は 不興に 候、 是非 シッ ペイ を 御當て 有べ しと 云、 和尙さ 有らば とて 鼻柱へ 爪彈 を當ら る、 二番目 は慶次 

思 ふ 儘に 勝つ、 さらば 我に もシッ ペイ を當 候へ と 申さる、 慶次 わざと 辭 退して、 御僧樣 ヘシ ッ ペイ を 當 

ん事 恐れ多 候と 申せ 共、 和尙 達て 被 申に 仍り、 然 らばと て 林 泉 寺が 目鼻の 間 を 思 ふ ざまに はりければ、 

林 泉 寺 氣を取 失 ひ、 鼻血 流れ、 是 は，， と云內 に、 慶次は 行方 知す 5?^ 去り、 此由を 志賀栗 生に 咄せ しか 


ば、 皆え っぽに 入て ぞ笑 ける、 亦：： d 戶へ 景勝： ^いして 出た る 時、 錢 湯の 風呂へ、 下帶に 小脇 差 を 指て 入る、 

人 込 なれば 傍の 者 見て、 徒ら 者 こそ 小脇 差を帶 て、 風呂へ 入 たれと て、 跡より 這 入る 者、 五六 人 皆 脇差 

を さして 風呂へ 人る、 慶次 は數刻 風呂に 在て、 板 問へ 出て、 彼 小脇 差 をす るりと 拔 たる を 見れば、 竹の 

篦 なり、 夫に て 足の裏 を こそげ る、 餘の 者の 脇差 は 皆 誠の 鬼 物 なれば、 汗をかき 柄 も 下げ 緖も 散々 に 成 

たり、 $: 人 たばかられ りと 怒 けれ 共、 ねだる 事 もなら す、 又關原 御陣の 初、 慶次指 もの は 白 練の 四 半に、 

大 ふへん 者と 書たり、 人 見 之て、 上 杉 は 武勇の 家なる に、 新參の 身に て斯く 押出した る 書付 は 法外な 

りと 咎る人 有け るに、 慶 次から/ \ と 笑 ひ、 扱 も，/ \ 各 は田舍 人 哉、 假名の 淸濁を 辨へ給 はぬ おかし さ 

よ、 我等 浪人に て 貧く 募せば、 大不辨 者と 云 事な り、 讀様 あしくて かく 宣ふは 誤な りと 答け り、 會津へ 

出け る 初より、 ^朱 柄の 鎗を 持す、 昔より 皆 朱 柄と 玳瑁の 鐘 は、 武道 勝れねば 持す 事を不 許、 故に 相 組 

の 者 之を咎 むれば、 是は我 先祖 代々 の鎗 なり、 替 る事不 成と 答 ふ、 そこにて 水 野 藤兵衞 、ま 塚 理右衞 門、 

宇佐美 彌 五左衛門、 藤 田 森 右衛門 等訴 ける は、. 多年 望に 候へ 共、 我々 に は 朱 柄の 鎗 御免 無 之 候、 然るに 

新 參の慶 次是を 持す る 事 如何に 御座 候 や、 我々 にも 朱 柄の 鎗 御免な され 候 か、 さなく ば慶次 御 差 留被下 

候 か、 兩 様の 相 願 候 旨 色々 訟ふ、 直 江山 城 守 兼鑌頭 なれば、 內々 意見 すれ 共 堪忍せ す、 依 之 右 四 人幷慶 

次に も改 て、 朱 柄の 鎗を免 さる、 關原 御陣の 時、 上 杉 は 於 東國、 最上 義 光仙 臺 正宗 兩 頭ら を 敵と して、 

羽 州 最上に 於て 大合戰 有り、 是を 最上 陣と 云、 勝敗 交なる 內に、 慶長五 年 九月 二十 五 n、 上 杉 衆 會津歸 

陣の 時、 淵 川と 云處 にて、 義光 正宗に 喻留ら れ大將 直 江山 城 守、 腹 を 切ん とする 所に、 前 HS 慶次郞 利久、 

直 江を勵 して 松風と 云 良馬に 打乘、 先手へ 騎 出し、 敵 ゆ-方 睨 合 候 處へ乘 懸け、 馬より ひらりと 飛 下る、 

其 日の出 立黑 具足に、 猩々 徘の 羽織、 金の いらた か珠數 に、 總には 金の 瓢簞 付た る を 襟に 掛け、 謹 Q 

山伏 頭巾の 甲、 朱 柄 十文字の 鎗を 持、 野髮の 馬に 金 G 山伏 頭巾 を かぶらせ、 唐 鞍 置て 乘申 候、 前 田慶次 

郞 と名乘 て、 か i り 候 を、 水 野 藤 兵衞、 字 佐美彌 五左衛門、 fiiii 坂理 右衛門、 藤 田 森 右衛門 虔 次に 立 並ん 
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で鎗 を.. r 敏 味方 居 付た る 者 共、 一度に 立上り、 合戰始 る、 慶次其 外 四ん 粉 骨して 突崩 候 故、 最上 方 崩 

れ、 慶次 下知して、 味方 を 引！ i、 物 離れ 致し、 翌 十月 朔日上 杉 勢 辛うじて 會津 へ歸陣 せり、 今度の 合戰、 

九月 十三！：： より 今日に 至り、 直 江 方へ 最上 方の 城 を 取 事 二十 八ケ. 所、 討 取 首 數ニ千 百餘、 上 杉 衆 討死 三 

千 六百餘 人な り、 昨日 I 日の 戰 にさへ、 最上 方 五 百 七十 一 人 討れ、 上 杉 方 五 百 八十 六騎、 雜兵八 百餘死 

す、 今度 治 部少輔 方與カ 大名 幾 も あれ、 關原ロ 敗軍す ると 否、 皆々 降參 する 處に、 景勝 一人 少も 不痿、 

右 最上 除 口の 働、 又 福 島 口、 拉は湯 原 表 所々 戰に、 少も弱 氣を不 見、 翌年 四月 二十 六日に は、 福 島 口に 

て 大合戰 有り、 政 宗を切 崩して 暮迄も 分捕せ し 事、 近代 武勇 家に、 上 杉に 勝る は あら じと 末代 迄 も 批判 

せり、 前 田 慶次は 松風と 云 名馬 を 持、 京に て 夏の 頃、 夕 河へ ひやしに 遣す に、 馬 取の 腰に 烏帽子 を 付 

させたり、 路 にて 往還の 大小 名に 逢て、 見事 成 馬 なれば、 誰 Q 馬と 尋る 時、 彼 馬 取 共 烏帽子 を かぶり、 

足拍子 踏み 此鹿 毛と 巾 は、 ァカ イチ ョヮ カイ 皮 袴 茨 カク レ鐵甲 鶴の トツ サカ立 烏帽子、 前田慶 次が 馬に 

候と、 幸 若 を 舞 ふ、 人の 尋る度 毎に、 如此と 云り、 關 原御陣 過、 上 杉 百 萬 石 召 上られ、 唯 三十 二 萬 石に 

成り、 米澤 へ所替 家中 大 かた 隙 出る、 麼次は 元 來覺の 者、 殊に 此度 最上 口の 鎗 にて、 高名 譽 天下に 聞え、 

七 八 千 石に て 抱 度と 云 人餘多 有り、 慶次 曰、 天下に 我 主 は 景勝より 外に....： し、 其 子細 は 石 田 治 部、 一味 

の 大小 名、 關原 口上 方 負に 成と 否、 人質 を 渡し、 便 を 求め、 降參 して 立つ 足 もな く、 淺^ 敷 次第な り、 

其 類 を 主に 取 事、 堅く いやな り、 又 家 康公御 譜代 衆 は、 近頃 迄 又 者な り、. 夫 を 主に は猶 いやな り、 越 前 

黄 門 様 か、 尾 張の 下野 様 か、 扨 は 景勝より 外に 侍の 主 はなし、 關原 にて 味方 敗亡し けれ 共、 少も 弱氣を 

見せす、 一言の 降 參を不 乞、 翌年 四月 迄 ひたと 合戰 せられし を 見れば、 大剛 一 の 大將は 景勝な. り、 主に 

は 上 有べ からすと て、 景勝 家を不 出、 子息 彈 K 大弼忠 勝 代 迄 長命に て S 能 在、 米澤 にて 病死す、 

〇 岡 野 左 内が 事  ー 

岡 野左內 (後 越後と 號) は、 上 杉 家の 功士な. nz 慶長六 年 四月 二十 六日、 福 島 表の 合戰 に、 政 宗領境 松 川 
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と 云 虎口 を、 本條出 羽、 甘糟備 後、 岩井儸 中、 杉 原 常 ir 栗 生 美 濃、 岡 野 左內、 五千餘 にて 固む、 13 亂 

戰と 成り、 上 杉 方 北川圖 書、 布施 治 郞右衞 門、 安 HH 勘 介、 高 カ圖書 等、 枕 を 並べ 討死、 殘勢 川へ 崩れ 込、 

被 討き 敦を 不知、 正宗 も 先手へ 加 はり、 手 を 下し 被戰、 岡 野左內 は、 角榮螺 Q 甲に、 ソボ. 口の 立 物 打て 

猪 頭に 着な し、 獲々 徘の羽 織、 鹿 毛の 馬に 乘り、 川涯に 引下り 防戰 す、 政宗 能き 敵と 見て、 馬を乘 付、 

左 內をニ 太刀 切 付ら る、 左 內屹と 振 返り、 丁と 切る， 政宗 甲の 眞 向より、 具足の 胸板 鞍 Q 前輪 迄 切 付、 

二の 太刀に て政宗 甲の 錢を 半分 切 落し、 あまる 太刀に て、 政宗の 太刀 を 鍔 本より 確 折て、 右の 膝 口 迄 切 

付る、 太刀の 光りに、 政 宗の馬 驚き 飛びし ざり て 物別れ 致す、 其 隙に 左內は 川へ 乘込 退ける を、 政宗 4- 

騎計 にて 追 かけ、 卑怯 もの 返して 勝負 をせ よと 呼 はるを、 左內振 返り、 眼の 明た る 剛の者 は、 大勢の 中 

へ は 返さぬ 物ぞと 罵て、 南の 岸へ 驗 上る、 政宗の 武具， 殊の外 見 苦 敷 候 故、 政 宗とは 夢にも 不知、 後に 

承り、 左 i: 淺念 がりし よし、 右猩々 徘の 羽織に、 政宗の 太刀 跡 二つ 有り、 金絲 のより 絲 にて 縫合せ、 共 

跡を顯 はし、 是を 着す、 景勝 米澤へ 所替の 時、 左內も 浪人す、 政宗 より、 三 萬石吳 べきと て 呼 共、 左內 

は 蒲 生家に 馴染 有と て、 仙 臺へ不 行、 蒲 生秀， 仃會津 へ、 六十 萬 石に て歸 住せら る、 時、 左 內ー 萬 石に て 

歸參 する、 名 譽の士 なり、 無隱！ i 人に て、 關 原御陣 起り 候 時分 も、 永樂錢 一 萬 貫、 景勝へ 上る、 御 事 は 

缺 まじく 候へ 共、 下々 へ 被 下 候へ かしと て 差 上る、 扭 三十 兩五 十雨 百 雨 二百 雨 諸 傍 輦へ見 次に 遣 はす、 

常々 月に 二三 度づ. -、 大判 小判 一 歩 を 書院 一 圆 に敷滿 ち、 其 中に 枕して、 金銀 を 詠め 慰に する、 世の 人 

扨々 見 苦 敷 心 入 哉と 嘲笑 ふ、 或 時近邊 にて 喧曄 起り、 雨 方荷镥 出来、 大事に 及ぶ、 左內其 折し も 例の 金 

子 を 書院に 敷 遊 居る 時な り、 近所 喧曄 有と 聞と ひとしく、 秘藏 パ 示の 刀 を さし、 彼 所へ 駅 付、 二 夜 一 

日 取-扱、 無 等に する、 其 間 は 彼 所に 晝夜 有しに、 宿に 取 散した る 黄金の 事、 聊 思ひ不 出打捨 置たり、 其 

時 左 內が志 を 世の 人 感ぜざる はなし、 又 馬 取の 中間 何として 持たり けん、 黄金 一 枚 所持す、 左內 聞て 扭 

は 己 は 奇特 者な わ、 上下 共に 金子 を不 持す り 切て は、 武 邊も不 成、 心 避け も 不叶、 能 こそ 金 を 持 候と て、 
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褒突に 黄金 十 枚 とらせけ る、 此左內 後に は 岡 野 越後 守と 云， 蒲 生 下野 守 忠鄕迄 奉公して 病死す る、 其 臨 

終に 常に 御蔭に て菌 候と て、 黄金 三 萬 雨、 正宗の 太刀 一 腰、 爲 遺物 主人 下野 守へ 上る、 舍弟中 書へ 三千 

雨と、 景 光の 刀下： 宗の 脇差 を 上る、 其 外 五十 雨 百 兩五兩 十雨 諸 傍 輦へ遗 物に 遣す、 日來 借し： チぃー 候 借狀共 

の、 挾 箱に 有し を 火中して 而 して 正 念に 死去せ り、 北 〈子 左 衞門尉 相 t5」 一 萬 石 取り、 猪 苗代 城代 を 勤 

む、 北 ハ子源 五郎 は 浪人す、 一 兀來吉 利 支 丹 宗門に て、 轉び 候と はいへ ども、 實を 不知、 夫 故 源五郞 奉公 不 

成して、 大津三 井寺に て 病死す、 右左 內が 政宗と 勝負せ し 時の、 角 榮螺の 甲 は、 南蠻の 婆天述 より 貰 ひ 

たる 者な り、 源 一.1:5 郞 病死の 後、 其 下人 等 左內が 鳩胸 口の 具足 幷角榮 螺の甲 を 持ち、 紀 州へ 下りけ るに、 

布施 左 五右衛門 と 申 仁 買 求 たる. s、 三 井寺の 衆徒 の 物語な り、 

〇 可兒才 蹄吉 長が 事 

可兒 才藏武 は 世に 普く 知る 處 なり、 記錄 に顯然 たり、 才藏傳 を 先 年少 度 見た る 事 あれ 共、 管 せ ざれ 

ば 其 事實を 不覺、 i 世 を 指 物にする 故、 世の 人 i 世の 才藏と 云、 

余が 葬 所 出水 通 慈眼 寺 は. 佐々 陸 奥 守成 政の 寺な り、 可 兒才藏 も 擅 越な り、 故にん r に 古墳 有り、 本文 

Q 趣と は 齟齬す、 可 追 者、 

場數 多し と雖、 泛々 の 敵 は切捨 にして 首を不 取、 大將か 名 有る 功士の 首 計 を 取 故に、 生涯 討 取 所の 首數 

は 少し、 或 人 之を才 藏に尋 るに、 尋常の 敵の 首 を 數多取 たれば とて、 ^て 手柄に 非す、 士 たる 者 夫 ほど 

Q 働 は 有害な り、 我 は 名 有人の 首 を こそ 心 懸れ、 さりと て 胃 首 はさながら 無！. r に 拾ん も 流石 なれば、 我 

指 物の 笹の を 切 口へ 入 置な り、 定て拾 ひ 首して、 いかめしく 功名 顔 成 面々 を、 一 々穿議 せば、 笹の葉 

の 首 多 からん と 笑 ふ、 廣 島に 有し 時、 若士等 集り 語れる は 年若き 時 何程 覺有 共、 老ては 心 にて 働 は 成 

るべ からすと 云、 才藏 老人 なれ は、 耳に 懸けて、 年寄 も 人に 寄べ しと 云. 若士等 重て 申け る は、 尤さこ 

そ 候ら はめ、 去ながら 足が 弱くて 叶 まじと 云、 我 は 老年 なれ 共 甲胄 兵仗 を帶 て、 馬に 乘 又は 下り立て 走 
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らん に、  恐らく 各に 負 まじと 云、 さおら ばと て、 若 士等各 兵 具して 才藏と 雖雄を 諍 ひ 試る に、 皆. -才藏 

に 負たり と 云り、 少壯 より 愛 {}9 を 信仰し、 我 は 愛宕 大權 現の 緣 日に 死ん と 常々 申せし が、 して 六月 卄 

四日に 身を淸 め、 物 具し 長刀 を 持ち、 淋 机に 1^ を懸 ながら、 息 結け り、 人々 奇異 Q 思 ひ をな す、 遺言に 

て廣 島の 矢 賀と云 所、 坂の 脇に 葬す、 石塔の 銘、 尾 州お 束 郡 住人 可兒 才藏吉 良と 書す、 往來の 人心 有る 

は、 墓の 前にて 下馬す と 云云、 才藏 家老に、 竹內久 右衛門と 云 覺の者 有り、 何 にても 才藏 知行 半分 わけな 

り、 長久 手合戰 に才藏 は、 關白秀 次 公に 罷在、 秀次公 敗軍に 付、 秀吉公 才藏を 御 叱り 被 成、 夫より 日陰者 

に 成て 居る を、 福 島 fi; 則 七 百 石に て 抱る、 才藏則 三百 五十石 分けて、 當 家老 久 右衛門に 遣 はすと なり、 

〇稱 原 平十郞 物語 

榊 原 平十郞 は、 式部 大輔康 政が 孫、 遠 江 守康勝 妾腹の チ なり、 不達 上聞 故、 本家 相 繽は康 勝 弟忠次 へ 仰 

付ら る、 其 後 加 忠肥後 守忠廣 (遠 江守康 勝は淸 正知ギ なり) 我 妹の 腹に 非れ 共、 平 十^ を憫て 甥と 稱 して、 

大猷 公へ 御 奉公に 差 出さる、 然る 所 忠廣坐 有て 流刑に 處 せらる" 後、 平十郞 も御鎮 本を辭 して、 法體し 

高 巷と 號し、 攝津住 吉に被 居し が、 彼 人の 物語りに、 榊原冢 人に、 黑田 彥左衞 門と 云 者 有り、 五月七日 

大阪 落城の 時、 赤 母衣懸 たる 敵 を 突 伏せ、 乘か、 り 首 をと らんと する 時、 滂きニ 枝 勘 兵衞乘 付、 彥左衞 門 

其 首 は 相 討ぞと 言を懸 る、 彥左衝 門 之 を 聞て、 首 不取打 捨て、 其 身 は鎗提 先へ 行、 コ 一枝 又 言 を懸 て、 相 

討ぞ /\ と 呼れ 共 聞かぬ 振に て 先へ S 通り、 能き 敵 を 突 倒して 首 を 取、 初捨 たる 首 をば • 三 枝 討 取、 扨御陣 

後 遠 江 守 病死 故、 館 林へ 久 I 三 四郞、 坂 部 三十 郞を遣 はされ、 今度 譽 高名の 御 吟味 有り、 三 枝 勘 兵 衞申候 

は、 我 取 候 首 は、 黑 田き 左 衞門鎗 付た る 首に て 候、 某 相 討 ぞと聲 を かけ 候へ 共、 聞ぬ 振に て、 先へ 参る 

故、 跡に て 甘  1*1 を 取 候と 云、 久世坂 部 聞 之、 彥左衞 門 を 呼出し、 t ゆ 之に、 一向 不存と 答、 コ 一枝 黑 H- に 向 

ひ- 說破 すと 雖も、 f: 左衞 門 は覺候 はすと 座 を 立ぬ、 此段兩 所 御 聞 召れ、 御感 不淺、 誠に 孟之 反が 殿し 

て 馬の 不前 なりと いひ、 馮異が 大樹の 下に 居て、 功 を不爭 にも 及ぶべき か、 今 世 を 見聞に 能 首に は 
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討 取た ると 云 人 二人 三人 有り、 叉 勝れた る 働に も、 其 働 は 我な りと 諍 ふ 人 多し、 山中 城の 一 番乘 も、 川 

\ ^惣左 衞門、 藪內 匠、 搦手より は 家 康公御 內戶田 左 門、 靑山虎 助な りしが、 渡邊勘 兵衞丁 八が 名のみ 高 

し、 ト原 御. の 時、 九月 十四 瀬 川に て 巾 村 一 學" 有 馬玄蕃 杯と、 宇喜多秀家、 石 田 治 部と 迫 合の^、 

大柿 方に、 mtlit さした る 武者. 初より 終迄師 場に こたへ ぶり 見事に て、 赤阪御 本陣より 家 康公御 遠見な 

され、 御 褒美 不少、 後々 迄大 垣の 白 品 枝と 世に 沙汰せ り、 是石 田が 使 翁 林 半 助な りと 云、 また 宇喜多^ 

老明石 掃 部な りと、 加 賀の本 多 安房 は 申き、 又 聞けば、 牧野 伊豫が 家人 石黑 藤兵衞 なりと 云、 是も定 て 

比內 何：： -ぞ 一 人 成べ し、 大 阪御陣 にも、 木 村長 門 守 をば、 井伊 家老 巷 原 助 右衛門が 討 取た る 事 必定な り 安 

藤 長 三 郞其首 を 貰 ひ 其 身が 取た る 様に 申な したり、 菴原は 首 を吳候 程の 事故、 遂に 一 言 も不申 候へ 江 

戶 御城に て 掃 部 ：1 井讃岐 守へ 被 咄候說 話 を 聞たり、 缟團 右衛門 を も、 龜田大 隅 討 取たり といへ ども 么 

箱の 御 吟味に て、 淺 野左衞 1： 家 來八木 新左衞 門が 打取た るに 究る、 本 多 出 雲守忠 朝、 ^を も 取た ると い 

ふ 族餘多 有り、 穴 澤主殿 介 をば、 景勝 內坂 田采 女が 討た る事實 正な りし を、 直 江が 家人 折 下 外 記、 共 長フ 

を 貰 ひ、 穴澤を 討た る 由 申立に して、 土 井 大炊守 利 勝へ、 身上 有 付く- 內藤新 十 郞長秋 を も . ^伊 掃 招 

內日 下部 源 太郞討 取、 但し 朝 比 奈左近 相 討と； 一一 ョを懸 る、 水 野 九 兵 衞も相 討と 申 * 掃 部 吟味して 歷々 の 

寺 三人して 首 一 つ を 論す る 事- 弓矢の 法に 不叶、 奥士の 功名 を 極る 事不 珍、 云 S. 斐 なき 事と て 色 々吟味せ 

しに、 日 下部 討 取た るに 究る、 朝 比 奈も相 討の 證據 有り、 水 野 九兵衞 は證據 なき 故に、 切腹 を 申 付ら る 

となり、 榊 原 家人 黑田 彥左衛 門が 擧 動と は 天地 格別なる 事な り、 鬼 角 末世に 成た る 故、 1^ 士道 も衰 へた 

かと 高 惹落淚 して 語られけ る、 

〇 名家 傾廢  ， 、 

足 利 公方」 ¥ 代 々天下 を 御せられ し 時分、 名高 かりし 家々、 三 管領 扭は山 名 赤松 桃 井な ど" て 有り 先つ 

三 管領の 內足利 尾 張 守高經 は、 斯 波武衞 殴と 11,1、 高 經の子 右兵衞 佐義將 より 代々 管領 補-住の 時 は 右兵 
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衞 佐に 成 故、 此家 を武衞 殿と 云、 代々 越 前 尾 張つつ. 被領 ける が越贿 をば、 朝 倉 孝景に 取れ * 尾 張 をば^ 田 

に 取れ、 武衞の 家 潰れる、 其 子孫 津川左 近と て、 僅に 殘り有 之、 秀賴 公に 奉公せ しが、 大阪 にて 自害 跡 

f. 細 n は 近代 晴元 髙國 とて、 京都 又は 尼 か 崎に 在 城せ しが、 高 國は晴 元に 討れ、 喑 元は 家人 三 好 長 

變に 亡され、 晴 元の 子細 川 六郞信 良と 云、 (信 良 之 落 居 不知、 可 追考) 四 國に紬 川讃岐 守持隆 とて、 阿波 

國勝瑞 に 在 城、 此持隆 をば 家人 三 好 實休打 亡し、 其 子 掃 部 頭 直 之 は、 天^ 十 年 十月 河 州 仁 宇山 茨 岡に て、 

1 揆の爲 に 討れ、 其 子細 川讃岐 守隆之 は秀頓 公に 在へ、 大阪 城に て 打 死、 跡 絡る、 畠 山 は 近代に 至て、 

尾 張守昭 高、 是は信 長妹壻 なり、 家老 遊 佐 河 內守信 敎に心 を 合せ、 昭 高に 腹 を 切せ、 昌山 正統 斷絡 (三 管 

領斯波 細 川 畠 山 三 家と も 正統 斷絡) 其 後島 山の 庶孫民 部 政 信 を、 家 來筋片 桐 市 正 且ー兀 取 立て、 後に は家康 

公に 仕へ、 人 r 僅に 二 千 石を領 す、 桃 井 は 近代 檳島 玄蕃 允昭 元と て 、霞 陽 院義昭 公に 奉公、 後 大阪の 城へ 籠 

り、 其 後 細 U 忠 興に 奉公、 高壽 にして 模島雲 i 奄 とて、 百 三十 六歲 にて 卒す、 赤松 は 近代 赤松 下野 守晴 政、 

其 子上總 守義祐 とて 秀吉 公に 仕へ、 義祐は 石 田 治 部に 一 味し 京都に て 切腹す、 是は 律師 則 祐八代 目な り、 

其 一 門齊村 左兵衞 廣秀、 丹 後 m 邊 Q 寄 手に 加り 候 罪に 仍り、 龍 井武藏 守に 被 仰 付、 因 州 鳥 取に て 切腹、 

赤松 嫡流 斷絡 なり、 山 名 は總領 ぶ は 亡 山名宗 全の 庶流、 山 名豐國 入道 禪高、 因幡 を被領 しが、 毛 利 

に ra: 州 を 取れ、 其 後 秀吉公 旗本に 被 居、 其 子孫 當 時相 續て、 江戶に 奉公し * 關柬 にても 上杉兩 家と も滅 

亡、 武田も 今 川 も 亡び、 千 葉 宇都 宮 小山 已下、 古き 家 共 は 大方 退轉、 希に 殘れる も あれ 共 無が ごとし、 

佐 竹の み 家領滅 しながら 恙なし、 結 城 も 頼 朝 卿の 時、 結 城 朝 光より 近代 晴朝 迄相績 する 處に、 晴朝 子な 

くして、 1¥康 公の 御 二 男 秀康卿 結 城の 家 をば、 御 末男 大和 守 直 基へ 讓給 ふと 聞く (虛實 不知) 多賀 谷水 0 

谷、 山川 等 は、 ^結械 代々 の 家人な りと 云、 古き 家 もす ゑになる 事， 一 榮ー 落、 今更の 事に 非す、 
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〈崩 草 卷之百 五十 丸 


Q 秀頼 公の 說 

元 和 元 乙 卯年 五月 七 大阪 落城、 眞田 信仍が 奇術に 仍り、 一旦 東軍 敗走せ しが 、天運の 雨ら しむる 處、 つ 

ひに は 東 軍備 を 立^し. 城 方總取 軍と 成り、 軍將 大方 は 討死、 或は 落 失せ、 東軍 潮の 湧が 如く 攻 詰て、 

城に 火 を懸 る、 秀賴 公幷御 母堂 は 芦 出 曲 輪に つぼみ 給 ふ、 城 方 右往左往に 散在して、 誰 有て 狭間 配り 防 

戰 する 者な し、 新て^ 方より 芦田 曲 輪へ 御 使者 を 以て、 世 は 新 こそ 候へ、 此上 僅の 御安增 にても、 何 地 

へ も 出 給 は t -、 御 助命 有べき との 趣な り、 依 之 評定の 上、 東方の 旨に 隨ひ、 彌々 御 出城 有べき 御 返答 濟 

ける 故に、 矢玉 を留ら れ御迎 ひとして、 井伊 掃 部 頭に、 近 藤 石 見守 を 副ら れ、 右 曲 輪へ 被 遣、 七 組 番頭 

速 水 甲斐 守出迎 ひ、 之に 應對 し、 乘輿を 二 挺 差 越れ 候樣 にと、 甲斐 守 申之處 に、 近 籐石兑 守閜 之て、 此 

悲劇の 中に て 乘舆は 調が たし、 馬 を 進め 候 はんと 答け る を、 甲斐 守 怒て 異國迄 御 武威の 癱 きし 太 閣の公 

達 御 母 公、 今更 敵に 面 縛せられ、 傳 馬に 召 れん 事 は， 有 まじき と惡 口して、 其 坐 を 蹴立て 這 入と 否、 早 

稱 名の 聲 同音に 聞え て 御 生害と 見えけ るに 仍り、 寄 手の 方よりも 鐵炮を 放ち、 內 よりも 曲 輪に 火 を 懸け、 

秀頼公 幷淀殿 隨從の 男女 悉く 生害な り、 速 水が 應對を 世に 賞美せ しと ぞ、 

此段新 井 白 石 先生の 秘庫 にある 大阪覺 書に 記る 趣な り、 但し 東軍 敗 定の事 は、 御 本陣に 埋火 はね 上り、 

御 本陣 騒ぎけ る 故に、 諸 健へ 之に 驚き、 一 旦總 敗軍と、 右覺 書に は 記 すれ 共， 是は事 實を懌 りて 如斯 

書る 成べ し、 東軍 敗走 は、 眞田毛 利が 奇策に 寄る 事、 事實 なりと 知るべし、 

拉秀賴 公の 事異說 頗る 多くして、 事實 分明なら す、 凡そ 世說を 以てすれば、 薩 州へ 返き 給 ふと 云り * 薩 

州に 於て、 御 客分に て 安居し 給 ひ、 而も 殊外 長壽 にて、 延寳か 天 和の 頃 九十 歳計に て薨じ 給ぬ と 云り、 
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其 頃薩 州の 大守 # 勤 の砌、 御人拂 にて 言上の 事 有り、 藥研藤 四郞の 短刀 を 差 上らる、 其 旨 趣 他に 知事な 

しと 云り、 (此 說虚實 不知) 彼 隨士の 人に 眞田を 名乘士 有り、 世 を 憚て マナ 田と 稱 すと 云、 眞田弋 助が 子 

孫 か (是 乂虛實 不知) 右考 る處、 豐臣 家、 元 來御當 家の 讎 敵に 非す、 異 國の歷 朝の 如き 先 朝 を 亡して 家 

を 興す たぐ ひに 非す、 畢竟 時節 來て、 御當家 御创業 有し 事 なれば、 太閤の 子孫 を、 根を斷 ち、 葉 を枯す 

の 道理に は 非るべし、 旣に 大阪に 野心な き 時 は、 立 置る- -思 召と 見えて * 姬君御 入 輿 等 も 有り、 然る を 

大阪歸 伏な き 故に、 止 事 を 得られざる 趣 なれば、 此落 居に 强て、 秀賴 生害の 御？ サ墜 も、 深く 無り しと 見 

えたり、 大阪 の烕を 挫て 後 は、 存命 有ても 御 頓着に 及れ ざる か總 じて 此御陣 に、 鬼 南北の 戰は 有れ 共、 

西の方 は 漸く 薄 田が 多が 崎の 砦、 蜂須賀 手の 馬 喰が 淵の 働より 外に、 烈戰 有し 事を不 聞、 古 來城責 の 

法の 如く、 一方 を 緩めて 落ちば 落さん の 御主 意と 見えたり、 前卷に 記せる 後藤 又兵衞 事な ども、 一 H; 道、 

明 寺 表に て 打 死と 有れば、 夫 切に て 公 邊濟、 重ねて 御 穿鑿に 及ばざる 趣な り 去れば こそ 大阪の 落人 夥し 

かりし も、 此謂 成べ し、 然ば 世說に 云る 秀賴 公の 事 も强ち 虚誕と も 云 難し、 往昔 平家物語に 西 海に 亡し 

とい ふ も 巳に 安 德帝後 迄 御 恙なく 渡らせ 給て、 夫より 遙 過き 〇〇〇〇 にて 崩御、 則 陵 彼國に 在と 云り、 

惟 盛淸經 などの 子孫、 其 外 平家 餘 類の 裔、 西國に 多し とか や、 是も皆 其 道理 成べ し、 

〇 諸家. 5 來の事 

井伊 掃 部 頭 直 孝 は 直 政の 二 男な り、 大阪御 陣の砌 は 直 政 已に殘 せられ、 嫡子 右近 太夫 直 勝 父の 跡 を相績 

せられし が、 直 勝 生得 不器 多病の 人に て、 此御陣 にも 弟 掃 部 頭を陣 代に 出されけ るに 掃 部 頭 直 孝 は、 父 

に 不劣拔 群の 將 にて、 此 時の 功 諸手に 勝れし 故に、 兩 御所 御 感の餘 り、 御 陣後直 孝に 本家 相續仰 付ら る、 

兄 la 勝 は 嫡子ながら 本家 を 直 孝に 渡すべき との 釣 命な り、 直 孝固辭 せら るれ 共、 押て 上意の 上 遮て 辭退 

有らば 家祿を 滅ぜら るべ し、 さ 有らば 父 直 政の 功 {4 一し からむ、 忠孝の 爲に、 御請 を 申さる べしと 閣老の 

內意 故、 是非な く 本家 相 緩 せらる、 依 之 小身ながら 直 勝の 家を嫡 家と して、 父 直 政の 官名 兵 部少輔 を- - 
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  三 五 〇 

家に 名乘ら るる は此 謂な り、 此外 諸家に も 分地に 非ざる 由緒の 1  豕 有り、 先年 亡滅 せし 淺野. s: 匠 頭 家 も、 

本家 藝 州の 分地に 非す、 ^に 公儀より 賜 はりし 隱 居の 家督な り、 彈正長政老後^^^！せられけるに、 神祖 

其 功勞を 賞せられ、 隱居料 五 萬 石の 釆地を 賜 ふ、 彈正 固辭 せられ けれ 共、 上意に 家督 は 幾つ も 抱へ おが 

よし、 隱 居の 跡 は、 .1^ 子に 嗣せ 置ば、 子孫 繁榮の 基な りと、 被 仰、 彈 有難く 拜領 せられぬ とぞ、 仙 

の 同家 伊豫 宇 和 島の 城主 伊達 遠 江 守秀宗 は、 一宗 嫡子 なれ ども、 祌祖 分て 御 S 志に なされ、 刖に 所顿を 

下されて 召 出さる、 是等は 本家と は拔 群小 身に て、 却て 其 身の 不蹄 とや 云ん、 御 家門に は、 高 松 少將賴 

重 朝 H}! は、 水 戶頼房 卿の 長子 なれ 共、 御 二 男 光 國卿は 世に 名高き 良 君 なれば， 水戶御 家督に 被 立、 光國 

卿 固く^ せらる- - と雖、 頼 房 卿 許し 給 はす、 止 事 を 得られ ぞ して、 本家 相繽 有しが、 御 l.n! 分 一代 は 父 命 

故 是非な し、 嗣子 は 高 松の 御子 を 立ら るべ しとて、 御 兄 頼 重 朝臣へ 達て 御所 望 有て、 高 松の 御 嫡を貰 は 

せらる- -が 早世に 仍り、 又 御 二 男 を 御 貰 有て、 水 戸の 家督と し 給 ふ、 是中納 言綱條 卿な り、 御實子 あり 

ては妨 なりと て、 光國 ，の 御 幼 息を捨 らし を、 高 松より 聞 付て、 是を高 松の 家督と し 給 ふ、 是高 松少將 

賴常 朝臣な り、 此後も 例と 成て 1 水 戶高松 御子 を入替 られ、 御相續 の事屋 有り、 右の 譯故高 松 は 水 戸の 

御 分地と 申に も 非す、 凼 緒 格別の 御 家なる 故、 公儀よりの 御 あしら ひも 外と は逮ふ 由な り、 又 保 科 家の 

事、 元祖 左 中 將正之 朝臣 は、 臺德 公の 御 末男な り、 御 脇腹た る 故に、 御臺 所の 返り 聞せ 給 はん 事 を 憚ら 

せ 給 ふて、 潛に保 科 肥 後 守 正定へ 下さる、 御 披露な き 御子 成 故に 日 藤の 身に て 坐し ける を、 駿， I： 大納言 

忠 長卿憐 ませ 給 ひ、 常に 呼 寄 置 給 ひ、 後々 は 御 披露 有て、 御 家門の 列へ も 加 へられ、 登庸 せらる-^ 様に、 

御 執 持 有べ しとて、 御紋の 武器、 其 外 品々 御內々 にて-. ；,. i 之 朝臣へ 進ぜられ、 ^^ぃとほしみ給ふ故、 御 

連枝の 事に て は 有り 殊に 時め き 給 ふ 忠長卿 なれば、 正 之 朝臣 も 世に 頼 母 敷 思 ひ 給ふ處 に、 不慮に 忠長卿 

の 御身に 大事 出来て、 御 生害に 及ばれ、 御 家： 滅亡せ しかば、 ： 止 之 朝臣 も 闇夜に ともし 火 を 失 ふ 心地に 

て、 中 5 長 卿より 受與 有し 御紋の 品々 を も燒捨 られ、 せ をぁぢ きな く 暮し給 ひしに、 公儀よりも 右の 由緒 


を 思 召、 且つ 正 之 朝臣の 篤實 忠良の 志 を 賞せられ、 後年 武家 執 役の 重職に 任ぜられ、 威權尤 高し といへ 

ども、 御 家門に は 加 へられす、 井伊 家 同様、 執政 家の 如き 御 あしら ひ 成しに、 常憲公 御代に 至り、 保钭 

は 格^ 由緒 ある 家柄 なれば とて、 正 之 朝臣の 息 肥 後 守正容 へ、 松 平の 御 稱號幷 葵 御 紋拜領 被 仰 付、 御 家 

門 列へ 加 へられ、 今に 於て 御 家門の 末座に 列 せらる、 又 外様 列 侯の 內差 出し 高の 面々 は、 表向き 小身と 

い/ども、 竿不 人に て、 內分甚 I？ (し、 大村 家な ど は 長 崎 往來に 此の 領分 を、 コ 一日路 通る と 云り、 隣國筑 

前領は 五十 餘萬 石な りと いへ 共、 など やらん 國疲て 見 ゆ、 大村 領は廣 きが 上に 土地 甚豐饒 に 見 ゆると 云 

り、 五島 も島數 十八 有と ならん、 方 量な き 分限 Q よし、 秋 月 もまた 爾 なり、 東國 にて は 南部 相 馬 津輕松 

前の 類、 其 外 邊國に は餘多 有り、 各 外様なる 故に、 公務 も 寡く、 唯參 勤す るの みなり、 實は數 十 萬 石 を 

領し、 表 は 小身の 分限に て 居らる、 故に、 勝手 向 各 富裕な り、 時め く 家 がら 程 物 入 多く、 其 家 貧困 成が 

多し、 彼 家々 の 先祖 後來を 量って、 表 を 小身に 申立 置れ しは最 賢し、 但當時 加 様の 事 あらば 御法度の 隱 

田の 類 なれば、 綿密に 撿地を 入られ、 其 上に て 仰 付ら れ方も 有べ けれども、 國 初に 左様の 御沙汰 あらば、 

叉 もや 動亂の 端と 成べ ければ、 家々 より 差 33 す 儘に て濟 ける と 見えたり、 

〇 長 崎 拔荷刑 人の 事 

石 河 土 佐 守 長 崎 奉行たり し 時、 (享 保の 頃な り 近年 歿せられ たる 土 佐 守の 祖父な り) 拔 荷の！： 吟味 嚴敷、 

刑 人餘多 有り、 右の 刑 行 はる.. -時 は、 在府 の異國 人に 見せら る- -舊 例な り、 然るに 刑 人の 首 を 過て 打 損 

じぬ る を、 異 II 人 見て 甚 嘲笑け る を， 小 通 詞官、 梅 三十 郞と云 者、 未若輦 ながら、 取敢 す異國 人へ 申け 

る は、 唯今 嘲 する は、 刀の 鈍き を 笑 ふや、 總 じて 和國の 法に て、 罪^^輕きは利刀を以し、 重きに は 鈍 

刀 を 用 ふ、 奚ぞ是 を 笑 はんと 咎めければ、 異國人 承伏の 體 にて 笑止ぬ、 土 佐 守 之 を 聞れ て、 假 初の 事な 

がら 異國の 者に、 鈍刀 を 嘲られて 其 儘に 有ん は 國の耻 なり、 罪の 輕 重に 應 じて 利鈍 を 用 ふと 云頓 意， 則 

國の 外聞に 懸れ りと、 犬に 之 を 賞し、 三十 郞を大 通 詞に申 付ら れ ぬと ぞ、 
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.  三 E  二 

〇 本因坊 道 策の 事 

琉 球人來 g; の 時、 彼國 にて 共ん に長ぜ しもの 騁 使に 隨來、 江府に 於て、 基 所に 手譚を のぞみ、 それぞれの 

品.：^ をお め、 日本の 許帖 を^ ひて 歸る舊 例な り、 本因坊 道 策 (寬 文より 元祿の 問) 是 に^して 葡 例の 通 許 

帖を遣 はす、 琉 人道 策が 妙手 を 深く 嘆美して 不丄、 時に 閣老の 曰、 和 國には 渠が類 ひ、 外に も餘 多^と 申 

されけ る を 承 之、 その 席 を 退て 後、 傍人に 云け る は • 閣老の 言 尤國を tis ん 爲に宣 ひし 成べ し、 然 れ共此 

道 策に 於て は、 園蒸始 りて より 以來、 和漢 共に 加 程の 妙手 古今に 有事な し、 末代 又 斯る名 入 出べ からす 

今古 獨 歩の 妙手た 么る を、 外に も餘 多^と 宜ふは 此道を 知らせ 給 はぬ 人と 兒 えたり と^ぬ、 惚 じて 貴人 大 

人の 一一 一口 は、 ESS 初の 事 も：： ま 可 有事な り、 大人と いへ 共 知らぬ 道の 事に は、 卒 雨に 發語 有べ から」 ァ * 此閣老 

の 一言 和 國を鍩 る 爲に被 巾 ぬれ 共、 却て 阔老の 耻を異 國へ傳 へられし 成べ し、 往年 淺野 家の 義士 伏誅の 

前、 義士の. T 卜 七 人 川 家へ 御預の 時、 太守 彼葷へ 始て對 面の 砌、 今般 は 皆 大儀なる 事 をと 挨拶 有し を 

其 世の 人 聞 傅へ て 美談せ り、 此 大儀の 曾、 普通に 云 大儀に は 有べ からす、 希世の 徒に 對 して 賞 せんに は 

大きと 云より 外 は 布 まじ、 誠に 大人の 挨稷 當れ りと 云べ し、 去れば こそ 御 预の內 も 義士への 馳走 心配り 

餘 家に 格 刖逮 ひ、 萬 蜜 客の 會釋の ごとく、 余が 編る 赤穗 義士 篇に委 記せし が、 今度 雜 火に 亡へ り、 此寫 

西 山 善 峰 寺に 在り 可 見、 

〇 笑 談數條 

或 組の 同心 螯寢 をして 居た るに、 失火 有に 仍、 驚 起て 火事 羽織 を 着し、 蔦 口 を かたげて 駔 出け るに、 頭 

たる 人 早出 馬 有に より、 直に 其 先へ 立 走る とて、 懷 中の 鼻紙 を 落せり、 頭 馬上より 之 を 見て、 紙が 落た 

りと 知らせら る、 を、 彼 者 さし 心得て 觳て 用意の 附 髪を懷 より 取 出して、 天窓に 付る、 北ハ 所以 は 彼兀天 

窓に 生 毛の 一 筋 もな きに、 常に 一 寸 餘り卷 立てた る、 大 を； 大 窓に 付て 居れり、 髭な き 時 は 誠の 坊主な 

り、 下地に 一筋 も髮 なき 故に、 動もすれば 蠻 を 落せり、 て懸替 のば S を 常に 鎮中 せり、 此日も 晝寢の 儘 
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にて 出 たれば、 髢 は 落す やと 心掛 りし 折から、 頭の 言に て さて こそと 思 ひ、 たしな みの 髭 を 出して、 下 

地の 暂の邊 に 付 ぬれば、 SS 二つ 有て を かし さ 類 ひなし、 常々 おどけ 者に て、 頭な どへ も 遠慮なく 咄 など 

する 故に、 頭 も 外の 者より 親しく 咄伽 にせられ しが、 今日の 髮と 紙との 間遠 は 有 まじき 事に 非す と、 馬 

卜： にて 大笑せられ しと ぞ.、 徒然 草の 乾 砂の 用意と は、 無下に 替 りし 用意な りけ り、 

難 波に 一風 士 有り、 齢 還暦 を遙に 過て、 車を懸 るに 至る、 され 共 猶宫に 在て、 老键た り、 CS. にかたら ふ 

友に は、 出家 儒者 數奇者 雅人、 ある は 遊里の 街婦、 芝居の 徒、 有と あらゆる しれ 者 等、 日毎に かしこに 

来て 宴き す、 余 も 都變の 後、 暫し H 八み つ 里に 富して、 彼叟に 交り を 結びし が、 八十 、溯の 敷浪 高く 立 添て 

四つの 枝々 枯槁 し、 耳 聾て 語 を 交る に 難し、 自誣 して 避ぬ、 余 索よりの 知已に 非れ 共、 ：^^冇て此叟をょ 

く 見知れり、 一年 都の 芝居に て、 嵐 雛 助が、 非人 敵 討の 狂言 有り、 此 藝大當 りして、 見物 群 をな し、 割 

合 場 迄 も 悉く 棧敷 にして、 寸 地の 透 間を爭 ふ 所に、 花道の 傍に 棧敷三 軒 分 程、 廣々 とし つら ひて、 客 待 

顔に、 花 車中 居の 類の み來 居る 有り、 余 も 其 逢に 在 ぬれば、 何となく 目に 遮て 之 を 113- る、 日 も斜成 頃、 

花道より 淺黄 縮緬の 單 物に 黑き 絡の 羽織 を 着し、 大 脇差 を 佩た る をの こ、 同き 黑き 頭巾の 目 計り 出た る 

を 被て 出來 る、 誰 ぞ^ 出端 かとみ るに、 さに は あらで、 彼楼 敷へ 入ぬ、 牽頭藝 子の 類、 陪從 して、 夫よ 

り 彼 さじき 暇 かに 成ぬ、 其 體少く 世 を 忍 さま なれば、 心に く、 て 倩 見る に、 彼が 風體 都下の 町家に は 非 

す、 さりと て 邊國の 豪と もみえ す、 近 國の高 持の 鄕士 など やらん と、 友 どち g. 合て、 折々 ながし 目に 見 

やれば、 後に は 頭巾の 缀をか k げて、 酒 酌 か はす、 容貌 耳順に 向た らんと 見 ゆる 叟 なり、 北 ハ日は 夫 切に 

て、 いづこの 人 共 知ら ざり しが、 我 友の 內 それより ひと ふた 日 過て 訪ひ來 り、 彼叟が 事 を 語る を 聞ば、 

浪華に て 名に お ふ 風流 叟 なり、 共 日 は川瑞 の何屋 とやらん の 仕出しに て 芝居に 遊び、 彼 遊 屋に數 日 逗留 

して、 雛 助な どに 發句を させて、 襖に 漫 書し、 きの ふ 難 波へ 歸り ぬと 誇りし 儘に、 始て 此叟を 知れり、 こ 

たび 親しみ 睦 びて、 此事を 余 語り 出せば、 叟も覺 え 有る 事 なれば、 之 を 聞て 呵々 大笑せ り、 活 機の 質 羡に 
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堪 たり、 此 is 是に 似た る 事 有り 二 日 何 心なく 芝居へ 行 みれば、 向 側の 棧敷三 軒つ r きに て、 祇園 町屋 Q 

者 共， 入替く 爱に來 て、 客 待 有様 厳重な り、 11: も 傾と も容人 不來、 是は定 て大國 Q 家老な どの、 洛に 

逗 35 せる を、 其方 樣の屬 下の 者の、 饗するな らん、 さも 有ば 亭主 方の 者、 ある は留主 居な ど、 先へ 來て 

待設 ぬべき が、 夫 も 見えす、 いか J- と 見やる 處に、 や、 時 過て 客人の 来る を 見れば、 半時 庵 淡々 なり、 

門弟の 類 あれ 是陪 せり、 淡々 從容 として、 席上に 坐す と、 暫く 有て 中 村十藏 を始、 其 座の 立 物 役者 立替 

り 入替來 て、 淡々 に 謁す、 老翁 下戶 なれば、 む ざ-, \ と 菓子 を噙 ながら、 渠等を 會釋ふ 事、 更に 大人の 

如し、 其 故 を 聞けば、 おもの 役者 共、 彼 翁に 會せ ざれば 口が 聞れ ぬと 云り、 斯迄 名の 貫きし 事、 江戸 は 

いざ 不知、 上方 俳諧 點 者に は、 前後 覺 えす、 古き 狐狸の 類 ひなるべし、 

因に 記す、 我 友 祇園へ 參 りて 歸る さに、 井筒 扉へ 立 寄 みれば、 何やらん 衝立の 陰に、 家內 の者擧 りて 

座敷 を 楓く體 なり、 何事 ぞと 尊れば、 由 良さん の 息子 殿が、 唯今 見えました、 御覽ぜ よと 吿る、 實に 

もさ 聞けば いかで 見す にや は 有べき と、 彼 友 も 指靦き 見る に、 七十 餘と 見えし 鼻の 損せし 老人な り 

爱を 以て 良 雄 Q 芳名 をお も ふべ し、 淡々 が 名の 通りし と は、 同日の 論に 非す、 此 老人な 所謂 良 雄 か 三 

男、 幼 名大 三郞、 後に 大石宿 i と稱 し、 公 免の 後 本家 藝 州へ、 本 知 千 五百石 番頭 格に て 呼 出されし 力 

父と 違 ひ 勤 嫌 ひに て、 生涯 格^の 功勞 もな き 故、 餘り 首尾 宜しから す、 近年 隱 居の 節 領知 三百 石 いじ 

格式も一等下.0^て、 養子 大石 某、 當時千 二百 石 物 頭 格に て 勤 仕す と、 藝州留 主 居 物語な り、 

總 じて 京大 阪僅 十三 里を隔 ぬれ 共、 風俗 犬に 反せり、 京師 は 山間の ー蹊 にて、 陰 分の 地なる にクり 人 

心 も陰氣 にて、 表 を潛て 円 を 奢る、 大阪は 山 遠く 海邊 なれば、 陽 地に て 人心 潤然 たり、 萬 づ表を かざり 

て、 內證 はさ もな し、 家 造な どに こ、 京大 阪の 人情 は 知られたり、 然るに 先年 大阪廳 所の 組 土に、 危き 

事 有り.、 凡 仕官の 人 は、 私に 他國 する 事は不 成、 無據 所^ 等 有れば、 頭 支配た る 人へ 達し、 許容の 上に 

て 他國へ 行なり、 大阪も 素より 其 通 なれ 共、 表 向 度々 願 ひも 出しに くき 故に、 相^の 內へ、 重ねての 番 
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を、 一 つ 二つ 額めば、 凡ト 日程の 他行 は 自由 成 故に、 之 を內々 互に 賴みム C て、 參宮幷 出京な ど 毎度す る 

事ない，、 先年 餘り 超過して、 京都に 久敷出 居た る留 主の に、 仲 か 間に 口論 有り、 右 吟味 六 か 敷 成て、 

仲 問 一統に 頭へ 呼れ しに、 彼 何某 實は留 、王 なれ ども、 向へ は 達しが たき 故、 俄に 發 病の， E 申立て、 列 

座 を れし が、 病氣の 面々 は、 印形 書付 を 以て 申出べき 由 被 申 渡ぬ るに、 犬に 困りて 京都へ 飛脚 を 以て 

其 趣 を 達し、 早々 印形 を 先 づ差下 候 樣申遣 ぬれ ども、 往返 隙 取て、 延引す る 故、 阡 心の 口論の 事 は 脇に 

成て、 此 何某が 事 を 一統に 難儀に 思 ひ、 實事を 頭へ 達しな ば、 身上 仕舞 なれ 共、 是非に 及ばす 所詮 明朝 

は 其 段 を 相 達すべし と、 苦々 敷 評する 處へ、 漸 本人 京都より 歸り來 て、 早々 印形 を 差 出し、 危き 急難 を 

?a れぬ、 是に懲 果て、 化 ハ當分 は內々 Q 他行 を 止しと 聞し が、 京な ど. ^遠 ひ、 土地の 風俗 活脫 なれば、 程 

過て 又もとの 風俗に 成しと 承ぬ、 彼 風 人が 出京 も 定て內 分の 察 成べ し、 先年 永 田 官兵衞 と 云與カ 有り、 

頗る 世に 用ゐ られ、 官兵衞 が 一 言に て、 何事 も 整 はざる はなし、 川 方 役儀 を 勤め、 常に 川筋 撿 分に 出る 

に、 諸 町人 我 一 と 饗應の 事 を 申込て、 見 分 濟と其 場所へ 亭主 方出迎 ひて、 直に 馳走 船に 乘替、 夫より 遊 

里へ 伴 ひ、 招請して 实會目 を 驚かす 計な り、 此 招請 を 願 ふに、 先約 多して 時日な く、 漸 曰を經 て 饗する 

ほどの 派 利な り、 辰 已屋跡 式 もめた る 時分、 町奉行 稻 垣淡路 守、 私曲 有て 半 知 被 召 上、 小齊 請へ 被 仰 付 

し 頃、 官兵衛 も旣に 身上 危き樣 に 沙汰 有しが、 病死して 此 難 を遁れ ける、 實は 自殺な りしと 風聞せ り、 

又 仁 木 右近 右衛門と 云ふ與 力、 是は少 きょり、 風月に 遊び、 椎 本舊德 (元 名才 磨) が 門に 入て 相 磨と 號す、 

後に 矩 十と 改む、 享 保の 始 より 雅 筵に 名 を 知られし が- 後に 權 家に 在て、 屢時を 得たり、 其 質 聞え たる 

色 好に て、 はた公務に っけて、私事多く、ぃまだ知命に至らゃして？？^|役し、夫ょり表は風雅を立て、內々は 

もとの 權 門へ 立 入、 色々 n 入し よからぬ 沙汰 ども、 折 々露顕して、 田 中 宇 左衞鬥 (與 力) が 一 擧に掛 り 合 有 

て、 公 逢 Q 咎を 請く、 而て日 jio 身に て、 方々 を經 めぐり， 老て C 後 も、 色事に て、 諸人に うとまれ、 泉 州 

邊 にて、 淺 ましく 殘 しぬ とぞ、 余に は 五つ か 六の 兄に て、 風月 も 時代 等しく、 退役の 早き も 似 たれ 共、 我 は 
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懶惰 にて、 權 1： 嫌 ひなり、 渠は身 を 終る 迄、 色々 の 沙汰に あへ り、 我 は 風月 音曲 棋局 Q みを樂 しみ、 其 

いとまに は 世々 の 移り行 さま を 思 ひつ けて、 おだし ごと をす さむ 計に て、 胸に 一 物 も 有事な し、 故に 

諸人に 疎まれす いと 樂 しく 暮 しぬ るに、 圖らす も京變 にあ ひて、 いさ、 か 知 足 を 失な はんとす る を、 爱 

こそ 一 大事 なれと、 心 を 取 直し、 た 夢幻 泡 影を觀 すれば、 悔る事 露程 もな し、 やその 度 重き やま ひに 

惱み、 や 上 二十日 ほど 過て、 わら はやみに 移り 變 じて、 後に は 日 每に震 ひわな、 き、 食 を斷事 三十日 餘 

爱に 於て 期來 ぬと 子孫の 者 親族に も、 いとま 乞せ しに、 また 强面も 命 有て、 ふた. -び 蘇生の 心地なん す 

る こそ 怪しく も 唯なら ぬ、 斯る老 さら ぼひた る 我 だに、 親しき 友の 絶やら で、 岡 崎の 庵主な ど、 特に 懇 

に 西八條 なる 老が假 棲を遙 けく も、 萬 歩の 勞を麼 はす 折々 に 訪ひ來 まし、 其 外 數の友 無にし も 非す、 今 

も 我 三 ッの樂 に、 寄る 人 は 貴と なく 賤 となく、 老 たる 有り 若き あり、 干 差 萬 別、 世の 風 華 居ながら に 著 

し 幻に あつまり 化に 散る、 唯 年の 矢の 矢^早なる こそ 憎ま るれ、 替り行 世の さま を 見る に、 寛延寳 暦の 

頃 迄 は老が 若き 頃の 風俗に、 さの み替ら ざり し、 たと へばい やみ 草な どい ふ 小歌 を もてはやし 興じぬ、 

其 文句 は、 (路 考瀨川 菊之亟 俳名) 栢筵 (帘川 海老 藏名) 名 を 知り、 自慢な ど 云 類 ひなり、 今 は 其 場 をぬ け 

て、 いやみと 思 ふが いやみな りと、 入 ほが に 僭上して、 空寂斷 無の やうなる 心ば せな り、 享保 Q 末に、 耳 

敏 川と いふ 長歌に、 羅人公 粥 何 狂 等が 名 を 立ら れ (脫文 あるか) 延享の 頃 Q、 湊準： ゆ H 咎と 云隱し 題) 乙 澄 

云えせ ものが す さめり と 云、 耳敏 川に は、 無下に 劣れり、 耳 敏川は 春秋の 御幸の 多くて と、 靈元 法皇の 

崩御より 書 そめ、 半に は 跡な き 波の 宫古 鳥な ど、 つ けし は、 關 東の 御 臺所、 比宫御 方の 世 を 早う し 給 

ひし を 恐れみ 嘆 じたり、 此宮角 田 川に て 都鳥の 御詠 有しに そよ へて、 いと |g 敷つ- - けため、 此ニッ の 長 

歌、 我 反 十：： の 中に 有し を搜し 得ば、 此翁 草に かいつけ なんと 思 ひしが、 皆 焦れ 失 ぬれば、 徒に 止ぬ、 も 

し 世に 散淺り 有らん に は、 乞 需て寫 し 置なん、 面白き 物な お、 今時の 濟 した 顔 せらる- -人々 の 筆勢に は 

か、 る 事も覺 束な し、  _ 
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所謂 悼 與電雖 有雖、 不加刑、 實にも<^-を觀るに、 ^兒の 如くなる に >  f4. 圖思 ひよりて 「幾夜 寢て 春に あ 

ふぞと 筆に けり」 とロ號みし^^、 蕪 村が 是を 聞き、 いたう めでたが りて 「其 ふるき 飄簞 みせよ 鉢 叩」 と、 

去 來が云 棄しを 「ゆ ふ顏の それ は 髑髏 か 鉢た、 き」 と 案じ 替て、 自ら 句 を 得た る 心地し ける が、 八 r 足下 

の 「幾夜ね ての 句と 去来が 瓢箪の 句、 風 體對揚 して 優劣 孰れに か 有る 分が たし、 己が 髑髏の 句の 無下に 

劣れる うたて しさと 慙愧 せし も、 きの ふの 昔な りけ り、 蕪 村 ほどの 者 も 今 は 寡し、 

謠 の 評判、 なら みやげに 書：^ せし 事、 搜 しなば 幾度 も 有べ し、 不圖 tS 鵜 返しの 「ぞ とい ふ 返歌 を 思 ひつ 

くるに 「そと 云 女 字に て は 歌 Q 心 落着せ す、 其 故 は 返歌の 意に て は、 雲の上 を 思 ひやる 心なり、 然れ 

ば 有し 昔に 替らめ やと か、 替 らまし とかなくて は、 內ぞ ゆかしき にかけ あはぬな り、 替らね ど- -治定 し 

て は 小町が 思 ひやる 歌に は、 手 爾波違 ひに 成な り、 又 羽衣の 切に、 其 名 も 月の 色 人 はと 云 ふ 文句 有り、 

月の 色 人 何に 出た る 事に や 未考、 もしくは 月の 宮人な らん か、 按に宮 と 色と 艸 字に 書けば 紛敷 故に R 呂を 

「色と 誤りて 不 穿鑿に 諷 ひ來れ るに や、 此類 深く 吟味す る 事に は あらね ど、 心に 浮む ま- -、 筆の ついで 

にかいつ け 侍る、 

〇 南朝 公卿 歸參の 評 

南朝の 公卿 北朝へ 歸參の 時、 臣少荒 朝に 事へ しと 有し を、 荒 朝の 文字 さる 事な めり と、 人 嘆 じぬ と、 其 

卿の 名 は 忘れし と 語る 人 有り、 是は晋 の 李 密が事 を、 附會 せし 好事の 徒の 說成 べし、 陳情 表の 中に、 臣 

少事偽 朝の 句 有り、 出師 陳情 は、 孔明令 伯が 忠孝の 肺肝より 流れ出て、 類 ひなき 文韋 なり、 文章 は氣を 

以て 主と し、 氣は誠 を 以て 主と すと 云り、 純忠 至孝の 骨髓 より 出 たれば、 之を讀 人の 墮淚 せざる は、 忠 

孝 を 知らぬ 人な りと 申傳 へり、 然るに 此僞 朝の 事、 さし も 至孝の 令 伯が 蜀を さして 偽 朝と 書し を、 嘆惜 

して、 後懦 色々 の 說を擧 て 之 を 評せり、 始李密 が 書し は、 荒 朝と 書し を、 晋 朝に て史に 人る 時、 書 改め 

て僞 朝と すと 云り、 實に さも 有べき 事な り、 蜀主は 漢皇の 正統 を紹 で、 名 正し、 曹 操が 漢賊の 類に 非す 
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李密 また 孝子 順 孫の 列に 在て、 斯る詞 有べき に 非す、 此事を 南朝の 公卿 附會 せし と 見えたり、 剪 燃 新 話 

を、 阈 字に id して、 御伽 婢 子と 云 草紙に なせし 類 ひなるべし、 

Q 屮務 卿宗良 親王 和歌 風體 の 事 

中 務卿宗 良 親王 は、 後醍醐 帝 皇子、 始は法 親王に て、 妙法 院御 門跡、 後に 御 還 浴の 宮 なり、 欲 道に 長 じ 

給 ふ 故、 觔 有て 新 葉 集 を 撰た まひ、 家集に、 李花 集 有り、 御 歌の 風體、 四季 折々 の 御詠 迄 も、 なべて 

述懷を 離れす と、 徹 書記が 難ぜし 事、 淸巖 茶話に 見えたり、 倩 之 を 想に、 一 天の^の 皇子と して、 世の 

亂れ 故に、 帝都 を 離れて、 吉 野の 奥に 住せ 給 ふ 御身 なれば、 述懐の 情 を 離れ 得 給 はぬ は理 りなり、 夫 を 

難す る は 僻事な らん かし、 頃日 住吉 奉納の 藏山 集、 雞 波の 中 井先 生の 書る 序に、 藏山集 は 自ら 目屮： 度泰 

平の 音 有り、 南朝の 新 葉 集 は、 自然と 衰世 0 音 有りと 書る も、 實 にさる 事ぞ かし、 此藏山 集の 卷 頭の 歌 

は、 雜東 にある 澄 月 法師な り、 卷 頭に 法師の 歌い か など 評 有 けれ 共、 新 和歌 集卷頭 Q 歌、 字 都 宮蓮生 

法師 證例 有に 仍て、 事濟 ぬと ぞ聞 えし、 蓮 生 法師 は、 則 新 和歌 集の 撰者に て、 爲家 卿の ssl^ なり、 
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〇 當時 Q 世說 寛 政 元 酉 十 一 月東武 より 聞 ゆ 

〇 出 羽國村 山 郡 最上 成 泥 村 百姓 文 六 枠 文 五郎と 申 者、 天明 八 申 二月 出生す、 落 生 常の 如し、 然るに 日に 

增 n に 超て 大に成 候 故、 身の 重目 を 試し 見る に、 七 貫 五 百 目 在り、 翌酉 五月 またまた 試る に、 十二 貰 目 

に 成り、 関 六月に 褂て見 れば 十四 貫目に 及ぶ、 脊長 三尺 六寸 手首 廻り 八寸 二分、 ^の 間 七寸六 分、 § 

付 根 二 尺 一寸、 肩の 厚さ 九寸 有と かや、 成人の 後い か 成 物に 成らん や 希有の 蔡な り、 

〇 丹 波 湊の出 鄕に山 內と申 小 村有り、 爱の 小百姓 與左衞 門と 云 者の 二 男 喜 藏と申 *r 寛 政 元 酉年に 六歲 

になる- 出生より 骨 逞く總 身に 毛 生、 手足 面 共に 毛色 熊の 如し， 眉 厚く 唇 一 際 赤し、 面色 白し 辯 舌 鈍く 

^大に 柔和な り、 酉 1^ 丹 波鷂山 C 儒官 三上彥 右衛門と 云士， 但馬人 湯 Q 砌彼地 を 通り、 右の 小 兒が相 を 

見て、 見處 有に や、 殊外 懇望し、 歸國の 上、 >8：： 々龜山 侯へ 訴へ、 八月 朔日小 兒を駕 にて、 龜 山へ 引取、 

專ら 武術 を敎候 積の よし、 

〇武 陽 堀の 内と 云 所に、 日蓮 宗の寺 有り、 其 寺の 高祖の 尊像、 いと 貴く 靈驗有 由に て、 近年 夥く はやり 

寺 門の 繁榮、 堂舍 きらびやかに 修造せ り、 餘 多の 參詣の 中に、 浪人 夫婦 有り、 いかなる 宿願に や、 寒暑 

を不 避、 浪人 一 人 參る時 も 有り、 女房 獨參る 事 も 在て、 信心 他に 異に、 日參 する 事 凡 一 年餘 なり、 故に 

上人 を始、 寺內の 下男 迄 も 心 易く 成て、 寐 裏にて 茶 たばこ 等の 世話 をし、 道々 の 茶店の 者 迄に 見知られ 

けり、 一日 女房 計り 參け るに、 雨 降 出て 不止迎 ひの 者 を 待 ども 不來、 時 移る 內に はや 暮に 及ぶ、 女の 云、 

我方 は 道の 程 も 遠く 遙々 野 を 隔たれば、 夜陰に 女 一人 歸 らん 事 も 致が たし、 いかに せんと 難儀の 體 なれ 

ば、 下の男彼是を話して作.|^ょり上人 へ北ハ由を申て、 寺に 一 宿させぬ、 然るに 翌朝 早天に、 彼 浪人 來て 
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大に詈 り、 年頃 信心して 歩 を 蓮 候に、 斯く稷 成 事と は努々 知らす、 今 思 ひ當れ ば、 某參 るべ しと 申 を、 

强て此 女が 參詣 せんと 乞て 參 りし 事 度々 なり、 偖 は 日 頃より 上人と 密通して、 信心に 事寄せ、 不義 法外 

の 仕業；^ し 事 明白な り、 此分 にて は 某が 武士 立が たし、 兩人 共存 分に 可 致と、 大昔に 詈る 故に、 上人 を 

始寺 中の 者せ ハ 頗る 迷惑して、 色々 取扱へ ども、 更に 聞 入す、 其內に はや ちら.. （-と 參詣も あれば、 他聞 

を愧 て、 上人 佛祖を 誓 ふて 中譯を すれ ども、 一向 取 敢す、 此上は 早々 公儀へ、 訴へ、 璧 落の 罪を亂 さん 

とわめ く 故に、 先づ 奥の 一 と 間へ 招 人れ、 段々 挨 接に 及び、 金子 六 百 兩を差 出し、 漸く 穏便に 事濟 ぬ、 

其 者の 名 は、 吉 田 平 八と 云り、 右の 類の 余 子 を 所々 にて 貪 取て、 其 身は與 力の 株 を 買て 組 人し、 貪 溜し 

金子 を 高利 を 以て、 貸 廣げ、 追 日 富裕の 身と なれり、 然るに 小 普請 組 前 島 某と 云、 四百 石 計の 士 有り、 平 

八より 金子 を 借りて、 返金の 手段 靈 き 色色 斷を 云へ ども 聊聞 入す、 旣に表 向に ならん とす、 爱に 於て、 

前 島より 平 八へ 様々 示談に 及處 に、 平 八 云、 さ 有らば 某 を 貴殿の 養子に し 給 候へ、 然れば 右の 金子 を 持 

參金 として 相濟 すべし と 云、 前 島 得心して、 支配の 方へ 願 を 出し、 首尾 克く 願濟 て、 前^！？は冢を明渡し 

平 八 其 跡へ 移て、 前 島 虎之助と 名 を 改め 相續 す、 去れ 共 附金は 其儘不 止して、 所々 へ 高利 を 以て 货付 

る、 其 取引の 前名 は 、 前名 吉出平 八に て 通 W せり、 然るに 當： M べ將 軍家濱 御殿 に 於 て 、騎射 卜： 覽 の 事 在り 、 

前 島 虎之助 も 役儀に て、 共 節 御成 if- きの 御用 を 勤む、 (小 齊請組 は 總て諸 御用 を不 勤に 此出 役の 蔡 不審、 

若 は 前 島 家相 巳 後 御 番人 にても 被 仰 付し にや、 可 追考) 御供の- M 士の內 平 八 を H 儿知 たる 者餘 多お て、 

此體を 見て 不審し、 此市 マら 風聞す、 因玆御 吟味に 成、 段々 御 穿 議有處 に、 舊惡 種々 aKi し、 平八^,^.,ノ 

屋へ被 遣、 唯今 吟味 半な り、 就中 一 人 一 一名の 事 尤六か 敷 由、 

私 曰、 此條今 さらの 事に 非す、 前卷 にも 記す 如く、 幕 狩 諸士の 風惡く 成り 金百兩 にて 百 石、 干兩 にて 

千 右の 分 賫 買自， a なる 事、 先年 露顯 し、 其 砌嚴敷 御 吟味 有て、 其 當分は 相 止し 様に 有しが、 又 色々 

調練 媒計を 以て、 チに 於て 此事不 止、 由緖 ある 家柄 も、 筋な き 者 ども 相较 し、 サ 成 事に 及べり、 延 
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■  お倉 ii- 太 は、 余 も 知人 成しが、 左太郞 養父 專ら 不正つ 緣 組を盱 煎り、 事 露 

顯 して、 板 倉 父子 共に、 御 改易に 成たり、 此類 不可 勝 計、 

〇 横 田 源 太郞は 一 徹 剛勇の 人な り、 盗賊 方 を 勤ら れし 頃、 庭先に 吟味 場 有り、 拷問 具 一 通りに て は 

斐 なしと 工夫して、 尺計の捧を^^へたり、 其 用ひ樣 は、 四寸 角の 木の 角 を 上に なして、 幾 等 も 並べ 置、 

其 上に 科 人を畏 せ、 向臑を 直に 木 Gi^: へ 付け 、扨 厚さ ニ寸 計、 長 一尺 餘、 巾 一尺 程 石 を、 其 膝の 上に 

重ね 積に、 通例の 者 は 石 六 枚 を 積に、 氣 絶し、 脚の 骨、 角 木に 哈 入り 堪が たく、 白狀に 及ぶ、 猶白欣 に 

及ばざる 者 は、 足の 折 屈へ、 彼 棒 を 入て、 石 を 積 事 右の 如く、 後より 卷 ざつ は (割 竹な り) を 以て 打つ 

に、 いか 成 者 もた まり 不得、 久 敷に 致れば 膝の 屈 彈け碎 て 死に 至 *f 度々 なり、 たと へ 吟味 を 免れても、 

支 離 膝行に 成て、 命 有る 計な り、 皆 人此木 を撗田 棒と 號て、 恐れざる 者な し、 常に ヌ 川 宿、 板 橋 新 宿 千住邊 

を 微行して、 惡徒を 自ら 搜り捉 へ、 殘 忍の 事 多 かり、 中に；： d 戶 にはス イネ ゥと し、 博突惡 徒の 骨 長 有 

て、 世人 其の 名 を 知れり、 渠 等は數 度人牢 もせし かど も、 自分の 惡行 はなく、 唯 惡徒仲 s§ の 諸譯を 立る 

男 達 なれば、 科 をまぬ がれて 出牢 せり、 惡 徒共是 に反して は、 江 戶 徘徊 成が たき 故、 皆 其 手下に 屬し 

て、 渠を 恐る、 事、 公儀に 過たり、 神 m に 名高き 下駄 定と 云^ 有り、 山 下に も 何とか 云ス イネ ゥ 有り、 

下駄 定は惡 徒の 長ながら、 志廉 なれば、 取扱 ふ 處非義 なし、 山 下の ス イネ ゥの^ 魔に 成 故に、 下駄 定事 

を撗 m 方へ 色々 護して、 竞に 下駄 定召 捕る、 扱 件の 拷問に 懸る處 に、 元来した、 か 者 なれば、 一 言の 陳 

謝白狀 にも 不及 默然 たり、 膝に 石 を镜専 十六 枚、 骨 碎血进 り、 目 も 當られ ぬ 有様な り、 竟に 下駄 定責^ 

さる、 斯く 罪科 未決の 者、 除 多 死亡に 及に 仍り、 傍人 諫て其 後 彼 棒 は 止に けり、 角て 源 太郞は 御作 事 奉 

行^ 付ら れ、 大知 守に 任す、 偖役傣 代りても、 跡 役 C 人、 ハ 拷問 場 を 所望して、 其 儘 用る 例 故、 後 役よ 

り 其 段 申來 侯へ 共、 潢田 不諾、 是を居 宅に して、 少 々修理 を 加へ 用る 故、 血 を あやした る 不淨の 場所 を 

も搆は ざれば、 暑氣 など 節 は、 臭氣 有て、 立 入 人 も いぶせく 思へ り、 撗 m は 暫く、 作 事 奉行 を 勤し が 
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行狀 荒く、 餘り 首尾 不宜、 なく 布 衣 役へ 貶して、 新 番頭に 轉ぜら る、 此盜賊 火 方 役に は、 已 前より、 

荒物 多し、 享保元 文の 頃の 在役 藤掛民 部な ど は、 其 頃 鬼の 如くに 評判せ り、 

〇 蝦夷 一 授の 事、 爱に記 すれ 共、 是は前 卷に錄 しぬ る 故 略 之、 尤前卷 に 記る 趣と 大 やう 不眷、 松 前 侯よ 

り 被 指向、 人數 無二無三に 押 鬼、 鳥銃 を打懸 切入し に、 夷人 共 恐怖して 散亂 しける を 多く 生 捕、 且又 夷 

共の 少 潰せし 陣屋 を、 元の 如く 修理し、 散在の 日本人 共 を 呼 あつめ、 是に 住しめ、 嚴令を 申 渡し、 生 捕 

の 者 共 を 松 前へ 連歸 り、 段々 吟味の 上 罪な きは歸 され、 張 本の 夷人 數輩松 前 城下に 於て 梟首せられ、 七 

月 中旬 迄に 事鎭 ぬ、 

〇 寬政 元年 七月、 酒 井大擧 頭家騷 動す、 其 由緣は 元と 此家は 酒 井 左 衞門尉 (羽 州庄內 城主 十四 萬 石) の 

分地な り、 始め 宮內 大輔忠 勝の 二 男、 大擧 頭忠恒 (ィに 忠植) に、 羽 州 飽海群 松 山 (ィに 松 川) 二 萬 石 

を頒與 ふ、 是寬文 年中な り、 夫より 數代領 之、 石 見守 忠 休に 至り、 若年 寄に 被 命、 安永 八 亥年、 松 山 を 

城 地に 被 仰 付、 忠休 卒して、 天明 七 未年 六月、 今の 大學 頭忠崇 家督 相續 す、 此石 寸忠休 事、 元來は 本 

家 酒 井の 家臣、 酒 井 何^と 中せ しが、 先代 石 見守 忠豫 卒去の 節、 嬌 孫忠鄕 在れ 共、 幼少 病身に て 相鑌成 

難き 故、 忠休を 以て 後見たら しむ、 然るに 忠休 時の 權臣田 沼 氏に 阿 li おひて、 其 身 若年 寄の 重職に 成り、 

城主に 被 仰 付 程の 勢 ひなれば、 此 家を嗣 べき 忠鄕 (ィ に忠 起) を 押 込、 五百石の 地 を- 與へ 置、 公儀 向 は 

病身に て 相繽成 難き 旨 を 申立、 竟に我 子の 大學頭 を 家督と す、 因兹 忠鄕 年頃の 蟄懷を 申 開かん とすれ ど 

も、 0 沼權を 執る 頃 は 奈何と もす る 事 不克、 幸に 今 聰明の 良弼 いまして、 政務 明鏡の 照す 折 柄 なれば、 

時 を 得たり と、 忠鄕 微行して 、七月 中旬の 夜、 執 柄た る 白 川 侯の 宅へ 參 向し、 年来の 事 を 申立て 愁訴 せら 

る、 侯 早速 御沙汰に 及ばれ、 則 大目 付 山 田 肥 後 守、 桑原 伊豫 守を官 使と して、 本家 酒 井 左衞門 尉、 上 神 

田 橋の 屋敷へ、 七月 十四日 早朝に 參向 せらる、 不意の 上使に 驚き、 家老 某罷 出て、 左衞門 尉此節 所勞に 

て 引 籠罷在 候、 . 恐ながら、 上意の 趣、 某へ 被 仰 下 度 旨を述 ぶ、 兩使 云、 大切の 上意、 中次 は 難 叶、 所勞 
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と 有ば 病床へ 罷 通て 可 相 達との 事 なれば、 彌々 恐れ 驚きて，， -备 手に 汗 を 握 I , 詮方なければ、 左衞門 尉、 

所勞 ながら 罷 出て、 上意 を 奉らる、 官使 具に 上意 を演述 して、 左 衞門尉 御 答の 趣 を、 肥 後 守 華 を 執て 之 

を 書付ら る、 家中の 者 はや スの 問に 相 詰て、 堅 唾 を 飮て控 居たり、 左 衞門御 答の 趣相濟 て、 雨 使は歸 城せ 

らる、 大學頭 屋敷へ も 右 同様な り、 其の後 忠鄕 は、 本家へ 御 預け、 大切に 可 召 置 由 被 仰 渡、 大學 頭は閉 

門 仰 付ら る、 本家 左衞門 尉よりも、 閉門の 伺 有 けれ 共、 先づ 夫に は 不及相 愼可罷 在 由な り、 六 か 敷御吟 

味なれば、 容易に は濟 ベから す、 事に 寄て は 家門に も 障るべき やと 巷說 せり、 

私 曰、 加 様の 類 諸家 を 探らば 幾 等 も 有べ し、 事 發覺せ ざれば 夫 切に 慝濟 なり、 寬永 正德の 頃に や、 信 

州 上田 城主、 松 平 伊賀 守 家 も、 其 頃の^ 賀守は 後見の 人に て、 家 嫡へ家 を 渡さるべき を 其 儀な く、 押 

領の 仕形に 仍、 家 R 淺兒 木工と 云 者、 遮て 之 を 拒し 故に、 木工 は 揚り屋 へ 入牢く だしに 成り、 伊賀 守 

は公邊 首尾 宜しく、 京都 所 司 代よ わ、 後に 老中 列へ 被 召 加、 生涯 無事に 終られぬ、 皆 其 人の 運命に 寄 

る 所な り、 

(本卷 初 「年 山紀 聞」 除く) ， 
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〇 唐土 丸 

寬政元 己^ 年 七 初旬、 江戶髙 田と いふ 所に、 法華宗の 寺 有り (京 本 法 寺 末) 右の 寺より、 日本 橋 本兩替 

飛脚 問屋 山 田屋八 左衞門 方へ、 駿府と 京都への 書狀を 持せ 越け り、 いつもの 事 なれば、 店に て 受取 差 登せ、 

京 極 宮の御 方へ 相 達す、 御 內の諸 士是を 請 取 表書 を 見れば、 京 極宫へ 唐土 丸と 有り、 各 不審し、 御殿に 如斯 

異なる 名の 人、 一向に 覺 えなし、 其 上 宛所の 書 方 も、 卒爾 法外な り、 定て 狐狸な どの 所爲 ならん、 加樣 

の 物 は 請 取が たしと 差 返せば、 飛 卿の 者 迷惑し、 左様の 怪敷 もの を 不相轧 に、 飛脚 方へ 可 請 取 事 は 決て 

無 之 民、 御殿の 御 名 有 之 h は、 是非 御開 封 被 下よ と 達て 申に 仍り、 諸 士封を 切て 見れば、 又 中 を 封して 

上書に、 諸祌 達へ 家 子の 者 共と 有り、 彌々 嘲り笑て、 されば こそ 狐の 仕業なら め、 是を 開ば、 何 か 出な 

ん恐 しとて、 飛 卿へ 屍す、 飛脚 詮方な く 請 取 之、 去 にても 駿府へ も是と 一所の 狀を屆 しが、 夫 は 如何 有 

しゃと、 其 所へ 立寄尋 しに、 is? 土 丸 は、 江戶淺 草に 住人な りと 計に て 何の 子細 もな き體 なり、 頓て 江戸 

へ歸 り、 山田屋 八左衞 門へ 其 由 を委く 語る、 八 左 衞門も 胡 論なる 事に 思 ひ、 翌日 淺 草の そこと 閲 たる 方 

へ、 京都より 返りし 狀 を持參 し、 斯と 音信れば、 則對 面すべき. S にて、 奥の間へ 八 左 衞門を 呼て、 さも 

や ごとな き會褥 のト： に il チし、 傍に はえなら ぬ 調度 ども 引ち らし 對 面す、 八 左衛門 も、 其 體恭敷 ま.^ に感 

勤に 拱手して、 京都の 様子 を 語り、 彼狀を 返せば、 此僧 笑て、 初より 委く 表書せば、 諸 太夫 共取隱 し、 

奥へ 通す まじと 思 ひ、 態と 怪敷認 遣 はせ しなり、 其狀は 其方に 當分預 り 置べ し、 てと くと 添 狀を遣 さ 

ん、 此事 其方 も 不審に 有べき 故に、 委しく 語り 開すべし、 我れ 元と は 京 極 宫の實 胤な り、 我 母 若き 時 
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彼宫に 仕へ 奉り、 ふと 御手 か >- りて 懷姙 す、 然に宫 の 仰 事 有て、 御殿 を 下り、 我を產 り、 女子なら ば 其 

儘に 養育し、 男子なら ば 出家 させよ との 仰に 任せ、 御 書物 御手 道具な ど 賜り 宿へ 下りぬ、 仍て 幼少より 

京都 本 法 寺の 弟子と 成し 緣に仍 り、 今 愛に 在り、 母 も 未 存命に て 寺に 在り、 七 年 以前に、 母此. S を始て 

我に 巾 聞ぬ、 夫 迄 は 我 夢にも 不知、 殘念云 計りな し、 旣に 四十 歳に 餘て、 倩 思 ふに、 此節京 極 宮空宫 に 

して、 紀 州の 姬 守り 居らる- -事 なれば、 何卒 歸洛 し、 京 極宫と 成べ しと 思 ふ 心 止 時な し、 近き に は 願 も 

達しなん、 我 諱は維 仁と 云な りと 長物 語に、 八 左 衞門は 恐れ入て 立歸 り、 其 近邊に 知れる 人 有し かば 立 

寄り、 彼 人の 樣子 を閒 くに、 委き事 はしらね ど、 何か責 きさま をな し 給 ひ、 いかなる 業病の 者 も 敬ひ拜 

めば、 忽其驗 有と て、 遠方より 參る人 多し、 此頃も 品 川 邊の者 病に て、 眼の 盲た るが 明らかに 成り、 小 

日向 邊の女 耳 聾け る も 聞え る 様に 成しと、 專ら 沙汰せ り、 至て 德行 有人な りと 語る、 八 左 衞門は 夫より 

立歸 り、 翌 七月 八日 夜半 過に、 町奉行 所より 急に 被 召、 こ は 何事に やと 家 內の者 も 驚 恐れ、 八 左 衞門则 

南 御 役所へ 罷 出ければ、 白洲へ 呼 出され、 奉行 山村 信 濃 守 出 座 有て、 廣土 丸事 を尋ら る、 八 左 衞門則 屈 

狀の 事、 其 外の 様子 具に 述 ければ、 右の 狀取 寄せ、 開封 有け るに、 外に は 何もなくて、 短冊 一枚に 和歌 

1 首 有り、 八 左 衞門は 先 歸候樣 にと 申 渡さる、 様子 を 聞に、 八日 朝 白 川 侯の 玄關 へ、 唐土 丸來て 案內す 

執 次士立 出て、 子細 を 聞に、 其方 等に 申 事に は 非す、 越 中 守に 直談す べしと 云、 其 體亂心 者と 見え たれ 

ば、 其. H を 奥へ 申達、 則 月番の 奉行所へ 早速 達す、 仍て 町奉行より、 與カ 同心 を 被 越、 彼 者 を 受取 歸る 

奉行 信 濃 守へ 申 述る所 も、 八左衞 鬥へ咄 したる 趣 なれば、 一向に 取 上 難し、 先づ高 田の 法 林 寺 を 召れ て 

唐土 丸 を 渡し 遣 はさる、 いか^ 穿 r 祭 有事に や、 先は亂 心の 御 取扱と 間 ゆ、 【割 註】 前卷に 記せる 享保 年中 

源氏 坊天 一 が 類 ひ 成べ し、 爱に 記る 趣 は 則 飛脚 屋山 田屋 八左衛 門に 友人 塘雨 直に 閒 えたる 趣な り」^.^ 女く 

聞に、 街 土 丸事、 江戸へ 不 出前、 大錢驛 の 茶 if 大和 屋彌 右衛門と 申考， 方に 久敷 返留 して、, 加持 祈禱 をな 

すに、 其驗 有と て 近 擲群參 しければ、 宿 長の 問屋 本陣 聞 付て、 左様の 事 禁制た る條、 式 ：11！ に 在り、 急ぎ 
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立 退せ よと 彌 右衛門へ 達する 故に、 唐土 丸 是非な く 爱を立 去て、 江府高 田へ 來と 云り、 右 公儀より 高 田 

法 林 寺へ 引渡されし 以後 も、 祈禱 加持 を 憚る 所な くいた し、 諸人 群集す と 云り (加 様の 験 者に は 必持事 

多き 物な り、 唐土 丸の 加持 M 僞 知れが たし〕 扨 京都の 事 を 聞ば、 京 極宫御 方へ 書 狀到來 の 事、 無 相違、 

其 日の 當番 小川 勇 黑川賴 母、 兩人 受取 改見 るに、 箱 御 拔程有 之 上に、 京 極 宫樣と 計り 書付 紙 包な り、 兩 

人 上 は 封 切開き みれば、 (三十 番神 御家屬 達) 唐土 丸と 書付 有 之に 付、 早速 飛脚 屋 を,， gj; 呼 差 返され 候 

ィ LJ. 主蕃頭 

計りに て 候、 御殿に 於ても 色々 評議 有 之 候 得 共、 心當 りの 儀 無 之 候、 但先 年生 島 肥 後 守と 云 諸 太夫 有 之 

當 御殿に 於て は、 筋目 由^ 等 格別の 者に て、 代々 諸 太夫 相 勤 居候 處、 過分の 金銀 を 取 込、 段々 露 顯に及 

び 身分 難 立に 仍り、 夜拔 いたし、 行方 不知 故、 其 節 武邊へ も 御賴、 有て、 捜索ら れ 候へ ども 難 相 知、 其 後 

江戸 法 華 寺に て 出家に 成り、 祈禱 など 致 居候 由 相 知、 旣に可 及 吟味 處、 又々 そこ を も 致 逐電、 夫 切に て 

尋も無 之 候、 凡 四十 年 程 以前の 事な り、 其 後 肥 後 守 は 相 果候由 噂 有 之、 枠 も あまた 有 之 .5 に 候し が、 若 

は 其 枠 杯に て は 無 之 や、 心當り は先是 計の 由、 御殿に ての 沙汰に 候、 尤生島 は 家柄 宜敷 もの 故、 宮御方 

より 出 候 珍 器 什寳の 類、 定て所持可致16^^と噂御座候、 又渠が 由-口の. 內に、 京 極 宮織 仁と 有 之 候 得 共、 織 

仁 は 有 栖川宮 の 御 事に て 候、 京 極 宫は家 仁、 其 次 は 公仁と 奉稱 なり、 满御 吟味 落着 聞え なば、 この 奥に 

可 記、 

C 津田 日向 守 父子 幷に大 草 太 郞左衞 門の 事 

去 午年 迄 御 側 衆 を 被 勤し 津 E 日向 守 は、 大納言 家 基 公の 御外叔 なるよし、 始めは krA 十 俵の 人な りしが 

右の 御 由緒 を 以て、 段々 御 取 立 有、 其 上 性質 姦計 有て、 田 沼 氏へ 阿り 蹈ら ひ、 奥 向 女中へ 取 入、 家 基 公 

御 早世 以後に も、 相 替らす 時め かれ、 蓮 光院殿 (家 基 公 御 母堂) の 御文 庫 金  一 一：.？： 兩をも 自分 押領 し、 所 

々 へ 貸附、 其 身 も 段々 御 加 恩 有て、 當時秩 祿六千 石を領 し、 奢侈 榮耀 人口に 在り、 午 冬 御 役 御免に て、 

子息 山城 守 は、 當時御 奥 詰、 御 小納戶 頭取 役 を 被 勤、 然に験 州 三 州の 御 代官 大草太 郞左衞 門 事、 年来 非 
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分の 冇て、 七月 役傣召 上られ、 4^ 郞左衞 門 非 勘定 を 段々 相钆 さる- - 巾に、 子 三千 五 百兩、 津田山 

城 守より i^w^ 之、 ナ人郞 左 衞鬥、 漸 百 依に 二十 八お ハ分 限な り、 二百 使、 過分の 金子 を 借受候 事、 双方 

共に 御 不審 相懸， り、 嚴敷御 吟味に 被 及處、 蓮光院 殿御 金の 名目 を 以て、 夥く 金子み ガへ 貸付、 大學方 

草 へ借受 候に も、 右 金子の 內の. 5、 明白に 知：：：、 日頃の 奢侈 悉く 露 Si せし かば、 山城 守 御 役 刀：： 上られ、 父 

子 共に 永 蟄居 仰 付ら る、 直に 一 ァ 、晴明 なれば、 浮 雲散 失る がごと く、 是 迄佞惡 の 族、 去々 年來 次第に 罰 

せらる る は、 天地 自然の 道理な らん、 仍 て邪惡 の楚 は、 自身 退き、 或は 非を改 るに より、 上下 依： e の沙 

汰 なく、 裁斷 ら かに、 下民の 情 上に 徹し、 難 有き 御代な りけ らし * 

0 鍋. sli 敷 奇異の 事 

肥^ 佐賀の 屋敷 は • 山 下 御門の 內 に^り、 尾 敷の 鬼門 隅の 長屋に て、 昔より 今に 至り、 一 曰 も 無 怠 

僭衆來 て、 日 護摩 を 焚く、 其 所以 は、 昔大 奇怪 有し 故な りと、 今 も 折々 怪異 有り、 是 太守 在 府の屮 計な 

り、 歸國 あれば 怪異 有事な し、 故に 屋敷 中の 男女、 太守の 歸 國を悅 て、 右 湾ば 安眠す、 毎夜の 箏には 非 

す、 小雨な ど 降て、 物淋しき 時 は、 必 有り、 或は 庭 巾に 火 注 立、 いな は 器 動き 踊り、 又は 家^な どす、 此 

火柱 を 見た る 人の 語りし は、 大さニ 圍許長 三 間 程に 立つ、 あは やとお も ふ. s: に、 忽 消失、 叉 それよりも 

増り て、 四^:^ 問 も 立 登る、 元來 怪物 なれば、 ら身の 毛 立て 凄 かりし と 云り、 又 31£ 敷 中、 夜中 雨 In を 鎖 

事な し、 いか 成る、 柩 をしても 自ら ひとり 開な り、 又 太守 登城 御怫參 等、 出門の 蔡 表門より と 有れば、 

裏門より 出ら る.. -、 裏門と 令る 時 は、 いつにても 表門な"、 是等も 右 怪異に 寄 事と 見えたり、 其 外稷々 

異說 有れ ども、 實否を 知らす、 凡 此異事 は 江戸 中に 知らぬ 人 もな きとな り、 

0 年號 改元の 評 

IK 明 改元の 始に、 或 人 眉を鼙 て、 讓に 天命に 盡 ると 云 事 有り、 此年號 の、 間に、 何 ぞ盡る 大事 有らん と g- 

しが、 架して 千と せ經る 繁榮の 平安 城、 まさに 盡て新 都と なんぬ、 柱し 明 和 改元の 折から も、 八 年 迄の 
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は、 異なる 事 も. up まじ、 明 和 九に 至らば、 世人 迷惑す る 事 あらんと 申せし が 明 和 九 辰年 世 難數々 有て 

安-水に 改られ ぬ、 昔 も 例な きに あらす- 平 治 改元の 時、 大官の 左府； 化 道 公、 之 を 難せられ て、 ： 牛 治 は. ャ 

地な り、 上下な からん やと 宣 ひしが、 案の 如く 上下 を 分 ぬ^と 成け らし、 此伊道 公 は 常に 狂 語を宣 ひて 

興ぜら る、 事 多 かり、 其 頃 阿波の 大臣と 稱 する 人お はしける を 笑 ひ 給 ひて、 こそき びの 大臣 は あなれ 

今 また あはの 大臣 出たり、 後の世に は定て 稗の 大臣、 麥の 大臣な ど出來 ぬべ しと 興ぜられぬ、 是等廢 土の 

滑稽に近し、滑稽は道に非すして、而も道なる物と云り、和國にては*和昔の通する^^"をもて、 士：： 凶お のづ 

から 顯 はる- - なり、 改元の 時 諸 卿の 難陳 は、 字義に 寄る 許な り、 冀くは 俳諧に 長せ しもの を 靴 陳に召 加へ 

られ なば、 此難は 有べ からす、 俳諧 則 滑稽な り、 旣に軍 陳には 和音の 響 を もばら 川ら る k 事に て、 御 常 

家 圈 初に も 桂の 里の 桂 娘、 美 濃の 大姉を はじめ、 いさ.. かの 言葉に、 吉凶 を はからる- -例 不可 勝 計、 

〇 西本願寺 葬送の 式 

西本願寺 法 如上 人、 寬政 丁酉 年 十月 二十 四ョ、 春秋 八十 七 歳に て 遷化 せらろ、 元 文 か 寛 保の 頃より、 現 

職 凡そ 五十 年、 元は 河 內顯證 寺 枝 寺 住 £ 、なり、 其 頃 本 寺の 上人 狂疾 有て、 寺內 不穏、 近士 等；： に乘じ 

て、 様々 の 企 有よ し、 公武に 御沙汰 有て、 上人 を 押 籠 (今 匪 門と 稱 して 在界 なり) 近 十 等 は 網掛乘 物に 

て、 東 武へ被 遣、 彼 地に 於て、 夫々 に 刑 を 加 へらる、 而て本 寺へ は播磨 本德寺 連枝 寺より、 住職 せらる 

る處 に、 門徒の 輩、 正 脈の 上人 を 押 籠られ、 庶流 を 立ら る、 ie^ を 犬に 難^して、 國々 の 門徒：： i き 立て、 

六 條へ馳 登り、 何と やらん 騷亂の 兆の やうに 見えぬ る 故に、 公武より、 樣々 Q 御手 常 有て、 本 德寺は II 

寺せられ、 今の 上人 を 河 內顯證 寺よ. =,ノ 請して、 本 寺の 上人と す、 是 とても 本德寺 同前に て， 始めの 程 は 

門徒 歸 伏せ ざり しが、 永 職の 間に、 門徒の 心 もとけ しに や、 今にて は各歸 降の 體 なり、 扭葬 式の 前に、 

諸國の 末寺 は 勿論、 總 じて 門徒た る ものに 登らぬ 者な く、 六 像の 地 は. e- に不 及.. 洛 逢に 諸國 の 門徒 群滿 

て、 難 を 立る 寸地 もな し、 荼毘所 は 七 條大官 の 西、 郊野の 出 離に 有 之、 民家 を 悉く 壞取、 (是舊 例の 由な 
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り) 西 三十 間、 夫より 北へ 百 三 四十 間 程の 田野 を、 地形 を 平均し、 新たに 龕 前 堂を營 む、 其 結構 云ん 

方な し、 金玉の 光り 冬 野に 耀き、 ためしな き壯觀 なり、 西本願寺 は 在職 永 かりし 故に、 葬式の 近 例な し 

といへ 共、 舊例を 以て 何講に 何千 兩、 何 は 何程と 金 を積蔡 山の 如し、 され ども 張 行廣大 にして、 费用 夥し 

ければ、 集り 金 不足な りと 云り、 葬式 は 十 一 月 十七 口 辰 刻、 道筋 は 御前 通 を 油 小路、 油 小路 を 七條、 七條 を 

西へ 道筋 僅ト 町に 不滿 に、 行列の 先 は 場所へ 參着 すれ 共、 跡 は 未 本坊に 在り、 道筋の 洒掃警 固の 嚴重、 

EE を 驚し、 通 筋の 兩側は 人 溢れ、 街道に 筵 を 敷て、 諸 國 の 門徒 共、 前夜より 小雨に ぞ ほち 濡 ながら、 夜 

を 明した る も 多し と 云り、 吁此 宗門の 如き、 いかなる 因ぞ や、 他宗に か V る 事 は 文に なし、 開祖の 德行 

比類な しと や 申べ き、 

因に 記、 京 極 宮御方 靈光院 殿 は、 故 上總宮 公仁 親王の 御簾 中に て、 紀 州の 姬 君な り、 未 御 若き 頃、 宫 

薨じ ましくて、 空宫と 成せら るれ ど、 御 夫人ながら 宮中の 規矩 正く、 賢 操の 聞え ましまして、 公武 

の 御覺ぇ 他に 異にして、 何事 も宫に 准せられ、 桃園 帝 第 二宮 を 進ぜらる X、 勑約 有しに、 二宮 世な 早 

うし 給 ふ 故に、 其 事 {4- しく、 後の 桃園 院 はた 當 帝に も、 いまだ 太子 降誕 もなければ、 京 極大 宮殿、 年 

を累 ねて 院殿預 らせ給 ひ、 去年 御殿 囘 祿 の 後 は、 桂の 里なる 御^ 莊に 移り ましく ける に、 惜む べし 

此祌 無月に、 £ 十の 春秋 を 見果給 はす、 夢の た、 ちに 歸り玉 ふ、 御 葬送 は、 本願 寺 葬式の 翌夜、 桂の 御 

刖莊 より 上京の 禪 剎 相！： 寺へ 奉 葬、 南紀 (紀 州) 北 加 (加 賀) 山陰 (因幡) 西 海 (肥 後久 留米) 五 筒の 侯 家よ 

り、 各 名代 を 差 登せられ、 此人數 -1 棺 の鸞舆 S 前後 を 警衛し、 行 伍灑然 たる 事、 本願 寺の 華麗と は 品換り 

さながら 武門の 葬式と 兒 えてき よらに 恭々 しく、 行程 二 里の 問、 行粧績 くべ しと ぞ覺 えし、 京 極 御殿 

は、 御領 地 も 他の 宮 方より 多く、 其上紀 州より 靈光院 殿 へ 、御 賄 料 一 萬 石 付ら れ、 御 表 へ も 現 米 百お 進 

ぜ られ、 有 馬 家よりも 現 米 二百 石 付ら れ 彼是 合せら るれば、 外々 と は 御高 格別なる に、 靈光院 殿御 規 

矩{且 敷 故に、 益 御殿 豊鹘 た.^、 近年 長 岡" S 天神 御； 冉興 も、 他力 を 借らせ 給 はす、 宮の 御手 沙汰 を 以て 
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外 井中 務 

戶田 小彌太 

松 井中 務 


龕 前 堂 七 筒 日間 北； 儘 建 置き、 總 門徒 其 外 志の 者 勝手次第に 拜參 す、 中陰 中寺內 町々 自身 桥總！ ： 徒 五十 

日 精進 潔齋 す、 且亦 古例 開山の 忌日と 前代の 忌日 を 重く 精進す、 依 之 以後 は是 迄の 前代の 忌日 を. 除て 

當 上人の^ 化 二十四日 を改て 建るな り、 餘宗に 斯る嚴 令 更にな し. 最 奇なる 哉、 

〇 信 州 駒 ケ嶽幷 に 御嶽 權 現の 事 , 

富士 ft 定の 人の 云る は、 絶頂より 近 國の諸 山 を 渡す に、 箱 根 櫓澤、 信 州 胞衣 か嶽 御岳、 飛驛 越後 上 州 

邊高岳 有と いへ ども、 其 山と 指て 云べき は 兌え す、 唯 眼下に  一 の 土 堤 を 築た る 如し、 ^乾と 覺 しき^ 

に、 雲 を 帶て兀 々たる 山參 差たり、 誠に！ 13| 山な らん、 信 州 淺^に や あらんと 問に、 さに は 非す、 淺 間 は 

是 より 見えす、 あれ は 駒ケ嶽 なりと 答 ふ、 是^ るに、 十 峰より DZ 八 分に 見る 程 なれば、 至て 高嶽 なら 

んと 兼て 思 ひしに、 寬政 元年 東行す る 折 柄、 其 麓 を 過る 儘に、 倚眺 るに 實に 峻^な り、 され ど、 宫士に 

對 すべき 物 か はと、 不藩 しかりし が. 能 々おれば、 都て 信 濃 は 土地 至て 高し、 上 州 越後 甲斐 美-濃より 入 


る-!、 何方よりも 登らす と 云 事な し國 中の 川 水 皆 M 方へ 落る、 此を 以て 其 高さ を 知れり、 故に 雲 深から 

ね ど、 塞氣の 烈し さ、 北 越に 過たり、 駒 ケ嶽の 事 を、 瑪 島の 土人に 問へば、 此 山に は拜 すべき！： 仙 もま 

しまさねば、 參詣 すべき 事 もな し、 適 曰千魃 する 年雩に 登山す るな り、 五 年 程 前に、 大 H 早して、 近鄕ょ 

り 登山す、 我 も 其 時 登れり、 福 島と {呂 の 腰の 間に 川 有り、 大原 川と 云、 此 川の 上に 大原 村と 云 有り、 是 

ハ麓 なり、 此 より 二 里お り、 此 所に 權現宫 せり、 宮守の 寺 も 有り、 此 時人 數 六十 入、 各壯ハ 牛に て 達者な 

る を 選て 登る、 麓より 三 Ei;:^" は 樹木 叢 茂と して 更に 登るべき 道な し、 大木 共 雪に 押 へられて、 枝 橈り 伏 

て、 網 を 張た る 如き 上 を 匍匐て 登る、 其 下 を 親き 見れば、 地形 は 一 丈 或は 二 丈 計 下に 在り、 各 梢 をった 

ひて 宙を 行なり、 其 梢の 下に は 雉の 如くに て、 尾 は 長から ぬ 鳥、 幾 等 も 群居る、 土人 は此爲 の 名 を、 不 

知、 按 るに 是 雷鳥 成べ し、 加州 白山に 此鳥 有て、 雷 を 食 ふ 故に、 此 鳥を圖 して 家に 招 置き， 雷の 雞を避 

ると 云 習 はして、 今專ら 世上に 此事 をな す、 是に 付て 色々 奇說有 ども 略 之、 都て 甲 州 上 州 邊の山 內には 

此鳥甚 多し となり、 扨 三 里 登れば 夫より 上 は 樹木な く、 兀々 たる 岩間 を攀 上る 事 二 里に して、 旣に結 頂 

近き 程に、 駒 石と て 高さ 七 八 問 長さ 十 問 餘の大 石 有り、 形 馬の 露た る 如く、 北 を 向て 臥り、 夫 を 過て 頂 

上へ 登る、 巔に 御池と 稱 して 小き 水 を 堪し處 有り、 其 水深 さ 僅に ニ寸許 有り、 六十 人の もの 手に/ \是 

を 汲 干ん とする に、 一時 を 經ても 更に 盡す、 鬼 角して 下山に 及ぶ、 未明より 上りて 晝 八つ 頃な り、 初 登 

山の 時、 是迄 下りて 宿すべき と 思 ふ 所に、 菜なん ど E 印 をよ くして 置し 場所へ 立歸り 臥す， 元より 寒； (CP 

堪が たければ、 木の 枝 を 折 來て火 を 焚く、 夜と 俱 にあたり， 糧は燒 餅、 叉 は 煎 物、 飯 を 持つ 者 は 能燒て 

肌に 付たり、 火 を 通さ る 物 は、 凍て 食 ひ 難し、 尤水 なき 場に て渴飮 すれば、 其 所 を 究め、 印 を 立 mil お 

なり、 斯て夜 明て 下山し、 午 時 過て 麓に 着く、 六十 人の 內、 十九 歳に 成る.^ 氣の ii;,: 者、 人に 勝れて 元氣 

健 成しが、 麓に 於て 氣分不 勝、 途中に て 死、 叉 SI 十 歳計の 男 一 人、 山に 醉て Hr: 體 なかり しが、 是 は 四 五 

日惱 みて 快氣 せりと 云、 按 るに 此若男 は、 血氣に 任せて 自ら 根 氣を失 ひしな り、 都て 斯る 高山に 登る に 
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  三 七 八 

心强氣 なる は惡 し、 專ら 氣を 丹田に よく 治て、 平氣 にして 少も 急がす 登る がよ し、 是 峻嶺に 登る の 1 

法な り、 山に 醉 こと は 間々 あると なり、 それ は 元氣薄 きに よれり、 15- に 角に 一 氣 臍下に 凝然 たれば、 山 

に醉こ ともなく、 叉靈異 ある もよ く 正 敷觀る 事な り、 御嶽山 權現 (土人 は 御嶽と 云) は 世に 知る 鍵 山な 

り、 麓に 社家 有り 寺 あり、 六月 十二 日 十三 日祭禮 なり、 近擲の 男女 群參 す、 此日 五穀 成就の 祈禱、 大般 

若轉讀 勤行な り、 御山 禪定 は、 百日 精進せ すして は、 上り 得す、 其 間 は 行 場に 入て 修行 をな す、 晝 夜光 

明 眞言 を 誦し、 水垢離 をと るな り、 其 料金 三 兩ニ歩 百日の 間の 行 用と す、 如斯 なれば、 輕賤の 者 は 登り 

得す、 生涯 大切の 旨 願なら ねば、 籠らす となり 頂上に 至る 事、 一 里 半、 大日 如來を 安置せ りと かや、 

社家 は 御祭 日祌 前にて 秩祝辭 を 中、 此兩日 市 をな して 賑ひ 夥しと なり 信 州に て は、 此兩 山錄て 目に 立な 

り、 御嶽 は 北に 在り、 駒 か 岳 は 南に 在り、 叉 東南に 惠 那が嶽 とて 高山 有り、 土俗 云、 此 山の 神 は、 ^勢 

大祌宫 御母祌 なれば、 二十 一年 毎の 御 遷宮に は 必御柱 木は此 山より 出るな りと いふ、 册尊を 祭 奉る にや 

然 らば 惠 那が嶽 は、 胞衣 嶽成 べし (友人 塘雨 今年 東行して 文の 便りに 書 登せ る を 爱に拾 ふ) 
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長崎實 記拔萃 一 

〇 第 一 長 崎 開基 

西 海道 九州 肥 前 國彼袢 郡長 崎、 元 名 深 江 浦と 云、 其 地 極 西の 邊僻 にて、 往昔 世に 知人 稀なる 故、 古代の 

事 分明に 傅來 なし、 一書に 古代 璦杵 m 津深津 江と 云し. H 見えたり、 又此 地元の 名 玉の 浦と 云 ひ、 廣人瓊 

浦と 稱す、 兹に 年来の 舊記、 古老の 傳語を 校合す るに、 むかし 長 崎 小 太郞、 戶町藤 次郞、 千 綿 太郞、 時 

津浦上 小 太夫、 是 等の 武士 兵亂を 避て、 此邊に 流 T ぶし、 鄕民 等を懷 け、 自ら 其 所の 領主 地頭の 如く 成て 

より、 農夫 漁 機の 者、 他方に て 長 崎お と云慣 し、 遂に 此 地の 名と 成しな り、 

其蜩 ！！：、 此年曆 不知、 若 は北條 執政の 末、 元弘の 頃、 北條の 家の 執事 長崎圓 喜が 子孫、 鎌倉沒 落の 後 

此 處に愿 住た る歟、 

此 小太郞 十代の 孫、 左 馬 助、 實子 なく、 有 馬 左 衞門直 純の 三男 を 養子と し、 ii- 馬 助と 號す、 其 子 甚左衞 

門 (妻女 大 村民 部少輔 純忠 女) 天文 年中 將軍義 輝 公の 命 に^く 事 有て、 長 崎 を 立 退、 筑 後に 流 落す、 共 時 

此地 を大村 家に 賜と 云云 (甚 左衞 門事緣 者た ろに 仍り大 村へ 退 居す とも 云) 

定雄 • 曰、 瓚の訓 いか 緩なる べし、 津は助 語 敷、 瓊杵^ 深 江と 云なる べし、 按 るに 丸 州に 件の 字 を 多 

く m ふ、 天孫の 御名 を も瓊々 梓 尊と 號 奉る 故 ある 哉、 瓊は扠 共通す、 マ の訓誤 

  ミ七丸 


Ill 八 o 


ptsii 岸し、 襲き、 lll^^u^^^ 

^P  Ki^^l-f  地 割 を始、 は w 原 町、 大村 町、 外 浦 町 平戶町 文 知 町 横.. -.ii 町の 六 

ME^^^.  HI 下町 等 出来し、 二十 擎 I て 2f ば： 

、町ノ r 人 こよ 高木 勘右 衞， 後菌 太郞、 高體 郞禱、 高木 新 七 町き S 秦.. 庵 吉 

^;iii、 ぉ_5「山本霊衞門等なり (此內高木高島|町田四人町$とな：：)、 

§i ^願 セ、 彼！ f 鍵に 裏 f 相 付け、 切支丹の 邪法 を 雷し、 & £さ 破 J し" の 

SJSilr"" り 御 老中へ I をな せし 趣 御 聞に 達し、 不塗 極な りと m 人 共 |追立 られ ^ 

天 速 共 は 早々 可 令歸國 旨、 則 藤 堂 佐 渡 守 を 差遣され、 御 定目を 立 給 ふ 

1 切支^^ょり邪法を投ける、 甚^ 不可^ 事  C 

USSSJi 門 ぽし、 种矿 f 打破ら せ、 前以 未聞 ま、 國郡 在所 知行 下 候儀 

^00,^ 天下より Q 御法度 相 守、 霞 可 s 魔、 了と し 511 に I、 

-rp^o^sT. 志 旦那 を 持 候 はんと 11 處、 如 右 曰 域の 佛法を 打 に 候 ^ 

i^i^irr に は 11 敷 i、 今 曰より 二十 曰 6 問に I 仕 可令歸 I、 其內 T 徙連 

こ 下 BE 輩き 掛 4^ 者 あらば、 可爲 曲事 臉事" 

1 n^^,^^. 离" きの 事 二 ^H、  l^m^, 年月 を經、 諸事 賫買可 仕事、 

^^^H^^il 何 にても 切支丹 國 より 往來不 Ifil 

天 正 十五 年 


餮  m 


同 十六 戊 子年、 寺 澤志摩 守 藤 堂 佐 渡 守 兩人被 差 越、 長 崎 御料地に 被 仰 付 旨、 重て 御 條目を 被 仰 出、 爲 i: 

代官 鍋 島 飛驛 守に 長 崎 御 預被成 置 候、 

定 

I 當所 御料 所に 被 仰 付 上 は、 非 分の 儀 有 之 間 敷 事、 ， 

1 有 祥の御 公 物納 所 申 上 迄、 横 役 不可 有 之の 事、 

附地子 は 得 ト： 意 可 免 之、 

1 當 所の 儀此兩 人に 被 仰 付 候 間、 爲代宫 鍋 島 飛 驛守預 置 候 間 何れも 可 得 其 意 候 事、 j 

1 黑 船の 儀 如 前々 たるべき の 間、 地下 人 令 馳走 當 所へ 可 相 付 候 事、 

I 自然 下と して 不謂儀 申 掛候者 有 之 候 共、 一切 承引 仕 間 敷 事、 

右の 旨 相 背 輩 於 有 之 は、 急 度兩人 方へ 可 申 越、 堅く 可 申 付 者 也仍如 件、 

天 正 十六 年 五月 十八 日  戶田 民部少 輔勝陳 

淺野 iS 正 少弼長 政 

黑船御 制 禁は是 より 遙 後の 事な.^ 

1 同年 長 崎 町中へ 地 子 御免 許の 御朱印 下賜、 是 より 毎年 長 崎 町中より、 年始の 御 禮に參 上す、 

長 崎へ 黑船 先々 の 如く 相 着し 可 致 商賣、 幷當津 地 子の 事 被 成 御免 除畢、 猶淺野 彈 正 少弼戶 田 民 部少輔 

可 申 者 也、 

天 正 十六 閏 五月 十五 日 

長 崎總町 

1 文 S 元 壬 辰年 寺 澤志摩 守 始て長 崎 奉行 被 仰 付、 其 後 唐 津城地 拜領、 家老 武頭 等差 置る、 

1 天 正文 祿の 頃より、 京 棑長崎 商人 共、 御朱印 賜商賣 として、 

.  三 八 一 


三 八 二 


翁 一 
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. ；^、 S 、東 導 太 泥、 霞、 尋 呂宋、 ァ阿ま 等に 渡海 御免な り、 寬 永士韋 、 § 日本よ 

り 異國渡海 一切 御 禁制 (此問 元 四十き M) 寸 I 安と て、 ，より 墓 に 来り 居て、 頭 人 方に 出入 

『の 儀 御 S 上し かば、 御 代官の 仰 春ぬ、 sd^u 

is  國す、 然して 廿き 過て 末 次 平 蔵と I の 事 有て、 iHg. 於 江戶！ も 

目 こ歸 伏せし 事 露顯に 付、 霞に 流刑 被 仰 S  、柬 安密 に 船 を 仕 立 沖 中に 

"平 4 子 を S  "St 置 S 大阪 御陣の 時、 ill  i^^H^^ 

"か S 摘 nsr-i なし、 直に 江戶 にて 御 仕 置被 仰 付、 長 崎に ぁる讓 とも、 悉 I せらる" 

然 に延|丙| 一代 目に 至り、 罪 有て 父子 隱岐國 に 流刑 せらる (奥 

^piifl 向後 長 崎 一方に 着船 をすべし、 他方 渡海 御 停止、 

條堅 spi 之 は、 I 其船幷船主共に靈可 申， 

1 儀 へ 渡 集 仕、 曰 本人 I は、 死罪 可 申 付 事、 

1 切支丹 I 有 之 所 は、 從兩人 可 被遂靈 事、 

一 HIT.  戸へ 言上 候 sg、 番船 I、 此 以前の 如く 大 村へ 可 申 I,  I 


草  翁 


I 伴天連 法弘 めに、 南 蠻人其 外惡 名の 者 有 之 時 は- 小 前の 大 村の 籠に 可 入 置峯、 

1 伴天連の 儀、 船中 迄改 入念 可. &付 事、 

1 南蠻人 子孫 日本に 不殘 置、 詳に 堅く 可 申 付 事、 若 令 違背 殘置於 有 之 は、 其 者 は 死罪、 一類の 者 科の 輕 

重に より 可 申 付 事、 

1 南 蠻人長 崎に て 持 候 子、 幷 右の子 供の 內、 養子に 仕 埃の 父母 等 悉雖爲 死罪、 身命 を 助、 南蠻 人へ 被 遣 

候 間、 自然 彼 者 共の 內 重て 日本へ 來羧、 叉 は 書 通 於 有 之 は、 日本 は 勿論 死罪 親類 巳 下迄隨 科の 輕重可 

申 付 事 

1 諸 色 一 所に 買 取 候 儀、 停止の 事、 

1 武士の 面々 出 長 崎、 異國^ に は 荷物 唐人より 買 取 候 儀 停止の 事、 

1 異國 船の 荷物 書 迄、 江戶 へ 注進 賣買可 申 付 事、 

I 異國 船に 積 來候白 系 直 段 を 立 候に、 殘 H ケ所其 外 書付の 所 割符 可 遣 事、 

1 糸の 外 諸 色の 儀、 糸の 直 段 極 候ての 上相對 次第 可 仕、 但唐 船と 小船の 事に 候 間、 見 計 可 申 付 事、 

附 荷物の 代物 直 段 立 候ての 上、 可爲 二十 切 事、 

1 異國船 戾りは 九月 二十日 切、 若 遲來船 は 着 候て 五十 日 切、 但廢船 は 見 計、 かりうた より 少 跡に 出船 可 

申 付 事、 

1 異國船 寶殘の 荷物 預け 置 候 儀 も、 又 預り候 儀も亭 止の 事、 

1 五ケ所 總 代の 者、 長 畸着候 儀可爲 長月 五日 切、 夫より 遲く參 ま、 者 割符 を は づし可 申 付 事、 

1 平 戶へ着 候 船 も、 長 崎に て 直 段 立 候 はん 以前に、 寶買 停止の 事、 

以上 

寬永 十三 年 五月 十 丸 日  e 賀  守 
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大 讃伊豊 
坎 岐 豆 後 
頭 守 守 守 


三 八 四 


榊 原 飛 驛守殿 

馬場 三 郞左衞 門 殿 

1 寬永 十八 年 辛 巳年、 阿蘭陀 船是迄 三十 三ケ 年平戶 に往來 の處、 向後 長 崎 港に 可 令 着船 3 曰 被 仰 渡 候， 長 

崎 奉行 始、 寺 澤志摩 守廣高 (文緣 元年より 慶長七 年まで) 

1 同年 八月 筑前 城主 松 平 右衛門佐 忠之、 蒙 上意、 西 泊 戶町兩 所 御 番所 建 之、 翌壬 午年 肥 前 城キ： 鍋 島 信 濃 守 

勝 茂 も、 蒙 上意 御 番所 隔年 勤 (每 四月 交代) 

一 承 應ニ癸 巳年、 平 戸城の 松 浦 肥 前 守 信義、 上意 當 港に 南 蠻船、 其 外黑船 渡來、 依 御 下知 可被擊 沈の 支 

度、 異國 船乘入 左右の 邊港內 に三ケ 所、 港外 四ケ 所、 各地 形 七 八 尺 入 五 間 橫七八 間に 築 立、 石火矢 

薹 都合 七ケ所 修造、 

一番 大多越 二番 女祌  三番 祌崎  四番 白綺 

本の ま V 

五番 高鋅  六番 長刀 岩 七番 陰の 庵 

1 寬永 十六 己 卯年より、 爲 上意 肥 後 城主 細 川 越 中守忠 利、 御用 番船ニ 艘被差 出 (四十 挺 立 船 一艘 ニト挺 

立 船 一艘) 同 十五 年 南 蠻！, g 渡海 一切 御 制 禁被仰 付處、 翌年 爲 御免の 願 令 入津に 付、 卽刻被 追 返 候、 又 

翌年 爲願今 11^5 船 江" お- S の 上、 蠻人共 は 斬罪、 本船 は 燒捨、 仍、 重て 蠻船令 入津 は 急 度 可 被 擊沈匕 2 なり 

正 保 四 年 南 蠻船着 津の節 * 諸 大名 長 崎 表へ 發向 以後、 十四 ケ 所より 長 崎に 間 役 碑 乾 置、 
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內六ケ 所 (筑 前對 馬) (紬川 小 倉) (佐賀 平戶) 常勤 

八ケ所 (五ケ 月) (鹿兒 島島 原) (荻 唐津) (久 留米大 村) (柳 川 五島) 

1 寬永 十五 戊 寅年 三月 島 原 一 揆 征伐 後、 松 平 伊豆守 長 崎 見 分 有、 野 母 日 野山權 現より、 西南の 大洋 一 fra 

に 見渡し なれば、 番所 を 建、 異國 船見掛 次第 奉行所へ 注進す、 同 十八 年 紅毛 船當港 入津 御免 後、 人 船 

見掛 次第、 即刻 飛 船 を 以て 長 崎へ 注進す、 又 不時の 急 を 吿ん爲 に、 狼煙の 番所 建 (野 母港 口 迄 海上 七 

里 陸地 も 同數) 

锋 火山 は (長 崎 新 大工 町より 二 本 杉 迄 二 丁 四十 間、 二 本 杉より 山上の 番所 迄 十五 丁 二十 問. 番所より 

竈 所 迄 四 丁、 山上に 土石 を以、 竈 所の 如く 築 立、 一 ケ所 あり 火 を 入る 口 有、 燒柴は 馬場 村 庄屋 方に 预 

り、 不時に 持 運ぶ 支度 有、 小瀨戶 浦の 山上に 番所 を 建、 野 母より 飛 船 注進 尤 延引、 依て 野 母に 紅毛 船 

入津 相圃を 立、 小 粥 戶に寫 し、 小瀬戶 より 又 十 善 寺 村 海 邊に受 て、 上筑 後町へ 又 寫し御 役所へ 注進す^ 

元綠元 戊辰 年 十 善 寺 村 山手に 遠見 番ー 一十 人 被 差 置、 

遠見 番 入念 紅毛 船 入津 出帆 早速 注進 可 仕事、 

唐 船 入津 向後 紅毛 船 同前 可 致 注進 事、 

不班成 船 見出 候 は 卽刻長 崎 表 へ 可 致 注進 事、 

唐 船 入津 歸帆 とも 日本 船 近寄 候 は^、 早速 乘付 相改、 不審 成 儀 候 は^ 差留長 崎へ 注進 可 仕事、 

又廚船 入津 歸帆 とも 繁船有 之 候 節 は、 夜 過り 可 仕事、 

正 保 四 丁亥 年、 唐津 城主 寺 澤兵庫 頭 堅 高 相績の 嗣子 無 之、 家筋 斷 絶す、 仍兵庫 頭 所持 船の 內 五艘 被 召 上 

御船 藏を被 建 召 置る、 

1 孔雀 丸 六十 闪 挺 立 (幕 赤地 白紋其 外黑筋 幕) 一 龍王 丸 五十 挺 立 一 雪寵丸 四十 1 一挺 立 

1 鸞鳳丸 八挺 立  一 無名 八挺 立  一 獅子 王 丸 四十 六 挺 立 (生 駒 壹岐守 船な りし) 
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1 南京 造 (慶 安元 年 南京 忠左衞 門 造 之)  一 麟丸 十六 挺 立 一 小 瞻丸同 (此 1 一艘 は 末 次 

平藏 改易に 被 召 上) 一 五 ッ入子 箱船  一 水中 船 &-硏 船 あり) (鐵砲 四十 五挺內 一 挺 紅毛 

造 五重の 樓 一組) 

1 寬永十 一 年 九月 識訪社 御 神事 始、 波戶 御旅 所と なる、 

1 元祿 十二 己 卯年 七月 御 奉書 到來、 向後 內町外 町の 差刖 なく、 諸 公役 諸 配分 銀 高 I 切可爲 平均 112 被 仰 付 

依 之內外 名目 相 止 八十 町になる、 

1 明 和 二 年數ハ 牛來建 置れ し 漢文の 制札、 唐人 屋敷 制札 場に 有 之、 二重に 相 成 候に 付、 此 制札 を 除る、 

禁制  肥 前 國長崎 

1 伴 天 連日 本 へ 乘渡 事、 一 日本の 武具 異國 へ 持 渡 事、 一 日本人 異國 へ 渡海の 事、 

附 日本 住宅の 異國人 同前の 事、 

右の 條々 於 違犯 之 族 は 速 可 被 處嚴科 者 也 仍 下知 如 件、 

貞享四 年 十二月  奉  行 

論 唐 諸人 

1 耶蘇 邪 徒 (蠻俗 同 天主 敎) 以罪惡 深 重 故、 其駕 舶所來 者、 先年 悉皆 斬戮、 且其徒 自阿鰯 港發泊 渡海 之 

事旣 停止 之、 自今 以後 唐 船 若 載 彼 徒來則 速、 載 其 身、 而 同船 者亦當 伏誅、 但縱雖 同船 者、 吿而不 匿 則 

赦之、 可 褒賞 事， 

1 耶蘇 邪 徒 之 書札 幷贈寄 之 物 潜 藏齎來 於 日本 則 必須 誅之、 若 有 違犯 而來 者、 速可吿 訴焉、 猶 有匿而 不言 

者 其 罪 同前 條事、 

1 以重 賄密載 耶蘇 之 徒 子 船底 而來、 則 速 可吿之 ■ 然則宥 其咎、 且其賞 賜 可 倍 於 彼 重 賄 事、 

右 所定 三 章 如此、 一 ^"船 諸 商 客皆宜 承知 必勿違 失、 


0 
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1 異國 住宅の 日本人 於歸期 は、 不可 や ■ 

1 請 人 無 之 者に 家 を賣、 幷宿 借べ から- る 事 • 

1 異國 人の 物 を 買、 銀 子 不可 致遲々 事、 

1 似せ 銀 吹 出す まじき 事、 

1 喧嘩 口論 止の 事、 一 博 突 一 切 停止の 事、 

備後 加賀 


貞享四 年 十二  H?  奉  行 

定 

1 伴天連 入- t^、 總て 切支丹 宗門の 族 不隱置 事、 

1 人賫買 停止たり、 但 年季奉公 人十ケ 年に 可 限 事、 

附主 人前 背來者 不可 抱 置 事、 

1 武士の 面々 異國 手前より、 直 買物 停止の 事、 

1 振賨に 來物兩 隣に 見せす して、 不可 買 事、 

1 分銅 幷 1& の 類、 後藤 寫の外 取 遣り 不可 致 事、 

右の 條々 違犯の 輩 於 有 之 者 • 可 被 處嚴科 者 也、 

卯 十月 

條々 

1 伴天連 幷 切支丹 宗門の 族、 異國 より 日本へ 渡海の 沙汰、 近 來無之 間、 自然 相 忍 差 渡 儀 可 有 之 ler 

1 先年 異國へ 被 差 渡の 南蠻人 子供 伴天連に 可： y 立 企 有 之 由、 此已前 渡海 伴天連 共 申 候條、 今程 漸 伴天連 

に 可成の 間、 日本 船 を 送. os、 日本人の 姿 を まなび、 日本の 詞遣ひ 相 渡 候 儀 可 有 之 事、 

1 異國 船近來 四季と もに、 渡海 自由た るの 間、 浦々 の 儀 は不及 巾、 在々 所々 に 至 迄、 常々 無 油 斷心を 付 

見出し 閒出可 申、 縱彼 宗門たり とい ふと も、 於 申出 は 其咎を 免し、 御 褒美の 上、 乘 渡船 荷物 共 可 被 下 

之、 萬 ー隱置 後日に 伴天連 又は 同類の 顰等捕 之、 拷問の 上 は 其隱れ 不可 有 之問不 申出 之 相隱候 輩の 儀 

は不及 申、 其 一 類 又は 其 品に より、 一 在 听の者 迄、 急 度可爲 曲事 事、 

右の 條々 海上 見渡 所の 番の^ 共 は 勿論、 獵 船の 輩 其 外の 者に 至 迄、 念 を 入 見出し 間 出し 奉行所へ 可 申出 

者 也、 仍 下知 如 件、  . . 
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卯 十月  備後 加賀 

條々 

1 異國 船より 拔荷を 買 取 候 金 元 を 致 人 を 雇 候て、 拔荷仕 候 者 有 之 由 相 聞え 候 間、 彼 族 を 訴人 於 仕 候 は、 

吟味の 上、 金 元 仕 候 者の 金銀 米錢 家財 等 迄 不殘可 被 下 候 事、 

1 拔荷仕 候 を、 同類の 內 より 召 捕へ、 或は 訴人 仕 候 者に は、 右の 荷物 御 褒美と して 可 被 下 事、 

1 唐人と 拔買を 申 合、 又は 右の 立會の 取次 を 致し、 或は 拔 荷物 仕 棚た る 者、 幷拔 荷物に 雇れ、 或は 其 事 

に携候 者の 事 於 訴人 仕 は、 急 度 稗 褒美 可 被 下、 縱爲 同類と いふ 共、 其 科 を ゆるし、 賃釵禮 銀に 申 合 候 

員數 一 倍 可 被 下 事、 

附、 唯今 迄 拔荷仕 候 者の 宿いた し、 或は 拔取候 荷物 預り 置の 者、 或は 手 合 仕 候 者たり とい ふと も 

訴人 仕 候 は i -、 是又其 科 を ゆるし、 御 褒美 下され 候 事、 右 同前た るべき 事、 

右の 條々 急 度 可 相 守 之、 若 乍 存隱置 * 外より 令露顯 は、 其 科 本人 可爲 同前 者 也、 

正德四 年 八月  奉  行 

慶長九 甲 辰年、 糸 割符 商 賨相始 り、 承 應三甲 午年 迄 五十 餘 年相續 の處、 明 曆元乙 未年 商人 等 難-おの 事 有 

之に 付、 割符 商 賣被令 破 却、 市 法商賣 となれ り、 江戸 京大 阪魏長 崎 五ケ所の 役人 共、 會所は 初 本 博 多 町 

に 有 之處、 延寶三 乙 卯 ハ牛八 }C 町に 有 之、 七ケ 所の 屋敷 地に 被 移 之、 巿法會 所と 稱、 貞享元 5. 子年 迄 三十 

年、 糸 割符 斷 絶の 處、 贞享ニ 年 異國商 賫銀高 員 數相定 に 付、 巿法 商寶和 止、 准 古格 糸 割符 再興、 是 より 

元綠十 一 寅年より、 長崎總 勘定 所と 成、 仍、 長崎會 所と 稱す、 

正 一位 • 識訪三 所 大明祌 社 は、 勸請 不詳、 元龜天 正の 頃、 南 蠻人此 地に 着船し、 種々 方術 を 以て、 諸人に 

切支丹の 邪法 を授 しかば、 愚民 共 彼 邪敎に 深く 入て、 遂に 長 畸境內 の 社 地、 悉く 破 却、 蠻國の 邪 祠を造 

立し、 恣に橫 行す、 于時肥 前 佐 嘉靑木 氏、 金 重 院堅淸 とい ふ 者、 修驗道 を 勤行せ るに 高驗 有.^、 或 人 長 


翁 


崎 耶蘇 宗門に 勤め、 祌社を 敗 壊し、 暴惡 勇猛な りと 聞て 大に忿 激を發 し、 元 和 九 年 此に來 り、 宿 を 求れ 

ど應 許す る 者な し、 適々 西 山村. H 留孫 左衞門 一 家祌 道に 志 有と 間て、 彼 地に 行き 談論し、 又 前代の 祌 主の 

末葉 九 郞左衞 門、 大 村に 退 居せ し を も、 かたら ひ、 京都に 登り、 吉 田兼英 卿に 謁し、 神主より； t: 社譲戕 

を 以て 願ひ訴 ふ、 御 容許を 乞 ひ 得て、 寬永 元年 七月 御 奉行 長 谷川 氏に 社 地 を 願 ふ、 翌年 長 谷川 氏 歸狩有 

て、 代官 末 次 平 蔵に 下知 有て、 今の 地 を 賜 ひ、 夫より 御社 再興 有り、 同 十一 年 九月 七日 遷座、 總町々 よ 

り 先 供 を 相 勤て、 諸藝 をな し、 御旅 所に 着座、 九日 遷御湯 立、 流鏑馬 御祭 禮、 十二 日、 於祌 前猿樂 興行 

(例年 初 番報訪 とい ふ 能 あり) 

聖堂 は 正 保 四 丁 未年 向井 元 升以順 創建、 正 德ニ年 在津の 唐人 拜禮の 儀 相 願、 毎年 釋奠の 日參詣 し、 三 跪 

九 叩頭の 禮を 行、 

の 森 天 滿宮寬 永 三 丙 寅年 建、 

〇 黃藥山 僧 歷任略 

嚴有院 殿御 在世の 御 時、 承應 元年に、 古昔 足 利 家の 例に 准せられ、 日 域に 禪刹 一字 創建し 給 ひ、 唐國ょ 

り道德 優長の 僭 を 住持せ しむべき 旨 台 命 有て、 長 崎 興 福 寺 住持 逸然 方より、 唐國 1^ 山寺 費 隱和尙 の法嗣 

福 州 府黄檗 山の 住職 隱元 和尙請 待の 俵 を 搏 三 申入ら る、 則 許諾 有て、 同 三年 七月 長 崎 輿 福 寺へ 到着 有し 

依て 明曆 元年 城 州 宇治 郡 大和 田の 地に 一 寺 創立 有 之、 隱 元和尙 開基の 初 祖被仰 付、 黄 檗山萬 福 寺と 稱す 

此 後長 崎 三ケ寺 在住す る 中に、 德義 有る 儈を 撰て、 代々 繼席 せしめら るべき 旨 仰 渡さる、 

開山 隱元 埼禪師 (明曆 元年 開祖」 承 應三甲 午年 渡海 長 it 興 福 寺に 着院、 翌年 宇治に 開基たり、 大光 

普 照 國師と •  稱號、 疃 侍ニト 人、 せ： ハ内大 眉 獨言獨 知獨湛 獨吼獨 立良演 唯一 垣修 無上の 十ん は 始終 陪侍せ 

り、 良 群 獨痴誠 善 宗範惟 聽惟滿 元 福 十 u 石 良 哉の 十 僧 は 翌年 歸唐、 

二世 木 薬 瓊禪師 (寬文 元年 糖 席) 明 曆元乙 未年 渡海、 長 崎 ii 濟 寺に 在住せ り、 萬 治 三 庚 子年 攝州普 
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門 寺に 移轉 し、 寬文元 辛 丑年 黃檗山 二世の 繼席、 

1 二世 惠林 機禪師 隠元 渡海の 初より 隨侍 初の 名獨 知と 云、 

隱元 に隨 侍たり、 

寛 文 元年 渡海 id に 本山 登り、 第 £ 世の 繼 席と 成る、 但惠 門の 弟子な. 


四 世獨满 瑩禪師 

五世 高 泉 敦禪師 

元の 弟子な り、 

六 世千默 安禪師 

七 世悅山 宗禪師 

八 世悅祟 章禪師 

九 世靈源 脉禪師 

十 世 旭 如 蓮禪師 

十 一 世獨文 炳輝師 

十二 世呆堂 昶禪師 

十三 世竺 5« 印禪師 


惠門 は又隱 


萬 治 三 庚 子年 渡海、 長 崎 崇福寺 第二 代と 成る、 元 祿八乙 亥ハヰ 宇治に 登る、 

寬文 年中 木 if に隨 侍す、 寬永 1 一 乙 酉年 轉位、 

寅享 三^ 寅年 渡海、 崎陽 興 福 寺 第三 世と 成ろ、 寳永四 丁亥 年 宇治に 移轉、 

元 祿六癸 酉年 渡海、 長 崎崇幅 寺に 在住し、 享保元 丙 巾 年 宇治に 轉位、 

正 德元辛 卯年 渡海、 輿 幅. 1^1- に 在院、 享保ニ 丁酉 年黄檗 山に 登る、 

元 祿六癸 酉年 渡海、 福 一 S 寺 第五 世 也、 保 五 庚 子年 宇治 nir 

享保六 辛 丑年 渡海、 與福寺 第 六 世に て 同 七 年黄檗 山へ 轉移、 

享保八 癸 卯年 渡海、 輿 幅 寺 第 七 世たり、 同 十九 年 甲 寅に 黃樂 登山、 

十四 世 和 僧龍統 楝禪師 生緣阿 州の 人、 長 門國東 光寺 住持たり、 元 文 五 庚申 年 黄檗山 柊轉、 

十五 世 大鹏鎞 ^師 享保七 壬 寅年 渡海、 福 濟寺第 七 世な り、 延享元 甲子 年黄檗 山に 轉院、 寬延 戊 一:^ 

ハ牛伏 見 保 Jit 院に 退、 

十六 世 和 僧 fc 痴拙 ft 師 奥州 仙 臺の產 江戶深 川 海 福 寺： iH 持たり、 寬延元 戊辰 年黃樂 山に 登、 

十七 世祖眼 明輝師 江 州彥 根の 產江府 白銀 臺瑞聖 寺の 住持と して 寳戌四 甲 戌年 宇治に 登第、 

十八 世大鹏 覦禪師 (再 住) 伏 見 退隱 の處、 依 上意、 竇唇七 丁 丑年 再 席 なり、 

元鵡天 正の 顷、 蠻人 邪宗 を勸て 諸人 を 惑し、 剩、 祌社佛 寺 一 宇も殘 さ. - •. . 市中に 神せ：： 修驗情 尼の 


ず-  m 


asi ，すれ ぞ r お：：，：：： の 俗 民 種々 障碍 を なすこと 手に 難 及、 此頃筑 後 善導 寺の 弟子 聖譽 ナ丄 故と 云 僧 来り、 

衆人 惡 徒に 深 着せる 樣を憐 み 正； & におせ しめんと 志 けれど、 中々 に輕 から ざれば、 稻左鄉 村の 內に、 小 

庵 を 結び、 懇切に 淨 土の 法 門を敎 導す、 日 を 經て信 ^する^ 追々 數多 なり、 遂に 一 寺 を 造 立し 悟眞 寺と 

稱す、 M:,^ 長 崎に して 佛寺 再興の 始な り、 此に 先年 歐卒 宇と 云 長 崎 住居 を 免され し 唐人の 子孫、 稻 左方 六 

と 云 ふ *;、 化： tS 唐人 死亡の 時 埋葬すべき 地 を 願 ふ、 則稻佐 村の 內百間 四方の 地 を 給 ふより、 悟 眞寺を 

此に 建て、 唐 I や 王 共より、 緣銀 又は 寄進の 品 香華 料 等 を 寄たり、 然に元 祿の始 唐人 ，敷 を 建ら れ、 猥に 

出入 成が たければ、 禮 墳墓の 參詣成 かねてより、 唐の 三ケ 寺に 墓 を設、 又は 三ケ 寺の 僧 を 館內に 請て 

^養 をな す、 され ど 緣銀寄 防 經料を 贈る こと 始の 如し、 

勑賜： 雲 山 普 照 皓臺寺 (曹洞 派) 

最初 平戶 より 翁と 云 僭 開 創し、 笠 頭 山供泰 寺と いふ、 然るに 元 和 元年 肥 前 佐 賀玉林 寺 (勑願 所) 一 庭 

和尙 に、 勑 有て 南蠻邪 { 一： 小 門 長 崎に 滿 集す、 急ぎ 彼 地に 往向 ひ、 諸人 を 化 度すべき 由、 有難き 勒命を 蒙り 

泰寺 住職と 成て、 誠心 0 敎 導に 依て、 邪宗の 風俗 漸々 に 消散せ り、 又寬永 十五 年 島 原 一揆 征伐の 後、 

御代 宫鈴 木三郞 九郞、 天草. It. 勤の 砌- 當 寺の 一 庭 和 尙を請 じ、 天草 鄉の諸 民 を 正 法に 歸 せしめたり (後 

供 泰寺を 4" 臺 寺に 改) 

東 明 山 興 福 寺 (臨 濟派唐 僧 開場- 

元 和 六 年 僧】 M 圓 渡來、 此 地に 菴 居す、 其 頃 耶蘇 宗御制 禁嚴勵 なりし かば、 渡海の 唐人の 中、 天主、 耶蘇 

敎 信心の， ぜ 「おじ 來る風 閒專ら 成し かば、 南京 方の 船主 共相議 し、 唐 船人 津 最初、 ：大、 王敎 尊信せ ざる や 否 

の 事 を 穿髮を とげ、 且 海上 往來 平安の 祈 禱、 又は 先 亡 菩提 供養の 爲に、 此眞圓 を 開祖と し、 禪院造 立 致 

0H 奉行所へ 相 願、 此寺を 建て、 怫： t 幷嫡祖 堂 を 造 立し、 每船持 渡る 所の 佛 神の 像 を殘 さす、 寺內に 

預け、 住持 眞圆 を始、 專ら 吟味 を 第一 とす、 依て 南京 寺と 稱す、 寬永九 年 唐 儈如定 渡海 第二 席と 成り、 

ミ 九 I 


草 


  111 さ 一 

正 保 元年 逸然 渡海し 第三 世と 成り、 年々 山門 珈 藍造營 せり、 ；战年 三月 二十 三 R、 船 神 天后の 祭祀と して 

廒 人出 館し 參詣を 免 さる (三月 七月 九月 毎に 三ケ寺 輪番に 成て 勤な り) 其 後 福濟寺 崇輻寺 創建 有て、 三 

ケ寺 同格な り、  つ、 

中興 開山 隱元 和尙 なり、 

二 代 澄 一 明 庵 元年 渡海 在住 三十 五 年 心 越 延寳五 年渡來 以後 招請に て 水戶に 至、 惠雲 同年 渡 

來同 伊豫に 至、 

三代 悅峯  四 代 雷 音 (元 名 子嚴) 元祿六 年繼席 

聖壽山 崇福寺 (臨 濟派唐 僧 開場) 

寬永六 年 唐 僧 超然 渡海す、 其 頃 福 州 方の 船主 ども 相議 し、 去 元 和 六 年 南京 方に 輿 福 寺、 寬永五 年 漳州方 

に 福 濟寺開 創 有し 例に 準じ、 超然 を 住持と し、 禪院造 立 を 相 願、 免許に て 造 建し、 式 皆 二 寺と 同格な り、 

依 之 福 州 寺と 號す、 

開山 超然 寬永六 年 在住 十六 年  二 代 百 拙 正 保 三年 

三代 道 者 ^安四 年 

中興 開祖 即兆 (明曆 三年 渡來、 寬文 三年 黄檗 山に 登り、 翌年 豊前小 倉 小 笠 原 家の 招待、 福 聚寺開 創し 

同 八 年長 畸へ歸 住、 當 寺の 山門 唐國の 製作に して 彼國の 工匠 來て造 立せ り) 

分 紫 山 福濟寺 (臨濟 派) 市中に て は 漳州寺 

寬永五 年 唐 儈覺海 開祖な り、 興 福 寺 崇福寺 同格 同年な り、 

開基 覺海 寬永五 年渡來  重 興 開山 蘊謙 慶 安四 年 渡来 諸 伽藍 造營 

二 代 慈 岳 (明 暦 元年 渡來)  三代 東瀾 (延竇 元年 渡來) 

四 代喝浪 (元祿 七 年 渡來) 


開基 泰窒 建 仁 寺 先住 三 江の 弟子な. 


此 山上に 唐 通 事 東海 氏徐敬 雲墳募 あり、 墙 壁の 間に 花艸 の彫鏤 有て、 石 匠尤其 巧を盡 せ.，、 

一 si 山 聖福寺 (臨濟 派 黄檗末 山)  き、 

1 道 1 鐵心霧 S にて、 森に 隨仕嗣 法、 享保 十九 年 I 主 中.， g 上 安全の 養 寺に て、 章 五 巧 

十三 日 關帝祭 顧、 在津 唐人 當寺 參詣を 免され、 拜禮 をな す、  t き 5  j 


0 
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0 草 卷之百 六十 三 


長崎實 記拔萃 1 1 

〇 南蠻人 渡海 御 制 禁之部 

天文 十二 癸 卯年 八月 大隅國 種が 島の 內西 村と 云 所に、 南蠻船 一艘 來 着す、 土人 船中の 人物 奇怪 なれば、 

何國の 者に やと 問、 南蠻國 より 商寶 願に 依て、 渡海せ し 由、 则 陸に 上り、 數月返 留す、 常に 長 二三 尺なる 

小 筒に て、 鳥獸な 打取 食物と す、 此 地の 者 共、 其 擊様を 習 ひ 得て、 重寶 なる 物な りと て、 其 名 を重寳 と 

云ひ慣 せり、 其 後.^ き 鐵炮を 種が 島と も 云り、 此船 程なく 歸國 し、 翌年 又來 り、 此度は 細工 人 を 連 渡り 

鐵炮 造り 方 玉藥の 製法 等 を、 委細に 傳授 せり、 其 頃 棗 州 辦橘屋 又 三 郞と云 者 居 合て、 其 法の 秘密 を 習 ひ 

ぬ、 後年^に 鐵灼 しの 細工 人 多く 出来たり、 此後弘 治永祿 年中、 薩摩肥 後 肥 前 豊後豊 前、 所々 に蠻 船渡來 

て、 商賫に 事よ せ、 密に 切支丹の 邪宗 門を勸 む、 就. 豊後大 友宗麟 深く 此宗を 信 敬し、 城下 臼 件の 地に 

蠻船を 留め、 領內に 切支丹 寺 を 造 立せ しかば、 國 中の 男女 贵賤邪 敎に立 入け り、 又 肥 後 小 西 攝津守 行 長 

も 邪宗 鬥を 信じ、 領地 又同國 天草 其 外 肥 前 島原鄕 村の 者 多く 尊信し ければ、 寛 永年 中島 原 一揆せ しも 此 

故な り、 

元 龜元庚 午年 長 崎へ、 南 蠻船始 て 着岸せ り、 

中 IM が 島に 來着後 二十 八 年の sr 所々 に往來 しける が 此年此 地に、 來り 地勢 を考 見に、 四方より 


草  m 


サ おは； つ 3^.^ り. 屬ぉ C 鄭を K き， 海 is 深く して， .1^1 磚の 進退 自.^ なれば、 向後此 地 を 突り の 港 二 度な 

領 +H 大村 f:;- 專も願 ひけり、 然に 彼變人 ども. ー兀 より 邪 昝逞く 強欲 無道の 本 露に て、 表に は 商賫に 来る と 

し、 一 r 心に は 日本の 風土 萬 園に 勝れた ろ を 能 知て、 國 土 を 奪 ひとら しが 爲に、 謀計 を 以て 諸人に 金銀 

財 寳を與 へ、 恩惠を 施し 或は 奇怪の 妖術 をな して、 愚民 を 感服せ しめ、 機 を 見て 邪法 を敎 導せ しかば、 

各其宗 門 に歸 依す る者甚 し、 惡執染 着の 餘り、 1： 社佛 一宇ら 殘らャ 破 却し、 剩長 崎に 切支丹せ 數ケ所 

造 立し、 猶又 市中 鄉村 とも 寺領 にせん 事 を 願 ふといへ ども、 理專 承引な かりし を、 猶々 難題な 仕掛、 巧 

計を盡 せし かば、 理專 詮方な く 許容せ し 事に 成て、 此地を 彼 徒に 與 へたり、 是ょり 彼 S ホ大 に：^ ひ を 得て 

領主の 如く 仕 i_ は 等 を も 取 捌、 恣に 横行 をな し、 無法の 仕方 年月 を經て 猛 なりし、 

天 正 二 戊 年蠻國 より ウル カンテ レ ンと 云、 奇妙の 人物 渡り 來て、 信 長 公に 安土に 謁す、 儒お 刑 部-止 則諫 

一一 一一 口せ しか ども、 信 長 許諾な く、 京 四條坊 門に- 四 町 四方の 地を與 へ、 寺 領五千 貫 を 賜ぬ、 翌年 フラ テレ 

ハテ I ン、 コ リャソ イス 二人 を 頭と して、 数十 人 來り、 種々 の 珍 寳を捧 て、 又 彼 寺に 在住す、 斯て其 寺 

內 敎論說 法な ど 云 事な く、 洛中 洛外の 諸人. 或は 山野に 行 倒れ、 非人 乞食 等 を も 寺 中に 集め、 衣類 貪 物 

を與ハ 其 病症に 仍り、 內 外科の 方藥を 以て 平 澄せ しめ、 又 貧窮の 者 は、 妻子 迄 養 ひ 置、 其 慈悲 厚恩 を 

感 する 者、 幾千 萬 人と 云 事な し、 蠻人 云、 汝ら 難病 &r 苦す る 事 因果に よれり、 我 蠻國の 人民 は、 天帝の 

敎を 守る 故、 病苦 貧窮の 息 一 人 もな し、 汝ら 我敎を 信ぜば、 現世 後生と もに 安 穩快樂 を 得べ しと- き 

宗門の 唱 言を敎 へ、 奇異の 方術 を 見せければ、 愚 蒙の 者 ども 歸服 すろ 事 夥し、 年 を 經て三 好 松 永 高山 を 

始め、 大名 小名 地頭 代官 傾き 讓 く 信 長 是を聞 召、 總 じて 佛院は 信心の 擅 家の 謝 籠 禮物を もて、 其 敎を授 

る 習 ひなる に、 彼 寺は擯 家に 財物 を與 へて 法 を 勸るは 心得が たし- 叉 最初 日本に 渡り 來る は、 商 賣の爲 

と 聞し に、 却て 金銀 利 倍 を 求めす、 貧 病なる 者を惠 み、 許諾の 費を騰 はす、 千里の 海 を 凌ぎ 來り、 無益 

の 慈悲 を 施す 事、 更に 心 〔； S がた し、 荆部が 云け る詞 思ひ當 る、 彼 寺 を 破 却 せんと 忿激の 御 (力. 色 成し かど 
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國々 騷亂の 折 なれば、 猶豫 處に、 不慮に 明 智が爲 に 討れ 給 ひ 其 事 止に けり、 然るに 關 白秀告 公、 日本 

を： 世し 天 正 十五 年 朝鮮 陣の 頃、 筑前御 滞留の 中、 長 崎の 頭 人 共推參 し、 數人 南蠻人 邪法 を弘 て、 神社 

怫寺破 却し、 橫行 詞に述 がた き 皆 を 聞 召、 藤 堂 佐 渡 守 を 長 崎に 差遣され、 伴天連 共 早々 歸國可 令旨 被 仰 

渡、 翌 十六 年長 崎 を 御料に 被 仰 付、 御 代官 鍋 島飛彈 守に 仰 付ら る、 又 其 後の 仰に、 去る 弘安 年、 蒙古 韃 

子の 軍船 數千艘 にて 攻來 しさへ、 神社の 露驗 にて 兵卒 悉く 滅亡せ り、 然ば 曾て 恐る、 に 足ら ざれ ども、 

今國民 正) 迫 を 捨て、 邪法 を 信用 すれば、 後年 必國 の働亂 とならん、 急に 切支丹の 邪法 制禁 すべき 旨、 增 

田 右衛門 尉に、 士卒 千 餘人を 差 添 • 京. W 條に遣 はし、 伴天連 共を搦 取て、 長 崎に 渡らせ、 南蠻寺 を燒拂 

又畿內 を始、 諸國の 邪宗 信用す る. 者 を改耠 ふ、 文祿 三年に は 京大 阪に 隱れ 居た る、 伴天連 六 人 黨類ニ 4- 

餘人長 崎に 斬罪、 

慶長 十六 亥年 肥 後國八 代より、 僧 一 人駭^ に參 上し、 訴訟 を 願 ふ 者 有り、 某 は 肥 後 國小西 攝津守 造 立の 

切支丹 寺の 住儈 なり、 然に當 住僧 某に 〔體の 難題 を 申掛、 寺 を 追 出せり、 願く は 彼 僧 を 召れ、 是非 を 御 

礼 明 下 成されば、 御 忠節の 爲、 切支丹 宗の 極， 干； 意 を 言上 仕べき 由 申、 則 相手の 僧 駿府に 召 呼れ、 御 今 味 

の處、 相手の 僧 非 分な りし か. は、 罰せられ けり、 願の 僧 難 有く 奉存 て、 其、 干； 意 を 申 は、 南 蠻國王 己が 國 

五ケ 國の物 成 を當 て、 毎年 商船と 名 付、 金銀 財 寳綠物 器物 等 日本に 渡し、 諸人に 邪宗 を勸 べしと 年々 伴 

天 速入滿 方より 大帳を 作り、 何の 年 は 何千 何百 人を勸 入た る 由、 其 人 數に應 じて、 褒美の 品を與 ふ、 此 

方術 を 以て、 南海 〔呂 宋國 ビス パ ンャ 国と も、 如斯 して 初 は 僅 計の 地 を 借り、 寺 を 建て、 民 共 を 欺き 

遂に 其國を 奪取、 扨 奪し 國々 に は蠻國 より 守護 人 を 居 置、 共 他出 產の諸 物 金銀 等、 己が 得分と し、 三年 

目 に 其 諸 品 を本國 に 運送せ しむ る .S を 言 上 す、 

其 1 曰、 前卷に 記せし ヤヨ ウスと 云 俘 天 連が、 白狀の 趣此言 上に 等し、 同人 歟可 追考、 

叉 上 邊に 11 れ 居る 僭 徒 を 數多召 出され、 嚴く御 吟味に 及に、 僧が 詞に 符合し ければ、 急ぎ 畿內は 


翁 


草 一 


扳倉 伊賀 守、 西 國は山 崎 長 門 守に 仰 付ら れ、 奈 良！^ 京大 阪 等の 宗賊 は、 五條 河原に て 斬罪 有り、 若 邪宗 

を 捨て 正道に 歸 せる 者 は 轉と名 付て 助命 せらる、 

同 十八 年 大久保 石 見守 狂亂し 死す、 後、 諸國 金山 御 勘定に 莫大の 私欲 有ければ、 死 跡 悉く 點撿 有に、 寢 

間の 下より 二重 成る 石檑 出たり、 中に 一 つの 箱 有り、 蠻國へ 日本の 寳物 武具 等 を 渡した る 目錄、 又彼國 

より 責來 らしむべき 密書、 又 大名 旗本の 內 一 味 連判の 誓 書、 其 外 年々 切支丹 弘 りし 趣の 書 狀數通 出 けれ 

ば、 御 咎嚴敷 親類 緣 家の 者 罪科に 處 せらる、 又 何たる 仔細 も 安定に 知れす して：^ 亡せ し 大名 旗本 は、 大 

方 石 見守 一 味 連判せ しなり、 

同年 大久 保相模 守に 被 仰 付、 畿內中 國四國 の 所々 にて 召 捕、 其 地の 領主 地頭に 預 置れ し 邪宗の 者 共、 翌 

十九 年雨宮 權左衞 門 を、 長 崎に 遣され、 不殘 阿媽港へ 流刑 せらる、 右餘 人中に 高山 右近 (攝 州高槻 城主) 

内 藤 飛驛 (志 州 鳥 羽 城主) 兩 人に 正 法に 歸 すべき 由、 上意 有と いへ ども、 惡 執に 染 着し、 遂に 歸 正の 志 

なく、 下賤の 囚人と 成る、 

山 口 駿河守 長 崎に 建 置る 切支丹 寺 十一 ケ所 燒捨、 

元 和 三已年 紅毛 船洋 中に て、 唐 船 造の 舟に 行 逢し に、 伴天連と 思しき 者、 數 入見掛 しかば、 其 頃 は 紅毛 

平戶に 着船の 砌 なわば、 船 を引來 り、 松 浦 壹岐 守に 吿る、 急ぎ 長 崎に 申來、 長 谷川 權六平 戸に 行 向 ひ 

委く 吟味 有る に、 此船泉州^^常陳と云者、 呂宋 に商賣 として 相 渡る 船なる. H、 船中より 蠻國 文字の 書翰 

數通搜 し 出す、 平 戶通詞 森 助 右衛門に 和解 被 仰 付處、 日本に 隠れ 居る 伴 天 連 方へ 遣す 書狀 なり、 日本に 

於て 宗門に 歸 依の 者、 過半 有 之ば、 即刻に 注進すべし、 軍船 を 敷 多 指 遣 はすべき となり、 依 之 船中の 伴 

天 連 幷常陳 を 長 崎に て 太 刑せられ、 一 船の 者 殘らす 斬罪な り、 紅毛人に は 御 褒美 有け り、 

寛 永 七 午年 大阪 より 七十 餘 人の. 一 乙 食 を 長 崎へ 送來 る、 是は 宗門 改年々 嚴敷 故、 御 改下受 まじき 爲に 乞食 

とな^、 諸方に 隱れ 居た る を、 搜出皆 呂宋へ 流刑な り (但自 是已後 乞食 稳 多 共に 宗旨 改蹈鎗 せらる) 

ミ九七 
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寬永 十四 丑年 薩 摩より 蠻船  一！ 15 送來、 此船琉 球に 漂着、 彼 地に 有薩州 役. < "捕， zl、 艮. ^おにて 御ネ 1^ の處伴 

天 速 六 人 日本人 三人 忍び 來し 出. E 狀に 付、 禁獄 せらる、 

今度 切支丹 宗門 爲可 弘、 從彼 II 南 蠻人六 人 日本人 三人 就 差 越 候 松 平 薩摩守 領內捕 之、 遂穿8^^:Jr 右 

の 趣白狀 候、 然ば十 £ 蠻ん構 偽弘 宗門に 付て、 日本へ 渡海の 儀、 先年 被 停止 候、 其 砌被仰 出 候 物 進 

候、 被 守 書物 面の 通、 領內 浦々 能々 可 入念 旨 上意 候恐惶 謹言、 

八月 十四日  阿部 豊後 守 

松 平 扭豆守 

〇 九州 大名 屮 宛名 有 之 

長 崎 古川 町に 次 兵 衞と云 者、 邪宗 門なる 由 訴人 有り、 然に此 者 魔法 を覺ぇ けん、 目前に 有と いへ ども 兑 

失 ふ、 寬永 十二 年 出奔す、 仍て稠 く 御 詮議、 九州 所々 に 關所を 置き、 往來 切手な き 者 通さす、 同 十四 年 

六月 十五 日、 長崎村片淵肋右ゅ門と云者，\;^^人、 不意に 召 捕 斬罪す、 彼 者 常常 金 鍔の 脇差 指 たれば、 異名 

を 金 鍔と いへ り、 戶町御 地所の 西 山際 大 岩の 橫に 裂た る內に 隠れ 居たり と、 

寬永 十四 丑年 十月 島 原 切支丹 一 揆、 

(天 草四郞 太夫 時 貞ィ家 貞渡邊 小 左衞門 有江監 物) 三人 大將 たり、 

同 十六 卯年 蠻船 渡海 制禁、 又 町 巾に 諳尼 利亞 人の 種子 五十人 蠻國に 渡さる、 

同 十七 辰年 五月 十七 日蠻船 一艘 七十 四人乘 渡來、 渡海 御免 願 ふ、 六月 六日 江府 より 加々 爪 民 部 少輔差 越 

され、 去々 年以夾 渡海 御 制 禁嚴く 被 仰渡處 に、 又々 渡來 日本の 國法を 蔑 如す る 仕方、 罪科 甚輕 からす、 

不殘 死罪 可 被 仰 付けれ ど、 本國の 者に、 此旨吿 知すべき と圈を とらせ、 六十 1 人 切捨、 十三 人 助命 せら 

る 本船 は 積 荷金釵 等、 其 儘に て 燒扮、 叉 伴天連 五 人 日本人 二人 銀 二 貫目に て、 阿^港 船 を 借り、 薩州領 

內小甑^3の洞中に隱居けるを捕之、 不殘靳 罪せら る、 
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寬永 二十 未年 五月、 筑前梶 目の 大 島に、 小船 一艘 十 人乘組 陸に 上り 水 を 取、 其 形 月 代 を 剃、 日 木 風の 衣 

服 を 着し たれ 共、 眼 ざし 鼻の 高さ 常なら ざる 故、 所の 役 船に て 捕 へんと する に、 早く も 船 を 出し 逃 去 を 

追 懸て地 島と 云 所に て 捕 之、 領主 松 平 右衛門佐より、 長 崎に 渡さる、 吟味の 處、 邪宗 門勸 めんと 日本人 

の 形 を 似せた る 由白肽 す、 則 通 詞目明 仲 庵 を 相 添、 江戸に 送らる、 斯て 右の 者 共、 江戸へ 參 着し、 御詮 

議 の處、 非義を 悔み 可轉 旨願訴 ふ、 依 之 小 日向に 切支丹 尾 敷 を 立ら れ、 彼 者 ども 一 生牢 下しに 仰 付ら る 

此時 九州 諸 大名 中へ 奉 ** 有り、 

今度 筑州大 島へ 異國 より 伴天連 五 人い るまん 一 人 同宿 相 渡 候處、 松 平 右衛門佐^ 之 者 相改捕 之、 ^後 

右衛門佐 長 崎 奉行 山 崎 權八郞 所へ 追々 注進 之、 常々 入念 候 故、 小船 を 以て 密々 渡 候 を 早速 見出し 搦捕 

候儀御感心の|6^^に候- 然は 先年 被 仰 出 候 通、 於 領內海 h_ 見渡 所 不斷番 の 者 差 置、 彌無 油斷穿 藝 可 有 之 

旨 上意 候、 恐惶 謹言、 

五月 二十 九日  阿部 豊後 守 

松 平 伊豆守 

〇 九州 大名 中 名所 

正 保 四 亥年 六月 二十 g: 曰、 蠻 船ニ艘 入津す、 前々 の 通 渡海 御免の 願と して、 哥阿 圏と 云よりの 使者 船な 

り 

南蠻の 地の 名な り、 ^天 竺の近 方 紅毛人 ス ラァタ とい ふ、 意大里 亞國、 布 留都葛 sp.lr 諳尼利 亞國の 

者 ども、 rHH 木、 阿媽港、 哥 阿三 所の 地に 在留す となり、 

一艘 長 二十 八 問 横 七 問 深 八 問  石火矢 二十 四 梃 外より は， たる 分 

一艘 長 二十 四 間 深 四 間  石火矢 二十 二 挺 同斷  • 

使者の 名 n ン サン アル ホウ テシケ イラ デ サウナ 

 ，  ,  三 九九 
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哥阿國 主の 親類 成 由 


一人 トウル トテコ スタァ ホフ 

二 艘乘組 人數四 fn 五十六 人 

右 江 府へ言 上、 松 平筑前 守、 同 二十 八日 當 表着、 又 西國在 城の 大名 發向、 在府の 諸家 は 家老 物 頭 等、 數 

多 兵船 を 揃て 來着、 奉行 馬場 氏 云、 江府御 下知 無 之內、 若馳 出る 事 も あらば 無詮 事な りと て、 種々 評定 

有り、 港口 東西 女 祌男祌 と 云 岩 有り、 是に 大綱 を掛 引渡 >  數 fc 艘の船 を 並べ 鬚ぎ 合、 人馬 通路の なる ベ 

き樣に 船橋 を掛 渡し、 一一； 町 四十 ii 餘の所 陸の 如くし、 又 諸 所に 陣所を 構、 

筑前福 岡 城主 松 平 筑前守 陣所 西泊戶 町立 上飽浦 

(人 數ー萬 千 七 百 二十 人 內 四千 五 百 五十 餘人水 主) (船數 四百 五十 艘 內 六十 一艘 早 舟) 

肥 後 熊 本 城主 細 川 肥 後 守 陣所 外 木 鉢 舟橋 東 

(人 數ー萬 三百 人 內 四千 八 百 十六 人 水 主)  (船數 三百 二十 艘 內 八十 艘早 舟) 

肥 前佐賀 城主 鍋 島 信 濃 守 陣所 深 堀 高 鋅香燒 島 

(人 數八千 三百 五十人 內 三千 三百 五十人 水 主) (船數 三百 二十 一艘 內 三十 艘早 舟) 

上使 伊豫 松 山城 主 松 平 隱岐守 陣所 舟橋 東西 

(人 數六千 三百 十一 人 內 三千 六 百 五十人 水 主) (船數 九十 三艘 內 五十 四艘早 舟) 


上使 伊豫 今 治 城主 松 平 美 作 守 陣所 

(人 數千百 九十 人 內五百 六十 八 人 水 主) 

筑後柳 川 城主 立 花 左 近將監 陣所 

(人數 三千 八 百 七十 人 內八 k: 人 水 主) 

肥 前唐津 城主 ま 澤兵庫 頭 陣所 

(人數 三千 五 krrA 入 內六 百 八十 人 水 主) 


舟橋 束 西 

(船數 八十 艘 內十 一艘 早 舟) 

香 燒島後 

(船數 九十 艘 內ト 一艘 早 舟) 

同 木 鉢 

(船數 九十 艘 內 五十 艘早 舟) 


な  m 


平 部 部 
伊豊對 
豆 後 馬 
守 守 守 


豊前小 倉， 截主 小 笠 原 信 濃 守 陣所 

(人數 千 二百 七十 八/、 內 三百 五十人 水 主) 

肥 前大村 城主 大村丹 後 守 陣所 

(人 數ニ千 六 百 三 入 內千 二十 一 人 水 主) 

肥 前 島 原 城主 高 力 攝津守 陣所 

(人 數千五 百 人 內五百 三十 人 水 主) 

總人數 合 ， 五 萬 二百 二十 八 人  內 

船數合 千 五 百 八十 四艘  內 ， 


戶町大 浦 間 

(船數 八ト艘 內十 五艘 早 舟) 

大浦 長 崎 町外^ il^ 週り 

(船數 三十 艘 內十艘 早 舟) 

戶町邊  - 

(船數 三十 艘 內十 一艘 早 舟) 

一 萬 九 千 七 百 九十 五 人 水 主 

二百. 十八 艘早舟 


斯て 七月 二十 八日 上使 井上 筑後 守、 奉行 山 崎權八 郞當表 到着、 奉書 持參、 

一筆 令 啓上 候 里； 船長 崎 着津、 去 巧 二十 八 m 晚彼 地へ 被 相 越 候 從高カ 攝津守 日 根 野 辯 部 正 馬場 三郞 

左衞門 注進の 通、 及 上聞 候、 然ば 彼船爲 使者 渡海 其 上 無 異議 人 船 旁 以不及 行 死罪、 其 上 最前 長 崎 奉行 

中 迄 相 達 候 通、 遂 相談 彌被得 其 意 事 閑 成樣仕 ijg 可 有 旨 被 仰 付 候、 可 被 得 其 意 候、 恐惶 謹言、 

七月 十二 日  阿 

阿 

松 

松 平 筑前守 殿 

右の 御 書拜見 有、 則 奉行所より 通詞を 以て、 蠻船 日本 渡海 爲嚴禁 旨 被 仰 渡 有 之處、 今度 义々 教免之 願に 

して 令 入津 tr 不法 至極な り、 決て 御免 無 之條、 急 度 歸國可 仕 旨 被 仰 渡、 八月 六 =： ニ艘共 異議なく 歸帆 

す、 諸家の人數五萬餘人兵船千f^-百艘前後左右を打圍み、 港外 迄 見送の 行 教尤嚴 重なり、 蠻船 出帆 後 諸 

大名 五六 日 返留 有、 各歸 城、 
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明 暦 三 酉年 長 崎 酒屋 町 利左衞 門と 云 者 有り、 此者大 村に 知 音の 者 有 來て密 に 云 は、 贵 殴も大 村の 人 なれ 

ば 違背 も 有 まじ、 彼 地 郡 村 松原 村に 催す 事 あり、 邪宗 門の 餘黨 誰々 を 頭と して 大勢 有り、 近日 此 地に 來 

り 所々 を 放火し、 金銀 量 米 を 奪取ん、 其方 は 心 易故內 意の 密談 を 明すな り、 其 節 町々 に 火 を掛、 働 をな さ 

ば、 能 仕 合、 互に 後 榮を樂 々と^く、 利 左 衞門聞 之、 偽て 大に悅 び、 酒 を 出して 饗し、 猶 手配の 巾 合 杯 

をし 其 者 を 欺き 返し、 其 身 は 直に 町の 乙 名 役へ 走行て、 始終 を 注進す、 卽則 奉行 黑川 氏へ 訴へ 時刻 を 移 

さす、 最前の 大村者 を 召 捕 拷問し ければ、 悉く 白狀 す、 頓て大 村 因幡 守 方へ 通達 有て、 黨類餘 多 召 捕、 

追々 長 崎へ途 られ、 御 穿 馨 の 上、 江府へ 言上 有り、 百 三十 四 人 穴 釣 刎 首 あり、 此外 平戶島 原^ 賀 よりも 

捕へ、 都合 五 百 餘人刑 罪 有り、 利左衞 門に は 御 褒美と して 銀 十二 貫目 被 下 置、 

萬 治 三 子年 以來、 豊後國 臼 件 杵築竹 田 鶴 崎の 所々 より、 邪宗 類 族の. H 數多長 崎へ 相 送らる、 數 年御吟 

味^に、 類 族の 中に も少々 宗門の 汰沙を 得し 者 有 之 由、 年久き 事に て 我々 はいかなる 仔細 も 存不巾 旨 申 

譯立、 無 相違 趣 江戸 伺の 上 御免に て 本 所に 歸 さる、 

慶長元 和の 頃より 邪宗 門 御 制禁の 旨、 年々 稠被仰 出、 正道に 歸り 改宗す る 者に は、 其 寺より 宗^ 改の請 

合 證文を 出させ、 猶又 切支丹の 佛像を 紙に 畫て、 一 人 宛に 踏 しめらる、 是を 踏繪と 云、 然に數 萬 人に 踏 

しむる 事 なれば、 繪紙 破裂す、 其 後 木 板に 彼 怫像を 彫 込て 踏 しめらる、 是を繪 板と 云、 是も數 年に 踏碎 

しかば、 寬文九 年 古川 町に 祐 佐と 云 鑄物師 に、 唐 銅の 綺像 二十 枚 鑄さし め、 後年 迄是を 用ら る、 

延寶元 丑年 五月 二十 a 日諳厄 利亞船 一艘 入津、 通詞を 以て、 いか 様の 譯 にて 渡り 來る やと 御尋 あり、 彼 

者 共 申樣、 昔 紅毛人 同前に 商寶 御免の 御 書 頂戴し、 數年平 戸に 相 渡 候處、 其 後 國用繁 く、 四十 餘 年中 絕 

に 及ぬ、 其 節の 御 書物な りと て 差 出す、 御改 有に 御朱印に は あらで、 平戶 にて 取合し 日本 文字の 書物な 

り、 先 宗門の 儀御尋 有しに、 我々 は 御法度の 切支丹 宗門 は 曾て 用 ひ 中 さすと 云、 然に 此國に 紅毛人、 常 

に 不和なる 故訴て 云、 近年 諳尼 利亞國 主の 方へ、 布留都 葛兒國 主の 娘 を 嫁せ し 故、 國中 常に 南蠻 人の 交 


り 親しき 由 申出たり， 

船中 頭 人の 名 セィ モン デル ホウ 

總人數 八 4- 六 人 船長 十九 (横 三 問 叫 尺七寸 艫に て 高さ 四 間) 深三閬 

鐵炮 八十 三 挺 劍三 百 三十 九 腰 鐽ニ 十六 筋 

烟， g 三十 冗 桶 石火矢 玉 六 百 八十 同小 玉 五 桶 

右の 分 滞 船中 御 取 上 (其 外 石火矢 數十挺 船中に 有 之)  ， 

右の 趣 江府へ 言上、 近國 大小 名人 數を 差越警 固、 江戶 より 御 下知に は、 向後 渡海 永く 御 停止の 3:! 被 仰 渡 

七月 二十 六日 歸帆 せり、 但此舟 粮米無 之. 5、 願に 仍 荷物 を資拂 はせ、 代 銀 高 金子に て 二 ぼ 六十 兩三歩 銀 

九 匁 有 之 • 此內 より ftt 七十 二 兩三歩 粮米幷 諸式 代 相拂、 殘金 八十 八 兩持歸 らしむ、 

〇 外國 より 日本人 を 送來事 

貞享ニ 丑年 六月 二 口、 南蠻 li 一艘 入津せ り、 ，§ 刻 撿使を 以て 吟味 有 1\) 處、 蠻 入ジュ アン ハツ テレス、 マ 

- ーャル キャル 二人 を始、 四 卜 七人乘 紐、 日本人 十二 人 送り 來る、 阿媽港 頭 人より、 蠻 字の 書付 一通、 1  ぼ 

文字の 譯 文. 扣添 持參、 蠻國年 號千六 百 八十 五 年と 有り、 仍 ゆ 詞に譯 文 和解 被 仰 付處， 當ニ月 七日 阿媽 

港の 內、 マル レィラと云^！？に、 日本 船 一艘 漂着す、 依 之 日本 を 大切に 奉存、 わざと 船 を 仕立て 送 遣す、 

勿論 此舟 商寶の 存念 無 之 故、 荷物 少々 も 積來ら すと なり、 斯て 日本人 共に 唐國 逗留 中、 切支丹 .s 法義は 

敎 へざる やと 御 呤味啊 り、 蠻人 云、 ！兀 より 雙^ 乃 岡 通じ 申さす、 殊に 切支丹 宗門 日本に て 嚴敷御 制禁の 

^u, 具に 存居申 事故、 授け 不 巾と 云々、 仍十 二人の 者 御 役所へ 召れ、 始末 穿 藝 ぉ處 に、 私共 は 勢 州度會 

郡の 者に て * 去る 子ハ牛 八月 十八 端 帆船に て、 薪 商 賣に江 戶へ罷 越、 十月 二う 三日に 品 川へ 着、 薪 齊拂、 

十一月 屮. 13- 江戶 より 巾， 船、 豆 州 浦 川に 日和 待. いたし、 十二月 二十 五日 出 .fi 致 候處、 其日暮 方より 勢州大 

山 沖に て 北風 烈しく 吹 出し、 此 二日の 山 も 見えざる 大海に 吹 流され、 當 止 月 二十 ーハ日 一島に 流 寄し 

四。 一 二 


頃、 阿媽港と 云 所 成 由、 二月 五日 其 地より 引船來 陸地に 上る、 年頃 七十 餘の 女蠻/ 、長晴 にて、 先：^ 蠻人 

の 種子 此 地に 渡されし 時の 內 なる 由、 少々 日本 詞を覺 居て、 始終 念 頃に 通辨致 候. S 申 之、 又 宗門の 義不 

習 やと 呤味 冇處 に、 雙方詞 不通 なれば、 何事 も 承りし 事 無 之 出、 且又 船中に 多 葉 粉 五十 俵 有し を、 彼 地 

にて 代 銀 八 百 二七^ 兩 に賫拂 くれ、 船 は 解放し、 舟 板 を 銀 六 百 目に 寶拂 ひ、 其內 にて 大 r 解賃に 百 五十 

兩遣 はし 候 山、 綱碇帆 道具 は此 船に 積來、 右の 段々 委細 江」 む. へ 言上 有り、 七：^ 下旬 御 下知と して. 南蠻 

人 日本 渡海 御 制 禁の上 は、 漂着の 者 送 遣 はすに 及ばす、 若 重て 斯様の 事 あらば、 其 地に 可 差 置、 向後 蠻 

船 を 日本へ して 遣 はす まじき 旨、 嚴 しく 仰 渡され、 粮米 薪水 を與 へられ、 八！：：： 朔日歸 帆、 其 間近 國の 

諸家より 人 數を差 越され 警固、 右 十二 人の 內七人 は 神社 村、 K 人 は 藤 原 村の 者に て、 藤 堂 家へ 相 渡さる 

寳永 五子 年 十 一 月 九日、 薩 摩より 異人 一 人 送り 來、 則 永 井^ 所の 兩氏 立き にて 穿鑿 候處、 彼 者 イタ リャ 

國 ロウ マの 者に て、 名をョ ハ ン、 ハツ テレ ス 苗字 シ 口 ウテ 宗旨 キリス テア ン カツ トウ リコと 云、 身の 長 丘 

尺八 九寸、 鼻筋 高く 色白く 髮黑 く、 日本風 俗の 如く、 月 代 を 刺る、 日本 詞を 書寫 せし 物と 見えて、 蠻語 

と 日本 詞を取 交て 云述 る、 其譯 分明に 知が たし、 先 其 身 切支丹 宗門の 由 願が ましき 事 もな く、 唯 宗門 を 

勸る 事の み を 云、 食物 は 丸 藥と覺 しき 物 を 一 ッ、 三十日に 一 度 用 ひて 飢を 凌ぐ. 5 なり、 長 崎來蒲 後、 紅 

毛 人 食物の 如き を 食 ふ、 段々 訟 議の處 、江戸 御 下知に て 翌年 九月 一 一十 五日、 彼 者 牢舆 にて 檢使下 使 通 n 今 

村 源 右衛門、 又 外に 二人 町 使 二人 相 添、 江 府に遣 さる、 小 日向に 前々 より 有 之 切支丹 尾 敷に 差 置れ、 金 

二十 兩五人 扶持 被 下、 毎日 二 汁 五 茱の御 料理 給 はりし が、 正德叫 午年 三月 右 異人 御 咎の事 有て、 詰牢に 

ザ. さる、 =^4、 儀 は 牢番 二人に 切支丹 を勸 入た る 由に て、 宗門 改橫 W 備中守 警固召 連、 通 詞名村 八 左 衞門通 

辯に て、 唯今 迄 馳走 を 加 へられ 召 置る i 處に、 御 制禁の 邪宗 門授 たる 段、 不屆 至極な りと て 如斯、 其 冬 

月 極寒に 凍え 牢 中に 死せ り、 


草  _ m 
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長崎實 記拔萃 三 

〇 阿蘭陀 一 件 

慶長五 庚 子年、 泉 州 挑 浦に 大船 一艘 來 着す、 其 意趣 を尋 るに、 紅毛 幷請尼 利 亞國人 商賫願 ひとして、 貴 

國に 渡海の 由、 即刻 言上 有 之處、 其 船 江 府へ乘 廻すべし との 御 事な り、 

其蜩 曰、 此年曆 相違 か、 慶長五 年 は 關ケ原 騷亂、 天下 反覆の 折 柄 なれば、 中々 異國 船の 御沙汰 杯に は 

及べから す、 B_ ；國船 を 江戸へ 廻船の 御 下知なら ば、 孰れに 關ケ原 落 居して、 江 府御歸 城の 上、 御當家 

國 初の 事なる べし、 年曆可 追考、 

然に彼 船 遠州洋 にて 難 風に 遇 ひ、 相 州 浦 川に て 破船す、 依て 又 船中の 人數 陸地 を 可 差 越 旨 仰に 仍り、 皆 

皆 江 府へ參 向す、 委細 御 詮議の 處、 日本 渡海 商寶 仕度 願 出な り、 則 御免 有し か 共、 乘 船な く歸國 成が た 

く、 江戶に 滞留す、 御 扶持 下し 置れ、 折々 頭 人 共 御 械へ召 呼れ、 外國 筋の 事御尋 なり、 又兩 人へ 御屋敷 

を 下さ る、 

(ャ ン ヨウ スァ ン シ) (紅毛人 居た る 所 を今ャ ヨス ガ シと 云諳尼 利亞人 居た る 所 を今ァ ンジ 町と 云) 然 

處、 同 十二 年に、 紅毛 船 一艘 肥 前 國平戶 に 着船し 申 上る 樣、 八 九 年 前 同國の 者、 商賣 願と して、 日本に 

赴し に、 其 船 行方 不知、 諸方 を尋 るに、 日本に 在留の 由 承 候 故、 今度 渡海 仕 候由訴 ふ、 松 浦壹岐 守より 

H5 五 


板 安土 
倉 藤 井 
伊對大 
賀 馬 炊 
守 守 ijli 


四 〇 六 

此旨首 上、 依て 其 船の 長た る 者 可 差 越 候 旨 上意に 任せ、 平戶 より 紅毛人 一 .< -警固 相 添 *i 上、 着の 上 江戸 

在留の 紅毛人に 引合せら る、 處、 尋來 本國の 者に 相違な し、 然るに ヤン ョ ウス. .sr 江戶に 住馴し 故其雔 

滞留 仕度 願に 仍、 其 通に 差 置れ、 商賣は 先達て 差 免 置れ ける ゆ ゑ、 今度 御朱印 權現宮 より、 平 戶の紅 \^ 

人に 下さる、 

阿蘭陀 船 日本へ 渡海の 時 何の 浦に 雖爲 着岸 不可 相違 候 向後 守 此旨無 異議 可 致 往來聊 疎 意 有 問 敷 也仍如 

件 

慶長 十四 年 七月 二十 五日  チヤ タスク ルゥン ヘイ ケ 

此後平 1:^ に數年 着船し、 商 賣を遂 けり、 但 ヤン ヨウ ス數年 江戸に 返留 しける が、 歸國を 願 ひ 出帆し、 又 

日本へ 歸來る 時、 臺灣の 沖に て 破船し 沈溺 せりと かや (其蜩 曰、 此 ヤン ヨウ ス 事前 卷には 伴天連の 由 公 

俊へ 忠節 を訴御 褒美に 河岸 を 賜 安居す と 有、 兩說可 追考) 右 同前に 暗 尼 利 亞人も 御朱印 頂戴し、 十ケ年 

餘も 平戶に 着船し、 商賫 しける が、 其後數 年斷經 す、 

元 和 三已年 紅毛人に W び 御朱印 (臺 德院 殿) 下し 賜、 

阿蘭陀 商船 到 本邦 渡海の 節縱遭 風波の 雞雖令 着岸 日本 國於孰 地聊以 不可 有 相違 也 

一： 儿和 三年 八月 十六 日  ケンレ イタ ホロ ヮル 

又 松 浦 肥 前 守へ 奉 窨被成 下、 ： に 

急 度 申入 候 阿蘭陀 船 於 平戶ュ 1々 の 如く 力 t タ ン 次第に. 簡賣致 候 様に 可 被 成 候、 不及申 候 得 共 伴 天 建の 

法 ひろめ ざ る 様 可 被 仰 付 候、 恐惶 謹言、 

八月 1 1 十三 日 


0 


草 


本 多 上野 介 

松 浦 肥 前 守 殿 

尙以京 商人〕》 其 地 へ 罷 下， 喫^ 相對 次第 商賣 いたし 候 樣尤に 候 以上 

抑 紅毛 本國 は、 日本より 極 西に 當り、 歐邏巴 州の 內に有 之、 同 都 を (アムステルダムと 巾) 其 地 七 州 有 

之 紅毛 其 一州な り、 本名 拂良 si^d 國 にて 和 蘭と 云、 則轉 音な リ、 又 紅毛 番黄 毛と も號 す、 其 總司を プリ 

ンスと 云て、 七 州 を政統 す、 其任尤 重し、 然 ども 其 身 一 代 切に して、 ヒ 州より 人品 を 選て 交代せ しむ、 

但六州 は地繽 にして、 ゼノ ラント 一州 は 離島な り、 ー縣 1 村 毎に、 ネル コル メ ー ス テルと 云て、 其 所 を 

治る 役所 有り、 

ゼノ ラント ケ ルテル ラント  コ ロウ 一一 ンャ  タト フル エイ スル  ヲト トレ キト 

フリス ラント ホル ラント 是卽和 蘭な り 

南海に 一大 島 有り、 其 名 を 瓜哇と 云、 唐音に て ジャァ と ふ • 蠻 語に てャァ ハと唱 ふ、 紅毛人 此島內 に 

僅 計の 地 を 借りて 居住す、 地名 を バタ ァ ビヤと 云、 是則咬 I 田 吧と稱 する 所な り、 此 地に 出張して 諸國三 

十餘ケ 所往來 して、 交易 互市 利 5? を 求る 由な り、 地內に 城郭 を 建、 其 廻り 凡 日本 長 崎の 出 島の 廣 さに 

て、 四千 坪 ほど 可 有 由、 頭 入 棘 業 1^ 兒を居 置、 以下 數百 人の 役人 諸事の m 度 を 調達し、 年々 本 國 に 利用 

を 運送す、 

阿蘭陀 本國 より、 咬，？ 《 吧迄 海上 日本の 里程に 積り、 凡 五 千 丸 百 六 ト里餘 可 有 之. a なり、 

但通 方舊 記に は、 一 萬 五百里 有 之 由 書 載と 雖、 今年 老功の 阿蘭陀 船士に 委細 吟味 を遂 る處、 五 千 

九 六十 里餘と 云、 

咬^ 吧 より 日本 迄、 凡 千 百 八十 里 餘可有 之 由な り、 

伹同舊 記に は、 二 千 四百 里 有 由 書 載れ 共、 今 ハ牛遂 吟味 如斯、 

  四 。七 


ル 以下、 商寶 勘定 方の 者 次第し、 船中に て は 船頭 按針 已下乘 


上 外科 下 外科 上 筆者 下攀者 大工 殺 冶 


旗 縫 船大工 船 役 楫役 風見 水 主 


阿蘭陀 人 座 列の 事、 出 島に て は 甲必刊 へ. 

船 要務の 者 を 次第す、 出 島に て 座 列 は、 

甲必丹 へ トル 臺所役 藏役 

桶 厓  黑坊 

船中に て は 

船頭 按針 石火矢 打 旗 役 

ダレ"；！！^ 悶曰 本より i 千 一一 望 程 北 I 重に て、 isl 半年 は 晝と成 r、 

冬 の 節 I 半年 は夜國 となる 冬 11 しくして 波 霞く 起り、 S 堅き 氷と 成り 岩窟の 如" „ ^に 

お uri^ の 蒙に て 水 解て、 潮水と 成る、 此 海中 繁多し •  liih^^,, 

.V I 分 さ 蟹 I に 移り行て、 S の 初 北海に 管、 im  ， 

蠻人も 此處に 至り 鯨 魚 を 捕て、 膏藥を 熟 煎して、 治療の 藥用 とす 

ノ ウル ウイ キ 同一 萬 三千 五百里 ほど 產物 ^ 船の 注 

ズ ヘイ テ 同一 萬 三千 三 百 八十 里 ほど 

土產 銅鐵碇 材木 石火矢 船の 綱 

ディ スマ ルカ 同 里 數前同  . 

土 產銅鐵 石火矢 材木 i 宁 

ムス カラへ ャ 同一 一 四千 百 里 ほど 

土産 琥珀 五穀 畜類 皮 

ボウル 同 一 萬 三千 六 百 五十里 ほど 


草  翁 


上產 琥珀 五穀 畜類 皮 

トイ チラ ント 同一 萬 三千 百 四十 里 ほど 

土產 金銀 水銀 水晶 五穀 

フランカ レイ キ 同一 萬 一 一千 八 百 里 ほど 

土產 絲物 織物 金 巾 類 酒 種々 

トル ゲイン 同一 萬 千 1 1 百 五十里 ほど 

土產 毛織物 絲辯物 金 入 織物 金 巾 観 

ケ子ィ 同 八 千 四百 里 ほど 

土產 金 象牙 鶯歌 砂糖 (氷、 白、 黑) 

ブラ セリャ 同 七 千 五百里 ほど 

土產 材木 黑祖 煙草 妙 糖 (氷、 白、 黑) 

力 アブ テボ ノ ナイスべ ラン 力 同 六 千 三百 里 ほど 

土產虎 厚 牛 鹿 猪 駱駝 馬 鳥 

マ 口 力 同 千 七 百 里 ほど 

土產 錫 . 米 獣類 胡椒 燕窩 

ヘイグ ゥ 同 二 千 六 百 四十 里 ほど 

土產 亞^ 阿仙藥 象牙 米 漆 

アラカン 同 一 ： 千 九 百 四十 里 ほど 

土產金 求蠟綱 象牙 麻苧 

ベ ンガラ 同 三千 三百 里 ほど 


m 

0 
X 


SMO 


土產 


天蠶絲 

算崩島 

キ 


麝香 牛 黄 阿片 鹽炮 

ァ レシ ャ島 ギ ガ ン 奥 島 

コスト n  ロモン ディル 同 三千 里 ほど 

土產 デャ マン 鮫 奥 島 コ ンテ 

マル パ アル 同 三千 七 百 五十里 ほど 

土產 鍵々 緋 血 止 石 武道 具 品々 

ハル シャ 同 五 千 百 里 ほど 

土產 金 入 織物 花 毛氈 ハル シャ皮 

サ ラァメ 同 四千 五百里 ほど 

土產 珍珠 瑪琐 薰靑 鉗靑 雌 黄 乳香 

安息香 蘇 合 油 丹ェ 奥 島 胡 黄 連 

ギ ガン 更紗 島 紫梗 

モヮ 同 六 千里 ほど 

土產 絲織 物品々 血竭  ■: 

シャム ラウ 同一 一千 四百 里 ほど 

土産 錫 鮫蠟漆 象牙 

檳榔子 蘇 木 籐 金 

トンキン 同 千 五百里 ほど 

土產 黄絲 節絲 綸子 

縮紗 亞鈴 山歸來 


硼砂 

金 巾 


阿仙藥 辨柄絲 海黃 


サ ラサ 金 巾 


乳香 甘艸 蘇 合 油 


鲛 花 毛氈 木 香 阿仙藥 

マ タフ ゥ島 コ ン テレキ 金 巾 額 


水牛 角 

椰子油 


花毛耗 

大楓子 


犀 角 

黑 砂糖 


牛皮 鹿皮 血竭 


き紗 天鹅轼 ショ ン セゥ紗 ^油 北 絹 磨 香 


茎- 


マ タカ スカル 入 (不 住) 同 千 百 里 ほど 

土産 黑檀 獸 畜類 

スマァ タラ 同一 一千 11 百 里 ほど 

土産 金 玳瑁 バザル §  f お： 黄 轟 

ホ： 子テ f マ-三千. K 百 里 ほど 

土 唐 デ ヤマン バサル 籠 アン ダ 謹 

マ ン ボ ン 呈數右 同 

丄 i  丁子 肉 豆寇 白 擅 沈香 fi;  二？ - 粟 鳥 «s 

.< ン  一-. 11_—っニー千十〈ョ「1_,はトど 

$ 沈香 鑾鄉 S 歌 

タ マ-三千 「、一 ョ山 ニニ ョー ほど 

ヒー-." 了 子 .「nt 一一  ： マ.！ やに ビ， -、 ふ， -- 一三 〔「一 

セ "二-  、一  一一 二-三 一 了-、 ーョ 七十 里 ほリこ 

二： 「；ニ ひ：， つ n ザ ラシ ビリ、 駕ー I や 鳳 鳥 カス ヮル鳥 

ティモ ウル 同 三千 r 、一 ョ 三十 ョ 一一 ほ y - 

土產 丁子 胡椒 ：Cr: 香 ，「「.； 浸 1 一草 零 歌 rfsrl 

マ. 「： 一 I. . 一一 ：- 三 一一 三 ーヨョ 一一 ほ：、 こ 

土產 」 一； :-、 I  ^5ゃ 

一 /. 一一  ン - ： .  - - 丄 ュん な. ゾ 

土 ま 二 ま 1- ，u 一  き ：ォ .ニ.1ー4. 象牙 

BM 1 


草 


翁 


草 i 


咬 i 田吧 

土產 

擯掷子 

小 猿 

ヒ イン M 

紅鶯歌 

石 黄 


此處 にセ子 ラル 在住す 

珊 P ケ 琥珀 瑪^  丁子 龍腦 白檀 ■ 沈香 蠟 胡椒 肉豆寇 

自鳴鐘 眼鏡 香數 馬 砂糖 (黑、 白、 氷) ャ H!:^ 麝香 油 栗 嵐 

羊ァ？ ン^ 小狗 野牛 トウ ゥ、 野 羊 孔雀 鸚鹉 秦享 文鳥 白鵡 

綠鴛 11 鶴 相思 鳥 掛倒鳥 十 姉妹 パン ャ 長生 鳩 八 歌き 0 

木 乃 

寬永 十八 已 年、 爲 上意、 向後 阿蘭陀 船長 崎 可 令 着 旨 被 仰 付、 但去慶 長 十三 年より 寬永 十七 年 迄、 平 戸に 1 

船し、 去 冬 紅毛人 江府爲 拜禮、 平戶 より 令 出立 候處、 今度 右の 通 被 仰 出 候に 付、 拜禮 相濟、 歸路 直に 長 

崎へ 令來 着、 出 島 尾 敷に て 住 館、 

甲必 丹の 名 マ クヌカ メリャ アン マイラ 

平 戸より 付來 通辭、 

西 吉兵衞 名 村 八 左衞門 志 筑 孫 兵 衛 

阡 付 伯 左衞門 撗山與 三 右衛門 高 砂 長 五郎 

猪胶 傅兵衛 

同 平 戸へ 入津の 阿蘭陀 船 九艘、 直に 長 時 入津、 出 島 屋敷 は寬永 十五 年迄蠻 人： H 居せ. 


横 山 又兵衛 

秀 島 藤 左衞門 


石 撟 助 左衞門 

貞 方 利 右衛門 


御 制禁後 空所な 


江府拜 禮平戶 着船の 內は、 松 浦 家より 馬 週り 侍 I 人徒士 一  人 通辭其 外相 添、 前年 冬 中 出立、 翌 正月 鄉禮相 

勤、 長 崎 入津 已後 は、 奉行所より 撿使與 力 同心 町 使 通 辭等數 十 人、 往返 付添、 

正 保 四 亥 六月、 南蠻 船ニ艘 入津す、 年頭と して 參禮の 甲必丹 注進 不申 上、 不屆 なりと て 拜禮不 相 叶、 獻 

上物 御 受用無 之、 又慶 安子 年 紅毛 船 渡来、 k 使 井上 筑後守 下着、 新 古 兩甲必 丹 を 召し、 蠻 船渡^せ し 事 


目 明 忠莽〕 を 以て 御 詮議の 處、 曾て 無存掛 由、 御 詫の 書付 * 筑後守 持 歸られ 、御免に 付 明年より 拜禮可 相 勤 

となり同ニ！1:5年又 一 艘5|11船幷ゼネラル方ょり使^|^船來り、 同道に て、 正月 御禮中 上る、 使者 事後 條に出 

萬 治 二 亥年 紅毛 船 筑前鐘 崎 上に て、 難 風に 逢て、 陸より 長 崎に 歸る、 翌ハ やより 長 崎 出立、 上下 小 倉 迄 

陸路 常例と 成る、 

明曆 三、 萬 治 元 同 三 正月 中 三度 、江戸 大火、 紅毛 旅 宿 類燒に 付、 向後 正月 長 崎 出立、 二月 中 江戶參 禮候樣 

被 仰 付、 翌寬文 元年 正月 十五 日長 崎 出立 恒例、 

享保 十 八 年 西 國蝗入 凶作に 付、 四月 十五 日長 崎 出立、 五月 拜禮、 七月 長 崎へ 歸府、 

寬永ー 一十 未ハヰ 奥州 南部 浦より 漂着の 紅毛 船 送來、 小船に 十三 人乘 陸に 上り、 水 を 取 候 を、 所の 役人 搦て江 

府へ 奉る、 御 扶持 方 下され 御馳走な り、 其 年 拜禮の 甲 必丹を 召れ、 逋詞を 以て 御尋 有に、 咬 喈吧 より 乘 

出し、 洋中 にて 漂流せ し 段、 明白 なれば、 カヒ タン へ 相 渡さる、 年 來貴國 を賴み 奉り、 渡海 仕上、 彼 者 

共 迄 御 憐愁を 蒙り 難 有 次第に 候、 猶歸國 の 上、 セネ ラル 方より 御 禮可申 上. H 申 候、 十三 人の 內五 人は蠻 

語 稽古の 爲、 、江 府に召 置る、 慶 安二 年ゼネ ラルより 右の 御禮 使者 到着し、 年始 拜禮 のカヒ タン 同道す、 

當年迄 八 年 滯府の 五 人、 此度長 崎へ 連歸 る、 此度通 詞志筑 孫 兵 衞通辨 明白な りし 爲、 御 褒美 三百 俊、 十 

人 扶持 下 置る」 處、 願 ひに 仍、 長 崎 通 詞役仰 付ら れ、 御 扶持 方 は 相 止、 

出 島屋鋪 は、 以前 南 蠻人長 崎 町 宿に 在て、 諸人と 立受 しければ、 邪宗の 稱類斷 絶せ す、 仍て 市中 を 離れ 

海中に 出 島 を 築き、 屋敷 を 建、 商賨用 向の 外 無用の 者 出入 を 堅く 停止、 其 節當地 町人 二十 五 人 普請 料 を 

出し、 家宅 土 藏等を 造作し、 蠻 人より 宿 代 を可受 旨、 願の 通 差 免され、 宿 代 八十 貫目 を 町人 二十 五 人に 

配分す、 大門に 定番 二人、 蠻船 在津中 は、 町 使 二人 宛加番 有り、 三ケ 年に して 島 原 一揆の 事 有て 後年 蠻 

人 日本の 地に 置 る k 事然 ベから すと て、 上使 太 田 備中守 差 越れ、 在住の 蠻人不 殘歸國 被 仰 付、 已後 日本 

波 海制禁 有り、 其 跡 屋敷 紅毛人の 住 館と なる、 

Q 1 H 
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出 島 屋敷 總坪數 三千 九 百 六十 九 坪 一 分、 爲地子 野 子 一 貫 六 fn 七十 二-匁 一 分 三 厘 宛 年々 h, 納、 

軒數 四十 四 乙名幷 町人 家藏 內藏數 三十 軒 軒數 1 一十 一 ケ所 外 家藏幷 番所 小屋 共に 

公 班荷藏 脇荷藏 御用 藏 水門 御 撿使場 札 場 御 撿使場 札 場 乙 名 部屋 

逋詞 部屋 町人 番所 阿蘭陀花^2£凉所 本 門 希 所 辻 番所 火 消 道具屋 所 

伊 萬 里 店 小屋 道具 人 本 門番 所 不寢 番所 風呂屋 鳩 部屋 

宿 銀 五十 F;^. 貫目 紅毛人 年々 差 出 

. 軒數 二十 五軒 町人 二十 五 人 配分 

御高 礼定  出 島 町 

日本人 異國人 御法度 背き、 不依何 蓽惡事 をた くみ、 禮物を 出し 賴候者 有 i\r は、 急 度 申出べ し、 縱 同類 

たりと いふ 共、 咎を ゆるし、 其 禮 物の 一倍 御 褒美 下さるべし、 若隱笸 訴人 出 有 之に 於て は、 可處 罪科 

者な り、 

卯 十月 日 

禁 制 

1 傾城の 外 女 入 事 

一 諸勸 進の 者幷 乞食 入 事 

附 橋の 下船 乘通 事 

一 斷な くして 阿蘭陀 人出 d であり 外へ 出る 事 

、右の 條々 堅 可 相 守 者 也 

卯 十月 

榜示木 從是內 へ 一 切 船 不可 乘入者 也 (出 島 南 f- 群 外海 中に 建 之) 


出 島 町 


1 高 野 ひじり の 外出 家 山伏 入 事 

1 出家 廻り 榜示木 杭の 內船乘 廻 事 
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寬文 元せ 年 入津の 二番 船 三番 船 は臺灣 より 追 出され 候 由、 當津に 着、 其內女 阿蘭陀 三十 二人 有 之、 

當 年柔怫 心の 唐船洋 中に て 阿蘭陀 船 押掛、 積 荷物 等 悉く 奪 ひとら る、 其 節 唐人 二十 人 端 船に 乘置 しに、 

俄に 逆風 来り、 彼 端 4i 隨摩 領分 甑 島に 吹 寄られし 由、 薩 州より 送 来る、 海賊に 逢た る 由， 在津の 紅毛人 

に 御 詮議 被 下 度と 歎訴、 依 之 吟味 有 之處、 紅毛人 曾て 不存旨 堅く 偽し に， 廢人云 端 船に 在し 時、 後日 證 

據の爲 斧 を 以て、 紅毛 船 艫 板に 矢 害に 切 付 置し と訴 ふ、 果して 切 形 有 之、 依て 陳 する 詞 なく 白狀 す、 紅 

毛 方より 銀 二百 七十 貫 九 百 六十 九 匁、 其 内 二十 五貫目 は、 船 代と して 償 出せり、 

其蜩 曰、 當 年と 計り 有て、 無 年曆、 可 追考、 

寬文六 午年 肥 前 五島より 紅毛人 八 人送來 る、 朝鮮に て 破船し、 存命の 者 十五 人 捕らる、 其 內八人 小船 を 

盜み迸 出て、 五島に 漂着せ り、 依て 當 地に 送 來る、 接 七 人の 者 送り 給 はるべき 段 相 願 ふ、 則 奉行所より 

宗對馬 守 方へ 達せられ、 同 八 年長 崎と 歸來、 

正德 五未 年 二月、 上使 仙 石 丹 波 守、 石 川 三 右衛門、 當 表に 下向、 紅毛 商 賣方御 新 例に 被 改定、 毎年 船 二 

艘に 限り、 銀 高 三千 貫目、 銅 百 五十 萬 斤 可 被 相 渡 旨、 若 御 新 例 難 守に 於て は、 明年 船 を 仕出、 當表 在留 

の 紅毛人 不 殘立歸 り、 永く 往来 を斷 べき 旨、 漢文 を 以て 被 仰 渡、 享保元 申年 三艘 入津、 則 商 賣方新 例に 

なる、 

享保八 卯年、 今年 爲 御用 阿蘭陀 國の 馬四寸 以上 六寸 迄の 牡 馬 五六 疋可率 渡 旨、 漢 天の 御 注文 有り、 同 十 

巳年より 元 文 二 年 迄、 牡 馬 二十 七疋 年々 &疋 七疋牽 渡て、 馬乘ケ ィズル 初て 日本に 來、 同 十四 年 ケィズ 

ルを 江戸に 召れ、 濱 御殿に 小屋 を 造らせ、 ケィ ズルに 御馬 仕 人 仰 付ら れ、 通 詞名村 布兵衞 に、 紅毛 本草 

馬 療の書 和解 仰 付ら る、 

元 文 二三 兩年、 齊船 入津 甚缺少 に 付、 紅毛人 奧添向 寄に 相談し、 唐 船 造り 船に て商賣 渡海 可成 哉の 旨 仰 

下され、 甲必 丹へ ルナ アル トス へ ッセは 書付 を 以て、 商 賨仕當 可 相 成、 漢字の 御 仕方 御 與へ 下さらば ジ 
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ャガ タラへ 歸り、 ゼネ ラルに 可 申 聞 旨 請 合に 付て、 則 憑 文 六 枚 相 渡さる、 翌 未年 憑 文 六 枚 持 歸來、 ゼネ 

ラルに 申 il 候處、 當分相！^！^！申向寄無之.^、 

寬保三 亥年； 止 月、 宿繼到 來、、 1^ 年 諸 所 出 銅 減少 故、 商賫向 半減、 銀 五 百 五十 貫目、 銅 五十一-あ 斤 被 仰 付 旨 

仰 渡され、 九 パ 又々 來 子：^ より 华减. 3 買の 儀 不勝手に；：^ せば、 在留の 紅毛人 不殘連 歸 り、 出岛を 可引拂 

總 じて 近年 諸事 不愼、 就中 戌年 甲 必丹ャ アコ ッフ ハ ン デル ヮ アイ 我儘に て、 以後 渡海 停止の 旨に 仍り、 

八 ケ條の 趣、 ゼ ネラ ル へ 可 令 承知 旨 箱に 入ト： 封印に して、 九月 1 1 十日 乘 船に 船 場に て 渡さる、 然に翌 子年 

去年 渡海 停止 被 仰 付 候 甲 必丹ャ アコ ッフ ハンデ ルヮ アイ 前年の 狀箱 返上し、 此書 ジャガ タラに て 讀取者 

無 之、 いか 様の 儀と も不存 * 商 寶方は 前々 の 通 可 仕 旨 申 之、 則 通辨を 以て 委細に 仰 聞處、 一圓 承知 不仕 

難 漉 申に 付 積 一 、稠く 被 仰 渡、 數 日の 後 渠等 ども、 何分 被 仰 聞 趣 可 奉 承知 旨 御 詫 言 申出 候に 付、 八月 1 1 十八 

日 荷役 始る、 翌延享 二 丑年 入津の 甲必 丹， 又々 難 跪 を 申 上、 数日 段々 相 歎に 付、 當年銀 高 千 貫目 銅 九十 

萬 斤 可 相 渡 旨 御免に て、 十一 H 七日 荷役 始り、 十二月 八日 出帆、 

寬延ニ 巳年 甲 必丹於 御 役所、 漢字の 書付 一通 差 上、 和解 被 仰 付 候處、 其 趣 願書に てもなく、 紅毛人 互 申 

合の 書 通と 相 見え、 銅 巧 五六 十一：， £ 斤 相 渡され、 金子の 價甚 高直に て、 仕 當に相 兼 候 事な， ば、 若 積來荷 

物 其國要 S の 品 有 之ば、 御 好に 任せ 持 渡り、 双方の 便利 を 求、 銅幷 金子 直 段 宜へ被 仰 付 度 旨， 追て 此 

面 念 を 人相 認、 H 本へ 差 上申べき との 文 言な り、 年 號千七 百 十八 年 六月 云々、 去る 延享 年中より、 毎 

年金 千 兩宛持 る處、 當寶曆 十三 未年より 願に て 金 代 銅 七 萬 斤 相 渡さる、 

明 和 元 申年 秋^ 出銅不 進に 付、 來 .S 年より 當分渡 銅 三十 一 ，=£ 斤 被 相 減、 八十 萬 斤 宛 可 被 相 渡に 付， 北ハ 分外 代 

り 物 可 買 渡 や、 又 共 銀 高 分の 荷物 を减 少し 積 渡るべき や、 受寄來 年 入津に 可 差 出 旨 被 仰 渡、 ^又 江府拜 

禮の 儀、 向後 隔年に 相 勤め、 不 出府の 年 は 於 長 崎 • 獻ト： 物 も 御 役所へ 相納 べし、 此請書 も 可 指 出 候な り 

同 二 酉年 申 秋の 仰の 趣、 否の 御 受も不 申來、 不埒なる 願事の み 申出に 付、 評 諸に 不及差 返され、 若銅不 


足が て， 通商 相 止、 出 島引拂 とも 此方に 事 缺譯無 之 旨、 漢文 を 以て 被 申 渡處、 新 古カヒ タン 横文字の 書 

付 を 以て 去 ハ牛被 仰 付 置 通、 銅 八十 萬 斤 御受申 迄、 其內 六十 萬 斤 買渡殘 二十 萬 斤幷 明年 分 又 八十 萬 It* 

都合 百 萬斤賫 渡- 其 後の 儀 は、 頭 役 共の 存寄 承り 可 申 上、 且亦江 戶參」 ％隔 年 可 被 仰 付 旨 難 有奉存 候、 尊 

敬 を 表する 儀に 付、 是 迄の 通. 明春 新 甲 必丹參 府拜禮 仕度 候、 向後の 儀 は 何れ 明年 相 決 可 申 上旨 申出 之、 
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長椅實 記拔萃 四 

igll 通 昔、 上古 は 不知、. 明朝 太祖 開園の 始、 洪武 元年 (日本 慶安 元年に 當る) より、 二 k:: 五十 餘年 を經 

て、 萬曆の 末年 明朝の 政衰 へ、 又 遼 東に 地に 於て 清朝 創業の 基 を 建て、 兵亂 起てより- 遂に 懷宗 崇禎十 

七 年 (日本 正 保 元年に 當る) に 至ろ、 二百 七十 六 年に して， 明朝 亡び、 清朝に 改猇、 淸朝 開基 世 祖順治 

元年 (日本 正 保 元年〕 聖祖康 g| 元年 (日本 寬文ニ 年に 當る) 世 宗雍正 元年 (日本 享保八 年に 當る) 今 帝 

乾隆 元年 (日本 元 文 元年に 當る〕 淸朝 開基より 明 和 元年 迄、 kn 一  一 十 一 年 (寬政 二 年 迄 百 四十 七 年) 

其蜩 曰、 明 末の 帝 は思宗 なり 懷宗と 云 は • 明の 歷 主にな し、 想に 思と 懷とを 謬 まれる なるべし、 

i^" 國の全 境 東西 凡 千 四百 里、 南北 凡 千 三百 里 (日本 里 法に て 量る) 唐國 より 西北 韃靼を 防禦の 耍害 とし 

て、 秦始皇 蒙惜に 命じ、 兵 三十 萬 を 發し長 城 を 修築 せらる、 西は陝 西の 領挑 府ょリ 起て、 東 は 北京の 山 

海里に 至る、 其路行 曲に して、 萬 里 有 之 由に て、 萬 里の 長 城と 云傳ふ (日本の 里 法に 約 すれば 千 百 七十 

里餘 なり、 其 長 城 高 五六 丈 八 九 間な り、 上の 馬 踏 濶四丈 四 五 尺 七 間な り、 根 張 十 丈 程と 見 ゆる 由) 古へ 

遼 東の 地 清朝 一統の 後まで 尊んで 盛 京と 稱す、 北京 山海 關の 外、 朝鮮 界に 至、 前代 遼 isf と稱 す、 昔年 は 

安 南東 京ー國 にて 交 趾と稱 す、 其 後 安 南を廣 南と 稱す、 東京 は 王 都に て、 廣 南に は 鎮守の 官を居 置て 臣 

と稱 す、 或は 一 代 東京 國 王の 妻の 弟 を、 安 南の 鎭 守に 遣す 處に、 いかなる 事に ゃ變 起て 東京 國 王の 命令 
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に 不隨、 國中. § 人民 も 互に 往來 せす、 遂に ^國 となれ り、 昔日 本と 彼 地と は 互に 商船 往来す 

00 這と 云 一 闽 有り、 其 近 憐に羅 解 (名香 出) と 云ふ國 有り、 或時暹 より 羅解を 打取、 ニ國を 合て 暹羅と 

稱す、 國 中の 者 天竺に 往来し、 佛法を 尊敬す、 大 熱！： にて、 夏日の 間 は、 人民 河水に 身 を 冷し 暑 を 凌ぐ、， 冬 は 

朝夕 渐凉く 單衫へ を 着す、 禮 服に は 札 腰と て、 長 九 尺 計の 帶 腰に 結ぶ、 又圍稷 とて、 腰 下に 挎の 小き 物 

を卷 く、 國王尊 前に 出る 時 は、 右の 肩を祖 にす るを禮 とせり、 三 n 頃 諸 山より 水 出て 家宅 を 浸す 故、 人 

民 二階 造の 家に 住す、 九月 頃より 水 減じ、 冬 は水涸 る、 文字 蝸篆に 左 行せ り、 字母 三十 五 字 有り、 

唐！： の船師 は、 諸 所の 更數 を定て 針路の 準則と す、 其 更數の 根元 は、 風 倍 和 順なる n:、 一  晝 一 夜に 海路 

を 渡る こと 六 百 里 有 之 (日本 里 法に 約 すれば 七十 里 有奇) 是 を十更 とし、 其 一更 は唐路 六十 里餘、 日本 

の 七里餘 なり、 

浙 江普陀 山へ (四十 更 二百 八十 里) 浙 江乍沛 (一 二十 七更 二百 六十 里) 

福 建臺灣  (七十 更 四百 九十 三 里) 北京 天津へ (百更 七 百 五 里) 

江 南 上海  (三十 二更 二百 二十 五 里) 

上海 乍 浦 は 便 用宜き 所な りと て、 諸 唐 船徒來 過半 此に 集て 交易す、 

唐 船 渡海 始の 事、 明の 嘉靖隆 慶の頃 (日本 永祿元 龜に當 る) 稀に 小船に て絲、 端物、 藥 蹄-等 積 渡 交易す 

る處、 萬 曆崇藏 (日本 天正慶 長の 頃) に 至て、 明 淸の兩 朝兵亂 起、 人民 甚因 厄し、 共 難 を SI れん 爲、 商 

寶 のみに 非す、 數 輩の 唐人 家 資財 物 を携來 (長 崎に 居住 を 願 ひ 居れり、 虔長九 年頃、 唐國諸 所より 着船 

多くな りて、 唐 通詞役 出来 候、 寬永 十一 一 亥年- 向後 唐 船長 崎 一 方に 往來 すべき 旨、 他所に 着岸、 一 切 停 

止 仰 渡さる、 依 之 唐 li 入津の 節、 長 崎 市中の 者の 家宅 を 船宿と して、 一 船の 唐人 を 寄宿せ しめ、 其 船に 

積 ゆて 諸 品 n 錢 を掛、 宿主の 得分と す、 故に 廣 船人 津を見 掛る時 は、 市中 船宿の 者、 小船に て迎を 出して 

我方に 船宿の 約束 をな す、 唐人よりも 何 町 誰某 方に 船宿すべき 書付 を 差 出す、 是を差 宿と 云り、 若 入津 

HI1 九 
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の內、 船宿、 ぃ當 なき 者、 又 漂着 船の 分、 振 船と 名 付 總町割 を 定置、 順番に 町 宿せし む、 是を宿 町と 云、 

寬文六 年差 宿 を 相 止、 入津 船不殘 宿町附 町の 順番 を定、 其 町の 乙 名 居 宅に 船頭 役者 を 宿せし め、 其餘家 

家に 令 在留、 其 町中に ロ錢を とらせ 令 配分、 宿町附 町の 格 相定る 節、 唐人 共 一計 をな し、 船中に 客麼人 

を 立て、 別 所に 宿せし め、 是を小 宿と 名 付て、 一 船 積來し 荷物の 內、 船頭 荷物 少し 計り 留置、 其 餘は客 

唐人の iJH. 物なる 由に て、 過分に 小 宿に 送り 遣 はし、 其 小 宿主に ロ錢を 取せ しむ、 然 ども 此事非 分なる 故 

追々 御設議 の 上、 小 宿 を 令 停止、 元の 通 宿 町を定 る、 

唐 S 辭の始 は、 慶長 九年馮 六と 云 唐人、 日木詞 を習覺 えし 故、 始て通 詞役仰 付ら る、 其 後 馬田昌 入と 云 

者 を 加へ 二人に 成り、 馮六跡 役 林 長 右衛門に 被 仰 付、 寬永四 年、 中 山 太郞ぉ ハ衞、 同 七 年 Si 川官 兵衞、 十 

七 年 林 仁 兵衞、 穎 川 藤左衞 門、 萬 治 元年 彭城 仁左衞 門、 掷屋 次左衞 鬥、 楊 總右衞 門、 仁 右衛門 

元祿 十二 年、 初て 風 說定役 林道 榮に被 仰 付、 

寬永 十二 年、 長 崎 住居の 唐人 歐陽雲 臺何三 官江七 宫張三 官何八 官陳蠻 山 六 人、 唐 年 行事 役 被 仰 付 御 朱 

印 を 下し 賜、 在津の 唐人 國禁を 犯し、 又は 諍 論 等の 節、 是非 を 可裁斷 旨に て、 御朱印 は 年々 綸番預 し 力 

火災の 恐 を 以て 御 役所に 差 上 置、 

寬永六 年 唐 內通事 百 六十 七 人 被 仰 付、 此內 小頭 有， 《,、 寛 永 五 年 故 有て、 詰 番平內 通 事不殘 役儀 召 放さる 

小頭 八十 人 元の 通、 

浙江金 華府人  醫師 陳明德 

寬永四 年 渡来 長 崎に 住居 を 願 ひ、 姓名 を 穎 川入德 と改、 醫業 をな す、 子孫 今に 在 

浙江餘 姚縣人  儒士 朱 舜 ノ 

萬 治 二 年 明 末の 亂を 避て、 長 崎に 來、 寬文五 年 水 戶黄鬥 公、 其德 義を稱 せられ、 公儀に 御 願 有て、 七月 

舜の 「弟幷 i 詞高尾 兵 左 衞門は 添， 江 府に參 上し、 九月 常 州 水戶に 至、 禮節 尤鄭前 一にして、 數.^ 經. 5 を 


談論し、 道義 を 講究せ しが、 厚く 其 擧才を 尊信し 給 ふ、 1K 和 二 年 月 八十 三 歳 こて 卒、 


浙江 杭州府 醫師 陸文齊 

福 建 汀州府 儒士 朱 佩 章 

同  同 朱來章 

同 本書に 何とも 記な し 趙湘陽 

淅江 杭州府 射 騎陳宋 若 

同 杭州府 儒士 沈樊菴 


江 南 蘇州府 

同 

江 南 蘇州府 

同 

同 寧波府 

本書に 何とも 記な し 


享保 十六 年 十一 一月 三日 渡來同 十八 年 九月 十八 日歸 唐. 

日本 住居 唐人の 事 


高 壽 覺 

歐 陽雲臺 

惠若玉 

周辰官 

鄭 崇 明 

陳九宫 

江 七 宫 

曾ニ宫 


深 


林 公 淡 

林楚玉 

何海菴 

王 心 渠 

楊 一 宫 

鄭次宫 

吳 泰 官 


林 

吳 


道 榮祖 

仁 兵 衞祖 

吉郞左 衞門祖 

喜 左 衞門祖 

藤 平祖 

長 左 衞門祖 

川八郞 太祖 

兵 藏祖 


同 

醫師 

馬醫 

同 

畫ェ 


吳 

沈 


見 

陽 總 右衛門 祖 

惠 草 拙祖 

周 權左 衞門祖 

吉島總 次 郞祖 

陳 彌 吉祖 

江 甚 兵 衞祖 

井手 武兵 衞祖  ： 

元祿元 辰年 松 平 主 殿 頭、 核 浦 肥 前 守 立會 にて、 濟入 屋敷 造 立 有 

唐人 不殘移 居す、  _ 

ま 高 銀 六 tu: 三十 四 貫 四百 四十 目餘 (： 同 四百 貫目 公義より 被 取替 五ケ 年， L-r^) 


陳 冲 一 

陳奕山 

張 三 峯 

薛性田 

吳 宗 園 

薛 八 宫 

蔡 三 官 

黄ニ官 


載 

南 


南 

蘋 


穎 川 藤 左 衞門祖 

矢島專 助祖 

淸 門 榮左 衞門祖 


薛 

吳 

黄 


市 左 衞門祖 

平 左 衞門祖 

A  二 郞祖 

長 郞祖 

安右衛門 祖 


同 二 年 四月 十五 日、 長 崎 中 町方 在留の 
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人 差 出 所 之 宿賃 銀 高百霣 目に付 一 一貫 百 十九 匁 宛 人 尾 敷 構の 內 六 千 八 百 七十 四 坪 

部屋 二十 軒 各 二階 造 凡 一 部屋 三 間に 丸 間 

市 店 百 七 軒 (一間 半に 二 間) 上神祠 關帝堂 觀音堂 凉所 井 五 此 構の 外に 諸 長屋 あり、 

御高 札 

1 禁制 三 ケ條の 御高 札  一 譫 人 諸人 (恨眞 文字) 

右の 二 串 二の 門に 建 

元 祿ニ年  奉  行 

定 

1 日本人 異國人 御法度 背き、 不依 何事 惡事を 巧み、 禮物を 出し 賴候者 有 之ば、 急 度 申出べ し、 縱 同類た 

りと も、 咎を ゆるし、 其禮 物の 一 倍 御 褒美 下さるべし、 若隱置 訴人 有 之 は 可 處嚴科 者 也、 

卯 十月 

禁制 

1 斷 なくして、 唐人 構の 外 へ 出る 事 一 傾城の 外 女 之 入 事 一 出家 山伏 諸勸 進の 者幷 乞食 入 事 

右條々 可 相 守 之、 若 於 違背 可 曲事 者 也 • 

卯 十月 

定 

11^ て 定置 役人の 外、 二の 門より 內へ 出入 停止の 事  一^人 手 廻りに 相 交、 商 寶物有 之 候 は、 留置 之 

可 申出 事 一 構の 內へ持 入 候 諸 色 >  幷 外へ 持 出 候 品々、 門番 所に て 相 改之可 申出 事、 

右の 趣 堅 可 相 守^ 也、 

卯 十 e: 
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外 番 所定 

1 此 かこ ひの 內へ 番人 幷小 使の 外 事 無 之 者、 堅 出入 仕 闢敷候 若 に 人 ii^ 者 有 \ 一に 於て は、 急 度 曲事 可 

申 付 者 也、 

正 保 元 甲 申年、 明朝 亡びて 清朝に 一統し、 世祖 皇帝 卽位有 之、 改元、 顒 治と 號、 

寬文 1 一 壬 寅年、 清朝 第 1 1 代聖祖 皇帝 卽位 康聽と 改元、 

貞享ニ 丑年、 小川 町 宿の 唐 船より、 寰有詮 と 云 書 持 渡る、 御 吟味 有處、 天主 耶蘇 敎、 御 制 禁の文 言 有 之 

に 付、 書物 は燒捨 られ、 一 船の 人 禁足 積 房、 

元 祿 十五 午年 七月、 咬咄吧 船より 耳 祖と云 女 唐人 連來 る、 此女福 州に 渡 度 由に て、 滞 船中 舘內に 住し、 

本船 歸 帆に 連 歸る、 

正德四 午年 御 老中 久世 大和 守 漢文の 御 覺狀差 下され、 其 趣 近年 唐 船 定路の 外に 乗 通り、 諸 所に て 拔賫ぃ 

たし、 不法の 働 をな す 者 有 之に 依て、 海 邊の國 々備を 建 置、 若し 此後惡 行の 者 あらば 急 度 可 召 捕 旨、 以 

來 堅く 御 國法を 可 相 守 旨 御 書 載 あり、 歸 帆の 唐 船に 一 通づ、 被 相 渡 之、 

正 德五朱 年 二月 卜： 使 仙 石 丹 波 守、 御 目 付 石 川 三 右衛門、 當表發 ^有り、 已後唐 給 方 商 賫御新 例に 改り、 

信 御 法相 始り、 一 ケ 年船數 三十 艘招 定ら る、 

當年 船主 ども 請取歸 りし、 信脾廢 船に 讒訴の 者 有 之、 宫 所に 被 取 上 由に て、 南京 寧 波 船 今年 は 一 艘 も 渡 

来らす、 奥 港 船七艘 入津す、 外に 信 牌 無の 船 殘らす 積 房 さる、 

此砌在 唐の 船主 共 申 合、 去年 信 脾領受 の 者 ども、 日本の 年 號を用 ひ、 彼方の 命令に 從ひ、 反逆 同前の 由 

訴書を 官府に 差 出せし 故、 卽縣宫 より 布 政 司 按察使 總督撫 院のト ；官に 相 達し、 遂に 朝廷に 奏 開せ しかば 

容易に 裁定 成 難く、 今年 も 口 船 入津な く 奥 船 計 入津せ り、 

亨保 元&年 四月、 積 戻の 劉 汝謙船 所々 に 漂流し 七月 薩摩領 にて 破 給し、 當 港へ 送り 來、 i; 詮議の 處、 胡 

四 ニー  11 
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論なる 仕形に 付、 唐人 屋敷 札 場に 一 船の 唐人 三十 九 人 籠 置る、 翌 酉年 諸 船 願に て 免 さる、 當 表在 館の 船 

主 共、 唐 國の取 さた を 間き、 此後信 脾を領 すろ 事 如何 あらんと、 疑 志 iHil 々なりし、 郭享！ _ぎ- と 云 船主 一人 

役所に^ 書し、 諸 船主 信 脾を領 しがた きに 於て は、 我等 一 人に 何十 枚 にても 與へ給 はるべし、 我等 手前よ 

り何艘 にても 仕 立、 渡海せ しめん、 萬 ー於此 事、 唐國 にて 咎 あらば、 一 命み」 終る とも、 時運と _1 ^じ、 毛 

頭 遣 念 無 之 旨 e. 出し かば、 諸 船主 此義 氣に勵 され、 皆々 信 牌 を領受 せり、. 

享保ニ 西 ハ牛八 e: 七日、 陳祖觀 ^一  艘 入津し、 國 にて 去る 年取 上 置れ し、 信 牌、 官府の 裁判 相濟、 當五 

月 不殘本 主へ 差 返され、 近 E 追々 入津すべき 注進せ り、 當 八月より 四十 三艘入 it す、 

享保三 戌年 五月 二十 一 日、 平戶 より、 李 革 夭、 一 船の 廣人 四十 三人、 幷荷 物差 送らる、 嚴く 詮議 有之處 

長門領 より 筑 前にて 追撃に 逢し 由白狀 す、 但 五十 三人の 內十 人は擊 殺されぬ、 今度の 者 も 皆々 鐵炮疵 多 

し、 則 召 籠 置れ、 十月 波戶 場に て 荷物 船具 淺ら す燒 捨られ 候へば • 在 館の 船主 ども 願て 連歸 る、 

享保四 亥年 五月、 林 元 祿信牌 を唐國 にて 奪 とられし 由、 無 信 牌 入津す、 仍無 牌に て 入津の 者 あらば、 可 

遂呤味 旨に て、 積 戻 仰 付ら る k 處、 十二月 林宋 若と 云 者、 右の 信 牌に て 入津せ し 故、 御 取 上 あり、 又 林 

元 綠 は、 他 船に 便 を 乞 渡海し、 双方 御 詮議の 上、 林宋 若が 奪取し 事 明白に て、 積 戾被仰 付、 林 元 祿には 

別に 信 牌 を 賜 ふ、 

享保 五子 年、 小 倉より 唐人 三人 送^、 此^ 船 小 倉 海上 漂流の 處 、夜中 密に 小船 を 仕 立、 拔買 人の 體に似 

せ、 唐 船に 近寄、 船頭 谷 玉 至 財 副 潘：： ^水 總管楊 東 を謀乘 て、 三人 共に 搦捕 しなり、 初て 廣入尾 敷に 獄屋 

を 建ら れ、 入牢 させら る、 

享保六 丑年 六月、 陳振先 渡來、 近歸 山野に 出て 藥草を 見 分す、 

今年 四月、 臺灣 にて 朱 一貴 大勢 を 相 催し、 謀叛 を 起し、 數 十日 合戰に 及び、 六月 征伐 有り、 其黨. 類、 八 

月 北京に 相 渡され、 裏き 刑 罪に 處ゼら る、 
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享保七 寅年 十 一 月 十三 日、 康 帝 崩御、 當年 六十 九 歳、 在位 六十 一 年、 第 四 皇子、 雍 親王 胤藏、 is 年 四 

十三 歳讓 位の 遣 詔な り、 來卯 正月 改元、 

享保 十一 一未 年 七月 1 一十 六日、 鬼埔 塞本國 より 貢物 一 艘 入津す、 但し 國王 六佛嬌 花信 牌 願の 書翰 一 通幷本 

國出產 の 品 二十 種 進貢、 昔年 は 貴 國へ商 賣の船 數度差 越の 處、 近年 國務繁 く、 仍 三年 前より 貢 船 を 造り 

今年 家臣 優雅 世罕 文得理 を始、 東埔塞 三人、 瓜 哇人六 人 唐人 五十六 人乘 組來、 江府に 言上、 本 國信牌 一 

枚與 へられ、 貢物 は御受 用な し、 

享保 十三 戊 申年 六月 十三 日、 鄭大威 廣南仕 W しの 船 一艘 入津し、 象 ニ疋牽 渡る、 牡 象 七 歲牝象 五 歳の 由 

南京 造りの 大船に て、 象 使の 廣南人 二人 相 添、 同 十九 日 右の 船 大波 戶に 引付、 材木 を 並べ 陸地に 造り 續 

け、 象 を 本船より 卸し、 唐人 屋敷 上段の 明 部屋に 差 置る (九月 十 一 日夜 牝象 驚) 翌 酉年 三月 十四日、 牡 

象ニ疋 宰領 十三 人に て 出足し 但 一日に 五 里 三 里に て 泊 宿 を定、 通り 筋の 諸國、 前以て 象の 食物 道撟 等の 

用意 可 有 之 旨、 御 書付 を 以て 被 仰 越、 京都 着の 節、 禁 廷に牽 せられ 歆覽、 夫より 江府、 五月 二十 五 m 着 

濱 御殿に 置る、 

享保 二十 卯年 八月 十六 日、 雍正帝 崩御、 御 在位 十三 年、 九月 三日 新 帝 即位、 御諱 弘曆、 尊號 乾隆、 今年 

二十 ニ歲來 辰； 止 月 改元、 

元 文 g 未年 六 十八 日、 11 刻 舘內未 六 番龔恪 中 部屋に、 潮 州 人 大勢 押 寄、 船 針 尖 竹 等 兵 具の 如く 持へ、 

甚騷 動に 及ぶ 龔恪中 方 石 喫 執； 湯 等の 種々 方術 を 以て 防ぐ 中、 ェ社 二人 即死 十一 人手 疵負 ふ、 依 之、 同 二 

十 曰 龔恪中 人数 四 ±1 人 を 御 役所に 召れ 食議の 上、 其 夜 右の 人数 を 興福寺 へ 被 遣、 同 二十 三日 新地の 內を 

圍ひ差 置る、 七月 二十日 館 內の潮 州 人 共、 新地に 可 押 寄風閗 有り、 二十 八日 暮方、 人 六十 九 人 御 役所 

に 召 出さる、 玄關 前にて 一 同に 聲を 立、 何角騷 合し かば、 右の 內 十八 人 召 捕 獄屋に 入らる、 九月 六日、 

双方 和睦の 极 となり、 舘 內に歸 住す、 
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元 文 五 申年 六月 二十 八日、 東埔塞 出の 船より、 生. 瑪瑁 一 ッ持 渡る、 小 役の 者 養 ひ 方 を 見習 はせ、 八月 二 

十三 日 江 府へ差 上、 

延享三 寅年 八月 二十 二日、 館內 何角騷 動すべき 風聞に 付、 當丑 十四 番、 唐人 群 を 越て 逃 出たり、 仍此 間よ 

り 館 內騷敷 段 不屈の 至、 则 今日より、 通詞 を始、 火の元 番 遊女 諸 商人 館內 出入 差留ら る、 數 日の 後、 唐 

人 共 段 々 相 願 日本人 出入 御免な り、 

寳曆七 丑年 六月、 f^-島領に唐造明船流來る、 但 長九尋 三尺 橫ー丈 五 尺、 船 傍に 潭州府 漳浦縣 杜尋澳 商船 

戶林秀 艇字壹 百 伍 袼玖號 の 文字 彫 付たり、 江府に 達し 後燒捨 になる、 同 十一 巳年 十月 二十 九日、 於 唐 館 

內爲 法事、 コーケ 寺の 僧徒 を 請 じ、 終日 誦經 し、 長 二 間 ほどの 小 唐 船 ニ艘を 造リ、 諸 貨物船 具 種々 器物 等 

に 至 迄、 一 切積乘 せ、 翌十 一 月 朔日稻 左 裸 島に て燒捨 る、 

明 和 元 中年 九月 三 n、 唐人 門前に て 廣東人 參燒捨 (但寶 曆七年 向後 廣東人 參持來 る 間 敷 旨の 仰に 仍 てな 

り) 

文祿の 初年より、 長 崎 京都 魏の 者、 御朱印 頂戴して 廣 南東 埔塞占 城 東京 六 昆太泥 暹羅臺 灣呂宋 阿媽港 等 

に商賫 渡海 御免、 

末 次 平藏ー 一艘 船 本 彌平次 荒木 宗太郞 絲屋隨 右衛門 /長 崎 五艘 

茶屋 四 郞次郞 角 倉 伏見屋 ズ 京都 三艘 

伊勢屋 一 艘 f , 刖 

慶長頃 長 崎より 津 W 又左衛 門と 云 者、 商賣 として 暹羅に 渡 居る に、 此國と 哥阿國 と合戰 有り、 暹 羅方甚 

難儀に 及し 故、 叉左衞 門に 加勢 を賴 ける、 其 頃彼國 に：：： 本人 六 七 百 人 在住し、 其 所 を 日本 町と 稱す、 又 

左 衞門幷 山 m 仁 左衞門 軍將と 成り、 彼 人 數を引 連 j 戰し、 哥阿國 の 軍勢 を 追 崩し、 勝利 を 得たり、 國王 

大に 喜^し、 息女 を 又 左衞門 妻に 與へ、 仁 左衞鬥 にも 國官を 授けり、 又 左 衞鬥數 年 暹羅に 在て、 三左衞 
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門 を生產 す、 宽 永の 初 父子 共 長 崎に 歸宅 せり、 其砌 材木 町 乙 名 役 仰 付ら れ、 年 行司 相 勤、 又暹羅 通詞兼 

帶 の處、 本 役 多用 故、 森 田 長 助と て 彼 地に 数年 在留し、 通 辯 宜き者 を 相顿、 其 役を讓 りけ り、 又 左衞門 

歸鄕 に暹維 製作の 釋： 11 文佛 を持歸 り、 又 赤栴檀 一本 持 来せり、 鍋 島 家より 懇望に て、 三分 一 を 進す、 佐 

賀廣健 寺 木 尊な り、 一 ッは長 崎 能 仁 寺怫像 彫刻、 一 ッは末 次 平 蔵より 所望に 付 遣し けり、 

其蜩 曰、 此條 前卷に 記せし ワラ シナ仁 左衞門 事と 同事；^ ん 

元 和の 頃 長 崎より 荒木 宗太 郞、 廣 南へ 渡、 國 王に 謁見し、 情恩淺 からす、 後年 迄 互に 商賣 利用 を 通す ベ 

しと 國 王の 息女 を與 へ、 廣 南王歷 代の 阮民 (不 { 称) を 授け、 親族の 盟約 を 結びし 趣の 誓 書 一通 給 ふ、 此 

書に、 紙の 外廓 金泥の 花形 有り、 其 中に 眞 文字に て 書 入たり、 是を金 札と 云 習せ り、 右の 妻女 長 崎に 誘 

引し 來り、 女子 一人 出産す、 然處寬 永 十三 年に 日本より 異國 渡海 一切 厳禁た る 旨 仰 出されたり、 依之此 

後 廣南國 と 通路 永く 斷絕 す、 妻女 是非な く  f 生 を 長 iST にて 終る、 右の 金 札 又は 妻女の 手 馴し廣 南 製作の 

器物、 今以て 子孫 持傳 へり、 

寬永五 辰年 末 、平 藏家來 濱田彌 兵 衛弟小 左^ 門、 同 子 新藏、 臺灣 より 紅毛人 を 捕へ 來る、 其 趣 一年 平藏 

仕出し 船、 福 州に 差遣 處、 紅毛人 大勢 押懸、 荷物 金銀 等 奪取、 其 頃 は 紅毛人 臺灣の 地 を 借り、 頭 人 コ ン 

フラ トウル を 居 置り、 末 次 feH 臧、 何と ぞ此仇 を 報ぜん とて、 右三人の 者 を、 密に 臺灣に 差遣 はす、 此船 

着岸の. a を閉、 定て 前年の 遣 恨に て來 るな らんと 推察し、 卽刻 船中の 武具 船具 等 を 取 上る、 此船數 日 滞 

留し、 三人の 者 種々 計略 を 廻らし、 辯 舌 を 以て 彼等 疑心 無 之 樣に取 結び、 漸コ ンフ ラト ウルの 前に 出で 

申す は、 我々 此 度商賣 として 唐國に 渡. 海す、 何たる 仔細 も 不存、 早々 船具 等 を 渡し 給るべし と願訴 ふ、 

然 ども コンフ ラト ウル 油斷 せす、 大勢の 紅毛人に、 三人 を取卷 せ、 用心 嚴 しく、 中々 近寄べき 樣 なし、 

三人 さま.^ 詞を盡 して 永々 と 辯 論の 中 機 を 伺 ひて 間近く 寄り、 彌兵衞 飛び か、 りコ ンフ ラト ウル を 取 

て 押へ、 懷劎 を拔き 胸に 差當 たリ、 小 左衞門 同く 短 劎を拔 て 強く 背 打す、 近習の 紅毛人 各 劍を拔 て突掛 
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らんと す、 新藏 進んで、 一人 を 大袈裟に 打 放し、 血 刀 を 振て 競 ひ 進む、 大勢の 蠻人此 勢に 僻 易し、 近付 

者な く、 唯 高聲に 呼り しかば、 外より 大勢 來て鐵 炮數十 挺 を 打掛ん とす、 其時彌 兵衞、 コンフ ラト ウル 

に 云 ふ 様、 我々 を 害せば 先 づ汝を 刺殺さん、 汝 等に 申 事 有り、 彼等 を 鎮めよ と 云ければ、 コン フラ 彼等 

に 向 ひて 卒爾 を 致す 事 勿れ、 皆 退けよ と 下知す、 渚 三人 大昔 楊て、 前年 此 海上に て 末 次平藏 仕出の 船 渡 

海の 節、 紅毛人 共押宽 り、 荷物 金銀 を 奪敢、 其 鬱憤 を 散 ぜん 爲に 忍び 渡りたり、 はやく 武具 諸 品 を 渡す 

べし、 尤も 汝は 日本へ 連行べ し、 異議に 及ば- - 唯今 汝を 一番に 刺殺し、 城 中の 者 ども 鏖 にせん と 呼 はる 

コン フラを 始め 皆々 恐れ わな. -き、 少し 寬げ給 は i -、 いか 様に も 望に 任すべし と、 淚を流 ii; 化 言す、 扱 本 

船に 殘れる 日本人 共、 三人の 者 危難の 様子 を 聞て、 隱し 置た る 佩刀 を 取 出して、 一 銃に 是を拔 か. さして 

我も我もと 城へ 甌入を 見て、 彌 恐怖して 立會者 一人 もな し、 三人 是を 見て， 紅毛人 數多を 切 害に 及ばす 

頭 人 を 召 捕て 連歸 るべ しと、 コンフ ラト ウル を搦 ける にコ ンフラ 申す 様、 某此 所の 城代 なれば、 日本の 

檎と 成て は、 此 地に 押へ なし、 本國の 聞え も濟 がた し、 一 子 を 人質に 遣すべし、 我 を 助け 給 はるべし と 

歎く、 彌兵 衞是を 聞屆、 十二 歳になる 一 子 を 受取、 其 外に も 人質 を 取て 本船に 連れ 行、 一 々番人 を 付 置 

き、 紅毛 船 一艘 引付て、 無難 長 崎に 立 歸り、 奉行所に 訴ふ、 則 御 詮議の 上、 紅毛人 入牢、 翌年 臺灣 より 使 

船 を 以て 相 願と いへ 共、 御 赦免な く、 七 年して 御免な り、 十二 歳の 一 子 は 獄中に 病死す、 新 藏は細 川 家 

へ 五百石に て 被 抱 (此 始末 言語 通ぜ すん ば 叶 難 からん、 末 次の 者 共 能く 蠻 語に 通せし にや、 不審)， 

其蜩 曰、 此事 諸家 深 錄歟、 年 山 打 聞歟、 鹽尻 集の 類に も 見えたり、 少々 差異 有と 雖、 大旨は 違 ひな 

し、 諸 錄燒失 故、 聢と 不知、 

萬 治 元 戌年 六月 二十 s: 日、 臺灣 より 國姓爺 使者と して、 百 十七 人 乘組船 一艘 入津す (世に 云 和藤內 也) 

元 來此國 姓 爺 は平戶 出生の 唐人、 父 は鄭芝 龍と 云、 其子鄭 成功と 云、 其 頃 唐國十 五 年 前 明朝 亡、 清朝 

に 一統せ し處、 其 王 1- 等： i 州 邊に流 落し、 明 代に 再復 せんと 計略 專 なり、 右鄭 成功 これ を 簿へ閒 き、 
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國に押 渡り、 變を 伺ん 爲め先 臺灣に 居城 を 構へ、 福 州に 渡て 左 所と 云處に 大屋 形 を 建て 居 館と し、 明朝 

再興の 荷撸 をな さんと 欲す、 仍て 所々 に隱 居た る、 朝の 舊臣閒 傅へ、 慕 来て 幕下に 屬 する 者 夥し、 遂 

に 明朝の 親 威の 如く 推 尊び， 歷代 明朝 國 姓の 朱 氏 を 冠ら しめて、 國姓 爺と 稱號 し、 左 所の 屋形を 厦門と 

稱す (大屋 形と 云號 なり) 仍て 後年 迄 厦門と 申傳 へたり、 右 陣中の 事なる 故、 日本より 援兵 を 乞 ひ 請た 

きとの 使者、 船に て獻 上物 捧 来れり、 此旨 江府へ 言上 有 之 處、 決て 御 許容な く、 持 来りし 獻 上物 御受用 

無 之、 九月 十二 日歸 帆す、 但國姓 爺數年 挑み 戰 といへ ども， 遂に 勝利な く、 臺 灣に螯 居せ り、 其 子克狭 

其 子 錦舍に 至り、 淸 朝に 降参せ しとな り、 

寳曆元 未年 十二月 二十日、 十 一番 寧 波 出、 鄭靑雲 船より 奥州 南部の 者 六 人途來 る、 此者 ども 去 午年 十一 

月 十七 日、 ト六反 帆船 八 人乘組 江戶に 赴し 處、 同 二十 六日 逆風に 吹 放され、 當ニ 月末 迄 大洋に 漂 ひ、 三 

月 四日 福 建 (SP の內、 秦與 港と 云 地に 流 寄る、 卽刻 役人 來り、 船中 改め、 晝夜 番人 を 付 置、 g: 月 四日 其 所 

より 厦門に 送られ、 ：^^ 宫所 吟味 有り、 町 外の 寺內に 在留 致させ 米 薪 菜 錢等を 給り、 懇に 介抱 有し 內、 一 

人 病死せ り、 六 巧 朔日此 所より 寧 波に 送られ、 同 十日 着船す、 ^又 出官所 吟味 有之處 に、 今日 乾 隆帝巡 

行 有り、 浙 江に 駐 駕の砌 にて、 浙簡の 總督杭 州府に 至り、 此事を 直に 奉 達す、 數 日して 帝 歸駕の 上、 右 

漂流の 者 共、 本 國に可 送 返 旨 勅許 有り、 五 1< 龍の 銀牌 一枚 宛、 七 人の 者へ 下賜、 則 寧 波 府鄭縣 の 信 公 興 

と 云 商人に 申 付ら れ、 船頭 鄭は雲 財 副林榮 山、 外に 童 天 榮黄福 二人 は、 日本に 渡海 馴し 者に て、 少^-日 

本詞覺 えたる 由に て、 通 辯 介抱の 爲に差 添ら れ、 十 一 月 六日 出帆、 十二月 天草に 漂着の 內 一人 病死、 同 

二十日 長 崎 着、 右の 厦門 海 坊廳許 氏より、 咨文 一 通、 寧 波 府勤孫 黄 氏より 同 一 通 差 送る、 則兩 所の 官府 

に菅沼 氏より 囘咨 二通 相 渡され、 荷 、干； 信 公 興に 米 七十 俵、 其 外に は 三十 俊を與 へらる、 四月 十四日、 南 

部の 使者 請 取 連歸、 

同 四 戌年 仙臺者 十三 人 送 来、 右 同船な"、 
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同年 七 月 八日、 奥州 相 馬の 者 六 人 送來、 呤 味の 處、 去々 申年 十一月 三日、 岩木領 沖に て、 戌 亥 風に 放さ 

れ 小島 所々 に 見懸. ON しか ども、 人 {豕 なく、 去 酉 正月 中、 洋屮に 漂流す、 二月 十三 日、 家 造 ある 山 を見掛 

し 故、 船 を 寄 陸地へ 上る、 初 其 地の 者 二三 人 有しに、 頓て 二三 十 人集り 來る、 頭總髮 にて 手指 五ッ 足の 

指 三 ッ、， 色黑 腰に 鉈を さし、 半弓 又は 手 鐽 等 を 持つ、 狩人と！E^ぇたり、 言語 一向 不通 飢に 及ぶ、 米を賣 

與へ よと 仕形 を 以て、 金子 錢を兒 すれ 共、 望に 無 之樣 子な り、 彼 者 共 手 を 出し、 船頭 嘉兵衞 が 着物 を 引 

米に 買べき 様子 故、 綿 入 一 つ 差 出す 處、 漸米六 七 升 相 渡せり、 其內 次第に 大勢 百 人 計り 出來、 何と やら 

ん恐敷 急ぎ 船に 取乘、 碇綱 を 切捨く 、 船を馳 出せり、 夫より 西方に 漂流し、 山 を 見 掛船を 寄し に、 唐 

人 来り 陸へ 上れと 申、 番所の 様なる 處に 連行、 吟味の 體 にみ ゆれ 共、 譯 知れす、 此 にて 粮米 等を與 へら 

る、 此所船 繁不宜 と え、 挽船來 一 里 ほど 西の 川 港に 引 入、 廣東惠 州 府六豊 縣と云 所の. S なり、 右 初 漂着 

せし 島の 事を尋 しに、 其 地 は 臺灣の 後に、 鷄脚番 と 云 所に て、 唐國 より 一向 構へ 無 之、 平生 山に 出て 獵 

を 所業と す、 若唐國 より 不意に 其 地に 至れば、 W び 生て 歸る 者な しと、 老人 共 語 傅る 所の. 5 なり、 

寶永六 子年 (寳永 六 は に 非 ft なり 若寳唇 なれば 六 は 子な り追考 すべし )一 一月 四日、 四 番乍浦 出、 吳逸求 

船より、 筑 前の 者 二人 南部 者 一人 豆 州 者 一人 送來 る、 此者 ども 最初に 申 候 は、 五 年 以前 申 六月 二十 八日 

二十 五 端 帆 福聚丸 船頭 善 右衛門 を始、 十五 人乘 組、 江戶 出船、 十二月 末 岩木灘 にて 大風に 逢 ひ、 數 十日 

洋 中に 漂 ひ、 翌酉 二月 二人 病死、 四月 二十 三日 又 破船し、 船頭 始九人 溺死、 殘り四 人 海 南の 島に て、 漁 

船に 助ら れ、 二月 廣 東に 相 送られ、 總督： i 院 より 帝都に 奏聞 有り、 五月 廣東 出船、 七月 十八 日 乍 浦より 

當 港に 送られし 旨訴 に、 去 冬 亥 五月に 送來、 無 助 申 候 有 之、 十五 人の 者 全く 同様にて、 其 節 十五 人の 內 

十四 人 死 失の 段 巾 出、 共 者の 名に て、 此度四 人 送來、 破船の 次第 旁 疑 敷 旨、 嚴く 訟議有 之處、 十五 人不 

殘 存命に て 呂宋に 漂着す といへ ども、 御 制 禁の國 の. E 承 及に 付 是迄隱 し 僞候段 委細 白狀 せり、 實は申 十 

二月 已来、 難 風に 漂 ひ、 -? s 正月 本船 甚危く 端 舟に て 未 島に 揚ト ノ、 三月 頃 迄 滞留し、 夫より を 出し 幾 島 
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を 見れ ども 人家な く漸 漁船 を見懸 しに、 南方な 指さし 可 參手眞 似 致、 候 故、 四月 朔日其 所に 乘付 しに， 

唐人 筆談に て、 此所 イロ コ、 と 申 所の 由、 同 八日 港に 着 所の 役人 體の 者來 船、 中改、 筆談に て此所 マネ 

ラと 申、 又は リイ ソン 共 申 由、 リ イソに と は 呂宋の 唐音の 由、 頓て 陸に 上 ttN、 寺の 様なる 所に 連行、 是 

より 米 薪 等 を 渡せり、 仍 何卒 日本に 歸し 給る 樣頓 入、 但し 此所カ へ テン 申宜 からぬ 所の 由、 然 ども 指當 

り、 ^去べき 手 立な し、 折節 密に申 聞す 者 有り、 是 より 丑 十 里 ほど 戊 亥に 臺灣 とて 有り、 夫より は 日本 

渡海 可成 旨 5.、 然共 十五 人 一 致しが たく、 戌 二月 g: 人 申 合、 端 舟より^ 出、 呂宋人 見咎、 役所に 連行、 

足械 を 入 置、 其 後 船頭 善 右衛門 を始、 六 人此國 に留り 申べ し、 其 外 九 人 は 勝手次第と 申に 付、 互に 諍 論 

し、 打擲に 及ぶ、 寺の 坊主 幷役 ケ. 取 鎮め、 仍九 人の 內六 人は此 國に留 るべ し、 殘 三人 はいか 様に 成 行と 

も、 歸國致 度 旨 相 願、 拉三之 助、 四月に 成て 達て 歸國 を賴に 付、 厦門に 乘 船す、 其 趣甚羡 しく 存じ、 又 

歸！； 願 をな し、 都合 四 人と 成り、 但 在留の 內邪 宗門 を 段々 勸む といへ ども、 四 人と も、 本より 嚴敷御 制 

禁を 存じ、 決て 歸依不 仕、 よって 彼國に 止る 十 人の 者に は呂宋 より、 銀 米 衣類 を與 へ、 渡世の 所業 を 在 

付、 又歸國 願の 者 は、 手 ひどく 扱 ひ、 ー兩 日食 物を與 へざる 事 も 有り、 又 寺の 坊主 申 聞る は、 其方 共 日 

本に 歸 るに 於て は、 必定 殺さる べしと 種々 惡ロを 申 掛れど 聞 入す、 亥 五月 十三 日出 船、 六月 二十 三日、 厦 

門に 着、 七月 十三 乍 浦に 着、 同 十月 頃 三 iNj 助に 付添し 唐人に 逢 申 聞 候 は * 日本人 呂宋に 漂 着の 儀、 白地 

に 申出に 於て は、 御 仕置に 可 相 成 四 人の 者 海 南に て 破船、 廣 東より 乍 浦に 差 送らる 咨文を 賴可然 由 申に 

付、 其 意に 任せ 官 所より 咨文を 請取罷 渡れり、 其 間 御 制 禁の者 共の 養 ひ を 請、 其 上 心得 遠、 是迄僞 申 上 

候 段、 千 萬 後悔 仕 旨 及 白狀、 御免に て國々 へ歸遣 さる、 

明曆元 未年 去 冬より 當春 迄. - 唐 船數艘 相滯に 付、 爲 祭、 唐人 共 端 舟に て 競 渡 をな す、 此渡 市中の 者、 

見習て、 年々 パイ ロン 船.： U 唱、 小船 數艘を 進て 櫂 を 撥て 其 先 後の 遲速を もて 船 祭式と す • 

延寶 三卯ハ や江 府に 於て， 唐 船 造の 御船に て 島 谷 市左衞 門、 無人島に 乘渡見 屆可來 旨 被 仰 付、 閏 四月 五日 伊 

in  二 一 


豆 下田より w 船し、 同 二十 丸 日 彼 島に 着岸し、 五月 中 所々 撿 分し、 六月 五日、 被 島 出船し、 同 二十日 江 

戶へ歸 着、 彼 島より 珍奇の 鳥類 木石 等 持來し 由、 同 四 辰年、 去年 末 次 平 藏家釆 密に船 を 仕 立、 爲商賣 唐 

國に 遣す 處、 臺灣 にて 船修覆 等に 付. 令 滯留の 段、 先達て 日本に 相 聞 居た る處、 其 船 冬 中 入津せ り、 仍 

松 平、 干-殿 頭立會 にて 嚴く 吟味 有 之處、 彼 船 二重底に 持へ、 日本 綺圖刀 脇差 武具 品々 賫 渡の 段 白狀、 平藏 

儀 は 曾て 不存申 旨 申と 雖、 申 譯不相 立、 當 二月 十八 日、 松 平 右衛門佐へ 御預、 御藏 E.. 敷に 被 差 置、 平藏 

屋鋪 は、 黑 田家 來鎌田 九 郞兵衞 人 數百餘 人に て 請 取、 平 藏枠北 之 助は大 村へ 預置 れ、 母 長 鷓院は 唐 律へ 

御 預け、 追て 平藏 父子 隱岐國 に 配流、 母 は 壹岐に 流罪、 惡徒 悉く 斬罪、 

其蜩 111、 末 次 平 藏積惡 幷廣大 の 金銀 貯置候 高等、 諸家 深 秘錄に 委し、 往年 滅亡せ し 大久保 石 見守 所行 

に 似たり、 記 錄燒失 故委事 不知、 

元 錄 三 辰年 高木 彥 右衛門 於江府 代物 替頭 人に 被 仰 付、 長 崎 表 御船 幷 武具 預り役 仰 付ら れ、 是迄取 來役料 八 

十 俵 を、 御 切手に 13 され、 帶刀 御免、 九月 九日 長 崎に 歸 着す、 然處 七 二月 十九 日彥 右衛門 家來、 深 堀の 

鍋島宫 左 衛門家 來柴原 武右衞 門 深 堀 三 右衛門と 云 者と 途中に て 嘩を 仕出し、 其夜彥 右衛門 家來， g 沐 堀の 

藏 屋敷へ 仕掛、 玄關の 弓鐵炮 等を投 散し、 甚 狼藉 をな せり、 翌 二十日 早朝 深 堀 相手 兩人彥 右衛門々 前に 

行 向 ひ、 夜前 狼藉の 者 共、 不殘首 を 打 相 渡さるべき 旨 云 入る、 彥右衞 門 方より， g としたろ 挨拶 取合 もな 

かりし かば、 立歸.^頓て十 一 人 刀を拔 つれ 聲を 掛、 彥右衞 門 方へ 押 寄、 卽 時に 彥 右衛門 を 討 取、 相乎兩 

ノ の內 一人 は玄關 にて 切腹し、 一人 は濱 の町撟 上に て 切腹せ り、 彥右衞 門 方 侍 分 三人 中^ 二人、 暫し 

相 支へ 打 す、 其 外 八十 餘 人の 家来、 悉落 失たり、 御 詮議の ト：、 深 堀の 者 丸人藏 屋敷に 预置 れ， 彥右衞 

or 家来 十 尸 人 入牢、 翌已ハ や 三：：：： 二十 一 日 高木 彥 右衛門 嫡子 彥八 追放 被 仰 付、 若 黨七人 打捨、 深 堀 方尤尺 

新 罪、 丸 人 遠島に て 相濟、 

其賴 曰、 此喧 1- の 事前 卷に 記す る 處少々 差異 有、 可 追 校、 


翁 


草 


正 保 元 申年 長 崎 在津の 唐人 林 友官、 異名 小 顯八兵 衞と云 者 あり、 此者 日本人の 刀 脇 指 を、 唐！： に 渡す ベ 

き 密事 露顕し、 人 牢旣に 刑 せらるべき 處、 彼 者 切支丹 訴人 可 仕 由 申に 付、 助命 有り、 林友官 云、 跡 舟よ 

り 邪宗 門の 者 可 渡来の 旨な り斯て 八月 廣東 出の 唐 船 一艘 入津す、 彼 船 委く御 改めの 處、 阿媽港の 事 書た 

る 物 を搜し 出す、 船中の 唐人 嚴く 拷問 有しに、 黄 五官 楊 六宫、 其 外 邪宗の 者 四 人 有 之 由 白^す、 此旨江 

府へ 言上 有、 井上 筑後守 家老 岡 島 左 馬允當 表に 差 越し、 山 崎 氏立會 にて、 吟味 有 之處、 此黃六 非義を 

悔ゐ、 御 忠節の 爲訴申 様、 跡 船より 叉々 黄 順 娘 周 辰 宵と 申す、 邪宗： s^: 波り 来由、 然に 十一月 同所の 船 一 

艘 入津す、 則 訴人の 者 を 見せられ、 呤 味の 處此 二人の 外、 今 三人 有 由白狀 せり、 則 船中の 者 入牢、 追々 

江府に 言上 有しに、 同 十二： =： 林友宫 外に 二人 通 詞鎮川 藤 左 衛門差 添て、 江府 にて 猶叉御 穿鑿 有り、 長 崎 

にて、 白 狀の通 申 上、 此廢人 其 阿媽港に 數年 在留し、 邪宗 門を授 り、 去ろ 寬永 十三 年、 長 崎に て 蠻船燒 

捨の巧 十三-^ 助命せ らし ものな り、 此已後 邪宗 門の 者 渡り 來ろ事 有べ しとて、 三人 助命せ. t つれ、 宗門 

改の目 明し にして、 稗 扶持 方 下され、 古川 町に 在住せ り、 貞享頃 迄 存命し、 段々 死して 後 目 明し 斷絕せ 

わ、 

寛 文 十二 子年、 魏九官 の SBi 同 貴 僕 喜 四 人 渡海し、 願 ひに 依て 長 崎 住宅 御免、 日本人の 形と 成-り、 子钜 

鹿淸右 右衛門 同 淸僕魏 五左衛門と 成る、 

同 十三 年 唐 船 不殘長 崎 港へ 着船せ しめ、 一 切 他方に 往來 する 事 を 禁ぜら る、 

天 和 元 酉年 飢謹福 濟寺慈 岳 和尙施 粥、 九， 月より 崇 福 寺 千 麸和尙 施 粥、 年を越て いよぐ 飢饉 甚し、 仍て 

二月 米 四 石 ほど 煮て、 凡 三千 人に 與 ふる 粥 を 炊く 釜 を 鑄さ しめらる、 高 六尺 五寸百 一り 五 尺五寸 重目 千 九 

百 六十 五 斤、 

聲壽山 崇福禪 寺 施 粥 巨 鍋、 元 和 一 一年 壬 戌 仲春 望 後日、 

長 崎實記 拔萃畢 

I  82111  , 
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八杂 草 卷之百 六十 六 


〇 元 文中の 雜話 

新 內裏御 造營の 事、 寬政元 酉年に 始り、 東 武の宦 使 (御 勘定 奉行 柳 生 主 膳 正 御作 事 奉行 安藤 越 前 守 御 勘 

定 吟味 役 村 垣 左 太夫) 之 を 奉行し、 皇 都の 司 市： li? (池 田 筑後守 半に 轉役菅 沼 下野 守に 代る) 之に 立 曾、 

夫より 以下の 御家人 數多、 それぐ に 有司 を 勤め、 旦には 霧を拂 ひて！： 生 を 戴き、 夕に は 西 紅の 色 さむる 

迄、 かいと ほしつれ て、 番匠 以下の 諸 職人 を勵 し、 夜 を 日に 繼で營 る 程に、 翌 戌の 年 立歸る 頃に は、 金 

殿紫閣 も、 や X 建 渡りて ぞ 見えし (御 造 營の事 は 追て 後 卷に委 記す ベ L) 遼に昔 を 思へば、 今の 大女 院 

御所へ 御 入 內は元 文の 始 なりけ わ、 女御々 殿 造らるべし とて、 春宮 御殿の 舊 きを 改 補せられ て、 一 兀文元 

年辰卷 より 御 普請 始す (寬政 二 年 迄 五十 五 年) 今般の 御 造 營とは 違 ひ、 聊の御 事 なれ 共、 夫 だに 棟梁の 

大 積り、 番 匠の ェ數 五萬ェ 成け らし、 御 普請 奉行 は 小 堀 仁 右衛門 (元方 兼) 在京の 大御 番組 頭 川 勝 勘 右 

衞門兩 人に 被 仰 付、 副 奉行 は 諸組與 カ立會 なリ、 御 大工 頭 中 井藤 三郞 見廻て 罷 出る、 余 も 御 本殿 懸 りの 

御用 を 勤ぬ、  , 

御 本殿 掛り 

(土 岐丹後 守組與 力) 岡 田 藤 兵 衞 (上 同) 下役 同心 (垣 川 宅 右衛門 井坂 又 助) 

(向井 伊賀 守組與 力) 祌 澤 與兵衛 (上 同) 同斷 (三 宅傳 右衛門 大島直 一) 

御 里 御殿 掛り 

(土^ 丹 後 守組與 力) 森 山 舍人 (上 同) 下役 同心 (三 宅 新 藏植田 七 右衛門) 
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(本 多筑後 守組與 力) 眞 野 八 郞兵衞 (上 同) 同斷 (竹 屋淸介 村山彥 介) 

兩 御殿 兼帶 

(松 平石兒 守組與 力) 佐 久問常 右衛門 (上 同) 下役 同心 ( 一 人名 失念 伊藤 武左衞 門) 

(桑 山 下野 守組與 力) 河 村 友 右衛門 (上 同 ：} 同斷 (衣笠 辨藏八 木 藤 九郞) 

元方 

(小 堀 手代 安田 傳 右衛門) (元ダ 岸本您 八郞) 御被宫 棟梁 池 上 五郎右衛門 

頭 棟梁 (堀 內備後 塚 本 平 右衛門) 其 外 小 堀 乎代幷 棟梁 餘多 

右 名前 一 14- 三人の rrl 1 十一 一人 は 亡し 

大女 院 御所 は、 御寳算 目出度 渡らせお はし まし、 ^幾年の 末 ひさに 仰ぎ fg ぎ 奉りぬ、 雲の上に も 其 御代 

の 人々 は 多く 失せ 鬼 玉 ひ、 いやしき 老が 身の 獨に、 幾年 波の たつ か、 弓 やそ 瀬の 灘をも 跡に なし、 よろ 

めきながら へて、 か- -る あだし ごと をす さむ も、 行水に 數 書く 類 ひなら め、 扱此御 普請に 付て、 音頭と 

云 もの. - いみ じき を 知れり、 ふりに し 世々 より 嚴 重の 式に は、 此 名目 ある 事 閗傳へ ぬれ ど、 傭 夫の 木 や 

り 音頭な ど 云る は、 其 類 ひに は あらで、 賤が わざ ごとの 狂言との み 思 ひしに、 御 普請 地 築始る 頃、 都 源 

兵 衛と云 名 題の 音頭 取 は、 はやな く 成て、 夫に おさく 劣らぬ (名 失念) 老人 出來 りて、 此御^ を 勤む 

禁裏 御 普請に、 此度 にて 五 度び 罷出 ると 語れり、 蕖が 出立 を见れ ば、 伊達なる 浴衣に 赤き 頭巾 を 被り、 

麾を 持ち、 人夫の 列 を 揃て、 徐 に發聲 す、 はじめはい とも 靜に 行儀 正しく、 半に 至りて は、 曲節 を 巧に 

し、 終に は、 自ら 一 身 を 抛て、 躍り 狂 ふ、 其 位 至て 急な り、 唄處 は鄙詞 片言 なれ ども、 序破急の 位、 時 

に應 じ、 列夫此 音頭に 隨ふ 事、 良將の 士卒 を 遣 ふが 如く、 進 返 己が 手足 を 動す に 等し、 諷と 人夫 を引揚 

みれば、 地形の 平均 堅固なる 事、 他の 音頭の 築 上た ると は 若干の 違 ひなり、 是 道に 長す る 人に 隨ひ 行ば 

おの づ から 其 撵を受 て、 一 和す るが 故な"、 往昔 建 仁 寺の 榮西 禪師の 人夫に 示されし 事、 いとたう とし 
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其世汔 一よ かけ 聲な かりし にや、 右 御 普請 中、 所 司 代 土 岐丹後 守 度々 撿分 有り、 尤 御請 場の 事故、 曾て 敬 

こ不 及、 常の 通り 諸 職人 出 請 可 致 旨 申 渡さる、 然共木 やり 音頭な ど は、 餘り尤 き 雜語を 申 物 なれば、 當 

日 其 心 を 以て、 掛聲 遠慮して 可 然と、 奉行 中 評して 其 通 申 渡しぬ、 右撿 分の 頃、 石 築 最中の 時節な り、 

. ^ナ聲 亭 止に 仍り、 其 日 は 無官に て 突け るが 一向に 石 居らす、 翌日 悉く 仕直しけ る、 假初 事の 樣 なれ ど 

も、 斯様の 業に 音頭なくて は 叶 難き 事 を 思 ふべ し、 其 後 は 此段を 所 司 代へ 申 上て、 見 分の 折 柄 も かけ 聲 

1 背 頭 等 常の i に 致せし なり、 扨 引屋日 傭の 甌引甚 面白き 物な り、 有 来の 女房 部屋 (ヒの 御所に て は對の 

屋と稱 す 女御々 殿に て は 女房 部屋と 云) を、 二三 十 間 脇へ 引 直す に、 凡 梁； 一一 四 間 術 行 十 間の 建物 を 其 儘 

にて 引 事 なれば、 餘程大 そう 成 事な り、 連に 注 根を繩 にて 卷き 樽の 如く、 見事に 搦み、 刎 木 を 以て 宙ハ 

釣 上る、 此 捲へ 餘程 日を累 て、 疾と 出来 上りて 後、 木 やり 轆轤 を 以て 是を 引く、 慵夫頭 前後左右 を跃廻 

りて、 麼を 振り 音頭 を 取り、 轉木 を繁く 入て 引 之に、 車に て 挽が 如く 容易な り， 引付る 場所に て、 少の 

寸 尺の 齟齬 は、 轉木を 込替て 引けば、 分厘 を 過つ 事な し、 是も 頭取の 下知と、 列 夫の 多 カー 致す る 力 故 

なり、 然るに 今度の 御 造營に は、 窮民 老幼の 者 御 救の 爲" 相應の 賃錢を 下され； 地 築 を 勤めさ せらる、 

萬 民お ほけ なき ほひ 波に 浴して、 聊國恩 を 謝し 奉らん と、 飢渴に 迫らぬ 者 迄 も、 我 劣ら じと 群つ i も ル 

御用 を 勤む、 此 功幾ぞ や、 昔 頭の 功 は 多年の 鍍鍊に 寄る 許な リ、 萬 民 至誠 心 を 以て、 皇居 を 築ん は、 音 

頭 木 やりの 徵功は 物 か は、 萬 世 不窮の 瑞兆なる べし、 

右 元 文 御 普請の 顷、 一條 殿 大臣 拜賀 有り、 當日 東南の 廣 小路に、 もろ 人 所せ く聚 つて、 此行 粧を拜 まん 

とす、 余 も 是に立 交りて 待處 に、 ニ條 殿御 行列より 前に、 北の方より 一條 殿、 近衛 殿 伴せられ て、 歩よ 

り宫 中に 参らせ 給 ふ、 御 装束 衣冠な り、 是は攝 家の 拜賀に は、 御 互に 參內 有事 古例な りと 云り、 一條 兼 

香 公 (今の 女院 御所の 御 父君な り) 其 頃 はい まだ 志學を 超させ 給 ふに やと a 請 奉りし、 御 容貌 端 嚴に艷 

なる 事、 いにし \  Q 家 持 業 平と いふと も斯は あら じ、 か- - る鹯色 天が下に 叉 も あら じと 有 合 もろ 人 感に堪 


m 


兼ねす 5- ろ 5 つし 心に 目 も あやなり けらし、 それより 程なく ニ條 殿御 朿帶 にて 前 顧扈從 威鎮嚴 に、 南門 

より 入せ 玉 ふ、 右 相濟、 余 は 御 普請場へ 立歸 り居處 に、 御門 外に 人 多く 集りて 騷敷 故に、 何事に やと 尋 

るに、 兼 香 公の 御 美麗なる 今一た び 還 御を拜 まんと、 拜賀拜 見の 者 共、 皆 一條 殿の 御門 前に 群て 奉 待な 

りと 云り (. 一 條冢は 女御々 殿の 向) 然るに 還 御 は 御輿に て 有し 故、 もろ 人 ふたくび 拜み 奉る 事を不 得、 

本意 な く 皆 散々 に歸 りぬ、 斯る 天質 も 世に あ ろ 物 か (此先 驅後從 のこと 其 家の 御 家 類 の 堂 上 相 勤ら る 、 

前驅は 殿上人 後從は 公卿な り、 御攝 家に 寄、 御 家 類 少き御 家 有. 夫 は 外御攝 家の 御 {ネ 類 を 御 雇 有と 云り 

御 本殿 は 御 修覆計 故に、 上棟の 式な し、 御 里 御殿 は 新 殴 なれば、 殿 造り 成て、 ヒ楝 の式冇 り、 奉行 (御 

大工 頭 中 打 藤 三郞副 奉行) 各 入 斗 目 麻 上下、 其已下 は服紗 小袖 麻 h 下にて、 御殿 前庭 上に 着座、 棟梁 は 

頭 棟梁、 幷老 分の 者 共 は 衣冠、 其 外 總楝梁 大紋布 衣 を 着し、 それ， <\ 役を務 む、 楝の槌 柱 本の 褪は、 頭 

棟梁 衣冠 黑袍 にて 勤め. 聲懸の 役、 同じく 衣冠 黑袍 にて、 破風より 半 出て、 何 か 大昔に 唱て、 左右へ 揖 

する 體 なり、 其時楝 上と 柱 本の 棟梁、 同時に 槌を打 合す、 右 相濟、 上棟の 餅 を 蒔く、 而て各 退出、 

同 十一 月 御造營 成て、 奉行 以下 參內、 武家 玄關 にて、 御 吸物 御酒 下され 拜領物 頂 載 各 退出、 

當時は 三代の 隆なリ しに 等しき 御代 なれば、 長き 御造營 中には、 寛大の 御沙汰 數々^ べし. 我 親戚の 者 

此 御用に 掛り 居れば、 御造畢 後、 余 老命盡 せ すん ば、 委しく 尋て 後記すべし、 右 元 文の 御 普請 は、 奉行 

輕く 之に 屬 する 者 は、 諸 組の 寄繁 なる 故、 物 每取ダ らす、 唯 喧しき 許な りき、 今度 は關 東より 總て御 取 

計ら ひ 有れば、 下司の 者 迄 一 和して、 御用 向不滞 由な リ、 爰に 記す るが 如く、 僅に 傭 夫の 木 やり 音頭 だ 

に、 一 和せ ざれば 事 調が たし、 矧ゃ夫 を 指揮す る 人に 於て を や、 軍配 は 軍 中に 不限、 今日の 上 皆 雨り、 

攝局を 善くす る 人の 謂に、 碁 は 打 初日より 終る 迄、 每手シ テゥの 意 を 忘る ベから す、 一手にても 過 有れ 

ば忽 崩る と 知るべし、 普通の 人の 打 を 見る に、 凡此邊 よかるべし とのみ 一 應に考 て、 自の 意を盡 さ^る. 

故に、 相手より 案の 外なる 手 を 打ば、 大に 惑な り、 此 次は此 所々々 と、 自の カー ぱいに 思慮して 打ば、 
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不覺を 取らす、 一手 づ 理を 貴て 考 べし、 夫 だに 相手 强け わば、 其 上 を 見越て 位 を 取な り、 まして 一手 

にても 卒爾 有れば、 夫より 付 込れ て、 竟には 負る と 知べ し、 是碁而 巳なら す、 平日の 備、 尤も 斯な るべ 

し、 

〇 大阪上 町 火 

寬政元 酉年 臘月 二十 二日 卯 半 刻 大阪南 本 町^ 筋より 失火、 西北 烈風に て、 東南へ 燒蔓 り、 又 久寳寺 町へ 

飛火して、 南方の 火 一緒に 成り、 東 横 堀 を 越て， ヒ^ を番 場へ 燒拔、 北 は 東に て は 大手筋の 北 迄、 南 は 

御 械代屮 屋敷、 其 外 玉 造 邊の諸 岸： 敷 悉く 燒、 同夜 寅 刻 計に 上 本町廣 小路 邊 にて 燒留 る、 略圔 左に 記す、 

諸 屋敷 燒 失の 數腚と 不知、 町 數は凡 五十 餘 町と 巾せ 共、 京都と 遠 ひ、 一町と 申が 六十 間の 定数に は 非す 

三 町 四 町 を 一町と する 所 多ければ、 六十 間の 間数に 直せば、 五 ト餘町 か百餘 町に も 成べ し、 去る 洛 火に 

比すれば、 十が 一 にも 非れ ども、 先 は 近年の 大火なる べし、 享保九 辰年に 堀江より 出火して、 大阪 過半 

燒、 天神 橋： 大満 橋を燒 落して、 天滿 へ燒拔 たる は、 六 七十 年 以前 大阪の 大火な り、 其 後天 滿燒、 島內燒 

芝居 燒等、 數度有 わ 共、 今度より は 小火な り、 今度の 火事 は、 享保 十五 戌年 京 西陣 燒と凡 一. 同、 

御城 幷ま西 町奉行 所、 南北 御堂 各別條 なし、 西 奉行所 は 火元より 程近く 殊に 危か りしが、 不思議に 殘る 

番場 は廣場 なれば、 老人 婦 童の 類 • 爱へ^ 來、 諸道 具 夥敷持 出 置け るが、 火先 なれば 諸道 具に^ 火吹懸 

て、 悉く 燒失、 怪我人 も 多 有 之 由、 委き事 は 不知、 有增を 記す、 尙可 追考、 
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〇 碁 將棊雜 話 

洛に龜 六、 若木、 歌舉、 司な どい ふ將棊 指しお り、 鄙 人聞傳 へて 流石に 都なる 哉假 初によ ぶ 名 も 優に _lg 

しか. OS けり、 舰 六は藏 六の 謂 成べ し、 其 外 も 皆より 所有べ しと、 心に くげに 問け るに 都人 答へ ける は、 左 

計り 都 をな 慕 ひ 玉 ひぞ、 むかし こそ 有らめ、 今の 都の 風情 は 遠の 人に は 無下に 劣ね て、 餘 所の 聞え も耻し 

く 侍る， 龜 六は飽 1. 六 兵衞、 若木 は 若山屋 喜右衞 鬥歌學 はお 賀屋九 兵衛、 司 は柄屋 佐兵衞 にて こそ 侍れ 

たと へば 小路の 名 も、 往昔の 號は 實に皇 城ら しく、 大炊 御門、 冷泉、 京 極、 楊 梅、 菖蒲 小路、 ある は坊 

門なん どよ し 有 ゆなり し を、 いつの 頃よりか 唱替 て、 淺 ましき 名 を 呼り、 近き 頃 登りし 出水 川と いふ 角 

力 取 を、 都の 人 は 出水 川と 呼び 不知火と 云 角力 取 を しらす， 火と 覺 えたる 者 多し、 是 にて 推量り 玉へ、 

^一條より 九條洞 院立賣 などの 古名、 僅に 殘 りたる こそ、 せめての 事 なれと 答へ ぬ、 

明^ 中大阪 (所 親 名 失念) 虎之助と 云八歲 の小兒 有り、 幼年に して 朞を うつ、 當 地下 立 賫烏丸 西へ 入 町 

に 所 緣の者 有て、 彼 處に來 て 返留 す、 近隣の 者 彼と 蓊を 挑む に、 皆负 たね、 其 町に 余が 知 音 有て、 虎之 

助 を 倡 ひ來、 余に 負を勸 む、 故に 其 手相 を尋 るに、 凡 余に 四 子 を 著して よかるべし とて、 虎之助 四ッ 

置て 打 1\ 一に、 其 碁 勢 余が 如き 鈍 村の 及處に 非す、 去れ 共 流石 小兒 なれば 問々 虚手 ある 故に、 四ッ にて 勝 

敗 牛角な かりし、 孰に 尋常なら ぬ 器用と 見えし 儘、 小島 道 芝 (始 名大 六 後 號登曾 進 五段の 手 直りな り) 

に、 是を 語る に、 其 碁 を 見 度よ し、 道 芝 申に 仍り、 小島 方會 日に、 余 誘引して 伴 ひ 行、 あれ 是れと 打け 

る を、 道 芝倩閱 て、 是 普通の 才 に 非す、 江 都の 家元に 斯る奇 村 を 常.々 搜し 索る 事 なれば、 何と ぞ彼を 家 

元へ 吹擧 して 下し 度と、 虎之助 親元 を 炭と 承 合ぬ る處 に、 虎之助兄^^もぁまた有て、 親 は 荒 商寶の 者の 

よし、 依 之 道 芝 大阪に 所 m 有て、 彼 地へ まかりし 序に、 其 親元へ 尋 行て 爾々 の 由を述 るに、 親諾 して 虎 

之 助 を 道 芝に 任す、 妥に 於て 道 芝より、 江 府へ其 由 を吿 て、 虎之助 を 下しけ るに、 果して 一 を 聞て 十 を 知 

るの 良 村に て、 幾年 を經 すして 元 虎と 稱し、 五段の 手 直 hs と 成る (此名 元 虎之助の 謂なる べし 寛 政 二 年 
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に 凡 三十 歳計 か) 戲に我 は 元 虎に 四ッ强 しとい へば、 皆 人 興じて 元 虎に 四 ッ强き 人 恐らく 棋局始 て 3- 

來 有べ からす、 足下 は 開闢 以来の 妙手な りと 笑 ひぬ、 また 靑門 主の 御內 何某が 女に 以保 子と 云 ふ 小婦有 

り、 容儀 も 十人並に て-醜から す、 至て 秀才 怜悧 にして， 總て 女工 何に よら や 巧なら すと 云 事な し、 十歲 

の 頃より 碁 を 知て 打 之に、 洛に 於て 二三 桥目 Q 打 乎な り、 江府 家元に て此 碁の 寫を 見て、 古へ より 家の 

弟子に 婦人 は殊外 寡し、 此小婦 が 如き 未 有事な し、 何と ぞ 出府せば 先當 時の 格に て は、 初段の 手 直り、 

二 段 を 許す は 程な かるべし、 猶 修行せば 其 上へ も 至るべし との 沙汰 成し. H、 十三 ral 歳の 頃、 E 沼 氏繁榮 

の析 柄、 彼方より 呼 寄せられ しが、 下向 以來 何の 沙汰 も閱 えす、 いか 5- 成し や、 今 は是も 三十 歳計なる 

べし、 余 もお 以保 十三 歳の 時、 其蜩 庵の 額を賴 みて 書て 貰 ひしが、 燒 失せり、 筆法 華 人 を 欺く、 又 常の 

m 文章 は、 和 樣の隨 分う つくしく 和ら か 成 物な り、 小聯 一枚 は燒殘 りたる と 思 ひて 尋れ ども 不見、 

〇 秋 間戲鐵 

秋 間 戯鐵は 印譜の 柩耍 にして 印 を 好 人 は 皆是に 倚な り、 然れ共 偽書 多くして 紛擾たり、 余 年頃 此 本書 を 

尋 るに 需る泰 を不 得、 さる を祌樂 岡なる 終南師 及て、 彼 もとに 珍藏 せる 本書 を 借し 與ふ、 余 雀躍して 

官務 のい とまに 是 を模寫 する に、 印面 磨滅して、 安定なら ざる 物 多し、 故に テン クゼ ゥに寫 之て、 一 印 

每に 切拔、 臺 紙に 張 事 千 数百、 印 成て 後 華 人の 席、 餘多 有ケも 悉く 籠 字に 寫し、 快に 至る 迄、 本書の 通 

に 製作して 藏之、 將に肉 を 以て 押た る 如し、 人閱之 本書 かと 過てり、 蘇 氏 印 略 も、 片尙宜 が模し 置る を 

乞て、 荒 增に寫 しぬ、 又 半口 餘 1^ と 云 印譜 は、 幕府 士石洞 蔵人 (秩 五千石 定火消 を 勤 名 寅 固 他山と 號す 

文武 を嗜 み、 篆字 を 善し、 印刻 を 好める 人な り、 此 人の 印譜な り、 東山魯 山 和 尙是と 親し、 和尙 出府の 

折から、 石 河氏此 印譜 を 出して 魯 山に 践を乞 ふ、 魯山諾 して 調 之、 其 一 謝と して、 印譜の 寫を和 尙へ贈 

らる、 ，^-和尙ょり^りて閲.\ー、 始めに 十二 刀 法 を審に 註解せ り、 至って 珍 *r にして、 印 又 凡 製に 非す、 

印 色 妙に して 華 印 を壓か 如し、 是叉 戯鐵の 通， 《s、 精密に 寫し 置. り、 悟眞の 連珠 印譜 は、 本書 を 獲て、 常 
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に 悟 眞の印 風 を 嘆美し、 是を學 ぶと しもな く、 自 刻の 印、 數 積れ る を、 悟眞 見て 之を稱 し、 席 文 を 選で 

余に 授く、 其 他 香 山 印譜、 點隱が 福壽、 片 夫人が 印譜な ど、 皆 焦れ 失ぬ、 半日 餘間、 秋 間 戲鐵の 本 

は、 今 も 香 山 終 南の 趾に 遣りなん、 余耄 年に して、 二 寫す事 難し、 惜し、 

〇 江府御 書付 寫 

寬政元 酉年 重陽、 松 平 出 雲 守 京 極 能 登 守 登 域の 節、 閣老 牧野 備後守 相 渡され 候 由に て、 大目 ：t> 山 田 肥 後 

守より 達せられ 候 御 寄付 寫、 

諸家 留キ： 1^ 組合 寄會等 有 之. 彼是 物 入 多 趣 相 iE え 候、 右 は 畢竟 主人 勤 向の 儀 申 合の 事に 可 有 之處、 振 

舞 同様に 相 聞え、 不束の 次第に 候、 當時 何方も 儉約相 用 ひ、 旣に 不如意の 趣に 付、 省略 又は 被 申閒候 

品等 も 有 之、 主人々々 出會等 は、 事輕 趣に も 相閗ぇ 候處、 右 家 來共寄 會の節 乎 重に 及 候 儀、 一 體不相 

濟 事に 候、 殊に 組合 一 銃 申 合、 新 役 組 入に 物 入 多分の 至、 又は 主人の 家政 も 差 障 候 や 共 相 聞え、 如何 

敷 事に 候、 溜 詰幷外 家々 より、 以前より 組合 無 之 家 も、 相 應に相 辨し候 儀に 有 之、 殊に 勤 向 等の 品 も 

當 時に 至 候て は、 其 家々 に 通例 も 有 之 儀、 其 上 多年 外々 類例 書面 等 も 可 有 之 儀に 候へば、 多分 差 支 可 

申 儀 も 有 之 間數、 其 家々 近 例 相 用 候ば、 已後 家格 も流不 申、 手堅き 方に も 有 之 候、 其 上に も不 分 儀 

は、 主人の 間柄、 又は 同席 等の 類 役へ はたと ひ 組合 無 之 未 面談 不致 候と も、 其 時々 掛 合に 及 候 は..、 

敢て用 向 指 支 候 儀 は 有 之 間 敷 候、 いづれ とも 其 主人々々 の 用 向、 殊に 公 邊の勤 向に 候へば、 寄 合 出合 

常々 無 之 迎、 問 合 等等 閑に 可 致 儀 は、 決て 無 之 儀に 候、 類 役是迄 度々 寄 合 等 致、 勤 向 等の 儀 取調 候 上 

は、 敢て 老中 迄內意 相. i: 候に も 及 間 敷處、 近年 は IS 伺に 至 迄、 毎以 老中へ 內意 伺候 仕 來に候 上 は、 寄 

會等相 止め、 手 切 同様に 取調 候 共、 格別 手 遠 ひ は 有 之 間 敷 やに 候、 內意被 申 聞 候 節、 たと ひ少々 不行屆 

儀 候と も 不敬の 趣意 無 之 儀 は、 敢て不 苦 儀、 况 義理 さへ 相 分り 候ば、 文 談等は 如何様に も 相濟候 儀に 

候 間、 爾來 組合の 儀 勝手次第に 相 止 可 申 候、 右 寄 合 等 相 止 候て、 外留主 居への 問 合 有 之 候 節、 指 支の 
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儀 も 候ば、 其 趣 先方 主人へ も 届の 品に より * 老中へも：^^ハ旨內意可被申聞驗、 尤此旨 習 主 居の ものへ も 

可 被 置 申 付 組合 等 致不申 候て は、 此 書面の 外に 差 支 候 儀 も 候 は t -、 其 旨 內意被 申 聞 次第 猶亦可 及指阖 

事、 

九. 月 九日 

若年 寄 京 極 備前守 より、 御： IT: 付 河 野 勘 右衛門 へ 被 達 御 書付 寫左 の 通- 

近來 都て 御 旗本 御家人 共に 一統 勝手 向、 及 困窮 趣 相 閒候右 は 數年來 いっとな く、 華奢の 風に 馴れ、 衣 

食 住 は 勿論、 萬 事 結構 を盡 し、 無益の 雜費有 之 候 故、 勝手 向 不如意に 至、 へ S のづ から 實意も 薄く、 平 

生 も 嗜も無 之 様に 成 行 候 族 も 有 1\ー やに 候、 畢竟 其 身の 分限 を も不顧 右の 俵に 付當時 文武 馬藝等 可致修 

行に も、 勝手 向 不如意 故、 自然と 行屆 兼、 幷 子孫の 敎育も 不束に 有 之 候に 付、 其 子孫に Kf, 候ても-. 不 {«5 

事の み 及 昆閒、 行々 心得、 違 ひ を 生じ、 終に は 節 俵 を缺候 事な ど をいた し、 其の 家名 を も 據し候 類、 

粗 有 之 やに 候、 去る 午年 半 毛 以上の 損亡の 分に も、 莫大の 拜借被 仰 付、 幷此度 御藏 米 取の 分、 借 余^ 

方 利 下け 等の 儀 被 仰 付 候 儀に 候 上 は、 ^て 心 を ffl ひ 質素 儉約 を專ー に 致し、 總て禮 儀 を 正し、 常々 格 

式 分^ を辨 へ、 a 臨時 要用 等 は、 平生 相 應に心 懸置候 程に、 取 計 可 申 事に 候、 近^に 至 候て は、 一 統 

相愼候 由に 候 得 共- 久々 風儀に 馴 候て、 衣食住 外 を かざり 候 儀 は， 猶も有 之 やに 候處、 不 約束 不義 

理に及 候 儀 は、 却て 耻候心 も 薄く、 不法の 借金 等 致し、 不仁の 用金 等 知行 所へ 申 付 候 類 も 間々 有 之 や 

に 候、 縱 年限に も 借金 毫指等 は 御藏 米 一統に 候へ 共、 又借り 候 時宜に もより 義理 を 以て 貨候 得ば 義理 

を 以て 報じ 候 事、 共 外 困窮に 乘 候て、 借受候 得ば、 先方 困窮に 及 候 を 12^ 捨候 儀、 是乂 不義理に 可當儀 

是は其 人の 實 意に 有 之 候 事に て 候、 可耻を 不耻、 義理 を も不 顧、 一己の 利得 をのみ 心得 候 は^ 之 間 敷 

事に 候、 近來御 仕置に 成 候 者 も、 樣々 心得 遠 ひ 如何 成 事 ども 有 之、 終に は 其 家 をた やし、 其 身 を も 失 

ひ 候傣、 殘 念の 次第に 候、 此度 格別に 被 仰 出 候 上 は、 別て 身 持 等相愼 み、 文武の 道 を 相勵 み、 ^儉の 
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儀心掛 朋友 親類 等へ も 心 を 付申談 じ、 子孫 を も敎訓 いたし、 永々 家名 を 保ち、 忠孝に 叶 候 様に、 風 俵 

を 改可申 事に 候， 此上 心得 違 等 有 之 候ば、 ^て嚴 重の 御沙汰に も 可 被 及 候條其 趣可存 事、 

右の 趣 可 被相觸 ：^、 

酉 九月 二十 六日 

町奉行 初 鹿 野河內 守より、 藏宿 共へ 被 仰 渡 候 御 書付の 寫、 

北 ハ方共 儀 御 旗本 御家人へ 被 下 候 御 切 米 高 引受 致 世話、 定式 臨時 共用 向 承、 金子 貸付 致し 渡世 候處、 其 

方 共 貸金の 儀 は、 永々 元利 共 取引に 成り、 數代 借金 盡候期 も 無 之 間、 御旌本 御家人 は、 曰々 月々 難^ 

相增 事に 付、 右 體の辨 儀 無 之 渡世に 住せ、 利 足 を 重ね 引取 勘定 相 立、 竊三季 の 請 取 金高に て、 不足に 

候 得ば、 其 分 は 元と に 1^ し、 追々 金子 相增 候ても、 利 下 ゆ 等も容 《^ に不 致、 身の 奢侈 は 勿論、 下 代 共 

に 至 迄、 種々 遊與 のみ 致し、 甚敷は 世上 町家の 風俗 迄、 うつし 候 様になり、 不 一!w の 奢 を 極、 其 上に も 

用達 候 御 旗本 御家人に 對し 候ても、 無禮成 事共 之 趣相閒 え、 絕 言語 不屈に 付 嚴敷御 咎も可 被 仰 付 候 

得 共、 御 憐憨を 以て 宥免被 成 下 候 間、 向後 身 持 風俗 を 相改、 渡世の 分限， を 守り、 御 旗本 御家人へ 對し 

失 禮成儀 一 切 不致候 様、 一 同 申 合 可相愼 候、 此度 其方 共 貸金 利 下 ゆ 幷濟方 御 別紙の 通 (此御 刖紙爱 に 

脫 追て 可 書 入) 仕 法 御 改正 被 仰 出、 淺草 御藏 前、 猿 や 町 明 地に 貸金 會所相 建 町 年寄 樽 尾 與左衞 門へ 引 

受被仰 付 候 間、 其 旨 相 心得、 向後 仕 法の 趣、 急 度 可 相 守 候、 右： t! 法 は 勿論、 以來不 届の 筋 於 有 之 は、 

嚴 重に 相 札、 急 度 御 咎可被 仰 付 候 間， 其 旨 可存者 也、 

其 蜩 私に 曰、 右の 御 書付 共 一 々拜 見す る處 に、 上の 廉直 海 內に徽 し、 *1 の 華奢 阿 i:^ を 挫る、 i: 法令 

仰ぎても 猶 あきたら す、 先 第 一番の 御 書付 を、 恐ながら 筌 るに、 當 時の 留主居 寄 合と 云 は、 li- 日 遊 

屋を 約し 置て、 組合の 留主 居へ 爱に聚 り、 遊君の 類 ひ を あまた 並べて、 歌舞の 遊び 法に 過ぎ、 酒饌華 

美を盡 し、 蕩亂 なる 風情、 是^ 主人の 物 入の みに て、 主人の 益 有事 更にな し. され 共 江 府の留 主 居 
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は、 事に 寄て は、 此寄會 の签も 有なん、 京都な ど は 親 合の 家々 に 寄 合の 入 事、 先 は 無 之 趣な り、 唯一 

江 戶留主 居の 寄 合 に准じて、 遊興 をな す 計な り、 此費 ffl 幾ぞ や、 此度 此參會 止し 故に、 年々 留主居 一 

への 渡り 金、 十が 一 減ぜし とか や、 之 を 想に 諸家の 金 借 役. 人の 銀 主 振舞 も、 當 時の 御風 儀 を 以てみ i 

れば、 大 に當ら すと 云べ し、 キ； 人 不如意の 爲に、 金子 調達 せらる、 趣意に は 齟齬して、 輕 薄の 情 を ■, 

以て、 銀 主 を 偽計て、 出金させる の 企 なれば、 始めより 不 實顯然 たり、 此 後の 調 儀 は、 上の 意 を 憚 一 

て、 仕 法を替 すん ば、 此御 書付の 如き 仰 渡され 有べ し、 旣に細 川 家 杯 は、 先年 頗る 不如意に て、 色 一 

々調 儀 有し かど も、 立 入る 銀 主な かりじが、 中頃より 其 家 を 約に して、 正路の 家風と 成し 故、 需ざ 一 

るに 銀 主 競 進て、 此家 sffl 金 を 出さん 事 を 願 ふ、 是 にて 思 ひ 量るべし、 第二の 御 書付 は、 前々 より 度々 一 

叩 出さる、、 御家人 御 敎誡の 御 書付、 今般 はわき て 仁 風 偃 民の 折抦 なれば、 殊に 御敎誡 精々 下 を 慈 一 

ませ 給 ふ、 お ほやけ の 御 心に、 誰か は 反き 奉るべき、 是を 等閑に 思 はん 人 は、 人道 を 知らぬ と 云べ： 

し、 第三 御 書付の 意 は、 御藏 宿に 不限、 普く 士庶 人に 及ぶ 世の 通用、 此 意に 聊も違 ひなば、 恣く 非！ 

義 無法なる べし、 前卷に 記せる、 山 本 忠彌が 貸付、 且 近年 江府の 鳥山撿 校が 高利、 各 速に 天罰 を 得 一 

たる 事 眼前な り、  Z 
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ム 1^ 草 卷之百 六十 七 


〇 霄籍扳 行の 事 

書籍のお、 慶 長の 國初迄 は皆寫 本に て 僅に 傅り 來 りし を、 神祖林 家に 命ぜられ、 或は 其 道々 の 人に 穿 鑿 

校合 を 仰 付ら れ、 神 儒佛の 諸經を 始め、 あらゆる 和漢の 書籍 を 梓 行 せらる、 此の 聖功 幾ぞ や、 去れば こ 

そ 二百 年來、 日本の 舉文大 に 募りて、 追々 擧者 出で、 末 書 を編錄 し、 其風世に^^叟りて、 無益の 雜記迄 も 

悉く 開 板して、 世に 充滿 せり、 是 故に 婦童迄 も 物を辨 ふる は.， 偏に 國 恩に 非す や、 か- -る恩 澤を辨 へす 

して、 我獨識 顔に 神 祖の御 事 を 難 じ 奉る 族 は、 國賊の 類 ひなら し、 白 石 先 1 など も、 此 印行の 事 を 恐 嘆 

して、 猶も樱 木 S 麾： i を 患 ひ * 願く ば 銅板に 命ぜられ 度 由 を、 新 安 手簡に 書 置れ し * 又 印行に？ i たる 寫 

本と 云 物 は、 道々 の 秘訣、 或は 御當 家の 事を錄 せし 類 ひなり、 總 じて、 物の 秘は共 事 を 大切に して、 他 

へ 漏らさぬ の 意 なれ ども、 餘 り秘藏 過て 或は、 一 子 相傳、 一 人 一 傳 など、 云 ふ 禁式を 立る 故に、 之を禀 

得た る 人 夭死す るか、 叉 故障 有る 時に、 大切の 事 夫 切に 退轉 せん は、 豈殘 念なら す や、 極秘に 至て は 後 

來に絕 せす 傳 へて 聯綿 せんこと を 本意なら め、 然ば機 を 選て、 幾人へ も附與 する 方が よかるべし、 又 御 

當 家の 辜 を 記る に、 世を撣 りて、 他見 を 許さす 珍蔵し、 上よりも 適 此類板 行 すれば、 御咎 有る 事、 いか 

な マ C 譯 にや、 愚 之を辨 へざる 處 なり、 

往年 i^- 國 太平 記 (關ケ 原御陣 のこと を錄 す) 石 m 軍記、 (上に 同) 九州 記 (九州 諸家の 事 を 記) 絶 板 仰 

付ら れ、 其後義 1G1 傳 (淺野 家 十報饕 のこと) 是又滅 板 被 仰 付、 編者 深淵 子 (片島 宇右衛門) 板 元 共 御 

咎 有り、 其 外. 少 にても 御 家の 事を錄 する 物 は、 停. 被 仰 付、 此節も 本佐錄 (本 冬 佐 渡 守 編述の 書な り) 
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開板の？^」：^^:、 書林 捤川七 郎兵衞 御 咎有之 由 * 

中華に て は、 當 朝の 事 を 悼 りなく 錄す るに 仍り、 朝の 國. 3< ^速 綿たり、 今の 如き は- 御當 家の 事後 世に 

傅る まじ. さ 樣に覺 e、 あたら 神祖の 洪德を 普く 人の 知らざる 故に、 自ら 國 恩の 大 なる を 知らぬ 様に 成 事 

歎く に餘り 有り、 し 幾 は歷世 他家の 武將の 事よりも、 神 組の 御 事 を 飽迄も 審に錄 して 梓 行し、 後世に 傳 

へたき 事な り、 都て 唐土に は 物の 秘 なし、 和國 は量狹 くして、 假 初の 事に も秘を 付るな り、 世の 害に 成 

事 は、 板に 附け、 廣く 世に 知らせ 度 事は秘 して 板 行 を撣る は、 大 なる 間違 ひならん かし、 其上寫 本と 云 

物 は、 魯 魚鳥焉 馬の 謬 有れば、 大切の 事に 書 違 ひ 等 有て、 證例 になら す、 我 如き 書寫を 好む もの は、 其 

誤 を愼 て- 一字の 假名 を も 心 を 用 ひて 書け ども、 夫 だに 心靜 ならざる 時には、 得て は 書 損じ 有り、 暂て 

筆耕な どに 寫さ しむれば、 聊心を 用 ひす、 はか 行に 寄 故に、 落 字 誤字 多く、 现義 分り 兼る 事、 問々 多し 

大切の もの は、 他 筆を賴 むべ からす、 自書して 書 誤れる は 校合の 時自 から 思惟 すれば、 凡の 事 分る 物な 

り、 諸錄に 有る 後世の ti は、 穿議 すれば 大旨 て，- し 易し  >  上古の 轤は fH にて 通るな リ、 水 戶西山 公 や、 契 

沖な ど、 色々 穿議 有と も 知れぬ 事 は 知れぬな り、 先代 舊事本 記な ども、 上代の 偽書な りと 云り、 千年 以 

前の 事 は 風俗 も 格^ 違 ひ ぬれば、 思 ひ 量る 事 難し、 況ゃ 神代の 事に 於て を や、 本朝 通鑑 に、 日本 は吳の 

泰 伯の 末と 有 を、 西 山 公 難 じ 給 ひたり、 此書 世上へ 出です とか や、 (前卷 に 委し) Eg 思へ らく、 泰 伯の 裔 

と 云 は、 究 て妄誕 なるべし、 近く 其 證例を 云ん に は、 和國へ 漢字の 渡りし は、 遙に 後の 事な り、 夫迄國 

字 有る 由、 祌學 方に て申傳 ふれ ども、 と 國史に 見えす、 たと へ 有 とても、 SS 文字の 類 ひ 成べ し、 仍 

て 神代の 事後 世に 傳 はるべき 道裡な しと、 此事は 年 山 打 聞に 委 ければ 爱に 略す、 若泰 伯の 末なら ば、 國 

初より 漢字 を 用 ひん 事 勿論な り、 爾ら. さる は泰伯 無筆 成し や 笑 ふに 堪 たり、 是を 以て 知ぬ 妄說成 事 を、 

〇 支那 近世の 事 

中華 は 本朝 正 保 (寛 政 二 年 迄 百 三十 七 年) の 頃、 明窒 頻に衰 て、 李 圜と云 大盜國 に 跨り、 大に逆 威 を 振 
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ふて、 竟に皇 城に 入て、 明 帝 を 追 出し、 自ら IK 子と 稱し、 國號 年號を 建る、 明の 諸臣 之を征 せん 事 を 欲 

化 ども、 微力に して カ不 及、 是 故に 吳三 桂と 云臣 に、 北朝へ 使して、 今の 淸 朝の 鼻祖へ 之を吿 て、 兵 を 

借る、 鼻祖 許諾して、 韃兵 を吳三 桂に 借して、 大 盜を征 す、 李閬 一 擧に 敗北して * 自 匁して 失ぬ、 而て 

縫の 勢 ひ孅に 成て、 追々 韃軍 中華へ 入 込て、 明主 を廢 して 竟に 天子と 戍り、 國を大 淸と稱 し、 年號を 立て 

順 治と 號し、 舊都 を改て 北京に 都す、 海內擾 亂に不 及して、 易く 中華 を 平 治せり、 本朝 祌祖 の洪業 は、 

また 是 より 優り、 先代 を寇饕 とせす、 自然の 道理に て、 天下 併吞の 意、 和漢 共に 同じ、 是則 天運 循環し 

て、 萬 世 包 戈の 時 を 得たり と 云べ し、 御當家 創業 慶長五 年 (寬政 二 年 迄 百 九十 一 年) 淸 朝の 國初順 治 元 

年 (寛 政 二 年 迄 ほ 四十 七 年) 今の 公方 家 は神祖 より 十 一 代、 淸朝 今の 乾隆帝 は大祖 より 四 代な り、 淸朝 

元と 北狄. -り 出る と雖、 國 政の 正敷箏 近世 歷 朝に 勝りて、 海內 よく 治る、 但 人物の 陋き事 は、 歷 朝に 斯 

る 風俗 を^ かす、 往古の 金 元、 各 蒙お の 類 ひより 出 たれ 共、 中國に 入て は 中國の 風に 傚て 聞え し、 惟淸 

朝の み 毛髮を 剃り、 縫 服 を 着して、 古へ よりの 中華 風 を 損せり、 是順治 帝の 失な らん か、 去ながら 日本 

も 二百 街餘 年、 戰國の 比より 頭 を 半 剃る 事始 りて、 今 朝廷の み 古代の 風 遣り、 =5* 外海 內 一 銃 頭 を 半 剃て 

見 苦 敷 風俗と 成り、 和漢と もに 頭 を 剃 も、 天の 運氣 かと 可 笑 けれ、 淸朝國 初よ リ十 有餘 年を經 て、 日本 

萬 治の 頃 臺灣に 國姓爺 起り て、 先代の 末孫 を 取 立、 明朝 を 再復 せん 事 を 欲す， 明の 舊臣 之に 属して、 1 

且は大 に 威 を 震 ひ、 舊臣等 尊崇して 國姓 爺と 稱す、 

是 世俗に 云 ふ 和藤內 なり、 字 成功、 日本 肥 前 國平戶 の 生な り、 父 は鄭芝 龍、 亂を 避て 日本へ 渡る 其 子 

なり、 明朝の 亡べ る を 患て、 本國 へ立歸 り、 旗を揚 る、 日本へ 加勢 を i 乙し 事な など 前卷に 記せし、 長 

崎實記 找萃に 見えたり、 

挑戰 数年に 及び、 終に 勝利 を不 得、 臺 灣に蟄 す、 其 子錦舍 同く 蟄居し、 其 子 奏舍に 至て、 淸 朝へ 降る と 

云り (長 崎實 記に は 國姓爺 子 克！！ £ 其 子錦舍 と 有、 臺灣 軍記に は 國姓爺 子 錦 舍其子 奏舍淸 に 降る と あり) 


草 


又 夫より 六十 年の 後、 康翻 六十 年の 頃 (日本 享保六 年 寬政ニ 年 迄 七十 年に 成る) 明の 裔 孫の 由、 朱 一貴 

と 云 もの、 臺灣に 起て、 近遷を 侵掠し、 縣吏等 を 殺し、 暫く 彼 地擾亂 す、 因玆 北京より、 都督 覺羅 滿、 

副 將施世 標等大 軍 を 被 差 向、 征 せらろ、 施 世標覽 き將 にて、 一貴が 奇術 を 折き 大に 攻撃つ、 大將 一 貴 

は 跡 をく らまして 落 失せ、 其 徒 李勇杜 1?； 英張韓 蘇 降 阿三 以下、 ^は 討れ 或は 檎と 成て、 漸臺灣 の 地靜謐 

す、 委は雒 書林 上 坂 勘 兵 衞が梓 行せ し、 臺灣 軍記に 赛 なり、 此記錄 文華少 く、 實記 たる 事、 白 石 先生の 

新 安 手簡に も 見えたり、 其 頃 本朝に 於ても、 御 評議 御手 當 有し 事、 幼弱ながら 佘も承 及ぬ、 本朝 は、 其 

頃 有 德公御 治世の 初 なれば、 世の 風俗 改り、 節 儉專ら なる 祈 柄に て、 益 泰平な りと 雖、 諸國 -S 竹 自然 枯 

にて、 一 統に枯 失、 洛 境の 御 土 居に 一 本 も 竹 無し、 土 居 而已殘 りて 長瑭を 見る が 如く、 見馴ぬ 洛外の 森 

林な ど、 洛中より 見えて 異樣 なりし、 夫より、 享保八 九 年 迄、 m 五 年の 問 は 世上に 竹な く、 普請 方 は 勿 

論、 其 外 細工 類の 竹 一切 無 之、 世人 犬に 難儀せ り、 軒 權も杉 丸太 を 操 抜て、 極に 用る 事、 凡享 保の 末 迄 

前後 十四 五 年の 間斯の 如し、 不自由なる 事 言ん 方な し、 それより、 七十 年を經 て、 其 世を覺 えたる 人 稀 

なる 故に、 藪 地 は ml 地の 如く 水 早の 息 もな く、 家作の 如く、 修復 を 加 ふるに も不 及、 勝手よ き 物との み 

心得、 藪 を 買得す る 人 多し、 斯 く 自然 枯に逢 ふ 時 は 田地の 損亡と 違 ひ、 五 年 ゃ七ハ 牛に は 元の 截 になら す 

是を iw て 田畑に せんとす るに.' 竹 根 搦て畑 物 育ち 兼ね 難儀に 及び、 徒らに 竹の 再生 を 待 計な り、 是を知 

人 今 は 稀な り、 其 上 享保六 年に は國々 大 洪水して、 竹に 不限、 e: 畑の 損亡 夥し かりき、 和 は 凶年、 漢は 

兵 革 起り、 孰に よからぬ 年な りき (此時 苦 竹 は悉枯 失、 はちく は漸 免れた る も 有しと 云へ り) 

〇 紫 野 瑞光院 の 事 

紫 野 瑞光院 は、 朝野 稻 荷に 憐て、 禪 の小窒 なり、 元は 山 崎 家 (三 四 萬 石の 大名 武冢 盛衰 記に 委) の 建立 

にて、 山 崎 藤々 の內の 院號を 直に 寺號 とし、 彼 家より 茶 湯 料 を 付 置れ しに、 山 崎 虎之助 夭死 無嗣 に仍、 

其家斷 絶す (今此 諸庶裔 僅に 存 して 交代 寄 會に列 せらる 歷 代の 墓 瑞光院 の 藪の 中に あり) 然るに 淺野家 
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は、 山 崎 氏と 因緣 有り、 其 卜： 瑞光院 の 地 は、 聚樂城 繁榮の 頃、 家 祖淺野 霜臺の 宅地の 跡に して、 朝野 稻 

荷 は • 往昔 淺 野宿 綱の 由來 有て、 則是を 社の 名に 呼し を、 淺野 宅地に 成し 以後 は、 朝と 淺、 和音 通す る 

を 以て 皆 人 朝野 稻 荷と 稱 しける、 斯迄 土地の 因緣も 有り、 且亦山 崎 家 傾廢に 付て、 貧院窮 困に 及べ る を 悼 

惜して、 淺野 家より 茶 湯 料 を 寄せて、 山 崎 淺野兩 家へ 親 緣の僧 首座 を 現 住と して 被置處 に、 不慮に 長矩 

(淺 野內匠 頭) の變 に仍、 再 此院も 衰微し、 今に 於て は 無 擅の 地に て、 漸四 壁の 蒙の 助力 を 以て、 大破 

を 修補し、 久々 空院 にて 大德禪 刹より 之 を 支配せ り、 委敷事 は 愚 選の 赤 城 義士 篇に錄 し 置し が、 是 だに 

洛 火に 亡ぬ、 今 其 大抵 を 余が 宙覺 にて、 有 增是に 記す、 義徒報 饕の爲 に、 東行 せんと 欲る 時に、 大石良 

雄 院主に 約して、 此 大義 を Ei- して、 其 徒伏誅 せば、 當院に 墳墓 を 殘し度 念頭に 候、 事 成らば 寄進 料 早々 

を東武 より 差 登すべし、 それ を 以て 墳墓 を 築き、 尙聊 の餘慶 有らば、 茶 湯の 料と もし、 給へ かしと、 云 

置て 東.；；： す、 然るに 報 仇の 後、 右 遣 金 當院へ 到着せ す、 さしもの 良 雄が 約諾 違 變は有 間 敷に、 爾ら ざる は 

大義に 過分の W 脚 を 失 ひし 故に やと、 院主より 東 武へ聞 合け るに、 義 徒の 內 期に 臨て 違盟 し、 金 を摑て 

^たる 者 も 有り、 中に も 良 雄が 譜代 召 仕 ひし 家の 長 瀨尾孫 左衞門 は、 初より 無二の 志を顯 はし、 良 雄 も 

腹心の 者に 思 ひ、 期に 至る 迄 瀬 尾に 萬づ 委ね 置ぬ るに、 期に 臨んで 逐電せ り、 渠 等が 所爲 にて、 件の 遺 

金 を 奪し ならん と、 東 武の樣 子 聞え しかば- 院主 も 詮方な く 其 傣に默 止されし が、 一 旦良 雄に 約せ し 事 

を、 遣金不 到ば とて、 空しく 粟 さすん ば、 泉下の 良 雄に 何 を 以て 答 へん やと、 色々 思惟す と雖、 至て 貧 

院 にして、 自力 叶 難ければ、 享保四 年義徒 十七 囘 忌に 當れる 年、 院主 志を勵 して、 其. E を 洛へ吿 て勸化 

す、 之 を 聞て 普くの 人、 我先に ふ 微志を 寄附して、 漸 小金 集りけ る を 以て、 東 武泉岳 寺の 例に 傚て、 四 

十六 士が 墳墓 を營み 建り、 毎 歳今宮 神事 御旅の 問 は 中 門 を 開きお き、 義墳へ 諸人の 參詣を 許す (常に も 

院主 へ 屆 くれば 參詣自 .5 なり) 且亦波 徒 伏 誅の砌 、細 川 家より 義 徒が 遣 像 を艸畫 して、 當院 へ 寄附せられ 

：!:^ 出立 各 麻 上下 淺黄 無！ を 着用の 體 なり、 去ながら 其繪麁 末にして、 淺 間な たばと て、 其 後 小 堀 和 泉-ザ 


京都の 留主居 寺 田 又 兵衞と 云 も Q 、其 書 像に 倚て、 夜擊の 装束に 被改、 掛物 1 一幅に して 寄附せ ろ を、 今宵 御 

旅 中、 客殿に かざり、 其 外 良 雄より、 院主へ 送りし 書 通な ど を、 詣 人に a せけ るが、 夫 も 近年 は 止ぬ、 余 

も 久敷其 墳墓へ 詣 せざる 故、 尙慕 しく 近き 頃 まかりて みれば、 有しに 替 りて 義 徒の 墓 を 悉く 取 除、 長矩 

の 嫁の 傍に、 新 敷石 塔 准 一基 有り、 義 徒の 姓名 を、 石の 四面に 彫て、 其體甚 好古の 情 を 喪 ふ、 こ はいか 

にと 思 ひて、 之 を讀て 見る に 赤 垣源藏 など を 赤 坡と讀 り、 其 外 十 良左衞 門な ど- -郞の 字 を 良に 誤リ、 是 

全 石工に 萬 づを委 て 等閑なる 様子な り、 など か斯有 やと、 墓地 を 隈なく 見廻る に、 元 來小院 無 擅の 墓地 

なれば、 他の 墓 は 一 基 もな く、 客殿の 庭、 西の方 植 込の 中に、 僅の 所 を 墓地に 設け たれば、 四十 六 基の 

小 碑 計に して、 其 餘慶の 地 はなし、 然を 墓地 を 生垣に て 半 仕切、 南の 方に 大 なる 墓， 恭しく 建り、 讀て 

見る に、 因 州 荒 尾 氏の 墓と 見えたり、 按 るに 荒 尾 は 因 州 第一 の 長臣、 隱 居して 洛 北大 德 寺境內 に 住する 

事 久し、 近年 歿して 當院に 葬せ りと 見 ゆ、 察する 所 彼 徒の 高義を 慕て、 墓所 を 共に せんとの 遺 意 成べ け 

れ ども、 其 主意と 仕形と 反せり、 其 所以 は 前に 記る ごとく、 良 雄が 遺 旨 を 以て、 漸 にして 營み 建る 墳墓 

なれば、 土中に 尸 は WT され ども、 精神 各 墓に 止るべき を、 あばき 捨て、 古墳の 趾を 自の墳 とする 事大に 

不可な りと 云べ し、 義を崇 する の 意なら ば、 古墳 を 其 儘 置て、 院主に 請て 傍に 新に 墓地 を 構 へんは 格別 

夫 だに 荒 尾は此 W に由緖 有事 を不 聞、 同家 備 前の 長 ほ、 迚田 姓なら ば c:^ 雄 外戚の 因み ..r 有れば、 强て論 

も ある まじ けれ 共、 荒 尾に 於て はいかめ しげに、 此 墓地に 墓を設 くべき 謂 無し、 但當院 に檀緣 有らば、 

藪の 中なる 山 崎 家の 墓の 傍に 成と も 葬すべき 事な り、 今の 如き は、 適、 義を慕 ふて、 詣 する 入 も 興さめ 

て覺 ゆるな り、 好 十 ：！ の 人、 奚ぞ是 を 嘆せ ざらん や、 

〇 四十 六 士の事 

四十 六 士の事 は、 愚論 赤 城 義士 篇に 委し、 此 篇ゃ大 旨、 赤 城盟傅 義人 錄 義臣 傅に もとづき、 其 外 家書の 

實記 たる もの、 或は 末 書の 杜撰 臉妄 の說 といへ ども 悉く 擧て、 取捨 は 其 可否に 任す、 終に 太宰 純が 四十 
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r4i 冊、 數 儒の 討論、 勃海舂 吾が 僻論、 深淵 子が 大義 論 等に、 愚論 を附 して 審之、 全篇 文 華 を 去て 事實 

iii^plu? る 事 間 多し、 世 を 隔る醒 ければ、 時 霞 さ、 自 I 雲 定 ならす、 此ー 

擧こ 於る、 余が 出生より 僅に 八 年 前の 事 なれば、 强て記 錄を 借らす して， 囊凡 分明な り、 常に I が 

ま それ f 出 こて 顯然 たる 事 多し、 舊傳の 如き 編者 深淵 子が 文勢 を ふる ふて、 事實 をよ く 書 

^^.HHhi 或は I て is 有り、 たと へば 義士の 謹な ど は、 悉へ 密書 なり 

^度 毎 こ 灰に する か、 叉 I して 證と する 類 も、 憲て i は 他に 漏すべき 事なら ねば、 報 仇濟ば 

r 白 ベ ^事な り、 尤寺井 玄桂靈 の 事 なれば、 稀に は 彼が 手に 殘るも 有べ けれども、 斯く證 全く 

理 i 分明，， S べき 謂 無し、 殊に 藝备 に、 皆 淵 子 sf 似たり、 往返と もに 文 風 同人 8 たる 如 

^^^^笋^#こせんとて、 却て 入の 疑 It なり、 是を よく せんに は、 文通の 全文 を 零と も、 其 主 

蒙 を ま ft つて 寄き よ、 ャ にも 實 記と 見えて、 人 之 を 信すべし、 總て物 を 記録す るに、 其 事の 本末 をよ く 

！ て、 中 こき 麼 じき 霍を も、 將に閗 たる 如くに 書る は、 記 錄の習 ひなり、 是虚 にして 虚に非 

t 塞よ I なり、 之 I けば 理擊 分、 故に 雨り、 たと へば I 璃 劇場の I に 塞 を あからさまに 

^  、  ^if. 抑舊 S 管 は、 8?霄 寺 井裹、 義 徒と 同盟して 義 東行の 時に * 同 敷 

i んと 云、 き、 良 雄 止て 君の 祿 宴 事 は 1- じけ^ も、 ^iif 世に 傳て雷 迄 も かたら ひし 

U ど、 人ミ」 殘 らん は 不可 然とて、 遮て 制止し ける に仍 り、 逢 は 跡に 殘り、 isi 內に 轟く を 

i く 中 こも、 餘 り譽ん とて、 却て 此 徒に 瑾を 付る 様なる 說有を 歎きて、 事實の 正き を 世に 知せ 度 思へ ど 

、王家の 事 を 自記 せん も、 1^ り 有と て、 潜に 片島 深淵 子に 托して、 義臣 傳を 書し めたり と 云り、 原斯 

, J くな k ちま 義臣 傳の說 は、 最據 るに 足れり、 淵 子 之を懷 にして 歸り、 其 首尾 を 全く 幷せ考 へ 其 書 成 

て 而么ス こ、 書林と 全 f つて、 梓 行 せんとす、 書林 云、 此書 やよ く義 徒の 骨髓を 探り 究 たり、 今せ に 此ー擧 

稱 する 事甚 し、 さる を此 印本 を 出さば、 卅 1 に競爭 ふて、 是を 翫ん、 然ゎ共 官廳に 於て、 滅板 せられん 
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は 必定な り、 夫 迄の 間に、 本 數を餘 多 指 溜 置て、 一度に 咄と寶 出すべし、 さ 有らん に は. M 板に 及ぶ とも 

過分の 利潤 有べ しと 示 合て、 遽に夥 く本數 を 仕立て、 三 ケの津 は 勿論、 國々 へ 一度に 配分す、 案の 如く 

公廳 より 咎 有て、 直に 結 板に なり、 編者 板 元 共に 姑く 戶を閉 たり、 是 素よりの 覺悟な りと 云り、 

開 板の 事、 其 頃 は 人 r の 如く 綿密の 吟味な き 故に、 か. -る 手段 も 容易な りき、 當時は 蹈 极の 前に 草案 を 

廳へ 上げて、 改め を 請る 故に 聊の事 も 六 かしきな り、 

是 故に 絡 板 物に 此 義臣 傳 ほど、 本数の 物 は 外にな し、 今に 於ても 何れの 書林に も 所持せ り、 尙其ヒ にも 

^！^^本して、 普通の 在 板の 物と 等しく 流行せ り、 余が 義士 篇は是 に 漏た る 事 實を改 補して、 ー擧 の， 綱：！！ と 

す、 前に 記す る 如く 燒 失せし かど も、 其 寫西山 善 峰 寺に 在り、 今 余が 胸中 を 捜して 僅に 其 一 つ 二つ を 左 

に顯 すべし、 大石內 藏介良 雄 は、 世々 此 家の 長臣 たり、 始は大 石 雨 家 有て、 共に 長臣 たり、 一方の 大石 

顿母 0H 一 百 石 良 雄 伯父) 其 子兩人 有し を. 主人の 子と して、 分 知 三千 石を與 へて、 幕府の 士 とし、 

単 人と 號 (近年 院附の 武家 淺 野河內 守は此 子) 今一 人 は 同家 淺野 左兵衞 (三千 石 慕 府士) 名跡に 遣し、 

賴 母家 は不 立、 內藏助 は 大石嫡 家 なれば、 不相替 連綿して 良 雄に 至る、 斯く 由緒 有に、 當 (ぺ楝 梁の 臣な 

れ ども、 平素 良 雄が 質寬 量と して、 小事に 用 ゆれば 密 ならざる が 如し、 故に 政窜は 大野 九 郞兵衛 一人と 

して 指揮す る 故に、 領內 にても、 內藏助 殿 は 筋目の 人な り、 萬 事 は 九 郞兵衞 殿 次第な りと S へり、 備中 

校 山城 主 水 谷 家 卒去 無嗣、 仍邑除 城 地 請 取、 淺野內 匠 頭 仰 付ら れ、 彼地發 向の 節、 行 伍 加" へ は此良 雄な 

r> 途中 馬ヒ にて、 居眠りて 通れる を、 見物の 人 嘲笑け ると なん、 拉域地 請 取る 砌、 水 谷の 長臣、 鶴 見 

內藏 助との 對話 受取 渡の 萬 事の 手配り 見 le^, なりし 由、 兩內藏 助 を人稱 美せ り、 是此 御用の 要な り、 道中 

泰平 0 銷 代に いかめしき 形勢 入らぬ 事と 云 心なるべし、 大機は 小事に 不拘事 古今 通例な り、 而 して 主 

ノび變 に 遇に 及て、 勢 ひ 凛 乎と して 諳士 を勵 し、 始めに 籠城 を 企け る は、 良 雄が 本心に あらす、 大野が 

臆病の 質 を 知て、 渠を ためし 試み、 若 日頃に 換 りて、 忠貞 ならん は、 一段 珍重の 事な り、 然ら すば 大野 

/二 
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..、t- 一事 を議 せん、 左 無て は當 家の s 金 良 雄が 自在なら すと 思 量して、 大 を 脅す の 術 

を 拂" わな、 きて I ぬ、 需 於て I の 用金 悉く 良 雄 一人 支配して、 報 仇 迄 

^義^> しと， で、 之 t に、 4 諸侯の 貧困 ば、 假令良 雄 如きの I 適 有り とても、 m 

雷 家 は 曰 頃 富裕なる 故に、 千歳に 良 雄 けり、 

i^^KH ベ ^ されば Is は、 假の 術 なれば、 主家の 1 棄 よりの t に隨 ひ、 0J 

^nMf, 良 雄 は謹源 四郞. か董、 城 州 山 pi して、 世の II  くに： 籠 f  J  、；^ 

^が i、 世に 隱れ なし、 管 を 11 ひ 止り て、 S せし は、 主の 仇 直 氏お， ま 

^hit 晷霞 より 横き 出して 之 I 探す、 頗る 要 心す • 衆 口の 爾ら しむる 奈何と" 是 

e 方 術な し、 さしもの 良 雄^ 惑し、 色々 工夫 を懲 し、 自ら 懦 夫と 成て. 伏 a 撞木 町に a 夜つ ひ 戯れ 

或 P 東 種 町な I よれ 歩行て、 義心 義 けたる f」f 披露す、 皇に菌 町の 簾に て、 i 

f  IL. 安 I の牀 机に、 a0l  InM^^^^^^^P 

比 風說ま I. に f て、 大石 こそ 忠義 だて をし s 城なん f 世に 潔く 沙汰せ し. - f^r  "は ^ 

野を賺 して 追 出し、 IQISS 己 1 人 押 f ん との 巧な りけ り、 是 は獸、 ひの；； ns. 

は 一へ ド、 爪 響して I 憎めり、 之 を 聞て 直 h 杉の！ も、 Ji^^lh^, 

p々li にして、 心徐， § を遂 ぬと かや、 Is 人、 此 所行 をな す は、 a 

ひても、 欲； i/l に, 心 蕩けて、 後に はま 護と 成なん、 此行 路難 を？ 事、 良 雄なら す 

して 人 か 之 を 遂ん、 吁、  . r 

伏 見 逢 木 よ 今 錢 して、 僅に 何屋 とやらん、 揚屋 一軒 崩れ 殘る、 此家則 良 雄が 遊興の 場^な り r 一 

-小其 家に て 開帳 の 如く、 良 雄其 外 彼 徒より f 遣 はせ し 文、 幷 天井板に 戯の 狂， ほ、 良 雄が 書 し をお 

し，^ ベて、 諸に-一 a せけ る を、 <. ^も 見たり、 良 雄が 替名、 うきと やらん 云り、 數 通の 文 幷 天井の 落 書 
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を も， 皆 板 行に して、 所望の 人へ はくれ ぬ、 

京留主 居、 小 野 寺 十 内 は 老曰老 にして、 武は 賢く、 和歌の 道に も携 りし 者な り、 ；J«Kms 中に も、 原 宗右衞 

門、 吉田 忠左衞 門、 此十內 など 股肱 S 者に て、 大 石が 相談 相手な り、 十內 主人の 變を閉 と 否、 京 尾 敷 を 

手早く 取 片付て、 急に 赤 穗へ發 出せん とす、 下役の 者 之 を 止て、 先 所 司 代 奉行所へ も 届ら れ可 然と 申け 

る を、 十 內頭を 振て、 夫 は 主君 在す 時の 作法な り、 今 斯る變 に 遇て は 何の 作法 も 入べ からす、 若し 所 司 

代に て 引拂の 事、 今 暫く 可 待な ど k 有らば、 大 なる 差 岡 なり、 唯 片時 も 早く 在所に 立歸 て、 諸士と 存亡 

を 共に せんとて、 速に 京 を 立 去ぬ、 跡に て 所 司 代も傳 聞れ て、 却て 稱 せられし と 云り、 京 町奉行 東組與 

力 小 野 寺 十兵衛 は、 十內從 弟な りしが、 其 朝 迄 此事を 不知、 報 仇の 期に 臨で、 十內 より 暇 乞の 狀來 り、 

始て十 兵 衞之を 知れり となり、 十內 文章 達者に て、 而も 雅情 有て If 敷 をの こ 故、 長 別の 情 を 筆に 任せて 

さも 潔く 辭 世の 和歌な ど を 書 つらねた る を、 見る 人 淚を墮 して 感嘆せ り、 余は不 見之殘 念な りし、 十內 

又 音曲 を 好て、 間の 町 夷川 角 御用の 素窮尾 有り、 此 亭主 其 頃 音曲 を 善くせ しに や、 是が 許に 十 內が謠 曲 

の 神 文、 今に 在と 承りぬ、 

高 田 郡 兵衞が 違盟の 事、 義臣 傳 にて 見れば、 無據樣 なれ ども、 或 家書の 趣に て は、 尤 表裏 侍な り、 報 仇 

の 翌：： 1、 麻 上下 を 着し， 泉 岳 寺へ 名乘來 りて， 押て 義士に 對 面し、 人が ましく 前夜の 事 を賀し ぬれ ども 

義士 一統に 貪 着せす、 誰 有て 語 を 交る 人なければ、 こそくと 逃歸 しと かや、 輕卒 寺坂吉 右衛門 事、 色 

々說 有り、 孰是を 知らす、 委くは 義士 篇に數 說を擧 置たり、 明 和の 頃、 東武 より 歸 りし 人の 語る を 聞け 

ば、 泉 岳 寺 義墳に 置て、 新 敷石 塔 有り、 讀て 見れば 俗名 寺 坂 吉右衞 門と 有リ、 然ば其 頃 迄 も長壽 にて、 

殁 期に 此 墓地へ 葬 せん 事 を 遣 旨して 如此 なりと、 素より 何方に 仕へ たり や、 其譯は 一向 不知と かたりき 

可 追考、 其 外 四十 六 士の內 にも、 樣々 の 小說有 ども、 多分 は 義人 錄 義臣 傳 等に 2^ えたり、 又 それに 漏. U 

る說は 義士 篇に錄 し ぬれ ども、 多端 なれば 宙に 不覺、 進 藤 l^ffl 郎 (三百 五十石 良 雄 伯母 SO 小山 源 三 左 

B 五 五 
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  四 五丄ハ 

衞門 (五 kn 石 良 雄 伯父) は、 當 家に 於て 家柄の 者に て.' 格式 も 宜く諸 士も之 を 重んぜり、 長 矩も兩 人 を 

他に 異に 思 はわし 故に、 兩人も 忠誠 を 柚て、 籠城 企の 砌は、 一番 進て、 諸士に 義を勵 し、 大野が 脇：.^ を 

辱め 罵り、 誠に 無二 純粹の 者と 見えたり、 而て 離散の 後 も、 良 雄が 密事 は、 先此兩 人に 議す、 仍て進 藤 

は 東 武へ馳 て 、江戸 詰の 諸士を 指揮し、 偏に 良 雄が 分身の 如し、 而 るに 年月 を 經るま k に、 いっとな く 

義氣裴 へし を • 良 雄が 早く 曉 りて、 密議に 省きし が 故に、 良 雄が 亂 行の 主意 を も 不知、 己が 如く 良 雄 も 

義氣 蕩けた る 様に 思 ひ、 良 雄が 放蕩の 沙汰、 世に 喧しき を 厭て、 兩 人吹擧 して、 良 雄へ 妾 を勸む (妾 名 

輕) 良 雄 は 夫な も 不辭、 遊里の 遊び をも不 止、 唯 放逸の みに 暮 せり、 兩人 色々 異見しても 不用、 愛に 於 

て兩 人が 義氣 ハ 化 緩まる、 斯て報 仇の 期 を 得て、 良 雄 東行 せんとして、 兩 人を勵 す、 兩人驟 き 密談して、 

時 未 至、 先 東行 延引 可 然と、 遮て 教訓す、 良 雄 笑て 是迄 事を延 せし は、 當然の 现に仍 てな り、 今 此時を 

延す は、 圖を脫 すなり、 不如兩 人 は 觅も角 も、 某に 於 は 同意の 人と 共に 下向 せんと、 兩人を 捨て 束 行す 

兩人 眉を顰 て、 良 雄 短慮に して、 其 徒の 逸る に 任せ、 卒爾の 東行 甚危 し、 究て事 を 仕 損すべし と 悔みけ 

るが、 案に相違して、 義徒思 ひの 儘に 大義 を ei- し、 其 沙汰 海内に 赫突 として、 和漢に 比類な き 美名 を擧 

たり、 於是兩 人が 首 を 巧に せし 諷諫徒 事に 成ぬ る を、 諸人 閒傳 へて 嘲噪 し、 責て 跡に て 自殺 にても せよ 

かし. - 笑 ひ 罵る に、 面目 を 失 ひ 潜り， ig ける が、 其 終り を 不知、 都て 大野 を 始め、 不義の S4、 或は 違盟の 

族、 再び 身 を 立る 事 不克、 皆淺 ましく 朽架 ぬと かや、 之に 反して 義士の 子供 は、 一 旦 流刑に 被處、 幼稚 

の^は、 十： ム歲 迄所緣 S 者へ 御 預けと 成しが、 其 後恩 免 有と 否、 諸家より 競 一, ひて 被 抱、 親に 優れる 祿 

に 有 付し もの 多し とか や、 

此進藤 小山 事 は、 長矩の 後室 瑤泉院 夫人 も、 他に 異に 思 はれし にや、 其 後瑞光 院主 東行して、 夫人に 

謁せし 折から、 餘の は 差 置き、 先 尋られ ける は、 內藏助 は 鬼 も 有れ、 進 藤 小山 は此ー 擧に咎 るべき 

者に 非す、 など； S ける やい と不 {恭 なり、 歸京 有らば、 兩 人へ 尋らる べしと なり、 院キ： 承之歸 京して 兩入 


に吿 る、 兩人則 一封 をした、 めて、 夫人へ 上る、 夫人 披見 有て、 尤左 有べき 事な り、 兩 人が 志此 一 紙 

にて 心 解たり との 箏 にて 濟 ぬと 云り、 按 るに 總 じて 筆を搖 かせば、 いかなる 非義を も掩ふ ものな り， 

况ゃ雨 人が 辯 俊 巧 筆 を 以て、 夫人 を 欺ん を や、 

進 藤 小山 を 始め、 違盟の 輩、 戰國に 出な ば、 それ-^ 芳名 を 遣すべし、 其 所以 は 肝要の 軍に 粉 骨して 高 

名を顯 はす 事 は、 彼 徒 仕 兼べ からす、 時に 臨て は 潔き 討死 を もすべし、 睹其城 落 居せば、 一方 を 打破つ 

て 落 失すべし、 さわば とて 强ち 其士の 瑕に はなら す、 然に此 報饕に 於る 一 旦の義 を 立る に 非す、 年 e: を 

超て 其 事 を 熟練し、 終り を 全くす るの 主 道 なれば、 一 旦の義 に 趨る者 は、 其 間に 退屈して 義氣 弛むな り 

進む 事疾 もの は 退 も 速し と 云、 古語の 如き、 進 藤 小山 則是 なり、 此 徒の 中、 赤 坡源藏 を 知人 有て 云る は 

源藏 平日 篤實 無口に して、 働 もな し、 fi 二百 石に て 馬 廻り 役 を 勤め、 抽 たる 奉公 もな し、 然に變 に 遇て 

血盟せ しょり 雨 來竟に 一 つの 善 言 を も 聞す、 報 仇の 時も抽 てた る 働 を 聞す、 唯 義士に 列した ると 云 計な 

り、 性質 柔弱なる に似て、 而も 義の 逞しき 處、 群士の 及處に 非す、 聊 名利の 心無し、 是等を や 人道 を 知 

れ りと 云ん や、 猶書 たき 事 は 山々 ながら、 窸 ならざる は爱に 省く、 他日 思 ひ 出な ば、 此 後に 附 すべし、 


四 五 七 


草 


m 


  四 五八 

翁 草 卷之百 六十 八 


〇 靑綺 門院 御 葬送 式 

大女 院 御所 (奉 稱靑綺 門院) 櫻 町院の 皇后、 御 諱舍子 (元 文 元 辰年 御 入內) 二 條吉忠 公の 御 女、 御 母 は 
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后の 御 事 はい ざ 知らす、 尋常の 子 すら 般若 書寫 難き 事なる に、 上な き 皇妃の 御身と して、 此功 を遂さ 
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ぬ を、 御內參 りの 人の 直 物語 を 聞ぬ、 さわば こそ 桃園 院 後桃園 院、 御寳算 はたと せ をゎづ かに 過 させ 給 

ふ 程 もな く、 打つ 5^ きかむ あがりまして、 常闇の 中に しも、 仙院此 御所 計 は、 目度榮 えお はします 事、 
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〇 越後 國 大地震の 事 

同じ 反古の 中に、 寬延四 辛 未年 四月 二十 五日 丑 刻、 越後 國高田 大地震、 榊 原 小 平 太 領分 破 投覺、 

侍 屋敷 百 五十 七 軒 潰 同 四十 四 軒 大破 切 米 取 長屋 六十 三 軒 潰 同 四十 四 軒 大破 

足輕 長屋 六楝溃 侍 以下 足輕に 至、 町 宅の 分、 千 五 百 軒餘潰 

家中 死人 三十 三人 內、 男 十五 人、 女 十八 人 
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死人 二百 三十 三人 內、 男 百 十九 人、 女 百 十四 人 宿 役 馬ニ疋 損、 八疋 怪我 

地震の 節 火事 三ケ所 
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寺社 僧俗 死人 三十 七 人 內、 男 二十 三人、 女 十四ん 

領 內山拔 崩川缺 四百 七十 三ケ所 林 崩 三ケ所 用水 壞堤 川筋 破損 百 六十 八ケ所 水難 損失 村 方 八ケ所 
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.ー. 釜 家 十 §1 軒 死人 十六 人 怪我人 十九 人 痛 馬 死 馬十疋 


草 


川 缺山崩 苗代 震 崩 往還 檢 用水 入 樋 掛樋等 大破 

信 濃 松 代眞田 伊豆守 領分、 翌 二十 六日 

城下町 家 潰 三 軒 百姓家 潰 半 潰と も 七十 二 軒 潰 寺 三ケ寺 山拔十 S ケ所 死人 男 八 人、 女 四 人 

怪我人 四十 二人、 內男 二十 三人 女 十九 人 錄 馬ニ疋 

越後 長岡領 牧野 駿河守 領分 

a 家 半 潰 共 七 百 三十 五軒 m 畑 M 百 六十 町歩 餘、 地面割泥^^涌出 麥作 苗代 震 崩 用水 井路 所々 にて 三 

百間餘 川 前 堤 所に て、 六 千間餘 橋 門 抱 井垠道 十三 ケ所 山 崩 千 百ケ所 死人 女 二人 

以上  地震 終 

〇 朝鮮 聘使營 中 御饗應 一 式 

寬延元 辰年 五 月 朝鮮 信 使登營 の 式 大略 

尾 張 中納言 殿水戶 宰相 殿、 紀伊 宰相 殿始御 家門の 面々 國々 萬 石 以上 同 嫡子、 布 衣 以上 總 出仕、 諸 大夫以 

上衣 冠 帶劍， 

朝詳人 登拔の 節、 宿所 東 本願 寺より 大手 小馬 先 迄、 宗對馬 守、 御馳走 人戶澤 上總介 伊東 修理 太夫 人數行 

列に て 相從、 下馬先に て 上官 以下 下馬、 旗鲜 の下宫 以下 此 所に 止る、 上々 宫 は下乘 橋に て 下駕- 三 使 は 

中 御門 石垣 際にて 下 輿、 夫より 御 玄關前 御門 迄 筵 敷、 御門 內は 薄緣敷 之、 對馬守 御馳走 方兩人 大目 付兩 

長老、 御門の 內 出迎、 各 一 揖、 御玄關 式蕞 迄、 御 奏者 大目 付兩 人出 迎、 各 一 揖 则案內 す、 殿上 之 間、 御 

下段 御 襖 之 際 北 向に 着 坐、 上々 宫は、 同所 西の 御 張 付 際に 着座、 對馬守 は 三 使の 向南 向に 罷在、 ト： 判事 

以下 御 次の間、 次官 小童 は 同所の 御 緣頻- 對馬 守家來 同御綠 頸に 有 之、 中官は 御玄關 前庭 上に 居、 下宫 

は 下馬に 控、 書簡 笞轎に 載 之： 31- 入、 中の 御門 內 にて、 上々 官右箱 を 請 取， 三 使の 先に 立、 營 中に 入、 殿上 

間 御床 上に 置、 國 王より 進獻物 は、 前日 營 中へ 上 置、 當日 西の方 御 嫁に、 頓々 に 並置、 御鷹 守 は 御 目 付 

I  SM ハセ 
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目錄を 以て 請 取、 御 禮過差 上、 御馬 は 御 翳 方 誠 訪部文 右 衞鬥假 布 衣、 副 舍.. -白雜 を 着鮮重 御門の 內へ牽 

入 置、 西 頭に 立 置、 三 使 御禮の 節：：^ 合、 御 舞 臺前御 目 通へ 牽出、 

大廣間 出御、 御 装束 御 直 衣 御 帶劍、 (御先 立) 右の 節 御白 書院に 於て、 御三家 舞 對顏、 井伊 掃 部 頭 松 平 肥 

後 守 松 平 讃岐守 御 目 見 年寄 共 御 取合 巾 上る、 

大廣間 上段 御着 坐 後 御座 御 側衆已 下、 奥 向の 面々 侍 坐、 其の 餘の御 側 衆 奥. 糾の 面， V は 御 鈉戶構 西に 罷在、 

若年 寄 西 張 出に 着座、 御三家 は 西の方 御中 段 疊緣に 御着 座， 書簡 請 取、 高 家 衆 勤 之、 西方 御緣 に、 寺社 

奉行 伺 公、 御馳走 入 は 松 間 假緣、 南の 方 同所 頗、 國主幷 嫡子 御 譜代 四 品 以上の 々列 居、 同所 後の方 御 

襖 取 放 屏風 を 以て 圍み、 雁の 間 四 品 以上 高 家 衆 列、 三の 間 御 譜代 外様大名 御 奏者 番雁問 詰 菊の 間 緣頰詰 

御 留主居 年寄 諸 番頭 芙蓉の 間 御 役人 諸 太夫 役 幷に諸 物 頭 三の 間に 居餘 り、 四の 間へ 掛 群居す、 共 次 四の 

間 布 衣 御 役人 法 印 法眼の 醫師 大御番 より 出 役 百 人 各 烏帽子 素袍着 勤番 御 書院 番御 小姓 組 兩番出 人 三組の 

積、 各 烏帽子 素袍 着、 扨 三 使 御禮の 節に 至り、 宗對馬 守 寺社 奉行 大目 付兩 長老 三 使 を 倡 ひ、 松の 間へ 招 

す、 三 使に 先立て 書簡 箱 上々 官持參 * 松の Si 御樓 障子 際に 置、 三 使 は 御 襖 障子 際より 東へ 五疊 目 西 向に 

着 坐、 對馬守 も 1^ 席 南の 方に 罷在、 上々 官 三人 は通詞 たる 故、 同所 板 緣に罷 在、 兩 長老 は 殿上 間より 來 

て、 御 車 寄に 控、 大廣間 は 御中 段翠簾 左右に、 井伊 掃 部 松 平 肥 後 守 松 平 讃岐守 幷閣老 着 坐、 于時 閣老の 

筆頭、 上意 を 擧て御 次へ 罷立、 三 使 可 被 出の 旨、 對 馬へ 達 之、 對馬 守より 上々 宫に 達、 上より 三 使へ 達 

則 書簡 箱 を 松の 間权緣 敷居 際へ 差 出、 兩馬守 請 取、 御 下段より ニ疊 目に 差 出、 高 家 受取 之、 御前へ 持 出 

御上 段 下より 一 墨 目に 置、 對馬守 も 御 次へ 退 引、 繽高家 衆 三 使 を 倡 ひ、 御 下殿へ 三 使 着 坐、 對馬守 差 添 

御 下段 上より 五疊 目に て拜禮 相濟、 尤不及 披露、 右 濟て三 使 自分の 御禮獻 上物 有 之、 三 使 松の 間へ 退、 

于時掃 部 頭雅樂 >职 を 召、 三 使へ 御 KM 可 被 下 51» 被 仰 出、 雨 人より 對馬 守へ 達 之、 對馬 守より 上々 官へ 達、 

上々 宫三 使へ 俾。 之、 三 使 御請 申 上、 而 して 三 使 一同に 出 座、 舞 馬 守 差 添、 御 下段 東方 上より 五疊 目頓々 


に 着座、 御 土器 三 高 家 稗 引渡 掷捨 土器、 三 使へ も 引渡 出 中奧御 小姓 御酌 御 加へ 高 家 勤 之、 但 御酌の 面々 

衣冠 無 佩劍、 御前 御 加へ 有 之  >  御 K 予ヒ對 馬 守 指 n 有て 正使 御中 段へ I 能 出 頂戴、 士器を 以て 歸 座す、 ^土 

器に て 御 加へ、 副使へ 下さる、 ，h< 第 右 同、 從事官 右：^ 斷畢て 退座、 引 績き三 使 御 下段 中央へ i 能 出 一同 拜 

禮、 上々 官 三人 一同に 罷 出御 下段 敷居の 內 にて 拜禮 退、 次に 上 判事 趙 i 述 官軍 官冠官 三度に 板緣に 罷出拜 

禮. ^次官 小童 落緣 にて 拜禮 * 右 何も 上々 宫差添 之. 右 進退 差 引 は 大目 付 御 目 付 勤 之、 右畢 て中官 一同 

御 舞臺の 前庭に にて、 拜禮、 御徒 目 付 組頭 同 御徒 目 付 之を駄 引す、 伹 中より は 上々 官の差 引 無 之、 右 御 

禮 畢て掃 部 頭 骓樂頭 を 召、 三 使へ 御 饗應を 可 被 下 3 曰： 做 仰 出、 兩人奉 之 松の 問へ 相 越、 演述の 式 如 御盃の 

時、 入御、 入御 以後 御上 段 中段 翠簾 垂、 御 下段 西の方 戶を 立、 御簾 垂、 御座 を 構、 御 下段 上より 三疊： TE に 

西の方に 御三家 御着 座、 對馬守 指 II にて、 三 使 松の 間 を 出て 是に 着座、 御 三 卿ニ揖 有て、 三 使 は 鬼 G 方 

に罷 在、 此節 松の 間に 着座の 國主 以下、 後ろの 問、 侍從 四 品 面々 高 家 各 退座、 三の 間 四の 間に 有 之 諸 太 

夫 布 衣の！^々 醫師 大番等 は 御饗應 の 內 も 其 儘 相 詰、 

一一； 使 御饗應 七五三 四 目 五目の 膳 出 之、 但. M 具 何も 白木、 給仕の 面々 衣冠 無 佩刀、 吸物 捨 土器、 初獻酌 

加 尾 張 殿より 始、 次に 正使、 次水戶 殿、 次 副使 從事 官、 ニ獻： m 酌 加水 戶 殿より 始、 次 正使、 次紀伊 殿、 

次 副使、 次從 事官- 三 獻目酌 加紀伊 殿より 始、 次 正使、 次水戶 殿、 次 副使. 從事 官給 納、 御 铫子瞎 部 等 

引 入、 但度每 に 御 吸物 出る、 御菓子 御茶 出、 右 御饗應 の內、 西の 御 緣頰の 溜 詰の 面々、 幷 老中 列座 對馬 

守 は、 東の 御 緣に有 之、 右畢て 御三家 は 三 使へ 一 揖有 之、 御 勝手へ 御 入、 三 使 は 元の 所へ 歸座、 

松の 間 衝立 を 建て 御簾 を 垂れ、 北の方 御 敷居 際より ニ疊； m 上々 宫 着座、 御饗應 七五三 膳 具、 白木、 御 書 

院 番所 東の 方 屏風 を以立 切、 御簾 垂之、 上 判事 制 营 述宫醫 員、 其 次の間に て 上々 官の內 、冠官 御饗應 七五ヨ 

柳の 間にて、 上官の 內軍宫 御 饗應、 右 同斷、 紅葉 間にて、 次官 小童 御 饗應、 (三 汁茱) 御玄間 腰掛に て、 

中官 どもへ 饅頭 被 下 之、 下 官樓田 外 腰掛に て 赤飯 下さる、 
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右 御饗應 相濟、 三 使 松の 間 御 襖 障子 際 西 向に 着麼、 對馬守 同席 西の方に 罷在、 上々 官 三人 同所 板 緣に居 

其 時老屮 松の 問 御 出 座、 東 向に 列座. 上々 宫 を以、 御 饗應の 御禮申 上る、 上々 官對馬 守へ せ、 趣 を 相 達す 

對 守より 之 を 老中 被 申傳、 右 ハ-濟 て 此度萬 端 I 尾 克相濟 ^重の 旨、 對馬 守へ 老中 挨拶 有 之、 畢て三 使 

退出、 寺社 奉行 大目 付 先立、 對馬守 戶澤上 介 伊東 修理 太夫 三 使 同列、 上々 官 相從、 老中 御窗院 番所 前 迄 

送 ー揖、 對馬守 寺社 奉行 大目 付 御 玄關迄 送る、 上總介 修理 太夫 豊前守 兩 長老、 中 御門 迄 送 之、 以上、 

正使 (名) 通 政 太夫 束 曾 參議智 製敎濃 啓藉  , 

字 純 角 號膽寓 本 南 陽、 四十 六 

副使 (名) 通訓 太夫 弘文館 曲 曾 南泰誉 

洛叟號 行 襄本宜 寧、 五十 

從事官 (名) 通訓 太夫 文 館挾理 曾命宋 

字 疇 卿號蘭 谷本昌 寧、 TO: 十九 

朝 ii より 獻上 

公方 樣 へ 

人參 a 十 斤 大濡 子十疋 大純 子十疋 

黑 麻布 三十 疋 虎 皮 十五 枚 豹 皮 二十 枚 

眞墨 五十 筒 各 色 筆 五十 柄 色紙 三十 卷 

験 馬ニ疋 鞍 具 

以上 

大御所 樣へ 

ん 4i さ 一 4. 斤 白苧布 十二 疋 大純子 十五 疋 虎 皮 十五 枚 


.n: 苧布 三十 疋 生苧布 三十 疋 

魚 皮 百 張 靑赤皮 百 張 

黄密 fc 洞 淸 密百觸 


白紗細 五十 疋 

粉花康 二十 張 

K 子 二十 連 . 


豹 皮 十五 枚 魚 皮 百 張 


翁 


草 


靑黍 十五 張 

駭 馬ニ疋 

大納言 樣 へ 

右 同 

朝 

公方 様より 


色紙 三十 卷 

鞍 具 


各 色 筆 S 十 柄 花 硯五面 


眞墨 五十 筒 麿 子 十 連 


墨 簿龍虎 一 雙、 狩 野祐淸 淸水 石山 景 一 雙、 同 武者 鰭 (箕尾 谷 景淸錢 引、 那須與 市 扇 的) 一 雙、 

同 HIE 波に 鬼、 同榮川 鹽釜松 島景、 同 大和 耕作- 同玄仙 (時 知らぬ 歌の心、 淺間嶽 歌の心) 

二 春 水 住 吉祭禮 一 、伯壽 柳に 鴛其外 諸 鳥 同、 同 蘆 牡丹 桔梗 二、 梅辨 田に 雁、 同 荼 摘圖、 

同祐甫 四 孝 花 車 同、 探 村 人 丸 赤 人 同、 常 川 墨 翁 镜娱 司、 同 奈良 八景 同、 同 武者 翁 (村 上 

彥 四郞、 赤松 長 山) 同 同 

鞍 二十 口 鞍 具 共 料紙 箱 五 通 色 羽二重 百疋 亂茶宇 二百 端 

大納言 様より 

大卓ニ 飾 色 羽二重 百疋 紗綾地 百 fi; 

公方 様より 

(白銀 五 百 枚 綿 三百 把) づ k 三 使 

同 三十 枚 宛  上 判事 三人へ 

同 三十 枚  舉士 一人 

同 百 枚  馬藝者 二人 


白銀 五 百 枚 宛 

同 五 百 枚 

同 千 枚 


上々 官 三人へ 

上官 次官 

中官下 宫小宣 


s 七 


や 一  k% 
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大御所 様より 

(白銀 二百 枚 綿 百 把) づ、 三 使へ  同 |c 枚 宛 上々 宫 三人 

同  三百 枚  上官 次官 小童 同  三百 枚  中下官 

納首 様より . 

右同斷 

東 本願 寺 旅館に て 三 使 一 日の 口 節 

米 四 升 餾四本 鲷ニ枚 鮑 四つ 鹽猪 四百 枚 鱸 W 本 鷄五羽 酒 青物 好 次第 

上々 官 以下 ， 

鯛、 0. 鰯に 不限 魚類 何 にても 

下官 一 人前 

米 一 升 S 一本 鷄 一羽 飽 一つ S 猪 二百 匁 

人數覺 

三 使 上々 官 三人 上 判事、 三人 饕述官 一人 上官 三十 三人 次官 十一 人 中宫百 四十 二人 下宫 

•c 七十 三人 

合 三百 六十 八 人 八十 八 人大阪 に殘 

右の 外 旅 中 於國々 驛宿傅 馳走ん 御^人 姓名 幷 御馳走 舟 鞍 皆 具且亦 京都 旅館 本园 寺の 式、 書付 類 有 之 候 得 

共、 燒 失故雞 知、 

右 樓町院 御 葬送 以下 三箇條 は、 寬延中 反故の 內 より、 搜拾ふ ものな り、 
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〇 江戶御 書付 寫 

1 寬政元 酉年 十二月、 松 平 越 中 侯 諸 向へ 被 诏達候 御 書付、 

大御 番頭 衆 

大 nil 付へ 

1 町 平 河 町 三 丁目 裏 明 地  一 鉢 鳥屋 敷 前 明 地 

1 淺 草本 旅籠 町 I  一丁目 明 地  一 牛 込 御門より 小石 川 御門 迄 V,! 間 犬 走之內 

一 市 谷加賀 屋敷 火 除 明 地之內  一 四 谷 北 伊賀 町 火、 除 明 地 

右 六 ケ所明 地 之 分 以来 諸 向 大的射 込 稽古場に 相 成 候 間、 場所 不込合 様、 一統 申 合 稽古 可 致 候、 

士 一月 

近年 應對 幷書而 文通 等、 格^ 崇敬 致 候 様相 成 候 >  右 體は其 程々 に 隨ひ候 儀に 可 有 之 候處、 袼^ にて は 却 

て 不敬に も 至 候、 登城 前 逢に 被 一能 越 候 人々 始終 •  牛 伏 被 致 候 様相 見え 候、 輕き御 役たり とも、 辭宜被 致-腕 

外 は、 面體 見え 候 程に は * 可 有 之義に 候、 幷左屮 等へ 被 申 聞 候、 書面に も 奉 入御 覽候 * 又は 御 渡 被 遊 は 

奉畏候 杯と 申 文 言 も 有 之 候、 褂御目 候、 叉 は 入御 覽候、 ^渡 被 成 候、 奉 承知 候、 又は 承知 仕 候 杯と 申 程 

に は 可 有 之義に 候、 安 否 被尋候 も、 機嫌 被尋候 様なる 儀 も、 様々 有 之 候、 たと ひ 御 目 見 以下に 候 共、 機 

嫌 可 被 尋義は 有 i\ 一問 敷 候 * 難 有な ど 申 儀 も、 上に 拘ら ざる 事に は 申 間 敷 儀に 候、 同楚 文通 等 も 近 * は餘 

り 丁寧 を盡 し、 却て 敬禮に 相違 致 候に も 至、 人情. 輕 薄に 流れ 候 儀に 候 間、 此旨を 被 相 含 々可 被 申 合 候 
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但右之 通に 候ても、 文 言 等 緣に改 候に は不 及、 御 用 多 中に て 文 言 を も、 其 度々 に改候 はば、 又々 繁 

雜の 基に 付、 是迄之 通に 出来 候 は^、 其 儘に 可 差 出 候、 ー體^i所如此に心得速に相直被樣可被心懸 

候 右 之 趣 御 役人 之 面々 へ、 口上に て 可 被 申達 候、 

愚按、 和國 近世 書禮 のこと は、 前卷に 記せる 曾 我家の 當用 書札 を 以て 矩 とす、 然るに 百 有餘年 以來、 

世人の 情輕薄 募りて 書 禮大に 亂れ、 尊卑の 差別な く、 一面に 慇穀を 事と す、 たと へば 等 輩 文 一一 一一 n、 昔 は 

殿な り それ を 止て 様と し、 存 候に 奉 を.^ へ、 令 を 致に 替て、 逋用 にす、 それ だに 過分なる に、 七十 年 

來余は 幼年の 頃より、 段々 其 上 を 阿り かざりて、 折々 は 致 を 仕に 替へ、 適 古法 を 崩さぬ 人 は、 橫柄者 

之 様に 見 ゆる 故、 心なら す も 一統に 窮文を 用 ふ、 叉 三 四十 年 以來、 此 風俗 益 超過して、 等 輩と いへ 共 

主君へ 呈書 する ごとく 御機嫌 能の 恐 悅の難 有の 獻上 杯と、 妄 に追從 す、 斯ては 上下の 分ち なく、 人 

間の 禮節を 喪 ひ、 諺に 云 態 慰 尾籠..' 云る 類 ひに て、 却て 先の 人 をな ぶり 噪に 似たり 余 今 耄年を 過 ぬれ 

ば、 知 音の 人 殊更に 慇懇 を盡す 故に、 返報の 書 様に、 犬に 困れり、 總 じて 浮世の 應對皆 雨な り、 組 を 

預ら る、 奉行 衆な ども- 與 力に 對 して、 貴様と 申さる 、由、 此 貴の 字 は、 何れの 字 を 書に や、 可 笑の 

甚 きなり、 斯る世 風を改 らんこ そ、 自ら 輕薄不 實を戒 給 ふ 一助なる べしと、 難 有も感 賞せ り、 頃日 も 

田 沼 氏の 事 を、 妄に書 つらねし、 玉手箱と やらん 題せ し 物 を 借し 本屋が 持 来れる を讀て みれば、 む ざ 

としたる 物に て、 一向 取 上らる、 物に は あらね ども、 大旨は 當らす とも 遠から じ、 讀も 恐れ 有れば、 

半に して 本 を 返しぬ、 くり 言ながら 斯く 世に 淺 ましく 成し は、 三十 餘 年来、 田 沼 氏の 跌扈 せる より 斯 

く なれり、 寬延の 頃 迄 は、 有德 公世に まして、 諸 士の風 も 今より は增 なりき、 土 岐丹後 守 は 名に お ふ 

人な りしが、 京都 所 司 代の 頃、 余. か緣 坐の 者い さ-か 所以 有て • 丹 後 守 勝手へ 立 入 を 許され、 丹 後 守 _ 

對 面の 時、 懇意の 詞 有り、 彼 者 は、 町奉行 組の 與 力なる 故、 其 身 を 謙 下し、 直答 は 憚り 有と、 傍に あ 

る 用人へ 向 ひ、 唯今 御意の 趣雜 有奉存 と申述 ける を、 餃 用人 則 其 場に て、 右の 口上 を 申、 改て 唯今 被 
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神 下 趣、 1^ 仕 合 奉存と 披露せ しと かや、 今度の！？； 書付に も、 難 有と 申 事 は- 上に^ り 候 事 計りに 可 申 

由 記ら れ たり、 今 はなべ て 難 有と 云 請 を^ ゐ*  ^§;其ト：に所司代は勿翁. 時の 頭へ も與 力より 御前と 稱 

する もの も 間 もよ し、 いかなる 凡 下 成と も. 君綠を 食む も Q、 君の 外なる 人 を、 御前 杯と 云ん は、 却 

て 其 人 を 辱し むる に 似たり、 旣に右 御 書付に も 御 目 見 以下たり ともと 有 之 上 は、 此後 頭へ 對し、 是迄 

の 格に て は、 御 書付 を 破る 道理 なれば、 逑々 も 耳 立す る 様に 改る 成べ し、 鬼に 角 今の JT 風俗 こそ、 仰 

ぎても 猶 あきたら ね、 

^„ 一月 閣老 鳥居 丹 波 守より 被 達 候 辨 書付 寫 

中 奥 後 小姓 大久 保榮吉 去る 三日 手 合れ 勤に i 能 出、 宅 S 節、 主人 も 無 之、 雇人 體之 者、 二十ん 程 途中 

に 待合、 Hlf) 口 申褂、 榮吉供 之 內を及 打 揮 候に 付、 相手 可 召 捕と 存候 處、 不殘？ a 去， 手 合に も 不及候 匕 a 

に 候、 づ ノー 右 狼藉者 は、 御 吟味 被 仰 付に、 榮吉儀 其 先 之 儀に-;^、 へば、 右體 不法 之 狼藉者、 雇人 體に候 

上 は、 猶 更切捨 にも 可 申 付 處可召 捕と 致 候より 逃 去 候 始末に 至、 不 甲斐性 之 至、 思 召 候 間、 榮吉義 は 

御 咎被仰 付 候、 此旨 一 同 以来 之 心得に 申 聞 置候樣 にとの 稗 沙汰 侯、 

I 一月 

滑稽 雜談 は、 四時 堂 其 諺の 籑る處 なり、 議は元 と 東 山 双 林 寺 林 阿彌の 亭主な り、 風雅 を 弄て、 漢和の 俳諧 

に 名 有り、 後に 林 阿彌を 去て、 000〇〇〇 に 寓す、 此書 ゃ拾穗 軒の 山の 井竹亭 がをだ まきに もとづき 

て、 年中の 公 卓 故事 鳥 獸蟲负 草木の 花實 寺社の 會式 七十 1 1 侯の 外、 あらゆる 雜事 幷鄕語 G; 陋迄 も、 和漢の 

國史、 木 草、 祌書、 儒 書、 1; 歌書、 草紙 類、 和訓- 律令、 格式 * 悉く 引 書して 年を累 ねて 成る、 接 

數 細字に して、 千 六 七 百 葉、 冊子 十二 册 有り、 余 も 往年 是を 模寫 して 珍藏 せし が、 洛史に 云 ふ、 く 一 

^燒 殘れり 諺が 集る 始を 聞に、 元朝 四方 拜 より 始 て；， 5- 月の 袋 を 持へ、 山の 井 芋 環の？. お 列に 傚 ひ >  一 筒 海 
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こ 數書を 考て之 を 正し、 尙 安定なら ざる 事 は、 其 道の 人に 尋ね、 傳說に は 諺が 子 IS の 內に僧 有て、 釋書 

ま 渠が卞 こ 於ても 考 ぬと ぞ、 其 袋 を 己が 菴窒の 釘に 掛笸" 一箇 づ- -考 成れば、 書付 之て 袋に 入、 斯 して 

一 月の 事 終れば、 次の、 月 を 叉 其 通りに す、 後に は 門人 朋友 之 を 知て、 面々 說々 を 寄附す る 故に、 夫 を 

據 にして、 數 書に 引合せて、 竞に其 書 成る、 中に も未考 G 事 も 希に 有 之、 最 全篇 歳時記の 精密なる を、 

滑稽 雜談と 題せ る は 奈何、 滑 糟に不 限、 雜談に 非す、 此 題名 不審な り、 其後亞 は5 と 云 印刻 者、 又 之に 均 

く歲 時を考 て、 書名 は 何と やらん 忘し、 余 亞岱に 問、 此書ゃ 滑稽 雜談を 刪 補せ し 物な り、 岱 曰る、 滑稽 

雜談 有事 を 聞て 未 所見な し、 其 書に 倚 は 却て 疑惑の 事 も 有なん、 故に 唯 年中 行專 を、 一 々探りて 愚考す 

る 迄な り、 可否 は考 成て 後、 二 書 を幷^ て、 五の 漏 脫を補 ひ、 誤 論 を 刪らん に不 如と 云、 仍這書 を 借て 見 

競し が、 少異は 有れ ども 大皆は 同じ、 叉 近年 輪 御門 主の 御 內鵜川 姓の 參訂 せし 書 有り、 名 は 年波 草と や 

らん、 是は 梓に 行 ひて 世に 流行す (似 雲杜 多が 家集に 年波 草と 云 あり 同名 異物な り) 之を閱 に、 右二 書 

の 類な り、 畢竟 考ろ處 皆 一 にして、 衆愚の 助に 可なる ものな り、 

俳諧の 行る と 一 百年に 及ぶ、 され ど 伊勢の 守武、 山 崎宗鑑 など は、 聢と 式目 を 立す、 唯 折に ふれて は、 

俳諧の 發句 をロ號 まれ、 につけ 合 をす る も、 大皆 連歌の 式に 傚て、 究 たる 式 も 無り し を、 長 頭 丸 貞德に 至 

て、 比 道 を 興し、 九 條玖山 公の 御 命 をう けて、 一道の 宗匠と なり、 あらたに 式目 を 立て、 俳諧 御 傘 を 著 

す、 この 道に 遊ぶ 人皆此 規矩に 寄る、 また 浪花の 宗因 は、 是を 用ぬ として あらね ど、 自見を 以て 一派の 

； を 立、 大旨は 同じ、 され ども、 少し づ>- の 差 有り、 共 謂 は、 御 傘 は、 高 野 木食上人の あつめた る 無言 

抄を 憎みて、 彼抄に 云る 事 を 非と して 不用、 宗因派 は 事に 寄て、 無言 抄 にも 隨ふ事 有り、 宗 因が 流の 椎 

本才蠻 一派に て； ii^ へし 通俗 志に、 長 頭 丸 を 難 じて、 無言 抄を 破る も、 ー概の 論な り、 共 中に て 可 は K ひ 

否を投 する こそ * 正路なる に、 なべて を捨る 如き は、 貞德の 謬な りと 云へ り、 此論も 一理 有り、 坊キ： 憎め 

ズ裝裟 迄 憎 (とい ふ 諺の 如く、 さし も/、 我な き 長 頭 丸 も、 其 人を惡 みて、 其 事 を 不惡の 道理 を 思 ひたぐ 
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へられし にや、 余 素より 貞德の 流れ を、 汲と はいへ ども、 是も 又よ き はよ き、 あしき は あしきと せん も 

宜 ならす や、 

〇； ま 摩 家中 分限 高 

或 人の 覺 書に、 薩广 家中 分限 模 有り、 是は享 保 十 丸 寅年、 公儀より 御尋 有て、 則 書付 上覧に 入らる、 由 

なり、 愚按、 是 は好士 のもう けたる 妄說 なるべし、 其 書付 を 見る に、 大身に は 二十 四 萬 あり、 夫より 大名 

分 四十 餘人其 以下 數千 石の 面々、 幷末 々に 至、 知行 高 合 四百 餘萬 石、 家中へ 出たり と冇 り、 是を 公儀へ 書 

出されん 事 は、 究て 在べ からす、 尤大 隅薩广 日向に 琉球を 合せな ば、 廣大の 高 成べ けれども、 是も 前に 

記す 差 出し 高の 面々 と 同じく、 公儀より 拜領の 地に 非れば、 表 七十 餘萬 石に て、 其餘の 御改は 無な り、 

然る を 家中へ 四百 萬 石 出たり と、 公儀へ 表 向に て I* あけら れんに、 なじ か は 御 不{ さなるべき、 素より 廣 

犬の 領分 を、 往古より 領地 せらる-" 事 なれば、 家中 面々 が 配 地 も 右 に准じて、 內證は 過分なる べき 條勿 

論な り、 さりと て 是を表 向の 分限に は 成べ からす、 二十 四 萬 石と 申 も 表 向 は 二三 萬 石な らん ST 余寬保 

中 有 馬 入湯して、 彼 地に て 阿波の 中老 生 駒 丹 後に 會 せり、 其體 誠に 大名の 如し、 故に 湯 本の 川 崎 權兵衛 

に 様子 を 尊れば、 丹 後 身上 千 五百石な り、 前 太守の は 不首尾に て" 領地 替申 付ら れ、 代々 の 配 地 を 去 

て 他に 移る、 彼 所は惡 所に て、 千 五百石の 高大 分 欠たり、 然る を濱賢 治歸國 有て、 太守に なられけ る 頃 

丹 後事 は 由緒 有る 家柄 なれば、 元の 領地に 歸 すべし とて、 又割替 有て、 本領へ 戾る、 爱は千 五百石の 高 

にて、 一 萬餘石 有り、 夫 故 唯今 は殊外 豊饒な りと 權兵 衞咄 なり、 阿 州 は 公儀より 賜し 國 にて、 格別 廣か 

るべ し、 共覺 えざる に、 夫 だに 斯の 如し、 況薩 摩に 於て を や、 仍薩摩 分限 憬は爱 に 除く、 

〇 淨 Sf 璃 狂言 外題 

芝居 狂言 幷淨 S? 璃の 外題に、 異なる 作 字 を 書 • 假名 をつ けねば 之を讀 人な しノ 上古の 戀水を 淚と訓 せし 

類 ひに は あらで、 無下にい やしき 作 字な り、 さだめて 譯 こそ あらめ と、 其 道の 者に 尋 るに、 淨瑶璃 叉 は； 
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  四セ八 

芝居 は當る 事を專 とす、 故に 之な 祝して、 宛字み- *T なりと 答ぬ、 實に左 も 有べき 事な り、 

〇 三 好 長 俊 連歌 及 傳說の 誤謬 

三 好長慶 は、 不義 無道の 名のみ 有て、 虱 流の 事 を 人 云 はす、 尤 公方 光源 院殿 を弑し 奉り、 天下 を 襲ん と 

する 逆 罪 は 論に 不及、 され ども 其 代の 風俗に、 長慶 のみなら す、 君 父 を 害して、 國を奪 ふの 旅 擧て算 へ 

難し、 戰國に 人道 を 喪 ふ 事、 日本に 不限、 中華 五代の 頃の 風俗 皆爾 り、 獨三好 松 永 を 憎む 事に は 非る ベ 

し、 長 慶は敷 島の 道に 心 を 寄せ、 殊に 連歌に 長せ し 事 は、 諸 書に 顯然 たり、 居城に 於て 連歌 興行 有し 時 

「薄に まじる 芦の 一 むら」 と 云 句に、 連 lii 付 あぐみて、 や、 時 移れる 頃、 河內 の飛檄 到着して、 急を吿 

る、 長 慶羽書 を披き 見て、 くる/ \ と 元の 如く 卷 納めさらぬ 體 にて T 古沼の 淺き 方より 野と なりて」 と 

付 ぬれば、 各感 賞せ り、 而 して 長 度 曰、 河 州に 於て、 舍弟實 休 打 死の 吿 有り、 今日の 連歌 是迄 なり、 弔 

軍に 今 打 立ん と 急に 命じて 出陣せ りと かや。 變を閜 て 不騷、 連座 付 煩 ひたる 所 を sj- して 後に、 變を 披露 

し、 聢も 急迅に 出馬の 事、 流石 長慶 とも 云る、 將の 優美、 是等は 賞すべき 事ぞ かし、 頃日 何やらん 怪談 

の雙 紙ん£ るに、 此 付合の 事 を、 宗 祇 に 附言せ り、 宗祇 旅行の 時、 何れの 國 某の 村に 妖 屋敷 有、 「薄に ま 

じる 芦の 一 むら」 と 云 句 を怪敷 もの 出て 之 を 吟じ、 泣 叫で 不 止と、 所の 人の 一語れ る を、 宗 祇^て、 我 其 

尾 舗に 泊て、 之 を 止させ なんと、 彼 屋敷に 泊り て、 様子 を 窺 ふに、 案の 如く、 丑三ッ 頃幽靈 出て、 件の 

句を呤 す、 其 時宗 祇、 「古沼の 淺き 方より 野と なりて」 と 一句 を附 しかば、 幽靈感 伏して 消失せ、 其 後 再 

不 出と liK たり、 是浮說 なり。 長 慶事 正な り 其 外 高 師直杯 も、 太平 記に は 無骨なる 東夷の 様に 書 たれ ども 

非な り、 師直は 歌人な り、 撰 集に も 讀歌を 入られたり、 俾說に はか、 る 誤聞 多く、 莒 根に 曾 我 時 致の 文 

有と いふ も、 曾 我 時 致に は 非す、 北條 時宗な り、 

昨夜 之 隣 火 忽消貴 寺安穩 珍重 候 時宗 

との 文 HBC なり、 古代の 文 一一 一一 C は 短くて 其 事 分明な り、 當 時は蹈 ひを專 にして、 入らぬ 事 を 書 つづく る 故に 


文 言 長く 成な りと 或 人 云り、 此 文北條 時宗に て は、 諸人の 賞 一お 薄き 故に、 曾 我 時 致が 筆蹟と 云傳 ふと ぞ一 

宗の字 も 違 ひたり、 北條 時宗 は 鎌 倉 執政 九 代の 內 なり、 文體も 執政の 人 故、 短き も 理りぞ かし、 其 代と^ 

て も 常の 文 言 は 斯短も 有 まじ、 亦 曾 我 時 致と 朝 比 奈が草 指 引 も、 古代より 申傳 ふる なり、 朝 比 奈義秀 一 

は、 時 致より 遙に 年若し、 東鑑 など を考 ふるに、 曾 我 報 仇の 頃 は、 朝 比奈四 五才の 頃なる べし、 夫 を斯； 

く申傳 ふる 事、 今更の 說に 非す、 清水寺に 在る！ K 正 年中の 繪 馬に、 此 MfS 引 有り (淸水 舞臺の 下りぐ ち 一 

東の 方に あり) 然ばニ 百 有餘 ハ牛已 前より 云 ふ 1ェ なるべし、 景淸箕 尾 谷が 餒引 も. 何の 事 やら 合點 行す、 ； 

さばかり いかめしく 後世に 傳 ふべき 高名に も 非す、 夫より は 間近き 箕尾 谷なら ば 討ん に は 如 じ， 又 南都- 

大怫 供養に、 賴 朝を銜 ひし は、 上 總五郞 兵衞忠 光なる を、 景淸と 皆人覺 ゆる も不 塞な り、 主馬 判官 成 風久ー 

と 云 者 も、 平家 侍に なし、 是も 狂言 成べ し (此類 思 ひ 出な ば 限りな かるべし) 

祇園 會 十四日の 山に、 あすい せう と 云 有リ、 一 來 法師が、 筒井 淨 明が 天窓の 上 を飛體 なり、 夫 を あすい- 

せう と 云 は、 いかにと 云に、 一 來 法師 飛ぶ 時に、 惡ぅ 候淨明 房と 云し 事、 源平 盛衰 記 • 平家物語 などに； 

見えた リ、 此惡ぅ 候 を、 山の 名に して、 惡 うさう 山と 申傳 へし を、 あすい せう と 申 誤る 由な り、 黑主山 一 

も、 今 は 西 行 櫻と 云、 是は謳 曲 西 行 櫻に、 櫻の 精 老人に 化して、 出たり と 云に、 山の さま 似た る 故なる. 一 

べし、  一 

中華の 乾隆帝 は、 茶道 を 好ませられ、 殊に 日本の 茶の湯の 風流 を 羨 給 ひ、 宮中に 日本 様の 数寄屋 を 營れ： 

んと、 工匠に 命ぜられる ども、 手馳. さる 事 なれば 造り 不得、 故に 和國の 匠に 造らせん に不 如と、 長崎ハ 

指阖を 以て 跳來、 依て 長 崎に 於て 之 を 切 組み、 唐 船に 積て 送 之、 M 宮中に 之 を 建ら れ、 日本の 天明の 末の 一 

頃、 新 室の 茶の湯 有り、 茶器 其 外 謗物會 席の 獻立迄 書記せ しもの 到来す、 之 を閱 に、 器 其 外 和 物 多し、 

駿河 細工の 物 も 見えたり、 是は 朝鮮の 聘使 献上す と 書付に 有り、 又會 鹿の 陶器に、 淸水燒 有り、 其 書付 一 

に享 保より 古しと 有り、 料理に も 向 ふ づけに 守 口 大根 あり、 其餘 あれ 是れ和 物見え しか ど、 悉 は忘ォ た. 一 


草  翁 
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り、 其 書付 は嬈 失する 故、 有增を 記す、 

行 春 もや. - 1 日 ふた ひと 惜 まる. -頃、 蔽廬を 音な ふ 人 はた ぞ、 吾 友 五 升 庵主な り、 など ゃ此 みそ カ餘り 

うと かりし は、 列の 鄙 ありき にやと 問へば、 さに は あらす、 いさ \ かの 事に 凝られぬ と、 しばく 語ら 

ふ .5- こ、 袖より あやしの 海苔 ある は 海 雲 やうの 物 餘多取 出し、 余に 與ふ、 是を 見れば えぞ しらぬ 火の 國 

々りつと 1^ けらし、 雀躍して 甘んじ、 庵主の 心ば せの 篤き を 謝す、 是ゃ徹 書記の 海苔の 詠歌 を 思 ひ 出ば 

とに やと 笑談、 長き 日の 三竿なる を うらみて、 後會 をち ぎり 歸られ ぬ、 

草根.^ に 

北 ハ頃三 寶院准 后 門跡 さまへ、 あまのり を こ ひ參ら せし が、 九國 の海笞 を 給り て、 今一 つ ありた きとて 

ふのり を そへ 給て、 かへ りごと に、 十 色の 海苔 を 十 首の 歌に よみて まるら すべきよ し 有しに、 ふしな 

がら 御 使 を またせて かきつ けらる、 

さとの り 

北の 海 やね かひし あまの 喊 のりを 今 そよ せく る さとの ラら風 

抑 散 書記 は 幼に して 今 川貞世 入道 了 俊に 陪し、 後 洛東東 福 寺 栗 棘の 庵主な り、 貝 原 篤信の 筑前 風土記に 

書る、 正 徹渴の 事 も、 此徹の 因な り、 和歌 は 冷泉 爲秀 卿に 舉 びて、 或 時 T くらべ こし 見ぬ もろこしの 鳥 

も居ャ 桐の 葉 わくる 秋の 三 ヶ月」 となん 詠る を、 飫聞 有て 1K 機 を だ やかなら す、 勅勘 有て 山 科に 楚す、 

.£ハ後七月十^^日山科松月庵にて、「中々 になきたまならばふる鄕へ歸らん物をけふの夕暮」 此 雲井に 聞 

えて、 免 有と かや、 其 後 都の 東 今 熊に 住て、 類火に 遇 ひ、 家集 をう しな ひぬ るに、 はた それより 後の 

よみ 歌 を あつめて、 草根 集と 云、 此 集の 序 は 一條 禪閣 .歟、 二 條良基 公歟の 書せ 給 ふ、 水 戶西山 公の 扶桑 

拾 i{ 集に も、 此事 見えたり、 草根と 題せ る は 野火 燒 とも 不盡、 春風 吹て 又 生の 古詩の 心なるべし、 近世 

吾妻に： IH ける、 通 阿 といへ る遁 * 者、 江 都 明藝の 大火に 遇て 漂： 汨 せし を、 諸家より 惠 まれし 時 、「ことの 
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葉の 根 さへ 盡 すば 春の 野の 燒る おも ひ は o〇〇〇〇〇o〇」 も 草根 集の 心なら め  - 

〇 豊後 岡の 大火 

京師 火災の 後、 國々 にも 火勢 猛 熾に、 動もすれば 火難の 沙汰 有、 豊後國 岡 (中 川 氏 城 地) 寛 政 元 酉年 六 

月 大火に て、 城下 不淺燒 古町と 云 一 町許淺 る、 漸假宅 どもし つら ひ 居け るに、 同獵 月に 又又 出火して、 

右の 假宅 一軒 も 不淺燒 失、 域 中へ も燒 入、 御朱印 藏燒 る、 兩 度の 火災に 城下の 者 共 飢渴に 及び、 道路に 

吟ひ、 或は 親幷 幼子 を 救ん として、 却て 其 身を沒 し、 其 外 死人 怪我人 若干、 多く 目 も 當られ ぬ さまなる 

に、 當 領主 日頃 國政 私な く 正 敷 故、 變後卽 時に 米穀、 味、 醬， 追々 に 爲救之 を 出され、 銀 二百 貫目 配分 

有り、 相 繽て德 行 を 以て、 士民を 慈れ たる 故、 各泣拜 して 領主 を 仰ぐ の 外 無 他、 殊に 二度目の 大火 は、 

烈風 樹木 を 折て、 同 國臼梓 邊迄も 帳面の 燒切を 吹 飛し ける 由、 a 件 は 其 間 行程 十八 里の 所な り、 右 御 朱 

印藏に 火掛る 節、 家臣の 輩、 粉 骨 を盡し 防ぐ といへ ども 叶 ひ 難し、 大切の 御朱印 を 取 出し 不得、 各 十 方 

を 失 ひ 居る 處に、 家老の 下人 火中へ 飛 入、 御朱印の 筐投 出し、 其 身 は火屮 にて 死す、 卑賤と いへ ども、 

斯る 肝要の 忠を途 る、 其 名前 は 不閉殘 念な り、 追て 可尋、 兎に角に 變に不 臨ば、 人の 本心 知れざる 事 今 

古 珍しから す、 

因に 記、 寛 文 五 年大阪 天守 雷火の 節、 天守の 內 大切の 物 (其 品 失念) 有 之 1 是を 出さん 事 を 欲すれ ど 

も、 誰か は 猛火へ 飛 入 者 無く、 各 十 方に 暮 たる 處に、 大御番 の 何某 名乘 出て、 我 一命 を 棒て 之 を 取 出 

さんと、 高らかに 喚って、 焰の中 を 分 登る、 各 あは やと 見る 處に、 はや 御 天守 燒 崩て、 增へ壞 倒る、 

鎭 火の 後、 煌 中を改 るに、 彼 何某が 骸燒爛 て 夫と も 見えす、 去れ ども 件の 箱 は 水底に 落て 無 恙を搜 得 

たりと なん、 彼士火 煙の 中に 在て、 寳器許 を 水中へ 投 たるな らんと 皆 人嘆惜 せり、 鳴 呼 彼 士の烈 死、 

馬 前の 討死に は遙に 優りて、 古今 獨 歩の 忠勇なる べし、 則 江府へ 御城 代より 其 申 を 言上 有り、 其 子へ 

千 石の 御 增地を 以て、 家督 相 續被仰 付と 云、 其 姓名 不知、 可 追考、 1 說に は御番 衆に は 非す、 御城 代 

八 一. 


四 八 二 

Q 家臣 りと も 云 ふ、 可 追 校、 

.^iht 二 云、 本文に ある 大御 S 屮 m 帶 刀と 云 人に て 七 i 十 石番士 なり、 S 本 ま i 天守 雷 

； f こて 、い 無名 不分丈 I の 物と 等しく、 火中 をお かし 御え 守 上の 御 f 在 之、 御馬 

pi 吹 出し けれ 共、 猛火 さかんなる ゆ ゑ 御堀の 中へ 投 落し、 其 身も兩 人と も 焚 死に 及ぬ、 なかんづく， 

^ の 働 Ir 故に 善霊 人 扶持に て、 小 普 しんに 有よ し、 帶刀は 千 石 御 加 S 拿 七 百 三十 石に て 

其裔 今に 御 旗本に ある 由、 或 人物 語な り. 文化 二 a 年 正月 平 茂 虎記す、 

〇 田 安 公 十二 才の歌 

寬政 元年 田 安 公 十二 歳の 御 歌 

雪の ふりけ る あした 人々 に 歌よ ませけ るつ ゐで 

諸人の 寒け さ さぞと 白雪の ふりつむ 八 「朝の 庭 をみ るに も 

萬 代 も か はらぬ 庭の 雪 なれ や 松の 風 さ へ 枝 をなら さす 

田 安 御 守 殿 ま、 右 衞鬥督 宗武卿 御 逝去の 後 は、 年 久敷御 相績の 御沙汰な く、 去れ ども 御 守 殿御 附の 面々 

よ、 宗武卿 御 在世の 格に、 夫々 の 役人 を 立 置れ しが、 去る 未年 「ッ橋 御 守 殿より、 慶之ー 爪 一 殿 (當將 軍 家 

^^^^fil^  當 時了ソ 橋、 淸水 御殿の 御兩 卿と 並立せ 給 ふ、 右の 御詠 御 幼年の 御 歌と もお も 

^  p^nh^^lr, 御 I など も 有し かど も 忘れ 侍る、 III 

^なれば、 いみ じき 御 心ば せ、 天曆 帝の 夜のお きに 御衣 を脫 せられし I に 等く、 後の 御 歌 は、 やす 

ら かに 松な 祝し 給 ふ末賴 母し き 君と、 衆人 感じ 奉ぬ、 

同 冬 江^ 0 へ 甘露 降る、 御城 西 丸へ は 殊に 多 降る、 竹 菌木光 渡る、 味 は 蜜の 如しと 云り、 列 相 松 平 

和 泉 侯、 賀章を 撰て 默ら る、 


奉賀 甘露 文  1. 1 . 

閗之夫 甘露 也 者、 王者 德至於 天、 和 氣應則 降、 謂默兆 也、 高 辛 氏 貯之于 瑪瑙 甕、 至堯時 猶存、 謂之寳 

露 云、 惟 時寬政 元年 十 有 一 月、 甘露 降于 城下 前 殿 及 東 叙 山陵 樹、 其 餘處々 亦 降焉. 方今 四海 偃 仁 風、 萬 

民 浴 德澤、 家々 守 其 職、 戶々 勉其 業、 千里 聽歎 聲、 比 尾 皆 舞、 天 之 應之不 惟 影響 也 * 蓋 有 王者 不受瑞 

者、 是 所以 示 謙 也、 况 政治 之 事、 依瑞 懈怠、 则渐々 乎 將流奢 靡 乎、 又 有受之 而不驕 者、 是以瑞 爲戒者 也 

亦與 被不受 者同歸 一 、 是皆敬 天 之 事 也矣、 夫 ；大 將 言愈勉 哉、 而示之 以瑞、 將言愈 愼哉而 降 之以： 火、 嗚呼 

天 之 高遠、 不急 賞 • 速 罰 見 其 未 萌而使 入曉之 也、 然則依 其瑞以 勉其德 乎、 滿甕之 寶露可 致矣、 豈金董 高 

二 七 丈、 以 仙人掌 强求之 者 之 比 乎、 今 親 遇 和氣應 政治 平、 臣乘 完頓首 稽首 敢恭 奉賀、 

〇 綸言 令 

今 公武の 聖德 合一 にして、 朝廷に 於ても、 寬政ニ 年 戌 三月 二十四日、 綸言の 趣 を 群臣へ 令し 給 ふ、 御 書 

付の 寫、 

綸言 

1 近年 群臣. 1^ 一民 困窮、 且關 東此節 繁務、 因 之以厚 憐愍 御沙汰 三 箇年之 間 萬 端 省略 之 儀 被 仰 出 候 事、 

1 堂上 地下 寺 分限 萬 端可爲 質素 候 事、 

一 公事 拜賀 元服 之餘 出仕 之 節、 衣裳 以下 隨 所持 不可 美麗 事、 

一 御所々々 可 進獻之 品物 可 存省減 事、 

隆 なる 哉 仁 風 海內に 隙な く 吹 渡りて- 僅の 孝子 微 しき 質朴の 閗ぇ有 もの も、 それ/^ に 褒賞し 給、 况陰 

悪に 於て を や- 日を不 待して 罰せられん 辜、 挲を 指が 如し、 勸善懲 惡の斯 許り 速なる、 此御惠 を 辨へざ 

らん は、 豈 人倫た らん や、 只 三た び 省る の 聖語を 寸陰も 忘る まじ 穴 賢、 

內藤重 三 郞 

,  ほ 八 三 
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四 八 四 

小 堀鏠殿 

〇 孝子 褒美  ， . 

禁裏 御料. 城 州 相 樂郡平 尾 村  庄屋 半兵襦 

右 之 者 老母へ 孝心 且禹事 質素に て、 村內 困窮 孤 獨の者 を憐、 施 等いた し、 種々 奇特 之 取 計いた し 候 

に 付 • 其 身 一 代 刀 被 免、 幷 子孫 迄 苗字 名 乘可申 候 

同村 百姓  傳  藏 

右 之 者 萬 事 質素に て 施 等いた し、 老母 幷兄 半兵衞 へ も 能 仕 へ 孝心 之 旨 奇特 之 段 褒め 置 可 申 候、 

右 之 趣 可 申 渡 旨 老中 衆より 申來 候、 

三月 

右 所 司 代 太 田備中 守より 被 達 候な り、 

同年 四月 大阪 天滿  一丁目 播广屋 源兵衞 孝心、 達 御 聞、 從江戶 御 褒美 被 下 置 候に 付、 町中 御 稱寫、 

天滿 一 丁目 

播广屋 源兵衞 三十 一才 妹 むめ 二十 九才 

弟 大吉 二十 六才 妹 とめ 二十 四才 

同  か ね 二十 才 

右 之 者傣家 內睦敷 母に 孝行いた し、 商賫 精出し 候 段、 御 聞に 付 及 吟味 候處、 源 兵衞儀 十五 歲の 節より 

相績 いたし- 兄弟 共 申 合、 母 かつを 養 ひ、 同人 儀 九月 以來 中風の 病症 相 煩 候處、 深切に 着 病 介抱いた 

し、 佛參其 外醫師 湯屋 等へ 參度旨 相好 候砌 は、 兼て 求 置 候 駕籠に 乘せ、 兄弟 舁參 り、 又は 母の 心に 應 

じ 苻負手 を 引 等いた し 連行、 源 兵衞母 病中 看病 S 障に も 可成 哉と 妻 を も呼迎 へす、 妹 共 儀 も 年頃に は 

g 成 候 5^ 共、 母 看病 差 支 を 默ひ緣 付 を も 致き す、 兄弟と も 申合せ 介抱いた し、 睦 敷相暮 し、 綿 種挽亮 


商な ひ 千 荒なる 渡修」 に 候虔、 兄弟 男女 共 申 合， i "に 相 稼ぎ 致 出精 候 以 一同 奇特 成 儀に 付、 此 度江戶 

表の 依 御 下知、 爲御 褒美 源 兵 衞に銀 二十 枚、 弟妹 共 都合 五 人へ 銀 十 枚づ、 被 下 候、 右 は 以後 一同 勵の 

爲、 且 町家 之 者共勸 善の 敎論 にも 可 相 成 候 間、 町中へ 可 申 聞 置 事、 

右 B 十、 阪 より 到來、 

CI 是先 大阪南 問屋 町 灯心 屋母 死して *  ^獨の 十二 歳になる 孝女 有り、 是も 上より 御金 を 下され、 之 を 聞 

傳 へて 三 鄉の者 共 我 も/ \ と 銀 米 を 施し、 專ら此 評判 有て、 朝夕の 堙を立 兼る 貧 敷 身 も， 俄に 金 鈸米錢 

山の 如く、 仕形 もな き 故に、 町 分へ 是を預 り、 小 女が 世話 致 遣 由、 偏に 天の 御惠 なるべし、 委敷 事を不 

^、 追て 可 書 加、 

〇 宮 女の 評 

或 曰、 代々 の 和歌 集 はた 古き 草紙 を 見る に、 いにしへの 宫女 は、 ある は 其 殿下に 思 はれ、 何の 卿に 契な 

んど、 大 よそ 女房の 歌と いふ もの は、 戀歌 多く、 しかも こと 書に 其 事 を あら はに 書 つらね、 世 を 忍ぶ さ 

まも 見えす、 名に お ふ 歌よ み も 誰 は 何が しの 妻、 かれは それのお も ひ 者と、 人に 知れつ i も、 猶し幾 小 

夜 衣 かさねぬ らんと 思 ひやら る、 搖婦 のみな り、 上れる 代の 事 を 腐儒 どもの 杜 選して、 神武 帝の 御裔は 

仲 哀帝に 盡 たり 杯と 譫言す る は、 應神 帝の 降誕 Q 月延 させ 給 ふ 故に、 ；. i: 功 皇后 武內臣 に 密通 有て、 應神 

天皇 は武 内の 子な りとの 謂に や、 吾邦に 生れて か i る 事 を 云 出せる 奴 原 は、 國賊 朝敵よりも 重科の 者な 

れば、 牛 裂に して 肉 を 醸に する 共、 ^！足れりと云べからす、 夫 はと まれ かくまれ、 夫より 後 は 孝 謙 帝 は 

正しく 押 勝 道 鏡 を 愛せられ、 宇佐の 奉幣な どを閒 につけても、 御裳灌 川の 絕 せぬ 御 流れに、 若 や は 月よ 

どみ など も 有さう に 思 はれ、 水銀の 山 Hg も翠 簾に 吹れ しためし も 聞す、 天津 ひつぎ の 粉 はしき も、 千と 

せの 後 は 知らぬ が怫の 浮世な りけ り、 花 山の 帝 を 良 峰の 宗貞 がけ. さう し 奉る、 宮中の しどけ なさ、 ある 

は 先皇の 后妃 を 奪 ひ、 又は 同胞の 御 契な ど 云なら ぶれば、 盡 しなき 事、 しひて 之 を辨ぜ ば、 我 も 牛 裂の 
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^こ.、 H ましと 閣筆、 t 許た はれた る 大內の 御風 俗の、 いつの 代より-と あらたま りけん、 今の 誰 

只 it 女達の いはけ なき 頃より、 雲井！ みさほ" 

^n^^^^lsl 今の ひじり の 御代の 事な めり とい ふ (祌チ 功 御 Mf= 

謹の 料 だに、 遠き I の もとよりい となみ あけられ、 管し 也の！ なり 

け t  j."" 白お：； ゆ ひ" I まし 所-故 I ねて いとなまれ、 I 川の た、 ん いさをし を 

u、  S ば ssrf けれり、 かく 移り行 t に、 宮中 も樣か はり ぬれ ど、 f^^yu 

事 さ、 In! 入內 有しより、 害の 御作 法 あらたまりて、 つ ffr.,i"ss5 

^ し は、 T5g 年 以後 Q 事と 答へ ね、 實 にも 柳 雷 正し き矩をぁ めつ ちと 共. - 雲井へ * し 1 


草  菜 


〈桌 草 卷之百 七十 


0 慶長 £ 年 丸 月 最上 陣實記 

最上 家 は淸和 源氏 足 利の 氏族、 三 管領の 內斯 波の^ 流な り、 足 利 尾 張 守 高經の 甥、 修理 太夫 兼 頃、 延文" 

元年 將軍 家より、 今の 領地 を 賜、 夫より 百有餘 年子 孫 代々 相績 し、 羽 州 山形の 域 主 七十 餘萬 石の 太守な，. 

り、 奥 羽の 問に 於て、 伊達 上 杉 最上 佐 竹と 峠 立る 藩屛 たり、 爽子亂 に 上 杉 は最ー の 御 敵、 佐 竹 は 運 を-蚋.： 

端に 議る、 伊達 政宗、 最上 義光 は、 無二の 御 味方 なれば、 結 城秀康 卿と 共に 上 杉 佐 竹 を 押 ゆ、 扨 關ケ原 一 

御 勝利 後、 上 杉 佐 竹降參 す、 兩家共 格， 別の 家柄 故惜 ませ 給 ひ、 上 杉に 舆州會 津百餘 萬 石 を 減. られ、 

州米澤 にて 三十 萬 石 を 賜 (直 文中 嗣 絶ん とす 急 嗣を以 家 を 被 立、 半 知 十五 萬 石に て 家督 相續) 佐 竹 は 常 1 

州水戶 八十 萬 石 を 被 減、 羽 州 秋 田 二十 萬 石 を 賜 ひ、 雨 家 共 恩 免な り、 伊達、 最上 は 素より 御 方と して 一 

戰功 莫大 なれば、 褒賞 有て 時め かれしが、 義光 死去 後、 駿河 守. 1 親、 十 郞義俊 打 緩 早世 有り、 竟に 其！ 

家斷 絶し、 今 僅に 其 虎 流 最上 岩 之丞、 江 州 蒲 生郡大 森に 於て、 釆地 五千石 を領 し、 交代 寄 合 衆：， 列、 .ー 

委は 一- 4n 永 成， 哀 記に 見えたり、 抑 慶長五 年 九月、 最上 陣と云 は、 會津御 征伐の 爲、 家 康公御 父子、 ト山 宇一 

都宫迄 御着 陣、 御先 鋒 榊 原 式部 大輔康 政、 旣に 下野 國太田 原 迄押來 る、 依 之 上 杉 景勝- 白 川口に 於て 十一 

死 一生の 軍に 極て、 一番 合戰は 安出 上總、 二番 は島津 下々 齋 と定、 人數四 萬に て 白 川 城 を 一 の木ョ とし 一 

景勝 は 南山 口 背 炙 を 後に 常て、 長 沼に 馬 を 立て、 家 康公を 待 掛臉處 に、 上方 蜂起に 付、 小山 〈于 都； 呂 より： 一 

家 康公は 弓 返し 給 ひ、 美 濃 口 へ 向せ 給 ふに 仍り、 景勝 も 會津へ 馬 を 入る、 然に 九月 上旬、 直、 江山 城 守 

績. nr ける は、 h 方 義兵 日 を 追て 蜂起し、 突 濃 尾 張 迄 出張す、 仍內府 疑心 有て、 箱 根 を 越 給 はす、 江戸へ j 


 1  四 八 八 

菊 引 籠 給 ふ、 今此透 間に、 最上 義光を 討て、 出 羽國を 取り、 根 を 堅く せんと 云、 景勝 思惟して 曰、 今 敵 を 

四面に 請け、 防 戰の覺 悟 最中の 時な り、 n 川口 は 云に 不及、 越後 n 津 川口より、 堀 久太郞 前 S 肥 前守攻 

入べき 沙汰 も 有り、 若 最上へ 取 ると 聞かば、 秀治、 利 勝、 津 川口より 攻ん事 必定な りと て、 許容の 氣 

色 無り し を！？ L 一江 遮て 申け る は、 白 川口 は 安 ml 島 津等持 固 候へば、 氣遣 ひなし、 津 川口 は 大切 所に 候へば 

鐵炮 二三 Kn 铤 二三 備程被 遣な ば、 秀治利 勝 を 防ん 車 易く 候、 若 最上へ 打 入し 跡に て、 津 川口 難儀に 及び 

なば、 山形 城に は 附城を 致し、 人 數を殘 し、 早々 最上 を 引取 巾べ し、 鬼 角 最上へ 取掛 べしと 申に 仍り、 

景勝 も 許容せられ 最上へ 發 向す、 一番 備春日 右衛門 四千 八 ^：:、  ニ陣は 芋川 修理 三千 餘、 三 陣 は 上 泉 主 水 

三千 五 巧餘、 N 陣村上 出 雲 守國淸 (義淸 の 子) 田 村 {«1 內大關 播磨六 千、 £ 番は 直， 江山 城 守 兼 續ー萬 五 千 

杉 原 常 陸 介 親ぶ.) 軍 奉行な り、 九月 火 R 會津を 立、 十一 日直 江 居城 米澤に 着、 最. にに は 聞 之て、 上の 山よ 

り幡屋 の械迄 二十 il ケ 所に 出城 を 構 ふ、 直、 江は此 出城に 不構、 直に 山形へ 押 詰、 義 光の 居城. を 取ん と、 

山形 さして 人數 を押處 に、 幡！； の 城に 春 n 右衛門が 友 有て、 卷日 方へ 內 通して • 彼 城の 裏切 せんと 申 送 

る、 春 m 則 直 江に 吿之. } おな 聞て 大に悅 び、 さ 有らば 先幡 屋を攻 取ん と、 山形へ 進む 人數を 引返し 幡屋 

方へ 押 向 ふ、 其 近 切 所に して、 聢 も幡屋 谷！^ 長 谷 堂と て 四の 城^ 之、 軍 奉行 杉 原 常睦之 を 難 じて、 幡屋 

に內通 あらば、 春 rn 備へ許 を 被 向、 總軍は 山形へ 取 詰 然るべ し、 倩 想に 敵の 計 策に て、 味方 を 嶮蛆へ 呼 

び 引 人れ、 幡 屋を攻 させ、 其 隙に 山形の i§ ；-害 を 構 へんとの 術歟 共存 すれば、 只 山形へ 早々、 押蒐 るに 如 じ 

と 申せ 共、 直 江 は 日頃 杉 原と 中惡 ければ、 此異見 を 不用、 九： ：=： 十三 日に 總軍三 is£ 餘 にて 舂日 右衛門 先陣 

して、 ー擧 に幡屋 城を攻 }^ ョる、 城 將江ロ 五兵 衞を、 直 江の 家人 志 賀五郞 右. 4.. 門 討 取、 其 外 江 口 小 +:n、 同 

忠作、 釵田捲 磨、 加 藤 源 右衛門， 5; や  1 和 泉 守、 草^^善助、 林 縫 殿 介、 3Mt お 左衛 門、 新開 大 7^ 衞門、 小 野 

田與 八郞、 幡屋 藤 太郎、 日 野 a 郞、 幡屋 淸右衞 門、 堀 越 藏人を 始め、 屈 强の兵 三百 餘打 ET 幡屋城 を乘 

RLMfclr 知, t^Il 旧； ©iiS に、 5^ 々の 小 凝 二十 一ヶ所 を攻 取、 三千 餘 人の 首 を 取、 其 勢 ひ 大水 の^す 
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んと 云、 大闥潘 磨、 l^nE 右衛 1：- 1 松 本 空 幼、 溝 口 左 IHi? 助、 杉 原 常 tlit 可 然と 

窗、 上 泉. 王水 水 憲元申 は、 山形 域 西南 ふけに て、 長 ケ立不 巾、 北 は 要害よ く、 石垣 丈夫に して、 栅 

七 1^ に ふり、 矢 食 二十 餘ケ所 上置甚 堅固の： なり、 最上 象 代々 百有餘 年、 爱を 領.. 、て、 .冢 士の剛 兵、 其 

數を 不知、 中々 力 攻めに 成 難く 候 はん、 幡屋を 始め、 其 日に 二十 一， お を攻取 ぬれば、 敏方 にて 鬼！： の 思 

ひ をな し 候べ し、 斯 計り 味方の 猛威 ふる ひて、 敵の 鋭氣を 折き、 人 數を罈 ひ、 徐々 として 歸陣 せば、 天 

晴：： ^成べ しと 申す、 直 江 閒\1 心得ぬ 有様 なれば、 上 泉 重て 申 は、 最上 家の 鋅先 を、 如斯 折き 候 h は、 

會律 3 弓矢 を 恐 可 申、 さ 有らん に は、 後の 事 心 易し • 兎角 上方の 御手 立 こそ、 肝要なる ベく 臉と諫 む、 

直 江 大に氣 色 を 損じ、 政 宗義光 を 後に 置て • 上方の 手段 存も不 寄， 今度 此表發 向せ し は、 敵 を 脅さん の 

爲には 非す、 山形 をと らんが 爲 なり、 山形 要害の 事 は、 今更 ie^M 翁 敷不申 とても、 ル：： 人の 知處 なり、 若 山 

形 を攻拔 得すん ば、 長 谷 堂の 城 は 是非 攻取 べし、 御 邊は上 州 深 谷に 於て、 剛 兵と 聞 及べり 淺黃シ ナイに 

て、 二 本木の 先陣 被 渡しより、 貴殿^ 弓矢 を撣 り、 關東 にて 淺黄シ ナイ を 指す る もの 無 之と 承ろ、 然に 

只今の 被申樣 は、 日頃 閒及 たる 勇士の 言 共 不覺と 主 水 を 辱む、 主 水 無念に 思ふ氣 色顯れ ける が、 此 151 江 

がー 一一 n に仍 り、 討死 を 期せり と 云り、 

評 曰、. K! 今 さしもの 者に 士風を 過つ 者 多し 、卜： 泉 主 水 己 を 辱 しめられし を 口 惜く思 ひ、 死を究 たる 事 謂 

無し、 直 江が 鹏 勇なる も强ち 可と も 究めが たし、 又 主 水が 諫も 一理 有れば 非な りと も 後れた る 共 云べ 

からす、 然ば主 水が：： 力 M に 障 事な く、 曾て 耻に 非す、 何 を 以て 命 を？ Si せり や、 此死忠 に 非す、 義に非 

や、 無：^ 打 死なるべし、 

同月 十五 0;、 お 江 は 進て 菅澤 山に 陣取、 長谷堂の^；！^迄、 十九 町な り、 上 泉 主 水 は 鬼 越 山に 陣取、 春 日 右 

衞門は 小山 崎に 陣取、 長 谷 堂の 域な 攻 取ん とす、 最 h 義光 自ら ニ莴餘 の人數 にて、 山形より 打 出、 長 谷 

堂の 城、 尾 崎 荷- 3 に 陣取、 直 江と 對陣 なり、 此長谷 堂の： ^、は、 山形より 二 里 上 山へ 一里 半、 上 山 は 山 
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形より 三 里 南. 山形と 天堂 は、 其 間 三 里に して、 天堂 は 北方な り、 庄內 の. S 利八郞 は、 初より 景勝 旗下 

たりと いへ 共、 此度 最上に 心 を 合せ 屋 地の 城に 稱籠 るに 仍り、 直 江より 下 次 右衛門に 五 fc 騎を差 添 遣し 

住內 より 廻て 屋 地の 域を攻 取、 山形の 西方 千村驟 村に 陣を 張る、 拔長谷 堂の 城に は 志 村 豆 守 小勢た る 

により、 加勢と して、 酒 筵 越 前、 氏鄉九 兵衞、 富 南 相模、 東 根 常 陸 八 千に て馳 加り、 直 江と 合戰 す、 去 

れ ども 未箭軍 計に て 守 合け るに、 城 中 志 村が 兵 大風 右衛門、 横 尾 勘 解 由 二百 餘 にて 切て 出で、 上 泉 主 水 

陣へ掛 る、 上 泉 三千 餘引 裏て 一人 も不： ^と 攻戰、 撗尾 大風 切 抜て 城へ 引 入、 城 方の lij  〈十四 騎、 歩兵 二十 

人 討 取、 上 泉が 手に も 討死 十三 騎、 歩卒 三十 餘人 死す、 志 村 は 兼て 山形の 加勢 四 人と 申 合、 此城耍 害 

よければ、 直 江 何と 攻る 共輙く 落べ からす、 但し 切て 出な ば、 味方 負べ し、 相 構て 柵より 外へ 出べ から 

すと 定し處 に、 如斯 なりし かば 大風 橫 尾が 法令 を 破りし を咎 ける とか や、 當耍始 に は 景勝が 大軍 可至樣 

子 を 聞て、 義光は 嫡子 家 親 を 呼び、 汝は岩 手驛に 行き、 伊達 政宗に 加勢 を 可 乞、 政 宗は我 妻の 甥 なれ ど 

も、 多年 中絶して 弓矢と 成る、 然 ども 今に 至て は、 德川 殿の 手前 有れば、 政 宗定て 加勢すべし とて、 子 

息 を 奥州へ 遣され しに、 政宗 之に 對 面し、 仔細 を 聞て、 一議に も 不及領 掌し、 則 伊達 上野 介、 津田豊 前 

守 保 土 原. 江 南、 大條薩 摩 守大將 として、 鐵炮^ 與倉紀 伊 守、 大嶺 式部 丞、 鹿保大 藏丞、 遠 藤但馬 守、 石 

川彌 兵衞， 是に加 はる、 軍 奉行 は 武山出 雲 守、 成 田 左 馬 進、 使 番は靑 木 掃 部、 新館 豊前 守、 靑木 勘四郞 

佐々 布淡路 守、 小 野雑樂 介， 堀彌 角、 小 野 彌左衞 門、 都合 六 千餘、 奥州 を 立て、 最上 領長谷 堂の 城に 着 

推 積いて 政 宗も發 向し、 文 村に 陣取て 控 たり、 直 江 は 是を閒 て、 isi^ ともせす、 城兵 大風 橫尾を 打：^ せ 

し を 無念に 思 ひ、 泰： = 右衛門、 松 本 空 助 を 遣し、 長 谷 堂 城 を 取 詰 棚 を 破り、 木戸 口に 附、 直 江 は 高き 處 

に 陣取、 石火矢 を 放し 掛 るに、 城 中 一抱 餘の 大木 を 打 折、 矢 倉 一 つ 打 崩す、 其 音 千 雷の 落る が 如し、 城 

中 騷立を 見て、 泰日松 本 勝に 乘り、 門の 扉 を 打破ん とする を、 城より 志 村 伊豆守、 酒 筵 越 前 守、 三百 餘 

にて 突出し、 二 時計 防戰 の內、 上 杉の 物 主 松 本 空 助、 自身 手 を 碎き相 働き 其 場 を不去 討死す、 仍上杉 衆 


少し 色めく 處に、 直、 y は 卜： 衆 主 水と 一手に 成り 人 眷 り 攻蒐り * 十五 日夜 中攻戰 ひ、 翌十 六日 早天に 至る 

雙方手 負 死人 員 を 不知、 直 江 下知して、 村 上 國淸、 色 部長 門 守、 高梨對 馬、 三千 餘を 城の 後の 山へ 上せ 

械中を 見下し、 鐵炮 を打掛 さす、 城より 酒 筵 越 前 守、 東 根 常 陸、 新開 備前ニ 千 餘木戶 を 開て 討て 出、 上 

杉 衆 村 上 色 部 高 梨 山より 下 立 切て 懸り、 高濱彈 正、 宇佐美 民 部、 石ロ采 女、 鎗を 合す、 城 方 敗して 引取 

處を、 上 杉 勢 引 績て押 詰、 城 方の 物 主、 新開 備前守 を 打取、 其 外 百 九十 餘人討 取、 勝鬨を 上て 引返す、 

昨日 は 上 杉 方 松 本 空 助 を 討れ、 今日は 城 方 新開 備前を 討て、 松 本が 仇 を 報ぜり と悅 ぶ， 直 江 は 諸 軍 を 分 

配して 最上 領在々 所々 を 堅 横に 燒働、 方々 の 迫 合に、 上 杉方不 勝と 云 事な く、 義 光政 宗を蔑 如せ り、 然 

共 長 谷 野 は、 ^蛆 にして 攻 るに 不易、 城下に 淵 川の 流れ 有て、 難 進 を、 同 十七 日 景勝より 直 江 合力と し 

て、 中 山 式部 丞興規 g: 千餘 にて 卜： 山城へ 働 入、 上 山城 最上の 家老 里 見 民 部 守 之、 直 江は屮 山が 働 を 聞、 

穗村 造酒 允、 野井彌 七郞、 三百 騎を 遣して、 式部が 勢に 馳 加り、 旣に巾 山に 推 直る、 中の 山と 上の 山 

の 問に、 茂み 深き 谷 有り、 • 川口と 名 付、 上の 山城より 草 志 摩 守 七 百餘を 卒し、 伏兵と して 待蒐 たり、 

中 山 民 部と 德村笹 野 井と 二手に 成て、 中 山 傲く 時 は、. 穗村笹 野 井 は 堅く、 備へ、 穗村德 野 井 はたらく 時 

は、 中 山備を 立て 守 行、 共 軍法の 正しき を、 最上 衆 も 感心せ り、 然る 處へ直 江 人數も 績來、 上 山城へ 攻 

鬼る、 城キ： 里 見越 後 其 子 民 部 七百餘 にて、 城より 出て 防戰 す、 義 光よりも、 坂 上 紀伊守 ニー 千餘を 遺し、 

里 見に 力 を 合せ、 上 杉 方穗村 造酒 允 先鋒して 切て 廻れば、 最上 方陣 を 立 兼た リ、 然に 晝八ッ 過に 至り、 

最上 備に 紅の フケリ の 旗 を 立る、 上 杉 方 之 を 怪む處 に、 彼旌を 振と 等く、 谷 際より 伏兵 七 百 四ケ 所に 起 

て 打て 戀る、 上 杉 勢 之に 騒て 亂立、 伏兵の 物 主 草 _ 刈 志 摩 眞黑に 成て 進み 笼る、 上 杉 方 馬より ひたく と 

下 立、 鎗衾を 作り 之に 向 ふ、 伏兵 は $1 歩 立に て、 險 難を不 云、 走り 渡て 射 立ければ 上 杉 方 裏 崩して 岸よ 

り 谷へ 落 敗軍す、 最上 方 勝に 乘り 追掛 る、 日も暮 方に 成 行に、 上 杉 方 守 返し 備へを 立直、 手^ を 立、 持 

鎗を 伏せて、 膝に 置き、 芝居に 下り 敷、 備を 立る、 其陣 勢甚嚴 重なる を 見て ノ 最上 勢 も 追 止り、 互に 睨 

四 九. 1 .  . 
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合處 に、 上 杉 方 高濱彈 正、 鐵炮 の手垂 なれば 込替々 々打 立る、 最上 方 打る \ 者 多き 中に、 城將里 見越 後 

が 馬 を 打倒し、 越後 も 七 八 問 有る 谷へ 刎 落され、 皆々 痛みけ るに、 上 山城より 早 々物別れ 致し、 人数 を 

可引揚 旨、 使 敷な みなれば、 城兵 引取 體を 見て、 直 江が 軍兵 追 打ん とする 故、 城兵 も 迂濶に 引 兼る 處を 

城 方 坂野彌 兵衞、 唯 一騎 兩陣の 間へ 乘込、 味方 を引揚 る、 上 杉 方穗村 造酒 允麾を 取て、 敵の 除 口 討ん と 

下知 すれ 共、 今朝より 戰勞れ て 兵 進ます、 造酒 允 怒て 十文字の 鎗 引提、 自身 乘 出す、 坂 野 彌兵衞 は 殿し 

て、 造酒 允と 馬上に て鎗 組、 少時 戰 しが- 造酒 允 馬より 落ければ、 坂 野 は 馬より 飛 下り、 造酒と 組て 竞 

に 其 首 を 取る 最ト- 方 之 を 見て、 同音に 勝 閧を揚 て 突 鬼ば、 穗村 一 備 敗軍し 谷へ 落 川へ 流る 者數を 不知、 

上 杉 方 敗軍す と 見る より、 接 野 井彌七 手勢 を備 て、 咄と宽 る を 見て 最卜： 勢 も 追 しらみけ る、 其 跡に は 中 

山 式部、 人数 三 段に 立、 堅固に 備る 故に、 彌追 止り 次第に 繰 引に する 處を、 穗 村が 敗 兵、 大將の 仇 を 報 

ぜんと 備を立 魔し、 喚 ひて るに 仍り、 最上 方 崩 引、 笹野井 横鎗を 入て 突崩す、 被 方 辛うじて 城へ 逃 入 

造酒 允が 者 共 付 入ん とする を、 山形よりの 加勢 中 山よ と勵 ませ ぬれ 共、 ト： 泉 一 備 如何 存候ゃ 進 兼 候、 是 

に仍、 宇佐美 民 部 蓼 沼 日向 { 寸、 石坂與 K 郞、 前田慶 次郞、 二十 騎計乘 立て 上 泉に 加 はりぬ、 上 泉 大高は 

陣所 にて 馬より 飛 下り、 鎗を 取て 突 合ければ、 敵 味方 居 付た る 者 共、 一度に 立 上る、 上 泉麾を 振、 早々 

引取 候へ と申處 へ、 城 中より 富 南 相模、 氏鄉左 近、 三百 計鬥を 開きて 先鋒へ 加 はる、 是を 見て 政 宗ょリ 

の 加勢、 伊達 h 野 介、 津田豊 前、 大 條.！ i 摩、 石 川 彌兵衞 等、 三百 餘橫 合に 鬼る、 上 杉 衆 敵を兩 方に 受し 

かば、 上 泉 主 水 陣頭に 在て 又 合戰始 る、 互に 死 を不顧 交戰、 矢 石 雨の 如く、 鎗合 太刀 打 火 を 散す、 景勝 

が 兵 死 を 致す 者數百 人、 逮の 加勢 伊達 上野 石 川 津田等 士卒 を勵 し血戰 す、 上 泉 を始、 宇佐美 蓼 沼 前 田 

石 坂俱江 等、 是に會 して、 が 達の 兵 三十 餘人討 取、 伊達 勢 色めく 處を、 石 川 彌兵衛 鍺を橫 たへ 崩る- -人 

數 をた、 き 返し、 又 突 _ ^る、 前 S 慶次 宇佐美 兵 左衞鬥 (民 部 子 十六 歳) 俣、 江 大學等 立 こたへ、 挑 戰數刻 

.^is^^lJ^Q 手 負 死人 移し、 上 泉、 王水ば、 先 B 一お 江が 惡ロを 憤り、 先鋒に 張 出し、 其 志 討死 せんと 3^ ふに 


草  翁 


.^v 互に i 氏 合て 分れす、 直；： d 怒て 軍 奉行 杉 原 常 陸 を 使に て、 上 泉 方へ 遣 はし、 日旣に 及暮、 早々 引 上 

られ 候へ と 申 遣、 上 泉 心得 候と て、 杉 原を戾 し、 唯 一騎 大敵の 中へ 驅入、 景勝が 侍 上 泉 主 水と 云 者ぞ、 

我と 思 はん 士立會 て、 我 首 を 取れと 名乘 掛け、 猛威 を 振 ひ、 數十人 切 伏せ、 或 士と引 組て、 馬より 落、 

其 敵 を 刺殺す 處を、 最上 方 金 原 加兵衞 (十八 歳) 下 合て、 遂に 上 泉が 首 を 取 (此 子孫 京ニ條 御門 番組 與 

力 則 金 原 嘉兵衞 と 云、 隱 居して 仙藏と 云、 手蹟 を 善して 其 名高し) 上 泉は關 東に 隱れ 無き 勇士 なれば、 

敵 も 味方 も 之を惜 めり、 主 水生 年 四十 八 歳 (ィに 三十 四歲) とか や、 上 杉 方 大に亂 る、 大高七 右衛門 重 

隆之を 見て、 我 は 上 泉 組 下な り、 黄泉 迄 も 同道 せんと 乘 込て 討死す、 直 江が 軍是 より 崩て 總 敗軍に 成、 

義 光政 宗の兩 勢、 勝に 乘て追 鬼る、 裏 沼 宇佐美 父子 侯 江數度 返し 合すと 雖、 勝に 乘 たる 大敵 なれば、 難 

叶昆 ゆる 處に、 芋川 縫 殿 介、 村 上國淸 四千の 人數 にて、 道筋に 備を 立靜り 返て 控 居る を 見て、 最上 伊達 

の 軍勢 も、 迂濶に 不宽、 追 捨て 引 色なる を、 上 杉 方 色 立て 大 返しに 守 返しければ、 伊達 最上の 兩勢、 足 

を延 せし 上へ なれば、 どっと 崩れて 城へ 引 入 故、 上 杉 方 も 之 を 面目に して 相 引に す、 石 坂 藝 沼 前 田 宇佐 

美 父子、 鎗は突 曲り、 はさ i らの 如くなる を 打 かたけ、 馬 も 人 も 朱に 染て、 上 泉が 備の 前を乘 過る と 

て、 大昔に 申け る は、 上 泉の 組衆大 將を棄 殺し、 以来 男 は 成 問 敷ぞ、 人 多き 中に 大高七 右衛門、 獨 のみ 

義理の 侍よ と 訇て打 過る に、 高 濱彈正 を 始め、 上 泉 組 衆 一言の 返答 も 無り しと ぞ、 今日 最上 方 屈強の 兵 

二百 九十 餘、 政宗方 百十餘 人、 上 杉 方 上 泉 主 水 を始、 四百 二十 四 人 打 死して 軍 は 牛角な り、 夜に 入り 杉 

原 常 陸 二百 餘人を 引れ、 城下の 大 池に 忍 行、 先 伏兵 有 歟と谷 際 を 刈ければ、 架して 伏兵 有 之 を、 二十 餘 

人 打取、 池 堤の 張 番八人 切 伏せ、 堤 を 切 落しければ、 水 は 一夜に 落て、 河原と なる、 常 陸 は 本 陳へ歸 り 

つぶやき ける は、 ト： 泉 主 水 一手の 物 主として 自分の 備を 離れ、 一人 乘 出して 打 死す る 事、 直 江に いかな 

る 恨 有 とても、 不覺の 至な り、 備を 立て 懸 りなん に、 今日の 負 は 有 まじ、 一 己の 血氣に 任せ、 其 身 も 亡 

び、 味方の 弱り を： H 出す 事、 勇士の 本意に 非す と悔 ける、 常 陸 若き 時 は、 大關彌 七と て、 謙 信の 傍に 奉 
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公し、 弓矢に 仕馴 たる 者な り、 右 主 水が 批！^ も實 にもと ぞ覺 ゆ、 翌廿 五日 は 直 江人數 出し 急に 長 谷 堂の 

城へ 攻蒐 り、 總 柵を乘 破り、 城兵 突出け る處 を、 直 江が 兵 森 山舍人 (此名 京都 所 司 代組與 力に 在、 其 子 

孫 か追尋 べし) 井樓に 火を掛 る、 其 煙 天を掩 ふと 否、 敵方に 兼て 相 圖ゃ有 けん、 谷と^ 城より 最卜： 勢 七 

八 百 急に 馳來 り、 直 江が 勢の 背へ 蒐る 故、 直 江 敗軍す る處 を、 衫原常 陸 は百餘 にて 撗鎗を 人れ、 三度 迄最 

ト： 勢 を 追 まくり、 三度 目に は 常 陸 介、 自身の 鎗有、 溝 口 左 馬 介、 芋川 縫 殿 介、 脇道より 掛て、 谷^ 兩城 

より 出た る、 最上 勢の 跡 を 取り 切る、 政 宗方大 條草莉 等 二 千 計に て 助け 來を、 直 江山 城 守 精兵 を 勝て、 

種子 島 五十 梃に て、 込替々 々打 立る、 上 杉 方 尻 高 左 京 三股 九 兵衞、 石ロ采 女、 寺 島 六 藏等切 鬼り、 谷 挑 

兩 城の 敵 を 追 まくり 逃 所 を 追 打す、 長 谷 堂の 人數 も、 政 宗衆も 昨日の 戰に 疲れ、 城より 出る 者 もな く、 

谷 辦の兵 も 引取ぬ、 今日より 廿 八日 迄 毎日 迫 合 有り、 大方 は 上 杉 方 勝利に て、 勇進 居け るに、 廿 八日 晝 

時分 陳中 風聞に、 去る 十八 日 關ケ原 口にて、 石 田 治 部少輔 一 戰に打 負、 內府 公都 を さして 切て 上り 給 ひ 

天下 皆 內』. ^公の 手に入た りと 沙汰す、 陳 中の 雜說 ならん と 思ふ處 に、 共 日八ッ 時會津 より 早 飛脚 來て、 

關原表 上方 衆 大敗 軍に て、 近日 內府方 會津發 向 可 有 間、 早々 其 表 を引拂 可被歸 旨な り、 上 杉 方 上下 力 を 

落し、 最上 伊達の 陣には 之 を 聞て 犬に 潤れ す、 直 江 杉 原 等 申け る は、 今度の 戰に、 松 本木 H 助、 秘村 造酒 

允、 ト： 泉 主 水 を始、 歷々 の 侍 多く 打せ ぬれ ども、 軍 は 毎度 味方の 勝利な り、 此勢ひ を 以て、 長 谷 堂 を攻 

落、 而て 山形 城 を 取ん 事、 掌の 內 なりと いへ 共、 關 原に 味方 敗軍の ト- は、 不及 是非、 去ながら 此儘 引取 

んは餘 り 云 甲斐無し、 殊に敵方！5^機を得たれば、 味方の 銳氣 弛む と 見ば、 退 口 を 喰留ら るべ し、 さもお 

んに は當家 弓矢の 瑕瑾、 末代 迄の 耻 なるべし、 不如 明日 長 谷 堂 を 烈く攻 て、 夫 を 面目と して 可 引取と て 

直 江 方より 劎持市 兵衛を 使と して、 義 光へ 巾 送け る は、 今度 大亂の 起、 太閤 様 御 他界の 跡、 若君 様 を 引 

立 申さん 爲、 忠義の 面々 義兵 を擧處 に、 天運 幸な く、 關原 口に 於て 味方 敗軍、 不及 是非 處 なり、 因玆我 

等 皆々 明日 歸陣に 趣^、  乞の 爲に 一 鎗花々 敷 仕度 候、 今日は 及暮候 間、 明日 參會可 仕との 口上の 趣な 
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義光 返答に、 御 使の 趣 得 其 意 申 候、 明日 賤^に ー戰可 致と 申來、 翌 二十 九日 未明に 直 江 二 萬 餘の人 

數 にて、 菅澤山を下立急に長谷堂の城へ攻^^、 總構を もみ 破り， 上 杉 方 山 口 軍兵 銜 一 番乘 にて、 同勢 亂 

入す、 城 中 志 村 酒 筵 防 兼 返いて 三 丸 を 持、 こ. -人鐵 炮を嚴 く 打 出す、 上 杉 勢 は 總構を 踏破、 最上 衆 le 六 

十餘討 取、 火 を掛て 元の 陳へ 引取、 菅澤鬼 越 小山 崎、 三 所の 陣 一度に 小屋 拂 して 引取、 長 谷 堂 诚も稻 荷 

塚の 義光 も、 文 S の政宗 も、 人數を 揃へ、 其 除 口 を 打ん とす、 義光 自ら 眞 先に 被 進、 直 江 は 菅澤山 を 下 

し 立、 次第 を 追て 淵 川に て 引取、 義 光政 宗ニ萬 八千餘 追驅、 淵 川の 北半 里 計に て、 撗 合に 追 着ける に、 

直 江 は 見返り もせす、 南 を 差て 除々 と 引取 を 見て、 義光被 申け る は、 敵軍 我れ を 屑と もせす、 口 惜き事 

なりと て、 鐵炮を 打懸々 々追討す、 杉 原 常 陸、 溝 口 左 馬 介 種子 島 八 百 挺に て 殿に 引下り、 打 立々々 段々 

に 繰 引に す、 ^江 兼績 は、 自身 鎧 武者 二 千 計に て 取て 返し、 橫 合に 直り、 最上 勢 を 追 返し 首 二百 計 打取 

輕々 と 物 離れ 致し 引取 處を、 義 光政 宗備を 崩し 切て 蒐る、 直 江 杉 原 溝 口 等、 種子 島 を 打 立る 事 雨の 如し 

最上の 先手 天堂 彌七郞 (天堂 城. H0 金の 破鏡の 赤線に て、 千 餘人を 備へ眞 先に 蒐る、 上 杉 方 二 本 松 右京 

進義國 (畠 山上 野 介 政 1： 後胤) 手勢 百 餘人 にて、 天堂が 陣の眞 中へ 切入.^ 戰す、 天堂 は隱れ なき 勇士に 

て、 力 も 人に 勝れ、 驍 勇の 將 なれ. は、 二 本 松 を 引 裏で、 火 立 出る 程戰 ひ、 二 本 松 右京 進 天堂と 引 組、 遂 

に 二 本 松 打 勝て、 ：大 堂が 首 を 取、 十文字の 鐘に 首 を 貫き 高く 指 上 最上 方に て 鬼神と 呼る i 天堂 彌七郞 を 

景勝が 侍 二 本 松 右京 進 義國が 直 取に 討 取た るぞ、 是 を！^ よと 呼 はる、 義 光之 を 聞て、 H 八 堂が 敵 を 取れと 

旗本 を 崩して 切て _ ^る、 二 本 松 方 色めき立 大方 崩る i 處に、 村 上國淸 芋川 縫 殿 三 百 餘、 旗を橫 堤に 推 立 

少も 動ぜ ゃ備を 固め、 義 光政 宗の兵 堤 をと らんと する を、 芋川 自身 翁 を 取て 立 こたへ、 敵方へ 堤 を 取ら 

せ不申 >  七寸， 五分 監物、 祌 保隱岐 守、 山 口 軍兵 衞等、 同く 防 之、 杉 原 溝 n 種子 島 八 百 挺 下り 敷せ 打 合、 

合戰數 刻に 及、 辰の刻より 未の 刻に 至り、 雙方睨 合 居る、 直 江怒悶 て、 使 を 遣 はし、 何とて したる く； H 

る や、 早々 引 候へ と、 追々 使 を 越せ ども、 二 萬餘の 最上 伊達の 兵、 三十 間隔 守 合、 上 杉少も 退かば 追 打 
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ん との 氣色 なれば、 中々 立 上る 事不 叶と て不 引取、 直 江 敷々 忿て我 苟も 此 口の 大將 として、 肝要の 退 口 

を 敬に 喰 留られ 、敵の 手に 懸 らんより 胺を 切て 潔よ く 死ん に不 如と、 怒 悔を前 M 慶 次利久 C 加^.^、 納言利 

家 卿の 甥、 ィに慶 次 利 治 又 利益と も、 有此 軍に 功 有 を 以て 景勝 卿 之 を 賞せられ 佐 渡 守に 任ぜら る X と 云) 

進出、 直 江が 馬 前に 馳 進て、 言語 道 斷の御 心に てき、 大將 左様に 心 弱て、 士卒 は 何と 可成 哉、 我に 任せら 

れょ とて 直に 馬を乘 出し、 敵 味方 睨 合た る 中へ 會釋 もな く乘 込む、 杉 原 常 陸 先鋒に 在て、 慶次下 立て 被懸 

候へ と、 詞を懸 ると 等しく 慶次 馬より ひらりと 飛 下り、 其 曰の 出立に は黑 具足に 獲に 徘の 羽織 金の いらた 

か珠數 に、 總には 金の 瓢簟を 付た る を 襟に かけ、 鐵錡の 出 伏 頭巾の 齊 十文字の 鎗を 持、 黑の 馬の 野髮 なる 

に 金の 山伏 頭巾み」 被らせ、 唐 鞍 置て 打乘 しか、 馬より 下り立 前 m 慶 次と 名 乘て懸 る、 是に繽 て 水 野 藤兵衞 

宇佐美 彌 五右衛門、 韭塚利 右衛門、 藤 田 森 右衛門 四 人、 慶 次と 立 並び、 最上の 鎗を 入れ 突 合を见 て、 敵 

味方 居 付ざる 者 ども、 一度に 立上り、 合戰始 る、 慶次韮 塚 藤 m: 宇佐美 水 野 等 散々 に戰 突崩け る 故、 最上 

方 三 町 計 人な だ わ を 付て 崩れ 行、 杉 原 常 ii は 種子 島 二百 挺 高みへ 押上げ、 義 光の 旗本 を 打 立る 故、 彌追 

しらみに 度 次 下知して、 勢 を 引 纏 ひ、 除々 と 引取、 五町 餘も物 離れせ し 頃、 政宗の 人數義 光に 入 替追來 

る、 卜-杉 方 物 頭 溝 口 左 馬 助 自身 引返し、 馬より 下 立、 小 橋 爪に て 翁 を 合せ、 眞 先に 追來る 敵と 鎗を合 闪 

人の 內 一人 突 伏せ、 一人 は 首 を 取、 二人に は 乎 を 負せ、 景勝が 士溝ロ 左 馬 介と 云 者、 ぞ、 只今の 高名 見 候 

^と廣 言す、 政 宗衆も 夫 切に 追 止け る、 溝 口 も 深手 を 負 ひ、 其 場 を 退 兼け るに、 直 江 八 千に て 道 脇 を 廻 

り、 又 切て 慈る を 見て、 最上 衆 も 政 宗衆も 裏 崩す 直 江輕々 と 引退 を、 又 慕 ひ 來* 直 江 三度 迄 返して 敵 を 

追拂 ひ、 首 百計 討 取、 物 離れいた し、 夫より は 追 來る敵 も 無り しかば、 諸軍黨 引取ぬ、 日 も 早 七ッ過 ぬれ 

ば、 溝ロ^^江に申けるは、 夜に 入り 人數を 引取 候 は e、 大敗 軍に 可成 問、 今夜 は 此表能 地形に 陣取り、 

夜 明て 明日 引取れば 可 然と 申、 直江實 にもと て、 夫より 一 里 計 引て、 と ある 山より 半道 乎 前に、 共 夜 は 野 

陣を 張り、 耍心调 く、 夜 を 明す、 此 陣取の 察、 山へ 懸ら すして、 牛途 手前に 陣取 候 事 を、 流石 弓矢の 家 


■Iw なりと、 世上に て譽 ける とな. り、 溝 口 左 馬 介 は， 深手 故、 小 橋 詰に て 死す、 翌れば 十：：^, gn:、 夜 明て 曰 

出る 頃に、 諸將と 十三 段に 備之軍 を 持て、 又 最上の 陣へ 宽る體 なれば、 す は 上 杉 勢が 攻來 るぞ、 切 所に 

待て 戰へ とて、 備を 立る 處に、 i 吐 江 は 敵に 掛る氣 色 にても なし、 一勢々々 段々 にいつ となく 引取し かば 

最上勢も付慕，^^^不成して、 ヒ杉勢 は 無難 會津 へ歸陣 せり、 今度の 合戰 去月 十三 日より 今日に 至、 江 

方へ 最上 方の 城 を 取 事、 什 八ケ 所、 討 取 首 數ニ千 百餘、 上 杉 方 討死 三千 六百餘 人な り、 昨日 一日の 戰に 

さへ、 最上 方 五 k: 七十 一人 討れ、 上 杉 方 侍 五一：：： 八十 六 騎雜兵 八 巧餘 討れ しと かや、 直 江が 家老、 下 次 右 

衞門は iii 內へ 廻り、 屋 地の 城 を 取り、 山形の 西 千 村に 陣取り、 上 杉 勢の 歸陣 せし を 不知し が、 飛脚 來て 

早々 可 引取と 有し かば、 次 右衛門 も 引取ん とせし に、 はや 敵より 間 を 取 切 候 故、 是非な く屋 地の 城に 籠 

る、 最上 勢 晝夜攻 詰け る 故、 次 右衛門 も 進 返究て 切腹に 及處 を、 義 光より 様々 手 を 入られ、 竟に 次右衞 

門降參 して 最上 家に 屬す、 直 江 之 を 聞て 大に忿 り、 次 右衛門が 妻子 を. g に掛 しと ぞ今度 石 田に 與カ せし 

大名 幾 を 不知、 然るに 關ケ原 敗軍 を 聞 や 否、 各 軍門に 降て、 德 川の 恩 波を賴 む、 或は 忽勢竭 て 自殺 る 

の類而 巳なる に、 惟 景勝 今度 最上の 退 口、 扨 は 表 所々 の戰 に、 勇氣 凛々 として 翌年 四月 二十 六日 福 

島 口 大合戰 に は、 伊達 政 宗を切 崩し、 幕 迄 も 分捕せ し 事、 近代 武勇の 家に 於て、 誰か 上 杉の 上に 立ん や 

と、 後世 迄 も 美談せ り、 
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< 扇 草 卷之百 七十 1 

〇 中 御門 帝 遷幸 御 行列式 

(百 十四 代) 東山院 御宇、 寳永五 戊 子年、 京師 大火の 事、 翁 草の 初に 記せり、 其 時 は、 凰輦 を上賀 茂へ 

促され、 鎮火の 後、 近衛 殿の 寝殿、 假の 皇居たり、 御^ 營 成て、 翌六乙 a 年 十一 月 十六 日、 近衛 殿より 

新 御殿へ 中 御門 帝 遷幸なら せ 給 ふ、 御 道筋 近衛 殿 を 東へ、 日 御門 下 通 を 南へ、 夫より 西南 門へ 御行 粧左 

の 如し、 今度 は、 攝家悉 の類燒 故、 洛東 聖護院 の里內 裏に 年を累 ねて 住せ 給 ふ、 令 歳の 冬 は、 孰れ 遷 

幸の 御沙汰な り、 寳 永の 度 は、 御 築地 內の御 事な り、 こたび は、 遙々 の 田 ii 民 屋を過 させ 給ての 遷幸な 

れば、 結て 久しき 千代の 古道の あらたに ひらけなん、 いと もめ づら なる 御 事な り、 いまだ 御 道筋の 勘奏 

もさ だまらす とか や、 お ほけ なく も、 我 ひまごの 神澤 與兵衞 も、 御 道筋の 御^ を 奉りぬ、 千 萬の 御用 は 

物 か は、 聖 主の みゆきの 御 事に 露程 も預り 奉らん は、 あめが 下に 住る もの、 めいぼく 何 か は是に 如ん、 

我 齢のと こしな へなる S. 斐 有て、 か- -る さち を 見 もし 聞 もし 奉らん 事、 生と しいけ ものな どか は あ ふぎ 

悅び ざらん や、 頓て のみ ゆきの 御行 驻 見合の 爲に、 ふかき 書留 を さぐり 出て、 左に 記す、 

寳永六 乙 丑年 十一 月 十六 日 

遷幸 御行 列 之 式 (奉行 甘露 寺 頭 左 中辨) 
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童子 舍人  繩持 車 副 棧持 同 掛杖持 掛竿持 
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蕃 jTi  王、  ま ^  *i 鱗 M  ^  , 小 

I  0  布 衣 同沓持  布 衣 同沓持 

公卿 左大辨 宰相  日 野中 納 言 

布 衣 同 傘 持  布 衣 同 傘 持 


土聯 

連 


翁 


箪 


K-〇 二 


¥  ¥ 歸  旦ー 睡 ¥  ^ 1 00  P 


衞府長 


條大納 言 


布 衣 同沓持 番頭 同 同 諸大夫 

布 衣 同伞持 番頭 同 同 諸大夫 


¥¥灌 ^  ^  ^  ^ 

M  ^  X-  ^  B  M  ¥  >f  に . ？… 蒼^ 揚 


布 衣 同  布 衣 同沓持 

衞府 長.，  圜大納 言  諸大夫 同 

布 衣 同  布 衣 同伞持 
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御 跡 押 山 口 安房 守と 有り、 此 時分 は 禁裏 御附 なり、 後年 町奉行に 轉す、 此 時の 京 役 は 所 司 代 松平紀 

伊 守、 町奉行 安藤 駿河 守、 中 根攝津 守な り、 又與 力に 村 上 兵 左衞門 有り、 是も此 時 は御附 組の 與カ 

なり、 後に 組蓉 有て、 町奉行 東 組 與カ朝 倉半藏 跡へ、 村 上 兵 左 衞門を 被 召 出、 其 後 兵 左衞門 同十郞 

右衞 右門 打繽 病死す、 仍其 跡へ 本 多 金 五右衛門 を 被 召 抱、 當 時の 本 多 金 右衛門 祖父な り、 

〇 堂上 衆 大名 幕府 士の辨 

雲井に 仕 ふる 臣下 は、 上れる 代より とこし なへ に、 人臣の 系 を 引て、 系の 外なる 人の 經 上る 事な し、 適 

其統絕 なんと すれば、 氏族 類 葉の 內 より、 之 を 嗣て其 稱號を 立る、 諸侯と 内緣は 結べ 共、 竟に 武門の 子 

を 養 ふて 嗣 とせし 事を不 聞、 まれに 極 藤より 經 上れ ども、 是 とても 地下と はい へど も、 皆 祖先 朝の 臣な 

ら ざる はなし、 終に 何屋 何兵衞 が、 公家に 成た る 例 を不聞 、祿陋 しき 故に、 自ら 下 ざまの 事に わたりて、 

淺 ましき 非 法の 沙汰 も あなれ ど、 どこ やらが 庶 人の ひすら こき 情と は 違 ふ 事、 是も 日本の 美談の I つ 成 

し、 希々 は解官 せられて、 庶 人に 下る も 有れ 共是は 公家 一統の 耻に 非す、 武家 其 外に も 放逸 游俠は 有る 

習 ひ、 辜 其 一 人に 歸 する 而已、 fe^ に 角に 我國の 古風、 今 も はっかに 遣れる は、 雲の上の 御 事な めり と 云 

へば、 或 之 を 聞て、 上達部と て、 さな 褒給 ひぞ、 今 公家の 人々 の 風俗の やうが ましき も、 偏に 祌祖 の矩 

に 出たり、 先 第 I 奢侈の 少き は、 祿微 にして 財 用 足らざる 故に、 奢 度ても 奢られぬ なり、 又 Si 諛の 薄き 

は、 其 家々々 に 官位の 極 有て、 大ほ 大將に 登らん ^難し、 又 故 もな きに、 家祿 を增ん 事、 猶も 難ければ、 

何 を 種と て 阿 佞 せんや、 是に 於て 奢侈！ S 詔 は.： 3 ら 絶たり、 庶幾 は 世人 も 堂上 家の 如き 矩 有らば、 制せす 
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して 世風淳 直な らん かし、 此人々 も官 祿 對揚 し、 ある は 古しへの 如く、 國 司の 任な ど 有ら- IT 其國 の貢稅 

運上 は 物 か は、 三と せが 問に、 あらゆる 課役 を "けて、 其 國を取 荒さん 事 必然な り、 さも 有らん に は、 

我 もくと 國司を 望まん、 之.^,望まば、 蹈 曲の 阿 黨頻に 行 はれん、 素より 華奢 も是 より 生じて、 熾に 成べ 

し、 旣に今 朝鮮の 咄を 聞に、 對 州の 家中 朝鮮へ 交代 勤番して、 彼 地の 者 共に、 朝鮮の 事 を 零る に、 波國 

は 今 も 國司來 て、 年限の 問に、 手柄 次第に 様々 の 課役に かけて、 取 上る 故に， 國 翁す る事甚 し、 日本に 

は 不易の 領主 有て、 妄に 聚歛虐 ^なき 山 を 聞て 羡 みきと 云り、 上世 は 不知、 今の 世の 人に かりにも 一 國 

を あてが ひなば、 えたり やお ふと、 色々 謀計 を 廻らして、 取 上る 成べ し、 加 様の 事 を させて 見ねば、 公 

家の人々 の、 加 否 善 惡の評 はなら すと 笑 ふ、 實に是 もさるべき 論な り、 又 人 r の 大名と 云 物 は、 島 津佐竹 

其 外 系 を 立る 家々 無にし も あらね ど、 多く は 卑賤より 出て、 ある は 大盜の 類、 時の 勢ひ猛 なる ま" に、 

恣に國 を 取り、 諸侯と 成り、 摘 其 上に 甚 しき は 君 父を弑 して 國を奪 ふ、 其 風 中華の 天子 侯伯の 風 镇に似 

たり、 是と 右に 記せる 朝廷の H:! の 風俗 を 双べ 見ん に、 日 を 同う して 語る ベから す、 中に も餘 多の 阈： を領 

し、 西 伯の 勢 ひ 有 もの、 四隅に 充塞せ り、 今 中華に すら、 か、 る强 勢の 侯 を不 聞、 昔 泰漢の 頃 は、 

封戶 漸く 萬 を 以て も、 其 後 和漢 共に 戰國の 風 大に大 はれて、 一 侯數百 萬を領 する 如く 成し 事、 元來 封國， 

に は 非す、 各 隣 國近邑 を 段々 に 侵掠して、 數ケ國 の 主と 成の 類な り、 而るを 太閤 秀吉 公、 天下 を 御 せら 

れし 始め、 右の 類の 侯伯 皆擧 つて 豐 ほの 幕下に 屬 して 功 を 成す、 故に 其 恩賞 こそ あらめ、 いかに 侵奪の 

國 なりと て、 是を召 上られん 様 もな く、 夫な りに 下し 賜 は 、憲に 止 事 を 得られざる 處 なり、 是 故に それに 

並ぶ 勳 功の 輩に、 封 闺有も 右の 類と 分限 若干に 微 ならん は、 褒賞 薄き に 似た る 故、 之 に准じて、 それ/^ 

の 國を賜 ふ、 中に も 神 祖へは 別義を 以て、 關 八州 を 進ぜられ、 薨 まの 砌は 天下の 政事 を 任せら る、 事、 

さしもの 太閤 も、 時勢に 隨 はれし と 見えたり、 此評 は前卷 所々 に述 置たり、 祌祖も 又. 此戰！ i の 風 を 改め 

させられん 事 難ければ、 今に 至て 萬 世の 風俗と 成たり、 又 幕府の 士の事 は 三 川 以来の 御 普 代 衆 且甲州 衆 

，   五 〇 七 
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越後 衆、 其 外 諸家 浪々 の 功士 を あつめられ、 幕府の 備 とし 給 給 ふ 主意 なれ ども、 後世に 至て は 御 外戚 井奥 

女中 系の 儔 ひ、 夫より 敷 は猿樂 役者の 類、 又は 算 筆に 賢き 勘定 所の 下司 等 を 召 出され、 段々 登庸す る 

もの も 有り 總 じて、 近世の 士 風と 申 は、 秤 を 腰に 指て、 筆算. 幷當 用の 利 侯を宗 とし、 武役は ニ義に 成し 

様に 見 ゆる ぞ歎 かしき、 祌 祖台德 大獣兩 君の 御 時代 迄 も、 御 使 番杯を 蒙る 面々 は、 殊に 功士なら では i 

り 難し、 今 は 其 名目 は 有ながら、 唯 治平の 御 使 を 勤る 而巳 なれば、 武功の 穿鑿 は 入らす、 其外武 役の 方 

方 も、 箱 入の 御 旗、 弓、 鐵炮、 鎗杯 を預り 居る 計に て、 何の 働 も 入らす、 自ら 武を嗜 の 意 を 失 ふ 如くな 

る を、 今の 賢 侯 又武を 羽翼に する の 法^ を 厳に し 給 ふ 故に、 今少し 年を經 ば、 昔の 御風 俗に 歸る べしと、 

末賴母 敷ぞ覺 ゆる、 當 時の 如き は妄に 祖先の 功名 を 名乘れ 共、 實は 何屋何 兵衞、 何 村の 何 右衛門な ど、 

故な き 者 共の 相續 する が 多し、 凡 一己の 功 を 以て 立身す る は古來 倒し 多き 事に て、 いかなる 凡 下 卑賤と 

もい へ、 功士に 耻る 事な く、 其 身の 手柄な り、 豐臣公 將に爾 り、 それと は大 に反して、 己が 素性 を隱し 

色々 調議 して、 功 家の 株を讓 請て、 上 を 誣ひ下 を 誑かす の 仕業 なれば、 憎む に堪 たり、 必 しも 斯る 者の 

所行 は、 利 佞を專 とする 故に、 時に 遇て なほ 其 上に 立身す るな り、 是併、 御 治平 久 敷に 傚て、 士 民の 奢 

より 出たり、 返す/ \ も 世の 奢 を 戒め 給 ふこ そ 肝要なる ベ けれ、 幕府の 風俗 猥 がまし きを、 禁止 せらる 

る 事 久し けれども 不止、 前卷 にも 此事述 置 ぬれ ども、 歎 かし さの 儘 再び 是に贅 す、 

〇 某 卿 解 官の事  ： 

前に 堂上 解官の 人の 事 を 書 置し が、 翁 人 がらの 心に く&、 古への 公卿の 左遷の 様に 聞え ぬれ ども、 其 辜 

を 尊る に、 無下にい やしき 事 どもな めり、 何の 卿と かや、 洛の 富裕 家の， 夢 程 もよ るべき 所へ、 侍 一人 

召 具し、 する くと 入て、 我 は 何の 卿な り、 せちなる 難儀 有り、 金子 を 借して よと 賴 まる、 にぞ、 や ご 

となき 御 方の、 いざ 知らぬ 方へ かや-つの 事 を 頼み 給 ふ は、 さぞなん いぶせき 事のお はすな らんと 心いた 

みて、 よっかな がらの 金 を さし 出せば、 よろこ ぼひて 召 連ら れし靑 侍に、 其證 をした、 めさせ、 短冊に 
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歌 を 書て 給 ふな ど、 はじめ Q 程 こそ は あれ、 後に は 爱へも そこへ も來 ませし と 沙汰して， 誰 とりあへ る 

者 もな き 儘に、 夫より 難 波津に 至りて、 豪家と だに 云へば 推て 無心 を 申さる、 に、 僅 十三 里 を隔れ ども、 

委數事 は 知らす、 殊に 難 波 人 は、 今 も 舊都を 慕 ふ 情 有て、 都 を ゆかしく 思 ふ もの 寛から す、 雲の上 人の 

遙け くも 来まして、 賤 しき 民に か、 る事賴 ませ 給 ふ 痛まし さよ、 など や 都人 はむ くつけ くいさ、 か 成る 

御用 をい なみけ るに や、 都人 を あざみ 笑 ひて、 我 もくと 金子 を さ- -け ぬれば、 彼 卿 大に德 付て、 笑 を 

含まれぬ、 終に 此 事！^ 聞に 達し、 解官 せられて^ 人に 下る Q みか は、 後に は 大和 大路 常 盤 町 か、 宋吉町 

かの 町 用人と なる、 其邊 繁華の 地ながら、 賤敷業 をい となむ 家々 なれ ど、 (各 娼家な り) 讀み 書の 事 ふつ 

つかに して、 公 俵の 命令、 其 外 六. ケ敷 書物に 困りけ るに、 流石に 彼 人 は、 何 を あてが ふても、 埒明 故、 

所に て 世に なき 重寶の 人に して 用 ひしと なん、 或 時 其 町に 女に 傷た る 事 有て、 廳へ訴 ふる 事 有に、 折し 

も、 件の 用人 少し 懸り合 ひ 有て、 呼 出されし に、 臆し 忍ぶ 心 もな く、 罷 出應對 しける を、 其 古へ を 知人 

は、 之 を 見聞して、 あきれ 菜ぬ とか や、 

〇 和漢 治平の 事 

或 人 右 大將家 天下 創業の 事 を謖り 歎く、 愚 謹で 熟 之 を 想に、 後白河の 法皇の |g 慮い とも 賢く、 總追捕 使 

を、 頼 朝 卿に 許されし 事、 後世 を鑒 給て、 萬世不 なづ とも 盡ぬ 巖の聖 勅な らん かし、 されば にや、 此 

號を 立ら れ しょり 爾來、 今に 至て 六 百年、 君に 弓 を 引、 王位 を 望む 朝敵と 云る の は 永く 結えたり、 唯此 

總追捕 使 を 望て、 時の 武將を 敵と する 而 巳なる 故に、 其 後世 は 亂れて も、 雲の上の 御 事は衰 へさせ 給 ふ 

計に て、 君に 背き 奉る 者 はなし、 さる を德 川の 淸き流 御 裳 川に 流れ 副て、 二 河の 流の よどみな く、 君 

臣の 大禮嚴 に、 今の 大宮 の御粧 ひ、 富で 不奢、 財 用 乏しから す、 程よ き 世の 龜鑑 を、 東武 より 御 計ら 

ひ 有り、 今 も 更に 神の 天 照す 心地なん し 侍る を、 誰か は 仰ぎ 崇 まざる、 斯てぞ 天孫の 皇とは 申べき、 ひ 

との 國 にも 天子の 稱 有れ ども、 ある は 卑賤より 出て 國を 取り、 ゑび すより 起て 國を奪 ひ、 自ら 天子と 稱 

 ,   —  —.i,,r::.:,i  a  s*.  .: ,.: ..;r: ； , 
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す、 是 吾邦の 武將と 對揚の 君に て、 こなたの 天子に 比すべ う もな し、 我 日の 本 は あめつち 開け 始めし よ 

り、 大；： ：.^ 秋津洲 等の 數々 の美稱 をう しな はす、 中華 は 元 ひじり の 出 給 ひて、 萬國に 冠たる 賢し き國な 

る を、 今 は 支那 震 日； 等の 菅き 稱を唱 へす して、 時の 天 子の 國號を 用 ふる 故に、 不„3^.- の號 なし、 日本より 

中華 を 指て 漢の のと 呼べ ども、 是は遙 昔の 國號 にて、 今 中華に 於て は、 此號を 不用、 漢唐は 應代國 家 

を 知る 蔡久 敷、 はた 其 頃 は和國 より 遣 1^ の 事な ど 有し 故、 自然と 申 習 はした る和稱 なり、 さし も 開闢 久 

敷 國 なれ ども、 歷朝 1$ に國 號を換 るに 仍て、 國 新しき に 似たり、 我 朝 は 11 鼯は 後ながら、 却て 國舊 きと 云 

べし、 適年號 なきに 外國の 書を閱 るに、 千 何百 年と 記せり、 是其 國の國 初よりの 勝數 なるべし、 然れば 

日本 は ニ千數 百年 を累 ねて、 天つ日嗣の 績せ給 ひ、 特 さらに 今 公武の 聖德 合一して、 國を 慈み 孝子 を 賞 

し、 奢^、 佞 曲 を 斥け、 廉^ を 勸勵し 給 ふ、 御 功の 洪 なる、 大千 世界なる、 斯る國 や は ある、 中華 も 今 

の 天子 聖 主にて、 國の 巡狩 を 怠らす、 自ら 獄を聽 給 ふとなん、 欺く 口 本 支那 云 ひ 合さね ども、 合 一 して 

泰平 を顯す 事、 自然の 1K 理 ならめ や、 其 世に 生れ 合せし 蒼生、 是も 各. < 善果の なす 所、 須 らく 世の 四 恩 

を 忘る まじ、 

〇 孝^の 巷說 

前卷に 記せる 大- 阪^ 千の 外、 尾 州の 御 下に は、 至孝の 者 三十 六 子 有て、 それぐ に 褒賞 を 加へ 給 ふ 由、 名 

にあ ふ 太守の 仁 風 を 専ら 沙汰し 侍る、 其 委 きを 知ら ざれば、 nl^ に：^ しつ、 都下 にても 孝行の 者 を、 所の 

^人より 相 礼して お E 上べき 由 を 令 せらる、 取ズ」 大宮 通八條 下る 四 丁目に 賤 お有り、 名 を さっとい ふ、 生 

國は丹 波の *?、 十四 歲 にて 父に 離れ、 當^ 西阜中 桂の m- の 農家に、 十 年季の 奉公し、 主人 を 大切に 致し、 

奉公；？^ なき 故に、 主人の 女 を 都^ 寺邊の 農家へ 嫁せ しむる 時、 彼 下女 を 付て 遺 はし、 其方に 七 年 相 勤め、 

夫より^ 婦 にて、 一人の 老^ を 育ん 爲、 奉公 を 止て、 いぶせき 六帖 敷の^ 屋を 借り、 宿 這 入して 僅の 賃仕 

事、 义は人 こ ほれな どして、 朝夕の 細き 煙 を 立 兼れ ども、 母に 仕 ふる 事せ ちに して、 自身 は 綴 を まと ひ、 


,;^,なをくらひ、 母に は 折々 11^ に 衣食 を 心 計に いとなみて、 乏しから ぬ 樣に暮 させ、 ことし 老母 は lu に 八 

十 歳， 其 身 五十 歲 になれ 共、 生涯 嫁せ す、 人 之 をす.^ むれば、 首 を 振て、 夫 有れば 自ら 母へ 麁 略に 成と 

て肯 はす、 一人の 弟 有て、 他に 奉公 致お ける が病氣 にて 渠が 本へ 引と り、 貧敷屮 にて、 他事な く 看護し 

けれども 験な く、 長 病の 上 相 ける を、 鬼 角して 見苦し からぬ 様に、 身分に 過た る 葬禮を 致け る を、 旦 

那寺 にても 甘心せ り、 生れな がらの {45! にて、 老後の 便 は、 いかに やと 人々 勸 るに 任せ、 先年 三 歳の 女 

子 を 外より もら ひ、 や、 ひと、 なる に隨 ひ、 手跡 縫物な ど を 習 はせ、 今年 十五 歳に 成て、 外に 奉公 をせ 

り、 斯く 計り 貧 女の 僅の 働に て 老母に 至孝お を 慈み 幼子 を 育て、 人 憐て物 を 施せば 北ハ 儘返禮 す、 物 毎 正 

路 にして、 假初 にも 空言 をい はす、 人の 毀譽を 云す、 人と 交る に 表裏なければ、 近隣の 人 賞せ ざる は 無 

し、 仍 今般 御 令に 任せ、 廳へ之 を _訴 ん とする を、 かたく 辭 して、 人と して 親に 仕へ る 事、 何 か は 珍ら しか 

らん、 此身 貧しければ、 心の 及 ほどの 孝行 を得盡 さす、 さる を 今めかしく 御上へ 訴へ給 はん は、 いと 耻 

かし、 若し 強て 上へ 申 上らる、 ならば、 我爱を 去べ しと 堅く いなみけ る 故、 然る 上 はとて 一 先訴を 止ぬ、 

嗚呼 篤 孝の 婦、 之 を 監察 或は 所 支配の 者より、 潛に 上へ 達しな ば、 猶更賞 し 給 ふべき を、 いまだ 其 事な 

き は惜ぃ 哉、 

〇 某 賢 侯^ 母 を 遠 けらる 

賢 侯の 御め のとの 老女、 (次の 卷關の 秋風に 有る 野 川と 云る 女中な どの 事に や) を 常に 勞り憐 せ 給 ひて、 

綠 賜りした しく 御 側に 召 置れ しが、 國 家の 重任 をう けさせ 給 ふて より、 芳名 四海に 森き、 世擧て 賞し ける 

を 聞に つけても、 女心の 嬉し さの 餘り、 は 年 敷 E 安の 御子と して、 斯く 計り 御德 行の いみ じく 世に 秀さ 

せ 給 ふに、 御 報 今 小 甲斐な くして、 天 が 下知し 召ぬ ぞうら みなる と、 ひそかに かこと かれけ る を、 風 

聞 給 ひて 女の 僻 情 は 任 他、 かりそめにも かう やうの 意 あらん もの、 我 傍に は 置が たしと て、 御 暇 下され、 

遠ざけられ しと 語れる は眞か 空 言 か、 
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關の 秋風 

今 賢 佐 世に出 給 ひて、 普くの 下 愚を敎 導し 給 ふ 書、 あまた 流布せ り、 そが 中に 僞書も 多し とか や 愚 謹 

て 思へ らく、 たと へ 偽書な りと も、 是を 贋ん とする の 意に 於て は、 僻， 1 も搆 へがた かるべし、 往し享 

保 四 五 年の 頃、 明君 家訓と いへ る 物 を 梓 行して、 有德 公の 御作な りと て、 もてはや しゃる も、 虛實さ 

だかなら ざり し、 古へ 祌祖の 御 時、 孝行 を 蟹た る ものに 褒賞 を 加 へられけ る を 傍の 人 支へ ける に、 神 

祖宣 く、 我始 より 之 を 知と い へど も、 孝行 を 似せる ほど 能事 はなし、 是を褒 実せば、 後に は 誠の 孝子 

とも 成べ しと、 宣 ひしと なん、 今 賢 侯 を 似せる も 雨なる べし、 是に 記せる は、 其僞 書の たぐ ひに は あ 

らで 出處； 止しく 眞書疑 ふべ からす、 此 書ゃ是 迄の 御 著述の 物と は、 いさ.^ か 心替れ るに 似て、 や はら 

かに 世情 をのべ 給 ふ、 寬 の 御意、 吉 33 の 法師が 世 を 諷せし に は 優り、 其 矩は嚴 にして、 心の 駒に 手 

綱 ゆるさぬ 御文 づら、 すべから く考 味して、 なほく 仰ぎ 崇む べし、 

關の 秋風 吹 そめて 幾日も あらぬ に、 此 地に 来り 侍りぬ、 政の ひまに、 こ、 ろに うかぶ こと を、 かいと ビ 

めぬ ゆめ- (\ 人に 見すべき 物なら す、 

むかしの なら はし は、 いとむ くつけ くして、 風月の 情なん ど樂 しむ もの も、 すくな かりし とぞ、 花木 多 

くう つし 植 たる 庭 を 見て、 其 あるじに、 も Q  、ふて ふ もの は、 花な ど兒る ものに は あらす、 とくぬ き 拾よ 

かしと， はしたなく いひけ ると ぞ、 木 酌の 野なる、 いとこと なる 榇 なれ ど、 文の み 過て、 .li- とい はんに 

まま さるべし、 .^マの4^の習はしは、 風月の 情に 心 を やりて、 酒の みものく ふ をのみ、 も はらと はせ るな 
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f,  t 力 L に, -, ^をに みおみ て、 月 花 をう すしと. し、 今 は 奢 を 好みて、 rn: 花 をた うとむ， 月 花に ふなき. H 

ひとつ なれ ども、 野なる は 仁に ちかしと もい ひて まし、 いで：：^ 花 をめ づ るて ふ 人 は、 こ、 ろくの 賞 を 

つくす 事なん めり、 月に 向 ひて 目 はなさす 打 まもりて、 我し り 顔に 古き 歌な ど打吟 じて、 ふるき 人 は 我 

を しらす、 我 また 古き 人に は あ ふ 事な し、 た 1- 月 は 代々 の 面影な どい ひため る も、 李 白が 古 時の 月と い 

ひけんに も 同じ 心なる ベ けれども、 そのうちむ かふ 人、 させる 才 あるに も あら ざれば、 ふるき 人の、 よ 

し 今 出た ると も いかでし りえて、 うち 交り 侍らむ、 かう やう Q 人に 心 あ ふ 十：！ 人なら ば、 月に こ ひ はべる 

にもいたり 侍ら じ、 又 傍の 人 は、 令 { 狩の 月の ひかり 見 まほし くても、 夜寒の 風た へがた ければ とて、 戶 

おしたて、 酒の む も 有り、 花な どの 枝 も を しげな う 打 をり て、 酒 襟に ゆ ひつけて 歸るも 有り、 又は 申樂 

を もよ ほし、 ある は 鄙聲を 出して、 花 はちる とも 月 はく， J ると もしら す、 喪心の やうに a ふ も 有け り」 

又は 我 こそと いはんば かりに、 燈を 打け して、 笛 を ふける も、 この頃なら ひけん か、 いか；. 忘 けん、 譜 

なんど 膝のう へに おきつ、、 しばし ふきし ばしゃめ、 脊 をく  めて 讀 なんど、 すかし 見て くるしむ も.^ 

なり、 其 外心に うしと 思へば、 月 を： る も 花に むか ふ も、 うきたね となりつ、、 心こう かぶ まこ，， （\、 

我がう さは さらなり、 人の 憂 迄 思 ひつ け、 なき 人 もこの n をば めでけ らし、 この 花 を や 栽け らしと 思 

ふ ほど、 萬の 悲しき 事 も、 我 身の上と のみ 思 ひな さる、 -樣 になね て、 た！. 打 向ひ洎 こぼして うちし をる 

よし、 言の葉に のべむ も、 筆に かいと めん も、 誰に か 見せ、 誰に つげん、 よしつ げたら ばと て、 我 悲し 

さの やむ ベう もな し、 見せなん 人も吿 なん われ も、 いつ 迄 かこの 月 花に 向 ひ 侍らん と 思 ふ ほど、 昔な つ 

かしく、 後の世 も戀 しくて、 膝 を 抱て 長 嘯し、 はて は戶閉 てお くへ 入り、 枕よ せて 兒れ ども、 心の底す 

みわたり て、 翁 せんやう もな し、 月 やい かに 花やい かにと 忘られねば、 戶押 ひらきお し 立て、 夜 を 明し 日 

をく らし 侍る も あなる か、 又 まつ 夜 ほど ふる 月に うらみ を そへ、 衣々 の 別れに 有 明月 をう しと 見、 紐と 

く 花に あはぬ とし 月 を かこち、 散 ゆく 花に つれな き 命を觀 する も、 せちに おも はれる、 た かくうし と 
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晃、 たのしみと 見ても、 皆む かふ 心の か はるに て、 月の 光花の 色 はと こしな へに か はる 事な し、 慕へ ど 

も よろこばす、 むかへ どもした しからす、 さりても 恨みす、 そむきても いからぬ にぞ、 代々 の 人の、 月 

花に めで、 思 ひ を. 盡す もさる こと 成べ し、 

文の 數々 見 待り て、 煙草す ひてんと、 火と り 引よ せ 見れば、 火 はきえ たり、 いと 本意う しな ひつ-. -、 き 

せる もて 灰 かき あら はして みれば、 螢火の 光した るが、 二つ 三つ 見えし こそ、 义 なく うれし、 

祌 無月の はじめつ かた、 增見 むらへ 行て、 山々 の 鹿 を 追 出したり、 狩人 ども 多く 出たり * され ども 其 日 

雪 も 降ねば、 獵獲 も、 すくな かりきと いふ、 雪 ふりたら ばと、 心に 約したり けれど、 その後 降ら ざり け 

れば 行すな りに き、 

こたび、 白 川の 城へ 行ぬ る 時、 年の 凶に あ ひたれば、 召 具し ける 女 も はぶきて、 野 川き く 井と い へる 老 

女 をのみ つれたり、 宴 窒は廣 し、 人 はすくな し、 いと さびし、 野 川 はじめの 程 は、 白 川 は 所の 名 も を か 

しく、 淋し さも 靜 なる も、 いと 心に 叶 ひたりと 云 ひたれ ど、 月日の ふる ほどに、 さびし さに も あきて や 

有 けん、 江 戶へ歸 り 度との み 云たり ければ、 はじめに は 似 •  ぬ ことよと 云し に、 野 川 も 今 はい ひか ふべき 

詞 もなくて、 暫 しが 程 こそ、 野 山の 樣 もめ づ らしく 思 ひしに、 今 はまこと に 秋風 ぞ吹白 川な りと 抱 腹し 

ぬ、 

下部の 女 豆 を かはんと て、 下部 男 を 呼て、 其 よしを 云し かば、 なじよ 豆 だむ しと 云ぬ、 女 も 豆の 名なる 

べしと や 思 ひけん、 其な じょ 豆に て 侍る と 云ければ、 男い とうたが ひたる さまして、 またい ひぬ、 傍に 

此國の 言葉 覺 えたる が 打 聞て 笑 ひつ、、 何の 豆に て 候 やと 問 ことにて 候と 云ければ、 かたみに はらば た 

をき りたり とぞ、 なじよ と は何條 といへ るなる べし、 むしと は此國 にて 詞の すゑに つくる こと 有り、 い 

つか 田家の わらへの 田 面に 居た るに、 何な すぞと 問し に、 稻 かりだむ しと 答き、 

にし 顷、 城の 東に、 田 川 村の ほとり、 七 まがりと いへ る 坂に、 鬼 出る よし 云 出たり、 我 も 人 も 打 つれ 
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て 見に 行 やり、 見き といへ る も 有り、 又は 見 ざり きとい ふ 事 も 有り、 見き といへ るに も 心々 にて、 か は 

りたる にや、 形 も 一 定 ならす 聞え しかば、 いよ， 鬼な めり とて、 皆々 西へ うしろ 見せぬ はなく、 (城の 

iS{ なれば なり) 此事 いはぬ 人 もな し、 よくみ たる 人の かたりし は、 鬼に て は あら ざり け. C/ 毛 物な りと 

いふ、 我 は 顔に かまへ て、 たかくし たる 人 は、 我德 にて、 名に お ふ獸の 出しに やと 思 ひたる も 有け らし、 

其 後 獵人錢 丸に て 打と めた る を みれば、 5^ 羊な り、 ^3、らにてはくらしことぃふ、 

此 あたり は 雪の 降る も、 越の やうに は あらね ど 、冬の はじめより、 日 ごとの 樣に ふるな り、 され ども 風 

はげしくて、 木々 Q 枝に つもらす、 ふり はつれば 忽に 水り 待り て、 江戸の 氣 色に 劣れり、 春の は 面影 あ 

りと 云つべし、 

勝 屋宣利 は、 田 邸より 附給ふ 人な り、 是も 予に從 ひて、 此 地に 勤 仕し 侍りぬ、 交るべき 友 もな く、 いと 

さびしければ、 故鄕へ かへ る 日 をのみ 待 遠に ものした る さまな り、 ある 日靑 丹よ しなら の 里より、 作り 

出け る圑 扇の ほね を數 へみし が、 其數 よりも 此 地に とまる 日數 はか さりぬ ると て、 かなしみたり、 昔 班 

女が 扇 を 見て 悲しみ、 今の 宣利 は圑扇 をみ て故鄉 をした ふ、 心々 にて 侍る と 云て 笑ぬ、 されば 近き 友 は 

ともあれ、 か ぞいろ はらから にも 立^れて、 天 さかる 鄙の 住居の 佗しき が 中に も、 はっか 膝 をい る、 の 

いとせ まき 窒に のみ、 一 年 を 送る、 誠に さも 有ぬべし、 小 澤龍庵 も、 同じく こ、 へ 勤 仕に 出たり、 年の 

程 若から ねば、 いと 故鄕 をのみ 戀 しう 物したり、 或 人の 云し は、 月日の たつ も 駒の 隙 過る やうに あな 

れ、 され ど 待 日 遠き 樣に覺 ゆ、 此地 にと まり 給 ふ も、 いまだ 百日 あまりな り、 なぞ 佗し かるらん と 聞 

しかば、 龍 庵う ち 聞て、 修行者な ど 水 を あみて 百日 を 送る も Q も あなれば、 いかで 佗し かるべき と は 云 

ぬ、 勤 仕の くるしみ は、 水 あみ 侍る 程に は あら ざり けらし、 

久しく あはぬ 人に 逢て は、 こ は 久しく あは ざり けり、 安全に てこ そとい ふより 外な く、 何となくつ-. -ま 

しく 耻か はしくて、 帶の あたりの み 見やりて、 額な ど 見 あ ふこと もせす、 暫し 打し をれ、 ひたすら 鼻お 

  五 1 五 


草  翁 


  五 H ハ 

しぬ ぐ ふ は * いとせ ちな り、 

を かしげなる 事寄た る 書の 奥に 京 何 町 江 戶何町 何 右 衞門何 兵衞板 元と かける いと 口 をし、 目出度う るし 

したる 弓 Q、 本 害の あたり 塗殘 して、 弓 打た る 人 Q 名 見 ゆる ぞいと いやし、 

此國 にて は 霜月の はじめつ かた、 ^門. へ 穴 をう がちて、 筵 もてお ほふ 事な り、 いかなる 事ぞ とい ふ 

に、 是 より 霜雪いた く 氷れば、 年の 暮に检 立いだ す やう もな し、 今 其 用意す るな りと いひぬ、 

烏峙 といへ る 山 は、 いと 高う して、 木立 茂りたり、 こぞの 文月の 末、 淺の 暑さに たへ かねて、 かの 山へ 

入し に、 この 地覺 えたる 人、 山のう へ はいと 寒し、 綿 入た る 衣 用意す べしと 云ければ、 皆々 よろこば ひ 

て 坂 上る 程の 暑さ は、 山上の 寒さに 忘れなん、 され ども 是 ひとへの 衣に、 汗と ほりた る を、 俄に 寒風に 

さらしな ば、 病 を やうけ なんと 云て 登る に、 上の 方 を 見やれば、 おき 坂の 胸に つく 樣に覺 ゆれば、 みな 

足の あたりの み Eg て、 先立の 人に 隨 ひたり 麓よりも 木立の 間 坂の くるし さに、 暑 もた へがた ければ 中々 

頂へ は遙 なるべし と 思 ひしに、 先立の 人、 はや 頂へ 來に けりと 云 ま、、 うれしくて 見やれば、 其な がめ 

いふべ う もな く、 數十 里のう ち はれて、 麓の 山々 とみえし も螭 塚の 様に 見え、 川な ども 帶引 わたしたら 

む 様に、 犬なる 木 も はりなら ベた て けん 如し、 其 眺の類 ひな さに、 皆々 言葉 もなかり しが、 や、 有て 頂 

の 塞 さと 聞え しが、 此暑 さは 麓に も增 りぬべし、 絶て 吹か ふ 風 もなければ、 この 汗の 衣 はいかに して 千 

てんと 云へば、 みな，/ \ それに 付て、 はじめに は 違 ひし ことよと いひ どよ みければ、 この 地し りたる 者 

もせん 方な く、 常に 引かへ たる 暑さな り、 かう やうの 事 は、 我 もしら すと いと 希有な わと 云ぬ、 

むかしの 男は髮 にも 油つ けす して、 世に むくつ けき 風に て 有け り、 夫より 程へ て 後 は、 髮に あぶら をつ 

けて 漆したら ん樣 にぬり かため， 色 好す る 男 は、 紅粉な ど 顔に ほどこし、 衣もう つくしき を 好みたり、 

キ、， より 又 移り ゆきて、 今 は 髪に も、 油う すくつ けて、 鬓 かきみだし、 昨日 結 ひけん やうなる を 好み、 衣 

もうつ くしき を 着す、 袖な どに そろ はぬ をい と はぬ さま、 只 色 をも捨 たりと 見 ゆるな り、 今にて いはに 
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、山 3 ナ たる； 1 よつ、 し む H ナ 一一い- あ れッ、 "よしとも せん、 世の 人 a に そみ 整に ふけりて、 其なら はしに 成 も て ゆ 

くも、 同じ まど ひに 歸 すると やい はん、 女な き 世なら まし かば、 かくなら はしの か はり ゆく 事 も 侍ら じ 

かしこき 人の 譽を 得な ば、 職 住 も 重 かるべし、 夫 を も ふり 捨て、、 女の 稱譽 をのみ 得 まほし く 思 ふも悲 

し、 色 好す る 男の かほよ き 妻 もつ はなく、 戀 佗て 宴 を 得し もの、、 さか ゆる は 稀 成べ し、 夫の かたより、 

鬼 やかく 物い ひ 出て、 中 あしく 成た る は 程なく 打と けて 初よりも むつまじくなる 物な り、 女の かたより 

あらそ ひ 出た る は、 はじめに 歸るさ へ いと かたし、 今 一 き は 打と けよ かし、 今 一 言き かま ほしと おも ふ 

程なる に、 何とな う 恨 も殘る 様に あなれ ども、 いとた ふとき 女な めり、 打と け 物が たりして 男の 顏 目ば 

ゆから すみて、 つ、 ましき け は ひもな く、 いびき 出で きて 寢 たる ぞ淺 しき、 

年 わかき もの、、 我い とけな き 時 はと 云 出た るに くし、 年老た る 女の、 怫 このまぬ 叉に くし、 わらん ベ 

の紙鴛 あげぬ もまた. にくし、 若き 女の 道 ゆく に、 袖に 手して 首 さし 出し、 我 は 顔なる さま 亦な くにくし 

此頃は 夜半 毎に いねす、 さま- ねま ほしく 思 ふ 程、 鐘の音 をかぞ へ、 鳥の 聲 をき、、 筧の 音もう る さ 

くて、 しばし 目 をと ぢて見 たれ ども、 夢み ん樣 もな し、 ねま ほしく 思 ふ ほど、 寢られ ねば、 よし 一 夜 は 

起て 明 さば やと 思 ひ 切ても、 いかでね まほし き 心の み 忘られす、 程ち かき あたりに 寢し人 も、 今や 夢な 

ど 見る らんと 思へば、 いと むねく るし、 さらばよ その 事 を 思 ひ 出て まぎれん と、 心に も あらぬ を かし 

き 事、 たのしき 事な ど 思 ひ 見れば、 いっかう ち 忘れて、 夢 をば いっか 見ん とのみ 思 ふなり、 夜 もや、 更 

行 は、 いと 淋しく、 こしかた 行末の 事な ど 思 ひつ け、 ある は 心 くるしき ことな どかう がへ て、 夢 も 

見つかす、 せん 方なくて くす しに 問ければ、 たビ物 ごと 深く かう がへ て、 心 を勞し 侍る ことのな き 様に 

と諫 む、 され ども 短才 重任い かで かう がへ 侍る 事なくて 有なん、 さる を 打 忘れて、 意と せで はまた 國主 

の 職 をし るべき 樣も なしと 云む、 とまれ かくまれ、 才 短く 任 重き は、 せんかた もな し、 

酒の むこ そ を かし けれ、 され ども 今の 世に、 うちより むらがり 飮は、 賓 主の 禮 をもう しな ひ、 手 を 押へ 
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强て のませ、 もの はさみて 投 ちらし、 後 は 席上に 酒 打 流しな どす るぞ わろ き、 其し ひ 侍る 人 はいたけ 高 

になり つ、、 言 薬 あらく、 いきまきて、 吞 侍らす ばと くく この 席 を まかで よ、 飮 たらば ゆるし てんな 

ど 聞 ゆ、 しひら る、 人 も、 打 腹 だてる 風情に て、 我 ひとりに かく 强ひ 侍る こそき くわい なれ、 人 Q 飮は 

ベらぬ うち は、 いかにい ふと も飮 まじと 云て、 あらけ なき 男 二三 人 かたみに ひぢ打 はり、 額に 筋 出し、 

顏 赤め などして 怒れる、 國の 存亡 安危に か- -る 事と や 思へ る さま、 にげなく 愚かな り、 其 中に 酒仙と も 

いふべき が、 此 1^ のむ にたへ すと て、 面 かくる- - ばかりの 盃 とり 出で、 鯨の 水す ふ 樣に吞 たれば、 め 

でた き飮 やうと て、 戰の 場に て 功名した らん ごとし、 また 酒う けて の はしす こし 見 ゆれば、 いと 淺問 

しき わざ 哉、 みつるば かりにう け 給へ といへば、 またいた く辭 してう けが はす、 よし 其 酒まして うけた 

らんと て、 さ 計りの 事 も ある まじ を、 にが/ \ しう 辭 する も 愚かな り、 瓶 子の 酒の か はり を 一 っ飮 て、 

餘人 にす. むる は、 酒の 味と あた、 めし 程 を 試みる なれば、 先より しひて 瓶 子の か はりし ぞ、 吞 給へ とい 

ふ は、 ことわり しらぬ にて ぞ有 ける、 か、 る 酒 狂の むしろ は爱 かしこ 五 人 六 人 ほどつ どひ あ ひて、 さぞ 

まりた る賓主 もな し、 ある はた ふれ ふして、 病 者と なる も 有り、 ある は橡 Q ほとりへ はい 出て、 え もい は 

ぬ ことした る も 有り- また 腔の 是 ゆるば かり か、 げて、 KM 盤の 問々 を を どり こえて す、 む も.！^ り 酒の み 

うげ にして、 迅 まど ふ を、 袖 引す ゑて 飮 すれば、 眉 ひそめ、 目 をと ぢ胸 うちた、 きて くるしむ も 有り、 

四十に あまる 女の 髮も 所々 白き が、 紅 こちた く 付た る、 口 ひろら かにして、 若き 男の 傍ち かくね ぢ より 

さしより つ、、 あられぬ 事なん どい ふ も 有り、 いと 艷 なる 女房な ども、 醉狂 ひて 髮 うちみ だし、 裳裾み 

だれ 出る ばかり あがきて、 男の あたり さらぬ も 有り、 年若き 男 はじめの 程 こそ は あれ、 後に は 柱に うち 

より、 白 かねの きせる 額 ふす ふる 計り 穴.一 ざまに あげての み、 又は 指の 先に 横た へ て 水 まく ごとく 廻し、 

頰に 手な ど あて、、 うた ひ 歌うた ひつ、、 遙 へだ、 りし 唾壺へ つばきと ばす も、 我 は 顔の 風情な り、 は 

-聞 ゆる も淺 間し、 または 二人 さし 向 ひて、 かたみに 指の ベ かに 
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： え. ,  、しりて、 勝負 あらそ ひ、 また 聲 Q かぎりうた ひて、 顔 あっき こと も あり、 興 

を まさしく や 思 ふらむ、 我 拍子の あしき 聲の あしき 姿の あしき も 打 忘れて 立 舞 ひつ.. -、 K 孤 ふみ わり 肴ち 

らすも 有り、 た！ -下戶 のかた はらに 恐れた る さまして、 目の みうごきて 折 あらば^ 出ん とする も、 其 中の 

智者と も 云つべし、 醉 なきす る もの は、 過 こし 事な ど 云 出て、 雨 しづくと 泣て、 滔 のむ 程に、 其 坐 を 立 

されよ とい へば、 醉 はべらぬ もの を、 醉 とい ふぞ 悲しき と、 ひた 泣に なく を、 醉て はら 立 も 0、 聞て、 

この 祝 ひの 席に、 淚こ ぼす ぞ心 えね、 希有の ふる 舞す る やから は、 此 席に は 列なる まじと、 いら、 かに 

いふ を、 醉に笑 ふ もの 打 聞て、 何の 悲しき こと も、 ふくる、 事 もな きを、 あの 淚 おとす 風情、 怒. ns の- 

じる さま、  いとめ づ らしと て、 腹う ちか、 へて 笑 ふ、 いづれ も 醉の上 なれば、 是非 をい はん 樣も なく、 

た 1^ 尤なる 事な り、 き はまりな き 道理な りと 云て、 なぐさむ 人の 心の はづ かし さよ、 明の 日、 その 事い 

ひ 出て は、 昨日させる 事 ありし や、 いと はづ かしと て、 しらぬ 様なる も、 心得のう とくし さ、 思 ひや 

るべ し、 暑き 曰 も 忘る、 とて、 K 于 S たぶ け 汗う ち 流す も、 いかなる 事に や、 憂 を も 忘る、 とはい へ ども、 

酒に よりて 過 をな し、 耻を 得て 家 を 亡し、 身 を 失な ふ も あれば、 憂 そふ 物と やい はまし、 昨日 酒 飮て今 

日 は 心地 死ぬべく 有と て、 枕に より 粥す. - りて、 酒の 匂 ひ を も 嫌 ふに ぞ、 よし 命 有ても 下戸に やなりな 

んと 見れば、 程なく 始 にかへ るぞ 悲しき、 其 外 何の 職 何の 任に 成 たれば、 其 位 貴く 任の 重き を賀 する よ 

り も、 猶々 つ、 しみて 奢 を さり、 風敎の 助な すべき は 殊勝の 事なる べし、 農に なりてす き 鎌な ども 調へ 

ぬに、 財 を 費して 酒の み 農に なりたる を ことぶく はいかなる 事に や 侍らむ、 

蠅 てふ蟲 は、 又な く 憎し、 晝寢の 夢 さまた ぐる は 怠り を諫 むと もい ふべ ければ、 とがめん やう もな し 

た 書. などよ み、 畫な どかく 頃、 顔の あたりに 一 ツー ーッ とまる を 追 やれば、 暫 しかな た へ 移り、 また 飛 

來り、 飛 去り、 はて は 友 多く 集 ひて、 鬪爭 し、 ある はえ もい はす 振舞て、 いと 狼藉な り、 また 蚊て ふむ 

しも、 にくさ は 劣る ベから す、 夏の 夕凉 しさに 端 居して、 笛の 唱歌な どい へば、 早 其聲を しるべに とめ 
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來て、 おのが 名よ ば ふ聲、 いとうる さし、 蚊 やり ふす ぶれ ど、 堙 うすき 稀 は、 猶立 さらす、 人 もた へ か 

ぬる ころ、 かれ も 暫し立 行 侍る を、 其 隙 を 得て、 帳 打た れつ、、 今宵 はやす くゐ ぬべ かめる と 思 ふに、 

耳の あたりに 聲 して、 枕の あたり さらぬ ぞいと にくき、 紙燭 にて やきころ してんと 思へ ど、 起 上る ほど 

の伦 しければ、 人 呼出して、 燒 つくせよ といへば.、 しそく 持 ありく 程、 ほかげの 目に てり そ ひて、 ねむ 

さいと たへ がた し、 顔に とまり さす を、 はやりう ちに 打ば、 多く もらしつ、 腹 ふくらす ばかり 吸せ てうて 

ば、 血う ち 散て けがら はし、 手と 足との うら さした らん は、 かゆ さも そこと さすべ う もな く、 ひた かき 

に 搔ても あたらす、 いとくる し、 晝の程 も、 調度なら ベお く 傍より、 忍びやかに 出て、 害する もの は、 

足に 白き まだら 有て、 こと 國 にも 虎 を もて 號し類 ひなるべし、 秋の 末つ かた、 や、 夜 塞の ころ、 この 蟲 

も 夏の 程の 年 わかく わざ すぐれたる 心に て、 ひたすら うちと まりて、 させ ども 吸へ 共、 巳が 口ば し七ッ 

七ッ に さけ たれば、 心 計に てわざ 劣りす るぞ 愚なる、 この 外虱蛩 などい ふ蟲も 同じ 憎さなる ベ けれども、 

身に 知ら ざれば はぶきぬ、 なほ 芻堯 にと ひて 知べ し、 

きさらぎの はじめ も、 いまだ 雪う ち ふり、 氷 かたくて、 梅な どもい まだ^す、 江 都 はかの 臥龍て ふ 梅 も 

散たり とこ そ 聞 ゆれ、 いと 1- ゆかし さの 餘， り、 故^へ 文 やる ごとに、 一 夜 明て 舂に成 たれば、 述 の ほ 

どち かき やう に 侍る とのみ 云 やりけ り、 

ある 日實 W 寺へ 行ぬ、 和尙 など 出て、 物語したり、 予硯 よせて、 縱獲殺 活本是 有心 縱璲殺 活本是 無心と 

書て、 

絕 し 谷の かけはし わたりつ、 月な き 里の 光をぞ 見る 

とよみたり、 それより 元 門定忠 等、 各 題 を 探りて 讀 出たり、 予も春 月と 花との 題 を 得たり、 

靜 けしない く 卷をか はふる 寺の 苔の 軒端に 霞む よの 月 

！  它り攻 も 昔 まじ 力き Q  .^ ねて、.： J に 田 ひしる 身 は 
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J',r^-C4^^  i 々も 一？？ i て 喰ぶ 事 なれば， I たび 喰て は 頭う ちかた ぶけ、 暫く 

； F ふ^に ヽ其句 ひいと あしく、 皆々 鼻 をお ほひて 吐出したり、 機尾 何某 も、 同く 囔 しが、 强 食の 名 得た 

らんに や 有 けん、 其 肉 をた に 飮ては 汁 を 吸て、 三度 も かへ たり、 さらば 靜に味 ひて よと いへば、 へと 

うまき 様 なれ ど、 味 もせで 汁う ち 吸て、 ひた 飮に吞 たる、 寳は 鼻お ほひた る 人に も、 か はら ざり けりと 

て與 じぬ、 

強の 頭を燒 て、 其 灰 を 用 ふれば、 失心 を 治す と 云へ り、 たぬき を 得な ばと く く 出すべき 由、 國 中へ 

たりければ、 二三 疋 打殺して 出したり、 見る もの 雨の 足 を ひらき、 毛 を 分て、 暫し頭 を 傾て、 こ は 榧な 

りと て 笑 ふ、 狸の かくし 所の ふくろ は、 筵 八ッ敷 計り も 有りと 云 たれば なるべし、 其 後生ながら 得しと 

て、 怪敷 箱に 人て 出したり、 開 侍らす ば 見るべき 樣も なし、 いか 1. はせんと、 戶押 かため  一^し つら ひ 

つ、、 いで 此藎 あけよ といへ ど、 誰も /(、心よ からすと て あけす、 豐 W 何某 をして、 しひて 開かせたり、 

狸 の 足搦て 有ければ、 蠢く のみに て、 出 もやら す、 近づ くれば えならぬ 句に たへ す、 より 二」 ふ、 とても 

なし、 とく 獵人 にかへ しあた へよ とて、 又盖 をお ほひぬ、 かの 袋 は 見る ベう もな し、 莛八ッ ばかりな り 

とも、 線拽の 巾に はいかで 其 術 をな してん やとて 笑 ひぬ、 

去年の 九： n: の はじめ、 甲子の 山へ 行 侍りぬ、 城を曉 ころに 出しに、 四 五 里に して 夜 は 明けたり、 しに 平 

と 云 所 は、 平らかなる 野の、 はて は 山に つに きたり、 眺めい と を かし、 ゑら 澤の あたり、 木立なん どい 

へる 所 は、 皆 紅 薬の み 生 立て、 萬 山 一 紅と も 云 ふべ く、 猿の 聲な どもしたり、 かき 金ば しとい へる は、 

筏な どの 樣に 木の 枝 あみなら ベて、 山の へさげ わたしたり、 蜀の棧 などい へる も、 此類 にゃあらん、 

其 橋 わたりて 見やれば、 淸き 瀧の かしこの 岩、 こ.. の 石に あたりて、 白玉く だくる 様になん、 げ に此氣 

色 は 力し 山の 第 I とも 云べ し、 是 より 先 は 坂け はしき いふべ くも あらす、 いとくる し、 溫泉 のけし きも 

又 を かし、 予道 すがら この 景色 畫 かきて、 都の つとにせば やと 思 ひたれ ど、 言の葉 も 筆 もい かに、 文く 
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  §  二 

はへ 花 さかせ、 笨を めぐらし、 五彩 を 施し たれば とて、 萬 分の 一 にもい か.^ 及び 侍らん、 白 川へ 至て、 

かしの U 見 ざらん は 孔子の 門 過ぎて、 人らざる が 如、 しかしの 山へ 至りて 楓 葉の 景色 見 ざら むは、 堂に 

至て 室に 入らざる がごと し、 風の くれな ゐ、 水の 白た へより して、 大 なる 石 は十步 二十 歩に 及び、 バな 

る 目に も 及 V- ざる も、 みな 其 形 をな しつ、、 こと，^ く、 その 色 を あら はして 水に より、 山に 霄ぇ、 谷 

こ のぞみ、 坂に 橫 たはる さま 云盡 しがた し、 まいて 風雨 霜雪、 花 月の 折々、 移り行け しき は、 い 力 か あ 

らん、 道の け はし さ をい とひな ば、 又 か、 る 詠 もしら じ、 虎穴に 人ら すん ば、 虎兒を 得ざる とい ふに ひ 

日 は 長し、 事 はすくな し、 勤 はしげ からす、 又させる 能 もな し、 いかにして 日 を 消し はてん、 傍の 人に 

も 物語して なぐさめ よと 云し に * 誰 物が たりす る 者 もな く、 同じ 事に 日 は 永し、 夜 は 短し と 誰も しれる 

事の みい ふなり、 いで 此 地に ありて は、 人の あしかりし 事 をい ふ も、 此國 Q 人の 上な り、 か i るった な 

き、 か. -る 愚なる 事 はべりと いふ も、 此國の 人の 上な り、 いと 恐るべき 災ぞ とい ふ も、 此國 のこと なり 

この頃と て 語る こと も、 昔 此國の 外なら ねば、 いふべき ことの 葉 もな し、 其 人の 善 も あしき も 政の 得し 

とうしな ひとは、 其 職と する 有司 有て、 いへば、 內官の 云べき 事に は あらす、 され ども 國 ゆたかに 人々 

とむ とい ふ 事の み、 長々 しう 日毎にい ひ 出しぬべき 樣も なし、 物が たり をせ ざる もむ ベ なり、 

秋の 頃 民家に 立より しに、 もち 喰 居たり、 れば小 黍の 粉 を 固めて、 さ、 けの 葉 を もてつ.^ み、 其 儘 火 

の 中へ 投る なり、 其 葉の 燒盡し を 期と して、 くら. A、 その 味 ひう ましと ぞ、 

此頃桑 名 長 壽院の もとより、^ なし 榧と いへ る を 送りぬ、 こ はめ づ らしき 物な り、 され ども なして ふ 名 

はこ とん \ 、敷 名 哉と ほ、 ゑみて 開き みれば、 實 にも 常より うつくしく、 割て みれば" 釭の 衣はなくて、 白妙 

の はだへ あら はれたり、 見る もの 皆 驚て、 其 箱の かたはらに 書た る 物 有り、 開きみ れぱ、 祖 公の 御馬 上 

t^nnK  .^マま：！11、^^0瞧をしりて、 朶- 
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折 取 も Q もな しとな り、 いと 尊き 事な り、 予 常に 榧の 實を 好て くら ふ、 祖公も！^み給ひしとぃ ふ人^^有 

けれ ば 、藩 翰の 住 を あぐる 事い かで 祖先の 烈 にした がふ こと ありなん、 はじかみ 好む とて、 聖 とはい か 

で 云ん とい ひき、 予が 名を定 信と いふ、 祖 公も暫 しが 程 かく 稱し 給し， E、 予が號 を 旭峰と いふ、 祖 公 も 

俊 峰と 號し給 ひし 出、 いづれ も 後に しりたり、 偶 中と やい はむ、 潜々 不才 を耻 侍りぬ、 

卯 Q とし 饑饉し ければ、 夫 食 を やり 租稅を ゆるし、 除 疫の炙 を敎 へな： どし ける を、 久連石 村に、 藤藏と 

い 〈 る 有しが、 殊にい といたう 悅 びて、 餅 を さ- -げて 恩 を 報ぜん しるしに せま ほしき .5 願 ひ 出て、 餅に 

注 連打 はりて 棒ぬ、 その 願の 心 ざし 書た る もの 見し に、 其 言の葉の 拙き が 中に も、 田家の 方言 を まじへ 

たれば、 いと 解し がた き 文な りき、 

遠山 猿 平と いへ る は、 獵 様の 事の み預る 職な り、 顔の 猿に 似たり ければ、 かく 名 を 云たり、 ある 頃し る 

人の かれが 宿へ 行し に、 遠山 は 鹿の 皮 はぎながら、 其 肉 を 手ぐ ひに して 口 も 血に 滿 ちたり、 妻 を 呼て、 

うつ はもの もち 来れと 云て、 もち 来る を 見れば、 猿の かしら 犬の 手足 多く 有たり、 鬼の 栖 ともい ふべ し 

やと 人語り し、 

生れて 目 盲し 人、 五色 をし る も 常の 人の 知る も 同じ 事な り、 盲し 人に 五色 はいかなる 色と や 思 ふ、 云て 

見るべし と 問へば、 云れ ぬに ぞ、 されば こそ 知ら ざり けれと 笑 ふ、 いはねば こそ 有れ、 黑き は黑し 白き 

は 白し と 思 ふ は 誰も 同じ 事な り、 常人と ていかで 詞 にて 五色 を 云 侍る もの 有なん、 黑きは 新と て 我 髪 を 

さし、 白き は斯 とて 我齒を さす はたと へて 云な り、 かくい ふ 事 は 盲し 人 も 云べ し、 目 有 故に 見て 知. 

耳 有る 故に 聞て 知 を、 しると 思ふぞ 悲しき、 

年の 始に 領國に 有と ある 寺院 神官 驗者 など、 皆 城へ 出て 賀 する 事な り、 皆爱 をせ にと 威儀 をつ くろ ひた 

れど、 いなかに すめれば いと 賤 しく、 むくつ けき 様な り、 狩 衣に 冠 着て ® を もち、 遙向 ふより 膝行して 

翁の 衣の 襟に さしはさみ、 ある は 翁 を 直にた てて、 頭を斜 にして 稽首せ るな ど 皆々 舌 を かむ ことなり、 
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  五 二 四 

一人の 驗者 あしき 病に やか- - りけん、 鼻な くして 穴の み 見 ゆるな り、 其 面を耻 すして、 頭巾い た^き 出 

たる さま、 誠て 鼻 は 額に や 有らん、 目 は四ッ かと 思 ふ 計に て、 みそかに 腹 を か、 へ 侍る 事な り、 

去年 三條內 といへ る 村の 京 政 寺へ 来ぬ、 堂の 後へ 行て みれば、 石碑 多く 有たり、 其 中に いと 苔む したる 

も 有り、 又は 倒れた る も 有り、 此頃 まう で けんと 思 ふ 計に、 枯葉 かき 花な ど そへ たる も 有り、 新なる も 

有たり、 いで や 生と しいけ る もの、 誰か 死な からん、 陰陽 晝夜、 四時の 行 はる、 よりして、 松の 千と せ 

のこと ぶき、 朝顔の 一 日の 榮ぇ、 世に 有と ある もの、 始 有て 終な き は あら じ を、 今 さら 歎く もよ しなき 

ことなめ り、 され ども 生 は 好物 死は惡 物と て、 佝れか 死 を さけて 生に つき， 生 を 好て 死 をに くまぬ 者 は 

なけれ ども、 終に こ、 に歸 せざる ものな し、 此 地に 埋れ此 石 をいた ビ きたらん 人 を、 病に よりて 藥 をき 

まら、 護しても、 命 極り て かく 成た る も 有なん， 老た るか ぞいろ を殘 して、 海山の 恩 を も 報 ぜ 

す、 孝子の 恨 を 地下に 淺すも 有なん、. 夫に 先 だち て 同穴の 契 を 忘れぬ 烈婦 も 有なん、 女を殘 して 活命を 

かへ ざる 丈夫 も^なん、 やうく そだて 上て、 月よ 花よ と 愛した る翠 子の 露と 消し も 有なん、 病 を 得す 

して 鬪 諍に 身 を 失 ひたる も 有な む、 たにい とう 心 くるしう 物す る は、 年の あしきに 逢て、 喰 ふ もの もた 

らす、 なまふ 衣 もなくて、 一生 を 終し も 有 やせん、 叉 病 ひに か、 りて、 藥 もとむべき も 力 もな く、 ある 

は. 深 寡肽獨 にて、 誰 あはれ む 人な きも 有り やせん、 いと 賢き 男の、 道 知た るが、 人 も 知らす して 草 葬と 

等しく、 朽 しも 有 やせん、 誠に 哀れむべき 事な ス めり、 其 ゆかりの 人の まう で 侍る とても、 さりに し 日 

計り 思 ひ 出て と は 、常と ふ 人 もなくて、 卒都婆 も笞 むし、 木の 薬 も降埋 て、 -M の 事と ふ も 月の 宿る も、 

いかでな からん、 人の 心 を なぐさめ 侍らむ、 年々 の 春の 草の み、 心なう 生 出て、 飛ぶ 鳥 も 蟲の音 も、 昔 

0 世 を ゃ觀じ 侍らん， 綠の苔 も ふり 行く 後に しのぶ 人 も、 この 地下に 恨 を ふくむ 様になり もて 行なば、 

其、 をし のぶ さへ、 稀に 戎 はべらん、 つ ひに はしる もの もなくて、 古き 家 はす かれて、 こと 人の 塚と や 

、 其後も年を經な^、 田と やなり， 野と やなら まし、 た 生死 はせん かたなし、 飢す 凍えす して 
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野べ に 出る 時 は、 

いと かたじけな さ 

て、 此 社へ 晴を 


.^p-s,」 つくし、 ，き.： ろ も、 其-程々 人に 知られ、 世に出る 様になり 侍らば ズ かく 迄 は 思 ひ 侍ら じと て 

寺の 軒端の かくる、 迄、 打 かへ りつ.^ 見送りぬ、 

しの、 葉艸 は、 宗因 翁の 遣 歌集の 名な り、 納凉の 歌に、 

池廣 みよせ くる 浪に 風見え て投は 音な きかげ も凉 しき 

忍 親 昵戀の 歌に 

今 こそ はしられぬ 草の ゆかりまで 果は思 ひの 露 やか- -らむ 

いづれ も 全 調の 歌と やい はん、 今やな し 大息に たへ す、 

去年より 春の 初めまで 雨 ふら ざり ければ、 麥 など もみな 枯 生の 芝の 様になん 成た る、 

龍神の 社 を 過る 折し も、 心に 雨 をね ぎしに、 其 明の 日 雨 降て、 麥 も皆綠 にかへ りぬ、 

の餘 り、 こたび 社の 造 營を云 付ぬ、 去年 皐月 水無月の 頃 雨ふりて、 秋の たのみ 覺 束な 

祈し に、 其 日に 晴て有 年に なりぬ、 

故鄕 よりの 便 をつ ねに 待 はべるな. 便 ありたり と 聞ば、 其 文 を 手に 取も遲 しとい そぎつ、、 其 封 を 切 

とく も 心い とせ はし、 やう- (- 開きて 安全の 二字 を みれば、 又 こと 文 を ひらき 見ん として、 心つ か はる 

. - ものな り、 何の 品 送り こすよりも * 唯 自筆の 文の こまやか 成る いとうれ し、 た 第 安全との み 書 

て、 さてけ ふし も かす かさねてく はしく 申 人 候 半な ど 有 はいと 口 をし、 

妻よ びむ かへ たる 明の 日、 閥より 起 出た らん 心のう ち、 何とな うつ、 まし、 いつ 迄 も か、 る 心ば へ 忘 は 

ベから すば、 いとめで たく 榮ぇ 侍らん、 

女の ひたいに こちた く黑 くぬ りたる みぐるし、 男の 髮 のうしろ のかた 多く そりて、 髮の ひまひま 靑く 

ゆる ぞいと わろ き、 

夫の こと 國へ 行きた るに、 妻の 方より 文 こして、 其國の 紅粉 色 ことに あなる 由 聞 侍りぬ、 急ぎ 送り 給へ 
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と 云 こした るぞ にくき、 

若き 妻のと もしく らく か^げて、 よそ ひ を せんな どい ふ は あし、 あかき 色な ど 見て、 いやしき 色 哉な ど 

C 'よしに、 見やりて 墨畫の 竹、 白檀の 句 ひ はめで たしな どい ふ は 又 わろ し、 

人の 方/一 T て、 物が たりな どす る も、 心得 ありた き 事な めり、 あるじの 名殘 をし き 程に 歸るぞ よき、 あ 

るじ餘 所見して、 日 はいと みじかし、 此 ごろ はいと 事 多し、 はや 口 も暮 なん、 夜 はい まだ 長から す、 X 

し はぶきして、 此頃は 風 寒に 感 する 病 多く 有りい と 恐ろし、 日影 を 見つ-^ 鐘かぞ へな どして さぞ 槊多カ 

らん か、 能 語り 給 ふ 酒す、 めた けれど、 ことなう 塵 事し げく、 人 もなければ、 本意う. しな ひ 侍る、 かう 

やうの 事 聞え たらむ はとく 歸る べし、 

なくて よき もの は、 女の 文才 曰 記に 晴天 書た る くす しの 髮 つたなき 歌の 枕詞よ みたる もの、 ふ 

の 美服 寺に 鳥 かひた る 後室の 化粧 盲人の 目の 明た る 栗の はな 法師の 額に 墨 入た る 

ありて よき もの は、 日く らしの 聲 女の 淚 こすのう ちの {4! たきもの 若き 女の 瘕 やめる 才能 職 任 

より 劣りた る も Q  >- 交 もた る 

有て よき はよ く あしき は あしき もの は や ごとな き 人の 才能 金 もちた る 人 女の 衣に 薰も のこめ たる 

緋 おどしの 鏜 宴窒に 額 かけた る 

たはれ 女に たはれ て、 一生た はれ 男の 名 を 立、 たはれ 暮 して、 終た る はいと おろかな り、 たはれ 女の 3^ 

なき を 知て、 我方よりも 偽い うて たぶらか しせんと 思 ふが、 後に はっか はれて、 財寳 なくし、 詞費 L 

名 をう しな ふぞ 愚に 淺間 しき、 人の 誠な く 人の 僞 いふ をに くみて、 我も僞 いはまし と 思 ふは淺 まし 又 

あしき 友 だち に めでたく いは れんと て、 人の 爲 にか-^ る淺 間し きわ ざな どして、 一生 を あやまる ぞ おろ 

かにに くき、 若き 人な ど 打 さそ ひて、 あしき 道 をし ゆる、 猶 にくし、 此道 しら ざら む 男 は、 人情 わりな 

、ど、 さなん いへ る 事 は、 何の 文 にゃあらん、 いといぶ かし、 いにしへの 情し り 給 ひた 
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るかし こき 人 は、 皆此 道に 人 けんに や、 か、 る理 りなき ことに ことわり つけて、 云ぞ にげなく にくし、 

多 井 某 は、 祖母に 仕へ ていと まめ やかに、 孝 を盡し 侍りぬ、 予も かれが 家に 立より たり、 多 井せ 木 は、 驵 

母 を； P て 出たり、 祖母 もうれ しさの 餘 りに、 聲を あげてな きたり、 予が來 りし 恩 を 謝する 心に や、 手 を 

上て いはんと しても、 泣に なきて いはす、 鬼 角して 席に ふしたり、 傍に 居け る もの、 みな 淚 おとさぬ は 

なかり けり、 

灸 したりし 後 は、 越の 雪圍ひ 取捨た る 心地す め わ、 

烏 はむ くつけ き 鳥 なれ ども、 孝盡す 心ば へ哀 なり、 元日の 曙 東の かたしら み 行 ほど、 くろき 林の 中よ 

り、 聲 のど やかに とび 行 も を かし、 星 見えぬ ばかり、 月 さえた る 夜、 ひるの 心地して、 梢 打め ぐり て、 

嗚 たる 又 を かし、 夏の 夕つ かた、 日 も 入 はて、 凉 しき 頃ね ぐらと びお くれたる が、 二 ッ三ッ 飛行く を か 

し、 雪 降つ もり 庵 も 野 山 も 其 色な きに、 ひとり 飛 かふ も はえ ありて を かし、 

宫 つか へ Q 女臀 ほそき はなく、 子 あまたう みし 女の 髮 多き はなく、 聲 いと 高う すめる をの 子の 色く ろき 

はなく、 髭 多き が 髪 多き はまれな り、 

貧しき 家に 子 あまた 有 ぞくる しき、 乳 出ぬな ほ 苦し、 

子の 人の がり 行て、 能き きぬ 著、 よき 物 喰 を 見て、 羨む を 聞く もく るし、 ある は 病て 籬 ちかく 物 あきな 

ふ聲 き、 て、 得 ましとて 泣に、 かふべき 物な きも、 せちに くるし、 女の子の くせ かたはな るが 年生け た 

れど せんすべ なき は、 うへ なく-^ るし、 

物 知た る 人の 其 事と はなしに、 言葉の はし- かくはし き は 云べ くも あらす、 

若き 男の 武藝 まなばぬ は、. いとに くし、 

夕立と 雪 は、 ことに 心の 外なる 物な めり、 今日は 雲 出たり、 苗お きたつ 惠 みかな と 思 ふに、 月の さし 出 

る 頃 は、 雲 もな く、 此 頃の 寒さ はた にや は あると いふ ほど、 うす 墨の 雲 給 間な うと ぢ たれば、 朝戶出 
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たのもしくて、 起た るに 朝日 か 5> やきて 本意う しな ふ、 た 何事 もしら で 人の がり 行 てんとい へ る 頃、 

夕立に あ ひて ぬるめり、 明日 はわ か茱 つみにと 思 ひて、 曉の頃 厠へ 行し に、 月の 影よ と 思 ふば かりに、 

降つ みたる、 なゐ ふりて 後、 空 打 ながめて 空 やち かきな ど 云 あ ふ も、 心の 外 なれば こそ、 いかづち 嫌 ふ 

もの は、 とくより 知と いふ めれ ど、 夕つ かた 鳴 はためき て、 後に されば こそ、 今朝より 心地 あしかりけ 

りと はいへ ど、 いかづちと はしら ざり けらし、 さるに ことし は 雪 ふらむ 雨 多から むな ど. -、 {仝 より 消息 

來 しゃう にい ふ あさまし、 

あめ あきらかなる 五のと し きさらぎの 半に しるしと どめぬ 
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<ム 刑 草 卷之百 七十 三 

塵 塚の 麈 

今 はむかし 寳 I3Q 頃、 あらゆる あだし 事 をす さみて、 塵ひぢ とな づけし 物 有り、 此翁草 を 書る はじめ 

に、 これらの 事 を も、 翁 草へ 書 入れぬ、 今 はた 八十 瀬 の 波打 こえて、 暑 日の 長き に 倦み、 吾 好む 筆 を 

執れ ども、 毫を F: しう する も勞が はしく、 寐轉 びながら、 反 十：！ のうら に、 心の 向 ふ 事 ども を みだりに 

つらね もて ゆけば、 胸 はるけ く、 神爽 なり、 宇治 大納言 隆 卿の 陰 聞し 給 ふに 傲て、 見る 事 聞く 事眞 

僞は とまれ かくまれ、 書き あつめて 塵 塚の 塵と 名 づけし は、 吉 田の 法師 Q ゆるせる 名 なれば なり、 

翁が 庵へ 常に 雇 ふ賤夫 有り、 一 日 十 歳計の 息子 をつ れ來 て、 實語 敎を敎 てよ と 頼む、 余殆 困りて 携來る 

所の 本 を 取 上 見る に、 大概 はよ める やう なれ ども、 中には 理訓 などの 類 ひ 見えて、 すら- (-と 讀む事 難 

し、 故に 我 は 之 を 知らす、 外へ 頼むべし と斷り をい へば、 賤夫 常に 佘を 識者の やうに 思 ひ 居たり しに、 

斯 なれば、 輿 ざめ 顔に て、 さな 戲給 ひぞ と、 ひたすらに 頓む、 返答に あぐみて、 我爾に 疎く していな む 

に 非す、 實に之 を 知らぬな り、 耻 かしく とい ひて し」 ぬ、 さぞなん 我 を あざみ 笑 ふべ かめれ ど、 是非な 

し、 之 を 想 ふに、 人 は あらゆる 事 を覺ぇ 置が よしと、 獨笑 せり、 

天子 皇后 崩 去 あれば、 都下に は嚴 重の 愼 古例 有て、 關東御 凶事と 同様な り、 江 戶大阪 其 外國々 にて は、 

關 東の 御 事 は 至て 重く、 禁裏の 御 事 は 暫の愼 にて 相濟由 承ぬ、 是 何の 謂 ぞゃ、 あめが 下に 住 もの、 國恩 

を輕ん する はいかに、 我國 第一 の美稱 は、 天孫 萬 世に つ かせ 給 ふ を 以てな り、 然ば關 東の 御 事 は 勿論、 

天子の 御 事 も、 同様に 有べき 事歟、 今の 賢 侯に 訴へ 申た し、 
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第 百 14 十七 卷に たはれ 書し、 難 波の 一風 士、 去年 致仕せ しと やらん にて、 ことに 西國 禮 するとて、 妾 

腹の 女 を つれ、 艷 なる 鬉五人 を 揃へ て、 各笈 指に、 麗しく 花 を諾り 出立て、 其 身 は 一 刀若黨 中間 荷 持 上 

下 十四 人 連に て、 卯月の 頃 難 波 を 出て、 京に 久敷 逗留し、 東西の 遊里に 遊て、 此頃京 を 立し とに や 足弱 

の 旅行、 殊に 巡禮道 は、 馬駕 不自由なる ベければ、 定て 通し 駕の 二三 挺 も 具せ しに や， 素より 精進 もせ 

まじ、 今年 巳に 懸 車の 翁、 活氣粲 々たる 聞 も 潔し、 我 知れる 方へ は、 立 寄し となん、 耄年耳 聾の 我 友 か、 

la 限りて 音信 もせ ざり し、 

寳曆明 和の 頃、 矍鑠たる 老翁、 九條 家に 仕へ、 御 勝手 向の 御用 を 承り、 其 用 ひ 御 家 司の 輩に 超たり、 此 

老翁 元 如何なる 人と 云 事 を 不知、 飽迄 世事に 賢く、 其 身 富豪に して 活氣 なり、 諸侯 數 家の 勝 乎 向 を肯ひ 

齢 八 句 を 超て、 遠 國近邑 を往來 する 事、 近隣へ 行が 如し、 常に 靑樓に 遊て、 島 の 太夫 五幡と いふに 腿 

て、 又 外に 太 去の 中 一人 (名 失念) 相 口にて、 假 初に 遊會 する にも、 此 太夫 兩人を 楊て 遊ぶ、 其 風情 を、 

我 も 見受けた る 事 有り、 老翁が 出立、 黑糯 子に 緋 縮緬 裏の 小袖、 茶 羅紗の 羽 縫 を 着て、 手 駕に乘 来る、 

其 齢 八十 三 歳と かや、 其 花やか さ 齢に 拔群 若く見え、 恰も 劇場 役者の 如し、 盆 正月 節句 等の 紋 m を獨し 

て 請 込、 新 嫂 を 出し、 又 或 時 は九條 殿の 河原 御殿 を 我物に して、 女 郞を始 、廓の 者 共 餘多招 寄て 遊 宴す、 

我 子は權 門の 侯 家の 用人と なし、 犬に 時め きしが、 其 終 を 不知、 

或 人 余が 老 健なる を 兌て、 昔の 人 は 丈夫な り、 今の 人 何とて 斯 有ん やと 云り、 余 曰、 否 我 如き もの は、 

誠に 木 守りの 殘れ るな り、 其 所以 は、 我 時代の 人、 悉く 八 旬に 至らば 時代に 寄と も 云べ けれども、 其 世 

の 人々 は 皆 死 Ei- て、 我の み殘れ り、 今の 人 も斯く 成べ し、 八 旬 を 超る 人 は、 百 人に 一 人 有事 希. なり、 僅 

五十 年 や、 百年 時代 遠へば とて、 萬 世 不易の 世界に、 人の 强！ 1^ は 有 まじ、 夫に 付ても、 浮世の 老ん を！ 

るに、 さらで も 打 寄す る 老の浪 を、 我方より 年 を 寄らせて、 老の 述懷を 人に 語り、 物 毎 を ひかへ 用心し 

後生 を 願 ふ 輩の みなり、 我 は 一 々是 にー仅 して、 先 第 一 に 我老を 人に 語る 事 嫌 ひなり、 さなき だに、 老は 
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人に 疎まる、 物なる に、 面白から ぬ 悔み 事 をく り 言 せんに、 人 之 を 聞て 何とか せんや、 聞 人の 心 迄 を 悼； 

ましめ て、 よしなき 事 一 々述 るに 不及、 知れた る箏 なり、 我 はたと へ 財 用 乏しから ぬ 身なりと も、 爱にハ 

記す 活翁雨 人が 擧動 もい やなり、 唯 何となく 眷屬に 深き 世話 を かけす、 天 數盡る 迄 心 長閑に 樂 しみ 暮しー 

て、 終らん 事 を 欲する 事な りと 答 ふ、  一 

絹布 諸 器な ど は、 五十 年 前より あしく 成り、 百年 前の 物 は、 翁更 よし、 是は人 問 も 遠 ひ、 時代に より 厚 ) 

薄 優劣 有り、 其 謂 は 今の 如き は、 世の 華奢 長す るに 隨ひ、 金銀 は 乏しくなり、 諸 品 は 結構に 成 故に、 諸 j 

物の 價余 銀と 對 せざる に仍 り、 自ら 次第に あしく 成り、 廣物 とても 同じ 道理な り、 賣 てあしく ば 唯 も あ 一 

しからで、 うはべ の 謗り をよ くして、 打 見た る 所 は、 古物に 優れる 樣に、 欺き 描て、 人の 氣を奪 ひ， 誠 一 

は 諸 品 悉く 惡物 なり、 是人 を謖る 輕 薄の 情なるべく、 今の 人心 歟、 賢 侯 長く 政 を 執 給 ひ、 世人の 驕奢 止 一 

み、 正路に 復 しなば、 此類も 自ら 元に 歸 すべし、  に 

賀 茂の 社 士は、 國 法の 服 忌 令と 遠 ひ、 實系を 重んじ、 養 系 を 次に す、 最 祌前實 肉の 镜を 博る 所 は 去 事な. 一 

がら、 それ は 祭祀の 事に こそ あれ、 常の 人道 を もてい はに、 いと さへ 養實の 親疎、 法令の 通に 行 難き 一 

物なる を、 賀 茂の ごとく 養家 を輕ん する 様に て は、 人間の 僻 情 得たり として、 人に 正路 を 損すべし、 是 

祌靈の 御 心に、 いかで 協 ふべ けんや、 返 すん \ も あしき 社風な りけ らし、 予が家 旣に四 代 他姓より 嗣之ー 

實胤は 我 母 妻に 至て 結たり、 是 天 にして 奈何と もす る 事な し、 止ぬ る 哉、 我 之 を 悼 惜して、 偏に 實胤を 一 

捨て、 吾 家の 祖先 を 立る の 意 他な し、  ， " 

博 突 御 制止 は 素よりの 事 なれ 共、 就中 御當 代に 至り、 嚴令 有て、 之 を 侵す 者 盗賊に 准せられ、 其 所の 役" 

人 迄 も 罰せら る、 に 依り、 世上 恐怖して、 や、 諸 勝負 褰 止ぬ、 中に も を かしき は 道中 小 揚の者 ども、 (世. 一 

に 云 雲助な り) 常に 博 突して 世 渡る、 之 を 制せら るれば、 皆 逃散て、 道中 往来の 差 閊と成 故、 是は錢 勘 一 

定 とやらん 號 して 制 外に 差 置る、 と 聞く は眞 なり や、 私に 思へ らく 濱 相場 を 始、 諸相 場 素より 博 突の 大ー 
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なる 物と いへ ども、 是は 前々 より 立 置る.^ 事 なれば 論な し、 近年 寺社の 富の 事、 未年 忌 か、 りたる は是 

非な し、 追々 御免の 事 は、 停止；^ たし、 是が爲 に、 身 を 毀 ふ 者幾ぞ や、 溥 奕よりも 世の 風俗の あ L  く 成 

はき 田な り、 申さぬ とても 是 等の 事 は、 上に 知し めさるべし 穴 賢、 

事に 辜せられ て 解 官の人 は、 其 下司 を 除て 呼 之、 譬ば石 田 治 部 少輔を 石 田 治 部、 小 西 攝津守 を 小 西攝津 

安國 寺惠璦 長老 を 安 國寺惠 瓊と刑 札に も 記された る 由、 令 も 其 格な り 古へ 左 1) の 公卿な ど は 如何 唱 へら 

れし にや、 雲の上に て は に諱を 用ら る、 事 なれば、 行 平中納 言な ど を、 左遷の 時 は 行-午と 計り 唱 へし 

にゃあら む、 武家に 於て は、 諱を唱 ふる 事、 近世 普通せ ざるに 仍り、 關原落 居の 時、 浮 m 中 納言秀 家 流 

刑の 節、 外々 受領の 格に 下司 を 取 省きて、 唱へ 難き に 仍り秀 家 幼名 を^び 用ら れ、 浮 W 八 良と 被稱 しと 

なん、 秀家は (備前 美 作の 太 守備 前中納 言と 號) 五 大老の 北 ハー 人に して、 太閤 薨去の 後 も、 祌祖に 双び 秀 

頼 公 を 補佐せられ しが、 關原 ー擧に 西方の 總督の 如く、 其 辜 石 田 小 西に 等しければ、 旣に 死刑に 處 せら 

るべき を、 加州 緣坐 たるに 仍り、 遮て 加州より 願 はれ、 漸く 死罪 一 等を宥 て、 遠 流せら る、 秀家 父子 島 

に 在て、 憂き 年月 を 送られけ る、 舊臣浮 田 左 京 (後 坂 崎 出 羽 守と 號) 戸川 肥 後 守 花房 志 摩 守 等 は、 御 家へ 

被 仰 出、 諸侯の 列に 加 はり 居 けれ 共、 舊 主へ 志 を 運ぶ は 花房 一 人に て 有し を、 秀 家せ 賞して、 哀れ 生 iffl 

花房が 米 を 食て 死 度と 被 申 由 を、 花房 傳へ 聞て、 公儀へ 其 山 を 達し、 夫より 後 は、 秀家 父子の 糧を、 花 

房方ょり島 へ^5^りしとかゃ、 

寬 政の 頃、 紀伊宰相治{!^.,卿の御妹、 水戶少 將治亂 卿へ 御 婚儀 相究 り、 右 御 道具 を 被 遣、 其 列 伍殊外 長く 

相績 故，、 往還の 妨を思 召し、 行列 を 三ッに 切て 被 遣、 然に 安藤 對馬守 (當時 若年 寄) の 嫡子 長 門 守、 其 所 

を 通り 掛ら れ、 行列 切れた る を 待て 通らる.^ 處に、 紀 州の 雜卒. ども、 犬に 威光 を 振て、 長 門 守の 入數を 

担み、 甚 狼藉に 及び、 剩 へ 長 門 守 乗物に 掛り、 無法の 働 を 致す 故、 駕 脇の 士止 事を不 得、 彼 雜卒を 斬る 

仍て諸 卒大こ 起て、 追、 -に馳 加り、 安 藤氏 を 園む、 長 鬥守爲 方な く、 幸 ひ 同姓 帶刀 (當帶 刀 は 對馬守 弟 
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長 門 守の 伯父な り) 屋敷の 逢に ての 事 なれば、 帶刀尾 敷へ 駅 込て、 事の 次第 を 述られ ける に、 帶刀 許諾 

して、 家 來を差 出し、 漸く 之 を 制止して 强债 無法の， 议 原を搦 め、 其 場を鎭 め、 其 由 を治窒 卿へ 申 上られ 

ける に、 治 室 卿 之 を 聞 給 ひ、 長 門 守 も 大名たり、 途中に 於て 狼藉者 を 切 拾ろ 事 勿論な り、 賤卒 ども 當家 

の. -収 光を惜 て、 か. -る 狼藉 を 働ら く條、 言語 道斷 なり、 他家に て、 當 家の 家風 を不 遲狼戾 なりと 嘲笑ん 

事、 心外の 至な り、 急 度 穿鑿 を 遂げ、 不法の 奴 原嚴 刑に 可處 なれ 共、 夫より は 公儀へ 達し、 公法に 任せ 

可 然とて、 御手 前にて、 穿議を 詰られ、 頭取の 者 共 を、 公廳へ 引渡さる、 流石に 資 君の 聞え 有る 故治貞 

卿 の 敎育 し 給 ひし 程 有て、 今の 紀侯も 良 君たり と 聞 人 感赏し け る 、 

因 記、 安藤 對馬 守と、 安藤 帶刀は 元と 同家な り、 元祖 帶刀 老年に 被 及し 頃、 江戶 詰に て、 或 時 同姓 右 

京 進 (對馬 守の 祖 なり) の 許へ 申 送られし は、 久敷參 き 下 致睐々 敷に、 其 許 御 暇 日に 夫へ 參向可 致 由な 

り、 右京 進 聞て、 帶刀は 無 詔 人に て、 加 様の 音信 は 珍ら しき 事な り、 何と 思 ひ 寄れし やとて、 返答に 

能 ぞ預御 使者 悅入 候、 来る 何日 暇 日に 候條、 御 出」 ほ 幾 候と て、 使者 を歸 され、 扨 饗應の 用意、 彻に申 

付ら れ、 當日帶 刀參向 有り、 日 頃の 疎 情 を 謝し、 快く 語られ、 夜闌に 退出せられ ける に、 跡に 帶 刀の 

佩劎殘 りけ る を、 右京 進 見 付ら れ、 沈醉 のト； にて 忘却せられ しに や、 帶 刀に は 似合ざる 事な りと て、 

近習の 士に潛 に 申 含め、 彼 佩刀 を 持せ て、 跡より 追懸 させら る、 彼士帶 刀の 乘 物に 馳 着て、 密に 新と 

述 ければ、 帶刀大 に 笑て、 武士が S 刀 を 忘れて 能 物 敷、 我 刀 は是に 在と て、 乘 物の 內 より 出して： せ 

られ ければ、 彼士默 して 刀 を 其 儘携歸 り、 右京 進へ と斯と 申け るに、 右京 進淚を 落され、 扨 は 此刀は 

我等へ 記念に 送られし と 見えたり、 最早 老衰 故、  <lr 度 を 暇 乞の 心に て、 無程紀 州へ 歸ら る、 心なる ベ 

しと 被 巾し が、 案の 如く 夫より 暫 して 歸國 し、 幾程な く殁 せられし とか や、 是_^^^穗集歟、 何やらん 記 

錄に 有て、 燒失故 書名 を覺 えす、 但今の 風俗に て みれば、 諸侯の 類 參會に は、 主客 共に 刀番 有て、 加 

様の 忘却な ど は 決て なき 事な り， 其 世 は 物ハ母 質素なる 故、 諸侯 とても 今の 如く 重々 敷 は 無り しと 見え 
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たり、 

此帶刀 は、 長久 手の 戰功は 勿論、 其 外 武名 世に 高し、 叉 思慮 篤き 人に て、 政事 を 執に 足れり、 故に. 驟 

府 老中の 內 より 撰 出され、 紀伊 侯の 輔弼たり、 平素 無口の 人に て、 夫 は 可 夫 は 否と 計り 云、 或 時 何 敷 

大 造の 事 (其 品 失念) に 帶刀掛 られ、 萬の 指揮 せらる、 を、 祌祖聞 L 召 及ばれ、 加 様の 事 は 見習 ひ 置べ 

しとて、 土 井 大炊頭 を 日々 に 場所へ 遣 はさる、 帶刀諸 士の伺 を 聞て 夫は惡 しと 計り 申さる、 仍て又 伺 

直した る を、 夫も惡 しと 計に て、 加 様に せよ との 指圖 はなし、 再三に 及で 夫が よしと 申さる を、 大炊 

頭 不審して、 最初の 伺 思 召に 不 叶ば、 其 時 加 様と 御指圖 有らば、 物 毎 早く 明て 可然 を、 * 與三伺 し 

を させら る、 は 定て故 有 票と 存候、 御 相 傳可被 下と 被 申 候へば、 帶刀 云、 尤の 不審に 候、 最初に 指圖 

プズ 4- ば、 物 毎 早く 埒明宜 候へ 共、 夫に て は掛り 役人の 心、 其 事に はまらす 候、 只 大旨を さへ 伺が へば 

能 様に 差圖 可^と、 指圖 頼みに 成 候へば、 自分の 働 は不入 候、 伺 を 差 返す 時 は、 己が 思慮 一 ばいに ェ 

夫 を 凝し、 伺 を 出し 候へば、 共 事に 格別に 力 入 候、 總 じて 君の 事に は、 飽迄 心を不 川して は、 本意 

ならす、 鬼に も 角に も、 紀伊 殿に 能 人 を 持へ 進し 度 計に て、 如是と 被 答し とぞ、 いと 崇き 意な り， 是 

も 右の 類の 記錄に 有しが、 宙覺 なれば 不詳、 

余 は 若年より 暑に 倦む 事甚 し、 况八 句の 今に 於て を や、 氣 縮り 神 味く 朦朧たり、 寒氣は 老衰の 上に も、 

筋骨し まって、 精祌爽 なり、 お ほよ そ 十 人に 八 人 ほど は 爾り、 希に 寒氣 よりも 暑が 凌ぎよ きと 云 人 有 

り、 此意 奈何と も辨 へがた し、 夫 寒暑 水火 は 相對の 物な り、 然ば冬 は 火 を 以て 塞 を ふせぐ、 夏 暑き とて 

冬の 火の 如く 水 を 溜て 浸 居ん に は、 世の 人 皆 病人と 成べ し、 僅に 吹 風を納 過て、 暑 を 凌 は 、冬と 遠 ひ 肝 

要の 防 道具な き 故に、 暑に は 人々 苦しむ 道理な り、 猶其 上に 资蚊蠅 の 類の 諸 蟲に責 られ、 魚 鳥 野菜の 食 

味 冬に は 劣り、 束の間に 食物 も 損じ、 一 ッ として 暑氣 によき 蔡 はなし、 それ をよ しと 思 ふ は、 銘ケ禀 得 

たる 性の 爲す處 敷、 或 人 曰、 寒 暴 S 好惡 は、 其 人の 出生の 時節に 寄と いふ、 實 にもた めしみ るに、 暑に 
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生れし 人 は 暑氣を 痛ぬ が 多し、 己が 禀 たる 季候の 自然と、 時に 和して 感 やる 故 成べ し、 

北 丹 波 八丁 山 は， 弓 削庄知 井庄の 間に 有て、 其 圍方ニ 里 i ぽに峙 立る 大山な り、 先年 雨 i±l の 論に 仍り、 公 

儀へ 召 上られ、 其 後 は 公儀 山と なる、 寬 保の 頃、 佘に山 內點撿 を 命ぜられ、 彼 地に 十日 計 滞留して、 隈 

なく 山中 を 見る に、 高 樹陰々 と 聳え 茂れ 共、 s: 面に 川なければ、 之 を 伐 出す 事 難し、 其 道の 者 共、 色々 

工夫して、 公儀へ 願 ひ、 山 入して 調 儀 を爲せ 共、 鬼角津 出し 差閊 て、 皆 半途に 止ぬ、 故に 全山 高 樹滿々 

て晝も 暗夜の 如く 物凄し、 漸く 兩庄 より 願 ひて 下艸 を蔓 り、 又 山 內に炭 燒の者 共 住居して、 僅に 木 を 伐 

て 炭を燒 く、 其 仲 か 間の 者 五 人 有り、 四 人 は 山內微 しく 地の 形 平なる 所の 樹木 を拂ひ 小屋 を 建て、 各 妻 

子 を 育て、 其 小屋の 體、 土 不自由なる 故に、 壁の 代り 四方 板圍 ひに して、 市中の 風呂の 犬なる が 如し、 

傍に ゎづ かの 茱園も 有り、 壺 中の 天地 山內の 都と も 云べ しと 一笑せ り、 今 一 人 は 三 右衛門と 云り、 渠が 

小 家 は 夫より 遙 隔たる 谷底に 只 一 軒 有て、 妻子 一 所に 在り、 十歲 前後の 子供 數子 見えたり、 傍に は 蛾々 

たる 厳に、 熊の 爪を硏 たる 跡 杯 有て、 日蔭 もさ- -ぬ 凄き 處 なり、 など や 仲 か 間の 者と 離れて、 か. -る所 

に 棲 やと 尋れ ば、 仲 か 間の 者と 不和なる に 依り、 爱に 住り と 云.' よし それ は 任地、 他出 留守に 足 計淺 

し 置て は 安心 成 まじ、 如何す る やと 問へば、 留主は 熊 猪 狼の 猛獸 ども 皆 味方に て 候へば、 渠 等に 任 置 候 

人間に 預 置より は、 尤 丈夫に 候、 去 故に 京都へ も 出て、 其 外方々 に.^」 宿 致 事 度々 に 候へ 共、 聊留 主の 氣 

遣 無く 候、 子供 は 常に 右の 獸と 友達に て 候と 云へ り、 昔 語の 公 時 も， i.^ る 事に や 有らん とぞ覺 ゆる、 又 

或， 蛆 つた ひ を 通しに、 谷 を 隔て 半 町 餘り向 ひの 木深き 樹上に、 猿 一疋 登 居し が、 人跡 絶た る 所 を、 我 儔 

の 行列せ る を 見て、 大に IS きたる 體 にて、 木の間へ 隱 しが、 姑く すると 爱 かしこの 樹上に 猿 ども 夥しく 

群 登り、 此方 を 眺る事 雲霞の 如し、 始の 猿、 己が 友に 令 流して 我 もくと 見に 出し 成べ し、 實 にも 其 倩 

人 問に 近き 物な りけ らし、 又 可 笑 も氣の 毒な りし は、 我 旅 宿 山里の 事 なれば、 物每 不自由なる を、 公 吊 

故、 近 邑の村 役人 旅 宿に 勤番して、 樣々 饗する 體 なり、 都て 御用 場に 於て、 所の 馳走 を不請 事、 素より 
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公法な り、 仍て 役人 を 呼で 其 趣 を 申き かせ、 殊に 山中の 事 なれば、 決して M 走が ましき 事 無用な り、 一 

汁 ー茱を 調る 共、 有 合の 野菜の 外 は、 箸 を 付べ からす、 彼是 心 遣 ひも 氣毒 なり、 鰹節 一 ッ家來 へ 渡し 置 

べし、 さ 有らば 其餘 一 茱 にも 不 及と 中ければ、 役人 承伏して 立け るが、 其 後 も 是非 一菜 は 不.^  、 鰹節 も 

出さす、 故にぃか^-と思ひ居たるに、 ー兩日 過て、 村 役人 家 米へ 內々 にて 申 聞け る は、 此頃 鰹の 事 を 仰 

付ら れ候 故、 近鄕を 探し 候へ 共、 何方に も 無 之 候、 此段宜 く 執 成 を 頼む 山、 則 家 來爾々 の 旨 申 聞る に仍 

て、 我 も 案の 外 故、 左 有らん に は 決て 鰹 無用な り、 此方 は 左様の 事 は 不知、 馳走 を 厭 ふて 鰹 を 好し なり 

不存寄 役人へ^ 話を掛 たりと、 斷 りたら くにて 止ぬ、 か- -る 山里に は、 鰹 さへ なき 事 を始て 知れり、 

土 屋能登 守 (常 州 土 浦 城主 九 萬 五千石) 內窒 は、 太 S 備中守 (遠 州掛川 城主 五 萬 石 餘當時 京都 所 司 代) 

の 息女な り、 其 侍女に 太 田家より 付 來し女 有り、 容貌 魔 敷 故、 登 能 登 守の 箕 妾と 成て、 寵 遇せら る、 此 

女 太 田家 士 某が 娘 故、 內窒を 超え、 其 身の 寵を 〔侍る 事 本意に 非す とて、 暇 を 乞 ふ、 能 登 守 是非な く 暇 を 

遣 はすと いへ ども、 猶心淺 りしに や、 彼女 を 手 討に して、 其 身 も 自殺 せらる、 內室之 を 聞て、 ロ惜 くや 

思 はれ けん、 同く 自害され しと ぞ、 表面 は 能 登 守 先病氣 分に て隱密 し、 未 何とも 落着せ すと 風聞す、 虚 

實を 不知、 寛 政 二 年の 事な り、 

同. 頃 江 戶祌田 二 丁目に、 桑 名 屋四郞 兵 衞と云 薪 米 商 資の者 有り、 又何撿校とゃらん云ふ盲人の^^に 惡 

黨 有て、 內 證勘當 にあ ひ、 親の 許 を 出て、 此四 郞兵衞 方に 寄食せ しが、 如何の 譯 にや、 其 者の 口より 四 

郞兵衞 が惡事 顯れ、 召 捕れ、 家內 を改ら る、 處に、 有 金 三百 兩、 錢ニ千 五 百 貫 文、 具足 十 五領、 弓鐵砲 

^長刀 刀劍 の數夥 敷、 町人 不都合の 道具 を 多く 所持す るに 仍り、 一人 御 不審 掛り、 嚴敷拷 1^ に 及處、 四 

郞兵衞 事、 盗賊の 張 本に て、 手下の 者 夥く有 之、 追々 召 捕れ、 只今 御 吟味 最中の よし、 是も 不知 虚實、 

美人の 繪の贊 

恐し やか、 る 美人の またぐらに 人と る 池の 有と しらす や 
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是は 一 休 和 尙歟可 追考、 素より 知れた る 事ながら、 知れた る 事と て、 なぐり 置けば、 我 知らす 怠り 破る 

事 世の 習 ひなり、 孝俤 忠信の 道、 是程 知た る 事 はな けれ 共、 行 ふ 事の 難き を 以て 思 ひ 量るべし、 夫から 

みれば、 右の 贊 歌の 愼、 師の 敎誡を 聞に も不 及、 我心 ひとつに て 行 ひ き 道な り、 念 佛宗の ひたぶ る 念 

佛を 中し、 御經宗 の不怠 題目 を 唱 へて、 門徒 宗の 行住坐臥に 知 足の 御禮を 申なん ど、 愚昧のと もがら、 

夫 を 以て 邪念 を拂 ふに は 至ら ざれ ども、 責ても 口癖に 成りよ き 事 を 申て は 申さぬ に は 如 じ、 此三 宗旨 は 

本邦の 新宗 なれば、 愚 夫婦 袁迄を 導に 易から しめんの 敎誡、 最 開山の 功勞 至れり と 云べき 歟、 其 餘の宗 

門 は、 加 様の 方便 it ければ、 自ら 本邦の 衆生に 風俗に 遠き なり、 忘れても くみ やしぬ らん 玉 川の 毒 水 遠 

きに 非す、 此畫贊 をく り 返しく、 朝夕 題目 稱名 を唱が 如くせば、 身 を 過つ 事な からまし、 

或 人 東都へ 赴く に、 侯 家 其 外 親類 知 音の あまた 彼 地に あれば みやげ ものつ とく 調ん も、 甚 多端に て、 

勞が はしければ、 兼て より 其 用意に、 堂上 衆の 手筋 を 求め、 あまた 諸 卿の 色紙 短冊 を 乞需め 置け る を、 

それ，， ^への 土產 とす、 京都 こそ、 堂上 衆の 攀は 珍ら しからねば、 さの み賞翫 せす、 流石 江 都 は 邊國に 

て、 堂上 衆 をな ベて 尊信 すれば、 慰なる 領 Q 産物より、 殊に 欣び ける となん、 いかなる 侯 家へ 上げても 

餘 物より は 風情 有て、 篤く 謝せられ しと ぞ、 又 或 人 東都へ 下向の 時、 物に 心得た る 人、 餞別に 先の 人の 

姓名の 手札 を 數百枚 記して 送る、 其人權 下に 居る 人 故、 手 廣く動 歩行 身 なれば、 此 手札 犬に 用に 立て 悅 

びし とぞ、 是も 先き の 人の 日頃の 氣 質に みるべき 敷、 

西本願寺 先 上人 は、 第 百 六十 一 卷に 記る 如く、 五十 年 前狂疾 有て、 退隱 せらる、 夫より 今に 至て、 本坊 

西の方に 蟄居な り、 其 後 は 物 狂 はしき 事 はや、 止 ぬれ ども、 常の 人と は 今 も 異なり 本坊 より 一 ヶ月 銀 一 

貫目 づ、、 賄 料 を 付ら るに、 自ら 之 を領 して、 陪 仕の 者に、 曾て 不任、 麁食、 .s^a 服して、 只今 銀 錢の月 

を累 ねて、 殖 るを樂 みとす、 坊外 は大宫 街な り、 常に 物賣 を、 ^111ら窓ょり呼て、 是か買 ひ 價を直 切 察、 

世人に 超たり、 斯 して 暮 さる、 故に、 費用 少く 銀錢を 裸に して、 服 前に 積み、 常に 眺 之て 樂 とす、 傍 
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の 者 之 を 犯さん とすれ 共 五十 年來 禁足の 人 なれば、 之 を 窺 ふ 事 成す、 或は 入湯 便所へ 行る、 透 間に、 兼 

て 用意して 丁 銀 小 玉の 小き を 大に換 て、 數を 合せ 置けば、 夢にも 不知、 數を よみ 置 計な り、 錢 はつな が 

すして、 堆く積 置ば、 數 知が たし、 故に 透 をみ て ひたと 摑て盜 取と かや、 昔の 岡 左 內が樂 に似て、 其 志 

の 向ふ處 雲泥な り 可 笑、 

國々 の 部 語の 異なる は 勿論な り、 叉 さして 遠 はざる 事に 聞 惑 ふ 事 多し、 讃岐の 人と 語り合し に、 束 寺の 

梅^たり といへ る を、 余聞 誤て 夫 は 時節の 梅なる べし、 冬至 梅 はも はや 過たり と い へ ば、 いや 冬至 梅 

の 事に は 非す、 東 寺の 境內の 梅の 事 をと いふ、 漸く 點 頭したり、 是 京師の 唱 には假 字の 浮沈 違 ふ 故な り 

東 寺 冬至 京に ては斯 く、 讃岐は 東 寺 冬至 如此、 花な ども 右の 人 は 花、 京の 人の 花、 字々 加 様の 類 多し、 

都の 人 は 訛らす、 箸 端 橋 開口よ く 分る といへ せハ、 一概に 爾ら す、 此東寺 冬至な ど は どちらが よき やらん 

辨 へがた し、 京の 子供 は龜を 纏と いふ 正に 訛るな り、 又讃岐 の人少 と いふ 事 を、 少， <\ と 云、 是は 

地頭 少將 の官を 撣 る 成べ し、 尤國々 の 領主に 少將 多し、 定て 其國々 にて は皆爾 成べ し、 又 江戸の 人 余に 

對 して、 足下 は 平 計 を 好まる-^ 由 承 及たり と 云 を 聞 惑て、 再 問て 漸 俳諧の 事と 知り、 武 陽の 人 は 「ハイ 

「カイの 類の 開口 分り 兼るな り、 「へェ 「力 ヱと 聞 ゆるな り， 又借り 買 ふの 問？ ひ あり 、希 を カツて 

^^ょと云、 吏の 者 惑て、 加 樣の類 は 借し 不 申と 答る を、 いやと よ カツて 來 よと 云て 不止、 傍に 江戸 を 知 

たる 人 有て、 使の 者に 之 を合點 させて 埒を 明たり、 借る 事 は 借りる と 云な り、 總 じて 關東は 言葉 尖に 濁 

音な り、 仙臺は 殊に 甚 しく、 夫より. 奥 羽の 間殊 さらに 聞 えがたし、 西 國は詞 柔に鮮 なる 方に て 聞 易し， 

多分 「で 文字 を 不用、 左様で 御座り ますと 云 を、 左様に 御 11 ります、 其餘此 格な り、 又 女の いらへ、 京 

にて は 「ハイと 云、 阿波の 邊は 「エイと 云、 伊賀 は 「ナイと 云、 等の ナイ， （-と 云と は 違 ひ、 やさし 

きこ はねに て、 「ナイと 云 は、 聞 馴ては 耳に 立ぬ ものな り、 其外鄕 語を擧 んに盡 すべから す、 

女の 肺 布は據 物に て、 人前へ 出る 物に 非す、 男の 禅 勿論な り、 „y を晴 とする は 角力 取 計な り、 さる を娼 


嬌の類 は * いかめしく 緋 綜 めん を 長く して、 衣服と 裾 を 等う して、 人前へ ひらめかす、 尾籠 云 ふ 計りな 

し、 責ても 妓婦は ゆるし てん、 近き 頃 は、 なべての 女 かくの 如し、 わきて きたなく 見えし は、 難 波の 賤 

の 女が、 泉 色なる 木綿 肺 布 を 引す る 計りに 長く する ぞいぶ せき、 名 さへ 二のと いふに いかなる 心ぞ や、 


翁 


草 I 


^   五ョ九 


革 


翁 


 .  五 四 0 

八ム别 草 卷之百 七十 四 

麈 塚の 麈 

文 車 は 今の 狀 刺の 類 か、 いかなる 製に や、 古へ はかり そめの 名 も 読し く 聞 ゆと 心に く かりし に、 讚岐の 

森 長见の 編る、 忘 貝に かくなん 兑當 りし、 

聖擧 自在に、 支 車と 云 は 古しへ にも 見えす、 如何と 思 ひしに、 徒然 草の 古本 を 見し に、 文 靡と 有しに 

て、 始て广 冠の 消た る 本より うつし あやまり たる 事 を さとりし と 見 ゆる、 又 徒然 草抄に は、 文 車と 云 

も 有事 を 載たり、 

と 有り、 愚意に 伊勢 物語の まろが たけの 說 にも、 是に 似た る 事 有り、 (宙覺 不安 之 可 追考) まのあたり 今 

の 世の 事に も、 か、 るた ぐ ひ はお ほかる、 いかにい はむ や、 上れる 代に 於て を や、 それ もまた 好士 のた 

くみ も あなれば、 一 概に 信じが たし、 たビ ie^ に ふれて 是を かう がへ る も、 老の たのしみ 成べ し、 此 忘れ 

貝 はかく 據處 を？ 1^ ちた して、 然るべき 物なる 故に、 此塵 塚の 塵の 末に 少しく 拾 ひ擧る ものな り、 又 徒 

然草抄 の 文 車の 說 など は、 後人の 僻 案なる べし、 

木 朝 苗字の 事、 上古に は 無し、 六 七 百年 以米 尊ら 是を用 ふと 見えたり 其 濫觴 は、 姓名 計りに て は 同名 有 

て紛 しき 故に、 誰 は 何つ 處の甘 r 彼 は 何の 誰と 異名 符丁の. 如く、 假 初に 呼 習 はせ しなり、 たと へば 池の 

端に 館 有る を 池 殿と 云 ひ、 門の 脇に 有る を 門 脇 殿と 云 ふ、 今 江 都に て 田 安、 一 ッ橋、 淸水 御殿な ど、 い 

ふが 如し、 近衛 殿、 九條殿 を始、 堂上 衆の 稱號、 元 來は皆 其 格な り、 其 邊 なる 街の 名 を 呼び、 ある は少 

し Q 據を もて、 家に 號る 計に て、 深く 由絲に 川る 事に あらす、 朝家の 人々 は、 今も爾 り、 武士 已下は S 
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氏よりも、 是 をへ つもの 系 園 に 申立、 或は 新 HZ を宗窒 として、 其 枝葉 江 田 大館里 見 鳥 山 世 良田 額 田 金 谷 一 

の 井 岩 松な ど、 相 分れ， 足 利に て は 吉良石 堂 仁 木 紬川斯 波 今 川 荒 川 山 名 畠 山 桃 井な ど、 いかめしく、 黨 

を 立る、 御當 家に 於て は、 三 川 松 平 衆 十八 家 は、 悉く 御 先祖の 類 葉に して、 各 松 平 を被稱 といへ ども、 

數家紛 はしき に仍 り、 長 澤大給 深 溝 藤 井形 原 櫻 井野 見 瀧 脇 鵜 殿 -其餘 悉不覺 今 斷絕の 家 も 有) 杯と、 地 

名 を稱號 とし、 各 御 家門 格に て、 御 家 ほより は 上座たり しが、 御 當家國 初より 如何なる 譯 にや、 御 家門 

の號を 削られ、 御 譜代 一 銃の 侯と なられぬ、 今數 家の 松 平 衆 皆其裔 なり、 元 來は紛 ざる 爲に、 呼た る異 

名の 類が、 後世 恭く系 圖 に 成た る も 可笑し、 旣に 淸盛賴 朝な ども、 源 姓 平 姓 を名乘 る、 計に て 苗字の 事 

を不 聞、 ベ マ の 世の 如き、 姓氏 は 次に して、 人 姓名 を 問へば、 苗字と 假名 を 互に 名乘 合の みに て、 其 人の 

姓氏 實名は 何と 云 やらん、 親しき 中 にても 知らで 濟 なり、 其 假名と 云 もの、 字に も 非す、 故 もな き 官府 

の號を 借りて、 何 左衞門 何兵衞 など、 呼 は、 官名に も 非す、 字に も あらす、 何やら 知れぬ ものな り、 せ 

めても 何太郞 何次郞 などい はん は 可なる べし、 左 衞門兵 衞の類 は、 犬に あたらざる 事な り、 適 詩文 章 を 

書な ど、 俄に 事々 敷 諱字號 など 書 顯すぞ 興さめ て 思 はる、 異邦の 人 之 を 聞ば、 嘸な 笑なん、 鬼に 角に、 

朝廷の 御風 俗に はいに しへ を 喪 ひ 給 はす、 奥深く いみ じかり かりけ り、 矧ゃ 卑賤の 者 は、 寶 名字の 差別 

なく、 唯 何兵衞 にて 仕舞 ふ 事 を かしきなら はし 成け らし、 

共ムは 中華 聖代に 興りて、 古き 遊びな り、 琴 碁書畫 といへば、 藝 術なる べし、 藝 ならば 多年 思慮 を 凝して 

之を學 ばんに 庸思 といへ ども、 など か 其 道を微 しく も覺ら ざらん や、 然るに 蕃計は 如何 ほど 多年 好み 翫 

ベ ども、 曾て 其 功な し、 餘藝を 鈍 村と い へど も、 好て 怠ら ざれば、 自ら 其 道 募るな り、 碁 は 嬰 兒の才 を 

以て も、 朝に 習 ひて 夕に は、 古き 愚 手の者 を 挫く、 是 自然の 事に して、 修行に 寄ら ざれば、 藝に 非る に 

似たり、 此理 奈何、 或 人 此辨を 書 ぽし由 申せし が、 是も 故人に 成 ぬれば 不 見に 止ぬ、 

道の 下手と 云 は、 其 道を辨 へたる 上の 名 成し、 世人 卑下して、 我 は 下手な りと 云 は 僻事 か、 其 類 は 中々 
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下手へ も 寄付れ ぬな り、 碁 家 代々 の內 に、 林 門 入 家に、 下手 門 入と 云 有、 彼 其 世の 名人に 對 して、 右二 

子 を 著 は， 一 希 も 負す、 又 兄 を 著 すれば 一番 も 勝す， 故に 碁 家に 於て、 下手 門 入と 稱 せりと なん、 是を 

以て 下手の 號の 容易なら ざる を 思 ふべ し、 

近年の 碁 家 井ト： 周碩 (當時 左 京 山 崎 主稅實 父) は、 半 名人に て 上手に は 少し 優り ぬれ ども， 今 少の遠 ひに 

て 碁 所に 不至、 鬼. 5： する 問 に、 年 も 老い、 其 上 所 勞に仍 り、 其 身 基 所の 望も絕 え、 久敷 名人 中絶して、 

道衰 るに 似たり、 此上は 本因坊 察 元 未年 も 不老、 家藝 家に 優りて 見 ゆれば、 是を 因碩より 上表して、 碁 

所に せんと 欲る 處に、 察 元 因碩が 老衰 病 通 を 見込て、 進て 勝負 を 望む、 因碩 素より 右の 主意 なれば、 な 

じか はると は 申べき、 去ながら 老衰 所勞 Q 上 なれば、 手談の 試に 不及、 察 元 を吹擧 せんと 欲れ ども、 察 

元 不諾、 是非 古例の 通り、 手相の 上に て 勝敗に 可 任と 申に 仍り， 不得止 事 其 趣 を 言上して、 察 元との 義 

有り、 架して 察 元 勝 課せて、 望の 通 察 元へ *j 所 を 命ぜられぬ、 仍て 双方の 徒、 互に 快から す、 陰に て 色 

色 評せり となん、 因碩 は 勝負に 不及、 察 元 を吹擧 せば 老人の 執 計 世に 聞 えても おとなしく 難な かるべし 

との 主意な り、 察 元は 古來 勝敗 を 以て 命ぜら る、 事 を、 夫に 不 及して 經 上る 時 は、 世人の 伏せざる 處な 

りとの 意なる べし、 双方 一理 有て、 可否 奈何と も 難 評、 

碁 家 本因坊 井上 安井 林な り、 各 同格に て 仲 か 間な り、 碁 所に なれば、 淺り三 家 を 支配して、 其 道の 棟梁 

たり、 其 身 御 紋の時 服 を拜領 し、 一等 格式 遠 ふなり、 され ども 御 目 見 以上と 云に も 非す、 先 は 格外な 

る 物な り、 叫 家 互に 勵競 も理 りなり、 HS 碩跡春 達、 其跡當 時の 因 達 は、 元藝 州の 產 にて、 幼名 橘 次と 

云、 京師の 儒 醫吉益 周 助 方に 寄宿して， 常に 小島 道 芝 r 初大六 後登 曾 進と 更む 五段 手 直) 方へ 來て、 

棋 局を學 ぶ、 漸く 募りて、 道 芝より 師家 因碩 方へ 吹擧 して 差 下し、 竟に 井上 家 を相績 せり、 其 長、 柔 

和溫 厚の 才子に て、 自藝 にい さ、 か 誇らす、 是に會 する 人、 誰か |5 む 人な し、 又 道 芝 養子に 登 曾 進と 

稱 する 有り、 蛩歲 ょリ、 道の 才子に して、 拔 群なる 故、 幼少より 家元へ 遣 はし、 修行 させけ るに、 蒜 


家 各 手 を枸て 彼が 奇材 を美稱 す、 故に 諸侯 家より 之 を 呼れ、 碁 を 見 給 ふ、 此生質 も 又 因 達に 等しく、 

普く 人 之 を 譽て因 達より 道 芝へ の 書 通に も 登 曾 進が 才器 中々 我 類 ひに 非す、 後々 に 古今 獨步の 人なる 

べしと 害 返し 狀を、 余 も 見 侍る、 惜ぃ哉 不幸 短命に して 八 r は 亡し、 

陰 娼の事 今更の 事に 非す、 御 治平に 傲 ひ、 三 都 は不及 申、 邊國津 々浦々 に是を 犯し、 商 ふ 者 多く 世々 禁 

4- し 給 ふといへ ども、 頻に 行れて 不止、 京師に て は 淸水坂 幷北野 七 軒 茶屋な ど、 巾に も 古株に て、 权倉 

氏 京 尹の 頃より、 女 を 一 人 宛 抱へ る 事 を 許され、 之 を 茶 立 女と 號す、 され 共 遊妓と 云に も 非れば、 押晴 

て 遊里の 所作 は 悼り ぬ、 (淸水 坂の 茶屋 株 阿古 屋 株と いふ) また 一種 風呂 株と て、 古き 株 あり、 是は 洛中 

に 有る { 仝 風呂な り、 是 にも 1^§搔 女と て 一 人 宛 御免な り、 (之 を 風呂の 猿と 云) 是は 衰微して， 段々 商寶を 

仕舞 ひ、 三 四十 年 前 迄 は、 窒町 五條 上る 松屋 風呂、 一條 堀川の 柳 風呂の み 僅に 淺り、 太夫 風呂 は洛 東に 

移して， 渡世し ける が、 今 は 皆退轉 しぬ、 夫より 追々 旅籠 や 株な ど- -號 して 給仕 女 一人 御免、  其 後 水 

I  i  '  享保 十四の 頃 か 天 和貞享 0>3 ^か 

茶屋 株と て、 茶 汲 女 二人 御免に て、 益此商 超過せ り、 是寛政 二 年より. 凡 六十 四 年 前、 自是先 百 有 餘年已 

前、 石 恒町繩 手 の 者 共、 此 商露顯 して、 家々 の 亭主 共、 四條 芝居 前に 梟首 せらる、 故に 其. f 分、 はい 皆 

元 祿寶永 Q 顷カ 

人怕れ わな- - きて、 暫は此 事 絡 ぬれ ども、 又 年經る 儘に、 今に爱 に 潜み 此 いとなみ を爲 す、 八十 有餘年 

已前、 三本 木 土 堤町邊 にて、 此密會 を 企て、 世人 擧 つて 是に 遊ぶ、 世 を 憚りて 寶 女に 非す、 素人と 云 心 

にて、 妓の名 を 白人と 呼 習 はせ り、 (此 時分 女の 駕舁 有て 土 堤の はると て 名高 かりし) 然るに 寳 永の 頃、 

五 年 

京洛 大火 後、 其 邊御 用地に 成り、 新に 常 火 消 屋敷 建、 (近國 一 萬 石 計の 小 侯 在京して 被 勤 之， 但是 は當時 

の 月番 火 消の 外 新規な り、 享保六 七 年頃 片桐石 見守 切に て 止む、 其 跡 九條家 河原 御殿になる) 依 之 土 堤 町 

の 者 共へ、 祇園の 下にて 代地 を 下され、 彼方に 移て、 密に 件の 商を爲 す、 其 頃 迄 は、 鴨 川の 東 は 郊野に 

して、 繩手邊 に、 三條 下る 車道 迄 纔に家 有り、 其 南 は堤暖 にて、 髻コキ 場な り、 四 條邊に 件の； 1^ 籠屋少 
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少有 計な り、 故に 三條 橋より、 祇園の 西 門 仲 源 寺 (目 病 地藏) など， 一 目に 見え わたる、 其 後 七十 餘年 

以前、 祇園 新地 建、 享保华 間に 至て、 端々 の 新地 雲の 如くに 起り、 ふるき 淸水 株の 如き は 却て 衰 るに 仍 

.  宽延 の顷か 寶曆の 初 か 

り、 其 古株 を 新地々々 へ 移し、 此商 次第に 增 長す、 四十 餘年 以前に、 吟味 有 之、 の 娼婦 藝 子の 類 を 

悉く 島 原へ 謫 せられ、 妓屋 皆咎に 遇て、 姑く 潜り ぬれ ども、 程なく 元の 如くに 成ぬ、 抑 島 原 は 古来の 遊 

廓に して、 遊妓 御免の 地な り、 始は萬 里 小路 (街に 柳の 並樹 有し 故に 柳 馬場と 號、 今 遊廓 を 柳 町 云 も 其 因な 

り、 と 大門 口に 柳 を 植るも 其故實 によれり) の 地に 有し を、 豐！ 21 家の 頃、 六 條西洞 院邊へ 移し 潜らる、 廊内 

三の 街 有り、 故に 三 筋 町の 名 有り、 然るに 市 店に 聯 りて は， 世 風惡敷 成る 由に て， 寬永中 今の 場所に 移さ 

る 此年肥 前國島 原 耶蘇 一 投峰 起の 折 柄 なれば、 田 間の 一 郭 原の 十 ：！ 城に 似り と 世人 假 初に 島 原と 呼し が、 今 

の 名と なれり、 本名 柳 町 六十 町 西 新 屋敷な ど 上 K は、 知人な し、 然共 官へ訴 書付、 其 外 表立た る 事に は 

寳暦 元よ リ 四十 年に 成 

西 新 屋敷 御 町と 書く、 而て 四十 有餘 年が 問、 隱し妓 御， 努議の 御沙汰 も 無り しが、 寬政ニ 戌年 六：： 官」 肘の 

役人 所々 へ 手 分して、 雜東 を始、 四隅に 在處の 隱妓を 閃々 と、 唯 一 夜に 召 捕、 妓婦ニ 千 人餘、 或は 牢舍、 

多分に 島 原へ 召預 られ、 夫より 追々 穿議 始まる、 理 りなる 哉、 今 萬 物の 不直を 精^に 轧 さる、 最中 なれ 

ば、 斯く後 くらき 業 を 豈轧し 給 は ざら む や、 柬武に 於ても、 兩國橋 下の 築 島 を 崩 取れ、 隱妓を^^^絶さる 

る 風聞 は 有れ ども、 委き 事は不 聞、 大阪も 未 何の さたけ なれ 共、 定て 追々 御沙汰 有べ し、 拉島原 は年久 

敷 衰微して、 下地 居住 Q 者 も 多く 離散し、 享保元 文の 頃 迄 は、 忘 八 七 八 軒 揚屋 二十 軒 計 有しが、 段々 身 

上 仕舞 ひ、 一旦 は 忘八讒 大小 三 四 軒、 揚屋 十軒淺 り、 廓屮 の家廢 壊して、 之 を 售んと 欲すれ ども、 誰か 

は 之 を 望まん、 唯 崩れ 儘に： 住居せ しが、 近年 東の 奴 原、 奸惡 無情 重 墨せ し 故 やらん、 何となく 次第に 

表て、 西 廓に 纔に殘 る 者 共、 いさ、 か 利潤 を 得る 兆 有て、 次第に I 豕居 つき，. （- 敷、 かざり 廣げ て、 世人 

の 心爱に 傾きけ るに ぞ、 少し 榮祜地 を換る さま 成しが、 今 RI に 至て は、 ； 1 に西郭 潤色の 時 至れる とぞ見 
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I  ^1  d/rdi00p  3;- 七 百人 の 牟妓を 扶助す る ほどの 力なき 事官に 知し" 口け る こや、 島 I^Q 者 共 

へ、 右 費用と して 銀 十五 貫目 賜ぬ とか や、 愚 盲の 者 は是を 聞て、 島 原の み を 救 はせ 給 ひ、 洛 東の 萬 人 を 

責給ふ は、 依 话の樣 に 沙汰 すれ ども、 是は lii 辨 へぬ 者の 論な り、 廓 は 御免の 地に て、 其 家業 を すれば 

救 はせ 給 ふ 事 勿論な り、 東 Q 者 も 常の 業に て 困 まば、 など か 救 ひ 給 は ざらん、 元来 御 法令に も 背く、 陰 

業に て、 窮 する をいた はらせ 給 ふ 道理 や は 有る、 養へば 博 突 打が 禁止 せられて、 難儀す る を、 救 はせ 袷 

はぬ に 同じ、 こたび 隱妓の 御 吟味 未央 なれば、 落着の 上委く 記すべし、 (寬 政嚴 令の 事卷百 八十に も 出、 

寛 政 1 一年より 1K 保 十三 寅年 迄 五十 三年に 成) 

出 灰 村 は、 山城 丹 波の 國 境に 有る 山里に て、 田畑 もな く、 山 稼に て 世 を わたり、 常に 五穀 を 食む 事 もな 

く 若 病む 者 有て、 命に か k はる ほどの 期に 至れば、 米 を 煎じて 用 之に、 大 かたは 其 病 治す とか や 都に 

近き 片 山陰に も、 か、 る 所 あ. OS けり、 まして 邊國遠 鄙に は さぞなら む、 

洛火 以後 都 Q 普請 も、 凡 鄙の 家居に 似て、 結構なる は 希な り、 其 中に 翁て 家 を 造り 直さん と 思 ひし 者 も 

故な きに 家居 きら/、， 敷 建 直さん は、 流石 世の 聞え いか と堪へ 居た るに、 此變に 遇た る は、 幸 ひに て 

數千兩 の 金を拗 ち、 思 ひの 儘に 結 搆を盡 す 有り、 是ら はたと へ 其 身い か 程 富裕な りと て、 其 志 天地の 幾 

に 一,^ し、 第 I 上への 懌り、 且已が 分限 を 省みざる の罪大 なるべし、 其 者の 心に は、 此大變 に 瘦ぬを 手 

に 思 ふべ けれ 共、 皆 驕浸潜 上より 出た る 事に て、 頗る 非な り、 ズ或小 士嫁娶 の嗜を 聞く に、 其仕存 への 

結 搆大に 分限 を 超たり、 是百 有餘年 以来、 、第に 奢 増長し、 身の程 を 忘れた るな り、 殊更 當時關 鬼御儉 

約 仰 出され、 御 代替り 後の 御大 禮共、 悉く 差延 られ、 是を 世に 知し め 玉 ふ も、 銘々 が 身 を 慎まし めむ が 

爲な り、 猜其 上に 天子 詔して 世の 奢を戒 しめ 給 ふ 折から を辨 へぬ は、 いかなる、.^ ぞゃ、 たと へ 過去し 親 

の 持へ 置 たれば とて、 る 御 時勢 を 量らば、 潛 なる 仕方 も 有べき を、 是 見よ がしの 擧 S ま、 御家人の 端 

たらむ 者 は、 猜も愼 むべき 事 か、 
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卯月 皋月 ころの 月影 は、 霧 霞の さはる 物 もな し、 暑から す、 寒から す、 若葉の つや、 かなる に、 みが、 

れて、 .01 かねの 光りと き はかき はに きらめく こそ、 こよな ぅ淸光 こよ ひ 一 夜の 心地 ぞ する、 いにしへ よ 

P, 秋の 月 をのみ 殊 さらに k 鹐べ ども、 老ては 秋 は 肌 翁く、 す ^* ろに 哀れ も 過ぎ、 春の 月 はさら でも、 お 

ぼっかな きに、 翁 はた 老の霞 を そへ、 夂 A の 月 は 愛な き 人の 老が 身に つれな きに 似たり * 東武の 人の 句に 

「さみだれて ある 夜 ひそかに 松の 月」 とす さみし は 我が 仲 か 間 か、 

享保 年間に いませし 有 隣 新 殿 は、 鷹 司 殴の 御 連枝に て、 蚤 歳より 双眼 盲 まします 故に、 た うどの 世 を 

諷した る さまに、 鏢々 然として、 ひたぶ る 茶道に 遊び 給 ひ、 其 世の 數寄 者と、 呼る- - 者に 廣く 交り； 土 ひ 

いかなる 坡生 といへ ども、 御茶 を 申せば、 速に 成せら る、 近臣 何某と かや 介錯して、 路次 待合の 物數寄 

たり、 始て 一 席の 事々 物々、 審に 之を述 る、 亭主 崇敬して、 會饌に 木 具な ど を 用れば、 唯 行 常の 器 こそ 

與 あれと 宣 ひて、 後に は 常の もうけせ しとな り- 飽迄其 道 を 嗜給ふ 故に、 道の 功 達 明 を 喪 ふ 人と は 見え 

す、 御 客ぶ り や ごとな くめで たかりし とぞ、 直の 御 應對は 憚り 有と て、 御 介錯の： 人へ 對 して 話す るに 一 

々御 直答 有て、 何 角 憂世 下 ざまの 事 迄、 隈なく 知らせ 給 ふ 事、 庶 人に 異なる 事な しと かや、 享 保の 末に 

世 を 去り 給 ひて、 其 墳ニ條 川 東 頂 妙 寺に 在り、 近き 頃 薨じ給 ひし 日光 准 后 御 方 (樓町 帝 御 連枝 一呂) も、 あ 

ら ゆるい やしき 事 も 知し めされて、 御物 語 有しと なん、 又 靑蓮院 殿へ 書 索-の 啓齋 常に 御 倣 に參 りて、 御 

物語 傅へ 聞 も 右に 同じ、  、 

櫻 町 帝 は 希世の 聖 主にて 渡らせ 給 ひ、 普く 下 ざまの 事 を も 知し 召て、 何 くらから ぬ 君 なれ ども 流石に ま 

の あたりなる 事 は 知らせ 給 はぬ 事 も 有しと ぞ、 御遊の 折 > ら、 仙院の 御池へ 浸の 這 出た る を、 教覽 有て 

あの 蟲を とりの けよ と宣 ひし は、 蝎の たぐ ひとお！^.. ピーが るに やと 其 世の 人 かたりき、 

同じ 頃 甘露 寺 家の 雜 掌に、 寺 田 宫內と 云 有り. r 狂歌 を 善して、 世に 知らる、 あまた 佳作 を 聞 ぬれ ども 忘 

れ たり、 一 日院 御所 附の 武家 村 h 市； i にず ハ. 行し に、 市 正 耩を 牛ば 窨 さして、 せ ：： 內に贊 を 乞 ふ、 宫內之 
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"ト 5 'グ -W^VJ も ほしき 特を 書れ たり、 半ばに て は 案じが たし、 先耩を 調へ 給へ と 申せ ども， 是萍  1 

にと 有 ま、 に 瓜の 蔓と 申出し ぬる を 聞て、 忽其蔓 を 葡萄に して、 いかに/、、 と 責られ ければ、 と リ敌； 

す 「瓜の 蔓 になす び はならぬ 浮世と てぶ どう 見事に 遊され たり」 一座の 人 入 興せし とぞ、 是ら 狂歌の 卽ー 

妙と いふべき か、  ： 

寳曆の 頃、 岡 和 仙 (初段 位の 碁 客な り) s: 條 道場 內の 141 坊 にて、 碁屋を はじめけ る 時、 或 人、  一 

碁屋 ならば 寄大 炊な ど-. 有べき を を かわせん と は 御手 違 ひ 哉  一 

是も言 葉 功に て を かし、  一 

閏 七月 十五 日夜 淸 明に 人々 打 寄て、 月 を 賞し ける に、 「桂男 やさきへ 生れて 妾腹、 羅人」 例なら ば 今宵 は； 

中秋、 閏に 礙られ たる 風情 其 外に 意 を ふくみて いと 逞し、 

狂歌の 事 は 余 一向 不堪 なれ ども、 いにしへ より 名 を 得た る 人 Q つらねし を 見る に、 言 葉 巧に 一 座の 與をー 

催す のみに て、 さの み 心ば せの 深き とも 見えす、 叉 今の 人の よめる は fic 葉 Q たくみ すくなく、 本 歌の さ， 

まに 似て、 さに も あらす、 何 を 以て 賞す る 事に や、 其 道へ 入ら ざれば、 其 意 を しらす、 はた 今 は、 はし 一 

づ くりに 大か た與 歌と 書り、 是 はいかなる 謂ぞ や、 もと も 一座 Q 輿 を 催す 故に、 狂の 字 をい やしめ にく 一 

みて、 與の 字に 窨替 たるな らん かし、 去れ ども 舆は 和歌 六義 Q 一  つに して、 道の 大義 なれば、 私と して 

後人の 名つ くべ き 事に あらざる か、 さいへば 俳諧 も 素より 和歌 雑體の 一 つなれば、 今 行 はる、^ 諧と云 i 

ふ ものに 輕々 しく 名づ くべき にあら ね ども、 是は 先哲の 吟味 有て、 狂れ 歌と は 云す、 はいかいと なづサ 一 

ら^ L は 故 有事な り、 狂歌 も 其 如く、 しかと したる 所以 有て、 興の 字に 改まる、 と は 格お、 さもな く  •  丈 一 

いか i- 侍るべき、  一 

京都 名目 銀の 事、 享保 年間 迄 はなし、 元 文の 頃 籌宮御 方 御 賄 料へ 金 ニ干兩 を、 公儀 御爲巷 仲ケ 間の 者 を 一 

省き、 當時 身上 手厚き 町人 共へ 御預、 其 利 倍 を 以て、 i 吕御 方の 御手 當に可 披成旨 被 仰 出、 則 百足 屋仁 左； 
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衞鬥パ 其 後 御爲替 御用 被 仰 付) 井筒屋 善 助、 萬屋源 兵衞、 袋屋作 兵衞四 人へ 御 預け、 且又 仁 和 寺 御 修復 

料の 內も 同様の 御沙汰に て、 それく の 者 どもへ 配 當拜借 被 仰 付、 各 家 質 を 差 h 預之、 右 御 銀の 名目 を 

以て、 世上へ 貸附の 事故、 右の 者 どもより 相 願 御免な り、 右 御用 を 蒙る 者 ども、 御爲替 町人に 准 じ、 上 

訴訟になる、 夫より 段々 此事 募り、 官府に 在 處の諸 品の 公 銀、 悉く 貸附に 成り、 御城 中 新 御 圍米御 拂代銀 

迄 も、 百 五十 日 切の 延納の 願 叶 ひ、 其 日限の 間 を 世上へ 貸附 る、 諸 口の 利 足 を 束て、 又是 を貸附 られ、 

次第に 此 名目 拜 借の 者相增 し、 我 も，/、 N と 手 寄 を 以て 御 銀 を 預かる、 始は其 人柄 を 疾と被 札し が、 後に は 

故 もな き 身柄 不宜者 も、 色々 の 手筋 を 持へ、 御 銀 を 預かる 様に 成る、 凡 京都 近 國近邑 の 金銀 取引、 此名 

目を離れ て は、 通用 難 調、 侯 家の 急用 銀な ども 領分の 百姓の 借受 にして、 用事 を 被辨、 (H; 儿を出 割と い 

ふ) 理には 反すれ 共、 今の 不 直の 人の 心に て は、 此 風俗に 從は ざれば、 忽ち 渡世に 閊る 故、 是に從 ひ 行 

く事不 直の 上の 理り とや 申べき、 普通の 金銀 貸借 出入 は、 古來 定法の 通、 被 判 緩やかな るに、 此 名目 銀 

は、 御爲替 銀に 等しく、 嚴敷取 立ら る k 故に、 是 迄の 平 證文 にも、 悉く 名目 を 借り、 證文 を仕替 に、 様 

様 成 行く 儘に、 世に 平證文 はなき 様に 成ぬ、 芝居 其 外 洛外 所. C の 隱妓商 賣の者 も、 皆此 名目 銀 を 借り、 

是を 以て 市 正の 商の 元手と す、 淺 問 しかりし 世の さまな り、 此時を 得て 奸惡 無道の 口 入の 者 共、 群り 競 

て 色々 表裏 を 以て 銀 主 を 欺き、 胡 論の 者へ 金銀 を 貸付 候 故、 果は其 町 分の 難儀に 成り、 銀 主 も 借り主の 

穿議を 等閑に して、 若 不埒なる 時 は、 公威 を 借らん と、 公儀 賴 みに 大切の 金銀 を、 え もしらぬ 方へ 借し 

廣げ、 畢竟 貸す 者 も， 借る 者 も 最初より 不實 にて、 切 組めば 牢舍 手錠の 者不 絕、. 世の中 不穩 なり、 心 有 

る 者 は 此不寶 をに くみ 怕れ て、 金銀 を圍 ひて 不出、 自ら 世の 通用^り て、 一統の 窮困 となる >  是に 於て 

寳曆 午の 頃、 東武 より 伊奈 半 左衞門 登られ、 町奉行 小 林 阿^ 守 立會、 是 迄の 貸付の 分、 不殘 三十 年賦に 申 

付ら れ、 洛の 通用 凡そ 德政 棄損の 心地して、 大火 を 打消た る 如く 成しが、 又 そろ./ \ 催して、 當時は 元 

) ^  kj.  .^.>£艮.5;1:： つ iak ま、 度肚 i お 一 扦耍の 事 なれば、 互に 實義を 以て 取組べき を、 如斯の 仕形に 
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て、 豈 永久な らん や、 當時 溫風を 以て、 寬 文の 賢 令 0 あらむ 事 遠 かるべ からす、 吁 待なる 哉、 

和歌 は 我 朝の 道に して、 祌 代に 始り、 其德 あまね き 事い ふ もさら なり、 され ども 作例な き 事 を ゆるさ 

す、 俚言 をい ましめ、 ある は 制の 言葉な ど 有て、 雪月花に 對 して、 いさ、 か道狹 きに 似たり、 連歌 は 和 

f よりも 翁し 法度 多く、 句の さま も 和歌に くらぶれば、 無下に 劣れり、 夫 も 古への 名 有る 人々 の 句 は、 

妙に sS しき もお ほかれ ど、 今の 連歌と いふ もの は、 俳諧に も あらす、 何やら 知れぬ 面白から ぬ ものな り 

詩 はもろ こしの 翫び にして、 眼下の 事 は 自由に 述る といへ ども、 是ち 俗諺 を 交へ す、 はた 日本の^ 名.^ 

雅 なる は 用 ひ、 さもな き は 唐土の 地名 を かり 用るな ど、 眞の事 すくなし、 是元來 日本の 遊びに 非る 货、 

加 様の 無理 をせ ねば、 詩に ならす、 唯俳詣 のみ、 天地の 間 森 羅萬象 尊卑の 隔 なく、 あらゆる 俗事まで、 

なく 云 叶へ る、 廣大の 道、 雅に 於る 俳諧に 如く もの はなし、 それ を爲し 得ぬ は 其 身の 不村 不堪の 爲す 

所な り、 道 を だに 一 貫せば、 何の 難き 事 あらん や、 此道漸 一 一 百年 来に 起り、 鼻祖 は 守武宗 鑑貞德 などな 

れど、 人 丸 赤 人に 對 すべう もな く、 笆蕉を 貫 之に も 比しが たければ、 人の 信 薄き こそ 恨 なれ、 

寳禪 の妖儈 有り、 一 梵刹 別 御朱印の 一 院主 色 衣の 長老な り、 或 侯の 菩提 所に て、 其 かたよりも 過分の 茶 

湯 料 を 寄られ、 恭敬 ひ 篤く 院內 富裕な り、 放逸 無慙、 活璣妖 村 他の 準ぶ るな し、 知命に 滿 すして、 .0, ぶ內 

の寳を 飽迄摑 て、 都下に 棲り、 羽 縫な ど を 着て 徘徊す、 常に 賭 碁 を 打つ、 米 小判の 相場 を 好み、 究て淫 

亂 にして、 俗 家へ したしみ、 寡婦 娘 子 を 犯し、 家 婦に間 通す る 事 擧て算 へがた し、 又 遊 妓を請 出して 妾 

とし、 曾て 人前 を 不惲、 禪氣活 乎たり、 總 じて f の亂 行、 五十 年來 次第に 募り、 今 は 人目 を 愧ぬ體 なれ 

共、 此儈の 如くに は あらす、 近年 寺院の 風俗 を改ら る、 時節 なれば、 此僧 世に 在らば、 危う かるべき に 

幸 ひに^ 故せ る は、 是 も寶禪 の妖德 とや 云ん 可 笑、 
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八亲 草 卷之百 七十 五 

忘れ 貝拔萃 

謹で 國史 を拜讀 する に、 此國の 如き 尊き は 有 まじ、 開闢より 皇統 連綿、 君 たり 臣々 たり、 他の 年號を 

不用、 桓武！ 大皇 平安 城に 遷都 まし/ \ てより、 千年に 及び、 不易なる 褰、 海外 何れの 國か 比すべ からん 

此方の 正き を 外 國も感 するな り、 宋史 に、 雍 M ニ兀年 日本 國の 僧裔然 至る、 獻 銅器 十餘事 幷本國 職員 令、 

王 年代記 各 ー卷、 太宗 召、 覽 裔然、 存撫 之甚、 厚 賜 紫 衣、 上聞 其 國王ー 姓 傳繼、 臣下 皆 世官、 太宗 歎息、 

謂 宰相 曰、 世祚 遐久、 其 臣繼襲 不絕、 此蓋古 之 道 也と て、 君臣 無窮の 業 を 建ん と 願れ し 事 見えたり、 職 

員 令 は奉勑 にて 不比等 公 其 後 夏野 公 等の 述作し 給 ふ、 令義 解に 有り、 官位 全備なる 外國に 渡す とも、 耻 

しからす 裔 然入宋 時の 文章 は、 本朝 文粹に 見えたり、 

西土 世變り 國改る 事、 開闢より 幾度 ぞゃ、 堯は 舜に讓 り、 舜は 禹に讓 るが 如き、 上代 有德 なれば、 讓る 

と 云も宜 ならん、 世 澆季に 至て は、 間々 己が 不德は 顧みす、 聖人 禪讓の 例と て、 押て 位 を 奪 ふの 類 不少、 

聖人 位 を 讓られ しも、 時に 臨て は 末世 亂の 一端と も 云べ し、 近. ゆ 迄 農業し、 或は 履を賣 し 輩、 天子と 成 

ごとき 國柄、 聖人、 君々 たり、 臣々 たりと 宣へ ども、 君臣の 道 立ざる 故に、 亂に 入て 帝號を 潜す る 者、 

所々 に發 て、 天下 擾亂 し、 後に は 夷狄に 國を 奪れ、 枉を 左に する に 至る、 此方 君臣の 道 正き 故敕を 以て 

不 道を祉 す、 是治も 速 かなるな り、 律 部 安崇の 和漢 問答に 書れ し 如く、 恐 多 けれども、 若 日本に 榮衬ほ 

どの 惡 有り、 其 下に 湯武の 如き 聖人 有と も、 決して 君と は 仰ぐ まじ、 武烈； 大皇の 御 跡に て、 繼體 天皇 を 

し を ふべ し、 Igl 土の 人 さへ、 堯舜は 父子の 衰 なり、 湯武は 君： Ir: の缺 なりと 云 はす や、 武 王の 紂を 
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-翠" 乂， ^翁 ョ に を. R へ しと l: 入の K ければ、 先生 眉 を ひそむ と、 朱 子 語類に も 見えたり、 誠に 國 がらの 惡 

は 聖人の もやむ 事 を 得 給 はぬ なるべし、 愚 思 ふに、 孟チ 曰、 聞誅 一 夫 射、 竄 未聞 弑君 也と 有れ ど、 是等 

は 此の方 法と は 不當、 主 父を弑 する 者、 竹 鋸に て 頭 を 挽き、 礫 刑に 行 ふの 重 を 俗に も 云す や、 此方 是迄 

尺の 地 も 外國へ 取れし 事無し、 本朝 文 粹に三 善 朝臣の 書 給 ふ 如く、 東 平 肅愼、 北 降 高麗、 西虜 新羅、 

南 追 吳會、 三韓 入朝 百 濟同屬 すと、 實なる 哉、 琉 琼も來 貢し、 外國歸 化する は 神明の 國 ならす や、 

稱呼辨 に 世俗 京を洛 陽と 云、 京へ 上る を 上洛と 云、 亦 長 安と 云、 山城 國を雍 州と 云甚 非な り、 平安 城皇 

都 京師な ど 申べ く 他 號を稱 すべから す、 莫大の 曲事な り、 凡 都と 云 字、 夷の 都な ど 夷の 字 を 冠ら して 云 

べき は 知らす、 其 外 他所に 稱 する は、 僭上 無 禮の至 恐るべし 諸國に 州の 字 を 付け、 陽の 字 を 付け 江戸 を 

武 陵と 書な ど 皆 非な り、 作詞 章、 裁簡牘 者、 私に 西土に 擬 する 事を好め りと、 其 出 所 悉く 擧 引て、 俗說 

贅辨、 亦 和事始 などに も 出せり、 此程も 或 詩文 を 好む 方と 食せ しに、 京都の 地名 こそ 雅 なれ、 何 國の地 

名 こそ 不雅 にて、 連綿 熟 字に 用 ひ 難き など、 浮薄の事を^^て、 己が 淺見 を 知らす、 國名鄕 村の 事 は、 上 

古より 拉 有り、 私に 論す る は實に 恐べ し、 

唐土 を 中華と 云 は 5.、 此方 豐 葦原 中つ 國と稱 すと、 神道 野中 清水に 天文 輿地の 考を 以て、 日本 は 帝座 紫 

微宮の 下に 當れる 事 を 擧げ、 又 廣ハ俭 俗說辨 にも、 垂加 翁の 說等 を委 引り、 此程も 或 方と 談話せ しに、 本 

朝と 云 事 を、 先に は 西土との み 心得、 後に は 物語 も、 大に 齟齬して I 笑せ り、 詩文 章 を專ら とする 方、 

異 國に擬 せんとて、 姓氏 實名等 を 略し， 源 姓 を 原と にみ 書し、 籐原姓 を 藤とば かり 書な ど 如何 ぞゃ、 如 

斯云は 古より 此方 も異 國を換 する の 名 あり、 何れの 書、 或は 本朝 文粹 にこ そ • 如斯 など k 申されん が、 

古風の 書樣 は、 懷風藻 など 見るべし、 少も 西土に より 給 はす、 此書は 天平 勝寳 三年の 序 有り、 古 は 名 を 

稱 する にも、 源平 藤 橘 諸 姓氏、 大方 其 姓氏 を 冠ら しめたり、 捤原は 平 姓なる に 源 太と は 故 有り、 平 次 平 

三等の 類な り、 官名に も 多く 姓氏 を 冠ら しめて 稱 せり、 
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盡 信書、 不如無 書と、 祌 代に 文字 有無の 說、 諸 書に 論す る事紛 絵た 

ど、 甚 繁多 なれ は 漏し つ、 先 づ予が 淺見なる さへ 兑當 りぬ る 書名ば 


一 々諸 書の 說を爱 に 記さん なれ 

を參考 の爲に 記す、 


朝野 群 載 (箱 崎 記) 

日本 紀驛" 疏 

浩 K 錄 

和漢 三才 圖會 ， 

和讀 要領 

神道 野中 淸水 

中臣稷 白雲 抄 

神代 卷跋 

遊 和 草 


繹 日本 紀  新撰 姓氏 錄序 古語 抬遣序 古語 拾遺 句 解 

祌 代ロ訣  祌皇正 銃 記 本朝 文粹  日本 紀 問答 

祌代 和訓 集成 鈔 祌代卷 馥土傳 本朝 通紀 和寧辨 

种 道 玉 鉢 之道擧 和漢 問答  神道 排佛 之說 本朝 學原 浪華 抄 

和字 正濫鈔 和字 正濫 要略 同文 通 古史 通 

俗說辨  觀 鵞百譚  神 名 書  中臣我 淸淨草 

和字 傳來考 本朝 字 府秘傳 . 國 字指耍  中 臣拔耍 信 解 

中臣我 大全 牛馬 問  和事始  淺編 俗說辩 

和字 通例 書 木 朝 俚諺  祌代卷 藻 護 草 中臣 我舊證 

鹿 島 所藏書 

凡 右 等の 書 其 說混雜 せり、 右 書の 中 神代の 文字と て 出せる 有り、 祌代 文字な しと も 論す、 委は 右の 諸 書 

を參考 有べ し、 常 陸 鹿 島の 所藏 なりと て、 或 方に 秘 せし を 近頃 見し に 珍書な り、 祌名書 且中臣 拔舊證 な 

どに 出せる 文字と 合せり、 松下昆 林 曰、 見 我國史 、 神武 天皇 以後 記 年月日 時分 明、 由是觀 之、 覽我通 中 

國、 在 神代 之 末、 至 神武 天皇、 通曉 文字、 及應祌 天皇、 王 仁 來經學 盛 行 乎、 亦 山海 經南倭 北 倭、 山海 經堯時 

之 書 也、 漢王 充論衡 曰、 周 時 天下 太平、 越 裳獻白 雉、 人 貢 還艸、 亦 成 王 之 時 倭人 貢暢 云々、 日本 之學 

始於徐 福說、 我 則 不信と 有り、 予 謹て、 日本書紀 を考 るに、 神 功 皇后 新羅に て、 收阖書 文 喾を給 ふの 事 

有り、 亦 國史に 載せす 分明なら すと いへ ども、 魏志 を！ nj- れば倭 女王 上表すな ど 記せり、 其 文法 如何なら 

.听昆 なし、 4^ 寺 島 良安說 に、 應紳 .Qsysa^ わ 主 仁來 朝して 儒風與 ると 傳ふ、 康 國通鑑 に、 百 
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•  fH^.  :l.J.,-^^l ま マ 日 1% より 遲き事 如何、 近 肖 王 二十 允 年 は、 仁德 IK 皇六 十二 年に 當る ^ 

と 能考 へられし、 亦藝呂 宋の條 に、 南 倭 北壽有 文字、 11. 意 其 初 有 達人、 i^^^^^  J 

り是 何れ Q 文字、 惠は 此方 を 云る や、 神代より Q 文字 此方に て さへ、 右に 引る f の 中說々 定ら す、 

異國 の書不 爲證、 右の 書 は予が 淺見の みなり、 說々 多き を 參考の 爲に擧 るの み、 

裝束 耍領鈔 に、 日本の 事 は 事々 にと なへ 讀 くせ 有 之、 傳授 なくて は 叶が たく、 文武と 申 4, ギづ ふん 宫と 中 

べき を、 もんぐ わんと 讀む、 f 檜髮は 蝙蝠 を 持 給 ふ、 か は ほりと 讀む、 裏 かな づ かひに はな をし 

ふしと If む、 衞府 の 劎と申 を、 ！ ふと 二字に かぎらす して、 も ふと 言葉 を 引？ けて 讀む 

然れ共 近 衞府 と 申 時 は、 切て 讀 などの 事 多し、 是等は 唯 一 端な り、 如 斯の囊 へがた し、 1 

字 は、 淸て讀 ものな りと、 藤 原韶光瑯 の宣 へりと- 和舉 辨に ず、 故實 の 字の 事、 史記評 林 

魯 の世讓 に、 固 一作 故、 故事 之是 者と ず、 曰 本 I 神代 卷に、 I を かれ i とと 有り、 其 靈史 

秀 富へ、 明朝よ I 管 贈れき、 大 S 給 ひて、 和 證れ、 5 軍 を？ られし は、 彼 足 利 氏の 率 

受せ しと は、 同日の 論に 非す、 予敢て 其 是非 を 言 ふに あら ざれ 共、 足 利の 臣伏 有しに ま、 氣を發 し、 

豐臣 公の 大略に は 鋭氣を 生す、  1 f  , 


秀吉 公の 朝鮮へ 渡し 玉 ふ 書に、 予當于 托胎之 時、 慈母 夢 日輪 入懷 中、 相士 曰、 日光 所 及 無 不照監 (中略) 

朝； gi へ 渡入大 明、 易 吾 朝風 俗 於 四百 餘州、 政 化 を 施さん とは實 に快然 たる 哉、 

秀吉 公の 朝鮮 軍事、 西土の 書に て は、 兩朝平 壤錄、 懲瑟錄 等 至て 委く見 ゆ、 秀吉公 は 太閤 記、 豐臣 家譜、 

U 一  1?^;!^ 雷 霞き 、記し、 世 塁 f  " 、然る sif は、 ||矮陋面墓黑 無囊、 

If 光 閃. T 射 人と、 平 讓には 見 gr 左 頗上 有 謹 數爵似 犬 f き、 犬 f は 一 笑な り、 ^ 

太 閤記| 征伐 S き、 朝禁記 を 見る に、 かの 方大 軍と 記し、 秀直 藤へ 賜し 感 


五 五三 


草  翁 


  五 五 四 

も、 百 萬の 軍勢な ど.^ 有り、 右の 平壤錄 懲瑟錄 など、 ^して 大軍 とも 不 見なり、 西土 は廣大 ならん とて 

小勢 を 百 萬な ど-., 傳 へば、 此方の 兵威 を 下すな らん， あの方に も 此方 を大 軍と 怖し にや、 平壊錄 にも 朝 

鮮吿急 之 文、 無日不 至、 聲言倭 兵 百 萬、 分 作 ニニ 運、 將向 天朝な どの 文 有り、 

國 書目 錄に、 新撰字鏡と云書有..^、 此 書見た く 求めし に不 得， 古言 梯 和訓 楽な どに 引 m せり * 古書 寛 平 

四 年の 撰に て、 古言 多く 證 とすべき 書な りと、 蝶 は 音の ま、 にて 訓 知れが たかりし に、 加 波 比 良 古と 訓 

せし 事兒 えたり、 

前に 語意と 云 書 を 見し に、 此書 右言梯 にも 云り、 山城 稻荷 社に、 古 傅の 有 を 以て、 羽 倉 家 天下の 古書 を 

廣く考 得て、 加 茂 翁に 傳ふ、 獪 深く 思 ふ 事 を 加へ なして、 語意 記せり、 此書 五十 連の 音淸音 濁音の 通 

本濁假 濁な どの 事詳 なり、 正月 をむ つきと 云、 十二月 をし はすと 云の 類、 奥義 抄 などの 意、 其 外 諸 書 云 

ると 相違の 事 多し、 

扶桑 拾 葉 集に、 後醍醐 天皇の 名 和 長年へ 被 下し 度 翰 御製 有り、 長年の 忠 感慨に 餘れ り、 太平 記に は晚漏 

多し、 此稱も 建武中 行事 見 侍りし、 扶桑 拾 葉 集 は、 國の 文法 實に 文選と も 云べき 書な り、 

續 日本 紀に、 粟田 朝臣 眞人遣 唐 史の事 見えたり、 新 唐 書 を 見る に、 異朝に も 賞 之、 唐 書 曰 其 王 文武 立改 

元日 大寳、 遣 朝臣 眞人 粟田 貢 方 物、 朝臣 眞人猶 唐尙書 也、 冠 進 德冠頂 有 華、 四 披紫袍 帛帶、 眞 人好學 

能 嵐 文， 進 止 有容、 武后 实麟德 殿、 授司膳 卿 還 之と 有り、 舊唐 書に も容止 溫雅と あり、 人 唐楚州 鹽城縣 

界 にて、 地理 を 問し 時、 彼 所 人 曰、 海 東 1^ 大倭、 謂 之 君子 國、 人民 豐樂 禮義敦 行、 今 看 使 人容镇 大淨、 

豈 不信 乎と 云々、 誠 其 容儀 感 すべく、 千年の 後 も 今 看が 如きな り、 俗 說贅辨 に、 阿部 仲 麿 名 を 西土に 揚 

られ しと、 世俗い へど も 非な り、 仲 麿 君臣の 大義に くらし、 外 國に仕 ふる は 罪人な り、 堯舜の 代に 參り 

合 ひ、 孔子 を ぬれ 草鞋に しても、 日本人と して 西土に 仕 ふる は 不義な り、 唐の 玄宗 肅宗代 宗德宗 等の 三 

禽默の 所行なる *— 世に 何の かんばしき 事 有て 仕 へられし や * 思 ふに 仲 麿 詩 を 作り、 文書く 事 を 
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擧と 心得、 大 -SQ 眼 あかざる 成べ し、 宜なる 哉、 當時李 伯 王 維な どのけ がれ 者と 知 flisi り、 外 國に陷 り 

歸 るべき 道な くば、 一生 蔬食菜 養して、 HAII に 窮死して 可たり、. 外 固の 君宫爵 を あたへば、 辭 して 不受 

して 可な り、 猶 せまらば 死 を 決して 不仕 べし、 何ぞ 姓名 を變 じて、 外 國の官 綠 を 受んと 評せり、 猶文長 

し、 其 耍を擧 ぐ， 宜 ならん かし、 され ど予 愚ながら 思 ふに、 蓋 仲 磨の 外 國に仕 へられし は 故 あらん、 本 

國の 咎め をう け、 或は 故鄕を 見限り、 亦 外 國に陷 り、 歸 るべき 道な き 故に も 有 まじ、 其 初 は 生な り 

參 考に擧 ぐ、 續 日本 紀に寳 龜十年 五月 丙 寅、 前學生 阿部 朝 ほ 仲 麼在废 ：™ 亡、 ぶ 口 編乏葬 fl 有闕、 勅 賜 東 絡 

1 百 匹 白 綿 三百 屯と 見えたり、 其 後鑌 日本 紀に承 和 三年 五月 戊 中、 使附 iSS? 化 贈 遣 往歳銜 本朝 命、 大唐 

使 幷留學 生 等 在 彼 身 歿者八 人位 記以慰 幽魂、 其 詔 曰 云々 故留舉 問贈從 二位 安倍 朝臣 仲滿、 大廣光 fi 大夫 

右 散 騎常侍 t 力、 御 史中丞 北海 郡 開國公 潞州大 都督 朝 衡可贈 F: 二 品、 身涉 鯨波 業成麟 角、 詞峰聳 唆、 蔡海揚 

漪、 顯位斯 昇、 英聲 已播、 如何 不 莫遂 言歸、 唯 有 谈交之 章、 長 傳擲地 之 響 云々、 右 等の 贈位 迄の 事 を 

考れ ば、 其 功大なる 哉、 此 時分 は 遣唐使な ど 音信 紫く、 阿部 朝臣 若年に て、 初 は留學 生に て 入唐 有しな 

P 蓋 唐朝に 仕官せば、 此方よりの 都合 も宜 かるべし、 また 文苑 英 華の 詩に、 銜命使 本國と あれば、 此 

方へ 廣 朝より 使 を 承りし とも 見 ゆ、 唐朝 にても 宫 昇進 大方なる べし、 六 典を考 るに、 秘書 監從三 品 掌 

邦 國經藉 圔書之 事と あれば、 詩文に 事 を 費て 擧文 とのみ 心得られし にも 有 まじ、 故 國を慕 ふて 51 國 せら 

れんと して、 風波に 漂て 亦 彼 土へ 吹 返され、 據 なく 留られ しと 思 はる、 猶子 細 こそ あらめ、 R 己の 見 は 

用が たし， 行餘隨 筆な どに も、 他の 官綠 をう けし は榮 におら す、 憶 良 Q 唐に て かれ を あま ざ かる 鄙と し 

我 日本と よみた る 器量と は、 雲泥 萬 里な りと 評し， 亦 外 画の 人と して、 秘箐監 に 至りし 程の 擧才思 ひや 

ら ると 有り、 何れ 此方より 拾 給 はざる 事 は、 右續 日本 紀續 日本 後紀 にても 思量き たし、 

南 留別 志に、 天 のかぐ 山 は 山の 名に 非す、 山の 高くて {l^Q かくる、 を 云なる べしと は是 如何 ぞゃ、 釋日 

本紀に 伊豫 國 風土記 を 引て • 倭 在天 加 具 山自天 天降 時 因 謂 天 山 本 也 云々、 萬 葉 集 Q 抄に、 八 雲 御 抄に天 
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のかく 山 は、 あま 咼 くて、. S の 香の かくる、 によりて 云 かと 云々、 又 大和 風土記 を 引て、 天上の 山地に 

おちて 香 山と なると 見 ゆ、 百人一首 古說 に、 天の かく 山 は 、藤 原の 都の 西に 近く あるよ し は 見え たれ ど 

今は唱 へたがる にや、 土人の かぐ 山と 云 は、 させる 山と も覺ぇ 侍す、 或 人 は 其 逢に 天祌 山と 云る ぞ、 是 

ならん と 云り と 見 ゆ、 又 和訓 菜に かぐ 山 は 大和の 十 市 郡に 有り、 此 香具 山と 就 火山 耳 成 山の 三 山 は、 國 

中に 離 出て 相 向 ひたり、 何れも 異山 とつ、 かすして、 かぐ 山 は 短し とみ ゆ、 天 と は 此國は 天に 配せ る 例 

にて、 上古に は 何 にても 尊む に は、 此詞を 冠ら しむるな り、 亦 南 留別 志に 主 水 を もん ど- -讀、 掃 部 を か 

もんと 讀 isT いかなる 故と も 知れが たしと 見えたり、 水 を もとりと 云 事、 大和 物語ない」 にも 見 ゆ、 かも 

んと云 は、 古語 拾 遣に 其 出所委 くみえたり、 又同鲁 に、 姓氏の 尸の 事 を 族 を 云 心なり と、 是も 如何 ぞゃ 

日本 紀通證 に、 尸 はか は ほねの 略な りと、 亦 同書に 安房に も、 ふさと 云 字 を W ゆ、 古の 扶桑 國成 べしと 

是も 如何 ぞゃ、 扶桑 國 君子 國 など、 日本 を稱 する も不當 の諸說 なり、 委 く參考 して、 神擧 類聚 鈔の、 祌 

國篇 にも 記せり、 繁多 なれば 爱に 載せす、 又 同書の 中、 薩摩 防の 津は、 防人の 守りし 所なる べしと 是も 

如何 ぞゃ、 防人 は 往古 異國 防禦の 備へ、 筑前 太宰府へ 詰めて 且守邊 兵士な り、 さきもりの 古歌に も 多し 

薩 摩の ぼうの は 多く 防の 字 見えたり、 又 同書に 長歌 短歌と 云 はいに しへ 歌 をうた ひたる さま、 句の 數 

に はか- - はらぬ なるべし と 有り、 拾 芥抄に 古今 榮雅抄 などに も， 委く擧 給へ り、 古今 和歌 集抄 に、 短歌 

の 事 を、 此事 古來の 難儀と せりと て諸說 悉く 擧られ たり， 爱に 漏し ぬ、 又 同書に 武 內宿禰 三百 歲數代 同 

名なる べし、 三韓 を 感服すべき 爲 なりと は是亦 如何 ぞゃ、 諸 書 を 如何 見し ぞ、 ii 史を 拾て 自己の： 《r 誰 

か 信ぜん、 猶 下に 擧 べし、 高名と 呼る、 儒の 述る事 は、 何事 も正說 とのみ 思 ひて 信ぜば、 犬に 右 等は齟 

齬 する 事 多 からん、 聖人 も藎有 不知 而作之 者 我無是 なりとの 聖敎も 思量 有た し、 

南 留別 志に 武內宿 禰 三百 歳 は數代 同名なる べし、 三韓 を 威服すべき 爲 なりと 有り、 これ 何の 證有 や、 異 

爾の 書に、 武 €： 宿禰の 英名 を 揚げし 累、 何の 書に 有ぞ や、 三 國史記 東！！ 通鑑に は、 朝鮮の 書 なれ ども 其 
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英名に 威服す る 事、 Ji: れ にある や、 宋史に は 有 大臣 號紀 武內 、年 三 百 七 歳と 有れ 共、 其 英名 は 見えす、 愚 

思 ふに 是は僧 裔然入 宋時. U 本の 年代記 を 持 行し を 引り と 見 ゆ、 又 明の 申叔 舟が 記せし、 海 東諸國 記に 

此方の 年代 を 記せし 條に、 大臣 武內死 年 三百 四十 歷仕六 朝と 計に て * 何れも 長壽 み を 記せり と 見 ゆ、 

海 東 諸國記 は、 足利將 軍の 時代に 記せる 書に て、 此國の 事 を外國 にて 記せる 書の 中、 頗る 其委を 得たり 

又 五雜姐 長壽の 部に、 日本 紀武內 三百 歳と あるの みなり、 是には 和 擧辨に 一 評 り、 日本 紀 西土へ 渡り 

しゃう に、 五雜殂 にて は 見 ゆれ ども、 是は 日本、 紀 の武內 とよむべし、 紀姓 なれば なりと、 此評も 面白 

し、 され ど 愚 思 ふに、 紀姓は 後の 事な り、 武內の 子孫 始は木 角 宿禰、 木臣 など 云て、 中古より 木 を紀に 

改 ると 見 ゆ、 神代 卷講 述鈔 に、 此書 終に 漢土に も廣 まりけ るに や、 近古の 書に 日本 紀を 引て、 正史と 云 

りと 記されし は、 右の 五雜 姐に 若 よられし にや 如何、 異國へ 書の 渡されぬ 事 は、 經國 大典な どに、 此方 

の 書と て、 其 名 を少々 記して、 國史且 諸 書の 多き を しらす、 亦 或 書に 武內宿 騸の薨 ぜられ し 歳の 事、 水 

鑑 公卿 補任 皇 年代 略記 大鏡 編年紀 等を擧 て、 衆說 紛^た る 事 を 云り、 

右に 擧し海 東諸國 記に、 國々 の圖 有り、 京都 圖中 天皇 "PC 國王殿 畠 山 殿 細 川 殿 武衛殿 山 名 殿 京 極 殿と 記し、 

凡九條 二十 萬 六 千 餘戶と 有り、 年 京都 0 戶數 如何 ほど ぞゃ、 

宇治 拾遺 物語に、 月の 大將星 を 犯す と 博士 勘て、 大將の 家に 禍 あらんと、 左 大將仲 平 卿、 右大將 實賴卿 

並立り、 右大 將は禱 りす、 左 大將に は 其 事な し、 東大寺の 淸藏儕 都、 年頃 御 禱の師 にて、 是事を 申、 左 

大將 云、 吾 は老て 愚な り、 實賴は 年 壯に才 有り、 朝の 爲に 我此 人を惜 む、 故に 我 身を不 禱と宣 ふ、 實に 

事なくて 大臣に 成て、 七卜餘 迄なん おはしけ ると 有り、 誠に 盛なる 哉 

硯 面に 物 書べ からすとの 言 古し 源氏物語 橋姬卷 に、 姬君御 硯をゃ をら 引よ せて、 手 習の やうに 書かせ 給 

ふ を、 是に 書き 玉へ、 硯には 書つ け ざな りと て、 紙 奉り 給へば と 3- えたり、 湖 月抄に は、 菅 家の 御 歌 御 

日記と て、 此 事に 引き、 硯は 文殊の 眼に 表せし 事な ど 注せり、 
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雛祭の 事、 年中行事の 諸 書、 年中 故事 耍言、 n 本 歳時記 等に も 荒々 見 ゆれ ども、 委き說 は 度會直 方の 雛 

遊 記、 貝 合 記と てニ卷 有り、 其說詳 にして、 女子の 敎 示の 事 多し、 

1 條院御 時 淸少納 言、 白樂 天 が 香 爐峰雪 撥 簾 看の 句意に て、 御簾 を あげし 事 を、 十 訓抄に 記され、 其 頃 

は 源氏物語 作れる 紫 式部、 赤染衞 門、 小 式部 內侍、 小 大君、 伊勢大輔、 小辨、 馬內 侍、 江 侍從、 親 内侍、 

兵衞內 侍、 中將 など 云て、 やさしき 女房 共 あまた 有け り、 帝 賢 王に てお はしける にや、 才臣智 |1 より 始 

て、 道々 のた ぐ ひに 至る 迄、 呰其名 を 得たり、 申に も四納 言と 聞え し は、 齊信 公任 俊賢 行成な り、 漢の 

w 睹の 世に 仕へ たらん も、 此人 はいかで まさらん とぞ 見えけ る、 僧に は橫 川の 慈惠 大儈， 止、 廣澤 滑：， 1- 寬 

朝な どお はしけり、 帝 も 我人 を 得た る 事、 延喜 K 曆 にもと 御 自讃 有け ると なり、 まこと や 此御時 一 の不思 

議有 ける、 上^2^門院の御方の御帳の內に、犬の子をぅみたりける、思ひかけす有がたき事なりければ、 大 

に 驚かせ 給 ひて、 江 医 衡と云 博士に と はれければ、 是 HI 出度 御 吉事な り、 犬の 字 は 犬の 字の そばに 點を 

つけり、 其點を 上に つけば 天な り、 下につ けば 太な り、 其 下に 子の 字 を 書つ くれば、 天子と も 太子と 

もよ まるべし、 か、 れば 太子 生れさせ 給 ひて、 1K 子に 至らせ 給 ふべ しと ぞ申 ける、 其 後 はたして、 皇子 

御 誕生 有て、 程なく 位に 卽給 ふ、 後 一條 天皇 是 なり、 医 衡 風月の 才に 富る のみな す、 か  >- る 心ば せど 

も 深 かりけ ると 有り、 十 訓抄は 古書に て、 建 長年 中の 序 有り、 今 俗 Si など 家 內に犬 子 を 生 すれば、 吉事 

など i 賀 する は、 此 古言に も よれる や、 實に博 達 英才なる 哉、 亦 兼 家 公の 夢に 逢坂の 關を過 給 ふに、 關 

路委く 白妙な りと 見 給 ふて、 雪 は 消る 物 なれば、 凶な らんと 判者に 考 させ 給 ふに、 是 こそ 吉事 なれ、 斑 

の 牛 を 得 給 はんと 云、 はたして 牛 を 送る 者 有り、 又 其 後 此夢を 大江医 衡に問 給 ふ、 逢坂 は 關雪は 白 なれ 

ば、 必關 白に 成 給 ふべ しと 云り、 はたして 關 白に 至り 給 ふと 云々、 

井蛙 抄に、 信實靱 臣 女 三人 有り、 皆よ き 歌よ みなり、 藻 壁 門院 少將は 殊に 秀逸な り、 

！ おの か 昔 に つ らき刖れ の あり と だ に おも ひ し ら で や たくら ん 
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と 云 歌 を 感じて、 京 極黃門 老後に、 古今 を 書て 與 へらる る、 奥 書に、 國母仙 院少將 殿 依 爲此道 之 堪能、 

不顧 老眼 之 不堪 書寫之 云々、 予 素より 歌 Q 道 は 知らね ども、 感 深き 事なら め、 拾遺 集に 題 知らす、 右近 

忘らる、 身 をば 思 はすち かひて し 人の 命の をし くも ある 哉 

此歌 大和 物語に 男の 忘 じと、 萬 づの事 を かけて、 誓 ひけれ ど、 忘れに ける 後に、 云 やりけ ると 有り、 お 

も ふに 物語 は、 言 を そへ 心 を かへ などして 作らる、 事し も あれ ど、 いひ やらで ひとり 歎 かば、 猶心ゃ 深 

からん、 古今 集の 左 注、 又 伊勢 物が たりの 「風 吹ば おきつ 白浪た つた 山」 の 如く、 いと 心 も 深 からん か 

し、 同 拾遺 集に 人の 心 か はりに ければ、 右近、 

思 はんとた のめし 人 はありと きくい ひし ことのは いづち いに けん 

と 有り、 大和 物語に、 李 繩少將 の 女と 有り、 歌の心に て はこ. - ろざ まよき 女なら め、 

牛馬 問に、 小町と 云 ふ 女 一 人なら す 「秋風の 吹に つけて も あなめ， の 歌の 小町 は、 小町 正 澄が 娘 

「身 を 浮 草の根 をた えて」 と 詠し は、 高雄國 分が 娘 「思 ひつ i ぬれば や 人の 見え つらむ」 の 歌 は、 出 羽 郡 司 

良實の 娘、 高 野 大師 Q 逢 給 ふ は、 常 陸 國玉造 義景が 娘 Q 小町な りと、 其證 あらん、 予考 るに、 小町と 云 

女 老衰して、 たよるべき 人な く、 路傍に 迷 ひ、 卒都婆 小町 關寺 小町な ど Q 事を稱 する 事甚 不審せ り、 戶 

令に も 年 八十 及び 篤 疾には 給仕 I 人、 九十 二人 百 歳 五 人と 有り、 かくて 其國官 折々 めぐりて 見、 百 歳に 

は國守 自ら 見る 事 古法な り、 七十 以上に は、 臨時に 米 をた まふ 事 國史に 見 ゆ、 江 次第に 小町の 事 を、 歸 

本 國屍在 八十 島 かと 見えたり、 又 十訓抄 などに も、 小 野 小町 老色衰 へて、 文 屋康秀 が 三河掾 にて 下る に 

いざな はれて、 身 をう き 草の根 を 絡て Q 歌 を 詠み、 終に は 野 山に さすらへ ける 事 を 記されぬ、 又 玉 造 小 

町と 云 一 書 有よ し、 され ど 右 等 も 不審せ り、 捕 亡 に >  死人 有て 姓名 知れす ば、 藏埋 する の 法 有り、 軍 

防 令に も 死者 を 取埋の 法令 詳 なり， 小町 老て 路頭に 迷 ひ、 或は 死して、 取 埋る人 もな しと は 如何 ぞゃ、 

其 頃 は令條 さかんに 行 はるれば、 孤獨 とても 右 等の 事 も 有 まじ、 殊に 名 ある 小町な り、 捨 置ば 國司官 入 
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翁 違令の 罪 あらん • 古の 事 を 擧ぱ、 先 其 時 風を考 べし、 昔時より 間に は 妄談を 信じ、 物語の 書 杯に て、 好 

事の 附會 多し、 又 扶桑 故事 要略に、 小町の 事 を • 諸 書參考 せり、 愛に 漏ぬ、 
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ほの 
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の 歌 は、 柿 本 朝臣の 詠なら す、 小 野 篁の 歌な りと 云說、 日本 紀講竟 ^和歌 集と 云る 書に えた 

田 所貞吉 先生 申されし、 此 書は予 未見 之、 又 和字 辨を 見れば、 人 丸の 詠 定かなら ぬ 事 を、 羽 倉の 

申されし とて、 其 證を擧 たり、 右 等の 類少 かる まじ、 井澤 長 秀の說 に f 雲の上 は i?^ し 昔の 歌 は、 櫻 町中 

納 言重範 卿の 歌に て、 十 訓抄に 見え 「七重 八重 花 はさけ どもの 歌 は、 賤 女なら す、 兼 明 親王の 歌に て、 

後 拾 遣 集に 出 「か、 る 時 さ こそ 命の をし からめの 歌 は、 太 田 道 灌が辭 世なら す、 討死の もの を 追悼の 歌 

にて、 慕 京 集に 見えたり と、 是 等の 事 も 多から む、 定家卿 小 倉の 山莊 にて、 百人一首 を 撰 拾 ふ 事、 明 

月 記に は、 其證储 ならす との 師傳も あり、 改觀抄 にも 擧た 然に百 人 一 首 拾 穗抄， 基 箭抄增 補 糟抄其 

餘 諸 書に も、 小 くら 山に て 撰 給 ふの 事實 とせり、 又 此程も 或 書 を 見れば、 百人一首の 中の 歌な ど擧 ffl せ 

り、 彼 歌 どもの 入し 夫夫 觔 撰の 集 を こそ 引た き 物 なれ、 

和字 辨に、 雜擧は あしと は、 何人の いひし ぞ かし、 定て 書物たら ざる 人々、 見る 事の ならぬ 人. < の 云 出 

せし ならん、 我 夫子 も、 博く 學んで こそと 宣 ひしに と 笑 書せ り、 宜 なる 哉、 擧文は 乞食 袋の やうなる が 

よしと、 底 耳 記に も 書 給 ひし、 是は何 にても 一 所に 取 込て、 入用の それ. <\ を 用るな らんと、 只 俗 は 文 

章と て、 四角-なる 文字 を 並べ、 亦 詩 を 作れば、 博舉 ならん と、 何い ふても 伏す る も、 問々 に見當 りぬ、 

官職 知 要は、 驗原抄 を參考 する に は、 能き 書に て、 題號の 如く、 益 多き 書な り、 

智仁勇 は、 文武 S 德 なりと かや、 生 質 仁 厚なる 人 は、 文舉 せす とも 其德 は備れ り、 俗間 少しき 文擧 有る 者 
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  五六： 

つ 不行跡 あれば、 文學も 何の 益 か あらんと て、 誹謗す るの 類 有り、 され ど智を 磨く 事 は、 何 を 力 も ひん 

性 善なる 人、 文學 をば 益 上達すべし、 百ェ それ-^ の 道具 を 以てす、 古語に 玉不 不成 器、 人不擧 不知 

道と 云々、 又 不學而 求 知猶願 魚而無 網と、 又此程 狂歌 を 聞に、 「論語よ みの 論語 しらす は 奥ゆかし 論語よ 

ますの 論語 しらす は」 と は 面白し、 論語よ みの 論語 しらす は、 兼て 讀 置し 事 なれば、 折に ふれ 思 ひ 出せ 

ば益大 なり、 論語よ ますの 論語 しらす は、 何の 種 か 有て、 思，， ひ 出る よすが や あらん、 

唐 太 宗諫は 能 用 ひ 玉へ ども、 龍顏穩 なら ざれば、 下より 奏する 事 恐 有て、 曾 を盡 さ^るの 事 を、 魏徵諫 

奏せる は、 感 なる 哉、 生 質の 顔色に て さへ 惡きは 見苦し、 まして 短 氣の行 ひ 如何 計ぞゃ 1 短慮の 仕業 を 

みれば、 跡に て は 罪を疳 瘤に なして、 病と 稱 する も 一 笑せ り、 或 書 を 見し に 短慮の 失 を 書に， 一 に は 後 

悔 有り、 二に は 物 狂し、 三に は 其 愚 あら はる、 四に は智 有人 親します、 五に は 他人に 仇の 思 ひ をな す、 

六に は 器を滅 す、 七に は 病 生す、 八に は爭 多し、 九に は苦勞 多し、 十に は 衆惡發 すと 云々、 猶此 外に も 

其 失 多 からん、 鈴 木 何某の、 福 人敎訓 袋と 云る 書 有り、 顔色 を恭 くし、 幸 ある 事 を、 能く 敎論 せり、 巧 

言 令色 は 勿論な り、 聖人 も 色 難しと は宣 はす や、 本朝 俚 藤に 短氣は 損氣と 云る 事に、 慕 京 集 を 引て、 細 

山 勝 元 朝臣より 短慮 不成功と 云 心 はえ を 問 給 ひし かば、 太 田 持資、 「いそがす ば ぬれ ざら まし を 旅人の あ 

とより はる 野路の 村雨」 と 詠る を擧 たり、 

「、いだに 誠の 道に 叶 ひなば 祈らす とても 神 や 守らむ」 と 「只た のめし めしが 原の さし もぐさ 我 世の中に 

あらむ かぎり は」 の 歌と を考 るに、 予 歌の道 は 知らね ども、 其 心の 向 ふ處、 大に 齟齬せ しゃう に 思 は 

る、 

垂加 翁の 說に、 我國に 生れて 儒擧 のみ を 知て、 神道 を舉 ばざる は、 身 は 日本に 置きながら、 心 を 唐土に 通 

じたるな り、 ，级逆 人に 等しと 云 はざる 事 を 得ん やと、 井澤 長秀 云く、 神道 を 夷狄の 道と そしる 者 有り、 

是を譬 ふるに、 臣 として 君 を そむき、 子と して 父を捨 るが 如し、 天地 不容の 大罪 人と、 或 書に 擧 たり、 
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或 儒、 是 こそ 俗說 なれと て、 其 事 を 論ぜし、 前編 後編 大部 Q 書 有り、 上天 位より 皇后 皇子 公卿 以下 庶人 

に 至り 評 翁し、 或は 延喜天 唇の 聖代と は、 如何 ぞゃ、 御行 こそ 聖德 まし まさすな どと 論じ、 亦 于載集 Q 

序に、 延 喜の ひじり の 御代に は、 古今 集 をえ らばる を、 ある は 天子 をば 聖主 聖體 など、 申 奉る 誤なる ベ 

し、 など、 其 恐るべき を不 顧、 猥に言 を 吐く、 鳴 呼 此罪を 亦 論ぜん、 先 以て 巳が 先祖 を 誇らば、 心に 快 

き や、 假令其 御代に isi き 御行 有と も、 後世 善と 稱 せば 止むべし、 いかに 俗說の 疑惑 を雜 ぜんとて、 諸 書 

を參考 し、 ト： を 誹謗し 非禮を 吐く、 南留刖 志な どに も是 等の 事 有り、 異國の 今日 有て 明日 知らぬ： 大位、 

他に 奪 はれ 固號改 りぬ る 前代 を 論す ると は大 にか はり、 此方 は 神代より、 皇統 連綿たる 皆 先皇な り、 天 

子を聖 主な ど、 申 奉り、 聖を ひじり とも 訓 して、 日 をし り 給 ふに とり、 太子 を日繼 など 申 奉る より、 日 

德在上 曰 日 知と 云々、 名 例 律に も、 皇親 或は 三位 以上 は 犯罪に も定刑 之六義 ある 事 見えたり、 前文の 如 

き 心得の 儒 間 * あり、 且右 等の 國事を 評する の 書 も 多し、 居 其 邦而不 謗其大 夫と さへ 云る に、 凡 下より 

上 を 謗る の 罪 恐るべし、 惡居 下流 而訕上 者と かや、 恐れ多 けれと も、 武烈 帝の 御行の 如き、 國. a- に秘し 

給 はざる 事 は、 宵に 勸善 懲悪、 末代の 龜鑑 なれば、 其 故 あらむ かし、 

或國學 者と 聞傳 へし 方の 遊 和 草 續遊和 草と 題せ し 書 有り、 それに 怫法 好きの 舍人 親王の 探れし、 H 本書 

紀、 聖德 太子、 馬子 宿禰 二人 QH1 夫な ど i 畿る は、 餘 りの 法外な り、 其 事 を述る は、 其 故 等 有なん、 又 

二 神 鶴^に て 交 道 を 得 給し は、 詩經に 鶄鵠在 原宜于 兄弟と ある 語より、 附會の 事な りと、 南嶺 子な どに 

も 論ぜり、 又 秋齋閒 語に、 契 冲と荻 生、 此人 和漢 雨 論の 才と 書し も 目立し 書 IS なり、 又 或 物語 を 聞し に 

祌道敎 導の 或師、 其 門弟と 天 王 寺へ 參 りしに、 其師 太子 を拜 せし に、 門弟 日常に 敎の 事と は 犬に 相違な 

らす や、 如何 ぞ拜禮 し 給 ふと 云ば、 師打 笑て、 我不覺 せりと 云り とか や、 能 其 名を不 書、 鳴 呼 師弟と も 

に 不足 論の 至な り、 大子を 如何に 心 51"! る や、 先 何 は 鬼 も 有れ、 見 在し 給 は 御前 を 我儘の 通行 も 成 まじ 

不敬 非 禮の至 を 思 ふべ し、 此神 學者怫 法と は 何事 ぞ とて、 名高き 寺院 震 地と 稱 する 所な どへ、 能く 魚類 
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  五六 B 

を 持 行て 嘲 せし と、 物 皆 制度.！^ て、 其 道 立り、 憐法 とても 信じ 給 ふの 故 有て 行 はる X を、 如 新の 行 ひ 

是等は 我慢 無法の 罪人な らん、 

西土の 書の み 心 を 用る 輩、 日本 古 は 倭と Q み稱 す、 山海 經 前後の 漢書 以下、 其 外 諸 書に も 倭と 稱し、 或 

倭奴國 など- -も 見えたり、 日本と 稱 する は、 唐 書に 始て兑 えたり、 惡倭 名更號 日本 使者、 自言國 近日 所 

以爲 名と あるな ど-^、 此國に 生れて、 日本の 國號 遠く 上古より 有事 を 知らす、 外國の 書を證 とする 輩 間 

々あり、 此程も 一 笑に 及べり、 又 扶桑 國 若木 國 君子 國と稱 する も 養なる 國 なりとの 諸說も 有り、 委は爱 

に 不擧、 剩 東夷 或は 粟 散 逢 土な ど- - 心得る も 有に ぞ、 

外阈を 唐と 稱 する 事、 寺 島 良 安の 說に、 漢與唐 之 治世 盛久、 故 今 雖號大 淸倭以 爲漢爲 唐、 就中 唐 世 多 日 

本 通好、 故 於 今 稱唐船 唐人 唐物 等と 有り、 又 松 下見 林の 說に、 我 朝 人 呼 外 國稱日 伽羅 者、 ^外國 人始來 

者、 都 怒 我 阿羅 斯等 也、 乃 意富 伽羅 國王之 子 也、 爾來 以外 國總稱 伽 罹、 不獨稱 中 國とー K 々、又 貝 原 好古の 

說、 和事始 にも 松 下見 林の 前說と 同じ、 又徂 徠の說 に、 唐 をから とよむ は、 朝鮮の あた. nN に、 伽羅と 云 

國 有しな り、 異國 より 日本！； 王に 賜し 都督 軍事の 官に、 住那 伽羅な ど-か ぞ へて 云り、 始て 吾邦に 通じ 

たる 故、 異國 人の 事 を、 後に はみ なから と 云へ るなる べしと 云々、 意富 伽羅 國は、 東 國通鑑 に 作 大駕路 

國 新羅 滅其國 と 見 ゆ、 又祌皇 正統 記 を みれば、 推 古 天皇 御宇、 西土へ 勅使 を 立ら れし を、 遣隋 大使と 有 

り、 又 淺編俗 說辨に 云く、 俗說 に外國 人、 始て我 國に來 る 者 は、 都 奴 我 阿羅 斯等 なり、 則 意富 伽羅 國の 王の 

子な り、 然 故に 外國を からと 云、 山 崎 垂加翁 曰、 外國 をから と唱 ふる は、 嘉稱 にあら す、 日本 を褒 て寳； 

とし もろこし を 貶して 虚 とする の 謂な り、 日本 紀に膂 之 ^國と 有り、 空國 はむな しき 圃， 則から くにと 

云に 同じ、 殼蛻 空蟬窺 木な どの 類、 中に 實 なきに たと へたり、 此說垂 加 門人 戶田它 石 子 話、 依 之 思 ふに 

伊賀 風土記 曰、 伊賀 始屬 伊勢 國、 淸見原 天皇、 以吾餓 郡分爲 一 國、 其國名 未定 十 餘歳謂 之 伽羅 具 似虚國 

之義 なり、 後 改^ 賀吾餓 之音轉 なり、 此說 また 符合せ り、 俗說の 違へ る を 知べ しと 見えたり、 又 神擧類 
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聚抄、 紳國篇にも5^;國をからと稱する事見ぇたり、 唐から とば、 高麗 略語な り、 かう らい をから と 云よ 

りして、 唐 を もから と 云な り、 今つ くしの 俗， 髙纏人 を 唐人と 云に 似たり と 見えたり、 叉 日本書紀 舊事 

本 紀に小 野 妹 子 を 始て隋 へ 遣し 給 ふに も、 皆 遣 唐の 文た A り、 是 より 前 西. 土へ 通し 給 ふ 事、 外國の 書に は 

記せ ども、 國史 には储 ならす、 

外國を もろこしと 云 は、 日本 釋名 にもろ こしと は、 の 代に 日本に もろ /V 、の 物 を こし 來 りし 故、 かく 

云り と 有り、 或說 にもろ こしと 云 は、 幾重 も 越て 行 心に て、 遠き 邊鄙 名な り、 諸 越の よし野と 詠め、 相 

镇國 もろこしの 原と 云、 皆 遠き 田舍の 道な りと、 叉 埃 囊抄に は、 もろこしの 吉 野と 云る 事、 諸說 多く 見 

えたり、 繁 ければ もらしつ、 亦 一笑の 說 有り、 二. <  、靜の 諮に、 もろこしの さこく は 花に 身 を 捨てと 有る 

を、 俗に 唐人と 思 ふ は 一笑な り、 大江 佐國と 云 人に て、 大 江の 系 11 に 出たり、. 播磨國 諸 越の 產 にて、 今 

賀西 郡に 佐國 村と 云々、 

辨道 害と 題せ る を述し 儒、 此國に 生れて、 國事を 誹謗す、 先人 情に 辣く、 國 法に 背けり、 古より 國政自 

然の 風土 有り、 是 等の 儒 畢竟 國に害 有り、 辨道書 を 辯 論せ る 書 は、 松 下 何某 Q、 辯 太 宰氏辨 道 書と 題せ 

る 一書 又 佐々 木 何某の 辯辨道 書と 云る 書 有り 見るべし、 太宰が 親族 正 名と 云 書 もお り、 我 日本 國には 九 

族の 名謂詳 ならす、 五 等の 服 制な き 故に、 骨肉の 親戚 を路 人の ごとく 思へ るより、 卒には 兄弟 叔姪 婚聚 

すろ に 至る、 夷狄の 俗、 禽獣に 異なる 事な し、 誠に 悲しむ べしと 有り、 嗚呼 是 何の 謂 ぞゃ、 五 等の 親 は 

儀 制令 を 13- るべ し， 國の 法令の 書 は不見 哉、 此懦の 書 間々 國の 事を謖 る、 愚 俗 萬 一 も此國 は、 夷狄の 俗 

禽獸 と 異なる 事な きな ど、 述るを 信ぜば、 西土 こ そ 能國 が ら と 心得、 若 や 昔時 蒙古 襲來 の 如き 事 あらば 

愚 俗 異國へ 一 味 せん も はかり 難し、 且 人情に も 背けり と は、 檀弓 曰、 君子 樂樂其 所 生 禮不忘 其 本と も 見 

えたり、 辨. k へ 宰氏辨 道 書と 題せ る 書に は、 辨道 書の 文意 は、 小角復 友人 書中の 語 を 編 次せ り、 親族 正 名 

は 伊藤 家の 釋親考 を 取り、 和讀 要領 は 羽 倉 家の 讀書 指耍を 取れり と讒れ り、 或 書 を みれば、 其說に 他の 
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述作せ し 書 を 取て、 己が 物と する は、 儒の 書に 於る；^ 5- 賊な りと いへ る も、 {登 ならむ かし、 

太 宰には 事 か はり、 長 門の 儒 爲學初 問 を 書し に、 神武 天皇の あたり、 世々 の 帝 は^ゅる ももろ こしの 明 

君に もま さり 給 ふ聖德 にて ぞ在 しけん、 王澤 民心に 深く、 今に 至て 二 千餘年 日月の 如く 載く なれば 

か V る 事 は他國 の起傳 にも 兑 えたる 事な しと は實 なる 哉、 然に Si 俗儒 西土の 儒道に てこ そ 日本 は 治まり 

しゃう に 心得る 有り、 儒道の 始て弘 まりし は、 應神 天皇の 御宇 王 仁 来朝より と 云 は、 夫より 前 此方に も 

道 有て 事 を 不闕を 思 ふべ し、 外 画より 歸 化すれ ども、 此方 は呎 尺の 地 も 侵された る 事な し、 當國 佐久間 

家の 和漢 明 辯に • 西土の 儒道に て 治る の 國不道 多し、 此方 は 幼童の 四書 素讀 のみ にても 止 者 多く、 文字 

を見覺 ゆるの み、 理義 をた すに 至れる は 稀な り、 され ど 風土 人情 勝るな りと は宜 なり、 

地獄 極樂 は、 實に勸 善 懲惡を 本と する やと 思 ひしに、 或 僧の 法談せ し を 立 聞し に、 滿米 上人と かや、 地 

t こ， て 見し に、 鬼 共 罪人 を連來 り、 熱湯の 中へ 人ん とする を、 傍に 一 儈 あり、 身代りに 立て、 彼 ま. 湯の 

中へ 飛 入々々 せし かば、 不審に 思ひ尋 ければ、 彼 一 僧 云、 我 は 地藏大 菩薩な り、 彼 罪人 親を弑 せり、 さ 

れど我 名號唱 へし 故、 我 兼て 本願 あれば、 捨が たく、 彼 者の 身代りに 立し と宜 ふ、 誠に 難 有事な りと 說 

り、 鳴呼是 何事 ぞゃ、 是等は 彼 儈の釋 誤な らん、 一 念彌陀 怫郎滅 無量 罪と 唱へ、 極重惡 人無陀 方便 唯稱 

彌陀得 生極樂 など、、 俗を敎 導して は、 何れに 勸善懲 IS 心 あり や、 傳へ 聞く 或 者 其 親 を 打擲して、 外より 

是を 制すれば、 我 其 時 は 念 佛を唱 ふと、 是前說 に 類せ り、 予怫 法の 深意 は 知らね ども、 右 等の 說 如何 ぞ 

e、 僧：^、 間、 理に 屈せり と 思 ふに て は、 是も 方便と 答 ふるに ぞ 深意 も 有べ し、 

儒道と 違 ひ、 佛道 此方へ 渡りし 時 は、 行るべき や 否の 議論 ありし、 今の 如く 凡 下 迄 も、 一統に 信す る 事 

もな く、 公卿 にても、 さま/^ なり、 日本書紀に 欽明 天皇 十三 年 冬 十月、 百 濟聖明 王より 佛像幡 蓋經論 

等 を 奉り、 其 表 文に、 是法於 諸 法 中最爲 殊勞勝 、難解 雞入、 周 公 孔子 尙 不能 知、 (下略) 如 斯周公 孔子 も不 

能 知な ど、 意味 深き こそ 彼 道の 英秘 ならめ、 勸 善懲惡 にて 俗を敎 導し、 亦 治 國の助 ともなりぬ、 夫に 儒 
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者と 呼る-^ 方の、 地獄 極樂 こそ 虛事 なれと、 己が 今 始て彼 法 を 見破りし 様に、 誹謗せ し 書と も 有り、 國 

法に そむくなら す や、 此方へ 渡りても、 千 何百 年餘行 はる、 事 を、 思量な く 譏らる、 は 如何 ぞゃ、 怫法 

彌々 國 家に 乂 叙な きと 思 はに、 見 義不爲 無 勇 也と や、 心 有た きも Q が 申さば、 俗に 樂屋 にて、 聲 をから す 

とやらん に 遠 かる まじ、 長 門の 儒 爲學初 問に 仁政 を 行ん に、 怫法 何の 害 か 有らん とは宜 なり、 

拾 芥抄を 見れば、 吉備大臣私敎類聚目錄と云る事を載た.《^* 第 十三 條に 可信佛 法事と 有り、 佛法 を菅神 

にも 捨給 ふと は、 予 淺見 故 未見 當、 右の 兩公は 實に國 の 大儒な り、 昔時 高名の 懦佛法 を 誹謗せ る、 此方 

の 古書 も 見當ら す、 間に 神 懦の學 者と 呼る k 方、 怫法を 仇敵の 如くに 謖る は、 國 法に 背き、 亦淺智 とも 

遠 かる まじ、 或 書 曰 楠 正 成の 申されし、 祌怫 の投を 堅く 可 守 事、 肝耍 なり、 一 に は 約束 を不 違、 一 切 Q 

禍、 虚言より 發す、 神 は 謀計の 詞を镜 がし 給、 怫は 妄語 を 戒と說 りと、 亦 太平 記 理盡抄 に、 當 時の 人少 

し 物の 意 を辨る 人、 眞實神 もな く、 佛も なく、 過去 もな く未來 もな しと 云 は！.、 國を 治る 邪魔 何事 か是 

に 過ん とこ そ、 亦聖德 太子、 怫 法は是 王法の 外 護と、 主に 不忠の 者 は、 紅蓮 地獄に 墮 さん、 主として 下 

に 無慈悲 なれば、 餓鬼道に 墮 さんと、 人是を 信す るに 仍り、 國に無 盜人無 不忠 者、 上 慈悲 深き 故に 下民 

貧なる 事な し、 地獄へ gf: すと おどして だに も 無道 者 多し、 唯 五常の 法と 云 迄にて は、 極惡 不善の 人、 何と 

道 を嗜ん と、 右の 理盡抄 は、 疑 論 ある 書 なれ 共、 其 事 は 爱に洩 しぬ、 誠に 國 家の 助た らんと 思 は i -、 儈 

徒 心 ありた きものな り、 心得 違せば 甚 表裏なら む、 

元 亨釋書 は、 國 の佾史 なりと 崇信 すれ ども、 见る 人心に 思量 あらん、 

態と 其 名 を：^ す、 或儈は 遠慮 恐 もな く、 平 俗の 通、 伊勢に て參拜 せんとす、 禰宣 押留て 曰、 儈尼は 別に 

拜 する 所有り、 夫へ ゆくべし と 云 は、 彼 儈大に 立腹の 顏色 にて 云、 我是を 知らざる に 非す、 共 事 を說む 

とて、 先 神怫隔 なく、 本地垂 跡な どと 其 辯 舌 _ ^"る， - 如くに 述れ ば、 扱 ひ 兼し に、 其 中に 或禰宜 曰、 是は 

投 有事 を、 其方 自已の 見に て 破らん とす、 亦 此方 も 申さん、 諸國に 女人禁制の 寺院 有り、 唯今 其方の 了 
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簡を 以て、 是を 許す や 否と 舌せ しかば、 彼 僧大に 感服し C 退ける とぞ、 是は 遠から ぬ 事、 名 有る 僧と 聞 

ゆる 者 故に、 其 名 宗旨 も 記さす、 

結 耗錄を 見れば、 京師 相國 寺の 僧端溪 云、 一 切經 を^る に、 年忌の 事な し、 我 邦の 先 宿 儒 法 を 借りて、 

己 を 爲す而 己と、 亦 東 見 記に 云く、 櫻 町中 納言、 其 父 少納言 信 西の 十三 囘忌 を修 せんと 欲す、 其 弟 僧 明 

遍 高野山に 住せり、 是に 不同して 云く、 我 佛の法 四十九日 にして 止む、 年忌 有る 事を不 聞と、 其 事 遂に 

止みたり と 有り、 予此事 を 一 僧に 問へば、 其 通な らん、 され ど 年忌の 施物 を 得ねば 寺 も 立 申さす と 笑 語 

せる 有り、 また 一 僧に 問へば、 年忌 は懇に 執行せ ねば、 亡者 成怫 しても、 佛の坐 位下り 申と 云々、 勿論 

予 かの 法 は 不知、 毎月 父母の 忌日 はなし 杯と 論 すれ ども、 孝子の 志に は 深切の 勤行なる を、 俗 例たり と 

て、 其 事 善なら ば、 何 を か 厭 はん， * 

垂仁 天皇 拘死を 停 給 ふ 事、 國史に 出る 處 なり、 備前浮 田家 卒する 時、 坐 中 を 見て、 誰か^ 死 せんと、 國 

老 花房 何某 曰、 此 座の 者 共 は 何れも 金 鐵の士 なれば、 跡の 事 を 託し 給 ふべ し、 冥途の 事は臣 等が 不知 處な 

り、 常に ill 一" じお ふ t 共 を 他い とし 給 ふべ しと 云り と、 亦 上古 國 風と は 云ながら、 麟員 令の 彈正臺 義 解に、 

信 濃 國の俗 夫 死 卽以婦 爲殉と 有り、 

拾 芥抄を みれば、 三月 朔日 不得與 婦人 同處 大凶、 五月 十四日 陰陽 不可 配 遇. 不出 三年 死去 云々、 見醫心 

方有證 云々、 或說同 五月 十六 日、 房內禁 事、 犯 之不出 三年 必死、 何以知 之， 新 布 一 尺此夕 懸柬墻 上、 明 

日 視之有 血 切 也 云々、 古書の 事 なれば、 其證 ある や、 圖 書目 錄に、 醫心方 三十 卷丹 波康賴 撰す と 有、 康賴 

の 事大 系圖 にも 出、 丹 波 家の 祖 にて、 醫心方 は永觀 年中の 撰と 有、 右の 說々 1* 肌運氣 より 出た る 事な りと、 

素 門 內經運 氣論を 見れ ども、 見當ら す、 康賴は 其 先 後漢靈 帝より 出た ると 見 ゆ、 和 氣は垂 仁 天皇の 皇子 

鐸石 別命より 出たり、 此兩家 異國へ も 達せし 醫 道の 名家な り、 予 前に 神 應經と 云 書ー卷 有る を 見たり、 

是は明 憲宗純 皇帝の 勅に て、 崇祿本 夫 韓繼賻 が、 成 化 年中の 序 有お、 鈹炙 Q 穴 等の 書に て、 日本 釋 良心 
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本^ 和 氣丹波 兩氏所 撰 癱疸疔 等 S 瘡を 治す る、 八 穴 Q 法 を 傳し事 を 載せたり、 叉 丹 波 雅忠醫 術外國 にも 

達して、 高麗 國王病 有醫を もとむ 書中 非禮 な"、 故に 返 其方 物雅 忠を不 遣、 其 返 翰大江 1M 房 書. N、 雙魚 

難達鳳：^^之リく 扁鶴何 入 鶴 林 之 雲の 句、 朝野 群 載に 出 づ此文 高麗 宋朝 にても 奇 なりと す 云々、 

萬 葉 集に 遊行 女 婦土師 這 行 女婦蒲 生娘 子な ど 歌 有り、 夫よりの 集 等に も 遊女 C} 歌 見 ゆ、 叉 檜 垣の 遊女が 

集 有と、 予 未見 之、 類聚 和名 抄に、 宇加禮 女と 見 ゆ、 古歌に も 多く 水に よせて 詠り、 水邊 によりて 名 付 

しなるべし、 川 竹な がれの 身な どい へる も、 水の 緣 なるべし、 頼 政 卿の 家集に 遊女 戀 とて、 

思 ひかね もしも や 見る とた はれめ がすむ 川上に ながす 玉す さ 

昔 は 遊女の 名 も 古雅なる ものな り、 朝野 群 載に 紅葉 觀音中 Q 君に 馬 白 女主 殿 蟹 島に、 此 意香爐 孔雀、 神 

崎の 河 菰姬カ 名 拍犬幢 等の 名 有り、 錄倉實 記に、 平野 社に て 法 樂の舞 を 執行 せんとて、 天 王寺樂 W 米 を 

借用して、 辨慶證 文 を 送りし を擧 たり、 神 崎 遊君 經書梶 子な ど、 云る 名 有る 證 文に、 元曆 元年 正月 二十 

八日と 有り、 又東鑑 に建久 元年 頼 朝 卿 上京の 時、 橋 本の 宿に て 遊女へ 御 送 物 有り、 是に 先達て 御 連歌、 

橋 本の 君に は 何 かわた す べきた、 そま 川の くれです ぎば や 

と平景 時つ ぎ 申け ると 記せり、 亦 建久四 年富士 野に て、 手 越 黄？！ 川已下 近邊の 遊女 多く 參て、 御前 を も 

てな し、 將軍家 里 見 冠者 義成 を、 遊女の 別當 たるべき 由、 仰の in 有な ど 記せり * 义太闇 記 を みれ ば、 文 

祿 五年閨 七月より、 大地震 伏 見 城 諸門樓 悉く 街れ、 侍婢 大勢 壓死、 當時 倉卒に 求めが たぐ、 京都 島 原 伏 

見 撞木 町 等の 遊女 を 召れ し 事 等 あり、 

其 鯛 曰、 文祿頃 京都に 島 原の 號な し、 御 町が 三 筋 町なる べし、 本文に 記す る處非 敷、 

上古 は 人 淳朴に して 氣を 守る 事 厚く、 生 を 保つ 事 長し. 年々 物 開く、 外物の 爲に志 を 奪れ 煩勞 多し、 故 

に 長 壽も少 からん、 身體 長大 力量な ども さ 有ん、 謹で 膂事 本紀 古事 紀 日本 紀 等を考 るに、 景行 IK 皇 御身 

尺 I 丈 二 寸、 日本 尊 御身 長 一 丈 カ能杠 鼎、 仲哀 天皇 御身 十 尺と 有り、 され ど 兼 好の 書れ し 如く、 帝の 御 
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位 は 最も かしこし、 竹の その ふの 末葉 迄、 人間の 種なら ぬぞ やん ごとな きこと i や 申す も 恐れ 有り 又 高 

賣 にも 長壽 多く、 君 も 臣も百 歲を超 給 ふ、 凡 下姓 名 を 記されぬ も猶更 ならん、 
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爲學初 問に 云く、 連歌 俳諧 阐碁象 戯獄鞠 茶 湯 香 花 等 は、 さの み 人事 を 助く る 事 あるに も 非す、 遊戯の 

具な り、 若 是に泥 まば 詩文に 泥む に 優り やせん 劣り やせんと 有り、 宜 なるべし、 され ど 餘事は 知らす 

連歌 俳諧 は 和歌より 出て 此國の 風俗 なれば、 詩よりも 擧び たき 物 か、 古今 和歌 集に、 俳諧 歌 を 出され、 

又史 記の 百 二十 六卷 目、 滑稽 傅に 其 事 見 ゆ、 古今 集抄 にも、 非道 敎道非 正道 進 正道 云々、 古今 集の 事 は、 

秘傳 有る 事 ゆ ゑ 不知、 今專ら 流行せ る 俳諧と 稱 する も、 能き 師傳を 請べ し、 浮薄の 敎 ならす 感 あるべし、 

今や 唯 卑陋 文盲の 類 も、 口に lil せて 吐き、 物の 名 寄せ、 一 口 づけな どの 類に 下りて、 鮎 取 賭 を 諍 ふと 混 

すべから す、 圍碁 は堯の 丹朱 を敎 ると て、 作り 玉 ふと も、 亦舜の 作り 玉 ひ、 商 均の 愚 を 敎給ふ 共 見 ゆ、 

梶原景 時が 不學 なる、 三 綱 五常と 云 事 は， 如何なる 事ぞ とて、 其 名 も 知ら や、 鎌 倉 殿の 政務 を 參り議 る 

人の、 氣の毒 さよと、 和 田 畠 山 等 誹謗せ りと、 然るに 承 久亂の 記 等 を 見れば、 北 條泰時 入京の 時、 院宣 を 

下されし に、 泰時不 得 讀大に 困りて、 味方の 勢の 中に、 誰か 是讀 べしと 云し に、 勒使 河原 小 三郞が 曰、 

武藏國 住人 藤 田三郞 こそ 博學 多才の 文士に 候、 讀 せらるべし とて 讀せ しとな 泰 時不學 なる 已不學 と 

も、 せめて は 他の 學 びし 事 成と も 知た し、 か. -る大 軍の 中に、 文才 ある も從 へす、 他の す、 めに 仍り 

如斯、 義時泰 時の 行 ひ、 天子 を 遠島に 遷し 奉る の 不義 禮義を 知らぬ も理 りなり、 然るに 泰 時を稱 讚す る 

の 書 多し、 此程も 駿臺雜 話 を 見れば、 北 條泰時 こそ 漢の 丙魏、 唐の 姚宋 にも 耻 しからぬ 人に て 候へ、 我 

國に は餘り 比類な かるべし と 見えたり、 惡 行に は 比類な きと 云 事に や、 義持泰 時 惡行實 に！. < 地 不容の 罪 
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五 七 二 

人な りと、 俗說辨 後編に も； i ぜり、 予倩、 平家物語、 源平 盛衰 記、 平家物語 評判な ど を 見る に、 泰 時な 

どか 淸盛公 をば 小 松 大臣の 諫め 玉 ひし を 思 は ざら む、 泰時を 名將傳 などに も 入れ 侍りし にやに 覺ゅ、 又 

新 刺 撰 和歌 集に、 泰時歌 T 世の中の 麻 は あと-なく 成に けりこ、 ろの ま、 のよ もぎの みして」 と は、 予勿 

論 歌の道 は 知らね 共、 何事 も 心の 儘に 成し、 太平 記に 鎌 倉 滅亡の 事、 一 朝 一 夕の 事に 非す とは宜 なり、 

右 等の 積惡 ならん、 

駿臺雜 話に、 彌平兵 衞宗淸 が賴盛 卿の 鎌 倉 下向に 從 はざる を 擧げ、 大東世 語に も、 德 行の 列に 人たり、 又 

渡邊 競が、 平家に 伏せす して、 頼 政 卿と 一 所に 成し 事な ど、 駿臺雜 話に、 其 義を稱 す、 され ど 武士た る 

^是 等を擧 げば、 實に 繁多な らん、 此兩士 は 必死にな りたる 場 にても なし、 愚 思 ふに、 宗淸 は賴朝 卿、 

至て 懇 志の 者 なれば、 平家の 大將 達へ、 內密 にて 其 志 を 通し 置、 鎌 倉へ 下り、 透 を 見て 賴朝卿 を、 一太 

刀 恨は實 の大忠 ならん、 不遂ば 死 を 潔くすべし、 是勇 ならん、 渡邊競 も、 宗 盛公甚 深切の 趣 なれば、 間 

を 伺 ひ 飛懸て 志を遂 べき ものな り、 亦何ぞ 謀計 も 有べ し、 兎角 臣 たる 者 は、 主の 國家を 失 ひし 跡 にても、 

忠義に 身 を かふる こそ 潔 けれ、 思 ふに、 平家に て は上總 五郎兵衛 なわ、 主家 斷絕の 後、 眼に 魚麟を 覆て 

頼 朝 卿 を 伺 ひし かど も 見出されて 志 を 不遂、 死 を 潔う す、 古へ より 節に 臨て 忠義に 死 を 以てする もの 多 

しとい へ 共、 後世 其 名 を稱讚 せらる、 有り、 又 其 名の 廣く逹 せざる 有り、 其 身 其 名 を 求めん が爲 ならね ど 

も、 幸と 不幸 有り、 (其蜩 云、 此上總 五郎兵衛の 事 を、 後世 惡七兵 衞景淸 と 誤 傅して、 忠 光が 美名 匿る 惜 

いかな) 佐 藤 次 信が 屋島 にて 死せ しは兒 直の 咄 にも 傳 りぬ、 村 上義輝 (彥四 郞ィ義 光) 父子 吉野 にて 死 

せし は、 老者も 常の 如くに 思へ り、 村 上の 行 ひ 熊 野に ての 働、 吉野 にての 始末、 忠 有り 智 有り 勇 有 りと 

云べ し、 其 外 古より 死 を 潔せ し 人 多し といへ ども、 後世 其傳の 達せざる 多し、 實に 感慨なら やや、 

押領 使と 云 事、 昔 は 化ハ所 を押領 する 様な りと、 或 方の 問 有、 左なら す、 東鑑 にも 文治 二 年 八月 六日 草 野 

大夫永 平 筑後國 在 國司押 領使依 天 氣執達 如 件な ど-^ 有り、 昔時 此號 有事な り、 
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右筆 は 能書の み にても 有 まじ、 職 原參考 にも、 謂 文筆 博 辨之人 也と 見えたり、 東鑑 などに も、 右筆の 事 

見 ゆ、 木 曾 右筆 太夫 房覺 明な ど 思 ふべ し、 

雷の 事、 諸 書參考 する に、 諸說 紛^たり、 聖人 も 迅雷 風 烈必變 と" 天 Q 怒 を 敬み 玉 ふ、 理を 以て 不可 誣、 

秉燭或 問 珍 云、 易に 象 を 乾に とる、 乾 は 戌 亥の 方位に て 雷の 形 を 家に なすと 云々、 五雜 姐に は、 大約似 雌 

鷄、 肉翅 有、 其 響の 兩翅奮 撲作聲 也と、 是も 如何 ぞゃ、 國史 にも 無 雲 雨 雷 有事 多く 見えたり、 鶏に 類せ 

し 事見當 りし は、 文德 天皇 實錄 に、 天 安二 年 六月 壬 11^、 雷雨， 此夜左 近衛 大宅年 麿 於 北 野 見 之、 當稻荷 

神社、 {4! 中 有兩鹞 相鬪、 其 色 似 赤、 相鬪之 間、 毛羽 散 落、 地 雖相隔 見 似 眼前、 良久 而止、 此 語類 妖妄而 

記 惟 也と あり、 信 濃 地名 考を 見れば 更科 山異獸 有り、 夏 月 雷雨の 起る 時、 小獸石 穗に顯 はれ 飛で 雲に 入 

事螽の 如しと、 又 或 年 暴 雨の 後、 山より 死して 流出る 獸 二つ、 目大さ 犬の 如くに て 灰色な り、 頭 長く 臂 

半黑 く、 尾 は 狐の 如く、 フッサに 爪 は 鷲の 如し、 按 るに 霹靂の 地下に、 木に 爪の 痕 ある もの 是 なり、 又 

明 和 七年閨 七月、 伊奈 郡 驛科村 雷獸を 得たり、 狀 左の 如しと、 乂近 江の 國か みの 村に て 雷 落し 時、 村 

人 雷 を とらへ た わと て 見る 者 市の 如し、 其 獸の狀 右に 云 者に 少も不 違と、 同書に 委く其 說を擧 たり、 又 

是に 同き は、 市井 雜談 集に、 三 河 國小坂 井村 茶店の 井戸へ、 大 雷の 節 落た る獸 は、 形 狸に 似たり、 是を 

捕へ 食物 を與 ふるに、 何 にても 不噴、 餌な くして 終に 死と 有り、 

宇治 大納言 隆國 卿の 今昔 物語に、 源 行 任 朝臣 越後 守た る 時、 小船 打 寄せたり、 廣ニ尺 五 寸長間 計、 戲に 

作りし とも 見えす、 如何なる 小人の 乘 たる 船に てあらむ、 年老た る 者の 云け る は、 前々 も か、 る 小船 寄 

る 事 有り、 此 船に 乘 程の 人 ある 國は、 北方に 有べ しと、 (下略) 又 萬國掌 菓圖を 見れば、 小人 國と 云へ る 

二 所有り- 又 史記評 林 百 二十 三 安息 傳に、 括 地 志に 云、 小人 國在 大秦 南、 人纔 三尺， 其 耕 稼 之 時、 懼鹤 

所 食 大秦衞 助 之と 有り、 又 三才 圖會に 東方 有 小人 國長 九寸と 云々、 ー义 今昔 物語に、 藤 原 信 通 朝臣 ある 國 

に 受鎮の 時、 死人の 長 五 丈 計、 頭より きれてな し、 右の 手 左の 足 もな し、 女と みえたり、 東西の 濱と云 
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る 所へ 寄たり と 陸 奥國海 東と 云る 所へ も、 大人 打 寄た る 事 を 載 玉へ り、 又 采覽異 言 (白 石 先生 著) に、 

長人圃 の事委 く、 元 和 中 長大の 女 屈 金 浦に 漂 寄、 义寬 文の 初、 南部 東海の 漁 大臂を 網し 得たり、 其 指 骨 

の 間 長 w 寸 有し 事な ど 載 玉へ り、 

西土 4- の 靑 -、 編集 有し 圖書 集成と 號る書 一 萬卷 有り、 新 渡に て 其 部の 內、 圖書輯 勘と 云る 百 三十 卷 有り、 

淸帝 自序^ 作 有り、 其 略文と て、 ？^、 姓 源篛經 之裔、 其 先出淸 和、 故 號國淸 と 有り、 淸と號 する は、 淸和 

帝の 淸 なりと、 或 儒考を 加へ 書る を、 前年 兄て 不審な りし、 然るに 右の 書彌 渡りし と 見え、 去々 a 年 (明 

和 六 年) 新 刻せ し 古文 孝 經序跋 の 序に、 古今 圖書 集成 一 萬卷、 寳曆庚 辰 歳 淸客汪 繩武、 齎來其 書 全套、 

明 和 甲 申 元年 納之官 庫の 文 有、 猶义其 誓 渡し 實事傳 承の 事 あれ ど、 爱に 記さす、 され ど 右淸帝 自序 ある 

事 は、 其 眞僞を 不知、 又 鎌 倉 實記を 見れば、 義經の 子 義鎭と 云る の 傳を擧 たり、 金史別 本に、 列 將傳と 

云る 書 有りと て是を 引て 委く 記し、 陸 奥 高 館 落 居して、 夫より 蜋 夷へ 渡り • 韃靼に 至り、 金の 章 宗に隨 

ひ、 大功！？： し 事を擧 たり、 右の 金 史別本 列 將傳と 云る 書 を、 年来 望み、 書肆に 問へ ども 唐本に 未見 當の 

由な り、 然に和 樂辨を みれば、 金 史刖本 列 將傳と 云る 書 は、 好事 虚談の 由 を委く 明せ り、 又 義經蜈 夷 軍 

談と云 書 有り、 其 事實を 不知、 乂 蝦夷 志 を： れば、 義經の 事 を 今以て ヲ キク ルミと 稱し、 像 を 祭る 鼓 r 

慶 崎と 云 も 有り- 寛 永の ころ 越 前の 船 韃靼へ 漂着せ しに、 義經の 像 を彼國 などに も 祭る 事 を 見たり と 有 

り、 地理 書 を考れ ば、 蜈 夷より 韃 靼へ績 りと 見 ゆ、 今の 淸： f ぼお の 後 ならば、 西土 を 掌握 有し 事、 養に 

快然 たる 哉、 (其鲷 曰、 此辨 次卷百 八十 六卷 にあり、)  . ) 

寬文 年中 播磨高 砂 船 暹羅に 渡り、 天竺 摩 伽 佗國波 牟天亞 城主、 名 を 號於夜 伽羅 保牟、 是は本 伊勢山 田の 

產 にて、 山 田 仁左衛 門と 稱 せし 者、 彼國に 渡り * 武功^り、 彼 地 を 手に 人れ し 事 を、 和漢 三才 圖 t に >^ 

く擧 たり、 又 采覽異 言に、 山 田 仁 左 衛門暹 羅國 にて、 國事 を、 王 管し、 說其 主與我 通聘、 元 和 辛 酉 夏、 國 

王 遣 忱齎金 葉書 米聘方 物、 自是聘 1^ 無 絶、 至 寬永戊 冬 王 死、 明年 己巳 春 嗣主遣 使 奉 金 葉書 來修舊 好、 其 
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事. 末 具 詳^ 考、 故 不贅焉 と ip^ 奇談な り、 

其 網 曰、 此仁 左衞門 f ぉ卷 にも 一 一 所 迄に 出たり ワラ シナ 仁左衞 門と も あり、 

琉 球の 舜 fK 王 は、 鎭西 八郎の 子た る 由、 南 島 志に も 擧られ たり、 又 中 山 傳心錄 を 見れば、 舜； 大の事 を、 

日 木 人皇 後裔 大里按 司 朝 公の 男子な り、 宋淳 十四 年 丁 未 舜天卽 位 在位 五十 I 年壽 七十 1 1 喜聽 元年 丁酉 

薨と 有り、 

中 山 傳心錄 を 見れば、 琉 球！； 言語 此方と 粗 同き 事 多く、 國中常 行の 錢 とて、 寬永 通寳を 記し、 神德 寺と 

號 すに、 八幡宮 有り、 尙德 王の 所 建な りと 有り、 又 同書 舞曲の 中に、 此方の 道 成 寺の 故事に 類せ し 事 有 

り、 其 文 曰 (略) 此方 道 成 寺を模 して 述作せ しにて 有 まじ、 大同小異 怪談な り、 

v< を 取る に m を えらぶ 事、 貫 之 土 佐 日記に 爪の 長くなる を 見て 日 を數れ ば、 今日は 子の 日 なれば、 きら 

すと 見えたり、 拾芥抄 に、 九條 殿遣誡 にも、 丑の 日 除 手 甲、 寅 Q 日 除 足 甲と 書 玉 ヘリ、 此事を 細 注に 天 

曆 御宇 說 なりと 有り、 此遣誡 の 事 を、 季吟土 佐 日記の 抄 にも 引り、 

或 儒者 經濟錄 とて 書る に、 日本人 先祖の 名 を 相 續て稱 する 事 あたらす、 舊記 など 考 るに、 其 差 支 有と は 

宜 ならん、 され ど是も 上古よ おの 國風 ならむ、 彥火火 出 見 尊の 御 孫、 祌武 天皇 も 火 火 出 見と 申 奉り、 大 

已貴 命の 御 孫 不替奉 稱事も 見えたり 又 閑 際 筆記に、 西土に も 父子 同名の 者を擧 たり、 又 臣子之 禮必避 君 

父之諱 と、 桓武 天皇の 詔 なれば、 延曆 以後 改 避すべし と、 東 百官と 云 有り、 又 相 馬 百官と も 云、 結^ 錄 

に、 是は鎌 倉 親王の 時 起れ り、 相馬將 門の 置と は 恐らく は 非な らんと 有り、 諸 書に も 評する 如く、 彌々 

將 門が 置なら ば、 實に 汚穢 あるの 號 なお、 又 職員 令な ど考れ ば" 本官に 同せ しも 有り、 

國史 に、 連理 木 生す る を吉瑞 とす、 此文 所々 に 有り、 延喜 式に 合 生 連理 木 は 仁 木な り、 以爲 祥瑞と え 

たり、 扨 大木 も 有る ものな り、 日本書紀に、 聚行 天皇 到筑 紫後國 御木 居 於 高 田 行 {呂、 時 有 僵樹長 九 百 七 

十 丈、 (下略) 未僵 之先當 朝日 陣則隱 島山、 當 夕日 嘩 覆 阿蘇山、 天皇 曰、 是樹者 神木 故、 nyl! 宜號 御木 
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國 と^り、 

米價の 事、 日本書紀に 顯宗 天皇 二 年 冬 十月 戊 午 朔癸亥 宴 群臣、 是時 天下 安平 民 無搖役 、歳 比登稳 百姓 殷 

富稻ー 斛銀錢 一 文と 有り、 また 續 日本 紀に元 明 天皇 和 銅 2： 年、 錢 一 文 米數六 升と 有り、 又， 三代 實錄 に、 

淸和 天皇 貞觀八 年 二月、 太 政宫處 分、 定左 右京 白米 一 升直錢 四十 文、 前 二十 六 文 今 加 十四 文、 黑米 三十 

文 前 十八 文 今 加 十二 文、 是歲毂 價騰踊 東西 津頭 白米 一 斛七 貫ニ臣 文、 黑米四 貫 百 文 由、 是增定 京 邑沾價 

と 有り、 又 百練抄 に、 後堀河 院寬喜 二 年 六月 二十四日 甲 申、 定米 價斛錢 一 貫 文と、 又 太平 記に 元亨 元年 

夏大孕 、 此年錢 三百 文 を 以て 粟 一斗 を 買と 有り、 又 重 編應仁 記に、 弘治 三年 五月 二十 三日より、 八月 九 

日 迄 天下 大早 魃. 今年 金 一 兩を 以て 米 五斗 を 交易す、 前代未聞の 事と 記せり、 又秋齋 間談 に、 窒町殿 

日記 を 引ける 文 有り、 一： ムく、 御 局 衆 半 下衆 切 米 十二 石 賣拂可 中 由 被 仰 越 候、 此頃兵 庫の 賣買 一石 六な 三 

分 五分の 由、 すいた や 新 左 衞門申 候、 御 心得 可 有 之 候との 文に て、 是は 天文 九 年の 事な り、 又續 草庵 雜 

談を みれば、 古田 兵 部の 米 を 寶て請 取 を 書れ しに、 十 文目に 付 一石 替 なりとの 文に て、 是は慶 長 四 年 卯 

月 十五 日、 兵 部 判と 有り、 又 太平 記の 評 を 見れば、 楠の 米 を 買、 山門に 寄附し 軍餉 にも 備ふ、 米 一千 二 

百餘石 を、 黄金 百兩 にて 買 得られた る 事 を 記せり、 又 唐 書に 玄宗の 開 元 二十 八 年の 冬 米 一 斜直三 錢と有 

り、 又 負 觀政耍 を 2- れば、 太宗 の貞觀 三年の 文に 逐年 彌豊以 三 四 錢買米 I 斗と 見えたり、 又 官米を 出し 

て 民の 貧苦 を 救 玉 ふの 事、 其價 三代 實錄 に. 觀九年 四月 辛 卯 束 西 始置常 平 所 出 官米而 觀之米 一 升 直新錢 

八 文、 京 邑人來 買 者 如 雲、 是時 穀價騰 躍內外 飢饉 米 一 斛 直新錢 一 千 四百、 山 是官耀 以救俗 弊焉と あり、 

中古 知行の 高 を 百 赏或千 貰と 稱 せし 事、 諸說 多し、 上古 地方の 法 は 令 義解田 令に 出たり、 上中下 田の 法、 

租稅 幷調庸 等の 事、 古書 を 見 師傳を 請べ し、 古書に は稻何 束な ど、 1^ て、 其稻の 量目の 法、 亦 封 戶の事 

など あり、 貫と 稱 する M 鎌倉時代 にも 有し、 北條 家系 圖に、 相模 入道の 領知廿 八 萬 七 千 貫と 有り、 猶考 

を 加へ て、 今の 知行に して、 百 四十 三 萬 五千石と 有り， 叉 弟の 惠 性の 領知 十八 石 五 千 J 只、 今の 高に して 九 
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十二 萬 五千石に 當 ると 云々 • 又 或 儒の 今錄と 題せ し 書に、 知行 を 何十 貫と 云 事、 田 I 坪に 苗 一把 種る 事 

にて、 百 评には 百 把 種 ゆ、 是を百 目と； fr 千 坪に 千 把 種て、 是を I 貫目と 云、 此積 にて 大抵 十 J 只 は 百 石 

百 貫 は 千 石に 當れ りと も、 上中下に よりて 一 定 せす、 是 古法な りと 有り、 楞海 一 得に も、 今錄を 引用せ 

り、 又數度 宵談に は、 今錄を 引て 相 遠な りと 書り、 本朝 今 事 制 三百 坪 を 以て 一 反と し、 三千 坪 を〉 以て I 

町と す、 水 帳の 石高 所々 によって 不同 有と い へど も、 大抵 一 反 を 一 石 五斗、 或は j 石 六 斗、 一 石 三 斗と 

す、 然ば百 坪の 高、 大略 五斗な り、 所謂十貰は I 萬坪な.=:/乘五斗得五十石、是を以て思へば千貫は|.^^千 

石、 百 貫 は 五百石、 十霣は 五十石な るべき かと 見えたり、 又 草 廬雜錄 に、 知行 を 貫 を 以て S 告 する 事、 諸 

書に て考れ ども 知が たか わしに、 今 仙 臺人萬 石 以下 を 以て 貫 を 以て 稱す、 十 貫 を 百 石と す、 是 にて 能く 

知たり、 誠に 知れざる 事 は、 衆人に 問 尊すべき 事な. りと 見えたり 又 俗 說贅辨 續篇に 曰、 知行^ 貫の 辨、 中 

古地 方の 知行 を 計る に、 -白貫 千 貫と 云 事數目 有り、 今 も 仙 臺には 其數石 有りと 云、 此 數西國 にて は 明かに 

知人な し、 武家 系 圖相模 人道 平 高 時の 下に 曰、 領知 二十 八 萬 七 千 貫、 當當代 知行 百 四 卜 四 萬 五千石、 是 

田 五段 を I 貫と したる 物な り、 又 或 人 iKQ 人に 聞たり とて 語け る は、 古 永 樂錢十 文に- 米 四 合 八 勺を賣 

故に 百 文 は 四 升 八 合、 一貫 は 四 斗 八 升、 百 貫 は 四十 八 石に 當 る- 然ば 知行 百 賞と 云 は.. 今の 知行 百 石と 同 

じ、 後世 家に よりて、 知行 を藏 米に て 遣す、 四ッ八 分の 免なら しとて、 米 四十 八 石 を 百 石と 名 づけて、 

遣 はす は此 古法な り、 今按 るに、 我 友人 古語 を 以て 曰、 右 兩說皆 非な り、 土 佐 國樁多 郡 中 村 鄕不破 村， 

幡宫 寳藏に 一條 家の 古文書 あり、 曰、 

於 本 鄉中村 八幡へ 新 御 寄進 田の 事 

(中の 前 E) 一所 一貴  有. li の內  (小 任 小作) 彌 五 郞 

(〈シ ラ松 )1 同 I 貫 分  目黑 の內  泉 (蟲 蟲) 

一同 七 百 五十 分  藏 橋 分 
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  五 七 八 

1 同 二百 五十 分  立 石 分 

合 三 貫分歟 

永 祿 二 年 己 未 三月 吉日  康  政⑩ 

右の 文書 を按 るに、 田 千 歩 を 一貫と す、 今の 三 段 三 畝 十 歩な り、 是錢千 文 を 一 貫と する が 如し、 然ば 百 

貫 は 田 十 萬 歩、 今 G 法に して 三十 三 町 三 段 三 畝 十 歩、 知行 三百 三十 三 石 三 斗 三 升 三 合と すべし、 恐らく 

は 奥に て 中 も如斯 ならん かと；^ り、 又 行餘隨 筆に 曰、 足 利の 世に 錄に貫 を 云 事 有り、 田 十步を I 貫と し、 

是を 積り 上て 百 貫 は 田 十 萬 歩- 今の 法に 充れば 三十 三 町 三 畝 十 歩な り、 千 貫の 錄 なれば， 三千 三百 三 f 

石餘の 所を領 せる よし、 伊澤 某辨 解せ り、 關東 にて 苗 百 把 を 百 目と 云 諺 有り、 是 を考れ ば、 千 石 は 千 I 只の 

事なる べしと、 或 人語り きと 有り、 又勸農 古本 錄 にも、 永錢を 以て 年貢 收納を 取 立る 法 有り、 繁多なる 

が 故に もらしつ、 猶亦 筆の 隨意 記しぬ、 予が 家に 永祿三 庚申 年、 當國多 度 郡 天 霧 山城 主 香 川彈正 忠之景 

より 賴 まれて、 加勢せ し 事 有り、 其 謝禮狀 今に 所持す、 其 略文に 云く、 今度 從阿州 到 當國亂 入の 刻、 刖て 

御 入魂 Q 儀に 候 間、 其 所 知行の 內、 多 度 郡 葛原庄 鴨請錢 十三 貫 文、 今 合力 候との 書な り、 如何なる 算合 

か 家 記に も 分りが たし、 右 村々 當時は 其 高 合せて 凡 一 1 千 五百石に 近し、 右 諸 書の 說々 參考 の爲に 記しぬ、 

其蜩 曰、 知行に 貫 を 以て 稱 する 事區說 有て、 一 定 ならす、 爱 に數說 を擧れ ども、 是を 正と する の說も 

見えす、 前 卷に鹽 尻 集 を拔萃 せし 中に、 知行に 貫を稱 する 事、 其 園に 寄て 其數 違り と 有り 正なる べき 

か、 其國に 寄り 或は 時代に 寄て 差別 有 わしと 見えたり、 相模 入道の 領知 も、 是を 以て みれば、 當 時の 

石 數には 引合が たき か、 

^政 卿の 鶴 を 射 玉 ふ 事、 諸 說紛耘 たり、 沙石集 を 見れば、 菖蒲 前 を 賜し 事 は 不審 有り、 沙右 集に は賴朝 

卿 京より 菖蒲と 云る 美女 を 呼 下し 玉 ひ、 同よ は ひの 女房 十 人 装束 させ、 あやめ を 見知らば 賜るべし と 仰 

ofer、  fegnl 郞兵 衛景化 戈 「まこも 草 あさかの 沼に しけり あ ひてい つれ あやめと 引 そわつ らふ」 と 詠り と 
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1 辨 にも 此事を 引て、 沙石 集は簾景時 末子 無住 請 作な りと 有り、 予沙石 fM れば、 I 年中 

^1 り、 XI 應直 るに 何れ 零め と引ぞ わつ らふの 歌な し、 き 書 毒す き、 f  i^JU 

5 宇に も J? 多し、 xlli.s、 露に 不§ ま 擧げ、 ism^^H^ 

說 1 集たり、 又 結露 直れば、 g と I ゆ、 下寶 i 一二 is 雲き、 ず 射" 弓矢：； 

に 在り、 小兒夜 泣に ii れば 止と あり、 又 毒に 猪の 早 太， I れど、 原 ^^".4^^ 向"；， マ 

太 靈江羅 鼻 故、 曰 I 多黑 氏き 伊豆 八 郞廣？ 仲 政 fi; と 見；. 5 龍 U^^JJ ド或 

賴政卿 iil を、 源平 i 翠 家物擊に 「Q? へ. I よりなければ 木" 〔5^"":; ひて 

世 を わたる 哉」 と 詠 有りて 三 化に 叙せられ しとみ ゆ、 され I 書に i を 見れば、 冶 承 二 年， 公よ ね 

三，， 文ず、 諸 f 塵 賊、 謹 謹 性臺、 勇名 被世、 I 七 旬、 未 昇 伏 I 寶 泉 之 

0 枉賜纏 逢、 a 時人 異 之と 見えたり、 ズ I 抄に * 俊囊 I 卿 は luijjli 

U  、.^s まで 歌に なり かへ りて、 常に 忘れす と 有り、 源滿仲 朝臣 を 入道と 申 I、 藝 意と 申せし 

^ 何に、 まひし に、 鍵 太 笑| 家 公 出家し 玉 ふ S を、 神 皇正統記 に、 執政の 人 崖 Q 始 なり、 

頃， の 人な 力り しかば、 入道 殿と なん 申け るより、 源滿仲 出家した りし を りて、 新發 意と 云け る 

と 有. 0-、 

u!^:^ に、 感狀 は賴朝 卿の 在々 木 盛 綱へ 賜し を始 なりと す、 東鑑 第三に 自昔雖 有 渡河 水 之 類、 未聞 以 M? 

凌^ 浪 之^、 盛 綱 振 廻 希代 之 勝 事な りと 云々、 是感 狀の始 たりと は、 予 不審 も 有り、 ^意 集と 云る を 見 

直 1 遣狀老 記す、 |?、 先祖 相簿領 安堵 御 判 形 七、 幷保 5 年以來 i 久 年中、 

ほ ぽにヒ 有 之と 有り、 (下， 建久羣 六お 九日 舊判 とず、 是は 武藏熊谷 寺に 牧り有 之と 

u々 ル遣 ル，， 文 先年 外 書 にても 見し に、 其 題名 を 忘せ り、 保 元々 年より と ある は、 佐々 木の 藤戶を 

渡されし よりも 以前に、 感狀も 有し、 又 軍 防 令に 大將 以下 連 卽中勳 之 日、 ； 依，^ 書以爲 勳狀と 有り、 
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义 下の 條 所謂 勳薄 なりと、 南嶺說 に勳妝 を、 是を 感狀と あれ ど、 今の 感狀 にも 不當 やうに も 見えたり、 

頼 都 卿より、 佐々 木への 感狀 に、 昔より 河水 を 渡す の 類 有れ 共、 未 馬に て 海 を 凌ぐ の 例を不 聞と 有と、 

其 先頓信 朝臣、 平 忠常を 討 亡 玉 ひし 時、 諸 軍馬に て 海上 二十 餘町を 渡し 玉へ り、 又 熊 谷直實 一 谷に て敦 

盛 を 討て、 剃髮 すと は、 虚談 なるや、 東鑑を 見れば、 建久 三年 久下權 守と 直實境 論の 時 不審 を 蒙り、 其 

座に て剃髮 す、 年代 等 齟齬せ り、 委くは 東鑑に 見えたり、 又、 神武 帝の 日臣 命の 勳功を 賞し 玉 ひ， 道臣 

命と 名 を 賜し は、 軍功に 名 を 賜ふ始 なるべし、 

和 擧訓に 近頃 印刻の 軍書 を 見る に、 益な き而 巳に 非す、 却て 犬なる 害 有り、 實 にさる 事な り、 或 書に 齋 

藤實 盛が、 錦の 直垂は 二心の 恥 を あら はせ しなり、 佐々 木の 平家の 祿を 請ざる 志に は 似るべく もな しと 

評せり、 夫に 此程も 四海 太平 記と 云る 書 を 見れば、 是は近 江 佐々 木 六角 家 を 重んじて 作れる 書と 見え、 

餘 りの 事に 佐々 木 家を讃 せんとて、 平家より 鎭 守府將 軍に 奏 任せし と 有り、 其餘間 事跡 軍記な ど を 見る 

に、 江 源 武鑑 本朝 武林傳 などに よれる や、 六角 家 を讃揚 せり、 され ど 近 江 は 京 極 家 六角 家 江 南 江 北に 並 

立て、 屋 形と 崇敬す、 印刻の 軍記 等に て は、 淺井 三代 記な どに 委く 記せり、 重 編應仁 記に 和 論語、 江 源 

氏鑑等 は、 堅 H の 土民の 子 少し 文字 を 知て、 己が 佐々 木の 正 銃た らんと 偽作せ し 事を擧 たり、 

其 蜩曰、 近世 六角 中 書と 云 者 あらゆる 偽書 を 作て 世 を 惑す、 三 川 後 風土記と 云 物 も、 此中 書が 妄贅な 

りと 云り、 爱に 記す、 堅 田の 土民の 子と 云 は 中 書が 事 成べ し、 

足 利將軍 家の 時 は、 何なる 事に て、 明へ 臣 伏し、 表 文に 年 號迄を 用ら れ しが、 義政 公の 表 文 等、 委くは 

善隣 阈寳 記に 兒 えたり、 此書は 文明 年中の 古書な り， 明史に日本！^王に封し薨せられて諡號等の事兒ぇ 

たり、 

其蜩 曰、 本朝の 臭 名此上 有べ からす 可 嘆、 

鐵炮の 渡し は 和 事 始に詳 なり、 後 太平 記に、 足 利將軍 家へ 始て 奉りし 時、 太平の 重器な りと は {且 なる 哉 
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了に 古へ I あらば、 奧羽前 九 年後 三年 Q 如き 長 陣も有 まじ、 朝鮮へ は 此方より 渡しと 見 ゆ、 懲瑟錄 に宗義 

督獻ニ 孔雀 及び 鳥 鉄 槍 刀 等 物、 命 放 孔雀 於 南 陽 海 島、 下 於 軍器 寺、 我 園の 有 鳥 鉄 始此と 見えたり、 

或 僭の 述作と て、 楠 石 論と 云る 書 有り、 楠と 大石、 忠義と 稱 すれ 共、 其 失 有と て 評論し， 正 成 討死せ し 

とは虚 なり、 九十 七歲 にて 法華經 を書寫 し、 自の跋 尾 有り、 河 內觀心 寺に 所藏 せりな ど.^、 實に 珍說を 

擧 たり、 先 此評は 差 置ぬ、 佾尼 令に 僧尼 習讀 兵書 は 科 罪と 有り、 儈尼 令に 法令の 事 委し、 

古へ より 姓氏の 虚實相 爭ふ事 有り、 日本書紀に 允恭 天皇 叫 年、 詔 相 爭氏姓 人 等、 沐洛齋 戒各爲 盟神探 湯、 

各 探 湯 氏姓自 定無詐 人と あり、 又 弘仁六 年に 新撰 姓氏 錄 三十 一 卷 有り、 序に 一千一 百 八十 一 一氏と 記し 玉 

へり、 異 SI より 歸 化の 姓氏 も 繁多な り、 源平 藤 橘の 三 姓の 様に 間 心得る も 有り、 ズ或 儒の 姓氏 解と 云る 

書 有り、 日本 上古 は 姓氏な きと は 如何 ぞゃ、 神代 卷に 皇孫 勅 天 劎女 命汝宜 以所顯 神名爲 姓氏と 有り、 職 

員 令に 治 部 省 掌 本姓 繼 嗣の事 有り、 昔時 は系圖 姓氏 を 改め、 本領 安堵 等の 沙汰 有る 故に 系圔を 重ん す、 

又 所領に 居住し 在 名を稱 する より、 自然と 本姓 を 失 ふに も 至れり、 且今 姓氏 稱號 等の 差別な く 心得る 方 

も？？，^ 有ぬ、 

或 書に 今系圖 作りと 云 者 有り、 諸家 系圖 より 稱號の 同き 類 を 引合せ、 IS く 己が 父祖 位 迄の 知た るに、 生 

れ 出ぬ 人 を、 何 代 も 系 合せ 人 を 欺く の 輩 あり、 實に 天地 を 欺く 罪人な りと、 誠に 宜 なり、 是は 多く 大系 

圖 より 系 合すな らん、 諸家 大系 圖と云 書 三十 卷と、 又 十 四 卷 との 二部 有り、 師傳 有て 十四 卷の 系圔 は、 

參考 等に 取 用 ふ、  • 

矛が 緣 類に 綾の 姓の 者 有. nN、 問 曰 我 綾 姓の 字、 或 者漢の 宇に 改ても 同事な らんと 云 者 有り 如何と、 予曰 

鳴呼是 何の 謂 ぞゃ、 先 舊事本 紀には 日本式 尊の 兒武卯 讃岐緩 君 等 組と り、 「父 古事 紀 にも 建見兒 王者、 

讃岐綾 君 等 之祖と あり、 in 本書 紀に は讃岐 綾の 君の 始祖な りと 記し 玉へ り、 國史に 出る 處の 姓に て、 稱 

號 にも 非す、 漢姓 は國史 新撰 姓氏 錄 にも、 異國歸 化の 姓 有り 綾 姓 は 恐れ多く も、 此方の 皇嵐 なり、 漢は 

 1  五八 1 
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ill 

I: 應扁； ぎ ii 

住行餘 の暇、 常 陸へ 赴き、 i 村 ひ uutllii リ いくつ 來客 何國ぞと 尋 ければ、 I と 答、 

富農 事 をな す、 ls^-^^unn^..^Mn^_^p^. 塑も I 曰、 さなれ 

然 is 有り、 其國 に 田所稱 のま や U さ U- よ iJT 玉 ふま じ、 我方よ 二 男に て、 fiQ 方 こ 

系 へ 下れる 時、 我祖 

は は 引 籠" S を i うすべし と？、 夫より 兄 は II に f:::snfi? な 

て I^Jil り、 數 f  I たれ ど、 今猶見 共に 感慨に 沈し とて 化 ハ事を 語られき ；: 

ぬ" き 5 のば 號 S 所 を訂し il り il 重ん する 事、 實に 孝た るべ し 
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M 草 卷之百 七十 A 


〇 北 野轉輪 寺 貫通 

論語よ ますの 論語 縑ひ、 茶 湯 知らす の 茶の湯 嫌 ひ は、 元来 其 道 を 知らぬ から なれば、 好 嫌の 論に は 至ら 

ざれ ども、 たと へ 知らぬ 道 にても、 心の 伏す る 有り 伏せぬ あり、 其 伏せざる を 以て 缣 ひと 云 様な ものな 

り 祌儒佛 の 道 は 素より 人間の 大道 なれば、 好の 嫌 ひの はなき 害 なれ ども-それ だに 其敎 若干 違 ひ ぬれば、 

自ら 我 好む 處 によりて 擧ぶ なれば、 況ゃ 其餘の 小道に 於て を や、 己が さまぐ 違 ふ も 無理なら す、 又 我 

が 如き 何の 道 を も 知らぬ 人 も、 世に 多 けれ 共、 人と 生れた る 德を備 へて、 是非 邪； 止 は、 己が ほどく に 

見事 辨ふ 事な り、 粤に 寳曆の 頃に、 洛に 貫通と 云る 沙門 出て、 北 野 神領の 地に、 あらたに 梵刹 を 建立し、 

轉輪 寺と 號し、 沈 ：： くの 衆生 を 度 せらる、 此流義 の 念 怫頻に 行 はれて、 是に 傾く 輩 は、 身 を 抛て 言 之 じ、 

剩世を 捨て 弟子に 成る 人 多し、 御所 方に も 御歸俟 有て、 御 祈 杯 を 命ぜら る、 境內 池塘靑 苔を帶 び、 草木 

繁茂し、 南に 樓門 あり、 本堂に は 大如來 南面し、 其營み 禪窒に 似たり、 傍に 寮舍 有て 若き 尼 多く 群居せ 

り、 或は 家婦娘 子の 類、 ひたすら 念佛 三昧に 入て、 世 業 を 捨る輩 多し、 倩 想 ふに 怫法 素より 人道 整齊 G 

道なる ベければ、 此 綱紀 全から ざれば、 人道と 云が たし、 然るに 世 業 を 出 離して、 發 心する 如き 敎は、 

濟 度に 非ざる に 似たり、 歸 伎の 功力に 仍て、 齊家 修身す るに 非れば、 人道 缺 るが 如し- 薙染は 其 功 を 終 

て 而後の 事な らん かし、 何 を 云ても 現世の 人事 を さすして、 當來を 念す る は 奈何、 返す くも 佛道を 

修 するとて、 はやまって 樣替 るに は 及 まじき 様に 思 はる  >な り、 もし 世の 人 一統に 怫法 を： li  一  n じて、 悉く 

持戒す る 如くなら ば、 竟には 人間 絡て、 其國 無人 境と 成べ し、 さ 有らん に は， 人間の 大道と は 云が たか 

らん か、 愚昧の 我輦 は、 此 所の 不審 晴 やらす、 神 儒の 道 は、 現世の 身を修 るの 事 なれば、 及ばすな がら、 

五八 三 
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II  >  五八 四 

愚 盲の 身に も實 にもと 思へ 共、 怫道 はな どやら む 現世 を 次に して、 來世を 專に願 ふ 樣に聞 ゆる 故に、 此 

不審 起るな り、 道廣大 にして 大乘に 至らん は、 量りな き 事なら め、 」M 幾 は 我 ごとき 小人 迄 も、 普く 泄さ 

す 合 點の行 様になければ、 いかに 大乘 ともい へ、 世の 敎遠 きに 似たり、 いか 心得て よからん や、 禪の 

1 棒 も 又 近き 頃 はやる、 手 島 先生が 本心 沙汰 も、 我輩 は 一 圆合點 ゆかす、 

因に 記す、 享保 年間の 木 食正禪 は、 元は 銀座の 手代と やらん にて、 壯 年より 發 心し、 東 坡笠を 被り， 律 

衣 を 着て、 銃 を 叩き 洛を 徘徊して、 世に 名 を 知らる、 世人 色々 に 評して、 上古 文德 帝の 御宇に 出た る 

米^ 上人の 様に も 沙汰せ しが、 さも 無り しゃらん、 段々 歸依人 多くて、 淸水 坂に 一宇 を 建立し 安薛院 

と號 し、 何れの 御所 やらん の 御舊殿 を拜領 して 本堂と なし、 寺 內淸淨 に 見えたり、 又洛東 S 岡 峠に、 

車 牛の 重荷 を攀揚 るを憐 みて、 其 街に 石 を 敷て、 牛の 勞を救 ふ、 元文寬 保の 頃 迄 在て 寂せ り、 又 元 文 

の 頃 小 松 谷 正 林 寺の 開基 惠空杜 多 は、 予も 殊に 親く 交れり、 是 は元來 道心 者に て、 殊勝 如法の 衲な 

り、 生質蹈 阿の 僧に 似て 貴き となく 賤 となく、 もろ 人に 平伏して 態 憩し、 是は生 質に て、 曾て 蹈 ふに 非 

す、 故に 世人 次第に 尊信し、 竟に正 林 寺を與 立し、 是も 御所より 御 舊殿を 賜て、 年每の 十月に 圓 光大 

師の御 忌 法事 を 勤め、 諸人 群 をな す、 本山 知 恩 院の御 忌 執行に 差閊 ざる 様に、 時 を 同じう せす、 知 恩 

院僭正 も 石 御 忌の 中に 參詣 有と かや、 加 程に 名 を 得 たれ 共、 生涯 出世 を 嫌て、 身 を 終る 迄、 黑衣 道心 

者の 體 にて、 晚 年に 身 まかれり、 是等 はいと も 殊勝な りけ らし、 貰 通 は 宗旨の 東 山 知恩院 にても、 色 

色 異議 有しと かや 承ね、 委事は 不知、 

〇 手 島 先生 

人の^^ のみにて直に聞正ざる事を難するは、 前に 云 論語 不讀の 論語 嫌 ひの 類 なれ 共、 老の 心の やるせな 

く、 妄に乎 島 先生の 事 を 評論す、 先生 は 元と 故 石 田 先生 門人なる 由、 近年 自 見の 一道 を 立て、 儒 佈老莊 

を展 じたる 様なる 敎を弘 め、 衆人 を勸 るに、 いさ-^ かの 謝 物 を 請す、 故に 諸人 殊勝の 思 ひ をな して、 是 
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を 尊 清す る 者 夥し、 其敎耳 近き 故、 婦重奴 卑の類 迄 、日毎 月毎に 門人 相增 し. 後に は 近 國近邑 迄 も閜傳 へ， 

世擧 つて 門弟と 稱 する もの、 凡 四 五 千 人に 及べり、 其 身は綸 巾の 様なる 物 を 被り • 異なる 道 服 を 着て、 

如意 拂子 を携 へ、 偏に 大聖の 再来の 如し、 最 あしき 化 度 も あら ざれば 緩る にあら ね ども、 閒 及ぶ 處、 此 

敎の主 童な、 人間 本心の 事なる 由、 是 をき 得發明 する 者に は、 免許 を 出す とやらん 承ぬ • 餘事は 鬼 も あ 

れ、 本心 會 得の 事 は、 庸人の 容易く 成就すべき 事に 非す、 たと へば 僅， の技藝 すら、 奥 秘の事 は 修行 を 積 

て も、 是に 至る 人 寡し、 况 人道の 大事 を や， 一 藝の 如く 免許な ど 上： ムふ 事、 今古 例を不 聞、 定て 先生の 

意 は 衆愚 を勵 さん 爲 成べ けれども、 餘の 事と 遠 ひ、 本心の 事 は輕々 敷 免す の、 ゆるさぬ のと 云 論 は 非 ざ 

るべ し、 禪の 大悟に 比する 心 かも 知らね 共、 夫と は心替 るべ し、 旣に誰 は 本心が 濟 ぬると する 其 人 を 

閲 るに、 其 論に 至るべき 人に 非す、 却て 本心 濟 ぬる を 慢 じて、 人 を 非に 見る 族 も 出来ぬべし、 さ 有らん 

に は 免許 却て 人の 害に や 成なん、 彼是い ふ 中に 彼 先生 も 歿しぬ とか や、 藥罐の 湯に て さめが 早 かるべし、 

〇 林 家へ 被 仰 渡御 書付 寫 

寬政ー 一 戌年 林 家 へ 被 仰 渡御 書付 寫 

林 大 學 頭. 

朱 學の儀 は慶長 以来、 街 代々 御 信用の 御 事に て、 旣 其方 家 代々 右擧風 維持の 事 被 仰 付 置 候 能に 候 得ば、 

無 油 斷正擧 相勵、 門人 共 取 立 可 申 害に 候、 然處 近頃 世上 種々 新規の 說を 出し、 異擧派 行 風俗 を 破る 類 

有 之、 全 正 睾衰 に 候 哉、 甚 不相濟 事に 候、 其方 門人 共の ts: にも， 右 體學術 純正なら ざる も 折節 有 之 様 

相 聞え 候 如何に 候 哉、 此度 聖堂 御 取 メり嚴 重に 被 仰 付、 紫 野 彥助岡 E 淸助右 御 W 被 仰 付 候 事に 候 得ば、 

能々 此 5n 申談、 急 度 門人 共異 事相 禁、 翁乂不 限. 目 門 他 門 申 合 •ri; 學 研究 致、 人材 取 立 候樣相 心得 可 申 事、 

戍 五月 一 一十 五日 

柴野彥 助 
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  ,  五八 六 

岡 田淸助 

御文 言 右同斷 

右の 通 林 大擧頭 へ 可 被 達 候 間 得 其 意 可 被談候 

戌 五月 ニト 五日 

右に 仍大學 頭より 門人に 被 達 候 書付 _ 

示 論 

御當家 11 學の 初、 宋舉御 建立 之 候 儀、 全 風俗： 化 敷 相 成、 人材 致 熟成 候 樣有之 御 美 意に 有 之 候、 然處近 

來； M 々新奇の 學流 起、 我等 1： 人に も 右 體の學 致 候 者 有 之 様相 聞、 今度 蒙 御 察 度 候 段、 於 我等 恐 入 失 面 

目 候 仕 合に 候、 此 度より 門人 一 統致 li^, 擧、 人柄 相愼候 様、 急 度 相 心得 可 申 儀に 存候、 修業 方の 懷は追 

追 可 申 聞 候、 

五月  林大學 1^ 

此外林 家より 門人へ 示 論の 書付 寫卷百 八十 九 塵 塚の 塵の 內に 追加す、 

〇 妙法 院門主 へ 被 達 御 書付 寫 

寛 政 1 一年 六 十三 日 武家 傳奏を 以て 、 妙法 院 御門 主 へ 被 相 達 候 御 書付 

內裏燒 亡の 節 依 程近、 暫以聖 護 院窒雖 被定假 皇居、 此地有 農業の 妨、 甚以狹 少萬端 有 御差閊 Q 間、 可 

有 遷幸 妙法 院窒被 仰 出、 路上 被加點 檢處、 火 後 無 餘日之 間、 遷幸 有 差 閊の事 被 猶豫の 中、 雞去 子細 出 

來、 女 院遷御 妙法 院窒 の， 嵌、 俄 被 及 御沙汰、 先從 禁中 被 召 妙法 院、 其 後女院 遷幸 以来、 不慮 被 經年數 

候、 此節 新內裏 造營、 漸可終 其 功の 問、 遷幸 妙法 院窒の 俵、 可 有 御沙汰 之處、 今度 與寳永 度 相 遠、 先 

新 内 遷幸 仙 洞女院 追々 可 有 遷宰、 自關 言上 候、 元來 今度 紫宸殿 專被復 上古 之 例 制、 於 淸凉殿 も、 如 

舊， i^il 造 立の 5^、 用途 加 增可爲 莫大の 處、 關柬ー 々如 御內 慮、 造營 の條、 歆感 殊不淺 候、 依 之 被慰繁 
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劇 御調 度 以下 •  貧 素、 一統 節 i?-Q 龍 被 仰 出處、 依！ f 幸 妙法 院女 院更 渡御 他所、 且於 遷幸 儀衞も 及兩度 * 

费用 等の 儀 被對關 東、 御 會釋も 有 之 事故、 不被得 止 遷幸 妙法 院窒の 御沙汰、 今度 被 停止、 直 新 內裏遷 

幸 被治定 候、 右 難 被 得 止 子細 山 徒 承伏 候 樣可有 御敎論 御沙汰 候 事、 

〇天 台座 主 御辭表 

同月 辭表淸 閑 寺頭辨 披露 

請被罷 fK 台座 主職狀 

右眞 仁、 謬 以庸劣 之才、 久蒙 榮顯之 職、 以故 屢不合 時宜 不能 一也、 蒲柳 之 質、 常 着 病 不能 二 也. 治山 

五 年 未 得 選 賢 不能 三 也、 有此三 不能、 居此 職、 _ ^々有 慚于 心、 顧 諸 王中才 賢非乏 天 鑒令眞 仁 羅榮顯 之 

職 養 幽閑 之 情、 何 幸 加旃、 不仕邀 疑狀以 聞、 眞 仁誠惶 誠恐頓 首々々、 

寬政ー 一年 六月 一 一十 六 0-  天台 座主 1 一品 眞仁 親王 

同 七月 十八 日 頭辨御 使 

被辨； 大台 座主 事 

解 の 趣 雖難默 止、 嚮新內 裹仙洞 女院等 安鎮御 修法、 御 內意被 仰 出、 加 之 法務 勵行有 聲譽、 殊未被 及 

壯 年の 問、 止 罷職之 懇情 大會遂 無異、 彌以可 有 治山 之 旨 被 仰 下 候 事、 

同 十九 日 被 仰ト： 書付、 

被 仰 出の 事 有 之 節、 愚眯の 質問 違 等 有 之 候て は、 恐 入 候に 付辭 職の 事 言上 候處、 不_^^. 声 被召留 畏人存 

候、 此 以後 仰 事 如 愚昧 不會 得義 は、 再 應可窺 反 候、 依 關白 殿へ も 幾度 尋問の 義可有 候.。 若 此儀已 米 

有 之 節 仰の 儀 彼是 申 候 趣に 相 聞 候て は 恐 入 候 間、 豫令 言上 候 事、 

〇 相撲 故實幷 行司 家の 由緒 

相撲 は 上古に 始， ；,、 いにしへ は 御節會 など も 有し 由、 中古 其 事 結て、 唯 世人の 慰 許に 成たり、 予 幼若の 

II  五八 七 
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頃より、 壯年 過る 迄 は、 名高き 者 共餘多 有て 今の 角力 如き は、 其 頃の 中す まふに も 及 まじ、 都て 前卷に 

云 如く、 世の中の 才器 藝者相 俱に衰 へて、 四 五十 年 米、 其 人な し、 然るに 天明の 末つ かたより、 上に い 

み じき 人々 出 玉 ひ、 年號寬 政に 改り てより、 五穀 繞， 世 風 日 を 追て 正に 歸す、 政の 字 はこた び始 て年號 

に 相 ひらる、 中華に も、 宋朝 にも 政 和の 號 有しより 外に、 和漢 例し を 聞ざリ しが、 今 天より 號け 給に や、 

寬 政の 文字、 まきに 時に 當れ りと 云べき か、 上に 其 人 を 得られ ぬれば、 下 之に 傚て、 段々 に 才人 藝者出 

来ぬべし、 寬政ニ 年の 頃、 角力 取 谷風 小 野 川と 云兩 人の 者へ、 禁中の 御沙汰と して、 紫 を 賜ぬ るよ しに 

て、 此兩人 は 紫 天鵝絨の 襌 にて 出る とか や， 委き譯 は 不閜、 追て 可 校正、 元の 谷風、 其 外 世に 名高き 角力 

取 共に さへ、 か、 る 例 證を不 聞に、 今 さしても なき 兩 人に 免許 有 も、 時節と や 云ん、 唯一 通 聞て は襌に 

汔】 ゆるし 色の 有に やと を かしげ なれ 共、 相撲の 來. E 聞ば さも 有な まじ、 I に 相撲 行司の 家と なん 云る 有 

て、 細 川 家に 仕へ、 釆地 五百石 を 取り、 吉田 善左衞 門 と號 する 由、 寬政元 酉年 公儀より 由緒 御 尋有之 書 

付 差 上 候よ しにて 左に 寫す、 

1 相撲の 起り は 天照大神の 御 時より 始り、 朝廷に て は垂仁 天皇 御宇、 相撲の 節 曾 行 はれ 候 得 共、 未 其 作 

法 不正、 爭の 端の みに 有 成り、 勝負の 裁斷定 がた く、 聖武 天皇 神龜 年中 奈良 都に 於て 近； な國志 賀の淸 

林と 申 者 を 召し 御行 司に 被定、 之より 相撲の 式委 敷相備 り、 子孫 相續 候處、 年 多く 兵亂 打續、 節會行 

はれ 不申， 志 賀家も 自然と 斷絕仕 候、 

1 後鳥羽院 文治 年中、 再 相撲の 節 會可被 行處、 志 賀家斷 絕の上 は、 御行 司 可 相 勤 もの 無 之、 普く 御尋御 

座 候虚、 拙者 元祖 吉田豐 後 守 家 次と 云 者、 越 前 國に罷 在、 志 貿の故 實傳來 仕 候 ぼ、 達 釵聞被 任 五位、 

追風の 名 を 賜、 朝廷 相撲の 司 行司の 家と 可被定 旨、 蒙 勅命、 此時召 合せに 用 候、 木劎 獅子 王の 御團扇 

を 賜り、 代々 相 績節會 の 御 式 相 勤 候の 處、 又 候 承 人の 兵亂發 り、 節會も 巾絕仕 候、 

1 正 親 町 院永祿 年中 相 撰の 節 會被行 候 節、 十三 代 SI 追風 罷出、 如 舊例栢 勤 申 候、 
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一元 龜 年中 ニ條關 白晴良 公より、 n 本 相撲の 作法 二流な きとの 御 事に て、 一味 淸 風と 申 * 御圑議 幷烏帽 

子 狩 衣 袴 唐衣 四 幅 袴 被 下 置 候、 其 後 信 長 公秀 吉公權 現 様 御代に も、 度々 御 相撲の 式 相 勤 申 候、 

1 十四 代 目 追風、 朝廷 御 相撲の 式 相 勤 申 候 、元お 五 年 於紀州 和歌 山 、東照宮 御祭 禮、 御 相撲の 式法 御賴、 

御祭 禮 奉行、 朝 比奈總 左衞門 殿と、 諸事 申 談相勤 申 候、 依 之 御 刀 一 腰 拜戴仕 候、  . 

一十 五代 目 追風に 至り 朝廷 御 相撲の 節會 も、 自然と 御中^に 成 行 申 候、 二 條様御 家に は 相撲に て 御 懇意 

の 筋目 御座 候 間、 他へ 出 申 度 段 奉 願 候處、 願の 通 相 叶 申 候に 付、 萬 治 元年より 當 家へ 罷出申 度、 

1 元祿 年中、 常憲 院樣、 牧野 備後 守樣 へ被爲 成、 相撲 上覽の 節、 彼方 樣御 家来 鈴 木 梶左衞 門と 申 仁、 入 

門の 御賴有 之， 將軍 .\ ぶ 上覽の 式、 一 通 及 相傳、 品々 拜領物 仕 候、 

一 元祖より 拙者 迄 都合 十九 代 前文の 通、 禁裏 其 外の 御 方， ^様より 追々 拜領 品々 今以て 持傳 へ、 相撲の 故 

實に傳 授仕來 申 候、 

I 當時 諸國の 行司 幷 力士 共 へ の 免許、 拙者 家より 代々 差 出来 候、 

右の 通 御座 候 以上、 

十一月  吉田善 左衞門 

右 書付の 趣に て は、 此度 谷風 小 野 川へ 紫 免許の 事 も、 彼 家へ 御 引合 ひも 有し 事に や 可 追考、 

〇 見敎鑑 白 川 侯 御 十三 歳の 時 御 草稿 寫 

それ 天地に 陰陽 有り、 人に 夫婦 有り、 是 自然の 道な り、 天下の 人の 中に 賤 とて 疎に すべから す、 貴も賤 

も 皆 天地の 氣を 請て 生す るな り、 死生 有 命 富貴 fK に 有り、 命な くんば、 富貴もう け まじき なり、 父母い 

ます 節 は 遠 遊す ベから す、 孝行の 道 は、 我 身 をい とひ、 煩な きを 孝の 道と す、 (本書 此所ニ 行 白 31 にて 明 

有 之) 

不心 にして 富て 貴に 驕り有 はた もたざる なり、 蹈友を 愛する ことな かれ、 朋友 は 損 友 を 遠 ざくべし、 人 
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と 生れて 思慮な きは惡 しきな り、 

親疎と もに 物 を 云 か はし、 事を賴 みあ ふ も Q なれば、 第一 良 信に して 相違 はざる を 本意と すべし、 朋友 

に 欺 ことなし、 態敲 にして 交るべし、 人 は滔醉 たると いへ ども、 禮樣 正しく 猶 々態愨 にして 交るべし、 

舌 はこれ 禍の 門な り、 口より 出て 我 身 を 失 ふべ し、 

人 Q 心さめ 安く なきやう にすべし、 譬ば 紫紅忽 色を變 する が 如し、 

不機嫌に まかせ 棘に すべから す、 女は容 美な りと 云へ ども、 迷 ふ 心 有べ からす、 容色より 心なり、 妻 は 

子孫の 爲 なり、 妾は驕 やすし、 奢て 夫の 爲に禍 ならん、 

君の 一 言に より、 猶臣義 を 致な. „>、  君 一 言、 風の 草 を 吹く 如くな り、 

夫 倡婦 隨ふ べし、  一 旦の 怒に 我 身 わすれて、 其 子 を 失 ふ事惡 し、 

父母 は 慈、 子 は 敬、 

寵愛の 子たり とい へど も、 兄 を 差 置、 弟に 家督 を傳 ふべ からす、 

子 生 落より 善惡の 心無し、 友と 遊びて 善 惡洒色 皆 友 を えらびて 遊ばしむ る 事 阡 要な り、 水 は 方圓の 器に 

隨ひ、 人 は 善惡の 友に よると 云 事. 誠なる 哉、 子 を そだつる 道 は、 愛に 溺れす、 惡し きを 善に 敎へ戒 て 

禮義 正しく 貞節の 道を盡 すべし、 

君臣 を 仕 は、 臣 人の 勤勞 なき 様に 仕べ し、  慈悲の 心 厚く して、 人 を 矜む心 を 第 一 とす、 

兄に は 恭敬 を 致し、 弟に は 慈愛 を 致べ し、 

君 ほ を 仕 は、 ほの 心 善 を 上 は 善人 進な り、 臣の 善人の 近 遠 は、 君子の 心に あり、. 愚癡の 心是發 すべから . 

す、 

治 國は先 づ其心 を 明に 治めて、 ；H^ を 安らかに し、 其 國を 治るな り、 を 安らかに する は、 慈悲の、 七 を 第 

1 とすべし、 


右は實 子の 手に ふれん と 書付け ると ぞ、 明 和 七の 年睦ほ 初て 武 城の 飼に しるし 置ぬ、 右見 敎鐵 ー卷は 

吾 儲 君定國 公の 御 實笫、 松 平 賢 丸 君 編集し 給ふ處 なり、 公春 秋 纔に十 有 三歲、 然 ども 諄々 として 述給 

ふ處三 網に 本 づき、 修身 齊 家の 大 摸潔然 たり、 直に 聖賢の 敎道是 を 外にして 他 あらん や、 是を 淮て國 

天下に 及 さば、 豈； 大下廣 しと せんや、 誠に 公 は栴檀 Q 嫩、 凰 凰の 卵と 云べ し、 布施 某、 北ハ御 草稿 を以 

て予に 示して 云 ふ、 尙 本書 は 大塚某 修飾 を 加 ふと、 故に 其 御 草稿 Q もの を傳 へて、 敬て 模寫之 云爾、 

明 和 七 寅 彌生仲 七日 宿直の 閑暇 を 以寫之 

落 合 智 通 純 

附錄 

其蜩 曰、 白 川 定信侯 は 實は田 安 公の 御子と 云り 是に 記處 は定國 侯御實 弟と あり 奈何 可追考 

天明 七 丁 未年 秋 八月 白 川 侯 御 代官 へ 付 札 

1 百姓 は國の 本に て、 百姓の 辛勞を 察し、 飢寒 無 之 樣心を 盡し可 申 事、 

1 百 姓の 風儀 も 近年 榮耀 奢が 間 敷、 自ら 業 を 怠 リ候樣 相 成 候に 付、 手 餘り地 等 も 致 出来 手 入 等閑に 付、 

作方も不宜樣成行候事^,^以不可然候、 右に 及 候ば 畢竟 街 代官の 面々 心得 違 有 之 故に 付、 以来 急 度 相 心 

懸 候て、 衣食住の 儀 勿論、 聊榮耀 が 間 敷 事 無 之， 萬 事 節 俊 相 用 ひ 取 計 事 も、 手代に 任せす、 自身 勤 之 

傣 肝要に 候、 百姓 は 上へ 遠く 目が 下 を 疑 候 様に 相 成 候、 上下 疑 無 之樣、 潔白 正路に 取 計 可 申 事、 

1 願 ひ 訴訟 等 も 上へ 出し 不申樣 押 置候傣 をのみ、 心 褂候樣 に 相 成 候に 付、 下情 も 達しが たく 候、 小事 も 

後に は 事 もつれ 候に 付、 其 節に 下よ リ不得 止 事 及 強訴、 或は 江戸 表へ も 罷出候 様相 成 候に 付、 村 中 入 

m 等 も、 自然に 相 重り、 下々 及 難儀 候 様に 成 行 候 事、 以 不可 然候、 

1 山林 竹 木 獲に 不可 伐採 も、 古来より 制禁 の處， 近 來諸國 山々 も 多 荒 候 様相 成 候 間、 自ら 國用乏 敷、 川 

川 も 趣れ、 水 災の變 も 生じ 候樣に 付、 前條 古来より 禁制の 義 かたく 相 守り、 苗木 植立無 油 斷可申 付 候、 
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近年 一己の 功 を 立べき 爲に、 運上 乂は、 新田 等 Q 俵 申出、 永久の 義不取 計 候 Ii、 古田 却て 荒 候 樣相成 

候、 或は 用水 乏敷、 下々 彌增に 困窮に 及 も 厭 不申樣 に 相 成 候 事、 重役の 者甚以 不可 然事、 
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白 川 侯 御領 s: へ 被 仰 渡御 書付 寫數通 

〇 御 家来へ 

申 聞 候 事^ 俵に て 無 之、 當家 累代 不如意に て 候 間、 先々 御代より 御世 話 も 有 之 上、 先 i: 代 も 厚く it 母.： 話 

有た る 故、 少し 勝手の 繰 廻 も 能 成 候處、 段々 Q 物 入、 其上當 年の 凶作に て、 旣に 家中の 手 當も不 行屆、 

何も 甚 難儀 致、 氣 毒に 存候、 右の 處儉 約な ど 申出す は、 本意に あら ざれ ども、 此上叉 天災 有 間 敷に も 非 

す、 其 節に 至り、 家中の 扶助 も 出来ぬ と 申に 至れば、 當 家の 滅亡： E の 前の 事に 候、 其時當 主の 身に 成 も、 

心底 C! せつなき 何れも 察し 吳 候へ、 夫 を 存じて、 當時嚴 敷 儉約を 致す は、 何れもの 爲の 事に て、 行末 は 

皆々 安心 致 候 事故、 其 所 何れも 篤と 存候 様に いたし 度、 拉米余 等の 貯な ども 楚て備 へ も 致す 事故、 此方 

の 米 金に てもなく、 何れもの 命に 懸る 所、 我榮耀 などに 遺ふ樣 もな く、 萬 一 此 節榮耀 にっか ひ 候 は r 其 

節 何れも 可 申立、 必備へ 候と て、 勝手 向 杯と 心得る 事 は あしく 候、 拔御 兩所樣 は、 當 時御隱 居の 御 事 

故、 萬 事 御 樂み被 成 候 様に、 此方 心底 を盡す 事故、 聊も目 付す、 唯 此方 を目當 にいた すが 宜く 候、 此儉 

約 を 守りて、 萬 質素に 致し、 當 時の どうぞ 凌 候 様 を、 吳々 も存 るな り、 儉約を 守る 事 は、 此方 を 乎 本に 

致さす、 儉約を 守り、 萬榮耀 がまし き 事な きに、 何れも 此方に 背き 1^ は V、 設議の 上申 付べ し、 若 俊 約 

を不 守ば、 何れも/ \ 勝手次第に、 儉約を 用 ひ 申 問 敷 なれ 共、 當時 何れも 困窮の 節 申出し 候 はこ まれ 共 

不得止 事 申 付^、  , 

〇 別段 御咄し 
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拉 噺も申 聞 候、 家中 役々 は 違 ひ 候へ 共、 何れも 譜代の 家臣の 儀、 親疎 可致樣 もな く存 るな り、 お、 譜代と 

して、 彼是 隔 がまし き義 になれば、 大に國 家の 爲 になら す、 拔 此方 は 勿論 役人 や 六、 此上萬 端 如何 敷 事 も 

あらんな らば、 無遠慮 此方へ 何れも 可 申 聞 候、 乍 去 過 さりし 事 は- 此方 も 不存、 此方 も 部屋 住の 時 は、 

何れも 知ての 通り、 慰 物な ど 呼て 見たり 聞たり したり、 夫 を 今 云 出して は、 甚 迷惑いた すなり、 其 通に 

昔の事 昨 H の 事 は 相. d め、 今日 是を申 付る 日よ お、 互に 心 を 磨 あ ひて、 相 守る がよ きなお、 此已 後の 所 

を、 吳々 も 守り 候 樣可致 候、 

〇 御領 分へ 被 仰 出御 書付 寫 

今度 嚴敷御 儉約を 被 仰 出 候 >  何と 申 御 箇條も 無 之 候 得 共、 萬の 事 昔の 通り 分限に 應じ、 奢が 間 敷 事 

無 之、 常々 酒を嗜 み、 勝負 賭 事を好み， 不相應 着類 脇差 等の 物 好 堅 致 間 敷， 百姓のう へ は 農業 を 精出し、 

荒た る 地 を も 少したり とも 開發 候が、 天道への 働き、 怫 神の 助け も 自有之 事に 候 * 太守 様 常々 木綿の 御 

召 物に て、 朝夕の 御 膳 等、 一 汁 二 一菜に て 被 召 上 候、 其 外 御 慰 事 御 振舞 等の 俵 も 決して 不被遊 候、 御身 

をつ めさせられ 候て、 萬 事 御守り 強く、 御 家中へ も 思 召 を 御 直に 被 仰 渡， 御儉 約の 義に かぎらす、 御身 

の 上 を 乎 本に 致し 相 守 候 樣被仰 付 候 御意 は、 當 年の 様なる 凶作 天災 も 有 間 敷 事に 無 之、 左樣 なる 年 柄に 

も、 御 家中 幷町 在中の 諸 民、 生命の 保べき 御手 當被成 置 、國ぉ f 良久に 安堵 致し、 上下 樂を 同じく 被 遊 度 思 

召 寄に して、 御身 を くるしめられ 候- 斯の 如き 思 召 を 末々 の 者 迄、 篤と 申 聞、 農業 は 勿論、 萬 端 を相愼 

み 可相勵 候、 右の 通 難 有事、 此上 もな き 思 召 を 常々 の やうに 相 心得 候て は、 天の 御咎を 受け、 身 を 亡し 

候 事、 目の前にして 速な り、 されば 某 共へ 郡 中 取 計ら ひ 方、 厚き 思 パ门の 御意 を 蒙 候 物、 御 慈悲 難 有事 を 

申 聞 候、 心得 違の 者 有 之に 於 は、 不得止 事 御 吟味の 上、 如何様の 御 政事に も 仰 付ら るべ く 候、 さ 候へば 

某 共に おいて、 いか 程 か 歎 か 敷存」 攸、 申 聞 置 候 村々 に 於て、 老若男女の 差別な く、 委敷合 點の參 候 様、 

ムじ扎 々可 衩申聞 候、 今度 計 申 聞せ 候て は、 追々 成長の 者 も 不承、 或は 忘れがち 成 者 も 可 有 之 候、 日 待 神事 


草  翁 


等に て 打 寄 候 節、 幾度 も 申 聞せ 候 様に 可 被 致 候、 尤 庄屋 役人に^ら す、 こと を 辩へ候 者へ 申 含 置、 寄々 

可 被 申 聞 候、 

天 明 三 卯年 十一月  御 郡 代 

銘々 能存居 勿論なる 事ながら、 近き 事 は、 心 もっかす、 何 か 珍ら しき 事の 道理 を 聞たがる ものに 候、 

甚 心得 違 愚なる 事に 候條、 左の 箇條 序に 咄し 聞せ 候邑々 にて、 神事 等 日 待 杯 寄 合の 節、 二 一 一一 口 宛 も 語 合 

可 中 候、 

是 迄の 御意 を 其 儘に 愛へ 出す、 

1 忠孝に 志 厚き もの は、 天の 福 を 得、 一 生 安樂な り、 右 雨： 3 に缺 たる 者 は、 萬の 望 一 つも 不叶 事、 

1 夫婦 家內 と中惡 きもの、 其 家 を 潰し、 先祖へ 不孝 第 一 となる 事、 

I 1 村 不和に して 公事 出入 有 之 は、 其邑 滅亡の 基と なる 事、 

1 百姓 は 農業の 外に 働な し、 商の 利潤 を 望 は、 身 を 失 ふ 初の 事、 

1 鳥獸さ へ 冬 中の 餌 を 運び 貯 置に、 人と して 糧を 不心驟 不所存の 事、 

1 當國の 風俗に て、 實體に 生 立た き 事、  . 

1 1 村の 困窮 は、 村長 役の 罪た る 事、  - 

1 村長 役人 心得 違 候へば、 忽 一 村の 難 i# と 成 候、 病 者 看病の 心得 有事、 

1 佛 神の 信仰 も、 其 所の 產 神と 先祖よりの 寺 を さへ 大切に 致し 信心 候へば、 3?2 祌の 加護 有事、 

1 日 待 神事の 寄 合に は、 萬の 種 蒔 付の 時節の 相談、 川 除 道 撟を直 候義、 或は 念佛寄 合可然 事、 

1 人の 富貴 を 羨べ からす、 己が 貧 を も 歎べ からす、 唯 天 を 祈りて、 農業の 外 餘念有 間 敷 事、 

I 正月 三日 可 遊、 四日より は 畑 仕事 を專ら すべき 事、 

1 五人組 投書 は 有 敷 無 歟に致 置 候 義有間 敷 事に 候、 年々 幾度 も 申 聞 候 儀、 村 役人た る もの、 勤に 候 事、 

五 九 五 


翁 一 


ゆい 二 


  五 九 六 

一時 行 病 は、 不清淨 の 地より 起 候、 百姓の 家に て は、 こやし は 根元 大切り 物に て、 其 取始ー • 水 心得 有事、 

一 元旦に 四方へ 蒼 龙を薰 候 事、 左 候へば 一 ケ 年の 諸病受 す、 北 ハ印候 間 何れも 爲薰可 申 事、 

一 近頃 村 役人 を始、 末々 小百姓 迄、 其 品 を 越え、 年寄へ 取 人 無益の 貢 をいた し 候 もの も 有 之 由、 不 成 

儀に 候， 御 預置候 御 役 手本 向 何 を 以爲に 可 相 成 哉、 其 儀 無 之 機 は 勿論に して、 彌 心得 違 無 之 様、 大切 

に可愼 事、 

1 小百姓な ど は、 十三 以上の もの、 手習讀 もの 爲致申 間 敷 候 事、 

1 菖は 和漢 共に 大業と いへ ども、 其 地其國 により、 一 得 一失 有 俵に して、 能々 辨へ可 申 候、 紅花 等 を 作 

る も 同様の 事、 

1 近年 奉公 を 致 もの、 不 道の 志 故、 天道に 背き、 一生 其 身 を 立 かね 候 事、 

1 岩 瀨郡飯 豊村淸 次 右衛門、 年々 魏を貯 置、 當年 凶作に 付、 穀改 の砌、 上の 御用に 相 立 候 tr 冥加に 相 

叶 候 旨に て 差 出 候、 厚志の 段、 奇特の 事と 御 稱美有 之 事、 

1 伊達 郡 下 糠 H! 村彥 八と 巾 もの、 親の 遣 言 數年相 守り、 稗を貯 置. 當 年の 凶作に、 村 役人の 世話に も、 

上の 御世 話に も不相 成、 今度 御稱 美の 事、 

1 大守様 當塞夜 を 御 歎 被 遊 候との 御意の 事、 

右の 外相 觸申渡 置候投 を、 常々 大切に 相 守り、 村 中 親 棘の 隔 なく 交り 睦 しく、 金銀 貸借 Q 儀 は、 日用の 

用に 候へば、 互の 義理 を 正 敷 可 致 候、 其 外 數も不 限 事に 候 儘、 手本に 成 事 十が 一 申 聞 候、 

卯 十一 月 

奥州 稗 領分 凶年に 付、 困窮の 上、 米 高直 故、 小お 難 跪の 様子 委達 御聽、 大に掷 不安心に 被爲思 召、 

此末麥 作に 取續 迄. 餘程 日数 も 有 之、 小 民 流離 轉死可 致 やと、 此節 日夜 御 寝食 も 不被爲 安 候、 此度 

江戶 表より 左の 通、 
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一 あらめ (正味 五貫目 人內 五十 俵〉 伊達 信 夫 雨 郡へ 被 下 分  二百 俵 

一 かます 干物 內 五十 俊  同斷  二百 俵 

一に しん 內ニ千 五百木  同斷 一 萬 本  五十 俊に 入 

I ふすま 內十 一俊  同斷  四十 五 俊 

1 稗 內六^^^  同斷  二十 四 俊 

1 干 大根 內八千 六 百 本  同斷  三 萬 四千 本餘 

右の 通 御 差 下 被 遊、 右の を 以て、 急難の を 相 救 候 樣被仰 出、 尙亦 餓死に 不逢樣 に 取 計 候義、 某 共へ 

被 仰 付 候 得 共、 去年 凶作に 付、 御 取 獲も當 三郡幷 伊達 信夫兩 郡、 皆無 同様、 少々 相納候 分、 舊冬郡 中 御 

手 當に差 出 候 跡、 濟 未熟に 相 成 居、 當時納 米 一向 無 之， 尊慮の 通に 不行屆 恐 入 義に有 之 候、 然共可 及 

餓死 者 は、 追々 少々 充も御 救 可 被 下 積に 候 得 共、 是以麥 作 取續迄 御領 內廣き 事故、 大勢に 成 候 はに 不行 

屆義も 可. 之 候、 是 等の 様子 被爲 3 心 召、 日夜 尊慮 を 苦しめられ、 右の 外 少は補 共 可 相 成 候ぱ、 早速 差 下 

窮民 を 撰び 救 ひ 候 様に 被 仰 出 候、 因兹遂 評議 候處、 村 役人 を始 可な りに 相 凌 候 もの は、 • 此 時節に 候へば 

相互に 助 合， 居 村に て飢渴 Q 者 無 之 様、 無滯 出来秋 迄 爲取續 候 様 可心懸 候、 右 取 計の 甲乙に 依り、 村 t 人 

人 を始、 村 方 Q 者 追 切 次第 稱 美の 筋、 急 度 可 申 付 候、 衆 民 上の 御 苦 勞に不 相 成、 隨 分取續 き、 尊慮 を 奉 

休候樣 可心懸 候、 併 窮民 Q 分 は、 右の 品 割賦 可 被 下 候、 一統 配分 被 下， 澄 嫁 様 致 度 候 得 共、 左様に は 難行 

屆、 勿論 窮民 御 救の 思 召に 候へば、 可成に も 取 鑌可相 成 者 は、 頂戴 仕 候て は、 尊慮に 不相 叶、 勿論 冥加 

の 程も宜 かる まじく 候、 是 にて. 境 を 相 分 候義、 此節 難義の 中に 候 得 共、 不分明 候， 依 尊慮 厚 難 有事 

を奉感 察、 人 々誠心 頂戴 仕 候 様に 可 致 候、 

右の 品々 支配の 御 代官へ 相 渡 置、 大住屋 村 役人 無 依诂最 負、 可 及 餓死 體の者 共へ、 穿墜 のト； 相 渡、 勿論 

取續 迄、 少々 宛 相 渡 候 樣可致 候、 尤御 役人 立會申 積に 候、 

  五 九 七 
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  五 九 八 

1 干物の 類 は、 開 作の 節 情 力 助の 爲、 一 統 頂戴 仕 候 樣致可 候、 

一 器財 珍寳 にても， 人命に は替 がた かるべく 候 間、 取 計の 儀 度々 被 仰 出 候、 誡難有 尊慮 候 趣、 小 前 無 田 

の 者 共 迄、 感德仕 候 様、 役人 共より 委申 聞、 取續 農業 出精 仕 候 様 可 致 候、 

1 去年 大凶 作 米 高直に 付、 人々 小糧を 以て、 漸々 相 凌 候 得 共、 麥作 迄の 取 續未相 見、 容 おの 筋 有 之 問 敷 

候、 當秋は 豐熟も 可 有 之 候 得 共、 是迄 季候に 寄 候 得ば、 難究 事に 候、 萬々 一 去年の 通の 冷 氣に候 は.^ 

惡作相 續候儀 有 之 間 敷 事に 無 之 候、 左 候へば 大切の 年 柄に 候へば、 人人 凌ぎ 方 覺悟可 有 之 事、 第！ に 

候 事、 

1 當月 下旬 彼 岸に 相 成 候 間、 種子 浸幷 苗代 椿 用水路 普請、 此 節より 事 可心懸 候、 去年の 種子 魏不熟 可 有 

之 間、 隨分 撰拔薛 付可然 候、 不 吟味に て は、 不 熟の 分 土中に て 腐 生 立 申 間 敷 候、 然時は 苗代 薄 苗 不足 

に 相 成り、 土中に て 腐 候分不 益の 事、 

1 當年は 種子 も 思 はしから す、 肥 も 不足 可 有 之 候 得 共、 人力 を 以て 豐作候 様に 手 入 專に可 致 候. 今 年季 

候 去年より 一 一十 日程 も 相 進 候、 六月 1 一十 一 日 は 早 立秋の 節來 候、 然 ば冷氣 早く 可 相 成 候 間、 萬の 作物、 

右の 心得 を 以て 仕 付 後れ 不申樣 可 致 事、 

1 去年の 通の 順 氣に萬 一 相 成 候ても * 早 稻中稻 は 可成に 赏 取れ 候 付- 當年は 取 寳少く 候 共、 早 稻中稻 は 

餘計仕 付可然 候、 兩稻草 は 種も宜 く、 第 一 早く 出來取 續の爲 にも 可然 候、 

但上 國の稻 草、 去华 至て 不作に 付、 可成 だけ 外の 稻艸 可然 候、 

1 畑作 は 粟 稗 大豆 小豆 芋 等 も 多 仕 付 可 候、 紅花 藍 胡 摩臃等 は、 金 錢に相 成 候 得 共、 抉 食の 足りに は不 

相 成 候へば、 可 致 無用 候、 

1 去 秋より 常なら ぬ 山糧を 玉への 難^ 候義、 何れ 生涯 不致 忘却， 自由 畑へ 生し 候の 糧無之 候て は、 全く 
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身命 繋がた く 候 間、 田畑 を 大切に 致、 荒 畑き りかへ 畑 等 も、 相 應の品 仕 付 遣 置 可 申 事、 

1 無程靑 山に 相 成 候 間、 蕨 ぜんまい 鳥 足いた どり j::? せり ひの 根、 其 外 木の芽 等 は 隨分貯 置 可 申 候、 秋に 

至り 糧改申 付 候、 餘計貯 置 心がけ 宜 者へ、 御 稱美筋 可 申 候、 

1 稗の 儀 は、 近年 代 米 納に有 之 候處、 從當 年：. i 米 を 相 納可申 事、 

一菜 大根 種 可 相 成 丈、 餘 計に 取 入貯置 候樣可 致、 貯置 時分 蒔 付 候へば、 相手に も 成 候 ものに 候、 當 秋よ 

り は 種と り 五分 通餘 計に ふせ 置 可 申 事、 

1 當年 は麥作 手人宜 趣に 相 聞 候へば、 例年より 宜 出来 可 申 候、 常々 作方當 年の 樣に手 入 致 度 候， 取 入 候 

ト： は、 扶 食に 致 方、 種々 有 之、 餘 計の 食に も 相 成 候 由、 村々 申 合、 制 方 可 致 相談 候、 

右の 條々 小 前の 者 共 等 迄、 相 心得、 村 方 老農の 者と 相談、 農業 相 後れ 不申、 手 入 第 一 に 相 勵可申 候、 若 

油 斷の者 有 之 候 は 村 役人より 誠 情に 可 致 世話 候、 當 年の 俵 精力 かひな き 者へ は、 村 中 助 合 申 候、 尤 

大 庄屋 も 糾下 村々 を、 度々 相 廻り、 萬 端 致 指圖、 農事 不誤豐 作 候 樣可致 候、 

上より 追々 被 仰 出 候 筋 ども、 一 束に 申 付 候て は、 末々 の 者 難 辨筋も 可 有 之條、 此末夏 秋 冬の， 業、 追々 

可 申 聞 候、 此旨急 度 相 守 候樣、 於 村 方 小 前の 者 度々 可 申 渡 候、 

右の 趣大 庄屋 村 役人 小 前の 者 共 迄、 不洩樣 可 申 渡 候 以上、 

閨六 H:  御 勘定 所 

五 郡 御 代官 中 

1 不 熟の 種 籾に 候 哉、 苗代 生 候 不足の 趣 相 聞 候， 朝夕 心 を 付 手 入 可 致 候、 此上 時節 後れ 候 事 は、 如何 共 

致 方 も 無 之 候 問、 大 庄屋 共 組 下 村々 へ 相 廻り、 見 分 候 間、 植付の 節 は、 餘り苗 有 之 村 方 は、 不足の 村 

方へ 相 廻し、 融通 候 様、 一組 も 不洩、 苗 不足 候 は 他 組の 村々 より、 融通 候 樣可取 計、 當作 甚大 切の 

年 柄に 候へば、 誠 情無 油斷 世話 可 致 候、 ， 

 . 1   五 九九 
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1 植付の 義、 先達て 相觸の 通、 當年は 秋 早々 冷氣 可、 相 成 候 ii、 植付お くれ 不申 樣、 尤 不足に 相 聞え 候 

間、 早稻 植付、 田地 明ざる 様に 可 致 候、 植付 仕舞 ひ 次第 追々 注意 可 巾 出 事、 

附苗 不足に て 如何様に 致 候ても、 苗 足り 不申候 は i^、 早速 畑作 仕 付 可 申 候、 尤 植付の 節、 畑作.. e 仕 

付 候 はビ、 場所 を 明 置候樣 可心懸 候、 右に 付て は、 稗 苗 多 仕 付 置 候 様に 致 可 事、 

一 當年は 肥 も 思 はしく 入 幾 可 申に 付、 田の 草 三度 も 取 候 物なら ば、 四 五庹も 取、 手 入の 精力 を 以て 豐作 

候 様に 可 致 事、 

附他國 にて は畔に 大豆 小豆 等 植付 置 候、 當國 にても 何 成 共、 相 應の物 植付 置可然 事、 

1 畑作 仕 付 物 時に 後れ 不申候 様に、 手 入 怠り 申 間 敷 候、 去 秋 以来 夏作 手入宜 候へば、 例年より は 格別 出 

來宜相 見え 候、 

1 去 秋巳來 男女 共に 山糧を 精出し 取 候と いへ 共、 其 日々々 を 凌 候 程の 事に て、 霜雪 風雨の 日 は、 間斷有 

之 及 飢渴者 多 有 之 候、 然時 は不申 迚も 田畑より あがり 候 穀物 は、 莫大 Q 義に候 日々 寒氣 にも、 山糧を 

堀 候 艱難 を存 合、 男女と もに、 田畑 餅 作に 心 を 寄せ、 當 秋より 來秋 迄の 扶食聍 へ家內 扶助 候 様に 可 心 

4^事 

1 村々 高札 文字 不相分 は、 認替の 儀 可 中 出 候、 幷 高札 場所 至て 麁 末成 村 方 相 見え 候、 常々 掃除 候樣、 心 

を 付 麁末無 之 様に、 人 念 可 申 付 事、 

右 の 趣大 庄屋 始、 村 役人 小 前 の 者 共 迄 不洩樣 可 被 申 渡 候 以上、 

四月  御 勘定 所 

御 代官 中 

右 白 川 侯 二十 六 歳の 時な り、 新 善政の 沙汰 世に 聞え て、 夫より 三年 後 二十 九歲の 時、 閣老に 命ぜられ 

しと 見えたり、 
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天地と ともに ひらく る國と 家の 昔に かへ る 春は來 にけ り 

谷 陰に 賢き 人の あるならば われに 敎 へ よはる Q うく ひす 

〇 時 華 物の 事 

萬づ 時の 流行 もの は を かしき 物な り、 書 畫の類 殊に 時に 遇 ふと 遇ぬ と、 若干に 違 ふ、 上古の 書 畫は其 論 

もな けれ 共、 中古 以後の 物 は、 譬ば 五六 十 年 以前 は、 文徵 明、 歐陽 明、 顔眞 卿な どの 書 はやりて、 其 法 

帖を學 ぶ 人 多く、 眞書 希に 出れば、 價 貴し、 其後淸 朝に て 堇其昌 が 書 はやりて、 天子 殊更 是を 信じ 學び 

給 ふ 故に、 今の 中華の 書 を 見る に、 おしなべて 之 を 學ぶ樣 子な り、 故に 日本へ も此風 移て、 今 唐様と 稱 

する 物 皆 其昌が 風俗の みなり、 眞書甚 寡し、 (今の 淸帝其 昌が眞 蹟を甚 愛し 玉 ひ 普く捜 集て 宫 庫へ 藏らる 

故に 世上に 眞蹟 寡し と) 若 出れば 最高 價 なり、 近 枕 和書に て は、 佐々 木 元 龍 (通名 萬 次郞) 住々 木志津 

摩な ど を 常と せし が、 志 律 摩 門弟 寺 井 養 拙が 措 書餘り 立派 過て、 看板の 様な りと て、 はやり 止み、 廣澤 

南 谷な ど を もてはやせ しが、 夫 も 年 を經る ま、 に賞翫 うすろ ぎ、 關思忝 烏 石 親和な ど、 又は 獨立 玄^ 百 

拙 魯山東 厓蘭蜗 等の 書 も、 I 曰： に廢 る、 此類數 ふるに 不遑、 繪は 近世 探 幽養朴 など を宗 とし、 續 いて 措 

の 探 山 を 賞す、 探 山が 子 探 鯨 は 劣り 孫の 探索 は 人 用 ふ、 今 は 江戸の 榮川洛 の應擊 (通名 丸 山 主 水) など 

を 賞す、 異畫に は 光 辦を用 ひ、 狂 畫は全 暇が 差 禮を悅 びし が、 探 幽養朴 は いづれ もさめ す、 光琳 4- に 於 

て 人 嬉しがり、 全 暇 はいつ しか はやり 止み、 今の 人 は 其 名 を 知らぬ ぐら ゐ なり、 iwl 畫は 近世 沈南蘋 (人 r 

1 兩 人名 失念) 有り、 夫より 後 渡来の 內に V 格^の 名を不 聞、 堇可亭 など、 南蘋が 弟子と やらん 聞た る 

計な り、 長 崎の 熊斐も 同門に て、 微 しく 名 有り、 和 人の 唐畫 かきに は、 洛の 玉 蟾之を 善くせ しが、 其 

世に 今程 唐畫 さかんに 行 はれ ざれば、 人 それ 程に 賞せ す、 玉蟾 死後に は 段々 はやり 出たり、 茶の湯に 用 

ふるもの は 繁多なる 様子 なれ ども、 漸く 宗易宗 江 月 春 屋澤菴 など を 聞 及ぶ 事に て、 予 茶道 を 知らねば、 
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爱に脫 す、 俳諧師 はせ をが 筆跡 はやる 事 久し、 今次 第に もてはやして 價猶々 高く、 其 角 之に 次ぐ、 素 堂 

嵐 雪 去来な ど、 食賞翫 す、 元祖 貞德は 却て 人 川 ひざり しが、 是 も近來 ちら.— 賞翫 す、 淡々 は 一 旦殊外 

翫び しが とんと 廢 りたり、 連歌師 宗砌宗 祇宗長 心 敬 肖栢專 順行 助 紹巴昌 化の 類 は 少し 用 ふ、 東 野 州梵灯 

周 可の 類 は 遠し、 双 物 も 折紙 物 はの けにして、 新 匁 S 大 わざ 物 はやり、 歷々 の 人々 みな 新 匁 を 指 料に せ 

られ、 鄕の類 幷和泉 守 兼定、 是も {； 化の 字の 銘は價 劣り、 定の 字の 銘を之 定と稱 して 賞翫 す、 孫 六 楚元之 

に 次ぐ、 肥 前 忠吉、 東山吉 平、 一條 國廣、 水田、 水田 は 餘り切 過て はしかく、 折れる 難 有と て、 はやり 

まぬ、 是を新 匁 四 1K 王と 呼り、 績 て大阪 の五毅 冶、 京の 和 泉 守、 來金道 其 外數々 はやり 物 多し、 折紙 道 

具、 適、 拂 物に 出ても、 誰か 相手になる 者な し、 新 匁の はやり もの は、 時の 間に 百兩 五十 兩の價 となる、 

畫 にて は 近 來大雅 を 犬に 賞し、 彼が 檎は かりそめの 席 饕の類 にても、 ル判を 以てす、 蕪 村 之に 次ぐ、 

書 は 今 殊に 寡し、 儒者の 草 廬は直 打 をして 書く と 聞て、 あきれたり、 大德 寺の 無 岳 も 夫 程に は 思 はす、 

印刻の 芙蓉 を もてはやせ ども、 長 崎の 源 逸、 洛の終 南悟眞 ほどに は 思 はれす、 右の 類 はやる 時 は 寶買小 

判 を 以てし、 廢 すれば， 1 三 匁 位するな り、 む ざと 流行る もの を 買物に 非す、 拍子が 遠へば 無價 となれ り、 

總 じて 其 人生 前に、 頻に はやる は 死後 さむる 事 早く、 生前 さもな く 死て.^ 第に 時 花 出る は 凡 さめぬな り、 

是其 人の 少しの 德 とや 申べき、 古人の 言に、 はやり 物 は 廿年內 外に 替る 物な わと 云る も、 實 にと 知られ 

たり、 七 八十 年已前 は、 若き 人々 物の 反 高き を 好し が、 六十 餘年 前より 有德 公の 御風 俗 を まねび 奉り 

て、 若き 人我 もくと 無 反の 物 を 好む、 甚き は持傳 へたる 匁 物の 反 を 房す 人 多し、 匁 物に 又 火 を 入る 事、 

利鈍に 拘り いか なれ ども、 人々 時の はやり 氣 にて 斯 する 人 も 有し、 增て髮 かたち 衣類 家居 器、 皆 其 時 

に隨て 風俗 替れ り、 羽織の 丈 も、 七十 年 以前 は 短き 事、 帶の結 目の 顯 はれる 程に して、 是當 世な りと 云、 

五十 年 已前は 長け 三尺 餘の羽 折 を 着て、 醫者 Q 如し、 三十 年 計 前より、 又 短く 成て、 今に 至る、 又 そろ 

そろ 長 羽織に 成べ しと ぞ思 ふ、 旣に 儒道 醫道 さへ 時々 の はやり 物に て、 八 九十 年 以前より、 宋學屢 魔り 
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て、 塌 出の 古義、 山 1- の舉 派、 また 徂來春 臺が端 手なる 學文行 はれ、 朱 子 舉の書 は 誰 取 上る 者 も. なし、 

四書 大全な ど、 予が 幼き 時分 迄 は、 追々 增 補して、 開 板し、 金 二三 兩の價 なりし が、 宋學廢 て 後 は、 反 

rrw 直 段に 成たり、 然るに 近年 又 漸く 一 兀へ歸 して、 朱 學に志 ざす 人 も少く 出来り、 右の 書物 類 も 少し づ&、 

直 段 も 出る 由噶を 聞し が、 今度 林 家へ 仰 渡さる、 趣に て は、 叉 世上 一統に 朱學に 成べ し、 醫業も 六 七十 

年 以前より、 張仲景 流の 古法 醫者 出て、 朿髮 佩刀に て 衣服 を鍩ら す、 袴 を 着して、 儒士の 如し、 專ら世 

に 行 はる、 是も今 は始 ほどに、 人 賞せ ざる 故、 今 は 新 古の 法 を 兼て どちらも 外さぬ 醫者 多し、 又 洛に後 

一勝 左 一 と 云 ふ 一箇の 醫 あり、 是 は熊膽 を主藥 として、 藥劑を 次に して、 諸 病に 藥喰 を勸む 此効驗 有を以 

て、 頗る 世に 行 はる、 療 する 處衆醫 と大に 異なり、 左 一 死して 門人 香 川 太 仲 之を嗣 ぎ、 世に 用る 事 先師に 

過たり、 常に 醫書 を講說 す、 多仲殘 して、 其 子主瞎 業を嗣 り、 都べ て醫 者の はやる も、 劇場 役者の はや 

る も强ち 巧拙に も よらす、 唯 世人の 氣の向 ふ處、 自然の 事 か、 遠く は 平家の 繁榮 二十 年、 近年 は 田 沼 氏 

の繁榮 二十 年、 是時花 物の 手本なる べし、 今 理學の 綱 記 正しく、 上より 敎 示し 給 ふ、 是は はやり 物と 云 

にて はなく、 人間の 大度 なれば、 萬 世 不易 御 代 永久の 聖 功たり、 天下の 蒼生 豈 仰ぎ 歡び ざらん や、 

〇 吉益周 助 堀 元 厚 等の 事 

右に 記る 古法 家の 醫師 松原 才次 郞、 吉益周 助 は、 相俱に 予が甚 友. なり、 わきて 吉益は 親し、 始は詞 庵と 

號し、 享 保の 末 本國藝 州より 洛に來 て、 國の儒 堀景山 (通名 始正 超後貞 助) に 便りて、 醫を弘 めんと 

す、 景山ロ 入して、 予が 合壁の 四方 田 某 方へ、 洞 庵 を 引合す、 四方 田 は 景山緣 者た る 故な り、 仍て予 も 

洞 庵と 常に 會 せり、 然るに 此 四方 田が 家 婦癎症 故に、 嫁して 十八 年子な し、 洞 庵 之を療 して、 癇症 を 治 

し、 家婦 三十 五六 歳に 至て、 始めて 姙 身す、 拉着帶 せんとす る を 停て、 知： 俗 誤て 姙 身に 佩 帶 する 事 害 有 

て 益な し、 無用な りと いふ、 家族 之 を 聞て 異様な りと して 肯 はざる を、 姙婦吉 益 を 信じて、 敎の 通りに 

す、 期 月事 故な く安產 せり、 扭 椅子に 寄る 事 決して 然 ベから す、 坐 臥-小 自由にて、 曾て 其 益な し、 唯 常 
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の Is りに て、 宜 きとて、 少し 枕 を 高から しめて 平臥 させたり、 年 ふけての 初產、 隨分 安らかに 日立て、 

其 身 も 六十 餘 歳まで 達者に、 出生 Q 女子 人 r 四十 餘 歳に 成り 他へ 嫁して 健な り、 加 様の 事 を聞傳 へ、 追々 

姙婦を 賴む人 多く、 悉く 安産して 無事な り、 都ての 療治 他 醫と違 ひ、 容易に して 而も 効驗 有に より、 須 

こして 名を發 す、 古法 家. 3 1 简 となる、 周 助 常に 云り、 己が 療 する 處、 他醫と 反する 故に.、 人 恐れて 

廷濶に 療治 を賴 ます、 數醫 Bil を捐 て、 必死に 究る 病人 を捨 物にして、 我に 賴む 故、 多く は 治す る 事 難し 

然れ ども 其 中に ト 人に 一 雨 人 も 治す る 有り、 是を 想に 他 醫數病 を 治す るよりも、 我が 一 人 を 治す は、 其 

功 不一なる べしと 自贊 せる も宜 ならん かし、 醫學物 產等委 くして、 堀 元 厚 松 岡 玄達殁 せし 後 は、 士只优 長た 

り、 公 俵よりも 御 尋の事 折. - 有り 一 々考 上しと ぞ、 後に 花 山 院右府 公に 陪 して、 臣と稱 す、 明 和 安永の 

頃 迄 有て 殁す、 其 子 周 助 業を嗣 ぐ、 又洛下 一 賞 町に 賀川 玄^と 云醫者 有り、 是は吉 益と は 別 流る 力ら、 

住婦 の佩帶 椅子 を禁 する 處は 等し、 餘 病は療 せす、 產婦 一と 通りな り、 産屋に 往て櫸 を かけ、 尻 を 力ら 

デて、 產婦を 扱 ふ 事、 產 婆に 同じ、 故に 是を 世に 產婆醫 者と 號 して 用ら る、 又 右に 記す る 堀 元 厚お ザ 力 

俳友に て、 交り 親し かりし、 俳名 は鈞 雪と 云り、 京都の 舉醫 にて、 書生た る 者 之へ たよらざる は禽 し、 

京師の 擧 咬の 如し、 療 用は辭 して 講說 而已 なり、 元 厚 申樂を 好む 事斜 ならす、 能と だに 云へ^ レ 力る 

る 初、 い 素人の 能 にても 缺る 事な く、 聞 出して 見物す、 餘り隄 なく 聞 付て、 甌 付る 故、 世に 能 火 消と 稱せ 

p， 能 有る 日 は 度々 の 事 なれば、 流石 休日 もなら す、 講席は 有れ ども 說く處 坐な りと、 書生 合ぬな り 

其 頃 藤 野 東甫、 俳諧師 竿 秋 も 右の 仲間な り、 吉益周 助 も 同様にて、 是等皆 能 火 消の 名 を 取し なり、 假形 

Q 能 を も 精密に 管 見して、 其 可否 を 論す る事詳 なり、 仍て名 有る 能 太夫 幷 役者 ども、 能の 後に 此面々 の 

所へ 尋來 て、 其 評論 を 聞て、 後 来の 心得に せし とか や、 元 厚 歿する 時辭 世の 句 あり 「何と やらん 所で" 

なし 此春 は」 となん、 世人 之 を 聞て、 辭 世に 迄、 熊 野の 謠の 文句 を 用 ひられし と 評せり 
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〇 野夫談  • 

尾 城 Q 也 有 翁 は、 辟 諧に名 あり 、愛に 太宰 氏が 四十 六 士論を 評する もの 一 篇 有り、 號て 野夫談 とい ふ、 

彼 翁の 著す る處 なり、 此論 Q 事 は、 前 卷に數 儒 Q 論 を 擧げ、 はた 愚論 を も 憚らす く はへ 置ぬ、 也 有の 

いへ る 所 も 愚論に 等し けれども、 彼 翁 は賤夫 をもう けて 之 を 論じ、 予は あからさまに 之 をい ふ、 主意 

は 一 ながら、 予が 漏し ぬる 事 も 見え たれば、 爱に拾 ふ、 

世 渡 Q 下手 は、 何して て も 貧乏に 追れ、 剃つ からげ つ 分別 も 淺倉殘 核と 名 乘て、 辛い 浮世の 身 を 過 か 

ぬける が、 一人の 弟 は 末の 子な り、 出家に なおと もせう とて、 親は捨 ける 藍に も こうのもの、 鹽を蹈 た 

る 修行に、 今 は擧德 たけて、 尾 張の 提昆 和尙 とて、 一 派の 賞翫 大地の 仕 持と なり、 寺領も 有り 擅 家 も 多 

く、 豊 なる 募し なれば、 兄 一生 は 養 ふべ しと 二三 合の 合力 をう けて、 安樂なる 境界と 成る、 大隱は 市に 

隱 ると 子 紬 らしき 事い へど も、 元より 尋訪ふ 人 も 納屋 橋 裏に、 長屋 借て おの づ から 浮世の 事 も 耳の 遠き 

婆々 一 人、 飯 焚 爲に仕 ふ 計り、 麁食を 喰 ひ、 酒 を 飲み、 肱 を 曲て 枕と して、 日永の 折から、 寂 敷なら は 

ぬ 俳諧な どい ふて みれ ど、 長し 短し、 ろくに 揃 はぬ 繩 すだれ、 押 分 はいる 顏は、 小便 取の 九 作、 さて さ 

て 久しう 見えなん だ、 まめに 有た かと 問へば、 私 も ふと 江戸へ 下まして、 頃日 歸り 登り ましたと はどう 

して 何故 ぞ、 されば ，/.\ - 出入の 旦那 殿が、 江戶 見物に 下る が、 荷 持して 行ぬ かとの 事、 私 も 老後の 思 ひ 

出、 幸の 事 常々 の 望み、 明いた 口へ もち、 物 はちと 重く とも、 御 供して 參 らうと 取敢す 下りまして、 落 

付 所 はわせ 田の 片陰、 いかにも 靜 なる 信 貴 野閑吟 とやら 申醫 者の 宅に、 よしみ 有 由に て、 是に 逗留、 旦 

那殿は 馬 下りから 足に ねぶとが 出来て、 早速 他行 もなら す、 私 も 旅寝の 臺所、 內の 衆と もな じみ、 弟子 
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衆 每日來 て、 本 を 見ら る k に、 さし 出て 柯ぞ讀 て 聞せ て 下されと 申 たれば、 是は太 宰春臺 先生と 云 儒者 

の 書れ ヒ、 ral 十六 士 論と 云 もの、 讀て聞 さう と 合 點の行 やうに、 說て 聞され ましたが、 拉 も/ \ 肝の 潰 

れた IT 先づ あの 赤 穂の 敵 討 は、 古今に 稀なる 忠義と て、 林 大舉殿 も 詩 を 作り、 上天 無意 助 忠誠と て惜 

まれ、 淺兑重 次 郞跋の 筆記 は、 義 ぼ 偉の 末に 載て、 是も いかう 稱美、 殊更 窒新介 殿 は、 義人 錄を 編て 

いづかた の 大儒 達 も、 始終 殘る 所な き 仕方と、 皆 感心して 置れ ました、 (閑 田 子 按に又 三 宅 觀瀾も 復轉錄 

を 著して 甚褒稱 せらる) 太宰殿 ひとり 打て 替 つて、 大きな 畿り やら 憎み やら、 是は まあ どうしたお 了簡、 

あなたの 學 問の 筋 は、 あれ 程 も 遠 ふ 物で 御 斑り ます か、 あなたが、 もし 赤穗 家に： H へて ござった らば、 

中々 敵 打の 相談に は のられますまい、 それ 共 唯 ひとり 籠城 も 成まい し、 本 庄に切 込れ も 致されますまい、 

敵 打の 有た 跡で は、 理窟 も 人が 請 取ます まいから、 大野 九 郞兵衞 と 同じ 事に、 人が 面へ 唾 吐て がな 御座 

り ませう に、 仕 合 事 やと 存られ ます、 餘り 不思議 さに、 ちょっと 書て もら ひました、 御ら うじ ませと 出 

す をよ めば、 人生 朝不謀 夕、 誰 知 吉良子 之 不死、 而以待 明年 之 冬畢、 鄕使吉 艮氏不 及 明年 之 冬 死、 則赤穗 

士何所 成 其 功 乎 云 *、 また 此 末に 若 冬 迄の 內に、 敵が 死 だら ば 四十 六士は 僧と なる か、 屍に 鞭つ か、 夫 

では 天下の 笑種ぢ やと 書ました、 是 はどうした 了簡で ござります ぞ、 人の 命の 賴れぬ は、 もとより 常で 

御座れ ども、 常にして 變で ござります、 それ を 萬 事の 先へ たて.^ 案じて は、 人に 銀 も 貸れ ませす、 緣組 

の 約束 も 成 ませす、 梨 や 柹の機 木 もな り ませぬ、 それ も 五 年 七 年 過ての 敵 討なら ば、 延引の 謗 も あらう 

けれども、 僅に 明年の 冬な り、 KMn せた は 何でも 討 損じまい と、 時節 を 伺 ひ、 謀 を 定めた もの、 太宰殿 

の 了簡で は、 無二無三に 切 込て、 勝ても 負ても、 其 場で 死ね かしとの 事、 是 より 末に も 左様に いはれ ま 

した、 (閑 田 子按、 呂尸ロ 隆氏を 奪ん とす、 隙 平 不知が 如して 呂 后の 死 を 待て 後呂 氏 を 悉く 亡す、 後 儒の 誚 

あれ ども 時 を 知 故な り 况踰年 を や) 畢竟 四十 六士が 本意 を合點 しそこな ふたと 存 まする、 もと 淺野殿 力 

恨な 5 に堪 翁、 吉 n^J^I を 新て、 我 も 死に、 もとより 家 も 潰さう と は 他 は 省す 斬 かけられ たる を、 f お ほせ 
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す、 我 計り 其 事に 死して、 家 を 亡し、 肝心の 敵 は 生て 居る は、 無念 骨 錢に徹 る 所， 誠に 泉下の 怨尤千 萬 

なる 事、 忠信の 心 忍びら れぬ 故.、 此敵討 はせられ たもの、 それ を 我 一分の 義 計り を 立う とて、 犬の 嚙付 

やうな 働して、 又 此方 計 死での けて は， 吉良殿 は彌々 天下 泰平 恐ろしき ものな し Q 高枕、 淺野 殿が 草の 

陰で、 猶々 無念 は 重り ませう、 是 忠臣の 本意と は 申されますまい、 養ば 朝敵 追討 を 蒙りた る大將 が、 若 

敵が 病死して は、 功が 立ぬ とて、 軍勢 も 整へ す備へ ももう けす、 一 騎^に 敵國へ 切入 討死して のけたら 

ば、 忠臣な りと て、 御感で 御座り ませう か、 是 こそ 天下の 笑 ひ 草、 ぉ考 なされて 御ら うじ ませ、 それよ 

りとくと 勢 を 揃へ、 必勝の 謀 を 定めて、 敵 國へ攻 入、 あやまた す 朝敵 0 首 を 取て、 { 辰 襟 を 休め 奉る が忠 

臣の 方で 有さう に 存られ ます、 もし 其 內に歒 死したら ば、 討 手が やむ 迄の 事、 大將の 耻には 成ますまい、 

勝負 は 構 はす、 切 込て 死せば、 我 身 一分の 義を 立る と 申 もの、 あやまた す 敵 を 討う と、 退て 謀る は、 君 

の 爲と申 もの、 忠臣 國を 去て、 其 名 を 潔せ すと 申 も、 我 名 は 捨て 君の 非 を擧ぬ 心、 忠臣の 誠 は、 さう 有 

さうな 物、 身の 爲に すると 君の 爲に すると は、 どちらで 御座り ませう ぞ、 又 吳子胥 が 屍に 鞭つ は、 親 兄 

を 殺した 敵 恨に 堪 ざる 故な り、 四十 六 士は吉 良 殴 を 我が 憎む 事 は 少しも ござり ませぬ、 主人の 切腹 は、 主 

人の 短慮から、 誠に 吉良 殿から は、 せられぬ 事、 唯 亡 主の 本意 を 遂られ なんだ 遣 志を續 で、 泉下の 恨 を 休 

ふの 働な り、 夫 故 泉 岳 寺で、 手 向て 仕舞うた あとの 首 は、 三方に 載て、 寺儈へ 渡し、 主稅が 若氣で 首に 雜 

言 申 たれば、 高貴の 御 首 を無禮 申と、 內藏 助が 叱た る、 是 私の 怒な く、 義を 立た る 心 を 御覽被 成、 どう 

して 屍に 鞭打 も のぞ、 もとの 根 心が 伍子 胥と は、 雲泥の 違 ひで 御座ります、 美名 を猜 みて、 身に も か i 

らぬ 人の 上 を 惡ロ申 は、 各 別の 違 ひ、 耻 かしい 事、 脇から も 汗が 出ます る、 冬 迄の 內に、 吉良殿 病死せ 

ら るれ-は、 淺野殿 も 共に 泉下 Q 泉な り、 恨 は 散して 仕舞ます る、 主の 恨が 散す れば、 討べき 敵 もな し、 

それから は夠 死せ うと、 其 儘 居らう と、 勝手次第、 四十 六士が 胸の 內を、 誰か 知て 笑 ふ 物ぞ、 天下の 笑 を 

取らう と は、 太宰 殿の 案じ 過し と 存られ ます、 又 
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赤 穗侯之 死 非 吉良子 殺 之、 則 吉良子 非 赤 穗侯之 謦良难 等 何 得 殺 之、 云々 神 祖之法 殺人 於 朝 者 死、 走穩 

侯 之 於吉良 子、 傷 之 而已、 是 其罪宜 不死， 而國家 賜 之 死、 卯 其 刑 過當也 云々、 

さあく 又 是が合 點參り ませぬ、 吉良 殴が、 斬り かけられても 手出し もせす、 相手の 切 iBi を 願れ もせね 

ば、 吉良 殿が 殺さぬ と は、 もとより 知た ことなり、 夫 故 四十 六士 Q 主 を^した 敵 を 討つ とい ふで はなく、 

主君の 仕 遂られ ぬ 本望 を 遂げ、 泉下の 恨 を 散す る 爲とは 前にし るした 通り、 此譯 の合點 ゆかぬ はどうし 

た 暗ら さで ござります 事ぞ、 主君の 死 も咎無 もの を 御 殺 被 成て でも 御座り ませぬ、 抑 殿中に て、 至極の 

大禮の 日、 高家の藤々を^1:晝の人中で斬て、 どうして 自身に 活て 居らる- - 心で 御座り ませう ぞ* 斬お ほ 

せる と、 直に 自 1^ の 舅 悟と は、 もとより 知れた る 事、 自分に 死る と、 御意で 死る との 違 ひ 計り、 それ を 

家臣が 咎 なきもの を 御 殺な された と 恨 所では ござり ませぬ、 又 人 を 朝に 殺した もの 計り、 死刑に も 限り ま 

すまい 咎が 軍： くば 死刑の 害の 事、 上の 御咎 も、 なぜ 吉良 殿へ 疵付けた とて 其 事 計で はなく、 至極の 大禮 

の 日、 他の 非道 をも禁 すべき 職 を 承た る 身に て、 同職の 人 を 斬て、 改め きょむる 殿中 を 血に 汚した る、 

御咎 いかさまに 重々 の 不敬、 さも 有べき 事で 御 瘦 ります、 一一 一一 一口の 申譯も 成ますまい、 又少々 御 咎が重 過 

た とても、 臣以臣 たらす ば. F ベから すで、 御 恨 は 申さぬ 害の 事、 然る を 亡君の 遣 志 じ やとて、 家中が 1K 

下へ 弓 を 引て は、 主 迄 を 逆臣に しての ける と 申 もの、 淺野 殿が 草の 陰に て悅は 致されまい、 また 太宰殿 

の 唐 流 を 出して、 日本の 君 は 朝廷 じ や、 公儀 は 諸侯の 君で ない など k かいはる i こと も、 御座り ませう 

が、 今日 本で は、 公儀と 淺野 殿と は 君臣に 紛れ は 御墜り ませぬ、 

閑 田子按 す、 太 宰は爱 に 書れ しごとく、 公儀 は 諸侯の 君に は 非す と 云 人に て は 非す、 其 師物茂 卿と 同 

じく 公儀 を 朝廷と 稱し、 又 憲廟、 文廟 など- 凡て 天子の 稱を もて 書す、 其上此 四 十六 士 論 にも 天子の 

御 事 を、 山城 天皇と 書す、 日本の 國風を 知ざる 而已 ならす、 春秋の 春 王： 止 月と 箐 玉へ る 意に もどりて、 

其 私意 を ほしい ま i にす、 爱 Q 推量 は、 也 有 子い まだ 太宰 が， 說き盡 されざる なり、 此黨は 唯 己が 私 
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意に まかせて、 說を たて、 言 を 憚らざる ものな り、 太 宰が獨 語な ど にても 見るべし、 尙 他の 著述に て 

も、 其 師茂卿 を さへ 散々 に 云り.' こ、 に 論ぜられし 通り、 自分の 賤 しき 意に 引 あて- -、 四十 六 士を名 

利の 爲 など- -惡 口し、 凡て 美名 を猜で 身に も か X らぬ人 Q 上 を あしざまに 論す るが、 其 自己の 常態 又 

舉 風の あしきに 基す るな り、 

淺野 侯の 最期に 臨で、 遺 念を尋 たらば、 公儀へ 弓 引と 申され ませう か、 吉良殿 を 討 くれよ と 申され ませ 

うか、 御考 なされて 御覽じ ませう、 

閑 田 子 云、 こ.^ の 論 殊に 委く、 淺野 侯の 肺肝 を盡 せり、 良 雄 等が、 此擧も 畢竟た r 是 なり、 太 宰が愚 

如何 や、 

叉旣 不能 死 于赤穰 則 當趣往 東都、 率 其 部 伍 以攻吉 良子克 之、 亦 不克亦 又 死 殉之死 而已、 可 以塞責 云々、 

前の 論に 吉良毆 は 絡て 敵で ない、 討つ 理 はない と 云て 置て、 又 こ、 では 吉良殿 を攻て 死ねと は、 一向 寢 

言の 様に 思 はれます、 すべて 敵 を 討 もの は、 何卒して 仕 損ぜす 討お ほせう と^る 故、 豫譲は 炭 謀に て 形 

を替 へ、 厠に 隱れ橋 下に 臥て 敵に 近付う と 心を盡 しました、 四十 六士が 敵の 油 斷を伺 ひ、 時節 を 待た は 

豫讓が 炭 謀と 同じ 心、 太宰 殿の 了簡なら ば、 是 も趙襄 子が 病死が はかられ ぬから、 豫讓も 知 伯が 亡た 時、 

直に 切 込で 死る がよ いとの 事と みえました、 古今に 義人と 稱 する 豫讓 も、 太宰 殿の 手前で は 馬鹿者に 成 

て 居る と は、 きつ ひもので 御 ざり ます、 又 彼 其 志 在濟事 成功 以要 名利 鄙 哉 云々、 いやもう 是 から 末 は、 

いふ も 恥 かしい、 無 體千萬 萬 情ない、 大 下卑に 下卑ぬ いた 事 ども を やられました、 かはい さう に 義を立 

て 大切なる 命 を 捨て、 親に も 妻子に も 別れて、 中には 六十 七十の 人 も 有り、 どうして 利欲の 爲に する も 

ので 御座ります、 ト： から 赦し 置る、 高 家の 歷々 を 陪臣 浪人の 身と して、 押 込で 首 を 斬り、 何として 御 機 

嫌に 入物 ぞ、 死刑 は 勿論 Q 事 獄門 磔 にあ はふ も 知れぬ 事、 それ は 四十 六 士の覺 悟の 事で 致た は 申に 不及 

いと 安い 事で ござります を、 御 法 を 破り、 本望 を遂た 上の 事 は、 とんと 我 身 を 私せす， 自ら 罪科 を訴 へ、 
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もう 入らぬ 身 じ やから、 上の 御 存分に どう 成と も、 御 さいなみ 被 下よ と、 刀を投 出して、 上 を 恐れ 敬 ひ 

て、 上宰を 待た る 仕方、 爱が大 なる 出来 やうと て、 何れの 儒者 衆 も、 殊に 褒美の 肝耍で こそ ござれ、 夫 

を さもしき 評 を 付て、 かう 思 ふたで あらう、 どうす るで あらう と、 無心 事 を 作って、 能 かたの 了簡 は、 

ひとつ もせす、 辱 しめらる、 根性 は、 どうした もの、 すべて 上等の 人 は、 人の 善を稱 美し 羡む もの、 下 

品の 根性の 卑劣な 人 は、 人の 美名 を 妬み 猜み、 どうかな して、 鼻 を ひしぎ 潰したがる 物、 是 は攀才 博識 

に 寄らす、 根性に 善 惡が有 もので 御 ざり ます、 あ、 さもしい、 きたない 恥 かしい 物で ござります、 自分 

こそ さう あらう とも、 攀を習 ふ 門人 衆の 內に は、 笑止が りて 紙屑籠へ も 入られる 物 を 梓 行して、 世^へ 

出す と は、 どうした 事、 私が 毎日 小便 とれば、 翻 羅の句 ひも 同じ 様な 物で、 其 中へ はまりて、 善 惡が分 

らぬ さう に 御座ります、 

閑 田 子 云、 共 學徒儈 無 相 も、 人の 太 宰が說 を 難す るを陳 じて 書る 物 有り、 尤笑 ふに 堪 たり、 

嗚呼 いらざる ロを敲 きました、 ホンに た、 きて 思 ひ 出しました、 是は小 田 原で 求て 參 ました、 隨分 小便 

に 汚さぬ やうに 致ました、 酒の 着に なされ ませと 袖から 曲 物 出して ふり あ ふの き、 南無 三日が 暮れる に 

小便 汲で は 居られ ませぬ、 重て 取に 參り ませう と、 あはて、 門へ 出る と 見えし が、 こらへ， （ -た 小便 を 

自分の 桶へ 長々 と 仕込、 けふ晝 から 宿 を 出で、 何の 爲ぞ や、 我 小便 計り 荷 ひて あた ふたして ぞ歸 ける、 

右 撗井也 有 翁 著述、 翁 通名 孫左衞 門、 雞 髮名暮 水、 以 滑稽 鳴、 而爲人 謹 厚篤 實、 好學 文才 長矣、 滑 

稽 文集 號鶴 衣、 鏡 裏 梅 者、 近年 合 刻行于 世、 足 見 其 志焉者 也、 予客歳 遊 尾 張、 而聞其 所行 與其所 言 

者不 背、 甚欣慕 故 附言 于此 云、 

寬政ニ 戌年 夷 則  洛 南山 樵  閑 田 子 

〇 塵 塚の ちり 

te- の 道の 衰る 所以 は、 世の 風俗 頻に 薄情 募りて、 修行の 功 をつ む 事 不克、 辨佞を 以て 己が 淺見 を掩 ひ、 


草 


とへ； に 名 をす， 事 を 要と する 人の みなれば、 道の 長者 出来ぬ も理 りなり、 斯く淺 間なる 折なる に、 

此 ごろ (寬政 二 年) 菊月の はじめと やらん に、 ニ條 家に 於て、 俳諧の 御 催し 有り、 地下の 者 あまた 召れ 

てつけ 合の 俳 席 有しと ぞ、 御 先祖 良 基 公の 連歌に、 御名の 高 かりし だに、 押出して はいかいの 御 催し 有 

し 事 を 聞す、 九條 fs^ 山 公の ^s: 德へ、 俳諧 を ゆるし 玉 ふ も、 御 自分の 俳 かい 有し 事 を 不知、 さる を 今 道の 

衰 ふるに 至て、 攝 家の 御館に 俳 席 を 立 玉 ふ は、 未曾有の 事、 ？>Tl) のめい ぼくに 似たり とい へ ども、 圖らす 

も 俳諧 は 雲井に のぼり、 和歌 は 地下へ 落る 事、 下划 上の 道理に て、 誠の 道の 榮ぇ とも 云 かた からん か、 

た けうと き 秋の のらの 悅び とこ そお も ほ ゆれ • 

或 人の 書る 蓮の こと 書の 中に、 ひぢ りこうと、 かんなに てかける 有り、 あやしの 言葉 ぞと、 つらく 想 

に、 ひぢ りこの 事な らん かし、 おぼろげなる 事 は、 書ぬ にし かじ、 また 或 人 さきの 人を稱 するとて、 何 

陳 人と 云り、 陳人 は自稱 にて、 仲 J を 云 事に 非す.、 我 もめ くら 書に そこへ 爱へ書 散し 遣した る 中に も、 か 

うやう の 事 多く 有なん， 人の あざみ 笑 はん を、 今更く ゆると もみ 二 B なし、 皆 猿の 尻 笑 ひならん かし、 

可否 は 下に 置れ ぬに 仍 りての 名な りと いへ ど、 可な りと 云 時 は 下に 置る、 なり、 焉の字 は 常 は 下に 有れ 

共、 焉ぞと 云 時 は、 上へ も あがるな り、 き はめて 下に 置れ ぬ は、 雖の 字な りと いへ る を、 或 人 暫く 沈吟 

して、 狂 聯句の 韻字と す 「松 竹 立 渡 京 中雖」 一 座興せ りと なん、 

宇 野 三 平 は 都下の 儒士 なり、 禁足して 書 を 編む 事 幾年、 一室に 書籍 を 取 散す 事算を g せる 如し、 適 客 有 

り 面する に、 さも 閙 しげに て、 應對尙 心 そこ/. \- なり、 是を 知人 は 早々 返 出す、 三 平常に 曰ら く、 人 Q 

訪ふは 嬉し けれども、 徒然に 人 待つ 頃は來 もせで、 必 しも 考 への 半に 來る ものな り、 其 時 は 應對甚 邪魔 

に 成て、 おの づ から 不與 に會釋 す、 担 其人歸 りて 再び 考 るに、 始の氣 ゆるみて 其 勢ひ拔 ると 云り、 實に 

もさ こそ 有らめ、 余が 老樂 に陋靖 を搖 すに、 屢々 思 ひ當れ り、 去ながら 余が 如き 物 しらぬ もの は、 其 客 

の あらゆる 新の 中に、 とみに 趣向 を 得る 事 間- 有り、 故に 筆 を 停む るに 暖ふ 心さら になし、 三 平 如き 博 


六 ニー 


覽 な^ば、 客の 謂 を 借る 事 有 まじければ 邪魔なる も理 りなり  . ,,、 

或片田 会の 草菴こ 一 儈 有り、 常に 書 を ひろげて 他事な し、 之 を讀み 或は 筆す、 小 庵 取 散らせる 事 足の 

氣の 毒が りて 片付て やれば、 犬に I て、 lllih 

いふ、 故 I き i にて 置けば、 小菴の 一と 間 一 まに 成て、 膝 墓る 處 なし、 僧 是非な J の 間へ 

出て iv  f 無 I 通り なれば、 臺 所へ 出て ず、 1 とせの 內に、 S 一  ば？ に？^ 1  ノ： i 

の 暮に村 中より 世話して、 漸に是 を 取 片付、 掃除して やる と 云り、 幾年 も斯の ごとし いみ じき 沙 P- 成 

江戶曰 本 橋 Q 向. 先年 讓 成し 中洲 を、 If  、  一 5 如く 雷なる、 是は 安房 上 S 水難 故に 仍な 

り、 右 中洲に 近年 は 遊 船 多 かりし に 止 ぬれば、 

屋根 船 も 屋形も 今 は 御用 船チッ 、 シ ン はなく ツチ ッ ンで行 

丄客 iE ェ戶 こて もてはやせ しと ぞ、  ， 

..讓 江戸  實 にも 都の 榮ぇ ならめ や、 でる めでたき 御代に だに 


いにし へ より 例の 京 童の 口す さみと 名 だ 

こ の 頃き けば、 


る も、 


吳 竹の 

くり 返し 

天が下 

を かしけ. 

臣 もみな 

內裏 にも 

つくらる 


世 は 皆醉り 

ま はらぬ 舌で 

行つ まりた る 

先 大內の 

舉者 才人 

すたれし 事の 

むかしの 公事の 


我 もまた 

まき かける 

世の中の 

ありさま は 

多ければ 

かすく を 

芝居 事 


さめぬ 寢覺を 

管 もて のぞく 

うつり 替るぞ 

君 も かしこく 

新造 營の 

考へ 出て 

舞臺 はた ァど 


草  翁 


とにかくに 

樂屋 もの 

賢者 達 

算盤の 

六條の 

白 川の 

商賣の 

ばくちまで 

隙 もな く 

く、 ると の 

梨の 木の 

めいわくに 

普請 方 

ねぎ るげ な 

三分に 

かけが へや 

たぐ ひなき 

文學の 

經書 さた 

間に あはぬ 


出さぬ 江戸の 

雜用 へして 

思 ひついた る 

玉の 臺と 

地 築賑ふ 

淸き 流の 

棚お ろしから 

御せ わなされ て 

町々 ま はる 

こわ ひ 取 さた 

あづま くだりの 

また 其 上の 

まけさす う へ に 

此 やうす では 

直が き はまろ と 

孝行 糠 は 

孝子が 有と 

榮 ゆる 世と て 

大身 體の 

有職より は 


金 もとに 

有職に 

御 省略 

成に けり 

繁昌 は 

すゑ はげに 

曲 こまの 

いく 度 か 

陣笠 は 

夫よりも 

大 さわぎ 

難 溢 は 

例の ない 

てんやくの 

いふ^ 

うれ やんで 

い ふうは さ 

めづ らしい 

御 時節の 

殊勝な り 


しまり は て たる 

人 あは さ ふと 

實 にも- -敷も 

それに 引か へ 

世に たぐ ひなき 

行渡り つ 、 

なげた ほった Q 

出る 御觸の 

めったむ しゃう に 

思 ひがけ さ へ 

加 茂の 社中の 

御所の 御 出入 

緒 かき を さへ も 

上る くすり も 

町々 評判 


實に 有が たき 

堂上が たの 

記錄 さがして 

其 中に 又 
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六 1 四 


K 言の  はやる も を かし  此 ごろ は  沙汰の やみた る 

里 かよ ひ  さとに うへ なき 悅びは  神の 御 末の 

御着 帶  やがて めでたき 御 降誕  松に ことぶく 

草 I 千世の 行す ゑ 

右文 句の 內 〇 陣笠 是 はニ條 御城 在番の 面々 へ 被 命 町々 を 廻る 上下 陣笠 を 着す 〇 曲 こま 近 比 世に 流 

行す 〇 梨 木 下 鴨 神職 梨 木 三位 神祇 伯より 訴 有に 仍、 關 東へ 召し、 御 吟味 有、 委蔡は 不知、 

又 

ゆがんでも しゃくしで 下 はすく はる、 すぐな れん 木 は 下がつ ぶれる 

始の 長歌 は 評に 不及、 しゃくしの 落 書 は 心有る 人の 申せし にや、 殆ど： 1H 心せり、 凡 落 書の 類 は、 上 を 憚 

ら ぬわる 口の みなる に、 此 狂歌 は 上 を謖ら すして、 諷諌の 心 を ふくめり、 近世 人の 不直 募りて、 それ を 

常と して 直きに 馴ぬ により、 御觸 毎に 今めかしく 驚きお も ふなり、 譬ば 都の 遊里 を 制止し 玉 ふ 事な ども 

世の 風俗の 爲 とはいへ ども、 是 によりての 家業の もの 夥し、 こたび の 厳 令に、 渠等 皆々 相俾 する 故に、 

直き を畿る やうになる なり、 島 原の 外遊 里 を、 とんと 停止せられ なば、 却て みだりに 家婦を 犯し、 寡婦 

娘 子の 類 を そ、 のかし、 かど はかして、 都下の 風俗い やましに あしくな らん かと、 a- くもの も 有り、 仰 

ぎ 願 はく は妄 ならぬ 様に 改めて、 法度 を 立ら れ、 遊里の 古き 株 ども は、 其 儘に ゆるめ 置れ、 重箱に て 味 

嗜 をす るた とへ を 用ら れ たき 物な り、 御法度と はい へど も、 旣に百 數十年 株 を ゆるし 置れ ぬれば、 まんざ 

ら隱し 商と も 云が たし、 其 ふるき 珠 ども、、 悉く 停止 有て、 都に 遊里 絶なん に は、 など やらん 花の 都 も 城 

下の 心 池なん し 侍りて、 自ら 衰微 を 招く に 似たり、 鬼に 角に 都 は 都ら しき こそよ かめれ、 遊里 を 停止せ 

られ なば、 夫に 增 たる 姦淫の 者 多く 出來 なん、 さあら ば 上より 罪人 を 描ら る、 やうな 物な り、 啻に 近世 

の 法外 を 制せられ、 或は 一 寺の 和尙が 新地の 家主と 成て、 陰より おやまの 親方 をしたり、 又歷々 の 何某 


が、 茶屋の 金 元 をして、 おやま を 書 入て、 公 銀 を貸附 高利 を 取の 類 を 禁ぜら れんに は、 世の中の 風俗 も 

直り 穩 なるべき か、 而 して 年を累 ねて 廉直 を 連々 に 示し 給 は 1-、 又 それに 馴 て制禁 ゆる かせな りと も、 

不直 を嗜む 様に 成べき か、 端的に 改ら れん は、 たと へば 上る 痞を强 き 針 治に て碎き 取に 等しき か、 上の 

憲を 以て 病氣は 退治す ベ けれども、 肝心の 本 體を損 ふに 至らん、 それより は 唯寬々 と、 其 原 をと、 のへ 

玉 は J -、 全身 健に 成て、 病氣 はおの づ から 治るべき か、 下 愚の 見 恐れみ くと 停 筆、 

あしたに 溫 なる 粥 をす、 り、 ゆ ふべ に 結構なる 御 米 を 炊て 乏しから す、 戴 之 事、 今に 至て 八十 餘年、 常 

の產 なき 遊民と して、 か. -る洪 幅 はいかなる ぞゃ、 予少壯 より 不惑 を 過る 頃 迄、 官に在 事 僅に 二十 年、 

多病 を 患へ て 致仕せ り、 其 恩 澤の餘 光、 今に 及ぼして 子孫の 者より、 精米 を 頒與へ て、 飢すこ えす、 

淺生を 養 ふ、 須彌滄 海の 恩よりも 高く 深く、 何 を 以て か 此國恩 を酬ひ 奉らん や、 唯 明 暮に之 を 恐れみ て 

何やらに て見當 りし 罷官 識 君恩の 五 字 を、 神と も怫 とも 敬ひ崇 して、 聯 にかけ 印に 刻みて、 之を祌 棚と 

も怫檀 とも あがめて、 日々 に 目に 遮る の戒 となし、 はた 御 時勢の 仁 風 世に 偃す を 己 獨の歡 と 思 ひて、 耳 

に觸 たる 事 を、 $1 にへ つら はす、 筆に 隨て ほしい ま、 にす さみ 集る も、 今聖 りの 御代の、 御 政 を、 千と 

せの 後迄傳 へま ほしき 老が 本意 を 見る 人々 みて 知り 給 へ かし、 
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  六 1 六 

翁 草 卷之百 人 十一 

細 川 家 士堀內 傳右衞 門覺書 一 

註 者 其蜩翁 曰、 此書也 肥 後 侯の 家 士^,！: 傳 右衛門が 手書せ し處 なり、 (義臣 傅に 堀傳 右衛門と 有 非な り、 

堀內 正な り) 元祿 中赤穗 の義黨 を、 四 侯. 1 へ 被 召預、 所謂 細 川 越 中 守へ 十七 人、 松 平隱岐 守へ 十 人、 毛 

利 甲斐 守へ 十 人、 水野監 物へ 九 人、 合 四十 六 人な り、 水 野 家 一 人缺 たる 譯は、 當 夜護士 より 官廳 へ捧し 

口上書 連名に、 輕卒 寺坂吉 右衛門 を も 書 載たり、 仍其徒 四 十七 人と 披露 有て、 右の 如く 分配の 上、 御預 

に 御治定 なり、 然に水 野 家 御 預け 名前 十 人の 內、 寺坂吉 右衛門 姓名の みに て 其 人な し、 則御尋 {^ 處に、 

期に 臨て 落 失 候 段 申に 仍、 最早 割替ら る、 に不 及、 水 野 家へ は 一人 缺 たる 儘に て御預 有しと ぞ、 扨 細 川 

家に 於て は、 奔走 他家に 異にして、 深切い はむ 方な し、 此徒を 守護す る士を 番人と 不稱、 接伴 人と 被唱 

し 事、 義臣 傳に 見えたり、 接伴 人の 內 就中 堀內傳 右衛門 は、， 此 徒の 純義に 深く 感 美して、 之に 交る に 至 

誠 を 以てせし 事、 此書 を讀て 思量すべし、 予 先年 赤 城 義士 篇を 編述 する 考 への 日、 此書 有る を 漦て聞 及 

し 故に、 參考 の爲、 需之褰 を 思 ひ、 幸 ひ 友人 北 村 祖旦、 肥 後へ 立 入 を 以て、 彼に 托して 悃望 する 處に、 

聊 なる 覺書 様の 物 を 獲たり、 則電覽 する 處御預 の 節の 取 計 を 荒々 と 書て、 總體義 徒の 應對は 彼 禁趣を 書 

たり、 無詮 物故 不及 參考、 其砌 直に 返却せ り、 然に 他日 松 山 侯の 士、 金子 姓に 會 して、 其 節 松 山 侯に て 

の 御 執 計 は 如何 有し やと 尋 試に、 當 家の 書留 は 分明なら す、 結句 細 川 家の 堀內傳 右衛門 覺書 は、 故 有て 

寫 して 珍藏 せりと 答、 予 雀躍して 右の 有增を 語り、 强 V '之 を乞需 るに 諾 して 授之、 管兒 する 處に、 偏に 

彼 徒の 肺肝に 人が 如く、 聊も 双方の 剛臆 を 論ぜす， 唯 平日の 雜 話の 如し、 世に 傳 ふる 說 々の 小差 有を微 


翁 


草 


しく 所々 に 評註 を 加へ て、 左に 錄す、 須く實 記た る 事 不可 論、 

淺野內 匠 頭樣御 家来 十七 人 御 預け の 節覺書 

淺野內 匠 頭樣御 家来 十七 人 御預の 刻、 我等 事 御請 取に も 被 遣、 其 後御預 の內、 林 兵 助 村 井 源兵衞 我等 

三人、 御 附被置 候 故、 當^ の 節 十七 人 衆と、 心安く 語り 候へば、 何もの 物語 を も 承 申 候、 外の 衆へ 咄 

被 申 候 事 も、 可 有 候 得 共、 我等へ 咄被申 通 あらまし 書付 置 候 問、 貴殿 折々 見 可 被 申 候、 尤 同名 共幷緣 

者 他人 にても 申 度と 申 仁 候 は：.、 實 底の 志 次第に 見せ 可 被 申 候、 總體此 度の 一 件む ざと 咄巾 さぬ や 

うにとの 篛に 候、 其 心得に てむ ざと 見せ 被 申 間 敷 候 事、 

元 祿 十五 午年 十二月 十五 日、 月次 爲御禮 御 登城 被 遊 候處、 於 御城 淺野內 匠 頭 様 御家來 十七 人， 御預の 

旨 被 仰 付 候 問、 芝 泉 岳 寺へ 爲請 取、 御 侍 中 被 遣 候 旨、 御城より 藤 崎， 作 右衛門、 御上 屋敷へ 御 使被參 候、 

我等 俵 折節 當番 にて、 町屋 より 御上 屋敷へ 罷出居 申 候、 定て被 遣 候 人 數の內 にても 可 有 之 やと、 直に 

同 苗 平 八 小屋に て、 食事 候て 直に 罷越 候、 十五 日 八 ッ時前 御上 屋敷へ 罷出候 事、 

三 宅 一 i 共衞 (明智 左 馬助裔 なり、 左 馬 助 本姓 三 宅、 始の名 は彌平 次、 主人 日向 守より 明 智姓を 貰 ひ、 

明 智左馬 助と 稱す、 功名 世に 知處 なり、 惜 むらく は逆戰 故に、 後世 左 馬 助が 英名 匿る、 こと を、 其 子 

三 宅 藤兵衞 は、 肥 前 赛津の 城主、 寺 澤志摩 守 同 兵 庫 頭、 雨 代に 事へ、 秩 三千 右に て、 同 國富岡 3 城代 

たり、 島 原 一揆のと き、 本 渡 島 子に 於 討死、 其 後 寺 澤家斷 絡に 及て、 細 川 家 明智に 由緒 有 を 以て 一 i 兵 

衞子 先知 三千 石に て、 細 川 家へ 呼 出され、 則 藤 兵衞と 名乘、 此 節の 藤 兵 衞は定 て 左 馬 助 曾孫 か、 玄孫 

なるべし) 鎌 W 軍 之 助、 平野 九郞 右衛門、 横 山 五郎太夫、 堀內平 八、 向坂 平 兵衞、 此 分は褒 付 上 F 着 

用な り、 物 頭 皆 共 何も 羽； S 挎着、 芝 御屋敷より 被參 候、 物 頭 皆 共 並に 羽織 竪附 着用に て 候 事、 

三 宅 藤兵衞 鎌 m 軍 之 助 平野 九郞 右衛門 撗 山 五郎太夫 堀 內平八 

向坂 平兵衞 田 十次郞 牧 七郞 右衛門 次 佐 美 九 太夫 野 田 小 三 郞 
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六 1 八 


志 方 彌 次兵衞 

池 永 善 兵 衞 

氏 家平吉 

波々 伯 部 權 八 

橫 井 義 右衛門 J 

1 歩の 御使番 


堀 內 傳 右衛門 

堀 內 五郎兵衛 

本 庄嘉助 

田 中 隼 之 助 

宇 野 彌 右衛門 (本道) 下 村 周 伯 (外科) 原 m 元澤 

服 部 番 右衛門 木 村 權左衞 門 關 彌 右衛門 


富 島 伊兵衛 

澤 庄兵衞 

寺 川 助之丞 

石 川 源 左衞門 


林 兵 助 

竹 田 平 太夫 

吉田 孫四郞 

池 部 次郞助 


村 井 源兵衞 

松 浦 義右衞 I： 

塚 本 藤 右衛門 

魚 住 總左衞 門 

郡 次 太夫 


々覺不 申 候、 定て 委細の 御 人 數附可 有 


此外 にも 有 之 や 覺不申 候、 歩の 御 小姓な ども 大勢 參候得 共. 

之 候 問 不具 候 事、 

一足 輕百人 餘駕卜 七 挺、 外に 用心 駕五 挺、 都合 人 數七百 五十 餘人 とか 承 申 候 事、 

1 右の 御人數 知行 吹の 分 は、 不殘驛 馬に て 御上 屋敷より 罷越、 芝 御屋敷 表 御門 前にて、 芝 御屋敷 衆 も 被 

33、 可 も 申 合 泉 岳 寺へ 參候 害の 處、 様子 替り、 仙 石 伯誉守 様、 愛宕 下屋敷に て 受取 申 害に 相 成、 直に 

此方の 御人數 は、 愛宕 下 細 川 和 泉守樣 御屋敷へ 參り、 御門 內へは 侍 中 計り 入 候て 夜 入四ッ 過ぎ 伯耆守 

様 御屋敷へ 何も 參候 事、  3 う P^J 

1 此方へ 御 預の衆 を 一番に 御 渡 被 成 候、 三 宅 藤 兵衞、 鎌 田 軍 之 助、 堀內平 八、 此面々 計り、 伯 耆守樣 # 

前へ 被 召 出、 鈴 木 源 五左衛門 樣水野 小 左 衞門様 御 列座に て、 十七 人の 御 預衆請 取 可 申 旨 被 仰 渡 候 由に 

御 1- 候、 右の 外 上下 共に 御門 外に 罷在候 事、 

1 掷預 十七 人中へ、 銘々 御 書付 御續、 伯 香 守 樣被仰 渡 候、 大石內 藏助は 御 側近く 被 召 寄、 右 十七 人 は 翻 

川 越 中 守へ、 御 預被成 候 間、 左様 相 心得べ し、 尤乘 物に て 被 遣 候 事、 如何と も 思 はるべく 候 得 其、 

內 老人 幷 怪我人 等 も 有 之、 又は 付添 參 者の 爲 にも 候へば、 旁乘 物に て 可參と 段々 被 爲入稗 念 候て 被 仰 

聞、 雞有義 と 後に 度々 何も 物語 候 事、 
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】 十七 人の 衆 中、 何も 駕に乘 被 申 候て 請 取 候へば、 御門 外に 居 それん \ 受取て 御門 前に 揃 申 候、 駕 一挺 

に 御紋付 Q 高 提灯 二 張、 自分 箱 提灯 I 張、 騎馬 I 騎づ -^、 其 外に 歩の 御 使 歩行に て 付添 被 申 候、 

尤歩御 使番衆 不足の 分 は、 歩 C 御 小姓 衆 加り 申 候、 手 負 ひ、 怪我 致され 候 衆 も 有 之 由に て、 如何にも 

駕を しづめ、 細 川 和 泉 守 様、 御門 前より 松 平隱岐 守樣表 御門 前 愛宕 下廣 小路へ 出て、 三 島 町より 通 町 

通 芝い さら ご 坂へ 懸り、 此方 様 御屋敷 目黑 御門へ 入、 役者 間の 玄關 より、 御廣 くしが たの 次の 問よ 

P.  二 座に 居 被 申 候、 其 夜 は 何れも 先 一 席に着 座 被 致 候 也、 道筋 隨分靜 に參候 故、 夜 更丑刻 過 着 候 事、 

1 右の 通 十七 人 此方の 衆へ 御 渡 被 成 候 刻、 乘 物の 戶 など 明 申 度と 望 被 申 候 は 其 通に 致 候ても 不苦 候、 

尤 怪我人 も 有 之 候 間、 道 も 靜に參 候 様に と、 何も 被 仰 渡 候 故、 道す がら も 誰と は 不存候 得 共、 堀 內傳右 

衞 門と 申 者、 御 同道 致 候 間、 何ぞ 御用 有 之、 戶意 など 明度と 思 召 候 は ビ不苦 候 ST 歩行に て 付添 候 者 

へ、 可 被 仰 聞と 申 候 事、 (義臣 傳其外 記 錄には 細 川 家 は 乘物戶 を 明 放す 水 野 家 は 錠 をお ろす と あり)、 

1 太守 樣、 早速 御 出御 預の 面々 へ、 御 逢 被 成、 何れも 其 儘 居候 樣 にとの 義 にて、 其 所に 罷在、 具に 承 之 候、 

御意に は、 扭々 各此 度の 仕形 神妙 成 事共に 候、 いづれ も是に 大勢の 侍 共 を 附置候 に も不及 事- 何と や 

らん おこがまし くも 思 はるべく 候 得 共、 是は 公儀 を 憚り 附置候 事に 候^、 無遠慮 申 聞 さるべし と、 御 

番の御 家来 共へ も 被 仰 付、 最早 及 深更 候 間， 先づ 料理 を 賜 ひ 被 申 様に との 御意に て 御 入 被 成 候へば、 

何れも 難 有 被 存候體 に 相 見え 申 候、 右の 通夜 更迄御 待 請、 卽刻御 出御 逢 被 成 御意の 趣、 私： S さへ 承り 

落淚候 故、 何れも 難 有 被 思 候 事、 尤の 事と 存候， 後日 迄 此段被 申出 有難が り 被 申 候 事、 

其蜩翁 曰、 餘錄に は 其 夜 肥 後 侯 義士に 面し 給、 今般 は 各 大義なる 事 をと 挨拨 有し 由 記せり、 此 大義 

の 言、 普通の 勞を 謝する 大義に は 非るべし、 誠に 君臣の 大義、 此上 有べ からす、 夫 を 賞せられ し 事 

ならん、 大人の 言に は言少 にして 肝要の 事 を感美 有た る を、 世に 聞傳 へて 美談せ しと 書り、 此 日記 

する 處とは 齟齬せ り、 然共理 の 向 ふ處は 一 なり、 此夜 外の 三 侯 は 義士 對面 無り しと や、 獨肥後 侯 深 
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六 二 〇 

1 更 まで 待 受て褒 I 挨拶 尤宜 なりと 云べ し、 肥後 侯 此御預 中の 執 計淺 所な し、 外 三家 も 追々 之 を 聞 

r 口  r^^sl^T の I、 始とは 皆替 りしと かや、 管に 其 頃柳澤家 の 事を 記せる 物 を みれば、 肥 後 

を 以て 柳澤 へ 取 人ら れし f  、木に， て、 其 身 大國の 守護と して 何 i も 有 I 身の、 

^^一り リ i 鬥を 阿り 詔 はる i は、 何の 謂ぞ やと 記り、 此ー擧 の 執 計と は大 に反して、 肥 後 侯の 可否 

1 右^ luj^ 、夜 直 こ 御 逢被成候 は、 太守 樣 計と 申 傳候、 殘御 三人 霊 は已後 此方の 御 擎を御 聞 候て、 

鉀 逢或宾 由に 御座 險、 於 御城 十七 人 御 預被仰 渡 候 刻 も、 太守 樣 御請 御尤 至極なる 義と、 何れも 御 感心 

^§^§i$§. 奪院 など I 申 濃、 江村 藝被申 I、 泉 I にて 御請 取 被 

$宾^ にとの 義に付 御 家中 計 を 被遺 籠、 無 御 心 元思 召、 御 下城 已後不 苦 候？ 御自身 御 出 被 成 度、 此 

^如 W との 義こ付 被 入御 念義 共、 御 相談 可 有 之と て、 重て 被 仰 出 候 は、 御自身の 御 出に は 及 間 敷、 御 家 

^十 こてよ く 御」 验 侯との 義に 付、 何れも 御 家来 計 被 遣、 右の 御請 御 尤成御 俵と 沙汰 御座 候 段 申傳候 事、 

1 町 尾 敷より ま、 林 兵 助 村 井 源兵衞 我等 三人 又 芝 御屋敷に 居 申 候、 八 木 市 太夫 吉弘 嘉左衞 門、 此兩 入と 者 

合 五 人 こ C 、兩人 宛 日夜 交る.^. 相 勤 候 害 被 仰 付 候、 三 宅 藤 兵 衞方被 申 聞 候 は、 總體此 度の 一件の 咄仕 

候 事、 堅く^ 用に 候、 あの方より 咄被申 候 共、 何れも 返答の 様子に より 咄止可 申 候、 其 心得に て 相勤忙 

へとの.^ こ險 故、 其 覺！^ J にて 何れも 罷在 候、 然れ共 能く 了簡 仕 候へば、 今度の 一件の 義は、 古今 不 f 

及き， - こて、 武士た る 者の 一番 鐘 一番 首、 鎗下鎗 脇 或は 殿の 退 口、 或は 籠城 討死、 或は 追 腹 杯、 此等 

の 働 さ/、 御 靜謐の 時分 は生淺 りたる 老人、 或は 其 子供に さへ 昔 物語 承 候 は、 武士た る 者の 習に て 候 

右の 働 共有 之 子々 孫々 は、 天下 大小 名の 家. -に有 之、 不 珍事ながら、 それさへ 若き 者 共^ 承 置 度と 

存る事 こ宾、 今度の 一件 は、 誠に 古今 不承 忠義と 存候、 萬 一 無恙御 赦免に て 何れも 寄 合 候 チノメ 數 日の 

御馳走 結構なる 義共、 又は 大小 身の 侍 中 も 大勢 段々 に罷 出、 かたの 如く 馳走 有 之 候 得 共、 今度の 一件 
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の 鎖 を、 終に 尋も 致されす、 間々 咄し 聞せ 可 申と 致 候へば、 咄 されぬ やうに 成り、 挨拶と も 誠にい な 

事と、 何れも 可被存 候、 私共へ は 藤兵衞 殿、 度々 一件 咄不仕 候 様に と 被 申 候、 外の 御 三人 様 御屋敷に て 

も、 夫々 に 思 召 寄、 替りも 可 有 之 候、 私共 は 何とも 了簡に 及不申 候、 角 透 を 御 見計ら ひ、 荒 增の樣 

子 御 聞 被 成 可 然様に 存候、 如何 思 召 候 やと、 折節 色付 間に、 平野 九 郞左衞 門 同 苗 平 八咄申 所に て 申出 

候へば、 兩人も 如何様、 尤被存 承 置 度 事と 被 申 候、 晝の內 は 御 側 方 段々 に 出 被. &、 透 も 無 之、 最早 夜 

食 も 過ぎ、 幸の 時分と 存候、 唯今 様子 見 候て 可參 とて、 其 傣罷出 見 申 候へば、 思 ひくに 打 寄 物語 居 

被 申 候、 能 時分と 九 郞左衞 門 平 八に、 唯今 隨分能 時分と 申 聞 候へば、 早速 雨 人 罷出被 申 候、 吉田忠 左 

衞門、 原總 右衛門 雨 人 を、 片 脇に 呼 寄 被 申、 暫咄居 被 申 候、 一 件の 荒增 事の 由 被 申 候 事、 

1 右の 翌晚 夜に 人り、 原 總左衞 門 何 か 紙數の もの を 書 居 申され 候、 夜更けて 仕舞 被 申 候- 翌朝 右の 書 被 

申 候 もの、 綴 申 小刀 も 無 之 候 故、 八 木 市 太夫 を 賴み綴 させ 被 申 候、 今度の 一件の 書付と 承 申 候、 前の 

夜九郞 右衛門 平 八 一 件の あらまし 尋申 故、 外に も 乂尋被 申 候 衆 有 之 候ば、 右 書付 見せ 可 申との 事に 候 

や、 御 書 所に て 市 太夫と ぢ申 刻、 寄 合 候て 寫申 候と 及 承 候、 我等に 調 くれ 被 申 候 書付、 同前 Q 由 承 之 

事、 

1 上座に 大石 內藏助 (千 五百石 家老 四十 五歲) 吉田忠 左衞門 (一 一 百 石 物 頭 六十 三 歳) 原總 右衛門 (三百 石 物 

頭 五十 餘〕 片岡源 五右衛門 (三百 石 側 用人 三十 七 歳) 間瀬久 太夫 (二百 石 六十 餘) 小 野 寺 十， (百 五十石 京 

留芏居 六十 餘) 堀 部 彌兵衞 (三百 石 江 戶留主 居 七十 八) 間 喜兵衞 (百 石 馬 廻 六十 八) 早 水 藤 右衛門 (百 五十 

石) 下座に 機 貝 十 郞左衞 門 (百 五十石 側 用人 二十 五) t 一松 勘 六 (三百 五十石 三十 餘) 富 森 助 右衛門 (二百 

石 三十 餘) 潮 田 又之丞 (一 一 百 石) 赤 埴源藏 (一 一 百 石 馬 廻 二十 五) 奥 田 孫 太夫、 矢 田 五郎右衛門 (1 一十 餘) 大 

石 瀨左衞 門 〔百 五十石 馬 廻 1 1 十五 )〇( 本書に 有 之 註) (破 貝 十 郞左衞 門 は 上座の 害に 候 處早水 藤 左衞門 

と 申合せ 入 替り被 申 候) 
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  六 二： 

其頻庵 曰、 銘々 秩祿 役目 等、 予宙覺 にて 不糙 候へ 共、 荒增 書付 候、 闕 たる 物 は 追々 可 書 入、 

一 右 十七 人の 衆に、 何も 知人に 成 候て、 每度 罷出咄 など 仕 候が、 次第に 心. く 成 申 候、 我等 心底に は扭 

もく 古今 不承 忠孝の 武士、  fK 下の 大小 名の 家に、 武功 有 之 名高き 者の 子孫、 何れの 家々 も 有 之 事に 

候、 當御 家に も、 何れ 大小 身共に、 其 子孫 多 有 之 候、 ト七人 萬 一 御 赦免に て 御預被 成、 御 方 様へ 被 下 

置 候 刻、 たと ひ 御 家に て、 何 茶の 武功に 似た る 事に て 候 間、 官祿も 其 仁に 應じ可 被 仰 付 候 得 共、 八つ 度 

の j 儀の 元は、 何れの 御 家に も、 類 無 之 事に 候へば、 被 召 仕 候 様子 も定て 無類の 樣體に 可 有 御座^ 

憲 以て 天下に くらべ 物な き 武士と 申 事 は、 冥加に 被 叶た る 衆 中と 存じ、 夜晝 心に かけ、 隨分 心の たけ 

は 馳走 仕度、 或 時 富 森 助 右衛門へ 申 候 は、 拙者 義代々 旦那 召 仕 候 者の 悴 にて、 殊に 末子に て 御座 候 故、 

輕き 奉公に 罷出 候處、 卽刻江 戶定 供に 召れ、 段々 取 立 小知 を くれ 被 申、 其 後 加 增をも 被 申 付、 

に 相 勤、 t 一年 は 年寄 候 故、 供使桥 など 許し 被 申、 緩々 と 町家に 召 置 申 候、 然る 處に 今度 各 様へ 罷 出御 

應對申 様と 被 申 付 候、 若き 時分 者 ー兩年 以前 迄、 駕 脇の 勤 を 致 候 故 、江戸 表の 俵 あらまし 存候、 京大 阪 

道中 筋の 義も、 能覺申 候、 第一 居 屋敷に 詰 居 申 候て は、 門の 出入 も 不自由に 候處、 町 屋に罷 在 候 得ば、 

夜晝に 不隈、 何方へ 參候事 も支不 申、 何れも 様の 御 事に 御座 候へば、 越 中守爲 にならぬ 義は可 被 仰 聞 

樣も無 御座 候、 何 ぞ被仰 聞 置 度. 1 など 可 有 御座 候 得 共、 私の 身 3 爲 にならぬ 俵な ど、 御 遠慮に 思 召 被 

仰 聞 度 事 杯 も、 御 ひかへ 被 成 候 様に 見 及 申 候、 今度 各 様の 御 忠義の 御 心底 乍 慮外 奉 察 候 得 共、 私 0 

身命 を 惜み申 候 事、 日本 國 大小 神祇 を かけ 毛頭 無 之 候、 御 心.^ 被 思 召 事、 武士の 冥加に 叶 ひたる 事と 

奉存 候、 尤 貴様 御 一人に 不限、 十七 人の 御 方 不殘御 同前に 存居申 候 間、 御銘々 へ 申達 候 俵 も 何と やら 

ん、 いなもの にて 候、 私心 底の 趣、 具に 被 仰 通 被 下 候へ と 申 候 得ば、 担々 御： € 志なる 義共、 何れもへ 

申 聞 候 はで、 ^て 忝く 可 申と て、 其 後 被 申立 候 や 段々 に 右の を 被 申 聞 候 事 • 

一 內藏助 被 申 聞 候 は、 私始 何れもへ、 御 深 志の 儀 共、 別て 於 私 忝 御 心 易 存居申 候、 先々 是へ御 寄 候へ、 
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御 咄申事 も御墜 候と 被 申 候 故、 我等 申 候 者、 御 心安 思 召 御物 語 被 成 候 事 御座 候 由、 誠に 忝 候と て、 側 

へ 寄 申 候 時、 內藏助 被 申 候 は、 別の 義 にても 無 御座 候， 此度 一 件の 事に 付、 定 てより く 御 傍輩 中、 

御 批判 も 可 有 之と 奉 察 候、 是に居 申 者 共、 大形 小身なる 者 共 計に 御座 候 得ば、 今少 大身なる 者、 加 は 

り 可 申 事と 可 被 思 召 段、 御 恥敷存 候、 如何にも 大身なる 者 共 も 加 はり 候 得 ども、 何れも 了簡 を 替候故 

不及カ 候、 先 奥 野 將監と 申 者 は 千 石 取 番頭 仕 居 申 候、 今度 赤穗 にて、 何 角 私 兩人巾 合、 御 目 付 荒木 十 

右衛門 様 (餘錄 に は 十左衞 門と 有 十 右衛門 後に 十左衞 門に 改られ しと も 云〕 へ、 書付 を も 差 上、 口上 

にても 申 上候義 御座 候、 江 戶 表へ 御 歸座已 後、 卽刻土 屋相模 守 様へ、 委細 被 仰 上 候 間、 左様 相 心得 候 

へと、 私 幷將監 へ 十 右衛門 様より 御 書 被 成 下 候 故、 兩人 共江戶 表へ 爲御禮 罷越申 候、 右の 通 故 御 老中 

樣方、 名 も 御^の 將監、 其 外 佐々 小左衞 門と 申 者 は、 三百 石 遣 はし 城代 を 申 付、 吉田 忠左衞 門より は、 

高座に 召 仕 候、 扨此小 左衞門 は、 若き 時分 御 家に 居 申た る 樣に承 及 候、 如何 覺不申 候 やと 尋に 付、 我 

等 申 候 は、 何と やらん 名 は 聞 及 候 様に 候へ 共、 に 覺不申 候、 總體當 越 中 守入國 前、 幼少の 時分、 段 

段 暇 遣し、 或は 暇 を 取 候 者鉀座 候へば、 右の 內 にても 候 や、 腚と覺 不申由 申 候、 其 外 進 藤 源 四郞、 小 

山 源 五左衛門、 河 村 傳兵衞 C 進 藤 源四郞 三百 五十石 內藏介 伯母 婿 小山 源 五左衛門 は 內藏介 伯父 五百石 

河 村 傳兵衞 五百石と 義臣 傳其外 餘錄に 見えたり、 又 內藏介 言に、 大野 九 郞兵衞 を始、 五 人の 番頭 伊藤 

五 右 藤 門外 村 源 左 衞門近 藤 源 八 玉虫 七 郞左衞 門 岡 村 木工 之 助、 、y 戶 家老 安井 彥 右衛門 藤 井 又 左 衛門等 

の 事を不 云ば、 一向の 不臣に して 論に 及ざる Q 謂なる べし) など 申 者 は、 知行 も 多く 遣し、 足 輕も預 

置、 是に居 申 候、 原 總右衞 門 杯より 上 麼申付 置 候、 剩 右の 內 には猛 のつ き 御座 候 者 も 有 之、 いかに 

も か はり 候 得 共 了簡 を眷 候へ は、 不及 力と 咄申候 故、 我等 挨 に は、 段々 御 心安 思 召 被 仰 聞 候 事、 別 

て忝存 候、 定て 右の 御 衆 御 了簡 御 替被成 候 事 も、 何とか 譯も可 有 御座 候へ 共、 今度 各 様 方の 被 成 様に 

て は、 何の 被 仰 分 も 唯今に て は 有 御座 間 敷と 存候、 夫に 付ても、 今度 何も 様の 御 仕方 鬼 角 可 申 上様 も 
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無 御座 候、 傍 W 共 打 寄パ母 度奉感 候、 總體 身重に 御座 候 者 は、 小身 者より 身命 捨兼候 こと 古今 申傳 候、 

定て御 聞 及 も 可 被 成、 肥 後の 先 國主加 藤 主計 頭 淸正公 は、 秀吉公 御代 度々 の 武功に て、 後に は 肥 後半 

國御拜 領被成 候、 其 刻同國 fK 草 合戰の 刻、 木山彈 正と 鎗を 合され 候 事、 淸正 公一 代の 男 道 を 御た めし 

被 成 候 こと、 常々 御自 にて 御 咄被成 候 こと、 古き 侍 共申傳 候、 其 外 古今の 咄共 承傳へ 候に も、 拉々 

今度 何も 様の 御 仕方、 乍 憚と かく 可 申 樣無之 候、 いづれ も 小身の 者、 常に 不自由 成 事の みに 候へ 共 右 

の 通、 昔 物語 を 承り、 小身なる 者 も、 樂 しみに 存じて、 傍輩 共の 大身なる 者の 前にても、 思 ふ 事の み 

咄 しちら し樂 居候と、 挨拶 仕 候、 右の 內に 內藏介 伯父 有 之 由に 御座 候、 

爱の傳 右衛門 咄、 今度の 一 擧に 類せ す、 淸 正の 武功 は 抑 志津か 嶽に始 りて 數 ふる 不遑、 豈木 山との 

餘を 珍ら しと せんや、 但 大身 は 命 を捨棄 るとの 事に 就て、 淸正 大身 後の 鎗を 申出し ける にや、 何れ 

も 迂遠の 答へ なるべし、 

1 助 右衛門 被 申 候 は、 何れも 十七 人の 者 共、 拙者へ 願 被. &度事 有 之 候、 別の 義 にても 無 之、 何れも 此度 

の 仕 合に て は、 定て 斬罪に 仰 付ら るべ し、 あはれ 所がら 成と も 能 候へ かしと 願 ひ 居 申 候、 然處此 間 世 

上の 批判な ど、 何も 様の 御咄に 承り、 はや 侈り つき、 萬 一切 腹な ど、 結構に 可 被 仰 付 候 や、 左様の 節 

は 御屋敷に てな りと もいた し 候 物 やと 存居申 候、 萬 一 左様の 節 は、 十七 人 共 夫 々に 宗旨 も替り 候へば、 

寺々 の 坊主 又は 一 類 共な ど、 死骸 致 下 度の 願 申 事 も 可 有 御座 候、 其 節 必以被 遣 被 下 間 敷 候、 泉 岳 寺 境 

內、 空地 有 之 所へ、 十七 人 共 一 つ 穴に 御 埋被下 候樣、 何も 願 申 候、 此段 拙者に 承" 赶吳 候へ と 被 申 候 故、 

拙者 申 候 は、 扨々 御 尤なる 御 願 共に 御座 候、 被 仰 聞 候 通、 委細 承知いた し 候、 左様の 節 は 成程 御 願の 

通 可 致 候、 ^夫に も不 及、 永く 緩々 御 出 會候樣 成 可 申と 答 致 候て 罷立、 誠に 尤成 願と 淚を 流し、 卽刻 

火 目 付 永 瀨助之 進へ 中 達 候へば、 助 之 進 も、 尤成 事に 被 思 感心 被 巾 候 事、 

1 其後义 吉田忠 衞鬥被 申 候 は、 助 右衛門 を 以て 何れも 十七 人の 者 共 御 賴申候 事、 御請 合 被 中 候 山、 ^ 


て 忝奉存 候、 私 は 又 其 上に 御 無心 有 之 候、 金子 少々 所持 仕 11- 申 候、 此事も いなも 0 を 所持 仕と、 可 被 

思 召 候 得 共、 持 參候故 捨も難 仕 候、 是を 以て 白 布 二重に 大風呂敷 被 仰 付、 四方に 御 付 させ 死骸の 見え 

ざる 様に、 其 儘く、 りよせ 巾 度 候、 御覧の 如く、 年寄 大 がらに 御座 候 得ば 、一入 見 苦 敷 可 有 之と 存候由 

被 申 候、 我等 申 候 は、 委細 承屆申 候、 公儀より 被 仰 出 次第に 御座 候へば、 如何様 可 有 御座 候 難 計、 兼 

兼 役人 ども 打 寄 幾通りに も 用意 仕、 何の 手 支 も 無 之 様に 仕 申 候、 若 右の 通 被 仰 付に て御幽 候 は. -、 

如 御望 可 致 候閒、 金子 御 渡 被 成 候に は 及不申 候、 成程 御 尤の御 願 得 其 意 申 候、 兼. < 助 右衛門 殿へ 御咄 

申 候 通、 左様の 俵に も 及 間 敷、 行末 御 心 易 得 御意 候 様に 成 行 可 申と 申て、 其 坐 を 立、 卽刻永 瀬 助 之 進 

へ 申達 3? 一 候、 何も， -\ 尤なる 事と 淚を 流し 候 事、 

1 右の 通 何も 拙者 事 心 易 存じ、 何 やか や 頼み 申 候 故、 永 瀨助之 進 は、 大目 付 役に て 候 故、 少 不審に 被存 

體に 候へば、 拙者 助 右衛門 殿へ 狗 語候樣 を、 不 咄し 聞せ 候 得ば、 尤なる 我等 存寄 共、 誠に 何れも は 

摩利支天と 存候、 助 之 進 は 御用に 付、 堀！！ 彌兵衞 殿に は、 折々 呼 立 咄申候 事共 有 之 候、 殘衆 はいな 事 

と 可被存 候、 助 之 進 心底 も 誓言に て、 我等 同意に 存候 段、 何れもへ 申達 吳候 へと 被 申 候 故、 其 段 助 右 

衞門 殿な どへ 咄し 申し， 何も 承 被 申 忝 次第、 助 之 進 殿御 出の 刻 も、 分て 御 禮申候 事 も、 如何 敷存候 間、 

何れも 恭 がり ゆ 段、 宜御禮 申吳候 へ と 被 申 候、 尤其旨 助 之 進 へ 卽刻 申達 候 事、 

1 或 時 助 右衛門 殿と 咄居 申候處 へ、 原 總右銜 門 殿、 何 を咄候 やとて 被參 候、 其 時 助 右衛門 殿 被 申 候 は、 

赤穗 にて 大野 九 郞兵衞 を、 總右衞 門 追 立 候 様子 御 聞 被 成 候へ と、 拙者へ 被 申 候 故、 致 所望 候へば、 扭々 

む ざと 仕た る 事 を、 助 右衛門 申 候と て、 笑 被 申 候 故、 我等 申 候 は、 御 心安 得 御意 候 私に 御座 候へば、 不 

苦 事に 存候、 是非共 御咄 候へ と、 度々 申 候へば、 總 右衛門 殿 被 申 候 は、 助 右衛門 則是 にて 承 申 候、 此 

度赤穗 にて、 私事 は內藏 助と、 諸事 相談 仕た ろ 事に 御座 候， 內 藏助存 寄と 相違 候、 九 郞兵衞 にて、 先刻 

より 段々 承 候へば、 御 自分の 思 召 寄 は、 內藏助 殴と 替り申 候、 何れも 是に居 申 者 共不殘 內藏助 殿の 思 
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召 寄と 同意の 者 共に 候、 御 了簡 替 りたる 事に て 候へば、 是に 御座 候 事 は 御 無用に 存候、 早々 御 立 候へ 

と 申 候へば、 立 被 巾 候、 此外 刖に替 りたる 事 も 無 之 候、 九 郞兵衞 も 私 申 如く 立 退 候 故、 其 通り 相濟申 

候、 若 立 兼 候 は i> -、 私 其 時 討 果申存 寄に て 候き、 左 候へば 此度 一 列の 志 立不申 候、 以後 能々 了簡 仕 候 

へば、 拉々 うつけ を盡 したる 事と 存候由 被 申 候へば、 助 右衛門 殿 被 申 候 は、 其 時 は 様子 中々 あの やう 

なる 事に て は 無 御座 候と て、 笑 ひ 被 申 候 ス 義臣 傅に は赤穗 にて、 大野 九郞兵 衞を詈 り、 追 立し は 小山 

源 五左衛門 なりと あり、 此覺 書正錄 なれば、 原 總左衞 門 正なる べし、 去ながら 其 席に 在 面々 は、 各義 

心 堅固の 人 なれば、 小山に も不 限、 ^合 ふ 面々 ともく-に 助言して、 大野 を 辱 しめたる なるべし、 

1 或 時 矢 田 五郎右衛門 被 申 候 は、 傳 右衛門 殿 は、 御 道具 好に て、 御 目 利と 承 候と 被 申 候 故、 いかにも 若 

き 時 は 好み 候て 目 利 仕 候 へ 共、 大形 はつ れ 候と て 笑 候 へ ば、 五郎右衛門 殿 被 申 候 は、 い や さ 尤に存 候、 

私事 目 利 不調法に て 御座 候、 今度 私 差 申 候 刀 は、 新 身に て 定て疵 も 御座 候 や、 切 先より 五六 寸 下にて 

折 申 候， 總體其 夜の 義、 內藏助 幾て 申 付、 三人 宛 組合 申 候、 廣 間より 書院へ 通り 候、 廊下の 様なる、 

右の 方の 角に、 何者か 居 申し 三人め の 跡に、 私通 候 刻、 後ろの 方より 切懸 候へ 共、 差込 致 着用 候 故、 

疵 も付不 申、 其 儘 振 廻り 切 付 候へば、 初 太刀に て 倒れ、 二の 太刀 を 打 候と て 折 申 候、 右の 者の 下に ノ- 

火鉢 御座 候、 所へ 倒れ 申 候 を， 討 付た る ものと 存候、 夫に 付 相手の 刀 を 取り 差替申 候と 咄被申 候 事 (五 

郞 右衛門 子 作十郞 幼年に て、 宫廳へ 召れ 健氣 なる 事、 義人 錄大石 記 等に 見えたり" 

1 堀 部 彌兵衞 殿 被 申 候 は、 礙貝十 郞左衞 門 事、 ^て 御 懇意の 旨恭存 候、 十郞左 衞門義 は、 是に罷 在 候、 老 

人 共 も、 一入 不便に 存居申 候 子細 は、 何れも 二 代 三代 勤め 家久敷 者に 候、 私な ども 三代 己 前に 浪人 分 

にて 被 召 寄、 其 後の 代に 新 知 被 申 付、 今度の 內匠 代に 物； 跟被申 付、 右の 通 代々 重恩 を 請 候處、 御覽 P 通 

年寄 候へば、 志 計りに て 何の 働 も 致されす、 門番 を： H 居 申 候、 何れも 若き 者 共 は、 隨分働 候と^ 被 申 

候. 我等 申 候 は、 御 尤成御 事、 ^£ 若き 衆の 働 も、 御 老體の 門^ を 被 成 候 も、 何れも 事 は 同じ 義に可 有 
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之と 返答 申饒、 拉十郞 左 衛？： 事 は、 其 身 I 代に て、 則 私 阡 煎 十四 歳の 暮に兒 小姓に 罷出、 纔十 年の 內の 

勤に て、 古き 老共 同前の 志 仕 候、 其 朝 も 仕 廻 候て 立 退 候 刻、 金 杉 橋 を 何れも 通り、 將監殴 橋 を わたり 候 

へば、 近所に 老母 居 申 候 故、 暇 乞 を も 致 候へ と、 內藏 助を始 何も 申 候 共、 如何 存候 や、 一向 立 寄 不申候 

定て嗜 故と 存候由 被 申 候、 g 々淺 からざる 事、 何れ 可 申樣無 之、 御 志 共 奉感と 挨拶して、 罷立 下座に 

參 候て、 十 郞左衞 門 殿へ 逢 ひ、 唯今 彌兵衛 殿御 咄. にて、 具に 承 申 候、 兼ての 御 志、 古老の 御 衆 中 も 御 

門前の 事、 殊に 泉 岳 寺へ 御 立 返の tg、 內藏助 殿始、 何も 樣御指 園 被 成 候 得 共、 御袋 様へ 御 立 寄 も 不被成 

候、 御嗜の 程、 誠に 以て 不淺御 志と、 乍 慮外 奉感 候と 申 候へば、 十 郞左衞 門 殿 被 申 候 は、 兵 衞が定 

て宜樣 に御噺 申た るに て 有 可 御座 候、 私事 はいかに も 幼少より 召 仕れ、 別て 念 頃に 致され、 段々 取 立 

勿論 江戶居 小屋な ども 廣く申 付 候て、 老母 も ゆるく と 召 置、 旁 古き 者 共の 重恩に 劣り 申 事、 さらく 

無 御座 候、 いかにも 御 立 退 候砌、 內藏助 を始、 何れも 立 寄 候て、 老母に 逢 候へ と 申 候へ 共、 先 は 装束 

も 目に 立、 第一 は 老母 居 申 所、 御 小身 にても 御屋敷へ 對し、 ぶしつけと 奉存、 又は 少の 間にても、 如 

何様の 事 可 有 之 も 難 計、 旁に て 立寄不 申、 唯今 存 候へば、 何事な く 立 退 候 事、 ちと 後悔に も存 候と て、 

笑 被 申 候 事、 誠 以て 十 郞左衞 門 は 却て 感候事 多 候 事、 

I 助 右衛門 被 中 候 は、 仙 石 伯 香 守 樣へ參 候 節、 此 度の 一 件 御 尋被成 候 節、 上野 介樣 屋敷の 內へ 仕込 輕き 

者 を 捕へ、 案內を 致させ、 蠟燭迄 を 出させと もし 候 事、 扨々 落 付た る 仕形、 何と 申 者に 候 やと 御 聞 被 

成 候 故、 錢貝十 郞左衛 門と 申、 若き 者に 御座 候 由 申 上 候へば、 若き 人の 落 付た る 仕方と、 ^て 御感被 

成 候 由 被 申 候 事、 

1 或 時 吉田忠 左 衛門被 申 候 は、 私儀 若き 時より、 軍 學を好 候て 承 候、 折節 采配 を 所持 仕 候 故、 今度 は最 

期と 存候 故、 內 II 助へ も隱し 致持參 候- 定て御 取 寄 被 成 候、 道具 0 內 にて 可 有 之 候 間、 御 燒捨可 被 下 

候、 賴 申と 被 申 聞 候、 見 候へば いかにも 柄は黑 塗に て、 丸の 內劍 菱の紋 金粉に て兩 方に 一 宛 柄の 先 „^ん 

六 二 七 


  六 二八 

に三ケ 所に 紋付、 白紙に 所々 血 付 居 申 候、 以後 何れもの 道具 共に、 泉 岳 寺へ 遣 候 節、 右の 釆配 も入參 

候 事、 

1 十七 人 衆の 鎗 長刀 大小 幷悽 中の 小脇 差 鼻紙 袋 等、 仙 石 伯 耆守樣 より、 向坂 平 兵 衞請取 被參候 由に 御座 

候、 芝 御 奉行所に て、 御 側 衆 一 覽の 刻、 我等 も 一 座に 居候て 見 申 候 通 書付 置 候 事、 j 

此芝御 奉行所と 有 は、 公廳に 非す、 細 川 家 芝 屋敷の 內 役所 成べ し、 御 側 衆と 有 も、 公儀 御 側 衆に て 

はなく、 同家の 役名 か、 

一大 石 內藏助 殿の 大小 兩腰 共に 相 州 ものと 相 見え、 大亂 1^ にて 刀の 切 先 一尺 計 血 付 居 申候樣 子、 突 候て 

发候 様に 見え 申 候、 定て 上野 介 殿 をと め さ、 れ候 ものと 察 申 候、 松葉 先 一 分 程^ 折 居 申 候、 大小 共 

に 鞘 黑塗金 描、 小刀 柄 は 古き 小 1^ に、 古語 を 彫 上いた し 御座 候へ 共、 我等 文盲に 候 得ば、 讀め不 申 候， 

文字 は 君臣 忠義 の 語と 見え 申 候、 同 苗 平 八 は 覺居可 申 候 御 尋可有 之 事、 

1 磯貝 十 郞左衞 門、 大小 共に 鞘黑 塗に て、 鲤 ロニ 三寸 Q 問 朱 を 以て 筋 違に 塗 有 之 候、 尤金 描に て 紫 貝の 

口 あたらしき 下 緖付申 候、 紙袋 は 紫 縮緬の ふくさに て 包み、 右の 下緒の 切に て 結び 有 之 候、 中に も 琴 

の 爪 一 つ 有 之 候、 此義は 已後十 郞左衞 門、 其 外 何も 咄承候 故 奥に 記 候、 

一 近 松 勘 六 脇 指は鲛 鞘に て、 二 尺 餘の大 脇差に て 御座 候、 一向 拔不申 候 故、 何れも 其 儘 被 置 申 候、 後に 

承 候へば、 上野 介 殿 宅に て、 誰と は 不知 切 付 候 得ば、 ^申 候 故、 追 懸被申 候處、 庭の 泉水 有 之 所に て 

ころばれ、 水に 入 申 候 其 時 右 候 もの 立歸候 はに、 勘 六 は あぶだき 目に 逢 可 申 候 得 共、 跡 を も 見す 

延候 故、 仕 合なる 義と、 何れも 咄笑被 申 候 事、 

1 奧田孫 太夫、 大 太刀 は 長 二 尺餘有 之、 無地の 鐵鍔か k り 居 申 候、 堅木の 一 尺 六 寸の抦 にて 切 柄の 如く 

致た る ものに 候、 小 長刀な どの 心に 持 參被致 候と 相 見え 候 事、 

I 堀部彌 兵衞疊 紙袋 には子 供の 持 遊の 竹 笛 御座 候， 相圖の 時の 笛と 被存 候、 尤 小脇 差懷 中と 見え 申 候、 
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其 外の 衆 も、 右 Q 笛 持參と 見え 候て、 有 之 候 小脇 差 六 七 腰 有 之 候 事、 

i 何れも 大形 大小の 栖の上 を， 木綿の ひらう ちの 緖 にて 卷有之 候、 島 原 御陣の 刻、 山川 德 右衛門 蒙て 討 

死の 覺悟 にて、 大小の 柄 を苧繩 にて 卷差被 申 候 由、 亡父 節々 咄申、 古今 時代 は替 候へ 共、 武士の 志 は 

同前と 感入申 事の みに 候 事、 

1 十七 人の 刀 脇 指、 同 苗 平 八 心 付 候て、 刀 箱 十七 通 持 させ、 紺 木綿 Q 風呂敷に て、 大小 を 包み 銘々 札 付 

置 候 故、 後に 泉 岳 寺へ 遣 候 時分 も 様子よ く 有 之 候 事、 

1 何れも 鎗の抦 は 九 尺 計に 切捨 申された ると 相 見え 申、 身は大 ぶりな る^の 葉 形 を、 長さ 七 八 寸幅廣 き 

所 は 二 寸餘古 身と 見え 申 候、 素肌 者に 能 御座 候 由、 內々 承 及 申 候、 大形 鎗は 血の り 付 有 之 候、 多は鎗 

の 鞘 もな く、 白 布に て 結び {^ 之 候、 其 夜の 兩 袖に 付る、 相 印の 布と 相 見え 申 候、 に 名な ど 書付た る 

有 之 候、 

何れも Q 鎗見申 候て 存 出し 書 加へ 置 候、 四 五 年 以前 在 江戸の 刻、 熊 本より 去 人 被 申 越 候 は、 近年 はや 

り 申 候 礎 野 源兵衞 仕出しの 素鎗身 丸く 總體 細めに 調吳臉 へ と、 代金 迄參り 兄弟 衆 も 望み 其 外に も 無心 

申 度と、 申來候 折節、 様 物 有 之 見物 致 候 時分、 他所より 右の 赤 鎗參り 候 問、 ためし 候へ 共、 三本 迄 通 

り 不申を 見 申 候 故、 其 由 申 遣 候、 御 親父 は 島 原に て 働 有 之 仁の 子息に 候 故、 御 親父 様の 鎗を 御う つし 

候へ、 はやり 候 得 共 取 見 申 所.^ 斯と申 遣 候へば、 其 後 何とも 不申來 候、 定て 具足 其 外 着込の 類 は 通 可 

申 候 得 共、 靜證の 時分 は、 先 素肌 者に 能が 可 然と 存候、 今度の 內に、 神以、 右の 通の 鎗は 一本 も 無 之 

事、 

一 何もの 大小 金恭 にて 結構に 相 見え 申 候、 勿 ii 古 身 多く、 新 身 も 有 之、 一向 錯 たる は 無 之 候、 以後に 節 

節 咄被申 候 を、 承 候に、 相手 無 之 候へば、 手に 合 不申者 多く 御座 候 由、 總體^ 走 候 もの は、 搆ひ不 申 

手 向 候 者 計 を打捨 候へ と、 襞々 內藏介 殿 被 申 候. 5、 夫に 付 大小に のり 付 居 申候少 く、 鎗は 大方の り 付 

  .i ハニ九 
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1 !1  六コー 〇 

10. 其 夜 仕 合不仕 合に て、 枏手無 御座 候へば、 手に 合 可 申 様 も 無 御座 候と 物語 被 申 候、 我等 申 候 

は、 いや 左様に は 被 思 召 まじく 候、 御 仕 合 も 御 小 仕 合 も * 何も 御 志 は 御 同意の 義に 御座 候へば、 四十 

六 人の 御 衆 は、 何も 御 同前と 存候， e 申 候 事、 

一甲 府讓御 家老 小 出土 佐 守 殿被賴 候. H にて、 絀川挑 庵 老御聞 li 候 由に て、 江村 節 齋被申 候 は * 吉田忠 左 

衛. -へ 中-通し 吳 候へ、 跡の 妻子 等の 事 少も苦 勞に被 存間敷 候、 土 佐 守 殿 家来 鈴 木 ^右衛門に 能 中 置 候 

との 俵、 通し 度 由に 付、 卽 刻忠. 左衞 門へ 申達 候へば、 常々 御 懇意に 候 間、 左様 可 有 之 侯 忝 次第 健に 承 

1® 宾. 5 宜申吳 候へ と 被 申 故、 右の 趣 節 齋へ中 達 候 事、 

1 或き 次の 座に 出 へば、 何も 被 巾 候 は、 奥 田 孫 太夫 義、 存 よらざる 事 を 承りて 悅び申 候、 秋 元 但馬守 

様に パ 申 候處、 中瀨 助五郞 殿御^に 御 出 候へば、 右の 舅罷 出、 孫子 共 何も 無事の 段、 孫 太夫へ 被 仰 

遺 皮 F 民樣 にと 申 言 傳を助 五郎 殿 被 仰 聞 候と 被 申 候 故、 扨々 夫 は 一 段の 御 事に 御座 候と 申 候、 北 ハ後承 

接へ "±、 右の 趣 達 御聽、 言 傅の 逋被申 候 由に 候、 助 五郞義 は、 我等へ 心 人に 御座 候、 同 苗 久左衞 門 妻 

に 付ての 緣と存 候、 助五郞 拙者へ 被 申 候 は 十七 人の 衆 心安く 咄申候 衆の 母子 兄弟、 遠き は 通じ 申樣に 

承 申 r:^、 八 r 度の 俵 は、 誠に 大事の 儀に 御座 候 間、 能 心得 候へ と 內意被 申 聞 候、 扨々 御 心 入の 義共 S 

て恭存 候、 いかにも 被 仰 聞の 通、 得 其 意 候と 申 候、 定て 右の 通の 様子 故、 但 馬守樣 御屋敷に て、 奥 出 

太夫 舅 拙者 を 承 及、 拙者 名 を 被 申た る や、 尤其刻 助 五郎に、 誰か 左様に 巾た る やと 申 事 も尊不 申-す- 

偽 にても 無 御座、 通し 申 事 は 勿論、. 翁て 覺悟仕 居 申 事故、 少も驚 申 事に て は 無 之 候 故、 唯 销.. 一人 忝と 

計り 禮を巾 候 事、 

1 或 時 次の 座に て 何も 咄申候 節、 何も 被 申 候 は、 今度 近 松 勘 六 家來甚 三ぎ ^ と 申 小者 事、 存 出し 不愍に ひお 

と 被 中 候 故、 いか 樣の譯 に 候 やと 尊 候へば、 代々 先祖より 近 江國の 者に て 御座 候、 在所の 名 も 被 申 候 

n^:R、、  1^:^^卯4|<^ふ申疾、  
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_ ゴづ 云、 近 松 勘 六 舊里は 近： d 國野洲 郡 比留田 村と 云、 其 同姓の 醫人ー 一十 年 前 迄 ありて、 今 は 不知、 

^謦前 其 村 中の 寺へ、 狀を添 金 を 送る と 云、 

右の 在所より、 今度：： d 戶へ 召れ 參候甚 三郎親 は、 注 屋を勤 居 申 候、 代々 譯有 者に て 御座 候、 此度 何も 

存立 候 前に、 在所への 戕 など 調 申 候て、 在所へ 差 返し 可 申と 存、 右の 趣 申 聞 候へ に、 甚三郞 申 候 は、 

此間 何も 様の 御 容體見 中 候へば、 近き 内に 思 召 立れ 候 事 御 II 候と 見 及 申 候、 私義 今度 被 召れ 候 刻、 親 

共 申 候 は、 隨分 よく 御 奉公 を 相 勤 可 申、 御 爲には 身命 を捨御 奉公 を 勤候樣 にと 申 聞 候、 私 御用に も 立 

間 敷と 思 召 御返し 被 成 候 や、 無 是非 仕 合と て 腹 を も 切 可 申體に 見え 淚を 流し 候 故、 不及カ 其 分に て 召 

置、 其 夜 も に 召れ 申 候、 然れ共 兼て 內藏介 申 付 候 は、 今度の 儀に 付、 內匠 頭に 勤 居 申 liT 親子 兄弟 

たりと も、 他家に 勤 居 申 者、 其 外內匠 頭に 對し、 何の 譯 なきもの は、 內藏介 同道 不仕笞 に 候 故、 其 夜 

も吉良 殿御 門外 迄 召 連參申 候、 翌朝 上野 介 殿御 屋敷より、 何も 仕舞 罷出 候へば、 右の 一.^ 三 郞蜜批 餅の 

類を袂 にして、 御 咽 かわき 可 申と て 何もへ 給 させ、 扱々 目出度 御 仕 廻 被 成 候と て 4 ぼ 申 候、 定て此 度 伯 

誉 守 様より、 私共 何も 様 御 召れ 被 成 候 節 も、 跡 先に 成り 汁) 番 あたりに うろた へ、 其 夜 も 居 申た る やと 

不便に 存候由 被 申 候、 我等 申 候 は、 左様の 志なる 男に 候 は i^、 尊 神の 御惠 にても、 後に あしく は 有 之 

問 敷 候 問、 御 安心 思 召 候へ と 申 候へば、 又 何も 被 申 候 は、 唯今 存 候へば、 勘 六 名 を 譲り、 何と ぞ內藏 

助に 斷り連 衆に 加へ 可 申 様 も 可 有 之に、 残念 至極と 被 申 候、 其 後 拙者 右の 心底 餘り 不便に 存候 故、 町 

屋 より 或 夜 上野の 脇 谷 中 入口 左へ 行 候て、 長 福 寺と 申 寺の 弟子 文 良と 申出 家 は、 勘 六 殿 甥の 由 故、 尋 

て參申 候、 尤文 良に 逢 ひ、 勘 六 殿御 息災の 段も咄 聞かせ、 甚三郞 事を尋 候へば、 十二月 二十四日 迄、 

逗留 仕り、 在所へ 罷歸候 由、 文 良 被 申 候、 暫く 咄居 申內、 座敷 を 見 候へば、 菅谷半 之 丞と札 付 有 之 葛 

籠、 其 外 も 見え 申 候、 何も 折々 被 參候宿 も 致され 候 やと 存候、 其 後 勘 六 殿に 右の 趣咄 聞せ 候へば、 殊 

外 悅被申 候、 已 の日暮 力に 被參 候て、 四つ 時 過 町 宅へ 歸 候へば、 不 忍の 辨 天參詣 多く、 駕 にて 通り 兼 
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候 様に 有 之 候 事、  ： 

義士の 僕の 寨 義臣 傅に はなし、 義人 錄幷大 石 記に、 片岡源 五左衛門が 僕 □□□□ と 云 者の 事 を せ 

り、 其 趣 是に記 候 勘 六が 僕 甚三郞 が 所行と 同じ、 疑ら く は 是を片 岡が 僕と 謬る 物 力、 爱に記處|^:1 

ければ 正 成べ し、 

1 潮 田 又 之 丞殿被 申 候、 松 平壹岐 守樣御 家中 原田秀 巷と 申 候醫者 御座 候、 H 幡へ何 頃 發足致 候 や、 承吳 

候へ と 被 申 候 故、 築地の 壹 岐守樣 御屋敷へ 參 候て 尋 候へば、 蔡冬 在所へ 無 恙着被 致 候、 左右 も 有 之. - 

承 候て、 又 之 1^ 殿へ 申 聞 候へば、 ， 秩外悅 被 候 事、. 
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1 或 時 內藏助 殿へ 我等 尋候 は、 此頃 町人の 咄 にて 承 候へば、 京都に 於て 萱野三 平と 申 仁、 書 置して 自害 

被 致 候， B 尋 候へば、 內藏助 被 申 候 は、 夫 は 何も 京都に 居候 時分の 儀に て御盧 候、 存生に て 居候ば、 如 

何にも 此 度の 一件な どへ も 加 はり 申す 志の 者に て 候と 被 申 候、 其 後 何もの 咄に、 三 平が 父 は 京都 浪人 

にて 居 被 ま 候 故、 三 平 を 何方へ か 養子に 可 遣、 又は 奉公に 出すな ど-^ 談合 有 之に 付、 三 平 心に 叶不申 

とて 書 置 候て、 內匠 頭樣御 一 周忌に 自害 致 粟 被 申 候 由、 若き 衆 中 咄被申 候 事、 

萱野三 平素 義臣 傳に は、 殉死と 書て、 忠孝 全き 事 を 大に稱 嘆せ り、 世に 傳 ふる 處も爾 なり、 三 平 

親 は 七 郞左衞 門と て、 攝州萱 野 村の 鄕士 なりと、 近年 其 在所に 碑 を 立し 事、 前卷に 記せり、 愛に 

記る 處は 京都の 浪人と 有 ども、 是は 非なる べし、 

I 次邀 にて 何も 若き 衆の 咄に、 此度矢 頭 右衛門七と 申 者、 十七 歳に 相 成 江戸へ 始て罷 越 候 故、 就中 礎 貝 

十 郞左衞 門 別て 引 廻し 申 候、 (義臣 傳に矢 頭 右衛門七と、 武林唯 七と 念頭の 因， 尤厚 しと あり、) 右衛門 

親 長 助 は、 (祿百 石) 於 京都 病死 致 刻、 右衛門七へ 申 聞 候 は、 此 度の 病死 不及 是非 候、 翁々 內藏助 申 合 

置 候 事 有 之 IT 其方 事 何と ぞ志 を耱ぎ 名代 を致吳 候へ と 申 候へば， 右衛門七 得 其 意 候 由 請 合、 今度の 

連 衆に 加 はり 申 候、 母方 叔父 越後 國松平 大和 守樣御 家中に 居候 故、 是へ母 を 頂 置 可 申と ゼ、 母子 連に 

て 道中 荒 川 驛迄參 候處、 初 旅と 申、 若き 者の 事故、 女 切手 を 持 參事を 不存、 荒 井より 立歸申 候、 如 御 

存久々 浪人に て暮 候へば、 少々 路銀 も 不足に 候 故、 何も 打 寄 母 を 赤 穗の邊 に 存候者 有之賴 遣し 申 候、 
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定て 今程 は 難儀 可 致と 被 申 候 故、 拙者 申 候 は、 扱 も 御 父子 Q 御 志、 誠 以て 不淺 義奉感 候、 天道の 

御惠 にても、 御 母 儀 は 寛々 と 御暮候 様に 成 行 可 申と 申 候 得ば、 各淚を 流し 被 申 候 事 、(右衛門七 事、 儒 

士那 波魯堂 方に、 少しの 書留 有し を寫し 置し が， 燒 失に 仍、 爱に 脫、)  . 

1 或 時 磯貝 十 郞左衞 門 被 申 候 は、 傳右衞 門に は、 古き 事 を 御 好 被 成 候と 存候、 吉田 忠左衞 門に 古 戰の咄 

など 御 問 候へ、 忠左衞 門 も悅可 申と 被 申 候へ 共、 段々 藤 兵 衞被申 聞 候 様子 故、 所望 も不 致、 共 上古 戰 

の義 は、 大形 承 及 居 申 候 故、 不任 心底、 淺 心に 存候、 松 平 宫內大 輔忠雄 公の 御 時代、 渡 逢 數馬河 井 又 

五郎 喧嘩の 咄 尋候處 に、 襲々 承 及 候より は、 委細に 物語 被 申 候、 則 右の 一冊 前. - より 寫置申 候 故、 

中い 左 衞門咄 にて、 御 家老 荒 尾 但馬を 御 老中 様、 別て 御 感被成 候 事 を、 書 加へ 置 申 候、 右 识馬は 眞源院 

0  (細 川 先代の 法名 光尙) 御代、 相 模守樣 御 招 被 成 御 能 等 有 之、 御馳走の 砌、 但馬も 御供に 召 連ら れ 

候へ とて 被參候 刻、 相 模守樣 御 次 座に 居 被 申 候、 尤 頭巾 を も 着し、 ろくに 居 被 申 候て、 見物 被 致 候 様 

にと、 度々 眞源院 様 御 出御 懇意の 樣子 を、 同 苗 故 文左衞 門、 御兒 小姓 勤 候 砌見申 候て、 物語 承 中 候、 

亡父な ども 心 易く 書 通 取 か はし 候、 隱 居の 名、 荒 尾 龍 節と か 申 候、 我等 も 幼少の 時、 文通 覺居申 候 

事、 

一 磯貝 十 郞左衛 門 殿、 叉咄 に、 原總 右衛門 は 足 輕を預 居 申 候、 常々 足 輕共召 仕 候 様子、 氣味 能事 共 多， 痢 

座 候、 先年 內匠 果候砌 も、 傳奏 屋敷の 諸道 具、 總 右衛門 働に て、 卽 刻！^ 明 候と 咄 居候 所へ、 總 右衛門 

被參、 何 を か咄候 やと 被 申 候 故、 右の 様子 尋 候へば、 私 は 前 簾 側 用人 勤 居候 故、 道具の 様子 有 增存居 

候、 第 I は 船 を あまた 借 寄せ、 道 三 橋の 下に 附置、 船 印 を 夫々 に 付け、 諸道 具 かたづけさせ 申 候、 ^ 

に 替る事 も 無 之 候、 rT ほ 頭 事に 付、 其 夜 早 便に、 赤 穗へ參 候 様、 大學被 申 付 候 故、 六日 振に 參候由 被 

中 候、 拨々 それ は 0}- き 事に て御處 候、 いか 様に 被 或 候 やと 尋 候へば、 總體 公儀の 御法度に は 候へ 共、 

內匠頭 事 は、 代々 傳 馬丁 問屋 共へ 翁て 金銀 を 遣 置 候 故、 右 Q 通 無 差支參 候、 乍 然拉々 力 もな き 早 便 を 


致 候 事と 被 申 候 事 (此早 使 原 右衛門 大石瀨 左 衞門兩 人と 諸錄 にあり) 

1 或 時 富 森 助 右衛門 被 申 候 は、 私 衣類の 中に、 女の 着 候 白 小袖 有 之 候 害に 御 11 候、 定 ていな 事と 可 被 思 

召 候、 是は 老母が 着 ff- にて 御座 候、 其 夜 遠方へ 參候 とて、 殊外 寒く 候 ま、、 下着に 仕度と 借り 候て、 

着 致 候と 被 申 候、 扱々 御尤 至極なる 思 召に 御座 候、 殊に 母の 衣と 書て、 保 呂と讀 申傳へ 候へば、 御 志 

の 段、 奉 察と 致 挨拶 候、 (此白 小袖の 事 諸錄に 色々 の說 有、 義臣 傳には 助 右衛門 老母に 東行 を吿、 今度 

の 企 を始て 母に 語て 暇 乞、 莞爾として 快く 離別の 盃を酌 か はし、 一間に 入て 自害す、 助 右衞鬥 驚て 傍 

を みれば、 書 置 有り、 讀て 見れば 母此 世に 殘 居て は、 それに 心 ひかされて 義心の 障と 成 やせん、 仍心淺 

なき 爲に 死す、 此 形見の 小袖 を 着て、 本意 を可遂 との 書 置な り、 助 右衛門 淚に喧 て、 少袖 を携へ 東行し、 

夜 討の 時の 肌着と す、 細 川 家御預 のとき、 助 右衛門 申け る は、 平士の 身に て 白 無^着 ^ の 事、 御 不審 

に 可 有 之 候、 爾々 の譯 にて 着用 仕 候と 相斷 候へば、 彼 家に 於ても、 皆 感淚を 流せり と 云々、 又 餘録に 

は此 小袖の 事、 助 右衛門に は 非す、 名 失念な りと 雲說も 有、 爱 に記處 いさ. -か 齟齬せ り、 註 者 共蜩翁 

曰、 總 じて 人の 美 を擧ん とて は、 文 華 を 飾る 事 古今の 習な り、 此 末に 助 右衛門 老母 存生の 由 を も 記し 

ぬれば、 爱に 記せる 處 正なる べし)、 其 後 寒 氣も强 候 故、 枕元な どへ 被 立候爲 に、 小择風 を 出し 候、 其 

中に 鶴の 子 を 育て 申 處を繪 に 書 候 を 見 被 申、 私へ 被 申 候 は、 扨々 口 惜く存 事 有 之 候、 最早 何もと くに 

相 菜 可 申 ものが、 唯今 迄 存命 有之處 此御薛 風の 獪を見 申、 不圖粋 事 を存出 候と 被 申 候 故、 御尤 至極 

と存 候、 乍 然各樣 も 凡夫と 思 召、 夫 程の 事 は 心に 御免し 候へ、 各 様 今度の 御 仕方 古今 無双の 御 志、 御 

忠臣と 末々 の 者 迄 奉感申 事に 御！^ 候、 此頃も 遠方 用 事 有 之 町 宅より、 駕 にて 罷出、 道す がら 私と は不 

存、 此度 四十 六 入の 御 衆 何も 昔の 辨慶 忠信に は增 たる 人柄、 男 振 迄 揃 はれ、 就中 大石 主稅 殿と 申 候 は、 

幼年に 候へ 共、 大男 大力に て、 其 夜も大 長刀に て、 昔の 辩 麼に增 りたる と 駕の者 申 候き、 其 外 日用 雇 

の 者 迄、 男女の 差別な く 奉感、 道す がら 咄承申 候-， 尤も 屋敷 を 出入の 町人 共 も、 右の 咄 のみ 致 候 由、 
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傍輩 共 物語 を 承 及 申 候、 誠 以て 御 忠信 天道の 掷惠と 奉 感由申 候へば、 助 右衛門 被 申 候 は、 扨傳 右衛門 

殿に は 誠に 御賴母 敷、 何も 打 寄 候て 11$ かり 中 事共に 御 庵-候、 御身 を 被 拾 思 召 事に 候へ 共、 唯今の 世上 

は、 世のお ひに て 御 15 候 也、 侍 出家に 至 迄、 其 外 は不及 申、 常世 流れ 渡り Q 者 多く 御座 候 間、 能々 被 

付 御 心 御 噺可被 成 候、 誠に 大事の 義 にて 御座 候と 被 申 候、 拉々 御 心 入^て 不 淺忝存 候、 如何にも 被 仰 

聞 候 通に て、 委細 得 其 意 申と 可 返答 候 事、 

1 助 右衛門 一子 長太郞 とて、 二 歳に て 愛宕 下、 田 村 右京 太夫 様 御 家中 菅治 左衝 門と 申 仁の 所に 居 被 申 

候、 同 御屋敷の 中に、 岸 宗トと 申 御茶 道、 江村 節齋 小屋に て、 知人に 成 居 申 候、 此宗ト 小屋に て、 右 

の 長 太 郞に逢 申 度、 兼々 案 內申候 得ば、 別て 悅被申 候、 幼子に 初て 逢 申 事故、 何ぞ 遣し 申 度、 幸 ひ 我 

等 町 宅 近所に、 小 西 十 兵 衛居申 候 故、 前夜 人形 調置吳 候へ と相賴 候へば、 早 連 相 調參候 故、 狹 箱に 人 

參 候て、 長 太 郞に逢 候 節 遣し 申 候、 助 右衛門に 能 似た る 生 付に て 候き、 其 後 助 右衛門 殿、 御 母 儀へ も 

竹屋 總次郞 宅に て 逢 申 候、 尤 此方 御屋敷へ も、 母 儀 出入 被 申 候、 竹屋 總次郞 先祖 は、 內匠 頭樣御 先祖 

子細 有て、 東 國邊に 暫被成 御座 候 由、 其砌右 竹屋事 は、 輕き 奉公人に て 御座 候. s、 夫 故 總次良 方ん 

何も 折々 被參、 尤御 家中 被 用事 も 相 達 候 趣、 若き 衆 咄被申 候 を、 兼ねて 承 居 申 候、 夫 故 右 助 右 衞門御 

母 儀へ も 總次郞 宅に て 逢 申 候、 御 母 儀 被 申 候 は 態々 御尋被 下、 初めて 掛御目 助 右衛門 無事に 居候 事 を 

承 申 候、 誡に 氏神の 御 引合と 存候、 助 右衛門 其 夜罷出 再び 逢 可 申 様 も 無 御座 候へば、 尙 以て 左右 も 同 

然の義 にて 御座 候、 私 女心 にても、 內匠頭 は 切腹 被 仰 付、 上野 介 様に は 其 儘に て 被 召 置 候と 承 候へ 

ば、 片手 打の 御 仕置 不及 是非 事に 存 候へば、 助 右衛門 事 は、 男子に 生れ、 此 度の 仕形 尤成義 と 存罷在 

候、 殊に 陰に て 承 候へば、 隨分 無事にて 罷在、 其 上 結構なる 御馳走 を 被 成 下 候 等、 何の 存殘す 事 も.^ 〔 

御座 候と、 段々 被 申 候 事 を 承り、 先 初て 女の 口上に、 片手 打の 御 仕置 杯と 被 申 候 事、 女に は 珍ら しき 

生 付、 さすが 助 右衛門 母 儀 程 有 之と、 感淚を 流し、 祌以 拙者 は 鬼 角の 返答 成 兼、 忍び，.^ 落淚 いたし 
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li 相應の 挨拶 申 候、 右 母 儀の 親父 は、 山 本 長左衞 門と 申 仁に て、 何方に て か 千 石 被 下， 口 利の 士と承 

中 候、 助 右衛門 親父 も歷々 筋の 仁に て 候 由、 江戶 町人 當 福の 者に て、 御用な ど 承 候、 住 江 仙 右衛門な 

ど 一類に て 候、 磯田 淨慶咄 承 申 候、 侍た る 者の 子 は、 女子 にても 能々 育て 可 申 事、 我等 姪 共に も此段 

可 被 申 聞 候 事、 

I 熊 本に も 昔 は 助 右衛門 十 郞左衞 門、 母 儀の やうなる 衆多く 有 之 候、 筑後殿 掷母儀 は 十 左 衞鬥殴 叔母に 

て 候、 山 田 調 菴は古 笠 印 娘に て 候、 學問有 之、 何 にても 被讀、 講釋も 被 致 候 的 承 申 候、 筑後 殿お 袋 は、 

毎度 被參 候て、 四書の 講釋 又は 太平 記な ど 不新讀 せ 被 聞 候と 承 候， 拙者 も 幼少に て、 調 母 傣は覺 居 申 

候、 其 時分の 女 は、 大形 右の 通 小身 成 もの にても 多 有 之 候、 我等 祖母な ども、 皆々 昔 は 同前に て 候 能 

能 姪 共に も 御 申 聞 可 有 之 事、 

1 助 右衛門 は 十九 歳の 時、 內匠 頭樣御 使役 被 仰 付 候. H、 其 日より 馬 を も 繋 被 申 候 由、 先年 水 谷 出 羽守樣 

御 居城 (備中 松 山) 內匠 頭樣請 取に 御 出 被 成 候 刻、 助 右 衞鬥赤 穂へ 初て 早 使、 六日に 着と 咄被申 候、 

原總 右衛門 咄の 様子、 傳馬町 問屋 共に、 兼て 金銀 を 被 下 置 候 由、 定て 道中 筋の 問屋 も、 同前と 察 申 候、 

夫 故 助 右衛門 初て にても、 早く 被參候 やと 被存 候、 中々 右の 通、 早く 參候事 は、 ならぬ 事に て 候、 常 

常 助 右衛門 懷 中に 金子 二十 兩づ- ^人 置 候 由、 右 被 仰 付 候 刻、 御廣 間より 直に 立 被 申 候 由、 问も 若き 衆 

咄被申 候、 (當御 家の 御 使番と 申に て はなく、 他家に て は 組 付 にても 使役と 申 有 之 候) 

1 助 右衛門 物語に、 上野 介 殿 屋敷へ、 每 夜々々 物見に、 何れも 申合參 候、 總體平 長屋に て、 竹の 腰板 中 

ぬりく らゐの 壁に て 透 通り 候 故、 內に火 をと ぼし 夜更候 迄、 毎夜々々 火の 光見え 候、 殊外 用心 を 致 候 

樣 子に、 外より 見え 申 候、 鬼角鎗 など を 短く 致し 可 然と 申 合、 大方 九 尺 ほどに 致し 候、 其夜戶 障子な 

ど蹈 破り 候へば、 座敷の 內 野原 同然に 廣く覺 申 候、 長屋 もし か—. 隔も なく、 妻子な、 ど 居 申 所 も 一 と 

間にて、 夜なべな ど 致候燈 火、 諸方に 透き 渡り 明く 見え 候き と 笑 ひ 被 申 候、 何れも 色々 に 心 を 盡し申 
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中に、 上野 介 殿 居間の 知 兼 候に は 難儀 致 候、 錢貝十 郞左衞 門 杯 は、 女に もた より 候て、 心を盡 し相尋 

申た る 事 御座 候と て、 何も 咄被申 候、 以後 十 郞左衞 門 御 母 儀に 逢 申 候て、 色々 の 物語に、 十 郞左衞 門 

儀 は、 內匠 頭樣兒 小姓に 被 召 出、 段々 御 懇意に て、 衣類 上下 等も澤 山に 持 居候へ 共、 浪人の 內 何も 傍輩 

衆 心： ッ方も 多 候へば、 右 衆 中 長々 浪人の 內、 衣類 も 無 之、 御前 様へ 折々 御機嫌 伺と して 被 出 候 衆 中へ 

は、 それぐ 遣 候 儀 も 有 之、 其 後 了簡 を 替被中 候 衆 も 有 之 候、 當 夏の 頃 は、 町 屋に居 申 候內、 七 郞左衞 

門 熱病 を 煩 候 故、 下女 連 候て、 病中 問々 看病 致 候、 此度 一件の 事共、 心底 有 之 故、 うは 言に 申 候 故、 

外へ 聞え 不申 様に と、 扨々 難儀いた し 候、 いまだ 十 郞左衞 門 兄兩人 共に、 妻 を も 持 不申候 故、 兎角 妻 

畦 之 候て は、 ならぬ 事に て 候と て、 色々 心懸 所々 賴 廻り 申 事 も、 皆々 此度 一件の 手段に て 候に、 其 後 

あら はれ 申 候と 咄被申 候 故、 拔も 何れも 咄被申 候 如く、 女に たより 候ても、 心 を 盡し被 申 候 事 は ル 

俵 も 誠に 感入申 候、 十 郞左衞 門 切腹の 節、 血 出 兼 候 は、 いな 事と 被 申 候 衆 も 有 之 候、 右の 通、 夏中ナ 

病 相 煩 ひ、 殊に 熱病 久々 の 事に 候へば、 如何にも 血 出楚候 害と 存當候 事、  ！ 

1 大石 左衞 門、 富 森 助 右衛門、 磯貝 十 郞左衞 門 打 寄 物語の 節、 助 右衛門 被 申 候 は、 十 郞左衞 門 俵 は 

幼少の 時より 出頭 人に て、 私共 は 外様 者に て 御座 候、 瀬 左 衞門兄 は 今度 了簡 を替中 候、 兄の 今 別が 增 

にて は 無 かと 笑 被 申 候へば、 ？ i 左衛門 赤面に て、 夫々 の 思 寄 なれば 不及カ 事に て、 少し 迷惑 さう に晃 

申 候 故、 我等 申 候 は、 扨々 むさと したる 御咄 とて 其 儘 罷立候 事、 

義ほ傳 に、 大石孫 四郞- 同 弟 瀬左衞 門、 雨入議 しける は、 ん r 後 老母 を 振 捨て 兩人 共に 本意お 遂んと 

すれば、 孝道 缺る なり、 不如 一人 は 跡に 遣りて、 母を育んと兄^^鬮を取て、 孫 四 郞鬮に 取 負て、 跡 

に 遣れり と 有、 虚實 奈何と も 知が たし、 

一 何も 拙者へ 被 申 候 は、 其 夜 何も 御 附被下 候 御 衆 中樣、 道す がら 段々 御 心 付ら れ、 扭々 忝奉存 候、 御銘 

銘御禮 は 難 申 上 候 間、 能. C 申 心得 吳候 へと、 度々 被 申 聞 候、 助 右衛門 被 申 候 は、 扭々 其 夜 は 寒き めに 
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逢 申 候 由 被 申 候 間、 誠に 左様 可 有 御座 候、 其 S 八 時分 屋敷 を 何も 罷出 候へば、 如何な り 共、 夜に 入 候 

迄 掛り可 申と は、 曾て 不存、 小 補 羽織 等 も 人 可 中心 付不 申と 申 候 事、 

一 次 座に て 何もの 咄に、 今度 上野 介 殿、 屋敷へ 打 人 候 時分、 磯貝 十 郞左衞 門 母 以ての外 相 煩 居 申 候、 多 

分 此頃は 相 菜 可 申 候、 ト郞 左衞門 心底 御 察 被 成 候へ と 被 申 候、 其 後 十 郞左衞 門 殿、 側へ 寄て 相尋 候へ 

共、 御袋の 居所 不被申 聞 候、 我等 申 候 は、 內々 私事 何も 様へ 申入 置 候 通、 誓言 を 以て 身命 を 惜み不 申、 

御用 を 可 承と 申義、 御 失念 候 や、 不及 是非 仕 合と 申 候へば、 其 內十郞 左 衞門被 申 候 は、 拉々 不淺御 志 

とも， 鬼 角 難申盡 候と て、 具に 咄被申 候 は、 將監殿 橋 筋に 松平與 右衛門 樣 とて、 御 寄 合 細 川主稅 様な 

ど、 御 相役に て 外輪の 御門 御 預り被 成 候、 右與 右衛門 様御內 に、 內藤萬 右衛門と 申 候て、 私 兄 御座 候、 

母 も 一所に 居 申 候 由 被 申 候、 扭は私 町 宅より、 是へ參 候 道筋に 御座 候 故、 御尋申 候て、 御 左右 可 申 上 

候、 何 ぞ印を 被 下 候へ、 御袋 樣萬 右衛門 殿へ、 御 目に かけ 可 申御咄 Q みに て は、 as に 思 召れ ざる 事 も 

有 之 候て は、 いな 事と 存候由 申 候へば、 扱々 不淺仕 合、 然 らばと て 手紙の 様に 調へ 被 申 紙に 包み、 內 

を 御覧な され 御 持 參被下 候へ と 被 申 候 故、 拉々 被 入御 念 御 事、 日本 大小の 神祇、 見 可 申 心底に て 無 御 

座 候と て、 懷 中仕 罷立申 候、 右 萬 右衛門 事 は、 與右 衞鬥樣 にて、 家老 相 勤 候 者と 相 見え 平 長屋に て は 

候へ ども、 餘程廣 く 庭 も 有 之 奇麗なる 様子に 相 見え 候、 路 次より 入 候 座敷に は、 床な ども 付 有 之 候、 

後に 承 候へば、 與 右衛門 も、 折々 御 入 被 成 候 様に 承 申 候、 御 母 儀は貞 柳と 申、 萬 右衛門 も 在 宿に て、 

雨 人 共に 被 出、 寛々 と 物語 居 申 候へば、 薷麥切 等 出され、 隨分 馳走 有 之 候、 扭 拙者へ 被 申 候 は、 十郞 

左 衞鬥事 は、 其 夜に 出 申 候て、 再 左右 可 承樣無 御座 候處、 私 參候事 神 佛の御 加護と 悅被申 候、 我等 は 

總體淚 もろく、 鬼 角の 咄も 仕出 兼ね 淚を 流し 居 申 候、 薔麥切 給 居申內 にも 出 被 申 候て、 十郞 左衞鬥 は、 

そば 切 好物に て 御座 候と 被 申 候、 扨 は 左様に て 御座 候 や、 總體 朝夕の 料理に、 二 汁 五 菜に て尤、 炬缝風 

呂の類 も 有 之、 たばこ 御酒 等 も 出し、 夜食 は 何も 傍輩 ども 寄 合. C 々思 ひ 寄に て、 隨分 御馳走 仕 候樣、 

MIM  ^  i  in  ^    ！.  ■  .  $^ 
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兼て 被 申 付 置 候、 鱧飩 禱麥切 も、 最早 唯 分 迄、 二三 度 も 出 候と 申 候へば、 拉 も/ \ 段々 の 御馳走 難 有 

事共と、 悅被申 候、 借 最早 罷歸り 可 申 候、 御 氣色も 御 快 氣被成 候 御 様子 見 巾、 殊更 色々 御馳走 ども 罷 

歸 候て、 十 郞左衞 門 殿に、 具に 咄可申 候、 是へ罷 歸り候 刻 も、 十 郞左衞 門 殿へ 巾、 印 を 被 下 候へ と 巾 

候へば、 萬 右衛門 殿へ、 持 參致候 御手 紙の 様に、 御 書 被 成 候、 內を見 申 候て、 進 候 様に と 人 御念 被 仰 

聞 候へ 共、 誓言 を 以て 見 申 心底に は 無 御座 候と 申 候、 こなたへ 參 りて、 又罷歸 り、 十郞 左衞鬥 殿へ 口 

上に て、 段々 御 咄申候 は i -、 糙に懸 御 目 候 様に は、 可 出め 召 候 得 共、 是は 私の 念に 候 si、 是非とも 何ぞ 

御文 にても 被 遣 候 やうに と 申 候へば、 貞柳被 巾 候 は、 被 入御 念 候 事共 存候、 乍然十 郞左衞 門、 赤穗 

へ 籠城に 罷越候 刻、 私へ 申 置 候 は、 日數も 自然 重り、 能 便な ど 有 之 候と て、 城 中へ 書 通、 第 一 女より 

の 文通、 猶 以て 不致 事の 由、 くれく 申 置 候 其 上 私 は 無筆に て 御座 候 得ば、 猶更調 申 事 も 難成存 候、 

旁 以て 御免し 被 下 候 様に 被 申 候、 萬 右衛門 方へ 申 候へ 共、 猶以 入御 念候義 御免被 下 候へ と 被 申 候 故、 

我等 も 感淚を 流し、 兎角の 義を不 申、 左 候 は i -、 今日 御馳走の 御 印 にても、 持參可 致と 包み、 又 床の 花 

生に 有 之 梅 椿な ど 紙に 包み、 是を 印に 可 致と 立 申 候、 其 後 十 郎左衞 門 殿へ 咄 候へば、 別て 悅被申 候、 

堀 部 彌兵衞 と、 十 郞左衞 門 親父 存生の 內は、 別て 心 易、 夫に 付、 十郞 左衞鬥 を、 彌 兵衞盱 煎に て、 內 

匠 頭 様へ 被 召 出 候 由の 咄も御 母 俵 被 致 候 事、 (此 外物 語 共 多 有 之 候へ 共、 事 長う 候 故 不具 候、 無 恙罷下 

り 候 は i -、 面談に 可 申 聞 候、) 

1 最前より 御 預の衆 中、 御 廣間ニ 座に 御 差 置 候 得 共、 庭な ども 無 之、 總體喑 く 候 故 か、 役者 問に 御 移し 

可 被 成 思 召に て、 坂 崎 忠左衞 門、 三 宅 藤 兵衞、 宫村圑 之 進、 其 外 御 側 衆 御 小姓 頭、 御 聞番、 何も 段々 

罷出被 申 候 者、 此問は 俄の 俵 故、 此 座敷に 御座 候 様に と 申 付 候、 乍 然殊外 暗く 庭 等 も 無 之 候 故、 少し 

庭體 0 有 之 所へ 御座 候 様に と 申 付 候、 被 依 之 明日より 別の 鹿 敷、 少々 繕 等 申 付 候に 付、 大工 遣 ひな ど 致 

候 故、 定て音 高く いな 事と 可 思 召 義も有 之と 存じ、 御 案內を 申入 候 由 申達、 また 次の 座 にても、 右の 
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通 被 申 候處、 富 森 助 右衛門 被， IKi^ は、^々 お i 被 仰 付 候 儀 共、 誠 以て 冥加 至極、 鬼 角 可 申 上様 無 御座、 

難 有 仕 合奉存 候、 何も 御 侍 中、 大勢 被附置 結^ 成義 共、 就中 堀內傳 右衞鬥 殿に て、 別て 御 情ら しく 被 

仰 聞 下 候 段、 誠に 忝 次第に 存候由 挨接被 申 候 を、 拙者 も 跡に 居 承 之 候、 其 後 何も 罷立被 申 候 刻、 宫村 

圑之 進、 拙者へ 被 申 候 は、 其 元の 名 迄 被 申、 ^て 悅被申 候と 被 申 聞 候 故、 如何にも 是 にて 致 承知 候 旨 

申 候、 總體 上の 座に て は吉田 忠左衞 門、 下座に て は 富 森 助 右衛門、 此兩人 衆 は挨稷 など も、 其 儘 進み 

出 被 申 候 様なる 體、 辯 舌 明かなる 生 質に て、 口 利と 申な し 候、 衆 中に 候 や、 仙 石 伯耆守 様へ も、 右の 

雨 人 を、 內藏助 使に 被 申 付 候、 尤寒氣 の 節に 候へば、 大 なる 炬達を 仕 かけ、 火 を 入 候て、 口に 錠 をお 

ろし、 べにから 島の 大蒲團 を懸申 候、 總體 何事 も 御 目 付 衆へ、 御 伺 被 成 候ての 義と承 申 候、 たばこ 盆、 

酒 等 も 始一兩 H は 出不申 候へ 共、 其 後 は 御 出し 被 成 度、 御 伺と 承 申 候、 何も 隨分 御馳走 被 成 度 思 召 候 

故、 色々 に 御 心 を被盡 候、 憲以 難有義 共と 悅被申 候 事、 尤なる 俵に 御座 候 事、 

1 極月 十七 日の 夜 かと 覺申 候、 何れも 御 精進日 可 有 御座 候、 無 御 遠慮 被 仰 聞 候へ と 被 申 候へば、 難 有 仕 

合と て、 合 采女樣 など 御 忌日 を 被 申 候 由に 御座 候、 北 ハ刻明 十八 日の 朝 は、 旦那 少々 參存寄 候 俵 御座 候 

て、 精進 被 仕 候、 明朝 は、 精神 料理に て 出し 可 申 候と 申 候 得ば、 何も 承 之、 定て譯 可 有 御座、 扭 々難 

有 義と被 申 候、 十七 人 衆の 心底 察 人 申 候、 (彼 徒 御 助命の 志願なる べし、 是 にて 越 中 侯の 篤志 知ぬ ベ 

し) 其 後 二十四日に、 愛宕へ 我等 も 社 參仕候 心底、 御 察 可 有 候 事、 

松野龜 右衛門 藤 崎 作 右衛門 は、 代る/ \ -參 候へ ども、 堀 尾 萬 右衛門 方 定詰被 成 候て、 右 兩人は 御上 

屋敷の みに 居候、 軍 之 助 も 同前、 

1 坂 崎 忠左衞 門 (坂 崎 出 羽 守 末と 云り、 出 羽 守始名 宇喜多 左 京、 備前秀 家 卿の 長臣 なり、 御當 家へ 召 出さ 

れ、 秩 二三 萬 石を領 す、 大阪 落城のと き、 天 樹院殿 を 出し 奉し は、 此出羽 守な りと 云り、 故 有て 自害、 

家斷絕 す、) 三 宅 藤兵衞 (前に 住す) { 呂村圑 之 進 (未考 ) 松野龜 右衛門 (豐 後大 友の 正統な り、 當 家の 客 
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と 成て 代々 を 經て臣 と 成と 云) 藤 崎 作 右衛門、 鎌 田 軍 之 助、 長 瀨助之 進、 堀 尾 萬 右衛門 (堀 尾 帶刀裔 

なる 由、 帶刀、 同 山城 守の 事 は 普く 世に 知處 なれば 爱に 略、) 御 小姓 頭 平野 九郞 右衛門 (平野 遠 江 守 同 

家 遠 江 守 始名權 平 志 津が嶽 七 本 鎗の其 一人な り、) 横 山 五郎太夫、 中^ 助 五郎、 御 聞^ 堀內平 八、 堀 七 

郞 兵衞、 向坂 平 兵衞、 吉弘加 左衞門 (大友 家の 勇士 吉弘 加兵衞 子孫の 由、 加 兵衞事 は、 世に 知處 なり、 

仍 略、) 八 木 市 太夫、 林 兵 助、 村 井 源 兵衞、 堀 内 倚 右衛門、 此面々 代る く 罷出 馳走 致 候 義に候 事、 

1 御 桥人は 御 小姓 組 衆、 御中 小姓 衆、 此分 一座に 相務申 候、 尤 何も 無 刀に て 潘被致 候、 挨 接 馳走に 罷出 

候 衆 も、 皆無 刀に て、 罷出 候、 何れも 雨^に 被參候 刻、 毎度 御番 衆に 向 ひ、 手 を 突き 時宜の 様なる 義 

を 被 致 立 被 申 候、 其 刻 初の は 御 番衆ー 人づ. -立 付添、 右 大小 用に 被參候 口まで 被參 候、 御番 衆の 內、 

心安き 方へ 我等 申 候 は、 定て 何れも 被 仰 合、 左様に は 可 被 成 候へ 共、 每度御 付添 御 出 候 事 は、 人 申 間 敷 

候、 あ の 衆 も 窮屈に 可 有 御座 候 へ 共、 各方 へ 對し 御案內 の 心に て 辭義を 被 致 候と 相 見え 候 由 申 候 へ ば、 

其 後 は 被 申 合 候 や、 何も 立不 被. &、 其 儘 居 被 申 候、 

1 手水つ かひ 被 申 候 節、 毎度 坊主 衆罷 出、 水 掛被申 故、 殊 外に 迷惑 がられ 候、 手水 桶に 柄杓 御 添 被 下 置 

候へば、 自身つ かひ 申 候と 被 申 候へ ども、 柄杓 出す 事 成 兼 候 故、 何事 も 御上 屋敷 伺 ひ 候へば、 其內手 

桶へ 龍 口 を仕懸 候て、 出し 候 様に 成 共 致 可 然と 申談候 事、 手水 を 坊主 かけ 候 事 は、 御屋敷 計の 義故、 

刖て恐 人 迷惑が り 被 申 候、 是又 尤に存 候、 少も不 及御辭 退、 御 かけさせ 候て 不苦義 と 度々 申 候 事、 

1 御屋敷へ 被 參候其 夜に、 小袖 ニづ r 被 下、 其 後 歳暮に 二 づ&帶 共に 被 下 候、 其 時分 內藏介 殴へ 持 出 候 

坊主 衆へ 被尋候 は、 此の 屋敷に て、 太守 樣御 居間 は、 何れの 方に 候 やと 尋被 申、 次の 座 にても 尋られ 

候て、 其方に 向 ひ、 頂戴 被 致 候 旨、 坊主 衆 拙者へ 被 申 聞 候、 誠に 尤成 事共、 其實體 にて こそ、 天下に 

あら はれた る 忠臣と 末々 男女に 不限感 申 事、 天道の 御 惠と淚 を 流し 候 事、 

1 坂 崎 忠左衞 門 殿 は、 いか やうの 筋目と 尋被申 候 故、 忠左衞 門 親 淸左衞 門と 申 候て、 古 越 中 守 代に、 兒 
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小姓に て 懇意に 召 仕、 段々 取 立、 當越中 守 代に も 心に 叶 ひ、 年寄 候て、 家老に 被 申 付 候、 其 後 滴 子に 

譲り、 隱居 仕果申 候、 嫡子 は病氣 にて 知行 差戾、 退隱申 候、 忠左衞 門 は 二 男に て、 幼少の 頃より、 段 

段 取 立 懇意に 召 仕、 唯今に 大形 親身 代の 如くに 結構に 召 仕 申 候、 三 宅 藤兵衞 はと 尋被申 候 故、 薜兵衞 

事 はわけ 有 之 者に 候、 定て御 聞 及 可 被 成 候、 明 智日 向 守 殿 は、 古 越 中 守と 少々 續有之 候、 (細 川忠興 ^ 

後三齋 は、 日向 守 なり、 忠 興の 窒家 日向 守の 臭 名 を、 婦人ながら も 口 惜く思 はれ、 關原 役のと き、 

大阪に 於て、 晴 なる 烈 死せられ、 其 名 千載の 後に 赫く、 法名 秀林院 殿と 稱す、 京師 妙 心 寺に 墓 あ. os、 

其と き 窒家を 介錯して、 IT 死せ し、 小 笠 原 疋齋か 子孫、 當時小 笠原備 前と 云、 秩六千 石 を領し 家老 席 

たり、) 日向 守 殿 內明智 左 馬 介と 申、 名高き 者の 子孫に て 御座 候 故、 宣敷召 仕 候、 長 瀨助之 進 は、 三齋 

代に 小 谷 又 右衛門と 申 名高き 者に て、 越 中 守足輕 に、 具足 を 着せ、 武者 足 輕と名 付、 五十人 づ-- 仕 立、 

右 又 右衛門へ 預申 候、 其 末にて、 側に て 懇意に 召 仕 候、 堀 尾 萬 右衛門、 是も堀 尾 山城 殿の 堀 尾に て、 

幼少より 心に 叶 ひ、 側 向 にて 懇に召 仕 候、 宫村圑 之 進、 是又 代々 召 仕 候 者の 粋に て、 幼少より 心に 叶 

ひ 段々 取 立、 結構に 召 仕 候へば、 度々 是へも 御 出 被 成 候が、 拉々 よき 御 辯 舌、 奇麗なる 御 押 立と 譽被 

申 候、 撗山 五郎太夫、 是は定 て 御 聞 及 も 可 被 成、 原の 城責の 節- 板 倉 內膳正 様へ、 右 五郎太夫 祖父 同 

助 之 進と 申て、 物 頭 仕 居 申 候を附 置候處 に、 內膳正 様 御 討死の 節、 一所に 正月 朔日 討死 仕 候、 其 末に 

て 御處候 故、 念 頃に 召 仕、 唯今 小姓 頭 を 申 付 候、 右 助 之 進と 同前に、 伊藤 十 之 龙と申 物 頭 も、 同 討死 

致 候 子孫、 唯今 伊藤 义 右衛門と 申 候て、 側に て 召 仕 申 候、 定て 段々 取 立 可 被 申と 存候、 平野 九 郞右衛 

門、 是は遠 江 守 殿の 平野に て、 祖父 以来 代々 宜く召 仕、 唯今 小姓 頭 申 付 候、 中 瀬 助五郞 は、 定て御 聞 

及 可 被 成、 三十 年 計 以前、 攝州芥 川に て 十三 四才の 時、 親の 敵 首尾 克討候 者に て、 少譯も 有 之、 幼少 

の 時分より 召 仕、 當時 小姓 頭 申 付 候 旨 及 挨拶、 其 外 一 々尋被 申 儀 故、 それん 、に 覺申候 通、 返答 致 候 

へ ば、 扨 もく 御大 家 様と 何も 感被申 候 事、 
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六 四 四 

1 同名 五郎兵衛 申 候 は、 十七 人の 衆 を 見 申 度 候 はに、 御番 代に 段々 遣し 可 申と 申 候へば、 いや 見 申 度 無 

之 候と、 二三 人 も 被 申 候 由、 其 後 何も 代り合 候て 參候 節、 又 見 申 度と 被 申 候 故、 いやなら ぬと 巾 候 由 

を、 出- 故 IF と 心得 被 申 候 や、 定て 武士の 珍ら しからぬ と 思 ひての かと 申 候、 高 坂撿校 fr^ 甚五良 を 

御預 衆の 御 番に望 候て 出 申 候 故、 拙者 申 候 は、 扱々 尤なる 事、 若き 人の 何もかも 見 置た るが 能 候と 譽 

申 f 細へば、 今度の 衆 中、 一 件の 義承 候に も、 古今の 志臣 終に 不承 事と も、 後に は 犬の 男に て、 殊に 大 

力な ど、 朝比奈 や、 五郎 時宗 又は 辨慶 など を 申 やうに 云 傳へ可 申 候、 定て 小男 も 可 有 之、 色々 替 たる 

押 立 共 も 段々 可 有 御 庵-候 得 共、 御 見かけに は よらぬ 物に て、 心底 は 上より 見え 不申， 何も 志 は 一 同 仕 

險衆中 誠に 感入申 候 故、 甚 五郎に 御 番を望 出 候へ と 申 候 由に 候、 盲人の 被 申 様、 扨々 尤も 拙者と 同前 

こ， 候、 貴殿な ど 心得に 成べ き やといらざる 事ながら 書記 候 

一 上 吉左衞 門 申 候 は、 此度 大勢の 事に 候へば、 夜着 蒲圑 小袖 等に 至 迄、 何の 差 支な く 出來候 事、 誠に 

御大 名に て はなき かと 申 候 故、 我等 申 候 は、 夜着 蒲團 に、 大方 〇〇〇 染 たるに て 候、 大名と 申 は、 常 

常 各の 役に て 調 置 何もかも 其 儘つ かへ ぬ やうに 有 之 事な り、 然る を此度 御大 名が、 富澤 町に て 調へ 被 

申宾 様に 相 見え 申 候、 妙 解院様 御代、 長 崎 物 下 直の 時分、 純 子 卷物澤 山に 御調へ させ、 何ぞの 御用の 

爲 とて、 夜着 蒲圑 百計り、 坂 崎 淸左衞 I： 殿數 寄に て、 皆々 の替 りに 被 申 付 候咄、 親 三 盛 申 聞 候と、 返 

答 致 陵へば、 是々 今 金銀 少き 時節と て 笑 申 候、 總體思 ふ 事 は、 申さねば ならぬ 我等 故、 何れもに にく 

まれ 申 事 も 承 居候へ 共、 堪忍なら ぬ 生 質に て 候、 諸 役務 申 衆 は、 大小 共 夜 晝心懸 御 爲を存 候 は^、 

成 ？i 敷 事に てな く 候、 當座 々々の 能き 様に 計り 流れ 渡りの 世の中 ロ惜 候、 貴殿 段々 心懸御 奉公 被 致 

様に と存候 故， 不入事 を も 書 置 候、 總體御 奉公に 身命 を 惜み不 巾、 常々 心得 候 は ^ -、 夫々 の 生 質と 

は 巾ながら、 心づ かぬ は、 其 通の 生 質、 心 付 候ても 流れ 渡の 務は、 武士なる 者の ロ惜き 事に 候、 何ぞ 

の 時 は 各 別と 皆々 申 事に 候、 平生 流れ 渡の 者 は、 何ぞの 時は猶 以て 無心 元 忍 はれ 候、 能 心 懸可被 申 
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候專 要に 候、 

1 役者 間にて 二 座に 被 差 置 候、 庭 有 之 所に、 外にても 1K 井の 如く、 角 木に て 四方 を 張 候て、 湯殿 雪隱も 

兩方 につけ、 座敷より は 見え 不申 樣に靑 竹の ふちに ての 根扳を 以て 張り、 隨分 奇麗なる 事に て 候、 拙 

者 罷出候 節、 何も 被 申 候 は、 御大 名 様と は 申ながら、 扨 もく 結構なる 事共、 是 程に 不被仰 付 共と、 

乍 惲奉存 誠に 難 有 仕 合、 鬼 角 可 申 上 樣も無 御座 候、 扱 あの 板 鮮の根 板 青竹な どの 義は、 殿様の 御物 數 

寄と 承 候 由 被 申 候 故、 拙者 も是 はとは 乍存、 早速 申 候 は、 旦那 物數 寄の 事 は不存 候、 總體曰 一 那は作 事 

など、 其 外庭 等 物す き 被 致 候 事 は 好に て 御 虛 候、 側 廻りに 召 仕 候 小身なる も Q、 小屋 にても 心 易 召 仕 

候 者の 小屋な ど は、 何ぞ 住居 候 やと 咄 させ 慰 申され 候と 挨 仕、 御 庭 を 見 候て、 是は作 事 奉行 共の 心 

得 遠に て、 今少し 晴々 と 致 候 は i -、 能 可 有 御座 もの を、 少繁 候て 暗く 御 虚 候と 申 候て 罷立 候、 尤 御物 

すきに て、 出来 候 事 も 不存候 得 共、 たと ひ 誠にても、 何の 衆の 湯殿 雪隱迄 も、 御， f すきと 申 は、 不入 

事故 右の 通 申 候 事、 

1 魔き 座敷に、 何も 臥 被 申 候 故、 寒く 可 有 之と 存 候て、 拙者 指圖 にて、 小 屏風 澤 山に 出させ、 臥 被 申 候 

時 は、 枕 もとに 立 させ 申 候、 或 時 去る 仁 被 申 は、 小 屏風 立 候 事不入 事に 存候、 人數 見え 幾 候と 被 申 候 

故、 拙者 申 候 は、 何れも 御 半 付人 是に 多く 相 詰、 其 上 あの 衆の 義に 御座 候へば、 氣 遣なる 事 は 有 御座 間 

敷 候、 不入 事ながら 是も 返答 致 候 故、 其 分に て 後々 迄、 夜中 臥 被 申 時 は 立 申 候 事、 

一助 右衛門 被 申 候 は、 內藏助 は、 如 形 さむがり にて 御座 候な ど. -咄被 申 故、 心 付 羽織 か 何ぞ各 別に 出し 

巾 度、 あれ 是色々 と 申 見 候へ ども、 內藏助 計へ は、 何とも 出されぬ 事と ST 明不申 候、 其 後 同 苗 平 八方 

へ申談 じ、 何卒 大身なる 歷々 の 御 側 衆 は、 自分の 心 付の 樣、 老人 衆へ は 頭巾な ど 懐中 被 致、 夜寒なる 

時分 は、 不苦義 に 候 間、 よな く 御 召 可 然と 存じ 進し 候と 持參被 申臉事 はいか r と 申 候、 太守 様より 

.Me* 領 せらるべき 纖は無 御座 候 故、 申談 候へ ども、 ST 明不 申猴、 內藏助 は、 衣 臥 被 申 候 刻、 茶 縮緬 
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のく、 り 頭巾 を こそと かぶり、 間に は 寒夜に は 炬缝ぶ とん を 引 被き 臥 被 申 候、 拙者 義參候 度に、 狹箱 

へ 新 敷く- -り 頭巾、 節 齋給候 を 人 置、 小袖 も 新 敷 を 一 つ 人、 小判 も 二 兩懷中 致し、 たばこ は隨分 入念 

候 を、 澤 山に 刻み、 持 參仕候 得 共、 分て 一 人に も 遣し 候 事 成 兼、 加 様なる 時 は 小身に て 輕き身 は、 ^ 

てロ惜 や^、 右の 頭巾 金子 は、 以後に 磯貝 十 郞左衞 門 殿 母 儀へ 寺參 などに 御 持參候 はに 寸志ながら 可 

忝 由 申て、 旦那 寺淸久 寺と 申 は、 竹 御門の 前 魚 藍のう しろに 有 之 候 故、 相賴遣 候、 別紙 委細 書 置 候 事、 

1 潮 田 又 之 允と 咄居申 候 所へ、 原 總右衞 I： 被參、 何 やか や 歌 咄有之 候て、 又 之 丞被申 候 は、 小 野 寺 十 內、. 

今度 妻の 歌 御 聞 被 成 候 やと 被 巾 候 故、 いや 承り 不 申と 申 候へば、 總 右衛門 殿、 御 書付、 傳 右衛門 殿へ 

被 進 候へ と、 又 之 允 被 中 候へば、 總右衞 門 被 申 は、 十 內聞候 はぐ 腹 立 可 申と て、 笑 ひながら、 總右衞 

門 調 吳被申 候 事、 

筆の 跡 見る に淚の 時雨き て い ひ 返す ベ き 言の葉 も なし、 

1 片岡源 五左衛門 被 申 候 は、 先頃 迄 被 差 置 候、 御座 敷の 釘 隱の九 曜の御 紋を見 申 候て、 不圖存 出 申 候、 

古采女 代に、 三齋 様より 被 下 候. 5 にて、 御 召 料の 御 具足 御 小手 は、 うぶ 小手に て 手の かう に、 銀の 九 

曜付有 之 候、 右 釘 隱の御 紋の大 さに て 御座 候、 總體釆 女 武具の 物す き は、 三齋 樣を眞 似び 被 申 候. ra、 

指 物な ども 三本し なへ、 かちんに， ：11 餅 を 一 本に 三づ --、 九曜の 心に て 付 させ 申 候、 拙者 は 武具 を預り 

居 申 候 故、 能存 候と 被 申 候、 扭は 左様に て 御虛候 や、 代々 御 心 13^ 得 御意 候 様に は 承 及 申 候、 旦那 (本 

源院 様) 奥方 先年 被 申 候 刻、 東海 寺. の 妙 解 院へ爲 御名 代、 大石頼 母 殿御 詰 被 成 候 義も覺 申 候、 內匠 

頭樣御 家中 立 物な ど は、 其身々々の物數寄次第にて御1^候ゃ又何ぞ一列にて御趣候ゃと尋候へば、 侍 

中 物 頭 も 同前に、 不殘 三寸 四方の 金の 角 を 向 立に 仕 候、 當御 家の 指 物 は 如何と 被 申 候、 番 方の 侍 共 十 

二 組、 是は 一 より 十二 迄の 文字、 金の 引兩を 付け 色 はかちん にて 御 趣 候、 小姓 組 六 組、 是は 左右の 文 

字に 金の 引 雨、 色 は IF 然 にて 御 11 候、 尤立物 は銘々 物す きに て、 組 付の 者 共 は、 金に て 致させ 申 候、 
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物 頭 共 は 色 も 思 ひくに 仕 候、 唯今 御咄 なされ 候、 三本し なへ は、 中小 姓 共に 差せ 申 由 申 候、 後に 野 

田 小 三 郞に咄 候へば、 如何にも 三齋様 御代に は、 御 番方は 三本し なへ と 承 候 由 被 申 候、 兎角 何 にても 

古き 咄を承 置 可 被 申 候、 右の 通に て 源 五右衛門 は、 武具 をも預 居候 故、 右の 御 具足、 別て 入念 候 様 申 

傳候由 被 申候處 に、 機 貝 十 郞左衛 門被參 候へば、 十 郞左衞 門 被 申 候 は、 御 自分に 様々 進 申 候、 具足の 

下地 威し 申 時分 入念 不申 候へば、 火 を 人、 穴 も 見え 候 故、 樣々 戾し申 候、 御舍兄 達へ、 能 御 咄置候 や 

と 被 申 候へば、 如何にも 兩 人へ 能咄置 候、 定て威 させ 候砌、 入念 可 申と 被 申 候 事、 

1 右の 咄を、 後に 內藤万 右衛門、 御 母儀貞 柳へ 忌中 見廻に 參り寬 々と 居 申 節、 我等 事^て 十 郞左衛 門 殿 

へ、 懇 にいた し 悅候由 物語、 奥 平 能太郞 樣御內 にも、 神 谷 成 右衛門 殿と 申て、 万 右衛門 殿 弟に て、 十 

郞左衞 鬥殿爲 に は、 兄の 由 勤 居 被 申 候、 右三人の 存寄 にて、 形見に 致吳 候へ とて、 右の 様 々の 下地 贈 

給 候 志の 段 不淺存 寄に て 留置、 貴殿へ おどし 遣し 可 申 候、 先方へ 返禮に は、 大小の 內、 札 有 之 を 遣し 

可 申と 存居申 候、 然處に 不圖存 出 候 は、 右 万 右衛門 成 右衛門 年若に て 妻子 も 無 之 候へ 共、 後々 妻子 有 

之 節、 子の 爲には 天下に 名を顯 したる、 十 郞左衞 門 義に候 得ば、 甥 達 出世の 時、 讓り被 申 候 事、 當然 

の 道理と 存 候て、 十 郞左衞 門、 旦那 寺淸久 寺へ 參り、 住持に 咄申候 は、 貞柳幷 万 右衛門 殿、 成 右衛門 

殿に も、 御 同前に 思 召 由に て、 拙者へ 形見に 致 候へ とて 樣々 の 具足 下地 被 給 候、 拙者 事 は、 最早 年寄 

候へば、 其 分に て 御座 候、 枠 勝 助に 威し 候て、 可 遣と 志と も不 淺存、 唯今 迄 仕舞 置 候、 然處に 此頃風 

と存 寄の 傣有 之、 御 談合に 參候、 十 郞左衞 門 殿御 事、 今度の 御 衆 中、 何も 咄 にて 承 處 申さば、 御 新參、 

年 數も無 御座 候に、 御代々 御 重恩の 衆 中と 御 同前の 御 志、 別て 不淺 段、 何も 私へ 御咄 にて 候き、 さ 候 

へば 御 連 衆の 內 何も 御 同前と 申內 に、 十 郞左衞 門 殿 は、 又^て 御 勝 被 成 候樣存 候、 尤万 右衛門 殿、 成 

右衛門 殿に は、 御兄弟の 儀 故、 御兩 所と も 夫 程に は 不被思 召 事 も 可 有 御 11 候、 段々 頓て御 男子 にても 

御 出生 被 成、 御成 人の 後 は 天下に 名を顯 されば、 十 郞左衞 門 殿、 具足 御 持 傅へ 被 成 事、 當然の 道理と 
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存候、 右の 通に 候へば、 私に 形見に 被 下 候義、 別して 御 志 は 忝く、 唯 人 r 迄留. 置 候へ =ir 右^ 寄に 候 得 

ば、 私 方に 差 置 可然、 思 召 候 や、 又は 唯今 申 候 通に て、 宜可有 之 や、 二つの 道理 何れ か 思 召 寄 被 仰 聞 

候 は i.、 其 通に 可 致と 申 候へば、 清 久寺挨 桜に 委細 御咄承 候て、 御 志の 段、 鬼 角 可 申樣無 御座、 一 ズ. 

御尤 至極に 存候、 行末の 事 迄 被 仰 遣 候 事、 御 深 志感入 候と 被 申 候 故、 左 候 者 右 具足の 下地 を、 貴僧 迄 

返 進 可 仕 候 問、 能" へ貞柳 尼、 万 右衛門 殿、 成 右衛門 殿へ 被 仰 通 被 下 度と 賴返進 申 候、 二つ 玉に て 一枝 

づ-.ためし候跡^^^候、 重み も 一 貫目 餘有之 候 事、 

1 淸久 寺より、 右の 趣 三人 衆へ 段々 被 申 候て、 返 進 被 致 候へば、 三人 衆 も扭々 行末の 義迄思 召 寄、 不淺 

. ^弟、 此上は 鬼 角 可 申樣も 無御虛 候と て、 受取 置 被 申 候、 其 後貞柳 尼、 痕岳寺 住持へ 申請、 十 郞左衞 

門 其 夜着 用 被參候 肌着 白羽 二重、 うしろに 磯貝 十 郞左衞 門 正久と 書付 有 を、 形見に 致吳 候へ とて 給 候、 

拙者 挨拶に、 拔 *c 不淺 1|§ 候 事 子々 孫々 に相讓 り、 十 郞左衞 門 殿、 御名に あからせ 可 申と、 一 禮 申述留 

置 候 事、 

1 十 郞左衞 門 書 被 申 候 物 を 見 候に、 手跡 は 歌な ど 書れ たる 假名 は、 夫 程に は 見え 不申 候へ 共、 右 肌着の 

書付、 眞 文字に 被 書 候 處を兑 候に、 甚 見事に 有 之 候、 後に 万 右衛門 咄被申 候 は、 十 郞左衞 門 若年の 頃 

は、 亂 舞き 好み、 殊に 器用な ろセ に 候き、 樂器 も餘程 稽古いた し 候、 內匠頭 様へ 被 召 出 候て 御 嫌に 

被 成 御！！ 候 故、 皆々 捨申 候、 唯々 御 擧問等 御 好の 由、 書物 等 も 色々 寫し、 就中 眞 字の 物 は、 別て 見事 

に 有 之 候き、 好 候へば 成 事と 存候 由、 万 右衛門 被 申 候、 扱 は 拙者 見 申 眞字も 見事に 相 昆ぇ申 候、 他 筆 

かと 存 候へば、 御咄 にて 驚 入 候 由、 及 挨拶 候へば、 肌着に 書付 候 も、 御覺の 通、 假名な どより は、 能 

見え 候 由 万 右衛門 被 巾 候 事、 
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細 川家士 掘內傳 右衛門 覺書 三 

1 次 座へ 參り咄 候 所へ、 上座より 吉田忠 右衛門 被參、 傳 右衛門 殴に は、 挺 度 若き 者 共と 計り 御 斬 被 成 候、 

御 年 もさの み 替も不 仕 候に と 被 申 候 故、 誠に 以て 左様の 篛には 無 之、 追忖 夫へ 可 參と存 候處、 先是に 

て咄 居候と 申 候へば、 忠左衞 門 殿い や 左様に て は 無 之 候、 總體 何も 是へ參 候 事 は、 內藏助 心に 不叶義 

と 存候得 共、 此座 にて 御 咄被成 候 を 承 候へば、 傳 右衛門 殿の 御 聲仕候 故、 御咄可 致と て、 內藏助 其 外 

の 者 共 も、 是へ參 候 事 御座 候、 必々 此 座敷に 御 咄被下 候へ、 此御 座敷へ 折々 參 候て、 御咄承 候へば、 

氣も晴 候て、 快く 覺候由 被 申 候、 內藏助 常々 威嚴 Q 猛き 事、 是 にて 察 可 被 申 事、 

1 上の 座へ 罷出 候、 忠左衞 門 殿、 總右衞 門 殿、 彌兵衞 殿、 我等 側へ 參ら れ、 傳 右衛門 殿 は、 御馬 好と 承 

及 候、 馬 咄可仕 候、 總體 道中な ど 御 引せ 被 成 候、 御馬 遠路 達者 不達 者 も 可 有 之 候、 いかにと 被 申 候、 

成程 若き 時分より 好 候て、 見 申 候に 付、 鬼 角に 馬 は 生れ 付、 すなほに すそ 廻り 能く 無 御座 候て は、 遠 

道中な どに て は、 役に立 不申 候、 頭 持よ く轡 請よ く、 地道の り 能の など 申ても、 こうでの び 候 か、 或 

は そむき 申 か、 爪 あしく 候 か、 兎角 右の 所、 申 分 御座 候へば、 遠路 ひかせ 候て、 必血落 冃然の 時 用に 

立不申 候と 及 返答 候、 何も 御 番人う しろに 詰 居候 故、 拙 總少痛 入 候て、 心の中お かしく 存 候き、 十四 

歳の 時より、 御 廐に 出稽古 申 候、 其 後江 戶定 御供に て、 舍人 殿な ど、 就中 馬 好 故、 節々 右の 咄承居 申 

候 故、 相 應に及 返答 候、 松 平 安藝 守 様 御 家屮衆 は、 江戶 にて は 馬 持 不申候 衆 も、 道 屮を專 に 率せ 被 申 

候、 江戶 にて は 借 馬 も 有 之 候へば、 道中 計り を、 專に率 候 由、 上田 新兵 衞殿咄 被 申 候、 先ハネ 道中に て、 
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我等 も 見 申 候に、 成程 馬數 大分 率 被. &候、 宿々 にても 當御 家中 程、 馬 數少き は、 外に 無 御座 候 由、 前 

前より 度々、 馬 宿の 咄 承り 巾 候、 本 多 中 務樣御 家中 は、 二百 石 以上、 不殘馬 ひかせ 咄申 候、 是も 先年 

道中に て兒中 候、 右の 通に 候へば、 內匠頭 様に も、 安藝 様 御 同前に 候へば、 我等 共身體 にて、 馬 率せ 

候 故、 尋被申 候 やと、 以後 存當申 候、 數 日の 義 にて 何も 心安く 坊主 共に も 色々 の 事尋被 中た る 由に 候、 

我等 身上の 事 も、 定て尋 被 申た ると 存候、 率 候 やとの 時 も、 何となく 右の 物語いた し 候、 心底に は、 

扱 もお かしく 痛 入 申 候、 何 角に 付、 小身なる 口 惜き事 はなく 候、 何事 も 心 付 咄可承 事に は、 大方の 人 

は當墜 我爲に 不用の 事 は、 咄承 候ても、 うはの 空に 承 候、 武士 は 如何様の 事 有て、 高位 高官に も 成 は 

不知 事と、 昔より 申 習 はせ り、 心 は身體 より、 大に 持つ 事 常々 可應 心事と 存候、 此段 幼少より 亡父 折 

々被 申 候 事に 候、 扨 右の 三人 衆 被 申 候 は、 扨々 傳 右衛門 殿に は 承り 候より、 馬方 御 功 者に て 御座 候、 

定て御 家の 御馬 役 衆、 其 外 御 侍 中に も、 御 功 者 可 有 御座 候、 昔の 上 W 吉之 允な どの 様なる 上手 は、 當 

世に は 有 兼 申 候と、 忠左衞 門 被 申 候 故、 如 仰 昔の 様に、 上手の 乘 人馬 も 勝れた る は 無 之 候、 馬 役の 者 

に 中 山九郞 右衛門と 申 者、 隨分 奇麗なる 乘形 にて、 馬 も 功 者に さがし 巾 候、 古 越 中 守 代、 唯今の 旦那 

祖父に て 妙 翁 院と申 三齋の 子に て 御座 候が、 如 形馬數 寄に て、 自分に も能乘 り、 馬上に て 色々 の 事 被 

致 慰 被 申 候、 腹の 節な ど は、 馬上に て湯漬 など 給 被 申 候. H、 親共咄 承り 候、 其 時分 吉之 允に も、 劣 

不申 上手 共、 侍に も 多く 有 之 候き、 馬 役の 者に、 水 井 安太 夫と 申 者 は >  何れも 幼少の 頃 迄 は 存命に て 

居候 を覺申 候、 小男 なれ 共、 奇麗なる 乘形 にて 御座 候き、 唯今 御咄の 上田 士ロ之 允 は、 馬 もト： 手に て、 

武功 有 之 仁の 由、 尤佐 分利 九 之 丞と中 仁、 一所に 御座 候き、 此佐 分利 同 苗の 者 は 傍輩 共に も 多く 御座 

候、 兩人 共に 松 平 宫內大 輔忠雄 公へ 被 召 仕、 後に 九之丞 は、 原 城に て 討死いた し 候、 石塔な ども 今に 

有 之、 傍輩 共 も 申 候、 咄承 候、 吉之 丞は兒 小姓に て 御座 候 也、 佐治賴 母と 申 仁 は、 右. 11：1 之 允 九之丞 

兩 人の 働 有 之 刻 も、 同前の 働に て、 富 出 信 濃 守 殿 • 當 座の 御褒 Si< として、 作の 鞍 镫被下 候 由、 後に 松 
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平 新太郞 へ、 鐵炮頭 被 仰 付、 千 石 被 下 被 召 仕 候と、 親 共咄承 候と 申 候へば、 扱々 傳 右衛門 殿に は、 古 

き 事 を 能 覺被成 候と 忠左衞 門 殿 は 就中 感被申 候、 武 書の 類 は、 假名 本 にても 見 置た るが 能 候と 亡父 毎 

度 申され 候、 近代の 大阪 軍記、 島 原の 一 件 は、 御 父子 様 共に 御 出馬 御 家中の 侍、 討死 手 負 或は 御 褒美 

の 書付 等、 第一 に 節々 見 可 被 申 候、 未生已 前の 事 にても、 御當 家の 事、 又は 古人の 武功 を存： 候て、 

他家の 侍 中 尋被申 時、 老人 共 申傳へ 候て 承 候と、 あらまし 物語 候 は J -、 能 可 有 之 事に て 候、 大方 はふ 

るき 事共 不存と 申ても、 よく 可 有 之 候へ ども、 武士の 嗜み 深き もの 可 知事 を 不知 は、 いな 事と 心 付 申 

人 も 可 有 之 候、 遠 阪關內 殿、 此 以前 相 良 遠 江 守樣 へ、 御 振舞の 御供に 被參、 其 刻 拙者 も 前 Q 御 使番勤 

居候 故、 一 所に 參. 9 腰掛に 居 申 候、 何も 知行 取 中 は、 御座 敷へ 上り 御 料理 被 下、 御馳走の 砌、 裔に御 

家に 早 水 忠兵衞 と 申 者、 百 石 被 下 御 臺所頭 勤 31? 申 候、 此 家に 以前 島 原の 刻、 長 岡 佐 渡 守 幷ハ化 田 彌ー右 

衞門、 右兩 人の 一? は 據狀を 持 居 申 程の、 武功の 家筋なる に、 御 暇 を 乞て 罷出、 夫より 松 平 大和 守 様べ、 

結構に 被 召 出 候、 此 者の 儀 を、 遠. 江 守 様 御 家老 被 出、 關內へ尋被申候は、^^體武功の者を、 何とて 御 

暇 被 下 候 やと 尋被申 候處、 關內 返答に、 いかにも 被 仰 聞 候 段、 私 も 承 及 居 申て、 相 遠 無 之 候、 然共島 

原の 刻 は、 御 聞 及 被 成べ く、 越 中 守 肥 後 守 父子 共に 召 越 候 故、 侍 共 も 過半 召 連 候、 其 時分 忠兵衞 事 は、 

輕き 奉公 仕、 臺所猶 の 役 義相勤 居. e. 候、 若者 働 も 能く 致 候、 他所へ 參 候て は、 身體 のたり にも 成 可 申 

とて、 兩 人の 者 共、 狀を 遣し 候 事 承 及 候、 然れ共 右 申 通に て、 大勢 召れ 候 侍 共の 中には、 前々 より 働 

多き 者數多 御座 候へば、 越 中 守 さの み 賞翫を も不仕 候、 いか 様 大和 守樣 などに て は、 島 原の 働 有 之 も 

の は 少く可 有 御座 候、 御 賞飘御 尤に存 候と、 及 返答 候へば、 御 家老 も 鬼 角の 無 返答、 御尤 至極と 申た 

る 山、 則 拙者 腰掛に 居申處 へ、 關內 被參、 委細の 物語 何と 存候 や、 偽に てもなく、 誠 を 以て 申た る 能 

返答に て はなき かと、 不斷心 易 候 故 被 申 聞 候、 誠に 以て， ^「に 少しも 忘不申 候、 常に 武士の 道、 先祖の 

越後 殿の 名 を 猿さぬ やうに と 申た る 事、 覺居申 候、 扨々 御尤 至極なる 御 答と 感申 候、 今度 も 毎度 關內 
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毆の 事を存 出し、 長 瀨助之 進へ は噺 申た る 事に て 候、 關內 殿に は 十 门き咄 好に て、 能覺 居候 申 候 故、 右 

の 通 答 も 早速 出た る ものに て 候、 能々 心得 被 申、 書 置 候 書物、 又は 武士の 善 惡心懸 可 被 申 事に 候、 關 

內は島 原の 義は未 生 以前 か、 又は 三つ 四つの 頃 か、 夫より 上に て は冇之 まじく 候、 皆 萬 事 好み 申 事 は、 

譯も なき 事 さ へ 覺ぇ申 物に て 候、 貴殿 得心 候 様に と 書 加へ 候 事、 

1 吉 田. 5 い 左衞門 殿、 我等 側へ 寄 咄被申 候 は、 私 聾 伊藤 十郞 太夫と 申 者、 本 多中務 様、 御 內に居 申 候 折節、 

江 戶へも f お出 申 候、 本 多 家 普 代の 者に て、 親 は 八 郞左衞 門と 申て、 武功 も 有 之 候 得 共、 片口 者に て 申 度 

事 計 を 申、 今に 小身に て、 二百 五十石 被 下 居 申 候、 內記様 御代、 或 時 御前へ 被 召 出、 御 夜咄の 節、 御 出 

頭 仕候兒 小姓 共 召 出、 八 郞左衞 門に 酒 給 させ 候へ と、 御意 有 之 候 故、 色々 す k め 候へ 共、 下戶 にて 御辭 

退 申 候へば、 幼少の 兒 小姓 衆、 益戯 しける に短氣 者に て、 散々 惡ロ申 候 故、 御前と 云 ひ、 殊に 幼少な 者 

へ對 し、 おとなげな きとて、 御機嫌 あしく 成 候 由 承 及 申 候、 今に 子孫 迄、 右 之 通 小身に 居 申と 被 申 候 > 我 

等 挨拶に 何方に も 多く 有 之 儀に 御虔 候、 心 儘に 申 度 事 計り 申 者 は 古今 小身に て 居候へ ども、 苦に も不 

"子、 一 つの 所 を 樂に存 候と 被 察 候と 返答 致 候、 偖 此十郎 太夫 は、 時節 を 以て、 御 知人に 御成 候て、 御 

語 民へ、 i 一 御 咄も合 可 ゆと 被 申 候 故、 其 後 御成 橋の 內、 本 多中務 様、 御屋敷へ 參 候て、 逢 申 候へ は、 

如何様 遠慮 にても 致 被 居候 や、 長髮 にて 尤少々 不快の 様子に 有 之 候、 乍然 寛々 物語 忠左衞 門 殿 無事に 

被 吾 疾由申 候へば、 扨々 不 淺義恭 く、 別て 悅候 被 申 候、 偖 昨日 在所 便宜 御座 候處、 兩 人の 枠 疱瘡 輕 

仕舞、 酒 湯 も 懸り候 由、 其 外 忠左衞 門 枠 共 始* 私赛子 何も 無事に 居候 由 申 遣し、 尤 寺坂吉 右衛門 事 も 

事に 下り、 私 方へ 參候由 申 越 候と 御 咄被下 候へ と 被 申 候 故、 罷歸忠 左衞門 殿へ、 段々 物語 候へば、 

不淺御 志 鬼 角 難申盡 とて 悅被巾 候、 寺 坂 吉右衞 門 事 申出 候へば、 此 者は不 25 者に 御麼候 間、 重て は 名 

も 被 仰 出 被 下 間 敷と 被 巾 候、 士 "右衛門 1.9、 其 夜迄參 候て、 缺落致 候 由、 兼々 何も 被 申 候、 然れ ども 使 杯 

被 申ォ、 無 卷仕廻 候 事、 爲可巾 聞な ど i 色々 申な し 候へ ども、 右の 通 被 申 事 不審に 存候、 眞實 の缺落 
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かと も被存 事に 候、 

吉 E 忠左衞 門 組足輕 寺坂吉 右衛門 事區說 有、 義臣 傅に は 其 夜 逐電す と 有て、 可否 を 云す、 或 記錄に 

は 期に 臨て、 內藏 助より 藝州淺 野 大擧の 許へ 飛脚に 遣 はすと、 義人 錄の說 も 雨り、 又 一 說に は內匠 

頭 後室 瑶泉院 の 方へ 復 歸 を吿 るに、 寺 坂を以 すと、 又 忠左衞 門 聳本多 中 書家 士に 有、 其方へ 忠左衞 

鬥 方より 使に 遣す とも 有、 義人 錄に は吉 右衛門 事藝 州へ 使し、 其 後 出府し、 自ら 公 廳へ訴 出る と雖、 

1 件 落着 以後の 事 なれば、 御 貪 着に 不及、 夫より 江 都に 在て、 柘植姓 等に 因て、 義 徒の 事 を記錄 し、 

寺坂覺 書と やらん 云 物 有て、 鳩巢 先生 書 置れ たり、 大石 記に 有處も 右に 同じ、 又 或 侯 家 抱ら れ 小知 

を 賜と も 云、 又 已後迄 本 多 家に 在、 公儀の 3： 有 故に、 祿は不 賜、 彼 家に て 丁玍を 終と も 云、 叉長壽 

にて 近年 死、 泉 岳 寺義墳 Q 傍に、 寺 坂の 新墳を 築り とも 云、 叉 一善に は爱に 記る 如く、 忠左衞 門へ 

細 川の 家士尋 ければ、 彼 は不屆 者に 候 由 答し と 云、 其 外數說 繁多なる を、 我が 義士 篇に 悉擧 ぬれ 共 

義士 篇燒 失に 仍、 其 大旨を 我が 宙覺を 以爱に 記る 而已、 

1 何も 我等 申 候 は、 萬 端 御 心 易 被 仰 聞、 大慶 仕 候、 以 時節 御咄共 段々 に 可申屆 候、 乍然 口上 計に て は 彼 

是申 候ても、 先方に より 何 を 申 やらん と 無心 元 被 思 事 も 可 有 之 ii、 何も 様 御手 跡に て、 御 一類 中の 御 

住所 成 共、 御 記し 被 下 候 は 1- 夫 を 證據に 可 致と 申 候へば、 大に悅 ばれ、 原 總右衞 門 殿 手跡に て、 御當 

地 京大 阪伏見 邊に被 居候、 遠 類 衆 を あらまし 書付 給、 我等 懷中致 居候 事、 

1 正月 十一 n 御 役替有 之、 岩間 何 五郎、 片山重 允 着座に 被 仰 付 候 節、 何も 被尋候 は、 着 鹿と は 如何様の 

御墜 配なる 御 役 義に候 やと 被尋候 故、 われら 申 候 は， 他家に ての 番頭の 類 にても 可 有 御座 候 や、 旦那 

家風に て、 大形 其 格に 御^ 候、 乍然 着座と 申 は、 先づ 年始 祝の 砌、 太刀 目錄 にて 禮申 候、 又 着座に も 

段々 有 之- 小身 にても 家筋 宜き者 を 申 付 候、 番頭 共より 上 處も有 之、 又は 下 II なる も 色々 有 之 義に御 

虔 候 事、 
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  六 五 四 

一 も 若き 衆 中 被 申 候 は、 堀 部 彌兵衞 養子 安兵衛 義、 定て御 聞 及 も 可 被 成 候、 先年 高 田 馬場に ての 仕形 

を、 爾兵衞 承 候て、 何の 由緒 も 無 之 候へ 共、 才覺を 以て 養子に 致 候、 不思議なる 事に て 候、 手跡 もの 

こし 志 迄 を、 彌兵衛 に 能く 似せ. & 候と 咄被申 候 故、 拙者 申 候 は、 如何にも 其 害と 被存 候、 彌兵衞 殿 右 

働の 御 志 を 御 心實に 御賞翫 なされ， 御 由 緖も無 之 を、 御 養子 被 成 候 御 志 深き 事、 天道の 御惠 故、 調た 

る ものに て 可 有 之 候、 左 候ば 其 害と 被存候 事、 

堀 部 安兵衛 始の名 は 失念、 高 田 馬場に て 伯父の 敵 を 手際に 討 候 を、 彌兵 衞聞傳 へて、 挨拶 人 をも不 

賴、 直談に 父子の 契約せ し 事、 義臣 傳に詳 に^えたり、 

一次の 魔に て 助 右衛門 殿 被 申 候 は、 吉弘嘉 左衞門 殿、 御 先祖の 御咄承 候と 被 申 候 故、 いかにも 大 友の e 

にて、 吉弘察 兵 衞と中 者. 秀吉 公の 時代、 九州 石垣 原 合 戰の砌 、討死 致 候、 其の後 子供 迄 豊後詞 にて、 

ト 歌に、 11K 刀 をし やぶと ぬいて 切て さりけ はう、 ゑれ くみな はい ま はるとう た ひ 候と 申傳 候、 夫に 

付嘉 £ 衞門を 若き 者の 心 易く 咄者共 は、 う 、 ゑれ くと ぞ なぶり 申 事 を 咄し笑 候 へ ば パ吉弘 嘉兵衞 事 

諸錄に 出たり) 助 右衛門 殿 被 中 候 は、 あれに 居候 矢 田 五郎右衛門 も、 嘉左衞 門 殿御 先祖に まけ 申 まじく 

三 川 記な どに も 有 之、 矢 田作 十郎と 申、 隱 なき 者の 末にて 候と 被 申 候、 後に 承 候へば、 大村 因幡 守 

様 御 出の 節、 太守 樣へ此 度御預 十七 人の 御咄被 成候處 に、 矢 m 五郎右衛門 先祖 作 十郞事 は、 三 河に て 

も 三人 衆と 申て、 名を發 し、 其內 二人の 子孫 は、 當時御 族 本に て 有 之 鐵炮頭 被 仰 付 有 之 由、 名 失念 申 

候、 其內 にても 作十郞 は、 就中 勝れた る 武功の 仁と、 御咄 なされ 候 由 承 及 候、 堀 部 彌兵衞 事 も、 祸咄 

被 成 候、 今時の 聞 1^0 やうなる 者に て は 無 御座な ど. -、 御咄の 由、 此方の 閜番衆 も、 承 笑 ひ 申と 承 候 

辜、 

1 或 夜 堀 部 彌兵衞 寢入被 巾 候て、 矢聲を かけ 被 申 候、 F^- 刻 時分に も 可^ 之 や、 拙者 不寝番に て 居 申、 何 

も 肝 を 憤し 候 故、 我等 巾 候 は、 定て 彌兵衞 殿に て 可 之 候 見て 被參 候へ と， 坊主 衆に 申 候へば、 其 儘 
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參 りて、 いかにも 彌兵衞 殿に て 御 虔 候と 申 候、 其 時 拙者 申 候 は， 何もの 內に彌 兵衞殿 は、 老人に て 候 

故、 若き 衆に も 劣 まじき との、 常々 嗜み 深く 寢入 候ても、 矢聲を 懸けら る、 事、 扱々 感じ入た る 事と 

譽申 候、 常に も 食後に 咄 居候へば、 御免 可 被 成 候、 老體は 足 をく み 申と て、 緣頗へ 被 出 あなた こなた 

と あるき、 足 をから し 串と て 笑 ひ 被 申 候 事、 能存 候き、 其 後 つ 過の 頃、 潮 田 又 之 允 寝入 候て、 齒き 

しり 被 致 候 を、 去仁參 りて 起し、 齒 きしり を 強く 被 成 候 は、 御氣色 にても あしく 候 やと 尋被申 由、 其 

後 拙者へ 叉 之 允 被 申 候 は、 先夜 誰 殿 か、 被 入御 念 候て、 御 心 付 被 下 候、 私 くせにて 寝入 候て 間々 齒き 

しり 致 候、 御 心 付ら れ恭は 候へ 共、 扭々 迷惑 致 候と 被 申 候 故、 拙者 も 笑 候て、 夫 は 念が 入 過、 御 目 居 

め 御迷惑と 笑 申 候、 總體萬 事 入念 勤 申 様に、 每度 何も 承 申 事に て 候へ ども、 事に 寄た る 義と存 候、 名 

を も 叉 之 允と 申 候 故、 承 候 得 共、 態と 書付 不申 候、 態々 萬 事に 心 付 候て、 了簡 可 有 候 事と 書付 候 事、 

一 何も 度々 被 申、 殊に 內藏助 殿 も、 拙者へ 被 申 候 は、 何も 様へ 度々 御 斷申候 通、 御存、 永の 浪人に て 居 

申 候へば、 輕き 料理 計り 給 居 申候處 に、 結構 成る 御 料理、 數日 頂戴 仕、 殊外塞 入 候て、 此 間の 黑 銀に 

Li 戀 しく 覺申 候、 何と ぞ御 料理 輕く御 仰 付 被 下 候 様に と 被 申 候、 我等 中 候 は、 塞に 左様 可 有 之 候、 私 

共 も 逼留中 御 相伴に て、 料理 を 次に て 給 申 候て、 少しつ かへ 申 候 様に 覺 候へば、 御 尤に存 候、 隨分御 

好 被 成 候へ、 輕き 料理 可 申 付 候、 乍 然茱數 等の 義は、 耳に 達 候ての 義に 御座 候へば、 替申事 は 難 成 候 

と 返答 仕 候へば 唯今 御 虚 候ち さ 汁、 海鼠、 館 ぬかみそ 汁と、 心安き 衆 は、 好 申 候、 色々 右の 通、 好 被 

申 候 得 共、 何としても 御 料理人 共、 甘き やうに と 計 仕 候 故存候 様に 成兼殘 念に 存候 事、 

1 上の 座に、 若き 衆 も 被參、 大勢 被 申 處へ出 候へば、 何も 拙者へ 被 巾 候 は、 如 御覧 間 喜兵衞 はいつ とて 

も咄不 致、 人のう しろに 計 居、 如 形 律義に 堅き にて 御座 候と 被 申 候 故、 拙者 申 候 は、 いかにも 左樣 

可 有 御 魔 候、 御 實義は 御 度顯れ 候と 申 候へば、 夫 は 如何様の 思 召 寄に て、 左様 は 被 仰 候 やと 被 申 候 ゆ 

ゑ、 されば 令 度 各樣方 上野 介 殿 をと こそ、 御 心に かけられ たるに て、 可 有 御座 候へ 共、 十次郞 殿、 御 
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鏠付被 成 殊に しるしまで 御 あげの 事、 喜兵衞 殿の 御 心底、 察 申 候へば、 御手 自被成 候より、 十 次郞殿 

御手に かけられ 候 事、 冥加に 御 叶 ひ 御 大慶の 事と 存 候へば、 常々 喜兵衛 殿、 すぐれての 御實儀 故と 申 

候へば、 何も 誠に 左様と 被 申、 喜お 〈衞 殿の 方 を 被 巾 候 故、 我等 も 見 候へば 能 申た ると 被^た る 顔色 

にて、 えみ を ふくまれ、 拙^ 方へ 向 ひ、 何とも 物 も不被 巾、 忝と 計の 樣子 にて、 折 入た る 時宜 を 被 致 

候、 夫お 終 こ 出も不 致、 しかと 詞をか はした る 事 も 無之處 に、 最期の 時に、 例に 寄り 何ぞ御 口上の 御 

用 可 承と 申 候へば、 懷 中より 辭 世の 歌書 付た る を 給 候、 

0 世 

草枕む すぶ かり 寢の夢 さめて とこよに 歸る舂 の あけぼの 

御 老中 秋元伹 様御內 中堂 又 助と て、 問 喜お 衞！^ 居 申 候 由に 付、 傳を 以て 此^世 を 喜 兵 衞女右 叉 助 妻 

に 見せ 被 巾 候へ、 ^て 所？」 ェ にて は 可 有 御 幽^へ ども、 是は 拙者へ =  お 被 申 候 事故、 其 段 は御斷 申と て 遣 

し、 見せ 候へば、 又 助より 卽 刻禮狀 くれ 被 巾 候 故、 北 ハ儘戕 も 召 置 候、 御覽可^^之事、 

1 吉田忠 左 衞門殿 被 申 候 は、 私 は 此度ー 凝 門より 入. &候、 大方 隱 -£」 屋は、 奥座敷 裏の 方に 建 申 事、 世の常 

に 御^ 候 故、 幸と 存 候て、 吟味 致候處 に、 賤斑有 之、 雪 隱の様 成 所に、 人音^?^候故、押破り參候へば、 

何者か 其 儘 へ 入 候者冇 之 候、 大方 は臺 所より 仕 廻 申、 图の 様なる 所 を、 雨 方より せり 込 候處に 三人 

居候て、 叽 茶碗 乂は 炭な ど 投打 候 故、 其 儘£? 十 次 郞鎚付 巾 候、 上野 介 殿 2 前に、 雨 人 立 塞り、 防ぎ 候 

者、 殊外能 働き 巾 候、 兩人共 5- 候て、 上野 介 殿 も、 脇差ぬ き 振 廻し 被 申 候 所 を、 十 次郞鐶 付し るし を 

上げ (義臣 傳北ハ 外 諸錄に は、 十 次郞鈴 付、 武林只 七 首 を揚と 有、) 見 候 得ば、 古き 疵の様 千、 白..： ^fe 唯 

人に 非す と 吟味 候へば、 上野 介 殴に：^ り 巾 候、 (1^ 錄に 色々 に 記せり、 或は 炭 小屋に 隠れ^られ し を 

討、 1 刀に て 刀 は 無しと 云說 多し、 所 を 逃 出で、 方々 へ隱 れられ しに は 無 相違 樣チ なり、 此吉 W 忠 

左衞門 Iw: 止なる べし、 所々 sail られし を、 義士の 口より 云ざる も、 最 殊勝な り、 但白 小袖の こと、 常 
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I  .  illr^ I ^^.i'-r^^  til. 外 y 璣用 寢卷迄 も、 白 小袖と 聞 及べり、 武門に は 常 衣に は强て 

白 小袖 計 を 用ら る、 事は不 聞、 但高家 衆 は， 同上 衆 同前の 人 故、 如此 なり や、 又 上野 介 しるしの 眞僞 

は搦 置し 番人に 見せて 究 しとに や、) 寢所 とお ぼしき 所を兒 候へば、 刀 計 有 之 候て、 蒲圑も 暖かに i 今 

迄寢 候て 被 居候 様に 昆ぇ申 候、 偖 左兵衞 殿に も、 長刀に て 出合 被. e. 候 得 共、 手 負 其 儘 長刀 を捨 g 被 申 

候、 後に 夜 明て 長刀 を 見 候へば、 金具に 定紋 付 結構に 持た る 長刀に て 有 之 候き、 扭 は彌、 左兵& ひ" と 

存候、 總體手 向 ひ 候 者 は 討捨、 洛、 或は 構 はぬ 者 は、 其 儘 召 澄 候 様に 兼て 內藏介 申 付 置 候 故、 其 通 

に 何も 心得 居 申 候、 扨 上野 介 殿 討 取 候 故、 外に 望 無 之、 何も 相^の 笛 を 吹き 總様 築り、 申 刻、 若者 共 

其 外 早 水 藤左衞 門な ど、 弓に て 長屋 長屋の 人の 居そう なる 所に て、 上野 介 殿 打 果立返 候が、 出合 申さ 

ぬかと、 高 聲に申 候 得 共 一 人 も 出合 不申 候、 家老の 小屋と 相 見え 門の 脇に^ 之路次 口の 戶 短く、 上 を 

のね 板に て 機た る 所、 一 尺 計 見え 申、 內の 明り も 行燈の 光と は 見え 不申、 蠟燭と 見え 申 候、 早 水， 左 

衞 門と 名 乘懸、 二 筋 迄 矢 を 射 込 候 得 共、 物音な く 候、 何も 立 退 候と 咄被申 候、 是に付 lr4. 出 候 故、 爱こ 

誊 加へ 申 候、 熊 本に て 先年 年取に 火事 有 之 刻、 同名 角之丞 屋敷の 屋根に、 澤村 宇右衛門 殿、 (關原 役 Q 

とき 其 外 所々 功名 有し 澤村才 八 役に 大學 と號其 末な り 代々 家老 席な り) 上り 居 被申處 に、 3 中次 太夫、 

水 を 茶碗に 入、 御 咽 乾き 可 申と 持參 致し、 其 度 宇右衛門 殿咄 に、 次 太夫 は 心 付た る 者に て、 水 を飮せ 

しが、 肥 前燒の 加樣々 々の染 付に て 有 之由咄 故、 次 太夫 尋 候へば、 覺不 申と 申險、 定て 宇右衛門 殿、 い 

に閙敷 時に、 键に 茶碗の 染付 模様 迄覺 候との 事に て 可 有 之 候、 右 忠左衞 門殿咄 に、 のね 板に て II たる 

様子、 行 燈蠟燈 の 光 迄 見分けた るとの 心に て、 拙者へ 咄被申 候と 存じ、 一入 感入申 候- 急 1^ 時、 或は 

閙敷 時. ならでは、 平生の 心 掛知不 申 候、 態々 常の 心懸、 萬 褰氣を 付 被 中箏、 

右の 通 何も^の 節、 我等 中 候 は、 上野 介 殿御 仕 廻 被 成 候て、 別 義も無 御座 候 故、 それより 無緣 寺へ 御 

立 退 被 成 候へ 共、 住持 內へ 入不候 故、 夫より 泉 岳 寺へ 御 越 被 成 候 旨、 誠に 段々 の 御 心 遣 共 御 尤に存 候 
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夜 明 殊に 十五 日 事に 候へば、 一入 往来の 人 も 多く、 屋敷々々 の辻番 にても、 (諸 錄に辻 番所 二ケ 所に て 

異形 を咎 候に 付、 右 之 由 を相斷 候へば、 承屆、 就中 仙臺 かの 番所に て は、 素 湯 等 を 出し、 各を稱 嘆し、 

式 代して 通し 义 番所に 仍、 何の 咎無之 も 有しと なり、 筌覺故 不祥、) 道す がら 見咎、 何 角と 申 候て 様子 

に 寄り、 御 障 もとられ 可 申に、 何の 支な く、 上野 介 殿し るし 迄 御 持 參被成 候 事、 誠に 忠義 不淺、 ： 大道 

の御惠 深く 存 候と 申 候へば、 如 仰 十五 日の 事故、 御 登城の 衆 中 も 見え、 馬 駕籠に て 御 通 被 成 候 御 衆、 

誰樣と は不存 候へ ども 二三 人に も 御 目に 懸り 候へば、 少御 不審そう に 御 覽被成 候へ 共、 火事場な どへ 

出 候 者 かな ど i 思 召 候 か、 辻番 など も 右 同前に 存候 や、 何の 支 もな く、 泉 岳 寺へ 參候事 は、 如何様 仕 

合なる 義と存 候 由 被 申 候 事、 

1 右の 咄の內 に、 高 田 軍兵 衞と申 小知 遣し 候 者 御座 候、 赤 穗麄城 承 及て 大形 一 番に罷 越 申 候、 (軍兵 衞 

事 江戸 詰の 士 なり、) 然る 處不實 者に て、 此 度の 一件に も 加り 不申 候、 又 中々 加へ 可 申 様なる 者に て 無 

御座 候、 然處其 夜 相 仕 廻、 泉 岳 寺べ 立 退 申 刻、 三 田 八蟠の 近所に て、 逢 申 候 故、 何も 物 も 不申通 違 ひ 

候 處に堀 部 彌兵衞 申 候 は、 何も 此如數 日の 志 を 遂げ、 上野 介 殿の しるし を、 唯今 泉 岳 寺へ 致持參 候、 

見 被 申 候へば、 返答に 扱々 何も 御 安堵 可 被 成 候、 私 も 唯今 三 田 八幡宮へ 社參 仕、 各 様 御 本意 被 遂候ゃ 

うにとの 志に て 候- 先々： ni 出度 存 候と 申 候、 其 後軍 兵 衞泉岳 寺へ 酒な ど持參 いたし、 門番 人を賴 み、 

內藏介 其 外 祝 心に て 酒 持參申 候、 御 入 被 下 候へ、 懸御目 度 申 候 故、 何も 若き 者 共、 扨々 にくき 奴に て 

御 11 候、 幸の 事に て 候、 是へ 呼入蹈 殺し、 刀 をよ ごし 候 事に て は 無 之 候と いさみ 候 を、 內藏介 承 之、 

差 止、 各蹈 殺し 候て、 何の 益 か 有べき、 軍兵 衞は面 を 可 合 者に て は 無 之 候 鬨、 早々 酒 共に 返し 吳られ 

候へ と、 門番 人に 被 申 候 由 咄被申 候、 

高 田 軍兵 衞事、 或 家書に 泉 岳 寺へ 麻 上下 を 着し、 卷を 持せ 来て、 人 か 間 敷 祝 ひ を申述 けれども、 

…： iEP. て 1 HI 一口の 挨 接に 不及、 一 向に 取合 ざれば、 面目 を 失 ひ、 こそくと 酒 看 を持歸 ぬと 有り、 義臣 
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_-ー  1 0 H i r H i Jis ^ i  i 損. w け 响し由 取 繕 ひて 書り、 又 田中貞 四郞、 鈴 木 田 十八、 中 田 利 

平 次な ども 泉 岳 寺へ 來り、 義士 對 面の 事 を 申入け るに、 其 返答に、 夜前 皆々 相 動、 今日は 殊の外 草 

臥、 各 同前に 腰が 拔候 故、 不能 對 面と 返答せ しと 云、 

拙者 申 候 は、 扨 其 仁 は定て 平生は 何に 被 召 仕 候ても、 埒明能 御 奉公人と 譽申 程の 仁に て 可 有 之と 申ェ, - 

得ば、 如何にも 其 通に て 候、 內匠頭 家中に も、 大方 勤 兼 候 様なる 者 にても 無 之 S 被 申 候 故、 拙者 申 民 

は、 必萬 事に 宣 見え 候 もの 本心の 無 實義、 渡世の 上手、 昔より 數多 御座 候 由、 古今 承傳 候、 輕 車の 奴 

は 出頭 人 は 申に 不及、 主人 を だまし 候 は、 本心の 不實 故と 申 候き、 是に付 E5 ひ 出し 候 故、 書.^/ 置， 奘、 

同名 故 文左衞 門、 節々 咄に、 眞 源院樣 御代、 於 江 戶六か 敷 御用 有 之、 去る 人 御 撰に て 被 仰付處 に、 無 

殘所御 V に 叶 候 様！ ST 明 申 候、 其 後の 御意に あの 者 は 何に 召 仕 候ても、 氣味 ft に 候へ 共、 一 と 所 遣 ひ 

にくき 所有 之 5、 御意 承 候、 右の 仁 後 々迄、 息災に 居られ、 其 趣 文 左衞門 も御兒 小姓 相勸候 故、 名 を も 

存じ， 其 外 老人 衆 も 嗶被申 候 を、 我等 聞 傳居申 候、 御大 名の 家に は、 色々 の士も 多く 有 之 ものに 候、 

上手の 大工 村 木 を 用 ひ 申に 曲み たる も 直なる も、 大小と もに それ，. に 用る 如く、 名將 もせ、 S こて £ 

成 杯の 事 申傳へ 候、 右の 仁 唯今 は 名跡 も 絕無之 候、 名 は 書 置不申 候、 島 原の 時分 も、 わろ き 人と 申た 

る 仁に て 候、 五 石より 上の 人に て 候 事、 

一 內藤助 は、 御預の 翌朝より、 髮を 結せ 申 度 由 被 申、 坊主 衆 結せ 申 候、 殘の衆 は 二三 日 結せ 不申、 其 1 文 

の 髪に て 居 被 申 候、 拙者 申 候 は 常々 御 結せ つけぬ 者 は， 心 持 あしき ものに て 候へ ども、 久々 其 こて 

御座 候より は、 下手 にても 御 結 被 成 候 は..、 心 持よ く 可 有 御^と 申 候へば、 夫より ほつ，， （^何も 結 一， 

被 申 事 

1 堀 部 彌兵衞 被 申 候 は、 津輕 ^様に、 大石 無人と 申て， 私 同年に て 七十 八に 被 成 候 者 有 之 候、 是はュ 川 

廉釆 女方に 勤 居、 唯今 は 津輕樣 に 大石鄕 右衛門と て、 枠 御 側 御用 人相 勤 居 申 候 故、 此所 にか k り 居 申 
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候、 此度 私の 事 承 候て、 右の 無人 も 私 同意と 申 候 故、 夫 は 無分別と 申べ し、 御 家も替 り、 子に か i り 

居候て、 道理に 叶 ひ不申 lef と 申 候へば、 得心いた し 候、 御 逗留 中 御 知人に 御成、 御咄 候へ、 古き 事共 

能覺 居候と 被 申 候 故、 拙者 申 候 は、 定て 御名 は 無人と 書 可 申 や、 御名 にても 知られ 申 候、 成程 御 知人に 

成 可 申と 申 候 得 共、 右の 御屋敷 本庄 なれば、 遠方に て 所 も、 聢と 不存、 早速 雞參、 彌兵衞 被 申 候 後 

尋 候へば、 幸 ひ 無人 鄕 右衛門 三 平 三人に 出 被 申 候て、 色々 馳走と も 緩々 語 悅被申 候、 無人 咄に 彌兵衞 

は 若き 時より、 心 掛有之 者に て 御座 候、 初て 主取 候 時分、 扶持 方 計 取 候 得 共， 早馬 を 持 居 申 候、 御 家 

に 今以て 居 被 申 候 や、 齋藏勘 助と 申 仁、 一 趣に 古采女 所に 兒 小姓 勤 居 申 候、 勘 助 父 又 太夫 は、 大身に 

て 御 家へ 罷出申 候 故、 • 勘 助 も 暇 を もら ひ • 親と 一所 御 家へ 參候由 被 中 候 故、 扭は 左様に て 有 之 候 や、 

勘 助 はとく 2^ 申 候、 唯今 は 孫の 代に て、 無事に 勤 居候 由 申 候へば、 無人 被 申 候 は、 泉 岳 寺に て 此度ー 

件の 衆 中の 腰 物、 幷諸 道具 拂物被 成 候. W 承 及 候、 內藏介 殿 着込、 御 家の 御 侍 中 御所 望に て、 御 取 被 成 

候 様に 承 申 候、 誰 様に て 御麼候 やと、 尋被申 候、 我等 存 居候へ 共、 自然 所望 候て は、 いか と 越 中守屋 

敷 所々 に 有 之 候へば、 傍輩 共 も 方々 に 居候 故、 誰 所持 候 ゃ聢と 承不申 候、 當分 は^ 町 屋敷に 居 申 候 故、 

泉 岳 寺に 拂物有 之と 申 義承候 得 共、 是は偽 にても 可 有 之 か、 萬 一 有 之 事 にても、 衣類の 品と 存候、 武 

器 大小 等 は、 寺の 寳物 にて 其 儘 置、 段々 子孫 も 有 之 候 問、 所望 致 候 はに、 定て 子孫へ 讓被申 候 心底に 

て、 中々 拂物 にて 被 致^ 敷と 才覺 も不致 候、 其 後 成程 拂物 にも 出 候 由 候、 承 及 驚 申 候、 私 も 武具 大小 

を 望に 存候 處、 殘念 至極に て 候、 右 無人 は大 石內藏 助な ども 同 苗の 由、 大石瀬 左衞門 大伯父の 様に 承り 

候、 內藏助 甲 着込 は、 去る 人 泉 岳の 法師へ、 別て 心安 有 之 故、 法師より 定て 望に 可被存 とて 參候 を、 

拙者 見 申 候、 殊外 かくし 被 申 候、 何方よりか、 所 &ュ有 之 節、 斷 のなら ぬ 事 もやと、 右の 通被存 候、 忍 

の 緒に 內藏 助に 歌 賴み申 時分、 同様に 二 枚 調 吳被申 候 様に、 富 森 助 右衛門に 頼 申 候て、 願の 通、 二 枚 

ミ 1 そ 一  ケ、 よ 土つ，^ jf -^、 "、ら y レー 夫 N りこ i.afe、 後々 は 承 可衩申 候、 內藏 助に 何卒 此 歌書せ 
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候へ と、 則 歌 も 彼 仁 下書 致 吳被申 候、 拙者 は 誠に 以て 心付不 申、 唯今 存 候へば、 よく ぞ 書せ 置 候と 存 

候 も、 右の 仁の 隆と存 候 (內藏 助に 書せ 置 候へ と 氣を付 候 仁定誥 にて 居 被 申 候 名 書付 不申 候) 

1 助 右衛門 被 申 候 は、 此方へ 參 候ー兩 日中、 各 様 方の 堙草參 候、 句 ひいた し 候て、 扭々 何も 好物に 候へ 

ば、 給度存 候き， 其 後 何 やか や 段々 の 御馳走 共 誠に 冥加に 叶た る傣、 殊に 水風呂 も 一 人 宛に て、 湯 を 

御替 させ 被 申 候て、 却て 迷惑 仕 候、 大勢 入 候 湯な ど 和ら かにて 宣御虚 候と 被 申 候 故、 後に は 二三 人に 

て替 させ 候 様に 申 付 候、 ^度 下帶 など も 出 候へ 共、 度々 替不被 申 候 由 承 及 候 事、 

1 我等 肩 衣 紺の 水 衣 ひとへ にて 夏 中 着 致 候て、 冬に 至り 裏付に 可 致と、 古き 羽織の うら 茶の 片色を 着 置 

候、 或 時 着 ffl いたし 出 候へば、 片岡源 五衛門、 拙者 側へ 寄り、 此御肩 衣 は 何と 申 物に て 候 やと 尋被申 候 

货、 是は冬 衣と 申 樣に承 候、 若き 者の 物. f きに て 申 付た ると 申 候へば、 扭々 能 御物 數寄、 御 裏の 取合 

迄、 能 御座 候と 譽被 €. 候 故、 拙者 別て 迷惑いた し 候、 總體 衣類に 不限、 時々 はやる 事 を 致 ものに て 無 

之 候、 亡父 申 聞ら れ候 は、 三 齋様御 目 あしく、 八 代へ 相 詰候內 に、 細 川 刑 部 殿、 後に 立，：：： 老と 申、， 

若年の 時分、 從江戶 下着に て、 八 代へ 被參候 時、 京都よりも 御伽の 宗^ 宗 和と 申 者、 幷稹島 云菴、 (半 

之丞 祖父な り 〇 註 者 其蜩翁 曰、 稹島云 巷 事、 大 阪御陣 の砌、 稹島 玄蕃龙 と號、 城 中の 小將、 本姓 は 足 

利の I 族、 桃 井な り、 大阪 落城 後、 細 川 家に 事へ 隱 居して 云 養と 號、 至て 長壽 にして、 百 三十 五歲に 

て殁 す、 其 子孫 相 ig て、 彼 家に 仕し が、 安永 天明の 頃 奇怪の 事 有て、 其 家斷絕 せりと、 肥 後 商 語れり 

委は 前卷に 記る 故 爱に略 之、) も 被 居候 由、 刑 部 殿 短き 羽織 を 着用、 御 出 候 を御覽 有て、 御機嫌 あしく、 

其 羽織 を 次へ 被參、 誰々 に 遣 候 様に との 儀に 付、 宗吟宗 和 申 上 候 は、 唯今 かう もり 道 服と て、 江戶に 

て 御 旗本 衆、 馬の さんす にか-. り 申さぬ 様に とて、 如 斯と申 候へば、 三齋御 拜領の 羅紗の 御 羽： i を、 

御と り 寄せ、 刑 部 小袖に 兩方 五分 づ. - 長く 仕 立 させ 候 様に と 御意 被 成、 扱江戶 にて は、 何 を 仕 居候 や 

と 御尋の 刻、 小幡勘 兵衛、 軍法 を 承た る 由 御 申 上 候へば、 其 時の 御意に、 證據 のな き 事 はい はれぬ 物 
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なれ 共、 云巷是 にて 承 候 通、 關か 原の 時分 勘兵衞 差て 替事 なく 候、 我ら は 馬上に て 働き、 太刀 討 も 云 

葡被： お 甬 にて 候、 三 齋が子 越 中が 弟な ど- -中 者が， 時々 の はやる 事と て、 末々 に 至 迄 致 事に あらす 

總體 はやる 事と 申 は 二十 年々 々に は 本の 如くなる ものに て、 二六時中の 越 中 軍法 を 習 ひ 候へ、 常々 侍 

共 をよ く 了簡 はいたし、 それ. <\ に 召 仕 候が 軍法に て、 何事 も 其 時の 下知に てよ くま はす 物との 御意 

承 候と て、 拙者 共に 毎度 亡父 申 聞 候、 其 刻 三 盛 相 詰 候て 被 承 候 由に て 候、 扨々 御尤 至極、 御名 將の御 

詞 毛頭 違ひ不 申、 拙者 も 今年 迄 被 召 仕、 三十 八 年に 罷成 候、 若き 頃 は そりな しの 大小 はやり、 我等 も 

わざく 大小の そり を 仲 させ 候と 覺申 候- 唯今 は、 又 本の 如く そりた る 大小に 成 申 候、 爱を 以て 存候 

に、 御 家に 務申侍 共、 大小 共に 御 先祖より 被 召 仕 候 子孫に 御墜 候へば、 第一 加 様の 事 を 聞 覺居申 事、 

冥加に 卟可申 候、 當 分々々 の 御用 にても、 失念 致 候 は k 卽」 に 迷惑 可 被 仰 付 候、 武田 信玄公 御代な ど 

に は、 衣類 を 好 者 は、 女 侍と て 笑た る 由、 其 頃は亂 世の 時分 故、 刖て尤 至極に 存候、 拙者 肩 衣 を譽被 

申 候 刻、 を かしき 事に 候へ 共、 右の 段. -聞覺 居 申 候 故、 拙者 は 迷惑 仕 候 事、 

1 何も 煙草 好物に て 御 趣 候 故、 よき を 被 仰 付 候へ と、 堀 尾 萬 右衛門な どへ も 申 候へ 共、 總體大 守 様 御 嫌 

故に、 御 客た ば 粉惡敷 御」 iil 候 故、 拙者！ 能 出 候 節 は、 直き 煙草 を懷 中して 出 候 故、 毎夜 何も 所望に て 給 

被 申 候、 或 時間 瀬久 太夫 小 野 寺十內 所望に て、 たばこ 入 共に 出し 候へば、 煙草 を 透とう つし とられ 1 

煙草 入 計り 返し 被 巾 候、 其 時 側近く 寄り、 小 聲に被 申 候 は、 何も 老人 共 申 候 は、 鬼 角 傳左衞 門 殿に は、 

當世 風に て は 無 之、 古風 成 御 人と 被 中 候 故、 扨々 迷惑いた し 候、 煙草 を不殘 御と り 被 成 候 上に、 叉 私 

の 若き を 古へ 人と は、 近 ごろ 致 迷惑 候と 中 候へば いや この 堙草 入の 御物す きに て、 何も 右 様に 申と 被 

申 候 故、 見 苦 敷 は御處 候へ 共、 革が よく 持 申と 返答 致 候へば、 いや/ \總 體が當 世め かぬ と、 返 々中 

され 候、 能々 考 候へば、 何も 拙者 同前に だば こも 念 を 入 持 參被申 候へ ども、 煙草 入 等 は、 隨分新 敷 見 

事なる に 入て、 持 出られ 候 故と 被存 候、 近年 は 別て； d 戶 革の 類す たり 候て、 異形の たばこ 入 有 之 候 得 
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共、 革 はたば こよく 持 候 故に、 才覺致 候 事に て 拙者 たばこ 入 は、 何も 度々 手に とられ 候 事、 右の 通つ 

様子に て 候 故、 形見と 存じ 殘念 申^、 貴殿 も 心 付 可 被 申 候 源 吾右衛門 殿、 肩 衣 を 譽被申 候 時 は、 甚迷 

惑に 存 候が、 右の 通 何も 當^ 風に て 無 之、 古風と 返々 被 申 候 事 は、 天下に 名を顯 され 候、 實義の 衆 中 

の 被 申た る義に 候へば、 拙者 心底 別て 大慶に 存候 故、 書記し 置 候 事、 

1 十二月の 末に、 江村 節齋が 孫、 同 成 巷、 (于時 十二 歲) 芝の 屋敷へ 參り 逗留 可 致 候 間、 其內 拙者 參候は 

K 御 預の衆 中へ 御 逢 申 度 ものと， 成 巷 望 候 間、 御 召 連 御 出 被 下 候 様に、 賴み申 候 故、 扭々 幼少の 仁、 

奇特なる 志と 存じ、 成程 御 同道 御 出 被 成 候へ と、 及 返答、 其 後 拙者 代り 候て 參 候へば、 早速 尋被參 候 

故、 今に 御 逢 不被成 やと 承 候へば、 此間も 何れ 是れ賴 候へ ども、 如何と 申、 同道 人 無 之と 被 申 候、 我 

等 心底 一 々存候 は、 幼少の 衆 中 迄 も、 御馳走の 段 被 承及罷 出度 被存 候義、 御爲 にも 能 候と 被存 候、 誰 

人 にても 不入 事な ど i 申 候 はに、 其 時の 返答 迄存付 置、 夫より 早速 同道いた し 罷出申 候、 其 前 寒中の 

時分、 手 負 病人 又は 老人 衆 も 有 之 候 故、 無 御 心 元 思 召、 江村 節 齋を御 出し 被 成 候 事、 承 居候 故、 是は 

先日 罷出各 様へ 懸御目 候、 江村 節齋 孫に て 成 庵と 申 候が、 歳暮 旁內記 方へ 參り 逗留 致罷在 候が、 罷出 

皆々 樣へ、 掛御目 度と 申 候 故 幼少なる 者の 奇特と 存じ 同道 致 候と 申 候へば、 內藏助 を始、 何も 扨 もく 

と被感 たる 様子に て、 側へ 寄られ、 いくつに 御成 候 やと 被 中 候へば、 十二に 成 候と 申 候き、 御菓子の 

出 有 之 候 を、 早速 取り 銘々 疊紙を 出し、 包 候て 成 庵 殿へ 遣し 被 申 候、 1^ 其 後 何も 成 庵 事 度々 被 申出 譽 

被 申 被、 助 右衛門 被 申 候 は、 內藏 助を始 として、 同年 Q 子供 持 申 者は存 出し 候と 被 申 故、 誠にく 左 

樣可有 御座 候、 と落淚 いたし 候、 後に 見 候へば、 番 代り 衆に 替り合 候て、 御 次 方 衆 も、 段々 見に 出 申 

様子に て、 成 庵 同道 召 出候義 も、 不苦 様子に 有 之 候 事、 

1 內藏 助始、 何も 被 申 候 は、 御 番被成 候 御 衆 其 外 御 通 ひ 被 成 候各樣 方に も、 久々 の 儀に て、 扱. <  御苦勞 

千 萬に 御座 候、 早く 埒明申 度 義と被 申 候 故、 我等 申 候 は、 何も 代り 罷歸 候、 夜 は 道の 草 臥 も 有 之 や、 
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緩り と 臥 申 事 も 有 之 候、 乍然 翌日より、 早々 參 候て、 得 御意 度、 誡以存 出す 事の みに 御座 候、 心 を 付 

見 申 候に、 各樣 方へ 朝夕 料理 進 候 手 傅に S 能 出 候、 末々 の 者 迄、 少も 苦勞に 不存、 隨分 御馳走 仕度 存候 

様子に 相 見え 巾 候、 其 外 侍 分 は 不及申 義に御 II 候 問、 必 以て 御 苦 勞被成 まじく 候、 右の 通 心なき 末々 

に 至 迄、 御 如 在に 不^ 候、 誠に 各 様 方の 御忠志 故と、 傍輩 共 打 寄 御 噂 申 儀に 御座 候と 及 挨拶 候、 大石 

主稅 殿、 其 頃 風 を 強引 煩 ひ 被. S. 候、 様子 承 及 候 故、 松 平 隠岐 守 稼、 御 聞^の 衆へ 尋候 へと、 同名 平 八 

へ 申 候へば 卽刻承 候處、 最早と くと 快氣被 致、 平生の 通 食事 もす. - まれ 候ぬ， 今朝 是へ參 候 刻、 平 八 

咄 にて 委細 承 候と、 內藏助 殿へ 申 候へば、 扱々 御 心 付 忝 次第、 と 計に て 委細に 尋も不 被 致 候、 尤^ も 

御 三人 様に 御座 候、 衆 中 寄々 聞番 より 尋 候て、 御 替も無 之 由 承 候と 申 候へば、 何も 度々 不淺御 心 人と 

悅被申 候 事、 

I 正 巧 初 頃、 次の 座へ 罷出 候へば、 折節 吉田忠 左 衞門參 り 咄居申 候、 今日 御代り 被 成 候 や、 町家に 御座 

候 は！.、  { だて 色々 の 咄共御 聞 可 被 成 候、 不苦御 咄共承 度と 被 申 候 故、 舊 冬より 江戸 中日 用 取 Q 者 迄、 

各 様 方の 御 忠義の 咄 のみに て 御座 候、 舊冬 二十 七 八日 頃， 岡 林 木工 助 殿と. S. 仁、 書 置を淺 し、 自害 被 致 

候、 沙汰 承 候と 巾 候 得 共， 忠左衞 門 暫く 案じ 如何にも 左様に も 可お 御座 候、 杏之助 は、 千 石 取 番頭 勤 

居 申候此 度の 一 件、 前後 構ひ不 申、 江戸に 居 申 候 兄 は、 御 旗本 衆に 居 申 候 (義臣 傳其 外諸錄 に、 术ェ助 

は 御 旗本 (名 失念) 自害のと きも、 舍 兄より 公儀へ 屈 有と 記せり、 ) いか 樣 誠にて 可 有 之と 被 申 候へ ぱ 

磯貝 十 郞左衞 門 被 申 候 は、 傳 右衛門 殿御 咄の 通に 候へば、 忠左衞 門 殿い かぐ 思 召 候 や、 遲し 早し と 申 

物に て 御座 候、 八！' 少し 兌 合 時節 も 可 有 義と被 中 候、 能々 了簡 致 候へば、 深き 心底に て、 存寄有 之 事と 

相 見え^て 感入候 事共に 候、 

義臣 傅、 其 外 諸錄に 記る 處赤 is- 評定の 席に 於て、 大野 九郞 兵衛幷 番頭 伊一 i 五右衛門 外 村 源 左衞門 ( 一 

人名 失念) 玉 蟲七郞 右衛門、 岡 林 空 之 介 等 は、 義 徒に 辱ら れて、 其 座 を 退、 ひとり 岡 林 术ェ介 屍て 申 
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ける は， 君 御 在世のと き、 番頭 は 萬 端 一 致して 事 を 可 執 計との 仰 を 蒙り、 叉而 るに <fr 日の 評定に、 

上座 を 差 超 末座 若輦の 某、 柚て 一 「しの 返答に 及 難く、 先 席 を 立畢、 執に 各の 指撣に 相： S ましき と 一 ：ム 

て 退ぬ と あり、 自滅の こと は此 本文の 如し、 
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細 川家士 堀內傳 右衛門 覺書 四 

一中 i 左 衞門被 申 侯 は、 我等 是へ通 ひ 候 道筋 を 被尋候 儘、 大工 町に 居候 故、 川岸 端 を 通り、 數寄屋 橋の 脇 

へ 出 申 又 時に 寄 用事に て， v> 有 之 候へば、 替り 候て、 大方 は 右の 通に て、 八官町 通と 申 候へば、 八 

官 町のう しろに 三輪 町と 申 有 之、 御存候 やと 被 申 候 故 いかにも 存 候が、 是は 脇道に て 候へば 少 廻りに 

1>  終に 通り 不申候 由 申 候へば、 三輪 町に 內 海道 億と 申て 道 三の 門弟 居 申 候、 相弟子な ど 御 家に も 

御座 策に 承 及 候と 被 申 候 故、 如何様 左様に も 可 有 之 候、 乍然 町方に も 大勢 扶持 方 遣し 置 候 醫者有 之 

a -、 いづれ 相弟子と もとく と 不承 候. H 申 候へば、 御大 家 故 左様 可 有 之と 被 申 候、 此道億 は、 隨分 療治 

も 能 仕 候て、 內匠： 娘 方に 候 得 共、 ー亂後 浪人に て、 町家に 居 申 候、 乍然脇 療治 相 止め 何も 在 江戶の 

者 共 計り、 療治いた し吳 候て、 志 有 之 者に 御座 候、 御 隙の 節 は 御 立 寄 も 被 成 候 は. -、 御 咄も合 可 申 も 

のと 被 申 候 故、 扨々 それ は 御 奇特な 義に 御座 候、 いづれ 立 寄 可 申と 申 候て、 其 後相尋 知人に 成、 物語 

中 候、 後に 承 候へば、 道 億 は 江戸に 在住して、 京大 阪 などに 被 居候 衆へ、 萬 事 を 通達し、 又 京都に て 

は、 寺 井 玄溪. V 巾 仁 父子に て、 互に 通達 有 之 由に て 候、 玄溪 子息 は、 玄 達と 申 候 及 承 候、 最期の 砌^ 

泵總 左衞門 手跡に て、 內 海道 億樣、 大 石內藏 助と 書付 有 之、 大 封の 狀を 拙者に 屆吳候 様に と、 總左衞 

門被賴 候、 其 時分に は、 手前 も 殊外取 込、 殊に 何もの 衆 中へ 別れ 候へば、 十 方に 暮れ 候 事の み 多く、 

其 夜 深更に S 能歸、 一睡 も 臥り 不申 候、 色々^ 生の 事 共存 出し、 翌日 鋭 後に、 同 苗 平 八方へ 罷越、 ^1 

—s: を 届吳 候へ と 申 輪て、 差箧歸 候、 後に 承 候へば、 平 八 事 道 億 居 申 所 も 不存、 何共難屆候^^ 籐兵衞 
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殿へ 致持參 候へば、 藤 兵 衞殿被 請 取 直に 御前に 上り 候 由、 平 八 申 候、 尤人マ 度 一 件の 時、 押入 被 申 候 節 

の 書付、 拙者へ 何れも 調被吳 候と、 同前の 趣 承 及 候 由、 是又平 八 申 候、 左 候へば くるし からぬ 事と 存 

候、 私 方より 延引いた し、 道 億へ 不届 段、 扱 も，， （-取 込 心付不 申、 此間是 のみ 心に 懸り候 事 * 

內 海道 億 方へ 晃廻申 候へば、 京都 寺 井玄溪 方より 參候 書中 を 見せ 被 申 拙者 方 へ の傳 言の 所 計 を切拔 

給 候 事、 

1 越 中 守 様に て、 此度 何れも 用事 賴人 候爲 に、 御 附置被 成 候、 堀內傳 右衛門 殿御 事 御. a. 越、 此段 先達て 

內蔵助 書 狀に申 越 候、 村 井 源兵衞 殿、 御兩 人御附 置、 扱々 御 心 入 共、 就中 傳 右衛門 殿、 御 心 付の 段、 と 

かう 不被 巾、 右 兩人衆 越 中 守 様、 御歸 城の 節、 御供に て 御上り 被 成 候、 其 節 拙者 事、 具に 申入 置御尋 

も 被 下 候樣、 頓置候 山 申 越 候、 拙者 唯今 此 元にて 罷在 候處、 則 越. &守樣 京都 御屋敷の 向に て 御座 候、 

御 留守居 弓 削 太 郞左衞 門 殿に は、 先年 爱 元にて 知人に 成 候 へど も、 去々 年罷登 候て 、何方 へ も 外様 へ は 

不罷出 候 故、 其 後 は 不懸御 目 候、 御屋敷 程近に 罷在候 間、 必御 登の 節 は、 一寸 成 共、 御 立 寄 被 下 候 様 

に、 吳々 御 申入 賴入存 候、 內藏助 總左衞 門十內 三人より 傳 右衛門 殿御 尋可被 成 候 間、 二月 三日 迄の 事 

は、 委細に 申入 候、 死後の 事は傳 右衛門 殿御 立 寄の 節 承 申 候 様に と、 くれ- \ 申 越 候 間、 必々 御 立 寄 

願 申 候 由、 能々 御 申入 可 被 下 候、 八幡へ も 御 立 寄 可 被 成 候 由、 伏 見 大阪へ も、 其 段 可 申 遣 候、 扱々 御 

心 入感入 候. 幕 共、 極月 十八 口 同 二十四日 當 二月 三日 三 通 委細 相認、 右三人より 申 越 候、 越 中 守 様 御 結 

構の 事共、 不殘 拙者 方へ 申 越 候て、 乍 恐 難 有 仕 合 相 si^ 候ても、 此上 なき 仕 合 者 共と 奉存 候、 吳々 傳左 

衞門殿 右の 通 御 申入 可 被 下 候、 (如此 本書 何も 書 通の 內に有 之 候 見 可 被 申 候) 

1、 原總 右衛門 被 申 は、 木 町の 吳服ゃ 共、 定て 大勢 御 出入 可 仕 候、 何と 申 者參候 やと 尋被申 候、 如仰大 

勢 出入 申 候 得 共 若き 時分 は 調 物 も 多く 知人 も 有 之 候が 近年 は 町 屋に罷 在 候 故 唯今 出入の 吳服屋 共は不 

申 候 由 申 候へば、 本 町に 京都より 寺井玄 達と 申 醫者參 居 申 候が、 舊冬 京都へ 歸申 害に 御座 候き いつ 比 
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歸申候 や、 少々 木 町 御 出 人の 者 共に 御 聞 被 下 候へ と 被 申 候 故、 本 町 一町目 七 文字 ゃ彌總 右衛門 方に 居 

被 申 候 • 寺 井玄達 極月 二十 六日に 京都へ 歸候由 承 候て、 總 右衛門 殿へ 申達 候 事、 (此寺 井 玄達は 京都よ 

り內藏 助な どに 付 候て 爲病 養被參 候て 其 以後 京へ 歸被 候お 後に て 承 候 事) 

1 何も 被 申 候 は、 舊 冬より 度々 火事 沙汰 有 之、 乍此上 何も 樣御苦 勞被成 候 間、 御 近所に 火事 無 之 様に と 

願 候. 5 被 申 候、 拙者 申 候 は、 屋敷 廣く 殊更 庭に 泉水 瀧な ど、 又は 芝 原 も 有 之 候へば、 寛々 と 致 候大庭 

に 御 同道 申 害に、 兼て 申 付 置 候と 申 候へば、 夫なら ば 少し 火事 を 願 ひ 申 度と て、 何も 笑 被 申 候、 宮村 

圑之進 我等へ 被 申 候、 火事の 節 は、 十七 人 衆 御 庭へ 出し 申 害に 候 間、 道筋 様子な ど 兼て 見 置 候 様に 被 

申 故、 拙者 申 候へば、 此度御 庭 出來： y 候 後、 外様 者 は 見 巾 事 難 成 m 承 及 候 故、 終に 拜見不 致と 申 候へ 

ぱ、 圑之進 被 中 候 は、 左様に も 可 有 之 候、 早々 參 候へ、 とくと 見申榇 にと 被 申 候、 其 節 初て 見申纩 

其 後長 瀨助之 進 被 中 候へば、 御 庭 さへ 見不申 事故、 奥の 御座 敷 御 居間 杯 は 定て見 被 申 まじく と存 候、 

致 拜見被 置 候へ と 被 申 候 故、 我等 申 候 は、 外様 者に て 見 不申所 は、 御用 は 格別、 誠 以て 見 申 度 不存忙 

乍然熊 本の 御 本丸 は、 一 生の 內に見 申 度 候と 申 候へば 笑 被 申 候 事、 

1 堀 部 彌兵衞 被 申 候 は、 高 田 鍛冶 居 申 所 は、 熊 本より いか 程 御座 候 やと 被 申 候 故、 三十 三 里 有 之と 申 候 

得ば、 私 も 高 田 行 長 重 行の 作 所持 仕 居 申 候、 誠に 御 下り 被 成 候 はヒ、 同名 甚之 允に 御 咄可被 下 候、 私 

事 は 兄弟 九 人 御座 候、 其 內に酒 給 候 者兩人 御座 候、 是は仕 合 能 御座 候、 其 外 私 初め 酒 給 不申者 不仕合 

に 御座 候 Si 、甚之 允に 隨分酒 進 給 候へ と 御 咄被下 度 候へ と 被 申 候 故、 甚之允 殿 は 飮れ候 樣に覺 申 候 故、 

右の 通 中 候 はに、 定て 御悅可 有と 存候、 江村 宗因 老、 御 緣の譯 、私 は聢 と存不 申と 被 申 候、 御 同名 甚之 

允 i>t にて 御座 候 堀 部 重藏事 は、 いか 勤 候 やと 被 申 候 故、 隨分 旦那 心に 叶 ひ、 懇意に 召 仕 申 候、 御 心 

安 思 召 候へ と、 申^へば 彌兵衞 被 申 候 は重藏 は^ 不申候 や、 幼少の 時分、 私 養子に 可 仕な ど- -、 S 之 

It 方へ 申 遣 候 右の 様子 承 申 候 由、 前々 より 書 通の 文體 など も、 成程 愿 慰に 調へ 申 候、 紙面 兌せ 申 候て 
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も、 た^さかに 御 奉 公務 可 申と 存候由 被 申 候、 其 後 重 藏に逢 申 候て、 右 0 咄 養子の 事 は 覺ぇ不 申. 5 被 

申 候、 彌 兵衞咄 に、 枠 安兵衛 從 弟に 佐藤條 右衛門と 申 浪人 御座 候、 先年 長 崎 御 町奉行、 IS 訪 何某 様へ 

も、 浪人 分に て 被 召れ 候、 長 崎 にても 貨物 盜候、 足 輕の類 三人 迄、 條 右衛門 一人に てからめ 捕 候、 今 

度 內藏助 免し 不申 候へば、 內には 人 不申候 得 共、 其 夜 も 私老體 とて 介抱 致參申 候、 中々 男らしき 者に 

て 御座 候、 乍然不 男に て 御座 候、 然共 主取いた し 候 はぐ 御 心に 叶 候 やうに 勤 可 申 者に て 御座 候、 此者 

事心懸 りに て、 不便に 存候由 被 申 候、 拙者 申 候 は、 御 心安く 思 召 候へ、 左様の 御 心底に て、 男 振 は 入 

不申 候、 武士の 冥加に 御 叶 可 被 成 候、 後々 は 御 知人に 成 可 申と 申 候へば、 殊外悅 被 申 候、 其 後 堀 部 重 

藏、 成 田 伊右衛門 小屋へ、 條 右衛門 被參 候て、 我等 知人に 成 度 由 被 申 候 旨、 右の 兩 人より 手紙 も參候 

て、 町 宅へ 條 右衛門 被參 知人に 成 申 候、 御屋敷 御門 出入の 爲旁、 同 苗 平 八に 御 知人に 御成 候 様に と 申、 

成 田 伊右衛門 同道に て、 知人に 成 被 申 候 様に 仕 候 事、 

1 或 時 上の 座に、 八木巿 太夫 a 子鋏澤 山に 紙に 包 持 出 被 申 候、 鏡の 小き も 紙に 包み、 是は 我等 持 出 申 候、 

內藏助 被 申 候 は、 唯今 も 市 太夫 殿 如 此御持 參被成 候と て、 我等 持 出 候 鏡と 同前に 又 頂戴 被 致、 段々 御 

心 を 被 付 候 儀 共、 誠 以て 忝 仕 合と て、 其 儘に て 被置咄 など 被 致候內 に、 堀 部 彌兵衞 殿 は、 脇の 方へ 寄 

臥 被 居候が、 右の 刻 ini さめ 被 申 候、 內藏助 被 申 候 は、 彌兵衞 目覺候 や、 是 へと 被 申 候へば、 其 儘 這 寄 

被 巾 候 時、 唯今 是は市 太夫 殿、 傳 右衛門 殿、 御 持 參被成 候、 頂戴 被 致 候へ と 差 出、 被 中、 彌兵衞 も 其 

儘 戴き 被 申、 不殘雞 有が り 被 申 候、 其 後 去 仁 被 申 候 は， 髭拔候 時分、 叉 は 鉄に て 爪な ど 取 被 申 節 は、 

罷出 居候 樣 にと 被 申 候 故、 我等 申 候 は 傍輩 同士 心安き 者 とても、 髭 をぬ き 爪な どと り 候 節 は、 先 止め 候 

て、 咄 など 致 候 事、 世の常に て 御座 候と 申 候 得ば、 然 らば 見へ かくれに 附居可 申と 被 申 候 故、 其 通に 心 

得 申候總 體如斯 拙者 心に 叶 申さぬ 事 は、 誰 にても 其 儘 申 候 故、 人 皆氣隨 者と 申 候 事、 前々 よ- 0 承 居候へ 

共、 御 奉公の 筋 は、 猞以 不調法ながら、 心底に 存候 事、 毛頭 今日 迄 は 差控不 申、 天道 次第と 極 居 申 候 事、 
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  六 七。 

1 平野 九郞 右衛門 被 申 候 は、 何れも 出て 咄 候へば、 御 窮屈そう にて、 緩々 咄申事 も 難 成 候 間、 其 段能樣 

に 挨桜致 候へ と 被 中 候 故、 拙者 何もへ 申 候 は、 九郞 右衛門 は 殊外咄 好に て 御座 候、 是へ罷 出 候 節 は、 

緩々 と 御 咄被成 候へ、 喫 悅可申 候、 五郎太夫な ども、 同前に て、 何れも 急 度 御 あしら ひ 被 成 候 故に、 

御 窮屈に も 可 思 召な ど、 存候、 必御 心安 ゆる-. -と御 咄被成 候 は^、 悅び可 中と 申 候 事、 

1 何も 徒然の 時分の 爲 とて、 平家物語、 太平 記 出し 申 候、 老人 衆 は、 我等へ 眼鏡 所 S 冗 被 致 候 ま.^、 早速 

調 させ 候て 致持參 候、 三 國志御 覽可被 成 やと 申 候へば、 見 申 度と 被 申 候 故， 同 苗 平 八 所持 仕 候 を 取 寄、 

出し 申 候、 吉田 忠左衞 門、 原 總右衞 門、 磯貝 十 郞左衞 門な ど 節々 よみ 被 申 候 事、 

1 或 時 平野 九郞 右衛門、 ふた 茶碗に ごまめ を醬 油に て 煎 付、 とうがらし かけた る を、 茶 請の 爲 とて、 宮 

村 圑之進 持 參被巾 候 由に て、 我等に 被 申 候 は、 此品 あの 衆へ 出し 候 は r 慰に よく 可 有 之 やと 存候、 如 

何 思れ 候 やと 被 申 候 間、 いかにも よく 可 有 御座 候と て 受取、 抉に 人れ 座敷へ 致 持參、 傍輩 ども 茶 請に 

いたし 候へ と 持 參申候 間、 御 下 配 中 上 候と 出し 候へば、 何も 打 寄られ、 衩々 是は iK4 し、 夜 藥酒被 下 候 

時分、 看に 可 仕と て、 皆々 紙に 包 悅び被 申 候、 總體 御酒 も 御 伺に て 朝夕 御 料理に も 三 返より 外 は成不 

申 候 故、 給 被 中 候 衆 は、 中 碗な どに て 飮れ候 衆 も 有 之 候き、 右 Q 仕 合 故、 夜の 藥 酒と 由-候て、 所望 被 

致 候 様に 申な し、 夜々 給 被 中 候 衆 も 有 之 候、 總體 何も 何が な、 馳走 申 度と 被お 候 事、 誠に 何もの 志、 

天道の 御 惠と存 候 事、 

一助 右衛門 被 申 候 は、 十五と かに なられ 便 由、 坊主 衆、 名 は 失念 致 候、 藥 酒の 酌に 被 出 候 節. 內藏助 申 

候 は、 誠に 各方 久々 の 事に て、 晝夜御 骨折 恭存 候、 頓て埒 明 相 果可申 候 間、 乍此上 死後に 精進 を賴申 

と 笑 ひく 申 候へば、 右 Q 坊主 衆、 北 ハ儘淚 を 流され、 扱々 何も 幼少の 衆 迄 も 斯の御 事と て、 いづれ も 

落淚致 候と 咄被中 候 故、 我等 申 候 は、 左様 可 有 御座 候、 度々 各 様へ 巾 候 通. 初て 加 様に 得 御意、 御 心 

安 致 候 事、 誠に 御 嫁の 深き 義 とかく 御 志と も 故、 何も 致 一同 候 事 も、 天道の 御惠 深き 故と 存候 事、 
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, 或 時 潮 田 叉 之 允 被 申 聞 候 は、 拙者へ 內 藏助尋 候て 吳候樣 にと 被 申 候 は、 松 平 伊豫 守 様に 居 申 候、 ^田 

主 水 は、 御 出入 仕 候 様に 承 及 申 候、 當御 家に 上 月 名字の 御 衆 御座 候 やと 尋被申 候、 拙者 申 候 は、 いか 

にも 上 月 文 右衛門と 申て 罷在 侯、 是は福 島 左衞門 太夫 殴 Q 城代 致無隱 者に て、 唯今の 越 中 守 親 肥 後 守 

代に 召 抱 申 候、 右文 右衛門 末子に、 上 月 八 右衛門と 申て、 番頭 致 居 申 侯、 私 親 罷在候 近所に て、 殊に 

懇意 故、 度々 出 會能覺 居 申 候、 右 八 右衛門 はとく 致 病死、 唯今 孫 Q 代に 成り、 尤八 右衛門と 申 候、 八 

代 番頭 申 付 候、 池 田 主 水 殿 は 事 わけ はとく と不存 候、 如何様 當家 代々 御 心安き 譯有之 候 や、 當越中 守 

初て 入國の 節、 主 水 殿御 領地に 候 や、 備前 國下津 井より、 船中へ 水 を 船に て、 御 音信に 御座 候き、 其 

外 御 使者な ども 參申 候、 此方ょ.0^も爲御返禮、 使者 等 遣し 候と 申 候、 其 後内 藏助 直に 被 申 候 は、 偖. - 

能く 委細に 御 覺被成 候、 主 水 事 は 私 爲には 伯父に て、 唯今の 伊賀 は從 弟の. 5 被 申 候 故、 拙者 申 候 者 上 

月 八 右衛門 兄弟に、 上 月 三左衞 門と 中 浪人、 京都に 居 申 候、 此 者の 娘 主 水 殿御 親父、 出 羽 殿へ 進候樣 

に 承 候と 申 候へば、 誠に 委敷 御覧 被 成 候、 其 三 右衛門 娘と 申 は、 巾 さば 私の 祖母 分に て 御座 候、 乍然 

此 腹に は 一 子 も 無 之 由 被 申 候、 拙者 申 候 は、 右文 右衛門 事 は、 時 代替り 候 故、 覺不申 候、 私 親と は 別 

て懇に 御座 候な り、 文 右衛門 子供、 何れも 心安く 咄申 候、 就屮八 右衛門 は 近所 故、 猶 以て 心 易 致 候と 

€. 候へば、 委細 御存 にて 被 仰 聞 候 事忝存 候、 借 又 松 平 安藝 守 様に 平野 名字の もの 御座 候、 私少々 內緣 

有 之 者に て 候、 九郞 右衛門 殿と は、 いか 樣 Q 御續 にて 候 やと 尋被申 候 故、 拙者 申 候 は、 九郞 右衛門 平 

野 は、 遠 江 守 殿 同名に て 有 之 候、 平野 名字 傍輩 共に 多く 御座 候、 安藝 守 樣に被 居候 は、 九郞 右衛門と 

如何程 鑌申 たる 義は存 不申候 由 申 候、 IP 序 書 加へ 申 候、 右 池 田 主 水 祖父の 出^と 中 は、 池 m 勝 入 公の 

御 嫡子 紀伊 守樣の 御子に て、 有 之 候、 長久 手 御 合。 戲の 刻、 紀伊 守樣御 父子 共 討死 被 成 候 節、 右 出 羽 殿 

幼少に 御座 候 故 か、 勝 入 公の 御 次男 三 左 衞門輝 政 公 御 家 を被攛 候て、 段々 唯今の 伊豫 守 様 迄、 御相糗 

にて 御座 候、 右 出 羽 殿に も 御先 祖 より 御嬌 流の 筋に て、 後に 出 羽と 申、 三 萬 五千石 か 取、 御 家老に て 
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 .  六 七 二 

居 被 申 候、 出 羽 も 二 代 目 有 之 候、 初の 出 羽 は 右の 筋目 有 之 仁 故、 蜂 須賀蓬 庵 公の I 耳に 被 成 候 故、 松 平 

阿波 守 様 御爲に は、 右の 出 羽 は 御 妹 tHK に 付、 右 阿波 守樣、 妙翁院 様の 御 相 知 耳に て 御座 候、 夫 ゅも眞 

源院 様の 御爲に は、 阿波 守 稳は御 叔母 卑、 其 御 妹 は 池 田 出 羽 奥方に て 御座 候へば 1 右の 通 御代々 下 

井に て、 水船 出し 被 申 候 事、 能存 居候へ 共、 此餘は 態と だまり 申， いか 様の 譯か、 代々 心安く 御座 候 

と 計り 中 候き、 皆々 先祖 池 S の 御 家に 居 申 候 故、 別て 能承傳 候、 內藏助 能く^た る 者と 被 存候得 ども、 

態 と差控 右の通りに 咄申候 事、 

1 內藏助 殿へ われら 申 候 は、 大石頓 母 殿御 跡 は、 如何と 尊 候へば、 賴母跡 は 唯今 御 旗本に 出 候と 計 被 巾 

候、 越 中 守 奥方 本源 院殿 死去の 刻、 (M 御名 代 1^: 母^、 寺へ 御 詰 被 成 候と 覺、 御 尊 中 候と 巾 候 得ば、 是 

はわけ 御座 候て 御 旗本 へ 御 出し 候と 計 被 申 候 事、 

大石頼 母 は 先內藏 助.？^ なり、 主人 釆女： 止に 出頭して、 ^に 家祿千 二百 石 賜、 釆女 妹 を 頼 母に 嫁せ 

しめ、 家老 席に 取 立ら る、 其 子に 采女正 甥 なれば、 公 ii^ へ 願 ひ 三千 石 分 知して 幕府へ 被 召 出、 淺野 

隼 人と 號、 其 孫 隼 人 は 明 和の 比、 仙 洞 御所 御 附に被 命、 河內 守に 受領す、 其 隼 人當時 御使桥 衆な り、 

頼 母 今 I 人の子 は 幕府 士淺野 左兵衞 i^i 子と 成る、 是亦 三千 石 を 領す賴 母 名跡 は不 立、 

一同 苗 平 八、 御 使者に 罷出 候と て、 我等 町 宅へ 立 寄咄申 候、 今朝 藤兵衞 殿始， 御 側 衆 被 申 聞 候 は. 十七 

人の 衆、 萬 一 御 赦免に て 候 はに、 何も 大小の 損じ 候 も 有 之 問、 不淺被 下 候 事 も 可^ 御座 候、 殘御 三人 

樣 にても 右 G 御用 意 有 之 様に 申 候、 俄に は 成 兼 可 申 候 儘、 そろく 刀屋 共に 申 付、 金 二三 枚 位の 札 

付た る 道具 取 寄 候て、 吟味 可 然旨被 中 聞 候 故、 平 八 挨拶に は、 1^ 御 三人 様 は、 御 小身に も 御墜候 故、 

左 樣も可 有 御」 i 土 候、 刀屋 共に そろ/ \ 巾 付 候ても、 世上 にても 多分 此 に 付、 御用と 申 沙汰 可 有 御座 

候 故、 御 ffl 意の^ 不可 然ー. おと 奉存 候、 先 私 弟 氏 家 平 吉* 同 苗 五郎兵衛、 同傳 右衛門 參居申 候 故、 私共 

S 人 分 は 差替を 差 上、 御用に 立 可 申 候、 就中 傳 右衛門 義は、 常々 道具 好に て {且 を も 持 居 申 候、 乍慮タ 
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樣 にも 左様 思 召  1^.3¥W7.2S 返答 無 之 候、 此義 如何 存候 やと 申 聞 候 故、 拔能々 申され 候 

と譽巾 候、 拙者 事 折節 f^y 利の 刀 を 相 拚取寄 候 所へ、 右の 咄故幸 ひ如此 出來參 候、 殊に 三枚の 札 も 付 有 

之 候 事故、 多分 左様の 節 は、 內藏助 殿へ 可 被 下 候、 なかごに 象眼 人 置 候 通、 御 自分へ IS みい きげ さ 落 

し、 隨分 奇麗なる 刀に て 候、 常々 好に て 求 置 申 候、 加 様の 節 御用に 立、 內藏助 殿な どへ 被 下 候へば、 

誠に 武士の 冥加に 叶た ると 申 ものに て、 候と 申 候へば、 平 八 も 同道に て 悅び申 候， 其 後橫山 五郎太夫 被 

申險 は、 右の 通に 平 八 申 を、 llil に 居 合せ 承り、 扱々 御 同 苗 平 八 殿に は、 能 も 被 申 候と、 賞美に 候 故、 

拙者 申 候 は， 中々 平 八 は 左様なる 思 ひ 寄な ど を 中静、 る 者に て 無 之 候と 笑 巾 候、 是に付 昔の事 存屮  = 候 故、 

書，， ルへ置 候、 長 谷川 古 仁左衞 門と 中 仁、 度々 の 武功 有 之、 尤も 直 江山 城守與 力に も 成 候て、 働 有 之 由 

承 及 候、 妙 翁院樣 御代に 八 百 石 被 下 被 召 抱 候 御目兑 えの 折節、 京都より 御伽の 人道 共 參居致 規物候 由、 

右 仁 左衞門 かたの 如く 不 にて 候 故、 御意に 唯今 罷出候 侍 はいか^ 存候 やと 御 尊の 時、 御 _! の 者 申 上 

候 は、 男 振 を 見 候て は、 誰も 被 召 抱 敷 候へ 共、 定て能 可に て 可 _ ^御座と 申 上 候へば、 甚 御機嫌に て、 

八 百 石の 御 約束に 候 得 共、 千 石 可 被 下と て、 其 儘 御 加 增の御 宵 出し 被 下、 鐵炮 五十 挺 御 預け 被 成 候、 

我等 も 能兑覺 候が、 成程 不男 にて 候き、 親な ど へ^て 懇に內 外出 入 被 申 候、 子息 は 久兵衞 と 申 跡 取 居 

被 申 候 御袋な ども 我等 老母 方へ 折々 被參候 故、 見 覺居申 候、 右の 譯 にて 心安く、 或 時 三 盛 仁左衞 門へ 

申 は、 可 も 千 石の 體 にて は、 今少し 長柄 多く もたせ 見 可 申 候， 然るに 其 元は、 長柄 十本 計り 相 見え 

候 又 其 外の 鎗數は 何もより 多く 見え 候と 被 申 候へば、 能 も 心 を 付ら れ候、 我等 は他國 にも 能存 たる も 

の 多く 候へば、 自然の 時 浪人 衆も參 候て 召 連 くれ 候へ と 中 時分、 持鎗 にと て それ. <\ に 遣し 可 申爲な 

り、 又 長柄 人 用の 時 も、 右の 鎗用 候よ し 被 申 候、 成程 持鎗の 如く 素 翁溢鎗 なと 多く 御 候き、 總體大 

小身と もに、 差替 等を不 持と 云 事 有 之 Si 敷 事に 候、 自然の 時人に 遣し 可 中 所存に て、 不斷持 居 申事武 

土の 本意と 咄被申 候.' 夫 故 定紋 を 付 候 武具 等 は 不足に 候き、 右 仁左衞 門、 眞源院 様 御代、 初て 御國廻 
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りの 御供の 刻、 御馬に 召れ 御 處被成 候 時、 馬け しとび 候て、 轡折申 由、 其 刻 仁 左 衞門挾 箱より 掛替の 

轡を取 出し、 御用に 立 被 巾 候 故、 殊 外の 御 感と承 申 候、 其 時拜領 致され 候 や、 拜領の 馬と て、 黑 栗毛 

にて 星 有之老 馬、 我等 幼少の 時 迄、 紫ぎ 置れ 候 を 兑覺ぇ 中 候， 馬 數寄腰 物 數寄も 武士た る もの- ^おむ 

事に 候 # 共、 あしく 心得 候て は、 ばくら う 取う りの 様に 成 申 候 間、 此義 能く 了簡 可 致 旨、 節. 物語 候 

由、 亡父 毎度 申 聞 候、 右 仁 左 衞門は 武功 才智 共に 有 之 仁に 候 故、 其 比 御 家に も 歷 々古老の 衆多く 候へ 

ども、 仁 左 衞門被 申出 候 事 は、 諸人 ゆるした る 由御處 候、 承 候義共 多く 候へ 共、 事 長く 候 問 書記 不申 

候、 喜 左 衞門三 盛な ども 覺居可 申 候、 尋置可 被 申 候 事、 

1 二月 二日 桥 代りに 參り、 直に 罷出 候へば、 内 藏助被 申 候 は、 此間內 記 様 御覧 被 下 置、 難 有 仕 合と 拙者 

へ 手 を 突 被 申 候、 拙者 申 候 は、 御覽の 通、 若年に 候へば、 とく 罷出被 申 度 思 はれ 候 得 共、 附々 の 者、 

鬼 や 角 申 事に て延： 被 申 候、 如 御覽大 ちゃくなる 性質に て 困り 申 候、 當 正月 初て 登城 被 致、 御城に て 

足袋の 紐と け 候 を、 兼々 心安 出 人 被 申 候 御城 坊主 衆に、 絲を 結ばせ 候 故、 供に 參候奥 村 安左衛門と 申 

者 承 之、 輕き者 にても、 御城 坊主の 儀に 候へば、 ffi て は、 遠慮 被 致 候 様に と 申 聞 候 は、 いやく 輕き 

者 共に 申 付 候へば、 結句 悅び 申と 被 中 申. a、 何も 承 笑 申 候へば、 內藏助 初 何も 被 申 候 は、 扨々 乍 憚 誠 

に 御大 家 様に 御 生 付 被 遊 候と て 感心 被 申 候、 能 了簡 致 候へば、 內藏助 挨拶に、 內記樣 何も 御覽 遊され 

難 有と は 尤なる 被 申 樣* 大形 は 御 目 とこ そ 可 被 申に、 次の 虔迄 同様の 事、 平生 詞の あや 迄 吟味 被 致 

候 衆 中の 感心 申 事共に 候、 右の 御 足袋の 紐 御 結ばせ 被 成 候咄、 後に 御上 屋敷に て、 野 田 小三郞 へ^ 聞 

せ 候へば、 初て 承 候と 被 申 候、 萬 事 御 付の 者 は、 善惡共 外様 向へ は、 咄 さぬ やうに 被 存候得 共、 夫 は 

事に 寄べき 事に 候 加 様の 事 は、 御 侍 中へ 拙し 悅 ばせ 申 度 事に 候、 

I  二月 二日の 夜 五 半 頃、 上の 慮へ 出 候へば、 內 藏助總 右衛門 十 郞左衞 門 三人 一所に、 中 椀に て 滔を飮 居 被 

申、 忠左衞 門え t 夫七內 彌兵衞 は、 下戶 にて あまみ それ 猪口に て 飮居被 申 候、 內藏助 被 申 候 は、 傳右 


下 UJ 


衞 門殴是 へと 呼 被. i§^,^w7sy 候へば、 十 郞左衞 門 其 01^ を傳 右衛門 殿へ と 候 事に て、 十 

郞左衞 門 さし. 被 申 候 故、 拙者 も少々 給 候 所、 內歳 助殿是 へと 被 申 候 故、 御盃を こそ 戴き 可 申に と 挨！^ 

候へば、 是非と 被 申 候 故 さし 候處、 一 盃被 給、 又 拙者へ Is- され 候 故、 一 否 給 可 申と て飮、 仕 II 候 時分、 總 

右衛門 殿、 盃 所望に てさし 候へば、 盃給 はられ 又 戻し 被 申 候 故 少酒を 請 候 所、 是非 一 K 规と被 申 候に 付、 

請 之 給 候 時、 內藏助 被 申 候 は、 十 郞左衞 門に 今 一 つ 御飮せ 候へ と 被 申 候 故、 さし 候處、 一 杯の み 被 申 

候 故、 又 一 つと 被 申 候へ ぱ、 先程より 是へ參 候て、 殊外給 候 故、 此上は 御 ゆるし 候へ と、 11 を 立 被 申 

候 を 內藏助 殿、 十 郞左衞 門は總 別よ く 給 申 候 間、 御 とらへ 候て、 御飮せ 候へ と 被 申 候 故、 緣頻 迄、 追 

懸 とらへ 候て、 是非々々 と 申 候 得 共、 殊外 給醉候 si、 免し 吳候 へと 達て 被 申 候に 付、 無其義 次の 座へ 

參被申 候、 後に 存 候へば、 右の 酒 盛 は 暇 乞の 心に て 可 有 之 候、 拙者 は 何の 心 も付不 候、 尤其頃 世上 專 

ら御 赦免に 可成な ど. - 沙汰 有 之 候へば、 熊 本へ も 同道 候て、 罷 越べき など 申た る 俵 共、 曾て 切腹の 樣 

子と は 不存、 其 中に も 御 家老 內藏助 物 頭 衆な ど は、 遠島に も 可 被 仰 付 やと は 心 付 候き、 正月 中 は 御 祝 

日 多く、  二月 朔日は 日光 御鏡披 故、 是々 の御規 式相濟 候て、 御 仕置 被 仰 付 候 を 待 居 申 候と、 唯今 存當 

り 候 事共 多く、 別て 殘 念に 存申候 にて 候 事、 

或 記 錄に此 仕置の 事、 後世 幷異國 迄の 聞え も 有 之 間、 至て 大切の 御 裁斷に 候條、 芙蓉の 間 以上 御 役 

の 面々 存 寄の 趣 入札 を 以て 言上 可 致との 御沙汰に 付、 銘々 存寄を 書記 被 差 上處、 多分 助命の 札な り 

き、 然共御 評定の 上、 切腹に 決せり と 云々、 惜 むらく は 水 戶西山 公、 去々 年 逝去 有て、 此 評定に 

給 ひぬ、 御 在世なら ば、 第一 に此 公へ 議 せらるべし、 左 有ん に は、 御高 論 可 有に、 吳々 も殘 念の 事 

なり、 尤陪士 として 錦 城の 下を不 憚、 歷々 の 人 を 討し 處を罸 せらる 、段、 當 然の理 なりと 雖、 斯く 

嚴 刑を以 せらる、 は 後 來の儀 を こらす に 似たり、 左 なきだに 義を勵 むの 難き に、 斯く行 はれん は、 

天下に 義を稱 する の士絕 すべし と 碑り、 是に 付ての 說 繁多なる 故に 爱に 略、 〇 前卷 にも 此事を 書る 
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  六 七 六 

樣 にも 覺 ゆれ 共、 筆の ついでに 再び 書す、 

1 二月 三 n の 夜 il つ 過、 吉弘 加左衞 門と 拙者 當番 にて、 詰 居候 所に、 永 瀨助之 進出 被 申、 唯今 御上 屋敷 

より 如此 手紙 參候、 明朝 は 花を兩 座へ 御 出し 被 成 害 申. 來候、 明朝 御茶 道 衆 可 致持參 問、 雨 人 能 様に 取 

計 出し 候へ と 被 巾 候 故、 承知 仕、 誠に 御 懇の儀 共、 何も 忝. F 被 奉 存と申 候 を， 次の 趣の 衆 被 承、 坊主 を 

以て、 何も 今に 臥り 不申 候、 傅 右衛門 殿御！ 1 仕 候 故、 是へ御 出 被 下 候へ と申來 候、 助 之继被 5. 候 は、 

拙者 何も 心 易く 被^ 候と、 相兑ぇ 申 候、 早々 出 候 様に と 申 事に て、 直に 拙者 出 申 候、 大方 は寢 所に 居 

被 申 候、 富 森 助 右衛門、 大石 瀨左衞 門、 何も 若き 衆、 色々 咄共 にて、 頓て埒 明 可 申 問、 藝盡し を懸御 

目 可 申と て、 御番 衆の 見 巾さぬ やうに 枕屏風の 陰に て、 堺町木 挽 町の を どり 狂言 物眞 似な ど 致し、 そ 

ろ-' と 騷ぎ被 申 故、 脇に 奥 W 孫 太夫 潮 3Z 又 之 允 は、 御 許し 被 下 候へ とて、 臥 被 居候、 又 之 允 拙者へ 

被 申 候 は、 鬼 角 あの 様に さわぎ 申 候 故、 頓て埒 は 明 可 申 候 得 共、 まづ 明日 內藏 助へ 申 候て、 手錠お ろ 

し 可 申と 笑 ひ咄申 候、 拙者 存候 は、 助 之 進 跡より 兑被申 候 事 も 可 有 之と 存じ、 もはや 夜 も更候 故、 孫 

太夫 殿な ど、 御迷惑と 由、 早. - 御休み 候へ と 申 候へば、 是非とも 暫と被 申 候 得 ども 立 申 候、 唯今 存當 

り、 暇 乞に 成 申、 殘念 至極に 存候 事、 

1 翌 四日の 朝、 右の 花 出し 申 候へば、 何も 難 有が り 被 申 候、 敬 後に 林 兵 助 代 hNt 吳申： ば、 拙者 何 心なく 代 

り、 又 重て 參可得 御意と 申 候、 尤羽 日に は 大守様 御 入 被 成 候 沙汰、 前夜より 有 之 候へば、 誰 ぞ申候 や、 

何も 衣服 を 改居被 申 候、 次 座へ 出 候へば、 貝 磯十郎 左 衞門殿 被 申 候 は、 今日 御代り 被 成 重て 御 出 候 迄 

は、 いか 可！^ 候 や、 其 內に埒 明 可 申 候、 何も 様， I： 角 御念 頃 難 申 盡候得 共、 就中 傳 右衛門 殿に は、 別 

て 何も 御 心 入 共に て 御 心安く 存 忝の！ 一 曰、 何もへ 兑合被 申 聞 候、 乍 此上御 詰 被 成 候內、 何も 事濟候 様に 

と 顿ひ居 申 旨 被 申 候 故、 私 詰 前に 無 之 候 共 左様の 節 は、 何時も 罷越 候て、 可 得 御意と 申 候へば、 何も 

互に 見 <1 口、 袋々 左 思 召 被 下 侯へ と 波 申 候、 扨罷立 候て 何も 詰 居候 所に 參 候へば、 關總 左衞門 も參居 


翁 


草 


i:^ とやらん ぎ 歸候心 もな く咄 申候處 IT  W, 尾 萬 右 衞鬥被 參被申 候 は、 拙者 へ^て 

其 $1 逗留 致咄 したる がまし と 被 申 候、 拙者 申 候 は、 同名 喜 左 衞門罷 越 逗留 居 申 候 故、 宿 Q 義も能 候へ 

共、 叉. 可の かのと、 各樣は おそろしく 候 間、 歸り可 申と て、 暫咄立 申 候、 四日に は 代り 歸候 事、 同名 

平 八 兼て 存候 故、 殊に 四日に は 平 八方に 他 客 も 有 之 候 間、 是非 立 寄 申 候へ と、 約束 致 置 候事存 出し、 

敷 寄 屋橋邊 にて、 御厩 中間に 何時 ぞと尋 候へ ぱ、 九 過ぎと 申 候 故、 夕釵も 近く 可參と 存じ、 小姓 幷挾 

箱 等 は、 町屋へ 直に 遣し、 水風呂な ど 申 付 候て 鐘 計に て 數寄屋 橘 御門 內に乘 込 候へば、 向 ひより 平野 

丹 右衛門、 馬上に て參候 故、 尋候處 追々 芝 御屋敷へ 上使 有 之と 申 候 間、 其 儘 草履 取 を 町 宅へ 遣し、 挾 

箱 もたせ、 小姓に も參 候へ と 申 遣 候て 鎗計 にて 丹 右衛門 同道 參申 候、 丹 右衛門 は 愛宕 廣 小路 通參申 

候、 拙者 は 近道 存候 故、 日陰 町へ 通り、 增上寺 門前町に て、 堀 七 郞兵衞 御 使者に 參 候に 逢 衞て尋 候へば、 

いかにも 上使 有 之 候 故、 御用に て參 候と て^れ、 夫より 新 堀に 出 候へば、 鎌 田 軍 之 助 追 付、 同道 可 致 

と詞を 懸られ 候へ 共、 私少々 用事 有 之 由 申 候て 乘 通り、 松 平 土 佐 守樣辻 番所 前、 又 千日 坂の下に て、 

輪乘 をいた し、 馬に 息を爲 致、 目黑 御門の 番人に 馬を預 候て、 直に 裏 御門 樣玄關 より 通 候へば、 何も 

麻 上下の 害と 申 候 故、 同名 喜 左衞門 小屋へ 麻 上下 取に 遣し 着用 候處 に、 丹 右衛門な ど 段々 被參候 事、 

1 次の を のぞき 候へば、 何も 御 料理 給 候て 居 被 申 候、 右の 通 故、 膳 も 少し 早めに 出 申 候、 拙者 は 其 朝 

代り 歸申 候、 其 儘 出 候 は. -、 何も 不審に 可 被存と 差控申 候、 總體 人々 の 顔色、 其 外の 様子に て、 何も 

合 點被致 候 や、 御 钭理給 被 申候內 にも、 互に 見合 はやく 仕舞 申 度との 様子に 見え 申 候， 何も 給べ 仕舞 

被 申 候て、 少し 間 を 置き、 八 木 市 太夫 罷出、 ト： 使 御座 候 間、 麻 上下 御着 用 可 然由被 申、 黑^ 二重 小袖 

淺黄無 麻 上下 上帶 足袋 等 取 揃 出 申 候、 其 節 拙者 も罷出 候て、 錢貝十 郞左衞 門、 富 森 助 右衛門な どへ 

は挎腰 あて 遣し 申 候、 

i  pi 日の 朝、 花 出し 置 候に 付、 申 候 は、 傅 i5 衞 h 殿 花 は 御 取 入 被 成 間 敷 やと 被 申 候 故 御 尤と申 
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候て、 其 儘 拙者 自身 取 入 申 候、 拔 十七 人の 衆、 何も 上の 處ー 」.i に、 次第の 如く 座 着 候て 居 被 申 候、 

1 爲 上使 桥久 我. M: 記 様、 御 付 荒木 十 右衛門 様 御 通 被 成 候、 御 跡より 此方 御 側 衆な ど dii 々次 i 力-の 如く S 能 

出 被 申 候、 拙者 も罷 出、 唐紙 一 東 越に 承 居 申 候、 上使の 趣、 

淺野內 匠 頭 義勒使 御馳走の 御用 被 仰 付 候處、 時節柄 殿中 を不憚 不屈の 仕形に 付、 御 仕置 被 仰 付、 吉 

良 上野 介義 は、 無 御 構 差置處 に、 主人の 鑼を 報じ 候と 申立、 內匠 頭家來 四十 六 人 致 徒黨、 上野 介 宅， 

へ 押 込、 飛道具な ど持參 上野 介 を 討 候 始末、 公儀 を 不恐傣 重々 不屈 候、 依 之 切腹 申 付 候 也、 

右 之 通 被 仰述、 十七 人 衆 名字 共に 一 々御 讀被成 候 様に 聞え 申 候、 

1 內践助 御請 如何様に 可 被 仰 付 も 難 計奉存 候處、 すべ 能く 切腹 被 仰 付 候 段、 誠に 以て 雞有仕 合奉存 候と 

被 申 候、 又 十 右衛門 様な ど、 何 か 仰 候樣に 聞え 申 候、 內藏助 も 相應の 御請 被 申 候 様 候 得 共、 わけ はと 

くと 聞え 不申 候、 總體內 藏助は 常々 小 音なる 咄に 承り 覺ぇ申 候、 ：^^ハ後助右衞門側へ、 拙者 寄 候 時に、 

右の 事に 申 聞 候 故に、 助 右衛門 所に 書付 置 候 事、 

1 上使 御 立 候て、 拙者 義 早速 可罷 出と 存 候處、 宮村國 之進罷 出、 內藏助 を 呼 立、 何 か 暫く 談話 有 之、 堀 

部 彌兵衞 をば、 長 瀬 助 之 進 呼 立、 是も 同前に、 何 か 閑話 有 之 候、 定て 御意 有ての 事と 存候、 圑之進 助 

之 進 立 候て、 拙者 上の」 i に 出 候 時分、 內藏助 上の 座に 被參 候て、 扨々 難 有 仕 合、 御意 Q 趣 可 申 候、 何 

も 御 寄 候へ と 被 申 候 刻、 大方 立 被 申、 手水な ど 遣 ひ 被 申、 老人 衆 直に 內藏 助の 側へ 寄 被 申 候へば、 わ 

け は 聞え 不申 候へ 共、 內藏助 殿 落 淚の體 にて、 扨々 難 有事と 被 申 候 計り 聞え 申 候、 此義 は^に^ 申 衆 

、も 無 之、 右の 様子 を 我等 具に 見 候 故 其 後江 村 節 齋へ咄 候處、 御 耳へ も 達 候 得ば、 何とも 譯は 御意 無 之 

候へ ども、 いかにも 左様に 可 有 之と 御意 有 之 由 承 申 候 事、 

1 鎌 田 軍 之 助、 長 溯 助 之 進、 拙者へ 被 申 候 は^て 心 易 衆多く 有 之 候 Si 、おて 介錯 を 賴被申 事 も 可 有 之 候、 

^1^31  fcr_5:3»KiiRZ と 被 申 候へ 共、 ^被 申 候 衆 も 無 之 事、 
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；  -  ,  .  々に 出.. し 被 SJ§«31^ 心安く 咄申候 衆に は、 側へ 寄り 盃所 

望 仕 給 申 候 事、 

義臣 傅に は 細 川 侯 義士へ 暇 乞の 様 面 有た る 由 記 すれ 共、 此覺 書の 趣に て は 宮村圑 之 進 長 P 助 之 進 を 

以被述 之し と兑 えたり、 

何も 被 申 候 は、 今日は 別て 御馳走 可 被 下處、 たばこ 御茶 不被下 候と て 笑 被 申 候 故、 俄に 心 付 坊主に 申 

達 早々 出させ 候、 今日は 侍 中 は不及 申、 幼少の 坊主 衆 迄、 あきれた る 計に て、 うっかりと 致し 心付不 

申、 何も 殘念 至極と 申 候 事、 

義臣 傳に 常に 給仕し ける 小坊主、 其日不 出ければ、 內 藏助傳 右衛門へ 尋け るに、 生害の こと 承り、 

憂に 沈て 不出. E を 答ければ、 內藏助 大笑して、 其 小坊主 を 呼 出け ると あり、 

同名 平 八へ 申談候 は、 何 ぞ書置 度と 被 存候衆 も 可 有 之 候、 如何と 申 候へば、 平 八 直に 御 目 付 衆へ 御尋 

申 候處、 左様の 義不苦 候、 書 置 等 は御內 見に て 先方 充名も 候 は^、 相屆 候へ と 被 仰 候に 付、 料紙 硯箱 

坊主 衆に 爲持、 堀 七 郞兵衞 被 出、 御 目 付 衆へ も 相 伺候 處、 御 書 置 等 少も不 苦 候 由 被 仰 候 間、 何ぞ 御調 

被 成 度 俵 も 御虛候 は！.、 御 認被成 候 儀に と、 內藏助 殿へ 向 申 候處、 內藏助 殿 も 何も を 見合、 扭々 御 心 を 

彼 付 • 恭 き 次第 共に 御座 候、 乍然 何も 何 を か 調 可 申 や 段々 恭義 共と 拨接畢 て、 七 郞兵衞 退虚申 候， 拙 

者 直に 內藏助 殿 側へ 寄り、 唯今 七 郞兵衞 候 通、 御 目 付 衆へ も 御 伺 少も不 苦 旨 被 仰 候 ST 無 御 遠慮 御 

調 被 成 候 様に と 申 候 得 共、 段々 恭く思 召、 七郞乓 衞 殿へ 中 候 通、 何 を 調 可 申 やと、 何も 見合 被 申、 此 

間中 段々 の 御馳走 共 難 有 仕 合 難 申 盡と計 被 申 候 故、 又々 側へ 寄り、 耳元に て 拙^ 申 候 は、 是迄御 心 易 

く 被 成 被 下 候 拙者 義に 御. li 候 間、 御 口上に て 仰 置 候 義も御 虔候は 承 度と 申 候 へ ば 扱々 \K ふ義 共と かく 

可 中 様 無 之 候、 此夏頃 は定て 御供に て 可 被 成 候、 內々 御咄申 様に、 八幡 を 御 通り 被 成 候砌、 御 非番に 

て 御^ 候 は.^、 大西坊 へ 御 立 寄、 今日の 被 仰 渡、 天 氣も能 加 様と 御 咄被下 候へば 次男 共 方へ 通し 可 申 
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と 被 申 候、 拙者 挨按 に、 委細 致 承知 候、 たと ひ當^ にて 御座-候 共、 傍輩 共、 へ かくと 中 候 は、 閊巾問 

敷 候、 必御 心安 思 召 候へ と 申 候へば 悅被申 候、 段々 如 右、 側に 寄り 耳元に て 申 候 故、 別て $i にて 不淺 

申 聞 候 事， 

大西坊 と 申 候 は、 八幡に 御 II 候、 是は譯 有 之 候て、 私の 家より 段々 嗣來 候、 唯今の 大西坊 は、 實は 

從弟 にて 御 盧候得 共、 右の 譯 にて 甥と 公儀へ は 被 申 上 候 .5、 前に 委細 被 中 置 候 ler 

1. 吉 E 忠左衞 門 殿 は、 內々 御 咄申置 候 通、 ゆ 藤十郞 太夫と、 御 心 易 御 語 候へ ふ 被 申 候 事、 

十郞 太夫 は 本 多 中 務大輔 様に 居 被 申 候、 在 江戸に て 存生の 內參 候て 通し 巾 候 仁に て 候、 

1 原總 右衛門 a! に は、 大 封の 狀、 是を御 屆被下 候へ とて、 被 差 出 候、 內 海道 億樣、 大 石內藏 助と 書付 有 

之 候 口 に有增 書付 置 候 故 不具 候 事、 

I 片岡源 五衛門に は、 內々 御 咄申置 候 通、 朱栖 の鎗、 泉 岳 寺に 殘置 候、 祖先 備 前と 申 者の 鎗 にて 御 11 候 

故、 生殘 たる 者 共に 遣 度 候- 宜く賴 入. 5 被 申 候、 其 夜 林 兵 助 を、 泉 岳 寺へ 被 遣 候 故、 右の 趣 物語 候へ 

ば、 ：^、 々兵 助へ も 源 五右衛門 殿御 咄被申 候 故、 出家 中へ 可 申 聞と 被 申 候 事、 

一問 瀨久 太夫 殿に は、 近 比 憚なる 事に 候へ 共、 此間は 腹 合 惡く御 11 候處、 今朝より 快方に は 候 得 共 右の 

通の 仕べ：： にて、 萬 I 齒忽 なる 義も可 有 御 11 候 やと 承 置 吳候樣 にと 被 中 候 故、 餘り被 人 御念 御義、 少も 

御 氣遣被 成 間 敷と 申 候 へ ば 悅被申 候 事、 

1 小 野 寺十內 殿、 笑々被申候は私；^^,^歌、 此間， i 右衛門に 御 書せ 候 由 承 申 候、 今日の 樣子、 京都 弓 刖太郞 

左 衞鬥殿 迄 被 仰 遣 候へば、 妻 方へ も卽刻 知れ 可 申と 被 巾 候 故、 太 郞左衞 門 とは^て 心安く 咄申候 11、 

卽刻申 遣 候、 御 心安く 思 召 候へ と 申 候へば、 悅被申 候、 尤太郞 左衞門 方へ、 ^刻 書狀 にて 申 遣 候 事、 

1 ii 喜兵衞 殿に は 何共 もの を不 申、 笑々 出し 被 置 候、 辭 世の 歌 n に 記 置 候 事.， 

I 褻 貝 4. 郎 左衞鬥 殿お、 此^ 中 I. て!^; liill 仰 聞恭存 候、 老母 始兄共 事 御 心 付 被 下 候へ と 被 申 候 故御袭 
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： ： - V こ 可存候 間、 必々 r.  ..  . 

1 堀 部 彌兵衞 殿に は、 內々 御 咄申候 通、 甚之 允に 御酒 給 候 様に 御 下着 被 成 候 はに、 御^被 下 候へ と 笑 被 

申 候 事、 

1 近 松 勘 六 殿に は、 • 如 御存此 間中 手痛 I 能 在候處 に、 御 外科 本道 衆 迄 御 付 置、 御 懇意 Q 仕 合 故 昨 曰 迄に 全 

快 仕、 今日 加 様と 申 事 は、 難有義 に御虔 候、 長 輻 寺に て 文 良に 御 傳へ被 下 候へ と 被 申 候 故、 委細 承 

知 申 候、 可 易 御 心に て 右文 良へ も 申逋候 事、 

存生の 內近松 勘 六、 谷 中 長 福 寺に て 文 良と 書付 給 候 を 一 軸に はり 付 置 候、 

一富 森 助 右衛門 殿に は、 唯今 御 聞 被 成 候 や、 十 右衛門 様、 內藏 助へ 被 仰 候 は、 今日 吉良 左兵衞 事、 今度 

の 仕形 不屆に 思 召 候 故、 領地 被 召 上、 誠訪 安藝 守 様へ 御 預被成 候、 此義は 我等の 心得に て、 御 咄被成 

候との 御意、 此 上ながら、 扭々 本望に 奉存 候、 老母 事 何分 御 心 付 被 下 候へ と 被 願 候 故、 御 心安 思 召 候 

へと 答 候へば、 辭世 も戏名 も、 少し 前に 書付 吳被申 候、 一 軸に 張 付 置 候 事、 

春 帆獨^  富 森 助 右衛門 戒名 

四日 は 姉の 忌日 なれば 

先立し 人 も 有け りけ ふの 日の 終の 旅の 思 ひ 出に して 

其 後 助 右衛門 殿の 寺、 淺 草長延 寺へ 參見 候へば、 位牌 有 之、 右 戒名 計黑塗 金粉に て 書付 有 之. 甲 候、 助 

右衛門 殿 存生の 內、 旦那 寺 故、 節. < 被參 候て、 とくに 如 此搏置 被 申 候 由、 長 延寺被 申 候、 尤助 右衛門 

存生の， の咄 共、 住持 被 致 候 を 承 申 候、 御袋に も 弟 小出久 千代 様に、 勤 告被申 候處、 浪人 被 致 候、 又 

半左衞 門と 申 仁 有 之、 是へも 逢 申 候、 息 長 太郞に は、 とく 逢 候 田 村 右京 太夫 様へ、 K 目 沼 W 衞 門と 申 仁 

の 所に 居 被 申 候 口に 書記 置 候 事、 

1 潮 田 叉 之 允 殿 も、 辭世 或は 通達 申 所 を 書付 候て、 少し 前に 吳被申 候、 播州 加 西 郡 北條村 同國加 古川 本 
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陣中 屋與 左衞 門に 頼 候へば、 北條 村へ 早速 通し 申 候、 加 古川より 北條 村へ は、 五 里 有 之 由、 具に 書付 

被吳、 無 恙下候 は 2- 直に 可 申 聞 候、 其內 にも 健 成 便 候 は 可 申 遣と 存居申 候、 歌に 潮 ffl 氏、 

武士の 道と 計 を I 筋に 思 ひ 立ぬ る 死 出の 旅路に 

1 早 水 藤 左 衞門殿 は、 前 かど 御 家に 居 被 申 候、 早 水 助兵衞 亡父と 刖て懇 の 由覺申 候、 御 暇 被 下 候 刻、 古 

町の 光明寺 は、 助 兵衞聱 故、 彼方へ 引取 居 被 申 候 事 をも覺 居候 故、 熊 本に 光明寺と 申 寺 御座 候、 いか 

が 御存候 やと 申 候へば、 知人に て は 無 之 候へ 共、 いかにも 承 及 居 申と 被 申 候て、 辭世書 給 候、 早 水 氏、 

地 水火 風 空のう ちょ わ 出し 身の たどりて 歸る もとの 栖に 

I 赤 坡源藏 殿に は、 此間 御存の 如く 小 瘡出來 致難義 候處、 御 懇に御 醫師衆 御 付 御 療治 被 下 候 故、 鉀 蔭に 

て 昨日より 快く 今日 以上 使 切腹 仕 候 段、 本望 奉存 候、 尤土屋 相模守 樣御內 に、 本 問 安兵衛と 申 者 115 候 

間、 右の 趣 被 仰 通 被 下 度と 被 申 候 故、 得 其 意 候、 幸 相 州に は 今枝彌 右衛門と 申 者 御 取次 役 勤 居候が、 

私の がれざる 者に 候 ま」、 早速 可 申 遣 候 間、 可 安 御 心 候 旨 申 候へば、 殊外悅 被 申 候 事、 

1 奥 田 孫 太夫 殿に は、 內々 御 咄申候 通、 一類 共へ 宜き樣 に 御通し 被 下 度と 被 申 候、 夫より 前 何も 若き 衆 

と 居 被 申 候て、 私へ 被 中 候 は、 私 切腹の 仕形 存不申 候、 如何 致す 物に 候 やと 尊 被 申 候 故、 拙者 も 終に 

見 申た る 事 無 之 候が、 三方に 小脇 差 載 出 候 様 承 及 申 候、 それ を 御 引 寄せ 肩 衣 を 御拔不 被成內 がと り-^ 

など 候 も、 我等 も 肩 衣に 手 を 懸け 加 様に も 御座 候 や 杯と 申內 に、 助 右衛門 十 郞左衞 門 其 外 若き 衆な ど 

始 として、 拉々 不人 稽古 被 致 候、 いか 樣 にても 不苦 事に 候 問、 唯 首 をう け 討れ たるが 能 可 有 之など、 

被 申 候 故、 讃談 上申 候、 夫に 付 色々 遲速も 有 之、 或は 首 を 其 儘 請て 被 居候 衆 も 有 之 候と 後に 承 申 候、 

林 兵 助、 村 井 源 兵衞、 拙者 三人 は、 御座 敷の 內に 居、 何もの 挨拶な どいた し、 切腹の 揚には 出 不申候 

故、 見不 候、 尤 十七 人 共に、 同志の 骸に 御座 候へば、 切腹の 善 惡は可 有様 も 無 之 候、 何も 茶 煙草 給べ 

明暖 ャ險、 14- 生に 少も昏 事 無 之 候、 其 害と ま 疾へ 共、 感 入た る義 のみ 御 察 可 有 之 事、 
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： 一一、 一一て e...，  二-.. ミこ 一，， マ： ー: 一"： 1>  - ,1  I ^^11  1  

1 矢 田 五郎右衛門 殿に は * 內々 御 咄申候 通、 nt- 料の 刀. 打 れ 候て、 栢手ひ 万 差 替居申 候 《 一  類いな 事 

と 可存候 間、 其の 旨 御 咄被下 度と 被 申 候 故、 得 其 意 申 候、 少も御 心に 懸られ まじく 候、 委細 可 申達と 

申、 後に 御 町奉行 松 前 伊豆守 様、 御 與カ吉 川 藤 次 郞と申 は、 五郎右衛門 殿 伯父の 由に て 藤次郞 宅へ 尋 

參 候て、 具に 物語 致 候へば 悅被申 候、 子息 作十郞 も、 今程 小 瘡出來 候て、 養生 仕 居候 故、 重て 可懸御 

目と 被 申 候、 

作 十 郞は八 町 堀邊御 旗本 衆へ 內緣有 之 候て、 幼少 故奧 方に 居 被 申 候 由、 御 旗本 衆の 名 は 失念 申 候、 

(前に 此事 を有增 註す、 委は大 石 記 等に 見えたり)、 

1 大石瀨 左衞門 殿に は、 同名 無人 父子に 今日の 首尾 御 咄拔下 候へ と 被 申 候 故、 追て 津輕越 中守樣 に、 無 

人鄕 右衛門 三 平 父子 三人 へ 知人に 成り 咄申 候、 具に 前に 記 置 候 故爱に 略す、 (右義 徒の 遣 旨 各灑然 たる 

事、 最左 こそ 有らめ、 中に も 堀 部 彌兵衞 が 一 句の 遣 言、 馬授が 勇 を 欺き、 耄年 Q 鋭氣懷 慨に堪 たり) 

1 右 十七 人 衆 中 坐 配の 如く、 一 番に 內藏助 殿御 出 候へ と、 吉弘嘉 左 衞門八 太 市 太夫 兩人 にて、 段々 に 呼 

立、 切腹 場へ 案內申 候、 右の 通 內藏助 殿と 呼 立 候て 被 is!^ に 候 時、 潮 田 又 之 允 詞を懸 被 申 候、 內藏助 殿 

何も 押 付被參 候へ と 被 申 候 事、 

1 右 Q 通 段々 に 罷出被 申 候、 吉弘 嘉左衞 門、 八 木 iE< 夫兩人 共に、 內藏助 殿 首尾 克御 仕舞 被 成 候、 忠左 

衞門 殿、 首尾 能 御 仕舞 被 成 候と、 段々 呼 被 申 候 故、 兩 人の 衆へ、 拙者 申 候 は、 首尾 能と 不被申 共、 唯 

名 計 御 呼 立 候て 可 然存候 由、 指圖申 候、 介錯 人 何も 次第の 如くに 待 居 申 候、 右の 通 拙者 指 圖申候 事 被 

承 候て、 氏 家 平 吉候申 候、 いか 様 あの 衆の 首尾 好 は、 入らぬ 事と て 笑 ひ 被 申 候、 

1 右の 通に て不殘 切腹 相濟 申院、 場所 は 芝の 御屋敷、 大 書院の 御 舞 臺有之 候 脇に て、 御手 水 石の 向の 方 

の 由、 太守 様に は 御 小 書院より 御 出、 大 書院の 問の 御 唐紙 立 候て、 御 見物 被 成 候 様に 承 申 様、 扨 後に 

切腹 場所 を淨 めさせ 可 申と て、 眞藏院 へ 御 奉行 衆より 內意を 申 遣 候 得 共、 不及其 儀 由に は 不參候 故、 
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いな 事と 存申 候、 然處 右の 様子 達 御 耳、 曾て 夫に 不及 事に 候、 十七 人の 勇士 共 は、 屋敷の 能き 守護と 

の 御意、 何も 承り 扭々 難 有事に 候、 黄泉の 道す がらい か 計り 本懐た る 事と 感淚袖 を濡し 候、 淺り御 三 

人の 方に て は、 切腹の 場所 は 淨め申 候. H 、仙 石 伯 香 守 様の 御座 敷 向な ど は、 御疊替 腰 張 襖 迄、 張 替候様 

に 沙汰 承 及 候、 伯耆守 様に は 大御目 付 被 成 候 故、 定て 格別の 思 召 も 可 有 之 事と 存候、 其 後 御 心 易き 御 

客 様 御 出の 節、 右の 場所 は、 御 庭の 名所に て 御座 候との 御拶 接な ども 有 之 由 承 及 被 申 候、 不淨 を御淸 

め 不被成 候 はいな 事と 眞藏 院存候 故、 此 沙汰 江戸 中に 廣 まり、 聞 者殊外 感じ 眷 たると 町人 共 申 聞 候、 
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一夜に 入、 忠左衞 門 殿、 藤兵衞 殿始、 何も 被 申 候 は、 十七 人 衆の 衣類 等疊紙 人な ども、 何ぞ 書付た る 物 

も 可 有 之 候、 能 吟味 候て、 不審 成 物 者 此方へ 見せ 候へ と 被 申 渡 候、 林 兵 助 は 泉 岳 寺へ 參り、 村 井 源 兵 

衞、 吉弘 嘉左衞 門、 八 木 市 太夫、 拙者な ど、 蠟燭 ともし 吟味 候て、 それぐ に 長 持へ 入、 泉 岳 寺へ 遣 

し 申 候、 拙者 申 候 は、 先づ 心安く 咄し候 衆の 分より 請 取 可 申と て、 內藏助 殿、 十 郞左衞 門 殿、 十內 殿、 

源 左 衞門殿 此分改 候 事、 

1 內藏助 殿 着込 は、 瑶璃 紺の 純 子 小手 も 同じ、 尤 拙者 手 は 入 兼 申 候、 股引 何れもく さり、 

1 片岡源 五右衛門、 機 貝 十 郞左衞 門兩人 共に、 右 同前な り、 

1 十 郞左衞 門 殿 衣類の 内、 探り 見 候へば 布に て 香 包の 如き もの 有 之 候へ 共、 香も不 致、 いな 事と 存じ、 

後に 淸久寺 旦那 坊主に 咄 候へば、 夫 は 血脈に て 可 有 之 候、 十 郞左衞 門 存生の 內、 折々 寺に 被參 候て、 

頓て 遠方へ 參 候へば、 何國 にて 相 梁 候 も 知れぬ ものに て 被 請 取と、 承 之 落淚候 事、 

1 小 野 寺十內 着込 は、 具足の やうに、 くさりに て 布 雨 面に、 濃 鼠色 中形 鍛子總 指け さんの 如く、  くさり 

にて さがり 七ッ、 殊外 重く 御座 候、 中より 上の 人に 見え 候へ 共、 大男と は 不被申 候、 乍然 力強に 有 之 

哉と 存候 事、 

I 何も 不殘白 布 細く くけ、 內に 括り 入た る 手 助に て 衣類 結び 候て、 銘々 の 名札 付 有 之 候 事、 

1 甲 頭 形 火事 頭巾の 如く、 上を黑 革に て 包み、 白 革に てへ り を 取、 しころ 付 居 申 候、 裘に良 雄と 有 之 候、 
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是は ts: 藏 助名乘 にて 候、 忍の 緖紅 のしら べにて 有 之 候、 何も 大形 右の 通に 候 事、 

1 入念 吟味 候樣 にと 被 申 候 得 共、 落淚 候て 中々 委く兑 られ不 申 候、 人に 寄委 見た る も 有 之 候、 疊紙 人へ 

何 か 守りの 如く 書た る もの 有 之 候 故、 忠左衞 門 殿 藤兵衞 殿へ、 見せ 申 候へば、 是は其 儘に て 人 置 候へ 

と 被 申 候 故、 持戾り 本の 如く 入 置 候 を 見 申 候、 四 人 共に、 拙者 吟味 麁 末にて、 右の 衆の 內に不 限、 い 

づれも 3^ 被 申 候、 覺 悟の 衆む ざと したる 物な ど 入 置 可 被申樣 もな く、 拙者 不調法に 成 候 はに、 其 分に 

て 迷惑 仕 候 迄と 存 候と、 內意 明け 見不 申、 包の 儘 大方 打 込々々 入 置 申 被、 俗 衣 十七 有 之 候、 行水の 間 

もな く、 其 儘に て 遣 候 事、 

1 右の 通 相 仕舞 御 夜食 被 下 置 候 得 共、 漸 一 捥給 候き、 殘 は湯漬 など 給 被 申 候、 九ッ 過に 仕舞、 町 宅へ 歸 

候 得 ども、 力 も 落ち 殊外草 臥 候て、 •  終夜 臥り 不申候 事、 

1 二月 六日 御上 屋敷に て、 何も 御 侍 中 不殘被 召 出、 御 直に 仰 渡 候 は、 今度 御 預けに 付 何も 骨折 申 候、 此 

屋敷に 居候 者 も、 番 等も繁 く、 何も 同前に 候、 扨 亦 右 十七 人の 勇士 共、 上に も 色々 と 思 召 候 故、 五十 

日程の 間 も 有 之 事と 被存 候、 筒 様 申 事 何と やらん 上 を 憚 候 何 成 申 何に 候へ 共、 定て權 現 様 已來の 御 仕 

置 を 思 召、 切腹 被 仰 付 候 儀と 思 はれ 候、 尤 他所の 者尋候 節、 不存と 可 申 樣も無 之 候 間、 たと へ 切腹に 

遲速候 有 之 候 共、 何も 揃た る 勇士 共に 候へば、 善惡可 有事 共 思 はれす 候、 能々 丁簡 候て、 物語 等 も 可 

致との 御意 承 候て、 何も 迄 難 有、 尤 勇士 勇士と 三度 迄 御 意 承 候 事、 誠に 十七 人 衆、 土中に て 被 承 之 候 

て も、 撫々 本望と 落淚候 事、 

1 右の 御意 を 承 候ても、 存出候 は、 奥 田、 孫 太夫 殿 は、 五十六に て 切腹の 仕樣 拙者に 習 ひ 被 申 候 得 共 我 

等 六十 九に 成 候ても たる 事 も 無 之、 誠に 四十 六 入の 勇士 達、 上野 介 殿へ 押 込 被 申 候 時 は、 最早 茶た 

る 心に て、 中々 生て 可 歸とは 思 はれざる 事不及 申、 切腹な ど 可 仕と は 可 被 存樣無 之 候、 然者 切腹の 仕様 

存不被 中 事は尤 に； 候、 後代に 及び 諸人 色. <  の 批判 も 可 有 之 候 得 共、 志 一 同に 候へば、 其 外の 小事 は、 


翁 


草 


善悪 ひ 鉢 之 事、 御意の 通に て 候、 富 森 助 右衛門 殿、 吉田忠 左 衞門殿 存生の 內に、 拙者へ 被 申 候 通、 何 

方に て 斬罪に 可 被 仰 候 や、 責て 所がら 成 共と 被存候 .5、 扨々 尤成 事と、 唯今 存當り 候 事、 

1 二月 九日 同 苗是安 忌日に て、 位牌 を 可 遣拜し 居候 處、 江村 節 齋被參 候て、 是 安と は 昔 心 易 語 申 候 故 能 

存候、 今日は 誠に 昔 を存出 候、 扨 亦 今朝 罷 出御 相伴いた し 候 節、 御意に は 三人の 老人 共、 定て此 間の 

咄 のみに て淺 念が り 可 申 候、 いか と 御意に 付、 晝夜寄 候て、 右の 咄 より 外 は 無 御座 候と 申 t 候へば、 

傳 右衛門 は 就中 別て 心 易 致 候 者 多く 候 由 故、 嘸寺參 など も、 可 致と 存居可 申 候、 唯今の 內傳 右衛門 參 

詣候は t.、 泉 岳 寺 坊主 共、 御名 代な ど、 可 存も不 相 知 候 、左様の 沙汰 有 之 候て は、 對 公儀 不可 然候 問、 

差 控候樣 にとの 御意 を 可 申 聞と 參られ 被 申 候、 扨 は 左 樣に被 爲思召 候 や、 何分 奉畏 候、 御存の 如く 此 

間 は 力 もぬけ 中々 草 臥 候て、 寺 參可仕 氣カも 無 之 候へ 共、 明 十日 は 初七日に も 當り候 間、 何と ぞ 駕籠 

にて 成 共可參 哉と 存候 處、 右の 御意の 趣 故、 指 控可申 候、 又 節 齋被申 候 は、 右の 御意 は、 兵 助 源兵衞 

にも、 申 聞 まじく、 傳 右衛門へ 計の 御意に 候 ii、 其 心得 候へ と 被 申 候、 

右の 趣 は 思 ひ 出し，/ \ 調 候 故、 前後 は 可 有 之 候 得 共、 事 は 替り不 申 候、 尤御預 の 衆 中、 存生の 內 他所 

屋敷 は 勿論、 寺 町家 共に 賴に仍 は 通し 申 事 多 候へば、 兼て 此義 は覺 悟いた し、 殊に 公儀より 御 預被成 候 

衆 中の 事故、 右の 趣 後日 御 吟味に 逢 申 候 事 も 可 有 之 哉と 存 候へば、 其 節 太守 樣の御 越度 無 之 様に と存 

じ、 第 一 に 心 を 付て、 萬 一 の 儀 も 候 は i.- 、口上書 を 可 差 出と、 兼て 左の 趣 相 調、 懷中 致し 居候、 其 書. 面、 

越 中 守 儀 兼て 奉 重 公儀、 毎度 參勤 交替の 節 は、 國元 又は 當地於 屋敷、 家来 共 上下 共 不殘呼 出、 直に 

申 聞 候 は、 公 龍 御代々 御 重恩の 某が 家筋、 就中 越 中 守 儀、 幼少より 大國 を被預 置、 家中の 者、 上 

下に 不限 妻子 迄 も はごくみ 申 儀、 全く 越 中 守が 恩と 針 不可 存候、 公儀の 御 厚恩と 奉存 道中 船中 幷在 

江戶 共に、 御法度の 趣、 堅く 相 守 可 申 旨、 常々 申 付 置 候 間、 此度御 預の義 は、 別て 入念 候 様に、 家 

老共 度. < 申 渡 候、 然る 處私 心底に は 忠臣 無双の 衆 中と 存 候へば、 存生の 內、 母子 兄弟の 息災なる 義 
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を 知せ 申 度、 在所 相尋 候へ 共、 中々 不被申 聞 候 故、 再 應申候 は、 越 甲 守 爲に惡 敷 俵 は 被 申 聞 間 敷 候 

へ 共、 私の 爲に 如何と 被 存候儀 は、 毛頭 遠慮 被 致 間 敷 候、 日本 大小の 祌を 懸け 身命 を 惜み不 中 候、 

承 度と 節々 申 候 故、 何れも 悅被巾 候、 夫より 委細に 被 申 聞 候て、 如何にも 通し 申 候、 御 吟味に て罷 

出 候 共、 兼て 越 中 守 人 念 申 付 候 儀 を 相 背きた ると 申 儀に 候へば、 私義は 不忠に 相 成 候、 此段 不及是 

非 奉^ 候、 此外 別に 申 上 候 儀、 少も無 御 虔 候 以上、  • 

1 右の 通 一通 差 出 相 果中覺 悟に て 候、 此度同 苗 喜 左 衞門御 使者に 參 逗留いた し 候 得 共役 柄の 事故、 右の 

趣 具に 咄不申 候、 荒 增の儀 は、 二十 一 日出 立の 砌、 初て 物語 候 2i、 下着の 刻 咄し被 申 候、 惡 筆故譯 見 

え 申 間 敷 候、 當年 七月 二十日 亡父 三 盛 三十 三年 忌に て 候、 總 體實義 成人に て、 拙者 歩の 御 使 1^ に 望 被 

召 出 候 翌朝、 妙 解 寺へ 御禮に 同名 喜 左衞門 同道 參詣 いたし 候へ と 被 申 候 故、 喜 左 衞門申 候 は、 御寺へ 

は 御中 小姓より 上の 者は參 候へ ども、 歩の 御 使-お S ならば 參不申 害と 申 候へば、 亡父 以外 腹 立 候て、 御 

代 々 御 恩 重く 妙 解 院樣も 召 出、 三齋樣 へ も 御 目 惡敷被 遣 候 刻 も、 段々 御 懇意 に て、 眞源 院様當 御代 迄、 

御 匹 代 御 懇意に 被 召 仕、 殊に I 類 共 迄 被 召 出、 段 々御 恩 重き 事、 誰 申 共搆不 申、 參詣致 候 得と 被 申 候 

へ 共、 共 頃 は 拙者 二十 二 歳に て、 世上の人見候ても、ぃか^-と喜左衞門と申合候て、夜の明ざる內に、 

御寺 御門 も 立て 有 之 時雨 人 參詣仕 候 事、 少も 失念 不申 候、 亡父 は 右の 志に て 候 故、 浪人な ど は、 別て 肝 

煎 人の 爲には 身命 惜み不 申 生 付、 其 時分の 御 侍 中、 大形 被果 候へ 共、 子供の 內覺被 申 候 衆 も 可 有 之 候 

右の 通の 人に て 御座 候へば、 今度 我等 身命 を 捨て i、 存生の 內 母子 兄弟 衆へ 通じ 候て、 何も 悅被申 候 

事 は、 亡父 草葉の 陰 にても 心に 叶 可 申と、 色々 の 事共 思 ひ 出し、 よき 追善と 存候無 恙被下 候 は. -、 委 

紬を咄 聞せ 可 申 事、 

日の 本の名 まて あけぬ る 武士の 親と やい はん 四 十六 人 (おかしく 候) 

未 二月 二十 九日  堀內傳 右衛門 判 
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堀 內儀助 殴 

一林 兵 助、 村 井 源 兵衞、 拙者 三人 今度 被 仰 付 置 候 御 役 故銘々 不 申合存 寄の 通 書付に て"： S 出し. 樣 にと、 

藤 兵 衞殿被 申 候 故、 誰に 談合 可 致 様 もな く、 終に 加 様 Q 儀 調 候 覺も無 之 候へ 共 如 

舊冬御 預の者 共 御請 取に 被 差遣 候 者 共、 幷 番人 上下 諸人 隨分 精を屮  1、 無 惰怠相 勤 申 候 段々 被 仰 出 

候 趣、 隨分 何も 心の 及 程 念 を 入相 勤 申 候 様に、 及 見 申 候 以上 

如 此相調 差 ヒ候事 

1 同 未 三月 十二 日、 久志本 左 京 殿、 ト； 屋敷 御請 取 人の 內に被 仰 付罷越 御請 取 候ても、 御 預の俵 故、 林 兵 

助 村 井 源 兵衞、 我等 代る- \ 御 上屋敷より 相 詰、 物 頭 衆と 同前に、 九月 中句 迄 御 乎 付 相 勤 申 候、 逗留の 

內津輕 越 中守樣 御內、 大石 無人、 本 多 中 務大輔 様 御內、 ^脇 十郞 太夫、 松平與 右衛門 様 御. 2:、 內藤萬 

右衛門、 礎 貝 十 郞左衞 門 母義、 貞柳 一 所に 居 被 €. 候、. 柳 は病氣 にて、 未 五月 一 一 十六 日 に 相 果被申 候、 

十 郞左衞 門 死後 彌病氣 .：.；：.：」m: り 菜 被 中 儀、 痛敷存 候、 病中 も兒廻 申 候、 富 森 助 右衛門 母義 も、 助 右衛門 

弟 富 森 半左衞 門と 初は粮 町に 居 被 中 * 後に 增上 寺裘 門の 方、 ちり やしきと 申 候處に 被^、 助 右衛門 寺淺 

草長延 寺、 十 郞左衞 門 寺、 芝 寺 町 魚藍觀 音の 裏、 淸久 寺、 谷 中 眞言 宗長福 寺に、 近 松 勘 六 甥 坊主 文 良、 

八丁 堀 松 平 伊豆守 様 御 組寶生 太夫、 近所 與カ 町に、 吉川ー i 次郎、 同 新兵 衞、 矢 h: 五郎右衛門 伯父に て 

作 十郞、 小 瘡煩ひ 逢不申 候、 隙の 刻 は、 折々 尋申 候、 尤 拙者 町 宅へ も 禮に被 參御衆 も 有 之 候 事、 

1 八丁 堀 御屋敷に、 松 村 傳左衞 門 詰 居 被 申、 以ての外 熱病 相 煩 被 申、 あれ 是れ斷 申 様子に て、 兼て 承 及 

候 本道 千 田 玄智と 申， 八丁 堀に 居 被 申候參 候て 、額 可 申と 參 候へば 留 主にて 弟子 共に 具に 申 置 候へば、 

見舞 被 申 候、 磯貝 十 郞左衞 門、 去 夏 以ての外 熱病 相 烦被申 候に、 玄智藥 にて 被 得快氣 候咄、 磯貝 母義 

被 申 候を存 出し、 玄智 所へ 參 候て、 私の がれざる 者 以ての外 相 煩 申 候、 未 得 御意 候へ 共、 內々 機 貝 十 

郞左衞 門 母子の 咄承及 候 故、 御禮申 候と 申 候へば、 安 御用と 早速 被 參.， 藥用被 申、 無 程 快氣致 候、 折 
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節 金津叉 十郞、 御留主 詰に 參居申 看病 被 致 候、 其 後 御 小姓 頭 衆に も、 知人に 成 被 申 候て、 御 侍 中 病人 

頼 被 申 候 得ば 拙者 は 無 餘義頼 被 申 候 故、 療治いた し 候、 外の 御 衆の 療治 は 御免被 候 得と、 斷被申 候、 

公儀へ 望 有 之 仁と 承 候、 其 後 公儀へ 被 召 出 候 山、 以後 承 候 事、 

1 同 九月 二十 五日、 御先へ 出立 候 故、 泉 岳 寺へ 致參詣 候、 香奠 銀 子 持參住 寺へ 申入 候、 細 川 越 屮守內 堀 

內傳 右衛門と 申 者に て、 淺野内 匠 頭 様 御家來 十七 人 御 預の刻 付 置 候て 何も 心安 存生の 內語申 候、 唯今 

御 當地致 出立 候 老人の 義に 候へば、 靈て 江戸へ 罷越候 も 不定に 存候、 暇 乞に 致參詣 候、 墓所へ 御案內 

被 下 候 様に と顿 候へば、 使 僧 を 以て 申出 候、 御 奇特 千萬存 候、 卽刻罷 出 可 懸御目 候へ 共、 此中 相煩罷 

在 候、 則 墓所へ 案內可 致と て、 出家 三人 出 申 候、 墓所 は 本堂の 前より、 左へ 入 高き 所に、 內匠 頭長矩 

公の 御 墓、 夫より 少 下に 四十 六 人の 墓 一 所に 有 之、 四方に 垣 結び、 口に 錠 をお ろし 有 之、 不 iH< 勢の 

男女 見物人 も 有 之 故と 存候、 夫 故 一人 は を 持ち 水 桶 香 爐持參 にて 拜し 罷歸候 節、 上下 着用せ し 侍 一 

人 被參、 我等へ 被 申 候 は、 不苦思 召 候 は 私も參 候て 拜し申 度 由 被 申 候 故、 三人の 出家 衆へ 向 ひ、 幸 

の 時分に 御墜候 間、 拜み被 成 候へ と、 挨拶 申 通し 候 事、 

1 右の 通 道中 荒 井 渡 奉行 相 勤 申 候て、 同 十月 十日 頃、 京都へ 致 着 候、 拙者 方よりも 尋 申度存 候處、 翌日 

寺 井玄溪 白砂糖の 曲 物 持參被 致、 卽刻逢 申、 未 得 御意 候、 拙者 着の 俵、 何として 御存 にて 御 尋被下 候 

やと 申 候へば、 御 常 地の 御用 承 候、 井筒屋 長左衞 門に 尋 候へば、 御上 京の 由 しらせ 候に 付、 參候旨 被 

申 候 其 後 我等 も爲 返禮、 玄溪 方へ 參り玄 達 父子 共 在 宿 故 逢 候き、 土產 の心當 もな く、 小刀な ど 持參ぃ 

たし 緩々 咄巾 候、 

玄溪宅 は、 京都 柳 馬場 押 小路 上る 西側 內匠頭 様に 相 勤 被 申 候 由、 京都に 注 居 申 候、 江戶 諸方 通し 被 

，候と 承 候、 江戶 住居に て 居 被 申 候、 內 海道 億 も、 內 K 頭 樣に勤 居 被 申 候、 是 は江戶 より 方々 通 被 

申 候 節、 右兩 人に て 何も 同志 S 衆、 宿々 互に 通し 合 被 申 候 由、 兩 人の 咄 にて 候、 尤兩人 共に 志 有 之 
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仁と、 何も 存生の 內咄被 申 候 事、 

一 玄溪被 申 候 は、 於 江戶內 海道 億 宅へ、 何も 存生の 內に、 咄者參 候て 知人に 成 候 由、 卽刻道 億 方より 申 

來承 候、 扱々 御 深 志成義 共、 於 私 別て 恭存 候、 天に 付て 內藏 介な ど 存生の 內に、 極月 十八 日 同 二十 四 

日當 二月 三日 三 通 委細に 相認、 內藏助 總右衞 鬥十內 三人より、 二月 三日 迄の 儀 は， 委細 申 越 候、 死後の 

事は傳 右衛門 殿、 御 立 寄の 節、 承 候 様に、 くれ，^ 申 越 候、 越 中 守 様 御 結構 生涯の 覺無之 候、 他に も不 

承 及、 御馳走 共 、塞に 以て 冥加 至極 難 有 儀、 筆紙に 難述、 武運に 叶 候義、 本望 此上 不可 有 候と 申 越 候、 

. 鬼 々難 有 仕 合、 乍 惲私式 迄 如 此奉存 候へば. 何も 草の 陰に て撫々 難 有 可 存と被 申 候、 右の 狀共 見せ 被 

申 候、 拙者 申 候 は、 不苦候 は！. 此の 狀共御 寫被下 候へ と 相 賴候處 、子息 高 達へ 被 申 付寫給 候、 其 紙面、 

一筆 令 啓 達 候、 兼て 我々 存立 候 通り、 今月 十四日の 夜、 同志 相 催吉良 上野 介 殿 尾 敷へ 推 人 候、 屋敷 

に 居 合 候 家来 中 出合の 者、 雞 切に 討捨、 如 本意、 上野 介 殿 討 取、 印、 泉 岳 寺へ、 持參、 備 亡君 之 御 

影 前に も、 去 春 以来の 散 憤 候義、 大慶 御 察 可 被 下 候、 貴 丈に も御滿 足と 存候、 定て 先達の 說は略 

御 聞 及と 令 推察 候、 御 同名 玄達老 御 登 可 被 相 達 候 得 共、 討 入 候 次^ 引取 候 様子 は、 玄達老 も 委細 御 

聞 屆有之 間 敷に 付、 荒 增の義 共、 書付 進 候、 皆 共 御 預に罷 成 成 候、 爱 暫の餘 命と 存候 內、 生涯 覺無 

之 他に も 不承 及 御馳走 共、 誠に 以て 冥加 至極 難 筆紙 盡仕 合に 御座 候、 追 付 罪 品 可 仰 付 候と 相 待罷在 

候、 段. <  之 次第 武運に 叶 候 儀、 本望 此上 不可 有 之、 右 爲可得 御意、 餘 命の 內 如新認 置 候恐惶 謹言、 

十 1 1 月 1 1 十四日 

小 野 寺十內 判 

原 總 右衛門 判 

大石 內藏助 判 

寺 井 玄溪樣 人. <  御中 

  六 九 一 


草  翁 


追啓此 書付の 次第、 同志 共の 眷屬 の內、 若 御 仕置に 成、 殘者 御座 候 はぐ、 連々 被 仰 聞 可 被 下 候 播州 

龜山赤 穂に 有 之 者 は、 和 田 喜 六方より 相 達 候 様 被 仰 通 可 被 下 候、 將亦寺 坂 吉右衞 鬥義、 十四日の 晚 

迄 有 之 候處、 彼 屋敷へ は不來 候義、 輕 きもの-^ 儀不及 是非 候 以上、 追而 一札の 事、 無 相違 以 時節、 

御 安と 立 取 廣布無 他の 爲此 書付 達 候 以上、 

又 申 候、 此狀共 夫々 に 御屆候 はぐ、 此 筋より 便宜 有 之との 儀、 面々 沙汰 不 仕様、 可 被 仰 聞 候 以上、 

此文 言の 所 拙者より 屆候事 沙汰 不 仕樣に と 調 被 申 事、 誠以取 込の 內 拙者 爲と被 存候事 誠に 以て 

淚 ながら 申 候 能々 了簡 可 被 仕 候 爲其書 加 置 候 事、 

1 右の 通に て 一通 寫被吳 候、 其 外の 書付 共 は、 其 夜の 次第 夫々 に 御 預被成 候 衆 中の 書付な どに て、 拙者 

方に 有 之 候 故 寫不中 候、 外に 內藏 助より 玄溪 方へ、 京都 罷立被 申 候 前、 八月 六日の 日付 狀 一 通 見せ 被 

申 候 故、 扭. ^是 に御感 狀と存 候、 拜見仕 乍 慮外 拙者 迄 感入申 候、 御 寫被下 候へ と 申 候へば、 御 心 易き 

事、 寫進候 得と 玄 達に 被 申 候、 寫候 紙面、 

1 筆致 啓上 候、 蒙て 度々 仰 聞 候 御 內存の 趣 承屆候 御尤の 至、 別て 致 感心 候、 今 共 今度 一 同の 御 下の 

儀 は、 拙者 初 同志の 頭 立 候 者銘々 にも 申談候 通、 御 下に は不及 義と存 候、 御 志 を 破 候 段、 無 本意 

可 被 思 召 候 得 共、 元来 御 勤 方 違 候、 貴 樣義に 候處、 御 同道 仕 候て は、 此方より 駔 催候歟 と、 萬 一 人 

口に、 可懸候 段、 互の 本意 無き 義に 候、 勿論 戰 場へ 醫役 にて 供奉の 箸の 儀に 候、 是 はさす がに 戰場 

にて は 無 之 候、 然れば 御留り 候義、 却て 道理 當 然と 存候、 御身 命 をい とひ 候て、 如此申 候に て は、 

神 以無之 候、 皆 共 如何様に も 罷成候 跡に て は、 定て 世間 取々 の 毀 譽可有 之 候、 年月の 寸志 を 能御存 

知の 貴様に て 候 間、 其 時相 應の嗜 被 成 被 下 候 俵 第一 の 御 芳志と 賴置 候此段 御聞屆 是非共 御 留り可 被 

成 候、 輿 野 將監も 此頃被 登、 貴様の 噂 被 申 候、 右 同然に 宜相 心得、 拙者より 可 申達と、 日. <  に 被 申 

置 候、 猶總 右衛門 傅 兵 衞源左 衞門源 g; 郞十內 等 面談に、 右の 通 加申述 候、 恐惶 謹言、 


■i 


翁 一 


草 


八月^ 日  大石 內藏助 判 

寺井玄 溪樣參 

義臣 傳は 編者 深淵 子 寺 井玄溪 が密旨 を傳 へて 書る 故、 說々 皆實 記な りと 云り、 尤 時勢 を 憚り、 或 

は 其 徒の こと を 文 華 を 副て 言 巧に 書る は、 記 錄の習 なれば 許すべし、 大 旨に 於て は 虚誕 無と 知べ 

し、 則 其の 由 を 吾 義士 篇 にも 評し 置り、 今此良 雄が 寺 井へ 贈 Q 書面 を閱 に、 寺 井が 編者に 托して、 

寳 記せる と 云 ふ、 キ； 意 符合せ り、 但此 書面に 奧野將 監河村 傳兵衞 小山 源 五右衛門 進 藤 源 四 部な ど 

同志の 中に も 宗徒の 者と 見えたり、 然ば 東武勃 行の 頃 迄、 專ら 義を寶 しと 見 ゆ、 右の 內に進 藤 小 

山の 事 は 東行の 期に 臨て、 義氣 蕩けた る こと 義臣 傳に 見たり、 奧野河 村が 遠盟 Q こと は、 義臣 傳 

に詳 ならす 

一玄 溪 父子 拙者 卷 物見 被 申 候て、 寫 度と 望 被 申 候 故、 掛御目 候義に 候へ 者、 御 心安 存 候ての 事に 候、 御 

寫し 候へ と 差 出、 則 玄達寫 置 被 申 候、 段々 爲見被 申 候 紙面の 內に、 內々 の 一 冊以 時節 賴 申と 有 之 候、 

定て以 時節 初 中 後の 志顯れ 申、 一札 玄溪 父子に 賴置被 申 哉と 存候、 後に は 知れ 可 申 事、 

1 玄溪 父子に 暇 乞 罷立候 刻、 伏 見 八 播大阪 にても、 夫々 に 可尋申 候と、 所柄 借 宅な ど，. 書付 給 候、 夫々 

に尋 候て 參候 事、 

1 伏 見兩替 町筋 銀座 二 丁目に、 片岡源 五右衛門 妻子 借 宅 被 居候 由に て、 尋參候 折 柄、 妻の 弟の 様に 相 見 

申 候、 のがれざる 者と 被 申 候、 口上 を 出 被 申 候 後 窒被申 候 は、 拉々 御尋 置恭存 候、 Is^ て 承 及 申 候、 源 

五右衛門と 御 心 御 語 被 下 候 由、 此中 以ての外 相 煩 罷在候 故、 罷出不 懸御目 候、 新六義 遠方へ 手 習に 

參申 候、 暫御待 被 成 候 は.^ 呼に も 遣 度 存候得 共、 御 通懸の 旨、 淺念奉 存候由 被 申 候 由、 相應に 返事 致 

罷立申 候、 右の 仁 名 折節 失念 書付 不申 事、 

MMIMI  ^  I  —  ，  ：  .  ；.  ：   JKllL.f …ケ， ！ is! 
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1 淀川 船 t り 上り、 八幡 大西坊 へ尋參 候、 本社の 後に 當可申 結構 成 座敷、 ちゃう だい 構の 間 も 有 之 候、 

折節 晝過 時分に て 咄申內 に、 夕釵 出で 色々 馳走に て 御座 候、 大西坊 は 二十 餘歲と 見え 申 候、 瓮々 內藏 

助 咄被申 候 は、 大西坊 は 內藏助 家筋より 繼申譯 御座 候、 夫に 付 唯今の 大西坊 は、 實に從 ^にて 御座 候 得 

共 甥と 申傣 公儀へ も 書 上 候 由、 存生の 內咄被 申 候、 何卒 子細 可 有 之、 重て 以 時節 御 尋可申 事、 

一大 ぼ 天滿九 丁目、 御前 通 鳥居の 內、 茜屋次 郞兵衞 借家、 極 口 杏 庵と 尋可申 由、 和 田 喜 六 事と 被 中 候 故 

尋參 候、 尤 我等 大阪 宿へ も 被參、 寬々 咄被 申、 浪人に て、 總 右衛門 娘 四 人 預置候 段々 の 口上書 を持參 

致さる、 然共 明朝 は 越 中 守 發足被 致 候、 今夜に 成 候て は、 何と 可 仕樣 も 無 之 候、 國 冗へ 致 下着 候ても、 

久々 の留 主の 用事 共 多く、 S 人 共に 卽刻申 聞 候 事 延引 可 仕と， 色々 挨拶 仕 候 得 共、 無餘義 被申尤 にも、 

存、 拙者 も 暇 乞 旁、 手紙 遣し、 金子 五 粒 寸志に て 候、 今少し 逗留 仕 得意 度 存候得 共、 如御存 明朝 罷立 

候 故、 取込殘念至極に^1^候と申遣候後は段々忝御志の金子にて御座候へば、 先 預り置 申 候て、 禮を被 

申 越 候、 加 様の 時分 別て 小身 者存 様に 無 之 ロ惜存 候、 右の 趣に て 京都 伏 見 八幡 大阪、 段々 何も 加 約束 

參 候へ 共- 早 水 藤 右衛門 被賴 候、 大阪町 與カ大 森 次 郞兵衞 と 申 仁 夭 滿の 町與カ 屋敷に 居 被 申 候に 通じ 

候 得ば、 實父其 外に も 通 候と 被 申 候 得 共、 大阪 逗留 中日 數無 之、 右 和 田 喜 六に 賴 候へば、 私 方より 卽 

刻 通じ 可 申と、 請 合 申 候 故賴申 候、 其 外 は不殘 在江戶 中、 段々 道中 京都 伏 見 八幡 大阪 所々 に 居 被 申 候 

故、 尋參る 事不成 所へ は、 夫々 傳手を 以て 達 候 事、 

1 潮 田 又 之 允 最期に 如 此書狀 一 通被賴 候、 

在所 は 

播州 加 西 郡北條 村に て、 渡 邊與左 衞？： と 申 者に て御麼 候、 同國加 古川 本陣 中屋 與左衞 門に 被 ©^.^ 

候 へ ば. 右 北條村 へ 早速 相 達 中 候 右 北 條村は 加 古川より 道程 五 里 御座 候、 
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I 右の 狀幷和 田 喜 六 三 橋定八 三人の 狀は、 於 江戸 本 多中務 樣御內 伊藤 十郞 太夫 を賴申 候て 相屆申 候、 七 

月 三日に 相屆、 段々 禮を 申、 渡邊 與左衝 門より、 七月 二十 五日の 狀參候 事、 

1 大阪 より 三月 九日 付に て、 和 田 喜 六方より、 書狀於 江戶相 達、 您 右衛門 方よりの 狀不存 寄 落手 仕 候て、 

越 中 守 様 段 々結構 成 被 仰 付 共、 御 懇情の 義 とも 委細 申 越 冥加 至極 難 有 次第、 武運に 相 叶候義 共、 且亦 

我等 深切に 申た る 事共 承知 仕、 不淺 忝と て、 委細の 禮狀給 候 事、 

I 同年 十月 十五 日、 大阪へ 着いた し、 翌十 六日 乘船鶴 崎に、 同月 二十 一 日 着、 同 二十四日 熊 本へ 着 候 事， 

右の 通に て 無 恙罷下 候、 此後 貴殿 御 奉公 被 相 勤、 上下 被 仕 候 節、 定て 右の 一 類 中な ど 承及尋 被 申 候 事 

可 有 之 候、 尤 無音 被 仕 間 敷 候、 相應の 用事 承 可 申 候、 此紙 1- の 通 節々 見 被 申、 拙せ^：心底察被申、 子々 

孫々 迄 も申傳 之、 互に 遠 國に居 申 共、 拙者 志 を 忘 申 問 敷 候と、 何れもよりの 書 通 も 有 之 候、 直に も 誓 

言に て 被 申 候 衆多く 有 之 候、 其 心得に て 被 相 勤 候 事、 可爲 本望 候 以上、 

元祿 十六 年 未 十二月 二十 九日  堀內傳 右衛門 重 勝 判 

堀內 勝助駿 

1 寳永六 年 丑 七月 十六 日、 於江戶 先年 淺野內 匠 頭樣斜 家来 四十 六 人 衆の 子 共、 遠島 被 仰 付 候 衆 御 赦免 被 

仰 出御 座 候 由に て、 富 森 助 右衛門 子息 同 長太郞 江戶 御屋敷へ 被參 候て、 氏 家 平九郞 小屋へ 禮に 被參候 

刻、 口上書 持 參被致 候 由に て 則 平九郞 よりも 差 越 申 候寫、 

御手 前 樣御事 父 助 右衛門 &パ睃 被 仰 付 候 節 御 介錯 被 蒙 仰 恭奉存 候、 且又 御 傍輩 堀內傳 右衛門 殿、 助右衞 

鬥御預 中、 様々 御 懇切 被 成 下、 其 上 拙者 幷 足弱 共、 町 宅より 引取、 菅沼 右衛門 方に 罷在 候內、 彼 宅 

迄 も 御見舞 被 下、 御 心 入の 段 忝 次第 難 申 盡奉存 候、 此 節御國 元に 御^ 候. S 承 之、 以書狀 可 申 謝 候へ 

共、 幼少の 義故、 無其傣 候、 乍 慮外 此旨傳 右衛門 殿へ 被 仰 遣 可 被 下 候、 遂 成長 候 は J -、 尙又 連々 御 
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禮可申 通 候 此段直 奉賴候 以上、 

七月 I 一十 四 曰  富 森 長太郞 

氏 家 平 九郞様 

一 右の 様子 故、 此方よりも 同 九月 十六 日 幸便に 付、 富 森 長 太 郞同半 左衞門 方に 助 右衛門 御母義 も 一 所に 

居 被 中 候 故、 金 百 疋書狀 榑 代に 遣 候處， 同 十二月 六日 付に て 返事 有 之、 其 紙. 面に 加 藤 越 中 守 様より、 

十 人 扶持 長 太 郞へ被 下 忝 候と 申來 候、 未 幼稚の 長太郞 殿、 右の 通 被 致 成人 候 は i -、 段々 御 取 立 可 被 成 

候、 右 越 中 守 様 は、 加 藤 左 馬 助嘉明 公の 御子 孫に て 若 御 老中て に 御座 候 事、 

i 京都 寺 井玄溪 より、 a 八月 二十四日 日付の 狀、 同 十 一 月 二十 三日 相屆申 候、 同 二十四日 返書 調、 横 S 

善 太夫 方 迄 遣し 申 候、 玄溪 よりの 紙面の 寫、 

一筆 啓上 仕 候、 其 以來以 書中 不巾 上、 御 無音 心外の 仕 合 御免 可 被 下 候、 御 堅 勝 御 入 被 成 候 由、 度々 御 

噂 承 申 候、 拙者 義相替 事 無 御座 候、 去年 類 燒已來 は、 知恩院 町に 引 込 罷在候 § ^横 S 善 太夫 殿 向に 罷 

在 候 故、 日々 善 太夫 殿御 出會 申、 御啤 共. E. 御 事 御座 候、 先年 御 尋被下 候 御 厚志の 段々， 今 忘 不申存 

出 居 申 候 得 共、 察が ましく 以書狀 申 上 候 事 も 如何、 遠慮に も存候 故、 御 無音に 打 過 中 候、 然ば存 の 

大石 內藏助 次男 三男、 但馬豐 岡 京 極 甲斐 守 様 御 家老、 石 束 源 五兵衛と 申 は、 內藏助 妻の 親父に て、. 

則 內藏助 妻 共に、 .ii 五兵衛 方に 居 申 候處、 次男 吉 千代と 申 は、 當 三月 上句 相果申 候、 三 Bf^ 大三郞 と 

申 當歲八 才に相 成 候、 然處當 七月 十六 日、 於江戶 遠島の 者、 御免被 仰 付 候て、 右大 三郞義 出家 不仕 

候ても 不苦、 世間 廣罷成 申 候、 祖父 願に て鎗 I 本 も 爲持申 様に 仕度との 事、 念願 相 調、 大慶 被 致 候、 

則 石 束 源 五兵衛 は、 當地 御， 一せ 請 御手 傅の^ 奉行に て、 去 夏より 在京 被 致に、 八 「在京に て 御座 候、 拙 

者 も 毎度 出會申 候、 甲斐 守 様に も 右 大三郞 外へ 御 出し 被 成 敷 様子に 御座 候 得 共、 御 小^の 家の 事 

故、 不 仕. d  口と 存奉 候、 拙者 共 願 は 其 許 太守 様へ も 被 召 出 候 様に 仕度 奉存 候、 先ケ ゃ內藏 助へ、 御 惑の 
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御意 共 承知 仕 候 故、 其元樣 など、 此段御 心 懸被成 下 成長 も 仕 候て、 太守 様に 御 もら ひ 被 遊 候 樣奉願 

候、 M とぞ 左様に は 難 御 事に て 可 有 御座 候 哉、 いかにしても 甲斐 守 様に 差 _ 希 一 候 事、 心外に 奉存 候、 

內藏肋 末 §- 迄 御 厚恩 を 請 申 事に 御座 候へば、 此者御 奉公に も 出し 申 度 念願に 御^ 候、 太守 樣御 耳に 

も 人 申 度 奉存候 故、 先々 內證 存念、 其 元 様へ 得 御意 候、 思 召 入 も 御 11 候 は i -、 御 報 可 被 仰 下 候ば、 

何分に も 才覺も 可 仕 候、 御 懇意 劑志 厚く、 其 元樣御 事故、 爲御知 旁 如 斯御虔 候、 若 御 報 被 下 候 は rK4 

候、 猶 重て 可 申 上 候、 恐惶頓 首、 

八月 二十四日  寺 井 玄溪判 

堀 內傳右 衢門樣 

1 右の 書狀 同年 十月 二十 三日 在宅へ 相 達、 同 二十四日 返書 相 調、 橫田善 太夫 方迄賴 遣し 候、 其 文 言、 

八月 二十 四 日の 御. i 書 十月 二十 三日 相 達、 忝 致拜見 候、 彌御 一家 御 無事に 御座 候 由、 目出度 存候、 

如 仰 先年 於 其 地 得 御意 候 後 は 互に 御 疎遠 打 過 申 候、 貴様 も 去年 其 御 地 大火の 砌、 御 類 燒に御 逢 被 成 

候て、 今般 知恩院 町へ 御 引越 被 成 候 問、 横 田 善 太夫 向に 御座 候 故、 善 太夫と は 日々 私 Q 噂 被 成 被 下 

候 由忝存 候、 然ば大 石 內藏助 殴 御 一 一男 吉 千代 殿 は、 當 三月 上旬 御 死去 被 成 候 由、 扭々 御 痛 敷殘念 至極 

御 同意 奉存 候、 御 三男 大三郞 殿御 事、 當年八 歳に 被 成 候. 5、 當 七月， I '六日 於 江戶、 先年 遠島 被 仰 付 

候 御 衆不！ ^御 赦免 被 仰 付、 大三郞 殿 も 御 同前 被 仰 付、 御 出家 も 不被成 候 様に、 世間 廣く罷 成 候 由、 

扠も f 、互に 目出度 奉存 候、 私事 遠 國に罷 在 候へば、 右の 御 噂 承 候 様に も 有 之 候へ 共、 健に 不承 候 

處 今度 委細 被 仰 下 御 紙面に て 承知 仕、 ^て 珍重 奉存 候、 大三郞 殿御 母 儀 方の 御 祖父、 石 束 源 五兵衛 

殿御 事、 京 極 s! 斐 守樣、 京都 御 i^A? の 御手 傳被仰 付 候 故、 源 五兵衛 殿御 事 御 普請 總 奉行に て、 去 夏 

より 御上 京に て、 貴様 も 毎度 御 出 會被成 候 由、 御尤 に奉存 候、 甲斐 守 様より、 大三郞 殿御 事 外へ は 

御 出し 被 成 間 敷候樣 子に 御座 候 得 共、 御 小 家の 義に 御座 候へば 御氣 毒に 思 召 候 由、 御尤 に奉存 候、 
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如 仰 越 中 守 耳に 達 候 はに、 大三郞 殿御 事に 御座 候へば、 如何様に も 卽刻可 被 申 付 候 得 共、 定て御 聞 

及 も 可 被 成 候、 於江戶 卜： 野御佛 殿御 手 傳被仰 付 候 故、 當地 にても m 人 共 差 當る審 のみ 多く、 中々 唯 

今 用人 共に 相談 仕、 越 中 守に. S. 聞 候 事 は 難 成 様子に 御虛 候、 如 仰 私 義內藏 助 殿御 存生の 內、 別て 御 

心安 被 仰 聞候義 故、 日本 大小 尊 神 を 奉懸、 心底に は 少しも 御 疎遠 不奉存 候、 大三郞 殿御 事 未 御 幼少 

にも 有 之 候 不及巾 候、 御 心 を 被 付 御 息災に 御成 長 被 成 候 様に 仕度 奉存 候、 此段不 及 申 候 得 共、 乍 慮 

外 御 心安 被 仰 下、 私義故 心底 を 不殘. S. 上 候、 私義も 最早 七十 五に 罷成 候へば、 悴同 名勝 助へ 段々 巾 

聞 置 候、 其 外 同名の 者 共， 他人 にても 心安 中談 候, 4 共に、 委細 申 聞 置 候 間、 以 時節 越屮守 方へ 御 越 

被 成 候 様に、 成 行 可 申 候、 善 太夫と は 前々 より 心お 語 中 候 IT 右の 趣 を も 御 曝 被 成 可 被 下 候- 私儀 

遠 國に罷 在 候處、 御 心安 思 召 委細 被 仰 下、 御 紙面の 趣祌以 別て 忝奉存 候、 年罷寄 候て、 ，y 戶供を も 

斷巾、 今程 は 城下より 七里餘 御座 候 知行 所へ、 妻子 共に 在宅 仕 居 申 候 故、 就中 便宜 も不存 候て 打 過 

中 候、 御 同名 玄達老 へ も、 能々 御 心得 可 被 下 候 奉 願 候、 猶期後 音 之 時候、 草々 謹言、 

十月 二十四日  堀內 傳 右衛門 判 

寺 井 玄溪様 御 報 

大三郞 事、 其 後 本家 藝 州へ 被 呼 出、 本 地 千 五百石に て、 番頭 格に 相 勤 候處、 在勤 之內、 格別の 功 

もな く、 首尾 不 {nj 方に て、 隱居 Q 節、 領知 三百 石 減 千 二百 石に て、 養子 相鑌、 格式 も 物 頭 格に 成 

る、 大 三郞藝 州に 於て、 大石 外衛と 改名し 長壽 にて 安永 歟、 天明の 頃 八十 歳に て殁、 

是は細 川 家 堀內氏 手書して、 其 息へ 贈 遣せ し、 可秘 ものな り、 竊 に赤穗 義士の 肺肝 を 見る に 足れり、 

傳 之秘寫 して、 今 又 予が镜 底に 藏む、 後來漫 りに 他^ を容 るべ からす、 

寛 政 元 己 酉 冬  金子 義篤判 

右 同 二 庚 戌 之季秋  其 畴翁寫 


註 者 其蜩翁 曰、 堀內姓 手書 を 熟 見す るに、 事々 虚談 なく、 篤實の 人と 見えたり、 抑 此ー擧 に 於て 和漢 

未 曾お の 美談 千歳に 貫ん 事、 前卷に 繰返しく 嘆美せ り、 倩ら 意に、 世 諺に 拔 群と 云 詞は、 人に 勝れ 

たる 擧動を 賞譽 する の 謂な り、 筢對離 倫な どい ふ も是に 同じ、 是强ち 善行 功士に 限る ベから す、 惡朦 

にも 此 名目 は 有べ し、 凡善惡 剛臆 是非 邪 正 は、 皆 人事の ほに して、 對揚の 物な り、 善 あれば 惡 有り、 

剛 有れば 臆 有り、 天地 陰陽 有が 如し、 都て 十人並の 人 は 善と い へど も惡 交り、 惡 とい へ ども 小善 交る、 

是祿々 たる 人の 習 ひなり、 善 を 全す るの 難き は 勿論、 惡 といへ ども 全うする 人 は 希な り、 此 一 擧の內 

にても、 吉良 翁と 大野 九 郞兵衛 は、 一箇の 善な く、 始終 臆 を 全うす、 是等ゃ 絕等拔 群に 叶 侍らん 歟， 

是 に對揚 せん 物 は、 四十 餘士 成べ し、 大石良 雄 は、 又遼に 段の 遠 ふたる 事な り 此場を 超て 古今 獨步、 

和漢 無双の 傑出に て、 是れ に對揚 せん 人 有べ くもなし、 或 曰 良 雄 有る 故に、 四十 餘人 有り、 良 雄な く 

んば 奈何と、 愚 思へ らく、 尤良 雄の 指揮 事々 物々 圔 を不脫 故に、 其黨 手足 を 遣 ふが 如し、 去れ 共 良 雄 

なくん ば 乃 論は當 るべ からす、 此黨良 雄な くと も、 事を遂 べし、 巳に 良 雄が 寬々 たる を まだる しとし 

て、 良 雄 を 除て、 迅速の 術 をな せし 事、 義臣 傳 にも 擧 たり、 實に左 も 有らん 歟、 泰秋ニ 年の 艱苦 を堪 

て、 義を 全うする 處 にて、 彼徒の赤心y^ぇたり、 是を統 る 良 雄の 智 尤 評論に 不及， 至る 哉、 又淺 

野 長 矩家士 僅に 上下 を 合て 三百 有餘 人に 不過、 其 中に 和漢 無双 0 士を 得られた る 事 四十 有餘 人、 中に 

も 不破數 右衛門 は、 浪人に て 古主の 舊義 の爲に 之に 加 はる、 此外遠 盟の者 六十 有餘 人、 渠等も 一 日 一義 

に 趨る處 は、 四十 餘士 に不 劣、 戰 場なら ば 一 々功 を顯 しなん、 然ば 百餘人 は、 純 粹の士 と 云べ し、 斯 

計り 家 士の主 を 慕 ふ 事、 長 矩が德 に 非す して 何ぞ や、 其 上 平日 質素に して ま邑る 故に、 此 大義 も 成れ 

り、 貧乏な らんに は、 いかなる 良 雄と 云と も 事 を 成しが たく、 爱を 以て 見る 時 は、 長 矩も藩 昇の 器大 

に 足れる 人なる べし、 惜 むらく は、 短慮の 失 有りて、 日頃の 節操 一朝に 徒に なれる 事、 其 節 監察の 水 

野 小 左衛門 嘆息せられ しも、 實に宜 なる 哉、 
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<ム 湖 草 卷之百 八十 六 

〇 淸朝 天子 源義經 裔の說 再考 

淸 朝の 天子 源義經 の裔と 云說、 前卷 にも 所々 に 荒增を 評し 置ぬ、 然るに 國學忘 貝 を 見れば、 右の 說を詳 

に擧 たり (翁 草 百 七十 七に 在り) 故に 閬書 i: 勘 を 搜し需 るに 不得、 或 人の 云， 此書 近年 渡る と雖、 僅 三 

四 部 渡りし 故に、 一部 は 江 都に 上り、 一部 は 長 崎の 官" 郎に藏 り、 世に 廣く行 はれ ヤ、 若く は 崎 府を搜 さ 

ば 之 を 得ん かと 云り、 意に 本朝 は吳泰 伯の 裔と 云妄說 を、 水 戶西山 公^ 惡み給 ひて、 本朝 通 1 の 官板を 

停 給 ひし 事、 前卷 にも 記せり、 是 ：4=- しく 天孫の 國 なる を あらぬ 說を設 て、 世 を 惑し、 屮 華の 屬國 にす る 

處を惡 み 給 ふの 意な り、 而 るに 今の 淸朝 は： 兀北盧 より 出られた る 故、 祖先の 狄虜 たる を愧 て、 天子 自圖 

書輯 勘に 序して 日本の 裔と稱 せらる.^ 事、 我 朝の 美名、 萬 世に 傳 へて. 吾國の 光輝たり、 豐 ぉ秀吉 公の 

大量 を 以て 中華 を 御 せんとし 給 ふ も、 惜 むらく は 1K 壽盡 て、 其 功 半に して 終へ ざり しに、 夫より 程 もな 

く、 韃の勢 ひ を 借りて、 吾國の 天孫 中華 を併吞 有し は、 誠に 天の 爲す處 か、 和漢 合一 に 四隅 穏 平に 千 戈 

を 包む 事旣に 二百 年に 垂ん とす、 而も 今や 和漢の 天子 各聖 主の 聞え 有り， 鬼 君の 仁 惠海內 に 布 は、 和漢 

相： ft に 大日 本祌 孫と して、 萬 世不窮 の治國 となる こと、 開闢 以来 未曾有の 勝 事なら す や、 

〇豐 は 秀吉公 S 略傳 

豐 臣秀吉 公の 御 事、 卑賤より 出て 登庸し 給 ふ 事、 普く 世に 知る 處、 其 事蹟 を 一 々擧 るに 不遑. 大旨太 

閤記、 其 外^ 錄 に顯然 たり、 軍書 讀の いろく 說を搆 へて 講 する も皆虛 にして、 皆實 なる 者な り、 何 

となりと も 云 次第にて、 辻 講師 どもの 能 商 ひ 種な り、 近き s^. 何と やらん 题 して、 秀吉 公の 事 を 記せる 

數百卷 の 物 出たり、 電覽 する に、 一向 取 2^ なき 物な り、 はた 東照宮の 御 事 も、 ェン ショク 太平 記と や 
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らんに、 に 書緣て 流布せ り、 近來總 じて 版行 物 は、 廢て 如斯寫 本の 物 を、 實錄 として 翫ぶ により、 

追々， 可の 敵； sp、 角の 喧嘩な ど k 名付けて、 ありと あらゆる 噬八 百を寫 本に して 出す 事な り、 慶安 太平 

記な ど、 由 井 正 雪 事 をむ ざと 作りて、 世 を 惑す 類、 擧 てかぞ へがた し、 畢竟 下手の 作りた る 淨瑶璃 や、 

芝居 狂言の 様なる 物に て、 事 實の害 書な り、 是らは 流布 行 を 急 度 停止 ありた き物ぞ かし、 古へ より 有 

来る 玉露 叢、 元寬 日記、 家忠 日記、 三 川 記、 德川 記の 類 (其 外實記 之寫本 餘多悉 書名 略) 新作 成 共、 

正 敷は證 書に 用 ふべ し、 告に 友人 北 村 性 記錄を 好て、 秀吉公 祌祖其 外の 略傳を 記して 自ら SI る 新東鑑 

の 發旦に 冠ら しめたり、 頗る 僻誕を 省き、 知れが たき 事 は、 其 筋々 へ 尋需、 或は 高 臺寺大 德寺妙 心 寺 

などへ、 自ら 往て、 尋合 疋說を 礼し 擧 たり、 此 新東鑑 は、 引 書 一 百 有 餘部を 管 見して、 眞： 僞を钆 せし 

成 書 なれば、 鐯に予 が 著せる 浪速 全書に 參考 して、 補闕 せん 事 を 欲る 處に、 浪華 天滿 組の 與カ、 近 藤 

某 は 余が 親緣の 者なる が、 浪速 全書 を强 ちに 悃 望す るに 仍、 應之彼 士へ讓 り、 今 は 余が 許に なし、 是 

故にせ めて 右 傳許を 北 村 姓に 乞需、 全文 は 長き 故に、 其耍柩 をつ ビ めて 翁 草の 一 篇 とす、 

秀吉公 御 父 尾 州 愛知 郡 中々 村 (上 中 村 中々 村 下 中 村と 三 村有) 住人 木下彌 右衛門 (或 記、 此 彌右衞 門と 

福島^i^则の父新右衞門兄弟なりと) 織 田備後 守信秀 (信 長 公の 父) が 鳥 錢の卒 也、 故 鄕に歸 り、 H< 文 十二 

癸 卯年 正月 三日 死、 (法名 妙 雲院榮 本、 堀川 元 誓願 寺 北瑞龍 寺に 位牌 あり •) 御 母 大政 所 は 尾 州 愛知 郡 御 器 

所 村 出生、 田 大和 守 信敏が 輕卒、 (名 闕) 女な り、 一 女 一 男 を 産む、 女子 は 同 國海部 郡の 農夫 彌 助が 妻 

なり、 男子 は 則秀吉 公な り、 

彌助 物に 三 好 (また 羽柴) 武蔬守 一 路と 云、 剃髮 して 三位 法 印に 叙任し、 慶長 十七 壬 午年 八月 二十 五日 逝 

去、 建 性院日 海ナ、 居士と 云、 一 一男 有り、 第一 は秀 次な り、 始孫 七郞、 义武藏 守 後、 近 江中納 言、 其後秀 

吉 公の 養嗣と 成り、 關 白左大 ほに 被 任して 辜 有て、 文 fS 四 乙 未年 七月 十五 日 於 高野山 生害、 (于時 二十 八 

歲) 瑞泉寺 高 嚴道意 居士と 諡 せり、 植木 町 三條の 南瑞， M 寺內に 在る 畜生 塚と 云る は、 秀次公 幷其妾 三十 
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餘人を 埋葬し ける 所な り、 

一 本、 善 正 寺 高 岸 道 意 居士、 又は 高嚴 一 峯 居士と 云、 洛 東神樂 岡の 南、 妙 惠山善 正 寺 は、 秀次 公の 追 

幅の 爲に、 母 公 瑞龍院 殿の 建立せられ たる 寺な りと 云傳 ふ、 一 說大德 寺 塔 頭 fK 瑞 寺の 位牌に は、 禪德 

院殿 龍雲大 居士と 有と 云り、 

第二 は 大和 中納言 秀保 卿な り (一本に 秀俊 卿に 作り 父 を 筑河彌 とする は 誤なる べし、 別記に 秀保 卿に 二 

女 有、 森 美 作 守 毛 利 甲斐 守 等の 妻な りと 云、) 後に 太閤 異種 同腹の 御舍弟 大和 權 大納言 秀長 公の 養 嗣と成 

り、 文 綠 四 未年 四月 十六 日、 和 州 西 河に 於て 横死 せらる、 ( 一 本、 四月 二十 五日 十七 歲 にて 逝去) 瑞光院 

殿 華 岳 好春大 居士と 諡す、 其 位牌 同國壺 坂の 納所 院に 在と 云、 

或 本、 秀保卿 横死の 後に、 木 下肥 後 守 家 貞の四 男に 家を鑌 せて、 大和 中 納言秀 俊 卿と 云し が、 所以 有 

て 小 早 川中納 言隆景 卿の 養子と なり、 秀秋 卿と 名乘 らしと 云々、 ^本に、 秀次 公の 御 舍弟を 辰 千代 丸 

と 云し が 大和 大納言 秀長 卿の 養子と 成、 十三 歳のと きに 南部 猿澤の 池に 於て 水練の 遊興 を 催され、 溺 

死せられ しと 云々 • 

彌助妻 は 文 祿五丙 申年 正月 剃髮 せられ、 瑞龍院 殿日秀 尼と 稱し、 洛陽 堀川 元 誓 蹄 寺の 北なる 瑞龍 寺と 

云る を艸创 り、 (世に 村 雲 御所と 云、) 寬永 1 1 十せ 年 四月 1 1 十四日 九 +1 一歳に て 遷化、 

彌 右衛門 死去の 後、 里人の 量 ひ を 以て 同 國岩倉 城主 織 田 伊勢 守の 浪人 筑阿彌 と 云 者 を 人知 耳と し、 男子 一 

人 女子 一 人を產 む、 

男子 は始 小筑、 义小 一 郞 と號、 後 美 濃 守に 任じ， 從 二位 大納言に 至、 和 紀泉三 州 を 被領、 天 正 十九 卯 

年 正月 1 一十一 一 口 逝去、 大光院 殿 春 岳 超榮大 居士と 諡す、 (墓地 和 州 郡 山城 三郭 3 內今 丈が 墓と 呼ぶ、) 女 

子 は 朝日 姬、 (始： ^治 日向 守 室 J 天 正 十四 戌 ハ牛五 月 家康 公へ 御 人舆、 同 十八 寅年 正月 十四日 逝 ま、 南 明 

院 瞹と諡 す、 (或 本に、 家康 公の 妃、 南 明院光 窒宗玉 夫人 は、 始 尾州士 副田與 左衞鬥 吉成窒 云々) 今洛 
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東 東 幅 寺 塔 頭の 南 明 院と云 有、 此其 後に 被 建と 云、 

後年 秀吉公 官位 御 昇進の $1;-、 從 j 位に 進み 給 ひ、 文祿 元年 辰 七月 1 1 十 1 1 日 (ィ 1 1 十五 曰) 京都に 於て 逝去、 

(或 本に、 烏丸佛 光寺の 南 大政 所 町と 云る 是其 第の 在し 所と 云) 天 瑞寺殿 春 岩宗桂 (或は 春嚴桂 公と も) 

大禪定 尼と 號し、 准 三 后 を 贈 賜、 今大德 寺の 塔 頭に、 fK 瑞 寺と 云る は 則 秀吉公 御 母 公の 爲に被 建と 云り、 

秀吉公 は 天文 五 丙 申年 正月 (丁 巳) 朔日卯 刻 御 誕生、 小字 を 猿と 稱す、 

秀吉 公の 御 母 公、 日輪 懐に 入と 夢見て 孕 給 ふ、 因玆 小字 を日吉 丸と 稱す、 是附 會の說 なりと、 又 或 

說、 此事を 朝鮮 征伐 前に、 異國へ 書して 渡された りと、 云々、 

其 網 曰、 國學忘 貝 を みれば C 秀吉 公の 朝鮮へ 渡し 給 ふ 書に、 予當于 托胎之 時、 慈母 夢 日輪 入 懐中、 相 

士曰、 日光 及 無 不照監 (中略) 朝鮮 渡 入 大明易 吾 朝風 俗、 於 四百 餘州政 化 を 施さん と は、 實 に快然 たる 

哉と 有り、 然 らば 非說 とも 云が たき か、 

或 說に秀 吉公實 は、 人皇 一 百 六 代、 後奈良 帝の 御 落胤な り、 斜母は 則 天瑞院 殿に て、 此 朝に 仕 へられ 

し處に 禁裏 衰廢の 折から 故、 御 姙娠の 後、 故 鄉へ歸 り 上 中 村 何 寺と かやい ふ、 叔父 僧の 世話 を 以て 木 

下彌 右衛門 方へ 嫁 せらる と 云 • 此說に 因ば、 天瑞院 殿は彌 右衛門が 繼窒 にて、 瑞龍院 殿 は 、別 腹 成べ し、 

然れ共 秀吉公 は 此事を 深く 裨 歡 有り、 後に 朝鮮より 御 素性 を 尋し事 有しに、 父 は 不知 母 は 官女と 書し 

め 給 ひける と 云、 

又 一 說、 秀吉公 は、 持 萩 中納言 (此稱 號八マ 堂上 家に なし 可 追考) の 孫な り、 中納言 當國へ 左遷の 後、 

女子 二人 有り、 成人の 後、 一人 は 秀吉の 母 公、 一 人 は 加 藤 肥 後 守淸正 母と 云々、 

天文 二十 貢 年 秋より 遠 州頭陀 堂の 住人 松 下 嘉兵衛 之 綱が 奴 僕と 成り、 (十六 歳) 永綠元 午年 九月より、 織 田 

信 長 公に 奉仕 せらる、 (1 1 十三 歲) 其 比より 木 下 藤 吉郞と 改名、 同 六 亥年 ( 一 本 七 年) 春 百 貫の 地 を領せ 

らる、 翌七 甲子 年 三千 石に 成り、 元 龜元庚 午年 加增 有て 江北撗 山城 主と 成 給 (三十 五 歳) 天 正 元 癸 酉年 

七 0 三  ， 
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七 〇 四 

淺井備 前 守 長 政 滅亡の 跡、 江 州 小 谷 城 地 十二 萬 石 を 賜、 則 羽柴筑 前と 叙 せらる、 (三十 八歲) 

(一本 天 正 三 亥年より 羽柴 氏に 改ら る-. と 云々、 其 頃 丹 羽 五郎左衛門 柴 K 修理 亮が 時め き、 勢 ひ ある を 

羡て、 合せて 姓氏に W ら ると 云り、 

同 二 年 小 谷 は、 雪 深く 往來 不自由なる 故、 城 を 同 國令濱 へ 移し、 地名 を 長濱と 被改、 同 五 年 播州 を 加 賜、 

(四 トニ 歳) 同 八 辰年 正月 播州 三 木 別 所 小 三郞長 治が 城を攻 落、 同 九月 同 國姬路 に 城 を 被 築 (四十 六歲) 

同 十 午年 六月 一 一日 信 長 公 御 父子 共、 惟任 日向 守 光秀が 爲 に被弑 給、 自是先 秀吉公 は IlIH 長 公の 命に 仍、 中阈 

毛 利 家の 討 手に 向ける が、 信 長 公の 變に 仍、 急に 和議 を 整へ、 京都へ 馳 登り、 城 州 山 崎に 於て 日向 守 光 

秀を 一 戰に 突崩し、 (光秀 は 土岐の 氏族な り、 故に 愛宕 調伏の 連歌に 「とき は 今 天 か 下しる さっき 哉」 と あ 

り 又 光秀 を 惟任と 稱 する は 信 長 公の 命に より 改 ぬれ ども 公生 害の 後 は 止 之て、 本性 明智 を名乘 けりと 云 

り、 同 十三 日 光秀 は同國 宇治 郡 小 栗栖に 於て 野 武士に 殺さる、 時に 五十 五 歳と かや、 其 後 秀吉公 は 信 長 公 

の 嫡孫 (信忠 卿の 子 三 法師と 稱す、 後に 岐阜 中 納言秀 信と 云る 是 なり、) 三 歳に ならせら る i を 立て 輔佐し 

給 ふ、 是 より 威勢 犬に 奮 ふ、 (四十 七 歳) 同 十月 三日 右 少將に 任じ、 大德 寺に 於て、 信 長 公の 葬禮を 執行 

はれ、 總： 院殿 大相國 一品 泰巖大 居士と 諡 せらる、 然るに 織 田家の 老臣 越 前 國主柴 田 修理 亮勝家 は、 羽 

柴 氏の 天下 を 知らるべき 萠 有事 を 愤り、 信 長 公の 三男 美 濃 守 信 孝、 井に 勢 州 長 島 城主 瀧 川 左 近將監 一益 

を かたら ひ、 羽 柴氏を 討ん との 企 有に より、 同 十 一 年 四月、 秀吉公 軍 を 出し 給 ひ、 江 州 志 津ケ嶽 に 於て 合戰 

有， (四十 八歲) 柴 田を卽 時に 追 崩、 越 前へ 攻入、 勝 家 防 戰術盡 て、 切腹、 (五十 七 歳) 信 孝 も 自害せられ、 

瀧 川 一益 降參 す、 自 夫秀吉 公の 威签 1  仏ん に 成り、 信 長 公の 二 男 尾 張の 國を領 し 玉 ひし 信 雄 卿に、 南 伊勢 

五 郡 を 加 へ 、其 外 功 有る 諸 將に國 を 斑 興 へ られ、 同年 攝州大 阪に城 を 築て 移り 給、 此節 参議 從四 位下に、 

進 給、 同 十二 年 信 雄 公の 家臣 尾 州 星 崎 城. 干： 岡 m 長 門 守、 勢 州 松 島 城主 津川 玄蕃 允、 尾 州 安城、 王 淺井丹 

isQ 三老、 秀吉 公へ- S: 通して、 主人 を 蔑に する 閱ぇ 有に 仍り信 雄 公 怒 給 ひ、 彼の 三老を 被誅、 因兹 秀吉 


公信 雄 公 矛盾に 成り、 尾 州小牧 山に て ー戰 有り、 德 川家康 公信 雄 公の 頓に仍 り 御 加勢 有り、 故に 秀吉公 

の 軍 利 有らす、 於是秀 吉公忽 御 和睦 有り、 同 十 一 月！ 一十 二： n 橫 大納言 從 三位に 叙任 せらる、 (右 小牧 長久 

手の 一 載に、 秀吉 公の 軍 將池田 勝 入、 同紀伊 守森武 藏守以 Tii 々討死す、 家康 公義 戥の 事、 諸錄 に顯然 

たり、 爱に 略す、) 同年 家康 公の 御 息 男 於義丸 君， (後に 越 ia. &. 納 言秀康 卿と 稱 す、) 秀吉 公の 養子と し 給、 

(其蜩 曰、 家康 公との 御 和睦 急に 整 難く-年 を經 て秀吉 公の 御 妹 公 を御緣 結、 猶其 上に 秀吉 公の 御 母堂、 

濱松 城へ 人質に 來 給に 仍て、 御 和睦 渐 整け ると 諸錄に 見えたり、 然ば、 秀康公 御 養子の こと は、 今少後 

の 事なる べし 可 追 考、) 同 十三 年 三月 (或は 正月) 正 1 一位 內 大臣に 進 給 (五十 歲、) 同年 七年從 一 位關 白に 昇 

給 、(一本、 秀吉公 征夷 將軍を 望 給、 足 利 十四 代 權大： S 目義昭 卿へ、 將 軍職 を 所望 有 之に、 秀吉 公の 卑賤 

より 出 玉 ふ を 陋んで 之れ を 許されす、 故に 菊亭右 府晴季 公に 議 せられ、 將 軍職の 望 を 止ら れ、 關白を 望 

給 ふと 云々、 其蜩 思ら く、 義昭 卿へ 將 軍職 所望の 事 は、 王 代ー覽 にも 記し、 其 外諸錄 にも 見え たれ ども 

疑く は非說 なるべき か、 其 所以 は秀 公の 猛威 を 以て、 將 軍職の 事 を 禁裏へ 申されん に、 何 か 滞 有ん、 焉 

ぞ義昭 卿に 乞 玉 ふに 及べ けんや、 但源姓 足 利 氏を嗣 て、 足利歷 代の 銃た らんとの 望に や、 然 ば秀吉 公の 

素性 を賤ん で、 義昭 卿の 許し 玉 はざる も據有 か、 爱の 一 本の 說ば かりにて は、 理義 分りが たし、) 同ト四 

戌年 十二月 太 政 大臣に 至り、 姓 を豐臣 と 賜、 (或 說秀吉 公 素より 微賤た るに より、 姓氏 審なら す、 故に 始 

は 平氏 を稱 し、 中頃 藤 原な りしが、 今豐臣 に改玉 ふ、) 同 十五 年薩州 島津 修理 太夫 義久を 降し 給 (五十二 

歳) 

或 記に 去る 天 正 十三 年の 春より、 內 野に 城郭 を營建 給へ り、 東 は大宮 (ィに 堀川) 南は卷 n: (ィに 二 

條西は 朱 雀 (ィ內 野) 北 は 一條な り、 南北 七 町 東西 四 町な り、 今年 御 移 徒にて、 聚樂 城と 云、 後に 關 

白秀次 公に 讓り給 ふ、 彼 御 生害の 後 は 離 折して 所々 に 移り、 其 跡 民家 或は 田 疇と なれり と 云々、 

同 十八 寅年 關 八州 太守 北 條相模 守 氏 政 を 攻め 給 ふ 氏政戰 負て、 同年 七月 十 一 日 自殺、 (. 五十 一 歲) 氏 政 息 
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氏 直 は 降りて 高 野 登山、 天下 一統して、 同 十八 年 十二 日 (或 十九 年の 春) 御 養子 秀次 公へ、 關白轔 を 被 

讓、 自 是太閣 御所と 稱、 (五十 五 歳) 文 ft. 冗 年 春より 朝鮮 爲 征伐 彼 地へ 軍勢 を 被 差 向、 同 二 巳年 朝鮮と 和 

融、 同 三年 城 州 伏 見に 城 を 築 給、 (五十 九 歳) (奉行 佐久 間河內 守、 瀧川豐 前 守 佐 藤駿河 守、 石 尾 與兵衞 な 

り 〇 或 記、 慶長 元年 伏 見の 南なる、 向島に 出城 を 構ら れ、 本 城の 間に 橋 を 渡されし 處に、 同年 壬 七月 十 

二日、 大地震して 本 城の 天守 幷殿 舍顚 蟹す、 仍 同月 二十日より、 城 地を替 て造營 せられ、 今の 城 山と 云 

る此 なり、) 同 四 年 七月 十五 日 御 養子 秀次公 罪 有て、 於 高野山 生害、 (前記) 慶長ニ 酉年 春、 朝鮮 國 和議 破 

れ、 再び 軍勢 を 被遣虚 に、 同 三 戌年 八月 十八 日 於 伏 見 城薨、 御歲 六十 三、 洛東阿 彌陀が 峯に奉 葬 、(一本 

あみだが 峯は、 鳥^i山<^r豐IiI山と云となり，)國泰院殿俊山雲龍大居士とsiす、 其 後 阿彌陀 が峯の 麓に 神 

祠を 建る、 (今の 新 日吉の 逢な りと 云、) 豐國大 神明と 云 神號、 幷に御 宸翰 (後陽成 天皇) の 額 を 賜、 元 和 

元年 七月 九日 豐國の 神號を 削り、 大怫 殿の 側に 廟塔を 建ら る、 (實は 今に 阿彌 陀が峯 にあり と 云、) 

其蜩 曰、 秀吉 公の 事蹟、 .R 說 紛擾たり、 繁多なる を 以て 眞偽 共に 爱に脫 す、 唯耍許 を擧る 物な り、 素 

より 編者 北 村 姓が 志、 是に 同じ、 猶其耍 中の 耍許 を拔萃 せり、 (次 下に 記る 略 傳皆准 之、) 

秀吉公 御 男子 1 一人 有り 所謂、 

第 一 は棄 君と 稱す人 一 本に 八幡 太郞 又は 鶴 松 君と 稱 すと ある は 誤 歟、) 

天 正 十九 丑年 四月 五日 (ィ天 正 十七 年 五月 二十 七日) 御 誕生、 御 母 淀 君 殿と 稱す、 同年 八月 五日 聚樂 

城に 於て 早世、 東 山 祥雲寺 (今 智積院 と改號 じに 葬る、 祥雲院 g 玉岩麟 公と 諡す、 (祥 雲院 殿の 震 牌 は、 

今 妙 心 寺の 內玉 鳳院 にあり、 又廟 塔は祖 堂の 西の 側らに 在と 云，) 

或 本、 ^原 藤 太秀鄉 Q 矢の 根、 妙 心 寺に 有、 彼 寺 記を按 るに、 豐ぉ 秀吉 公の 令 子、 棄^；を妙心寺に葬 

る、 棄 君の 生れ 給 ふ 時、 蒲 生氏鄕 より 慶誕の 日 獻 ぜし. 1" なり、 是秀鄉 が 妖怪 を射斃 せし 箭鉢、 代々 家 

に傳 へ秘藏 せし なりと 云々、 右 を 以て 考れ ば、 祥雲院 へ 葬ぬ と 有 は 非 か、  . 
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第二 秀頼 公な り、 小字 拾 君 ( 一 本捨君 有り 非 か、) と 文 祿ニ癸 巳年 八月 三日 御 誕生、 御 母 公 淀 殿、 慶長 元， 

申 ilf 五月 權中納 言に 任ぜら る、 (本 は從 三位 左 中 將、) 同 十三 日 太閤と 俱に 御參內 あり (此 とき 秀賴 公四歲 一 

參內 等の こと 不審、) 同 六 丑年 正月 (一本 三月) 二十 七日 權 大納言、 同 八 卯年 四月 二十 二日 正 二位 內 大臣、 

同 九 辰年 四月 十一 一日 右大臣に 進み 給、 元 和 元 卯年 五月 八日 於 大阪城 御 生害、  一 

或 本、 秀賴公 は、 大阪 落城の 後、 薩 州へ 下向 有て、 島 津家を 額み 蟄居、 種 チ島藏 人と 改名 せらる と 云、 i 

寬 永の 比 京都の 具足 師 何某 方へ、 薩 州より 鎧 を 直させに 来し を、 t 似 具足 師 見て、 此鎧は 常人の 所持す 一 

べきに 非す、 太閤 秀吉公 御 召の 鎧と 云傳 しに かなへ りと 思 居たり しに、 其 後に 復 具足の 損 ぜしを 直し 

に 来しが、 共 具足 は 先年 秀賴公 御 召の 具足と 有て 細工せ し 注文に 符合せ りと 云り、 叉 伊勢 奉幣の 目錄ー 

に、 豐臣 某と 書 給へ る も 有しと 云々、  一 

嵩 陽 院殿秀 山犬 居士と 諡す ( 一 本、 龍 淵 寺天眞 玄性大 居士と 諡 すと、 )  ， . 

〇 政所 殿の 略傳 

秀吉 公の 御臺、 諱は根 伊 (或は 根. *o と稱 す、 御 父 は 尾 州 春 日 部 郡 朝日の 鄉の 住人 杉 原 助左衞 門と 云 (後一 

伯耆 守剃髮 して 道 松と 稱 す、) 文 祿ニ癸 巳年 二月 六日 死去、 (隆 勝寺貞 安道 松 居士、 位牌 洛東 高臺 寺に あ 一 

り、) 御 母 は 木 下 七 郞兵衞 家 利が 第二 女、 朝日と 稱す、 (或 本、 木 下 は 故と 杉 原 氏に て、 平 相 國淸盛 公の 全 一 

孫、 中 將惟盛 卿の 息、 季衡の 二 男 を、 光平 伯老曰 守と 稱す、 數十 世の 後、 杉 原 七 郞兵衞 家 利と 云 者、 尾 州 一 

に 住して I 男 一 一女 を產、 嫡男 を 家 次 七 郞左衞 鬥と稱 す、 丹 州 幅 知 山の 城主、 一 一 萬 石を領 す、 天 正 十 一 年 一 

江 州 坂 本 城へ 移、 京都 所 司 代 を 勤、 同 十二 年 九月 九日 卒去、 五十 七 歳、 此 子孫 御當 家に 奉仕せ しが、 承： 

應ニ年 嗣子 無 之て、 家斷 結す、) 杉 原 助左衞 門に 嫁す、 第三 女 淺野义 右衛門 長 勝に 嫁す、 麼長八 卯年 四月 一 

十八 日 死去、 法名 雪 亮院贅 林 妙 瑜大姊 と 云、 (位牌 洛 東高臺 寺に あり、 淺野又 右衛門 は、 彈正長 政の 父な 一 

り、 天 正 三年 九月 十日 死、 勝 海院金 光善 性大 居士と 諡す、 是 政所 殿の 養父な りと 云り、) 慶長三 戌年 八月 一 
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4- 一  日 卒去な り、 康 德寺松屋 妙 貞大姊 と？、 助左衞 門に 一 男 一 女 有り、 變は if  (始は 1衞後0 

i して 二位 法 印に 叙す、 I.S 酉年 卒去、 法名 I 院長 翁 II 本に 常 

pt£::r め？^』" 1、  0101 入道して iiu 云、 

s^sv 、成院 と號、 一 ー眷內 少輔 利 房 (ィに 利 定)！ 中 足 守 S 主 木 下 氏 Qf- 、  一二^ 右 、太 

夫 P 今 i 曰！ 王の m 、！は 小 早 川 II 子、 中 I 秀秋 卿な-、 lg+ 月 支 up 

斤す QIQ? て、 I-  I,  I 又 右衛門が 妹の 子な り、) 天 正 十六 戊 子年 四月 十九 曰從 5^、 

被 叙、 大 I 去の 後に、 i 飾 有て、 高 ii 月 (issi 龍 心 2 は； ^一";。)；^ 巧 S 

^秀 I 幷 £i、  f 大阪へ 移ら I によ..、 家康 公の 御 計ら ひに て、 京 f 麦し 給 ふ (i^.; 

,JnJSU〕sl!f 在住し 玉 ふと 云、 1 本に I は 御幸 町ト北 r 築 ■"f?";:^ 

寬永元 子年 九月 六 曰 七十 S ョ」 i なり、 I 高 奪 は、 此 政所 SI おり、 囊亡 年に 建立 

有 、に 政 |§ 命の，^ は、 置より 一 萬 六 千 石 (ィに 一 萬 石 )|、  il、 彼 寝の 內 三千 石 を 

分て、 木 下お 近 三に 赐と 云、 

ip^^^l. (一本 ォ チヤ、) 父 は 江 北 小 谷城、謹| 尊長 政 bgMUM、)  ^ 

2.1 守 I 女、 管 A 市、 信 長 公 I 姊也、 震 は 1K 正 羣 九月 朔曰、 信長公§ に 裏す 

^sh^u 誌！^ 寬永 元年 九月 中 iitllo 霞院 とも 季、 洛 藝源院 は、 則淺 井 

長政& 僧正 靑 伯の 草創す る 寺な りと 云、) 長 政に 二 男 三女 有しが、 小 谷 落城の 砌、 女子 は別條 ある と、 

て、 8 と. I 一二 人に、 薩三河 守を 相 添へ、 墨へ 籠され たり、 (內窒 は 後に 管 修飄， 5 


翁 
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女 三人 を 連れて 挥嫁 せらる、 天 正 十 一 年 四月 一 不 四日 勝 家と 共に 自害 自性 院と稱 す，) 嫡男 は 萬 福 丸と 稱 

す、 家臣 木 村 喜 內之介 を 相 添へ、 越前敦 賀に隱 置け る を、 織 田家より 捜し出し、 江 州 木本の 驛に 於て 串 

指に せられたり 、(串 指 は 今 襟に 類す るか、 或 本に 吉利支 丹の 刑に て、 百有餘 年以來 ffl ゆと 云々、) 二 男 は 

當歲 にて 中島 左 近、 小川 傳十郞 傅 撫育、 同 國長澤 村 一向 宗門 福 田 寺の 弟子と 成り、 慶 安と 云、 是は 住所 

不知に や、 又 出家に 成 候 故に や、 咎 なし、 女子 三人 は 信 長公舍 弟、 上野 介 信 兼 預り被 置、 成長の 後長 女 

(諱 於發) は、 京 極 宰相 高次 卿の 室 家と 成る (後に 常 高院と 云、 若 州後脊 山の 麓に、 常 高 寺と 云 寺 有り、 

是 常高院 Q 爲に 建ら れ たりと 云り) 第二 は 於 野々 の 方 也、 (是 秀賴 公の 御 母 公) 中頃 淀 城に まし， ける 

に仍 り、 淀 殿と 稱す、 元 和 元 卯年 五月 八日、 大阪城 中に 於て 生害し 給 ふ、 于時 四十 九 歳、 (或は 四十 歳 三 

十九 歳 共 あり、 別 本に 淀 殿 は 天 正 十一 年 柴田勝 家 自殺のと き 十三 歳、 同 4- 七 (や 十九 歳に て、 秀吉 公の 側 

窒と成 給と 云、 此の 說 によれば 四十ん 歲 なり、) 大虞 院英岩 ( 一 本 大廣院 又 淀 光院义 大虚院 花顏妙 香と あ 

り、) と諡 す、 第三 は秀忠 公の 镩簾 中な り、 (奥に 記す、) 

〇 爽 -照宮 の略傳 

家康公 は淸和 源氏 八幡 太郞 (陸 奥 守) 義 家の 二 男、 式部 大輔 義國、 其 嫡男 新田 大炊 介義重 (新田 足 利 Q 

祖御當 家に 至り、 鎮守府 將軍を 贈らる、) 其 四 男德川 (ィに 得 川) 四 郞義季 より 出た る、 新田の 御 氏族な 

り， (新 武東鑑 に、 義 家の 四 男 德川四 郞義季 と 有 は 非な り、 

御 父 は 三 州 岡 崎 城主 世 良田 次 郞三郞 廣忠公 (御 治世 後贈從 二位 大納言) 是德 川義季 より 十五 代、 岡 崎 城主 

次郞 三！： ゅ淸接 公の 御子な り、 (淸康 公 は 天文 四 年 十： 一月 五日、 尾 州 森 山に 於て、 不慮に 横死し 玉 ふ、 于時 一 一 

十五 歳、 善 襟 院年叟 道甫大 居士と 諡 す、) 大永六 丙 戌年 四月 1 一十 九日、 三 州 安祥 寺に 於て 御 誕生、 御 母 公 は 

産後に 被卒、 (氏 系闕) 御 小字 千 松 君、 又 竹 千代 君と 稱す、 天文 十八 酉年 三月 六日 逝去、 于時 二十 四 歳 (ィ 

に 1 1 十 一 歳) 瑞雲院殿應政道：^^大居士と諡す、( 一 說其後 慈光院 殿と 稱し、 慶 安元 年百囘 忌のと き、 大樹 
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寺と 改られ しと 云々) 

廣 忠君に 二 男 三女 有り、 皆 御 異腹な り、 I 男 は家康 公、 二 男 は 家元、 (後に 康冗御 病身に 仍、 閑居 慶長八 

卯年 八月 十四日 卒去、 正光院 殿梁傳 宗英大 居士、) 三女の 一 は、 市場 殿ノ 後に 寳鏡院 殿と 稱す、 荒 川 甲斐 

守賴 將窒、 後に 酒井備 後守忠 利窒、 一 說 後に 筒井 伊賀 守定 次、 又 筒井 主 殿 介 ル慶に 再嫁、) 二 は 矢 田の 方 

と稱 す、 (長澤 源 七郞、 後に 上野 介康忠 2 至、) 三 は 多 劫の 方、 (櫻 井の 與 I 郞忠 正室、 後に 長源院 殿と 稱す、 

1 本に 多 劫 方 は、 久松土 佐 守 勝 俊の 息女、 家康 公と 異種 同腹の 御 妹な りと 有、) 御 母 は 三 州 ー刈屋 城主 水 野 右 

衞門 太天忠 政の 息女、 諱 はお 大と稱 す、 (母 は 大河 內 右衛門 尉元 綱 養女、 實は靑 木加賀 守式宗 女、 於留の 

方と 稱す 永祿 三年 五月 六日 死去、 華 陽 院桂慈 仙と 稱す、 駿州宮 崎 智源院 に 葬る、) お 犬の 方 は、 天 文 十 丑 • 

年 K 月、 廣忠 公の 室と 成り 給、 翌年 家康公 を產み 給ふ處 に、 水 野忠政 卒去の 後、 お 大方の 舍兄 下野 守 信 

元、 織 田 信秀に 好み を 通す、 德川 家は此 時分 今川義 元の 助け を 受け 給に より、 同 十三 甲 辰年 御離緣 なり、 

共 後 三 州 小川 城主 久松土 佐 守 勝 俊 ィに定 俊) に 再嫁し、 四 男 三女 を產み 給、 (ィに 土 佐 守 を 佐 渡 守に 作 

る、 

嫡男 彌九郞 ^道、 父 土 佐 守の 弟 十郞左 衞門吉 次と 不和に て 切 害せら る、 ニ男康 元、 (始勝 元) 三 郞太郞 

と稱 す、 永祿 三年 五月 十八 日、 家康公 (此 時分 は康 公と 云) より、 松 平氏 を 賜、 其 後 度々 御加增 にて、 

四 萬 石に なり、 慶長八 年 八月 十四 n 卒去 (此 跡今俟 家に 不見) 三男 康俊源 三 郞と稱 す、 康元 同時に 松 

平氏 を 賜、 其 子孫 今 下 總國多 古 領主 一 萬 二 千 石 を 被領、 四男定 勝、 三 郞四郞 と 稱す舍 兄 同時に、 松 平 

氏 を 賜、 段々 武功 有に 仍り、 勝れて 立身せられ、 左 近衛 權少將 に 至、 寛 永 元 甲子 年 三月 十四日 六十 歳 

にて 卒せら る、 (ィ寬 永 三年 十 ほ W 日 六十 五歲 にて 卒、) 今 豫州松 山城 主 英州白 川 被 主、 豫 州今诒 城主 等 

の祖 なり、 

女子の 第一 松 平 玄蕃頭 家淸の 內窒、 二 女 は 松 平 丹 波守康 長窒、 三女 は 早世な り、 


或 本嫡女 は！^ 平與 市郞忠 政窒、 二 豐 前守康 俊、 三舆隱 岐守定 勝、 四 女 松 平 玄蕃頭 家 淸窒、 五男 遠 

江 守定吉 早！^、 六 女 松 平 丹 波 守康長 室、 八 男 因幡 守康 元と 云、 又 三男 四 女に 作る、 摘 男豐而 守康俊 

第一 一 @s 寸康 元、 第三 隱岐 守定 勝、 一 女 松 平 伊豆守 信 一 窒、 一 一松 平 丹 波守康 長窒、 三 松 平 玄蕃頭 家 

淸窒、 四 女 早世な り、 

永祿三 申年 正月 家康公 (此時 は元康 公) に 御對面 有り、 慶長七 寅年 八月 二十 九日 七十 五 歳に て 逝去、 傳 

通院 殿蓉譽 光岳 和 香大禪 尼と 諡す、 武江 小石 川宗慶 寺に 葬る 、(一本 宗慶 寺、 後に 寺號を 改め、 無量 山傳 

通院 壽經 寺と 號す、 

家 康公は 天文 十一 壬 寅年 十二月 二十 六日、 三 州 岡 崎 城に 於て 御 誕生な り、 (其蜩 曰、 一 說に三 州鳳來 寺の 

藥師佛 十二 神の 內、 寅祌御 誕生の 節より 紛失して 不見、 當分は 色々 搜 求れ 共 不知に 仍、 設方 なく 其 儘に 

打 過け るに、 遙に 年を經 て、 元 和 二 年 薨去の 後、 件の 祌像 忽然と 歸 有しと なり、 故に 神 君は將 に寅祌 

の 化 神に て、 天 下 を 平 治し 玉へ りと、 時の 人 申 合と 云、) 御 小字 竹 千代 君と 奉稱、 同 十六 年 八月 (六 歳) 質 

として 今 川上 總介義 元の 許へ 行給處 に、 三 州 田 原 城主 戶田藤 五郎、 途中に て 奪取、 織 田彈正 忠信 秀へ 送 

りし 故に、 尾 州 熟 田の 住人 加藤圖 書が 許に 坐せ り、 同 十七 年 信 秀の摘 男、 尾 州 安祥の 城に 籠た る、 織 田 

三 郞五郞 信廣、 德川 衆に 被圍、 旣に 生害に 及ん としけ る 時、 父信秀 より 和談 有て、 同 十八 年の 春、 竹 千 

代 君 岡 崎へ 御歸城 まし/、 再び 今 川 家へ 行 給、 弘治三 丙 辰年 正月 三日 御 首 服 (十五 歳) 義 元より 諱 0 字 被 

鏡、 元 信 (ィに 元康) と 名乘給 ふ、 同年 (ィ 永祿 元年) 三 州へ 御歸城 有り、 同 三年 五月 (ィ 正月) 藏人元 

康と 被稱、 永祿三 申年 五月 今 川 義元尾 州へ 出張して、 綠田信 長 公と 合戰、 義 元の 軍 利 あらす して 終に 生 

害せら る、 其 後 織 田家と 御 睦 有て、 家康 公と 御 改名 有り、 

1 本、 永祿六 年の 秋 家 康と改 給、 (二十 二 歳) 同 十二 巳年 松 平氏 を德 川と 改給、 (二十 八 歳、) 德川は 御先 

祖 の稱號 なり、 或は 永 祿九年 十二月、 家康公 01 十五 歲) 從五 位下 三 河 守に 叙任し 給、 自是德 川 氏に 歸 

  七 1 一 


な  翁 


七  一 二 


給と も 云、 

元 g 元 午た 州濱松 (濱松 以前 は 引 11 と 云 ひし を改 給と 云) 城に 移 給 0 一十 九歲) 天 正 广四 戌年 十一 一月. 駭 

府 城に 被爲 移. (四十 五 歳) 同 十五 亥年 八月 八日 從ー 一位 權 大納言に 昇進し 給、 (四十 六 歳) (元は ：- に 三- 仅權巾 

納言 なり、 自是 前の 官位 諸 錄に讓 りこ、 に 略す、) 北條 滅亡の 後、 同 十八 年 御 本領 遠 三 甲 信の 五州 を 被 

轉、 伊豆 相模 上野 下野 武藏 上^下 總 安房 八州に 換て、 秀吉 公より 進 給 (四十 九 歳、) 

或說 に、 房 州の m-:^ 安房 守 忠義、 下野 國 宇都 一呂 三郞左 衞門國 綱、 或は ル 2 川 秋- 兀 以下の 函人 は皆附 $1 な 

り、 右の 外に： d 州 守山邊 にて 九 萬 石、 駿 州お W にて 二 千 石、 江 州 石 部 勢 州 關地藏 四日 市場お 藥帥庄 野 

三 州 白須賀 中 泉駿州 興^に て、 各 千 石 を 被 進、 附應を 除き 二百 餘萬 石な り、 

其 後江 府御在 城な り (天 li: 十八 年 八月 御 入國)  I 

或 記に、 自是 以前の 北 條の從 軍 遠山 左 衞門景 政 江 府に在 城せ しが、 其 身 は 小 田 原 城に 在て、 弟 川 村 兵 

部 大輔に 守らし めたり、 然るに 景 政が 甥 及び 眞田 隱岐 守を鄕 導と して、 江 戶城を 追 立け ると 云、 

慶-. 长元丙 申年 正月 八日 正 二 に 叙し、 內 大臣に 任じ 給、 (五十 五 歲、) 同 七 寅年 正.^ 六日 從 一 位、 (六十 一 

歲、) 翌八 卯年 1 一月 士 一日、 征夷 大將軍 補 is 六十 1 一歳、，) 

牛車 兵仗 を 賜、 同日 淳和^ 學雨院 別當を 兼備し、 右大臣に 任じ、 源氏 長者 宣旨を 蒙り 給、 

共！： 曰、 淳和院 弊 擧院の 別 《。3、 氏 長者 は 代々 久 我家に "驶 任せられし を、 此 時より 久 我家 を 止ら れ、 御 

當 家へ 被附 しと 云、 (此說 非. なり、 此號 は元久 我家に 傳 へられし を、 中頃 京都 將 軍へ 許 脇 事 王 代 一 覽に 

見えたり、) 

同 十 年 ( 一 本 九 年 四月) 奏して、 秀忠公 を 進め、 御身 は 征夷 大將軍 を辭し 給、 夫より 大御所と 奉稱す * 

(六十 四 歳) 同 十二 年 七月 三日、 再 府を御 在 城し 給、 (六十 六歲) 元 和 二 辰年 三月 十七 日、 太 政 大臣に 被 

任パ 一 本 太 政 大臣の 宣旨は 御 辭」^ 一有し と 云、) 同 四月 十七 日甍 去、 駿州久 能 山に 奉 葬、 安國 院殿德 蓮社崇 
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譽 道和大 居士と 奉諡、 

同 三 r 巳年 二月. 後水尾 天皇 勑 して 東 照大權 現と 神號を 授け 給、 同 三月 九日 正 一位 を 贈り 賜、 同 四月 下 一 

野國 日光 山へ 御 改葬 有り、 其 後 正 保 二 乙 酉年 十一月 後光明 天皇、 ^して 官號 を授賜 ふ、 夫より 東照宮と！ 

奉稱、  一 

家康公 御子 十 男 四 女 有り、  • 一 

第一 岡 崎 三 郞信康 君、 ( 一 本に 第 一 女 奥 平 美 作 守 信 昌窒に 作 は 非なる べし、 〇 御 母 は 今 川義元 養女、 資はー 

關ロ刑 部 少輔親 永 女、 是家康 公の 御簾 中な り、 天 正 ト七年 八月 二十 九日 故 有て 御 生害、 遠 州 敷智郡 西來ー 

院に 淸池院 殿 降 月 秋 天 大姊. 或 照 池院月 山に 作る、) 天 正 十七 年 九月 十五 日、 罪 有て 遠 州 二股に 於て 一 

御 生害 0 一十 一 歳、) 騰雲院 殿隆岩 長趑大 居士と 諡す、 (遠 川 一 一 股淸龍 寺の 碑に は、 淸龍寺 連 岩 差通大 居士と 一 

有、) 御室 il^ は、 信 長 公の 姬君、 (寬永 三年 五月 十日 七十 八 歳 卒去、 見星院 殿と 謚 す、) 信 康君ニ 女子 有、 (小一 

笠 原 次 部 大輔秀 政 窒本多 美 濃 守 忠政窒 ，)  一 

第一 ー諱に 盛姬、 (ィ - 龜姬、 ) 永祿 三年 御 誕生、 奥 平 美 作 守 信 昌窒、  ； 

加納 殿と 稱す、 寬永 1 1 乙 5 年 五月 1 一十 七日 (ィー 一士 一日) 卒去 (六十 六 歳) 盛 德院殿 香 林 慈 雲大姊 と諡； 

す、 京都 妙 心 寺に 葬る、 (御 母信康 君と 同、)  一 

第三 諱は 德姬 (第 七 女に 作 は 非な り)、 北 條相模 守 氏 直 室、  一一 

氏 直 歿後、 文綠三 午年 九月、 池 田 三 左 衞門尉 輝 政へ 再嫁、 元 和 元 卯年 二月 四日 卒去、 良 正院殿 (或 良 一 

照院) 智 光慶 安 大姊 と諡 す、 (御 母 は 鵜 殿 三郞長 持が 女、 西 郡 方と 稱 す、)  一 

第 四 於義丸 君、 天 正 二 甲 戌年 二月 八日、 遠州產 回 村に 於て 御 誕生、 

後年 秀吉 公の 養子と 成り、 羽 柴三河 守秀康 と名乘 給、 天 正 十八 年下 野國結 城々 主 結 城中務 大輔晴 朝に、 ， 

再 養子と 成り、 慶長 十二 未年 閨 四月 四日 (ィに 八日) 越前輻 井城に て 逝去、 時に從三位中納言三十四^^; 
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なり、 孝 顯院殿 吹 毛 月珊大 居士と 諡す、 同 五月 改葬 有り、 淨光院 殿 森厳 道府運 正大 居士と 追考 すと 云、 

御 母お 万の 方と 稱す、 尾 州 熱 田 祠官永 見 志 摩 守の 女、 (一 本 攝州レ 、阪に 住する 村 m 意 竹が 女と も 云、 又 

永 見 志 摩 守 後に 村 m 道 竹と 稱 せし とも 云、) 

第五 秀忠公 (別に 略傳 以下に) 

第 六薩摩 守忠吉 朝臣、 (始 忠康 下野 守と 稱) 天 正 九 巳年 九月 (或は 八月) 御 誕生、 

秀忠 公と 御 同腹、 御 小字 幅 松 丸と 稱す、 同 十九 年 東 條の松 平 甚太郞 家 忠の遣 跡 を. 溢 給、 慶長 十二 年 三 

HI: 五日 逝去、 從 三位 左 近 衞中將 (二十 七 歳な り〕 往高院 殿憲營 玄伯大 居士と 諡す、 江 府-增 上 寺に 葬る、 

第 七 万千 代 君 (諱 信吉) と稱 す、 天 正 十 一 癸未 年 御 誕生、 

母 公の 氏を繼 て、 武 田と 號す、 慶長七 壬 寅年 常 州水戶 城主と 成る、 二十 五 萬 石 を領し 給、 (元は 下總 

佐 倉) 同 八 年 九月 十 一 日 卒去 (1 一十 I 歳 淨鑑院 殿と 諡す、 

母 公 は 甲 州 秋 山 越 前 守 虎康が 養女、 實は武 田信玄 息女な り、 寬永 十四 丁 丑年 三月 十三 日卒、 凉雲院 と 

諡す、 

或 本 秋 山 夫人の 墓所 不詳り しに、 貞享 年中 水 戶黄門 君 御？ 牙 鑿 あり、 下總國 小金 村 本土 寺に 在し と 云 

或 記に 家 康公御 妹 君 穴 山 梅 雪 齋の女 を 養 給、 万千 代 君 を 生、 仍武田 氏 を 給處 に、 此君 卒去に より 

彼女 薙髮 して 天性 院と稱 すと 云、 

第 八 蒲 生 飛 彈守秀 行窒、 ( 一 本 第 六に 作る は 非な り、) 秀行 卿慶長 十七 年 三十 歲 にて 逝去 (參 議從 三位) 依 之 

元 和 元年 十 1 1 月 (或 1 一年 四月 七日 又 三年 三月 十五 曰) 淺野但 馬 守 長 《^ へ W 嫁、 同 三 巳年 八月 一 一十 八日 (1.- 

晦日) 卒去、 (二十 九歲) 正淸院 (或昌 淸院) 英 譽果說 善芳大 姊と諡 す、 洛 陽新黑 谷に 葬る、 (墳墓 は 本堂 乾 

Q 方 南 向) 御 母 は 市 川十郞 右衛門 女、 寬永 十四 年 三月 十三 日卒、 良 雲 院夫譽 壽淸大 姊と諡 す、 . 

第 九 上 總介忠 輝 朝臣な 


真 t 


文綠元辰年遠州濱^！城に於て御誕生、 御 小字 辰 千代 君と 稱す、 

後年 長 澤源七 郞康忠 の 遣 跡 を 相鑌し 給、 慶長 十五 年閨 二月 三日、 越後 國を 賜、 (本 は 信 州 川 中島， 3 冗 和 

二 年 八月 故 有て 配流、 天 和 三年 七月 三日 配所に 於 卒去 (九十 二 歲、) 寂 林 院殿心 譽輝窓 仙大 11? 士と諡 

す、 

御 母 はお 茶 阿の 方と 稱す、 初 尾 州余屋 村の 商賈の 妻女な り、 夫 死して 家康 公に 仕たり、 元 和 七 年 六月 

十二 日 (或 十三 日) 死、 長覺院 貞譽宗 慶大 姊と諡 す、 

第 十 松 千代 君と 稱す、 文祿 三年 御 誕生、 慶長四 亥年 正 月 十二 日 早世、 (六 歲) 大應淨 安と 諡す、 御 母公不 

詳、 

第 十 一 仙 千代 君と 稱す、 文祿四 未年 秋 御 誕生、 - 

家康公 創業の 功臣、 平 岩 主計 頭 親吉が 養子に 成 給 ふ、 慶長五 年 二月 七日 卒去 (六 歲) 高岳院 殿と 諼す御 

母は龜 方と 稱す、 淸水 甲斐 守 (或は 加賀 守) 宗淸が 女な り、 (龜 方實は 八幡 社 人 竹 腰 氏の 女な りと 云、) 

寬永 十九 年 九月 十六 日 死去、 

相應 院信譽 公安 大姊 と諡 す、 

第 十一 一尾 張義直 卿な り、 

始義 利と 名乘り 給、 慶長 五子 年 十月 二十 八日、 城 州 伏 見に 於て 御 誕生、 仙 千代 君と 御 同腹な り、 御 小 

字 五郎太 丸と 稱す、 同 八 年 甲 州 を 賜 ふ- 同 十二 未年 闺 四月 尾 張 國を賜 ふ、 慶安 三年 五月 六日 逝去、 于 

時從 1 一位 大納 一一 一一 ヌ 五十 一 歳) 敬 公と 諡す、 

第 十三 紀州 賴宣 卿な り、  . 

始賴將 と 名乗 給、 ( 一 本 政賴) 慶長七 寅年 三月 七日 城 州 伏 見に 於て 御 誕生、 御 小字 長 福 君と 稱す、 同 八 

年 常 州 水 戶を賜 ふ、 同 十四 酉年 十二月 駿遠ニ 州の 內 にて 二十 萬 石 を 賜 ふ、 其 後 紀州を 賜 ふ、 和歌 山拔 

七 二 五 
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へ 還り 給 ふ、 寬文 十一 亥年 正月 十日 逝去、 于時從 二位 大納言 (七十 歲) 南龍院 殿と 諡す、 同國鴨 谷に 葬 

る、 御 母 は 正木 左 近 太夫 康長 (或は 賴長) 入道 女、 (或 本 於 萬 方) 承 應ニ年 八月 二十 一 日 卒去、 養 珠院妙 

日心大 姊と諡 す、 

第 十四 水 戶頓房 卿な り、 

慶長八 卯年 八月 十日 城 州 伏 見に 於て 御 誕生、 御 小字 鶴 千代 君、 (成 は 鶴 松) と稱 す、 同 十一 午年 常 州 下 

妻 を 賜 ふ、 同 十四 酉年 十二月 常 州 水 戸の 地 を 賜 ふ、 寛 文 元 丑年 七月 二十 五日 (或は 二十日) 逝去、 于 

時 正三位 中納言 (五十 九 歳) 成 公と 諡す、 御 母 は 蔭山 長 門守廣 養女、 實は太 田 新 六 郞重政 (一本 新八郞 

康 治に 作) が 女 於 勝 方と 稱す、 寬永十 丸 年 八月 1 一十三 日 卒去、 ( 一 本 六十 五 歳) 英勝 院長 譽淸春 大姊と 

諡す、 

I 本、 太 田 新 六郞重 政の 養女、 實は 蔭山 長 門 守 女な りと、 一本、 太 田 新 六 郞康资 の 女、 實は 正木 左 近 

太夫 頼忠、 養珠院 妙紹日 心賴宣 卿の 御 同腹な りと 云、 或 本に、 英勝 寺の 石碑に は、 父 は 太 田 康资、 母 

は 遠山 ？^皮 守直景 女に て、 一 女を產 せられし 處 早世に より 氷 戶賴房 卿に 命ぜられ、 御 母に 准せられ た 

るよ し 見えたり、 

第 十五 御 女子、 慶長十 未年 正月 朔日御 誕生、 同 十五 戌年 閹 二月 十二 日 (或は 十三 日) 卒去、 御 母 は 遠山 

丹 波 守貞宗 なり、 (英勝 寺の 銘 によるとき は、 貞宗は 貞景の 誤に て、 英勝院 の 御腹なる べし、) 

第 十六 御 女子、 度 長 十三 年 申年 二月 御 誕生、 同 十五 戌年 二月 十五 日 早世、 御 母 は 太 田武巷 女な お、 


£  i 
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五 大老の， 博 (但小 早 川 隆景卿 は 逝去、 右 代り 上 杉 景勝 卿 を 以て 爱に擧 る) 

〇 家 康公略 傳前卷 に 在り 

或 本に， 日 石 先生 曰、 文 綠 二 巳年 天下の 政令 を 敷かれし 時、 德川殿 前 田 利 家、 浮田秀 家、 毛 利 輝 元、 小 

早 川隆景 連署 せらる、 時に 五 人の 大名 衆と 云し 由、 北 川 次 郞兵衞 (秀賴 公の 近臣な り、 大阪御 陣の節 

も、 山川 帶 刀と 同く、 一隊の 小將 はり、) が 記に 有り、 夫 を 五 大老と 稱 せし 事 は、 太 閣薨じ 給し 後に、 

大阪の 奉行 等が 云 出せる 事に て、 德川殿 を も 彼 家の 老と稱 し、 家 司な りと 云ん 爲 なり、 然る を 又 其 世 

にも、 其 心. を 得ぬ 人、 、 皆 五 大老と 云 もし、 筆に も 章す、 大に 僻な り、 德川殿 は 此時旣 に 大臣の 位に 登 

らせ給 ふ、 昔照宣 公の 始て關 白に 成せ 給し より 以来、 關 白の 家に、 大臣 を 以て 臣 とせし 例な し、 或は 

又 大縫冠 始て內 大臣に 成せ 給 ひしょり、 內府 たる 人の 家 治めた る 例 有べ からす、 世旣に 澆季に 及び、 

人 皆不學 なりと 雖、 かく 名の 正しから ざる こそ 淺ま しけれと 云々、 

加州 金澤 城主 前 田 大納言 利 家 卿 

利 家 卿 は 尾 州 荒 子 住人 前 田 縫 殿 介 利 春 の 四 男、 

或 本に 利 家 卿の 父 は、 尾 州 愛知 郡 一柳の 注、 荒 子 村 住人 源左衞 門と 稱 せり、 然れ 共系圖 等に は、 前 田 

藏人菅 原 利昌と 記す と 云々、 

或 家 記に 利 春 は 信 長 公に 仕へ、 食祿 三百 貫 を 賜、 永 綠 三 庚申 年 十月 十三 日 死、 通桃菴 休岳大 居士と 諡 

す、 母 は 長 齡妙久 と 法名す、 永 正 元 癸 酉年 十 一 月 二十 e: 日 死、 利 春に 六 男 二 女 有、 長男 利久、 (後に 利 
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家 金澤の 城主た ると き、 右城の 留主居 を 勤、 六 千 石を領 す、 慶 治利ハ 敬の 父な り、 ) 二 男 三 左衞門 利玄、 

(早世) 三男 安 勝 五郎兵衛と 稱す、 (能 州 七 尾 城主) 次 は 寺 西 某の 妻、 次 は 良久、 次は秀 繼、 ，^^、は高畑定 

吉妻、 (或 記に は 嫡藏人 利久、 第二 五 郞兵衞 安 勝、 三男 三 左衞門 利玄、 四 男 孫 左衞門 良繼、 五男 右近 亮 

秀^、 六 男 利 家 卿、 七 男 佐 脇 藤 八郞良 之、 女子高 畑 石 見守 定吉 妻と 云、) 

^記に、 利 家 卿の 父 は藏人 利昌、 (或は 利成始 源左衞 門と 云、) 初 尾 州 荒 子に 城 を 築 居、 前 田 村 を 去る 事 

十 町 計、 故に 前 田 を 以て 家名と す、 永 正 五 年 二月 十三 日卒、 法名 道 譽と號 云々、 

其 祖天穗 日 命より 出て、 藤 代 年 世久故 未委、 

或 家 記に、 ！ 氏 は 右 丞相 道 露 公の 苗裔な り、 

右 丞相 筑紫 配流の 後、 居 事 三年に して 二 男 を 生む、 長 は 前 田 を 姓し、 次 は 原 田 を 姓と す、 

又 曰、 前 田 は 藤 原 氏に て、 利仁將 軍より 出て、 嘗て 原 田 中 務大輔 某、 筑紫尾 州 荒 子 里に 移り、 

前 田 某の 家 を 主と す、 後に 養子と なり 一 男を產 む、 此利家 卿 父な りと 云々、 

利 家 卿 小字 犬 千代、 . 後 孫 郞と稱 し 又左衞 門と 改む、 天文 七 戊戌 年 十一 一月 一 一十 五日、 於 荒子鄕 誕生、 十三 

歲 より 信：；！^ 公に 仕へ 小姓と 成り、 永樂錢 三十 貫 を 賜、 (或 家 記、 十四- .が- のとき、 信 長 公へ 見 ゆ、 五 千 貫 を 

賜と、 按 るに 五 千 貫 は父藏 人の 釆地 なるべし、) 十五 歲 Q 時、 信 長 公の 同朋と 口論して、 同朋 を 手 討に す、 

仍て信 長 公の 勘氣を 蒙り 浪人す、 

弘治 二月 (或 三年) 信 長 公 御舍弟 武藏守 信 行と 合 載の 時、 利 家 卿 十九 歳に て 忍で 先鋒に 進み、 太刀 打の 

高名 有り 然共歸 參を容 し 給 はざる 處に、 又 敵陣に 驩 入て 力 戰し信 行の 家臣 宮井勘 兵 衞か弓 を 以て、 利 家 

卿 を 射た る を 直に 鎗 付て 宮 井が 首 を 提げ、 麾を 添へ、 實驗に 入られければ、 信 長 公 心 解て 召 返され、 百 

五十石 を 賜 ふ、 

成 家 記に 弘治ニ 年 五月 尾州稻 生の 役に 宮井 勘兵衞 恒忠、 利 家 卿の 右の 眼下 を 射たり し 時、 利 家 卿- 一八に 
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怒て、 鎗を 執り、 直に 進で 宮井を 突 殺す、 永 綠ニ年 私の 仇 を 以て 寺 人 重 阿 彌と云 者 を 殺し 浪人す 同 三 

年 今川義 元と 合戰の 時、 私に. 1 田 公に 從ひ、 追 擊て首 を 獲て、 信 長 公の 馬 前に 来り 之を獻 すれ 共、 先 

の 罪 を 聽し給 はす、 同 匹 年 濃 州に 於て 長 井 甲斐 守、 日 比 野 下野 守と 合戰の 時、 復 前年の 如く 從ひ、 首 

二級 を 獲て、 直に 信 長 公の 門に 到らる-^ を 見 給、 彼 咎を被 免、 百 五十 貰 を 加 賜 せらる と 云、 

夫より して 無 程 三千 石に 成り 數 度の 軍功 有て、 越 前 府中の 城主と なり、 三 萬 五千石 を 賜 ふ、 

或 家 記に 天 正 九 年 能 州 七 尾に 移り、 三十 餘萬 石を領 す、 息 利 勝 越 前 府中に 封 を受と 云、 ー 

信 長公弑 せら 給て 後、 柴田勝 家に 組せられ しが、 勝 家 滅亡して、 秀吉 公に 降參 有り、 然後 加州 余澤 城主 

と 成り、 天 正 十七 年 小 田原陣 に、 利 家 卿 並 息 利 勝、 (後 利 長に 改む) 動 功 有て、 次第に 加增 し" 終に 加賀 

能 登 越 中 三 州に 主たり、 且秀吉 公の 姓と 稱號を 賜り、 羽 柴筑前 守に 任じ、 文 祿 元 辰年 八月、 從三^ 權中 

納 言に 叙 住せら る (本 は 宰相) 慶長 三年 戌年 四月 一 一十 曰 (或は 一 一年 三 だ 十 一 曰) 從ー 一位 大納言に 昇進し、 

同 巳年 閎 三月 三日 逝去、 于時 六十 ニ歲、 (或 六十 一歳) 高 德院と 諡す遣 言に 依り、 加州 余 澤野田 山に 葬る 

從 一 位 を 贈り 給、 

或 本に 利 家 卿 五男 十 一 女 有り、 第 一 前 m 對馬守 長 種窒、 第一 一中川武藏守光重窒、第三筑前守^^長卿、第 

四 羽柴孫 s: 郞利 政、 第五 磨 阿方と 名く、 第 六 京の 方と 名く、 是備 前中納 言秀家 卿の 窒、 第 七 長と 名づ く、 

細 川 與七郞 中5 隆窒、 後に 村 井出 雲 守に- a: 嫁、 第 八 世 目と 名づ く、 淺野紀 伊 守 幸 長窒、 第 九 前 田 修理 亮 

利 好窒、 第 十 福と 名づ く、 長 九 郞左衞 門 尉 連 龍の 息、 十 左 衞門尉 好 連 室、 好 連 死後、 中 川大隈 守に 再 

嫁， 第 十 一 暮 知と 號す、 篠原主 膳窒、 第 十一 一 筑前利 光、 (後 中 納言利 常と 改) 第 十三 前 田 大和 守 利 高、 

第 十四 備前守 利豐， 第 十五 女子 早世、 第 十六 女子 早世 云々、 

利 家 卿の 嫡男 利 長 卿の 母 は、 高畠吉 光女、 元 和 元年 七. q 十六 日卒、 京 紫 野！ <德 寺に 葬る、 芳春院 華岩宗 

富大 姉と 號す、 利 長 卿 は 天 正 九 年 越 前 府中 城主と 成り、 元龜十 一 癸未 (一 兀龜は 非 か 元 龜は四 年 目に 改元な 
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り 癸未 天 正 十 一 なるべし、) 加 賜せられ、 加州 松 任 城に 移り、 後に 越 中 固守 山城 主と 成る、 文祿 三年 同國 

富 山 域に 移り、 官 次第に I* 進、 慶長三 戊 年、 r.ly 月 二十日 從 三位 權屮納 言に 叙任せられ、 利 家 卿 逝去の 

後、 家督 を 糰 る、 然に關 か 原 合戰の 時、 舍弟能 登 守 利 政 は、 太閤の 御 厚恩 を 3 心 ひ、 大 阪に與 力し、 利 長 

卿 は德川 家へ 屬 せられ、 而 して 大阪方 敗軍の 後、 家康 公利 長 卿の 忠節 を 感じ 給て、 利 政の 死刑 流罪 を 免 

ぜ られ、 所領 悉く 沒牧 せられ、 其沒收 する 所の、 能登國 二十 四 萬 六千餘 石、 利 長 卿に 賜 ひ、 利 長 卿 實子無 

により、 同 十 年 六月 十八 日 末弟 利 光に 家督 を 譲り、 北 ハ身は 越 中 國高丘 城に 隠居し、 同 十九 寅ハ巾 五月 二十 

二日 (或 七月 二十 三日) 逝去、 于時 五十 三 歳、 瑞龍 院聖山 英賢大 居士と 諡す、 正 二位 大納言 を 贈 賜す、 

〇 備前國 岡 山城 主 浮 £ 中 納言秀 家 卿 

備前 笑作備 中半 國播摩 三 郡、 都て 四十 七 萬 四千 石 (或 四十 四 萬 四千 石) を領 せらる、 秀家卿 父 は 和 泉 守 

id 家、 母 は 中 山 備前守 信 守 女な り、 直 家 始は三 郞左衞 門と 稱す、 惡逆 暴行に して、 親族 緣者を 追討 或 毒 

殺して、 其 土地 を押領 し、 自立して 備前美 作ニ國 Q 主と 成り、 猛威 を 奮 ひしが、 信 長 公の 時に 常て、 領 

地 を 召 上られ、 備前國 に 於て、 五 萬 石 を 賜、 天 正 十 年 正お 卒去、 秀家 卿、 此 時九歲 にて 八 郞と稱 し、 後 

に 河 內守家 氏と 名乘、 秀吉公 天下 草創の 時より 忠 戰勤勞 有し 故、 舊領を 賜、 且羽柴 の 氏 諱の字 を拜領 し、 

秀家と 名乘、 終に 從 三位 中納 言に 昇進す、 然るに 關か原 合戰の 時、 豐臣 家に 屬し、 專ら 下知 を 加 へられ 

ける が、 敗軍の 時、 主從 三人と 成り、 密に大 阪に歸 り、 島津 父子に 相議 し、 再 旗 を 擧んと 思 ひ、 中島の 

屋敷へ 来り、 內実前 田 利 家 卿の 女) に 逢 ひ、 竊に薩 州へ 下向の 用意 有け る處 に、 前 田 利 長 卿より 秀家歸 

館の 旨 を、 德川 家へ 達せられ、 此度罪 御 赦免の 儀 を 願 はれし により、 死罪 を 免され、 八丈島へ 配流 せら 

れ、 領 知悉く 沒改 なり、 

1 本秀 家卿薩 州へ 逃 下られし 處、 島津 家よ. リ、 願に 仍死 一等 を 免ぜられ しと 云々、 

自此 先、 秀家鄕 は剃髮 して 休 移と 稱す、 時に 二十 七 歳な り、 寬 永の 頃 迄 配所に 存命に て 居られし とか や 
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今に 至り、 彼 島に 子孫 有と 云、 

其蜩 曰、 流刑 解官の 人に、 呼名なくて は不濟 とて、 秀家 幼名 再び 呼で、 宇喜田 八郞 と被稱 と、 一本に 

あり、 

或 本に、 秀家卿 幷に息 男八郞 も、 に 八丈島へ 配流 せらる、 (父子 同 島へ 流刑の 事、 其 例を不 聞、 是は 

格別の 御沙汰 なるべし、 本文の 說 によるとき は、 右に 記す 秀家變 名の 說は非 か、 子息 八 郞の事 を 混交 

したる なるべし、) 八郞が 乳母 有り、 是は 速に 立 去ぬ、 其 介の 女 (さしと 云) 島へ 供 せん 事 を 遮 て 願 ふ、 

女の 事 なれば 苦 かる まじと て、 御免 有て、 倶に 島へ 行く、 後年 彼女の 枠 (前 田家に 仕て 澤橋兵 太夫と 

云) 公儀へ 愁訴して、 前 田家より 八丈島へ 毎 歳 助成の 金、 幷に人 用の 物 を 被 差 越 候 様に 公 命 被 成 下 度 

旨、 頻に相 願に 仍、 御 評定の 上、 御 聞屆有 之、 乍 去 金 も 多 は 成 難し、 其 外の 物 も 品に 寄り 成ぬ 物 も 有 

べし、 其員數 品物 を 究め、 前 田家へ 可 被 仰 渡と て、 則 其 趣 加州へ 御 下知 有て、 每年定 の 通 取調て、 官 

へ 出され、 點撿の 上、 島へ 送り、 被 遣け ると かや、 委く は、 新 東鑑に 在り、 爱には 其 採耍而 巳、 

或說 に、 浮 田の 舊臣 花房 氏よりも、 年々 米 二十 條宛を 贈と 云り、 是は前卷にも出た.o^、 

浮 田 (或 宇喜田) の 家系 不詳、 其 先 赤松より 出た ると 云り、 

〇 藝州廣 島 城主 毛 利 中 納言輝 元 卿 

平 城 天皇の 後胤 大江廣 元 Q 末葉、 小字 幸 鳩 丸と 稱す、 祖父 は少 輔太郞 (後 右 馬頭) 元 就、 父は備 中守隆 

元、 後に 大膳 太夫と 稱す、 元就祌 武獻智 の良將 にて、 備 中守弘 元の 二 男な りしが、 舍兄備 中 守 M ハ元、 早 

世たり しょり、 元 就 家督 を幢ぎ 三千 貫の 地を領 し、 武威 益 盛に して、 郡 國を攻 取、 從四 位下 大膳 太夫に 

叙任し、 永祿 三年 菊 桐の 御紋を 賜、 陸 奥 守に 改め、 終に 安藝 周 防 長 門 備後因 帽伯誉 隱岐石 見出 雪 備中十 

州を領 す、 元 就數子 有り、 嫡男 大瞎 太夫 隆元、 二 男 吉川駿 河 守 元 春と 稱し、 後に 隱岐 國を領 す、 三 SR は 小 

早 川左衞 門督隆 景と稱 す、 後に 筑前國 立 花の 城主と 成お、 三十 萬 六 千 石を領 し、 從 三位 中納 言に 昇進し、 
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翁 五 大老 職に 列し、 慶長 1 一年 六月 十三 日に 逝去、 于時 六十 六 歳、 四 男 伊豫 守元淸 (毛 利 甲斐 守秀元 卿の 父) 等 

なり、 嫡男 隆 元は 雲 州の 尼 子 下野 守 晴久、 毛 利 家 Q 命令 を 背く 故に、 退治の 爲出陣 せられし 處に、 永綠 

六 年 八月 四日、 藝州佐 伯 郡 船 木に 於て 頓死 せらる、 依之隆 元の 息 輝 元、 此時 十一 歲 成しが、 父に 代て 出 

_ 雲へ. a き 日々 夜々 合戰 有り、 尼 子 終に 利 を 失 ひ、 毛 利 家の 幕下に 屬 して 居城 を 明 渡せり、 然に 元龜ニ 未年 

六月 十四日、 元 就 七十 五 歳に て 卒去せられ しか ぱ、 輝 元 父祖の 家督 を繼て 武威 を 振 はる、 其 頃 信 長 公 中 

國 九州 を； i 化 へられん と、 天； 4- 十二 未年 羽柴秀 吉を將 として 指向ら れ、 合戰 半に、 信 長 公明 智 光秀が 爲に 

被弑給 ふ、 此事中 國へ未 達 以前に、 秀吉輝 元旣に 和睦 有て、 毛 利 家より 備中備 後 伯 誉三ケ 國を獻 じて 降 

參ぽ ザれば 秀吉 速に 京都へ 攻 登り、 光秀 を 誅伐して、 天下 を 治め、 中 國七州 を 輝 元 卿へ 賜 ふ、 仍て輝 元 

百 二十 萬餘 石を領 し、 從 三位 中納 言に 昇進し、 大老 職たり、 關ケ原 合戰の 時、 大 阪に屬 し、 敗軍の 後 剃 

髮 有て、 家 瑞と稱 し、 關 東に 降參 せらる、 依 之 領地 を 減じ、 周 防 長 門 二 ケ國を 賜 ふ、 然後寬 永 二 S 年 四 

月 1 一十 七日 逝去、 (七十 三 歳) 天 樹院雲 岩と 認す、 ( 一 本 幻菴宗 瑞と號 七十 一 一歳と あり、) 

或 記に 秀吉 中國に 於て 信 長 公の 變を 聞て、 之 を 敵に 吿て 進退 を 究んと 欲せら る、 輝 元義を 以て 和平せ 

ら ると あり、  • 

〇 奥州 若松 城主 上 衫中納 言 景勝 卿 

始は喜 平 次と 稱す、 大 僧都 輝 虎 入道 不識院 謙 信の 姊靖、 長 尾 越 前 守 政景ニ 男な り、 母 は 仙 桃 院と稱 す 

或 記に 越 一 S 守政景 自立の 志 有に より、 謙 信 之 を 亡さん とせられし を、 謙 信の 臣字位 美. 駿河 守定行 • (七 

十六 歲) 此を 聞き 後難 を 恐て、 永 祿七年 七月 五日 政景 と共に 船に 乘、 遊觀 して 政景と 組で、 水底に 沒 

せり、 越 前 守の 嫡、 右京 進義景 は、 同 九 寅年 十月に 死去せ り、 

輝 虎 は桓武 天皇の 後胤、 長 尾 信 濃 守 平 爲景四 男に て、 享祿三 寅年 三月 二十 1 日出 生、 小字 虎 千代 後に 

平 一 ニ景 虎と 稱す、 然に景 虎の 舍兄弥 正 左 衛門婧 景は洒 色に 長 じ、 制度 をみ だるに より、 家臣 等 計りて 景 


虎 を 立て、 家督 を 種し めんと す、 晴景之 を 聞て 兵 を 起し、 景 虎と 合戰に 及べ：^ ハ、 軍 利 あらす して、 天文 

十六 年 四月 十六 日 越後の 府內に 於て 晴景 生害、 于時 四十 五 歳、 依 之景虎 家督 を 欄で、 威勢 最大な り、 

或說 に、 自是 先に 爲景の 二 男 平 藏景康 三男 左 平 次 景房は 父 越 前 守の 出頭 人、 黑田和 泉守幷 に、 弟 5: 豆 

守が 逆心に より、 天文 十 一 年 1 1 月 生害、 後年 景虎黑 田 兄弟 を誅 す、 

天文 二十 一 年 三月 (或 二 巧) 制髮 して 謙 信と 稱し、 淫事 を禁 す， 于時 二十 二 歳な り、 是は 舍兄彈 正左衞 

門 を 討て、 長 尾の 家 を相鑌 せし 先非 を悔 てな り、 然るに 鎌 倉の 管領 上 杉 修理 太夫 憲政 は、 累年 相 州の 北條 

左 京 太夫 氏 康と國 を 諍 ひしが、 憲政 終に 戰 負ぬ、 長 尾 家 は 代々 上 杉 家の 長臣 たるに より、 景虎を 賴れた 

り、 謙信辭 する に不 及、 是に應 す、 其 後 憲政より 關東 管領 職 幷に上 杉 氏の 稱號、 且相傳 の 系譜 を 被與、 

故に 長 尾 を 改め、 上 杉と 胃 姓す、 

I 本 天文 二十 三 寅年 關東 管領 職、 $ ^に 憲政の 諱の字 を 受て政 虎と 名乘、 同年 從 五位 下彈正 少弼に 叙任 

し、 弘治 三年より 上 杉に 改 しと 云、 

永 祿ニ己 未年 上洛 有て、 公方 義輝 公より、 塗 輿 朱 柄の 傘、 幷に屋 形 號且御 諱の字 を 賜 ひ、 輝 虎と 名乘、 

同 六 亥年 正月 二十 I 日より 禁じて 魚肉 を 食せ す、 元龜 元年 甲 州の 武田 玄信大 軍を發 し、 駿 州へ 寄 来り、 

國を 掠奪 ふ、 此時北 條氏康 は 謙 信と 和睦し、 七 男 三郞を 以て 人質と す、 輝 虎 嗣子な きに より、 三 郞を養 

子と し、 景 虎と 名 付、 景勝の 妹 を 以て 妻たら しむ、 謙 信 は 其 威滋 ふる ひ、 終に 加賀越 中飛 驛 越後 佐 渡 其 

外 も 從ひ屬 しける が、 天 fi- 六 寅年 三月 十三 日 四十 九 歳に て 卒去 せらる、 然るに 景勝 卿 は、 謙 信の 本 城 越 

後 國春日 山に 入て、 景虎を 討ん とせら る、 上 杉 家の 長臣等 も、 三郞を 家督と せば、 舍兄 北條氏 政に 從は 

ん事を 恐れ、 依 之 景虎軍 を 出して、 挑戰 せし かど も、 終に 戰 負、 同 七 年 三月 二十四日、 同國鲛 尾の 城に 於 

て 切腹す、 此騷 動に つき、 能 登 加 賀飛騍 等の 國々 は、 悉く 信 長 公に 降る， 同 八 辰年 景勝 は 越後 佐 渡の 仕 

置 を せらる、 同 十 年 六月 二日 信 長 公 は明智 光秀が 爲に弒 せられ 給 ふ、 諸國大 に動亂 する により、 景勝 は 
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信 州に 進發 し、 更科鄕 川 中島の 邊を攻 取、 其 後秀吉 公に 屬し、 同 十四 年 六月に、 攝 州大阪 に來、 同 二十 

二日 左 近衛 權少將 に 任じ、 越後 守と 稱し、 其後彈 正大 弼に改 む、 文 fi 三 午年 月 五日 從 三位に 叙し、 同 

十月 權中納 言に 任す、 (本 は 宰相) 慶長ニ 酉年 小 早 川隆景 逝去 後、 大老 職に 列し、 同 三 戌年 奥州 若松 城に 

移り、 百 五十 萬 石に 成る、 同 五子 年 石 田 治 部 少輔三 成、 上 杉 家の 長臣直 江山 城 守 翁 額 (三十 二 萬 石) と 相 

議て、 德川家 を 亡さん と 巧み 合戰に 及び、 大 阪方戰 負し により、 其 後 領地 被 召 上、 羽 州米澤 城主と 成り、 

三十 萬 石 を 賜 ふ、 元 和 九 亥年 三月 二十日 逝去、 于時 六十 九歲 なり、 急 喜 平 次定勝 家督 を 繼 で 後に 左近衞 

權少將 に 任じ、 彈 正大 弼と稱 し、 正 二 酉年 九月 十日、 武州 江戸に 於て 卒去、 時に 四十 三歲、 定勝 Q 息 を 

播磨守 綱 勝と 稱す、 寬文四 辰年 閏 四月 七日 十七 歳に て 卒す、 (其蜩 曰、 正 保 二 年定勝 卒去の 砌、 當歲 にて 

も 寬文四 年に は 二十歳 なるべし、 年月の 書 違 か 年齢の 書逮か 成べ し、 Mr 嗣 無して 領地 被 召 上、 定 勝の 培 

吉良 上野 介 義英の 息 を 召 出され、 十五 萬 石 を 賜り、 遺跡 を繼 ぐ、 彈 正大 弼 綱憲是 なり、 

三老 職の 略傳 

三老は 平生の 國 政に は 不預、 若く は 大老 奉行の 問に つ 異議 故障の 出来しと き、 三老 取扱 之て、 和平な 

らしめ ん爲 に、 太閤の 立 置れ たる 職分な り、 

〇 讚 州 香 川 郡 高 松 城主 六 萬 石 生 駒 雅樂頭 親 正 

親 正 は始甚 助と 稱す、 秀吉 公に 仕へ て、 所々 の戰 場に 於て 軍功 を顯 し、 就中 江 州 志 津ケ嶽 尾 州 小 牧に於 

て 高名 有り、 仍、 三 萬 石 (本 五千石) に 取 立 給 ふ、 太閤 歿後 は家康 公に 屬し、 老衰して 病死す、 息 讚岐守 

1 正、 家督 を繼ぎ 關ケ原 合戰に は、 關 東へ 屬し、 軍功 有り、 其 賞と して 讚 州 一 國を賜 ひ、 十七 萬 千 八 百 

石を領 し、 元 和 六 中年 六 n 五日 三十 六歲 にて 卒去、 息 量 岐守高 俊、 (小字 小 法師と 稱) 魯鈍 にして、 制 法 

不整、 家中 騒動す るに より、 所領 悉沒牧 せられ、 寬永 十七 辰年 八月 出 羽國へ 流刑、 萬ュ S 二 亥年 六月 十六 
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E!!^ 所に 於て？？ なす、 

右 家中 噪 動の 譯は、 家老 生 駒 將監前 野 助 左 衞門石 崎若狹 等が 爭 論に 仍 なり， 委は 武家 成 si 記 等に 在り、 

爱に 略す、 

〇 駿州 府中 城主 十四 萬 五千石 中 村 式部 少輔 一 氏 

1 氏が 父 は 一 政彌平 次と 稱す、 秀吉 公に 仕て 病死せ り、 一 氏 も 天 下草 創の 時より、 數度戰 功 を 著し、 次 

第に 立身して、 食祿十 s: 萬 五千石 を 賜 ふ、 太 閣殁後 は家康 公に 忠志 有て、 慶長 五子 年 七月 病死す、 然に 

石 田 三 成、 德川家 を 亡さん と 軍 立して、 濃 州關ケ 原に 於て、 德川 家と 鬪戰 す、 其 時 一氏が 息 ー學、 幼少た 

るより、 伯父 中村彥 右衛門 尉一 營、 陣代 として 忠戰 す、 此 賞に 御加增 有り、 都合 十七 萬 千 石を領 し、 伯 

耆國米 子 城へ 移る、 其 後、 秀忠 公の 御前に 於て 元 し、 御 諱の宇 を 賜り、 伯 誉守忠 一 と稱 す、 同 十四 酉年 

三月 御睱を 賜り、 伯 州へ 下りし 處に、 亂 心して 數人を 殺害し、 同 五月 十 一 日 狂死す、 于時 二十歳と かや、 

忠 一 無 嗣に仍 り、 領地 沒牧 せらる、 家斷絕 す、 

〇 遠 州 敷 智郡濱 松 城主 十 1 一 萬 石 堀 尾帶刀 先生 吉晴 

吉晴は 尾 州の 住人、 中 將少輔 吉久が 息. なり、 小字 仁王 丸、 後に 小 太郞、 又 茂 助、 始信長 公に 仕へ、 後に 

秀吉 公に 仕へ 軍功 數度 有り、 故に 本 知 二百 石より 十二 萬 石に 至れり、 太閤 歿後に は 家康 公に 忠志 有り、 

慶長五 年 (或は 四 年) 四 0: 公の 御 指揮に て、 越 前 府中 城 五 萬 石 (或 六 萬 石) を 加へ 賜り、 其 後に は拔群 

の 功 有て、 關 原合戰 以後、 三十 萬餘 石と なり、 雲 州 松； d 城に 移る、 老衰に 及び、 息 出 雲守忠 氏に、 家督 

を 謹し 處に、 同 九 辰年 八月 忠氏廿 二 歳に て 卒去せ り、 孫 小太郞 幼少なる が 故に 再勤し、 同 十七 年 ( 1太 

十六 年) 六月 十七 口 六 卜九歲 にて 卒す、 而 して 小太郞 忠晴、 父祖の 遣 跡 を相績 して 後に 山城 守と 稱し、 

寬永十 酉年 丸 月 二十日 卒去、 無 嗣に仍 領地 召 上られ、 家名 斷結 せり • 右三人 衆 を 小 年寄と も稱 す， 
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五 奉行の 咯傳 

〇 丹 州 桑田 郡龜 山城 主 五 萬 石 訪田德 善 院玄以 法 印 

一本 丹 州 八 上 城主に 作る 非な り、 其蜩翁 曰、 奉行の 內大谷 刑 部少輔 吉隆病 氣に仍 退役、 右の 代り 

德善院 玄以、 京都 所 司 代兼帶 して、 奉行に 列す と 有れば、 奉行の 座 列に て は 末席なる べし、 爱に 

筆頭に 記る は 奈何、 

玄以法 印 は 前 田 利 家 卿の 一 族に て、 織 田 城 之 介信忠 卿の 臣 なり、 

或 家 記に、 玄以 は、 濃 州土岐 氏に 仕へ し、 同 國美刈 城主 齋藤 左衞門 利以が 孫、 前 田 與您左 衞門以 勝 息、 

與三 左衞門 正以が 子と 云り、 利 家 卿の 一族と 云 は 誤なる べし、 

後に 秀吉 公へ 召 出され、 段々 御 取 立に 預り、 所 司 代と 成り、 京內 外の 雜事 神祠佛 宇の 事 を 掌れ り、 關ケ 

原 合戰の 前より、 石 田が 密意を 悉く 家康公 へ 吿げ 、又 息 主 膳 正利宗 は、 家 康公上 杉 家 退治の 供奉 をな し、 

父子 共に 忠節 を盡 せし により、 泰平 以後に 本領 安堵せ り、 然 に玄以 卒して 息 主 膳狂氣 し、 京 近 江の 間 を 

横行し 虐 なる 事 多く 有しが、 江 州の 里人と 喧嘩して 捕 へられ、 里人 伏 見へ 訴 ければ、 則 利 宗を獄 に 下 

し、 慶長 十二 年 六月 領地 悉く 召 上らる、 

或 記に 後年 主 膳 正が 息、 平 右衛門と 云る 者 を 召 出され、 依數を 賜と 云々、 又 一 說に平 右衛門 後に 安藝 

守と 稱し、 寛 文 十三 丑年 二月よ ね、 京都の 町奉行と 成し 共 云々、 

其蜩 曰、 平 右衛門と 有 は 非な り、 半 右衛門な り、 京 町奉行、 後に 大ぉ付 を 勤し は 主 膳 正子の 半右衛 

門に は 非す 孫な り、 又 此家前 田 利 家 卿の 一族と 云 事 も、 家系 不分明に して 安定なら す、 先年 右 安藝 

守 孫の 半 右衛門 代に 至 を 以て 一族の 末た る 事 を 申立、 加州へ 交りの 事 を 申込れ けれ 共、 加州に 於 

て涉々 敷 返答 も 無 之、 今に 至て 加州との 因 は 無 之、 余は此 家へ 格別の 緣 有て、 余が 祖父 は 安藝 守 親 
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類書に も 戴れ たれば、 此 家の 事 は 粗 知れり、 仍註之 〇 其蜩 曰、 五 奉行の 中 にても、 大谷淺 野 前 田 は 

公へ 御 親しく、 大阪の 密議 も此 三人より 聞 召て、 御 危難 を^れ 給 ふ 事 も 多し、 大谷は 後に 子. 1 有て、 

西方に 與 しけれ ども、 淺 野と 前 田 は 始終 公に 屬 しける こと、 is 錄 に顯然 たり、 

或 本に、 太閤 は 諸 大名 出仕 ちれば 多く 留て饗 應し給 ふ、 或は 碁 又は 棋亂 舞、 其 好に 隨て 遊び 給 ふ、 德 

善 院其輕 々事 を每度 諫めけ ると 云々、 

〇 甲斐 國 府中 城主 1 一十 一 萬 五千石 淺野彈 正 少弼長 政 

長 政 は 尾 州 中 村庄 住人 又 右衛門 長 勝 子な り、 信 長 公の 弓の 衆と 云傳 ふ、 或 本に、 長 政 は 安井 彌兵 衛と稱 

せり、 長 勝の 養子な りと 云々、 

或 本に、 淺野長 政の 實父 は、 尾 州 宫後村 Q 人に て、 安井 彌兵衞 政 時と 云り、 其 頃 信 長 公 弓の 衆、 淺野 

ズ 右衛門 長 勝 は、 武功の 人に て、 其 先 は 土岐の 種族 淺 野次 郞光 時の 裔 なリ、 長 政 弓矢に 長 じて (其！： 

曰、 長 政 は 弓矢に 於て 格別の 名無し、 其餘の 功勞を 以て 太閤 擧用ひ 給へ り、 故に 息 孝 長の 武勇 を 人稱し 

て 親に 優れり と 云へ り、) 其 名 有しが、 長 勝 其 女 を 以て 長 政の 妻と せらる、 (此 女の 姊は 秀吉 公に 嫁) 後 

に淺 野の 稱を嗣 しめ 信 長 公に 請て、 弓の 衆と せり、 信 長 公 命じて 秀吉公 Q 旗下に 屬せ しむと 云々、 

秀吉 公の 御臺 政所の 養父に して、 天 正 三 乙 亥年 九月 十日 卒す、 母 は 木 下 七 郞兵衞 家 利が 嫡女 にて、 政所 

殿の 姊 なり、 長 政始は 彌兵衞 尉と 稱し、 信 長 公に 仕へ たり、 智謀 人に 超え、 武勇 も又拔 群な り、 秀吉公 

と 相 双て、 京都 所 司 代 を 勤け るが、 信 長 公 横死の 後、 秀吉 公に 從 服し、 事 功數多 有る を 以て 二十 一 萬 四 

千 石 (或 二十 四 萬 石) に 至れり、 息 左 京 太夫 幸 長 も、 父 長 政に 不劣、 朝鮮 國に 於て 數々 高名 有り、 諸將に 

超越す、 關ケ原 合戰の 時に、 父子 共に 德川 殿に 屬 して 勳勞 有り、 其 賞と して 三十 七 萬 四千 七 百 石に 擧ら 

れ、 紀州 和歌 山の 城へ 移る、 

I 說、 此時長 政 は 常州眞 壁、 或 笠 間に 隱 居して 五 萬 石 を 賜、 長 政 死後に 三男 采女正 長 重に 賜、 長 重 は 
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內匠頭 矩長祖 なり 云々、 

慶長 十六 亥年 四月 六日 卒去、 于時 六十 五歲 なり、 幸 長 は 後に 紀伊 守に 任じ、 同 十八 丑年 八 0: 十八 日 卒去、 

二 女 有り、 一 人 は 越 前 宰相 忠昌 卿の 室、 一人 は 尾 張 大納言 義直 卿の 御簾 中な り 男子 無して 舍弟但 馬 守 長 

晟 家督 相 綾せ り、 

或 記に 長聂は 先達て 人質と して 秀賴 公に 昵 近して 二 千 石 を領す ( 一 本に 後 政所 殿に 仕へ しと 云々) 依 之 

家督に 立ん 事 を 憚り、 淺野左 衞門等 言上して、 其 弟 釆女正 長 重 を 立ん とす、 家 康公聞 召、 嫡庶 を亂る 

ベから すとの 命に 仍り、 長聂 家督 を繼と 云、 

元 和 五未 年 安藝 備後兩 州 を 賜 ひ、 藝州廣 島の 城主と 成り、 四十 二 萬 六 千 石を領 し、 寬永九 申年 九月 九日 

四十 九 歳に て卒、 息 岩 松 丸 は、 自是先 寛 永 四 卯 ハ+十 一 歳に て、 家 光 公に 拜 謁し、 松 平氏 幷に御 諱の字 を 

賜 ふ、 松 平 安藝 守 光 聂と稱 せり、 

〇 和 州 添 下 郡 郡 山城 主 1 一十 萬 石  增田 右衛門 尉 長 盛 

長 盛 は始仁 右衛門と 稱し、 秀吉 公に 仕へ て 大功 有り、 且 公事 裁判に、 晝夜心 腑を碎 き、 其 理非 を斷 する 

事 著明な り、 慶長五 庚 子年に 德川家 を 亡さん と 謀り、 大阪 城に 在て 下知 をな せり、 關原 合戰の 後に 知行 

沒收 せられ、 高野山に 登り 剃髮 す、 其 後 高 力 左 近 太夫に 預 られ、 武州岩 付に 赴く、 息 兵 太夫 長 廣は尾 州 

家に 在し が、 (其 鯛 曰、 兵 太夫 事、 公の 御 近 仕に 有しが、 御免 を 蒙り、 夏 御陣に は、 大阪城 中へ 既込 五 

月 六日に 討死す と 餘錄に 見えたり、 本文と は 少し 齟齬たり、 追考 すべし) 夏陣の 時、 大阪 城に 籠り、 五 

月 六日 打 死を遂 ぬ、 是れ父 長 盛が 下知な りと 聞え ければ、 右衛門 尉 は、 同 一 一十 七日 配所に 於て 誅 せらる- 

時に 七十 歳と かや、 

或說 に家康 公大 阪へ御 動 座 有べき 御沙汰の 頃、 高 力 左 近 太夫 臺命を 承り、 增 田に 語け る は、 御 邊ぉ太 

閣の御 恩 有る 人 なれば、 豐臣 家の 容子を 見られ 度 願 有ん、 然 らば 大阪へ 上られよ、 是 私に 申に 非す 


^府 より 免し 給り と 云ければ、 長 盛 聞て、 大御所 は、 天下の 仁君 なれば こそ、 今 此仰を 承 候へ、 其老 

、こ. て大阪 上り 新 附の兵 を 下知す とも、 更に 墓々 敷 事 もな く、 却て 太閤の 御 眼力 を も 徒に 爲 べき 恐れ 

有ぱ、 配所に て 命 を 終 申 度と 云に より、 大御所 其 旨 を 聞せ 給、 兎も角も 心に 任すべし と 仰け るが、 其 

後豐 HI 家 滅亡し ければ、 長 盛 高 力に 就て 雨 御所 大阪へ 御 出陣の 時より、 如何にもして 主君の 終 を 承ら 

んと祈 候し に、 天命 有て 終に 亡び 給し 由、 然を某 何を樂 み、 暫も 存命すべき や、 身の 御 暇 賜り 候へ と 

申 乞て、 切腹せ しと 云々、  ， 

〇 江 州 犬 上 郡 佐 和 山城 主 一 一十三 萬 五千石  石 田 治 部 少輔三 成 

或 記に 石 田 三 成の 食 祿實は 十九 萬 石な り、 其餘は 御預り 地、 幷に 父兄の 領地 を 合ての 高な りと、 

三 成 は 初 宗成左 京と 稱す、 藤 右衛門 尉爲 成が 二 男な り、 秀吉 公に 仕へ て 御意に 叶 ひ、 次第に 立身せ り、 

或 本に 石 田 三 成 は、 幼少の 時 或 寺の 童子な り、 秀吉 公一 ョ 放鷹に 出 給 ひ、 喉 乾き 給 ひしに より、 其 寺 

に 至て 誰か 有る、 茶 を點し 來れと 所望 あり、 石 田 力なる 茶碗に 七 八 分に ぬるく 立て 持參 る、 秀吉 公之 

を 飮舌を 鳴し、 今 一 服と あれば、 又點て 之を捧 ぐ、 前より は 少し 熱く して、 茶碗 半に たらざる を飮給 

ひ、 又 試に 今一 服と 有り、 石 田 此度は 小 茶碗に すこし 計り 調て 出しければ、 之 を 飲せられ、 其 氣の働 

を 感じ 給 ひ、 住持に 乞 ひ、 近侍に し 給 ひ、 次第に 立身し ける と 云々、 

然るに 太閤 殁 後に 、家 康公を 亡さん と 謀り、 慶長五 年 諸 大名 を かたら ひ、 濃州關 原に て、 關東 勢と 合戰 

し、 終に 敗軍して 搦 捕れぬ、 

或 記 三 成が 父爲 成、 後に 隱岐 守と 稱す、 嫡男 は 木工 頭重 成と 云、 各 一 萬 石を領 す、 關原合 戰の時 は、 

三 成が 本 城 佐 和 山に あり、 治 部少輔 敗軍の 後に、 自害す と 云、 

同 十月 朔日、 其 黨小西 攝津守 行 長、 安國 寺惠瓊 長老 三人、 せハに 洛中 を引廼 され、 三條 河原 (或は 六條河 

原) にて 梟首 せらる、 于時三 成 三十 八 歳、 其 札の 文 言、 
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石 田 治 部 

此者 謀叛 を 起し 京 H 舍を惱 ます、 仍如此 行者 也、 

或說 に、 三 成が 嫡子 隼 人 正 は、 此時僅 十二 歳な りしが、 小姓 和 田 千 之 助、 幷に 乳母が 父、 津山 喜內、 

主從 忍て 大阪に 在し に、 同年 九月 十七 日の 夜、 奥州へ 落 行、 津輕 右京亮 爲信 方に 知人 有て、 其 處に忍 

居て 命 を 終と 云、 

石 田が 事說々 粉^たり、 事繁き 故に 爱に 略す、 

〇 江 州 甲 賀郡水 口 城主 五 萬 石  長 束 大藏大 輔正家 

正 家 は 初 丹 羽 五郎左衛門 尉 長 秀の從 者な りしが、 ^術に 達せし 故、 秀吉 公に 擧 用ら れ、 一 萬 石 を 賜 ふ、 

諸國の 檢地且 御城 入用の 金銀 米穀、 其 外の 事共、 費な き 様に、 考 勤むべし と 仰 付ら る、 長 束 承り、 其 事 

を爲 に、 損失 無り しかば、 秀吉 公之 を 感じ 給 ひ、 貢賦の 奉行 を 仰 付ら れ、 且所々 の戰 場へ 召 連ら れ、 其 

働 を 見 給 ふに、 軍 計 智謀 も 深 かりければ、 段々 御 取 立に 預れ り、 相 州 小 田 原 合 戰の時 も、 兵糧 軍器 を大 

阪 よわ 運送し、 日 數等も 兼て 考 るに 不遠、 遲引 なく 着船せ しかば、 諸 軍 軍勢 皆 之を感 す、 また 朝鮮 征伐 

の 時 は、 彼國へ 渡海して、 忠勤 武功 を 立たり、 然に慶 長 五子 年、 石 田と 共に 濃州關 原に 向 ひし 處に、 大 

阪勢 敗北に 仍り、 不戰 して 居 域へ 逃歸 り、 終に 城 中に 於て 自害し けり、 

或 記に、 池 W 三 左 衞門尉 輝 政、 謀 を 以て 降 參を勸 め， 城 を 請 取り、 正 家を擒 とし、 江 州 日 野に 於て、 

其 老臣 迄 悉く 誅戮 し、 長 束が 首 を 京都へ 送り、 三條 河原に 棄首 せりと、 云.^、 
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秀忠 公の 略傳 

秀忠公 は 家康公 第五 (或は 第 四) の 御子に て、 天 正 七 卯年 四月 七日 遠 州濱投 城に 於て 御 誕生な り、 御 小 

字 長 丸 君 (或 千 松 君) と稱 す、 同 十八 年秀吉 公の 御諱の 字を授 り、 武藏守 秀忠と 名乘給 ふ、 慶長六 丑年 三 

月 1 一十 八曰權 大納言 (故に 從 三位 中 納言) 同年 十 一 月 七日 右近 衞大將 を 兼、 しめらる • 同 七 年 li.- 月 六日 正 二 

位に 叙 給、 同 十 巳年 (一 本 九 年〕 四月 十日 (或 十六 日) 征夷 大將 軍に 被 任、 牛車 兵仗 を 賜、 同 曰谆和 弊畢兩 

院別當 を 翁、 內 大臣に 任じ、 源氏 長者の 宣旨を 蒙り 給 ふ、 同十九寅年三月九日從一 ^^右大臣に叙任し給 

寬永三 寅年 八月 十八 日 太 政 大臣に 被 任、 同 九 申年 正月 二十 1: 日 亥 刻 薨去な り、 時に 御 年 五十 四、 臺德院 

殿と 諡し、 江 府增上 寺に 奉 葬、 御 母 公 は 三 州 西 郡西鄕 右衛門 尉淸 員が 養女、 竄は服 部 平 太夫が 息女な り 

或 本、 秀忠 公の 御 母 儀西鄕 局の 父 服 部 平 太夫 は、 本が 勢國の 者な り、 明智 光秀 叛逆の 時、 家 康公は 泉 

州 驟の今 井 宗薰が 方へ 御茶に 入て、 御座し ける を、 平 太夫 馳着、 委細 を吿 奉りければ、 大に 驚き 給、 

御 評定の 上、 驟を御 立 有て、 伊賀 越に 三 州へ 歸らせ 給 ふ、 間道 を 御 忍の 事 なれば、 平 太夫 蓑と 笠 を 奉 

れり、 夫より 平 太夫 を 蓑 笠 之 介と 云べ しと 被 仰、 常に 奉仕せ り、 而 して 天下 一統の 後、 江府へ 召れ け 

れ ども、 老年の 由 御斷を 申て 不出、 其 弟 服 部 七 右衛門 を將 軍の 御指圖 にて、 靑山伯 香 守より 苗字 を 貰 

ひ、 靑山圖 書 介と 改め 一 萬 石 を 賜と 云々、 其蜩 云、. 靑山圖 書 介 事 は 未考、 今 も此裔 なりと て、 蓑 笠 之 

介と いふ、 代々 の 御代 官有り、 江 州 信樂の 多羅 尾 四 郞左衞 門 も、 右驟 より 御 歸路の 御 危難に 御 奉公 申 

せし 由に て、 今に 代々 御 代官 を 仰 付ら る、 旣に此 御難の 節、 御 同道 有し、 穴 山 梅 雪 は、 野 武士の 爲に、 
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歸路に 於て 害せられたり、 

御 諱は於 相 方、 西鄕 局と 稱す、 天 正 十七 丑年 五月 十九 日、 於駿府 逝去な り、 時に 二十 八歲、 龍 泉院殿 (後 

に寳 豪： に 殿) 松譽 良樹大 姊と諡 し、 駿府龍 泉 寺に 葬る、 寛 永 五 戊辰 年從 一位 を 贈 賜、 

秀忠 公に、 御子 四 男 五 女 まし ませり、 

第 一 御 女子 千代 姬君 (或 千姬) 慶長 丁酉 年 御 誕生 同 八 卯年 八月 (或 六月 )1 一十 八日 秀頓公 御簾 中と 成り 給、 

大阪 落城 後、 元 和 三 巳年 九月 本 多中務 大輔忠 刻に 御" 冉嫁 荷て、 女子 一 人產 せらる. 池 田 相 模守光 仲の 內 

窒是 なり、 寬永元 甲子 年 十二 n:: 六日に 卒し 給、 天 樹院殿 (或 天 壽院) と諡 す、 御 母 公 は 江 州 小 谷 城主 淺井 

備前守 長 政の 息女に て、 諱は 德姬、 後に 達 子と 稱す、 初め 羽 柴中納 言 秀勝公 (信 長 公の 末子に て、 秀吉 

公の 養子な り、 或 本に 秀勝 卿、 小字 次 丸と 稱す、 文祿 三年 朝 ii に 於 逝去な り、 別記に 秀勝卿 天 正 十三 年 

十二月 十日 逝去と ある は あやまり か) の 凝 中と 成り、 一 女子 を產 せらる、 九條 殿の 御簾 中是 なり、 

1 本に 德姬 は、 自是 先、 ：！ 田 上野 介 信 兼の 臣、 . 佐 治 與九郞 に 嫁し 給 ひしが、 秀吉 公の 命に より 其後秀 

勝 卿の 內窒 たりと 云 (此說 は秀吉 公の 御 妹 南 明院の 事の 謬なる ベ し) 

同 四 年 九月 十七 日、 秀吉 公の 御 養子と なり、 秀忠 公に 嫁し 給 ひ、 寬水三 寅年 九月 十五 日 逝去な り 崇源 

院殿昌 譽和與 仁淸大 姊と諡 す、 同 十 一 月 一 一十 八 P 從 一 位 を 贈 給、  — 

第二 御 女子 慶長四 (或 五) 亥年 御 誕生、 同 六 年 九月 晦日、 前 田 中 納言利 光 卿へ 御 人舆、 (利 光 非 か 利 常なる 

べし) 御子 數 有り、 筑前守 光高、 淡 路守利 次、 飛 驊守利 治、 女子 は 森 右近 太夫 忠廣 窒、 淺野 安藝 守 光 愚 

窒、 八 條智忠 親王の 御應中 (二 品 中 務鄕、 始の 御諱忠 仁と 稱す、 一 品 式部 卿智仁 親王の 御子) 外に 女子 

二人 (早世) 產し給 ふ (武鑑 加州の 系に は、 女子 三人、 八 條殿簾 中、 保 科 筑前守 正 經窒、 松 平 越 中 守定重 

室と あり、 可 追考) 元 和 八 戌年 七月 三日 逝去、 天德院 殿と 誼す、 御 母 同上、 

, が 三 御 女子 趑前守 宰相 忠直 卿の 擬中 なり、 慶長六 年 御 誕生、 同 十六 亥年 九月 二十 八日 御 入 輿、 後に 高 田 
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殴と 稱す、 一 男 三女 を產給 ふ、 男子 は 越 前 守 光長、 女子 は 高 松 好 仁 親王 (好 仁 親王 は、 後陽成 IK 皇第七 一 

の 皇子、 御 母 は 中和 門院と 奉稱、 寬永 十五 年 六 三日 薨、 三十 六 歳、 大德 寺に 葬る、 永照院 殿と 諡す、 ； 

或 人 曰、 水 尾 天皇 皇子 高 松 家 御相績 有て、 花町 親王と 奉 稱處、 後光明 天皇 承應 三年 九月 二十日 崩御、 一 

御寳算 二十 二、 依 之 花町 親王 御 位に 卽 せられ、 之 を 後西 院 天皇と 申 奉る 其 後 花町の 御 家 を、 有栖 川と 改； 

ら ると 云々) の 御簾 中、 次 は 九 條道房 公の 御簾 中な り、 寬文 十二 子年 十二月 二十 一日 逝去、 江 府天德 寺 一 

に 葬る、 天崇院 殿、 穩譽泰 世 ( 一 本泰 安) 豐壽大 善女と 諡す、 御 母 同上、  一 

第 四 御 女子 京 極 若 狹守忠 次の 內窒、 慶長八 卯年 城 州 伏 見に 於て 御 誕生、 御 母 同上、  一 

第五 御 男子 長 丸 君と 稱す、 慶長八 年 二月 御 誕生、 翌年 御 早世 御 母 同上、 

按るに同年兩度御^^ぽ有べき謂なし、 御 妾腹なる べし、 然 共秀忠 公の 御簾 中、 嫉妬深く まし ませし によ， 

り、 保 科 肥 後 守 正 之 朝臣の み 御 妾腹な りしが、 是時も 御簾 中の 御聽を 憚せ 給 ひ、 他所に て御產 有しな. 

り、 疑ら く は 此長丸 君 は、 .；}^ 光 公の 御舍 弟なる べし、 奈何と なれば 廣忠卿 を始、 御 嫡男 は 竹 千代 君と 

申せば なり、  一 

第 六 御 男子 家 光 公、 慶長丸 辰年 七月 十七 日 御 誕生、 竹 千代 君と 稱す、 元 和 九 亥年 六月 (一本 壬 六月) 征夷 一 

大將 軍淳和 學雨 院刖當 源氏 長者に 被 任、 慶 安四 卯华 四月 二十日 薨去、 大猷院 殿と 奉諡、 同 五月 六日 下 一 

野國 日光 山に 奉 葬、 同月 十七 日 正 一 位 太 政 大臣 を 贈 賜？ 御 母 同上、  一 

第 七 御 男子 忠長 卿と 稱す、 慶長 十一 午年 十二  e: 朔日御 誕生、 御 小字 國松 君と 稱す、 元 和 三 巳年 信 州 小窒ー 

城 を 賜、 同 四 午年 十 萬 石 御加增 有て、 甲 州 府中 城に 移り、 官位 次第に 昇進 有り、 同 九 亥年 七月 從 三位 中 一 

納言、 其 後駿府 城に 移る、 高 五十 五 萬 石に て、 從 二位 大納言な り、 寬永十 酉年 十二月 六日 故 有て 生害、 - 

慶芳院 殿時微 曉雲大 居士と 諡す、 ( 一 本 芳岩院 殿) 御 母 同上、  ； 

第 八 御 女子 慶長 十二 未年 十月 四日 御 誕生、 元 和 六 年 六月 御 人內、 後水尾 天皇の 後妃に 立せ 給、 東 福 門院 一 

||:-;|  :：    ； ：:  ： ： , ：: , . ,: …；； fs」 ：； r   I 


草  翁 


  ,  七 11 一四 

御譚和 子と 申 奉り、 延寳六 年 六月 十五 日薨じ 給、 同 二十 六日 京都 泉 涌 寺に 奉 葬、 御 母 同上、 皇子 二 人皇 

女 五 人 まします、 

(第一 ) 明 正 天皇 

御 諱興子 元 和 九 年 十 一 月 十九 日 御 降誕 女 一 宮と奉 申、 寬永七 年 九月 十一 一日 御卽 位、 元 祿九年 十 一 月 十 

日 崩御、、 泉 涌 寺に 奉 葬、 

第二 皇女 昭子內 親王、 近 衞關白 左大臣 尙嗣 公の 御簾 中、 寬永ニ 年 九月 十三 日 裨 誕生、 女 二宮と 奉 申 

慶安 g: 年 五月 十五 日 薨去、 東 幅 寺に 葬、 光明 心 院殿寂 照 尊 常と 奉諡、 

第三 皇子 高 仁 親王、 寛 永 三年 十 一 月 十三 日 御 誕生、 同 五 年 六月 十 一 日薨 す、 眞照院 殿と 奉諡、 

第 四 皇子、 寛 永 五 年 九月 二十 五日 御 誕生、 十月 六日 薨す、 光融院 殿と 奉諡、 

第五 皇女 顯子內 親王、 寬永六 年 八月 二十 七日 御 誕生、 女 三 宮と奉 申、 延寳 三年 壬 四月 二十 六日 薨す、 

光雲 寺に 奉 葬、 妙莊院 殿覺海 龍宗と 奉諡、 

第 六 皇女 賀子內 親王、 二 條攝政 光平 公の 御簾 中、 寬永九 年 六月 五日 御 誕生、 女 五宮と 奉稱、 元 祿九年 

八月 二日 薨、 二 尊院奉 葬、 深 信 解院宫 と 奉諡、 

第 七 皇女、 寛 永 十 年 八 H 二十 三日 御 誕生、 菊の 宮と稱 す、 同 十一 年 七月 十五 日薨、 元證院 殿と 奉諡、 

第 九 御 男子 幸 松 丸と 稱す、 慶長 十六 亥年 五月七日 故 有て 武州足 立 郡大間 木の 里に て 御 誕生、 元 和 三 巳年 

信 州 高遠 城主 保 科 肥 後 守 正 光の 養子と 成り、 寬永九 年從四 位下 肥 後 守に 住 じ、 正 之と 諱す、 羽 州 山縣の 

城主と なり、 二十 萬 石を領 し、 保 元年 三 萬 石 加赐、 奥州 會津郡 若松の 城主と 成る、 寬永九 年 隱^、 同 

十二 年 十二月 十八 日 (一本 七日) 六十 二 歳に て 卒す、 時に 正 四 t に 上 右近 衞中將 土津靈 神と 諡す、 母 は北條 

家の 浪客神 尾 氏の 女 於 群と 云、 (或は 靜と稱 す眞田 安房 守昌幸 入道 一 翁齋が 養女な りと 云) 後 常 光 院と稱 
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秀吉公 薨去 

其蜩 曰、 新 東鑑に 記る 處は 繁多 なれば、 悉く 略 之， 唯 其耍を 探て、 左に 錄 する のみ、 

太閤 秀吉 公慶 長 三年 夏の 頃より 御 不例に て、 七月 中句 御 不例 大切に 被. 及に 仍、 五 大老の 面々 (一 本に は 

此節 1ま£ 中 納言會 津中納 言 在國と あり) 、 三老五 奉行 召 揃ら れて宣 く、 吾 死期 近き にあり、 幼子 秀賴十 

五 歳に 至 迄 は、 家康 輔佐 たるべし、 最吾 殁後秀 賴を當 城に 移らし め、 大老 奉行 遂 相談、 政道 私な く 執行 

べし、 若 不義の 者 有て、 吾 死後の 弊 を 窺 ひ、 叛逆の 者 有らば、 其國の 方角に 隨ひ、 大老 一人 大名 を 召 具 

し、 速に 馳 向て 退治す べしと 宣、 又 將來の 事 を も 微細に 云 置せ 給へば、 各 I 同に 御請 を 申され、 銘，^ 誓 

言 を 上らる、 其詞に 云、  . 

敬白 天罰 靈社 上卷 起請文 前書の 事 

1 奉 對秀頼 公 様 御 奉公の 儀、 太閤 様 御 同然 不可 存 疎略 事、 附表 裏 別 心 不毛 頭 存間敷 事 

一 御法度 御 置 目の 傣、 今迄 如 被 仰付彌 不可 相 背、 各 相談の 義は、 多分に 可 相 付 祟、 . 

1 公儀の 御 爲存上 者、 對 傍輩、 企 私 之 遣 恨 不可 及 存分 事、 

1 傍輩 中 不可 立 徒黨、 公事 若 喧嘩 口論の 儀、 自然 雖有 之、 親子 兄弟 緣者毂 類 知 音の 奏者、 依： E 危負不 

存如 御法度、 可 致覺悟 事、 

一 御 知行 方の 儀、 秀賴樣 御成 人の 上、 爲 稗 分別 不被仰 付 以前、 不伕誰 御 訴訟 雖有 之、 一切 不可 申 次 候 

況 手前の 儀 不可 申 上 候、 縱被下 候 者 共、 拜領仕 間 敷 事、 

1 公私 共 以隱密 被 申 聞 候 儀、 一 切 不可 有 他言 事、 

1 此方 一類 幷 家来の 者 共、 自然 背 御法度 不屆族 有 之ば、 無 隔心被 申 聞 候 者.， 可 爲祝着 事、 

右の 條々 若 於 相 背 者、 忝 も此靈 社上卷 起請文 御 罰 各 深厚 爾可 i 能 蒙 者 也、 仍 前書 如 件、 
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神 文 省略 

慶長三 戌年 八月 五日  內 大臣 家 康 御 血 執 

其餘の 面々 右同斷 

大老 奉行の 外、 德 川中納 言秀忠 卿羽柴 宰相 利 勝 卿、 (其蜩 云、 是は 加州 利 家 卿の 息なる べし 然ば利 長 卿 か 

利 勝と 云 は、 系 11 に不 見、 利. 设名か 可 追考) 等、 各 誓 書 を 棒ら る、 

或說 に太閣 重て 仰に、 各 誓 書 を 今 二通 づ 、認め、 一通 は吾殁 後に 靄 前に 藏め、 一通 は 面々 の 手前に 差 

置、 此を壁 書に 准 じ、 晝 夜に 見べ しと 仰に 仍、 各 三 通 を 棒ら る、 

或 記に、 秀吉公 初 小出播 磨守秀 政、 片桐市 正 且元を 以て、 秀賴 公の 傅と し 給 ひしが 薨し玉 ふ 際に 臨て、 

二人 を 御 枕 近く 召れ、 汝等糙 に 承れ、 吾 家の 天下 は、 我 1 日 も 世に 在ん 程 計ぞ、 我 失なん 後 は、 家の 

亡む 寨遠 かる まじ、 吾 家の 亡び ざらん 事 を 謀ん とする に 本朝の 禍又立 所に 有べ し、 倩 慮る に、 此七ケ 

年 程、 朝鮮 を 討ち、 明 兵と 戰ひ、 兩國に 仇 を 結びし 事 こそ、 我 I 生の 不覺 なれ * 我 殁後彼 國へ向 ひし、 十餘 

萬の 勢、 活て歸 らん 事、 思 ひも 不寄、 希有に して 免れ 歸 らん 事、 最 難し、 鳥獸 すら 仇 を 忘れぬ は、 生と し 

生る 者の 習な り、 增て 大國の 君主 を や、 など 年月の 仇 報ん と 思 は ざらん や、 さなき だに 元の 世祖 本朝 を 

討ん と爲し 事、 近き 璧 ならす や、 其 時に 至て 誰 有て 本朝の 守禦を 謀るべき、 惟 德川內 狩の み、 其 任に 當 

らん、 內府 本朝の 大勳を 致されん に は、 祌明も 其德に 感じ、 土民 悉く 其 惠に懷 き、 其 威に 伏して、 天下 穩 

に 治るべし、 此 大綱 を辨ぬ 輩、 愁に秀 吉が恩 を 思 ひて、 秀頓を 主に 立ん と 謀て、 家の 滅亡 を 招く に 至 

らん は、 運の 究 なるべし、 抑 本朝 人 主の 初より、 今 百 王の 御 末に 至 迄、 異賊の 襲 來る事 凡 二十 餘 度に 及と 

雖、 竞に 一 度 も 彼が 爲に 侵されし 事な しと 聞、 今 秀吉が 時に 至り、 主. 上 萬 全の 資 t§ を危 くし、 下 は 四海の 

生靈を 亡さん 事、 最ロ惜 かるべし、 よしや 本朝の 爲に、 秀吉が 家 を不顧 、後の 事 は 内府計 ひに 可 任と 思 ひ 

定 たり、. 此人昔 今川義 元が 所 鎵を思 ひ、 其 子 氏 眞を三 河の 國へ 還し 入ん 事 を 謀り、 叉 故 右大臣 殿 (信 長 
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公) の因緣 に仍、 l!F 維 を 扶け秀 吉と戰 ふ、 是等皆 信 を 守り、 義を 重ん する 故な り • 秀 吉叉此 年月 親緣を 

結 ぬれば、 我家の 事、 情なく は擧動 まじ、 汝等世 嗣の絶 ざらん ie^ を 思 は -、 相 構て 此人 によく 從ひ、 

秀賴 事を惡 くお も はぬ 様に すべし、 然 らば 我 世 嗣の絡 ざらん 幸 も 有ぬべし、 此事努 々忘る- -事 勿れと 

仰 置る、 然るに 太 閣薨じ 給 ひ、 幾程な く 奉行 等 德川殿 を 失ひ參 らせんと 謀る 事 を、 秀政且 元 深く 歎き 

思 ひし かど、 制せん とする に 力足ら す、 秀政は 病と 稱し、 己が 岸 和 M 城に 籠居て、 世の 成 行 を 窺に、 

德川殿 奥へ 向 はせ 給へば， 三男 を 御供に 參ら せたり、 其 後 又 上方に 軍 起て 秀賴 公の 仰な りと 披露 有て、 

殊に 丹 波 ffi 馬の 軍勢 を 催して、 丹 後 を 攻らる k 上 は、 彼と 云是と 云、 秀政辭 すべき 處に 非す、 嫡子 吉 

政 を 向 はせ しと 見えたり、 德川 殿と 此人 は、 他の 例に 准すべき 者なら ねば、 吉^ 丹 後 を攻し 事、 何の 

祟 もな し、 其 後 市： 止 も 被 仰 置れ し 御詞を W 心 ひて、 秀賴公 御 母子 を 諫め 參ら せし と 云々、 

白 石 先生 曰、 誠 此說の 如くな らんに は、 太閤の 仰 置れ し 事、 やん ごとな く、 又哀 なり、 又 尊く もこ そ覺 

ゆれ、 去ながら 新る 天下の 大事 當時其 勢 を も 假らぬ 彼 二人に のみ 仰せ 置べ るから す、 家 Q 事 を 司る 奉 

行 等に は、 猶も仰 置るべき 事ぞ かし、 夫に 失せ 給し 後、 幾程 もな く 頻に德 川 殿 を 失ひ參 らせんと 謀り 

彼 仰 33 れし 如く、 つ ひに 事故な く 終りし かば、 外 國の憂 ひもな く、 太閤 失 給 ひて 後に、 當 家の 禍も無 

らむ様 を 思 ひしに や、 覺朿 なき 事と こそ 覺 ゆれ、 思 ふに 豐臣 家に 仕へ し 人の、 我等の 舊 主の 後に、 H< 

下 は 人の 天下に 成 給べ しと 知し 召れ ぬに は 有 ざり けめ と、 本朝の 爲を思 ひ 給 ふ 故に、 自ら 我家の 事 を 

鑑み 給 は ざり し 物な りと 云し にあら す や、 者 は 又 市： 止且 元、 兼て 大阪の 軍の 起らん とせし 事 を 知て、 

さる 智謀 由. しき 人 なれば、 常- <^斯 こそ 仰ら れ しと 諫參ら せし も 知らす と 云々、 

其蜩私 曰、 小出片 桐へ 太閤の 密 il 曰 を 遣 さる. -事. M に斯も 有なん、 去ながら、 是は此 上 もな き 天下の 重 

事 なれば、 曾て 他へ：^ ベから す、 之 を 承る 兩士 も、 己が 肺肝に 藏て、 子孫へ も傳 ふべ からす.， 然を如 

何に して、 後世へ 漏れけ るに や、 返々 不審たり、 愚 按前卷 にも 云る 如く、 都て 其 事 を 記せん とて は、 
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他/ まじき 事 を も あからさまに 審に 書る は、 古.^ の 習 ひな .0/ 畢竟 其 事 を、 編者の 想像して 書るな 

れば、 強ち 究めて 正と し 難し、 され ども、 必然の 理に 於て は、 あたらす と 云 ども、 遠 かる まじ、 さし 

もの 秀吉公 なれば、 殁 期の 格言なら で や は 有べき、 さ 有ん に は、 白 石 先生の 謂の 如く、 時の 勢 ひ ある 

純臣 へ、 此 大綱 を 遣 さるべき を、 勢ひ微 なる 小臣へ 托せら る、 事 不審な り、 熟考る に是に 記る 匕 曰 趣 は、 

歿後の 變易、 掌 を 指が 如く、 塞に 未来 記と や 中べき、 いかに 秀吉 公と も 云へ、 斯く 迄に は 至ら じ、 な 

どやらん 好士の 後に もう i たる 說の 様な り、 全體殁 後の 國政 を、 內府 公に 任ぜら る、 事、 庸將 ならば 

危 しとて 思惟すべき を、 太閤に 於 は、 自他の 私な く、 天下 は 一 人の 天下に 非の 聖意を 以て、 堯の舜 に 

彈り給 ふに 等しき 寛 量 凡慮の 及ぶ 處に あらす、 然ば 多端に 遣 旨 を 論す るに 不及、 大綱の 知れた る 事な 

り、 斯る 寛大の 君の 密旨 にして は、 爱に 記. る處は 無下に 陋 しく 逡に 段の 違 ふたる 様に、 愚 は 思 ふなり、 

同 八日 德川 家康 公、 前 田 利 家 卿 を御寢 所に 招せ 給 ひ、 潜に 朝鮮 國在陣 の 諸 大名 * 無事に 歸國 せしめん 謀 

を 仰 含ら れけ ると 聞え し、 

或 本に 秀吉公 聚樂城 に 在し ける 時、 

露と 置き 露と きえぬ る 我 身 哉な に はの 事 も 夢の 世 中 (ィに 夢の また 夢) 

と 詠 給 ひ、 御 自筆に 書せられ、 寵 尼香藏 主に 渡し 給、 深く 藏め べし、 用 あらむ 時、 早く 出せと 宣 ひし 

と、 慶長 三年 八月 十七 日、 孝 藏主を 召て、 いつぞや 預け 1^ たる 歌 や 有る、 持參 せよ と 仰ければ、 早速に 

奉りし に、 年號 月日 御諱 に、 花押 を 半ば 書 給 ひ、 今 はいかに も不 叶と て、 其 儘 止 給 ひし、 是を 太閤 御辭 

世の 御 歌と て、 木 下家に 傳 へ藏ら ると 云々、 

斯て同 十八 日 已刻伏 見 城に 於て 薨去な り、 

或 本に、 自是ゃ 秀忠公 は、 關 東へ 御 下向と 云 沙汰 有 けれ 共 太閤の 御 不例 m- きに より、 未 伏 見に おはし 

ける を、 家康 公より 急 江 戶へ御 下向 可 有と 仰ら る X に仍 り、 同 十九 日 午刻 伏昆御 立、 九：^ 二日. に^ 
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へ 人せ 給 ふ、 是は 太閣御 在世の 中より、 殘の 大老 奉行 參會 し、 何事と は 不知、 度々 密談 有に より、 家 

康公 不審に 思 召れ、 御 父子 一所に 坐て は、 御爲惡 からん と 御 遠慮 を囘 され、 斯く 計ら ひ 給 ふと ぞ、 

又家康 公の 御 誓 書 一封 は、 太閤 冥途 迄、 御身 を 放さる まじく との 御 遣 命に 住せ、 御棺 中に 納ぬ、 又 薨去 

の 儀、 朝鮮へ 漏 聞えん 事 を 畏れ、 長 束 大蔵 大輔】 人 御 遣骸を 供奉し、 高野山の 木 食 興 山上 人 經始の 事 を 

監 し-京都 東 山 阿彌陀 が峯に 葬り 奉り、 其嶺 下に 神祠を 結構し、 從 三位 大藉卿 卜 部 兼 治 卿の 二 男兼從 (今 萩 

原 家の 祖) を 神 司と して、 社 領ー萬 石 を 寄附 せらる (或 本 慶長六 年 五月 二十 一 日豐國 社へ 一 萬 石 寄附せ 

らる. -と 云々) 同 四 亥年： 止 月 十日 太閤の 御 遣 命に 住せ、 秀額公 を 伏 見より 大阪 城へ 移し 參 らせんと、 內 

府. ：！^ 么康公 11 給て 摟船 をよ そ ほひ、 淀川に 泛べ、 秀賴 公幷に 母君 淀 殿を乘 せ參ら せ、 共に 浪速に 到り 給 ふ 

前闭利 i¥ 卿 を始、 列 侯諸士 は舊隱 より 悉く 移 居られけ る、 家 康公其 夜 は、 片桐市 正が 弟 主 膳 正 良 隆が宅 

(或は市1^ビもと云.ふ)御止{^^なり、 此日 老中 奉行の 面々 相談して、 大阪 中の 勤番 法禁を 被定、 其 趣 曰、 

若 尹  1 様 御前 へ 不依 何時 可 有 伺 公衆 


江 戶內府 

江 戶黃門 

石 田 治 部少輔 

石 田 木工 頭 

詰 衆御番 C 

杉 原伯誉 守 

同 拾 吉( 

橋 本 巾 務少輔 

伊藤 武藏守 


加 賀亞相 備 

羽 柴肥前 守 (加 賀) 


前 黄 門 


長 束 大 藏大輔 

石 川 掃 部 頭 

, ^、第 

堀 加 賀 守 

一 本に 於吉) 

山中 紀伊守 

蜂屋勝 千代 


片桐市 正 


毛 利 河內守 

淺野 右兵衞 

加 藤 孫 六 ( 


龠津黄 門 

淺 野 .彈 正少弼 

前 E 法 印 


羽柴 孫四郞 

伊東 美 作. 守 

本に 源 六) 


安 藝 黄 門 

增 田 右 衞鬥尉 

石 川 備前守 


宫 部 中 務少輔 

木 村 虎松 

村 井 右近 


1  ^一 


木 奥 羽 
村 柴 

ォ 

右 力 長 

京子吉 
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二  # 

大野 修理 亮 石 田 主 水 正 

山 口 左 馬 介 毛 利 長 門 守 

小 西 式部 大輔 ti^ 、谷川 吉左衞 門 

堀 IE 淸レ郞 

右 一 日 一 夜 宛 無 懈怠 可 被 相 勤お 也、 

定 I の 衆 暮松 越後 守 

定举  = 詰 衆の 外 可 有 伺 公衆 


有 地 市 藏 (一 本に 左 地に 作) 

土方 丹 後 守 山 岡 彌平次 

石 m 右近 靑 左右 衞門 太夫 


門 跡 方 國 大名 衆 


垣 原八藏 菊 阿 彌 

增 .m 兵 部大輔 長 東 兵 部少輔 石 m 隼 人 

. 前 田 主 • 膳 

右 書付の 外 無 御^ 衆 參上候 は、 爲當^ 竪可被 相改者 也、 

進物に て 御 禮可巾 上 衆  公 家 衆 

右 出仕の 時 は 加 賀.^ 納言羽 柴肥前 〔：.^ 父子の 內 一 人 伺 公 候て 可 有 御 取次 事、 ー  i 

右の 衆の 外 無案內 心安き 進物に て、 御 目 見 可 有 之 衆の 取次 は、 石 m 木工 頭、 石 川 儲 前 守、 石 川 掃 部 頭 

片桐. 1^ 正、 此^ 可爲 奏者 也、 

此四 人の 内、 形 儀 法度 女中 方、 幷 若衆 狼藉の 族 於 有 之 は、 是义不 見 隱不聞 隱爲四 人 可 申 上 事 a 

自詰衆 御咄の 衆罷出 候て 後、 掃除 坊主 以下、 自廣 門外 可 召 出 候、 然共不 依 夜中 御用の 時 は、 右 四人當 

番可罷 出 候、 ■ 

右の 投逮背 有 問 敷 也、 條々 如 件、  一 

慶長四 年 F: 月 十日  長 束 大 藏大輔 石 田 治 部少輔  一 

增 田 右衛門 尉 淺 野 it*.i. ぶノ弼  一 
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^秀隆 
康家景 

利 輝 

^ 元 


前 M 德善院 安藝 中納 言 

會 津中納 言 加 賀大納 言 

江戶內 大臣 

Ci: 十一 日 大名 小名 登城して、 秀賴 公を拜 し、 其 後大廣 間に 列 坐、 大老 奉行 出 座して、 9< 下の 諸 法度 御先 

代の 條目 を讀 聞せ、 彌 違背 不可 有 旨 被 示、 

御先 代 御法度の 趣 

御 投 

1 諸 大名 緣 組の 儀、 伺 御意 以其上 可 申定之 事、 一 大名 小名 深 重 令 契約 誓紙 等、 御 停止 之 事、 

一 自然 喧嘩 於 仕出 は、 致 堪忍の 輩 者、 可 被 爲理運 事、 

j 小身の 儀 は不及 申、 雖爲 大身、 目褂の 女房 大勢 不可 召 抱 事、 一 酒 は 可 限 根 器 大酒 御 制禁之 事、 

j 乘物御 赦免の 衆、 家 康利家 景勝 輝 元隆景 ( 一 本家 康 以下 五 人の 名 を脫) 幷 公家 長老 出世の 衆、 其 外 

雖爲 大名、 若年の 衆 は可爲 騎馬、 年齢 五十 於 以後 之 衆 者、 及路次 一 里 は、 駕籠の 儀 御 赦免 成 被 候、 

於當病 は、 是亦 駕籠 御免 之 事、 

右の 條々 違背の 輩 は 可 被 處嚴科 者 也、 • 

文 祿四年 八月 二日 


i;  :g  (追加) 

1 諸 公家 諸 門跡 嗜 家の 道、 可被專 公儀の 奉公 事、 

1 諸 寺社の 儀、 寺 法 社 法相 守、 專 修造 摹問 勤行 不可 致油斷 事、」 

七 四1 


一 誘 誘？ ぽ" ips 

付 之 事、 

一 覆面 を 仕、 往来 之 堅 令 停止 事、 

右條々 於 遠 犯の 輩 は 可 被 處嚴枓 者 也、.  老人 五 人 

又 近年 伏 ノ 前々 Q 如く、 大阪へ 移るべし と 仰 渡さる、 同 十二 日 早朝 家康 公は大 阪を發駕 

し psssips: 訂 rili て、 ti! れ； け 

P  、はわ は" 京 II 城、 江 州 大津に 住、 il 西 I 一條の 南に 移らる、 今 松 丸 ほ 町 

"liw" パ -U2i""f れ ども、 if 云と な-)、 lli 月晃 S 禪 I と 

れ： 有 ぽ^; 州？ 濱城襄 I き兀 明の 害-、 ー兀明亡滅 の 後秀 

吉 公の 側室と なると 云-^ ) 


〈ム I 草 卷之百 入 十， K 


頃日き けば 落 書に 

白川淸 きながれ に 魚す ますに ごる 田 沼の 水ぞ ，しき 

是も 前卷に 記す る 杓子 檑 木の 落 書に 等しく 諷諫の 意味 有て 面白し、 或る人の 云、 今 つら /\ 世界 を 見る 

に、 人 皆 泥中に 生じて、 各 鍵の 姓 を 得たり、 其 鰭 を 急に 淸 水へ 放つ 時 は 餌な くして 育が たし、 驗 ならば 

夫 相應に 泥を與 へて、 其 泥の 中の 汚穢 計り を 制止し 給 はんに は不 如、 而 して 淸き恩 波の 年を累 ねて、 打 

しきらん に は、 今の 鰭 どもの 子 は 親の 性を變 じて、 生れながら 淸 きを 常と おも ふべ し、 よき 事 もとみに 

改り ぬれば、 思 はぬ 障り も 出来なん、 此前 元祿寳 永の 惡 金銀 通用 を 止ら ると て、 先 試に 慶 長の 純金の 小 

形なる もの を 持へ、 是を乾 金と 號て 通用 させられ、 其 後の 吹 替を仰 付ら れ、 慶 長の 古 銀に 復 せられし を 

世擧 つてお ほけ なく 難 有が りぬ、 斯て 一 段、 段 をと りて、 世人の 氣を馴 さしめ て、 而後に 淸直を 敎へ給 

はんに は、 蕃 落の 善改 ならん と 云り、  ， 

白 川 侯 去る 比 殿中に て、 少し 御所 勞の氣 味 合 有し に、 殿中 詰 合の 御醫師 (名 失念 針 治 導 引の 類) 早速 

診 之、 療 ffl 致す 處に、 程なく 卽驗有 リ、 去ながら、 御氣分 常なら ぬに 仍り、 其 日 は 無 程 御 下城 育り、 ^> 

砌彼醫 の 療治 卽効有 之 間、 直に 御 跡より 御屋敷へ 參られ 候 様に 御賴有 しかば、 御 下城に 引 續て伺 公 せら 

る、 御 玄關に 於て、 御 家 來出迎 へ、 直に 御 c: め 問へ 案. s: す、 醫師御 居間の 口に 祇 候して、 徒 居た る處 に、 

綿 服 を 藩し、 いと 醜き 婦人 出て、 是 へと 請 じ、 先き に 立て 行 を兑れ ば、 少し チン バ なり、 彼 醫師之 を 見 


草   ^ 
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て、 定て是 は 乎 次の 端女な らんと 思 ひて、 會 釋 も そこ. -\ さして 御 居間へ 罷 通り れば、 太 綿 蒲 園 を 敷 

せて、 侯 夫に 座し 給 ひ、 直に 又療用 を御賴 有て、 暫く 有れば、 もはや^ 時な らん、 足下 も 未なる べし、 

我も俱 にたう べん、 それ./ \ と宣 へば、 彼 婦人 勝手へ 行て、 膳部 をと-^ のへ、 彼 醫へも 配し、 侯へ も 上 

る、 其 善 部 を 見る に、 おったて 汁に、 干 かます をむ しり、 鰹 を かけて、 酒し ほ 等 もな し、 侯の 御 膳 も 其 

^りなり、 かの 醫齒 あしくて、 于着 給べ がた き 故、 上への 鰹 計 をた ベた る を见給 ひて， 足下 それ は 嫌 ひ 

なるやと 宣ふ 故、 齒惡 くて 如 斯と被 申ければ、 さ 有らば 味嗜 にても 進ぜよ と 有り、 其婦 立て 蓋 茶碗 を携 

出て 傍の 蓋へ 是を 人る、 唯の 生味嗜 なり、 醫師も 心中に 驚 入て、 漸 して 退出せ りと かや、 御側陪 仕の 人 

も、 外 C はなく、 其婦 計り 成し 故、 醫師 跡に て 聞 合 見れば、 彼 婦は则 御 部屋な りと 聞て、 願 驚き 挨拶が 

らの 不都合な りし を 迷惑せ しと ぞ、 此醫 京師に しるべ 有人に て、 夫へ 文通の はしに、 此 事申來 りしと す 

人の 語りし、 それに 付て 思ひ當 りし は、 前卷に 書る 御 部屋 女中の 事 符合せ り、 誠に 昔の 靑砥 左衞 門と 一で 

共、 や はか 斯ゃは 有べき、 先年 我 日ぐ らしの 葡を 結びけ る 頃、 新宅の 俳 席に、 あたり 近き 人々 を まねき 

ケ るに、 なら 茶^に 豆腐の くづ に、 酒の 看 は、 干物 をむ しりて 出しぬ、 其 頃 は 我 如き 小士の 常の 出會に 

も あらゆる 珍 看 を 並べ、 奢り 超過の 折から なれば、 各 我 もてなし を 興覺顔 成しが、 今や 思 ひ 知らめ、 

予は 物に 錠 鎖す 事 嫌 ひなり、 されば、 先祖より 傳 へたる 物、 ある は、 秘事なん ど 云 もの は、 あからさま 

にもなら す、 それ，. に函 して、 ひめ 3^ しも、 京 火の 爲に、 皆 失へ り、 素より 貯 たる 金銀なければ、 手 

形 やうの もの もな し、 其 外に 錠の 用な し、 錠 有れば 常に 物の 出し 入に 鍵 を 置 忘たり、 又 あやまって、 親 

を內へ 入て 銃 をお ろすな ど、 勞が はしき 故に、 • すべてお 來の錠 を も 鎖す 事な し、 捨 人の 棲に いかめしく 

錠前の 多き も 心 知られて 陋し、 我 賄の 料 は、 せわす る 人の 方へ 渡し 置く、 そが 許より よき やうに あて 力 

いくれ、 ば、 常に 心を勞 せす して、 長樂 なり、 此前洛 東の 隱 一室の 內に は、 ちんから り 一 つ て、 茶 を f< 

朝ず 夕 ずの 事 は 兼て 二 軒 茶 ilK に賴？ はて、 夙に 起て は、 かしこに 行て 物 をた うべ、 夫より 行たい 所へ 往て 


さきの 饗 にあ ひ またたつ ぎな き 日 は！^ りて 二 軒 茶屋の でんがくに セ腹を 補 ひ、 生涯 豆腐に て 終りぬ と，， . 

や、 彼啶親 僧都の 竿に も 似たり、 又 嵯哦の 似 雲の かき 餅に も 比せん、 又 或る 隱居菴 內の鼠 を 放し 飼 こす. 

咄 する 時 は 薬 中の 鼻 悉く 群れて、 膳の 前に 來る、 飯を投 て與れ ば、 擧 つて 之 を^ ひ、. 終て 已 がさ まふ \ 

に 散 行、 客 有り 之 を 見て、 よくも 飼 入られたり、 如何して 斯懷 ぬる や、 又斯 して 益 有 やと 問 ふ、 葡 主日 

有り、 先 づ之を 悽る事 一 朝の 事に 非す、 始には 棚の 隅に 飯 を I すく ひ 置て 試る に、 廣 ちらつきて 之 を 窺 

へど も、 人 有る を 怖て 翁豫 する を、 少しも 搆 はす 置けば、 そろ/ \ と 其 飯 を はむ > 新 する 事 日毎 なれば 

後に は あまたの 嚴 出て、 何 Q 恐れ もな く 群り 喰 ふ、 抜 それより 鈸の置 所を替 て、 目 近き 所に 置けば、 台 

3 の 程 は 寄 兼し が、 日を累 ぬれば、 懐き 來て是 を 喰 ひ、 段々 測 近く 引 寄せて、 今 は 膳の 向 ふへ 來 てな. e し. 

たしむ、 抜て 其 益と いふ は、 此餌 有る 故に、 一 室に いかなる 食物 を ちらけ て 置ても、 曾て 之 を 侵さす、 

又 器 建 =;( 等 を か ぢり毀 ふ 事、 いさ、 かもな し、 畢竟 物 を 毀 ふ は、 餌 を 求ん が爲、 又 巣 を 持ん の爲 なり、 

故に 常に 入らぬ 反さ 紙屑つ き 裂の 類 を 置 所 を 究て溜 置て、 巢を 組む 頃は是 をく はへ 運びて、 其 用と す 叉.、 

適に 渡り て、 外より 入 込と 否、 庵 中の 泉 群より て、 彼 歳 を 追て、 暫時 も 薬 中に 不置、 彼が 性の 直き 

事^に かし 然るにい にしへ よりの 言に、 國に盜 家に 嵐と、 盜 に對揚 する は、 甚 僻事な らん、 凡 生と し 

いける、 山海 郊野の 生 を禀る 物、 それく の 餌 あり、 康は 人家の 隅に 生を禀 る所自 性な り、 然れば 人 

家に 在る 處の 食物 を^と せす して、 何 を 以て 命 をつな がん、 鷄 犬の 類是に 同じければ、 鶴に 時 を In- ひ、 

犬 は 變を吼 知す る 能 有り、 故に 人に 飼れ て飢 なし、 鼠に は、 能な き 故に、 其禀 得た る 餌 を 欲する 儘に 食 

ふ 事なら す 却て 盜 人に 比して、 憎まる，， は、 2^ の 不肖と やい はん、 旣に我 ごとく 程よ く 餌を與 ふぇズ 

夫に て 足る 人間の 如く、 いやが 上に 物 を 貪る 事な しと 對れ ば、 客諾 く、 

寬政 1 一年う 月 十五 日 德川慶 之丞殿 (先達て 田 安 御 相鑌、 實は I 橋 部 卿の 御 息、 將 軍の 御實弟 なり) 元- _ 

服從 三位 中將 右衛門 督に被 叙任、 御座の 間に 於て、 御 對顔御 ー獻の 上、 御 諱の字 を 被 進、 齊医 卿と 稱す. 
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右 # 豊皇十 枚、 卷物 十、 御 鳴 一 疋、 御 刀 備菌. i  (代金. 二十 枚) 被獻、 公より 御 脇差、 備菌元 重 

(^■i 二十 五 枚) 被 進、 羣の 武鑑に、 土 IQ 高 二十 萬 二 千 石と おて、 是迄 の 武鑑に は、 二十 S5. 

千 石と^、 四 萬 石 减候譯 尊 合 候處、 元來表 向の 高 二十 萬 二 千 石に て 、今以て 公務 高 懸り其 通に 候、 四 萬 

石 は 入国...、 打 出 新田の .5、 乍然是 迄の 武鑑に、 新田の 高 を 結 記し 有 之 候 を， 今更 相 除 候て は、 子細 も 

有 之 様に、 世上の 聞え 如何に 候 問、 向後 是 迄の 逋、 二十 四 萬 二 千 石と 書改候 様、 土 州より 書林へ 被 達 候. 

同年. 丄 戶御霍 一統へ 雷の 儀 御 I 之處、 一向 療治せ ぬ 面々 多く 犬に 當囊 し、 I 願 i 出 候 處、. 

翳擧 不嗜の 者 は、 御 暇 可 被 下 候、 先非 を悔、 醫學 出精 候 は.^ 御 暇の 上 にても、 可 被 召 返との 御沙汰の 由 

或 人 聞 之、 此御 不審； 御 醫師に 限る 間 敷、 第一 諸士の 士道 を 忘れた る は 如何、 可 被 仰 付 やと 呀り 

同年 冬琉 球の 聘使 來、 

副 使 幸 地 親方 

掌翰史 大體親 雲上 

上 同 (馬 副當) 波 平 親方 

樂 師 新 門 親 雲上 


.^ 使 

樂 正 

1^ 使使贊 

副 住 使贊 

同 

樂 t4 子 

同 


黉議官 m 里親 雲上 

圍師 (樂 人頭) 眞 寄屋 親方 


同 


{ 且野溼 王 子 

兼 本 親方 

座 寄 味 親 雲上 

和宇慶 親方 

玉 城 親 雲上 同  伊江 親方 

小波 津 里子 樂 童子 渡慶 次. 里子 

上 間 里子 同  伊舍童 里子 

右爲|、  SS 老島碧 見、 用人 北鄉八 11:、 伊集 I 靈副 出府す、 li の 結構、 耳目、 を.. 

驚かせり と、 大阪の 人語れ り、 先年の 聘使は 明 和 元 申年な り、 (寬政 二 迄 二十 七 年) 前卷に 記す る.^ L 


同 

同 


伊渡 山 親 雲上. 

ェ京 親方 

與世山 親 雲上 

國頭 里：. K 

伊是名 虽于 


章  翁 


前々 より 聘使 渡来の 度 毎に、 彼 國の碁 手に 長た る 者 差 副 来て、 江 都に 於て 手談を 試、 其上にてそれ，.^ 

碁の 品位 を定 遣す 事 古例な.^、 先年 本因坊 道 策の 頃、 (ィ 一一 本因坊 道 知と 有 道 知 は 道 _ 策 弟子な り) 野良 里 

子と 云、 十餘 歳の 嬰兒來 て、 道 策に 石 三 子 を 著して 對之、 此兒 一道の 奇才に して、 さしもの 道 策！^ 立 を 

成觳 たり、 旣は 十分の 負と 見えけ るに 一 つ の 妙手 有て、 野良 里 負になる、 未 小 兒の事 なれば、 ロ惜 がり 

て哭 ける を 道 策 之を宥 て、 足下の 手談 尋常なら す-, 此碁 過って 負に 成と 雖、 中々 三 を 著す る 位に 非す と 

て、 其 碁 を 勝ながら、 四 段 か 五段に 手 を 直して、 許 帖を與 へしと なり、 

資永六 年、 If 幸の 式、 前卷 (百 七十 一 ) に 有增を 記畢、 され ども、 東 山院、 中 御 門院 兩帝御 境目の 時な 

れぱ、 分り 兼た る 儘、 東山院 遷幸と 記し 置 ぬれ ども、 猶 あれ 是 れを尋 合け るに、 

或 記錄に 曰、 (上略) 元祿 中世の 中穩 かならざる 故に、 改元 有て 寳 永になる、 され 共 世の中い や 增に騷 

敷 天變地 怪打繽 き、 京師に て は大雷 大地震 大火 連年 打鑌 き、 世人 安き 心 もな く、 たつき を 喪 ひたる ま 

k 天子 御 自分の 不德を 懼れ給 ひ、 ことし 十 歳に ならせ 給 ふ舂宮 へ、 御國 譲り 有て、 寳永六 年より 本院 

御所と 奉稱、 別に 御所 を營 せられ、 (凝 花 洞と 號) これへ 移らせ 給 ひ、 新內 裏へ は 新 帝、 遷幸なら せら 

る、 其 後 本院 御所に は、 奇怪な ど打繽 き、 程 もな く 崩御 有れば、 御 凶 殿な りと て 凝 花 洞の 地 は、 御殿 

を取拂 はれ、 令に 明 地と 成る、 (下略) 是を 以て 考れ ば、 御卽 位の 大禮 は、 翌年 なれ 共、 踐祚濟 せられ 

中 御 門院 御 幼 帝に て 立せ 給 ひ、 攝政 供奉の 譯 分明な り、 故に 前 卷の謬 を 正し 置ぬ、 

前卷 (百 七十 八) に 記る 林 家へ 被 仰 渡の 儀に 付、 林 家門 人 被 相 示 書付 拾 之、 

示 論 

御代々 朱舉御 信用 被 成、 此度相 厲候樣 被 仰 出 候に 付て は、 當時 世上に て 朱擧と 申せば、 小學 近思錄 

のみ 讀之候 事と 心得 候 族 も 有 之 候 得 共、 全 以て 左様の 事に て は 無 之 候、 擧 間の 道 廣大の 儀 共、 六經 

は不及 申、 史學 といへ ども 力量 次第、 博 涉可有 之 候、 其餘 文筆の 事 は、 儔 者の 職分に 候 得 共、 是亦涯 
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分 覺悟可 有 之 事に 候、 隨て 人才に 長短 有て， 又は "ゆ々 の 物 好 も 可 有 之 候、 其 上 聖堂 は 養才の 地に て、 

色々 の 御 川 向 有 之 候 得 共、 擧業 一途に 不限、 先代より 立 置 候 五 科の 目 を 以て、 各才 長す る 所に 隨ひ 

出精 可 之 有、 但 何の 科たり とも、 於經義 は、 程 朱の 主意 を不失 様、 覺悟可 有 之 事 勿論に 候、 

前卷 (百 八十) 塵 塚の 塵の 內に、 二 條{ 尿 俳 席の 事 有り、 右の 御 席へ 出た る 若 狹の陶 阿 もとより、 其 御 席 

の 百韻懷 紙の 寫、 幷御 席の 圖等を は ^ せし 故、 左り に 記す、 實 にも 鄙 人の 心に は 天へ も ヒれる 心地して、 

いかめしく 是を國 への 土產 にして、 怡る もさる 事ぞ かし、 此事 は前卷 にも あらく 評せし 如く、 道 ひら 

けて このかた 未曾有の 盛事な り， され ども 恐れみながら つらつら おも ふに、 御 先祖 良 基 公な どの 如く、 

風 n こたけ 给ふ 御身に て、 御 催し あらん は、 誠に 道の めいぼく とや 申べき、 今や 俳諧 衰へ て、 させる 宗 

匠 もな き 世の中に、 かたへの 人の そ、 のかし 奉りて、 や ごとな き攝 家の 御館に てあらぬ もの ども をめ さ 

I て、 御 興行き ま.、 畢竟 其 道 を 信じ 給 ひての 御 催しと も 聞え す、 唯 一 時の 興に 猿樂 など をめ さる" に 等 

しければ、 强ち此 道の 榮ぇ とも 申が たし、 殊に 御 句 を もて、 懷紙を 立 させ 給 ふ 事い さ" か與 さめて 覺ゅ、 

それ も 御內々 の 事な らん は、 いかに せん、 斯て 世に 流れて、 うつし もて 遊ばん はいと はしたなき 御 わざ 

C わ、、 位し 斯く 評すれば、 偏執の やうに 聞く 人 も あるべ けれど、 ゆめく 左に は あらす、 た 物 毎の 淺 


^ になり し 人 「やう を 歎く ばかりな り、 假初 ごと も、 いにしへの 如く 篤く 直 

りよし なき 筆を搖 せり、 

寛 政 二 庚 戌年 秋 九月 五日 

俳諧 之 百 韻 

おも ふぞ よしる ベの 松に 秋の 月 御 

花 こそつ ぼめ あめが 下草  ヲ 《リ隨 臺 

まふし さす かた を 小 鹿の 路替て  泰 古 


-有 たき 事 を、 ^幾の 餘 


卯の 刻 雨に ねむけ るな り 京 

笛の 役 音 を 入て 見る 折 ふし は ヲ 尸 リ 

疊 つめたき 水仙の いろ  同 

遠餘 所の 打に 鴛を 放たり  同 

簑に日 さしの 風 わたれと や 京 

七 四 九 


草  翁 


七 五 〇 


木の 根 掘る 人 さま- i\ の 機嫌に てヲ ハ リ驟 六 

今 はむかし の 西の 大 てら 宇治 毛 條 

明ぬ 空に 錢 鑄る 火て りみ ゆるな り ヲハリ 素 外 

先細 太刀の 佩 こ i ろよ き  京 声 涯 

梅が 香に 三度 擧 たる 小 盃  同 嵐 月 

露う つくしき 淺澤の I 斤  同 湖獒 

聲 霞む 遠山 鳥の 月 いづこ  ワカ サ陶 阿 

ぬし は來 もせで 夢 は たる ヲ ハリ昆 明 

中 宿の もてなしぶ り も 恨し く 同 仙兒 

ゆ ふが ほ 町に 雪の ふるみ ゆ 京 蓬 州 

初 鯨 去年の 此日も 伊勢 使  ヲハリ 之 枫 

かれ 是を 能事に 言な す  大： fi: 規 風 

花の 陰 小 弓の 遊び 興す らし 京 桃 陲 

乎折捨 たる 土 乎の 山吹  ヲ ハリ吳 竹 

杖 突の 坂の 古家 春暮て  同 墨 山 

脊 向の 老の 朝日 受 居る  同 恬泉 

海鼠 腸の 鹽の 加减を 能覺ぇ 宇治 麟 路 

あるが 上に も かける 注連繩 近 江 干 當 

風 も 吹めて たき 迄に 闹も降  ヲ ハリ辨 二 

一 里 はみ な 信 田の 一族  同大 阜 

何故か 芦 毛の 駒 はやしな はす 同 帶梅 


あやめ も 交る 關 のかり 草 近 江 洪 水 

ちらと 見し 人を戀 しと 諷ひ つ 、 

こ、 ろつ くしの 手 習に 行 

傘に あられの 走る ゆ ふま ぐれ 

石山 あたり 一 一日 三日月 

葉が くれの 瓢の形 Q 淋しくて 

鶸 ものし こも 今 わたり 來る 

靑 淵に 船 乘 はなつ 岩の 角 

萠黃句 ひ を 着た る 兵 

柴の戶 は 鎖 もやら す 蝕みて 

もの まぼろしの 蝙蝠の 飛ぶ 

山 崎に 宗鑑が ゆかり 尊ば や 

八幡の 坊の 無维を かしき  明 擧 

さし 向 ふ 埋火塞 く 月 更て  條 

霜の を さ、 に 狐 鳴な り  素 外 

. ^白く 長く 流る、 岡の 北  芦 涯 

三 かい あまりの 宫柱 ひく  嵐 月 

撰れ し 人 は 九十 九 八十 九  湖 獎 

こぼる k ばかり 銀 を 盛り  陶 阿 

^出る け ふ を 初花 はな 曇り  月 居 

若殿原の つ く 朝 鷹  仙 兒 


素 兄 一 

桃 里 一 

五 周 j 

不 木 一 

百 池 一 

執筆 臥 央ー 

0 臺ー 

士 朗ー 

万 岱ー 

0 城： 


士曉不 百 桃 5： 淇素大 帶干辨 抬鱗吳 墨規桃 蓬之昆 
朗臺木 池 里 周 水 兄 阜梅當 二 泉 路 竹 山風 陲 州 楓 月 


雛祭る 酒 を飮れ て： H 舞け り 

け ふ も 雨 見る 三輪の はなれに 

竹垣に 潜れる 程の 穴 明て 

靑ほ、 つき を 早ち ぎりぬな 

秋 近き 暑さ を 袖に 引し ぼり 

歸鄉と 聞 ゆ 日蓮の 船 

木 具の 香に たえ 快 朝 ぼらけ 

藤の すがれに 郭公 鳴 

筆 取て 書 は爱ら か淸！ がた 

何 うれしがる 紅毛が 頓 

鍋の もの 煮 あがりた る さわがし さ 

挎の皺 をのば して はたつ 

朝の 月 木馬 を 釣れば 紅葉 散 

露から 寒き 箕 の 野 屋敷 

樋の 口 を 後に なして なく W 

^高く 見 ゆる 日の 前の 人 

しづくと 不 殺の 大衆 引 連て 

みやこ 歸 りの 土產は 何々 

此 比の 野の花く だし 晴る 上饮に 

罪な くむす ぶ 抱 籠の 夢 

誰が 聲ぞ襖 ひとへ を須 磨の 關 


まつ 時 はな ほ遲き 酒う- リ 

夕 附は見 ゆる かつらの 花の かげ 

水の しがら み 飛 やさび 鮎 

御 法し る 身延を 出て 秋の色 

母 なぐさむ る 詩 を 作りけ り 

家の 風樓の 木の 問馨 はしき 

彌生 三日の ひくし ほ を ん 

鹦鯀 春の ものと て 賜れ は 

玉み かき 得る 時 をえ てし が 

かく 有と い ふ も 輿 有る 次第な り 

靱も人 も 泥 まぶれ にて 

猾火焚 伏屋の 筵 まくり 上 

惜 まば をし め 八重 Q 山茶花 

難 波： a にもの 好なる 君 な れ や 

貝に 交ても 逢ん とすら む 

月 出る S のさよ 風 どち へ 吹 

水う り 行 仙 臺の町 

繫 がれて 鳥居 動かす あばれ 馬 

人よ ぶ聲の 高き くれ かた 

拾 ひ あげて みれば ゆかりの 色 和布 

担 すみやかに とし 暮 るかな 
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恬, ま 吳墨規 桃 蓬之毘 仙 湖 陶芦嵐 毛 素 明 鎮万羅 月 
泉路 井山 風陲 州 楓明 兒羹阿 濯 月 條外擧 六^ 城 居 
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一 

打 かける 小浪漣 風情して 

げ に-/ \ け ふの 日に 長閑なる， 

信 ある 山 を や 花に よせらん ！ 

謹で 聞く 御園う ぐ ひす 


素 見 

淇 水 

廣 明 

百 地 


燈 きえて 不二の 光の 靜 なり  辨 二 

壁 一 ばいの 圓窓を あけ  干 當 

我 眼より 眼鏡の 雲 恨み わび  帶 梅 

笑 はれて 叉 味 ひもの 喰 ふ  大 阜 

右 は 今古の 會 なれば、 一 當の聯 綿 差 合 等、 時の 宗匠た る 入、 迄 も 心 をく ばりて， 他の批！^^き様に 

首尾 を 仕 立る 事專耍 なり、 もと も 蕉 一派に 於て は、 かう やうの 古 锭に深 着せざる. S なれ 共、 之 を 破り 

なば、 後に は 月 も 花 も かい やる 様に 成なん、 道に 法な きを 豈- 道と 云む や、 先づ 此百韶 一 卷の 連綿の 事 は 

とまれ かくまれ、 始 わきの 句に、 天が下 草と 有て、 四 句め に 雨 有、 天と 卞 M は 和訓 同じ けれども、 ぉ來ゅ 

るし 来れる 故に、 わざと 雨 を 出したり や、 是も耳 立 事を好む に 似 たれば せぬ に 如 じ、 共 上此 わきの 天が 

下に は、 花 こそつ ぼめ あめと かけて、 雨露の 惠の緣 を 結び たれば、 普通の 1K が 下と 云る とは逮 ひ、 打 こ 

しに 雨 はき はめて 遠慮すべき 事な り、 面 八 句の 事 は、 いにしへ より、 殊に^ 議 有て、 ー卷の 序なる 故に 

眞の位 を 重に 備 へて、 ； i 祇釋敎 戀 無常 述懷々 舊の言 紫 を 禁じ、 唯 やすらかに 何事 もな き 様に、 仕 立る 掠 

なる に、 斯る不 吟味 は 何事 ぞゃ、 たと へいか 成る 申披有 とても、 衆人の 合點 せぬ 事 は是も 非なる べし、 

其 後 十月 十七 曰、 又々 闌更 もめされ て御會 有し 由、 

降との み 思 ひし 雪の 光り かな  御 

冬な ほ 高き 道の 明 ぼの  闌 更 

逍山 はめされ しか ども、 辭 して 參 ざるよ し 心に くし、 

難 波の 冬枯に は、 倉 橋 大根 天 王 寺の 蕪なん ど、 あつ ものに よし、 又 宵々 に 門邊を 小魚 を寶 る、 之 を 見^ 

ばいつ くしき 事、 C 魚に 異ならす、 もと も 味 ひ 美な り、 債の 無下に 安き ゆ ゑ、 是を 問へば、 雜 喉の 生な 

りと いへ り、 i?^ て も 都の 水菜 葱 芋、 近 江 かぶらや うの もの 捜せば、 なきに しも あらね ど、 都に は にげな 


翁 
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く 劣れり、 四季 折々 のうち、 梦松 だけし めじの 類皆爾 なり、 江鲑杯 もとより 雞波 になし、 唯 海魚の あさ 一 

らけ きの みぞ、 なに はなる や、 や、 彼 地に も 住 佗て、 都へ 歸 りなば、 水菜 ひともじ いものた ぐ ひ を、 と 一 

ぼしから す、 たう べんと 打 ほ、 笑て、 おと、 しの 冬、 西 八條櫛 司の ほとりへ 歸り、 爱 こそ 名に ぉふ產 物」 

なれと、 久しぶりにて くだんの 品々 を もとめぬ るに、 案に たが ひて 難 波よりも 不自由な り、 こ はいかに： 

と^るに、 if の ほとり は 皆 芋 水菜の 類， 畑に 滿々 たれ 共、 皆 京へ/ \ と 運び出して、 所に て 之 を 鬻ぐ事 一 

なし、 故に せんかた なく 遙々 町 迄 人して 買 求ぬ、 不自由 さいはん かたなし、 之 を 思 ふに、 一 ととせ 大津一 

の 人、 西 近 江 舟 木の 邊へ 所用 有て 注しに、 時し も はっきの 頃 なれば、 さちに 江 鮭の 盛な わ、 ことし は 心 一 

の 儘に 賞翫 しけんと 笑 ひふくみ て、 待もう けしに、 す は あと 川に；： d 鮭 こそ 落來れ とい ふや 否、 漁 人 市人 蜂 一 

の 如くに 起て、 爱に 群る 大津の 人 も、 えたり やと かしこに 走り 行て 之を需 るに、 誰かと り 敢る者 もな レ 

強て 乞ば 打 腹 立て、 邪魔に 成と て大に 篤り 叱る、 せんかた なく 手 寄の 方を賴 みて、 僅に 之 を 得 たれ 共、 i 

大津 にても とむ るよりも、 價甚 貴く 案に 相 遠せ しとな り、 必 しも 產物も 所に て は 結句 もとめが たき 事 を 一 

こたび 思 ひ 知き、  ， 

智精院 に 百 有 餘歲の 僧 有り、 老健 にして 往事 を 語る 事審 なり、 我に も 行て 是を 聞け よがし と 勸る人 有り： 

答 曰 百 翁なら ば 我に 二十の 兄な り、 我より 二三 十 乃至 五十 も 上への 人 は、 舊 友に 餘多有 之、 其 代の 咄は： 

常々 聞馴 たれば、 今 さら 珍 敷 事な し、 百 五十 翁なら ば咄も 聞た しと 云ければ、 其人實 にもと て 止ぬ、 そ； 

れに 似た る 事；^ り、 一と 年備 中の 千 之 助と 云棋 打、 京師に 來て齋 藤 治 左 衞！： と 手 合 有り、 千 之 助 妙手 有 1 

て齋藤 負たり、 跡に て 傍人 千 之 助 を 賞して、 さし も强 敵の 齋 藤が 圍し手 を、 不搆脇 を 打て、 其 蒸 を 勝た： 

る 事 を 感じければ、 千 之 助 笑て、 各は齋 藤を强 敵と 恐れ 給へ ども、 我 は 等 輩の 手相 なれば、 何 を か 權れー 

んと 答へ ぬ、 是百翁 を 餘人は 希世の 人と 思へ ども、 我 如き は 尋常に おも ふと 心 同じき か、  J 
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  七 五 四 

八杂 草 卷之百 九十 


我 あたま は 年毎に 秋の 末より 禿に て、 舂 たけな はに 及ぶ 頃に は剃洛 し、 老の さま 一 とせの 中に 替れる は 

他な し、 塞 さあつ さ を 厭 ふ Q みなり、 こや 似-裏 法師の、 

住 か へ ん秋 はもみ ちの さがの 山 春 はよ しのの 花の 下 

といへ るに 似たり、 それ は 今 西 行、 これ は 物 しらぬ 頑 翁の 隨意 なり、 おのれが 其む かし 云弃 しっけ あ ひ 

の 句に r 捨た顏 する 世 捨られ 人」 と は 今の 翁が 身の上な らん かし， 

儈浦蓮 は、 何 地 Q 人と 云 事 を 知らす、 和歌 を もて 寳曆明 和の 頃 世に 鳴る、 或 時 さがなる t 艰へ、 白浪 打 襲 一 

てはづ かに 有る 物 を 取て 去け る 時、 

捨し身 はや ぶれ 衣 も 麻 衾た る 事 しれとの こし 置 けん 

又 冷泉 入道 殿、 (爲村 卿) の 御 もとへ、 蕨 を まゐら せけ ると てよ める、 

たてまつる 龜 の：^ 山の 早 蕨 は 千世 をかぞ ふる 手に 似た る 哉 

入道 殿 給 ひて、 こよな う 賞し 給 ひ、 秀歌に 返しな しと 宣ひ遣 はされ しと かや、 其 餘の よみ 歌 そらに 覺- 

え 侍らす、 委くは 伴 蒿^ 子が 崎 人 傳に擧 たり、 

東妓 そり やら は、 齒ひ 知命に 過る 迄 も 妓の名 有 わ、 琴 を彈て 世に 知らる、 其 女 を 琴 また 古 桐と 云、 寬政. 

の もめに 西 郭へ謫 せられて 身 を かこつの 詠、 「うら 若き 身 を 八 代の 紙子 哉」 身 を やつし ろと かけて、 そに 

ばくの 思 ひ 言外に 聞 ゆ、 世人 其 美 を 賞す、 五雲 法師に つたへ て、 そが 爲に脇 を 付て 遣 はす ノ 


き 


いにしへの 遊行 女婦蒲 生の 娘 子なん ど は、 いか k 侍らむ、 おも ひき ゃ+川 竹の その ふに かば かり 雪 

を つらぬく たかむな の 生 出ん と は、 

心つ くしの ことし 最 ちっと  . 八十 二 翁 杜 口 

本 句の 八 代に、 筑紫琴 を 立 入た るの みぞ、 老樂 なりけ る、 

返す くも 頓死て ふ 物 ほどい み じき は あら じ、 前に もす さみ ぬれ ど、 猶 はた 老のを だまき くり かへ しな 

ん、 我 手頃 召 仕 ひし 一 婦も、 是に 終りぬ、 其 外 親しき、 うとき、 ある は 交りなくて 聞傳 ふる 人に も、 あ 

また 見 もし 聞 もし 羡 しき^り なし、 もと も 世 わたる わざ を、 半に してと みに 世を辭 する 名殘り は、 さる 

事ながら、 それ は 長く やま ひに 臥た る 上 へ にても 同じ 事なる べし、 かう やうの 事 は、 常の 覺 悟に 有べ し、 

譬ば. 江戸の 人 は、 火事に 馴て 常を耍 心する 故に、 火災に 不覺 なし、 都の 人 は 常 を 怠る によりて 、おとに し 

の大變 に難義 せり、 又藝 術の 心 持に、 常 を瞎、 はれ を 常と 云 事 有り、 生死の 覺 悟も爾 なり、 期に 臨む で 

病苦に せめられ、 よしなきす、 すろ 事 を 遣 言と せんに は、 僻事 も 多から め、 人の 死む とする 時、 其 云 事 

よしと は 夫に 非す、 さし も 大徳の 人の 終焉の 日時 を、 かねて に 知るな ども あやしげ なり、 遣谒辭 世なん ど 

も 無に は 如 じ、 我 は. 「辭 世と は 則 迷 ひ 唯 死なん」 とよ そぢ あまり 前に 申 置り、 た^ 終焉 靜に 眠る が 如しと 

聞の みぞ、 いと もめで たけれ、 頓死の 中に も、 わきて 羨れ し は、 寳曆の 春の 頃、 東 山 慈 g 寺に 問 帳^り 

我 も 子供 家族 を 連て 詣 しに、 其 開帳 犬に はやりて、 郊野に 靉く人 蟻の 戶 渡る 如し、 永觀 堂に も 同じく 開 

帳 有れば、 銀閣 (慈 照 寺 世に 銀閣寺と 呼) より、 かしこ へ 行く 野 街に むれる 人、 布引 をな して 行く、 我 行 

く 先へ、 いか 様 あき 人と 見えて 三たり よたり 伴 ひ、 各袁 儀に 小 竹筒 やうの 物 もたせて、 思 ふ 事 なげに、 

うらなく 語り ざ、 めきい きしが、 永觀 堂へ 1 1 一町 もや あらん こなたに て、 其 中なる よそ ぢ 計の をの こ は 

たと 倒れて， かたはらなる 畑へ まろび 落ぬ 伴 ふ どち あはて、 抱 起し、 さま/ 介抱 すれ ども いらへ もせ 

す、 是を 見て、 群參の もろ 人、 ある は藥を 施し、 胸中 を 撫で、 知 もしらぬ も 寄 添て、 是を扶 け、 もとよ 
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り 其 中には 醫 業の 人 も あまた 有て、 各 診察し、 色々 評して 針灸 手を盡 せど も、 術盡て はや 事 きれたり、 

せんかたな きま k に、 一 人の 友 間近き 永觀 堂へ 馳 行て、 之を吿 ければ、 程なく 彼 寺より 乘物を 界來 りて、 

徒儈 之を預 り、 骸を乘 物へ 入て 歸る、 其 所以 を 聞ば、 永觀 堂の 檀越 なりし ぞ、 卒に 終る だに あるに、 え 

ぞ しらぬ もろ 人の 仁慈 をう け、 招かざる に 數醫馳 集り、 乎を盡 し、 畢竟 を 己が 宿坊へ、 すみやかに 迎へ 

とらる、 事、 誠にた ぐ ひなき 手 廻し よき 死樣も 有れば 有 ものと、 數 萬の 人に とぶら はれし も、 みそ ぢぁ 

まりのむ かしな りけ り、 何 地い かなる 人と 知らす、 

我稚 きょり、 謠曲を 好んで 之を嗜 とすれ ど、 榮 えなし、 今やう 淨 るり かどの、 ば さらなる たぐ ひ は、 も 

ばら 俗 ii に翫 ばれ、 婦宽迄 も、 是を 興じ 悅ぶ、 又 平家と 云 もの は、 ことばつ き 節 はかせ も 古雅に して、 

琵琶に 和す る さま、 もと も 風 人の 稱 すべき 物な めり、 ひとり 謠 曲は雅 にも 遠く、 俗に も 疎し、 され ども 

中古、 公武に 用 ひさせられ、 御規 式の 一 つに 成て.. 申 樂は和 國の樂 に 等しく 行 はる、 こそ あやし けれ、 そが 

中に 舞曲の もの を、 太夫と 稱し、 其 下つ かた それん \- の 役. *c 有て、 鈹 笛の 妙手 を * わきて 賞翫 す、 謠曲 

の もの を地謠 とて、 陋 しめられ、 區々 として 末 坐に 候し、 可也と てさして 譽 もせす、 非 なれば 甚鼸り 笑 ふ、 

かた/ \謠 ほど 損なる もの はなしと、 つぶやけば、 其 道の 人の 一 K、 强 ちに 左な 宣 ひぞ、 謳は釵 なりと 心 

得 ぬれば、 腹 はた、 ぬな り、 たと へば 饗應に 山海の 珍味 を盡 すと も、 釵 なくて は 叶 はす、 客 其饗を 得て 

賞す るに も數々 の 珍味 を譽 るの みに て 飯 を 云 はす、 若 敏に申 分 あれば、 あたら 料理に 飯 あしかり しと 畿 

る、 いかに 釵が よきと て、 飯 を 譽る客 もな し、 さあら ば 飯 は 無益なる 様 なれ 共、 其饗の 本來は 飯に て、 

萬 物 之より 生す、 畢竟 可 非の 論に 涉ら す、 其 主なる 事 巾に 不及、 うた ひも 其 通りに て、 S 道の 主にて 舞 

ふ も 蟠すも 皆 料理な り、 うた ひなく して、 是を爲 す 事 はなら す、 是を 以て 此 道の 主たる 事 を 思 ふべ しと 

】K しも 貧な り、 

俳諧^ 打 寄て、 年 競せ し 事 有り、 五始獨 妙と 我み たりお ない 年な り、 獨妙は 生れ 月遲 しとて 閉口す、 五 
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始居長 高に 成て、 我 こそ 三の この かみなら めと 廣 言す、 予 聞て さの みな 誇られ そ、 我 とてもむ ざと は 負 

まじ、 月 はと 問へば 二月と 答 ふ、 我 もさな りと 云、 五始 頭を摄 く、 我 云 さらば 日 を 以て 競ん、 五 始投首 

して、 廿 何日と やらん いふ、 我 は 十日の 生れな りと て、 我 勝に 成たり、 五始 はとく 世 を 去り、 獨妙 はこ 

ぞ吉 野に て 身 まかりぬ とや、 殘る我 さへ 岑に 寂しき、 

人を片 名に 呼ぶ 事、 文 ft 慶 長の 頃 もばら はやりて、 石 田 治 部 を 石 治、 長 束 大蔵 を 長大な ど- - 呼ぶ、 關原 

御陣 に、 石 田 治 部 を 田 中 兵 部 手へ 擒 にして、 東 君へ 上る、 ^治 部 を 御前へ 召て、 侍 は 有 習 ひ、 三 成 不運 

と 上意 有り、 三 成 奉て 是： 大也、 早々 死 を 賜へ と 申せし となり、 扱 兵 部 を 罵て、 世に 阿り 義を 忘る、 

に 捕 へられた りと、 惡 口して、 都て 兵 部と は不 呼、 獣心 ffl 兵と 呼びし となり， 是は 年頃 親しくせ し義を 

捨 たる を 云なる べし、 又諸士 Q 公 を 上様と 稱 する を 聞て、 事 新 敷云條 哉、 天が下に 秀賴 公の 外に、 上と 稱 

する 人 は 無 もの をと 嘲笑 ひしと なん、 夫より 後 は 侯伯の 片名は 止て、 今 は 商 買の 類 を皆片 名に 呼ぶ、 老 

のく り 言 前卷に 云し 樣 にも 覺 ゆれ ども、 多端 なれば くり 返す ベう も あらす、 是に 限らす、 再び 書る 事 も 

多 かり、 よしや 人に 見せば やと もお も ほえぬ 隨筆 なれば、 それ は 住 他、 此前 おのれ 高 倉 二 條邊に 有し 頃 

其邊 りなる 廣 市と 云る 盲人 來て我 を 慰む、 其 後 蛸 藥師新 町 街へ 庵 を 移して、 そこら 吟 行す るに、 西 町 Q 

北側、 ち ひさき 格子に 廣 市と 標 有り、 實 にも 家の さま 盲人の 棲と： えたれば、 扨 は 彼 は宿替 して、 問 近 

く來れ るよ、 近き あたりに よき 友 を 得たり と 人して 呼に 遣 はしければ、 案の 外にて、 此方 は 廣島屋 市 兵 

衞と申 者に て、 我に は 知る よし もな しと 答へ ぬる ぞを かしかりき、 又 ある 所 を 通りて みれば、 賤が 軒端 

に 松 平と 標 有り 興さめ ながら 推量り 見る に、 是は 松屋 平兵衞 など k 云なる べし、 餘の 文字と 違 ひ、 目に 

立ば 見 咎る人 も 有なん と 思 ひて、 其 後 通り みれば、 くだんの 札 はな かりし、 さだめて 目 付な どに 咎めら 

れて札 をと りしに や、 其外片 名に よりて、 耳 立 も 多し、 彥 八が 咄に、 ^屋 藤兵衞 を、 人^ 藤と 云、 など 

やらん 死人に 紛し、 さや 町邊 に、 滅德と 書し も あり、 滅金 や 德兵衞 とか 云なる べし、 德を滅 する もよ か 
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らぬ唱 なり、 

こたび のみ ゆきこ そ、 ためし 久しき 千世の か みなれ、 海の 內に すめる 誰か は 是をぁ ふがざる べき、 千 

さと を 遠し とせす、 よもの 國々 よりも のぼれる 人、 いくばく ぞゃ、 我 も 老の思 ひ 出に、 拜み てんと かね 

てに は 待 まう け ぬれ ども、 かたへの 人の いとう さ- - ゆるに、 おも ひかへ せば さる 事な めり、 とても 老が 

まなこに は 及ば じ、 あとに て それ かれ 然るべき 有識、 辨 へたら む 人に 尋ね 合せて、 こまやかに 記し 置ん 

に は 如 じと、 さて やみぬ、 おのれが 日ぐ らしの 葡 へだに 難 波 人の 來て 一 夜 かり 臥せし に、 かすべき ふと 

ん やうの 物 もな し、 外へ 借りに やりぬれ ど、 いつにても 借し 盡 してな し、 せんかた なさに、 かさぬ もう 

とし、 いざ ふたり 寢ん と、 . ^、缝 に 蒲 圑を引 張て 友寢 せし ぞ佗 しかりき、 是が咄 し をき くに、 淀 わたりの 

船 は、 とくより 留 りて、 船路 は絕 ぬれば、 かちより まう でぬ とかたる、 さぞな と 思 ひ やられたり、 

紀の 海の ほとり 禪窒 有り、 所 も 寺 號も聞 ぬれ ども 忘れたり、 是を鯨 寺と よぶ、 其 寺に 暫し 在し 僧の 語り 

しに、 津々 浦々 にて 年毎に 取鯢を 古へ よりの 例に て、 是を頒 つに、 先づ 一 番に彼 寺の 配賦を 取て、 北ハ料 

を 寺へ とる、 鯨の 大小に 隨ひ、 其 料の 員數は 遠へ ども 定法 有て、 配分の 仕形に、 聊に 私な く、 寺に 之 を 

請 取、 恭 く法會 をな して、 是を とぶら ふ 事、 檀家の 人の 殁 する 如し、 一基の 墳を 築て、 正面に 何十 何尋 

の驗と 記し、 傍に 年月 を 著す、 墳の 大小 も 鯨の 長短に 傲 ふ、 三十 六尋の 巨鯨な ど は、 侯 家の 墳の 如く 堆 

く 結構す、 墓地 はいに しへ よりの 鯢の 墓而已 にて、 外に 檀家な し、 年々 の 配分 夥き 故、 その 寺尤 富裕な 

りと ぞ、 

祇園の 梶 はしらす、 後の 百合 は 我 も 知れり、 大雅が 妻 玉 蘭が 母な り、 是が咄 しに、 大石 內藏助 は、 腰よ 

り 下の 短き 不男 にて、 常に 此 あたり をのら つきし を、 人 笑 ひて 赤線の 家老々々 と 指さし ける、 其 比^ 初 

春 二 軒 茶屋へ むれ 來る 人へ は、 二 軒 茶屋の 女房 娘な ど、 粧ひ かざり、 島 臺蓬萊 やうの 物 を持參 し、 慰 斗 

髭 布 を 挟み、 春の 佳 傣を述 ぬ、 又總 じて 几 毎に 枕 を 出し 置し が 今 は 其 事な し、 二 軒-茶屋 はいつ の よ 


り出來 しゃ、 其始 はしらす、 今 は 都の かざりと 成て、 鄙 人に 是を 知らぬ はなし、 自餘の 茶 やに 替 りて、 

裏 は行拔 なれば、 風 来の 客 飽迄酒 敬 をと、 のへ、 物 好みな どして、 價を 置す に、 裏より 拔歸 る惡徒 多し. 

それ だに あるに、 家具 吸物 捥小 否やう の 物 を 取て 歸る、 年々 に 右の 器の 不足 を 捲る 事 夥しと かや、 其 取. 

しまりな き 故に、 年々 の 損失 も 幾く か 知れね ども、 諸國へ しられた る 商の 手廣 さに、 さやう の 小 細なる 

損 は 厭 はすと な 二 軒の 內 東の 町村 屋は 良き 客 多く 榮ぇ、 西の 藤 屋は衰 へしが、 又 西の 賑ふ折 も あり 

中 村 屋藤屋 と 名 は 通れ ども、 其株賣 買に 成て、 幾度 か 其 持主 は 替り今 はいか r 有 や、 

碁 打に 馳走す る は 無益な り、 それ も 深く 耽らぬ 人 は、 いか^ あらん、 我 如き 好士 は、 碁に か、 りて は哺 

を 忘れ、 萬の 事 を 放 解して 居れば、 せっかく あるじの 心 を こめて 饗する も、 邪魔に 成 故に 不興 舞に そこ 

そこに 挨拶して、 はやくた うべ 仕舞 ひて、 盤に 向 はん 事 を 思 ふ、 ある 好 士此情 を、 自分 能覺 えて、 己が 

もとへ、 ^！の友來れば、 化 ハ家內 に 云 含て、 菓子盆に 燒飯 を堆く 盛て、 茶瓶 を 添 出し 置、 拉碁 にか、 りて 

他念な き 中に、 流石 腹に なれば うつし 心の中に も、 主客と もに 彼燒飯 をと りて 噙ふ、 長座に 成て、 其 

銀盡 なんと すれば、 勝手より 心得て、 又 能き 程に 替りを 入 置、 飼 鳥の 餌 を 人る に 等し、 左 有て I 晝夜打 

て も飢る 事な く、 家內の 世話 も 少く客 も あるじへの 心 置な く、 快く 碁を樂 むな り、 是に 過た る 碁の 饗應 

はなし、 穴 賢 碁 好に 尋常の 馳走 はせんな き 事と 知るべし、 

くわ ゐも らふ、 芋 もら ふ、 納豆 もら ふ、 翁 草書く、 娘 や 孫が 來る、 目に はさ やかに 見えね ども、 八十 二 

になる、 銀 もら ふ、 碁 をう つ、 早 梅 もら ふ 書 出しが 來る、 鳕も らふ、 福壽草 くれる、 發句 案じる、 目 鏡 

は 入らす、 遠目 はき かす 咄 がすき に、 耳が 聾 ふ、 嘘が きらいに、 茶が 來る、 餅が 來る、 舂が來 る、 冬が 

いぬる、 島 原が 賑ふ、 田 舍が燒 る、 つい 消る、 景が あたらし うなる、 水が 流れる、 山が 動かぬ、 あなた 

のし 樂書 堂、 

寬政庚 戌年 躐底 九日 書 

 ^   七 五 九 


草  翁 


  七 六 〇 

書家の 深 川 親和 姓 は 三 井 通名、 孫 兵衞、 元は 信 州諷訪 侯の 分家、 同姓 美 濃 守の 陪士 なり、 .M 澤殁 して 後 は 

關源內 (關 思恭 と號) 共に 書に 鳴る、 夫の みならす 弓馬の 道に 長 じて、 三 道の 門人 多く 集る、 其の 頃の 閣老 

松 平 右京 兆、 殊に 彻志淺 からすして、 其 長 臣の女 を 親和に 嫁 せらる、 貴命默 止が たしと て、 老後に 之 を 

妻と す、 偏に 娘の 如し、 猶も深 川の 地 屋敷 を 京 兆より 賜、 分内廣 く、 馬場 射場 を 構 ふる 事 自在な り、 斯 

て 京 兆の 親 因と 聞て、 諸侯の 面々 幕府の 士、 幷 諸家の 陪士、 我 も/ \ と此 門に 人て、 已が さま-^ 三の 

道 を 稽古す、 朝 は 未明より 辰の， 刻に 至り、 馬場に 出て、 御 術 を 指南し、 辰より 巳に 至て、 射 術 を 見、 巳 

より 午 過る までに 手跡 を 添削し、 午の 刻 過て、 諸侯 家へ 馬に て乘 廻り、 夜陰に 私宅へ 歸る、 連日 一 日 も 

缺る 事な し、 希 年 を 過て、 翟櫟意 氣揚々 たる 事、 壯士を 欺き、 玄關に は 諸家の 使者 絕間 なく、 音物 山 を 

なし、 寄食の 浪士 あまた 有て、 替る， （-玄 關番を 勤て 之に 應 封し、 之に 酬ふ Q 使者 を 勤め、 宛 も 一 侯の 

家中よりも 諸士 多し、 故に 其 家 豪 富に 榮 えたり、 耄年を 超て 近年 殁す、 其 後 を 不知、 其 頃 江戸の 落 書に 

惡舉の 其 名 は 高き おやち どの 欲深 川で しん なれたげ な 

是を 見れば、 生前の 質い か^ 有し や、 我 委くは 知らす、 

我 も 親和に は 及ね ども、 自餘の 老翁よりも、 . 健なる 方に て、 山川 を呤 行す るに 難から ざり しが、 近來頻 

に 耳 聾、 蹇て Sf 年の 相 を 現 はす 事、 實 にや、 春寒 秋 熱老健 君寵の 久しから ざる 事、 宜 なる 哉、 七十 五の 

としの 泰、 友 人祖 且にそ k のかされて、 はじめて よしの 山へ 登る、 壯 年の 頃 不二 山 は 見つ、 よし野 を こ 

そ、 年頃 戀 ぬれ ども、 瓧 くして は官に 在り、 致仕の 後 知命の 頃に は、 かほ どの 旅行 はいと も 易 かりし か 

ども、 佗しき に堪 兼る 僻 有て、 かく 老 さら ぼ ふ 迄、 思 ひ 立 ざり し 事の 悔しさに、 きさらぎ 二十日 あたりに 

祖且と 打 つれ、 旅装して ならの 都、 コ 一輪 初 瀨多武 峯を經 "て、 何某の 山に 向 ふ、 時し も 一目 千 本の あたり 

盛に て、 目 を 驚し め、 奥の院 苔 淸水西 打 葡迄兒 終り、 歸路に 馬場の 花 を もとむ るに、 皆 散りて 跡な し、 

當麻、 龍 田、 法隆 寺、 西の 京な ど 見 巡りて、 やよひ 三日に 京へ 歸る、 祖且は 我より 八ッ 下にて、 六十 七 
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. なり、 き はめて 健に して- 年々 肥 後へ 下り、 東西の 國々 を 巡行して、 何の 歌枕、 角の 大 寺なん ど、 凡に 

見た る 人な り、 年 も 我より 若き 故、 よし野の いき、 八十 里程、 皆 かちより す、 我 も 負 じと 思 ひし かど も 

祖 HI のい さめに 隨ひ、 右の 路程の 內、 五六 単； ほど は 駕に乘 たり、 委く は吉野 行に 書： 蓝り、 抑 山城 はいふ 

も 更なり、 畿內の 山の 姿 は、 餘國に まさり、 和穩 にて、 さすが 日の 本の 中つ 國と思 ひしに、 わきて 大和 

の 風土 こそ、 心 も詞も 及ばれね、 奮き 都 もさる 事 か は、 山城 は 東西の 山間、 其 わたり 三 里に 過す、 そが 

中に 平安 城 あり、 神社 佛閣 所せ き 立 こめて、 其懷狹 く、 讓 にも 都 は 指 鉢の 底と 云 も、 實 にさる 事ぞ かし、 

大和 は 東西の 山間、 見渡す 所 凡 五 七 里 もや 有なん、 其 廣々 たる 郊野に、 かぐ 山 畝 傍 山 耳な し 山 群 立、 

其 外 上れる 帝の 陵、 數の岳 をな し、 東に 三輪 山、 卷 向山、 はつ 顔 山、 多武峰 そばた ち、 西に 葛 城 山、 二 

上 ケ嶽、 龍 田 山 つらなり、 目 も はるに、 Q どけく、 人 Q 心 も 和ら かに、 憲に 大和の 名に めづる 計. なり、 

聞し に 優りし は、 泊 瀨の風 色、 多武 峰の 結構、 聞し に 遠 ひし は、 みよしの 成け らし、 ふるき 代の 和歌よ 

り はじめ、 今翫ぶ 俳諧に 至 迄、 唯 雲との みロ號 み、 ある は 花 を つらねて、 山 もな しなん どい へれば、 兼 

てに は 伏 水の 桃 山の 大 いなる ものに やと 思 ひしに、 左はなくて、 た 日 枝 あたごの 谷々 に 花の ちらめ く 

如し、 杉 むら 立 こめ、 餘 木蔭々 として、 山に 合せて は、 花木 寡く、 一 と 目 千 本の さま も、 嵐 山の 花を異 

峯へも 配りし 如くに て、 げ にも 其 ほとり は、 名に お ふ三芳 野と も 云べ かめれ ど、 麓に 流れ 壤の粧 もな く 

唯 田野の 徑 に箕踞 して 眺 るの みなれば、 哦 山に はけお さる- - 心地 ぞ する、 其外爱 かしこの 谷々、 瀧 ざく 

らの類 ひも、 山路 をよ ぢて、 勞が はしき 儘に、 幕 毛氈の もうけ もな く、 茶屋 もな く 水 もな きなん ど、 老が 

たのめの 苦し さに、 つら，， （\ おもへば、 兎に角に、 花 は 都に 如く はなし、 上れる 代に は 花木 も 多 かりし に 

や、 今の 様 は 名に も 似す とや 申さむ、 河內の 鷲の 尾 山 こそ、 今は芳 野に 優れと 云 人 も {^ し、 彼 は 枚 方よ 

り 船 あがりして、 I 里 半が 程 を 經れば 至り 着ぬ と敎 ゆ、 偖 はたやす き 事な めり、 來る としに 生けら ば、 

かしこに いきて、 花 を 弄し、 直ちに 川 を 西 すれば、 いぼ ざく らも そこなれば、 ^！路には是を眺てんとの 
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て 六 二 

ぬ、 かくて 


、さあら まし も、 年波 Q 立 そ ひ：.、 い たづら に、 又い く 春 をか累 ねむ、 今 S てお も ひ 止 ：; 

：^^ 年月 思 ひこ がれに し、 よし野の 管 はたして、 嬉しき f  、 我と しも S とおない 年 なれ は 

「む もれ 木の 花 さく 老の よし野 哉」 と 云弃て 下山し ぬ、  -  ,  、 

ハ4 兀 ss、 所 司 代 I 力！ 人 誘 ひ 合て、 lin^0^.u^ 

5-^興の餘り上總の宮の御羅のほとりにて、所|へ船を出せと中1も！に？ぉ_^は1" 

ま u、 とく  f 出せと 申 付れ 共、 御用の 體 とも 見え ざれば、 取 敢る f なく、  §0^H-^^ 

Ml:; 在 I 共 を 打擲す、 依て 下 桂 村の 百姓 共 之 を聞傳 て、 追 さ、 馳 集り、 讓者 とて t に 致さ 

HhK^^0. 刀 を拔て I すと て、 少く 傷者 も 有しと ぞ、 aj^u 

より #少| て、 武邊 へ傳奏 より 達せ らる、 則 町奉行 井上 籠 守 f にて 右の 與カ 同心 は 

i、 其 の 者、 夫 二  I られ、 吟味の 上 御用 を 中立 候 事 は 豪の 由、 s^^uu 

•is 人の 身分と して、 I 不 S 不法の 仕 f 付、 與カは H 敷 1 押 込， 管 は 五十： ns(f 略) j (七 

百 li ほ拂、 籠淸 I 糞 liln 拿 s、 璧溝 養文づ 

つ 年寄 三 貰 文づ、 被 仰 付、 一 件 落着す、 
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1_ム 期 草 卷之百 九十 一 


〇 江戶械 御坊 主の 事 

】 江戶 御城 坊主の 風俗 不宜、 分限 不相應 の 事共 有 之に 仍、 寛 政 二 年 亥十二 月、 御 同朋 頭 平 井 專阿彌 に 被 

命、 御 吟味 有 之 趣 右の 通、 

表 坊主 共 勤向幷 一 體の風 不宜、 殊 就中 一己の 心底 不宜、 分限 不相應 の 甚敷者 も 有さ 段 相 間ん、 夫々 

に 御 咎可被 仰 付處、 先此度 私へ 被 仰 付 幷相掛 り 候 者 被 仰 付、 申談 候て、 以来 風儀 相 止 候 様の 仕方 可 

申 上 3 曰 蒙 仰 雞有仕 合 奉存候 

一 一 體 坊主 共の 傣、 至て 小 給の 者に て、 無知の 者 多 御座 候處、 萬 石 以上の 御 方、 其 外 諸 役人 衆 於 御殿、 

御用 向 被 申 付 候 間、 過分の 給 物 等 有 之、 有 福に 相暮候 故、 全體の 分限 を 忘却 仕、 結構 成 者 か.. t 心得 遠 

候より、 事 起候義 と被存 候、 右に 付 願 候 は、 申 上 候 心得 違の 甚敷者 ども、 心 付 相 亂可中 上義 御座 候 得 

共、 畢竟 是迄 一同の 勤 向 は 勿論、 心得の 法令 を も 不相達 差 置 候 故、 其 身分の 惡敷 義と不 相辨、 風儀 不 

宜 様相 成 候 は、 於 私共 行 屆不申 義奉恐 入 候 義奉存 候、 依 之 此度勤 方の 心得、 幷萬石 以上 已下御 賴の御 

用 相 達 候 仕方、 衣服 家作 等、 召 仕 下人々 數 等の 儀に 至 迄、 作法 相定申 渡、 爲相 守、 若 以來少 にても 法 

令に 相 背の 儀 有 之 候 得ば、 早速 夫々 に 以輕重 申 上、 御 普請 入 又は 場所 替、 或は 懸り役 取 放 候 かの 內、 

巾 上 候 様に 仕度 奉存 候、 是 迄の 儀 は 其 身に は 諸 事宜と 相 心得 可 罷在候 間、 右 作法 を 申 渡 候 上、 相 背 候 

者 を 申 上 度奉存 候、 右 作法の 趣 別紙の 通 申 渡 仕 候、 

一 右 申 上 候 通 申 渡 置 候 作法 を、 相 背 候 者 は、 場所 不相應 に 付、 小 普請 入 或は 場所 替等申 上 候 節 は 早速 願 
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の 通 被 仰 付 被 下 候 様に 仕度 奉 願 候 以上、 

十二月  平 井 專阿彌 

^紙 申 渡の 覺 

一 各の 骸御 奉公 大切に 奉 m, 公儀 候義 は、 誓詞、 條々 今更 不及申 渡 面々 可 相 守 事に 候、 

一 表 坊主の 儀 は、 小 給の 者に て、 格式 は 有 之 候へ 共、 長袖の 義故、 持 前の 格式に 不拘、 殿中 ト 下の 用 向 

和 達 候と 心得 可 巾處、 上の 以 御影、 過分の 給 物 有 之 候 故、 豊 に相暮 候、 尤諸組 同心 中 杯と 違 ひ、 御番 

繁く候 故、 相應の 細工 物 等 も雞相 成、 御 賴を請 候義、 御 奉公の 取鑌 にも 相 成 候 間、 尤の 様に 候 得 共、 

過分の 給 物 有 \ 一 故、 家作 等分 限 不相應 に 仕、 召 仕 等 多く 相 成、 然上は 妻子 等 迄 も 心 取り 自ら 高く 相 成 

り、 結構 成 もの、 様に 相 心得、 歷々 へ 慮外が ましき 御 應對仕 候 樣相成 候、 是 等の 趣、 以來 堅く 可相愼 

義： 候、 

1 家作 等の 俵、 八.： 限な 辨へ、 可 相 成 だけ、 手 狹に可 仕 候、 諸家へ 立 入 多き 者 は、 過分の 給 物 有之不 貪の 

金銀 故不 苦と、 い 得、 木 品{且 きを 相 用 ひ 候 は、 誠に 榮耀 奢の 沙汰に 相 成、 玄關體 場所 相 構 候 者、 不辨分 

限 儀、 已來急 度 扣止可 被 巾、 其 外 家作 致 方、 別に 以 書面 可 相 達 候、 坊主の 家作 は、 麁 末に 補理候 こそ 

相應の 儀に 候、 

一 屋极葺 瓦の 場所 は 格^、 其餘 はなら へ 瓦 かけ 瓦、 可然 候、 さん 瓦 葺可爲 遠慮 候、 

1 父子 其 外 親類 同居の 者、 三 夫婦 四 夫婦 一所に 住居の 者 は、 手廣の 住居 無據 儀に 候、 乍 去 前條の 通、 宜 

木 品 を 以て 普請 仕候義 は、 心得 遠に 候、 以来 相 改可申 候、 

1 家作 是迄 過分の 手廣 結； 1 と 中程に 仕、 玄關等 を耩候 者、 

右の 段 相 閒候間 早々 可相改 候、 

但 結構 手 廣に仕 候 程の 餘勢 にて は、 早速 改候事 も 相 成 候 內の傣 に 候、 i 
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一 衣服の 儀 相 調 候 品 は、 絹 細^ 內 等の 品 を 相 用、 妻子 等の 衣服 も 右に 准 じ 可 相 心得 候 

1 羽織の 定 古例 

装束の 節 は 十德  麻 上下 以上の 節 は 無 紋單^ 織  裏付 上下の 節 は 綿 入 羽織 

紋 付の 羽織 は禮 服に て 無 之 候 

右の 通 相 心得、 外より 給 候紋付 羽織の 儀 も、 小 給のお 取鑌の 一助に 候 間、 平日 着用 不苦 候へ 共、 先達 而. 

相 達 候 通、 當番の 面々 以來 無用、 其 餘は不 苦 候へ 共、 大勢 着用 無 1\ 一様 日々 可 被 申 合 候、 

1 足袋の 儀已來 白き 足袋 無用、 色 足袋 可 被 用 候、 

1 外々 より 給 候 品 多く 共、 紋柄等 有 品 は、 相愼 斟酌 可 仕、 紫の 胸 紐 等 は 可 有 遠慮 候、 

一 腰 物の 儀 は、 相 應に可 相嗜義 に， 可成 だけ 党 苦 敷 無 之 樣可被 致 候、 乍 去 金 持 杯申樣 成、 結構に 相 見 

え 候 儀、 可爲 無用 候、 

1 以來萬 石 以ト； 以下の 御 方へ 立 入 候 御賴の 箇所、 誰に は 何程 有 之 段 を、 帳面に 相 記、 右 相 記 相 扱 候 掛，； 

の 者、 六 人 被 仰 渡 候 問、 御 額の 明き 有 之 節、 右懸 りの 者へ 割合 を爲 仕、 御 頼の 箇所 少き 者、 平生 勤 向. 

出精 の^を 相 選、 先様に 從來立 入 仕 候 者、 以爲賴 可 申 候、 是 迄の 様 面々 より 兼て 留主居 中へ、 音物 等 

を 致せ リ、 落 候 樣成義 堅く 無用、 先様より 明 跡 被 仰 付 共 御 斷可仕 候、 御 頓を請 候 儀、 相 知 侯 得ば 法令 

を 破 候 間 早速 組頭 へ 可 被 申 聞 候、 

一 褂り役 相 勤 候 者、 於 御殿 御 役人 衆の 御賴、 以來御 斷可申 候， 平 番の者 計、 御賴請 御用 可 被 達 候、 

但如此 無 之 候て は、 平番御 奉公の 取 績に不 相 成 候、 

一 萬 石 以上の 御 方、 御 役 被 蒙 仰 臉砌、 此御 役に て は、 御賴 何人 宛のお 杯と、 强て增 相 1^ 候 山、 以來 は！： 

用辨候 程、 先様より 可 被 仰 付 候 强て其 餘の人 數相願 候義、 有 之 ii 敷 儀に 候、 

但是迄 は、 從來 御賴の 者、 右の 願 を 强て不 仕 候へ 共、 外 中間と も 身 構 計 仕 候 杯 申 候 故、 無據相 願の 

I  七. K 五  、 
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儀 可 有 之 候、 以來は 組頭より 差 圖の義 故、 難 相 成 段、 總 中へ 可 被 達 候 

1 萬 石 以上 以下 共、 御 頼 請 候 は^、 隨 分厚く 深切に 御用 等 達 可 申 候、 近 來御賴 不相成 前 は、 彼是 强て願 

御 賴に相 成 候 得ば、 御 W 等 被 仰 付 候 節、 以前より 等 閣に仕 候 樣成不 實の者 も 有 之 やに 存候 問、 右體の 

者 有 之 候 は 5-、 此度掛 りの 者より、 先様へ 其 段 中 達、 御 賴爲相 除 申 候 事、 

右の 外に、 相 達 儀 有 之 候へ 共、 未钆 不相濟 候， 追々 可 相 逮候， 

十一 一月 

, 御 吟味 御 B 付立會 にて 取締 被 仰 付 ^由、 御 目 付 名前 不知、 可 追 書 入、 足袋の 事、 玉子 色 は 前方 

より 御坊 主 足袋と 申 候. H、 

右に 付 御坊. 干； 山 本道 仙 • 片岡喜 伯、 丹：^ 淸三、 吉田長 佐 等 合^ 人、 小 普請 入、 永 井久 悅、 近 藤 意 # 

和田圓 順、 御番 御免 無 役、 中 村 順悅- 小 谷 最頌、 平山專 佐、 山 本道 永、 大澤玄 喜 等、 き 五 人、 西 丸へ 

石井榮 庵、 關林雪 兩人は 御 叱の 由、 

〇琉 球 人 詩歌 

同年 冬 渡米の 琉 人の 詩歌 俳諧 左記す、 

題 富 山 實： 群山祖 扶桑 t か 一尊 滿頭 生白 雲 鎭國 護兒孫  琉球 宜野灣 王子 

波風 も 治る 君の 御代 なれば 道 遠から ぬ 日本の 里 

大阪 にて なに はづ ゃ見馴 しもの は 芋ば かり 

〇 安藤 又 兵 衞小 普請 入 

寬政三 亥年 三月 六日 

斜 先手 

申 渡  安 藤 叉兵衛 


其方 儀 悴被召 出候樣 致度存 候と て、 若年 寄 公用 人 方へ 其 段以 手紙 申 遣、 目 錄金相 贈 候 皆 賄賂に 近き 筋 

に相當 候、 襞て 左様の 贈物 致 間 敷 儀 は、 當時 一 統に辨 居候 儀に 候處、 心得 違、 不 の 事に 候、 依 之 御 

役 御免、 小 普請 入 被 仰 付 候、 

右 若年 寄 京 極 備前守 宅に 於て、 同人 申 渡、 御 目 付 井上 圜書淺 野 隼 人 立會、 

〇 判 金の 事 

大判 金 は、 古來 一枚に 付、 小判 七兩ニ 歩の 通用な ね、 然に元 文 吹 替已後 は、 右に 六 割 半增、 十二 兩餘に 

通用の 害 なれ ども、 其 後段々 相場 引 あげ、 近 來は判 金 一 枚 小判 二十 二三 雨に 相 成、 依 之 寬政三 m 年 三月 

四日、 左の 御 書付 出る、 風 說には 判 金の 相場、 十七 雨に 成 候と 申せ ども、 未聢 としたる 察を不 聞、 

本多彈 正大 弼被相 渡 候 御 書付 

大目 付 

大判 金 相場 以前より は 格別 引 上、 彌 融通 手狭に 有 之に 付、 直 段 相 應に相 成 候 様 可 被 仰 出處、 遠國御 £ 御 

暇拜領 物、 其 外 御手 當の筋 は、 近來の 高直 成處を 以て 辨じ來 候 i^、 俄に 相場 下り 候て は、 拜領の 面々 

可爲 難儀 候 間、 不相應 の 直 段に 候へ ども、 先 今年 者、 其 儘 被 差 置 候、 以來御 褒美の 分 は、 是 迄の 通、 

其 外 之 御手 常 御 暇に 付、 大判 金 拜領の 分 は、 小判 金 を 以て 相 應に可 被 下 候、 

右の 通 寄々 可 被 達 候  三月 

〇 忠孝 者 御 褒美 

遠國に 於て、 忠孝 淳 直の 者 を、 褒賞し 玉 ふ 事、 前 卷に錄 せり、 江府に 於ても、 今度 右の 類の 者へ、 相應 

に 御 褒美 銀 被 下 候 御 書付 寫 

町方の 內 忠孝 奇特 成 ものと 相 聞え 候 者、 密に 取調の 上越 中 守 殿 依 御 指圈、 左の 通 御 褒美 被 下 候 

五郎兵衛 町與八 店 筆屋住 次 郞召仕 新 助 通 油 町 又 右衛門 店 馬具 屋吉兵 衞召仕 小兵 衛 

七 六 七 


草  翁 


七 六.^ 


麻布 市兵衞 町家 主 

牛 込 赤 城 等覺寺 門前 幸 七 店 


平 七 

伊 兵 衞 

桶 町  一 丁目 家主 與左衞 e: 召 仕 重 助 

右 は 忠義の 趣 相 え 候に 付、 爲御 褒美 銀 十 枚 宛 被 下 之、 

銀 七 枚  本 八丁 堀 町名 主 

右 は 孝行の 趣 相 聞え 候に 付、 爲御 褒美 被 下 之、 

平 吉 


本 1? 町 與兵衛 店 米 仲買 ん.. -、 

仁 兵 衞勢州 住宅に 付 ^丈 .61 人 

芝濱松 町！  ー丁目〔¥持*^.=^郞召仕 


金 


趣 戶柳島 町 半 三郞店 

淺草 諷訪町 庄兵衞 店經師  忠五郞 

上野 北大 門 町 本 呵彌三 郎兵衞 家 守 郞兵衞 

中 ノ鄕瓦 町 次 兵衞店  平 藏 

祌田富 松 町 喜 八 店 指 物 ®. 喜 八 枠 安 次 郞 

元 數寄屋 町 二 丁目  三 と ，—J 

嘉兵衞 店 藥種屋 太 兵 衛ニ男  三 之 取 

宗十郞 町 半 七 店 屋根屋  元 七 

淺草田 町 二 丁目 八郞兵 衞醫師 鳥 飼 要人 

下 谷 山伏 町 與七店  纏 之 助 

本 芝 三 丁目 七 郞兵衞 店獵師  庄右衞 門 

白銀 臺町 十一 丁目 町 抱 之 者  久次郎 


牛込納 -il 町 伊八 店 岡 左 衞門枠 

深 川 北 川 町 淸左衞 門 店 

按摩 取 春 養 娘 

豊島町  一 丁 ほ 孫 兵衞店 

下 谷 茅 町  一 一丁目 嘉七店 

駒 込 富 士前町 武兵衞 店 土 持輕子 

喜 左 衞門町 源 八 店 喜 八 粋 

靈岸島 銀 町 三 丁 E 

彌兵衞 店 町 意之 者 

淺草 旅籠 町 1  一丁目 代地 一 左 衞門店 

兵衞 方に 罷在候 兵衞事 

小石 川 h 富 坂 町三郞 衞門店 

小 日向水 道 町 住 左 衞門店 

駒 込 高 林 寺 門前 家主 


七 


十 左衞門 

久 .ぃ 刁 ズ P 

さ  よ 

武右 衞 門 

富 次 郞 

定 五 郞 

勘 次 郞 

伊之助 

祐 心 

私 兵 衞 

て  つ 

傳 兵 衞 


翁 


南 八丁 壤 一 丁目 甚兵衞 店 


南 毅治呀 又 右衛門 店 

青物屋 太 郞左衞 門 枠 


次郞吉 本 八丁 堀 二 丁目 文 左 衛門店 

同人 妹 

久太郎 深 川富吉 町家 持 町醫師 


靑 f 淺嘉 町家へ 王 喜 左衞門 枠に て 同 ？ぇ P  :.tT  -  r3^pl 

le 致 同町 名主^,? <郎 方に \^ は tes 平 次 良 深ハ. C 私 代 町  一 了 目 干桶屋 

^ 良 

被 下 候、 

七 


居 致 同町 名主 想次郞 方に 手代 相 勤 

芝 金 杉 濱町巿 左 衛門店 七 左 衞門枠 岩 

右の 者 共 孝行の 趣相閉 候に 付、 銀 五枚づ 

佐 


小 網 町 三 丁目 長 左 衞門店 

水油 仕 入 仲買 


小石 川 七 軒 町家 主 質屋 

南镇町 五兵衛 店 六 左 衞門妻 


平 三 


力 


淸 


良 

八 


淺草三 間 町 藤 兵衞店 

同所 澤谷町 I  一丁目 家 持 古着 屋 


芝 三 島 町 金 兵衞店 

上攙町 伊助 店町醫 安藤 求 古 親に て 

坂 本 町 一 丁目 庄兵衞 店 隱居仕 居候 

兵 術 

爲御 褒美 銀 五 枚づ、 被 下 之、 


神 田 九 軒 町 代地 治 兵衞店 大工 

永 澤町吉 左 衞門店 兩替幷 水油 商賣 勘 

右 の 者 共 奇特 成 事共 有 之 趣 相 聞 え 候に 付 

ズ四 十七 人 

右 は 初 鹿 野 河內守 (町奉行) 於 御 役宅 申 渡 之、 

亥三 月 十七 日 

〇 雜話 

互 勢 金 若 (仁 明 帝の 時の 人官 大納言 淸凉 殿の 繪を 書と 云々) 金高 (金 若 子) 金 村 相覽 


仙 右 衛門 

そ  の 

堀淸庵 

勝次郞 


傳 


六 


次兵衛 

新 右衛門 

米 田 一貫 


公忠 公 氏 


七 六 九 


  七 七 o 

相績 して 糟を 善す、 

紀金岡 法名 圓源 朝日 阿闍 梨と 稱す、 宇多 帝の 時の 人、 繪の 妙手な り、 其： 卞を慈 雲 坊賢眞 と 云、 又 狩 野 

岡 は 後冷泉 帝の 時の 人、 佛繪、 い 妙手、 此三 入の 名、 齡敷 故、 動もすれば • 似 違へ 侍る 讓ェ 印章 辨を兒 て 

辨へ 知べ しと 云々、 又 畫ェ土 佐 系譜 は、 權屮納 1 一 n 長郞 卿の 裔 にて、 皇： 太后 宫大 進爲經 (法名 寂 起大原 

に 住) の 子、 左 京 太夫 隆信、 其 子 信實、 其 子 隆經、 其 子隆親 (土 御 門院の 頃) 代々 繕 をよ くせられ し 

が、 隆 親子 其 子 中 務少輔 備前守 行爲、 綺 所に 稲して より、 其 子 土 佐 守 行 廣相續 て、 綺 所たり、 夫より 代 

々土 佐 を 以て 稱號 とす、 琢應 法眼 榮可、 粟阳ロ 法眼 隆元、 住吉 法眼 俱慶 (俗名 廣近) 皆 土 佐の 庶流な り 

1 爲相 伊勢 物語の 註と て、 古家の^ 本^り、 三河國 八橋の 事 を- 夫に 記せし は、 昔 三 川と 言 ふ 貧家の 者 

有り、 八になる 子 をう しな ひて、 善事に なすべき たより 刖 になければ、 彼 子の 歳に あて、 橋 を 八 所に 

かけた る 故に、 八梳と 云な り 云々、 いせ 物が たりに、 水 行 河の くもで なれば、 橋 を やつ わたせる によ 

りて なん 八橋と 云け ると 云々、 凡 伊勢 物が たりの 鎗は、 慶長 十三 年 £ 月 中 院中納 一一 一一 II 源 通 勝 卿 (法名 素 

然號也 足叟」 彼 物が たり 印行の 時、 圖畫を 寄 入 給 ふよし、 奥 書に 見え たれば、 往古よりの 圖には あら 

ざるな り、 彼綺所 成る 八橋と てかける は、 くもで 行水の さまと も 見えす、 橋-枚 八 枚 を 曲折せ る體 なり 

踟 手と は 今 難 波の 四川 橋の 如くなる を、 二 所に かけわたし 往来の たやすき 樣 にし 侍る にや、 變態 常な 

ら ねば、 川の 姿 もい にしへ 今 同じから ざるに や、 

一 美 濃國は 往昔 土岐 氏と 遠山 氏兩 守護な り、 元弘 建武亂 後、 遠山 は衰 へて、 僅に 岩 村 を 領し土 岐ー國 の 

守護と 成る、 又稻葉 山に 齋 藤と 云 國 人^り、 始は土 岐に屬 せし が、 應仁亂 より 自立して 西 美 濃 を伐從 

へ、 土岐に 並立、 明應の 頃の 齋藤を 持是院 三位 法 印 妙 椿と 云、 其 頃 洛の油 商人に、 松浪 勝太郞 (ィに 

勝 九郞) と 云 者、 美 濃に 來て、 齋ー膨 の 家来と 成、 奸 智謀 才逞敷 者に て、 次第に 立身し、 齋 藤の 長臣長 

井藤 左 衛門を 謀り 殺して、 其 跡 を 領し、 自分 長 井. K 郞左 衛鬥秀 元と 改稱 し、 主人 持是院 卒去の 後、 押 


て齋藤 Q 家督と 成、 齋藤 山城 守 利 政と 名乘、 剃髮 して 道 三と 號す、 其 子 三人 有り、 摘 子義龍 (一 說. 直 

は 本主齋 藤が 子と 云) と 不和に なり、 父子 合戰 して、 義 龍が 爲に 殺さる、 其 後義龍 死して * 其 子 龍 興 

Isw 信 長に 亡され、 其家斷 結す、 尾 州 竹 越 氏 は、 齋藤 家人た， リ、 元は^々 木の 庶流な り、 齋藤沒 落後、 

備前浮 田 { ノ，」 仕へ、 それよ. い， 御當 家へ 出て、 尾 州へ 被附と 云々、 

1 今の 淸帝 (康驟 ) 左 辨將軍 某に 勅して 曰、 太子 を 見る に、 天 下 を 治すべき 器に 非す、 萬 歳の 後、 卿 位 

に卽 て、 匹 海 を 治平せ よと、 將軍 謝して 曰、 太子 年猶 少し、 異日其 德の成 を 待 給へ、 若此事 中外に、 

聞えば、 必 太子 を輕 ぜん、 臣 願く は 輔^して、 太祖の 祭 を 奉じ 給 ふ 事 を せんとて、 已が 家に 養 ひ. まゐ 

らせ、 毎に 敎誡 しける 程に- あしき 質も變 じて、 いとめで 度 成られし とぞ、 君 は 我 子に 私せす、 臣は 

天位 を 貪らす、 天下 豈亂に 及ばん や、 尤も 稱 すべし、 

左辨 は、 老將 にして 所々 の戰 場に、 武名 を顯 はし、 天下に 知られし 知 ほな り、 其 長 七 尺餘、 怪異の 

貌 なり、 帝 其 像 を 銅に て模 鑄し、 常に 帝 坐に 向 はしめ、 自ら 武備 を戒ら る- 左辨 酒み-好て 醉ふ 事な 

し、 近臣 試に 帝の 前にして、 左 辨が飮 する ごとに、 彼 銅像の 首に 一 穴有處 より、 一 盃を 入る、 終日 

飮 して 彼 像の 穴より、 酒 溢流に 至ても、 醉色 なかり しと 云々、 か、 る 上戸 も 有事に こそ、 

北； 魏曰、 此 太子 は雍正 帝なる べし、 今の 乾隆 帝は康 の 子な り、 雍正崩 じて 後に 位せら る、 

一季" ぬの 功 ほ 鄭之龍 (日本平 戶に來 住す) 淸の 太祖 順 治 二 年に 北京に 降せ しに、 其子鄭 成功 (平戶 出生) 

永 曆帝を 立て- 明の 悛復を 謀る、 帝 朱 氏 を 賜て、 國姓 爺と 尊び 稱 せらる、 永 庵 二 年 漳州府 城を拔 しょ 

り、 奇策 を 廻らして、 泉 州 等を攻 破り、 同 十五 年に 塔 „i 紗 古に 渡り、 思 明に 城 を 築き、 淸の康 鄉£ 年 

に大 宛に て 卒す、 其 子 錦 舍嗣て 大宛を 守し が、 幾程 もな く 死す、 其 子 奏舍猶 大宛を 保し かど も、 勢 ひ 

盡き康 二十 二 年に 俘と なりて、 北京に 幽せられし (日本 貞享 元年) 近き 頃 (日本 寶 永の 始) 帝奏舍 

を ゆるし、 何 にても 望 有らば 奏すべ し、 奏舍 曰、 亡君 舊故皆 跡な し、 何 を か 欲すべき、 唯大 宛に 亡父 

,1  七 七 一 


 1  七 七 二 

翁 r 母の 頹墓 有り、 これ を 省ば、 足りなん と 帝 ゆるして 大 宛に 遣 はす、 奏舍 悅て大 宛に 至り、 舊宅 を尋る 

^ に 跡 もな く、 昔 召 仕し^も なし、 たま- \ 知れる 者 有れ ども、 恐れて 舍奏を 待す る事甚 疎かな り、 父 

一 母の 古墳 をと ふに、 E にす かれ 踊と 變 じて、 知者 もな し、 こ i かしこ を 尊て、 漸く 求 出し けれ 共、 改 

草 葬の 費に 供すべき 蓄へ もな し、 斯 りし 程に、 歸 京の 朝 近く 成し 儘、 一先 歸り此 由 を 奏し、 啼て 曰、 臣 

に皇 家の 囚と 成り、 身 を 京師に 喪し なん、 願く は 父母の 遺骨 を 以て 京師 近き 地に 埋めば、 是皇 恩な 

らん、 され 共 其 費な して 徒に 歸る、 伏て 願 は 一地 を 恩賜 あらば、 死と も 可な りと、 帝 其 孝心 を 感じて 

nl、 奏舍實 至孝な り、 豈異志 を 企る に 至らん や、 宜く大 宛に 歸 して、 一地 を 知行せ しむべし とぞ、 即 

本 國に歸 し 遣 はさる、 奏舍拜 して 恩 を 謝し、 大 宛に 歸り、 父母の 填 墓 を 改築き、 其祀を 奉じ、 故舊臣 

集て 賀す、 奏舍 曰、 我 明の 舊臣 たり、 豈淸に 仕 ふる 事 を 望ん や、 唯 祖先の 墓所 を 思 ふ 事 切なる 故に 

：!^ 命して 爱に來 る、 汝等 先に 來 りし 時、 我 を 諱も時 なれば 恨む るに 不及、 今 來て賀 す 我又悅 にあら す 

仕へば 仕へ よと て、 咎る事 も 無り しかば、 處民皆 罪 を 謝して、 臣と稱 し、 再び 大宛 一所の 主と あ ふぎ 

ける とか や、 實に 孝心の 人 を 感ぜし むる 事、 古今 如此、 淸主卽 位して、 今 我 寳永五 年に 至り 旣に 四十 

七 年、 京 街靜謐 にして、 萬 民 其 德を稱 せり、 奏舍は 一方 大敵の 子孫 なれば、 やがて 誅 せらるべき を、 

助け 置る、 ひみなら す、 かくまで 慈愛 を 施されし も、 仁政の 餘澤 なりけ り、 

右二 條は長 崎街談 にして、 關 束に 啓せ し寫 とて、 或 人の 許に 有を寫 之、 

一 常憲院 殿御 贈位 

位記 寫 

正 二位 源 朝臣 湖吉 

右 可 贈 正 一位 

中 務內專 雄 文 外 奮 英武 德業光 六合 


恩 惠沾萬 邦 宜授贈 爵旌寵 章 可 依 

前件 主 者 施行 

賓永六 年 正月 1 一十三 曰  無 品 中 務卿邦 永 親王 宣 

從四 位下 中 務大輔 HI1 藤 原 朝臣 德光奉 

從五 位下 守. S. 務少輔 衞少內 記 中原 朝臣 職 永 行 

宣命寫 

天 皇我詔 3 曰 良 萬 止 故 征夷 大將軍 右大臣 正 一 1 位 源 朝臣 親 吉仁詔 倍 止 勅命 乎 食 .iHd 一布 勇 智兼寬 仁 文武 正 

政ュ 志氐 一 天 太平 爾 四海 安寧 多 利頃閒 疾病 難治 性 壽有窮 氐終薨 奴 止仍贈 崇號利 殊感忠 功多お W 布 故是以 

太 政 大臣 正 一 位 爾上給 比 治 賜 布 天皇 我 勅命 乎 聞 食 止宣、 

正月 一 一十三 日 

崇號 

常憲院  勅 使 正 二位 內 大臣 藤 原伊季 菊亭 

宣命使 從四位 卞少納 言 平時 春 平 松 

奉勅寫 

大樹 公 薨去の 御 事、 

禁裏 御所 方へ 令 言上 候 處驚思 召 候、 亞相公 御簾 中 可爲御 愁歎 候、 御 機 線の 程 被 召 閒 度 旨、 御氣 色の 稗 

事に 候、 恐々 謹言、 

正月 十六 日  重條 一一 ハタ 保 春 タ カノ 

小 笠 原 佐 渡 守 殿 本 多 伯 耆守殿 

傳奏 自狀寫 
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同 稻 秋 土 秋 土 
垣 元 屋元屋 
對 但相但 相 
m 馬 模馬模 

人 守 守 守 守 守 
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大樹 公 薨去の 御 事- 

正月 十六 日 _ 


大樹 公 薨去の 御 事" 

正月 十六 日 


筢 言語 候、 御 臺御方 御機嫌の 程 窺.^ 度 候、 此 皆宜預 御沙汰 候、 恐々 謹言 

蜇條  保 春 

土 屋相模 守 殿 秋 元 但馬守 殿 

大久保 加 賀守殿 井上 河 內守殿 

絶 言語 侯、 亞相公 御簾 中 御機嫌の 程 窺 申 度 候、 此旨 宜預 裨 沙汰 候 恐々 謹言- 

重條  保 春 


小 笠 原 佐 渡 守 殿 本 多伯誉 守 殿 

御 遺物 

尾 張中納 言 殿へ (御 脇差 一 庵 正宗 宗 無肩衡 代金 一 一百 枚) 

水 戶中納 言 殿へ (同 貞宗 代金 百 五十 枚 唐物 文珠) 

紀 伊中 納 S へ (同 貞宗 代金 一 一 百 枚 大隅 肩衝) 

水戶中 將 殿へ (同 來國俊 代金 百 枚) 

加賀 宰相 殿へ (同 來國 次代 金 百 五十 枚) 

同 少 將 殿へ (同行光代金七十•^^.枚) 

右せ 一 一巧 晦日 

^照宫 ^花押 乃の 字 を 書せ まし 

る 文字な り、 春秋 傳頂 氏家說 など 

む ざと 附 會の說 をもう けたるな り 

夭 神の 古畫 有り、 祌君 それ を模し 

し、 鹽尻 集に 見えたり、 


(御 使) 

(同) 

(同) 

(同) 

(同) 


ける、 或 曰 もと 巧 g の 字に て廼と 同じ 凡 事を繼 の辭氣 出の 雞 きに 象 

も樣々 の 字 註 有り、 尤 目出度 文字な りと 云々、 是本據 を 不知して 

乃の 字 御 刺の 事 は、 もと 御傳 来の 乃の 字大黑 とて、 一筆書 S 大黑 

御 花押と なし 給 ふ、 其 御 終 は 尾 州へ 御 相 傅に て、 今に 尾 州 有よ 


一 後 三 條院の 御 時 迄 は、 皇子の 僭に 親王 宣下 無し (寬 政より 七 百年 餘) 御子 を 法 親王に なし 給 ふ、 始は 

白 川院の 皇子 仁 和寺覺 行に、 三 品 法 親王 を まゐら せられし を權 輿と す、 皇女 親王 宣下 は、 夫より ふる 

く、 垣武 天皇の 御 妹、 酒人內 親王 始 なりと かや、 紹運錄 に、 吉備內 親王 (文武 皇女) 井上 內 親王 (聖 

武 皇女) 不破內 親王 (道理 王女) 三人 は、 酒 人より 前 なれ ども、 是は皆 憤死の 人 故是を 宥めん 爲に、 

後世に 親王 宣下 有しと 云々" 京師 御靈八 所の 神霞是 な. cs、 然る を 第一 座 吉備聖 靈と有 を、 世俗 吉備大 

臣と思 ふ は、 大 なる 誤な り、 是則 吉備內 親王な リ、 此 親王 は 天平 元年 鍵 死し 玉 ふ、 殘る七 座 も 皆烈靈 

を 祭るな り、 吉備公 何の 怨有 や、 其 上崇道 天皇の 上に、 人臣 を 位せん 事 有べ からす、 是を 以て 吉備公 

に 非らざる 事を辨 ふべ し、 

1 薷麥切 は、 甲 州より 始る、 初 天目山へ 參詣多 かりし 時、 村民 諸人に 食を賫 ける に、 米麥少 かりし 故， 

驚麥を 練て 旅籠と し、 其 後 餛飩を 交て、 今の そば 切と 成しと 信 州の 人語り し、 

1 御 當家御 先祖 世 良田 德川を 相 交て 稱 せらる、 淸康公 も 世 良 W を 被稱、 永 祿九年 十二月 神 君 被 任 三 川 {》 

時、 近衛 晴嗣內 書へ 德川三 河 守と 被 記、 夫より 永く 德川を 稱し給 ふと 云、 

1 足 利 (三 家) 吉良 石橋 溢 川 (三 管領) 欺 波 細 川 畠 山 

此內三 家 は 長柄の 塗舆 免許な り、 今 尾 張 紀伊水 戶の三 家 塗 輿に 乘給 も、 此 例と かや、 

四 職 山 名 一色 京 極 赤松 

1 本朝 八 介 

大內介 秋 田 城 介 富 樫 介 井伊 介 上總介 千 葉 介 三 浦 介 狩 野 介 

中國尼 子の 家に も 八 介 あり、 各 功士な り、 所謂 山中 鹿 之 介、 寺 本 生死 之 介、 赤松 武者 之 介、 荒 猪 男少、 

介、 井筒 女 之 介、 品 川 狼 之 介、 名 和 無理 之 介、 

1 神 君の 御子 松-おと、 ト； 總介忠 輝 朝臣 は孿 子な リ、 皆 川 山城 守、 忠輝 君を隱 して 養 ひ 奉り、 慶長叫 年 fi, 
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松 君 早世の 後、 披露して 出し 參ら せけ ると ぞ、 叉 他 君 (高 岳院 殿) 平 岩 親 吉養ひ 奉りけ る 事の み 

を 人 て、 加賀 宰相 利 長の 猶子と なし 參ら せられけ ろ 事 は、 世に 普く 不知、 

一 SII 州 藤 澤淸淨 光寺 十 M 世 他 阿 上人 は、 南朝の 御 末、 小倉宫 御子、 初 は 尊慶と 中せ し、 御當 家の 御祖、 

有 親 鋭 氏 時宗の^と 成り 給 ひし 時の 御 師範な りと 云、 

ニニ 川 大濱の 七 俗の 說に、 松 平 太 郞左衞 門 親 氏 (還俗 後 松 平 相續) は、 松 平彈： 止左衞 門と 云 者に 討れ 給 

1 昔より 怫 家に 觀昔講 等 有り、 近世 伊勢 講と稱 し、 結 衆錢を 集め 貸 之、 其 息を殖 して、 參宫の 費用と す 

る 事- 近世の 俗な り、 、fA 祿 中に 旣に此 事 有り 窒町 日記に 見えたり、 h 京 今 出 川に、 大泉坊 と 云 者、 此 

懸錢を 方々 より 借りて 不返、 檢斷 所へ 訴へ訟 るに 仍り襄 書 出る、 

伊勢 講の 代物 借 置 未 事濟、 於德 政令 難^の 由、 太 不可 然、 所^^如先例不可有改勤の上は、 自是可 加 

催促の 條、 得 其 意 可 有 之 者 也、 仍如 件、 

十一月 二十 九日  M 親 (脇屋 您左衞 門) 

長  高 (棰 村巿 右衛門) 

上京 今 出 川 

大泉坊 太夫 K 存 所へ 


翁 


〈ム湖 草 卷之百 九十 二 


〇 新宮 御製 

新宫成 後手 書 示 源 大樹 

遙慕周 文囿、 不羡漢 武臺、 舊章 一 是從、 新築 本 非 催、 fc ェ 忽吿竣 整、 駕自 東囘、 拭 目 向 城 t、 云々、 亦 美 

哉、 兩殴應 規矩、 四川 總崔 鬼- 燕雀 繞着 架、 櫻 橘 接 階 栽、 豈其爲 逸豫、 講禮共 徘徊、 委佩群 僚き、 將幣 

九州 來 * 素 心旣已 足、 起臥 感璧 梅、 欣然 顯患 勤、 乙夜 薄 言 裁、 

新 內裡御 造營、 且つ、 遷幸の 嚴式等 は、 a 刈卷に 記す、 大宫 のい み じき 千歳の むかしに 立歸れ ると も 目 

度た 力り けり、 延曆の 新 都 を 測る に、 都の 入口 は、 南" S にして、 前 朱 雀に 羅生門 有り、 左右に 東 寺 西 

寺の 大刹 有て、 右京 左 京 朱 雀の 雨 翼に 立 わたり、 內裏は 其 中央に 在りせ 疋に皇 都の 壯觀、 他に 比ぶ ベう 

もな く. さ こそと 思 ひやら るれ、 其 後 右京 はな どやらん 衰 へて 早 晚 荒野と 成り、 世々 の兵亂 に、 大內 

も 壌？^ て. 皇居 も淺々 しく なれる を- 世の 治まれる に隨 ひて、 後陽成 院の 頃より、 や. t 宮居 も 結構に 

營ォ けれ. a/ 代々 の 囘祿に 度々 焦れ 失せけ る を、 今や 天明の 御 造り は、 舊 きを 追 はる、 御 いさをし と 

も 有て、 おさ. （- 昔の 大宫 にも 劣らめ やと； ,3- ゆ、 され ど 都の 人口 はいに しへ にたが ひて、 無下に 劣れ 

p， 其 故 は 今 は武君 吾妻に おはす 故に、 都の ロ潢の 方に 成て、 粟田口の さまいた うい やしく 鄙ぶ りて 

爱 こそ 花の 都と いふべ くもなし、 難波津 など は、 湊 口に 錦 城堆く 聳え、 長 橋 波に 臥て、 大 龍の 撗 たは 

れる 如く、 木津 安治川の 艤迄、 實 にも 大湊の 虎口と 見えたり 都 は それにに けなき 事 こそうら みなれ、 

〇 驛路鈴 

* 七 4- 
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大刀 契 驛路の 鈴 等 は故實 有て、 遷幸の 式に 用 させら ろ、 舊 例の 由、 然るに 驛路の 鈴 は、 禁裏に 傳 へられ 

ざる 故に、 それ かれ 御穿馨 有る 處に、 隱岐國 周 吉郡總 村、 總 社の 什器に、 此鈴 有り、 先年 國造 (神主 

の 事) 官位 を 申と て罷 登り、 久 我家 執奏 にて、 鈴数覽 有り、 其 時日 野資枝 の 詠歌 有り、 

隱岐 の國國 造が 家に 持った へし 驛路の 鈴 有り、 國造 上京の 折 もて 夾： り 見る に、 珍 器 古代の 物な 

れば、 內々 天覽に そな へ 返へ し、 遣 はさる、 とて、  资  枝 

をき の國 とし ふる 家 はった へこし むま やの 鈴の 音 にても 知る 

此 こと 書に て 見れば、 神の 什器と も 見えす、 國造 

が 家什と 見えたり、 いかにして、 彼 家に 傳へ しゃ 

らん 由 1g 安定なら す、 察する 處、 後 醋醐帝 隠岐に 

遷 され 給 ひし 頃、 故 有て 彼 家に 預け 置れ しに や、 

此 鈴の 事 順德院 禁秘抄 にも 驛路の 鈴 古代 殊勝の 者 

なりと 有れば、 上古の 具と 知られたり、 今驛 馬に 

附る 鈴の 類 ひに は 非す、 左に 寫 せる 圔を 以て 思 ひ 

測る ベ し、 

隱岐國 造 所持 也、 國造者 マな 彼 所謂 玉 若 齚社之 社 司 

數代述 ii 云、 當社 合祭、 大巳責 命 玉 若 醉命此 玉 若 

酔 命祌系 不詳 云、 

大刀 契 驛路鈴 等 は、 今の 道中 人馬 i: 朱印 

幷に號 令の 具 鼓の 類な らん か、 

ふるき 記錄 に 度 使に 、 鈴 を赐事 有し 樣に 覺 ぬれ 
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印 亦國造 所蔵 以親 造. M 


すれ T ひき <なリ た s 故 

て. y て は： T 


1 1 字不 

或 云隱儉 二字 


中に こめお 

る 玉 形 ^ お 


ども、 其 書名 も 忘れ ぬれば、 おぼろげの 事な り、 後人 正 之、 

こたび、 此事 披露 有て、 關白 公より 吉 田家へ、 戌 七月 被 達、 同 九月 國造罷 登. 鈴を獻 る、 則 遷幸に 被 用 之； 

唐櫃 (朱塗 內黑 漆) 脚 (四) ゆたん 綾の 類 黄色 小紋 有 (駕輿 丁の 肩 當と同 裂)  一 

紅染の 木綿 を 以て 結 之 雨具 (黄色) 同 小紋 (地) 羽二重. 蠟引  一 

人 遷幸 御行 式に 被 相 用 相濟て 後、 國 造へ 彼 返 下、 

黄金 一 枚拜領 之、 右 御 式 五條 少納言 奉行たり、  .  一 

〇 異阈船 漂着  一 

寬政 辛亥 【二月 下旬 紀州熊 野沖大 島の 內樫野 浦 漂流の 異國 船より、 里人へ 答る 小 文 左記、 始は蠻 字 を 以て 記 一 
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し、 次に 揩書を 以て 譯之、 

本船 乃是 紅毛 船 地名 花 其 載 貨物、 乃是銅 鐵火炮 五十 具 在中、 華國赴 皮草國 去無經 貴地、 偶 風波 漂流 至 

此、 在 貴地 日 之 間、 不好風 而在此 好 風 即日 去此 本船 人 童 百 口、 貨物 實是 銅鐵幷 無^物、 

船の 乍り 樣 阿蘭陀と も 見えす 南京と も不 見、 右の 書 を 出し 候 後、 浦 役人兒 分に 參候 節、 船中より 火炮を 

發ち、 行衞 不知 成 申 候、 船 は 左右に 火炮 二十 五丁づ i 有て、 左 二十 五 铤發ち 候て 又 右の 二十 五 丁 を發っ 

其 度々 大船 を 廻し、 事 自在なる 樣 子に 見え 候な り、 

.  寬政ニ 辛亥 年 三月 下句 紀州熊 野 浦 異國船 漂着 圖 


mip ぶー i4n 通 


ノゃ 4 

、お. ふ 


>-^ls^. お Y^^M^r み，^ 

二、， お V お Ivp- へ/〕 一ぶ、^ ふ-"19~"ー；5- 
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〇 松 1^ 越 中 侯の 達 

同 三月 二十 一 日 松 平 越 中 侯よ.^、 被 達 候 御 書付 寫 

1 大小 目貰綠 頭の 儀、 所持 仕 候 共、 金目 貫 相 成不申 候、 目 貫 綠頭色 入の 儀 も 相 成不申 候、 

右條々 御 番幷御 役の 面々 へ 可 相 達 候 

三月 1 1 十 一 曰 

〇 長 崎 法令 改正 

寬政 ニ^.^ 秋 長 崎 奉行 水 野 若 狭 守- 御 勘定 奉： 仃 格に 被 准、 齡椅の 法令 御 改正の 臺命を 奉て、 下向せられ 

同役 永 井 筑前守 立會、 九月 六日 諸 •！： へ 命令 を 被 達 事 左の 如し、 

會所調 役へ 總町 年寄 

地下 人へ 

山の 銅 年 を 追て 減少せ し 事 は、 人々 知れる 所な り、 ^其 業を盡 し、 力 を 極て 求ん に、 たと ひ 六十 州の 

山々、 鋼 を 生る とも、 際限な く 掘 出しな ば、 いっか 其 衰へを まねか ざるべき、 抑 長 崎の 地の 繁華なる 

は、 交易の 場 を、 此 地に 定ら る、 が 故な り、 然 ども 銅彌 減じな ば、 終に 外 瞬の 信を缺 て、 通商の 道 も 絶 

え、 おの づ から 土地の 生計 を も 失 ふべ しとて、 遠き を はか リ， 長久に 安堵なら しめんが 爲に、 正 德の頃 

こまやかに 令 を 下されし なり、 銅山のお とろへ を もい と はす、 長 崎 一所の 爲に、 日本の たから を 費 さる 

i は、 正德の 令の 趣に も 背き、 且は長 崎の 地 永 續の爲 にあらざる 故 を 以て、 猶又 制度 を 改正 さる i 所な 

り、 すべて 一己の 利欲に のみ ひかれて、 天下の 害 をな す は、 飢て我 肉 を 喰 ふに 等し、 今 叉 際限 を 定めら 

れ、 交县を 減ぜら る. -は、 飮食を 節して、 壽を 求る が 如し、 此趣を わき まへ、 土地 永久の 事、 思 ひ はか 

りて、 今度 改正 さる 御 制度に おいて、 いさ、 かも 違犯す ベから す、 もし 違犯の 輩 あらば、 忽嚴 科に も處せ 

らる べし、 猶正德 五 年 仰 出さる、 趣、 ふた-び 相 達る によりて は、 宣此 旨を存 し、 萬の 事 を 正道に 守り 
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產業 をつ とめ、 おごり を 去り、 其 分限 を辨 へて、 よく 其 法度 をつ i しむべき ものな り、 

五 

右 御 書付 幷正德 五 年の 御 書付 寫可申 渡 旨 被 仰 出 候 段、 松 平 越 中 守 殿 被 仰 渡 候 間、 其方 共 奉 承知 末々 の 者 

迄、 不拽樣 可 申 渡 候、 

戌 九月 六日 

正德五 年の 書付 

長 崎 は 西 海の 邊地成 を 以て、 むかし 我 國の兵 亂打鑌 し 世に は、 其 亂を遁 れし者 共、 隱れ 住て 纔に山 田 を 

餅し、 海濱に f しして、 世 を 渡りき、 當 家せ を 知し めされ、 天下の 亂平 きしに 及て、 外國 通商の 道 開きし 

始 にも、 いまた 長 崎の 地に 來 集し 船 共 も あらや、 其 後 ま々 に 於て、 外國 通商の 事 を 停ら れ、 長 崎の 地 を 

以て 交易の 場と 定られ しに 至て、 六十 州の 中、 其 類す くな き 繁華の 地と は 成た るな リ、 然に其 地の 風俗 

怠惰に して、 富る もの は 各 奢侈 を 好み、 貧しき 者 は各產 業に 懈り、 常に 財 用の 足らざる 事 を 患て、 其理 

を 貪 求る 爲に、 國法を 相 犯す もの、 世々 に 不絕、 我國 ひらけ 初し よりこの かた、 三千 餘 年の 間に、 國の 

財 用 自ら 足る 事 を 得て、 外國 のた すけに よら ざ. CV し 事 は、 凡 天下の 人智と なく 愚と なく、 悉皆 辨へ 知^ 

る 所な り、 然 らば 我國の 金銀 銅 は 六十 州の 中、 億 萬 年の 後 相 通じ 川 ゆべき 所の 寳貨 なれば、 猥に 遠方 無 

用の 物の 爲 にかたぶ け 費 さるべき 事 は、 國 家の 長 策に 非す、 又長畸 一 方の 人の 爲に、 國家萬 代の 忠を貽 

さるべき にも あらす、 是 によって 此 年頃 奉行所 幷 地下 役人 等の 所存 を尋 究められて、 今度 地下の 人 貧富 

各 其 風俗 を あらため、 其 生計 を途 べき 事と もに 於て は、 其 道を盡 されす とい ふ 事な くして、 外國 通商の 

法 を 改定ら る-" 所な り、 江戸 京大 阪駿』 附等 は、 皆是 御城 下の 地に して、 其 所の 者 共、 常に 公役に 相隨ふ 

といへ 共、 いまだ 此 等の 御沙汰に 及され し 例 は あらす、 雖然 地下 人 等- 其 元祖の 艱難 成し 事 も 顧す、 此 

國 恩の 重疊 せる 事 を も 相 忘れ、 今度 御沙汰の 次第 不可 然 事と 存 るに おいて は、 古の 例に よられて、 外國 
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通商の 道 を、 此 時に 停ら る X か 其 交易の 場 を、 他所へ 移さる X か、 此兩條 の 間 を 以て、 1^ 沙汰に 及ばる 

へし、 地下 人等此 事の よしをつ まびら かに 承りて、 其 所存 を 答へ 申べき ものな リ、 

六月 

會所調 役へ 總 ir 年寄 

地下 人へ 

諸 國廻銅 追 年 出方、 相 劣 候に 付、 新 山 は 勿論、 稼 來候場 1^ 共、 格別に 取 計 ひ 出 銅 進 候樣申 付. お 事に 候 得 

共、 差當り 廻銅不 進に 有 之、 其 上 往古よりの 稼 所 故、 銅 代 高直に 相 成 候 所、 以前の 如く 廣蠻へ 相 渡 候て 

25 長 崎 表 永く 相續の 儀、 如何 可 有 之 や、 可成 丈け 銅 渡 高 相 減じ、 交易 方 相 續の儀 可心懸 事に 候、 右に 

付 ト： 納の儀 定式 一 萬 五 千 雨の 外 は、 當分 御免被 仰 出 候 間、 諸 出方 等 可 相 減 儀 者、 取調 會所 銀の 甘き 出來 

候樣、 役人 共へ 申 渡 候 .ii、 地下 人 共 一 銃 右の 趣 相 心得、 奢 ケ間敷 儀 無 之 質素に いたし、 相 續の義 第 一 に 

可心掛 候、 

戌 丸 月 九日 

右の 趣 其方 共 令 承知 末々 迄 不洩樣 可 申 渡 候、 


(御 役所 付觸 頭) 武井卯 太夫 津 

太 田吉郞 右衛門 溝 


會所調 役 年番町 年寄 _ 

田 九 太夫 左 崎 逸平 一 

江 嘉兵衞 上 原 慶之進 


其方 共 儀 向後 御 役所 直 支配に 巾 付 候 問、 入念 潔白に 勤 方 出精 可 致 候、 尤役 羽織 相 渡 候 可 致 着 候- 

勤 方 其 外心 得の 儀 追々 可 相 伺候、 

戌 九月 

(御 役所 付) 成 田 民 左衞門 成 ffl 安太 夫 近 義三太 
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左 右 
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門 門 

高吉伴 猪尾武 

^村與 M 

m  ぼ-ヒサ 

太 太 一 

I 郞 兵!^ 郡 

鬥次衞 平 太 蔵 


术大瀧 左衞門 山. 

松 本 忠次 吉 

溝、 江 兵 太夫 山 

吉村九 郞左衞 門 井 

吉 田 盂 助 池. 

梓 塚 平四郞 牧 

松 下 太 次 平 

其方 共 儀 以来 御 役所 直 支配 申 付、 尤 平日 當番共 役場 出勤の 節、 5- 絹 役 羽織 可 相 渡 間、 可 致 着 用 候、 勤 方 

の 儀 は 是迄御 役所 足 輕共相 勤 仕、 役場 所と 相 心得、 相 勤 候 様 可 致 候、 尤御 役所 當番 等の 事 は、 是 迄の 通 

相 勤 可 申 候、 其 外 諸 仕 役 勤 方 等の 儀に 付て は 追々 可 相 達 候、 

右の 通 申 渡 候 間、 彌 入念. 出 镜可相 勤 候、 

戌 九月 

右の 通 可 申 渡 旨、 松 越 中 守 殿 被 仰 渡 候 旨， S 付 候に 付 可 得 其 意 候、 勤 方 等の 儀 は 追て 右の 者 共 申 渡 口上 可 

相 達 候、 向々 へ 可. 5. 聞 置 候、 

戌. K 月 六日 

會所調 役 年 番町手 寄へ 

村 上 文 蔵 爲川 辰吉 佐 甲 三 郎右衞 門 

伊藤 助 太. 夫 せ ：！ 崎 善 助 

右の 者 共 幷銅座 役人 共、 紅毛 休 年に 付、 心得 可 申 義有之 候 は t.、 其方 共より 不差 支樣可 通達 置 候、 

戌 九月 六日 

七 八 五 


草  翁 


七 八 六 

會所調 役 年番町 年寄 へ 

石 倉 四 郞左衞 門 長 崎 小 源 左衞門 

此度 唐紅 毛 商 賫滅被 仰 出 候に 付， 御 用捨 を以. かびたん 拜禮 の義も 五ケ 年目參 上、 獻 上物 は 半減た るべき 

旨、 參上休 年の 節は獻 上物 通詞を 以て 差 上 候 積、 尤被 下物 は是 迄の 通 被 仰 出 候、 且叉御 老中 始、 諸 向 進 

物の 儀 も、 "冗 亦 半減の 積、 幷被遣 物 諸 向 贈物 等 半減に 相 成 候 事、 

1 紅毛 參上休 年の 節 は、 獻上 物差 上方 前書の 通、 尤御 役所 附觸頭 一 人 御 役所 付 一 人 バ爲警 固 爲相越 候 事、 

1 紅毛 參 上の 節 は、 獻 上物 幷 進物 被 遣 物 贈物 共、 前書の 通、 其 外の 事 は、 先 格の 通；：.： 替儀無 之 It 、 

1 長 崎 町 年寄 同所 宿老 共、 以來申 合 隔年 年頭の 拜禮參 上、 尤獻 上の 物、 年寄の 儀 は、 半減 候 積、 宿老 は 

五ケ所 一 同 差 上 候に 付、 是 迄の 通 减方無 之 候、 諸 向 進物の 義者、 宿老 共 减方被 仰 出 候 事、 . 

右の 趣 可 相 心得 候、 

戌 九月 

右の 趣 其方 共より 可 申 渡 候 

會所調 役 町 年寄へ 

此度 唐紅 毛 渡 親 滅商賫 S 儀 被 仰 出 候に 付て は、 其方 共 年々 爲 拜禮、 江戶參 上の 義、 物 入 等 も 有 之 難義に 

も 可 有 之に 付、 御 用捨 を 以て、 以來 隔年に 出府 仕、 獻 上物 幷諸向 進物 は、 u::^^ 仕來 半減に 被 致 旨、 此度 

被 仰 出 候 趣、 松 越 中 守 殿 被 仰 渡 候、 依之獻 上物の 品、 幷諸向 進物 減少 員数 品 書 一通、 且又 拜禮罷 出 候 年 

割 書付 一通 相 達 候、 以來 右の 趣 巾 合 隔年 爲拜禮 可 致參上 侯、 

戌 九月 六日 

覺 

(獻 上) 一に 0  0  二十 卷 (是迄 紅白 縮緬 舟 卷色锻 子. 4- 卷) 


是迄 五卷宛 


是 迄 

是 迄 

是 迄 

是 迄 

是 迄 

是 迄 


五 卷 

卷 宛 

卷 { 化 

卷 宛 

卷 宛 

卷 宛 


(是迄 紅白 li 緬ー ー卷宛 色锻子 一 卷宛 3 


御 老中 方) 一白 唐 大飛紗 綾  三 卷 宛 

(御 側 御用 人) 一同  三 卷 

(若年 寄 衆) 一？ ^  ニ卷宛 

(寺社 奉行) 一同  ニ卷宛 

(町奉行.) 一同  一 卷宛 

(宗門 奉行) 一同  一 卷宛 

(御 勘定 奉行) 一 同  一 卷宛 

(長 崎 奉行) 一！：  】 卷宛 

右の 通 獻上幷 進物 可 致 候 

戌 九月 六日 

、江府 參上來 亥年 罷出、 夫より 隔年の 積拜禮 可罷出 候、 尤參上 無 之 年 は 獻上幷 進物と も不及 差と 候、 

戌 丸 月 六日 

會所調 役 年番町 年寄 へ 

長崎絲 割符 宿老 

此度 唐紅 毛 一お 、銅 減 商 賣の儀 被 仰 出 候に 付て は、 其方 共 年々 爲拜禮 江府參 上の 儀、 物 入 等 有 之 難儀に も 可 

有 之に 付、 御い ぼ捨を 以て 巳 夾申合 隔年に 出 椅仕獻 上物の 儀 は、 五ケ所 一同に 差 卜： 候 仕來に 付、 參ト： 休 年 

の 節 も 差 上諳向 進物の 儀 も、 五ケ所 一 同に 致來 候義 に. 付、 別紙 書面の 趣 を 以て 申 合致 減 方 年々 仕 來の通 

可 相 心得 旨、 此度被 仰 出 候 IT 松 越 中 守 殿 被 仰 渡 • か.、 依之獻 上の 趣、 諸 向 進物 減少の 員 數品書 一通、 且 

又 拜禮罷 出 候、 年 割 書付 一通 相 達 候 以來、 右の 趣 申 合 隔年 爲拜禮 可 致參上 候、 

右の 通 申 渡 候お 可 得 內意候 
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戌 九月 六日 

獻 上物の 儀、 五ケ所 申 合 差ヒ候 仕來に 付、 年々 是 迄の 通 減 方 無 之 差 上 可 申 候、 


反 


反 

反 


宛 

宛 

宛 


是 

是 


(御 老中 方) 一白 唐 飛紗綾 

(御 側 御用 人) 一 同 

(若年 寄 衆) 一 同 

(寺社 奉行) 一 同 

(大目 付) 一 同 

(町奉行) 一 同 

(御 勘定 奉行) 一 同 

(元拂 御納戶 頭) 一 同 

右の 通 五ケ所 申 合、 ：， や々 獻上 進物 共 可 致 候、 

戌 九月 六日 

江府 參上來 亥年 不及參 上、 來々 子年 罷出、 夫より 隔^の 積拜禮 可罷出 候、 

戌 九月 六日 

會所調 役 年寄 町 年寄 へ 

奥 醫師へ 

長 崎 表より 謂來 唐紅 毛藥 種の 儀、 享保 年中 願の 上 除藥種 被下會 所へ 買 h 候、 元 代 半減の 直 段 を 以て、 調 

に 相成來 候處、 近來 紅毛へ 相 渡 候 銅 出方 相 劣り、 銅 代 も 難 引合 交易 差 支 も 有 之に 付、 右 調藥の 儀、 已 

來は ：11^ ゆ 表に て、 商人 共 致 落札； ^(半 赵段を 以て 調 候 樣可被 致 候、 尤長 崎より 江 戶諸雜 費の. s: も、 會所衍 
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も 相懸候 由に 付、 右 入用 等 は 全く 相 拂候樣 可 被 致 候、 

七月 

右の 趣當 七月 松 越 中 守 殿 被 仰 渡 候 由 被 仰 渡、 書 寫御渡 被 成 候 間 相 渡 候、 御 書面の 趣 其方 共 令 承知、 向 

々 へ 申 渡 取 計 候 樣可致 候、 

戌 九月 六日 

會所調 役 年番町 年寄 へ 

御 賄 頭へ 

御菓子： K 大久保 主 水、 虎屋 錢江、 長 崎 表に て、 唐紅 毛 持 渡 砂糖 調 候 儀、 是迄會 所へ 買 上 候、 ー兀 代に 二 

割增を 以て 調來 候處、 近來 唐紅 毛へ 相 渡 候 銅 出方 相 劣り、 銅 代 も 難 引合、 交易 差 支 も 有 之に 付、 右 調 

，砂 -糖 當 戌年より、 以来 長 崎 表に て 商人 共 致 i?^: 札 候 半 直 段 を 以て 調 候 樣可被 致 候、 是迄買 渡 未 渡 不相濟 

分 は、 是迄元 代 二割 增を 以て 相 渡 候 積に 候 間、 其 後 主 水 織 江 可 被 申 渡 候、 

右の 趣當 七月 松 越 中 守 殿 被 仰 渡 候 由、 被 仰 渡 書 寫御渡 被 成 候 間、 相 渡 候、 御 書の 趣、 其方 共 令 承知 

向々 へ 申 渡 取 計 候 樣可致 候、 

戌 九月 六日 

會所調 役 年番町 年寄 へ 

阿蘭陀 かびたん 

在 館 諸 船 主 

諸 山の 銅 年 を 追て 減ぜし により、 古に 復 して 出来らん 迄 は、 交易の 制度 改 ためられて、 銅の 員 を滅る 

間 持 渡る 所の 品 も 減べ し、 元 交易の 道 は、 有餘を 以て 不足に かふる の 事に して、 利 を 得る 爲のゅ ゑに 

あら ざれば、 其 ng の 多少 は 時の 有無に したが ふべき な. 《^、 此度 制度 を あらたむ る は、 其 信 を 失すして 

七 八 九 
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永く 通商の 道の たえ ざらん 事 を はかれば なり， 此 よしをよ く 心得て， 追々 沙汰す るの 趣に たが ふ 間 敷 

なり、 

戌 六月  . 

右 御 書付 可 申 渡 旨 被 仰 出 候 段、 松 越 中 守 殿 被 仰 渡 候 間、 得 其 意 請 書 可 差 出 候、 

戌 九月 六日 

右の 通 阿蘭陀 かびたん 在 館 船主へ 申 渡 候 間、 得 其 意向々 へ 可申閬 候、 

戌 九. 月 六 En 

阿蘭陀 かびたん 

諸 山 廻 銅 追 年 相 減 候に 付、 新 山 は 勿論 稼來候 銅山 格 刖出銅 進 候 様 申 付 事に 候 得 共、 差當り 廼銅不 進に 

付、 华滅商 寶中付 候 間、 年々 一艘 づ i 來渡可 致 候、 尤 銅の 儀 は 六十 萬 斤 宛 可 相 渡 候、 

. 右 商賨高 相 減 候に 付て は、 利潤 も 薄く 不勝手の 筋に も 可 有 之に 付、 向後 江戶參 上の 儀 は、 五ケ 年 目 可 

罷越 候、 献上 物幷 進物 等 も 半減の 積、 尤江戶 參上無 之 年 は、 献 h 物幷 進物 共同 斷 たるべく 候、 御 役所 

はじめ 諸 向 八朔 進物 等 も 半減の 積 可 相 心得 候、 

一積 渡 荷物の 內、 無用の 品 も 1^ 之、 又は 年々 餘 計に 持 渡 候て は、 商 買 方の 繰 合 不宜に 付、 通 詞共を 以て 

可 申 聞 間 承知の 上、 來 亥年より 相改積 渡の 品 申談の 趣、 行 屆候樣 可 致 候、 

戌 九月 六 n 

右の 趣 幷刖紙 四 通 共、 かびたん へ 申 渡 候 問、 其方 共 令 承知、 向々 へ 可 申 渡 候、 

會所調 役 年番町 年寄へ 

阿蘭陀 かびたん 

此度 半減 商 買 被 仰 出 候に 付、 御 用捨 を 以て 參 上の 儀、 五ケ 年 目 可 進出 旨 被 仰 出 候、 右に 付て は參 上の 
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年 は、 是 迄の 通^ 條目於 得 城 宗門 奉行 爲讀 閒參 上、 休 年の 節 は、 於 長 崎 御 役所 出帆 前每に 奉行 可 爲讀聞 

且 五ケ 年 目 江戶拜 禮參上 年割^ 紙の 通 可 心得 候、 

戌 九月 六日 

五ケ 年 目 江 戶表爲 拜禮參 上、 當 戌年より 年 割 左の 通、 

庚 戌年 甲 寅年 戊 午年 壬 戌年 

右の 通爲 拜禮、 江 戶參上 可 致 事、 

戌 九月 六日 

阿蘭陀 かびたん 

爲拜禮 江戶參 上の 節、 幷休 年共獻 上物の 儀、 半減の 積 被 仰 出 候へ 共、 被 下物の 儀、 是 迄の 通 被 仰 出 候 

問、 可 得 其 意 候、 且諸向 進物の 籠、 相 減 候に 付、 向々 より 贈物 も 相减候 問、 右の 趣 可 致 承知、 尤爲心 

得 別紙 爲見置 候、 

御 老中 方より  時 服 五 宛 

若年 寄 衆より  同 三 宛 

宗門 奉行より  同 一 一 宛 

京 都 

所 司 代より  時 服 三 

大 阪 

町奉行 よ り 是迄 の 通 送 物 無 之 

右の 通 相 極り 候 事 

1  七 九 


御 側 御用 人より 

寺社 奉行 より 

江 戶 町奉行より 


同 四 宛 

同 三 宛 

^ 一  宛 


町奉行より 


§  ニ敉宛 


會所調 役 年番町 年寄 へ 
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阿蘭陀 かびたん 

此度 半減 商 賣被仰 出 候に 付て は、 萬 一心 得 違に て、 押て 二三 艘 渡り 來、 商 買 相 願 候 様の 趣に て は 相 

濟 事に 候、 旣に寬 保 年中お 様の 儀 も 有 之 趣相閒 候、 此 度の 儀 は 諸 山銅不 進に 依、 不得止 事 半減 商賨被 

仰 出、 殊に 段々 御 用捨の 筋 も 有 之 候へば 旁 心得 違 候て、 先年の 振 合 を 以て • 押て 4i 數渡. f 商 賣相願 候 

様の 義無之 様、 歸國の 上 頭 役へ も 申閒、 間遠 ひ 不申樣 取 計、 來 秋より 申 渡の 通、 一艘 宛 渡 來可致 候、 

右 申 渡 候 上、 若 二三 艘も乘 渡 銅 商 賣等於 相 願 は、 ー體 不屈の 至に 付、 其 節 は 半減 商賣餘 分の 荷物 は不 

殘取 上、 時宜に 寄り 追て 燒捨 にも 可 致 候、 乍 然右餘 分の 荷物 雜物を 以て 商賣相 遂げ 親の 義 六十 萬 斤の 

外不相 願に 於て は 勝手次第の 事に 候、 

右の 趣 歸國の 上 頭 役へ 得と 申達、 來 秋より 渡米の 節 間違 無 \ 一様 可 取 計 段、 此度請 書 差 出 置 可 申 候、 

戌 九月 

右の 趣 かびたん へ 申 渡 候、 其方 共 令 承知 會 所の 者へ も 可 申閒置 候、 

戌 九月 六日 

會所調 役 年番町 年寄 へ 

阿蘭陀 かびたん へ 

向後 半減 商 買の 儀、 別紙の 通 申 渡 候 得 共、 江 戶參. ^6 儀 は、 来春 迄 御用 捨幷獻 上物 諸 向 配り物 共 半減 

の 積 被 仰 出 候、 

I 右に 付 奉行所 を始、 地下 諸 定例 八朔 進物 等、 用捨 を 以て 當 春より 半減の 積 可 相 心得 候、 

戌 九月 六日 

右の 通 かびたん へ 申 渡 候 間、 得 其 意向々 へ 可 申 聞 候、 

會所調 役 年番町 年寄へ 
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^紙の 趣 かびたん へ 申 渡 候に 付、 八朔 諸 定例 進物 奉行所 を始、 半減に 相 成 候 S ？、 兼て 心得 無 之、 俄の 

滅に相 成 候 間 思 召 を 以て、 當 年に 限り 半減の 分、 永 井 筑前守 敗始、 地下 八朔 受 用の 向々 會所買 上 直 段 

を 以て、 ，5g 段 爲買被 仰 付， ぎ、 段、 可 申 渡 旨 越 中 守 殿 被 仰 渡 候、 

右の 趣 得 其 意向々 へ 可 相 達 候 

戌 九月 六日 

會所調 役 年 番年町 寄 へ 

阿蘭陀 かびたん 

江 府參上 休 年の 節、 獻 上物 幷諸向 進物の 儀 は、 通詞を 以て 可 差 ト- 候、 尤 道中 諸 雜費 付添の 者 共、 旅 用 

等の 義も參 上、 年々 振 合に 可 相 心得 候、 勿論 入用 高の 儀 は、 長崎會 所より 掛合可 申 候、 

1 參 上の 年、 獻 上物、 幷 進物 減少の 外 は、 諸事 年 來仕來 の 通 可 相 心得 候、 伹休 年の 節 御 役所より 警 固の 

者 無 之、 地下 役人 差 添 通詞を 以て、 、江府 へ 品物 差 上 候 事、 京大 阪の儀 も、 右通詞 配達の 積、 尤諸 向よ 

り 贈物の 義も、 右 通 詞請取 持歸候 害に 候、 

1 右 差 上 候 時節の 儀 は、 例參 上の 頃 差 卜-候 積 を 以て、 正月 中旬 頃、 長 崎 出立 爲致候 事、 

右の 通 其方 共 令 承知、 阿蘭陀 かびたん、 幷通詞 共へ 申 渡、 請 書取 之 可 差 出 候、 尤會 所の 者幷 向々 へ も 

可 申 聞 置 候、 

會所調 役 年番町 年寄へ 

此度諸 山 出銅不 進に 付， 紅毛 商 賫減被 仰 出 候 間、 以来 紅毛 半減 商 賣に相 成 候 s?、 御 用捨 を 以て、 五ケ 

年 目江府 拜禮參 上の 被 儀 仰 出、 獻 上物 其 外 進物 等， 半減の 積、 尤休 年の 節も參 上、 同様 差 上 候 樣被仰 

渡 候、 然る 處休 年の 節 は、 右 品 通詞を 以て、 江府へ 上 候、 其 節 其方 共 申 合、 一 人 御 役所 附 にて、 一 

人 旅中警 固と して 可 被 越 候、 勿論 被 下物、 幷諸 向よりか びたんへ 送 物 も 通 詞共請 取 持參候 箸に 候、 依 
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之 かびたん へ 申 渡 候 書面 寫六 通爲 心得 拜見置 候^ 亦 勤 方 心得の 趣 は、 書 厘 を 以て 追々 相 伺候 様 可 致 

右の 通 御 役所 付觸 頭へ 申 渡 候 間、 得 其 意向々 へ 可 申 聞 候、 

戌 九月 六日 

會所調 役 年番町 年寄 へ 

長 崎 奉行 へ 

長 崎 商賫高 向後 滅 候に 付、 是迄被 致 受用候 唐紅 毛 八朔 諸 定例 地下 八朔 銀 等 も 可 被 相 減義に 候、 右に す 

ては獻 上の 義も 定例の 品に 不限、 持 渡 物 有 合の 品 見繕 獻上可 被 致 候、 尤內獻 卜： の 儀 は、 先達 而被仰 出 

候 通 可 被 相 心得 候、 

1 老中 を 初、 定例 配り物の 儀、 以来 減少いた し、 向々 よわ 音物の 義は、 向後 猶叉差 略 を 加へ、 品に より 

相 止、 同役 取 か はしの 類な ど は、 是亦 互に 相 止 候と も、 勝手次第の 事に 候 間、 專 省略 可.^ 致 

1 是迄 在勤 中 唐紅 毛 持 渡の 品、 銀 高 六十 貫目 五 割增を 加へ、 商賣外 荷物 調 物いた し 候 由、 右ま是 迄仕來 

通に 可 被 致 候  ，《  It^ 

五月 

右の 通 被 仰 出 候 間 得 其意會 所の 者へ も、 可 申 閜置候 

戌 九月 六日 

會所調 役 年番町 年寄 へ 

長 崎 奉行へ 

此度 唐紅 毛 渡 銅 滅商賫 の 儀 被 仰 付 候て は、 其方 共 召 連 候家來 共、 受 用の 義 も相滅 爲致受 用、 尤召 連， g 

人 數是亦 可成 丈 可被滅 候、  、 

六月 
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右の 趣 被 仰 出 候 間 可 得 其 意 候、 且ー 

戌 九月 六日 

覺 

高 百 八十 三 貫 一 一 百 目 

內 にて 

1 I 十 貫 八， rC 九十 八 匁 三 厘 

五 貫 四 K: 八 匁 

七 貫 e: 百 四 匁 一 分 七厘 

ズ三 十三 貫 七 百 十 匁 一 一 分 

差 引 四十 九贳 四百 八十 九 匁 八 分 

右の 通 以來受 用の 事 

戌 九月 六日 


；紙受 用 銀 高 書付 相 達 候間會 所の 者え 可 置 fer 


减方 四十 七 人 分 引 

留 主家 來分引 

殘人數 割合 銘々 一 割 五分 引々 鍈 

此高以 來受用 高 


七 * 五 


お 


草 


セ九六 


0 草 卷之百 九十 三 


長椅 法令 改正 


會所調 役總町 年寄 へ 


主 


在 館 諸 船 、ョ 

諸 山 廻 1 年 相 減 候に 付、 新 山 は I 蒙 II ぽ il* 付 I に 候へ 共、 11: 

J  一  持 候？ I2f 右に 付 銅 代りにて、 商 |願|間 雲、 11 取來 

內 相 減 外 代り 物 を 以て 1® 買 取組 候義、 存寄 も冇之 候ば 可 申立 候、 

1 唐^より 持 渡 候 品々 の r^」、 反物 其 外 日本に て 出来 候 品々、 以来 持 渡 方 差 留候義 も 可 有 之乍然 一旦に 取 

U 候 k は 荷 、王物 仕 入の 指 支 も 可 有 之に 付、 追々 歸 共より 可申麗 、承知の 上 得と f へ 申 聞、 向後 申 

談の 通、 行 屈 候 樣可致 候、  ，f  K-  r 

1 唐 船 入津の 儀、 前々 三 季船割 を定、 乘渡候 樣申渡 置 候處、 風 類と は 申ながら 鬼 角 近年 定給數 、其 年中 不 

相 I 間、 囊繰 合不宜 候に 付、 以来 は 華に 入津 不致分 は、 弃捐可 申 付 候、 I  I  ； 

一積 渡 候 品々、 藥稀 砂糖 荒物 小 物 等分 通りの 儀 も、 先年 申 渡 置 候處、 近年に 至て 猥こ相 成 候、 向後 © 

亦 通 事 を 以て 可 申 聞 候 問、 巾談 Q 趣、 遠 失 致^ 敷 候、 

右の 趣 在 館 船主 へ 申 渡 候 間 得 其 意向々 へ 可 申 渡： ii^、 


戌 九月 六日  會所調 役  藥 師 寺 久左衛 門 高木 淸 右衛門 

町 年寄  後藤 五郎左衛門 

此度 唐紅 毛； wfe 賣被仰 出 候に 付、 取 計 方 其方 共 懸り申 付 候 間 申 合、 入念 可 相 勤 候、 

戌 九月 八日 

藥 師 寺久 左衞鬥 

共 方 儀^ 寨公筋 良- M に 相 勤、 心 懸宜、 出精 相勵 候に 付、 以来 筆頭に 申 付 候 間、 猪 叉 入念 萬 端、：" を 用 ひ 

彌； 惰怠 出精 可^ 勤 候、 

仃 は！^ の 上 C. 付 候 

戌 九 e: 八日 

高 本 淸 右衛門 

其方 儀 近年 格別に 御 奉行 筋相勵 候に 付、 役雜 勤の 內、 帶刀 御免被 仰 付、 藥師寺 久左衛 門、 次席 會所調 

^申 付、 爲御役 料、 銀 三 貫目 宛、 年々 爲取之 候、 此度御 改正の 御 時節、 和漢 交易の 儀に 付て は、 取締 

方 尊 一 に 心附、 會 所へ 日々 罷出、 諸 評議 致 刺斷、 eg 紅毛 商 寶仕役 等の 節、 lii 役 申談諸 場所 見 週り、 諸 

事 入念 萬 端 心 を 5- ひ、 彌無惰 怠、 出精 可 相 勤 候、 

右 者 伺の 上申 付 候 

戌 九月 八日 

會所調 役へ 

長 崎 奉行へ 

長 崎 會所調 役 申 付、 帶刀差 免の 儀 は、 右 調 役 相 勤候內 計、 帶刀爲 致 可 申 候、 且亦調 役の 義、 向後 人數 

多く 申 付 候義、 無 之 樣可被 致 候、 


七 九 七 


七 九 八 


戌 七月 


右の 通 被 仰 出 候 段、 松 越 中 守 殿 被 仰 渡 候、 依 之 藥師寺 久左衞 門 久松半 左衞^ 帶 刀の 義も， ^lo 

通 可 相 心得 候  "  ォ i 養わ ひ 


戌 九月 八日 


藥 師 寺久 左衞鬥 

横 瀬 九 左衞鬥 

中 足與次 右衞 門 


掛 


町 年 寄 


高 木 淸 右衛門 へ 

宫 崎 與 兵 衞 

： ： — 澤井猶 之 進 

其方 共 儀 此度慶 方 仕 法 御 改正 被 仰 出 候に 付、 y」 市中 町， vl 方、 幷 諸式慶 引下げ ま 申 付 i 

出精 可 相 勤 候、  1 

戌 丸 月 八日 

藥師寺 久左衛 門 高木 淸 右衛門へ 

(會 所：： ：！ 付) 宇 野 九 郞兵衛 

此度 i^" 紅毛 減 商 寶被仰 出 候に 付、 取 計 方 掛り申 付 候 間、 入念 可 相 勤 fe<、 

戌 九月 八日 

藥師寺 久左衛 門 高木 淸 右衛門へ 

(會所 吟味 役) 近 藤 又十郞 

(同 助) 条豊 三郞 河 野 申左衢 nr^ 

此度 唐紅 毛 滅商寶 被 仰 出 候に 付、 取 計 方 其方 共 懸り申 付 候 間 申 合 入 令い 可お 勤 fe^、 

戌 九月 八日 

藥師寺 久左衞 門 高木 淸 右衛門へ 掛り町 年寄 


懸り町 年寄 


掛り町 年寄 


草  翁 


門 郞 門 
野 山 

口 本 

敬 作 
太 七 
郞 郞 


(會所 請 拂^) 


盛 善右衞 

吉野助 十 


(同 


並) 森 


右！： 文 言 


右 同文 言 


右 同文 言 


藥 師寺久 左衞鬥 

藥屋眞 兵 衞 

藥 師 寺 久左衞 門 

蘆 塚 量 右衛門 

藥師寺 久左衞 門 

0 瀬 長 兵 衛 

ra  口 您八郞 


權左衞 

高 木 淸 右衛門 


掛り町 年寄 


高 木 淸 右衛門 へ 掛り町 年寄 


高 木 淸 右衛門 へ 

田 中 勝三郞 

村 尾惠三 二 


掛り町 年寄 


此度 唐紅 毛 商 賣仕法 御改： 止 被 仰 出 候に 付、 仕 役場 取締 は 勿論、 商賣 方に 付會 所益不 益の 義、 嚴 重に 取 

計 ひ、 心 付 候 儀 は 可 中 上 候、 此節被 仰 山 め 候 趣 を 以て、 尙亦申 渡 候 Si 出精 可 相 勤 候、 

戌 九月 八日 

藤 師寺久 左衞門 高木 淸 右衛門へ 掛り町 年寄 

(紅毛 大 通詞) 吉雄 幸 作 榴林 重兵衛 

木木 仁 太夫 

n: 蘭 陀商寶 滅披仰 出 候に 付、 其方 共 取 計 掛り申 付 候 間、 此度申 渡 候 趣、 紅毛人 共 急 度 相 守、 向後 商寶 

七 九九 


草  翁 


八 〇〇 


方に 付、 異儀無 之 樣可致 候、 

戌 九月 八日 


藥 師 寺 久左衞 門 

(紅毛 小通詞 助) 西 


高 木 淸 右衛門 へ 

吉 兵 衞 . 


右 同文 言 


藥 師 寺 久左衞 門 高 木 淸 右衛門 へ 

(紅毛 小通詞 並) 石 橋 助 左衞門 

(同 末席) 名 村 三郞助 

阿蘭陀 商 賣滅被 仰 出 候に 付、 大小 通詞共 申談、 出精 入念 可 相 勤 候、 

藥師寺 久左衞 門 高木 淸右衞 門へ 


掛り町 年寄 


褂り町 年寄 


掛り町 年寄 


(唐大 通 事) 


高 尾 嘉左衞 門 


彭城 久兵衛 

平野 善 次 右衛門 

此度唐 方 滅商賫 被 仰 出 候に 付、 其方 共 取 計 方 掛リ申 付 候、 ー體唐 方艏主 共、 K 勝手の 筋に 付、 早々 苦 

情 可 申立 i$ に 付 其 心得 を 以て 出精 入念、 可 相 勤 候、 

戌 九月 八日 

高 木 淸 右衛門 へ 褂り町 年寄 

穎 川 四 良 太 


藥 師寺久 左衞門 

>^ li. 田作. T 良 


右 同文 言 


藥師寺 久左衞 門 高木 淸右衞 門へ 掛り町 年寄 

(S5 小 通 事 並) 何 幸 次 右衛門 (同 末席) 桃屋 新兵 衛 


早  5M 


此度 唐紅 毛 減 商 彎被仰 出 候に 付、 大小 通閩 共申談 出精 入念 可 相 勤 候 

藥師寺 久左衛 門 高木 淸 右衛門へ 掛り町 年寄 

(俊 物方會 所講拂 役) 山脇久 平， 坂 根 俊 五郎 

小澤傳 左衛門 河 野 甚十郞 

此度 唐紅 毛 減 商 賣被仰 出 候に 付て は、 鑼渡方 も 減少 候 事に 付、 使 物 出方の 樣 子に 寄、 別段 渡 方の 儀 も 

可 有 之 事に 付、 爾出增 等 有 之 様、 無 油 斷松前 大阪は 勿論、 近國 浦々 等の 褂合 手拔 無之樣 出精 入念 可 相 

勤 候 

戌 九月 八日 

藥師寺 久左衞 門 高木 淸 右衛門へ 掛り町 年寄 

(銅 方會所 請拂役 並) 横瀨 藤三郞 若 杉 登 市 

此度 唐紅 毛 滅商寶 被 仰 出 候に 付、 銅 繰 合の 镲、 猶又 無油斷 取調 方 出精 可 相 勤 候、 

戌 九 • お 八日 

藥師寺 久 左衞鬥 高木 淸右衞 門へ 掛り町 年寄 

此度 唐紅 毛 減 商 賣被仰 出 候に 付、 追々 申 渡 候 事に 候、 尤右懸 りの 者、 ^段に 申 渡 候へ 共、 ー體 土地の 

盛衰に も 相 拘り不 容易 傣殊 土地 永鑌の 儀に 候 £1、 質素 節儉に 致、 永遠の 法被 仰屮 Z 候 義に候 得 者、 ^て 

大切の 事に 付、 其方 共始、 諸 役人 通 事共 は 勿論、 其 以下 輕き 者に 至 迄、 此度御 仕 法に 付、 亦 御爲幷 

土地 永續の 筋に 可 相成義 は、 無遠慮 存寄 十分に 可 申 聞 品に より、 封書 を 以て 可 申出 候、 

右の 趣 其方 共 令 承知、 末々 迄不： S 様 可 申 聞 候、 

戌 九月 八日 . 

會所調 役 年番町 年寄へ 

  八〇1 


草  翁 


  八 0  二 

(辰 砂 問屋)  た 仮屋 佐 兵 衞 

右の 者 

IS 方 持 渡 辰 砂 半 高 落札 直 段 を 以て、 除々 買 請 來候得 共、 此度 減商賫 御改： 止に 付て は、 都て 除 f お.： 物 等 

半 高に 申 付 候に 付、 向後 辰 砂の 義も持 渡 高の 四 分 一 買 請 可 申 付 候、 尤此節 迄 は 仕 來通持 渡 高の 半分 買 

受申付 候、 

右の 趣 其方 共 承知の 上申 渡、 會 所の 者へ も 可 申 聞 _% 候 * 

戌 九月 十日 

會所調 役 年番町 年寄へ 

(錢氏 十二 家) 船 主 共 へ 

s 方 積 渡 荷物の 內、 近年 反物 類 多く、  # 所 商寶方 不勝手に 相 成 候 問、 藥種砂 溏は是 迄む 振 合 を 以て 積 

渡、 尤 1^ 物 不相嵩 持 渡 間、 遠き 品 を 以て、 隨品合 を 撰 積 渡 候 樣可致 候、 反物の 義は 可成 丈 相 減、 書籍 

革 類 荒物 取 交、 持 渡 候 様、 ^追々 可 相 達 候へ 共、 右の 趣 相 心得 荷物 仕 入 持 渡 候 樣可致 候、 

右の 趣 其方 共 令 承知、 廢 船主 共へ 申達 候 様、 通 事共に 申 渡、 會 所の 者へ も 可 申 iw 置 候、 

戌 九月 十日 

會所調 役 年番町 年寄 

紅毛 買 渡 銅の 儀、 是迄定 數の內 買 渡 も 有 之 候 得 共、 畢竟 銅不 進に て 此後定 數渡方 難 相 成 候に 付、 滅商 

寶をも 被 所 出、 一 ケハ ± ハ十萬 斤の 渡 高に. e. 渡 候 事に 付、 右 se: 後れ 銅 買 渡の 儀 は、 凡來 秋より 十 ケ年程 

にも 可 買 渡 心得 無 之 候て は、 銅 繰 合 差 支 候 問、 其 段 相 心得 渡 來可致 候、 

右の 趣 其方 共 令 承知、 かびたん へ 申 渡 候樣、 通 詞へ申 渡、 會 所の 者へ も 可 申 聞 置 候、 

戌 九月 二十 一 日 


^  m 


會所調 役 年番町 年寄へ 

(給 番) 米 原 彥太夬 松 下 萬 平 吉村勝 右衛門 

鶴 田 形 右衛門 伴 田 您八郞 片山利 左衞門 

三 原 巿十郞 高 松 紋助 

其方 共 儀 御 役所 附申付 候？ T 本 勤 同様 申 合 可 相 勤 候、 爲手當 銀 三百 目 宛 爲取之 候、 -彌 入念 精勤 可 致 候， 

尤 勤の 內諸 g 其 外 諸 ：15 等 は、 何事に 不依觸 頭 迄 可 申出 侯、 

戌 九月 十二 日 

會所調 役 ハゃ番 町 年寄へ 

(町 使) 竹內 曾八郞 牧宗 次 平 杉 山 三 左衞門 

野 n 京 太夫 竹內 彌十郞 中 村嘉. 源 太 

吉村大 S 郎 吉村 小十郞 

右 同文 言 

會所調 役 總町 年寄へ 

今度 長 崎 表の 儀に 付 諸事 省^ 等 被 仰 出、 諸 受用物 も 相 減 候に 付て は、 諸 向 進物 遣 物 等 可相滅 由に 付、 

自分 音物 等此 節より 質素に 取扱 候 ir 是迄 定例 遣 f. 相 止 候 向 もお 之 問、 得 其 意向々 へ 通達 可 致 置 候、 

戌 九月 十七 日 

久 松 半 右 衞鬥， 

其方 儀 長 崎 會所調 役 差 免 町 年寄 申 付 候、 

戌 九月 十九 n 

會所調 役 年赞町 年寄へ 

八 0 三 


草  翁 


八 〇 四 


(御 役所 付觸 頭) 左 崎 逸平 

其方 儀 御 役所 付觸： 鴻差免 平 船 番申付 候 入念 可 相 勤 候 

戌 丸 月 十九 日 

會 

(御 役所 付 町 使) 山 

其方 儀 御 役所 付 差 免、 平 町 使 巾 付 候 入念 可 相 勤 候、 

戌 九月 十九 日 

(御 役所 付 町 役) 尾 

右同斷 同 B 

(長 崎會所 請拂役 並) 中 

其方 儀 長 崎 會所請 拂役申 付 御 扶持 方受 m 銀 勤の 內、 並の 逋爲取 之 候 入念 可 相 勤 候、 

戌 丸 月 一 一十三 日 

會所調 役 年番町 年寄へ 

(阿^^陀大通詞) 吉雄幸 作 

其方 俵 阿蘭陀 通詞： m 付 申付受 5^ 高 七 貰 目， 御 扶持 方 五 人 扶持 爲取之 候、 役柄^ 俊 別て 萬 端 實事 に 致 出 

精 入念 可 相 勤 候、 

戌 九月 三十 三日 

會 所調投 年番町 年寄 


所 調 役 

本 II 右衛門 


所 調 役 たや 

上 郡 太 

所 調 役 たや 

村 华 之 助 


番町 年寄へ 


番町 年寄へ. 


番町 年寄へ 


草 -  翁 


(御 役所 付 船番) 成 田 民 左衞門 

其方俊§:役所付觸？.：..^:^パ#切米御扶持方受£銀、並の通爲取之候人念可相勒.候、 

右 の 通 中 付 候？ 1 可 得 其 意 候、 

戌 九月 一  一.. H 二日 

會所調 役 年番町 年寄へ 

(御 役所 付 物) 牧 宗 次 平 

. 丄ハ方 儀 役所 附申 付、 御 切 来 御 扶持 方 受明銀 並 之 通 取 之 候 入念 可 相 勤 候、 

戌 九月 一 一十三！！； 

會所調 役 ハ牛番 町 年寄へ 

(船 番) 吉村雄 平 (W 使) 矢 次關次 

右同斷 同日 

# 所 調 役 ハ牛番 町 年寄へ . 

(町 B 小川 倫 太夫 

其方 懷御 役所 付 助 申 付 候 木 勤 同様 巾 合 可 相 勤 候、 爲手常 銀 三 K: 目 宛 爲取之 候、 彌 入念 精勤 可 致 候 

尤 勤の 內諸願 其 外 諸屆等 は、 何事に よらす 觸 g 迄 可 申出 候、 

戌 九月 1 1 十三 日 

0 所 調 役 年番町 年寄へ 

宇 野 .^=- 郞 兵 衞 河お 伴 左衞門 P 野 助十郞 

其方 共 儀 裤 奉公 筋 心 掛宜、 殊^ 段 取調 等の 事 等 骨折 相 勤 候に 付、 格^の 譯を 以て- 爲手當 一 ケ年銀 二 

十 枚 宛 五ケ 年の 間 爲取之 候、 i.ffi 勵 入念 精勤 可 致 候、 

八 〇： 九 


八 o 六 


土地 出産の 米穀 少く、 諸國 凶作の 節 は、 輕き者 共 難 の 事 ども 難 忍、 依て 時節^ 合、 追 

し.. 米圍 多の 儀 可 取 計 事に 候、 依 之此節 自分 受用可 致、 八朔 銀の 內 三分の 一 程、 當 年限、 ほ 捨可遣 心 

右 g< を 以て 蔵 所幷^ 米 買 入 備之元 立發旦 いたし 候 間、 右の 趣 無 相違 急 度 寄々 諸 向へ 爲申聞 候 

； S 可售、 雙 市中 塞 I 共 S 內に も、 志冇之 もの は、 S 入の 俵 I、  |§、 市屮鄕 中輕き 

者 共 相 救 巾 度存 寄のお は、 多少 は 志 次第、 籾 圍の儀 可 申立 候、 後年の 備に も 相 成 候 辜」 付、 右の 趣. き 

度 向々 へ 巾 聞 候 様 可 致 候、 

戌 九 二十四日  . 

會所調 役 年番町 年寄へ 

S  ロ惣 三 郞 若 杉 猪 之 太 

右^,. 御 役所 付本勒 役場 不足に 付、 沖 廻に 差 免 候. 追々 取締 も宜 趣に 付、 沖 廻船 一艘 相滅候 問、 以 

來 S ふ 船 一艘へ、 其方 共 兩人乘 組、 諸事 巾談、 彌 取締 行 屈 候榇、 入念 可 相 勤 候、 

咬 九月 一 一し-七日 

久松平 三 郞 

共 方き、 西樂町 築地 七- 二十 八 坪餘の 場所、 御 e 地に 相 成 候 共、 迷惑の 筋、 無 之^に 付、 右 地-面 此度 

固籾藏 地に 相 成 候^、 其 ilE 可 相 心得 候， 尤右 地所 是迄 入用 も 相懸り 候の.^ に 付、 爲地^ 銀 十^^ 目 十 

ケ 年に 割合 一 ケ年 一 貫 五 f=E 宛 可 相 渡 候、 

戌 九， 月 二十 九， 日 

會所調 役 年 番町ハ 牛 寄へ 

宇郞九 郞兵衛 內藤忠 左衞門 森 武 十 良 


苣  翁 


^は向^-儀請幷：^ュ方等に寄會所のハ金不ハ^^可有之事に付、 別段 心得 取扱 候 は i> -行屆 可 申 旨、 右の 者 共 取 

計 ひ 心 得 候 様 其方 共 よ り 可 申 聞 置 候、 

九月 晦日 

年番町 年寄 へ 

(船 番) 牛 島 正 次 右衛門 大木 常 治 久保山 八 太夫 

其方 共 儀 筆頭 五 人の 內に申 付 候 間， 諸事 入念 出 情 可 致 候、 

戌 九月 晦日 

iif 番町 年寄 へ 

(町 使) 牧 兵 左衞鬥 高 尾 幸 太夫 杉 山 友 之 進 

成瀨傳 左衞門 

其方 共 儀定乘 加役. &付 勤の 內、 役 料 銀 百 二十 目 宛 爲取之 候、 入念 可 相 勤 候、 

阿蘭陀 買 後れ 銅 渡 方の 儀、 先達 而申渡 候處、 當時諸 山 廻 銅 出方 進 候 不相 知事に 候 得ば 右 買 後れ 銅 Q 義 

は、 成 丈 外 代り 物 を 以て 請 取、 銅 高 相减度 事に 候 得ば、 此所 取綠懸 りの もの、 幷通詞 共 出 情 致 申 組 出 

來候様 可 致 旨、 其方 共より 得と 中 含して 取 計せ 可 申 候 事 

戊 九月 晦日 

(家中の もの 共 達の 事 左の 通) 大 河 原 仙 左衞鬥 

諸 山銅不 進に 付、 此度廢 紅毛 减商賣 被 仰 出 候、 其 外 御 仕 法 替被仰 出 候 間、 已來刖 紙 "1- 通の 趣 相 極 候 間 

得 其 意、 家中の 者 共 へ 不：^ 樣可申 渡 候 

戌 九月 

別 紙 

1 1  八 0 七 


草  き 


以來家 屮の者 共受用 の 儀 在勤 中 减方左 の 相 成 候 事 

覺 

高 八十 三 貫 二百 目 內 

二十 貰 八 百 九十 八 匁 一分 

五 貢 四百 八 匁 

七 貫 四百 四.^ 一  分 七厘 

VU 二十 三 霣七百 十 匁 一 一分 

四十 九 貫 四 fc 八十 九 匁 八 分 

右の 通 伺 相 濟候間 在勤の 者に 限り- 

取 計 候 様 可 致 候 

戌 九月 


减方 四十 七 人 分 引 

留主 家来 分 引 

殘人數 割合 一 割 七 分. 


.1 


此分以 來受用  一。 S 

右 銀 高 割合 可 致受用 候、 尤誘物 商人 除の 義は、 是 迄の 振 合 を 以て 


此度 旅中幷 在勤 中人數 減少の 義被仰 渡、 伺濟の 上、 人數 四十 七 入相 减、 內足 輕 三十 尺 相减に 候に 付、 

諸 仕 役場 所 足 輕仕役 相 止め、 お代り 御 役所 付 觸頭幷 御 役所 付の 者、 奉行所 鹿 支配に いたし、 諸 仕役爲 

相 勤 候 様 被 仰 渡、 已來、 右の 者 共 觸頭は 役 羽織、 御 役所 付 は、 5 ^額 役^ 織 爲着候 間 唯今 迄足輕 

仕 役 勤 方の 通 申 渡 候 事 

1 右 御 役所 付 手足り 不申候 節 は、 平 番組より 助 勤 申 付 候 害に 候 事 

右の 通 被 仰 渡 候に 付 申 渡 候？！、 得 其 意 家中の 者 共へ 可 申 渡 候， 尤仕 役場 所の 儀に 付、 給 入 共 相 nr 飯 

筋 も 有 之 候 は V、 無遠慮 可 申出 旨 可 申 渡 置 候 

戌 九月 


草 


諸家 聞 役へ 

近年 諸 山 銅出不 進に 付、 iS? 紅毛 商 賣减被 仰 出 候 間、 夫々 减商賣 申 渡 候に 付て は、 沖合に て奸 商の 義難 

計 候 間、 御領 海 浦々 等 拔荷御 取締の 義、 彌嚴密 に 被 巾 渡 候 様 致 度 候 

1 右に 付 御 用捨 を 以て かびたん 五ケ 年 目 江 戶參上 被 仰 出 候、 尤參上 休 年の 節 献上 物 通詞を 以て、 江戸へ 

差 上 候、 休，^ の 節 は、 右 献上の t:§ 爲警固 地 役人 差 添 遣 候 事 

右の 趣 心得 迄に 及 御 達 候 間、 御園 許 御在所へ 御 達し 有 之 樣存候 

戌 九月 

長 崎 御 改正 御 書付 寫華 


§ 九 


草 


  え lo 

八ム I 草 卷之百 九十 四 


維 話 

一 後土御門 院應仁 前後 (將 車義政 在職) 參河國 は、 細 川の 領 多し、 遠 江 國は斯 波 家に 屬す、 後柏原 院文龜 

永 正の 頃 (將 車義澄 在職) 東 參牛窪 (牧野 氏) 二 連 木 (戶 mo 西 郡 G 鵜 殿) 作 手 (奥 平) 長篠 (菅 沼) 野 田 (上 同) 伊 

奈 (本 多) 其 他 設樂足 助 春 瀨西鄕 吉田等 地、 遠 州 井伊谷 (井伊) 乾 (天 野) 宇津山 濱名等 二十 餘縣、 皆 今 川 家 

の處 分な りし、 其 後 或は 甲 州 武^に 屬し、 又は 德川 家へ 從ひ 奉る 

1 參州成 道 山 大樹 寺 は、 右京亮 源親忠 朝臣の 創建、 開山 勢譽 上人、 洛東 知恩院 の支院 なり、 今 は. Isa の 

僧 勅許 紫 衣 (寺 產七百 石) 

瑞雲 院贈權 大納言 廣忠卿 (天文 十八 年已酉 三月 六日 薨レ 一 百 五十 年 遠 忌、， 元祿十 一 年 戌 寅 三月 六日、 於 

大樹 寺法會 (自 四日 至 六日) 

上使 青山 下野 守、 甲 府御使 戶田助 太夫、 尾 州 裤使生 駒 主計、 紀州同 津田治 兵衞、 水 戶同富 田 小 平 次、 

(甲 麻 尾 張紀伊 香奠 銀 三十 枚づ. -水戶 白銀 二十 枚) 松 平 備前守 使 畑 善兵衞 (白銀 十 枚) 松 平 太 郞左衛 門、 

(金 一 一 百 疋) 水 野 豊前守 (銀 1 一枚) 靑山 下野 守 C 自分 拜謁銀 1 1 枚) 

1 十 u 記 曰應永 三十 一年 甲 辰 S: 月、 新田 相 模守源 義則底 倉 城に 在り、 家人 古 買彥六 入道 秀澄 俄に 逆心して 

主人 義則 を弑 す、 仍て尹 良 王 上野 國寺尾 城 を 避て、 信 州 颜訪の 千 野 賴憲が 島 崎の 城に 入らせ 給 ふ、 此 

Si 碓氷： t にて 合 載と 云々、 八月 並 合に て 大に戰 ひ、 御子 良 王 丸 を 大撟禳 田 天 野 等の 兵士に 仰て、 參河 


翁 


草 


國へ 送り 参らせる 云々 (新田 相模守 は義貞 の裔か 未考、 尹 良 は宗良 親王の 二 男、 大 龍寺宫 なり、 此年 

八月 十五 日 信 州 並 合に て 自刃と 云) 

一足 利 家の 末 武家 秀 たる 者に、 屋形號 を 授られ し、 一-二 內ロ訣 を みれば、 屋 形の 稱は十 ：！ へ 大臣に 任せし 人 

の 居所なら では 稱せ ざり しと 見えたり、 戰國の 驕潜是 のみなら す、 三 內ロ訣 は、 三 光 院內府 の 記な り 

1 凡 文字 を 作る もの、 先 其體を 理會せ ざれば 其 意 を 發す事 不能と 

詩 (律と 絶と) 辭 (其辭 に 因て 立) 歌 (放 情 長 言) 操 (操守 常 ありて 阨窮 すと いへ とも 其 操 を 失 

はざる 意) 曲 (聲 音雜へ 比へ 高下 長短なる もの) 吟 (吁咋 感慨) 嘆 (沈. 吟深思 大息 を發 する も 

の) 怨 (憤し 怒らざる もの) 引 (先 後 を 序し 始末 を 載す) 謠 (非 鼓 鐘して 徒 顯し悝 俗に 通す を も 

の) 詠 (嗟嘆して たらす 故に 永く いふに の) 

此等君 春 年が 休意 聲三守 注解に 委く 有り 

一 三 州 大濱稱 名寺藏 に、 判 形の 證文數 通有り 

松 平 道 弘證文 二通 松 平滿平 一通 松 平 持 平 一通 松 平政 平 一通 核 平持賴 一通 是等は 松 平太郞 

■ 左 衞門在 原 信 重の 先祖 か、 嗣 系の 前後 も 不知 

親 忠御判 形 一 通 信 忠同四 通 是御當 家 御 先祖の 證文也 

松樹 院長 阿泰雲 居士 (世 良田 右京亮 源 有 親 法 號牌子 安 於稱名 寺) 

ー績 日本 後紀 拔抄、 天 長 十 年 六月 壬 午 詔、 奉 授坐尾 張國從 三位 熱 大神正 I- 二位 幷納封 十五 戶 

.是 熱 田 祌戶の 初 か、 今祌戶 村と 稱 する 地、 驚當 時の 封 戸の 地なる べし 

七月 天下 諸國 人民 姓名 及郡鄕 山川 等 號有觸 諱者皆 令 改易 天 長 以前の 國郡 山川 等の 號 後と 同じから ざ 

る は、 此 に發れ るか 改易の 字、 今 は 刑律の 號 となれ り 

承 和 元年 正月 山城 國葛野 郡 上 林鄉 地， 力 一 町 賜 伴宿禰 等、 爲祭 氏神 處 いにし へ は 我 氏 祖の神 を 祭る、 

八 1 一 


草  翁 


  八 一二  ， 

勅 を 奉て 祠を 建る こと 如此、 後世 漫に私 享を爲 す、 實に非 禮の甚 しきな り、 况我氏 祖の祌 に 非す して 氏 

神と 稱 する もの、 今 世の 誤な り、 〇 其 網 翁 曰、 卑俗 己 か 生す る 所の 地 神 を 指て、 氏神 或は 產祌 と稱し 

其 所の 人 を 氏子と 呼ぶ は、 犬に 當ら， さる か、 地 神を稱 せんに は、 產 神と 云て 可なる べし 

右 第三 卷 

1 一年 月 戊辰 令 鑄 新錢、 詔 曰懋迂 之；^ 標、 自昌言 交貿而 退、 取 諸 嗞盖則 知能 文人 弊、 興於暖 時、 娘 影 

栖^、 影於舊 術、 姬王圔 法、 ぉ無以 之、 化居漢 {IT  ^：水刀劍散、 由其不 遣、 斯固 邦家 取 要、 配 地 馬而無 

彊、 公私 攸化擬 天 龍而自 遠、 然而 權輕作 重、 ね I 或 梭子去 母惰、 適時 開務、 况年祀 漫久， 資幣 巳賤、 

不有平 量、 何 救 流幣、 是以今 制 新錢、 以叶 適變、 文 曰 承和昌 寳、 以新錢 之 一 、 當舊錢 之 十、 新興 舊宜 

令 並用 

右四卷 

四 年 六月 已已、 八 多眞、 人淸雄 言、 姓氏 錄所戴 始祖 錯謬 非實、 私 門 之 大息 也 詔令 刊改之 云々 姓氏 錄 

は弘 仁の 勅撰と いへ ども、 満錯謬 有事 をまぬ がれざる にや、 況 後せ 系譜の 記 其 異同 有 事宜な り 

右六卷 

吳桃 (くるみと 訓 せり、 くる はくれ の 音便 か、 胡桃の 胡 は i ^一一の 字訓. H は 亦く る は黑の 轆 音に や、 識者 

の 明 を 待つ) 

五 年 丸 月 河 參遠験 豆 由 武總濃 飛 信越 賀^ 紀 十六 11 言、 有 物 如 灰 從天而 雨 云々、 畿內 豊稳五 穀債賤 老農 

名 此物米 華と 云 り (後 々灰 ふるとい ふ是 か、 米 華 の 稱知 人 少 し ) 

右七卷 

六 年 正 月 勅令 郷邑 每季敬 禮疫神 按 るに 是は 所謂 疫神 なリ此 時い まだ 午 頭 天 王の 修法な し 

七月 令 綾 ^ 國司 anr 藩麥、 以其所 生 土地、 不論 沃^ • 播穰牧 接、 共 在 秋 中、 稻梁之 外、 足爲食 也、 此 


草  


時まで 藤麥 いまだ 普く 種 ざり しと 見 ゆ 後世に 及て 大に 民に 利 有り 飮食の 人、 亦是を 好む 事甚 し圍蓊 

云々 總而五 局 (輸 四籌羸 一 籌) 

今の 俗 一番 二番と いひ、 石 幾 子 かちまけ すと いふ 是 なり 

出羽國 言、 去 八月 二十 九日、 管 田 川 郡 司 解、 稱、 郡 西 濱達府 \ 一 程 五十 餘里、 本自無 右， 而從月 三ぽ髹 

雨 無 止、 雷電 鬪聲、 經十餘 日、 乃 見 晴天、 時 向 海畔、 自然 隕石、 其數 不少、 故 似鏃或 似鲜、 或 白或黑 

或靑 赤、 凡 厥 壯體能 皆 向 西、 量 則 向 東 云々、 所 進上 兵家 之 石數十 枚、 牧之外 記 局 云々 

按 るに 今^ 奥 羽の 海濱、 雷 後 此石を ひら ふ、 俗に 祌 軍の 鏃と稱 す、 予も 先年 二 枚 を 得しが、 色靑赤 

にして、 固き 事 金の 如し、 元祿 十一 年の 冬 公 府に献 しぬ 

右八卷 

所 白將往 太 上皇の 誡に 見えたり 

右九卷 

陸 奥 國柴田 郡 權大領 外從六 位下 動 七 等、 n: 倍 陸 臭 臣豊主 云々 奥州に、 阿倍 氏 住せし 事 久し 

八 年 四月 前 利 連 氏 ハ 分-賜 姓縣 速、 倭 磐余彥 天皇 第三 皇子 神 八 井-?^ 命 之 後世 云 々 按 るに 尾 州 丹 羽 郡 高 

雄庄、 從 三位 前 利の 祌社、 漦神八 井耳 命 を祀、 而前利 或は 前 刀に 作、 今 俗齋藤 村と 稱 する は 訛傳な 

り、 尾 張 部 氏 島 田 臣氏等 も 亦 同祖に して、 尾 州より 起れ る挨 なり、 多 朝臣、 小 子 朝 宿 禰等數 氏 皆 同 

祖 なり 

右十卷 

十 年 五月 云々 元舆寺 六月 十五 日 萬 花會、 十月 十五 日 萬燈會 云々、 爲 恒例 云々 十月 十五 日の 法事 後 

世 十 夜の 法事の 起 所 か 

右 十三 卷 

  八 一 三 


  八 一 B" 

先帝 遺誡 曰、 世間の 事 每有物 怪寄祟 先 震 是甚無 謂 云々 遺 勅實に 正しと 云べ し、 夫 變異多 は 君主 政 

の 可否に 依て 現す、 何ぞ聖 祖祌號 みたる に 靈祟を 降さん や、 然るに、 承 和の 廷臣、 其擧に 富る 人々 

是に隨 はすして、 却て 神 祟の 事 を 云て、 此遣 勅を廢 せし、 此 後一 奇片異 あれば、 必先 震に 事 を 寄て 

浮 屠に 勅して 祈らし む、 嗚呼 君主の 命と いへ ども 行 はれざる 時 有て 弊 を 千 歲に殘 せり、 是實 こ當寺 

の 儒臣、 道義の 舉 なき 故の み 嗚呼 

右 十四 卷 

十二 年 正月 外從 五位 下 尾 張 連 濱主於 龍 尾 道 上、 舞 和風 長壽樂 云々、 濱 主本是 伶人 也、 時お 一 百 十三、 

自作 此舞 云々 

按 るに 尾 州 熱 田の 社家 傳 習して 曰、 濱主は 熱 田の 社 伶人な りし かと、 於 今 伶人 十數 家殘れ り、 凡 熱 

田の 祠宫、 古へ より 長壽 の者甚 多し 

右 十五 卷 

十五 年 九月 已亥令 鑄新錢 云々、 文 曰 長年 大寶 先に 國史を 見し f、 遺 忘に 備 ふべき ことの  一 二 を 見 

て は、 小 紙 を 付 置し、 春秋 を 九 度ば かり 歷し にや、 春雨の つれ- に、 是を 見て こしかたの 忘れが 

たく、 猶其 中に 擧 者の 博に も備 へ、 人の 間に も 答 ふべき 事 を ひろ ひて 愛に 記し 侍る、 後の 人 是を見 

て 又 無 時の かたみな るべ きに や 同じ 頃 見し 事 なれば、 文 德實錄 を も抄し 侍る とて 

ふみ 見し も 今 はむかし となる みがた 同じ 衞の跡 はか はらて 

右 は鹽尻 集の 編者 尾 州 天 野 氏の 奥 書な り 

1 文 德實錄 拔抄、 上 啓 曰臣等 云々 具陳 勸進之 誠 

勸 進の 字、 今 は 僧 法師の 錢を 貪る 名の 如く なれり 

右 一 卷 
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嘉祥 三年 九月 庚 子 (朔乙 亥) 神祇 權少祐 正 六 位 上 占 部 業 基、 向 尾張大 神社 以賀瑞 之 由 大； t 々社中 島 

郡 熱 田 皮 今 三 明； t と號し 小祠と 成、 nt 正 體 一 宮に納 む 可惜 哉 

右二 卷 

參河國 知 立 云々 狹 投野謁 今池鋰 鮒と 書 は 假名な り、 狭 を 猿の 字に 作て 附會を 云、 又 野 謁を野 美 ふ 

書 は 俗な り 

右三 卷 

諸 衞府献 卯 杖、 遂精魅 也 正月 卯 较の事 何の 爲 ともしら す、 爱に いふ 卯 杖 は 二月に 見えた" とも、 

遂 魅の わざと 見え たれば、 正月に する も 同じ 事なる ベ し 

仁壽 1 一年 十！ 一 月 癸未、 參議左 大辨從 三位 小 野 朝臣 篁薨 彼 傅に 天 長 丸 年哀父 (5 今 守) 哀 毀過禮 云々、 

配流の 時在嶋 謫行吟 七十 韻を賦 すと、 又 曰 家業 淸貧事 母 至孝 nil- えたり、 實に 儒雅の 君子なる を、 佛 

者妖妄 の說を 作て 篁 冥界に 入て、 十 王 を 見る 等の 誣を なす、 實錄に 於て 篁 怫法を 尊信せ し 事 も不載 

甚哉浮 屠 氏が 賢 を 護る 事 

右四卷 

疱瘡 天平 九 年 弘仁五 年と、 今仁壽 三年 流行 甚 しと 見 ゆ、 されば 其 三月 神 祗大副 中 臣迭子 を、 皇大 

神宮に 遣 はし、 實疫を 除く 事 を 請し め 給 ふ、 按 るに 當時 はい まだ 牛 頭 天 王の 修法 世に 修 せざる 事 明 

ら けし 

右 五 

窮窟 是 民の 飢困を 云リ、 今 俗 敬 謹 を 以て 窮窟と 云 

齊衡ニ ハ牛閏 四月 丁酉 分 美 濃 國多藝 武義兩 郡、 爲多藝 石 津武義 郡 上 凡 四 郡、 云々、 

五月 丁 卯 加 筑後國 高 良玉垂 名祌 位田 ® 町 

I   八 一玉 
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按 るに 神社の 位階 は、 其 社の 位田なる 事 これにて 知られたり 

十二月 大炊寮 大八島 竈 祌齋火 武王比 命 庭 火皇神 幷授從 五位 下 云々 

此神 號延喜 式に 見えざる にや 

右七卷 

大佾都 傳燈大 法師 位 實敏姓 物 部 氏 尾張國 愛知 郡 人な り 云々 今 愛知 郡 古 井庄物 部神祖 有り、 俗に 石 

神 堂と 稱すー 巨石 有 故な り、 尾 侯 有司に 命じて 祠を建 給へ り、 按 るに 實敏 法師 は、 此 邊の產 にやお 

ほつ かなし 

同？ 二 年 九月 辛亥 造酒 司洒 甕神從 五位 下大邑 刀自 小邑 刀自 等、 幷預 春秋 祭 云 々 此祌號 も 亦 世人 普く 

知らざる にや 

右八卷 

無不酬 (止奈 毛) 九 卷の詔 旨に 有 

按す るに 和歌の 詞に、 ありな む、 たえな むは 等い へるな むは、 十 ：！ へな もとい ひしゃ、 但宣 命と 歌 詠 

と讀ゃ う 同じ からざる にや 

稻荷神 三 前 云々 稻荷 もとより 三 神なる 事 明らけ し 

天 安元 年 十月 巳 卯 在 常陸國 大洗錢 前、 洒別 磯前 兩祌、 號藥師 菩薩 名 神 此祌號 爱に始 て 見 ゆ、 桓武 

以來 菩薩の 稱、 所々 の 神社に 稱す、 鳴 呼 胡に 混 やる iSlf 久し、 

同月 丙 戌故大 僧都 空 海 云 々大僧正 乃 宫贈賜 比 治賜不 云々 是眞濟に僧正.^賜し時、 號 を其師 に讓ら 

んと 請し 故、 かく 宣命を 賜し なり、 今 眞濟が 流 絶てな し、 空が 弟 眞雅が 流の み 世に 弘 まれり 

右 九， 卷 

肥 後國菊 池城院 云々 按に鎭 西 太宰府の 外 菊 池に 公 官有て、 西鎭と 成し 凡； 土 政の 盛りし を 思 ふべ し 
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有 白雲 自艮 一旦 坤 時人 謂 之 旗 雲 今 世 1 條の雲 東西に 百 一り て、 長く 白き 緝 を 引 はへ たる 如く" 又は 

橋 を：. ぼせ るが 如き 有り、 是 むかし 云 はた 雲な り 

大舉助 山 速 春域傳 云、 仁 壽ニ年 正月 遙爲駿 河 介 云々、 時 部下 駿河 郡有自 伊豆 新 移 神 名 阿： a-.k 、神國 司 

中官建 新社以 祭禮、 而禰宜 祝 等增以 奇異 之 事 註誤國 司」 お 人、 春 城 到 任 5ji 其 訛 偽、 自 以後 妖言永 絶 云々 

春 城 もとより 擧に名 有り、 其 清聰 正直 傳に 見えたり、 仁壽 三年 正月 四日の 對 策に、 尺 木 寸土 非 無 瑕 

節況 於大才 古人、 猶 泥む 等の 詞 有て、 器 寛大なる 事 可 知、 然共亦 不拘俗 忌、 よく 理を 察して、 淫祀 

を絕 ち、 民の 惑 を 解り、 後せ 民に 吏た る 者、 春 城の 爲所 を爲 ば、 夫 幾 乎 . 

右十卷 

文 德實錄 拔抄畢 

1 勸學院 は 藤氏の 擧校 なり、 ^太 政 大臣 冬嗣 立ら れし 乎、 正統 記曰大 かた 此大 ほ 遠き 慮りお はしつ るに 

こそ、 子孫 親族の 舉問を 勤る 爲に、 勸攀院 を 建立す、 大擧 寮に 東西の 曹司 有り、 菅 江の 二 家 司 之、 人 

を 敎る 所な り、 彼 大舉の 南に 此院を 立.， つれし かば、 南 曹とぞ 巾け る、 氏 長者た る 人、 むねと 此院を 管 

領 すと 云々、 總 じて、 源平 藤 橘 姓の 擧文 所、 其 氏の 長者た る 人^ 當せ り、 各： お 朱 雀 通より 西三條 街の 

北に 在し 事、 山 州 名跡 志 等に も 見えたり 

1 攝 家の 事、 三 內ロ訣 0 二 光 院內府 所 遣 北 畠 具 房 書な り) 曰、 攝政ゃ A と 云 心に 候、 元來近 九の 二流に て 候 

近衛より 出た るを廳 司と 稱し、 條 より^た る を 一 一條 一 條と巾 候、 是を攝 家 五 流と 號す (攝家 は 子細 有 

て 五 流 を 限と す 諸家 は 力量 次第に 家 を 立る) 近衛 は 系 園の 面 雖爲宗 領名記 無 之、 九條は 雖爲ゅ 一流 峰の 關 

白、 月輪 禪閤後 京極攝 政の 御記號 を、 三代の 正 記と 號 して 爲 1： へ 下の 鏡、 然問 九條は 正嫡と 晃，」 で 候 や、 雖 

然 諸家の ほひ は 五 流 無差^ 候、 但し 1 一條の 一 流 は、 南朝 御 出奔の 後、 後光 嚴院被 開 ST 當 代の 御 一 

流 被 用、 正統の 事 はニ條 (後の 普 光 圓院攝 政 良 基 公) 一家の 勳功 なり、 依 之 至 于今稱 ；大下 之 御 師範 云々 

'  八 一 七 
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謹按 に、 皇 朝の 正統 を 謂 は、 後醍蝴 後村上 長 慶院鷂 山 御 小 松な.^、 是 神器 御 授受の 故な り、 後光 嚴 

後 圓融は 、光厳 光明 崇 光と 三 帝と 同く、 劍璽不 渡、 武家 押て 位に 即け 奉れば 閏 流と 謂ん も 亦 可な り、 二 

條良基 武家と 議 して、 崇光院 の 流 を 指 置、 後光 嚴を 立つ 是 より 武家の 親しき 諸家に 異なり、 故に 一 一條 

家元 服の 時、 必將軍 家の 諱の字 を 授けら る、 今に 至り 雨り、 ニ條滿 基、 義滿の 時、 持基義 持のと き、 

持 通 同ト" 政嗣義 政のと き、 尙 基義尙 のとき、 尹房義 尹と き、 晴 良義晴 とき、 昭 實義昭 とき、 康通神 

君と き、 光平 大獣 公と き、 綱 平嚴有 公と き 

1 建曆 三年 五月、 和 田 合戰の 時、 京師 も遷噪 動に 及 由 明月 記に 見えたり 

明月 記 曰 今朝 聞 關東勝 事出來 云々 

傳々 說、 和 田 左 衛門尉 某 (號三 浦黨) 横山黨 (兩人 共 其 勢 拔群者 云々) 合 謀 去 二日 申 時、 忽襲將 軍 幕下 

. 其 時 將軍更 無警衞 之備、 或 杯 酌淵醉 云々、 忽然 周章 合戰、 其 夜 曙、 翌日 又 暮旦而 戰見星 未已、 將車 

與外 相 模守義 時、 大膳太 夬廣元 等 間 行而入 山、 脫身而 隙去賊 又隔大 威、 而夜遂 引 去、 但黑燒 城郭 

窒屋無 不殘破 梟 主 金 吾 又死戰 場、 散卒 儲船自 海上 逃 去 云々、 天下 勝！ $、 何事 過斯乎 

又巷說 云、 彼 賊徒の 黨類、 枝葉 在京 者 多 且追捕 滅亡、 目前 京 中 又 騒動 云々、 樂 慈悲 來是 天 罸歟、 竊 

思 之、 天下 又 無聊々、 末代 貧者 定及 餓死 默、 嗟乎悲 哉、 入夜自 見物人 許、 傳取結 番貧老 涯分以 之 足 

異本に は 和 K 合 戰建保 元年と 有り、 4^: 曆 三年 則 建 保 元年な り、 何月 改元 有し や 可追考 

1 異邦より 渡る 五色の 唐紙、 何國の 製な り や、 答 昔 は 益 州の 紙 を 風流と す、 宋の章 望 之が 延漏錄 に、 益 

州の 十 樣鸞牋 の 事 を 載て 衆 色 あるよ し 見よ たり、 華 夷 通商 考を 見れば、 今 は 所々 より 製し 出す と 見え 

たり、 其 大概 如 左 

南京 (安？ 1^ 府) 湖廣 江 南 浙江 (衢 州) 福 建 (建 寧) 

外^ 多し、 國 紅毛の 紙 も、 亦 我國に 来る、 朝鮮 紙 は、 日本紙に 異ならす して 大 なり. 
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r 近世 阿蘭陀より 渡す 昇降 鬪 (四季 を 知る 圜) 地球 国 (丸き と 平 かなる 數品 有) 加留多 (舟 を 乘阖) 羅. g: 磁 

石 針な り) 自鳴 鐘、 星 久、 星 眼鏡 イス タラ ビ (日影 を 計る 器) 等、 古へ なき 所の 器に して 今 世 天文家の 學 

等な 以て 考 知る 事 多し、 故に 其委事 今に 不知 

阿蘭陀 七 州 (寬永 十 A 年以來 入津) 

セィ ラント グル ゥネゲ ウイ タラキ ケルト ラント ヲ ウフル ィ セル フリ イスラント 

ヲ ラ ン ダ 

一 最明寺 入道の 歌に 

いく 度 か 思 ひ 定てか はるら むた のむ まじき は 我 こ つなり 

太 田持資 入道 道 灌此歌 を 感じて 

いきて 世に 今日 ぞと思 ふお もいでも なして や はてん よし それ も 夢 

嗚呼 倭 歌 は、 素 盞烏尊 八 雲の 神 詠を始 とす、 これ 關 唯の 揆を同 じくす、 雞 波の 帝の 御製 は、 舜の康 哉 

王 仁の 代 は 魯頌に まされる にや、 代々 の 夷 曲 は、 國 風の 體 なり、 是を廟 に 歌 ひ、 政に 與り、 鑑誡に 足れる 

もの 實 多し、 然るに 後世 是を 以て、 好色の 媒 とし、 ある は 無常 愁 殺の 音と し、 これに 耽りて • 精神 を 

費す、 時 賴持資 等の 歌 悲傷の 音詞 のみ、 是 全く 時勢の 姿な. OS けり、 妙 音院の 相國、 白拍子の 舞 を 見 

聞して、 其 音 は 商 其 姿は愁 なりと 宣 ひしが、 raj- して 思 ひ 知る 世と は 成に きとな り 

1 用 明 天皇 元年、 丙午 穴德部 皇子 讒殺 三輪 君 穴 穗曾奸 其 叔母 炊屋姬 (淮古 4- 帝) 三輪 君切諫 故殺 之 

一 一年 (丁 末) 穴穗與 馬子 謀 欲 殺 守屋大 連、 而馬子 殺穴穗 穴德有 自立 志、 馬子 黨！^ 戶、 欲 立 推 十： 1、 故 

殺 之 養 欲 自恣也 

厩戶 馬子 殺 守 屋大連 t 俗 相傳以 守屋爲 逆臣、 是浮屠 胡 族 之說、 而 正史 末 有 可 稱逆也 

崇峻 天皇 五 年 (壬 子 )|| 戶 馬子 謀 弑 天皇 立 女主 廳 戶老 賊子 馬子 者 亂臣、 然釋氏 崇之、 稱怫法 興隆 之 狙 
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. お 呼 怫法亂 賦\ 一 術歟、 ！^戶 使 馬子 謀 弑逆己 乃 不知 者、 立 女主 自專政 其 嗣却爲 馬子 之 子 挨滅、 妖流詫 

諸 因 ST 拙 哉、 舍人 親王 於 日本 紀、 f は筆糾 せ： ハ 亂惡、 救世 名、 聖德之 謚何謂 乎、 甚 哉亂臣 賊子 

1 中 院通茂 氷室の 歌 老の 身の 養 ふこと を 人 もしれ みな e: かけて きえぬ 水に 

1 近世 所々 の 川々 さした る 洪水なら ね ど、 堤 切 水 溢れて、 動もすれば 田 處に害 あり、 是 時運の 爲す所 

にも 有べ けれど、 一 つに は 泰平 永き ゆ ゑ、 山林 を 伐 出す 事 多く、 川上の 山荒、 土 流る 、事 古 へ に 倍 

す、 义 川下 多く 地 を 墾田と なる、 此 故に 泥水 決する 事 少し、 年 を 重て 土 竭き川 填れり、 少の水 も 昔 

より 高く 流る-^ 故に、 塘是が 爲に瀆 破る 事 多し と 或 老人 云り定 に 自然の 勢 かく あるべし、 されば 國家 

を 治 玉 ふ 人 は、 一朝の 利潤 有と も、 萬 世の 害 を 慮り 給 ふべき _ 事 か、 旣に 近年 關東印 鶴 沼の 證例 顯然な 

り 

元 文中 諸國 年々 洪水し、 畿內 殊に 甚し、 城 和の 水難 は、 ま Q あたり 余 も 見たり、 木 津葛城 川の 邊疊 

々たる 泰山 も、 n 十 晚壞- おて、 一樹 もな く、 唯 堆き盛 砂 を るが 如し、 林 下の 田野 は、 一面に 白妙の 

砂と 成り、 適其邊 に 有る 老松な ども、 牛 11 れて小 松の 太く 逞 きに 似たり、 年毎に 堤 切 わ、 淀 八幡な 

ど は. 一圓の 大澤と 成り 月 を 超て 水不 落、 水 高き 事 丈餘、 甚き時 は ニ丈餘 も增、 依 \ 一 田地の 荒 亡、 人 

牛； i ブ 0 損じ、 擧て難 計、 斯ては 山崩れて 平地に 成り、 川々 は埋て 陸地に 等く、 溢水 何 地へ か 落べき 

と 諸人^き 心 も 無り しが、 いっとな く 水難 止み、 今に 至て 五十； _ぽ 年 • 格刖の 洪水な き 儘に、 山に は 

追々 樹を 生じて、 土 をから み、 川床 も 速に ：^设 て、 水流 滯" ざる 様に 成ぬ る も * 時運の 然 らしむ る 所な 

るべ し、 去ながら 淀川の 事 を、 十 n 老の 語る を 聞ば、 以前 は 堤 越に みれば、 通 船の 帆の 先き 僅に 見え 

たるが、 今 は 帆の 半 過て 見 ゆろ、 川床の 種れ し 事 如斯と 云り、 賢 も 余が 若き 頃 は、 今程に 帆き あら 

はに は 無り し 様に 覺 えぬ、 又木 津川は 常に は、 干 川の 如くなる が、 水 すれば 水嵩 淀川より M 段に 高 

く、 旻齊 口にて： 兩川落 合處に • 木 ^i!: の 水^ 强 くして、 淀川 上へ 逆 水し- ー兀 文の 比 淀 大檢百 卅間を 牛 


引ち ぎりて， 川上の 小 接へ 突 常し 故に、 橋 も 是が爲 に 破損せ り， さし も長齊 口の 丈夫に、 疊上 たる 

蛇 籠も 算を亂 する 如く 崩れ落ち、 淀拔の 難儀 云 計な し 

一 先年 或 侯 家 家督 相 續の義 に 付. 領地 半減の 御沙汰 有 之 時、 其の 家臣 等大に 歎き 當 家の 拂通、 他家に 過、 日 

頃 難儀の 處に、 此上若 半減の 御沙汰 相究 らば、 後來 如何せん、 察する 處、 半減 御 治定の 上に て は、 領 

分 上 E の 分は必 上へ 召 上らるべし、 半減の 上、 殘る 領地 惡田 計な らんに は、 後日の 術盡 なん、 不如 未決 

の內 に調義 せんとて、 領內 上中下 田の 字 を ふり 眷へ、 村 方 水 帳の 面 を 彼是 掠め 改て、 さらぬ 樣 にて 公 

裁 を 待 居た る處 に、 果して 間もなく、 領地 半減の 公 命 有り、 上に は 案の 外 御仁 慈の 思 召に て、 分て 被 

仰 渡 は、 領地 減少の 事 は、 他に 例 類 有 を 以て 止 事 を 得られざる 處 なり、 せめて 相殘る 領地の 分 は隨分 

可 然處な 殘し可 被 遣と て 上田と 有 之 分 を 悉殘し 下さる、 皆々 案に相違して、 途方に 暮 ぬれ 共、 元来 上 

を 誣る不 直の 爲す所 なれば、 二目の 訴訟 も 申が たく、 唯 上の 思 召 を 難 有との み 御請 を 申、 心 裏に 先非 

を悔る 計な りしと かや、 夫より 其 家の 窮因 *  { 愚に 言語に 述 がはく、 主人 參勸の 事 も 叶 はねば、 無 是非 

病氣を 申立、 常にて 被 居け るが、 其 後の 事 は 知らす、 都て 不： 止 を 以て 身 を 立ん とすれば.、 必 がふる 災 

に 遇 ふ、 爱に 於て 誰 を か 怨ん、 己が 心 已を責 む、 須く 後車の 覆へ る を 可愼、 
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〇 京大 阪 奉行 始幷 1 一條 御城 代 等の 事 

大阪 は御陣 後、 直に 町奉行 を 置れ、 組與カ 同心 も、 其砌御 抱に て、 御陣 御供 仕りし 御徒 士の類 を、 與カ 

に 被 仰 付し も あれ 是れ有 之. 5、 御陣 後の 事 なれば、 三鄉 悉く 荒 地に 成て 有し を、 天 滿鄕に 於て 與カ 同心 

の 宅地 を 下され、 與カ 一人前 五 百 坪、 同心 ニー， 口 坪 宛の 割 を 以て 拜領 し、 與カ 各地 方に て 二百 石 被 宛 行け 

るに、 領地 攝河 泉の 内 故、 水 場 多く、 小身の 者 勝手 悪き とて、 右 領地 は 差 上、 右の 高 を 御藏 米に て 頂 載 

す、 今 子孫の 者 は 之 を 悔め共 無訟、 與カ 屋敷 凡 十五 間に、 襄行 三十 間餘 通例な り、 K 心 は 東 組 は 間 n 十 

間に 裏 行 一 一十 ii 西 組 同心 は 西の方に 女 夫 池 有 K 一 故、 其闕を 割合、 間口 六閽 半に 裏 行 三十 SI! 1 百 坪の 割合 

なり、 

1 說大 阪廢城 を、 检平下 總守忠 明に 被 下、 忠 命 を 奉て 城 を 界 興し、 新 城郭 を 築く と、 前卷忠 明行狀 . 

記に 見えたり、 爱に 記る 處は、 大阪 町奉行 組の 傳說 なり、 兩說 奈何 可 追考、 

京都 は 寺社 町方 一 銃に 所 司 代 捌に て、 板 倉 氏の 裁！： の 事、 今に 申出し 例月 町々 一 一日 寄會^ 籂、 板 八 a; の 渡し 

置れ し條目 を、 今に 於て 讀^ せ、 板 倉 防 州の 善政 を 慕 ふと かや、 其 後 寬文五 年に 始て、 京 町奉行 を 仰 付ら 

れ、 夫 迄 上方 御 郡 代に て 在京 せられし、 i:^ 崎 七 郞右衞 門 (秩 三千 石) 雨宫權 左衞門 (秩. ^、  i.) 兩人 を， W 奉 

行に 被 任、 七郞 右衛門 は若狹 守、 權左衛 門 は對馬 守に 受領し、 則 郡 代 所 を、 町奉行 所に 相兩 ひ、 郡 代與カ 

七八騎 有し を 直に 町奉行 與 力に 仰 付ら る (此 屋敷 當時棚 橋 友 之 進、 砂 出直 右衛門、 本 多 高 四郞、 桂 兀右衞 

1 瞜木市 之 進、 木 村 八十 郞 杯-か 宅地な り、 寛 文の. Kfi を 見れば、 不破伊 左 
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衛 門より * 石 島 鷲 介 前へ、 小路 突拔 1 所な り、 故に 此邊を 今 も 古 屋敷と 稱す) 

其 後與カ 同心 追々 御 抱 有 之、 右 屋敷の 續千本 通の 間に、 組 尾 敷 出来、 又 其 後 六 軒 町 新 加 町三條 屋敷な ど 

出来、 雨 組與カ 四十 騎、 同心 百 人の. f 屋建揃 (古き 武鑑に 京 町奉行 組與カ 二十 八騎 s: 心 六十 七 人づ、 と 

有 は 何 を 以て 云る や 非な り) 

東 役所 地坪 五 千 十九 坪 四 分 三 厘  西 役所！：！ 三千 六 百 坪 

右 西 役所 方 境、 東より 格^ 狹き譯 は、 郡 代 所の 時 は 小 堀 仁 右衛門 屋敷と 向 ひ 合、. 道 を 隔て 屋敷 內 成し を 

奉行所に 成て 前に 人 溜 入用に 付、 それだけ 屋敷 を 跡へ 引 入し にあ、 狭く 成しな り、 東 役所 は始 よわ 前に 

签 地 有し 故 其 儘 にて 濟 ける とぞ、 

柬組尾 敷 七 千 三百 八十 五坪  西 組 屋敷 六 千 八 百 五十六 坪 

右 奉行所の 綺圖幷 組 屋敷 追々 出 來の圖 、都合 七 枚、 余が 植 中に 在し を、 今度 京 火に 燒 失す、 仍年號 月日 も 

有 之 ぬれ ども、 宙に覺 えす、 皆寬文 年中の 事な り、 與カ 一人前 先 二百 坪- 同心 凡 六十 坪の 積 なれ 共、 道 

の 割 無して、 其內 より 道 を 取け る 故、 右坏 割より 各 宅地 狭く、 一 人前 凡百 八十 坪 餘廣き は 二百 餘 坪の 所 も 

有り 大阪組 屋敷の 割より は、 格 ^狭し、 又與カ 同心 御 宛 行 も、 元 祿の始 迄 は、 與カ 四 物 成 百 五十石、 同心 

七 石 二人 扶持 成りし を、 小 出淡路 守、 松 前 伊豆守 奉行の 節、 奉行 行 衆より 遮て 被 相 願、 大阪の 格に 與カ四 

物 成 二百 石、 同心 十 石 三人 扶持に 成る、 又 元祿の 頃、 京 町奉行 三人に 成、 一 人 は 在府、 跡兩人 隔月 御用 番 

を 勤、 三人 輪番た る 故、 東の 奉行 も 西へ 移り、 東西 無差別、 參府番 は 六角 通 西の 突當 牢屋 敷の 横手に 役 

宅 有て 夫へ 移り 被 居 宅、 是亦 三人 交る く轉 居、 町奉行 休足 屋敷な り、 此 屋敷 後に は 御 代官 石 原 淸左衞 

門、 同 內藏介 居 之 淸左衛 鬥大津 陣屋 へ 移て 後、 御代 宫上倉 彥左衞 門 暫く 是に 在り、 彥左衞 門 關束御 代官 仰 

付ら れ、 出立 後此 屠. 敷 御用に 無 1\ー 故、 取拂明 地に 成る、 其 頃 迄 千 本 通 一 一條の 南、 小 堀 仁 左衞門 屋敷、 北の方 

に 御 代官 屋敷 今 一 ケ 所有 之、 當時 在京 御 取綺掛 り、 御 勘定の 役宅の 所、 北 1 1 條 迄の 間に、 出世 稻荷 とて 人の 
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詣 する 小社 は、 則 其 屋敷の 鎮守な り、 御 代官 鈴 木 九 太夫、 增井彌 五右衛門、 內山七 兵衛以 後久 敷 明 屋敷 

に 成て 在し が、 御 入用 無 之に 仍り、 取拂に 成る、 右 町奉行 三人 も、 暫の にて、 元 綠 屮 元の 如く 奉行 兩 

人に 成る、 其 前 後伏見 奉行 暫く 相 止、 京 奉行の 支配に 成る、 彼 地 與カ諸 伺-京都へ 持參 して 指 圖を受 く、 

是も暫 の 11 にて 止、 元の 如く 伏 見 奉行 仰 付ら る、 大 も 御 代官 古 郡 文お 衞門、 櫻 井 孫 兵衞等 支配 後、 .ー2 や 

保 七 年より、 京 町奉行 支配に 成、 京與カ 半月 代に 彼津勤 桥に罷 越け るが、 明 和 八 九 年の 頃、 彼津住 御代 

宫石原 淸左衞 門 に、 ^支配 被 仰 付、 又ニ條 御城 代の ier 一： 儿 Ji 屮山岡 七 右衛門 以後 止む と、 十 ：！ き 武鑑に 見 

え、 與 カー 一十 四騎 同心 三十 人と 有り、 都て 城代の 名 E は 重き _sl^ 故、 侯 家 にても 其 家の 長 H£ 之 を 蒙る、 素より 

公儀に 於て、 大阪幷 駿府の 御城 代 を 以て 思 ひ 測るべし、 然に布 衣 役 位の 輕き 役人の 任職に は 不當の 名目 

にて 甚 不審な り、 纖 fc: ハ牛を 隔て、 當時 之を覺 たる 人な し、 余が 閒傳し は、 當時 御門 番頭の、 先々 一人 を 

御城 代と 唱へ、 一人 を 御城 番と稱 せし とか や、 是 以て 大 に不當 の 事、 旣に 余が 若き 顷迄 は、 御城 桥 頭と 

唱、 組 を 御城 番組と 唱し事 は、 まさに 覺 居たり、 其 節の 武鑑に も、 御城 番頭と 記せり、 いつより 名目 を 

改られ しに や、 近年の 武鑑に は、 御門 番頭と 有り、 右 御 役 は大. R 大御番 の 平 番の內 より 被 仰 付、 布衣以 

下の 御 役に て、 勤 柄 も 役 の 通 なれば、 尤唯 今の 役名が 相當 なるべし、 加 様の 事 も あれば、 元 祿の頃 迄 

不都合の 役名に て被務 しに や、 相 勤 方の 様子、 一向に 常時 は 不知、 且又 與カ 同心 も 御 門 番組の 外に 有し 

樣に間 ゆれ ども、 御城 代 屋敷と 云 跡 もな し、 又^に 組展 敷のお し 事 も かす、 若く は ニ條御 米藏、 古證 

文 類の 內に御 役 料な どの 事 有べき や、 其 外當 地に 於て、 其譯を 礼すべき 據 なし、 

右に 注す 町奉行 組 尾 敷地 割の 事に 付、 可 笑き 事 有り、 三條 屋敷の 加 割 初 は、 千 本の 西側に 在 則 其耩阖 

も 七 枚の 內 なり、 然に 如何の 譯 にや 若 狭 屋敷 構の 內、 1! の 方 御用 地なら ば、 可 差 上との 事故、 右 地所 

望に 候 は 可 被 下と 有け る を、 共 節 御 抱の 者 共 承 之、 評議し ける は、 十 n 屋敷 は 樹木 多く 有 之ば、 則 普 

請の 用 木に 相 成、 一 段 可 然とて、 若狹 屋敷の 方 を 望む-則 願の 通に 相 成、 偖 彼 屋敷よ h,、 敷地 引渡す に 及 


て、 有來 樹木 を 一 樹も 不淺伐 取て 渡しけ る 故、 皆々 者 共、 心當違 ひ、 其 上 大木の 伐 口 透 間もなく^ 故に、 

普請 も 致 難く、 無 是非 其 根 を 堀 穿ちけ る 故、 地：， g 深 田の 如く、 地 普請に 犬に 雞義し 後悔せ りと かや、 

此事も 繪阖に 書 添 有 之 ぬれ ども、 燒失故 委事は 不覺、 

〇 宇治 御茶 師上林 幷角倉 等の 事 

宇治 上林兩 家の 事、 當時上 林 六郞、 元祖 は 竹- f と號 し、， 、子^の 節、 伏 見 御留主 城へ、 大阪 より 大軍發 

前、 域 中に 若 狹少將 勝 俊 (金 吾 中 納言秀 秋 卿の 兄) 被 居け る を、 鳥居 彥右衞 門 以下より、 使者 を 以て 達 

しける は、 留主 居の 者 共 は、 當 城に 於て 死戰を 快く 可 仕、 其 御 方 は 我等と は 違 ひ 候へば、 急ぎ 出 域 有て 

可 然との 趣な り、 勝 俊. \ 一 を諾 して 出城し、 關原落 居 後世 を 遁れ、 鬼 山の 長 嘯 子と 云 は、 此勝 俊の 事な り 

竹 庵 も 其砌城 中に 參合 居け るが、 其方 は 町人の 事な り、 早々 出 域 致すべし と 有け るに、 竹： f 答て、 某苟 

も 年頃の 御 洪恩を 奉 請、 今更 各方 を 見捨て、 出城 せん 事 存も不 寄と て、 再三 制し 止れ ども 不聽， 竟に此 

域に 於て 義死 せり、 是 故に 其 子孫 御 取 立 有て、 御茶 師の 外に、 御 代官に 命ぜられ、 數代勤 功せ る處 に、 

其裔門 太郞に 至り、 其 身 放蕩に て、 支配 地の 勘定 立が たく、 依 之 食祿ニ fa 石 召 上られ、 改易 仰 付ら る i 

處に、 先非 を悔 ひ、 色々 愁訴いた し、 享 保の 末 か 元 文の 頃 前 知の 通に て、 歸京仰 出され、 御茶 御用 以前 

の 通 相 勤. 但御 代官 は 不被仰 付 故 御 目見已 下の 格な り、 

門 太郞御 改易の 頃 (享保 六 年 か) 風流 宇治 镇 政と 云、 宇治 加賀掾 が、 新淨 るり 出る、 化ハ 文句に 檨太郞 仲 

綱と 有 は、 則 門太郞 事な り、 

上 林 又 兵衞家 は、 上林峯 順が 裔 にて、 是も 御茶^ 御代 宫相 兼、 代々 御 奉公 勤け るが、 元文寬 保の 頃、 御 

箱 訴御呤 味に 付 御 代官 召 上られ、 其 後 は 御茶 御用 計に て、" g も 御 目 見 以下 成しが、 近年 御代 宫 格に 仰 付ら 

れぬ となり、 (上 林六郞 は、 岸 和 ffl 侯 岡 部 美 濃 守 末子の 由) 角倉與 一 は、 先祖 蝶峨 住居の 大 商人に て 先年 

異國通 船の 砌も、 角 倉 商船の 事 見えたり、 御當 家に 至 * 御 取 立 有て 御 代官 仰 付ら れ、 a 淀川 過 書 船 支配 
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是は 中頃 迄 河 村與您 右衛門、 木 村 宗右衞 門 支配 致 候 處與您 右 衞門被 相 除、 右替 角倉與 一 被 仰 付， 當時 

木 村 宗右衞 門 與ー兩 人に て 支配 之、 與 や-右衛門 取 除候譯 未考、 元祿頃 か、 自夫 以前 か、 年號は 聢と不 

覺過書 方 古來の 制札 法度 書 等 は、 與 右衛門 宗 右衛門 兩名 なり 

御 土 居 藪 方 支配 相 兼  >  代々 勤 之、 御 宛 行 二百 俵 (寬政 三年 御 土 居 SS 一件 角 倉 支. 配 相 止 町奉行 菅沼 下お 守 

掛 りに 成る) 二 男 平 次に も、 御 扶持 被 ftf 得 共、 役 義は不 被 仰 付 • 仍て 代々 御 奉公 願 差屮ノ 侯處、 元豫寳 

永の 頃、 加 茂 河 堤普講 支配 仰 付ら れ 

是迄右 堤 一件 町奉行より 執計闕 所方與 力、 川 方 兼 相 勤 候處、 今度 角 倉へ 相 渡 候に 付、 是 迄の 手法の 仕 

分け 有て、 右川 近邊の 芝居、 幷 茶屋 旅籠 屋 等の 事、 或は 河原 納凉 等の 義は角 倉 方に て 難 取 計 儀 故 奉行 

所に 相殘 し、 闕所方 兼 役の 川 方 名目 は 相 止、 向後 右の 類 は、 新 家 方 (目 付の 加役) 懸 りに 成り、 枝 リ砂川 

堤 普請 計 は、 闕 所方掛 りに 成， 其 餘の事 は 角 倉へ 引渡、 

其 以後 代々 役 之、 促 御 目見已 下の 格な り、 右に 記す 河村與 愁^ 衞鬥は 淀 水車 を 巧始し 者に て 、誰に も 「淀 

の與您 右が 水車」 と in ひ、 其 高名 祌君 にも 能 御存の 者な，， -、 御代 後 被 召 出て、 代々 御 奉公せ しが、 故 有て 役 

義召 上られ 當 時其裔 淀に 在て 浪人たり、 同所 木 村 藤 五郎 も 由 緖有之 者 故、 地方に て 領地 を 頂戴して 無 5,- 

なり、 結句 右の 庶流 木村宗 右衛門 は 過 書 方 支配 被 仰 付 (寛 政 三年の 頃 御 代官 仰 付) に仍 り、 藤 五郎 儀 も 

代々 御 奉公 願 を 差 出せ 共、 今に 於て 何の 御沙汰 もな し、 此類 は諸國 にも 間々 有 之 事 なれ ども、 當地 まの 

あたりなる 計 を、 注す るの み、 

〇雜 話 

眼疾 を 患 ふる 人に、 或 醫の指 圔 にて、 日々 に 歩行 を勸 む、 其 仕形 は、 唯氣を やすらか にして、 胸に 一物 を も 

貯 へす、 何 地へ 行ん とし も 巧ます * どちらへ 成と も、 足に 住せて 勞が はしからぬ 程 歩みて、 其路 中に 神 

偉なん： ど 有て、. 詣 すべきと 思 は乂、 詣し左 無くば 唯に 過べ し、 知 音 親類の 門 を ももと めすして 通り 合た 
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らんに も 同じ 心なるべし 斯 して 怠らす ば、 藥を もて 療 せんよりも、 優るべし と 示す、 彼 人 其 敎に隨 ひ， 

半年 計を經 て、 眼 精 自ら 再び もとへ 歸し ぬと、 余に語れ.0^、 又 ある 醫師、 厪 世に 行 はれて、 療用鬧 が は 

しき 中に も、 胸に 色々 醫案累 り、 勞が はしき 折から は、 他 國へ療 用に まかる .5 を 欺て、 病 家 それ. の 

藥を、 數阽を 貼 じ 置、 ある は 己が 醫 業の 的當 せざる 方へ は、 他 醫を勸 て、 扭翌の 日より 旅装す、 家族 兼 

てより 知れる 事 なれば、 よき ほどに 掠へ、 僕 一人 を 速て、 何 地 ともなく 出 行、 先大 津に懸 り、 湖邊を 眺め 

目 川草津 の產 物な どに ロを悅 ばし め 行 着 次第に 何れの 驛に 成と も 泊り、 翌も 急がぬ 旅 なれば 緩々 と舍 

り を 出て、 二日 路 三日路、 東海道、 或は 伊勢 路、 中 山道へ も か i り- 興盡 ぬる 時 引返して 洛に歸 る、 行 

歸る も聊の 用事なければ、 心 長 樂に草 臥ば 馬 駕に乘 り、 優 然として 立歸 り、 さらぬ ようして 翌の 日よ 

り 病 家 を 勤む、 斯 する 事 年に 四 五 度 宛な り、 まれに 是を 知人 も あれ ども、 是氣を 轉じ養 ふの 手段 なれば、 

醫 業に は 相 應の樂 みなりと て、 之 を 譏らす 病 家 もった へ閉て も、 憎み 恨む 事な し、 初に 云へ る 眼疾の 歩 

行と、 心 等う して 氣の滯 らぬ爲 の 養生な り、 余 八 句に 向た る 迄 は、 老健 にして 五 里 七 里の. 道に 勞 せす、 . 

もばら 此 養生 をな せり、 ある は 端午の 日、 一 の撟 にて 一勝 杜の走 馬 を 見 raK て、 日脚 を みれば， や、 午 時に 

傾けり、 倩 思へば 加 茂の 競べ 馬 は、 申の 時に こそ 馳れ、 是 より 參 りて はよ き 程なら め、 いざさら ば 加 茂へ 

行なん と、 懷 なる 握飯 をた うべ て、 かしこへ 行 ぬれば さらによ き 頃に て、 又是を 見て、 たそがれ 過に 歸 

る、 又 他日 東 寺の 邊經囘 して、 稻荷 へまう でば やと 思 ひ、 竹 田の 細道へ 出て みれば、 折し まな どやらん 

伏 見へ 行人 多 かる を 見て、 うち羡 れ、 我 もつれて 伏 見へ 行き、 そこ 爱を 眺め 墨染 櫻の いつしか 枯 失せし 

に、 心 をいた め、 撞木 町の 荒た るに 懷 古して、 やうく に稻 荷に 詣づ、 或 時 はト： 京の 何の 圖子、 かの 圔 

子 又は 塔の 段の 八 組た る 名のみ を 聞て、 たづき なければ 行か ふ 事な し、 是を くまなく 見 まく ほし さに 其 

邊 りに 至り、 某の 圖子は 何 地と 問へば、 老耄の 我を憐 て、 さもね も ごろに 敎ゅ、 一 謝して 敎に 任せ そこ 

に 至り、 また そこにて 外の 圖子を 用 有げ に 問て 其 所へ 行き、 上裨靈 幸の 神、 赤 八幡な どを拜 み、 塔の 段 
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を 堅 横に 歩行、 暫し 憩ん とすれ ど * 上京に は 茶店 もな く * 訪 ふべき 友 もなければ、 せん 方な くす ご- 

歸り ぬるに、 1^ 角 すれば 曰 三竿に 腹 淋しく 成ぬ、 いか せんと 思 ひながら * 車道 日光 准 后 御 方の 御門 前 

を 通り- 何 心なく 向 を 見れば 中 御震衷 に 茶店 有り、 是は 行人の 休ら ふ爲 にもう けたる に は あらす、 逆妖 

有て、 いさ >- かの 娼家なる を 知らぬ 由して、 牀几 へ 立 寄れば 妓 たる もの、 余が 手 を 取て 內へ 招き 入、 

余 { 仝 駭て、 爱は 遊里な り や、 我 は 之 を 不知、 足勞れ ぬるま、、 是 にて 休ら はんと 思 ひて 寄し なり、 け ふ 

は E 有て 疾く歸 りたし、 かさねて こそと、 あだ 約束して、 それにて 握飯 をた べ獨 笑して 歸る、 か i る 事 

なんど 思 ひもう けぬ 慰な りけ らし、 春 は 西 東の 山 花つ ど/、 筆を搖 かすに よしな し、 中に も 嵐 山の 花 は 

いにしへ よし野 を 移されぬ ると かや、 今 は- }in 野 はさ もなくて、 爱の みぞえ もい はれぬ 眺めな り、 ，；w によ 

大 井川 みどりに 淺 黄に 染て、 向 ひに 天 龍の 精舍、 三 軒 茶屋、 月 渡せる 橋、 終 E にかく 共 筆 や 劣らん、 猶 ii:n し 

き は 天 龍の 摟 より 望めば、 嵐 山の 裘の方 ほの 見えて、 しこの 花 は 表より 殊に 多く、 誠に 吉： とい ふと 

も斯ゃ はと 見る， への 語れり、 同じ 花ながら 隱 る- <  と、 顯 はる- -と 人の 上の 事皆爾 なり、 いづ t を か 是 ひ 

づれを 非と せんや、 唯 天地の 氣に 任せる ぞ めで 度 かるべき、 又 わきて 麗しき は、 洛北紫 野の 泰色、 船 岡の 半 

は 耕されて、 茱 花麥， の山懷 にこぎ まぜた る、 蓮臺 寺の 絲 さくら、 白 藤つ. - じきり しま、 時 を 遠へ す. 千 

本 念佛の 古雅、 平の せ il の 荒疲、 营廟の 繁榮、 た ちに 盛衰 を顯 し、 釋^1 堂 は 度々 の 京 火 を 遁れ、 ふりに し 

ま-に 立たり、 古代の 造營 は、 此 堂と 因 幅^の み 成しが、 因 播堂は 申の 年の 火に 亡び、 今は此 堂の み 遺 

れり、 金閣、 等 持院の 閑寂、 龍 安寺の 鴛、 双 岡の 兼 好墳に は、 我に 風月. 導し 吟花 翁晚 山の 墓 あれば、 

花見る ついでに は、 年毎に まう でぬ るに、 今 は蹇て I- 二と せ 四と せ は 思 ひ 出る 許な り、 如意が 嶽の 麓なる 

如意 寺の 楓は、 一木ながら 他に 希なる 喬樹 にて、 加 茂 河原より 瞻 之に、 山の 腹に 紅 錦の 一塊 著し- 此ー 

枝 を 洛隘本 國寺會 式の 立 花に 需め來 て、 年々 彼 寺へ 贈る と 寺 僭 語れり、 長 岡の 楓の 錦繡、 池に 移て、 紅 

落日に 映 じて、 目 も あやなり、 真如 永觀兩 堂の 風、 又い つくし、 祌樂 岡の 秋色 異 山に 過ぎ、 都下の 人の 總 
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庭と いはん も宜 ならす や、 東 寺の 蟲の 音、 叉 哀れに きょら なり、 其 他い はで 止みなん も、 腹 ふくる. -さ： 

まなれ ど、 いつ 追 草の いつ 迄^、 あだし 言葉 をつ けん も、 無 下の 事 なれば- 半ばに して 止ぬ、 かこと； 

計に 续 生を樂 しみ、 酒淫の 二つ を 斷.； ： ば、 など か は 長閑く 生き ざらめ や は、  一 

因 記、 南 湖 先生 は 享保年 §i 洛の鴻 儒な リ、 一日 建 仁 寺に 會讀 有て、 それへ まかれる とて、 If 手 通 を 過 行！ 

に、 極暑の 折 なれば、 渴 して 螢 茶屋へ 立 寄、 茶 を 契す 資娼 袖な 引て、 英へ 倡ん とす、 先生 犬に 驚き、 一 

袖を拂 ふて 立 出、 會 席へ 臨み、 M ハ ざめ 顔に て、 唯今 斯 こそ 冇 つれ、 あれ は靑摟 ならめ と 語る、 連座の 一 

人 之 を 聞て、 きけ る は- 餘 人の 言葉に {<H 不知して、 斯く 冇んに は、 人々 あざみ 譏るべき が、 此 先生： 

に 於る、 實に 知られざる と 見えたり、 いと 崇 しと 感じ あへ りと ぞ、 之 を 想に、 我 は 靑樓と 知ながら、 

飢渴 の爲に 人を議 つて、 其 家に 入、 先生 は 塞に 不知して 靑樓に 入 我 ふるま ひの 無下に ® しき 愧 るに 堪ー 

たり 慙愧 のま i 爱に 記、  ： 

南 湖 は 掘 正意の 裔 にて、 藝 州の 儒 Si 通名； 止牧、 後に 一 六 七 太夫 正藏 とも 云、 究て溫 和の 人に ていかな 一 

る賤夬 とも、 うらなく 語りて、 我 知らぬ 道の 事 を 問 ひ、 かりにも 人 を 撰び 避る 事な し、 會讀 などに も j 

其 日の 書 を 忘れ 来て、 人の 書物 を 借りて 之 を ひかへ、 其 書に 誤な ど 有れば、 朱墨の 分ち もな く、 筆 を 一 

執て 無遠慮、 是を添 消し 自分の 歲 *T も 皆 反故の 如し、 同氏 景山は (同藝 の儒臣 通名 正 超 後 藏助秩 共に 一 

二百お 南. 湖と 從弟 なり) 之に 反して、 假 初の 書 入 も 字畫を 改め、 常に 行狀 威儀 を 正しくす るの 質な り 一 

故に 書生の 輩 兩氏を 明 道 伊川と 稱 せり、  一 

尼菊舍 は、 長 門長府 Q 人な り、 少し M 夫に 離れ、 其 家 を 親鳥に 托して、 其 身 は 髪 を 剃 無心の 雲に 伴ふ容 

貌醜 きにし も 非す、 又艷 ならす、 偏に 男子の 如し、 二十 五 歳より 家 を 出て、 國々 を經歷 し、 松 島 象 潟 長 一 

崎筑 紫路、 南 紀北越 至らぬ 隄も なく 京に 在 かと 見れば、 忽焉 として 東武 にあり、 侯 家に 召れ て、 風塵 Q-_ 

境： 《^ズ え 賞 せら るれ ども、 夫 を \|§ しとせ す、 忽 去て 野に 臥し、 山に ふし、 六 欲を脫 して、 風雅 を 友と する 一 
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の 外 他な し、 故に 身の 逞く 健なる 事、 鎮 ひなく、 十歲 ばかりの 旅行に、 假 初の いたつ きを 聞かす、 四季 

折々 の 衣 も、 所々 にて 施され、 衣食 乏しから す、 IT つき 破れば 脫 拾て、 一物 も貯 へす. - 其 身 其 儘な り、 

少し 畫も かき、 t: もよ きに は あらね ど雅 なり、 風月 を 詠す る も、 唯お のづ がらに して、 名を需 ろの 意な 

し、 現存の 人 は、 末 を圖ら ざれば 妄に 評しが たしと いへ ども、 まの あた.^ 灑然 たる を もて 愛に 注す、 都 

にて は 尼 倭 泉に かたら ふ、 倭 泉 は 亡夫 賦 泉が 趾を 引て、 松林 庵と 稱し、 今齒ひ 耳順に 過て、 風流 陚.： こ 

超たり、 書 まめ やかに 男子 を 欺く、 近年 婦人に て は、 加賀の 千代 尼 を こそ 賞せ しか、 おさく 千代 尼に 

劣らめ やと ぞ思 ふ、 其 詠の 耳に ある を、 ひと ふたつ 爱に拾 ふ  * 

露 や 霧 提挑燈 に 光り 見 ゆ  名 もしれ ぬ羹 くれつ 雪の 宿 

夏蟲 のと もしに うとき 野末 かな  初春 や 脊戶に 梅 有 若菜お 

雪の 日 は 友 こそ あらめ 冬の 雨  新ら しき 筵 ま ゐらせ 祧の花 

叉 菊舍が よし野に て 云 棄しは 

花 はさ かり をのみ 見る もの か はとの ふろ 事 は あれ ど- あまりに 比 過た る も ほいな けんか、 され 

どお も ふ 所 花に あらす とも 閜ぇ 侍れば、 其 曰々々 に 心 をた のしむ も、 叉む ベなら す や、 

！ 0- 山に 雲 見て 濟す よし野 かな 

人 は 氣を養 ふ を、 養生の 第一と すと、 そが 爲に菊 舍が事 を も爱に 引り、 なべての 人 喜 怒 哀樂に 深 着して 

氣を 休む る 暇な し、 もと も 世に 交れば、 是を 離れ 得む 事 はかた し、 た に 此着を 離れて、 七 情の 向ふ處 

に 任せた らんに は、 此煩 ひなから まし、 物に 深く 着す る 故に、 もろく の 病 ひ はた 災 おこる、 ふるき 文 

にも、 聖人 は 物に 凝滞せ すと こそ 見え たれ、 穴 賢 はやり 出ん とする 心の 駒に、 手綱 ゆるす ベから す、 

七條 道場の ほとり、 七條か はら、 上は大 沸、 下 は 竹 田、 東 洞院の 田野に、 陰 雨の 夜 出る 火 有 わ、 呼で 六 

反 火と 云 あやしの 火 あまた 飛 かひて、 或は 數火 ひとつに 成り、 また 亂れ 散、 見えつ かべれ つ、 いと 物す 


西 小 西 
山 山 
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ごし、 又 千 本の 郊野に も、 是 にたぐ ふ 火 有り、 それ はそう けん 火と なづ く、 も. ゆるさ ま 右に 等し、 土俗 

のった へ 云に は、 むかし 宗玄と 云 ふ 山伏、 法 刑に 行れて、 其靈 火な りと 云れ 共然ら す、 斯る 田野に は 和 

漢 ともに 陰 火 有て 珍しから す、 或 人の 云 叢 原 火な りと、 實に左 も あらん か、 其邊 りに は憐 多し、 狐火 は 

婚禮 葬禮總 じて 列 伍 ある 火 を 見て は、 忽向 ひに も、 あまた 火 を 並べて 之を眞 似ぶ、 叢 原 火 は、 それに 拘 

らャ 田野 を 走る、 雨 夜の 更行 頃、 此雨火 こも こも 燃しつ る、 に、 雨 火の 光 また 異なり 馴ては 凄じと も 思 

はす、 眺望 すれば 螢火に ひとしき 眺めな り、 寬政 辛亥の 夏の 頃、 備の西 山 拙齋、 暫し洛 に 有て、 疾雷烈 

雨の 夜、 洛の 伴薷溪 なんと、 それ かれ 伴うて 此 鬼火 を 看て 

看 燐 

傘履衝 雷雨， 深霄見 鬼燒. - 却 疑從博 忽沂 綠河濱 

聯屐侵 飛 雨、 相 望 負 郭憐、 刖 有彩毫 贈、 併 照 鴨河濱 

雷光 看 閃々、 雨夜轉 凄々、 鬼火 百 千點、 飛来 東 又 西 

數々 にも ゆろ 螢の それならで 雨に もえぬ 光り あやしき 

おに 火の あやしき を のぞみて 

降く もる 雨に 迷 ひても ゆる 火 は 松のと もしに まが ひし もせす  一高 溪 

人々 の 詩 をき i てまた 

おそりな きま すらた け 雄の 心 かも 鬼火の 光い か.. つちの 雨  同 

新 町 下 長者 町 上る 町、 金尾甚 右衛門 借屋 赤 尾 尾 駒 吉事 淸七 十八 歳. 鹽肴幷 青物 を寶を 業と す、 究て 貧し 

親 淸七は 糖 父に て、 .f- 歳の 時、 母つ る 先 失の 子 駒吉を 連て 淸 七に 嫁す、 幼より 二親に 孝心 深く、 繼 父が 

病身なる を 思 ひ、 様々 介抱いた し 心を盡 し、 漸十歳 を 過て、 家業 を 精出して 親 を 育み、 申年 大火に も 親 

を 介け て效 出し 始末、 邊" の 人 も甚感 美せ. V 其 後 も 若年ながら 變 後の 難儀 を、 鬼 や 角 凌て、 渴々 に 渡 
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世 をし ける を、 渠が 孝心に 愛て、 近隣の 人世 話 致し、 墜 肴に 交て 靑物 を賣 せ、 漸く 其 日々々 の烟を 細く 

も立暮 しける 中に も、 たまさか 外より 貰 ひたる 物、 或は 外へ 呼れ、 膳部に 好 味の 物 有れば、 我 は 食 はす 

して 持歸 り、 ，， ニ與 へ、 我 商 物の 內 にも、 よき 物 又は 初物な ど は、 利 倍に 拘ら す、 親に 備 へて、 一 々云 

並ぶ るに 不追、 然に 酉年 繼父 病氣 大切に 及ければ、 寢食を 忘れ、 至て 誠心の 介抱す、 繼父淚 を 流して、 

末期 こ 駒 吉を拜 み、 禮を述 て相果 る、 駒吉 悲歎の 屮 にて、 分^に 過た る 葬式 を營 み、 其 後名 をも淸 七と 

改め、 實母幷 胤 替の笫 を 養育し、 隙 有る 時 は謠を 好み 樂 とし、 小歌 淨瑶璃 芝居 遊 所 等の 事に は、 いさ、 

か W もやら す、 平常 家業 を 大切に、 孝悌の 道 を 失 はす、 此事廳 に 聞え て、 寬政 辛亥 五月 公廳へ 召れ て、 

御 褒美 白銀 十 枚 を 賜 ひ、 都下の 町々 へ も、 是を令 知らし め 給 ふ、 爱に 於て、 謹で 想 之に、 善政 を 行 はる 

る 故に、 近年 所々 に 孝子 出て * 褒美し 給 ふ惠も 不少、 前卷 にも 閱に 任せて、 あれ 是れ 記し 置たり、 もと 

も勸 善の 御撿萬 民に 及ぶ といへ ども、 近世の 人心 奸 して 不 實を專 にす る 浮世 なれば、 かくる 褒美の 事 を 

おても、 唯う はの 空に、 餘所 事の 物語 を閒く 様に 覺て 身に 行 はんと 欲する 者 は、 萬に 一人 も 得が たし、 

普通の 奴 原 は 之 を 聞て 孝行 もした けれども、 夫に 掛り 居て は 口が 干るな どゝ 罵る、 斯く 無情の 者 世に 溢 

る 、行から- レは、 世と 推移て、 善 を擧ら る- -を 次に し、 惡を懲 すを專 にこ そ あらま ほし けれ、 もとより 

賞 を 重く し、 罸の輕 きを 善政に 云傳 ふれ ども、 奸惡の 世界に は、 當る まじく や、 夫より は 不孝の 者 を 

叟 求らん- んに、 天地 充塞す る ほど 有べ し、 其 中に て わきて 不孝の 者 召 捕 へられ、 たと へ 其 科 重刑に 當る 

とも、 そこ を 宥られ 小 刑 を 加 へらる- -か、 一 等 輕きは 暫く 入牢 付 仰ら れ懲 しめ 給 は r、 不孝の 奴 原大に 

^き 躍 こ、 少し は改 むる 心に 成なん、 此罰 はまの あたり なれば 餘所 事に は 思 ふま じ、 おの. つから.^ を 蒙 

る 者 多から む是 荒き 御 政道に 非す、 重刑 を ゆるめられて 5 小 罰 を 用 ひられん は 素より 温厚の 富に して、 

當 待の 世 風に 協 ふとい ふべき か、 多 罪々 え 穴 賢 
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〇 蝦夷 騒動  し 

寬政己 酉 五月、 蝦夷 騷 励の 事 有り、 其 旨 趣 は、 投前領 下の 商人 荷物 交易の 爲、 例年 蝦夷の 地へ 渡る、 當！ 

月に も 飛 州 武川久 兵 衞と申 商人、 舟 積いた し、 彼 地へ 參候 處、 夷 ども 亂妨に 及び、 毒 箭鎗等 を 以て 右一 

巾の 者 共 を 致 殺害に 付 其が 汁 參り掛 りし 舟 共 悉く 逃歸、 大畑 村と 申 所へ 着岸 致し、 其 所 は 南部 領 にて、 一 

则右船 巾に も 南部 領の. 者 有 之に 付- 同所 撿斷 所へ 訟之、 其 訟の船 は 

ク ナシリ マメ チフィ トウ フィ ツル フ マツ シべッ チフ ルイ クン ネベ ッ サ チムィ  一 

ヲル マツ  一 

右九ケ 所の 蝦夷 地騷 動いた し、 武川 久兵衞 夷^場 所 支配人 兩人、 綱 子 支配 所幷松 前より、 參 居候 入 數， 一 

久兵衞 手 船大通 丸、 乘合水 主 共 都合 八十 人 程、 致 殺害、 久兵衞 手代 助左衞 門と 申 者、 シ リツ マイと 巾 所 i 

迄右騷 動の 沙汰 を 承り 候て、 人數 召連罷 越候處 右人 數の內 四 人 迄 害せられ、 蝦夷 人 大勢 追 駅.^ に 付、 ノー 

ッケと 円— 所 迄 逃 退き、 其 所の 外 夷 どもの 助 を 以て、 漸とノ ッカマ ヮと申 所へ 趨り 退、 其 所に 松 前 舟 居 合せ， 

候 故、 夫々 便船いた し、 辛うじて 松 前 箱 館 迄歸着 候. H、 死亡の 者 名前 悉く 書記、 且 生死 不知 者 も 有 之、 一 

ィ ナシリ 總目付 竹 田 勘 之 丞と申 者、 松 前より 附置候 役人に 候處、 是も 害せられ 候. H* 尤松 前へ 遙歸候 者 一 

も 有 之 由に 候へば、 實 否 知が たく、 隣 島 騒動、 殊に 當領の 百姓 共に も- 餘多 死亡 有 之 候 故、 早 打 を 以て 一 

相訴候 由、 五月 二十四日 南部 領、 R 名 部 役所^ 民 忠右衞 門、 島 W 彌兵衞 より 森 岡へ 注進す、 依 之 同 領のー 

代官、 其 所々 へ 相 詰 候 様、 森 岡より 下知 有 之、 其 外 諸々 の 手 當有之 候 由  一 
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從松前 ffl 達閡 六月 十 一 日出 書狀寫 

一 當 四月 下句 松 前 城下よ リ 四百 里 (六 丁 一  里) 程奧 にて、 南部 大畑飛 彈屋久 兵衞請 所の 內 クナシリ島と 申 

所 周 道 百里餘 (三十 六 丁 一 里に て 六十 六 里廿四 丁) 小名 五 筒 所に 相 分れ 居候、 其內ッ キノ 井と 申 所の 

蝦夷 共い か 様の 子細 候 哉 近 逢の 夷 を かたら ひ、 一揆 を 起し、 竹 鎗毒箭 など を携 へ、 運上 尾へ 柙込 候て 

役人 幷 支配人、 其 外 下部 共 不殘討 殺、 旣 にクナ リシ 近 邊へ相 渡り、 運 上屋 九 箇所、 船 一艘 打 毀、 上下 

七 八十 人 討 殺候處 に、 サルと 申處の 蝦夷 共 取 押へ、 相 防 置 候 由、 五月 中頃 松 前へ 相閒 え、 南部 邊へも 

段々 相 聞え、 致 騒動 候. E 當 所へ は 五月 末 頃 相 聞え 候て、 區々 致 評判 候、 然れば 從松前 樣御討 手 を 被 差 

出 候、 總勢千 人餘、 人數 名前 も申參 候、 頃日 承 候處、 右 サルと 申 所の 夷 共、 人數を 向け 候て 取鎭、 ッ 

キノ 井の 大將も 二百 里 計り 奥へ 逐電 仕 候 由、 然處 段々 從松 前樣、 御 詮議 御座 候 様子に て 昨今に ては靜 

謐に相 納候由 

奥州 松前領 蝦夷 騒動 1 件 

I 下 夷の 場所 運 候て 請負 候、 南部 森 岡 領大畑 村 竹 川 久兵衞 申請、 然る 處請 所へ 支配 手代 荷物 摇方 人數 四 

十 人 遣し 置、 自松前 樣御役 入 被 遣 置 候 車に 候、 此 所の 名ク ナシリと 申 島に て 候 

一 アツ ケン と申處 にば、 久兵衛 手 船 造 立 候に 付、 大工 木 挽 船頭 水 主 三十 人餘參 居候、 尤此度 造 立 候 船、 

千 二 百 石 積に 有 之 候 

1 クナシ 夷の 大將ッ キノ ェと申 者、 身の 丈 六尺 八寸餘 にて、 面體 荒く 髯 長く、 袋 を 以て 包み 居 申 候、 手 

下 五 百 餘人有 之 候、 松 前 様 御 下知 を 請 候 儀 は、 諸裹 取替 物 等 心安く 可 致候處 近年 請負の 者 共、 殊の外 

無禮に 取替、 掠め 候 儀 有 之、 殊更 當年 至て 鯨 漁 も 無 之、 彼是 及 難義に 付、 一揆 を 企 候て、 惡敷^9^ハ打 

殺 可 申と ツキ ノ  H 下知に て、 當 五月七日 夜八ッ 時分 押 寄， 役 頭 を 討 取、 松 前 役人 竹 W 勘 平 及 大通丸 船頭 

水 主 十四 人 0 內 二人 は 行衞 不知 ク ナシリに 居 合 候 役人 手傳人 一人 も 不殘切 殺 候 旨 >  注進 有 之に 付、 從 
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松前樣 海陸 共 固め 被 仰 付， 江戶^ 御 下知 御 待 被 成 候 

大將  松. 前 兒 次 

軍師  蛎崎 彌四郞 

弓 奉行  松 井藤 兵衞 

侍  五十人 

足輕百  人 

右の 外 船 三十 艘乘 海上 固な り 

大將  松 前平畢 

軍 師  淺利淸 右衛門 

弓 奉行  見卷 多兵衞 

侍  五十人 

足輕  百  人 

右 陸地 固 外に 早 船 1 一艘 (遠見 奉行〕 成 田 新 之 助 


後 殿 

鐵炮 奉行 


馬 

殿 

鐵炮 奉行 

騎 馬 

雜 兵 


騎 

雜 


後 


新 井 

秋 山 

百 


m 孫四郞 

善 右衛門 

木 彌 一 

十 騎 

人 


秋 

淺 


3 覺 右衛門 

井 幸兵衞 


r 藤 


百 


淸左衞 門 

十 騎 

人 


御 届書 

私 領分 蝦夷 ク ナシリと. S. 所、 何様の 義に候 哉、 自 此方 爲 介抱、 交易に 參候者 四 人 及 殺害 候 段、 アツ 

ケンと 申 所の 夷 地に 罷越候 者 共、 在所へ 罷歸 申達 候に 付.* 吟味の 上 取鎮爲 仕置 家 來の者 差遣 候、 尤松 


前 よ り 里數隔 り 實否難 分 候 右 家来 の 者 共 罷歸候 上 委細 可， 

置 候 以上 

六月 十八 日 

右に 付 津輕土 佐 守 南部 慶次郞 同 內藏頭 へ 被 仰 渡 候 趣 


上 候 得 共、 延引 仕 候に 付、 此段先 御 超. S. 上 


松 前 志 摩 守 
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蝦夷 入 何故に 候 哉、 聊及 騒動 候 旨 相 開え、 早速 松 前より 家来 差遣 取鎭候 1\ー 旨 相屆候 間、 最：： ヤ取鎭 候 事 

に 可 有 之 候、 自然 何れに も外國 の義、 萬 一 は鎮 の人數 不足の 儀 も 候 は i -、 せバ 方へ 人数の 義中遣 候 様に 

松 前 志 摩 守に 相 達 候 間、 申 越 次第 人數 早々 差 出し、 志 摩 守に 相談 蜈 夷人 取 鎭候様 可 被 致 候、 

間 六月 

右の 通 殿中 御沙汰 書 寫し差 上申 候、 

七月 八日 

松 前より 二度！ H! 御屆 書之寫  一 

先達て 御 屆申上 候、 ク ナシリと 申 所の 蜈 夷人 及 騷動 候、 右近 邊の 蝦夷 地へ 爲 交易 參候船 共 在所へ 歸帆仕 

候に 付、 船 中の 者 再 應相礼 候處、 クナシリ島へ 爲 交易 參候 者、 何故に や 多分 殺害 候 由、 近邊 蝦夷 共より 

傳承 候ば、 クナシリ島 頭 立 候 蝦夷 人、 病 氣に付 藥を與 へ 候處、 此者相 申 候に 付、 蝦夷 共 及 騷動候 様に 

風聞 比 候、 併 ー體ク ナシリ 一件の 儀 全 交易の 者へ 對し 候ての 騷 動と 奉 察 候、 先達て 申 上 候 四 人 死骸の 外 

見 屈 候 者 も 無 之、 多分 及 殺害 候 段、 右近 邊の 蝦夷 ども 風 說仕候 由に 御」 I- 候、 ク ナシリ 近邊の 蝦夷、 其 交 

月が 船の 者 共へ 申 候 は、 ク ナシリ 騒動に 付、 此度は 荷役 交易 不致、 歸 帆 致し 候 様 申 候處、 右近 邊頭立 蝦夷 

人山 候 は、 此度 介抱 荷役 も不致 候て は、 S 心 有 之 樣に相 聞え 申 譯も無 之 候 由に 付、 例年の 通交 易 荷役 も 

致吳候 様、 達て 相賴、 勿論^ 心無 之申譯 の爲、 手 験と タン ネックに 振 差 越 候、 左 候 得ば 外 蝦夷 地 違變無 

御座、 全く ク ナシリに 限り 及 擾亂候 事と 奉 存候得 共、 ー體 大勢 及 殺害 候 風說の 心底に て は、 此方 指向 候 

家來 共へ、 手 向 ひ 致 候 も 難 計、 萬 一 火急に 人 數人候 節 は、 松 前より 里數 三百 里 餘も隔 候へば、 n 十 速^ 實 

相 知候樣 兼て 手段 申 含 遣し 候、 尤彼 地へ 差遣 候家來 共より 注進 次第 私 出馬 迄の 人 數手當 仕罷在 候、 塞に 

領內の 儀に 御 ii- 候 得 共、 風 說而巳 申 上 候 も 奉 恐 入、 殊に 海上 風波の 地 故、 品に 寄 候 は r、 外々 風說、 達 

御^ 候よりも 延引 可 仕 も 難 計奉存 候、 此没御 聞 置 可 被 i^z 下 候、 ー體彼 地へ 遣 候 家來 共より、 不申越 候. s: 


勘 辰 金 化 庄 
兵 五兵 次 
衛 郞 衞 藏 郞 


閏 六月 二日  、 

1 一、、】  一- 

、 己 酉 四月 夷地ク ナ シ リ 夷と も武川 久兵衞 交易の 儀に 付 B 本人 殺害 候 書記 パ ^ 

一 ナ -  (南部 大畑 出生) 十 兵 衛 (手先の #14.1  お 

本 運上 所從 gi 地 三 I 十 里 海上 五 11 八月 上句より，  I 


1 マメ キラ ヒ  (大 畑) 

ート ヲフィ  (松前) 

一 フル 力 マフ  § 

右 傳七弟 吉兵衞 と 中 者 は 仁愛 有 之 者に 付 助 候.^ 申 之 

一 (ッ、  (南部 S 名 部) 

：ン ネへッ -  薩 

チウ ルゥ  (同) 

セ キム ィ  (同) 

1 モロ モウ  ヽ. i  R-z 

,  (田 名 部) 

右の 外 松 前より 參候 支配人 番人 三十 四 人 

松 前 家中 竹 田 勘兵衛 アツ ケ ン 奉行 詰 合 殺害 候. 5 

武リ久 兵 衞手船 十五 人 乘不殘 都合 火 十七 人 被害 候 由 

右の 趣 武川久 兵 衞ま配 手代 大畑助 右衛門 逃歸 有增訴 出る 

右 今 卯 1  刻訴出 申， 膀 以上 


佐 兵 衞 (同 斷) 

林 右衛門 ， 

傅 七 


八 三 4- 


八 Jl 一八 


翁 


塁 


五月 二十 九ョ  (田 名 部) 松 尾 十 左衞門 

箱 石 千 藏 

島 田 彌兵衞 殿 

濺谷 忠 右衛門 殿 

1 說松 前臣竹 勘 丘ハ衞 アツ ケシ 蝦夷 病氣に 付、 藥與へ 候處、 無 程 果申候 右に 付 毒 藥爲給 候と て騷 勤に 

相 成 候 出、 寬 文已； 月 一 亂 も毒藥 沙汰より 起 候 由、 

右 は風說 書の 寫 

奥州 森 岡より 松 前へ 加^の 手 富 (城主 南部 慶次郞 十一 石 0 

總大將 奧湘耍 人 (家老) 士大將 足澤圓 右衛門 (用人) 同 中 村 矢 一 (用人) 軍師 小 向 周 

右衞 1： (寺社 奉行) 先手 遠山 傳左衛 門 (鐵炮 二十 五 挺 同心 五十人) 梁 W 壯 右衛門 (鐵砲 同心 同 

斷) 相 生 空 平 (鐵砲 同心 同斷) 千穩勝 左衞門 (弓 二十 挺 同心 三十 人) 金 矢 丹 治 (弓 同心 同斷) 

長柄 奉行つ 二人) 旗 奉行 (二人) 陣場目 付 (二人) 使恭 (三人) 斥候 (三人) 目 付 (五 人) 

勘定 頭 (二人) 火蒙師 (十 人 石火矢 役な り) 醫者 (六 人) 太鼓 貝 吹 騎馬 武者 a 二 卜 ニ騎) 

右の 外 離 兵 小设入 都合 千 七 fc 人 一 番手 

^書に 二番 手 名前 *T も 有 之 候 得 共、 一番手の 名前と 致 混雜、 同名 多く 難 分に 付 除 之、 

同 州 八 尸より 松 前 加勢 手當 (城主 南部 內藏頭 二 萬 石)  - 

名代 岩山 勘 解 由 (家老) 士大將 川 勝 文 右衛門 (番頭) 逸見 順 右衛門 (番頭) 足 輕大將 津村 

傳次郞 (物 頭) 中 里 市太夬 (用人) 旗 奉行， 川 井園 右衛門 (用人) . ；！^ 々木 彥八郞 長柄 奉行 

屮里覺 右き 門 神 太 郞右衞 門 小屋 奉行 立 花 文 助 小 荷駄 奉行 掛 端ギ內 使番 湊 源八郞 小 笠 

原善雜 00 宗左善 太. 中 野 源 左衞鬥 船 越衞守 福 £ 六 太夫 川原 木 五左衛門 佐々 木 善 左衛門 


草  m 


^司理 太夫 橋山淸 兵銜 攝待 政お 衞門 K ノ  ，：.r 、彌太 向井 八 右衛門 岡 本 新 戶來 一 覺 

寺 崎 勘兵銜 及 川 友 右衞 門 三沛郡 左衞門 小幡 左兵衞 船 越 與左衞 門 日ノ澤 彌兵衞 太 W 茂兵衞 

歩行 目 付 四戶悅 右衛門 遠 藤 多十郞 川原 木 五右衞 門醫師 織 笠爲中 齋原宗 仙 平 田 周 庵 

同 州 松 前より 加勢の 手當 (城主 津輕土 佐 守 3 萬 七 千 石) 

一番手 大道 寺 隼 人 二番 手 津輕外 記 三番 手 楝方十 左衞門 大組 足 立 又 左衞門 棟 方角 之丞 

諸手 間 宮求馬 貴 田 孫 太夫 唐 牛 三 左衞門 笠 原 兵 司 目 付 佐 藤 十 郞左衞 門 外 崎 平 左衞門 小 

館 儀兵衞 寄 合 毛內有 右衛門 笠井圑 右衛門 八 木 橋 多、 源 太 醫者 手 壞玄策 
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蝦夷 畧 a 

ク ナ シ リ 513- 周 園 百 八十 里餘 

松 前よ. 0 ァ ッ ケゾ迄 二百 五 

十 里 餘ノッ 力 I- フょ A- クナ 

シ V 迄 十八 里 餘クス ひよ AN 


もぁる！_«子.？^れ^:„9>閉：：^み，？て魏分ょクて見&ろだげ^;-醫を寫置蹇圈なかズ，^てき1 

一  は&£ 込 さ 可 知 〇  — 


% か， 

% 于- 

/な , や > 


〇 此所 前に 

難 分 

0 マノ， ラ 


わけ 書 もれさ も閉込 有て 


ッ .. 


佐 兵衞支 Si 所 右 同 

トウ フィ - 林 右衛門 支 記 所お 同 

フル * マツ 傳七支 ® ^所 

五 人の 內傳 七吉 兵衝ァ ノ ナ -ゾ 夷に 生 

捕 もれ 庄介未 存生の 由 心 元な し 

シ ベ -ン 庄次. 郞支 配所 不殘投 さる 

中 ル ィ 金兵衞 支配 所 右 同 

タン 子 ペン @t 蔵 支 所 右 同 

下 風呂- 云 山へ 庄助逃 込 居候 由 難 計 

チ キム ィ - 辰. 玉 一， 郞支 配所 不 5^ 殺さる 

チル マップ 勘兵衞 支配 所 右 同 

江戸よ A- 

前 迄 海陸 二百 九十 里餘 


四 i 


早  ^ 


  八！？ 

右 書付 晝圖等 は、 南部 松 前 m 達 共より 書狀の 趣な り、 但難 信用 書付 も 交り 有 之、 其 分 除 i\r 美 作 勝 山 三 

南 志攣守 も、 南部 津輕と 一緒に 助 援の內 に 有 之 候 得 共、 格刖 方角 遠の 國故、 是は 可爲書 違と 爱に 除く、 

火 _ 田 も 同様に 加勢 手當 の. に 記 も 有 之、 是 は同國 近隣の 事故， 左 も 可 有 哉、 仙 臺へ後 詰 被 仰 付 候 由、 右 

の 類 實否難 知 右 除 之、 

寛 文九已 酉年 閡 十月 蝦夷 一 亂も 毒藥 沙汰より 事 起 (當 酉年 迄 百 一 不 一 年に 成ろ) 當寬政 元 己酉閏 六月 右 

に fE:、 寬 文の 節 御 老中 御用 番松平 伊豆守、 當年も 松 平 伊豆守 御用 番に 相當 り、 不思議なる 事の 山、 

右 騷亂の 事、 風說に は狄國 より 和 國を窺 ひ、. 娘 夷を懷 て、 魁 首と して 木 朝 を 試るな ど- -、 大業に 沙汰^ 

之、 因兹松 前 家中に 年寄 有之尋 見け るに、 風閒の 如き、 大業なる 事に は 非す、 例年 日本の 商 寶共彼 地に 

請 他 を 持 置 交^の 爲に、 米穀 其 外 日本の 產物を 舟 積して、 彼 地へ 渡、 着船 すれば、 空 鐵炮十 挺 をつ るべ 

打 こす、 是 着^の 知らせな り、 蝦夷 人 之を迎 へて、 彼 地の 產物を 運 出て、 之 を 交易す るな り、 然る を 近 

年 日本の 產物惡 く、 校 前より 彼 地に 付 置る. -目付 役の 者へ、 商人 共より 賄赂 をして、 惡物を 彼方へ 渡し 

候處、 蜈夷 にて 之を忿 ると いへ ども、 是迄は 先 其 通りに て濟來 候處、 當 年の 産物、 以ての外 惡 しく、 米 

！ Si まつけ 米に て 粉に 成、 酒の 外 諸 物に は 交 物 多く、 悉く 惡物 なれば、 大に愼 りて 大勢 催 出、 日本の 船 を 

覆へ し、 乘 組の 者 4i ハ悉く 殺害し、 目 付 役の 者 を も 害しけ る 故、 纔に殘 る 者 共に、 破船に 乘 て進歸 り、 松 

前 牛に 他領の 商人 は、 銘々 が 地頭々々 へ 之を訴 ふ、 仍て松 前より 則 被 達 公聽、 右 穿 議の爲 に 家 來を殿 夷 

へ 差 向ら れ、 尤 自分の 領地と は 申ながら、 外 島の 夷の 事 なれば、 いかなる 野、 む あらん ゃ雞計 故、 家來に 

も 隊長 を 立、 嚴 重に 備て、 大勢 を 差 向、 其 様子に 仍、 直に 征伐 「„J 有 旨、 江府へ 注進 せらる- -處 に、 、江府 

に 於ても 御 評定の 上、 南部 维輕 等へ、 援兵の 事 仰 渡され、 松 前より 變を吿 げ候は r、  id 椅へ 再注 伺 ふに 

不及、 速に 加勢 を 出さるべき 由 御 下知 有、 各 其 用意 を 致さる i 處に、 松 前より 發 向の 者、 彼 地に 於て、 

^々. 利害 を申閜 せ、 此方より 惡物を 渡せし は、 商人 共の 不 届に 候、 重て は 急 度 可 申 付 候條、 其方よ 


草  ^ 


ひも例の^^：物、 隨分念 を 入 可 相 渡 由 申 聞せ 候へば、 嬢 夷人 歸伏 いたし、 無事に 相 治り：： 炊 由、 是を 以て 想 

ふに、 前條に 記せる 宫梅 三十 郞が 鈍刀の 過 を 頓意を 以て、 國の 美と し、 今此 商人 共 は、 己が 貪欲の 爲に 

我國の 臭を辨 へす、 i 是に志 ざす 所、 天地 黑 白の 違 • 是を ゃ國賊 とやい はん、 當時國 朝の 仁 風 海 內に及 ほ 

さば、 是 等の 騒動 は 制せざる に 自ら 止むべし、 

蝦夷 通俗 ( 蜈 夷往來 の 人 は 此 書付 の 趣 をよ く 心 得ねば 事 々 差 g! 多 し と 云 ) 

一松 前と 攘夷と 陸地 相屬 す、 松 前と 蜈 夷との 境に 一 渡りと 云 所有、 行程 四十 八 町 道 十三， 叫 おあり、 是ょ 

"蜈夷 地、 之 を黑蜈 夷と 云、 其 人大鼻 赤目な り、 赤蟥 夷と 云 は、 遙に 北に 當 りて 五 百 一、 

一 蟥夷は 熊の 皮 を 衣服に する 臥 具に も 用， 一 同 疱瘡な しと 云、 

一日 本人 をシャ モノ 人と 云、 シャ モノ は 日本と 云 事な り、 

一 蝦夷 は 男女 衣服 を在衽 にす る、 皆 こば ぜ にて 合着る、 

一 今 ヱグに ffl る 處の蟆 夷 木と 云 は、 五 粒 松の 事な り 

1 松 前と ェ、 ゾ との 境に、 ヲコ ツイと 云 所有、 日本人の 役所 有て、 關の 切手 を 出す， 往来の 者此 所に て、 

ェゾの 近き 詞を習 ひ 行く となり、 一 ヱ、、 ソ にて は、 日本の 鳥统を 恐る 由、 彼 地に は 無し、 

丁 J は茅葺 の やうに て、 茅に もな く、 唯 草な どに て、 葺 たる やうなる が、 甚低踏 ほどな りと 云是は 膨 風 

を 避る 爲 なり、 

1 ェゾの 船 は 長さ 二十 二 間 計 有、 圓 木に て彫髮 たろ も 0 なり、 又 帆な しとい ふ、 衝濤 風に 逆 縦横に 走る 

すべて 後に \ 漕と 云 左右 艟をニ 挺 立  一 /、して 操、 艟 カ立樣 侵に 異なり、 横に 長く 鳥の 羽の 如く 左右に 

付た るな り、 

1 ェゾの 婦人 は 左右の 手に、 唐草の やうなる 物、 肩 迄彫畫 する、 是は 日本人に 女 を とられ じとの 其 印な 

り、 文身の 事なる べし、 

I  八四ミ 
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一 ヱ ゾは夏 不知と 云、 夏 月と 雖甚 寒く、 倭人 來る 時、 薪を燒 あた-め 己 は あたら や" 

1 同 寒 闽故竹 類な く、 又 蝮 蛇な しと 云、 

1 同 則な し 砂 中に 糞す ると 云、 臭 を 貴と すする 風俗 是 なるべし、 

一同 里 長 をお となと 云、 則 倭の 名主の 事な り、 此者計 は 倭 語に 通す、 宫へ はおとな を 先に 立來 るよ し、 

1 ヱゾは 錢を寳 とせす、 シャ モノ 寳と 云、 交易に て 貨寳は 不用 故な り、 

1 寒國 竹な き 故、 矢 も 木に て 製す、 弓 は 日本の 半弓に 似たり、 矢 長 凡 日本に 同じ、 

1 倭人 ヱ ゾに釵 を くれる 時 は 戴き 終て、 佛 氏の 生 飯の 如し、 天地 g: 方 を 祭り、 悉く 胡 語 を 唱へ後 食す、 

1 弓 は 横に 臥せて 射る、 

一 鏃黑檀 など 云 木に て 作る， 倭鏃の 如し、 是則 所謂 肅愼 氏の 石弯と 云る 歟、 矢の 尖に 鏃を 付て 放す、 內 

に 中る 時 は、 矢 シリは 止り 矢 計 を 拔き歸 る、 又附 子の 伏す と 云て、 矢 尻に 涂 A り 射る と 云 事 は、 人の 云 

事 なれ ども 其 事 は 不間、 

1 ヱ ゾ熊を 射る に は、 弓 を 用 ひ、 魚 を 突に は 翁 を 用 ふ、 童 は 短き 鎗 にて 魚 を 突 習 ふ、 最健 なりと 云、 胡 

兒十歳善騎馬と云：5^-は， 唐の 事なる べし、 一 ェゾ は鮮鳜 最多し と 云、 

1 倭人より 長く 行事 甚疾 しと 云、 故に 肅愼の 字 を 古 來ァシ ハ セと訓 せる なるべし、 

1 ヱゾ 男女 共 皆 徒 銑な り、 一 俊の 木綿 を タラン へと 云、 

1 ェゾ倭 入と 同道な ろに、 彼が 訶に、 ボタンと 云 事 有り、 是は 日本人 急げと 云 事なる よし、 

1 ヱゾが 交易す る 物 は、 鷲の 羽 鷹 羽腦肭 臍熊膽 等な り、 其餘は 干魚の 類な り、 

一 鍋 は n 本 製な り、 松 前より 交易す、 元より 茶 無し、 仍茶签 なし、 

一 ヱゾの 一夜 酒と 云 有り、 栗 を 以て 製す、 酷烈なる 由、 一 夜に て 熟す、 故に 號く、 日本の 謠と 云べき 物 

を ひ、 又賓 おの 禮 有り、 長柄の 跳 子 有り * 日本 交易の 具な り、 


一女 房をメ ノコ シと 云、 一日 本の キ セル を、 セレン ボと 云、 

1 ヱ ゾのー っコゲ とて 椀 一 つに て事濟 よし， 凡 男女 共 箸 は 不用、 ^にて 齧す と 云、 

1 ヱ ゾには 家主 あれ ども 地主な し、 共 俗 死亡 ある 毎に、 別居す と 云、 父母 兄弟と 雖、 一度 死人 を 出す 家 

に は 不住其 儘 燒拂、 死人 を甚忌 恐る > なり、 人 死して 七日の 中 は、 首 送 を 恐る と 云 事に て、 熊の 皮の 

頭巾に て、 頭 を 包、 限 菜れば 親屬 集り、 喪主に 滔を 進む、 

1 H ゾ人は 松 前 侯 を 力 モイ トノの 云、 和語に て 有難き ものと 云 事な り、 

1 ェゾ襌 は 日本の 綿布な り、 新しき を 貴と す、 

i 倭人 ュゾ にて 宿 を 乞 時 は、 暫く 熟視し 終て 遙に已 が 居 を 指し 伴 ひ歸る 由、 扨 子、 ソゴ ザと 云 物 を、 二三 

枚 敷 請す、 和 人 草鞋 を 取らん とすれば、 其 儘に て不 苦と 云て、 手 を 取て 坐せ しむ、 亦 己 は 一段 小高 所 

に 坐し、 熊の 皮 を かぶり 臥す、 甚蚤を 恐る、 

1 ェゾ にて は、 亭主 を アイ ノウと 云、 家 を 館と 云、 寢る事 を モク a と 云、 日本人 アイ ノウ ャ カタ モノ  B 

と 云 は、 宿 を 借す となり、 

1 工ゾの 女の 業に、 シナと 云 木の 皮 をた、 き、 織て 布と す、 其色黃 にして 粗き 事 日本の 葛布に 類す、 

1 ェゾ人 交易の 仕樣、 或て 乾 ほ 一 頭に 米 一 合なる 時 は、 * 1 頭 を 出し、 来 一 合 請 取、 一 頭 毎に 米 一 合 宛 

請 取 倭人の 如き、 十 頭に 一升と 云 事 はせ す、 

1 ェ、、 ソ人、 倭人の 前にて は、 腹 這に 臥と 云 匍匐の 禮 など 上 K 事に や、 

1 H ゾ人 日本人に 久しく 馴る時 は、 錢 別の 情 有り、 土 庵 物 を 船中へ 運びく る、 .5、 尤 男女 共 

1 同 男 は、 皆 短刀 を帶 す、 曰 本人の サスガ に 似た，：：、 

1 ェゾも 三十日 を 一 月と 云、 十二月 を j 年と すると 云 事 を 知れり、 老人な ど 幾年と 問へば 幾年と 答、 

1 ェゾは 常に 魚 を 食と す *  H 本の トコ フシと 云、 蝮 魚の 小なる を 鑿と. C 食す と 云、 又 海水に て 煮て 食す 
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是等は 紅毛 覓 s{£ などの 火食せ ぬに 異なり 

一 H ゾ人男 は 耳 を 穿き 環 を 挾み 珠を 飾と す、 是则瑞 なり、 蠻 夷の 風俗 は、 南北 毛に 同と 見えたり、 

一 倭人 來る， G ォは、 酒 を 出して す、 む、 或は 恐て 不飮、 又飮人 あれば 手 を 拍て笑 ひ、 喜ぶ 一人 51^ に對 する 

時 は、 幾囘も 5:^ を撫 て、 兩乎を 摩す 是禮 なり、 

1 H ゾ 地に、 01 ケ嶽と 云 所有り、 松 前 侯より 一宇 を 安置て、 釋. i の 木像な り、 たま/ \ 賽錢 有と も 取 人 

なし、 一 H ゾは 好で 煙草 を 齧す と 云、 煙草 は 日本 交易の 物な り、 繩に はさみた る 下品 煙草な り、 

1 H ゾ 倭人の 導き、 又は 船な ど 渡し 終て、 倭人の 前に 居て、 物 旲るを 待つ、 白米 煙草な ど を 與れば 1^ び 

歸る、 

1 國 初の 頃、 H ゾ 交易の 事に 付、 一 投を 起し、 酋秋田 城下 迄 襲來、 津 輕侯悉 一 授等を 本土へ 歸し、 其 普 

長 二人 を留て 人質と し、 後に 婦妻 を與 へて 居らし む、 其 地をゥ テツと 云 由、 今 は 一 村 をな せりと 云、 

其 俗、 背 は 斷髮前 は 倭人の 如しと 云、 詞 もち くらにて、 目 も 全 色 はかれり、 

蝦夷 人の 名 

1 を り は 一たん ね や 一せ ら ん 一 せる たんき 

一て いかへ し 一 しゃかき 一お や ほね 一 を しんの 

1 や ま と 一とつ ふいし や  1 あへ ふに  一 ほや いけ 

一れ うけ 一 とわち 一め なし I よしの 

1 はんか 一 しゃ ぢ 一 のみね 

一ち ひ ろ 1 ちうる かる  一 うりう ゑんて 


メ つ 

さ ろ 

ふ •： 


む し 

つ む 


一 ゑ りさん 

1 しの て ふ 

1 ふねの 助 

1 ほ へう 

1 ちゑん け 

1 や  と 
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i 材抄， 源俊賴 朝臣 は、 帥 大納言の 子に て、 殊勝 I よみ、 父子 二 代 並ぶ 人な し、 IIC 「と 

へ かしな 玉く しの はに みが くれて」 と 有し を、 定廳難 じ 給 ひて 「みが くれ ？ 

さ ひな ど 申 事、 水に よ I ば 更によ むべ から t 但俊 藝臣の 歌より さきの 歌 ま、 よも 侍ら;^ 先；^ 

ての 事 は、 恐れ あれ ど、 譏る に は あらす、 人々 の 心の 好む 所の くせぐ を 申な：、 Mul^ 

讓を ひかへ 、道理 を 正して、 歌 I まぬ 人に て 侍るな り、 其 身？ i の 事、 み^ 秀 i の體 

なり、 年老て 後 は、 いよく 傍に 人な しと 思 ひて、 心の 泉の 涌に 住せ、 ihuu^^ 

I ら すいつ ひ，. け 「櫻 麻の を ふのうら なし、 な f いふ 事 も、 それより さきてよ 見 及び 寺ら ね ど、 

人の 癖と 思 ひなして、 信仰す る 事な り、 されば、 基 俊 公 は f 俊頓 S せられぬ き、 pi 

ふな、 着の 文字 も 書かす、 知りた る 事な き 儘に、 童べ の 語る 事に つきて、 無證界 のい たづ 歌 こ 

,^,v 散らす 物ぞ、 歌の 外道と ぞ 常に 侍け る、 亡父 (俊 成) は 師匠 金 吾 (基 俊) のい はれし 事 なれ ど、 歌 を 

よまん 人 俊賴を もどき て は 三十 一文字 は、 い たづら 事に に 成なん とぞゅ され^し、 並びた る 人 ま、 も 

短 を 見る， 後の 人 は、 このみに したが ふなり と 云々、  {  i ノ 

私 曰、. 六 百有餘 年の 昔 にても、 人情に 於て 替らめ や、 先賢と いへ ども、 兩 雄の あらそ ひ、 基 俊 変 

頓斯の 如.，， 、 基 俊の 流 は、 俊 成 定家爲 家と 連綿して、 道榮 え、 今の 世に 至り、 和歌に 携る 輩、 此 流れ 
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に 寄らざる はなし、 俊賴の 末は衰 へて、 後の世に 結果ぬ、 素より 俊賴の 美事、 それ かれの 書に て 見 

當り、 ある は 人の 物が たりなん ど、 ひた 覺に拾 ひものして、 書 集めぬ る も、 こたび 都の 變に 焦；，」 ぬ 

れば、 空覺 のお ほ ろげ なる 事は爱 に 漏らしつ、 鴨 長 明 此流を 汲て、 無名 抄に 書る は、 嗚呼の 輩 打よ 

つて、 基 俊の 點を とらん とて、 後 撰に 有る さもな き 歌 どと を 交へ て 書 送し に、 基 俊 それ-^ の判談 

有て、 返されし を 見て、 金 吾 は 梨 壺の五 人よりも 增 りたり、 後 撰の 歌 を 批判せられ ぬと 嘲り笑へ り 

となん、 此事を 近き 世の 似 雲 法師が 難 じて、 年波 草に 書る は、 撰 集の 歌 とても、 皆々 秀歌に は あら 

す、 北ハ 築の 模様 連綿に よりて、 左な き 歌 を も 入る 事、 撰者の 機變 なり、 譬 へば 花 を 指 1- に、 花 紅葉 

のうる はしき 計 を 用る に 非す、 朽 たる 木 花な き 下草な ど を あしらへ るに 同じ、 其 心 ふ-知 f ，ぬ 人の 心 

の淺き はと 云り、 此 類の 討論 はいに しへ 今に 絶せ ぬ 習 ひなり、 いづれ を 可な りと せんや、 諺に いふ 

水かけ論 なるべし、 余が 如き 物 知らぬ むくつ け 翁 にても、 憚らす 之 を 評せば、 評すべし、 長 明 似 雲 

の 論 は、 暫く 擱き、 基 俊 ほどの 歌 匠が、 可 非 は ともあれ 三代 集の 歌を覺 えられざる は、 道の，； i 略不 

勘と も 云べき か、 任 他、 聖語を 諸 儒が なぶり ものにす るに 同じ、 共 解 所 は 遠へ 共、 聖語は どこ 迄 も 

聖語、 俊 賴基俊 は、 どこ 迄 も 俊賴基 俊なる 事 を、 

又 倩 我 好む 近に よそへ 見れば、 俊 賴の意 を 以て、 俳諧 をせば 道の ひじり 成べ し、 

1 餘 村抄、 み をつ くしと は、 み を しるしな り、 江 水の 深き しるしに、 木 を 建 置 は、 それ を しるしに、 船 

はの ほりく だるな り、 名のよ し は、 水の 深き 筋 を 水 尾と 云へば、 そこに 立る 串な り、 つ は 例の 詞 なり 

顯 注」 (顯昭 法 帥の 注) 國史に は、 難 波 江に 始立 露標と 有と 記せり、 日 本紀續 日本 紀 等に は 不見、 類 

聚國史 かと 云々， 

延喜式 第五 十雜式 云、 凡 難 渡津頭 海中 立 潯標、 若 有 舊標朽 折 者 搜求拔 去、 土 佐 日記に、 み をつ くしの 

もとより 出て なに はに つきて、 川尻に 入、 斯れば 難 波 はみ をつ くしの もと、 見えたり、 其 外 遠 江の j;?; 
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左 細 江に もよ める 例、 萬 葉に も 見え たれば、 似つ きたる 所に は、 いっくに も よむべし、 又顯 注に、 世 

俗に は、 み を しるしと いふ、 和歌に は 見 をつ くしと よむ を、 歌に み を しるしと よむ 人 侍り、 口 惜き事 

なり 云々 密勘 (定家 卿の 注) に は、 み をし るし、 いまだよ み 侍らね ど、 さるもの、 なからん： こそ あ 

らめ、 それより 見ぐ るし き 物 も、 歌に よみ 侍る めろ かと 云り、 

一 餘材抄 蘇 我 姓 は 始祖 武內 宿禰 なり、 蘇 我と も宗 我と も 書 来れる を、 後に 宗 岳の 字に 改られ たる 所以 ま 

馬子 大臣 、蝦夷 大臣、 其 男 入 鹿、 其 後 左大臣 赤 兄 皆 逆臣に して、 不忠な りければ、 赤 兄の 後、 蘇 我 氏の 

人も閒 えす、 其裔 僅に 有ながら、 先祖の 罪に よりて、 可然 官位に も 至ら ざり ける にや、 棲 日本 紀ょ. 

後、 續 日本 後紀に 至る 迄、 此氏 見えす、 三代 實錄 第三 十二に、 ー兀慶 元年 十二月 二十 七：：！、 右京 人前 長 門 

守從 五位 下石 川 朝臣 木 村、 散 位 正 六 位 上箭ロ 朝臣 岑業、 改石川 箭ロ幷 賜 姓宗岳 朝臣、 木 村 言 始祖 大臣 

-及內 宿 禰男宗 我 石 川 生 於 河 內國石 川 別業、 故以 石川爲 名、 賜宗我 大家、 爲名因 賜 姓宗我 宿彌、 淨 御原 

IK 皇十 三年 賜 姓 朝臣 以 先祖 之 名、 爲 子孫 之 避 諱詔許 之、 又 第 四十 二 云、 元慶 六， 八月 二十 三日、 散 位 

"仗 五位 下宗岳 朝臣 木 村 等 言、 建 興 寺者是 先祖 大臣 宗我稻 目 宿 禰之所 建 也 云々、 是 を以、 老 るに、 蘇.，, 

と 力け る 時 逆臣 有け る を 忌て、 我 を 岳に 改られ ける か、 古今 雜 下に、 躬恒が 「君が 思 ひ 雪と つもる はた 

のまえ すと よめる 歌の ことが きに は、 むね を かのお ほより と、 假名に かけれ ど、 其 返しの 作者の 名 こ 

は 1 示岳大 額と 有り 同集戀 十二に も、 むね を かのお ほより と 假名に て かく、 按 るに 古今 集古卞 よ、 皆 

眞 名に 宗 岳と か、 れ けん を、 此 氏の 人後に 稀に 成て なれねば、 音なる 事 を 知らで、 和訓の W かと #i 

量して. P ね を かと 書るな るべ し、 

I 餘 村抄、 ^かつみの 事、 あさかの 沼 は、 陸 奥 安積 郡に 有り、 安積 山 同所な り、 花 かつみと は、 菰 をい 

ふといへ ど 和名に も 見えす、 六帖 にも 菰 につ、 けて， 刈に 出し たれば こと 物 か、 亦菰も 秋に 成て は、 花 

あ， N. ど、 薄、 花 橘な どの 例に いふべき 花に も 非す、 其 上 菰は夏 こそ 賞す る 物なる に、 衰 ふる 頃^ 花 を 
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もてい ふべ くも あらねば、 いよ. （-覺 束な し、 叉顯 注に、 か、 る 物の 名 は • 所に も 隨ふ事 なれば、 尹 

勢の 蘆 をば 濱 荻と いひ、 亦 さか 木 を 玉く しと 申 やうに、. 陸 奥に も、 こも を かつめ と 申と か ，0.、 かつ，. f 

ふきとて、 五月 五日に 彼國 より、 菖蒲 をば 葺で 菰を葺 は、 あやめの なき かと 思 ふに、 淺 香の 沼 こ， リゃ 

め をよ むは、 僻事と..： 申すべし と、 俊賴も 記した るに、 郁芳 門院の 根 合に、 藤 原 孝 善が よめる 「あや 

め 草 引手 もた ゆく 長き 年の いかで 淺 香の 沼に 生けん」 此歌を 金 葉 集に 入られたり、 如何、 密勘 云、 陸 

奥の 習 ひに て、 菖蒲な かりけ り、 實方中 將の國 の 守に な" て 下られた るに、 五日に いかに あやめ は葺 

ぬ ぞと尋 る も、 國に 侍ら はすと 申、 拔 有べき に 非す あさかの 沼の かつみ を 刈て 葺べ しとて * 葺 せられ 

たりけ る 後、 五日 はかつ みを葺 なりと、 中古の 人 かたり 傳 へたり、 六 條右府 子息、 皇后 宮亮 信雅 朝臣 

陸 奥 守に 成て 下り、 京へ 歸 りて 申されけ る は、 此箏虚 事な り、 菖蒲 こよな うお ほか. ns と 侍け る は、 彼 

屮將の 後に や 出来 けん、 亦 かつみ ふく 事、 僻 ことならん もしら す、 今 案、 萬 葉 第 四に 「をみ なべし つ 

き澤 にお ふる 花 かつみ かっても しらぬ 戀も する 哉」 (六 帖) 「きみが をる 八重 山吹の 花 かつみ かつみる 人 

ぞ戀 しか. ON ける」 此ニ 首は淺 香の 沼なくても、 かつみ をよ めれば、 陸樊 にかぎ りて 菰、 を かつみと いふ 

にあらぬ 事 知られたり、 亦 昔より あさかの 沼に 菖蒲 有ければ にや、 左 近 家集に 或 女の 歌 「くるしき に 

何 求む らん あやめ 草 あさかの 沼に お ふと こそき け」 左 近は寳 方と； 1： 時の 人なる に、 其 頃 かくよ めれば 

かつみ ふく 說は 一 定 ひがごと なり 「かつ 見る 人に はかつ く 逢見し 人な り、 (信 明 集) 「花 かつみ かつみ 

る 人の 心さへ あさかの 沼と なる ぞ 悲しき」 (狹 衣) 「花 かつみ かつ 見る だに も 有 物を淺 香の 沼に 水 や 絶な 

ん」 是等は 今の 歌 を 取て よめるな り、 

1 餘村抄 、ひ をり の 日と いふ 事 は、 ことに 難儀なる 事に て、 袖中抄 にも 最初に 釋 せらる、 右近の 馬場 は、 

一條より 大宫の 方 を. 云、 それより 東の 方 は 左 近の 馬場な リ、 五月 三日 は 左 近 荒 手 結、 四 n は 右近 荒 手 

結、 五日 は 左 近眞手 結、 六日 は 右近 眞手 結な り、 荒 手 結の 日 は、 財 手の 近衛の 舍人、 水 干 袴に く  >- り 
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を 上て、 掲の尻 を 女の 中 ゆ ひたら やうに 引出て、 其 上に むかば きを 結な り、 眞手 結の 日に、 紅の 下の 

袴 織物の さしぬきに、 く \ り を 上す して そば を はさみて、 揭の尻 を、 袴より 前 さまに 引き をり て、 前 

に はさめり、 されば 此眞手 番の日 を、 ひ をり の 日と は 云な り、 以上 顯昭 り說 なり、 か、 れば 右近の ひ 

をり の 日 は 六日な り、 

ひ をり は 引 折な り、 引 板と 書て ひたとよ むが 如し、 法 性 寺 殿に て 五月 五日に、 俊賴 朝臣、 

長き 根 も 花の 袂に かをるな リけ ふや 眞 弓の ひ をり な るな らん 

此 まゆみ は、 常の 眞 弓に は あらで、 騎射と も 馬 射 共 かきて、 うま ゆみと いふ を 略せるな り、 まゆみの 

ひ をり と は、 弓 を ひくと つ けたり、 此ひ をり は 左 近 眞手結 をよ めり、 右近の 馬場の ひ をり の 日 あ 

れば、 左 近 馬場の ひ をり の 日 あるべき ことわり， はい はすして 可 知、 下す たれ は、 和名 集 云、 車 簾 鹿 韻 

云 恨 輝 (篦簾 二 音 俗 云 車 簾) 車の 帷 なり、 いにしへ より 競馬 は 有け ると なり、 續曰 本紀第 十七、 聖 St 

天 皇紀 曰 天平 十. 年 五月 丙 子 朔_ ^、辰、 天皇 御 南苑、 11騎：_^:走馬、 

丁む かへの 事、 古今 集 第 十 一 戀の 部、 

く 力 へ する もの にも か片 pi はくる しき 物と 人に し せむ 

常に 云、 人の 心替 りの 類 ひの 事に は 非す、 周穆 王の 時、 魯 公 扈趙齊 嬰 二人 扁^に 請て 心 を 入眷、 家に 

歸 つて 妻子に 逢ても 妻子 不識 と、 列 子に 出たり、 餘材抄 に 委し、 

I 餘 材抄、 或 抄に白 河院、 宇治 御 覽の爲 御幸 有け る 時、 餘興盡 ざるに より、 京 極大との、 今一 日の 御 逗留 

を 奏請せられ ける に、 陰陽 寮、 花洛 北に あたれば、 明日 還 御 あらば 日 ふたが りの 警 有りと 奏すれば、 

殿下 遣 恨 ふかき 處に、 行 家 朝 ET 宇： S は 都の 南に 非す、 喜 撰 「我 庵 は 都の 巽と 讀れ たれば、 不 苦と 垂 

せられけ るより 北ハ 日の 還御延 にけ る、 時に とりての 高名、 歌人なら すば、 かくる 事 あら じと、 殿下 御 

感有、 人 もまた 美談せ"  とぞ、 
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I   <: 玉： 

1 和歌 雜體の 事、 古今 餘材抄 云、 雜體 多き 中に、 古今 集に は、 短歌、 旋頭 歌、 俳諧 歌、 此 三種 を 載たり 

業 平の かきつ ばた、 貫 之の をみ なへ し 共に 折 句の 歌 なれ ど、 一首 は 旅に 入り、 一首 は 物の 名に 人り、 

遍 照の 我お ちに き、 敏 行の 玉 垂の小 かめ、 是等 俳諧に 似 たれ ど、 類に ひかれて そこ/ \ に 入れり、 も 

の、 へのよ しな か 同じ 文 宇な き 歌 も、 此部 にいれば 人ぬべき 歌 か、 

一 短歌 (餘抄 採 要) 今 短歌と いふ は 長歌な り、 古今に 短歌と 標す といへ ども、 ことが きに は、 ^長歌と 

あり、 此 箏難義 なる によりて 、古来 先達 異義 區々 なり、 京 極 黄 門 萬 葉 集 一 部の 卷々 を 委く考 て、 長き を 長 

歌と し、 三十 一宇 を 短歌と いへ る よしを 注し、 其 上に 濱成 式、 喜 撰 式、 孫姬 式、 拾 遣 集 等を考 がへ て、 

ま 先賢の 所存 を顯す 許なる よし、 貞永 元年の 遣 考な殘 され、 貫 之等獨 歩の 才人に して、 此誤 ある 事 を 

遺^との たまへ るな り、 然る を 後の 人、 千載 集に 短歌と ある を、 遣 恨と 宣へ ると 見た る は大に 誤れり 

ん饮る こもとよ 長歌と 標 しけん を， 後の 人の 短歌と は改 ける にや、 是に 限らす、 古今 集に 後の 人の 書 改め 

たらん と E ひしき 事 多ければ、 是をも 疑な り、 所詮 萬 葉に 付て、 長短 を  一^すべし、 萬 紫に、 長歌の 端 

作りに、 長歌 幾 首と かける 事な く、 唯 歌 一首 幷 短歌、 或は 反歌 幾 首と かける、 短歌 反歌 は、 三十 一字 

の 歌 なれば、 短歌に 對 して、 長歌と いふ 事 知られたり、 

旋頭歌 3 具 名 序の 中に 注せし が 如し、 赤 人 集 及躬恒 集の 中に、 是を かう ベ をめ ぐらす と 力け り ...x 義抄 

こ、 旋 頭はヒ にかへ ると よむな り、 昔に かへ る義 なり、 右に 濱成 式に は、 此 歌を雙 本と なづ く、 是本 

になら ふといへば、 昔に 返る 義に 同じ 云々、 此法 はお ほ 束な し、 旋 頭の 義は、 躬 〔21 猿に かなに かける 

ごとく、 たと ひ 左右 馬 寮な どの 如く、 頭 を 上の 宇と 同じ 句に かみと よむ とも、 それ はかう ベの 心に し 

て， 昔に かへ る義に I、 上下 各 一二 句な n は、 六 句 S ともい ふ、 at. 下句 を 末と、 し 

て、 末の 句 本に なら ふに よりて こそ 雙本 とはい ふ を、 昔に かへ る義 とはい かで いぶべき 叉 末 集に、 

r 丄ヒ^ 五 七 七と、 三十 六 字に よめる 歌 有り、 萬 葉 古今 拾遺^ は 皆 五 七 七 五 七 七と 三十 八 字に よめり、 
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辨諧歌 • 餅 は 俳の 字なる を、 なだらかなる 草書の 相似 たれば、 誘と なれる 成べ し • 俳 は玉篇 云、 皮 皆 

切雜戲 なり、 漢書 談笑 類 俳 倡、 nl 本紀に 俳優 を わざ をぎ とよめ り、 誹 は玉篇 云、 甫尾切 餅 誇な り、 言 

義 共に 犬に 異なり、 諧 は玉篇 云、 胡 皆 切 和な り、 合な り 調な り 倡な り、 或は ふい 離. 又 云 調 徒聊切 和合 

大予切 選な り、 淳于 S 几優旃 等が、 戲言に 事よ せて、 時 Q たすけと なれる 類なる べし、 奥義 抄に は、 史 

記. 漢書 等 を 引て、 滑稽に なぞら へらる、 委くは 彼抄を 見るべし、 八 雲 御抄に は、 是 はいか 成 をい ふに 

か あらむ、 まさしき 樣 知人な しな ど、 ことむ つかしき 事に 注せ させ 給へ り、 是も又 彼 御抄を ひらきて 

知べ し、 基 俊 は、 史 記の 滑稽 傳に手 を 取て 敎 ふと、 やすらかに いはれ たり、 是 によるべし、 史記 滑稽 

傳云、 太史公 曰、 天道 恢々 豈不大 哉、 談言微 中 亦 可以解 粉、 優 孟多辯 常 以談" 咲、 諷 諫優旃 善爲. 咲言然 

合 於 大道、 淳于 a„ ^滑稽 多 辯、 郭舍人 發言陳 (轿、 雖不合 大道、 然令人 至 和悅、 これ 滑稽の 大體 なり、 沿 

稽は 王道に 非れ ども、 妙 義を述 て、 時に 用 あり、 誹諧 も 是に准 ふべ し、 佛法 にも 有 之、 菩薩 有て、 戲 

笑 を さきと して、 人の 心を悅 ばし め 引て 道に 入し む、 則 この 戲笑 は、 善權 方便な り、 迷 者の 爲には 方 

便 なれ ど、 菩薩の 心 は眞實 にして、 此 外に 道 有事な し、 所謂 同事 攝 なり、 鎌足の 戲言 によりて、 入 鹿 

が劍を 解し 故に、 天智 天皇 大事 を遂 させ 給て、 皇基 かたまり、 うねめ が 水 を はしき かけて、 あさか 山 

の 歌 を、 よみし かば、 葛 城 王の いかり 忽 とけた る 類 ひも、 又此 心なるべし、 又た かくの みならす、 

戲 によみ たる 歌の よき を、 是に とれり、 萬 葉 第 十六に 嗤\ ，、黑 色 歌 嗤瘦人 歌な ど 有り、 此類 なり 詩 云、 

善 戲龍兮 不爲謔 分と いへ り、 論語に 孔子 子游が 治む る 武拔に 行 給 ふに、 絃歌の 聲を閗 て 笑て、 割雞焉 

用 牛刀と 宣 へる も戲 なり、 聖人 だに 有つ る 事 なれば、 誰かより/、、 -戲の 事な からむ、 

1 或覺 書、 和歌 を 書に、 梅の 花 卷の風 秋の 霜 菊の花な ど、 の、 字 入て 書べ からす， 又 上の句の 頭、 文字 

にて 書かば、 下の句の 頭 は 假名に て 書べ し、 下の句 頭文字な らば、 上の句の 頭 假名 たるべし、 上下 共 

に 假名 は 苦しから す、 上下 共に 眞名は 心得た る 人の せぬな り、 
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1 或覺 書、 句 苺に 字餘 りの 歌、 

ありそう みの 波間 かきわけて かつく 蟹の いき も つきあ へ す 物 を こそ 思 へ 

みなとい りの 芦 わけ 小舟 さはり あ ふみおな し 人に ゃ戀ん とお も ひし 

此類 耳に 立す、 

1 右 同、 定家 卿の 戀歌 

软く ともこ ふと も 逢ん 道 やなき きみ 葛 城の 峯の 白雲 

是は 或る 內 親王の 御 契 中た えて 枯々 なる 頃、 讀て 送り 給 ひしな り、 父 俊 成 卿 それ迄 は、 此事 世の 禪り 

有と、 つよく いさめ 給 ひしが、 此歌 をった へ 聞て、 今ょりはと^-むべ からす、 迚も 思 ひとまる まじき 

心と 見えたり と 仰け ると なん、 然ば此 歌 親の いさめ 世の そしり も かへ り 見ぬ 計り、 深き 情の 見えた る 

にや、 うち 聞 たる 所 は、 さの み 格別なる 事 もな し、 此 歌に 深き 情の 見えた る はいか と、 工夫し 得た 

らば、 戀の歌 はよ まるべし となん、  - 

一 右 同、 曾 丹 集、 是は曾 根 好忠の 家集な り、 好忠丹 後の 受領た る 故、 かく 名 付し か、 

一沙 石 集、 家隆の 子息の 禪師隆 尊、 坂 東 こ. - かしこ 修行して、 或 地頭の 家の 前栽の 櫻 花 を 折て 逃け る を 

、干： 見 付て、 あの 法師 捕へ よと、 襄々 敷詈 りければ、 冠者 原 追 はへ て 捕め てけ り、 fl 師 不祥に あ ひて、 

せんかたな かりければ、 殿に かく 申 玉へ とて、 

しら 波の 名に は 立 ともよし 野 川 はな ゆ ゑ 沈む 身 を は うらみし 

しかぐ と 云、 ば、 繩 はなつ け そ、 唯 具して 來ょ とて、 とり 留て さまぐ に 饗し かし づきて、 な 

ど擧 問し ける と閉 えし、 若く 侍りし 時、 坂柬 にて 聞て 侍し、 彼 禪師始 て 修行 せんとて、 同行 一人 具し 

て 都 を 出て、 江 州の 或 里に 行 暮て宿 かるに、 すべて かさ^りければ、 せんかたなくて、 或る 小 家の 怪 

しけなる に 立 寄て、 日も暮 にければ、 押入て 夜 を 明し、 朝 出け る を、 主 呼 と^めて、 物の 隙より 差 出 
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したる 物 を 見れば、 折 敷に 紙 打 敷て、 稗の 鎮を 置たり ける、 紙に 物 を 書た る を みれば * 

數 ならす いやしき 草の 實 なれ ども これに ぞ かくる 露の命 を 

返し 

わ ひ 人の 命 を かくる 草の みとき けば 淚の露 そこ まる V 

一年 山 打 間、 那須の 碑、 荒野に 空しく 境れ 有 由、 西 山 公き こし 召て、 佐々 助 三 郞宗淳 に 命じ 給 ひ、 石 を 

疊み 碑亭を 建て 再興 を さ せ 給 ふ、 

那須之 碑 

(墓 堅 八 間 撗間碑 高 四 尺 三寸 濶 一 尺五寸 厚八 寸八行 十九 字 都 fc 五十一 I 字) 

永昌 元年 己 丑 四月 飛鳥 淨御 原大宮 那須國 造 追 火 臺那須 宣事提 評 督被賜 歳次 庚 子年 正月 二 壬 子 日 辰 節 

彌故 意志 麻 呂等立 碑銘 倔 云 爾仰 惟？ S 公 廣氏尊 胤國家 棟梁 一 世 之 中 重 被貳照 一 命 之 明 車 一見 冉甦碎 骨 

sill 以曾 子囊無 有擎仲 5 門 無 I 者 行 孝 拳 不改舊 髮堯心 澄 II 月 童子 意 

香 助；^ 作 徒 之 大合言 喷字故 無 翼 長 飛 無根 更國 

』1 三 I 着 書) 右那須 國歸在 下野 ii 津上鼻 云、 、|兀 年 己 丑 四月、 飛 暴 御原 杳 i 

S2 難 i 事、 靠 督篇、 歲 I 子年 正月 ニ攀晨 節、 彌故寨 麻 暴、 S,  A 謹 年 

"Itrrr  ^J. 画 碑文、 元年 上 二字 不甚 分明、 11.  S 一字 也、 然 本邦 ま i 

U 飛鳥 淨 御原 天 武朝也 、天 武有朱 鳥號、 永昌 字形 稍 似 朱 鳥、 想是 歳月 之久、 字 體訛缺 也. 推爲 朱略歸 

f 元.？ 在 s^、 而昔己 丑 則 非 朱 鳥 也、 乖 按囊后永昌 元年 I 已丑、 II 三年、 此 

^ 本^ U 闕 111 擎擎 、靈 二字、 於 蒙 安、 疑是 物故 之擎、 學年是 文武 翠也、 霸謹 

^  0^^^ 而歷 任持统 文武 者 也、 凡 上世 碑 今 存于世 者. 此碑與 陸 奥壺碑 也、 而 壺碑爲 好事 者、 

往々 f  荒 籠 草 i、 無人 f 者、 白 非 我義ま ni- 安 雷 iir 死者 若 有 知、 那須 
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  .  八 五六 

國造析 々然於 地下 焉、 

一年 山 打 聞、 業 平の 容貌 麗し かりし を、 世に いひ 傳 ふる は、 伊勢 物語 をよ む 人 多き 故 成べ し、 家 持 事 は 

萬 葉 集 ふるくより 流布せ ざり し 故、 人知ら す、 萬 葉 第 十七 卷、 平 群 氏 女郎が 歌 十二 首、 御 釋に家 持 は 

風流の 美男な りけ るに や、 第三に 笠の 女郎が、 託 馬 野の 紫 深く 染 しょり、 第 四 第 八お よび 今此女 |§ に 

至る 迄、 あまたの 女の 心 をく だけり、  、 

一 右 同 記、 大伴大 友は刖 姓な り、 大伴 は道臣 命の 末にして、 昔の 武將の 家な り、 淳和 帝位に つかせ 給 ひ 

てより、 御 名大 友なる 故、 大の字 を さりて 唯 伴と よぶ.、 大友は 近 江滋賀 郡の 鄉名 なり、 大和 物が たり 

に、 黑 主の 事 かける 彼 郡の 住人と 見えたり、 長明抄 に、 滋賀郡 明 神は黑 主な りと いふ も證 なり、 十； 1 今 

集 M 名 序に、 則 大友黑 主と かけり、 和歌 作者に 大伴黑 主と かける は； 傳寫の 人の 本源 を 知らぬ 誤な り 

一 右 同 記、 ひめ はじめの 事、 資益王 日記、 明 應十年 正月 一 日 云 諸 社 之 遙拜之 後、 三獻有 之、 次 看經、 次 

御 ュヮ、 次 比 目始、 

海人 藻芥 (中 御 門 宣方 卿の 子 惠命院 僧正 宣守 作) 曰、 公家 御 瞎飯者 强飮也 • 執 抦家等 如此、 .姬 飯 全 分 

略儀 也、 但人々 依好惡 用 之、 强 飯時 飯 湯 也、 而 近代 姬 飯時 (ヲ モュ マイ ラセ ョ) 召 不叶现 也、 

按 和名 集 抄糯索 (和名 比 目 或 說又曰 非 米 非 粥の 義 なり) と あり、 其 次に 別に 粥と 出して 和名 之留 加. S 

薄麼 なりと あれば、 鳊索は ひたすら 粥に あらす、 唇に ひめ はじめと ある は、 年始に 糯索 はじむる 事な 

るべ し、 

1 右 同 記、 西 山 公彰 考 館の 事、 明 暦 元年 武州 小石 川 邸 中、 高き 地に 建 給 ひて、 彰考 館の 三 字、 額 は刖四 

山 公の 御 筆な り、 此 文字 は 左傳の 序に、 彰往考 来と いふより 取 給 ふと ぞ- 額の かたはらに、 

史館敬 言 

(敬 恐警卒 ) 一 會館者 辰 半 入 未 刻 退 一 書 策 謹 不可 汚 壞粉失 之 一 囂談諍 論 宜最或 之 
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一 論文 考事各 當竭カ 若 有 他所 駭則虛 心 議之勿 執獨見 一 在 席 勿 怠惰 放肆 

此館 にして 神武 天皇より 後小松 帝 迄の 本紀、 幷に 公家 諸 臣の列 傳を史 漢の體 にえら ばせ 給 ふ、 後に 成 

功して、 大 日本史と 名 付ら る、 其 中に 神 功 皇后 を 后妃 傳、 大友 皇子 を 帝紀に 載せ、 三種 神器の 吉 野よ 

りかへ りたる 迄の、 南朝な 正統と し 給 ふなん、 西 山 公の 御決斷 なりけ りし、 館の 諸懦 たち、 さまく 

議論 有て、 御顏 ばせ を 犯した る 輩 も 有し かど も、 是許は 光國に ゆるして よ、 當時 後世 我 を * 罪する 事 

を 知と い へ 共、 大義の か k る 所い かんと もしが たしと て、. 他の 議論 を 用 ひ 玉 はす 此 館の 藏書は ひさ ご 

の 形の 中に 彰考 館と いふ 文字 をし るした る 印 を 押せ 給 ひたり、 

1 右 同 記 T 高き 屋 にの ほりて 見れば け ふり. たつ 民の 竈 はに ぎ は ひに けり」 此御 歌仁德 天皇 乃 御製と 申傳 

ふれ ども、 御 歌の さま、 上 占の 姿に 非す、 もし 天 慶六年 日本 紀竟 宴に • 仁德 天皇 を 題に 得 奉りて、 誰 

そわ 詠 給 ふに や、 朗詠 集に、 剌 吏の 歌と は剌 吏と は國、 S 守 なれば、 もばら 此 歌の心 有べき 故に 意 を 汲 

て とられけ るが、 もし 义た延 喜 六 年 日本 紀竟 宴に、 藤 原 左大臣 時 平の よみ 給へ る 歌の、 かく あらたま 

りたる かとお ほし、 大 かた 似た る 歌な り 、「高殿に の ほりて みれば あめのした よもに 煙の いま ぞ たな 引」 

日本 紀竟宴 和歌 二 卷は宗 尊 親王 眞 跡の 寫 なり、 又按 るに、 後 撰に 天智 天皇 秋の 田の かりほの〕 お" の苫を 

あらみ とい ふ 御製 も、 日本 紀古事 記に 載られた る 御 歌の 體 よりも、 遙に 後の世の 風と 見 ゆ * 疑 はしき 御 

歌な り、 代々 勅撰の 集と いふ ものに、 撰者 達不呤 味なる 事、 多くみ ゆれば、 一向に 信用し がた し、 又 

曰鑌 古今 集賀 に、 九月ば かり 菊の花 を、 聖武 天皇 「一白 敷に うつろ ひわ たるきく の 花 句 ひそまた る 萬 代 

の 秋」 此歌 ともに 何に 出た るか、 お ほよ そ 萬 紫 集に は、 菊 をよ める 歌 一首 もな し、 又 歌の 姿 さらに 卜- 

古の 體に 非す、 
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〇 誹諧 二人 連 集拔書 

中華の 滑稽 は 道に 非す してし かも 道 成る 物な り、 故に 政の 助と 成し 事 歷世問 例 多し、 東方 朔、 淳于 党 

など、 此 道に 襄 たり、 我 朝の 誹諧 則 滑稽な り奧 義抄、 其 外 世々 の說 同じ、 其 あらまし の 心得 を、 我 ふ 

たり 連 集に 書 置る を、 或 人 見て、 是 誹諧の みならす、 萬に 此意を 離る ベから す、 爱 にも 記して よと す 

すめに 住せて、 ひだりに すさみぬ、 穴 賢 識者に 見す る 物に 非す、 我が 類 ひの 人の たどりお く 道の 杖と 

も 成な ば、 幸 S ならめ とお も ふ 許な り、 

ils^ 諧の事 和 歐雜體 にあり、 今の 誹諧と 稱 する 一 格、 先 は 右の I 體に もとづくな り、 其 體を 申さば、 鶯 Q 

聲を 人來々 々と閲 なしな どした る 利口なる 體、 和歌の 誹諧 體 ときこ ゆ、 され どもむ かし 公 仕 卿經旨 S な 

ど さへ 知らぬ よし 申されし ー體 なれば、 矧ゃ 後の世の 人爭 で、 此論 にあ づ からむ や、 唯此 道の 假の 名と 

のみ 覺て、 深く 理義を 穿ち 諭さん とする は惡 し、 連歌 誹諧の 起り を、 瞻山集 (元綠 の 頃應々 翁 方 山 著) に 

委 く書顯 せど も、 餘り 書き 過て、 いさ &か 不審の 事 も 侍り、 諕を 申さば、 昔 は 今い ふ 誹諧 も、 .^フ の 連歌 

も 差別な く、 總名 連歌 成し を を 中古 連歌に 法 を 定られ しょり、 おの づ から 俚諺 を 悼る 様に 成 行 ま. 1 に、 

たま， 連歌 滿 座の 上に て、 誹諧 體の句 を述て は、 假に 誹諧と 號て 與ぜし を、 いっとな く此 道の 名に 用 

ひしと 見えたり、. 濫觴 斯 なれば いたく 此 名目に なづ まぬ がよ し、 但斯 いへば、 其道淺 間なる 樣 なれ ども 

さら- -\ 左に 非す， 誹諧の 廣大 なる 所以 は、 詩歌に 述が たき あらゆる 天 地の 間の 事を暖 もな く、 言 を 巧 

に 云 叶へ る 故に、 其 汎き事 量りな き 道な りと いへ 共.、 うらむ く は、 遙に世 移て、 連歌より 分れ 出た る 道 

なる により、 之 を 信す る人少 く、 た 狂 連歌な どの 様に、 不堪の 人の 思 ふ は、 大 なる 僻事 ,5^ るべ し、 さ 


ばかり 其 世の 名匠 達 Q、 狂 連歌と は 云 はす、 誹諧と 號 けし 事、 末の世に 廣 く榮ん 一箇の 維 名 を、 天地 自 

然の 道理に て、 圖らす も 云 出せし と 見えたり、 其 頃 伊勢山 田の 神官 荒木 田 守武、 ある は 山 崎の 宗鑑 など 

い へる、 連歌師、 したしく 之に 心 を 寄せ、 守武は 獨吟千 句 をつ り、 宗鑑は 犬 筑波を 作る、 然れ ども 其 

法し かと 定ら すして、 た！. - 連歌の 式目に 做 ひ聯ね 行事 成し を、 鼻祖 貞德 翁， 此道 にせち にして、 規矩 を あ 

ら ため、 御 傘 を 作り、 (全部十册)九條^$山公ょり、 誹諧 宗匠の 號を賜 ひしょり、 今に 至て、 なべて 世の 

誹諧、 此 流れ を 汲す と 云 ふ 事な し (fK 滿宗因 は、 ^流な り、 今 も壞林 誹諧と 稱 する もの は、 宗因 ながれ 

連歌の 原と する 所 は、 景行 天皇の 御宇、 日本 武の 尊の 詠 給 ふ、 珥比麼 利菟^ 波の 片 歌に 始る、 是 故に 連 默 

を筑 波の 道と いふ、 誹諧 は 連歌より 原 遠く、  二 神の 浮 橋に て 唱初給 ふ を權舆 とすと 云々、 按 るに 連歌 餅 

諧相 供に、 後世に 輿り し 道なる を、 斯く 濫觴 を 神代 上古に 取る 事、 畢竟 其理を 以て、 道の 信 をつ けん 爲 

の 事 成べ けれ 共、 是も云 過に て、 後人 かへ つて 之 を 信ぜす， 其 外 色々 の說を まう け、 或は 誹諧に 非す 誹諧 

なり、 誹に ハイの 昔な しな ど 云 族 も 有り、 食後 世 好士の 意見に して、 一 々とる に 足らす、 唯い にしへ にした 

が ひて、 誹諧 何れ にても 用 ふべ し、 字義に 拘る はち ひさき 事な り、 上古より 護 来れる 事是に 限る ベから す 

今一 々夫 を fi- して 益な き 事な り、 又曉山 集に、 誹諧 を 狂 連歌の 樣に辨 じたる は 不可な り、 連歌に 對 して 狂 

連歌と する 時 は此道 至って 陋 しく、 連歌に 對 すべう もな し、 近く 譬ば、 和歌と 狂歌との 優劣に て 知べ し、 

連歌 誹諧、 さほど 懸隔す る 道に 非す、 旣に 前に 云 如く、 昔 は 差別な かりし 事 分明な り、 建 治の 舊式應 安 

の 新式 を 立ら れ しょり、 雜體を 偉り て、 往々 に 誹諧と 分れた る 許に て、 狂 連歌と いふに は あらす、 宗鑑 

が 作れる 犬筑波 も、 右の 集に 述る所 は 犬 連歌の 心に 取れ ども、 其 身の 卑下 は 格別， 道の 事 を 左様に 殘し 

て、 宗鑑が 書べき 樣も なし、 御 傘に 犬筑 波の 事を釋 して、 宗鑑 がみ づ からの 卑下な りと 書淺 されし を證 

とすべし、 

 . 1  £ 九 


草  翁 


ん六ひ 

もろく-の 首 r 國字 和訓 を もて 釋せ ざれば、 敎示 する 事 難し、 其 解す る 物 は何ぞ 誹諧な り、 はいかい は 

變匕を 要と して、 一道に かたよらす、 祌懦佛 を 一に 合して、 森羅萬 象、 人 i^: 七 情 を 自由にす るの 道な に 

上 は 公事 國孜 より、 下 は 民の いとなみに 至り、 之に 洩る 事な し、 或 人 和歌 を 金に なすら へ、 餅 諧を鐵 に 

比したり、 實 にも こがね は 上に 位して， 己が 威儀 を 崩さす、 世 をす くひ." 鐵は 己が 位の 尊卑 を 定めす、 

あらゆる 物に かたち を變 じて 世 を 抉く、 是を 以て 金鐵 互に 闕て はならぬ 道理 を 思 ふべ し、 

凡 物 毎に 趣向 有り、 それ を 句作り する に、 手に を 葉 を 以てす、 てにをはの 遣 ひやう あしければ、 理通ぜ 

す、 巧に 手 爾遠葉 を 調れば、 事を辨 す、 强 ちに 風月の みならす、 世 わたり^ 爾 なり、 か- -る廣 き 道なる 

事 を、 よく 心得て 叚 初に 一 句を述 ると も、 よこしまの 心 を 戒め、 ェ 案すべし、 さりと て； 止しき のみと こ 

ころ ざせば、 誹諧の 本 體を失 ふ、 句々 誹諧 を備 へて、 邪 正 こもぐ 變花 すと いふと も、 自ら を愼 みて さ 

へェ 案せば、 邪 は 悉く 他の 噂に 成べ し、 此考 殊に 專耍 なり、 古人 云る 事 あり、 句をェ まんに は、 水鳥の 

. ^こ 浮 むが 如しと、 此心は 鳥の 水上に 遊ぶ は、 餘所 目に は 悠然た る 様 なれ ども、 足に て 絡^な く 水を搔 

くな り、 其 如く 上 をの どかに、 下 は努々 ゆだんす ベから すとの 心 持な り、 我不 寧短才 なる 故に、 生涯 此 

道 をのみ 規 とせり、 是 諺に 云、 叶 はすぶ しなり、 ねが. はく はもろ く の 道に もとづき よりて、 而 して 此 

道の 働 を 以てせば、 鬼に 鐵棒 なるべし、 

事々 物々 上古に はじまり 末世に 起る とて、 時代 を崇 とむ 事 にても なし、 新ら しき もよ き はよ く 上世 も あ 

しき は あしきな り、 釋 門の 敎も 梵字に ては濟 度なら ぬに より、 唐土に て は 漢字に 譯し、 我 朝に て は 和訓 

を もてあまね くに 及ぼす， ill 敎 また 同じ、 我國の 神の 道す がら • 時 風 押 移れば 上れる 代の 事 は通ぜ す、 

段々 に 時代に 隨 ひて 之 を說く 中に も佛道 は猶も 衆生 を 度 せんと、 近世 法然 親鸞 日蓮 等の 祖師 達、 あら 

たに 宗！： を 建て、 之 を 導き. 此敎 海內に 布く もの は、 凡 星霜 僅 四百 餘 年に 過す、 然れ ば、 是も 近き 世の 

事 なれ 共、 用る はかくなん 行 はる、 なり、 誹諧 も 尊 まば、 など か 之に 傚 は ざらめ や 
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風體の 事、 あしく 心得れば、 た 一 C に 成て、 はい 諧を失 ふ、 其 もと を 喪 ふ 時 は、 fi- 虱 も 邪 風な り、 

に 角に 我 は 誹諧に 遊ぶ と 云 事 を 忘れす して、 一 句 を も 案じ、 文章 を もつ るべ し、 うかう か 案 すれば、 

は 連歐に 成. - 文章 は 古草 紙 か、 漢文 を 假名に 書た る 様に 成て 誹諧がぬ けて いぬるな り" 和漢の 言葉 を 

借る とも、 誹諧 を體 として、 其餘を 用と 心得れば、 あやまつ 事な し、 又 誹諧 はけ やけき 俚言 計と m 心 ふ も 了 

簡遠 ひなり、 言葉 は みやびたり とも、 心 だに 誹諧なら むに は、 何の 科 もな し、 また 點取 をい やしむ 人 は、 

雅情 有に 似て 作 配う とく、 點 取に 耽り 遊ぶ 人 は、 一句 をェむ 事の みを詮 として、 雅を 忘る、 和 歐に褒 

あり、 况ゃ 誹諧に 點取 なからん や、 た 兩 樣を棄 すして、 かたよる ベから す、 

體 用の 事、 發 句に かぎらす、 句 毎に 疎か 成べ からす、 世人 之 を 等閑に 思 ひて、 或はよ き 言葉 を もとめて 

は 之に 相應 する 趣向 を あとより 入る 故に、 拔 群の 句 をもう けがた し、 趣向 は體、 言葉 は 用 なれば、 體有 

ての 用と 云 事を不 忘、 趣向 を 立て、 而 して 後に 句作り を-なすべし， 但 まれに は詞 より 入て、 趣向 を 後に 

付る 事な きにし も あら ざれ ども、 願 はく は 逆なら ざる 樣 にと 云 事な り、 右に 申 如く、 つけ 合に た 三百 Q 

多き も、 其體 用に 疎き 故の 失な り、 題詠の 本 句 は、 もとより 題を體 とす、 是に 反すれば、 放題 傍題の 難 

有りと 知べ し、 

つけ 合の 事、 つけん/ \ と 計 かたより なやむ 時 は、 一句ぬ けがら とたる. 魂な き 句 はたと ひ 前によ く附 

といへ ども、 何の 詮か あらん、 一句の 詮 とつけ 方と 相 兼す して は、 つけ 合と 云 物に 非す、 どちらへ も か 

たよらぬ 様の ェ風 專耍 なり、 

或 人 (江 州 守 山の 儒 士宇野 長 右衛門な り) 問、 誹諧の 附 かたはい か 成ぞ、 余不圖 心に 浮びし ま、、 とみ 

に 答け る は 誹諧 付 方の 事、 古來 連歌に 十體を 分ち、 それより 八十 體と 分れ， （-て 其 委しき に 至る、 是 

必 しも 此數體 の 通りに つけよ とに も 非す、 連綿 同じから ぬ樣 にとの 義 なり、 はいかい も 之に 傚て、 つ 1- け 

行事ながら、 其 席に 臨て 斯く 多端し 案じら る- 1 物に も あらす、 大 てい を 申さば、 しめ やか 成 夜話の 心 持 
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よろし 凡 夜話と いふ もの、 思 ふ どち 打と けて、 うらなく 語り合 こそ、 秋の 夜の 長き もいた う 惜しま るれ 

なまじ ゐに 前へ 附 むと おも ひ、 ある は 友の 心 をく みて、 其 好む 所へ 合さん とすれば、 いつしか 興さめ て 

倦く 物な り- 之に、 繼と しもな く、 友の かたれる に應 じて、 色々 の 趣向う かべる を、 何となく つかね も 

て ゆけば、 やすらか にして、 情 もせち 成べ し、 又 そこ はかと なく 語る 內に は、 語 絶す る 事 も あれ 共、 そ 

れ にも. GT 然の發 語 有て、 附ぬ 様なる 咄も、 心 だに 和合 すれば、 おもて はっかす して、 しかもよ く 付くな 

り、 是 誹諧の 轉の ー體 とも 申べ し、 又噺 のつ け かたの あしき 夜 は、 自ら 興盡 て、， 各 早く 退散す、 之を咄 

のしまぬ と 云、 誹諧 も 亦 同じ、 是 故に 假 初の 附合 をす るに も、 噺 のしむ 如くに 案す る、 是 付かた の 近道 

なるべし、 古人の 一 一 一一 C 葉に、 はいかいの 付 様に 二 やう 有り、 親類の 中 あしきと、 他人の 中よ きとな り、 此 

の ふたつの 可否 を考 ベて 付べ しと 云 ひ、 ある は 又 付かた の 事 は、 中よ き 夫婦の、 脊中 あはせ に寢 たる 姿 

なんど こそよ けれ 共 申傳へ 侍る、 惡 しくつけん とすれば つかす、 親しき 樣 にて 疎く、 うとき やうに てし 

たしく、 其 中に こそえ もい はれぬ 付 所 は ある なれと 答ければ、 問 人 は儒士 成しが、 犬に 信伏して、 實に 

も 聯句な ど せんに、 此心 持專耍 ならむ， よき 德を 取たり と悅 びぬ、 右 は師說 にも 非す、 問に 委せて 口へ 

出る 儘に 對 しが、 其 後 此心を もて や をら つけ 句 を 案す るに、 など やらん 心 穩に覺 ゆ、 之 を 鼻祖に うた ふ 

ともよ も、 僻事と は 叱り 玉 ふま じき か、 

執 中の 事 は、 はせ を 翁 も くれ，. i\ 申されし 由、 物 毎に 之 を 忘る、 時 は、 過不及 出來 るな り、 たと へば 句 

を 作る に、 うま 過る、 から 過る、 水く さ 過る の 類、 或は 擧文 くさく、 歌く さく、 上手 臭く、 すましたら 

しく、 なめし う、 我ぶ るの 類 皆 非な り是等 はっくり ものに て、 上に は 邪と 見えす して 邪な り、 唯 己が 情 

を 一 筋に 述て 自らなる 感を 生す る を 本意と す、 磯馴松 は 造り 松、 又は 時節の 花と、 窒^の 花に 比すべし、 

又餘 りに 謙 下して、 時 を 得て^ 花 を ，咲せ ぬ も、 彼 臭みより は增 なれ ども 非な り、 鬼 角 己が ほど を 願る 事 

を 忘る まじ、 總 じて 「がると r 臭き と は 人の 私な お、 穴 賢 自ら 戒む べし 、「がると は 譽られ たがる、 出來 
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したがる、 成たがる、 行たがる、 ほしがる、 惚られ たがる、 此類各 願 ひの 「がるに て惡 し、 同じ 事に て 

も、 嬉しがる、 かなしがる、 いやがる、 など は 生れ 付の 「がるに て、 ゆるす ベ けれども、 それ も 過る は 

科な り、 願 ひの 「がる は 忘れても 遣 はぬ 言葉と 知べ し、 臭き も 「懦 者く さき、 坊主く さき、 侍く さき、 

自慢く さき、 潛上 くさき Q 類、 皆惡 し、 此臭氣 から 谩 心と 云 蟲 がわき、 我 は 不正に して 他 を 非に 見る の 

意 爆ん になる、 是 仕込み 様の あまき 故な り、 鹽 加減 さへ よく すれば いかなる 炎 天 といへ ども、 臭 氣も出 

す、 蟲も 生す、 よく 馴て 熟するな り、 世に 臭み を 愛する は、 五 辛に 限るべし、 其餘 は皆惡 し、 畢竟 「がる 

も 「くさき も、 己に 負け、 己に 惚 るより 出たり、 か、 る 類 ひ を はら ひ 除け て、 からくも あま くもなし、 

よき ほどに 鹽梅 をな すべし、 又た とひ 鹽梅 はよ くと も、 機變を しらねば 詮なし、 其 機變に は、 或は 人 を 

饗せん に は、 はじめは ふくさ 味嗜 やうの 物に て、 腹 をと、 のへ、 实闌に 及ぶ 頃 は、 水 吸物に ロを悅 ばし 

める の 類、 又う まきと て、 くじら、 どぜ うの 味 ひ はい やし、 鲷 のうまみ こそ 難 はな けれ、 水く さき も 素 

湯の 吸物 は惡 し、 少し 鹽 梅なくて は 吸 ものに ならす 是其 場々々 の機變 なり、 いづれ にも 執中變 化の 事、 

くれぐ 不可 忘、 誹諧に 限らす、 なべての 事 同じ、 かく 口に はいへ ども、 我 も 常に 忘れがちなる 故に、 

つとめて 是を思 ひ 1 る 許な り、 雅俗の 二つ 最 忘る まじ、 俗 をも捨 す、 俗 中の 雅 有り、 雅 中の 俗 有り、 雅 

中の 俗 は 句に も 寄べ けれど、 大 かたは 劣れり、 俗 中の 雅は 皆よ し、 

さし あ ひくり と 云 れんより、 句 者と いはれ よと、 故人 も 申 侍る、 去 嫌の 事 は、 道の 放言 を 止る の 法に て、 

世の 憲法と は 違 ひ、 畢竟 は 月 にめ で 花に 戯 る- - 情の のど やかなら む爲 ばかりな り、 さる を 誹諧に て、 事 

知 額に それ は 何、 かれはい かに、 御傘斯 くな ど、 いかめしく 罵る 人 は、 お ほむね に 違 ふ 物 か、 いにしへ 

より 席の 事 は 其 日の 宗匠に 住すなら はしなる を、 とや かう 論す る は 可 も 否 成べ し、 喩 へば 茶道の 法に 同 

じ、 是非に 法 を 立ん とする は、 法に く- -らる  >  なり、 大が ねさへ 遠 はす は、 風情 Q よきに しく はなし、 

又 博く 學 むで、 匙の 廻らぬ 醫師 と、 事 を 知て 作 配に 疎き 俳士と 彷彿たり、 醫療は 族に よって 轉 化し、 徘 
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作 は 趣向に 隨 ひて 機 變 にわた る、 醫療排 作 相と もに 活物 なれば、 習 ひの 儘に て は 行ぬ 事な り、 風儀 は 世. 

に 押 移て、 其 中に て やすらかなる を宗 とせよ、 何 流が 流な ど- -、 已が黨 を 結んで 道 を 狭く する 事に て は 

なく、 ひろく 筑紫 吾妻の 人と も、 うらなく 情 を 交る こそ 與 あめれ、 流義に 差別な く、 能き のが 能と 知べ 

し、 猶も 初學の 人に 申た き事盡 し， なけれ ども、 老 Q くり 言 も、 よしな しと 筆 を 停む、 

因に 記、 月 花の 句の 事相 かまへ て 疎略 成べ からす、 又 深く 爭 論に 及べから す、 鬼 に^に 時の 宜しき に 

隨ふ にしく はなし、 近き 頃 或 宗匠の (千歳 堂 文 石な ho 燕 席へ 友に 倡れ て、 圖らす も 音信し に、 こ は 

めづ らしと て、 た ひふる に 請 じ 入られ，. 心なら す も 座に 着て、 懷 紙の 披露 をき けば、 はや 三の 花 前に 

近し、 殊更 予の 花の 句 を のぞまれ、 此花 にて 香 を 供す るな ど、 一 かたならぬ もうけの 上 たれば、 いた 

ういな むべ う もな く、 いさ k か 謙 讓の心 を、 

嗚呼が まし 花 有 貌の犬 さくら 

と 思 ひつ 1- けて、 句 をいた しぬ るに、 此句正 花 六 かしなん ど 沙汰 有て、 一 座 しらけて 見えけ るに ぞ、 

ょしゃた^,是を論ぜんには、 猶々 時の 興 もさめ なまし と さりげなく、 

花に 錠お ろし そめた る、 華 頂 山 

と 異なる 花に 案じ 替て、 心 あらん 人 は、 此 句の 心 をく みて 知れ かしと おも ふ 計に、 胸 を はるけ 滿 座の 

上に て辭し 出ぬ、 此大 さくらの 句の 七 字 を 花に 交るな ど、 替 なんに は、 一座の 論 も 有 まじ けれども、 

左に て は 一句 無下に 拙く なれる も 厭 はし さに、 かくなん、 變體の 花に 替て、 千々 の 思 ひ をい はでの 山 

の 岩つ、 じ、 猶 山吹の いはぬ 色に あら はしける も、 はや 三と せむ かしの 春な りけ り、 我苟 くも 稚 なき 

頃、 吟 花堂晚 山に， 此 道を哺 めら れし事 をつ く/ \ おもへば、 鼻祖 四 世の 名 を 汚す に 似たり、 此 故に 

道の 邪 を あやにく にいた むの 餘り、 つたなき 辨を 遺しぬ、 往年 湖南の 角 上が 予に 語りし は、 我 はしれ 

たる 下手 なれ ども、 近き 頃 人し きりに むつび よりて、 師弟の 因 を 乞 ふ、 是我を 慕 ふに 非す、 芭蕉 三世 
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の 名 を 呼 れんと に 有と 笑ぬ、 予 も又爾 り、 とまれ かくまれ、 道の 爲に、 世の 謖りを 忘れて、 あやしの 

すさみ をく りかへ しぬ る を、 穴 かしこ 腹 あしくな 思 ひ 玉 ひそ、 

安永 己一 K 年舂 正月  其 蜩 翁 (墓 齢 七十 書) 

〇 乞 兒屠兒 喧嘩 

我 八 旬の 春、 無 僕に て七條 河原 を 通りし に、 細き 假 橋の 上に て、 ゆきか ふ 人、 老 をいた はりて、 各 身 を 

よぎて 過 行に、 一 人の 乞兒 憚る 所な く、 橋の 眞中を わたり 來、 其 さま 古き 菰を 幅廣に 身に 纆ひ、 黑き事 

類な し、 橋の 中央に て危 きながら 我 身 を ひそみて、 かたへ に 寄 居た るに、 乞兒 少しも 用 拾の 心なく 招 遠 

ひて 通りぬ、 前卷 にも 記す 如く、 今の 世界に なべて 奢らぬ 人な し、 かた ゐ すら 己が 身の きたなき を 威光 

にして、 人 をよ ける 心なし、 世の 人 之に 觸 る- -を厭 ひて、 のいて 通す を、 よき 事に して、 したり 顔なる、 

是 乞食の 奢な り、 それ は 鬼 も あれ、 老幼 をいた はる は 人情なる に、 辨 へやらぬ は 非人と よぶ 名の 當れり 

と、 あざみ て^れぬ、 又 是には 反して、 先年の 事なる が、 或 人の かたりし は、 寺 町 松原の 邊り を、 道心 

者 體の老 者、 夕暮 かたに 通り か i り、 履物の 鼻緒 切て 難儀せ しが、 かたへの 軒下に、 屠兒 履物 を 直し 居 

たる を、 幸に 之を賴 む、 價三錢 に 究めて、 老者は ほとりの 店に 腰 を かけて 待 居る、 暫 して 鼻緒 を 立て 投 

いだす 老者懷 を 探す に、 錢ニ 文なら ではなく、 故に 其斷を 云て、 道錢を 渡せば、 屠 兒大に 腹 を 立て、 其 

爲に 初に 相對 せり、 是非 三錢 とらん と 云、 老人 さま- ^\斷 いふと も 聞かす、 ゆき、 の 人 も 立留 り、 町內 

よりも 出て 之 を 見る、 老人 ひたすらに 鉈て、 初めに 錢を とくと 改め 見るべき を、 卒爾に 赖み 今更 仕 かた 

もな し、 何分 料簡 をして 給れ と； 6 ける に、 さらば 外に 了簡な しとて、 立た る 鼻緒 を 引ち ぎって 投 返す、 

老人 是非な く 其 履物 を 手に 提て、 すごぐ と 北の方へ 歸 りぬ、 寺 町 は ゆき. - しげき 所 なれば、 追々 に 人 

立 か、 り 之 を 見聞して、 屠 兒の擧 動 を 憎ぬ はなし、 折節 上の 方より、 究竟なる 菰 かぶりの 乞食 來か、 り 

て、 始終の 様子 を 見て、 つか と 屠兒が 側へ 行き、 矢庭に 渠が 首筋 を 抓て 引 提げ、 已れ稳 多の 身と し 
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て、 浮世の 人への 存外、 殊に 老人の 色々； 給 ふ を- 唯一 錢の 事に て、 今の 擧動は 何事 ぞ、 憎き 奴 哉と 打 

擲す、 屠 兒大に 怒て、 菰 かぶりめ が、 己が 搆ひ にならぬ 事 を 入らざる 腕立 をして、 何とす ると 篤る を、 

されば 餘 所の 喧 嗜 を 買 は、 人らぬ 事 なれ ど、 今 Q 老人が さぞ 無念 成べ けれども、 老人と いひ、 穣 多を扣 

手に 喧嘩 もなら す、 すご— -と歸 わし 心底 を 推量して、 幸 己に は 我がよ き 相手 成れば、 老人に 代りて 

仕返し をす る ぞと云 も 不敢、 屠兒を 大地に 投 付て、 飽迄蹈 散して、 徐々 と 河原の 方へ 歸 りぬ、 屠 兒も其 

強勢なる に 僻 易して、 犬の 逃吼の 如く わめきながら 立 去ぬ、 佇 ー乂の 人、 皆 心地 能が りて 乞 兒を贊 る、 町 

の 年寄 も、 始終 を 見て 居たり しが、 町の 用人 を 呼て、 今の 乞食が 働き、 あまり 健なる に、 之 を 褒美に と 

ら せよ とて 鳥目 百 文 取 出し、 用人へ 渡す、 用人 受取て、 乞食 を呼戾 し、 爾々 の 由 を 云て 鳥目 を わたせば、 

乞食 不 喜して 申け る は、 我 褒美 を 貰ふ覺 なし、 今の 喧嘩 は 全く 御 町に 對 しての 事に 非す、 申さば、 淘町. 

を噪 したる 咎を 蒙らん は、 是非な し 然る を 却て 褒美 を 賜る、 御 年寄の 取 計 面白から す、 我に 過分の 錢を 

賜ん より、 始に ー錢を 足して やら るれば、 何事な く 相濟事 を、 其 俵 はなく 今 さら 理に當 らぬ褒 jIK は 望な 

しとて、 錢を投 返して 去ぬ、 乞兒 にも か、 る 者 も 有り、 渠が 身の むかし こそ 心に く けれ 以前 も 乞食の 歌 

とて、 とり はやせし は、 

ぬるまの み 人に か はらぬ 思 ひ 出 を 憂世へ かへ す あかつき のかね 

いかなる 人の 零落し にや、 又 辻 狂言の 髮長 圑之丞 が、 仲 か 間に、 源 七と 云る 坊主 有り、 是は 上京 川 西の 

住人に て、. 大 長屋 を 所持して、 暮 しかねぬ 者な りしが、 或る時 月に うかれて、 河原に あそび、 乞食の 集 

錢 出しの 酒 盛に 交 はり、 世に なき 樂 みの 心地し、 それより 世 業い やに 成て、 は 頃 能狂言 を 好む に 任せて、 

我が 家督 を ふり 捨て、 髪 長を賴 みな かま 入して、 日- に 北 野の 常 見 世へ 出て 思 ふ 儘に 狂言 をし こ 樂 しむ、 

己が 居 町 北 野へ は 程近ければ、 昨日 迄 膝 を 交へ し 知 音 親類 之 を見咎 て、 苦々 敷お も ひ、 色 * 異見して、 

呼 返さん とすれ ども、 源 七 さら./ \ 得 でせ す、 跡 はよ き樣 にして 給 はれ、 我 は 一 生此樂 しみに 終 へんと 
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て、 再び 立歸ら す、 此十年 計 巳 前に 死し ぬ、 坊主に て 其 儘 源 七と 名乘 しも、 風流な り、 前方より 辻 能へ 

落た る 者 も餘多 有り、 增澤 右近 田巾告 兵衞、 近-米の 太鼓 擊次郞 を はじめ、 各 放蕩の 惰夫 にて、 人に 疎ま 

れ、 せんかた なくに 零落す、 其 外 或 神職の 弟 は 勘當を 請て 後、 洛中 を 踊 廻り、 錢乏き 時 は、 彼 門前の 町 

へ 踊り 來り、 町內は 出生より 知合た る 者 計 なれば、 皆 面を掩 ひて 笑止 がれ ども、 其 身 は 聊も耻 とせす、 

神主 せんかた なく、 自分 は 知らぬ 由に て、 錢五百 文 あたへ、 重て 門前へ 来る 勿れと 制す、 則諾 して 錢を 

貰ひ歸 り、 其 錢盡れ ば又來 る、 始 Q 程 こそ 人 も 鬼 や 角 申 つれ、 度 重れば 例の 事よ と 取 敢る者 もな く、 錢 

を ねだりても やらねば 來 止ぬ、 又咄 し物眞 似の 彥 八が 仲 か 問に は、 此 類の 者餘多 有り、 一 日擧 ぐるに 不 

及、 此源七 は 其 類に も 非す、 唯一 筋に 好む 處に 遊びて、 己が 所帶を 捨て、 耻をも 知らす、 されば 好む 處 

は陋く けれども、 志は隱 君子に 似たり、 

〇 山 本忠彌 

元 文 寛 保の 頃、 柬寺田 中に 山 本忠顯 とい ふえせ もの 有り、 元は 京 所 司 代 組の 同心に て、 佐 七と 申せし が、 

牧野 河 內守所 司 代 在役の 中、 渠に町 目 付つ- E. 付ら る、 河內守 勝手 不如意に 付、 洛の 町家へ、 普く 無心 を 云 

て、 銀 を 借け る、 佐七此 事に 預 りて、 追々 用金 を 調達 させぬ る 故に、 甚 首尾 宜く時 めきぬ るに 仍り、 之に 

媚翻ふ 者 多し、 己が 目 付の 威光 を 以て、 陰惡勝 計す ベから す、 斯て 過分の 金銀 を 溜め、 夫より 謀計 をめ 

ぐらし、 同 組の 與 力へ 仕 送と 稱し、 銀 を 貸附、 返濟 はニ條 御藏に 於て、 御 宛 行 米 を 直に 佐 七 方へ 引收、 

米屋に 托して 之 を售拂 ひ、 與カ仲 か 間 一 銃に 不如意 なれば、 始は悅 で 我 も/ \ と 佐 七を賴 み、 渠に振 任 

せ 置け るに、 飽迄 高利 を掛て 引落す に仍， 次第に 返濟滯 り、 滞れば 元 銀に 直して、 證文を 仕替、 後に は 

I 人 分、 何十 貫目と 云 借 高に 成、 御 切 米 は 悉く 利 足に 引取れ、 漸く 渴々 の 釵米を 佐 七より 請 取、 與 力の 

難儀 喻 へん 方な し、 猪 其 上に、 人に 急用 要用 は 有る 習 ひなれば、 左様の 時 他 借 を せんに も 御 宛 行 は不淺 

佐 七に 抑留せられ、 其 外に 引當 無き 故に、 他に ての 才覺 一 切 不出来、 是非な く 臨時の 調達 を 佐 七へ 親め 
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il 5X、  .rwnWS をます 、息. て與 力の 御 宛 行、 一年の 總高現 米 四千 石は大 かた 佐 七が 有 一 

ば、 ま 群 を 巧み、 一 unfl 口 斯 して 享 保の 末に 至り、 I  )  it 

となりぬ、 一 ^^：" 一一 IM^^iluq 仕お" り u  ilil 立て i なれば、 雪 

爱に 於て t^I/^^M^i^^ 手に 歸る や 否、 元 文 元年 文字 金銀に 改る 故に、 歸り あつまる 

方に も 否と は 云 1 J^lulpuulf  、 之 を 聞傳 へて 猜ま ぬ者 はなし、 而 して 佐 七 は 病 氣を 申 一 

所の 一 萬 兩打も ぬらさす に  一 千 UM^d I 山 本 I と 看して、 方 二十 間 許の 屋舗 一 

立て、 同心 株 を 他へ f^^MM^^ii  r 吊^ 他， tui 熏 を 連れ、 妻女 他行 は 常乘 も 一 

に、 i 成る suihsslsii" の雙 家の 逢の 京 隱居 かと I、 一 

の iin 第" 赚 piHJi 一 

、新て 國の大 守 逝 J;. は お 錢來, 續 J は" 固 一 

迎て、 阿波 淡 路兩國 の 太守と す 健 次 不得止 辜 耗^ せ r スとレ ^さ  1 ^ 

^  、^は j_ "一 敏さ L  、焰 魔な ども 彼 地へ 行、 一 かど 取 立ら れし とやらん 承りぬ 其 外 杯" 一 

薩丽 fills 

Mn^^lErl.  ill にて、 If.  lij 

* に i ノ汰 せし が、 いかなる や 延寬|の頃 、ばた くと 身上 憤れ ，，ゾ銀の大ザ」窳—£て J  . 


缓り、 其 子 彌門は 病身に て、 父に 先立て 死、 難^.〕； に 忠彌も 死して、 眷. 邊个殘 離散して、 さしもの 余^ 

紫閣も 跡な く、 今 みれば 破媒の 中に 畑兑 えて、 はかなき 蕩 跡と 爲る、 實 にや 謀計 は 一 旦の 利潤と いへ ど 

も、 夕に 亡る 車 「速な り、 不義の 富貴 は 浮 雲の 如く、 貨 悖て 入 もの は 又 悖 出る の 聖語宜 なる 哉、 されば 前 

條に 記せる 源 七 坊主 杯が 事 はまの あたりの 耻 なれ ども， 小事な リ、 夫より は 忠彌が 如き 利欲 Q 爲に、 人 

道 を 喪 ふの 耻は大 なれ 共、 其耻は 匿れ て發覺 せす、 譬ば手 を 出して 貪る 小盜は 刑せられ、 盜臣と 呼る i 

ほどの 大盜 は、 刑 をまぬ がる、 浮世の さま こそ 薄情 けれ、 
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〇 憚 受領 國 名の 事 

或 問、 御當家 天下 御 創業 以來、 諸侯 已下 諸士の 2^.^ 武藏守 三 川 守 を 相 憚り、 井に 尾 張 守、 常 陸 介 を も 

遠慮す る 中に、 紀 5^ 守 許を不 憚は奈 M、 答 云、 佘も此 事 を 不審 さに、 个：： 老に尋 ける に、. 古老 云、 分明の 

事 は 知れす、 或說に 云る は 南龍院 殿、 (頓宣 卿) 始て紀 の國を 賜らせ 給 ひし 時、 松 平 紀伊守 之 を 聞て、 改 

名の 催 有 よしを、 顿宣卿 ほの 聞 給 ひて、 紀伊 守へ 宣 ひける は 和 殿 は予が 領國を 遠慮して 改名の 沙汰 を 聞 

り、 甚 以て 當 るべ からす、 抑 御 邊の家 は、 三 川 松 平 十八 家の 內 にて；，^ しく 當 家の 氏族たり、 今 こそ 御譜 

代 一統の 列の 様 なれ ども、 以前 は 松 平 衆の 分 は 御 マ 族と 稱 して、 御會釋 も替れ り、 然れば 我 とても 庶流 

の 事 なれば、 各 逹に替 る 事な し. 夫に 對 して 遠慮 あらむ 事、 究て 然るべ からす、 當 家の 宗 窒へ對 しての 

義は 格別、 其餘の 遠慮 無 (盆な り、 畢竟 各に 不限、 諸士の 受領に、 左様 Q 心 遣 ひなき 様に 有 度と 宣 ひける 

故、 紀伊守 承伏して、 改名に 及ばれす、 仍て 他家の 人々 も 之 を傳へ 聞て、 紀伊國 ばかり は 遠慮せ ぬ 様に 

成ぬ とぞ、 頼 宣卿は 寛量溫 厚の 將 なれば、 さも 有ぬべき 事な めり と. 云々、 此說 眞僞は 知ら ざれ ども、 據 

有に 似 たれば、 之 を 注す、 又 越 前 は 他家 御相續 とはいへ ども、 秀康卿 は、 正しく 台德 公の 御 兄 君 なれば、 

彼 卿 御 在世の 內は、 將軍 家よりの 御 崇敬、 他に 異なりし 事前 卷 にも 粗 注せり、 1 一代 目 一 伯 公の 暴 逆 故に、 

御 家混亂 し、 自然と 御 格式 も衰 へたり、 か. -る御 家柄 なれ ども、 越 前 守の 號を # ら ざる は、 往年 御耩な 

き 公 命 にても 有しに や、 ノ 結句 越後 守 は、 今に 於て 諸士 遠慮す ると 見えて、 他に 之を稱 する 人な し、 中頃 

の 越後 中將 光長 朝臣 も、 越 前 家 なれば、 格別の 沙汰 も 有 まじき 事に や、 量 察する 處、 最初の 越後 少將忠 

輝 朝臣 は、 他家 御 相 積も 非れば 其砌 遠慮せ し舊 例な らん や、 夫に 反して、 駿河守 をば、 御搆 なき は 奈何、 


^  翁 


駿河守 神 祖御隱 居の 園に して、 其 後駿河 大納言 忠長 卿の 御 威勢、 柳 營に並 はせ 給 ふ 事 世に 知處 なり、 然 

るに 忠長卿 御 生害の 後 は、 其 遠慮に 不 及と 兑 えたり、 され 共 今に 於て、 駿府 は御番 城に て、 御城 代已下 

嚴 重の 御 備の國 なれば、 餘國と は 違 ふべき 事なる に、 ， 遠慮せ ぬ も 不都合なる 事な り、 是等は 御作 法に は 

あらで、 世の なら はしと や 申べき、 

因 記 神 祖の御 時、 酒 井備後 守に 領地 增被下 事 有り、 (國郡 村 名 失念) 伕之其 拜地を 郡 奉行 代官の 輩 手 廻 

り 改る處 に、 何 村と かやに、， 備 後と 云と 云 百姓 有り、 右 は 殿の 御名に 差 合間、 名を改 むべ しと 申せ ど 

も不聽 之、 後備 後 守 自身 領內 を點撿 せられし 時、 彼 者 を 呼出し、 名を替 よと 被 申 渡に、 渠が申 は、 殿 

樣には 迷惑なる 事 を 被 仰 候、 我等 は 代々 の備 後に て 候へば、 其 儘 彼 置 下され 候に と 申、 備後守 聞て、 

允 左 有べ けれども、 我と 同名に ては紛 はしければ、 何と 成と 名を替 べしと、 重て 被 申に、 我々 は近鄉 

まで 存ぜぬ 者 もな く、 家 古き 備後 にて 候、 紛敷 いか r と 思 召 候 は i -、 殿様の 御名 を御替 なされ 可 然と 

申、 備後守 元來溫 和の 人 なれば、 打 笑て よし -,, \ -、 其方 は此 所の 備後、 我 は 地頭の 備後 なり、 其 儘 名 

乘 べしと て事濟 ぬと ぞ、 

〇 塚 田 多 門 上書 

寛 政 1 一 戌年 六月 尾 州の 懦臣塚 田 加 門 上書 

儒者 塚 田 多 門 乍 恐 申 上 度 奉存候 

文武 雨 道は士 たる 者の 常 職に 御座 候て、 人 々本より 修行 會得仕 敷 事に 御座 候處、 殊更 近年 * 格別の 

嚴命 下され 候に より、， 天下の 士彌無 油 斷相勤 候 風俗に！ 能 成、 扨々 難 有 御 儀に 奉 存候、 右に 付 誠に 愚陋 

の 私 式の 者 申 上 候 も 奉 恐 入御 儀に 御座 候へ 共、 私 二十 ケ年餘 も、 御 府內儒 業 相 立罷在 候て、 諸侯 方 御 

旗本 衆、 幷諸 家の 土人 へ 往々 廣く 講習 切磋 仕 候 へ 共、 唯今の 御 時節柄に 若く は 一 盲 四 盲 を 引の 敎導杯 

仕 候て は、 實に 以て 國 恩に 相 背 候 程 も、 萬々 恐 入奉存 候へば、 彌 出精 仕 候て、 聊麁 忽の敎 導等不 仕樣 
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にと 戒愼仕 候義に 御座 候、 依 之 乍 恐 愚存の 趣、 一 通り御執政の御方の御聞に人申度奉^^^候は、 凡 文 は 一 

治を敎 るの 道に して、 武は亂 を 止る の 道た る 事、 衆人 も 知る 所に 御座 候て/ 文道は詩書！^樂の敎法をー 

以て、 1^ 下の、 こ 孝悌 忠信 を 勤る に 過べ からす、 、武道 は 弓馬 劎鎗 0 械器を 以て、 天下の 不牵 不忠の 者 一 

を、 懲 すに 過べ からざる 道に 御座 候て、 弓 は殼を 引て 發 つより 外な く、 馬 は ひくと ゆるす と 0 外な 一 

く、 劎は擊 より 外な く、 鎗は 突より 外 有 まじき 術と 被存、 往古 は 弓馬 劎鎗 共に 流派 有 之 候 沙汰 も 不承 一 

候 得 共、 中頃より 其 人々 の 會得致 候 場 を 以て、 種々 の 流 義出來 候て、 弓劎の 術に て 申 上 候 半に、 御 流： 

儀の 小 笠 原 流の 弓術、 柳 生 流の 兵法の 外に も、 當時弓 は 竹林 流 多く、 諸侯の 家々 に は、 吉田大 藏雪荷 一 

日 置 流な どの 古流 も 有 之、 兵法 は 當流新 當流新 影 流 武藏關 ロト 傳 無敵 無 服 等 0 諸 流 多く 御虚候 間、 何 一 

れの 流儀 にても 上手 名人 だに 御瘦候 はに、 皆 御用に 可 相 立 御 事と 奉存 候、 且 自然 唯今の * にも 八幡 太； 

郞、 鎭 西八郞 とも 申べ く、 兵法 は 義經正 成 共 申べき ほどの 名人に 御座 候 は. -、 本より 流 诚の御 辱な く、 一 

御用に 可 相 成 御 事 かと 奉存 候、 依 之 愚案に 奉存 候、 文 道に は 勿論 元來 流派と 申 事 は 無 御！^ 候 間、 堯舜： 

の 代の 道 を 本と 仕 候て、 聖人 孔子の 敎法を 以て、 孝涕 忠信 仁義 を 導て、 天 下 國家を 治る より、 外 無 御 一 

趣 御 事に 御座 候 得 共、 戰 國秦漢 より 以来の 道 を 學び候 者の 見識、 種々 に 違 ひ 候 間、 各 目 分々々 の會ー 

得 仕 候處を 以て、 言 を 立て 書 を 著し 候 は 藤 世 多く 御座 候に より、 後世に 至り 候て は、 舉問 にも 種々 & 

1^ の 名 yl 出来 候て、 是非 得失の 諍論譁 しき 事に 罷成 候、 本より 聖人の 道に 流派の 分るべき 道理 は 無 ® 

座 候 得 共、 たと へ 唯今 流派 を 唱候擧 問 にても、 何れに も孝俤 忠信 を 敎導仕 候て、 天下 國家を 治る に 過 一 

たる 敎は有 御 II 間 敷、 誠に 恐ながら 東照宮 御 一 統被遊 頃 迄 は、 年久敷 戰國に 御墜候 間、 天下 皆 干戈の. 

中に 御座 候 故、 文 道の 心 懸；？ ^之 候、 諸侯 大夫士 も、 深く 學問 修行の 間 も 無 御座、 御 時節に 有之處 . 

其 頃 始て裎 朱の 擧 渡り 候砌 にて 御^ 候て、 惺嵩道 舂相傳 へ、 能 其敎を 寧び 得 候に より、 林道 春 召 出さ- 

れ、  御 3? こ. 罷成、 林 家 被 相 達 候より， 御擧 問の 御 流 俵 は、 程 朱の 敎の樣 に 相 成 候 得 共、. 昇 平の 御恩漫 


周く 四海に 流れ 候 御代に 被 成 候より、 fK 下の 諸侯 大夫士 も、 各位 綠に 安堵 致 候て、 學問 修行 も 仕 候に 

依て、 前 來久敷 垣れ 居候 古書な ども、 追々 世上へ 顯れ出 候て、 五六 十年來 は、 學問仕 候 者、 程 朱の 書 

の 外に も、 弘 く漢魏 以上の 古き 書籍に も涉 候て、 講習 仕 候 者 も 多く 有 之、 其 內には 又々 其 人の 見識 を 

以て、 劍錯の 流派の 如く、 擧問も 種々 の 名目 附候得 共、 何れに も 聖人の 敎に仍 り、 天下の 人 を 孝悌 忠 

信 仁義の 道に 誘引 仕 候 者に 御座 候 はに、 何 流 にても 世上に 大勢 有 之 候 程、 太平の 御 政務の 萬 歩の 一 の 

御 益に も 可 相 成 候 事に 候 半 かと 奉存 候、 古 は 儒學計 にても 無 御座、 醫術杯 も、 醫和 扁鵲の 頃に は、 流義 

無 御座 候、 漢 魏以來 追々 方法の 書 著述 致 候 者 多く 有 之、 療治 方 種 A に 分れ 候處、 後世の 醫師 は、 偏に 宋 

元の 間の 醫 法に のみ 依て 療治 仕 候處、 近世 は 山 脇道 作- - 香 川 多 仲、 吉益周 助 杯 申、 上手なる 醫師出 候 

て、 漢魏の 頃の 方法に 因て、 療治 方、 夫々 に 發明仕 候より、 唯今に 及 候て は、 醫 寧と 申 候へば、 傷 塞 

論、 金醫 要略、 外臺秘 要、 千金 方な どの 古き 醫書 を、 第一 に 學び候 様に 相 成 候、 是 もた とへ 何れの 流 

にても、 疾病 を だに 能く 療治 致 候 は 、古 八 r- の 嫌 ひ 有 之 間 敷 事に 奉^ 候、 昔より 太平の^ 績候 時分 は、 

何事 も 古き 道 興り 候 例に 御座 候て、 漢の 高祖の 一 銃 致されし 時には、 擧 者と 巾 者 も 世に 少く、 書籍 も 流 

布不仕 候處、 其 後 渐其所 彼 所より 古書 顯れ出 候て、 名高き 學者も 多く 出來、 聖人の 透復々 世に 弘 まり、 

夫より 打績 き、 唯今 迄に 學 問の 道 傳り候 事に 御座 候、 且狂 夫の 言 を も 聖人 は 撰て 用ら れ、 芻 堯の賤 き 

者 迄に も 問ひ詢 々と 承 候へば、 況ゃ 尊者た る 者の 申 事に 候 は 、何れの 流派と 申 事な く、 古今の 說々 

得失 を 撰て、 何れも 取 用 ひらるべき 御 事に 可 有 御座 か、 又 人 は其氣 質の 近き 所に よりて、 各 好む 所 同 

じからざる 者に 御座 候へば、 弓馬 劍鎗の 術 も、 御流義 の 外の 流義 も、 人々 の 好みに まかせて、 修行 可 

仕事に 御座 候へば、 擧問も かなら す、 伊洛の 流に 無 御 候 共、 人々 の 好みに まかせて、 漢餽已 上、 

宋 以下の 嫌 ひなく、 修行 致させ 度 ものに 奉存 候、 沸 者 も 宗流を 以て 比況 仕 候に、 御 常 家の 御寺 は、 ョ 

河 以来 淨土宗 に 御座 候處、 南光 坊 天 海なる 英 方の 佾御 信用 被爲有 候より、 格段 東 教山御 建立 御座 候て、 
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其 後 は 禅 代々 上野 增上 寺の 兩 禅寺へ 被 爲人候 事に 相 成 申、 依 之 奉恭察 之、 其 御 時節に、 程 朱の 畢法 

御座 候 共、 若 聖人の 道 を 能く 會得 仕て、 道 春に 不 劣才； S 咼き攀 者 有 之 候 は r、 乍 恐 寛仁 大度 G 神！？ y; 

以て、 流派の 御 嫌 ひなく、 御^ ひ 可 被 遊 御義に 御座 候 半 か、 竊に奉 承知 候 御義、 本朝 博士 家の 經學は 1 _ 

古来より 漢魏の 注 本に 相定 居候^、 林道 春 京都に 於て、 初て 朱 子 注の 論語、 講釋仕 候 得ば、 朝廷より 一 

神祖へ 御沙汰に 被爲及 候處、 其 御 時節に 道 春 程の 者 も、 外に 相 見得 不申候 得ば、 其 儘に 差 aw 相 用 ひ 疾_ 

とも 苦し かる まじき の 旨、 御 答に 被 爲及候 由 奉 承知 候 御義に 御座 候、 左 候 得ば、 唯今の 御 時節 にても、 ： 一 

能々 士大夫 を 誘引 仕 候て、 孝悌 忠信の 道に 導き、 其 人材 を 敎育仕 候、 舉 問に 御 座 候 は t -、 何れの 流派 一 

と 申 御 撰み なく、 人々 の 信す る 所の 學 者に 隨て、 文 道 修行 致 候 様に、 公 命 を 下され 度 御 事 かと 存奉候 

右の 段 申 上 度 奉 存候譯 は、 私學 問の 傣、 父 塚 田 善 助 名 は 行宜、 字 は 敬 美 號旭嶺 と 申 候.、 幼少より 窒新： 

助 殿に 隨身 仕罷在 候て、 儒 業 相 立 候 得ば、 私事 も 幼少より 伊 洛の敎 を學び 候處、 其 後 昇 平の 御德 宇の 一 

下に、 年来 徘徊 仕 候て、 外に 師匠と 巾 者 も 御 ま 一、 唯 廣く古 八 「の 擧 者の 敎方 を、 彼是 見聞 仕 候內、 たへ 

また ま佘 〔得 仕 候 様に 覺候義 共 御座 候へば、 愚 不肖の 私に 於て 流派 建 候 事 は、 何と やら 學 問の 本意 無 御； 

座 候 様 奉； 候 故、 隨學の 人々 へ 敎導仕 候 は、 何の 學 流と 申 事 は 無 御座、 唯 聖經賢 傳の敎 を 以て、 直に； 

孝悌 忠信の 則 を 論し、 臣子 たる もの、 人倫 日用に 取 候て、 近く 益 有 やうに 仕度 心得に て、 敎導仕 候 事 1 

に 御座 候、 然虑 近頃 は 御 旗本 衆 杯、 私 方へ 人 學被致 度 由 申込 有 之 候 衆 中 も、 先攀 流の 尋 候て、 朱 子學； 

に 無 御座 候 は 、他流の 擧者越 中 守 irt 嫌 ひに 御座 候 杯との 沙汰 御座 候て、 猶豫被 致 候 衆 も 有 之 様相 聞： 

え 候、 勿論 御 執政の 御 方に、 左様の 思 召 は 有 御座 敷 御 事に 候 半 哉と 奉存 候へば、 是は 人々 の 心得 遠 一 

ひに も 御座 有べ けれども 奉 存候得 共、 何れに も右體 取沙汰 御座 候て は、 學問も 所詮！ S 諛 順の 事に ま 一 

成 可 申 哉、 世俗 Q 議に、 我 寺 貴し と 中 .le^f 御座 候て、 各 其 最初より 信す る 所の 道 を 改候事 は、 極めて # 

き義に 御座 候 得 共、 然れ ども 常人 は 鬼 角に、 顯諛の 心 免れざる 者に 御， M 候 得ば、 貨財の 賄賂 行 はれ ざ. 
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る 御 時節に は、 何事 にても 御 執政の 御 方の 御 好と 存候事 を、 我心 中には 信ぜざる 事 にても、 面 を 易て 

斷順致 候 者 も 可 有 御座、 左様に 相 成 候 事 は、 折角 難 有 御世 話 被 遊 候ても、 文 道の 實義、 忠信の 道 3 心 召 

の 僚に 行 兼 可 申 哉と 奉存候 故、 誠に 非 分 不礙の 罪 を 不顚、 此段 1： 聞 入 申 度奉存 候、 恐惶 謹言、 
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右 は 松 平 越 中 守 設、 本多彈 正大 弼 殿への 上書な り、 

乍恐以 書付 御內々 申 上 度 奉存候 

擧 問の 儀 聖人 孔子の 御殁 後、 敎法漸 變化仕 候て、 戰國の 時に 至、 旣に 孟子 荀子 杯の 敎方 流義相 分れ、、 

秦始皇 に 至て、 自己の 英氣に 任せ、 我權を 募り、 古の 道を廢 し、 經籍を 燒捨候 得 共、 又々 漢に 至學問 

盛に 罷成、 夫より 三國の 時に 及 候て は、 名 儒 碩學、 夫々 に 著述の 書 多く、 敎方 種々 有 之 候處、 宋 朝に 

至、 又 一 變仕 候て、 性 理の學 に罷成 候義に 御座 候、 本朝に 於て、 博士 家の 學經書 も 皆 古注に て 被講候 

由に 御」 ij 候處、 頃 は 天 正 女祿の 間と 存、 性 理の擧 初て 相 渡り、 慶長 年中 林道 春 御用に 被 成 候 得 共、 專 

1 に 程 朱の 敎 計り 御 信用の 御 様子に も 不被爲 在、 南光 坊 杯の 講釋も 被 爲聞候 御 事、 且其 時節 旣に群 書 

治 要、 貞觀政 要 杯、 流布 仕候樣 御世 話 も 被 遊、 右 群 書 治 要は、 三國 以上の 經傳お 子の 要 語 を 拔萃仕 候て、 

種々 の 敎方相 見え 候へ 共、 程 朱の 風の 性 理の敎 は、 一向 相 見え 不申、 乍 然其御 時節より、 林 家 被 相 達 候 

より 公儀の 御學問 は、 專ら 宋學の 様に 相 成 候 得 共、 右宋 學の內 にも 最早 流派 分れ 候て、 林 家の 擧 問と、 - 

山崎嘉 右衛門、 淺見 重次郞 杯の 敎方 も餘 程遠 ひ、 其 後 御用に 相 成 候、 新 井 筑後守 殿、 窒新助 殿 杯 も、 

亦銘々 の 見識 相違 仕 候 様に 奉 存候、 然處 太平 打 鑌候御 時節 は、 何事 も 古き 事共 追々 興り 候 例に 御座 候 

て， 五六 十 年已來 は、 古書 往. < 多く 世上に 流布 仕 候 故、 諸侯 已下學 問 仕 候 輩、 程 朱の 敎の 外、 古書に 

隨ひ、 學問仕 候 者 も 多く 有 之 候 得ば、 自分 夫々 Q 人材 を 成し 嫁 事、 文 道 盛なる 御代に 罷成 難有裨 事と 

奉存 候- 然處此 御 時節 松 平 越 中 守 殿、 朱 子 舉を被 好 候て、 他の 學問は 被 嫌 候. S に 相 聞、 近頃 越 中 守 殺よ 
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翁 り 林 大擧頭 殿へ 御 申 渡の 御 書付の 趣、 世上に 相傳 へ、 唯今 迄 古書に 隨て、 擧問仕 候 輩 は、 內々 一統に 慷 

^歎息 仕 候 沙汰に 相 聞 申， 最早 五六 十 年来 も、 天下の 諸侯 方 家 々にも 過半 充滿让 候學問 を、 御 執 成 御 

威 權に相 畏候迎 も、 唯今 迄 信じて 學び候 十：： 書 を 捨て、 是 より 更に 小學 近思錄 より 擧び初 候 事 も、 得 仕 

草 一 問數、 唯 學問相 止め 候 外 は 有 御座 敷 や、 博奕 も猶 やむ に まさると 申 御： に 御座 候へ 共、 たと へ 何れ 

の擧流 にても、 天下の 士舉 問の 志 有 之、 孝子 忠臣の 道に 進む 者 多く 相 成 候 は ^ -、 あながちに 朱 子學に 

限り 可 申に も 有 御座 間 敷、 然る 處右體 の 取 さたに 御座 候て は、 實に 世上の 學問 衰微の 基に 相 成 可 申 ia 

と奉存 候に 付、 誠に 乍 恐 愚 存の處 一通り、 越 中 守 殿御 聞に も 入 申 度 存念に て、 ^紙の 趣相認 候へ 共、 

；?^ 事 年 久敷御 家へ 罷出、 不相眷 侍講 侍 讀被仰 付、 幷御 側の 衆 初、 御 家中の 衆 中へ 年來無 斷、 日夜 講 

習 切磋 仕 候義に 御座 候へば、 別紙の 趣、 御 側へ 差 出、 自然 御覧に 入 候 上に て、 乍 恐 御沙汰 相 伺 度 奉 願 

候 事に 御座 候 以上、 

戌 六月  塚 田 多 門 

右 は 主君 尾 陽の 太守へ 上書な り 

是には 類 ふべ う も あらね ど、 我 好む 戲の わざ ごと すら、 此理 りに 過す、 蕉 門と 稱 する 徒、 浮世の 俳諧. V 

芥の 如くして 交らす、 た 己が 徒 計 あつまって、 堅 法 華の ごとくう き 世 をち いさくして 遊ぶ、 ばせ を は 

雲水の 人に て、 か、 る 志 は 露 も 有べ からす、 後人ば せ をを賨 て、 世の たつき とする の 謂な り、 流派 はふ 

まれ かくまれ、 唯よ きがよ きなりと 云へば、 かたへの 人 云 事 は、 其よ きとい ふ も Q は 何ぞ、 答 云、 善 fSft 

は 萬 事に 有 は 勿論な り、 其よ きと 云 も、 己が 好る 僻 を 以てよ しとい はん は 誠の よきに は 侍らす、 唯 衆人 

の感 通して、 自然に ゆるす 所 をよ しと 云 やうな 物な り、 なべて 善 惡の非 を究ん は、 難き 事に て、 我よ し 

と 思 ふに も 非 有り、 又 其 非と いふに も 僻論 有り、 かりそめ のこと だに、 己が じ-^ 一  に歸 せす、 況ゃ 人道 

の大 論、 孰 を是、 いづれ を 非と き はむ ベ けんや、 衆 儒の 學派 も、 我 を 立る 事、 大 やう 右に 云る 蕉 門の 徒 
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に 等し からん か、 それ もよ き 先生 は 其 論に 涉ら ざるべし、 いづれ に是も 唯よ いのが よきと 知るべし、 

〇 粟田口 辨藏が 事 

延享 寬延の 頃、 粟田口に 辨藏と 云 者なん 有し、 贋物の 上手に て、 何 を 似せても 正 眞と兒 ゆ， され ど 己が 

巧に て、 人 を 惑す 事 をせ す、 唯 人の 需 めに 應 じて、 何 にても 作る 中に も、 陶器の 類 殊に 妙な り、 或 人 交 

趾の 香合 を 所持す、 狸の 腹 鈹を擊 の 形な り、 其漦 破れて、 狸の 腹計殘 りし を 辨藏に 托して、 蓋 を 布袋に 

作り 替て、 腹 を 其 儘 布袋の 腹に 用 ひたり、 是を 作りな せる 處、 更に 寄せ 合たり と は 見えす、 交趾の 土藥、 

且 古びた る さまよく 取合て、 さながら 生の 如し、 茶 湯に 用 ふるに さしもの 客 ども、 a 偽 を 化 分る 者な し、 

また 或 所の 開帳 靈寶 に、 綱が 金 札 を 持ん とて、 辨 藏を賴 む、 其 物 數寄を 聞て、 辨藏點 頭せ す、 其 所以 は、 

綱保昌 が詞戰 ひ、 暮て、 羅生門へ 往て見 届ん とする 時、 頼 光 傍に 在り、 板 を しるしに 建よ とて、 綱へ 渡 

さる k の 主意な り、 賴 光の 側に、 兼て よりか- -る余 札 をもう け 置るべき やうな し、 乎 もとに 有し 板 を 取 

敢す 渡されし と 云ん かた 宜 かるべし、 然れば 七 百年に 及ぶ 板 なれば、 拷 く 形 も 壤れ、 まして 文字 杯 は、 

安 宛なら ぬが 可 然と 申せ ども、 夫に ては榮 なしと 云る 故、 左 有らん には餘 人に 作らせら る 可と 斷を云 ひ 

しと、 辨藏が 直の 咄 しなり、 渠究て 貧困に して、 朝夕の 煙 を 一斗，、 れ ども、 ひたぶ る 酒 を 好て、 竟に 素面 

なる 事な し、 細工 を 跳る 人 あれば、 則 ュ叫金 を 借りて、 それにて 直に 酒^ をと. - のへ、 北ハ 金の 有ん 限り は、 

日夜 樂 しみ、 盡れば また 跳 先 を 駅 廻り、 金 を 乞て 生涯、 其 格に て 一物 を も 不貯. ，：^ く 募して 終ぬ、 凡 偽 

物 をェむ もの、 世に 餘多 あれ ども、 多く は 人 を 訛ら かして 多くの 金 を 貪る、 是らは K 銀の 類に して、 論 

に不 及、 辨藏は それ を愼 て、 人の 需め のみに 隨ひ、 一 己の 邪 をな さ る は、 せめても の isii- なりき、 
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町々 地代 店貸總 上り 高 町 入用 總掛り 高 取調 候處、 町 入用 褂り萵 多分に 相 見え 候、 一 體町入 の 內據有 

之、 減 方 無 之 分 は 公役 銀、 其 外 譯立候 公用 筋、 且名 主役 金に て、 右の 外 は 如 何 機と も 取 計 方に ぉ之镜 

に 候處、 是迄家 守 まかせに いたし 置 候 故、 不 取締に て、 費用 多分の 趣に 付 以後の 定法 を 立 遺し 左の 通 

申 付 候、 

一町々 の 纏、 以來は組<^0限、 一本に いたし、 大さニ 尺 白うる し 塗に 一月 仕替、 小 纆相止 可 申： 拳、 

但夏 中に 仕 立 来る 十月 朔 日より 一統 相 用、 十月 前 は 有來を ffl ひ、 もし 其內纏 損じ 仕直 候 は r、 本文 

の 通 仕 立候傣 は、 勝手次第に 可 致 事、 

一町 火 消 人足 共、 朱 引 現に 詰罷 在、 役人 指 圖無之 出 越 申 間 敷 旨 急 度 申 渡 候 得 共、 不相用 趣 相 聞え 候 間、 

以来 指 圔無之 出 越 候 もの 有 之に おいて は、 賞錢 渡す まじく 候、 若 右 を 相 用ざる 組合 も 候 はに、 釓の上 

聊 用捨な く 可 及 厳重 之 沙汰 候、 都て 朱 引 缀を出 越 候 故、 混 雜致及 口論 等 * 消防の 妨 にもな り 候 間、 町 

役人 共 も 能. < 申 合、 役人 指圆無 之內、 出 越 不申樣 可 致 候、 萬 一 等閑に 致 候 はに、 町役人 迄 も 越度た る 
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べき 事、 

I 町々 火の見の 儀、 以來 可成 だけ 數 省略いた し、 入用 不懸樣 可 致 事、 

I 自身番 屋追々 手 廣に相 成 候 も 有 之、 總て太 手 重に 候 以来 建廣 げ候義 決て 不相 成、 勿論 是迄 廣げ. 宾 

分 も、 以後 建 直の 節 は、 用 向 辨じ候 迄に 手狭に いたし、 新造 修覆 とも 費 無 之 様、 成 だけ 手 輕に可 致 事、 

但 場所に 至り 候て は、 二三 町模 合に 致 候 儀 は、 勝手次第の 事に 候、 且亦番 屋へ詰 候 儀、 御成の 節、 

或は 風烈の 節、 又は 格別の わけ 有 之 候 節 は、 仕 来の 通 可 詰、 其 餘冬舂 とても 詰る に不 及、 尤 役人の 

外番屋 へ入不 申、 銘々 辨當 持參、 酒 は 決て 可禁 事、 

1 町 抱の 者、 革 羽龜、 以來 停止に 申 付 候 ii、 木綿 法被に 仕 替可申 事、 

但早々 仕 立、 來る 七月 朔 日より、 一 銃 木 法被 可 着 事、 

I 町 抱 其外捨 錢近來 格別 まし 候 分 も 有 之 候 は！.、 減 候 樣可致 事、 

I 是迄 町抱鳶 人足 共、 仲間 を 持へ、 寄 合 等いた し、 入 ffl 町 內へ掛 候 も 有 之. 5、 自令右 體の俵 無 之 樣可致 

事、  - 

但右體 の 儀、 其 外 町役人 申 付 を 不用 やうなる 儀お 之 候 は S -、 早速 引替 可 申， 1^、 夫に 付 彼是 申 もの も 

有 之 候 は 可 申出、 仇 をな さ る 様 可 申 付 事、 

1 龍 吐 水 Q 儀從 公儀 御 渡 Q 品 故、 大切に 存、 別段 入用 掛り候 趣に 付、 以来 被 下 切に 中 渡 持 人足 相 止、 

階 子 げんば 桶 等 同様、 有來 人足に て 持 出、 置 場 其 外 共 都て 入用 不掛様 可 致.¥、 

1 總て御 觸書出 候 節々 寫取、 名主 家 守の 連 印 帳、 一町 限 書 役の 者認、 右 請 書と して、 町中 連判 店 連判 取 

候う へ、 町 年寄 共 方へ 相納 候， 田、 右 印形 取 揃 かたの 儀、 御 觸事有 之 段、 申觸候 得ば 定例の 事に 相 心得、 

其 御 趣意 不相辨 候ても、 印形 差 出 候 得ば、 事 濟の樣 に 心得 候 者 も 有 之 趣 左様 は 有 之 問 敷 事に 候 間、 以 

來 連判 取の 儀幷 一町 限り 帳面 仕 立、 町 年寄 共へ 納候儀 を 相 止、 寫取 候て 觸 書の 趣- 店々 末々 の 者 共 迄 
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能 吞込相 守り 候樣、 町役人と も 入念 可申敎 候、 若 等閑の 致 方 相 聞に おいて は 亂の上 屹度 可 申 付 事、 

1 町奉行 所腰懸 薄鎵、 幷に？ il 茶 等 迄、 訴訟 人より は I 錢も差 出し 敷 候、 ほ 今 以後 役所 金 を 以て、 取 賄 

被 遣 候 問 其 Ha 可存 事、 

1 抬子赏 請 致 養育 候 者、 右 小 兒十歳 迄の 內、 病死の 節、 元 町の 町役人 共 罷越樣 子 見 届、 子細 無 之 分 は、 

1 通 腐 出、 病體相 分る に 於て は、 檢使 遣閗敷 間、 其 旨 存人念 可 申 事、 

1. 拾 物 有 之 主 出 候 は^、 町役人 共立 會相 改、 相 遠な くば、 書付と り、 其 者へ 渡 遣、 捨物有 之町內 よりば 

かり 其 段 可屆出 事、 

附 捨主不 出品 さらし 置 候 日限の 內、 主 出 候 分 も、 本文 同様に 可 取 計 事、 

1 諸訴 事の 儀 居 切に て濟候 分、 別紙の 廉々 訴 出度 儀 有 之 候 はぐ、 當 人より 町役人へ 申 聞， 右 書付に 名主 

家 守 印形 致、 當人 一 人 番所へ 持 參可差 出 事、 

但御 普請 奉行、 其 外へ 届の 儀 も、 本文の 通 可 致 候 其 段 申達 置 候、 尤訴 出度 申 者 有 之 節、 町役人 共 

彼是 申、 手^取 候 様なる 傣、 無 之 様 可 致 事、 

1 自今 以後 上水 普請、 幷道 造りの 外 は、 町奉行 掛 りに 成 候 ii、 其 ぼ 相 心得、 是迄御 普請 奉行へ 巾 立 候 看 

板 柱、 幷商 寶物往 遣へ 差 出 候、 小屋 掛の 類、 其 外 共 以来 番所へ 申立 事、 

但右廉 々申立 方の 俵 は、 別紙 を 以て 申 渡 候 事、 

1 手 あやまち 出火の 俵、 十 間 餘の分 は 可 相屆、 小火の 分 は 不及屆 1 ス、 享保 年中 相觸候 通、 彌相 心得 可 申 

事、 

1 水銀 納 手形 雨 番所、 其 外 諸 へ 差 出 候 書付 類 程 村 紙に いたし、 西の 內用 ひ候義 は、 みの 紙 牛 紙 等に も 

可 致 事、 

1 切支丹 宗門 幷 博奕？ S 勝負、 隱賣 女の 儀に 付、 證文 毎年 三月 一度 月番の^ 所へ はかり 可 差 出 事， 
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1 い たづら もの 無 之 旨の 連判 帳、 是迄每 年 町 年寄 共へ、 兩度づ 、差 出來 候處、 已來不 及. 系-出 候. 5、  i 

相 心得、 翁 亦 入念 若 右 體の者 有 之 候 は.. 其 節 可 申出 事、  - it  . 

1 日 雇人 別 帳、 前條 同斷、 兩度 指出來 候處、 以来 毎年 一 一 月 一 度 可 差 出 事、 

一 人別 帳已來 毎年 四月 一 度 可 差 出 候、 紙 は 美 濃 那須八 寸紙等 用 ひ 可 申 事、 

但 唯今 ss 出 來候は 稍 止 候 1- 付、 臂差出 候 下 帳へ 入 篇分は 名奏方 さ、 震 3 たし 直し 

置 可 申 事、 

1 總 町家 守 共、 茶屋へ 寄 合、 町 法 評議 等 致 候 由、 夫に 付 膳部 等 出させ、 代枓 地主 共より、 出 銀いた させ 

候 趣に 候、 以来 右體の 俵、 決て 致 間 敷 候、 若 打 寄 申 談候筋 有 之 節 は、 名主の 宅へ 寄會 可申談 事、 

】 家 守 給金 多分の 過不及 有 之 趣に 付、 あたわ を も 見合、 程 能く 引下げ 人 敷の 儀 も、 二 屋敷 三 屋敷、 合 十 

五 間口ぐ らゐ まで は、 地主 別々 に 候 共 申談調 次、 第 家中 一人に 申 付 候樣可 致專、 

但家守 引替 候 節、 町禮 無用 可 致 旨 は、 前々 相觸候 儀、 以來 共彌相 守、 口上に て 申觸、 少したり せ、、 

用 相 懸申間 敷 事、  _ 

1 山 王 神 田、 其 外 共祭禮 の義、 是次 差定候 番組の 外、 ねりもの 萬 度 等、 一切 令 停止、 附 祭は總 祭な こて 

大 i 楽 一 組、 外に 二 組、 都合 三 ッと定 候 間、 其 旨 相 心得、 警 固の 者 ども &、 華美の 衣類、 決て 不相成 

候 間、 家 守 共 衣類 も 小紋 にても 紋付 にても、 勝手次第 いたし、 麻 上下 着用 警固可 致 事、 

但附祭 入用の 儀、 譬ば山 王 祭禮、 百 町に 候 は，.、 右 町々 の 小 間 延長に して、 何 間 一 と 小 間 何兩闺 りと 

割付 可 差 出 候、 尤 世話 番相 立、 町々 順々 に 可 相 勤 候、 a 神輿 旅所 幷 馳走 所 供 町 等 は、 ^段に 入用 も 

力.. わ 候 由に 付、 附祭八 用 相 除 候 共、 又は 右體の 入用 迄 打 込、 不淺 祭町總 割にいた し 候 共、 其な々 

申談の 上、 名主 共 世話いた し、 勝手 宜 方に 相 極、 不同 無之樣 割合 可 申 候、 帅田祭 禮北ハ 外と も 右に 佳 

じ 可 取 計 事 •  .  、 
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年と I と唱 かざり 物 等いた し、 入用 懸候町 t 有 之 由、 自今 以後 右體 の義、 一切 贿敷 

事但 ねり も Q 等 は不差 出、 ，籠 執行いた し 候 町々 にても、 かざり 物 乘蕭、 總て物 入が ま 

しき 儀 無 之 樣可致 事、 

- R 集 溜 PA いたし 置險 町々 も 有 之 由、 自今 已後 決て^ « ^敷 I  , 

HHl0.k  ii 籠 〈下 i-  nil  I 

ni? 歐 5S、  i£In 可存 事、 

lMSMfi< 宿いた し 候 町 々入用で り 候 趣に 付、 以來 入用 不懸， たし 可 遣事、 

- ^UZ&^^J.  M 町へ 入用 卦り候 由に 付、 是亦已 來人用 不掛様 可 致 遣 事， 

； S 計 弘 SiSJ 無 之樣 可 響、 $11  f 11-11 

分 入 £ 掛り候 町々 も 有 之 趣 相 聞 不^に 候、 彌 以て 定の通 可 相守條 左の 通、 

IQf いたし、 0i00s0$n. 

一間" UJSSM 名門" 枚〕 tss へ 書，？ 可 遣 候、 III 從 

来の 通 可 致 事、  ；、 

の 外 入用 ケ間敷 儀 無 之 様 可 致 事、 
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但ー 二分 一 より 內に 出し 來候分 も 候 はに、 仕 来の 通 可 致 事、 

一道 造幷木 戶齊請 等の 儀、 大破 叉 は 異變等 は 格別、 平常 は 普請と 申 程の 儀、 無 之 樣に手 人 可 致 事、 

1 總て 町人 用 取 集 方の 儀、 唯 令 迄に 小 間 割、 面 割、 其 外 何 割な ど 唱へ取 集て、 少甚 不同 候 趣 相 聞 候 間、 

以来 は 小 問 割 一途に 取 極、 面割已 下の 割合 相 止 可 申 事、 

ほ 場末な ど、 其 外地 面に より 小 間 割の みに は、 S たしが たき 儀 有 之 分 は可爲 格^ 儀に 付、 其 譯瓮て 

. 番所 へ 可 申立 置 事、 

右條々 無 遠 失 相 守、 猶此 上に も 萬 事手輕 にいた し、 舊來不 取締に て、 入用 夥敷 町々 は是 迄の 七 八 害、 次 

は 五六 割、 次 は 三 四 割 位まで、 可成 だけ 致 減 省候樣 に、 名主 共 頭へ 世話いた し、 町 內居付 候 地主 共、 一 

切 引受 一町 內の 入用、 定式 臨時 共、 何事に よらす、 小 間 割 何 雨 か k りと 割合せ、 町 年寄 幷 名主 共、 所持 

の 池 面に て、 是迄 町人 用 割合 不掛分 迄 も、 小 間 割り 不同 無 之 様 割附、 一 ケ 年分 積 立、 右 町 入用 總高 何程 

內 定式の 分 何程、 內譯は 何々 臨時の 分 高 何程、 小 間 割懸り 何程 づ k に當 り、 町人 用是 迄の 掛り 高に、 何 

割减 じ、 手 取 金 伺程增 候と 申傣、 一 町 限 一 人別 明白に 書付、 名主 支配 限 取 集、 來る 六月 晦日 迄に、 名キ 

共より 最寄 番所へ 可 差 出 候、 右 定法 を脊、 內々 にて 餘 計の 金高 積り 立 候 町々 も^ 之に 於て は、 名主 は 役 

儀 取 放し、 地主 は 家屋敷 取 上、 家 守 は 可 處嚴科 候、 心得 違 無 之爲、 兼て 此段申 渡 候、 

附家守 共の 內、 心懸宜 もの 有 之、 此度申 渡 候 減 方 深切に 世話いた し 候 もの 有 之 候 はビ、 番所へ 可 申 

立 候、 可 及 格^の 沙汰 條其旨 も 可 存候、 

I 俗に 若い ものと 唱、 むつ かしき もの 共、 町々 に 有 之、 祭 禮等其 外 吉凶に 付、 地主 をね だり、 或は 七月 

燈 籠の 節、 又は 神怫 開帳 Q 節、 納物且 秋 葉 石 尊 等 參詣の 入用、 其外宗 3 曰の 出 <^:1、 出家 社 人の 奉加帳に 

つけ 候 類 を、 地、 王 幷地借 店 借の 者 共 迄、 無理に 勤め、 不 得心に て斷 候へば、 意趣 を 含、 仇 をな し 候 事 

. など 有 之、 自然と 渡世の 妨に成 候 故、 無 是非 其 意に 任せ 候 類 も 有 之 由 相 聞え、 不埒の 事に 候、 以来 右 
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.   殳四 

• 體の 者、 町々 に 有 之に 於て は、 其譯 書付 封印に いたし、 當人 一 人 持參、 番所へ 可 差 出 候、 早速 吟味の 

上、 其 品に 應じ、 夫々 御 什 置 申 付、 仇 をな さに る 樣取計 可 遣 事、 

右 は 町々 永久 繁榮 の基ゐ として、 重き 御 趣意 を 請 立 遣 候、 不易の 定法に 候條、 一統 厚く 稍 心得、 大切に 

可 致 遵守 候、 名主 家 守 共の 內、 是迄 種々 不正の 儀いた し、 地主 共へ 多分 費用 掛候 町々 も 有 之 段 不埒に 付、 

急 度 御 咎可仰 付處、 格^の 御 憐愁を 以て、 一 統御 宥 免の 事に 候、 向後 は 右 定法の 外、 少したり 共不： 止の 

筋 於 有 之 は、 重き 御 咎可有 之條、 其 旨 可 存候、 

右の 通總町 一 統不： ^様 可 申 通 者 也、 

祖 都て 拜領町 屋敷、 幷 武家 抱 屋敷 等 有 之 町々 は、 其 所々 町役人より、 右 申 渡の 趣、 地主へ 具に 可 申 

達 事 

四月  ， 

右 は 寬政三 辛亥 年 四月、 官版に 仰 付ら れ、 江府 町々 へ 一 冊づ、 被 下 之、 

時なる 哉穰 なる 哉、 抑 天明 壬 午年 以来、 追々 令 させ 給 ふ 法制、 一 として 苛虐の 類 ひ はなく、 偏に 國 民な 

慈 ませら る >- 仁 風而已 なる を、 等閑の 事に 思 はん 人 は、 將に 天の 冥 助に 違 ふべ し、 或 人 云、 法令 多き は 

善政に 非す と、 答 云、 吁是 何の 謂ぞ や、 其 古語 はん r の 法令の 事に は當ら す、 聚歛 より 出た る 憲法 は、 

を 犯す 者 多し、 それ を 制せん とて、 新 令 を 多く 立る を、 さして 云へ るな り、 今の 如き は、 唯 世の かたま 

しき を 改めら れんとの 御 事ば かりにて、 いさ、 かも 下の いたむ 法に は 非す、 是も 千年 前なら ば、 h に 仁 

政 を 施さ るれば、 下 之に 倣て、 國安 かるべ けれ 共. 今の^の 風俗 は 犬に 雨ら す、 

. 凡 千年 を 歴れば 物換星 移る Q 謂 か、 本朝の 人物 後世に 唱殘れ る も、 凡 千年 內外 Q 人 許な り、 西土に 

は 秦漢の 人 多く 後世に 名 は淺れ り、 本朝 は開歸 遠くして、 二 千年 前 は、 未國 初の 人物に て、 日本 紀 

に 出る 處に密 ならす、 や、 人の 知れる-は、 武內臣 など 許な. 0-、 


草  翁 


條說 にて 云 は 法緣法 已に盡 て" いくばく 千年、 無佛 世界の 人間 なれば、 二階から H 藥を さす 様な 

迂 速の 敎 示に ては屆 かぬ ゆ ゑ、 善 惡邪正 を 直にし 給 ふに 非れば、 度し がた かるべし、 故に 小 細の i5_f 迄 も、 

1 々箇條 に 揚て敎 論し 給 ふ は、 世に 押 移る 御仁 惠 ならむ か、 旣に諸 物の 相場、 近年 夥敷 高價 なる を、 御 

目 付 雨 入掛り にて、 其 買 元を轧 され、 賣 出しの 直 段 を 引合て、 穿議 有て、 仍て其 後 は 諸式 直 段 も少々 は 

引下げたり、 なべて 今の 世の 風俗 不正なる が 中に たまく 孝子 は、 貧困の 人に 在り、 富裕 家に 在 を 聞か 

す、 其 謂 は 富家 は 物 毎 自在 なれば 盡 すに 及ばす、 如意 滿 足す るが 故に、 其節彰 はれす、 唯 父母に 事る 事の 

正しくせ ちなる 而已 なれば、 其 孝廣く 世に 知られす、 是富 人の 不背 とやい はむ、 忠臣 義、 士も賤 土に 有て、 

重き 士に 希な り、 是も. 祿ぉ もければ、 世に つれて 奢侈 貪 砍を宗 とする 故に、 肝要の 本性 を 喪 ふ、 獨大 

石 內藏介 而已、 和漢 獨 歩の 名 を 得たり、 知 足 は 不足 Q 中に 在り、 滿 足の 人 は、 猶其ト ： を 貪る 故に、 知 足 

を 知らす、 唯 士は銀 持ぬ がよ し、 是 皆治國 のなら はしな り、 戰國 は然ら す、 金銀な どの 小事に は 目 も か 

けす、 國郡を 盜ん爲 に、 君 父す バ弑 すの 類、 知- 漢めづ らしから す、 忠の 孝のと いふ 段に は 非す、 塞に 人面 

獸 心なり、 又戀路 のせち なる も、 大 やう 吉 田の 法師の 書 置る が 如く、 ある は 主 親の 制 示 を 凌て 束の間の 

逢 瀨を樂 しむなん ど、 養ば 咽の 乾く 時の 茶、 いそがしき 中の 多 波 粉に 等く、 隙に 任せて 戀 せん は、 何 か 

は樂 しからむ、 是を おも ふに、 大人の 戀 ほど 面白から ぬ 事 は あら じ、 さる を 源氏物語に、 あやしく いみ 

じく 書 つらねし こそ 世々 の 鏡なる ベ けれ、 大人 は戀路 のみ か は、 衣食住 心に 任せす と 云 事な く、 打 語ら 

ふ 人 とても、 言葉 を 返す 者 もなければ、 いと 興な き 事な めり、 たまく 繁華の 神社へ 成せ 給 ふに も、 人 

留 なれば、 させる 御 與も有 まじ、 贵賤 まじ はりて 色めく にこ そ、 こよな き與も あなれ、 朝餉の 鲷も、 日 

日 なれば、 下 ざまの もの、 香の物に 等しから む、 我が 日ぐ らしの 庵に、 頃日 安き 疊を 入て、 坐して 見る 

に、 北ハゃ はら かき、 老骨 を 助け、 え もい はれぬ 佳品な り、 是らを 貴人の 御 褥に用 ひられば、 さぞなん 歡 

ばせ 給 ふらめ と を かし、 又假 初の 風の 御 心地に も、 くす しど も馳參 りて、 色々 の 六 かしき 醫案 をのべ、 恭 

 f  八 八 五 
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し く^を 取て、 さらばた やすく、 邪氣を はら ふかと みれば、 下 ざまの もの- * 煩よりも 隙 どり、 掷惱み 募 

らせ 給へば、 官醫 群集して、 評論し、 やうく にして 調進す るの 藥を 見れば、 何でもない、 よら や 障ら 

すの 療治な り、 誰か 柚んで. - 器量なる 療治 をす る ものな く、 あげくに は 補充な どに て 尊 體を慯 ふに 及ば、 

貴人の 御 損と や 申べき、 美饌を 常と して、 御身 をつ か はせ 給 はす、 娃樂 ほしい ま k なれば， 人間の 毒不 

養生 を 積せ 給 ふ 事、 此 上な からまし、 吁危ぃ ij^、 貴人の 御身の 上、 知れた る 事ながら 世の中の 貴賤 翁 ：1 

は、 fK 地の 問 の 道具に て、 陰陽の 備 ふるに 等し、 どちらが 缺て もなら ぬな り、 賤 有ての 贵 なり、 賤 なく 

んば、 誰か は 驚 舆の轅 にまゐ り、 供奉つ かふ まつらん や、 貧 また 雨り、 幅 計りなら むに は、 四海. 十 等に 

して、 金銀の 威な からまし、 

無事 是 貴人の 古語 宜 なる 哉、 我 友の 老翁、 今日 無事の 四 宇 を 或大德 の 書る を 軸 を 付て、 常に に掛 置ぬ、 

我 其 蜩の意 も是に 異なる 事な し、 我 年波 旣に七 溯の 淀 を 跡に なし やそ 瀨の浪 に ぬれ，. （\ す、 一身 老 健に 

て 子孫 無事なる が 上に. か i る 聖德の 御代に 活 ながらへ、 寒暖の 患な く、 日々 夜々 樂 しく 暮 して、 這の 草 

稿 をす さむ 事 二百 卷、 楮の數 や、 五千餘 草案 もな く、 眼鏡 も 入らす、 筆の 行 次第な り、 是 なん 老の 

自贊の 鳴 呼なる べき、 


翁 草卷之 二百 終 


一翁 草 後 

あだし 草々 のしのに もみて や、 卷 葉の 數のニ も、 に 至れり ける を 
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